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17 
ラスキン受容史の過去と現在 
 ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
世
界
史
に
向
け
て 
本
章
で
は
先
行
研
究
批
判
と
し
て
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
・
建
築
批
評
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
〔
一
八
一
九
―
一
九
〇
〇
〕
の
受
容
に
関
す
る
研
究
動
向
を
概
観
し
、
今
後
あ
り
う
る
研
究
の
方
向
を
展
望
す
る
。 
世
界
的
に
み
て
、
広
義
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
層
は
き
わ
め
て
厚
い
が
、
そ
の
一
部
門
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
・
建
築
・
社
会
思
想
の
歴
史
的
影
響
関
係
も
ま
た
、
今
日
ま
で
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
の
ラ
ス
キ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
二
〇
一
〇
年
に
発
表
し
た
『
ラ
ス
キ
ン
関
連
文
献
目
録
』（
一
）
に
は
、
一
九
三
九
年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
関
連
の
研
究
論
文
や
記
事
が
英
語
を
中
心
に
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
も
含
め
て
二
三
〇
〇
点
以
上
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
研
究
は
八
十
点
弱
を
数
え
る
。
こ
の
方
向
の
研
究
は
建
築
史
分
野
の
み
で
は
な
く
、
美
学
史
、
文
学
史
、
社
会
学
史
分
野
な
ど
へ
の
広
が
り
を
も
ち
、
ひ
と
つ
の
学
際
的
な
研
究
領
域
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
考
察
対
象
と
な
る
地
域
も
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
欧
や
ロ
シ
ア
、
南
欧
、
あ
る
い
は
日
本
を
含
み
広
大
で
あ
る
。
近
代
建
築
史
上
の
建
築
理
論
家
と
し
て
み
れ
ば
、
受
容
史
と
い
う
研
究
分
野
の
非
常
な
進
展
は
ラ
ス
キ
ン
に
特
異
な
も
の
だ
が
、
そ
の
分
野
に
は
さ
ら
に
、
対
象
地
域
の
非
常
な
拡
が
り
と
学
際
的
な
展
開
を
み
せ
る
の
で
あ
る
（
二
）
。 
た
だ
し
、
こ
う
し
た
受
容
史
研
究
は
総
じ
て
文
学
史
、
美
学
史
の
リ
ー
ド
が
大
き
く
、
重
要
研
究
の
蓄
積
は
あ
る
と
は
言
え
、
建
築
史
分
野
の
研
究
は
近
年
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
一
因
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
五
〇
年
代
ま
で
の
近
代
建
築
史
家
の
業
績
に
よ
っ
て
、
近
代
建
築
史
記
述
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
位
置
や
語
ら
れ
方
が
半
ば
固
定
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
歴
史
記
述
に
み
ら
れ
る
ラ
ス
キ
ン
の
位
置
づ
け
に
は
国
や
学
派
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
が
、
現
在
、
建
築
史
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
が
語
ら
れ
る
文
脈
は
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
る
強
い
制
約
を
受
け
て
い
る
。 
し
か
し
そ
れ
ら
の
先
行
す
る
史
観
の
あ
い
だ
に
は
重
要
な
矛
盾
も
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ン
リ
ー
＝
ラ
ッ
セ
ル
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
、
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
お
よ
び
レ
イ
ナ
ー
・
バ
ン
ハ
ム
に
よ
る
歴
史
記
述
は
明
確
に
反
ラ
ス
キ
ン
の
立
場
に
基
づ
い
た
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
性
質
が
強
く
、
一
方
、
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
歴
史
記
述
は
ラ
ス
キ
ン
に
あ
く
ま
で
、
近
代
建
築
思
想
の
形
成
に
か
か
わ
る
肯
定
的
な
価
値
を
見
い
だ
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ザ
ー
コ
も
こ
の
流
れ
を
汲
み
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
歴
史
考
証
の
な
い
ま
ま
機
能
主
義
理
論
の
系
譜
に
位
置
づ
け
て
い
る
。 
今
日
の
我
々
は
ラ
ス
キ
ン
の
史
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
状
況
に
曝
さ
れ
て
い
る
が
、「
〝
（
伝
達
者
の
主
観
的
解
釈
を
背
景
に
有
す
る
）
あ
る
情
報
を
受
け
と
り
、
そ
れ
を
自
己
の
主
観
的
知
識
（
認
識
）
体
系
の
中
に
組
み
込
む
〟
行
為
の
時
間
的
・
空
間
的
連
続
性
お
よ
び
関
連
性
」（
三
）
を
扱
う
史
学
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
、
一
面
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
お
け
る
言
説
を
整
理
し
相
対
化
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
動
向
を
辿
る
こ
と
は
、
近
代
建
築
史
記
述
の
見
直
し
を
は
か
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。 
ラ
ス
キ
ン
研
究
に
お
け
る
受
容
史
へ
の
シ
フ
ト
は
近
年
の
研
究
動
向
に
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
建
築
史
分
野
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
関
す
る
先
行
す
る
歴
史
記
述
の
再
検
討
が
一
九
八
〇
年
以
降
現
在
ま
で
叫
ば
れ
、
新
た
な
実
証
研
究
が
求
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
達
成
す
る
方
法
論
の
確
立
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
研
究
が
ひ
と
つ
の
分
野
を
形
成
し
は
じ
め
た
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
研
究
動
向
を
広
く
概
観
し
な
が
ら
、
各
時
代
、
各
地
域
で
達
成
さ
れ
た
成
果
お
よ
び
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
方
法
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
建
築
史
分
野
に
あ
り
う
る
受
容
史
研
究
の
方
法
論
を
提
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示
し
た
い
と
考
え
る
。 
な
お
本
章
で
は
、
個
人
を
対
象
と
し
た
ラ
ス
キ
ン
関
連
研
究
（
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
な
ど
）
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
紹
介
し
き
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
特
に
、
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
の
も
の
に
関
し
て
も
時
代
ご
と
の
傾
向
に
は
可
能
な
限
り
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。 
 第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
ラ
ス
キ
ン
研
究 
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
ラ
ス
キ
ン 
以
下
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
研
究
史
を
概
観
す
る
上
で
、
本
節
で
は
は
じ
め
に
、
ラ
ス
キ
ン
研
究
全
般
の
歴
史
的
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
一
部
門
と
し
て
の
受
容
史
研
究
も
ま
た
、
そ
の
大
勢
に
お
お
む
ね
並
行
し
た
現
象
と
し
て
進
展
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
人
文
学
分
野
全
般
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
発
端
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
五
一
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
開
催
前
後
に
お
け
る
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
自
体
が
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
（
一
八
五
一
）
開
催
百
周
年
祝
賀
を
ひ
と
つ
の
動
機
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
よ
そ
こ
の
時
点
を
境
に
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
を
扱
っ
た
、
経
済
、
芸
術
、
思
想
分
野
を
含
む
多
様
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
研
究
が
萌
芽
し
た
。
一
九
六
六
年
に
は
レ
ス
タ
ー
大
学
に
イ
ギ
リ
ス
初
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
戦
後
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
研
究
の
盛
り
上
が
り
を
示
す
現
象
で
あ
る
。 
こ
う
し
た
な
か
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
主
要
な
イ
ギ
リ
ス
人
批
評
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
に
学
術
的
関
心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ラ
ス
キ
ン
を
扱
っ
た
展
覧
会
は
第
一
次
大
戦
後
の
間
欠
期
を
経
て
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
断
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
四
年
に
は
ア
ー
ツ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
ラ
ス
キ
ン
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
」
展
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
は
そ
の
頻
度
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
（
四
）
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
ラ
ス
キ
ン
・
ト
ゥ
デ
イ
』（
一
九
六
四
）
は
こ
の
時
期
と
そ
れ
以
後
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
盛
隆
を
画
期
し
た
記
念
碑
的
著
作
で
あ
る
（
五
）
。
ま
た
、
同
書
刊
行
の
前
後
に
は
『
ラ
ス
キ
ン
の
天
分
』（
一
九
六
四
年
）（
六
）
や
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
批
評
』（
一
九
六
四
）（
七
）
、『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
文
芸
批
評
』（
一
九
六
五
）（
八
）
と
い
っ
た
選
集
・
批
評
書
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
関
心
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
こ
の
時
期
に
は
英
語
圏
以
外
に
お
け
る
初
等
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
が
進
展
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
後
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
は
お
お
む
ね
肯
定
的
な
意
味
で
の
ラ
ス
キ
ン
の
再
評
価
、
広
義
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
伝
統
〟
の
回
復
を
動
機
と
し
て
い
た
が
、
受
容
史
に
か
か
わ
る
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ほ
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。
研
究
史
を
遡
る
と
、
同
国
に
お
け
る
受
容
史
研
究
の
発
端
に
位
置
づ
く
の
は
一
九
〇
三
年
以
降
逐
次
刊
行
さ
れ
た
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
全
集
』（
通
称
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」）（
九
）
に
お
け
る
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ィ
ア
ス
・
ク
ッ
ク
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
ェ
ダ
ー
バ
ー
ン
に
よ
る
解
説
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
彼
ら
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
書
目
が
出
版
さ
れ
た
当
時
の
状
況
を
伝
記
的
な
記
述
に
よ
っ
て
語
り
お
こ
し
、
出
版
後
の
読
者
の
反
応
や
、
翻
訳
出
版
を
含
め
た
版
の
刊
行
状
況
な
ど
を
逐
次
書
き
含
め
た
。 
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
盛
隆
に
大
き
く
先
駆
け
一
九
三
三
年
に
美
術
批
評
家
Ｒ
・
Ｈ
・
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
が
発
表
し
た
「
五
〇
年
代
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
位
置
」（『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
：
そ
の
生
涯
と
作
品
に
関
す
る
さ
ら
な
る
研
究
の
た
め
に
』（
一
〇
）
所
収
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
そ
の
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
。
こ
こ
で
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
ラ
ス
キ
ン
は
一
八
五
〇
年
代
に
は
聞
き
伝
え
ら
れ
た
通
り
の
美
術
批
評
の
権
威
で
は
な
く
、
一
般
読
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ラスキン受容史の過去と現在 
者
も
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
思
想
の
影
響
も
わ
ず
か
だ
っ
た
と
論
じ
た
。
し
か
し
こ
の
論
は
イ
ギ
リ
ス
人
研
究
者
に
は
さ
ほ
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
注
目
し
た
の
は
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
だ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
末
に
発
表
さ
れ
た
Ｊ
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ン
プ
の
「
一
八
五
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
の
評
価
」（
一
一
）
は
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
の
反
証
研
究
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
文
芸
誌
で
批
評
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
を
取
り
あ
げ
対
象
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
を
実
証
的
に
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。 
 ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
研
究
と
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
定
義 
建
築
史
分
野
で
は
、
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
』
第
三
版
が
初
版
か
ら
三
十
年
以
上
経
っ
た
一
九
六
二
年
（
初
版
：
一
九
二
八
）
に
発
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
も
、
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
盛
り
上
が
り
が
偲
ば
れ
る
。
こ
の
学
問
動
向
に
則
り
、
こ
の
時
期
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
影
響
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
。
な
か
で
も
ハ
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
グ
ッ
ト
ハ
ー
ト
＝
レ
ン
デ
ル
『
摂
政
時
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
建
築
』（
一
九
五
三
）（
一
二
）
以
降
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
計
、
特
に
オ
ー
ル
・
セ
イ
ン
ツ
教
会
を
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
と
見
做
す
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
建
築
史
分
野
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
一
大
ト
ピ
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
る
。
グ
ッ
ト
ハ
ー
ト
＝
レ
ン
デ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
形
式
に
イ
タ
リ
ア
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
入
る
こ
と
を
も
っ
て
「
ラ
ス
キ
ン
の
門
弟
」
の
作
品
で
あ
る
と
定
義
し
た
が
（
一
四
二
頁
）、
オ
ー
ル
・
セ
イ
ン
ツ
は
こ
の
基
準
か
ら
は
外
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
一
九
五
四
年
に
「
ラ
ス
キ
ン
か
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
か
」
を
発
表
（
一
三
）
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
同
様
の
理
由
か
ら
否
定
し
、
む
し
ろ
盛
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
創
始
は
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
論
じ
た
。 
こ
れ
ら
の
初
期
の
研
究
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
建
築
史
家
た
ち
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
史
』
（
一
八
七
二
）(
一
四
）
以
降
定
着
し
た
〝
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
＝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
定
式
を
無
批
判
に
採
用
し
、
様
式
論
の
観
点
か
ら
こ
の
意
味
で
の
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
論
じ
て
い
た
。
六
〇
年
代
中
盤
か
ら
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
建
築
』（
一
九
六
六
）（
一
五
）
や
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
ソ
ン
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』（
一
九
七
〇
）（
一
六
）
、
ポ
ー
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
』（
一
九
七
一
）（
一
七
）
、
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
『
様
式
と
社
会
』（
一
九
七
一
）(
一
八
）
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ム
テ
ジ
ウ
ス
『
建
築
の
ハ
イ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
』（
一
九
七
二
）(
一
九
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
ハ
ー
シ
ー
『
盛
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
』（
一
九
七
二
）(
二
〇
）
な
ど
の
史
書
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
採
用
さ
れ
た
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
」
の
定
義
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
属
す
る
。
一
九
八
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
」（『
ラ
ス
キ
ン
・
ポ
リ
ゴ
ン
』
所
収
）（
二
一
）
で
は
、
Ｊ
・
モ
ー
ダ
ン
ト
・
ク
ル
ッ
ク
は
そ
れ
を
「
ア
ン
グ
ロ
＝
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
」
と
や
や
冗
長
に
定
義
し
て
い
る
。 
こ
の
当
時
、
歴
史
上
の
建
築
家
個
人
が
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
ど
の
程
度
意
識
し
、
ど
の
程
度
応
用
し
た
か
と
い
う
史
学
的
な
議
論
は
先
行
の
定
義
や
研
究
者
自
身
に
よ
る
原
典
解
釈
に
頼
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
議
論
に
は
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
個
人
的
な
愛
憎
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
建
築
史
上
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
が
こ
の
狭
い
文
脈
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
根
本
的
な
点
に
つ
い
て
の
批
判
は
こ
の
時
点
ま
で
に
は
皆
無
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
状
況
の
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
史
家
イ
ブ
・
ブ
ラ
ウ
が
一
九
八
二
年
に
発
表
し
た
『
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
』 
（
二
二
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
建
築
史
学
史
に
お
け
る
以
上
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
動
向
を
整
理
し
な
が
ら
「
一
八
五
〇
年
代
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
建
築
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
の
問
題
は
解
決
し
て
お
ら
ず
、
大
き
な
物
議
を
醸
し
続
け
て
い
る
」（「
序
」）
状
況
を
素
描
し
た
。 
た
だ
し
、
こ
こ
で
ブ
ラ
ウ
が
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
を
め
ぐ
っ
て
展
開
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し
た
議
論
は
い
さ
さ
か
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
氏
の
議
論
は
詳
細
な
先
行
研
究
批
判
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
語
に
対
す
る
明
確
な
定
義
を
行
っ
て
い
な
い
。
書
内
で
多
用
さ
れ
る
こ
の
語
の
含
意
は
著
者
自
身
の
原
典
解
釈
を
反
映
し
て
お
り
、
依
然
恣
意
的
か
つ
多
義
的
な
も
の
と
し
て
、
先
行
研
究
か
ら
の
方
法
論
上
の
発
展
は
み
ら
れ
な
い
。
か
く
し
て
ブ
ラ
ウ
は
、
デ
ィ
ー
ン
＆
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
と
建
築
家
自
身
の
独
創
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
強
調
し
な
が
ら
も
、「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
が
実
際
に
形
づ
く
ら
れ
る
上
で
主
に
責
任
が
あ
っ
た
の
は
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
の
研
究
も
ま
た
、
術
語
と
し
て
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
呼
称
が
当
時
、
ラ
ス
キ
ン
の
書
目
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
か
と
い
う
考
証
な
し
に
独
り
歩
き
し
て
い
た
こ
と
の
一
例
だ
っ
た
。 
こ
う
し
た
研
究
の
経
緯
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
研
究
は
、
あ
た
か
も
ラ
ス
キ
ン
派
と
反
ラ
ス
キ
ン
派
の
派
閥
闘
争
の
観
を
呈
し
て
い
た
。
ラ
ス
キ
ン
派
は
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
か
ら
の
引
用
で
作
品
論
を
展
開
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
あ
る
作
品
を
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
に
位
置
づ
け
た
。
そ
の
一
方
、
反
ラ
ス
キ
ン
派
は
イ
タ
リ
ア
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
典
拠
が
分
か
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
で
は
な
い
と
し
た
。 
こ
の
混
乱
し
た
状
況
に
初
め
て
本
質
的
な
批
判
を
加
え
た
の
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｗ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
建
築
』（
一
九
八
七
）（
二
三
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、「
歴
史
的
現
象
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
は
ラ
ス
キ
ン
本
人
か
ら
相
当
な
独
立
を
勝
ち
え
た
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
代
の
研
究
者
に
よ
る
原
典
読
解
を
超
え
た
も
の
と
し
て
、「
彼
が
好
ま
し
く
思
わ
な
い
よ
う
な
道
す
じ
で
、
そ
し
て
彼
が
嫌
い
な
仕
方
で
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
」
の
だ
と
語
っ
た
（
六
章
「
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
と
時
代
精
神
」）。
こ
の
前
提
認
識
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
自
身
が
前
五
章
を
か
け
原
典
読
解
か
ら
「
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
の
視
覚
的
構
成
要
素
」
を
導
出
し
て
い
る
論
理
構
成
と
の
矛
盾
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
こ
の
矛
盾
に
半
ば
自
覚
的
だ
っ
た
と
言
え
る
。
六
章
以
降
の
歴
史
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
界
を
扱
っ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
語
ら
れ
か
た
の
パ
タ
ー
ン
や
そ
の
変
遷
を
豊
富
な
傍
証
を
も
と
に
辿
っ
た
、
初
の
実
証
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
。 
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
界
界
隈
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
扱
っ
た
も
の
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
に
よ
る
『
ア
ー
チ
ザ
ン
・
ア
ン
ド
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
：
建
築
思
想
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
伝
統
』（
一
九
八
九
）
（
二
四
）
が
あ
る
。
同
研
究
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
」（『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』）
に
示
さ
れ
る
社
会
主
義
思
想
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
サ
ビ
ー
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
、
ア
ー
サ
ー
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
ン
テ
ィ
と
い
っ
た
主
体
の
社
会=
建
築
思
想
に
い
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
論
題
を
扱
っ
た
系
譜
学
的
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
は
、
副
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
建
築
の
設
計
理
論
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
思
想
を
扱
っ
た
。
こ
の
た
め
彼
が
定
義
す
る
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
」
と
は
「
建
築
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
到
来
以
前
の
社
会
主
義
の
伝
統
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
、
ブ
ラ
ウ
ら
の
意
匠
上
の
定
義
と
は
異
な
る
。 
な
お
、
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
の
研
究
が
主
題
と
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
だ
が
、
そ
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
対
象
年
代
の
建
築
美
学
に
ゲ
ー
テ
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
、
ア
メ
リ
カ
の
超
越
論
者
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
国
外
の
参
照
源
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
に
強
調
し
て
い
る
。
本
書
は
社
会
思
想
の
系
譜
を
主
題
し
た
た
め
に
、
建
築
設
計
論
や
建
築
美
論
に
対
す
る
歴
史
記
述
の
比
重
は
高
く
な
く
、
指
摘
さ
れ
た
美
学
的
影
響
源
が
い
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
界
に
伝
わ
り
吸
収
さ
れ
た
か
、
と
い
う
本
質
的
な
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
未
だ
示
唆
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
建
築
史
分
野
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
国
際
的
な
視
覚
を
も
ち
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
寄
与
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
な
い
方
向
性
を
示
し
た
点
は
本
書
の
特
長
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
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ラスキン受容史の過去と現在 
ま
た
本
書
は
、
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
と
バ
ン
ハ
ム
と
い
う
、
コ
ー
ト
ゥ
ー
ル
ド
研
究
所
の
師
弟
に
よ
る
歴
史
記
述
に
初
め
て
疑
問
を
呈
し
た
点
で
も
特
筆
さ
れ
る
（
七
章
「
ラ
ス
キ
ン
と
モ
ダ
ン
ズ
」）。
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
記
述
に
は
ラ
ス
キ
ン
の
名
を
近
代
建
築
思
想
史
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
目
的
意
識
が
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
代
の
近
代
建
築
史
観
に
影
響
を
与
え
た
業
績
だ
が
、
そ
こ
で
喧
伝
さ
れ
た
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
ラ
ス
キ
ン
と
の
完
全
の
決
裂
か
ら
起
こ
っ
た
、
と
い
う
説
に
は
語
弊
が
あ
る
」。
そ
し
て
章
内
で
は
、
二
十
世
紀
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
国
外
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
こ
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
弊
が
い
か
に
根
本
的
に
反
証
さ
れ
る
か
と
い
う
方
法
論
に
つ
い
て
は
未
発
達
で
あ
っ
た
も
の
の
、
近
代
建
築
史
上
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
二
十
世
紀
以
降
も
連
続
的
な
も
の
と
し
て
考
察
し
う
る
と
い
う
指
摘
は
、
過
去
の
近
代
建
築
史
記
述
を
相
対
化
し
た
と
い
う
意
味
で
も
後
続
研
究
に
資
す
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
の
受
容
史
研
究
は
い
ま
だ
実
証
史
学
と
し
て
の
内
容
を
持
ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
研
究
動
向
に
対
し
て
豊
富
な
示
唆
を
有
し
て
い
た
。 
 ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
問
題
系 
方
法
論
の
成
熟
と
問
題
点
：
ア
メ
リ
カ
を
例
と
し
て 
以
上
は
イ
ギ
リ
ス
を
扱
っ
た
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
八
〇
年
代
ま
で
の
動
向
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
盛
隆
お
よ
び
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
の
再
評
価
と
並
行
し
た
現
象
で
あ
り
な
が
ら
、
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
定
義
を
め
ぐ
る
建
築
史
分
野
独
自
の
議
論
を
辿
っ
た
。 
一
方
、
同
じ
英
語
圏
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
扱
っ
た
（
、
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
に
よ
る
）
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
も
ま
た
六
〇
年
代
末
に
大
き
な
進
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
国
の
場
合
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
関
心
は
イ
ギ
リ
ス
や
他
国
に
比
べ
て
非
常
に
早
い
、
一
九
三
〇
年
代
に
遡
る
。
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
先
述
の
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
研
究
お
よ
び
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
る
『
ア
メ
リ
カ
の
建
築
書
』（
一
九
三
八
―
三
九
）（
二
五
）
で
あ
る
。
一
方
の
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
研
究
は
一
八
五
〇
年
代
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
知
名
度
や
人
気
の
低
さ
を
示
し
た
が
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
研
究
は
そ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
、
特
に
『
建
築
の
七
燈
』
が
海
賊
版
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
上
回
る
異
常
な
早
さ
で
版
を
重
ね
て
い
た
事
実
を
示
し
た
。
両
者
の
こ
の
発
見
が
そ
の
後
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
「
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
そ
の
批
評
家
」
（
一
九
四
二
）（
二
六
）
か
ら
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
Ｊ
・
ス
カ
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
『
シ
ン
グ
ル
・
ス
タ
イ
ル
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ル
』（
一
九
五
五
）（
二
七
）
を
経
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ー
リ
ー
『
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
六
五
）（
二
八
）
ま
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
の
ち
の
一
九
六
〇
年
代
末
の
受
容
史
研
究
に
い
た
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
人
建
築
史
家
た
ち
が
一
九
世
紀
後
半
ア
メ
リ
カ
の
建
築
史
記
述
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
位
置
づ
け
に
関
心
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
美
術
史
分
野
に
も
、
ラ
ス
キ
ン
周
辺
の
美
術
家
と
ア
メ
リ
カ
の
論
客
と
の
情
報
交
流
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
大
胆
不
敵
な
若
者
た
ち
：
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
物
語
』（
一
九
五
二
）（
二
九
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｇ
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
「
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
評
価
」（
一
九
五
三
）（
三
〇
）
は
、
明
確
に
受
容
史
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
初
期
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
後
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｈ
・
ジ
ョ
ー
デ
ィ
＋
ラ
ル
フ
・
コ
ー
に
よ
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ス
カ
イ
ラ
ー
研
究
（
一
八
六
一
）（
三
一
）
は
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
師
に
あ
た
る
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
関
心
を
寄
せ
た
。 
こ
う
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
関
心
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
ロ
ジ
ャ
ー
・
Ｂ
・
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
受
容
史
研
究
は
、
史
料
収
集
の
網
羅
性
の
点
で
も
、
採
用
さ
れ
た
方
法
の
点
で
も
、
世
界
的
に
み
て
前
後
比
肩
す
る
も
の
の
な
い
成
果
を
達
成
し
た
。
そ
の
一
方
で
こ
れ
ら
に
は
、
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ラ
ス
キ
ン
受
容
史
に
か
か
わ
る
根
本
的
な
問
題
も
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
る
。 
 ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
研
究 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
「
ラ
ス
キ
ン
と
ア
メ
リ
カ
建
築
、
あ
る
い
は
遅
れ
す
ぎ
た
再
建
」
（
一
九
六
八
）
は
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
六
十
五
歳
の
記
念
出
版
『
建
築
に
関
し
て
』
に
所
収
さ
れ
た
（
三
二
）
。
こ
れ
は
、
自
身
の
三
〇
年
代
研
究
の
延
長
と
し
て
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
解
明
を
旨
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
地
震
が
そ
れ
ま
で
に
継
続
し
て
き
た
建
築
関
係
の
文
献
史
料
収
集
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
広
範
な
一
次
史
料
収
集
に
よ
っ
て
、
通
時
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
建
築
界
に
限
ら
な
い
一
般
的
潮
流
ま
で
を
示
し
た
実
証
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
年
代
の
建
築
界
内
外
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
解
明
が
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
加
え
て
こ
こ
で
は
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
末
期
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
建
築
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
関
心
が
持
た
れ
な
が
ら
本
格
的
な
意
匠
研
究
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
領
域
が
初
め
て
史
学
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。 
た
だ
し
、
こ
の
研
究
に
幾
つ
か
の
重
大
な
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、
対
象
年
代
の
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
流
行
に
極
限
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
論
内
で
定
義
し
た
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
と
は
、「
イ
タ
リ
ア
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
典
拠
を
も
つ
こ
と
」「
鉄
の
建
材
利
用
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
」「
反
機
能
主
義
で
あ
る
こ
と
」
と
極
端
に
厳
密
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
認
め
る
作
例
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
、
多
く
の
作
例
で
は
む
し
ろ
、
そ
の
影
響
の
反
証
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、
明
ら
か
に
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
鼓
舞
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
機
関
誌
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
に
つ
い
て
も
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
や
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
「
ま
っ
た
く
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
で
は
な
い
」
と
い
う
奇
妙
な
結
論
に
も
達
し
て
い
る
。
本
来
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
書
が
十
九
世
紀
に
爆
発
的
人
気
を
誇
っ
た
と
い
う
事
実
と
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
定
義
す
る
厳
密
な
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
例
が
同
時
期
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
同
士
の
矛
盾
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
そ
の
と
き
、
そ
の
特
定
の
様
式
の
流
行
と
は
別
の
文
脈
で
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、
自
身
が
奉
じ
た
近
代
建
築
思
想
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
狭
義
に
解
釈
し
、「
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
は
そ
の
人
気
と
は
裏
腹
、
十
九
世
紀
後
半
も
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
に
派
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
（
一
六
八
頁
）
と
い
う
結
論
を
先
行
さ
せ
て
い
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
近
代
建
築
は
あ
く
ま
で
、
十
九
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
否
定
と
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
回
復
の
上
に
成
立
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
研
究
は
、
そ
の
広
範
な
史
料
調
査
に
比
し
て
、
そ
こ
か
ら
演
繹
さ
れ
た
結
論
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
疑
問
視
さ
れ
る
べ
き
点
も
少
な
く
な
い
。 
こ
れ
は
、
本
格
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
開
始
点
を
画
期
す
る
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
個
人
的
な
バ
イ
ア
ス
を
排
し
て
受
容
史
研
究
を
行
う
こ
と
の
困
難
を
示
す
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。 
 ス
タ
イ
ン
研
究 
一
方
、
ス
タ
イ
ン
に
よ
り
同
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
美
学
思
想
』（
一
九
六
七
）（
三
三
）
は
、
研
究
者
自
身
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
の
解
釈
を
意
図
的
に
排
し
た
受
容
史
研
究
と
し
て
、
今
な
お
同
種
の
研
究
の
方
法
論
に
対
し
て
示
唆
の
あ
る
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。
そ
の
序
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
著
者
は
、
歴
史
上
の
主
体
が
ど
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
を
読
み
、
解
釈
し
た
か
、
と
い
う
点
に
研
究
対
象
を
絞
り
、
実
証
的
な
受
容
史
で
あ
る
こ
と
に
き
わ
め
て
自
覚
的
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
則
り
ス
タ
イ
ン
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
支
持
や
不
支
持
、
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ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
対
す
る
歪
曲
も
含
め
た
様
々
な
解
釈
を
広
く
収
集
し
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
知
的
文
化
、
特
に
自
然
観
、
科
学
観
を
め
ぐ
る
当
時
の
議
論
の
展
開
を
辿
っ
た
。
す
な
わ
ち
ス
タ
イ
ン
の
研
究
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
道
具
と
し
て
用
い
た
、
ア
メ
リ
カ
の
思
想
史
の
解
明
お
よ
び
記
述
を
そ
の
主
要
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
世
界
的
に
み
て
、
そ
の
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
ラ
ス
キ
ン
の
支
持
者
の
み
を
扱
う
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
、
ラ
ス
キ
ン
本
人
に
対
す
る
あ
る
種
の
無
関
心
を
前
提
と
し
た
受
容
史
研
究
は
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
。 
ま
た
こ
の
無
関
心
は
、
史
料
収
集
の
網
羅
性
・
無
志
向
性
の
点
で
も
便
宜
と
な
っ
て
い
る
。
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
の
建
築
家
で
あ
り
、
当
時
の
建
築
論
壇
に
お
け
る
主
要
な
論
客
で
あ
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
や
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
発
見
お
よ
び
、
彼
ら
を
中
心
と
し
た
同
時
代
的
議
論
の
素
描
は
、
こ
の
公
平
か
つ
幅
広
い
視
覚
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
功
績
が
建
築
史
家
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
文
明
史
専
攻
の
美
術
史
家
ス
タ
イ
ン
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
建
築
史
分
野
の
研
究
者
が
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
に
個
人
的
な
定
見
を
強
く
持
ち
す
ぎ
る
こ
と
の
不
利
を
示
し
て
も
い
る
。
か
く
し
て
ス
タ
イ
ン
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
か
か
わ
る
以
降
の
研
究
に
と
っ
て
、
建
築
史
分
野
に
限
ら
ず
長
ら
く
底
本
と
見
做
さ
れ
続
け
て
い
る
。 
た
だ
し
ス
タ
イ
ン
の
研
究
に
も
多
少
の
遺
漏
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
め
は
、
研
究
の
前
提
と
研
究
対
象
年
代
と
の
齟
齬
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス
タ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
ラ
ス
キ
ン
の
動
向
と
は
独
立
し
た
現
象
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
研
究
の
時
代
設
定
を
ラ
ス
キ
ン
が
没
し
た
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
と
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
も
自
覚
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
研
究
の
時
代
設
定
は
ラ
ス
キ
ン
本
人
の
動
向
と
は
関
係
な
く
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
受
容
現
象
の
特
異
点
で
切
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
の
た
め
に
ス
タ
イ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
ラ
ル
フ
・
ア
ダ
ム
ス
・
ク
ラ
ム
と
い
っ
た
建
築
家
が
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
末
期
で
あ
る
と
定
め
な
が
ら
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
無
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 
一
九
〇
〇
年
以
降
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
い
か
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
後
も
建
築
史
分
野
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
と
り
ま
く
懸
案
で
あ
り
続
け
る
が
、
先
述
の
八
〇
年
代
末
の
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
研
究
に
も
こ
の
点
に
関
す
る
瑕
疵
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
伝
統
〟
を
イ
ギ
リ
ス
建
築
界
に
お
け
る
社
会
思
想
の
系
譜
と
定
義
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
時
代
を
扱
っ
た
議
論
で
は
こ
の
定
義
が
完
全
に
崩
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
を
一
部
で
も
連
想
さ
せ
れ
ば
そ
の
建
築
家
は
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
に
認
定
さ
れ
る
。 
 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
ス
タ
イ
ン
の
受
容
史
研
究
は
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
史
料
収
集
に
関
し
て
奇
妙
に
も
相
補
的
な
位
置
を
占
め
た
。
彼
ら
の
時
代
の
文
献
収
集
効
率
は
現
代
と
は
比
肩
す
べ
く
も
な
く
低
い
が
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
彼
ら
が
対
象
と
し
た
時
代
に
お
け
る
主
要
な
論
考
の
多
く
が
こ
の
二
論
考
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
人
文
学
史
家
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
Ｏ
・
ギ
ャ
リ
ガ
ン
に
よ
る
『
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
：
そ
の
思
想
と
影
響
』（
一
九
七
三
）（
三
四
）
が
、
彼
ら
に
次
い
で
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
問
題
を
扱
っ
た
。
こ
れ
は
史
料
収
集
の
点
で
は
先
行
研
究
に
劣
る
も
の
の
、
当
時
ま
で
に
再
三
語
ら
れ
て
き
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
〟
に
対
し
て
本
質
的
な
問
題
を
提
起
し
た
研
究
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
こ
こ
で
ギ
ャ
リ
ガ
ン
は
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
や
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ら
が
用
い
た
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
な
る
術
語
の
曖
昧
さ
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
は
本
来
は
「
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
．
．
．
．
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
、
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
の
も
の
で
は
な
い
．
．
．
．
、
ラ
ス
キ
ン
の
誤
読
を
部
分
的
な
起
源
と
す
る
」
建
築
あ
る
い
は
建
築
思
想
で
あ
る
と
批
判
し
た
（
序
論
・
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
誤
読
が
歴
史
的
に
横
行
し
て
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い
た
事
実
は
「
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
す
べ
て
の
取
り
組
み
を
苛
む
問
題
」
だ
っ
た
。
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
ス
タ
イ
ン
の
受
容
史
の
方
法
論
は
建
築
史
分
野
に
導
入
さ
れ
る
端
緒
を
え
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
批
判
を
展
開
し
た
ギ
ャ
リ
ガ
ン
自
身
が
、
独
自
の
原
典
読
解
に
よ
っ
て
歴
史
上
の
〝
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
〟
を
論
じ
た
点
は
本
質
的
な
矛
盾
で
も
あ
り
、
ま
た
、
同
様
の
目
途
を
も
っ
た
他
の
受
容
史
研
究
に
も
み
ら
れ
が
ち
な
瑕
疵
で
あ
る
。 
ス
タ
イ
ン
お
よ
び
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
成
果
は
、
前
節
に
挙
げ
た
マ
イ
ケ
ル
・
Ｗ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
建
築
』
の
な
か
で
も
さ
ら
な
る
発
展
を
み
せ
て
い
る
（
第
十
三
章
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
」）。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
る
狭
義
の
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
」
の
定
義
に
異
を
唱
え
な
が
ら
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
、
建
築
家
や
建
築
批
評
家
た
ち
が
い
か
な
る
歴
史
背
景
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
を
読
ん
で
い
た
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
同
国
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
研
究
し
た
。
こ
こ
で
採
用
さ
れ
た
研
究
態
度
は
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
ス
タ
イ
ン
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
態
度
の
利
点
は
、
氏
が
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
が
鉄
造
建
築
の
技
術
革
新
に
は
じ
め
か
ら
肯
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
同
国
に
お
け
る
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
勢
力
の
高
ま
り
、
お
よ
び
、
こ
の
両
者
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
、
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
建
築
界
固
有
の
動
向
を
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
通
じ
て
一
体
的
に
素
描
し
え
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
建
築
の
要
素
は
、
緊
張
状
態
や
、
時
に
は
矛
盾
の
な
か
に
存
在
す
る
」（
三
二
二
頁
）
こ
と
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
好
例
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 
以
降
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
」
周
辺
研
究
お
よ
び
、
自
国
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
史
研
究
が
進
展
を
迎
え
る
。
特
に
、
ス
タ
イ
ン
も
参
画
し
た
『
美
の
追
求
』（
一
九
八
六
）、
な
か
で
も
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｄ
・
コ
ー
ン
ウ
ル
フ
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
建
築
と
美
学
運
動
」
は
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
期
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
の
位
置
を
定
め
た
重
要
論
考
で
あ
る
（
三
五
）
。
同
時
期
に
は
ア
イ
リ
ー
ン
・
ボ
リ
ス
『
芸
術
と
労
働
：
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
の
理
念
』（
一
九
八
六
）（
三
六
）
や
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
：
ラ
ス
キ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
』（
一
九
八
五
）（
三
七
）
な
ど
の
出
版
を
み
た
。 
そ
の
後
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
論
談
を
扱
っ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
に
カ
レ
ン
・
ゲ
オ
ル
ギ
『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
フ
ト
』
（
二
〇
一
三
）（
三
八
）
や
テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｅ
・
ス
テ
ビ
ン
ス
『
ザ
・
ラ
ス
ト
・
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
ズ
』（
二
〇
〇
七
）（
三
九
）
な
ど
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
を
含
む
多
様
な
研
究
書
が
出
版
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
対
象
と
し
た
受
容
史
研
究
は
新
た
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
関
係
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
は
、
モ
ー
リ
ン
・
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
『
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
建
築
と
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
』（
二
〇
〇
三
）（
四
〇
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
三
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
芸
術
教
師
と
な
り
、
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ｃ
（
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
協
会
）
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
建
築
家
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
書
内
で
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
メ
ソ
ッ
ド
が
全
盛
だ
っ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
建
築
教
育
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
唯
一
、（
ラ
ス
キ
ン
を
範
と
し
た
）
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
の
設
計
理
論
を
講
じ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
書
内
で
は
、
彼
を
情
報
の
ノ
ー
ド
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
を
め
ぐ
る
美
術
界
・
建
築
界
の
人
的
交
流
が
素
描
さ
れ
て
い
る
。 
 問
題
意
識
の
シ
フ
ト 
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
こ
の
よ
う
に
学
問
的
関
心
が
学
際
的
に
継
続
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
比
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
受
容
史
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ラスキン受容史の過去と現在 
研
究
は
さ
ほ
ど
分
野
の
広
が
り
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
ジ
ョ
ン
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
編
集
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
：
批
評
の
遺
産
』（
一
九
八
四
）（
四
一
）
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
各
著
作
に
対
す
る
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
記
事
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
受
容
史
的
な
関
心
が
八
〇
年
代
当
時
に
も
存
在
し
た
事
実
を
留
め
て
い
る
。
た
だ
し
同
書
で
扱
わ
れ
る
批
評
記
事
の
点
数
は
各
著
作
に
つ
き
三
点
ほ
ど
と
少
な
く
、
そ
の
選
択
に
恣
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｓ
・
デ
ィ
ア
ー
デ
ン
編
集
に
よ
る
『
写
真
と
絵
画
の
な
か
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
』（
一
九
九
九
）（
四
二
）
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
基
礎
研
究
と
し
て
風
変
わ
り
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
を
題
材
と
し
た
風
刺
画
、
肖
像
画
お
よ
び
写
真
を
一
八
二
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
幼
少
時
代
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
網
羅
的
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
図
版
に
対
す
る
解
説
が
簡
潔
か
つ
豊
富
で
あ
り
、
こ
の
一
書
を
繰
る
だ
け
で
、
時
代
ご
と
に
移
り
か
わ
る
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
ま
た
、『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
設
計
：
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
』（
一
九
九
九
）（
四
三
）
や
『
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
の
社
会
主
義
ユ
ー
ト
ピ
ア
：
テ
ネ
シ
ー
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
・
コ
ロ
ニ
ー 
一
八
九
四
―
一
九
〇
一
』（
一
九
九
六
）（
四
四
）
は
、
新
た
な
研
究
分
野
と
し
て
十
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ニ
ー
開
発
、
都
市
開
発
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。 
 
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
扱
っ
た
一
九
八
〇
年
代
ま
で
研
究
動
向
に
は
知
識
の
前
提
や
方
法
論
の
点
で
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
今
後
の
研
究
で
克
服
さ
れ
る
べ
き
共
通
の
問
題
点
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。 
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
用
い
ら
れ
る
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
あ
る
い
は
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
と
い
う
術
語
の
問
題
で
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
史
の
素
描
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
こ
れ
ら
は
研
究
者
の
恣
意
に
よ
っ
て
非
常
に
多
様
な
意
味
を
含
み
、
史
学
的
考
究
の
た
め
の
用
を
な
し
て
い
な
い
。
そ
の
術
語
と
し
て
の
不
適
当
さ
に
つ
い
て
は
ギ
ャ
リ
ガ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。 
他
方
、
こ
れ
ら
の
術
語
に
批
判
を
加
え
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
よ
る
定
義
も
ま
た
、
依
然
と
し
て
研
究
者
自
身
の
恣
意
的
解
釈
の
問
題
を
う
ま
く
乗
り
越
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
前
提
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
主
体
に
よ
る
〝
ラ
ス
キ
ン
的
要
素
〟
の
抽
出
の
仕
方
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
語
っ
た
内
容
と
衝
突
や
矛
盾
さ
え
も
み
せ
る
、
多
様
な
解
釈
の
全
域
が
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
自
ら
の
そ
れ
ら
の
術
語
の
使
用
に
お
い
て
、
工
業
的
な
〝
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
〟
で
は
な
い
、
装
飾
を
旨
と
す
る
〝
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
〟
を
目
的
と
す
る
建
築
観
を
一
義
的
に
定
め
て
い
た
。
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
の
用
語
法
を
め
ぐ
る
批
判
は
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
も
度
々
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
批
判
を
加
え
た
論
客
自
身
が
同
じ
陥
穽
に
は
ま
る
と
い
う
現
象
も
ま
た
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
。 
こ
れ
と
関
連
し
た
問
題
と
し
て
、
研
究
者
自
身
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
原
典
解
釈
を
ど
の
程
度
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
解
明
に
適
応
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
、
方
法
論
的
な
見
地
か
ら
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
先
に
示
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
史
に
関
す
る
議
論
の
場
合
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
問
題
と
し
て
史
学
的
に
扱
う
話
題
の
範
囲
自
体
が
、
史
家
の
常
識
や
事
前
知
識
に
基
づ
い
た
、
極
度
に
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
＝
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
と
い
う
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
、
七
〇
年
代
ま
で
の
建
築
史
家
は
、
そ
の
範
疇
の
な
か
で
し
か
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
問
題
を
語
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
研
究
は
様
式
論
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
文
字
史
料
に
基
づ
か
な
い
議
論
が
横
行
し
、
狭
義
の
「
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
」
の
定
義
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
こ
の
制
限
に
よ
っ
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
ア
メ
リ
カ
研
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究
は
史
料
内
容
と
結
論
の
奇
妙
な
齟
齬
を
み
せ
た
。 
一
方
、
同
じ
建
築
史
分
野
で
も
、
研
究
者
同
士
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
違
い
も
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
定
義
に
関
す
る
混
乱
を
招
く
。
八
〇
年
代
の
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
研
究
が
右
記
と
は
全
く
異
な
る
定
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。 
九
〇
年
代
初
頭
に
出
版
さ
れ
た
『
記
憶
の
燈
：
ラ
ス
キ
ン
、
伝
統
と
建
築
』（
一
九
九
二
）（
四
五
）
の
な
か
で
、
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
ワ
イ
ト
リ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
批
判
を
試
み
て
い
る
（「
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
伝
統
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
現
代
建
築
に
お
け
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
」（
四
六
）
。
氏
は
そ
の
論
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
思
想
〔
…
〕
は
複
雑
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
遺
産
、
す
な
わ
ち
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
〟
伝
統
と
で
も
名
付
け
ら
れ
う
る
も
の
を
過
度
の
単
純
化
に
よ
ら
ず
に
定
義
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
」
現
状
を
総
括
し
た
。 
つ
ま
る
と
こ
ろ
現
段
階
で
は
、
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
と
は
、「
ラ
ス
キ
ン
の
名
、
あ
る
い
は
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
の
あ
る
部
分
を
直
接
的
に
援
用
し
、
そ
の
支
持
や
擁
護
に
ま
わ
っ
た
人
物
（
・
建
築
）」
を
指
す
以
上
に
術
語
と
し
て
の
妥
当
性
を
も
た
な
い
。
一
方
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
と
は
間
接
的
な
援
用
関
係
を
含
む
、
よ
り
曖
昧
な
語
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
、
よ
り
広
範
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
全
体
の
一
部
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
で
さ
え
、
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
の
さ
ま
ざ
ま
な
曲
解
や
誤
読
、
あ
る
い
は
他
の
部
分
に
対
す
る
無
視
な
ど
の
性
質
を
同
時
に
含
む
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。 
 ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
年
代
設
定 
あ
る
い
は
、
こ
こ
ま
で
で
紹
介
し
た
研
究
の
す
べ
て
が
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
を
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
終
端
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
指
摘
が
必
要
だ
ろ
う
。 
十
九
世
紀
末
以
降
の
建
築
界
を
扱
っ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
共
通
の
困
難
と
は
、
一
九
〇
〇
年
頃
に
彼
の
文
名
が
世
界
規
模
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
反
面
、
そ
の
建
築
論
に
対
し
て
は
、
お
お
よ
そ
第
一
次
世
界
大
戦
前
か
ら
否
定
的
な
評
価
が
目
立
っ
て
く
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
実
際
に
は
地
域
・
文
脈
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
だ
が
）。
つ
ま
り
、
肯
定
的
な
意
味
で
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
系
譜
を
辿
る
研
究
方
針
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場
合
、
そ
の
歴
史
記
述
は
二
十
世
紀
初
頭
、
す
な
わ
ち
バ
ン
ハ
ム
が
設
定
し
た
一
九
一
二
年
ご
ろ
で
切
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
分
水
嶺
の
設
定
に
は
多
く
の
批
判
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
保
持
し
な
が
ら
こ
の
拘
束
を
克
服
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
こ
こ
ま
で
に
皆
無
だ
っ
た
。 
し
か
し
〝
受
容
〟
と
い
う
問
題
を
広
義
に
と
れ
ば
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
し
た
史
料
は
広
範
か
つ
多
数
存
在
す
る
た
め
、
ほ
ん
ら
い
研
究
の
余
地
は
ま
だ
十
分
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
バ
ン
ハ
ム
の
分
水
嶺
以
前
に
お
い
て
も
ラ
ス
キ
ン
に
否
定
的
な
論
は
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
肯
定
的
な
意
味
で
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
の
系
譜
の
み
を
辿
っ
た
研
究
に
も
こ
の
点
で
大
き
な
遺
漏
が
あ
る
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
受
容
史
研
究
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
問
題
を
多
か
れ
少
な
か
れ
〝
ラ
ス
キ
ン
の
擁
護
者
〟
の
問
題
に
局
限
す
る
態
度
が
大
勢
で
あ
り
、
こ
の
先
入
観
か
ら
自
由
だ
っ
た
の
は
ス
タ
イ
ン
の
み
だ
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
ス
タ
イ
ン
研
究
は
そ
の
方
法
論
の
公
平
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
代
設
定
に
遺
漏
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
点
は
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
理
解
の
さ
れ
方
の
歴
史
を
辿
る
〟
と
い
う
実
証
史
学
の
立
場
を
、
史
料
収
集
や
読
解
の
各
段
階
で
堅
持
す
る
こ
と
で
あ
る
程
度
克
服
さ
れ
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
研
究
者
自
身
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
近
代
建
築
史
観
に
対
す
る
通
念
を
み
ず
か
ら
い
か
に
相
対
化
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。 
ワ
イ
ト
リ
ー
研
究
は
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
建
築
』
（
一
九
一
四
）（
四
七
）
以
降
の
論
客
た
ち
が
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
「
愛
憎
関
係
」
の
な
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ラスキン受容史の過去と現在 
か
で
「
建
築
の
本
質
に
関
す
る
倫
理
的
前
提
」
を
保
ち
続
け
た
こ
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
ワ
イ
ト
リ
ー
は
ス
タ
イ
ン
と
同
様
、
ラ
ス
キ
ン
の
論
の
擁
護
の
み
を
意
味
す
る
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
と
は
異
な
る
受
容
史
研
究
を
二
十
世
紀
の
建
築
史
に
応
用
し
よ
う
と
試
み
た
の
だ
っ
た
。 
 
こ
こ
ま
で
の
研
究
が
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
遂
行
の
問
題
と
し
て
、
十
九
世
紀
末
以
降
を
扱
う
研
究
に
特
に
困
難
を
感
じ
て
い
た
の
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
や
ラ
イ
ト
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
い
か
に
踏
査
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
点
だ
っ
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
、
ス
タ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
、
ギ
ャ
リ
ガ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
ら
の
研
究
は
す
べ
て
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
建
築
思
想
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
や
ラ
イ
ト
の
系
譜
に
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
ギ
ャ
リ
ガ
ン
研
究
（
第
五
章
）
に
語
ら
れ
る
通
り
、「
ラ
ス
キ
ン
が
ラ
イ
ト
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
直
接
的
で
あ
り
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
客
観
的
な
証
拠
は
残
念
な
ほ
ど
に
乏
し
い
」（
四
八
）
の
が
実
態
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
の
『
近
代
建
築
の
理
念
の
変
化
』（
一
九
六
五
）（
四
九
）
の
こ
ろ
か
ら
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
表
現
を
「
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
の
頂
点
」
の
よ
う
に
み
る
理
解
は
戦
後
の
研
究
者
の
あ
い
だ
に
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
学
術
的
に
応
答
し
う
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
現
れ
て
い
な
い
。
同
様
の
関
心
は
近
年
『
文
学
と
建
築
に
お
け
る
超
越
論
の
進
化
：
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
、
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
』（
二
〇
一
三
）（
五
〇
）
な
ど
の
成
果
も
生
ん
で
い
る
が
、
こ
の
系
譜
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
〝
影
響
〟
は
、
い
ま
だ
あ
る
種
の
伝
説
と
し
て
流
布
し
て
い
る
域
を
超
え
て
い
な
い
。 
し
か
し
こ
の
難
題
の
な
か
か
ら
、
ロ
ー
レ
ン
・
Ｓ
・
ウ
ェ
イ
ン
ガ
ー
テ
ン
に
よ
る
サ
リ
ヴ
ァ
ン
研
究
が
出
て
き
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
そ
の
発
端
に
あ
た
る
「
自
然
主
義
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
：
ア
メ
リ
カ
的
建
築
様
式
の
探
求
に
関
す
る
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
的
言
説
」（
一
九
八
九
）（
五
一
） 
は
、
十
九
世
紀
中
葉
の
超
越
論
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
表
現
の
媒
介
項
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
据
え
、
こ
の
両
者
の
思
想
の
関
連
性
を
論
じ
た
試
論
で
あ
る
。
同
論
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
と
し
て
の
実
証
性
・
信
憑
性
に
は
乏
し
か
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
で
は
ス
タ
イ
ン
研
究
な
ど
を
参
考
に
、
す
で
に
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
受
容
史
的
な
興
味
は
顕
在
化
し
て
い
た
。
同
論
に
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
の
出
版
が
予
告
さ
れ
て
い
た
が
と
ん
挫
し
、
そ
の
後
二
十
一
世
紀
に
入
り
、『
ル
イ
ス
・
Ｈ
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
十
九
世
紀
に
お
け
る
自
然
主
義
建
築
の
詩
法
』（
二
〇
〇
九
）（
五
二
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
未
踏
査
だ
っ
た
シ
カ
ゴ
派
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
研
究
成
果
が
組
み
こ
ま
れ
た
。 
ま
た
ギ
ャ
リ
ガ
ン
、
ス
ウ
ェ
ナ
ー
ト
ン
、
ワ
イ
ト
リ
ー
の
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
を
通
じ
て
現
代
に
い
た
る
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
伝
統
〟
を
み
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
言
及
に
も
右
と
全
く
同
じ
問
題
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
言
及
は
書
内
で
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
を
大
き
く
逸
脱
し
、
史
料
か
ら
の
引
証
も
離
散
的
で
一
貫
性
に
欠
け
る
。 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
今
後
、
必
然
的
に
二
十
世
紀
以
降
も
含
ん
だ
包
括
的
な
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
史
料
探
索
・
分
析
の
対
象
と
方
法
に
さ
ら
な
る
包
括
性
と
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
。
肯
定
的
な
意
味
に
の
み
、
恣
意
的
に
狭
義
に
捉
え
ら
れ
た
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
を
前
提
と
し
て
受
容
史
を
研
究
す
る
こ
と
に
は
今
や
明
ら
か
な
限
界
が
あ
る
。 
 研
究
の
進
展 
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
受
容
史
研
究 
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
盛
隆
を
誇
っ
た
一
九
六
〇
年
代
に
は
非
英
語
圏
の
ラ
ス
キ
ン
研
究
が
多
数
現
れ
て
い
る
。
特
に
受
容
史
に
関
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
イ
ン
ド
を
扱
っ
た
基
礎
研
究
が
現
れ
て
い
る
。 
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フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
Ｈ
・
Ａ
・
ニ
ー
ダ
ム
の
『
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
学
的
美
学
の
発
展
』（
一
九
二
六
）（
五
三
）
だ
が
、
ジ
ャ
ン
・
オ
ト
レ
に
よ
る
六
〇
年
代
半
ば
の
『
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
以
前
の
ラ
ス
キ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
人
』（
一
九
六
五
）（
五
四
）
は
、
こ
の
先
行
研
究
を
参
照
せ
ず
に
行
わ
れ
た
戦
後
初
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
初
等
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
史
料
に
は
大
き
な
重
な
り
が
あ
る
が
、
そ
の
研
究
動
機
は
時
代
背
景
を
も
と
に
自
ず
か
ら
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
前
者
は
フ
ラ
ン
ス
装
飾
芸
術
の
復
興
の
旗
手
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
立
て
た
た
め
、
そ
の
受
容
史
研
究
に
も
、
自
国
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
伝
統
を
再
認
識
す
る
と
い
う
実
践
的
な
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
後
者
の
関
心
は
よ
り
学
術
的
な
も
の
で
あ
る
。
オ
ト
レ
は
五
〇
年
代
か
ら
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
に
従
事
し
た
文
学
研
究
者
で
あ
り
、
そ
の
受
容
史
研
究
の
目
的
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
背
景
の
解
明
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
オ
ト
レ
の
研
究
の
上
限
は
『
ア
ミ
ア
ン
の
聖
書
』
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
一
八
九
六
）
出
版
と
同
時
期
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
『
ラ
ス
キ
ン
と
美
の
宗
教
』（
一
八
九
七
）
出
版
ご
ろ
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
業
績
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
一
八
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
受
容
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
こ
の
半
世
紀
弱
の
対
象
年
代
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
批
評
の
着
眼
点
の
変
遷
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
建
築
論
壇
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
一
般
を
把
握
す
る
た
め
に
は
本
書
は
今
な
お
必
須
の
参
照
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ギ
レ
ア
ム
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
あ
る
い
は
狂
気
の
祭
典
」（
一
九
八
三
）（
五
五
）
で
は
、
オ
ト
レ
研
究
を
補
填
す
る
も
の
と
し
て
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
扱
わ
れ
て
い
る
。 
同
じ
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
関
し
て
は
、
受
容
史
と
し
て
の
内
容
は
希
薄
で
あ
る
も
の
の
、
米
国
人
史
家
の
ユ
ー
ジ
ニ
ア
・
Ｗ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
が
『
芸
術
家
と
社
会
改
革
：
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー 
一
八
八
五
―
一
八
九
八
』（
一
九
六
一
）（
五
六
）
の
な
か
で
一
節
に
た
て
た
「
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
：
ア
ン
リ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
」
が
、
ベ
ル
ギ
ー
を
対
象
と
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
萌
芽
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
ベ
ル
ギ
ー
研
究
に
は
ア
ン
・
リ
オ
ナ
ー
ル
に
よ
る
『
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
』
論
考
（
二
〇
〇
九
）（
五
七
）
や
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ロ
グ
ニ
ー
ツ
ら
に
よ
る
「
ベ
ル
ギ
ー
の
ラ
ス
キ
ン
：
当
時
の
批
評
か
ら
（
一
八
八
〇
―
一
九
三
〇
）」（
二
〇
一
一
）（
五
八
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
す
べ
て
ア
ン
リ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
中
心
的
話
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
と
建
築
論
壇
に
関
し
て
は
、
そ
こ
か
ら
の
研
究
の
広
が
り
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。 
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
が
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
に
対
す
る
関
心
に
発
端
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
研
究
も
ま
た
、
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
へ
の
関
心
を
発
端
と
し
て
い
た
。
Ｓ
・
Ｆ
・
シ
ュ
ス
ト
ヴ
ァ
に
よ
る
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
書
目
の
出
版
史
」（
一
九
六
九
）（
五
九
）
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
普
及
に
関
す
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
役
割
」（
一
九
七
二
）（
六
〇
）
、
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
基
礎
研
究
は
一
九
〇
〇
年
前
後
を
扱
い
、
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
の
伝
播
に
関
わ
る
人
脈
や
、
ラ
ス
キ
ン
関
係
書
籍
や
記
事
の
出
版
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
こ
の
時
期
に
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
ラ
ス
キ
ン
受
容
」（
一
九
七
一
）（
六
一
）
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
文
学
受
容
」（
一
九
七
二
）（
六
二
）
と
い
っ
た
、
文
学
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
が
進
展
し
た
。
こ
の
両
国
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
へ
の
関
心
は
こ
れ
ら
の
初
等
研
究
の
の
ち
し
ば
ら
く
下
火
と
な
る
が
、
一
方
、
九
〇
年
代
以
降
に
は
美
術
史
や
建
築
史
の
分
野
を
含
ん
だ
中
欧
・
東
欧
へ
の
新
た
な
関
心
が
も
た
げ
、
最
近
で
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
周
辺
に
関
す
る
主
要
な
潮
流
の
ひ
と
つ
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。 
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
こ
の
時
期
、
建
築
史
分
野
で
進
展
し
た
。
そ
の
嚆
矢
的
位
置
を
占
め
る
の
は
ア
メ
リ
カ
人
美
術
史
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｒ
・
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ラスキン受容史の過去と現在 
コ
リ
ン
ズ
に
よ
る
『
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
』（
一
九
六
〇
）（
六
三
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
彼
は
、
一
九
〇
〇
年
頃
の
レ
ナ
イ
シ
ャ
ン
サ
運
動
期
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
が
翻
訳
や
批
評
を
通
じ
て
カ
タ
ロ
ニ
ア
に
受
容
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
前
掲
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
「
ラ
ス
キ
ン
と
ア
メ
リ
カ
建
築
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
の
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
史
を
扱
っ
た
ウ
リ
オ
ー
ル
・
ブ
イ
ガ
ス
『
モ
ダ
ニ
ス
ト
建
築
の
目
録
と
批
評
』（
一
九
六
八
）（
六
四
）
も
ま
た
コ
リ
ン
ズ
の
指
摘
に
応
答
し
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
同
地
の
美
術
界
で
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
豊
富
な
注
を
も
と
に
示
さ
れ
た
。
同
書
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
書
で
は
な
い
た
め
、
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
後
続
研
究
の
便
宜
に
資
す
る
基
礎
研
究
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
同
書
は
非
英
語
圏
の
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
重
要
視
し
た
、
戦
後
最
初
期
の
史
書
だ
っ
た
。 
コ
リ
ン
ズ
の
業
績
か
ら
ヘ
イ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ン
ス
ベ
ル
ヘ
ン
『
ガ
ウ
デ
ィ
伝
記
』
（
二
〇
〇
一
）（
六
五
）
に
至
る
ま
で
、
ガ
ウ
デ
ィ
へ
の
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
と
い
う
テ
ー
マ
は
折
に
ふ
れ
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
今
で
は
既
成
事
実
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
風
説
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
ガ
ウ
デ
ィ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
最
近
研
究
で
あ
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
ジ
ャ
ニ
ス
・
テ
ッ
リ
「
盛
期
ガ
ウ
デ
ィ
の
宗
教
建
築
に
お
け
る
思
想
基
盤
」（
二
〇
〇
七
）（
六
六
）
は
、
ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築
思
想
と
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
と
の
比
較
研
究
を
主
と
し
た
博
士
論
文
で
あ
り
、
の
ち
の
『
ガ
ウ
デ
ィ
、
キ
リ
ス
ト
教
建
築
と
現
代
芸
術
の
は
ざ
ま
』（
二
〇
〇
九
）（
六
七
）
に
至
る
基
礎
研
究
に
位
置
づ
く
。
博
士
論
文
中
で
は
一
九
〇
〇
年
頃
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
（
二
章
五
節
「
ラ
ス
キ
ン
の
ガ
ウ
デ
ィ
へ
の
影
響
」）、
そ
の
考
察
は
ボ
ヒ
ー
ガ
ス
研
究
か
ら
の
進
展
を
み
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 こ
の
か
ん
、『
一
九
〇
〇
年
の
ス
ペ
イ
ン
：
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
世
紀
末
』（
一
九
九
〇
）（
六
八
）
は
同
時
期
を
扱
い
、
詩
人
・
哲
学
者
の
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
ウ
ナ
ム
ー
ノ
の
思
想
形
成
の
分
析
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
（
第
三
章
「
ウ
ナ
ム
ー
ノ
作
中
の
自
然
観
と
ラ
ス
キ
ン
」）。 
二
〇
〇
八
年
に
は
バ
ー
バ
ラ
・
ミ
ラ
ー
・
レ
ー
ン
ら
に
よ
っ
て
『
モ
ダ
ン
・
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
デ
ザ
イ
ン
』（
六
九
）
が
公
刊
さ
れ
た
。
同
書
に
は
十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
い
た
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
美
術
・
建
築
界
の
主
要
論
考
三
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
は
、
こ
れ
ま
で
編
年
的
研
究
が
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
近
代
建
築
史
の
摘
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
序
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
同
書
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
特
化
し
た
研
究
書
で
は
な
い
が
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
か
ら
『
ア
ク
セ
プ
テ
ィ
エ
ラ
』（
一
九
三
一
）
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
心
を
有
し
、
本
文
や
注
の
な
か
で
適
宜
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
触
れ
て
い
る
。 
ま
た
近
年
の
異
色
の
研
究
に
『
ブ
ラ
ジ
ル
の
絵
画
教
育
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
』（
七
〇
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
後
半
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
絵
画
教
育
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
対
象
と
し
た
研
究
だ
が
、
史
料
収
集
の
点
で
は
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
ど
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
が
読
ま
れ
て
い
た
か
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。 
日
本
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
既
往
研
究
に
つ
い
て
は
拙
論
「
日
本
の
戦
前
建
築
界
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
研
究
」
に
概
説
し
て
い
る
（『
建
築
史
学
』
第
六
三
号
）。
戦
後
研
究
で
は
長
谷
川
堯
の
『
都
市
廻
廊
』（
一
九
七
五
）
（
七
一
）
が
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
つ
い
て
短
く
触
れ
た
最
初
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
と
ら
れ
た
「
大
正
期
に
始
ま
る
邦
訳
版
の
出
版
以
前
に
は
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
は
本
棚
で
眠
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
推
測
は
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
蓄
積
が
示
し
え
た
通
り
、
今
日
で
は
反
証
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
建
築
界
で
は
、
工
学
寮
の
こ
ろ
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
ま
で
一
連
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
行
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
は
時
代
思
潮
を
反
映
し
大
き
く
変
化
す
る
。
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そ
れ
は
ま
た
、
総
合
芸
術
と
し
て
の
建
築
か
ら
、
工
学
的
産
物
と
し
て
の
建
築
へ
と
至
る
建
築
観
の
変
遷
を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 
 
こ
れ
ら
の
基
礎
的
受
容
史
研
究
に
よ
っ
て
、
英
語
圏
以
外
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
発
端
は
あ
る
程
度
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。 
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
と
そ
れ
以
外
の
国
の
も
の
と
を
分
け
て
い
る
の
は
、
後
者
が
基
礎
研
究
に
現
地
の
文
献
史
料
の
網
羅
的
収
集
を
基
礎
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
関
し
て
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
受
容
史
研
究
は
必
然
的
に
、
新
た
な
研
究
領
域
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
事
実
を
〝
発
見
〟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
研
究
対
象
年
代
の
下
限
を
定
め
る
点
に
お
い
て
も
、
こ
こ
で
は
あ
る
広
さ
を
も
っ
た
基
礎
史
料
収
集
が
必
須
と
な
る
。
こ
れ
が
、
そ
れ
ら
の
新
興
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
実
証
性
を
担
保
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ロ
シ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
こ
の
よ
う
な
文
献
調
査
研
究
の
初
等
的
成
果
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
も
の
は
こ
れ
ら
に
比
し
て
数
・
質
と
も
に
高
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
、
文
芸
批
評
や
社
会
批
評
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
扱
っ
て
お
り
、
建
築
系
史
料
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
ア
メ
リ
カ
、
日
本
を
除
き
充
実
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
は
特
筆
さ
れ
る
。 
ま
た
上
記
の
萌
芽
的
研
究
を
含
め
、
そ
の
後
の
研
究
に
も
広
く
指
摘
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
ラ
ス
キ
ン
の
書
目
が
一
九
〇
〇
年
前
後
に
広
く
読
ま
れ
た
事
実
に
対
す
る
言
及
に
終
始
す
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
指
摘
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
範
囲
の
広
さ
を
実
証
的
に
確
か
め
る
域
を
出
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
考
察
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
が
現
地
の
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
受
容
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
か
、
と
い
う
点
を
丁
寧
に
読
み
解
い
た
研
究
は
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 
そ
の
一
因
に
、
ラ
ス
キ
ン
本
人
の
文
筆
が
扱
う
範
囲
が
広
範
で
あ
り
複
雑
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
お
こ
る
研
究
の
敷
居
の
高
さ
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
文
は
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
無
数
に
存
在
す
る
。
し
か
し
受
容
史
と
言
う
研
究
の
範
囲
内
で
は
、
研
究
者
に
は
必
ず
し
も
ラ
ス
キ
ン
の
原
書
に
あ
た
り
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
に
対
す
る
研
究
者
自
身
の
定
見
を
形
成
す
る
必
要
は
な
い
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
例
が
示
す
通
り
、
受
容
史
研
究
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
原
典
批
判
は
時
に
障
害
と
な
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
る
。 
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
流
入
と
い
う
テ
ー
マ
は
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
主
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
広
が
り
を
自
然
と
限
定
す
る
こ
と
へ
と
繋
が
る
。
ラ
ス
キ
ン
の
名
や
そ
の
美
論
、
社
会
思
想
が
伝
わ
る
経
路
は
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
を
始
点
と
し
た
短
絡
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
中
心
の
史
観
を
と
る
こ
と
に
は
前
提
と
し
て
の
誤
り
が
あ
る
。 
 近
年
の
研
究
動
向
：
受
容
現
象
へ
の
意
識 
上
記
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。 
こ
の
年
は
ラ
ス
キ
ン
没
後
百
年
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
に
際
し
て
多
数
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
た
論
考
の
な
か
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
新
た
な
議
論
の
拡
が
り
や
、
前
時
代
の
歴
史
記
述
に
対
す
る
批
判
が
よ
り
明
確
な
か
た
ち
で
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
受
容
史
学
の
方
法
論
に
ま
で
歩
を
進
め
た
も
の
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
従
来
研
究
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
論
考
が
広
く
見
い
だ
さ
れ
る
。 
こ
の
と
き
に
は
、『
ラ
ス
キ
ン
と
近
代
的
な
る
も
の
の
黎
明
』（
一
九
九
九
）（
七
二
）
、
『
ラ
ス
キ
ン
と
二
十
世
紀
：
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
の
近
代
性
』（
二
〇
〇
〇
）（
七
三
）
な
ど
、
ラ
ス
キ
ン
研
究
の
領
域
拡
大
を
図
る
意
欲
的
な
論
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ン
ラ
ウ
が
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ン
チ
ュ
ー
リ
の
建
築
思
想
に
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
の
影
響
を
み
て
い
る
（「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ン
チ
ュ
ー
リ
、
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ラスキン受容史の過去と現在 
建
築
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」）。
こ
れ
は
立
論
に
具
体
的
な
史
料
を
用
い
て
い
な
い
た
め
に
史
学
と
し
て
の
妥
当
性
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
建
築
領
域
に
対
す
る
受
容
史
的
関
心
が
さ
ら
に
時
代
を
下
っ
て
き
た
こ
と
は
近
年
の
傾
向
と
し
て
興
味
深
い
。 
一
方
『
ラ
ス
キ
ン
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』（
二
〇
〇
一
）（
七
四
）
は
新
し
い
研
究
領
域
と
し
て
主
に
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
文
学
者
に
焦
点
を
あ
て
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
レ
オ
ー
ニ
に
よ
る
「
解
説
と
し
て
の
建
築
：
ラ
ス
キ
ン
の
前
近
代
的
建
築
思
想
と
近
代
建
築
に
対
す
る
そ
の
影
響
」（
七
五
）
は
建
築
分
野
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
に
関
す
る
意
欲
的
な
提
言
を
含
む
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
証
史
学
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
建
築
的
実
践
へ
の
応
用
を
目
的
と
し
た
い
わ
ゆ
る
〝
ラ
ス
キ
ン
の
再
評
価
〟
に
類
す
る
エ
ッ
セ
イ
だ
が
、
そ
の
前
半
部
に
お
い
て
は
、
建
築
史
分
野
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
鋭
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
レ
オ
ー
ニ
は
、「
ラ
ス
キ
ン
の
遺
産
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
た
め
、
現
代
建
築
に
対
す
る
彼
の
影
響
の
評
価
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
な
認
識
を
も
と
に
、
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
の
『
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア
』
以
降
の
ラ
ス
キ
ン
に
関
す
る
歴
史
記
述
に
疑
義
を
呈
し
た
の
だ
っ
た
。
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
に
は
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
の
理
論
を
切
り
離
す
意
図
が
あ
り
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ゼ
ー
ヴ
ィ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ベ
ネ
ヴ
ォ
ロ
は
、
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
を
通
じ
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
修
復
理
論
へ
と
矮
小
化
し
た
か
た
ち
で
解
釈
し
た
、
と
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
建
築
史
家
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
描
き
方
自
体
が
時
代
潮
流
に
支
配
を
受
け
や
す
い
恣
意
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
代
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
語
っ
た
。 
レ
オ
ー
ニ
と
同
様
の
問
題
意
識
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
建
築
史
家
の
あ
い
だ
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ラ
ス
キ
ン
と
建
築
』（
七
六
）
は
ラ
ス
キ
ン
没
後
百
年
に
あ
た
り
リ
ニ
ー
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
「
ラ
ス
キ
ン
・
ト
ゥ
デ
イ
」
大
会
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
を
も
と
と
し
た
論
文
集
だ
が
、
こ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス
建
築
史
上
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
係
し
た
論
考
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
編
纂
意
図
は
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
よ
る
導
入
部
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
建
築
史
上
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
非
常
に
多
様
な
文
脈
で
起
こ
っ
て
い
た
、
と
い
う
気
づ
き
に
基
づ
い
て
い
る
。 
そ
こ
で
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、「
文
化
史
家
の
課
題
は
、
ど
れ
が
真
正
〔
の
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〕
か
を
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
系
統
を
突
き
止
め
る
こ
と
」
な
の
だ
と
、
今
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
導
入
部
は
主
に
十
九
世
紀
の
様
々
な
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
の
摘
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
段
で
は
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
、
バ
ン
ハ
ム
以
降
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ロ
ジ
ェ
ル
ス
や
ベ
ン
チ
ュ
ー
リ
ら
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
再
評
価
の
歴
史
的
文
脈
を
手
短
か
な
が
ら
史
料
を
も
と
に
考
察
し
て
お
り
、
最
近
年
を
扱
っ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
一
面
を
も
つ
。 
本
論
文
集
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
に
は
こ
う
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
、
個
々
で
採
用
さ
れ
た
研
究
方
法
に
は
受
容
史
と
し
て
説
得
力
の
あ
る
も
の
が
な
い
。
冒
頭
論
文
で
あ
る
「
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
的
伝
統
：
建
築
の
七
燈
―
―
受
容
と
遺
産
」（
七
七
）
で
さ
え
、
〝
受
容
〟
を
そ
の
題
に
掲
げ
な
が
ら
、
実
際
の
内
容
は
『
七
燈
』
の
書
誌
学
お
よ
び
原
典
同
士
の
比
較
読
解
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。 
ま
た
、
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
の
語
が
無
限
に
多
義
的
で
あ
る
こ
と
は
既
に
気
づ
か
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
論
考
に
こ
の
語
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
だ
ろ
う
。
序
に
示
さ
れ
る
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
の
多
義
性
へ
の
気
づ
き
は
重
要
な
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
む
し
ろ
こ
の
語
の
濫
用
に
拍
車
が
か
か
る
の
は
明
ら
か
な
弊
害
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
非
常
な
多
様
性
は
建
築
史
家
の
あ
い
だ
で
も
古
く
か
ら
意
識
さ
れ
都
度
批
判
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
没
後
百
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
の
点
が
再
度
検
討
さ
れ
る
好
機
と
し
て
働
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
多
義
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
全
円
を
辿
り
う
る
た
め
の
方
法
論
は
十
分
に
発
達
し
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。 
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近
刊
で
あ
る
『
不
屈
の
ラ
ス
キ
ン
：
感
化
、
同
化
、
影
響
の
研
究
』（
二
〇
一
三
）
（
七
八
）
は
、
そ
の
副
題
お
よ
び
「
言
葉
の
拡
散
：
読
者
、
観
衆
、
聴
衆
」、「
追
従
者
と
感
化
の
場
」、「
世
界
規
模
の
ラ
ス
キ
ン
」
と
い
う
章
分
け
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
直
接
に
受
容
史
研
究
へ
の
志
向
を
み
せ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
そ
の
序
に
お
い
て
明
言
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
通
じ
て
「
あ
る
著
者
の
存
在
や
思
想
が
あ
る
特
定
の
社
会
の
文
化
的
生
産
物
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
る
過
程
を
辿
る
こ
と
と
、
知
的
あ
る
い
は
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
根
拠
を
与
え
る
た
め
に
そ
の
著
者
の
〝
プ
レ
ゼ
ン
ス
〟
す
な
わ
ち
〝
オ
ー
ラ
〟
が
ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
の
関
係
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
編
集
意
図
で
あ
る
。 
し
か
し
残
念
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
意
欲
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
な
が
ら
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
各
論
の
研
究
方
法
が
ほ
と
ん
ど
従
来
型
の
言
論
比
較
研
究
の
域
を
出
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
章
「
世
界
規
模
の
ラ
ス
キ
ン
」
で
扱
わ
れ
る
史
実
も
、
前
時
代
ま
で
の
研
究
の
集
積
と
し
て
、
イ
ン
ド
（
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
）、
日
本
（
御
木
本
隆
三
）
な
ど
、
各
国
の
目
立
っ
た
ラ
ス
キ
ン
信
奉
者
の
足
跡
を
散
逸
的
に
辿
る
も
の
で
し
か
な
く
、
既
往
研
究
の
焼
き
直
し
に
と
ど
ま
る
。
序
で
語
ら
れ
た
大
目
標
は
本
書
の
な
か
で
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 
 隣
接
分
野
の
受
容
史
研
究
と
方
法
論
の
展
開 
ラ
ケ
ル
・
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
ロ
シ
ア
美
学
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』（
一
九
九
八
）（
七
九
）
は
第
六
章
中
の
一
節
に
「
ロ
シ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
」
を
設
け
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
同
国
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
状
況
を
摘
要
し
た
。
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
し
ば
ら
く
の
間
、
ロ
シ
ア
の
文
壇
で
は
「
ラ
ス
キ
ン
が
美
学
的
議
論
を
め
ぐ
る
ひ
と
つ
の
〔
参
照
〕
点
と
な
っ
た
」
と
い
う
。 
こ
の
言
及
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
は
ス
タ
イ
ン
同
様
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
を
ひ
と
つ
の
道
具
と
見
做
し
、
そ
の
考
察
の
先
に
ロ
シ
ア
の
美
学
論
壇
の
展
開
自
体
を
浮
か
び
上
が
ら
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
ま
た
同
研
究
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
由
来
で
は
な
い
と
い
う
点
に
も
指
摘
が
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
の
世
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
画
期
し
た
書
籍
に
フ
ラ
ン
ス
人
美
術
史
家
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
に
よ
る
『
ラ
ス
キ
ン
と
美
の
宗
教
』（
一
八
九
七
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
ま
で
に
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
書
を
参
照
源
と
し
た
受
容
経
路
を
明
言
し
た
研
究
は
こ
れ
が
初
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
の
ち
に
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
の
興
行
主
と
な
る
セ
ル
ゲ
イ
・
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
が
『
ミ
ー
ル
・
イ
ス
ク
ス
ト
ヴ
ァ
（
芸
術
世
界
）』
で
批
判
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
も
、
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
づ
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
文
化
流
入
と
い
う
、
地
域
史
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
あ
り
が
ち
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
史
観
に
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
同
研
究
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
経
路
に
複
数
の
線
を
有
す
る
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
い
か
な
る
経
路
か
ら
い
か
な
る
論
題
で
ラ
ス
キ
ン
が
解
釈
さ
れ
た
か
、
と
い
う
点
に
き
わ
め
て
自
覚
的
で
あ
る
。
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
の
紹
介
は
翻
訳
者
に
よ
る
恣
意
的
な
撰
文
に
よ
る
偏
り
が
大
き
く
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
門
弟
で
あ
る
Ｌ
・
Ｐ
・
ニ
キ
フ
ォ
ロ
フ
の
社
会
思
想
の
文
脈
と
オ
ル
ガ
・
ソ
ロ
ヴ
ィ
エ
ヴ
ァ
ら
に
よ
る
美
学
思
想
の
文
脈
で
、
明
確
に
分
裂
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
動
向
を
反
映
し
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ロ
シ
ア
に
は
ラ
ス
キ
ン
を
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
翻
訳
選
集
や
解
説
記
事
が
乱
立
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
覧
す
る
上
で
も
同
書
の
基
礎
史
料
調
査
は
後
学
に
資
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
断
片
的
で
あ
っ
た
た
め
、
英
語
で
包
括
的
に
書
か
れ
た
本
書
に
は
一
層
の
便
宜
が
あ
る
。 
た
だ
し
、
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
研
究
は
ロ
シ
ア
文
学
史
上
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
移
入
を
第
一
に
扱
っ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
対
す
る
建
築
論
壇
の
反
応
、
あ
る
い
は
建
築
論
壇
か
ら
受
容
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
史
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
フ
ト
・
ブ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
『
ロ
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ラスキン受容史の過去と現在 
シ
ア
建
築
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
起
源
』（
一
九
九
一
年
）（
八
〇
）
は
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
の
時
代
設
定
に
重
な
り
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
を
中
心
と
し
た
当
時
の
建
築
論
壇
の
展
開
を
詳
細
に
辿
っ
た
研
究
と
し
て
、
今
な
お
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
直
接
に
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
科
学
技
術
や
理
性
主
義
へ
の
傾
倒
を
み
せ
始
め
る
建
築
論
壇
で
の
ラ
ス
キ
ン
へ
の
反
応
が
折
に
触
れ
語
ら
れ
お
り
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ブ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
は
そ
の
後
も
同
時
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
へ
の
関
心
を
と
ど
め
て
お
り
、「
中
欧
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
：
ロ
シ
ア
建
築
と
ゲ
ル
マ
ン
の
関
係
」（『
コ
ー
ル
ド
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
：
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
化
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
）（
八
一
）
や
『
ロ
シ
ア
都
市
文
化
の
な
か
の
通
商
』（
二
〇
〇
二
）（
八
二
）
で
は
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ロ
シ
ア
建
築
界
で
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
主
要
な
参
照
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ア
ピ
シ
ュ
コ
フ
の
『
最
新
建
築
に
お
け
る
理
性
的
な
も
の
』
中
に
み
ら
れ
る
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
ラ
ス
キ
ン
の
比
較
言
及
が
分
析
さ
れ
た
。 
帝
政
ロ
シ
ア
の
建
築
界
を
知
る
た
め
の
史
料
は
書
籍
、
雑
誌
な
ど
、
比
較
的
簡
単
に
閲
覧
で
き
る
も
の
で
も
十
分
数
に
あ
る
。
今
後
建
築
分
野
と
他
分
野
の
情
報
交
流
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
革
命
以
前
の
ロ
シ
ア
の
近
代
建
築
史
研
究
が
手
薄
で
あ
る
と
い
う
状
況
も
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
へ
の
関
心
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
へ
の
言
及
の
多
さ
を
鑑
み
れ
ば
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ロ
シ
ア
革
命
以
後
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
建
築
史
の
記
述
自
体
が
革
命
前
後
で
断
絶
を
起
こ
し
て
い
る
事
情
と
対
応
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 
 
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
で
も
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
」
展
（
二
〇
〇
五
）
図
録
（
八
三
）
は
、
依
然
イ
ギ
リ
ス
中
心
的
か
つ
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
に
限
定
さ
れ
た
論
題
の
な
か
で
は
あ
っ
た
が
、
北
欧
、
中
欧
、
ロ
シ
ア
、
日
本
を
含
め
た
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
の
美
術
運
動
の
拡
が
り
を
提
示
し
た
点
で
、
国
際
性
を
志
向
す
る
新
た
な
研
究
動
向
に
対
応
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
の
文
脈
に
お
け
る
研
究
は
地
域
史
と
し
て
し
か
発
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
運
動
の
国
際
性
を
主
題
と
し
た
企
画
が
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
国
際
性
に
関
す
る
研
究
の
盛
り
上
が
り
も
、
こ
の
動
向
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 
 国
際
的
な
受
容
現
象
の
再
踏
査 
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
目
立
つ
の
は
、
東
欧
、
中
欧
圏
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
が
飛
躍
的
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
書
か
れ
た
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
パ
タ
ー
ン
：
一
九
〇
〇
年
頃
に
お
け
る
中
欧
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
美
術
の
受
容
』（
ア
ン
ド
レ
イ
・
シ
ュ
チ
ャ
ス
キ
ー
）（
八
四
）
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
文
化
受
容
に
関
す
る
現
地
語
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
と
中
欧
の
文
化
交
流
史
に
つ
い
て
は
イ
ン
ジ
ヒ
・
ヴ
ィ
ビ
ー
ラ
ル
に
よ
る
「
一
九
〇
〇
年
頃
の
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
受
容
」（
二
〇
〇
四
）（
八
五
）
や
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ジ
ュ
ス
キ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
よ
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
受
容
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
美
術
と
美
術
理
論
」
（
二
〇
〇
七
）（
八
六
）
な
ど
、
英
語
で
も
多
く
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
一
年
に
チ
ェ
コ
で
発
表
さ
れ
た
『
ラ
ス
キ
ン
と
自
然
』（
八
七
）
は
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
時
代
」（
八
八
）
を
一
章
に
含
み
、
十
九
世
紀
末
以
降
か
ら
最
近
ま
で
の
チ
ェ
コ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
編
年
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
チ
ェ
コ
語
で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
末
尾
に
は
英
語
に
よ
る
各
章
解
説
も
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
チ
ェ
コ
語
の
初
学
者
で
も
概
略
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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二
〇
〇
九
年
に
発
行
さ
れ
た
『
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
』
の
「
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
紀
末
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
特
集
号
（
八
九
）
は
、
こ
の
学
問
動
向
の
盛
隆
を
画
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
集
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
係
す
る
論
考
は
全
体
の
約
半
分
に
も
の
ぼ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
〇
〇
年
前
後
当
時
の
中
欧
の
美
術
論
壇
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
が
及
ん
で
い
た
と
い
う
単
純
な
事
実
の
反
映
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
を
含
む
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ｐ
・
ブ
レ
イ
ク
ス
リ
ー
研
究
（
九
〇
）
や
、
同
時
期
に
お
け
る
ス
ロ
バ
キ
ア
や
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
美
術
家
・
美
術
評
論
家
お
よ
び
建
築
家
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
扱
っ
た
「
一
九
〇
〇
年
頃
の
中
欧
に
お
け
る
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
」（
ア
ン
ド
レ
イ
・
シ
ュ
チ
ャ
ス
キ
ー
）（
九
一
）
、
ベ
ル
ギ
ー
の
「
レ
・
ヴ
ァ
ン
」
サ
ー
ク
ル
の
論
客
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
情
報
流
入
を
論
じ
た
「
無
意
識
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
：
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
」（
ア
ン
・
リ
オ
ナ
ー
ル
、
前
掲
）
を
は
じ
め
と
し
た
雄
編
が
揃
う
。
こ
れ
ら
の
論
文
が
扱
う
地
理
的
・
政
治
的
範
囲
は
離
散
的
で
あ
り
広
範
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
は
同
特
集
が
個
別
の
地
域
史
を
志
向
せ
ず
、
そ
れ
ら
地
域
同
士
の
関
係
お
よ
び
、
そ
の
全
体
像
と
し
て
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
た
め
で
あ
る
。 
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
情
報
流
入
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
限
り
、
少
な
く
と
も
そ
こ
か
ら
現
地
に
対
す
る
広
義
の
〝
影
響
〟
は
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
当
時
の
動
向
は
中
心
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
影
響
も
専
横
的
な
も
の
と
は
描
か
れ
な
い
。
同
誌
の
序
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
十
九
世
紀
末
ご
ろ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
と
帝
国
主
義
に
よ
る
一
方
的
で
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
が
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
論
考
は
、
そ
の
傾
向
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
文
化
流
入
を
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
対
象
と
す
る
時
代
・
地
域
の
内
的
運
動
を
描
き
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
ブ
レ
イ
ク
ス
リ
ー
研
究
は
、
そ
の
組
織
上
・
表
現
上
の
類
似
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ブ
ラ
ム
ツ
ェ
ヴ
ォ
の
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
に
関
す
る
情
報
流
入
や
援
用
関
係
が
「
無
か
っ
た
（
あ
っ
た
と
は
し
に
く
い
）」
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
た
。 
こ
う
し
た
記
述
を
可
能
と
し
た
の
が
現
地
史
料
の
広
範
な
収
集
お
よ
び
公
平
な
読
解
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
と
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
受
容
や
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
か
か
わ
る
地
域
史
の
場
合
、
実
証
史
料
の
踏
査
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
影
響
を
過
大
視
す
る
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
個
別
の
成
果
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
地
域
史
を
内
的
運
動
と
し
て
描
き
な
お
す
た
め
の
示
唆
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。 
 基
礎
研
究
へ
の
回
帰 
以
上
の
研
究
動
向
を
概
観
す
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
は
、
文
献
収
集
を
基
礎
と
し
た
事
実
関
係
の
把
握
の
傾
向
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
ス
タ
イ
ン
が
同
時
に
行
っ
て
い
た
受
容
史
研
究
は
そ
の
嚆
矢
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
同
様
の
研
究
手
法
が
近
年
、
東
欧
、
中
欧
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
の
世
界
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
研
究
し
た
も
の
は
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
や
社
会
思
想
の
文
脈
を
脱
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
国
際
性
に
注
目
し
は
じ
め
た
と
い
う
点
で
、
今
後
の
新
た
な
展
開
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ポ
ロ
ン
ス
キ
ー
研
究
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
の
『
ラ
ス
キ
ン
と
美
の
宗
教
』
が
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
場
合
も
多
々
あ
る
。 
す
な
わ
ち
近
年
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
研
究
動
向
と
し
て
、
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
、
あ
る
い
は
〝
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
〟
が
本
人
を
離
れ
て
独
り
歩
き
し
、
各
地
の
各
文
脈
で
独
自
の
内
容
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
研
究
の
前
提
と
し
て
よ
り
明
確
に
意
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
種
の
愛
憎
の
感
情
に
後
押
し
さ
れ
て
い
た
九
〇
年
代
ま
で
の
  
35 
ラスキン受容史の過去と現在 
受
容
史
研
究
と
は
う
っ
て
変
わ
り
、
実
証
的
な
視
座
が
受
容
史
研
究
の
基
礎
と
し
て
共
有
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
目
的
は
、
近
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
題
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
直
接
の
寄
与
を
讃
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
広
い
言
論
の
場
に
頻
出
す
る
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
に
対
す
る
反
応
や
、
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
言
論
空
間
を
と
り
ま
き
そ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
る
、
時
代
背
景
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
へ
と
明
確
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
は
、
史
学
の
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
〝
手
段
と
し
て
〟
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
傾
向
は
、
史
料
収
集
に
対
す
る
極
端
な
回
帰
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
も
表
れ
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ル
編
集
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
『
建
築
の
七
燈
』
に
対
す
る
当
時
の
批
評
』（
二
〇
〇
九
）（
九
二
）
は
、
一
八
四
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
建
築
の
七
燈
』
に
対
す
る
英
・
米
批
評
記
事
を
（
遺
漏
は
あ
る
も
の
の
）
網
羅
的
に
収
集
し
、
四
百
ペ
ー
ジ
超
の
大
部
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
労
作
が
現
在
入
手
困
難
で
あ
り
、
各
国
図
書
館
の
所
蔵
も
少
な
い
こ
と
は
悔
や
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 
 展
望 以
上
の
論
考
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
、
主
に
方
法
論
の
観
点
か
ら
そ
れ
ら
の
批
評
を
試
み
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
建
築
史
学
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
課
題
を
ま
と
め
、
今
後
の
展
望
に
か
え
た
い
。 
 
過
去
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
研
究
を
扱
う
研
究
者
に
は
一
般
的
に
、
肯
定
に
せ
よ
否
定
に
せ
よ
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
再
評
価
〟
と
い
う
限
定
さ
れ
た
目
的
意
識
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
建
築
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
研
究
に
も
、
受
容
史
に
限
ら
ず
こ
の
意
識
が
目
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
史
学
の
対
象
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
扱
う
場
合
、
こ
の
前
提
は
結
論
を
史
料
調
査
に
先
行
さ
せ
る
傾
向
を
導
き
、
史
料
調
査
の
範
囲
や
史
料
分
析
の
解
釈
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
と
も
な
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
歴
史
的
寄
与
を
否
定
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
受
容
史
研
究
は
極
端
な
も
の
と
し
て
こ
の
両
傾
向
を
代
表
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
史
観
は
彼
の
通
史
記
述
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
と
建
築
史
分
野
に
関
し
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
個
人
的
な
愛
憎
が
表
面
化
し
た
ラ
ス
キ
ン
研
究
は
こ
れ
ま
で
非
常
に
多
い
。
ま
た
、
近
代
建
築
思
想
史
に
関
す
る
通
史
記
述
に
も
（
自
覚
的
・
無
自
覚
的
に
）
こ
の
愛
憎
が
反
映
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
ラ
ス
キ
ン
の
史
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
と
き
に
真
逆
と
も
な
る
混
乱
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ラ
ス
キ
ン
を
歴
史
上
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
、
愛
憎
両
陣
営
に
共
通
の
大
き
な
懸
案
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。 
特
に
建
築
史
分
野
に
お
い
て
、
実
証
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
立
ち
か
え
る
第
一
の
意
義
は
こ
の
点
の
克
服
に
あ
る
と
言
え
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
六
〇
年
代
ま
で
に
な
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
史
観
を
建
設
的
に
批
判
す
る
た
め
に
は
、
我
々
を
含
む
歴
史
上
の
史
家
も
や
は
り
、
あ
る
時
代
・
あ
る
地
域
の
知
的
環
境
を
背
景
に
、
限
ら
れ
た
文
脈
で
ラ
ス
キ
ン
を
受
容
す
る
主
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
近
代
建
築
史
に
従
事
す
る
研
究
者
に
は
、
少
な
か
ら
ず
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
い
か
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
場
合
に
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
み
ず
か
ら
の
解
釈
と
、
歴
史
上
の
主
体
が
い
か
に
ラ
ス
キ
ン
を
解
釈
し
た
か
、
と
い
う
二
つ
の
事
柄
は
、
局
面
に
応
じ
て
明
確
に
切
り
分
け
て
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
ま
た
こ
の
点
に
関
し
て
、
現
代
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
史
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
解
釈
の
混
乱
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ザ
ー
コ
の
『
機
能
主
義
理
論
の
系
譜
』
な
ど
、
す
で
に
近
代
建
築
史
記
述
の
ひ
と
つ
の
主
流
を
な
し
て
い
る
、
羅
列
的
な
系
譜
研
究
の
限
界
も
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
デ
・
ザ
ー
コ
の
場
合
は
特
に
、
〝
機
能
主
義
理
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論
の
系
譜
〟
と
い
う
物
語
に
ラ
ス
キ
ン
を
位
置
づ
け
る
た
め
に
引
用
箇
所
が
恣
意
的
で
あ
り
、
他
の
人
物
の
理
論
と
の
関
連
性
に
関
す
る
議
論
も
、
一
次
史
料
に
基
づ
く
具
体
的
な
参
照
関
係
に
は
言
及
が
及
ば
ず
強
引
付
会
の
誹
り
を
免
れ
え
な
い
。
こ
の
例
を
一
極
と
し
て
、
他
の
建
築
思
想
史
記
述
に
お
い
て
も
、
系
譜
関
係
を
示
す
た
め
に
こ
う
し
た
飛
躍
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
多
々
あ
る
。
建
築
史
学
に
お
け
る
系
譜
研
究
は
常
に
こ
う
し
た
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
に
対
す
る
史
学
的
解
釈
は
特
に
時
代
と
地
域
の
学
問
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
こ
の
種
の
系
譜
研
究
が
歴
史
学
と
し
て
今
後
ど
れ
ほ
ど
の
強
度
を
保
ち
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
今
日
の
目
で
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
デ
・
ザ
ー
コ
が
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
機
能
主
義
の
系
譜
に
据
え
た
こ
と
も
、
そ
う
解
釈
さ
れ
え
た
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
に
い
た
る
歴
史
的
文
脈
を
示
唆
す
る
以
上
の
意
義
を
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
が
時
代
、
地
域
、
文
脈
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
容
史
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
事
前
知
識
・
事
前
解
釈
に
基
づ
く
受
容
史
研
究
の
伝
統
も
ま
た
、
先
行
研
究
に
顕
著
な
も
の
だ
っ
た
。
無
論
、
原
典
に
対
す
る
解
釈
の
自
由
は
す
べ
て
の
読
者
に
担
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
釈
の
多
様
性
や
創
造
性
こ
そ
が
原
典
に
新
た
な
現
代
的
価
値
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
本
章
で
問
う
べ
き
は
史
学
と
し
て
の
妥
当
性
で
あ
る
。
〝
聞
き
伝
え
の
歴
史
〟
と
し
て
の
近
代
建
築
思
想
史
記
述
が
実
証
的
な
裏
付
け
の
な
い
ま
ま
に
現
代
ま
で
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
聞
き
伝
え
の
内
容
自
体
が
相
互
に
分
裂
を
起
こ
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
〝
聞
き
伝
え
の
歴
史
〟
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
受
容
史
に
立
ち
か
え
っ
た
実
証
研
究
は
、
建
築
思
想
史
研
究
の
発
展
の
た
め
の
土
台
と
し
て
有
効
な
も
の
だ
ろ
う
。 
今
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
原
著
や
講
演
な
ど
で
語
っ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
な
か
の
ど
の
よ
う
な
主
張
が
（
、
そ
し
て
と
き
に
は
、
語
ら
れ
て
い
な
い
内
容
さ
え
も
が
）
い
か
に
抽
象
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
、
伝
播
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
に
対
す
る
自
覚
的
な
態
度
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
ラ
ス
キ
ン
の
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
解
釈
（
卑
近
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
日
本
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
」、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
場
合
す
ら
あ
っ
た
）
を
含
め
て
、
情
報
伝
達
者
に
よ
る
偏
っ
た
恣
意
的
解
釈
が
歴
史
上
横
行
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
情
報
の
歪
曲
が
観
察
さ
れ
な
い
事
例
は
、
情
報
伝
達
行
為
一
般
の
性
質
と
し
て
原
理
的
に
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
い
。
ラ
ス
キ
ン
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
降
の
近
代
建
築
思
想
は
、
多
様
か
つ
変
化
し
続
け
る
ラ
ス
キ
ン
像
を
ひ
と
つ
の
参
照
点
と
す
る
広
大
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
時
的
・
通
時
的
な
全
体
像
の
解
明
こ
そ
が
、
前
時
代
の
歴
史
記
述
を
更
新
す
る
た
め
に
ま
ず
必
要
な
作
業
だ
ろ
う
。
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
研
究
と
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
こ
の
遠
望
に
近
付
く
た
め
の
問
題
意
識
と
研
究
の
蓄
積
を
有
す
る
分
野
で
あ
る
。 
 
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
、
ま
ず
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
に
対
す
る
主
体
的
解
釈
や
、
そ
の
史
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
目
的
意
識
の
放
棄
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
愛
憎
、
重
視
・
軽
視
な
ど
の
感
情
の
排
除
も
求
め
ら
れ
る
。 
そ
の
一
方
で
、
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
と
い
う
参
照
点
が
と
も
か
く
も
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
広
い
時
代
、
広
い
地
域
、
広
い
論
題
の
な
か
に
分
布
し
言
及
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
建
築
思
想
史
の
一
分
野
と
し
て
考
究
す
べ
き
、
さ
ら
な
る
主
体
的
動
機
と
も
な
り
う
る
。
と
い
う
の
も
そ
こ
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
た
、
近
代
建
築
思
想
史
の
世
界
史
的
・
通
史
的
記
述
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
通
史
的
記
述
の
可
能
性
と
は
時
間
と
論
題
の
連
続
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
詳
細
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
適
切
に
方
法
化
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
は
、
実
証
的
な
近
代
建
築
思
  
37 
ラスキン受容史の過去と現在 
想
史
記
述
の
た
め
の
、 
 
①
空
間
的
ス
ケ
ー
ル
の
拡
大 
②
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
の
拡
大 
③
論
題
の
拡
大
・
接
続 
 と
い
う
三
つ
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 
冒
頭
に
触
れ
た
通
り
、
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
な
る
名
の
伝
播
は
、
そ
の
広
さ
に
関
し
て
も
、
史
料
の
数
に
関
し
て
も
、
他
の
建
築
家
・
建
築
理
論
家
に
は
認
め
ら
れ
な
い
、
彼
に
特
異
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
。
そ
の
分
布
の
全
容
解
明
に
つ
い
て
は
今
な
お
端
緒
の
段
階
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
近
年
の
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
史
料
収
集
の
効
率
は
二
十
世
紀
末
か
ら
み
て
も
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
は
一
九
二
〇
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
・
雑
誌
を
多
数
所
蔵
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
（G
allica
）（
九
三
）
を
整
備
し
て
お
り
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
文
献
史
料
に
つ
い
て
も
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
（
九
四
）
に
蓄
積
が
あ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
が
提
供
す
る
電
子
図
書
館
（
九
五
）
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
た
歴
史
的
な
美
術
雑
誌
に
無
料
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。
ス
イ
ス
で
は
Ｅ
Ｔ
Ｈ
が
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
九
六
）
を
提
供
し
て
い
る
。
チ
ェ
コ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
立
図
書
館
も
国
外
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
の
み
が
国
外
か
ら
許
可
さ
れ
て
お
り
、
実
物
の
閲
覧
に
関
し
て
は
現
地
に
赴
く
必
要
が
あ
る
。
無
論
、P
ro
Q
u
est
やH
ath
i T
ru
st
と
い
っ
た
有
料
の
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
も
、
こ
う
し
た
国
家
的
取
り
組
み
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
有
効
で
あ
る
。 
こ
う
し
た
近
年
の
情
報
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
各
国
の
国
立
図
書
館
や
大
学
図
書
館
が
館
外
利
用
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
整
備
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
初
歩
的
な
史
料
収
集
の
大
き
な
便
宜
と
な
る
。
現
地
図
書
館
等
で
の
現
地
史
料
収
集
の
労
が
省
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
研
究
効
率
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
す
で
に
現
段
階
に
お
い
て
も
、
世
界
規
模
の
実
証
研
究
す
ら
個
人
と
し
て
の
研
究
者
の
手
に
負
え
る
も
の
へ
と
近
づ
い
て
き
て
い
る
。 
こ
れ
ら
の
技
術
を
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
直
接
関
係
す
る
史
料
の
〝
点
〟
と
し
て
の
分
布
の
解
明
が
今
後
非
常
な
速
度
で
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。 
こ
の
よ
う
な
史
料
の
収
集
活
動
は
お
の
ず
か
ら
、
現
在
の
政
治
区
分
に
よ
る
国
家
を
単
位
に
進
め
ら
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
述
べ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
分
布
を
示
す
〝
点
〟
に
は
、
現
代
国
家
の
抽
象
と
し
て
の
点
で
は
な
く
、
お
お
よ
そ
歴
史
的
に
不
動
点
と
し
て
存
在
し
た
情
報
の
ノ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
、
情
報
集
積
地
と
し
て
の
都
市
が
最
適
な
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
特
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
の
政
治
的
動
乱
の
な
か
で
国
境
線
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
史
料
の
同
時
代
的
な
所
在
に
関
し
て
も
、
当
時
の
対
面
の
情
報
交
換
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
世
界
史
の
な
か
で
包
括
的
に
論
じ
る
た
め
に
は
、
国
家
と
い
う
単
位
を
自
明
な
も
の
と
し
て
前
提
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
と
は
こ
の
場
合
、
ひ
と
つ
の
政
治
的
条
件
と
し
て
、
〝
点
＝
都
市
〟
間
の
情
報
交
流
の
難
易
を
拘
束
す
る
も
の
程
度
に
抽
象
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。 
そ
う
し
て
、
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
と
い
う
名
が
こ
う
し
た
〝
点
＝
都
市
〟
に
お
い
て
あ
る
文
脈
で
言
及
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
潜
在
的
に
、
そ
の
名
お
よ
び
、
そ
の
名
に
付
帯
し
た
解
釈
が
他
所
か
ら
現
地
に
伝
播
し
た
過
程
（
＝
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
の
〝
線
〟
）
を
そ
の
背
景
に
含
ん
で
い
る
。
こ
の
〝
線
〟
と
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
関
す
る
情
報
（
解
釈
）
を
有
し
た
人
間
の
移
動
や
、
彼
ら
の
移
動
を
伴
わ
な
い
各
種
媒
体
（
書
籍
、
雑
誌
、
電
報
な
ど
）
の
流
通
の
軌
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
こ
の
〝
線
〟
は
、
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
を
始
点
と
す
る
と
は
限
ら
ず
、
逆
に
イ
ギ
リ
ス
を
終
点
と
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
文
脈
に
よ
っ
て
、
あ
る
時
代
の
あ
る
点
が
複
数
の
ベ
ク
ト
ル
の
始
点
・
終
点
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
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全
体
像
は
、
こ
の
よ
う
な
点
と
線
の
解
明
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
限
ら
れ
た
研
究
領
域
に
限
っ
て
言
っ
て
も
、
こ
う
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
明
へ
の
意
識
を
も
つ
こ
と
で
、
脱
中
心
（
イ
ギ
リ
ス
）
的
か
つ
包
括
的
な
近
代
建
築
思
想
史
記
述
、
す
な
わ
ち
世
界
史
的
記
述
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
、
当
時
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
世
界
的
な
知
名
度
の
高
さ
は
、
そ
の
名
前
の
伝
播
の
視
点
か
ら
み
た
と
き
、
当
時
の
国
際
的
な
、
一
般
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ま
た
よ
く
表
現
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
視
点
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
成
果
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
い
う
文
脈
を
離
れ
て
さ
え
、
近
代
建
築
思
想
史
に
お
け
る
時
間
的
、
地
理
的
な
議
論
の
移
動
や
変
遷
を
た
ど
る
便
宜
を
与
え
う
る
。
主
に
美
術
史
・
文
学
史
分
野
で
進
展
し
て
い
る
、
国
際
関
係
の
分
析
に
着
目
し
た
近
年
の
受
容
史
研
究
は
す
べ
て
、
こ
の
全
体
像
の
一
部
を
な
す
基
礎
研
究
と
し
て
建
築
分
野
の
研
究
に
も
活
用
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。 
 
論
者
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
か
ら
近
代
建
築
思
想
史
の
全
体
が
記
述
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
で
は
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
と
し
て
扱
う
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
的
、
地
理
的
、
論
題
的
に
隔
た
っ
た
各
種
事
象
を
あ
る
程
度
の
一
貫
性
、
連
続
性
を
も
っ
て
描
き
う
る
も
の
と
予
測
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
が
語
ら
れ
る
時
代
的
、
地
理
的
分
布
の
広
さ
は
、
包
括
的
か
つ
実
証
的
な
近
代
建
築
思
想
史
記
述
を
志
す
研
究
者
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
研
究
の
土
台
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 
本
章
は
、
近
代
建
築
思
想
史
の
通
史
記
述
・
世
界
史
記
述
が
現
代
に
お
い
て
い
か
に
可
能
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
提
言
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
研
究
の
可
能
性
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現
在
ま
で
に
研
究
の
蓄
積
の
あ
る
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
史
に
は
、
未
来
の
近
代
建
築
史
記
述
の
た
め
に
克
服
す
べ
き
問
題
が
よ
り
よ
く
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
掲
げ
た
問
題
群
や
方
法
論
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
極
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
一
般
化
に
よ
っ
て
広
く
応
用
可
能
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 
近
年
の
情
報
技
術
の
進
展
に
と
も
な
い
、
上
述
の
提
言
を
ふ
ま
え
た
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
す
で
に
二
十
世
紀
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
〝
聞
き
伝
え
の
歴
史
〟
と
し
て
の
近
代
建
築
思
想
史
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
進
歩
を
最
大
限
活
用
す
る
努
力
と
、
そ
う
し
た
調
査
を
束
ね
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
。 
   
 
 
 
 
      
 
     
             
序
章 
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟 
    
                          
       
  
  
「
俺
は
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
は
好
き
じ
ゃ
な
い
。
嫌
い
だ
。〔
…
〕
な
ぜ
彼
は
自
分
の
芸
術
の
な
か
で
何
か
を
や
ら
な
い
ん
だ
…
…
お
れ
は
…
…
結
婚
マ
リ
ッ
ジ
し
て
子
孫
オ
フ
ス
プ
リ
ン
グ
が
ほ
し
い
ん
だ
…
…
お
れ
は
ヘ
イ
ズ
リ
ッ
ト
が
好
き
だ
が
、
い
け
好
か
な
い
こ
と
に
向
こ
う
は
彼
を
役
立
て
な
か
っ
た
―
お
れ
は
君
ら
超
越
論
者
と
は
考
え
か
た
が
違
う
ん
だ
な
…
…
」 
 
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ン
・
Ｓ
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
二
世
に
よ
る
聞
き
と
り
メ
モ
。 
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 本
論
文
の
章
構
成 
以
上
の
研
究
史
と
展
望
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
以
下
、
北
米
、
特
に
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
と
い
う
建
築
論
壇
に
活
発
な
展
開
を
み
た
三
都
市
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
前
章
で
示
し
た
新
た
な
近
代
建
築
思
想
史
像
の
可
能
性
を
具
体
的
に
探
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
都
市
を
ノ
ー
ド
と
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
に
基
づ
く
近
代
建
築
思
想
の
世
界
史
を
、
実
験
的
に
、
北
米
数
都
市
を
対
象
に
小
ス
ケ
ー
ル
で
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 
実
証
的
に
辿
り
う
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
本
論
文
で
対
象
と
さ
れ
る
年
代
の
下
限
は
一
八
三
九
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
彼
が
〝
カ
タ
・
ピ
ュ
シ
ン
〟
の
筆
名
で
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
ロ
ン
ド
ン
）
に
寄
稿
し
た
「
建
築
の
詩
法
」
に
対
す
る
評
論
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
協
会
雑
誌
』
に
転
載
さ
れ
た
（
一
）
。
し
か
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
解
釈
に
関
し
て
具
体
的
な
系
譜
が
辿
れ
る
、
本
論
で
実
質
的
に
扱
う
こ
と
と
な
る
範
囲
は
、
ア
メ
リ
カ
版
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』（
二
）
が
発
売
さ
れ
た
一
八
四
七
年
か
ら
、
ラ
ス
キ
ン
と
の
比
較
言
及
に
よ
っ
て
、
彫
刻
家
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
〔
一
八
〇
三
―
一
八
五
二
〕
の
建
築
理
論
が
ア
メ
リ
カ
建
築
史
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
一
九
五
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
、
お
よ
そ
一
世
紀
間
で
あ
る
。 
 
第
一
章
は
一
八
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
約
十
五
年
間
を
主
に
扱
い
、
ア
メ
リ
カ
版
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
お
よ
び
『
建
築
の
七
燈
』
の
出
版
背
景
、
そ
の
受
容
様
態
の
分
析
を
端
緒
に
、
そ
れ
以
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
前
提
条
件
を
素
描
す
る
。
こ
こ
で
初
め
に
問
題
提
起
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
建
築
論
壇
と
社
会
一
般
の
思
潮
が
い
か
に
相
互
に
関
連
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
解
釈
を
方
向
づ
け
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
の
ち
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
諸
種
の
兆
候
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。 
第
二
章
は
一
八
六
〇
年
初
頭
か
ら
七
五
年
前
後
ま
で
の
約
十
五
年
間
を
主
に
扱
う
が
、
こ
こ
で
の
論
題
は
ふ
た
つ
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
当
時
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
独
自
の
性
格
で
あ
る
。
同
時
に
こ
こ
で
は
、
当
時
新
た
な
読
者
層
と
な
っ
た
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
も
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
過
程
は
時
お
り
の
相
互
干
渉
の
跡
を
み
せ
な
が
ら
、
第
四
章
の
焦
点
と
な
る
建
国
百
年
博
覧
会
（
一
八
七
六
）
ま
で
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
解
釈
に
つ
い
て
各
々
の
完
成
を
み
た
。 
第
三
章
は
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
建
国
百
年
博
覧
会
前
後
を
扱
う
。
扱
わ
れ
る
時
期
は
い
ず
れ
も
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
代
ま
で
の
お
よ
そ
三
十
年
で
あ
る
。 
三
章
第
一
部
で
は
、
第
二
章
で
扱
っ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
を
、
六
〇
年
代
に
は
傍
流
で
あ
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
文
脈
か
ら
再
び
辿
り
な
お
す
。
こ
の
傍
流
が
主
流
に
転
じ
た
と
い
う
点
で
、
建
国
百
年
博
覧
会
は
本
章
の
議
論
の
中
間
点
に
あ
た
る
。
前
章
と
同
様
、
こ
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
の
相
関
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
。 
三
章
第
二
部
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
建
国
百
年
博
覧
会
前
後
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
お
よ
び
、
そ
れ
に
関
す
る
同
時
代
的
議
論
の
ア
メ
リ
カ
独
自
の
出
自
と
展
開
が
論
じ
ら
れ
る
。 
第
四
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
最
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
し
て
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
扱
い
、
同
時
代
的
議
論
の
な
か
か
ら
そ
の
成
立
・
変
容
過
程
を
辿
る
。
ま
た
、
こ
の
動
向
が
も
た
ら
し
た
論
争
を
通
じ
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
現
代
建
築
観
と
様
式
観
念
と
の
相
関
を
問
う
。
こ
こ
で
主
に
対
象
と
さ
れ
る
年
代
は
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
関
す
る
言
説
空
間
が
生
ま
れ
た
一
八
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
様
式
性
を
め
ぐ
る
世
代
間
の
齟
齬
が
顕
在
化
し
た
一
九
〇
〇
年
代
末
ま
で
の
約
二
十
年
間
で
あ
る
。 
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第
五
章
で
は
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
を
扱
い
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
な
か
で
〝
機
能
主
義
〟
が
い
か
に
語
ら
れ
だ
し
た
か
と
い
う
問
題
と
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
の
否
定
を
ひ
と
つ
の
契
機
に
も
つ
近
代
建
築
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
背
景
を
跡
づ
け
る
。 
終
章
と
な
る
第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
末
に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
建
築
史
研
究
史
の
展
開
を
、
そ
の
な
か
で
の
ラ
ス
キ
ン
の
描
か
れ
か
た
を
中
心
に
辿
る
。
そ
の
終
端
は
本
章
で
扱
う
一
九
五
〇
年
ご
ろ
で
あ
り
、
本
章
で
も
論
ず
る
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン
の
比
較
言
及
の
問
題
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 
と
い
う
の
も
、
本
章
で
扱
う
一
八
五
〇
年
ご
ろ
の
両
氏
に
対
す
る
比
較
言
及
の
多
様
性
と
対
照
性
は
、
そ
れ
以
前
の
一
世
紀
に
わ
た
る
、
同
国
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
反
映
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
様
相
を
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
成
立
と
い
う
本
章
の
論
点
に
回
帰
す
る
視
点
か
ら
再
度
辿
り
な
お
す
こ
と
は
、
本
章
で
提
起
さ
れ
る
、
建
築
史
構
想
の
問
題
そ
の
も
の
に
対
す
る
回
答
と
な
る
。 
一
方
、
補
論
と
し
て
付
し
た
「
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
建
築
創
造
」
は
、
本
論
の
受
容
史
と
は
別
個
の
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
の
主
著
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
建
築
の
七
燈
』
に
示
さ
れ
る
建
築
観
を
論
じ
た
原
典
批
判
だ
が
、
そ
の
執
筆
意
図
お
よ
び
、
そ
れ
が
補
論
と
し
て
付
さ
れ
た
意
図
に
つ
い
て
は
「
あ
と
が
き
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。 
 
こ
の
序
章
で
は
、
以
降
の
歴
史
記
述
の
前
段
と
し
て
、
本
論
が
扱
う
時
代
の
終
点
に
あ
た
る
一
九
五
〇
年
前
後
に
焦
点
を
あ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
史
記
述
の
特
質
と
問
題
点
を
論
ず
る
。
本
論
の
基
本
構
想
が
こ
こ
で
の
議
論
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
の
は
、
本
論
自
体
が
新
た
な
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
記
述
の
試
み
で
も
あ
る
た
め
に
よ
る
。
本
論
の
先
行
研
究
批
判
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
と
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
に
つ
い
て
二
重
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン 
ア
メ
リ
カ
国
内
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
〝
機
能
主
義
〟
建
築
思
想
の
始
祖
と
し
て
の
認
識
が
広
ま
っ
た
の
は
、
一
九
四
七
年
に
出
版
さ
れ
た
選
集
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』（
三
）
の
発
表
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
彼
の
名
と
理
論
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ー
ス
ト
ン
・
フ
ィ
ッ
チ
〔
一
九
〇
九
―
二
〇
〇
〇
〕
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』（
一
九
四
八
）（
四
）
や
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
〔
一
八
九
五
―
一
九
九
〇
〕
の
『
現
代
ア
メ
リ
カ
建
築
の
源
流
』（
一
九
五
二
）（
五
）
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
』（
一
九
五
五
）（
六
）
と
い
っ
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
十
年
以
内
に
刊
行
さ
れ
た
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
の
解
説
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、「
美
は
機
能
の
裏
付
け
で
あ
る
」（
七
）
と
定
義
し
た
「
美
の
探
求
」（
八
）
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
一
八
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
起
草
し
た
建
築
理
論
は
、「
今
日
で
も
進
歩
的
な
同
時
代
人
の
言
葉
の
よ
う
に
読
め
る
」（
九
）
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
再
評
価
の
時
流
に
乗
っ
た
。 
そ
の
後
建
築
史
分
野
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
再
評
価
の
動
向
を
決
定
づ
け
た
の
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ザ
ー
コ
の
『
機
能
主
義
理
論
の
系
譜
』（
一
九
五
七
）（
一
〇
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
機
能
主
義
理
論
の
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
デ
・
ザ
ー
コ
の
業
績
に
よ
っ
て
、
彼
の
理
論
は
国
際
的
に
展
開
し
た
と
さ
れ
る
機
能
主
義
理
論
の
形
成
場
面
の
開
始
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
し
か
し
、『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
対
す
る
認
知
を
拡
大
し
た
の
は
確
か
で
あ
り
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
家
と
し
て
の
存
在
自
体
が
気
づ
か
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
の
事
象
で
あ
る
。
こ
の
発
端
に
対
す
る
関
心
は
デ
・
ザ
ー
コ
以
後
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
を
特
徴
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
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関
す
る
先
行
研
究
の
踏
査
の
深
度
に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
一
九
八
六
年
、
藤
田
治
彦
は
こ
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
受
容
を
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
俗
に
い
う
『
機
能
主
義
的
』
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
時
代
に
〔
…
〕
再
評
価
が
な
さ
れ
」（
一
一
）
た
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
藤
田
が
参
照
し
た
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
や
『
機
能
主
義
理
論
の
系
譜
』
に
示
さ
れ
る
記
事
・
書
籍
群
は
既
に
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
再
評
価
が
戦
前
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
近
年
で
は
ア
ー
デ
ム
・
ア
ー
テ
ン
（
一
九
九
八
）
が
二
十
世
紀
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
受
容
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
の
、
年
代
遡
及
の
点
で
は
デ
・
ザ
ー
コ
に
劣
っ
た
（
一
二
）
。
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
の
な
か
で
年
代
を
も
っ
と
も
遡
り
え
た
の
は
、
そ
れ
以
前
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ー
リ
ー
が
『
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
六
五
）
の
な
か
で
指
摘
し
た
、『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』（
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
一
九
三
六
）（
一
三
）
で
あ
る
。 
こ
の
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
を
暫
定
的
に
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
以
前
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
再
評
価
の
発
端
と
み
な
し
う
る
の
は
、
そ
の
出
版
を
転
機
と
し
て
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
記
述
内
容
に
変
化
が
現
れ
る
た
め
に
よ
る
。 
も
と
も
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
自
国
の
建
築
史
記
述
に
対
す
る
関
心
が
起
こ
っ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ス
カ
イ
ラ
ー
〔
一
八
四
三
―
一
九
一
四
〕
が
一
八
九
二
年
に
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
四
）
を
、
ま
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
ワ
イ
ト
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
〔
一
八
五
五
―
一
九
二
六
〕
が
一
八
九
六
年
に
『
建
築
史
教
本
』（
一
五
）
を
出
版
し
た
一
八
九
〇
年
代
に
遡
る
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
通
史
記
述
の
試
み
は
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
『
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ー
ン
ズ
』（
一
九
二
四
）
（
一
六
）
を
皮
切
り
に
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
〔
一
八
八
九
―
一
九
五
六
〕『
建
築
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
一
九
二
六
）（
一
七
） 
や
シ
ド
ニ
ー
・
フ
ィ
ス
ク
・
キ
ン
ボ
ー
ル
〔
一
八
八
八
―
一
九
五
五
〕『
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
二
八
）（
一
八
）
を
経
て
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
『
ザ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
』（
一
九
三
一
）（
一
九
）
が
現
れ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
リ
ス
・
ウ
ィ
タ
カ
ー
〔
一
八
七
二
―
一
九
三
八
〕『
建
築
の
物
語
：
ラ
ム
セ
ス
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ま
で
』（
一
九
三
四
）
（
二
〇
）
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
デ
ィ
・
ト
ー
ル
マ
ッ
ジ
〔
一
八
七
六
―
一
九
四
〇
〕『
ア
メ
リ
カ
建
築
の
物
語
』（
一
九
三
六
）（
二
一
）
な
ど
の
出
版
を
み
た
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
約
十
年
間
に
集
中
し
た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
を
独
立
に
扱
っ
た
通
史
研
究
は
、
お
よ
そ
建
国
百
五
十
年
博
覧
会
（
一
九
二
七
）
前
後
を
境
に
俄
か
に
盛
隆
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
キ
ン
ボ
ー
ル
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
ジ
ェ
ル
〔
一
八
八
七
―
一
九
五
四
〕
と
共
著
で
出
版
し
た
『
建
築
史
』（
一
九
一
八
）（
二
二
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
『
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ー
ン
ズ
』
に
先
駆
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
史
の
一
部
門
と
し
て
ア
メ
リ
カ
建
築
を
組
み
込
ん
だ
点
で
、
先
行
す
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
っ
た
（
二
三
）
。 
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
前
の
建
築
史
書
の
な
か
に
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
言
及
し
た
研
究
は
皆
無
で
あ
る
。 
先
述
の
フ
ィ
ッ
チ
や
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
は
、
お
よ
そ
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
ご
ろ
を
区
切
り
と
す
る
ア
メ
リ
カ
建
築
史
書
出
版
の
間
欠
期
を
経
て
、
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
に
よ
う
や
く
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
建
築
史
書
の
な
か
で
言
及
し
は
じ
め
る
。
無
論
こ
の
時
期
ま
で
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国
外
で
発
表
さ
れ
た
建
築
史
書
の
な
か
に
も
グ
リ
ー
ノ
ウ
へ
の
言
及
は
な
い
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
〔
一
九
〇
二
―
一
九
八
三
〕
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
問
題
を
扱
う
の
は
よ
う
や
く
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
二
四
）
。 
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
建
築
史
書
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
チ
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
二
著
作
が
と
も
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
対
す
る
史
的
位
置
づ
け
を
論
じ
た
と
い
う
の
は
時
宜
に
適
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 
フ
ィ
ッ
チ
の
著
作
は
第
二
次
大
戦
後
に
編
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
の
通
史
と
し
て
好
評
を
博
し
、
数
度
の
版
を
重
ね
た
定
本
と
な
る
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
『
源
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流
』
は
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
一
世
紀
ほ
ど
の
論
考
を
拾
遺
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
だ
っ
た
が
、
巻
頭
論
文
と
な
る
「
後
方
一
瞥
ア
・
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
・
グ
ラ
ン
ス
」
に
は
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
自
身
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
観
が
簡
潔
か
つ
的
確
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
両
者
が
ア
メ
リ
カ
建
築
史
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
位
置
づ
け
を
最
重
要
視
し
た
こ
と
は
、
フ
ィ
ッ
チ
が
彼
の
理
論
を
ア
メ
リ
カ
に
興
っ
た
造
形
理
論
の
最
先
端
と
定
め
一
章
を
設
け
た
こ
と
に
も
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
論
を
収
録
論
考
中
の
先
頭
に
置
い
た
こ
と
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
こ
の
相
補
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
単
に
〝
機
能
主
義
理
論
の
源
流
〟
と
見
做
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
建
築
思
想
の
源
流
、
ひ
い
て
は
近
代
建
築
思
想
そ
の
も
の
の
始
祖
に
さ
え
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
の
始
点
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
は
「
近
代
建
築
は
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
な
か
の
長
い
前
景
か
ら
立
ち
現
れ
た
の
で
あ
る
」（
二
五
）
と
ま
で
豪
語
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
 
他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
史
を
論
ず
る
上
で
、
当
時
の
建
築
史
家
に
と
っ
て
ラ
ス
キ
ン
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
フ
ィ
ッ
チ
が
語
る
通
り
、
ま
ず
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
受
容
史
研
究
に
よ
っ
て
「
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
著
作
が
こ
の
国
で
イ
ギ
リ
ス
以
上
に
早
く
、
大
き
な
認
知
を
得
て
い
た
」（
二
六
）
こ
と
が
気
づ
か
れ
て
い
た
た
め
に
よ
る
。
こ
の
た
め
フ
ィ
ッ
チ
も
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
、
機
能
主
義
建
築
理
論
の
始
祖
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
と
、「
ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
特
に
芸
術
と
建
築
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
計
り
知
れ
な
か
っ
た
」（
フ
ィ
ッ
チ
）（
二
七
）
ラ
ス
キ
ン
と
の
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
上
の
功
績
を
比
較
考
察
し
た
。 
フ
ィ
ッ
チ
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
扱
い
に
は
こ
の
点
で
大
き
な
共
通
点
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
は
同
時
に
、
ひ
と
つ
の
差
異
も
顕
著
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
と
も
に
ラ
ス
キ
ン
と
の
比
較
言
及
の
な
か
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
語
り
な
が
ら
、
そ
の
結
論
を
真
逆
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
一
方
の
フ
ィ
ッ
チ
は
「
ロ
マ
ン
主
義
的
保
守
主
義
者
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ト
ー
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
」
と
「
ア
メ
リ
カ
的
民
主
主
義
者
ヤ
ン
キ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
」
を
対
置
さ
せ
、
き
わ
め
て
否
定
的
な
態
度
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
語
っ
た
（
二
八
）
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
・
美
術
界
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
の
大
き
さ
こ
そ
フ
ィ
ッ
チ
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
受
容
の
道
程
に
お
い
て
、「
モ
リ
ス
の
芸
術
産
業
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
エ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
バ
ー
ド
と
ロ
イ
ク
ロ
フ
タ
ー
ズ
、
世
紀
末
の
細
工
革
・
焼
き
木
材
サ
ー
ク
ル
た
ち
、
上
流
階
級
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ん
だ
百
あ
ま
り
の
脇
道
や
袋
小
路
」（
二
九
）
に
至
る
系
譜
は
決
し
て
肯
定
的
に
は
描
か
れ
な
い
。
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、「
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
の
影
響
は
客
観
的
に
み
て
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
」（
三
〇
）
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
汚
点
だ
っ
た
。 
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
批
判
に
は
、「
社
会
そ
の
も
の
の
研
究
者
」
（
三
一
）
と
し
て
建
築
を
考
察
し
た
業
績
を
評
価
し
た
点
も
あ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
チ
の
判
断
で
は
、
結
局
「
彼
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
な
か
で
保
守
党
員
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
原
則
的
に
貴
族
主
義
者
」（
三
二
）
だ
っ
た
の
で
あ
り
、「
初
め
か
ら
恥
じ
ら
い
も
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
資
本
主
義
に
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
や
美
の
基
準
が
失
墜
し
か
け
て
い
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貴
族
階
級
、
土
地
持
ち
の
紳
士
、
家
柄
の
良
い
人
々
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」（
三
三
）
と
し
て
、「
イ
ギ
リ
ス
文
化
全
体
を
転
覆
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
、
と
き
の
蒙
昧
主
義
の
歯
車
の
ひ
と
つ
の
歯
で
し
か
な
か
っ
た
」（
三
四
）
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
チ
の
論
は
周
到
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
ラ
ス
キ
ン
賛
美
を
装
っ
て
は
い
た
が
、
そ
こ
に
は
ラ
ス
キ
ン
が
「
ア
ン
チ
民
主
主
義
、
ア
ン
チ
工
業
、
ア
ン
チ
科
学
」（
三
五
）
の
体
現
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
底
意
が
明
ら
か
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
〝
影
響
〟
の
歴
史
と
は
、
フ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
、「
彼
が
行
っ
た
美
学
と
科
学
技
術
の
分
離
が
客
観
的
に
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み
て
保
守
的
な
作
戦
行
動
だ
っ
た
」（
三
六
）
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ィ
ッ
チ
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
思
い
描
い
た
と
さ
れ
る
「
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
生
活
は
、
彼
の
手
近
に
あ
る
中
世
の
一
次
資
料
を
参
照
す
る
だ
け
で
も
分
か
る
く
ら
い
に
歴
史
学
的
に
不
正
確
」（
三
七
）
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
お
り
、
論
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
辛
辣
な
ラ
ス
キ
ン
批
判
に
は
取
り
つ
く
島
が
な
く
な
る
。 
フ
ィ
ッ
チ
か
ら
す
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
貴
族
趣
味
と
「
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
は
〔
…
〕
こ
こ
が
違
っ
た
。
彼
〔
グ
リ
ー
ノ
ウ
〕
は
ア
メ
リ
カ
工
業
主
義
の
心
臓
部
よ
り
、
そ
の
工
業
主
義
が
、
国
家
統
制
を
め
ぐ
っ
て
奴
隷
制
寡
頭
政
治
に
挑
み
か
か
ら
ん
と
し
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
三
八
）
。
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
類
似
と
は
、「
彼
ら
の
両
者
と
も
が
美
学
的
基
準
を
他
か
ら
孤
立
し
た
も
の
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
」（
三
九
）
程
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
「〔
十
九
〕
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
に
お
け
る
、
最
も
先
進
的
な
部
分
の
大
志
を
声
に
し
た
」（
四
〇
）
点
で
正
し
く
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
建
築
観
の
代
弁
者
で
あ
り
、「
急
成
長
す
る
ア
メ
リ
カ
工
業
の
な
か
に
、
科
学
と
科
学
技
術
の
進
歩
と
次
第
に
反
し
て
い
く
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ら
に
従
う
新
た
な
美
的
基
準
の
た
め
の
素
地
を
見
つ
け
た
」（
四
一
）
人
物
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
の
後
進
性
を
際
立
た
せ
た
。
そ
し
て
フ
ィ
ッ
チ
は
、「
有
効
な
審
美
の
基
準
と
し
て
民
主
主
義
、
科
学
、
工
業
と
い
う
、
こ
の
現
実
を
採
用
し
た
」（
四
二
）
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
美
学
の
中
核
を
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
設
計
原
理
を
示
す
次
の
引
用
に
よ
っ
て
示
し
た
。
―
― 
 
巨
大
な
深
淵
を
学
ん
だ
成
果
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
深
淵
で
は
、
自
然
は
羽
や
花
の
な
か
で
は
な
く
、
風
や
波
の
な
か
に
建
物
の
法
則
を
語
る
。
人
間
は
そ
こ
で
、
聞
き
、
従
う
た
め
に
全
意
識
を
傾
け
る
。〔
…
〕
こ
の
解
剖
学
的
な
関
連
性
・
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
機
械
や
、
原
理
は
間
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
橋
梁
や
建
設
足
場
［
と
い
っ
た
］、
そ
れ
〔
適
当
な
寄
せ
集
め
で
作
ら
れ
た
建
物
〕
と
は
必
然
的
に
一
線
を
画
し
た
建
造
物
に
既
に
実
現
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
れ
を
直
ち
に
［
建
物
の
］
建
設
に
使
う
の
を
躊
躇
う
の
だ
。（
四
三
） 
 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
こ
の
建
築
理
論
と
ラ
ス
キ
ン
の
そ
れ
と
を
対
照
的
に
論
じ
た
フ
ィ
ッ
チ
の
心
情
は
、
以
下
の
一
言
に
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
彼
〔
グ
リ
ー
ノ
ウ
〕
の
論
考
が
ラ
ス
キ
ン
の
論
考
と
同
じ
く
ら
い
広
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
複
雑
な
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
数
十
年
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」（
四
四
）
と
い
う
後
悔
の
念
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
こ
の
対
置
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
の
歴
史
記
述
の
焦
点
を
な
し
、
そ
れ
は
当
時
の
読
者
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
誌
上
の
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
書
評
は
、
こ
の
フ
ィ
ッ
チ
の
近
刊
を
発
売
前
に
参
照
し
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
著
作
は
「
ラ
ス
キ
ン
の
保
守
ト
ー
リ
ー
主
義
と
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
何
物
に
も
制
約
さ
れ
な
い
、
力
強
い
民
主
主
義
的
思
考
と
の
比
較
」（
四
五
）
に
お
い
て
読
ま
れ
る
べ
き
だ
と
語
っ
た
。 
 
他
方
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
比
較
す
る
態
度
は
フ
ィ
ッ
チ
と
好
対
照
で
あ
る
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
ま
た
「
建
築
は
社
会
的
芸
術
で
あ
る
と
い
う
理
解
」（
四
六
）
を
み
せ
た
最
初
期
の
建
築
理
論
家
に
両
者
を
位
置
づ
け
、「
彼
ら
が
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
集
合
的
習
慣
や
集
団
的
目
的
が
い
か
に
造
形
フ
ォ
ー
ム
の
決
定
因
と
な
る
か
を
意
識
し
て
い
た
」（
四
七
）
こ
と
を
重
視
し
た
。 
そ
し
て
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
フ
ィ
ッ
チ
と
は
逆
に
、「
こ
の
考
え
方
が
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
繋
げ
る
」（
四
八
）
も
の
で
あ
る
こ
と
に
徹
底
し
て
肯
定
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
一
因
に
は
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
自
身
が
思
い
み
た
建
築
の
二
つ
の
本
質
を
語
る
た
め
に
、
両
者
の
理
論
を
互
い
に
相
補
的
な
も
の
と
見
做
す
こ
と
に
便
宜
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 
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こ
の
点
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
源
流
』
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
建
築
の
機
能
と
表
現
」（
四
九
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
機
能
美
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
象
徴
美
を
あ
て
は
め
、
そ
れ
ら
の
両
立
に
よ
っ
て
建
築
の
な
か
に
達
せ
ら
れ
る
、「
客
観
と
労
働
で
は
な
く
、
主
観
と
生
活
の
質
か
ら
生
ま
れ
る
明
確
に
人
間
的
な
価
値
」（
五
〇
）
の
性
質
を
論
じ
た
。
こ
の
点
で
は
「
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
教
義
は
有
益
な
も
の
だ
が
不
完
全
」（
五
一
） 
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
遺
漏
を
補
う
も
の
と
し
て
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
提
示
し
た
の
が
、「『
建
築
の
七
燈
』
に
提
示
さ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
と
の
対
比
」（
五
二
）
だ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
彼
〔
グ
リ
ー
ノ
ウ
〕
の
美
学
原
理
は
機
能
主
義
の
観
念
的
基
礎
を
築
い
た
も
の
で
あ
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
芸
術
と
は
何
か
』、
ラ
ス
キ
ン
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
』
と
と
も
に
十
九
世
紀
最
高
の
美
学
批
判
書
の
ひ
と
つ
」（
五
三
）
に
列
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
「
機
能
と
表
現
」
は
一
面
に
お
い
て
、
ふ
た
つ
の
大
戦
に
挟
ま
れ
た
建
築
界
の
世
界
的
動
向
へ
の
反
省
だ
っ
た
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
そ
こ
で
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
「
厳
密
な
機
能
主
義
の
仮
面
を
被
っ
た
前
世
代
の
も
の
の
多
く
は
宗
教
的
な
と
は
言
わ
ず
と
も
、
実
は
あ
る
種
の
心
理
的
呪
物
崇
拝
な
の
だ
」（
五
四
）
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
機
械
の
も
つ
厳
格
な
秩
序
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
夢
中
に
な
る
我
々
の
現
象
は
そ
れ
自
体
が
弱
さ
の
し
る
し
」（
五
五
）
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
し
た
が
っ
て
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
論
の
な
か
で
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
「
ア
メ
リ
カ
の
斧
、
ア
メ
リ
カ
の
時
計
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船
な
ど
の
実
用
品
・
機
械
の
歴
史
の
な
か
で
は
機
能
的
必
然
が
決
定
因
と
し
て
働
い
た
」（
五
六
）
こ
と
を
捉
え
た
こ
と
は
肯
定
的
に
理
解
さ
れ
な
が
ら
も
、「
機
械
的
機
能
そ
れ
自
体
も
や
は
り
秩
序
、
安
全
、
力
へ
の
欲
求
と
い
っ
た
人
間
的
価
値
に
基
礎
を
も
つ
」（
五
七
）
も
の
で
あ
り
、
機
能
性
が
「
他
の
質
を
す
べ
て
排
除
し
、
す
べ
て
の
時
点
で
す
べ
て
を
支
配
す
る
も
の
だ
と
思
い
込
む
こ
と
は
、
人
間
自
身
を
機
械
に
資
す
る
機
能
群
に
局
限
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
五
八
）
の
だ
と
批
判
が
加
え
ら
れ
る
。 
た
だ
し
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
自
身
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
補
填
す
べ
き
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
〟
に
対
し
て
、
そ
れ
を
手
放
し
で
是
と
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
留
保
の
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
建
物
は
独
創
的
な
彫
刻
・
絵
画
作
品
に
よ
っ
て
構
造
が
高
め
ら
れ
飾
り
た
て
ら
れ
た
と
き
に
建
築
と
な
る
」（
五
九
）
と
い
う
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
の
定
義
は
「
紛
れ
も
な
く
誤
っ
た
も
の
」（
六
〇
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
概
念
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
」（
六
一
）
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
彼
は
自
覚
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
こ
の
点
も
、「
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
言
及
の
基
本
的
な
真
実
が
、
す
で
に
完
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
建
物
に
応
用
さ
れ
る
狭
義
の
絵
画
彫
刻
で
は
な
く
、
建
物
そ
れ
自
体
が
複
数
の
壁
面
を
有
す
る
絵
画
で
あ
り
、
建
築
構
法
に
よ
る
彫
刻
な
の
だ
と
広
義
に
と
ら
え
れ
ば
」（
六
二
）
解
決
す
る
も
の
だ
っ
た
。
か
く
し
て
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
「
建
築
家
が
十
分
な
手
段
を
も
ち
、
構
造
全
体
と
自
由
に
遊
び
、
平
面
と
立
面
を
造
形
的
統
一
へ
と
作
り
あ
げ
、
特
別
な
意
味
を
強
調
し
、
特
別
な
価
値
を
高
め
る
と
き
に
の
み
、建
築
は
建
設
と
工
学
か
ら
浮
か
び
上
が
る
」（
六
三
）
と
い
う
自
説
の
な
か
で
、
「
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
象
徴
美
と
機
能
美
が
融
和
す
る
」（
六
四
）
こ
と
を
示
し
え
た
。 
ま
た
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
も
、
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
補
完
性
・
相
似
性
に
こ
だ
わ
っ
た
。
特
に
、
そ
の
論
内
で
「
よ
く
あ
る
誤
解
と
は
逆
に
、
ラ
ス
キ
ン
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
機
能
主
義
と
功
利
主
義
の
勝
利
に
き
わ
め
て
健
全
な
敬
意
を
抱
い
て
い
た
」（
六
五
） 
の
だ
と
さ
え
書
い
て
い
る
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
を
さ
ら
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
理
論
と
接
近
さ
せ
よ
う
と
す
る
恣
意
の
表
れ
で
あ
る
。
続
け
て
彼
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
ク
リ
ッ
パ
ー
船
賛
美
と
対
応
さ
せ
、
ラ
ス
キ
ン
が
「
彼
の
時
代
を
称
賛
す
る
主
な
理
由
に
、
規
格
化
と
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
初
期
の
勝
利
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
戦
列
艦
を
挙
げ
た
」
（
六
六
）
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
当
時
の
通
説
と
比
較
し
こ
れ
が
言
い
過
ぎ
で
あ
っ
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た
こ
と
は
、
単
行
本
収
録
に
際
し
同
箇
所
を
削
除
し
た
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
自
身
が
認
知
し
て
い
た
（
六
七
）
。 
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ッ
チ
が
一
見
肯
定
的
な
語
り
口
か
ら
ラ
ス
キ
ン
を
こ
き
下
ろ
し
た
の
に
対
し
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
逆
に
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
一
般
的
・
否
定
的
な
解
釈
を
導
入
と
し
、
そ
れ
を
一
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 
 ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟 
フ
ィ
ッ
チ
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
み
せ
る
こ
の
対
照
的
な
態
度
は
、
戦
後
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
再
評
価
の
機
運
が
同
時
に
、
不
自
然
な
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
嫌
悪
・
ラ
ス
キ
ン
賛
美
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
よ
う
な
極
端
な
愛
憎
が
歴
史
的
に
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
は
じ
ま
り
か
ら
語
り
お
こ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
近
代
建
築
史
観
が
ラ
ス
キ
ン
に
ま
つ
わ
り
い
か
に
表
象
さ
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
を
問
い
な
お
す
試
み
と
も
な
る
。 
 
建
築
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
が
そ
れ
以
前
と
以
後
の
建
築
史
記
述
を
い
か
に
変
え
た
か
と
い
う
問
題
は
終
章
で
扱
う
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
最
初
の
問
題
提
起
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
チ
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
史
論
に
と
も
に
見
い
だ
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
史
を
通
史
と
し
て
記
述
す
る
さ
い
の
典
型
的
構
想
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
第
二
次
大
戦
後
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
再
評
価
に
関
係
し
た
論
客
は
、
な
ぜ
彼
の
理
論
が
十
九
世
紀
の
読
者
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
問
う
た
。
一
九
四
八
年
、『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
の
書
評
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
以
降
の
世
代
に
は
彼
の
鋭
敏
な
理
論
を
支
持
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
そ
の
早
世
に
よ
っ
て
主
張
の
権
威
が
認
め
ら
れ
難
か
っ
た
と
推
測
し
（
六
八
）
、
フ
ィ
ッ
チ
も
同
様
に
、「
彼
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
は
同
世
代
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
人
間
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
早
す
ぎ
る
死
に
よ
っ
て
彼
の
影
響
は
完
全
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
六
九
）
の
だ
と
論
じ
た
。 
一
方
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
当
時
に
お
け
る
認
知
度
の
低
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
そ
れ
で
も
な
お
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
思
想
が
水
面
下
で
動
き
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
」（
七
〇
）
と
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
が
何
ら
か
の
形
で
後
世
に
影
響
を
与
え
た
は
ず
だ
と
推
測
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
―
― 
 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
頭
脳
は
エ
マ
ー
ソ
ン
な
ど
の
同
時
代
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
表
層
の
下
で
、
彼
は
、
そ
の
後
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス
や
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ス
カ
イ
ラ
ー
と
い
っ
た
批
評
家
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
た
と
え
彼
ら
が
参
照
源
に
無
自
覚
で
あ
り
、
あ
る
い
は
謝
意
を
表
す
る
の
を
怠
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
静
か
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
。（
七
一
） 
 
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
系
譜
的
叙
述
が
可
能
だ
っ
た
と
し
て
も
、
二
十
世
紀
中
葉
当
時
の
論
客
た
ち
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
著
作
が
十
九
世
紀
中
葉
の
出
版
以
降
「
図
書
館
の
棚
に
し
ず
か
に
眠
っ
て
い
た
」（
七
二
）
の
だ
と
見
做
し
て
い
た
点
で
は
少
な
く
と
も
共
通
し
て
い
た
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
。 
 
そ
う
見
做
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
一
因
に
は
、
史
料
調
査
上
の
限
界
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
の
研
究
は
第
一
に
、
建
築
論
壇
界
隈
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
受
容
を
示
す
史
料
が
一
八
六
〇
年
代
半
ば
を
も
っ
て
途
絶
す
る
と
い
う
、
初
歩
的
な
困
難
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
建
築
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
存
在
が
気
づ
か
れ
て
以
降
、
彼
か
ら
の
建
築
思
想
の
系
譜
を
辿
る
試
み
は
さ
ま
ざ
ま
に
意
欲
さ
れ
試
み
ら
れ
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
論
証
に
お
い
て
そ
れ
を
示
し
え
た
論
考
は
い
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。 
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一
方
、
こ
う
し
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
存
在
に
歴
史
上
孤
立
し
た
位
置
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
構
想
そ
の
も
の
と
も
比
較
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
存
在
へ
の
気
づ
き
は
ア
メ
リ
カ
の
近
代
建
築
史
記
述
を
十
九
世
紀
中
葉
に
ま
で
遡
ら
せ
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
実
践
を
隔
て
る
四
十
年
あ
ま
り
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
展
開
を
軽
視
す
る
風
潮
も
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。 
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
は
そ
の
空
白
期
の
歴
史
展
開
を
す
べ
て
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
〔
一
八
〇
三
―
一
八
六
五
〕
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
（
一
八
五
一
完
成
）、 
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
〔
一
八
〇
六
―
一
八
六
九
〕
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
（
一
八
八
三
完
成
）、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
〔
一
八
三
二
―
一
九
二
三
〕
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
（
一
八
八
九
完
成
）
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
三
作
例
に
代
表
さ
せ
た
。
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
理
論
、
素
材
、
技
術
と
い
う
「
三
因
子
が
高
水
準
で
結
び
つ
い
た
構
造
物
が
現
れ
、
根
本
的
に
新
し
い
基
準
が
作
り
だ
さ
れ
る
の
は
、
社
会
的
変
化
と
い
う
累
積
す
る
圧
力
下
に
お
い
て
の
こ
と
」（
七
三
）
だ
が
、
当
時
の
建
築
家
た
ち
は
そ
れ
に
全
く
関
わ
ら
な
か
っ
た
。「
人
類
学
者
か
ら
用
語
を
拝
借
す
る
な
ら
ば
、そ
こ
に
は
前
へ
の
飛
躍
リ
ー
プ
が
あ
っ
た
」（
七
四
）
と
語
っ
た
フ
ィ
ッ
チ
は
同
時
に
、
工
学
分
野
に
進
展
の
あ
っ
た
こ
の
時
期
を
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
と
名
付
け
、
四
十
年
あ
ま
り
の
国
内
の
建
築
論
壇
の
展
開
自
体
を
〝
飛
ば
し
リ
ー
プ
し
〟
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
フ
ィ
ッ
チ
が
と
っ
た
論
法
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
―
― 
 
こ
れ
ら
の
〔
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
〕
作
品
が
受
け
て
い
る
広
い
称
賛
は
、
当
時
の
建
築
家
や
建
築
、
建
築
批
評
が
ど
れ
だ
け
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。〔
…
〕
彼
ら
は
同
時
代
の
建
築
理
論
の
こ
と
を
完
全
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
我
々
は
、
そ
の
素
朴
さ
ナ
イ
ヴ
テ
に
こ
そ
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
設
計
は
高
い
規
律
と
正
確
な
選
択
力
の
証
拠
を
自
身
の
内
に
有
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス
な
ど
の
職
業
批
評
家
に
よ
る
仰
々
し
く
大
げ
さ
な
散
文
と
こ
う
し
た
基
準
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
は
悲
劇
的
な
ま
で
に
無
力
で
無
知
な
も
の
で
あ
る
。（
七
五
） 
 
 
 
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
建
築
家
の
論
理
同
士
が
没
交
渉
で
断
絶
を
起
こ
し
て
い
た
こ
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
期
と
は
、
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
建
築
理
論
を
起
草
し
た
十
九
世
紀
中
葉
と
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
建
築
家
と
し
て
名
声
を
博
し
は
じ
め
た
一
八
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
四
半
世
紀
か
ら
さ
ら
に
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー
ト
を
設
計
し
「
形
態
は
機
能
に
従
う
フ
ォ
ー
ム
・
エ
バ
ー
・
フ
ォ
ロ
ウ
ズ
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
」（
七
六
）
と
書
い
た
一
八
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
代
の
飛
躍
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
飛
躍
の
最
中
に
活
動
し
た
建
築
家
を
「
偉
大
な
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
た
ち
」
と
呼
称
し
一
章
を
設
け
た
の
は
、
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
最
大
の
皮
肉
で
あ
る
。
一
八
六
〇
年
以
降
の
三
十
年
は
、
章
内
で
明
言
さ
れ
て
い
る
通
り
「
ア
メ
リ
カ
建
築
が
か
つ
て
沈
ん
だ
最
低
点
」（
七
七
）
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ィ
ッ
チ
は
、
そ
の
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
建
築
家
の
作
品
を
全
く
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
、
建
築
論
壇
の
展
開
も
「
ア
メ
リ
カ
建
築
の
主
流
か
ら
建
築
家
が
さ
ら
に
引
き
離
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
」（
七
八
）
時
代
の
も
の
と
し
て
一
蹴
し
た
。 
そ
う
し
て
、
同
じ
時
期
の
建
築
論
壇
そ
の
も
の
の
展
開
に
つ
い
て
は
、「
特
に
建
築
、
工
学
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
、
絵
画
に
お
い
て
、
文
学
に
お
け
る
〝
黄
金
期
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
デ
イ
〟
に
相
当
す
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
成
長
期
」（
七
九
）
と
し
て
そ
の
時
代
に
肯
定
的
な
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
た
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
す
ら
全
く
等
閑
視
し
て
い
る
。 
そ
の
こ
と
は
、『
源
流
』
の
編
集
方
針
の
な
か
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
彼
が
そ
こ
に
〝
源
流
〟
と
し
て
組
み
込
ん
だ
論
考
は
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
ソ
ロ
ー
ら
一
八
五
〇
年
前
後
の
黄
金
時
代
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
デ
イ
の
論
客
お
よ
び
そ
の
後
の
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス
ま
で
を
含
み
、
南
北
戦
争
終
結
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
一
方
、
そ
の
編
集
が
み
せ
る
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大
き
な
偏
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
展
開
が
改
め
て
辿
ら
れ
る
の
は
、
お
お
よ
そ
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
死
に
重
な
る
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
開
始
点
は
実
質
的
に
は
、
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
る
建
築
批
評
活
動
が
活
発
化
し
た
九
〇
年
代
前
半
に
ま
で
上
る
の
で
あ
る
。 
す
な
わ
ち
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
そ
の
実
、
自
身
が
〝
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
〟
と
呼
び
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
時
代
の
建
築
論
壇
の
展
開
を
空
白
と
み
な
し
、
ほ
と
ん
ど
重
き
を
お
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
完
成
（
一
八
八
三
）
お
よ
び
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
る
そ
の
賞
賛
は
、
こ
の
空
白
期
の
建
築
論
壇
と
の
接
点
を
も
た
な
い
も
の
だ
っ
た
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
期
の
建
築
界
で
は
い
か
に
「
折
衷
主
義
を
超
え
よ
う
と
し
た
人
間
で
あ
っ
て
も
、
死
者
に
敬
虔
な
服
従
を
捧
げ
る
こ
と
を
避
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
」（
八
〇
）
の
で
あ
る
。 
 
本
論
文
の
全
編
は
、
彼
ら
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
近
代
建
築
史
研
究
が
踏
査
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
こ
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
期
の
建
築
論
壇
の
展
開
を
当
時
の
雑
誌
・
書
籍
史
料
に
基
づ
き
実
証
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
、
そ
う
し
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
思
想
形
成
と
、
そ
れ
以
後
の
論
壇
の
展
開
と
の
具
体
的
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。 
そ
の
第
一
の
目
的
は
、
十
九
世
紀
後
半
を
含
む
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
通
史
構
想
に
ま
つ
わ
る
、
後
世
の
表
象
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ッ
チ
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
の
研
究
の
の
ち
に
は
当
該
時
期
の
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
に
対
す
る
実
証
研
究
も
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
対
象
と
す
る
時
間
・
空
間
・
論
題
の
拡
が
り
は
未
だ
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
包
含
し
た
通
史
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
を
道
具
と
し
た
通
史
研
究
は
少
な
く
と
も
、
こ
の
未
踏
査
の
試
み
に
対
し
、
可
能
な
方
法
論
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
を
提
示
す
る
も
の
と
は
な
る
だ
ろ
う
。 
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〔
…
〕
遠
回
し
に
な
っ
た
が
、
我
々
は
カ
タ
・
ピ
ュ
シ
ン
の
「
建
築
詩
作
論
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
は
、
た
だ
の
建
設
業
者
や
、
慣
例
以
外
に
指
導
原
理
を
も
た
な
い
建
築
家
に
は
ほ
と
ん
ど
何
の
気
晴
ら
し
に
も
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
が
対
象
と
す
る
の
は
そ
う
し
た
読
者
で
は
な
く
、
若
く
偏
見
の
な
い
芸
術
家
だ
か
ら
だ
。
彼
を
し
て
思
考
さ
し
め
理
性
を
働
か
し
め
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
目
標
な
の
で
あ
る
。〔
…
〕
ク
ラ
シ
カ
ル
で
あ
ろ
う
が
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
が
、
特
定
の
古
建
築
を
支
持
す
る
偏
見
は
捨
て
て
し
ま
う
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
〕 
 
「
建
築
の
進
歩
」、『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
協
会
雑
誌
』
第
二
十
四
号
、 
一
八
三
九
年
七
月
、
六
〇
―
六
一
頁
。 
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 舞
台
背
景
：
一
八
三
六
―
一
八
五
七 
〝
解
釈
の
歴
史
〟
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
：
ア
メ
リ
カ 
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
、
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
批
評
文
化
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
あ
る
い
は
存
在
が
大
き
な
参
照
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
お
よ
び
ス
タ
イ
ン
の
研
究
が
実
証
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
五
十
年
に
わ
た
り
、
こ
う
し
て
「
驚
く
ほ
ど
即
座
に
関
心
を
抱
か
れ
」(
一) 
て
以
降
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
は
学
的
関
心
の
対
象
で
あ
り
続
け
て
い
る
。 
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
研
究
が
充
実
し
て
い
る
傍
ら
、
こ
の
年
代
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
美
術
・
建
築
思
想
へ
の
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
は
、
そ
の
期
間
に
特
殊
な
、
限
定
的
な
現
象
と
し
て
悲
観
的
に
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
建
築
の
場
合
に
は
そ
れ
が
よ
り
顕
著
な
も
の
と
な
る
。
実
作
で
み
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
が
広
め
た
と
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
七
〇
年
代
か
ら
姿
を
消
し
は
じ
め
、
批
評
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
対
す
る
論
難
が
度
を
増
し
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
「
七
〇
年
代
初
頭
以
前
、
一
八
八
〇
年
以
降
の
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
筆
は
実
際
の
建
物
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
も
た
な
か
っ
た
」(
二)
と
結
論
づ
け
た
。 
し
か
し
そ
の
一
方
、
一
八
四
九
年
の
『
建
築
の
七
燈
』（
三
）
の
出
版
以
降
、
ラ
ス
キ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
っ
て
参
照
さ
れ
続
け
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
旧
友
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
〔
一
八
二
七
―
一
九
〇
八
〕
は
十
九
世
紀
末
、『
七
燈
』
ア
メ
リ
カ
正
規
版
の
序
に
お
い
て
「
存
命
の
散
文
作
家
の
な
か
で
も
彼
は
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
で
一
番
読
者
が
多
い
」(
四)
と
語
っ
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
こ
の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
の
言
及
が
な
さ
れ
た
世
紀
末
を
経
て
、
さ
ら
に
二
十
世
紀
へ
と
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
は
個
人
的
な
読
み
間
違
い
か
ら
集
団
的
な
賛
美
・
嫌
悪
の
感
情
の
依
代
に
ま
で
姿
を
変
え
な
が
ら
、
一
世
紀
あ
ま
り
人
口
に
膾
炙
し
続
け
た
。 
こ
の
長
期
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
考
察
す
る
に
は
、
彼
か
ら
の
肯
定
的
な
〝
影
響
〟
の
み
を
取
り
あ
げ
る
だ
け
で
は
不
足
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
、
彼
や
彼
の
言
説
に
か
か
わ
る
正
し
い
理
解
や
誤
読
、
歪
曲
、
賛
成
、
反
対
な
ど
の
す
べ
て
を
含
め
た
言
説
と
、
そ
の
言
説
の
形
成
の
背
景
に
あ
る
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
読
み
と
く
こ
と
で
、
歴
史
的
な
現
象
と
し
て
包
括
的
に
記
述
し
う
る
の
で
あ
る
。
一
八
五
五
年
、
ラ
ス
キ
ン
は
「
イ
ギ
リ
ス
と
は
違
い
、
ア
メ
リ
カ
は
私
が
何
者
で
何
を
言
い
た
い
の
か
を
好
意
的
に
受
け
と
め
、
よ
り
よ
く
理
解
し
て
く
れ
て
お
り
有
り
難
い
」(
五) 
と
語
り
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
謝
意
を
示
し
た
が
、
そ
の
〝
よ
り
よ
い
理
解
〟
す
ら
、
必
ず
し
も
ラ
ス
キ
ン
が
称
え
た
通
り
の
も
の
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。 
す
な
わ
ち
、
そ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
・
建
築
批
評
家
た
ち
も
ま
た
、
ど
の
時
代
、
ど
の
地
域
と
も
同
じ
く
、
み
ず
か
ら
の
美
術
観
・
建
築
観
そ
の
も
の
を
判
断
基
準
に
ラ
ス
キ
ン
の
論
を
理
解
し
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 超
越
論
的
世
界
観
の
波
及
様
態 
当
時
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
と
『
建
築
の
七
燈
』
が
本
国
を
超
え
る
賛
同
を
え
た
背
景
に
は
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
批
評
界
に
、
あ
る
論
点
か
ら
、
ラ
ス
キ
ン
の
言
説
を
自
然
に
理
解
し
、
積
極
的
に
称
え
る
土
壌
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ラ
ス
キ
ン
の
言
説
に
対
す
る
理
解
に
方
向
性
を
あ
た
え
、
〝
受
容
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
〟
を
ラ
ス
キ
ン
本
人
と
は
異
な
る
何
者
か
に
し
た
。 
そ
の
土
壌
の
ひ
と
つ
に
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(
六)
。
一
八
三
六
年
の
『
自
然
』
の
発
表
以
降
、「
理
性
と
信
仰
」
に
立
脚
し
、「
透
明
な
眼
球
」
と
し
て
宇
宙
の
理
解
を
志
向
す
る
自
然
観
と
、「
芸
術
作
品
と
は
世
界
の
摘
要
あ
る
い
は
梗
概
で
あ
り
」、「
縮
小
模
型
で
の
自
然
の
結
末
あ
る
い
は
自
然
の
表
現
」
で
あ
る
と
み
る
芸
術
観
（
七
）
は
、
そ
の
後
風
景
画
家
だ
け
で
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な
く
、
建
築
界
も
含
む
美
術
論
壇
が
依
拠
す
る
世
界
観
的
前
提
と
な
っ
た
。
こ
の
人
間
（
芸
術
）
と
自
然
（
神
）
と
の
相
互
関
係
を
簡
潔
に
表
し
て
い
る
の
は
「
芸
術
と
は
、
人
間
と
い
う
蒸
留
器
を
通
っ
た
自
然
な
の
で
あ
る
」（
八
）
と
い
う
一
文
で
あ
る
。 
ア
メ
リ
カ
が
美
術
批
評
論
壇
の
黎
明
期
を
迎
え
た
五
〇
年
代
当
時
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
は
、
無
限
の
〝
大
霊
オ
ー
バ
ー
ソ
ウ
ル
〟=
 
神 
を
観
想
す
る
前
提
で
も
あ
り
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
神
の
性
質
を
人
間
が
知
識
し
、
身
に
つ
け
る
た
め
の
積
極
的
な
態
度
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
超
越
論
の
理
解
は
、
特
に
一
八
五
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
前
衛
美
術
批
評
誌
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
誌
（
一
八
五
五
―
六
一
）
の
初
期
の
基
調
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
〔
一
八
二
八
―
一
九
〇
一
〕
と
と
も
に
同
誌
編
集
長
の
一
人
で
あ
っ
た
ア
ッ
シ
ャ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ュ
ラ
ン
ド
〔
一
七
九
六
―
一
八
八
六
〕
は
、「
風
景
画
に
つ
い
て
の
手
紙
」(
九)
に
お
い
て
、「
自
然
が
腕
を
ひ
ろ
げ
て
人
間
を
抱
く
」
一
方
で
、「
人
間
の
思
考
も
同
じ
だ
け
大
き
く
」
な
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た(
一
〇)
。
同
誌
に
は
、
建
築
を
ふ
く
む
芸
術
批
評
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
〔
一
八
三
一
―
一
八
九
七
〕
の
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
に
も
超
越
論
的
自
然
観
に
よ
る
美
術
批
評
が
多
数
試
み
ら
れ
た
。 
本
章
は
特
に
、
こ
う
し
た
世
界
観
が
十
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
に
い
か
に
根
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
拘
束
力
と
し
て
働
い
た
こ
と
で
、
建
築
界
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
が
い
か
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
十
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
工
業 
他
方
、
同
様
の
超
越
論
的
世
界
観
は
、
五
〇
年
代
東
部
の
美
術
批
評
を
特
徴
づ
け
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
の
拡
が
り
を
も
っ
て
市
井
に
浸
透
し
て
い
た
。
こ
の
現
象
に
は
、
直
接
的
に
は
エ
マ
ー
ソ
ン
ら
コ
ン
コ
ー
ド
・
サ
ー
ク
ル
の
文
筆
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
自
然
愛
好
の
潮
流
が
あ
り
な
が
ら
、
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
以
降
進
歩
を
つ
づ
け
る
自
国
の
工
業
文
化
も
影
響
源
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
一
八
四
〇
年
か
ら
の
二
十
年
間
で
鉄
道
の
総
延
長
は
十
倍
と
な
り
、
そ
の
か
ん
一
八
五
〇
年
に
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
に
蒸
気
動
力
の
鉄
道
が
通
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ 
=
 
ボ
ル
チ
モ
ア
間
に
初
の
電
信
線
が
完
成
し
た
の
は
一
八
四
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
第
一
号
の
通
信
は
「
神
は
何
を
作
り
給
う
た
か
」（ 
"W
h
at h
ath
 G
o
d
 w
ro
u
g
h
t" 
）
と
そ
の
偉
業
を
讃
え
た
。
土
木
・
建
設
分
野
で
は
、
一
八
四
六
年
に
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
〔
一
八
〇
六
―
一
八
六
九
〕
が
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
モ
ノ
ン
ガ
ヒ
ラ
川
に
世
界
初
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
橋
を
建
設
し
た
。
ま
た
べ
ッ
セ
マ
ー
法
の
開
発
以
前
に
、
四
十
年
代
末
に
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ガ
ー
ダ
ス
〔
一
八
〇
〇
―
一
八
七
四
〕
ら
に
よ
っ
て
鉄
構
造
が
建
築
に
応
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
世
界
最
古
の
一
般
科
学
雑
誌
で
あ
る
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
一
八
四
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。 
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
讃
え
た
ク
リ
ッ
パ
ー
船
も
ま
た
、
こ
の
一
八
四
〇
年
代
に
非
常
な
発
達
を
み
る
。
そ
れ
ま
で
輸
送
用
の
帆
船
は
積
載
量
を
眼
目
と
し
「
タ
ラ
の
頭
に
サ
バ
の
尻
コ
ッ
ズ
・
ヘ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
・
マ
カ
レ
ル
・
テ
イ
ル
」
の
慣
例
に
従
っ
た
船
体
設
計
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
東
イ
ン
ド
貿
易
お
よ
び
、
一
八
四
〇
年
代
末
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
推
進
要
因
と
な
り
、
船
体
設
計
は
高
速
を
旨
に
貿
易
・
長
距
離
交
通
用
に
発
達
す
る
。
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
設
計
に
よ
る
国
内
第
一
号
の
ク
リ
ッ
パ
ー
船
《
レ
イ
ン
ボ
ー
》
の
完
成
は
一
八
四
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
発
達
に
よ
っ
て
、
ホ
ー
ン
岬
を
経
由
す
る
ア
メ
リ
カ
東
海
岸=
西
海
岸
の
航
行
時
間
は
約
半
分
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、
一
八
五
一
年
に
初
進
水
し
た
《
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ド
》
は
間
も
な
く
航
海
日
数
八
十
九
日
八
時
間
の
記
録
を
樹
立
し
、
こ
れ
は
二
十
世
紀
末
に
な
る
ま
で
破
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
一
八
五
一
年
に
は
《
ア
メ
リ
カ
》
が
イ
ギ
リ
ス
を
破
り
レ
ー
ス
で
一
等
を
獲
得
し
て
い
る
。「
造
船
科
学
に
お
け
る
こ
の
数
年
の
成
果
は
合
衆
国
が
重
要
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
世
に
認
め
さ
せ
た
」（
一
一
）
と
い
う
当
時
の
批
評
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船
製
造
が
花
形
で
あ
っ
た
世
相
を
直
接
に
言
い
表
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
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超越的工業 
こ
う
し
た
自
国
の
工
業
発
展
に
か
け
る
自
負
は
、
一
八
五
三
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
工
業
博
覧
会
（E
xh
ib
itio
n
 o
f th
e In
d
u
stry o
f A
ll N
atio
n
s
）
の
開
催
と
、
そ
の
主
会
場
と
な
っ
た
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
一
時
極
点
を
迎
え
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
初
の
国
際
的
な
工
業
の
祭
典
に
お
い
て
、
そ
の
工
業
の
殿
堂
に
対
す
る
賛
美
に
は
宗
教
的
な
意
義
さ
え
込
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
賛
美
は
、
市
井
の
宗
教
者
か
ら
発
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
美
術
・
建
築
論
壇
に
ま
で
波
及
し
た
。 
 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
建
築
論
壇
と
そ
の
人
脈 
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
を
形
成
し
た
論
客
た
ち
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
筆
、
特
に
「
自
然
」（
一
八
三
六
）
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
」（
一
八
五
六
）
ま
で
に
同
時
代
的
に
触
れ
た
世
代
で
あ
り
、
ま
た
、
各
々
の
仕
方
で
彼
と
個
人
的
な
交
流
を
も
っ
た
人
間
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
ず
、
造
園
家
・
建
築
家
と
し
て
最
年
長
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
〔
一
八
一
五
―
一
八
五
二
〕
が
い
た
が
、
彼
と
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
主
に
著
作
を
通
し
て
互
い
の
思
索
的=
実
践
的
芸
術
観
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
た
。 
四
〇
年
代
の
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
て
、
の
ち
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
係
す
る
、
並
行
し
た
思
想
形
成
が
進
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
知
的
文
化
の
中
心
は
依
然
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
だ
っ
た
。 
一
方
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
拠
点
と
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
移
民
の
流
入
、
金
融
、
海
運
業
の
発
展
な
ど
を
原
因
に
、
五
〇
年
代
、
芸
術
と
工
業
の
実
践
の
地
と
し
て
に
わ
か
に
繁
栄
す
る
。
こ
の
時
期
そ
こ
は
建
設
の
可
能
性
を
も
と
め
る
建
築
家
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、
彼
ら
同
士
の
盛
ん
な
意
見
交
換
の
な
か
で
建
築
論
壇
は
活
況
を
み
せ
る
。
こ
の
時
期
に
は
視
覚
芸
術
批
評
誌
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
の
創
刊
（
一
八
五
五
）
お
よ
び
Ａ
Ｉ
Ａ
の
設
立
（
一
八
五
七
）
を
み
、
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て
公
の
建
築
論
壇
が
生
ま
れ
る
。 
 
Fig.1 ダウニング邸 
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ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
下
の
世
代
に
は
建
築
家
に
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
〔
一
八
二
三
―
一
九
〇
八
〕、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
モ
リ
ス
・
ハ
ン
ト
〔
一
八
二
七
―
一
八
九
五
）
お
よ
び
造
園
家
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
〔
一
八
二
二
―
一
九
〇
三
〕
ら
が
お
り
、
ハ
ン
ト
門
下
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
〔
一
八
三
二
―
一
九
〇
三
〕
は
彼
ら
の
最
若
年
に
あ
た
る
。
ま
た
美
術
批
評
分
野
に
は
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
や
ク
ラ
ラ
ン
ス
・
ク
ッ
ク
〔
一
八
二
八
―
一
九
〇
〇
〕
が
お
り
建
築
家
と
の
交
流
を
も
っ
た
が
、
彼
ら
は
皆
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
個
人
的
な
知
己
を
得
た
人
間
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
美
術
批
評
、
建
築
批
評
の
黎
明
期
に
台
頭
し
た
論
客
と
し
て
、
五
〇
年
代
に
一
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
集
中
し
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
・
建
築
批
評
の
方
向
お
よ
び
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
方
向
を
決
定
づ
け
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
主
著
で
あ
る
『
建
築
の
七
燈
』
は
一
八
四
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
海
賊
版
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
発
行
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
多
数
の
読
者
を
え
た
。
同
書
は
当
時
す
で
に
名
声
の
あ
っ
た
ダ
ウ
ニ
ン
グ
を
鼓
舞
し
、
一
八
五
〇
年
に
「
建
築
の
本
義
」
を
書
か
し
め
た
。
そ
の
直
後
、
彼
は
一
八
五
二
年
に
ハ
ド
ソ
ン
川
の
難
破
事
故
に
よ
り
早
世
す
る
が
、
五
十
年
代
初
頭
の
短
い
期
間
に
彼
を
ノ
ー
ド
と
し
て
知
己
を
え
た
次
世
代
の
造
園
家
、
建
築
家
、
建
築
批
評
家
た
ち
―
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
、
ク
ッ
ク
お
よ
び
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ー
ク
ス
〔
一
八
二
四
―
一
八
九
五
〕
―
は
、
こ
の
時
期
に
ラ
ス
キ
ン
を
受
容
し
た
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
社
会
に
〝
ラ
ス
キ
ン
の
自
然
観
〟
〝
ラ
ス
キ
ン
の
美
観
〟
を
宣
撫
し
た
。
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
に
位
置
す
る
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
邸
宅
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
係
す
る
こ
の
初
期
の
人
脈
の
物
理
的
な
ノ
ー
ド
と
な
っ
て
い
た
（F
ig
.1
）。 
こ
の
時
期
、
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ふ
た
つ
の
都
市
の
論
壇
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ラ
モ
ン
で
あ
る
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
や
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
の
創
刊
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
を
介
し
て
人
的
な
合
流
を
果
た
す
。
彼
ら
は
ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
地
理
的
な
境
界
を
、
雑
誌
媒
体
あ
る
い
は
物
理
的
な
移
動
を
介
し
て
横
断
し
、
一
八
六
〇
年
以
前
の
ア
メ
リ
カ
批
評
界
に
ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
は
当
然
建
築
界
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
世
代
以
後
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
か
ら
降
っ
て
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
ま
で
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
期
を
含
む
そ
れ
以
前
の
建
築
論
壇
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
各
自
、
ま
た
集
団
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ト
は
こ
の
時
期
、
公
に
は
ほ
と
ん
ど
言
葉
を
発
し
な
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
こ
れ
ら
の
論
客
た
ち
の
結
節
点
と
な
っ
た
。 
そ
の
後
の
世
代
に
は
ほ
ぼ
同
年
代
に
ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ネ
ッ
ト
・
ワ
イ
ト
〔
一
八
三
八
―
一
九
二
五
〕
や
ラ
ッ
セ
ル
・
ス
タ
ー
ジ
ス
〔
一
八
三
六
―
一
九
〇
九
〕、
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ブ
ソ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
〔
一
八
三
八
―
一
八
八
六
〕
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
〔
一
八
三
九
―
一
九
一
二
〕
が
い
た
が
、
彼
ら
は
青
年
期
に
こ
の
五
〇
年
代
の
工
業
と
言
論
の
活
況
を
経
験
し
た
世
代
と
し
て
、
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
建
築
の
理
論
と
実
践
を
牽
引
す
る
こ
と
と
な
る
。 
 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
認
知
度
：
一
八
四
三
―
一
八
五
七 
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ラ
ス
キ
ン 
ア
メ
リ
カ
に
受
容
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
言
説
は
、
と
き
の
思
潮
を
も
と
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
で
、
受
容
の
初
期
か
ら
本
国
イ
ギ
リ
ス
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
合
理
主
義
的
建
築
論
と
み
な
す
潮
流
が
早
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
国
の
そ
の
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
混
乱
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
潮
流
は
、
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
論
の
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
六
〇
年
代
以
降
に
は
廃
れ
て
い
っ
た
。 
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そ
う
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
こ
の
潮
流
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
の
が
エ
マ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
。
十
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
エ
マ
ー
ソ
ン
を
起
点
と
し
て
語
り
起
こ
す
こ
と
と
し
た
い
。 
エ
マ
ー
ソ
ン
は
も
と
も
と
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
を
通
じ
て
四
〇
年
代
末
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
熱
心
な
読
者
だ
っ
た (
一
二)
。
彼
は
著
作
物
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
す
る
こ
と
こ
そ
多
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
読
書
遍
歴
は
日
誌
の
な
か
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
八
五
八
年
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
イ
フ
」
な
ど
の
な
か
で
は
、「
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
、
ゲ
ー
テ
、
ベ
ル
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
ラ
ス
キ
ン
、
ガ
ー
ベ
ッ
ト
、
ペ
ン
ロ
ー
ズ
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
は
喜
ば
し
い
財
産
で
あ
り
、
か
け
が
え
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
博
物
学
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
並
び
称
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」(
一
三)
と
語
り
、
自
身
の
知
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
重
要
性
を
世
に
伝
え
た
。 
そ
の
後
彼
は
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
ラ
ス
キ
ン
の
既
刊
本
を
熱
心
に
再
読
し
た
。
公
刊
物
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
へ
の
言
及
は
「
不
死
性
」（
一
八
六
一
）
(
一
四) 
を
最
後
と
し
た
が
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
む
し
ろ
、
そ
の
直
後
か
ら
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
関
心
を
さ
ら
に
強
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
エ
マ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
、「
ラ
ス
キ
ン
は
驚
き
」(
一
五) 
だ
っ
た
。 
そ
う
し
て
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
七
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
赴
い
た
さ
い
に
、
ラ
ス
キ
ン
と
の
初
対
面
を
は
た
す
。
し
か
し
そ
の
さ
い
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
ほ
う
で
は
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
天
才
が
こ
れ
ま
で
の
黒
い
魔
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
(
一
六)
と
漏
ら
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
ほ
う
で
は
「
彼
の
頭
は
芸
術
に
関
す
る
こ
と
で
は
ま
る
で
空
っ
ぽ
だ
」(
一
七)
と
不
興
を
買
っ
た
。
以
後
こ
の
二
人
の
直
接
の
交
流
は
な
く
な
り
、
彼
ら
の
交
流
は
そ
れ
以
後
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
が
取
り
持
つ
こ
と
と
な
る(
一
八)
。 
 
エ
マ
ー
ソ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ 
エ
マ
ー
ソ
ン
自
身
の
ラ
ス
キ
ン
と
の
関
係
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
他
方
、
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
五
〇
年
代
半
ば
に
発
表
さ
れ
た
エ
マ
ー
ソ
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』（
一
八
五
六
）(
一
九) 
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
が
公
刊
物
の
な
か
で
は
じ
め
て
ラ
ス
キ
ン
の
名
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
建
築
論
壇
に
関
し
て
言
え
ば
、
同
書
は
ア
メ
リ
カ
に
先
在
し
た
建
築
観
と
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
こ
こ
で
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
そ
れ
ま
で
に
発
表
し
て
い
た
建
築
理
論
が
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
と
同
一
の
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
ラ
ス
キ
ン
が
初
の
建
築
論
で
あ
る
『
建
築
の
七
燈
』
を
発
表
す
る
以
前
の
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
建
築
論
を
発
表
し
て
は
い
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
美
術
・
建
築
界
で
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
論
は
む
し
ろ
一
八
五
二
年
の
没
後
、
私
的
な
交
際
の
な
か
で
そ
の
思
想
に
触
れ
て
い
た
エ
マ
ー
ソ
ン
を
通
じ
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
自
身
の
建
築
論
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
。 
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
初
頭
に
提
起
し
た
建
築
論
は
ま
ず
、
彼
の
存
命
当
時
、
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
建
築
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
る
紹
介
以
前
に
、
エ
マ
ー
ソ
ン
が
触
れ
た
以
外
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
熱
心
な
読
者
を
得
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。 
当
時
そ
れ
ら
に
は
、
書
籍
や
雑
誌
の
か
た
ち
で
建
築
家
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
随
筆
集
『
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
石
工
の
旅
と
観
察
と
経
験
』
（
二
〇
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
五
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
追
悼
論
集
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
五
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
文
筆
は
こ
の
時
点
で
や
っ
と
一
般
の
目
に
触
れ
や
す
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
に
対
す
る
批
評
が
現
れ
は
じ
め
た
こ
と
自
体
も
そ
の
死
に
際
し
た
現
象
で
あ
る
。 
名
声
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
最
初
期
の
彫
刻
芸
術
家
と
し
て
の
グ
リ
58 
 
ー
ノ
ウ
の
位
置
は
十
九
世
紀
中
葉
当
時
す
で
に
高
く
、
同
世
代
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
や
ハ
イ
ラ
ム
・
パ
ワ
ー
ズ
ら
と
と
も
に
、
国
内
外
に
お
い
て
世
界
的
彫
刻
家
と
し
て
並
び
称
さ
れ
て
い
た
（
二
一
）
。
彼
の
理
論
が
決
し
て
彫
刻
家
と
し
て
の
権
威
の
不
足
の
た
め
に
読
ま
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
追
悼
記
事
の
数
や
、
生
前
発
表
論
考
を
再
掲
す
る
雑
誌
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
（
二
二
）
。
ま
た
、
没
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
回
想
録
』（
二
三
）
に
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
に
も
書
評
が
現
れ
て
い
る
（
二
四
）
。 
し
か
し
、
こ
と
生
前
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
は
、
芸
術
批
評
家
と
し
て
の
知
名
度
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
、
一
八
四
三
年
に
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」（
二
五
）
を
発
表
し
た
ほ
か
、
彼
が
自
身
の
芸
術
観
、
建
築
観
を
公
に
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
よ
る
。
生
前
発
表
の
論
考
に
は
ほ
か
に
「
ア
メ
リ
カ
芸
術
論
」（
一
八
四
三
）、「
鑿
の
エ
ッ
チ
ン
グ
」（
一
八
四
六
）
や
小
部
数
出
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ワ
シ
ン
ト
ン
の
美
学
』（
一
八
五
一
）
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
（
二
六
）
。
没
直
前
に
発
表
し
た
『
旅
と
観
察
と
経
験
』
に
は
「
ホ
ラ
ス
・
ベ
ン
ダ
ー
」
の
筆
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
は
入
念
な
推
敲
を
経
な
い
私
家
版
で
あ
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
お
よ
び
芸
術
批
評
家
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
オ
ド
ー
ル
・
タ
ッ
カ
ー
マ
ン
〔
一
八
一
三
―
一
八
七
一
〕
ら
、
ご
く
少
数
の
知
人
の
閲
覧
に
供
さ
れ
た
の
み
だ
っ
た
（
二
七
）
。 
『
旅
と
観
察
と
経
験
』
の
印
刷
か
ら
間
も
な
く
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
没
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
『
回
想
録
』
は
タ
ッ
カ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
『
旅
と
観
察
と
経
験
』
収
録
の
も
の
と
未
発
表
原
稿
を
含
め
た
十
三
章
の
芸
術
論
・
建
築
論
お
よ
び
、
自
身
を
含
め
た
知
人
の
追
悼
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
「
構
造
と
編
成
」、「
相
対
美
と
独
立
美
」、「
美
の
探
求
」
な
ど
、
機
能
主
義
的
建
築
観
が
明
白
な
論
考
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
二
八
）
。
し
か
し
そ
の
書
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
回
想
録
』
の
出
版
目
的
は
も
と
よ
り
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
芸
術
理
論
・
建
築
理
論
の
紹
介
で
は
な
く
、
こ
れ
を
理
論
書
と
し
て
読
ん
だ
読
者
は
当
時
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
（
二
九
）
。
収
録
さ
れ
た
追
悼
文
の
な
か
に
も
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
先
駆
性
に
言
及
し
た
も
の
は
な
く
、
当
時
の
書
評
に
も
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
論
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
は
な
か
っ
た
。 
一
八
五
〇
年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
美
術
論
壇
は
い
ま
だ
揺
籃
期
に
あ
り
、
芸
術
理
論
に
関
す
る
一
般
読
者
の
関
心
は
低
か
っ
た
。『
ザ
・
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』（
一
八
二
一
創
刊
）
や
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ン
ド
・
ア
ー
ツ
』（
一
八
二
〇
創
刊
）
な
ど
の
批
評
誌
は
一
八
二
〇
年
代
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
芸
術
批
評
誌
は
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
が
初
で
あ
る
。 
同
誌
に
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
雑
誌
記
事
や
弟
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ソ
ル
ト
ン
ス
ト
ー
ル
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
寄
贈
に
よ
る
未
発
表
原
稿
が
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」
や
「
ア
メ
リ
カ
芸
術
論
」
な
ど
の
再
掲
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
細
目
の
紹
介
で
あ
る
よ
り
は
、
没
後
の
追
悼
あ
る
い
は
、
当
時
発
展
途
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
芸
術
の
促
進
・
鼓
舞
に
主
眼
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
三
〇
）
。
な
お
、
こ
う
し
た
な
か
に
『
回
想
録
』
か
ら
の
引
用
記
事
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
、
同
書
が
芸
術
論
集
や
理
論
書
と
し
て
読
ま
れ
る
機
を
逸
し
た
こ
と
の
さ
ら
な
る
証
左
で
あ
る
。 
 
そ
う
し
た
な
か
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
の
先
進
性
に
い
ち
早
く
気
づ
い
た
の
が
、
彼
と
三
〇
年
代
ら
い
の
友
人
で
あ
る
エ
マ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
。
彼
は
芸
術
論
に
関
し
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
信
頼
を
お
く
相
談
相
手
で
も
あ
り
、『
旅
と
観
察
と
経
験
』
の
草
稿
に
感
想
を
求
め
て
も
い
た
（
三
一
）
。
そ
れ
は
一
八
五
一
年
末
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
こ
こ
で
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
ラ
ス
キ
ン
の
そ
れ
に
た
と
え
て
、
そ
の
計
画
中
の
書
籍
を
こ
の
よ
う
に
讃
え
た
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
私
は
『
七
燈
』
と
『
石
』
を
読
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
あ
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
呼
び
か
け
た
も
の
を
、
君
は
既
に
説
き
続
け
て
い
た
の
だ
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…
〕
あ
あ
楽
し
い
。
君
の
理
論
の
、
も
の
す
ご
い
展
開
！
私
は
そ
れ
を
忠
実
に
見
守
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
三
二
） 
 そ
し
て
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
中
に
お
い
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
観
を
「
建
築
の
モ
ラ
リ
テ
ィ
．
．
．
．
．
に
ま
つ
わ
る
ラ
ス
キ
ン
氏
の
思
想
に
先
ん
じ
た
も
の
だ
っ
た
」(
三
三) 
と
位
置
づ
け
、
こ
の
二
者
の
論
を
同
一
視
す
る
論
を
公
表
す
る
。
こ
の
と
き
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
観
は
、
書
簡
の
引
用
を
通
じ
て
、
―
― 
 
機
能
と
敷
地
に
合
わ
せ
て
、
空
間
と
造
形
を
科
学
的
に
配
置
す
る
。
造
作
は
、
そ
れ
が
機
能
の
な
か
で
有
す
る
段
階
的
な
．
．
．
．
重
要
度
に
合
わ
せ
て
強
調
す
る
。
色
彩
と
装
飾
は
、
厳
密
に
有
機
的
な
規
則
に
よ
っ
て
、
各
決
定
に
明
確
な
理
由
を
持
た
せ
て
決
め
、
配
置
し
、
変
化
さ
せ
る
。
間
に
合
わ
せ
や
見
せ
掛
け
は
す
べ
て
、
即
座
に
完
全
に
追
放
す
る
。(
三
四) 
 
 と
摘
要
さ
れ
た
が
、
ラ
ス
キ
ン
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
後
塵
を
拝
し
た
と
さ
れ
る
〝
モ
ラ
リ
テ
ィ
〟
と
は
、
こ
の
引
用
を
通
じ
て
理
解
す
れ
ば
高
度
に
理
性
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
翌
年
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・
ア
ー
ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
演
で
も
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
こ
の
二
人
の
建
築
理
論
家
が
と
も
に
構
造
合
理
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
（F
ig
.2
）。
―
―
「
自
然
の
隅
々
に
わ
た
っ
て
、
美
は
構
造
の
優
位
を
示
唆
し
て
い
る
。
美
は
単
な
る
装
飾
の
た
め
に
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
〔
…
〕
真
な
る
も
の
の
み
が
美
し
い
。
ケ
ス
ラ
ー
、
ラ
ス
キ
ン
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
な
ど
の
文
筆
家
の
教
え
は
皆
、
こ
の
点
を
強
調
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。」 
(
三
五) 
 
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
名
は
高
く
、
以
後
の
読
者
は
主
に
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
を
通
じ
て
間
接
的
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
に
接
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
書
の
刊
行
以
降
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
関
す
る
言
及
が
す
べ
て
同
書
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
は
当
時
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
知
る
た
め
の
独
占
的
な
参
照
源
と
な
っ
た
。 
一
八
五
〇
年
代
末
、
建
築
家
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ー
ル
マ
ン
・
ハ
ー
ト
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
で
エ
マ
ー
ソ
ン
が
理
解
し
広
め
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
、「
言
葉
数
が
多
く
、
難
解
ト
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
タ
ル
で
お
そ
ら
く
曖
昧
だ
が
、
先
だ
つ
い
か
な
る
定
義
よ
り
も
我
々
の
時
代
に
建
築
が
意
味
す
る
も
の
に
近
い
」
も
の
と
し
た
（
三
六
）
。 
 
こ
の
ハ
ー
ト
の
言
明
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
に
共
感
を
示
す
土
壌
が
あ
っ
た
。 
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
名
が
後
代
の
建
築
界
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
主
要
因
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
ラ
ス
キ
ン
の
そ
れ
と
同
一
の
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
言
及
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
先
駆
性
を
強
調
す
る
以
上
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
や
正
当
性
を
強
調
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
エ
マ
ー
ソ
ン
が
行
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
の
同
一
視
は
、
当
時
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
が
注
目
さ
れ
る
契
機
と
は
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
個
人
の
理
論
に
対
す
る
さ
ら
な
る
研
究
や
理
解
の
深
化
を
促
す
契
機
と
は
な
り
え
ず
、
却
っ
て
そ
の
機
会
を
失
う
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
か
く
し
て
、
南
北
戦
争
以
降
に
エ
マ
ー
ソ
ン
の
著
作
自
体
が
読
ま
れ
な
く
な
る
に
つ
れ
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
対
す
る
建
築
論
壇
の
関
心
も
並
行
し
て
薄
れ
て
い
き
、
一
八
六
五
年
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
に
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
の
引
用
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
が
再
び
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
（
三
七
）
。
一
八
八
七
年
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
書
簡
集
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
建
築
専
門
紙
に
も
批
評
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
も
建
築
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
へ
の
言
及
は
な
い
（
三
八
）
。
ま
た
そ
の
後
に
は
、
か
つ
て
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
を
主
導
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
建
築
家
ス
タ
ー
ジ
ス
さ
え
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
文
筆
家
・
理
論
家
と
し
て
の
側
面
を
等
閑
視
し
た
（
三
九
）
。 
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た
だ
し
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
建
築
論
は
決
し
て
「
無
視
さ
れ
た
」(
四
〇) 
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
・
建
築
理
論
家
の
あ
い
だ
に
、
そ
れ
を
理
解
す
る
素
地
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
論
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
参
照
源
の
な
か
に
包
含
さ
れ
、
少
な
く
と
も
六
〇
年
代
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
な
か
に
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 生
前
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
自
身
は
ラ
ス
キ
ン
の
こ
と
を
明
確
に
「
嫌
い
」
で
あ
り
、
超
越
論
者
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
も
距
離
を
お
い
て
い
た（
四
一
）
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ス
キ
ン
の
ア
メ
リ
カ
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
後
お
よ
そ
十
五
年
間
の
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
本
人
に
よ
っ
て
エ
マ
ー
ソ
ン=
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
潮
流
に
位
置
づ
く
も
の
と
宣
伝
さ
れ
、
そ
う
理
解
さ
れ
て
い
た
。 
 
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
以
前
の
機
能
主
義
的
理
解 
ま
た
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
回
想
録
』
の
出
版
前
後
に
も
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
芸
術
理
論
に
機
能
主
義
的
な
理
解
を
示
す
匿
名
の
追
悼
記
事
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八
五
三
年
の
『
パ
ト
ナ
ム
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
誌
は
、「
彼
〔
グ
リ
ー
ノ
ウ
〕
は
人
間
の
す
べ
て
の
作
品
が
自
然
の
よ
う
に
〝
美
〟
と
〝
用
〟
の
結
婚
で
生
ま
れ
る
子
供
で
あ
れ
と
願
っ
た
」（
四
二
）
と
し
、
一
八
五
五
年
の
『
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
』
誌
で
は
さ
ら
に
、「
自
然
の
な
か
の
美
は
す
べ
て
何
ら
か
の
有
用
な
機
能
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
の
が
芸
術
家
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
教
義
で
あ
る
」
（
四
三
）
と
語
ら
れ
た
。 
あ
る
い
は
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
が
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
に
寄
稿
し
た
「
美
の
性
質
と
効
用
」（
一
八
五
六
）（
四
四
）
の
な
か
に
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
対
す
る
援
用
関
係
も
示
唆
さ
れ
る
。
も
と
も
と
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
は
間
接
的
な
人
脈
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
者
の
旧
友
で
あ
る
彫
刻
家
ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ー
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
〔
一
八
一
四
―
一
八
八
六
〕
を
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
、
後
Fig.2 コスモポリタン・アート・アソシエーション大会（1857） 
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者
の
没
前
に
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
像
で
協
働
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
同
業
者
仲
間
だ
っ
た
（
四
五
）
。 
た
だ
し
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
の
論
は
、「
も
し
機
能
の
裏
付
け
が
美
の
根
源
な
の
で
あ
れ
ば
機
能
を
表
示
す
る
も
の
は
す
べ
て
均
し
く
美
し
い
こ
と
に
な
る
」（
四
六
）
こ
と
へ
の
反
論
を
主
目
的
と
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
〝
美
〟
を
感
覚
し
て
生
ま
れ
る
感
動
と
〝
機
能
〟
の
知
覚
は
根
本
的
に
異
な
る
」（
四
七
） 
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
人
間
の
造
形
は
完
璧
な
使
用
適
合
性
と
知
り
う
る
限
り
最
高
の
美
の
顕
現
を
同
時
に
備
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
二
つ
の
質
が
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」（
四
八
）
。
そ
れ
は
、「
神
の
設
計
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
が
統
一
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
用
を
司
る
法
則
の
さ
ま
ざ
ま
な
必
然
か
ら
、
そ
れ
ら
が
同
時
に
完
全
な
も
の
に
な
る
」（
四
九
）
た
め
な
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
は
、
こ
の
〝
神
の
設
計
〟
が
人
間
の
工
作
物
に
応
用
さ
れ
た
場
合
の
模
範
と
し
て
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
例
を
挙
げ
た
。「
我
が
国
の
造
船
に
新
し
く
登
場
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
〝
ホ
ロ
ウ
・
ラ
イ
ン
〟
は
人
間
が
か
つ
て
考
案
し
た
な
か
で
も
最
も
美
し
い
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
最
速
の
船
を
造
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
創
造
の
理
法
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
最
速
の
線
と
最
大
の
美
の
線
が
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。」
（
五
〇
） 
 
エ
マ
ー
ソ
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
名
と
理
論
の
骨
子
を
書
き
と
ど
め
、
そ
れ
を
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
と
同
一
視
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
後
代
に
対
す
る
波
及
力
・
参
照
可
能
性
と
い
う
点
で
は
こ
う
し
た
雑
誌
記
事
に
遥
か
に
勝
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
創
作
論
一
般
の
問
題
と
し
て
、
当
時
の
美
術
論
壇
に
は
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
同
書
と
類
似
し
た
理
解
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
解
釈
す
る
素
地
が
あ
る
程
度
整
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ー
ル
マ
ン
・
ハ
ー
ト
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
指
し
「
我
々
の
時
代
に
建
築
が
意
味
す
る
も
の
」
と
呼
ぶ
建
築
観
が
五
〇
年
代
後
半
ま
で
に
す
で
に
育
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
語
っ
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
発
表
以
前
に
遡
っ
て
醸
成
さ
れ
た
潮
流
で
あ
っ
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。 
 〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
の
帰
化
：
一
八
四
五
―
一
八
五
五 
『
建
築
の
七
燈
』
受
容
の
主
知
主
義
的
性
格 
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
ラ
ス
キ
ン
が
合
理
主
義
建
築
思
潮
に
位
置
づ
く
理
論
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
た
の
は
一
八
五
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
、
こ
う
し
た
連
想
の
形
成
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
取
り
組
み
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
す
で
に
進
行
し
て
い
た
。 
こ
の
こ
と
の
理
解
の
た
め
に
は
ま
ず
、
〝
ア
・
グ
ラ
ジ
ュ
エ
イ
ト
・
オ
ブ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
〟
の
筆
名
で
書
か
れ
た
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
ア
メ
リ
カ
受
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
著
作
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
批
評
界
の
理
解
の
仕
方
は
、
そ
の
直
後
に
発
売
さ
れ
た
『
建
築
の
七
燈
』
の
理
解
に
直
接
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
発
売
は
一
八
四
七
年
と
ロ
ン
ド
ン
版
よ
り
四
年
遅
れ
て
い
る
が
、
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
派
の
画
家
ワ
ー
シ
ン
ト
ン
・
ウ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ジ
〔
一
八
二
〇
―
一
九
一
〇
〕
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
当
時
出
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
画
家
は
皆
持
っ
て
い
た
」(
五
一)
も
の
だ
っ
た
。
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
も
当
時
そ
れ
を
入
手
し
た
一
人
で
あ
る(
五
二)
。 
こ
の
海
賊
版
の
出
版
は
、
同
書
の
評
判
が
そ
れ
以
前
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
こ
の
海
賊
版
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
よ
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
翌
年
に
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
誌
が
三
十
ペ
ー
ジ
超
の
書
評
を
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る(
五
三)
。
同
書
評
は
こ
の
匿
名
の
著
者
の
言
説
を
ア
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メ
リ
カ
国
内
の
自
然
論
の
問
題
と
接
続
し
て
語
っ
て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
方
向
性
を
よ
く
代
表
し
て
い
る
。 
評
者
は
こ
こ
で
、
同
著
者
を
「
教
養
の
あ
る
人
間
で
、
綿
密
か
つ
知
的
な
自
然
の
観
察
者
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
は
な
い
が
自
身
も
実
践
的
芸
術
家
だ
ろ
う
」(
五
四) 
と
紹
介
し
な
が
ら
、
自
然
を
理
知
的
に
観
察
す
る
点
の
強
調
に
つ
い
て
は
著
者
に
賛
意
を
示
し
、
自
国
の
美
術
の
発
展
に
か
け
る
展
望
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
―
― 
 
〔
…
〕
我
々
は
、
先
だ
つ
時
代
に
必
ず
し
も
劣
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
と
の
成
否
は
、
我
々
の
制
御
の
範
疇
に
あ
る
生
活
習
慣
に
か
か
っ
て
い
る
。
我
々
の
精
神
マ
イ
ン
ド
は
今
で
も
や
は
り
、
自
然
美
や
、
詩
的
・
心
的
連
想
に
感
動
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
然
の
こ
と
を
よ
り
よ
く
知
る
よ
う
に
な
り
、
浮
つ
い
た
趣
味
や
世
間
の
腹
立
た
し
い
言
い
争
い
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
さ
え
す
れ
ば
よ
い(
五
五) 
 
知
的
な
自
然
愛
好
の
問
題
と
は
、
国
内
で
は
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
問
題
で
あ
り
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
は
そ
の
文
脈
と
重
な
り
、
さ
ら
に
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
欠
け
て
い
た
、
風
景
画
の
実
践
の
問
題
も
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
理
論
と
実
践
の
両
面
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
読
者
の
要
求
を
満
た
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
評
者
に
は
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
が
展
開
し
た
画
家
へ
の
論
難
に
関
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
部
分
も
多
々
あ
っ
た
が
、
同
書
に
は
そ
の
不
和
を
無
化
す
る
だ
け
の
魅
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
難
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
ど
こ
ろ
か
、『
七
燈
』
の
出
版
以
前
の
時
点
で
、
彼
ら
は
「
そ
の
作
品
の
雄
弁
な
熱
意
の
魔
法
に
か
け
ら
れ
る
」(
五
六) 
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
か
く
し
て
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
は
す
で
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
論
は
ア
メ
リ
カ
人
の
目
か
ら
み
て
「
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
う
で
は
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
」(
五
七) 
と
い
う
状
態
に
す
ら
発
展
し
て
い
る
。
一
方
一
八
五
四
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
建
築
・
土
木
系
雑
誌
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
「
流
れ
は
反
ラ
ス
キ
ン
に
な
り
は
じ
め
、
彼
の
人
気
の
潮
は
今
す
ば
や
く
引
い
て
い
る
」(
五
八) 
こ
と
を
報
告
し
た
。
一
方
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
数
多
く
の
熱
烈
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
生
ん
で
い
た
。 
 
四
七
年
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
海
賊
版
は
ロ
ン
ド
ン
版
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
の
ち
の
発
売
だ
っ
た
が
、
そ
の
人
気
を
う
け
、
続
く
『
建
築
の
七
燈
』
は
ロ
ン
ド
ン
版
と
同
年
の
一
八
四
九
年
に
発
売
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
他
の
ア
メ
リ
カ
版
の
ラ
ス
キ
ン
書
目
と
同
様
の
海
賊
版
で
あ
り
、
造
本
は
甘
く
、
表
紙
の
エ
ン
ボ
ス
は
割
愛
さ
れ
、
版
型
も
小
さ
く
変
更
さ
れ
て
お
り
、「
ラ
ス
キ
ン
氏
の
許
可
な
く
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
は
売
り
上
げ
か
ら
何
の
利
益
も
得
て
い
な
い
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
が
適
切
な
か
た
ち
で
再
販
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
彼
は
き
わ
め
て
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
原
典
の
イ
ギ
リ
ス
版
は
美
し
い
〔
…
〕。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
再
版
版
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
醜
く
、
も
と
の
図
版
を
安
く
下
手
に
複
写
し
た
こ
と
で
、
そ
の
醜
さ
は
い
や
増
し
に
な
っ
た
」（
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
の
回
想
）
（F
ig
.3
） 
(
五
九)
。 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
粗
製
乱
造
の
再
版
版
の
存
在
の
た
め
に
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
に
勝
る
広
い
読
者
を
え
た
の
だ
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
そ
の
後
数
十
年
続
く
こ
と
と
な
り
、
一
八
七
二
年
に
は
、
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
は
エ
マ
ー
ソ
ン
に
宛
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
書
目
が
入
手
困
難
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る(
六
〇)
。 
当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
『
七
燈
』
に
関
す
る
書
評
は
さ
ま
ざ
ま
に
現
れ
た
が
、
そ
の
内
容
に
は
、
本
文
を
摘
要
す
る
の
み
、
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
を
引
用
す
る
の
み
で
批
判
的
判
断
を
保
留
し
た
も
の
も
多
か
っ
た(
六
一)
。
た
だ
し
そ
の
な
か
で
も
、
ボ
ス
ト
ン
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発
行
の
『
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
お
よ
び
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』(
六
二) 
に
よ
る
批
評
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
を
原
理
に
遡
り
、
独
自
の
『
七
燈
』
理
解
を
み
せ
て
い
た
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
書
評
に
は
、
『
七
燈
』
が
、
そ
の
出
版
当
時
か
ら
、
知
的
設
計
論
や
有
機
的
建
築
観
を
唱
導
す
る
書
と
し
て
読
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
書
評
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
ど
れ
も
、『
七
燈
』
の
分
析
を
〝
我
が
国
の
ア
ワ
ー
〟
建
築
の
考
察
に
あ
て
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
出
版
当
初
の
『
七
燈
』
は
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
と
同
様
、
今
日
的
な
ア
メ
リ
カ
建
築
の
趨
勢
を
代
理
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
『
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
書
評
で
は
、「
ラ
ス
キ
ン
氏
が
真
に
言
う
べ
き
こ
と
は
、
扉
頁
に
あ
る
よ
り
も
随
分
と
狭
い
見
出
し
に
収
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
建
築
に
お
け
る
簡
潔
性
、
真
実
性
、
直
截
性
の
必
要
で
あ
る
」(
六
三) 
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
七
燈
を
〝
真
実
〟
〝
美
〟
〝
記
憶
〟
の
三
種
に
還
元
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
評
者
は
、
な
か
で
も
最
初
の
点
を
強
調
し
、「
現
在
の
建
築
批
評
に
お
い
て
、
明
確
な
目
的
を
も
つ
．
．
．
．
．
．
．
．
と
い
う
こ
と
は
最
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
あ
る
」(
六
四) 
と
つ
け
加
え
た
。「
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
も
の
を
成
功
に
導
く
た
め
の
第
一
要
件
で
あ
り
な
が
ら
、
我
々
〔
の
国
〕
の
建
築
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。」(
六
五) 
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
記
事
に
は
、
こ
の
主
知
主
義
的
な
論
調
が
さ
ら
に
明
確
な
か
た
ち
で
表
れ
る
。
こ
こ
で
の
評
者
は
、
〝
七
燈
〟
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
中
心
的
な
話
題
と
し
て
知
的
設
計
の
問
題
を
強
調
し
た
。 
そ
れ
は
第
一
章
の
〝
奉
献
の
燈
〟
の
摘
要
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
章
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
書
評
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
〝
労
働
力
（
過
剰
な
装
飾
）
を
神
に
捧
げ
る
〟
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
批
評
で
は
む
し
ろ
、「
著
者
が
語
っ
て
い
る
供
犠
と
は
断
じ
て
金
銭
的
犠
牲
の
こ
と
で
は
な
く
、
知
性
や
、
長
考
や
、
十
分
な 
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知
力
を
捧
げ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」(
六
六)
と
断
じ
ら
れ
て
い
る
。「
そ
れ
は
報
酬
を
も
と
め
て
自
己
を
貸
し
に
だ
し
て
い
る
精
神
で
は
な
く
、
無
報
酬
で
、
作
業
の
理
想
的
な
完
成
を
最
大
の
喜
び
と
す
る
精
神
」(
六
七)
な
の
で
あ
り
、「
こ
の
精
神
が
あ
れ
ば
、
芸
術
家
の
知
性
は
確
実
に
す
べ
て
作
品
に
注
が
れ
る
」
こ
と
と
な
る(
六
八)
。 
一
方
〝
生
命
の
燈
〟
は
「
建
築
に
一
定
の
創
造
力
の
証
拠
を
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
制
作
に
関
与
し
た
知
的
生
命
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(
六
九)
。『
七
燈
』
中
で
も
同
章
は
、
特
に
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
の
文
脈
に
お
い
て
〝
装
飾
は
手
作
業
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〟
旨
を
説
く
、
ラ
ス
キ
ン
の
機
械
忌
避
の
証
左
で
あ
る
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
書
評
で
は
、
同
じ
箇
所
が
、
手
作
業
と
機
械
の
別
な
く
、
知
性
に
よ
る
製
品
の
質
の
向
上
全
般
に
つ
い
て
の
、「
建
築
と
は
ほ
ど
遠
い
事
柄
に
も
当
て
は
ま
る
深
い
真
実
」(
七
〇)
を
孕
む
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
た
。 
ま
た
一
八
五
〇
年
代
半
ば
に
発
表
さ
れ
た
ク
ッ
ク
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
現
代
建
築
」（
一
八
五
五
）(
七
一) 
は
、
建
築
批
評
家
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
『
七
燈
』
論
の
最
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
六
〇
年
代
初
頭
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
（S
o
ciety fo
r th
e A
d
van
cem
en
t 
o
f T
ru
th
 in
 A
rt
）
設
立
に
先
立
つ
、
ク
ッ
ク
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
画
期
す
る
論
考
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
「
抒
情
的
な
ラ
ス
キ
ン
賛
歌
」(
七
二) 
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
ク
ッ
ク
は
こ
こ
で
、
ラ
ス
キ
ン
の
「
燃
え
た
つ
よ
う
な
文
体
を
愛
す
る
、
彼
の
自
然
愛
を
愛
す
る
、
彼
の
神
へ
の
愛
を
愛
す
る
」(
七
三) 
立
場
を
と
り
な
が
ら
、「〔
建
築
の
〕
神
秘
的
な
原
理
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
の
頭
脳
を
ほ
と
ん
ど
陰
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
暗
い
雲
を
取
り
払
っ
た
」(
七
四) 
功
績
者
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
称
え
た
。 
た
し
か
に
こ
の
論
は
、
こ
う
し
た
主
張
を
見
る
か
ぎ
り
は
一
見
し
て
熱
烈
な
ラ
ス
キ
ン
賛
美
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
自
体
に
は
む
し
ろ
、
ク
ッ
ク
自
身
の
建
築
理
論
と
、
彼
が
理
解
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
と
の
あ
い
だ
の
食
い
違
い
が
目
立
っ
て
い
た
。
自
然
を
唯
一
の
参
照
源
と
し
て
い
る
点
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
が
無
神
論
的
で
あ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
断
固
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
に
反
対
し
て
い
る(
七
五)
。
ほ
か
に
も
、
ク
ッ
ク
が
こ
の
論
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
に
依
拠
し
た
主
張
は
皆
無
だ
っ
た
。 
ク
ッ
ク
も
ま
た
、
そ
の
批
評
家
と
し
て
の
経
歴
の
は
じ
め
か
ら
、
逐
語
的
に
ラ
ス
キ
ン
に
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
時
点
か
ら
彼
は
、
そ
の
後
の
ラ
ス
キ
ン
の
否
定
へ
と
繋
が
る
疑
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
を
総
じ
て
見
れ
ば
ラ
ス
キ
ン
賛
美
と
読
め
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
ク
ッ
ク
が
提
唱
し
た
建
築
美
は
、
彼
が
建
築
を
学
ん
だ
ダ
ウ
ニ
ン
グ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
化
的
土
壌
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
機
能
の
充
足
を
第
一
の
主
眼
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
み
ず
か
ら
が
考
え
る
「
我
々
が
『
真
な
る
も
の
』
と
称
す
る
知
性
の
美
」(
七
六)
を
強
調
す
る
た
め
に
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
を
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
建
築
原
理
が
あ
た
か
も
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
映
る
文
章
構
成
と
な
り
、「
１
．
建
物
は
そ
の
要
件
に
完
全
に
適
応
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
２
．
用
途
と
目
的
を
外
的
に
表
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
「
３
．
構
法
の
法
則
を
犯
し
て
は
な
ら
ず
、
犯
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
な
ら
な
い
」、「
４
．
建
造
物
が
建
て
ら
れ
る
素
材
の
物
性
は
、
建
築
に
そ
の
性
格
が
留
め
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
石
は
石
と
し
て
、
木
は
木
と
し
て
、
鉄
は
鉄
と
し
て
用
い
ら
れ
る
」、「
５
．
建
物
の
位
置
は
、
他
の
建
物
や
近
隣
区
域
と
の
関
係
で
常
に
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
要
件
が
、
す
べ
て
理
性
の
範
疇
で
語
ら
れ
る
（
七
七
）
。 
な
お
こ
こ
で
は
、
第
四
条
に
お
い
て
は
鉄
構
造
が
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
鉄
造
建
築
を
許
容
す
る
か
否
か
と
い
う
解
釈
の
分
裂
の
問
題
は
、
五
〇
年
代
末
の
建
築
論
壇
に
不
和
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
る
。
ク
ッ
ク
の
論
で
は
い
ま
だ
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
援
用
が
、
鉄
構
造
を
許
容
す
る
趣
旨
と
両
立
し
て
い
た
。 
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『
七
燈
』
批
評
に
み
る
超
越
論
の
契
機 
こ
れ
ら
の
『
七
燈
』
初
期
の
批
評
は
す
べ
て
、
そ
の
後
エ
マ
ー
ソ
ン
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
引
き
な
が
ら
言
及
し
た
「
精
神
性
モ
ラ
リ
テ
ィ
」
が
、
道
徳
性
で
あ
る
以
上
に
知
性
の
働
き
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
が
そ
れ
を
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
と
同
一
の
も
の
と
見
做
し
た
の
に
対
し
、
ク
ッ
ク
は
逆
に
、
そ
れ
と
は
合
致
し
な
い
も
の
と
捉
え
た
。 
し
か
し
、
当
時
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
し
て
こ
う
し
た
解
釈
の
乖
離
が
あ
っ
た
半
面
、
こ
れ
ら
の
論
客
が
理
性
的
な
建
築
設
計
の
先
に
、
自
然
と
比
肩
し
う
る
〝
有
機
的
〟
人
工
物
と
し
て
の
建
築
を
見
据
え
て
い
た
点
は
特
筆
さ
れ
る
。 
ク
ッ
ク
の
機
能
主
義
理
論
に
お
い
て
も
、
人
間
に
よ
る
自
然
愛
は
、
機
能
的
建
築
=
宇
宙
の
創
造
者
で
あ
る
神
へ
の
接
近
を
意
味
し
た
。
こ
こ
で
の
ク
ッ
ク
は
自
然
の
生
長
力
に
建
築
の
原
理
を
も
と
め
、「
建
築
の
生
命
と
表
現
の
ち
か
ら
は
そ
の
神
秘
的
な
原
理
か
ら
芽
吹
く
」(
七
八)
こ
と
、
し
た
が
っ
て
建
築
家
は
自
然
愛
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。「
石
切
場
や
森
か
ら
与
え
ら
れ
る
自
然
の
ま
ま
の
材
料
か
ら
美
を
創
造
す
る
こ
と
を
本
分
と
す
る
者
〔
建
築
家
〕
は
、
森
羅
万
象
が
善
で
あ
る
と
語
り
、
み
ず
か
ら
が
完
全
性
の
根
源
で
あ
る
偉
大
な
る
創
造
者
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
七
九
）
の
で
あ
る
。 
一
方
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
書
評
が
知
的
活
動
の
成
果
と
し
て
の
有
機
的
建
築
を
唱
導
す
る
た
め
に
引
用
し
た
の
は
、
三
十
年
前
に
ロ
ン
ド
ン
で
発
表
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
論
だ
っ
た
。
―
― 
 
あ
る
雄
弁
な
文
筆
家
は
言
う
。「
カ
テ
ド
ラ
ル
は
完
成
し
た
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
事
前
計
画
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
人
間
の
力
で
は
完
全
に
は
具
現
化
さ
れ
え
ず
達
成
さ
れ
え
な
い
、
厳
粛
さ
や
壮
大
さ
と
い
っ
た
抽
象
的
観
念
を
具
象
化
し
よ
う
と
し
て
な
さ
れ
た
努
力
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。〔
…
〕
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
は
常
に
目
を
満
足
さ
せ
、
認
識
や
知
的
能
力
の
観
念
を
伝
達
す
る
。〔
…
〕
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
ひ
と
つ
の
有
機
的
な
全
体
で
あ
り
、
そ
の
裡
に
ひ
と
つ
の
生
き
た
、
成
長
す
る
胚
を
胚
胎
し
て
い
る
。〔
…
〕」(
八
〇) 
 工
業
賛
美
と
『
建
築
の
七
燈
』 
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
と
隔
て
て
い
る
の
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
が
自
国
の
技
術
発
展
に
か
け
て
い
た
自
負
の
観
念
が
、『
七
燈
』
批
評
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
続
く
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
一
面
に
お
い
て
、
合
理
主
義
の
唱
道
者
と
理
解
さ
れ
、
こ
の
点
に
よ
っ
て
こ
そ
建
築
家
た
ち
か
ら
の
熱
烈
な
賛
意
を
受
け
て
い
た
。
今
日
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
機
械
忌
避
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
像
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
き
わ
め
て
薄
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
工
業
信
仰
の
理
念
さ
え
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
念
〟
の
実
現
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、『
七
燈
』
発
表
直
後
の
段
階
で
は
っ
き
り
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ダ
ー
・
ア
ン
ド
・
イ
エ
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
よ
る
書
評
は
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
と
工
業
の
実
態
を
辿
る
と
こ
ろ
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
明
白
で
あ
る
。
評
者
に
よ
れ
ば
、「
我
々
は
比
較
的
芸
術
を
知
ら
な
い
」
(
八
一)
一
方
で
、「
発
明
能
力
の
活
発
な
活
動
で
は
ど
こ
に
も
負
け
ず
」(
八
二)
、「
労
働
削
減
や
物
的
生
産
の
増
大
を
目
し
た
機
械
や
装
置
は
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
」(
八
三)
の
が
現
代
ア
メ
リ
カ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
停
滞
し
た
状
況
の
な
か
で
、
工
業
の
不
断
の
運
動
に
よ
っ
て
こ
そ
美
術
は
「
の
び
の
び
と
育
つ
」(
八
四)
と
い
う
の
が
評
者
の
主
張
だ
っ
た
。 
そ
う
し
て
こ
の
、
機
械
生
産
に
か
け
る
誇
り
と
美
術
後
進
国
と
し
て
の
劣
等
感
は
、
工
業
生
産
品
自
体
を
美
術
に
押
し
上
げ
る
、
と
い
う
大
義
を
助
長
し
た
。
と
い
う
の
も
、『
レ
ビ
ュ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
が
『
七
燈
』
で
鼓
舞
し
た
「
永
遠
の
神
の
法
と
、
不
易
の
心
性
を
司
る
原
理
」(
八
五)
が
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
働
き
か
け
る
力
を
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も
っ
て
い
た
、
大
き
な
契
機
の
ひ
と
つ
が
こ
の
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ラ
ス
キ
ン
が
語
る
〝
真
実
〟
は
、「
普
通
は
単
な
る
機
械
芸
術
と
さ
れ
る
も
の
を
道
徳
的
に
高
い
位
に
お
き
、
そ
れ
に
道
徳
的
性
質
を
授
け
る
」(
八
六)
も
の
な
の
で
あ
り
、
自
国
の
廉
直
な
工
業
生
産
は
ラ
ス
キ
ン
の
『
七
燈
』
に
よ
っ
て
こ
そ
美
術
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
べ
き
素
地
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
こ
の
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
読
者
の
大
き
な
需
要
を
作
る
」(
八
七) 
希
望
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。 
そ
う
し
て
、
当
時
ア
メ
リ
カ
が
機
械
生
産
に
か
け
て
い
た
誇
り
は
、
ひ
と
つ
の
宗
教
に
さ
え
な
り
え
た
。
先
の
『
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
書
評
は
、『
七
燈
』
批
評
の
な
か
で
そ
の
信
仰
を
告
白
し
て
い
る
。「
ラ
ス
キ
ン
氏
の
要
件
を
見
て
み
る
と
、
彼
が
芸
術
家
に
求
め
る
感
情
と
は
〝
信
仰
心
レ
リ
ジ
ョ
ン
〟
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
八
八
）
。
し
か
し
評
者
に
は
、「
彼
の
要
求
が
、
我
々
が
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
信
仰
心
を
宗
教
建
築
の
か
た
ち
で
表
現
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」（
八
九
）
に
は
異
論
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、「
我
々
に
は
そ
れ
を
表
現
す
る
よ
り
よ
い
方
法
が
あ
る
」（
九
〇
）
か
ら
で
あ
る
。
評
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
鉄
道
駅
お
よ
び
工
場
だ
っ
た
。
そ
こ
で
崇
め
ら
れ
る
神
と
は
、
人
工
的
自
然
、
機
械
開
発
を
司
る
人
間
自
身
で
あ
る
。 
 エ
マ
ー
ソ
ン
と
ダ
ウ
ニ
ン
グ
に
お
け
る
美
論
と
実
践 
こ
の
工
業
信
仰
と
並
行
し
た
現
象
と
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
抽
象
的
な
美
論
と
実
務
的
な
実
践
の
統
合
を
い
か
に
果
た
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
が
美
学
的
な
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
は
『
七
燈
』
批
評
に
も
影
を
お
と
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
活
動
の
対
照
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
筆
は
き
わ
め
て
抽
象
的
な
自
然
美
論
・
人
工
美
論
で
あ
っ
た
反
面
、
実
生
活
で
は
〝
透
明
な
眼
球
〟
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
知
識
に
基
づ
く
、
自
然
の
実
践
的
な
統
御
を
志
向
し
た
。
一
方
の
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
造
園
家
・
建
築
家
と
し
て
実
務
家
で
あ
り
、
そ
の
文
筆
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
理
論
に
依
拠
し
て
い
た
反
面
、
実
践
を
目
し
て
高
度
に
技
術
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。「
建
築
の
本
義
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』
で
さ
え
、
内
容
の
八
割
は
建
築
の
実
践
的
知
識
だ
っ
た
。 
そ
う
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
実
践
を
支
え
た
の
が
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
実
務
書
で
あ
り
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
美
論
の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
で
あ
っ
た
と
い
う
相
補
的
特
質
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
後
の
初
期
『
七
燈
』
受
容
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
十
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
自
然
を
観
想
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
自
然
に
対
す
る
具
体
的
な
働
き
か
け
と
の
対
を
な
し
た
が
、
思
想
と
行
動
の
両
立
へ
と
向
か
う
こ
の
志
向
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
七
燈
』
批
評
に
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
相
補
的
取
り
組
み
は
彼
ら
の
内
部
に
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
の
感
性
を
あ
る
程
度
代
表
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
 
な
か
で
も
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
が
エ
マ
ー
ソ
ン
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
一
八
四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
の
果
実
と
果
樹
』
で
あ
る(
九
一)
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
科
学
者
の
ジ
ャ
ン
＝
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
モ
ン
ス
の
〝
改
善
ア
メ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
理
論
に
則
り
果
樹
植
物
の
品
種
改
良
を
実
践
的
に
論
じ
た
実
学
書
で
あ
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
同
書
に
感
化
さ
れ
、
み
ず
か
ら
の
地
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
果
樹
を
植
え
植
生
の
実
験
を
行
っ
た
。 
ヴ
ァ
ン
・
モ
ン
ス
の
理
論
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』（
一
八
五
九
）
に
十
年
以
上
先
だ
つ
進
化
論
の
さ
き
が
け
だ
が (
九
二)
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
に
よ
る
こ
の
理
論
の
援
用
は
自
然
の
制
御
に
強
い
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
『
果
実
と
果
樹
』
の
筆
頭
の
目
的
は
、
人
工
的
な
品
種
改
良
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
地
に
多
様
か
つ
実
用
的
な
外
来
種
の
果
実
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
書
内
で
強
調
す
る
と
お
り
、「
す
べ
て
の
良
質
な
果
実
は
人
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工
の
産
物
」（
九
三
）
で
あ
る
。
一
方
、「
野
生
状
態
で
の
自
然
は
、
木
が
健
康
で
丈
夫
で
あ
る
よ
う
、
ま
た
、
種
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
完
璧
な
種
子
．
．
．
．
．
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
目
指
す
」（
九
四
）
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
養
殖
栽
培
の
焦
点
は
、
繁
茂
の
力
を
抑
制
し
弱
め
る
こ
と
、
樹
木
の
木
目
の
粗
さ
を
減
ら
す
こ
と
、
種
子
を
小
さ
く
す
る
こ
と
、ま
た
、葉
肉
・
果
肉
の
質
と
大
き
さ
を
増
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」(
九
五)
。 
一
八
四
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
超
越
論
的
自
然
観
の
興
隆
な
か
に
は
、
造
物
主
と
し
て
の
〝
大
霊
〟
の
感
得
を
志
向
す
る
契
機
の
ほ
か
に
、
技
術
を
通
じ
た
、
人
間
に
よ
る
自
然
へ
の
関
与
と
い
う
推
進
力
が
働
い
て
い
た
。『
果
実
と
果
樹
』
と
エ
マ
ー
ソ
ン
と
の
関
係
は
、
彼
自
身
が
そ
の
傾
向
の
ひ
と
つ
の
体
現
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
の
自
然
観
は
、
一
方
で
は
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
の
観
察
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
造
物
主
の
ち
か
ら
の
感
得
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
は
、
彼
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
文
明
化
を
望
む
者
と
し
て
、
知
識
を
手
段
と
す
る
自
然
の
征
服
を
志
向
し
て
も
い
た
。『
果
実
と
果
樹
』
の
な
か
で
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
語
る
通
り
、「
造
園
家
と
し
て
の
人
間
が
生
ま
れ
、
自
然
を
人
間
の
わ
ざ
に
屈
服
さ
せ
る
の
は
〔
…
〕
目
の
前
に
〔
自
然
の
〕
障
害
が
あ
る
場
合
だ
け
」(
九
六)
な
の
で
あ
る
。 
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
、
超
越
論
者
エ
マ
ー
ソ
ン
の
理
論
の
矛
盾
は
意
味
し
な
か
っ
た
。
人
間
は
神
に
対
し
、
そ
の
存
在
を
感
じ
、
そ
の
性
質
を
理
解
し
な
が
ら
、
技
術
を
も
っ
て
対
峙
す
る
の
で
あ
る
。 
 
一
方
で
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
対
照
的
に
実
践
的
な
文
筆
を
と
っ
た
ダ
ウ
ニ
ン
グ
に
も
、
美
に
対
す
る
憧
憬
、
あ
る
い
は
超
越
的
な
る
も
の
へ
の
意
識
が
明
確
に
存
在
し
て
い
た
。 
四
〇
年
代
の
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
造
園
学
の
開
拓
者
と
し
て
非
常
な
勢
い
で
名
声
を
得
て
い
た
第
一
人
者
だ
っ
た
。
彼
は
三
〇
年
代
中
葉
か
ら
造
園
雑
誌
に
数
多
く
の
論
考
を
発
表
し
、
処
女
作
で
あ
る
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
』
は
一
八
四
一
年
の
発
売
当
初
か
ら
人
気
を
博
し
て
い
る(
九
七)
。
ま
た
同
年
に
は
ア
サ
・
グ
レ
イ
と
の
協
働
で
ジ
ョ
ン
・
リ
ン
ド
レ
ー
の
『
造
園
理
論
』(
九
八) 
の
ア
メ
リ
カ
版
を
刊
行
し
序
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
当
時
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
二
十
代
半
ば
で
あ
る
。 
彼
は
ま
た
、
一
八
三
九
年
の
ハ
ド
ソ
ン
渓
谷
園
芸
協
会
（T
h
e H
o
rticu
ltu
ral 
A
sso
ciatio
n
 o
f th
e V
alle
y o
f th
e H
u
d
so
n
）
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
ハ
ド
ソ
ン
川
流
域
全
体
の
園
芸
文
化
の
増
進
を
は
か
っ
た
。
こ
の
団
体
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
知
事
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｓ
・
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（
エ
マ
ー
ソ
ン
の
兄
）
と
い
っ
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
著
名
人
ら
が
副
会
長
に
名
を
連
ね
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
そ
の
な
か
で
連
絡
窓
口
の
役
を
担
っ
て
い
た(
九
九)
。
こ
う
し
た
な
か
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
一
八
四
一
年
に
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
造
園
の
原
理
と
実
践
』（
一
〇
〇
） 
を
、
翌
年
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
〔
一
八
〇
三
―
一
八
九
二
〕
と
組
み
『
コ
テ
ー
ジ
住
宅
』（
一
〇
一
） 
を
出
版
し
た
。 
こ
の
う
ち
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
造
園
の
原
理
と
実
践
』
は
明
確
に
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
理
論
を
範
に
と
っ
た
書
籍
で
あ
り
、
そ
の
題
も
ハ
ン
フ
リ
ー
・
レ
プ
ト
ン
の
『
造
園
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
の
所
見
』（
一
八
〇
三
）(
一
〇
二) 
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
、
自
身
の
造
園
理
論
を
「
自
然
の
感
情
を
微
細
に
知
覚
す
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
表
現
美
の
模
倣
．
．
．
．
．
．
、
美
な
る
も
の
の
不
変
性
と
並
び
、
真
な
る
も
の
の
不
変
性
に
立
脚
し
た
芸
術
認
識
．
．
．
．
、
す
べ
て
の
芸
術
的
営
み
の
快
を
完
璧
た
ら
し
め
、
持
続
さ
せ
る
た
め
の
統
一
、
調
和
、
多
様
性
の
生
産
」(
一
〇
三) 
と
摘
要
し
た
。 
こ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
理
論
で
は
〝
美
〟
と
〝
真
〟
に
同
じ
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
。
彼
の
言
う
〝
真
〟
と
は
「
適
合
性
・
実
用
性
」
あ
る
い
は
「
目
的
の
表
現
」(
一
〇
四)
の
原
理
で
あ
る
。
自
作
の
『
コ
テ
ー
ジ
住
宅
』
は
そ
れ
を
建
築
設
計
の
筆
頭
に
掲
げ
た
も
の
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
書
の
な
か
で
も
最
初
期
の
も
の
に
あ
た
り
、
そ
の
後
の
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
建
築
理
論
の
基
礎
を
な
し
た
。 
68 
 
一
方
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
〝
美
〟
と
は
、
造
物
主
で
あ
る
神
の
作
業
の
完
全
性
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
美
な
る
も
の
と
真
な
る
も
の
は
き
わ
め
て
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
偉
大
な
る
主
の
こ
と
ば
は
、
物
質
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
美
な
る
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
。
真
心
を
も
っ
て
崇
敬
す
れ
ば
、
彼
に
よ
り
近
い
視
覚
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
」(
一
〇
五)
。 
 
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
美
論
は
『
コ
テ
ー
ジ
住
宅
』
の
時
点
で
す
で
に
超
越
論
的
感
性
を
基
礎
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
お
よ
び
『
建
築
の
七
燈
』
は
、
そ
の
傾
向
へ
の
さ
ら
な
る
推
進
力
と
な
っ
て
働
い
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
を
ま
っ
て
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
美
論
に
は
さ
ら
に
超
越
論
的
傾
向
が
顕
著
に
な
る
。 
こ
の
傾
向
を
画
期
し
た
の
は
、
一
八
四
七
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
出
版
後
に
改
訂
さ
れ
た
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
、「
ホ
ガ
ー
ス
は
こ
の
曲
線
を
美
の
線
と
呼
び
、
芸
術
家
は
す
べ
て
本
能
的
に
そ
の
力
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
氏
は
（『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
な
か
で
）
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
、
そ
の
力
の
原
因
を
示
し
、
曲
線
は
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
流
れ
の
な
か
で
、
永
遠
な
る
も
の
．
．
．
．
．
．
〔
傍
点
論
者
〕
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
」(
一
〇
六) 
と
語
り
、
自
身
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
理
論
を
超
越
論
的
世
界
観
と
直
接
的
に
接
続
さ
せ
た
。 
そ
し
て
一
八
五
〇
年
に
は『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』(
一
〇
七) 
を
出
版
す
る
が
、
そ
の
導
入
部
と
な
る
「
建
築
の
本
義
」(
一
〇
八) 
は
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た
『
建
築
の
七
燈
』
を
強
く
意
識
し
、
〝
真
実
〟
の
観
念
に
適
合
性
以
上
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
四
〇
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
は
じ
め
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
個
人
の
意
識
が
力
強
く
鼓
舞
さ
れ
た
」(
一
〇
九)
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。ダ
ウ
ニ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
す
べ
て
の
美
術
は
物
体
を
扱
い
、
そ
れ
に
精
神
的
意
義
を
与
え
る
術
」(
一
一
〇)
な
の
で
あ
り
、「
建
築
家
は
、
実
用
性
は
も
と
よ
り
、
自
身
の
作
品
に
感
性
と
想
像
力
の
双
方
を
刻
み
こ
ま
な
け
れ
ば
、
真
に
建
築
家
と
は
呼
べ
な
い
」(
一
一
一)
。 
そ
こ
で
彼
が
掲
げ
る
建
築
の
〝
真
実
〟
は
、
自
然
を
範
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
的
に
美
的
要
素
も
満
た
し
う
る
も
の
だ
っ
た
。「
自
然
の
な
か
で
は
、
物
質
は
、
美
の
思
想
ひ
と
つ
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
。
物
質
は
、
お
ぼ
ろ
げ
に
で
も
神
の
特
性
を
匂
わ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
神
に
近
し
い
も
の
と
な
る
。
神
が
外
界
に
造
り
給
う
た
作
品
を
見
つ
め
る
と
き
、
そ
れ
を
理
解
す
る
、
否
む
し
ろ
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
深
く
、
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
満
足
感
が
獲
ら
れ
る
。」(
一
一
二)
そ
の
上
で
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
、
そ
の
神
の
作
品
で
あ
る
自
然
を
制
圧
す
る
も
の
と
し
て
建
築
美
を
定
義
す
る
の
で
あ
る
。
―
― 
 
建
築
に
お
い
て
、
美
な
る
も
の
と
は
、
美
の
イ
デ
ア
が
所
与
の
物
質
的
造
形
の
な
か
に
完
全
に
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
物
質
が
イ
デ
ア
に
征
服
さ
れ
、
物
質
が
完
全
に
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
は
平
静
リ
ポ
ー
ズ
の
具
現
化
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
統
一
が
あ
り
、
均
衡
が
あ
り
、
調
和
が
あ
り
、
正
し
い
表
現
が
あ
る
。 (
一
一
三) 
 
こ
の
よ
う
に
、
四
〇
年
代
の
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
の
知
的
文
化
の
な
か
の
美
学
と
実
践
を
表
徴
し
、
各
自
の
領
分
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
践
お
よ
び
美
学
を
志
向
し
て
い
た
。
こ
の
両
者
の
志
向
は
い
ず
れ
も
、
自
然
界
の
大
霊
オ
ー
バ
ー
ソ
ウ
ル
を
観
想
し
な
が
ら
、
人
工
の
〝
力
〟
に
よ
っ
て
自
然
と
拮
抗
し
、
自
然
を
制
圧
す
る
、
と
い
う
契
機
を
有
し
て
い
た
。 
エ
マ
ー
ソ
ン
の
造
園
の
実
践
が
公
的
で
は
な
か
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
理
論
は
著
作
の
な
か
に
収
め
ら
れ
、
一
定
の
読
者
を
得
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
エ
マ
ー
ソ
ン
に
由
来
す
る
美
学
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
を
介
し
て
広
範
に
伝
わ
り
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
自
身
の
評
価
を
エ
マ
ー
ソ
ン
に
比
肩
す
る
美
学
者
の
席
へ
と
押
し
上
げ
た
。
か
く
し
て
、
一
八
五
〇
年
ご
ろ
に
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
名
声
は
ア
メ
リ
カ
の
広
範
囲
に
聞
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超越的工業 
こ
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
―
― 
 
ワ
ル
ド
・
エ
マ
ー
ソ
ン
の
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
地
〔
南
部
〕
で
、〔
…
〕
美
し
い
も
の
の
話
題
と
一
緒
に
出
て
く
る
の
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
氏
の
名
前
で
す
。
そ
う
し
て
私
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
コ
ー
ド
で
雪
つ
む
屋
根
の
下
に
聞
い
た
の
と
同
じ
言
葉
を
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
も
聞
く
の
で
す
。「
ダ
ウ
ニ
ン
グ
氏
は
こ
の
国
に
非
常
に
良
い
こ
と
を
し
て
く
れ
た
」
と
！ (
一
一
四) 
 
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
ラ
ス
キ
ン
：
実
践
と
理
論 
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』
を
出
版
し
た
の
は
『
建
築
の
七
燈
』
公
刊
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
（F
ig
.4
）、
同
書
は
国
内
の
書
評
に
お
い
て
は
『
七
燈
』
と
並
び
称
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
お
よ
び
『
ホ
ー
ム
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
二
誌
に
掲
載
さ
れ
た
批
評
記
事
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
れ
ば
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
自
身
が
同
書
に
「
建
築
の
本
義
」
を
執
筆
し
た
の
は
『
七
燈
』
に
影
響
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
評
者
に
こ
れ
ら
の
比
較
記
事
を
書
か
し
め
た
の
は
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
に
ま
つ
わ
る
そ
の
よ
う
な
実
際
の
経
緯
で
は
な
い
。
彼
と
ラ
ス
キ
ン
の
比
較
が
そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
は
、
美
論
と
実
践
の
双
方
に
お
い
て
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
建
築
家
と
し
て
当
時
国
Fig.4 ダウニングとラスキンの書目 
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内
で
得
て
い
た
評
価
の
た
め
で
あ
る
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
第
一
線
の
建
築
理
論
家
と
し
て
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
線
と
見
做
さ
れ
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
と
比
較
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
こ
れ
ら
の
書
評
の
な
か
で
は
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
は
、
超
越
論
的
な
美
論
に
お
い
て
エ
マ
ー
ソ
ン
と
並
び
称
さ
れ
る
反
面
、
そ
の
高
度
な
専
門
性
に
よ
っ
て
こ
そ
『
七
燈
』
を
凌
ぐ
も
の
と
さ
れ
た
。 
『
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
は
『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』
評
に
一
年
先
だ
ち
『
七
燈
』
を
批
評
し
て
い
た(
一
一
五)
。
そ
こ
で
の
評
者
は
、
こ
の
著
作
以
上
に
「
人
間
を
洗
練
さ
せ
、
心
と
精
神
を
高
め
そ
う
な
著
作
は
ほ
か
に
な
い
」
(
一
一
六) 
と
し
な
が
ら
も
、「
芸
術
家
の
情
熱
は
度
を
越
し
、
見
苦
し
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
」(
一
一
七) 
と
、
議
論
が
抽
象
的
に
過
ぎ
る
こ
と
に
賛
同
し
か
ね
た
背
景
を
も
っ
て
い
た
。
一
方
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
新
刊
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
評
者
の
意
向
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
。『
七
燈
』
批
評
の
次
号
、
こ
の
評
者
は
ラ
ス
キ
ン
の
「
熱
に
共
感
し
か
ね
る
」（
一
一
八
）
こ
と
に
再
度
言
及
し
な
が
ら
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
は
「
幾
つ
か
の
建
物
に
関
す
る
費
用
の
見
積
も
り
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
建
設
に
か
か
わ
る
経
済
と
趣
味
を
学
ぶ
者
に
不
可
欠
な
情
報
が
初
心
者
に
も
分
か
る
言
葉
で
伝
え
ら
れ
、
専
門
用
語
も
で
き
る
限
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
」(
一
一
九)
と
、
き
わ
め
て
実
践
的
な
観
点
か
ら
批
評
を
展
開
し
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
展
開
し
た
美
論
を
等
閑
視
し
た
。 
他
方
『
ホ
ー
ム
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
よ
る
『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』
評
（
一
二
〇
）
で
は
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
は
「
厳
密
に
科
学
的
で
は
な
い
」（
一
二
一
）
点
に
お
い
て
こ
そ
評
価
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
書
は
、「
ダ
ウ
ニ
ン
グ
氏
の
す
べ
て
の
著
作
と
同
様
に
、
飾
り
気
の
な
い
良
識
と
偉
大
な
情
熱
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
、
自
然
、
芸
術
、
科
学
に
お
け
る
美
な
る
も
の
を
徹
底
的
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
」(
一
二
二) 
こ
と
を
特
徴
と
し
た
の
で
あ
る
。「
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
哲
学
を
掛
け
算
表
に
す
る
の
も
い
い
。
ラ
ス
キ
ン
氏
の
本
を
読
ま
ず
に
、
目
の
前
に
あ
る
単
純
で
実
務
的
な
こ
と
を
す
る
の
も
い
い
。
彼
の
芸
術
の
美
し
い
創
造
に
関
す
る
、
数
学
者
に
よ
る
彫
刻
家
へ
の
問
い
―
『
そ
れ
ら
は
な
に
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
』
―
は
、『
七
燈
』
に
か
ん
し
て
よ
く
訊
か
れ
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
〝
燃
え
た
つ
よ
う
な
〟
タ
イ
ト
ル
こ
そ
な
い
も
の
の
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
氏
の
論
は
き
っ
と
そ
の
話
題
に
光
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
世
代
の
新
た
に
開
け
た
目
に
な
ら
、
そ
の
光
に
も
耐
え
ら
れ
る
」（
一
二
三
）
。 
 
一
八
五
〇
年
ご
ろ
の
書
評
に
よ
る
『
七
燈
』
と
『
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
建
築
』
の
比
較
は
、
こ
の
二
書
の
出
版
時
期
が
近
か
っ
た
こ
と
以
上
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
批
評
に
お
け
る
、
建
築
批
評
の
ふ
た
つ
の
趨
勢
―
ア
メ
リ
カ
独
自
の
美
論
と
、
実
務
的
な
科
学
知
識
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
要
求
―
の
分
裂
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
当
時
は
、『
ホ
ー
ム
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
批
評
で
さ
え
、「
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
燈
』
は
天
才
に
よ
る
輝
か
し
い
業
績
だ
が
、
そ
の
真
価
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
著
者
は
ひ
と
世
代
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(
一
二
四) 
と
語
り
、
実
務
知
識
を
欠
く
、
抽
象
的
な
美
論
が
ア
メ
リ
カ
の
地
に
定
着
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
唆
し
て
い
た
。 
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
志
向
し
た
道
は
理
論
と
実
践
の
中
道
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
著
作
は
、
彼
の
直
下
の
世
代
か
ら
み
て
も
実
務
的
な
知
識
に
偏
っ
て
い
た
。
彼
の
門
弟
で
あ
り
、
義
弟
で
あ
る
ク
ラ
ラ
ン
ス
・
ク
ッ
ク
は
後
年
、
そ
れ
こ
そ
を
彼
の
弱
み
と
し
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ダ
ウ
ニ
ン
グ
氏
は
公
衆
を
教
化
し
た
が
、
建
築
家
は
ほ
と
ん
ど
誰
ひ
と
り
と
し
て
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
」(
一
二
五) 
の
で
あ
る
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
は
、
そ
の
即
座
の
実
践
性
に
よ
っ
て
、「
こ
れ
だ
け
す
ぐ
に
時
代
遅
れ
に
」(
一
二
六)
な
り
、「
今
日
の
若
い
建
築
家
に
尊
ば
れ
な
い
」(
一
二
七) 
も
の
と
な
っ
た
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
一
八
五
二
年
に
ハ
ド
ソ
ン
川
で
水
難
事
故
に
遭
い
三
十
七
歳
で
没
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
彼
の
美
論
は
や
が
て
省
み
ら
れ
な
く
な
る
。
ク
ッ
ク
が
語
る
通
り
、
生
前
に
版
を
重
ね
た
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
作
は
、
六
〇
年
代
に
入
る
と
重
版
さ
れ
な
く
な
る
。 
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 超
越
的
工
業
：
一
八
五
三
―
一
八
五
四 
工
業
信
仰
の
殿
堂 
し
か
し
、
特
に
〝
美
論
と
実
践
の
止
揚
〟
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
エ
マ
ー
ソ
ン
や
ダ
ウ
ニ
ン
グ
個
人
の
思
想
を
こ
え
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
広
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。『
七
燈
』
の
批
評
記
事
に
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
当
時
工
業
発
展
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
は
、
最
新
工
業
技
術
に
よ
る
実
践
を
、
超
越
論
的
美
観
を
も
と
に
賛
美
す
る
た
め
の
心
性
が
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
ら
が
志
向
し
た
自
然
の
再
創
造
の
問
題
は
、
一
八
五
三
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
博
覧
会
（E
xh
ib
itio
n
 o
f th
e 
In
d
u
stry o
f A
ll N
atio
n
s
）
お
よ
び
、
そ
の
会
場
で
あ
る
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
（F
ig
.5
）
開
場
を
期
に
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
工
業
建
築
信
仰
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
へ
と
発
展
す
る
。 
こ
の
会
場
の
デ
ザ
イ
ン
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
を
設
計
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
〔
一
八
〇
三
―
一
八
六
五
〕
の
ほ
か
、
ボ
ガ
ー
ダ
ス
や
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
も
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
て
い
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
没
直
前
の
ダ
ウ
ニ
ン
グ
も
参
加
し
、
木
造
の
大
ド
ー
ム
を
戴
く
円
形
平
面
の
案
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
費
用
の
面
で
「
建
物
は
鋳
鉄
と
ガ
ラ
ス
の
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
絶
対
的
な
条
件
」(
一
二
八) 
が
あ
っ
た
た
め
に
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
案
は
落
選
し
、
最
終
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
ゲ
オ
ル
ク
・
カ
ー
ス
テ
ン
セ
ン
〔
一
八
一
二
―
一
八
五
七
〕
と
ド
イ
ツ
人
建
築
家
カ
ー
ル
・
ギ
ル
ダ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
〔
一
八
二
〇
―
一
八
六
九
〕
の
も
の
が
選
ば
れ
た
。 
こ
の
五
案
の
う
ち
、
木
造
案
を
提
出
し
て
い
た
の
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
み
で
あ
る
。
ボ
ガ
ー
ダ
ス
は
デ
ュ
ア
ン
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
一
八
四
九
）
お
よ
び
サ
ン
ア
イ
ア
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
八
五
一
）
で
す
で
に
鋳
鉄
建
築
を
実
践
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
発
明
家
・
建
築
家
で
あ
り
、
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
あ
た
っ
て
は
、
三
百
フ
ィ
ー
ト
の
鉄
塔
を
中
心
と
し
た
巨
大
ス
タ
ジ
ア
ム
案
を
提
出
し
た
。
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
最
若
年
の
参
加
者
と
し
て
、
総
鋳
鉄
・
総
ガ
ラ
ス
の
構
造
に
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
大
屋
根
が
載
る
実
験
的
な
案
を
提
出
し
て
い
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
は
教
会
を
模
し
た
一
身
廊
二
側
廊
の
案
を
提
出
し
て
い
た
が
、
敷
地
と
の
不
適
合
の
理
由
で
落
選
し
た
。 
〝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
〟
と
い
う
通
称
に
も
明
ら
か
な
通
り
、
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
応
募
条
件
に
示
さ
れ
る
通
り
、
そ
れ
は
当
初
か
ら
総
鋳
鉄
・
総
ガ
ラ
ス
と
い
う
ロ
ン
ド
ン
の
モ
デ
ル
に
則
っ
て
お
り
、
採
用
さ
れ
た
案
が
こ
の
先
例
に
似
て
い
た
こ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
認
識
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
当
時
、
こ
の
建
物
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
媒
体
は
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
言
及
し
て
お
り
、『
パ
ト
ナ
ム
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
は
「
概
観
お
よ
び
、
用
い
ら
れ
た
材
料
か
ら
す
れ
ば
こ
の
建
物
は
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
似
て
い
る
」(
一
二
九) 
と
言
い
切
っ
た
。 
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
〝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
〟
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
と
美
学
の
進
歩
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
独
自
性
を
評
価
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
先
例
に
似
て
は
い
た
が
、「
構
法
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
か
ら
は
非
常
に
遠
く
、
そ
の
た
め
こ
の
建
物
は
、
き
わ
め
て
新
し
く
、
興
味
深
い
オ
ブ
ジ
ェ
と
な
っ
て
い
る
」(
一
三
〇)
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
選
案
は
ギ
リ
シ
ャ
十
字
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
一
辺
は
三
百
六
十
五
フ
ィ
ー
ト
五
イ
ン
チ
（
約
百
十
メ
ー
ト
ル
）(
一
三
一) 
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
比
較
し
小
柄
だ
っ
た
。
し
か
し
「
な
お
そ
れ
は
〝
美
の
も
の
〟
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
こ
の
都
市
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
何
千
、
何
万
と
い
う
人
々
を
引
き
よ
せ
る
」
(
一
三
二) 
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
装
飾
に
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
弟
ヘ
ン
リ
ー
が
あ
た
っ
た
が
、
国
内
の
批
評
に
お
い
て
こ
れ
は
、「
装
飾
計
画
の
主
要
な
ア
イ
デ
ア
は
、
建
物
の
美
し
い
構
造
を
引
き
立
た
せ
る
こ
と
、
装
飾
を
構
造
す
る
の
で
は
な
く
構
造
を
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装
飾
す
る
こ
と
だ
っ
た
。〔
…
〕
そ
の
結
果
は
驚
く
ほ
ど
美
し
い
」(
一
三
三) 
と
評
さ
れ
た
。 そ
う
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
建
築
家
や
建
築
学
生
が
こ
の
巨
大
鋳
鉄
建
築
の
建
設
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
思
想
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
そ
の
建
設
現
場
は
、
当
時
十
代
半
ば
の
ワ
イ
ト
に
鋳
鉄
建
築
に
関
す
る
実
見
の
知
識
を
与
え
て
い
る
。
彼
は
当
時
「
よ
く
、
リ
ザ
ボ
ア
公
園
の
胸
壁
の
と
こ
ろ
で
、
建
設
を
眺
め
な
が
ら
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鋳
鉄
建
築
に
関
す
る
こ
と
が
色
々
わ
か
っ
た
」(
一
三
四)
。
ま
た
、
七
一
年
大
火
直
後
の
シ
カ
ゴ
で
ワ
イ
ト
と
組
む
こ
と
と
な
る
ア
ッ
シ
ャ
ー
・
カ
ー
タ
ー
〔
一
八
〇
五
―
一
八
七
七
〕（
カ
ー
タ
ー
、
ド
レ
イ
ク
＆
ワ
イ
ト
）
は
、
そ
れ
以
前
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
・
バ
ウ
ア
ー
〔
一
八
二
七
―
一
八
九
四
〕
と
組
ん
で
い
る
。
バ
ウ
ア
ー
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
建
設
当
時
の
カ
ー
ス
テ
ン
セ
ン
＆
ギ
ル
ダ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
建
築
家
で
あ
る
（
一
三
五
）
。 
 
鋳
鉄
利
用
と
ラ
ス
キ
ン
へ
の
懐
疑 
こ
の
巨
大
構
築
物
は
、
建
設
当
時
か
ら
巷
間
の
興
味
を
引
い
て
い
た
。
専
門
誌
と
し
て
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
レ
コ
ー
ド
』
が
公
刊
さ
れ
、『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
は
そ
の
進
捗
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
た
。
そ
の
開
場
は
七
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
り(
一
三
六)
、そ
の
直
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
批
評
記
事
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
美
的
特
質
の
た
め
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
援
用
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
『
七
燈
』
に
親
し
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
ま
で
に
は
、
工
業
美
学
の
賛
美
に
さ
え
援
用
さ
れ
て
き
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
は
一
抹
の
懐
疑
が
兆
し
て
い
た
。
―
― 
 
す
ぐ
れ
た
洞
察
力
と
知
識
を
も
つ
作
家
の
ラ
ス
キ
ン
氏
は
つ
い
最
近
、
造
園
家
の
パ
ク
ス
ト
ン
が
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
真
中
に
、
融
解
し
た
砂
〔
ガ
ラ
ス
〕
と
鋳
鉄
で
で
き
た
世
界
主
義
の
工
業
の
城
を
建
て
た
お
り
、
鉄
が
大
々
的
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
機
械
で
作
ら
れ
、
直
接
人
間
が
操
作
せ
ず
に
作
ら
れ
た
も
の
は
正
し
く
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ
れ
は
『
建
築
的
』
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
―
―
何
て
こ
と
だ
！
し
か
し
世
界
全
土
は
、
そ
の
完
全
に
左
右
対
称
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
、
そ
の
優
美
な
輪
郭
を
、
そ
の
目
覚
し
い
効
果
を
、
そ
の
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
を
、
そ
し
て
そ
の
、
無
二
の
相
応
し
さ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
崇
め
奉
っ
た
。 (
一
三
七) 
 ラ
ス
キ
ン
は
『
七
燈
』
の
時
点
で
す
で
に
鉄
材
の
建
材
・
支
持
材
利
用
に
否
定
的
な
論
を
展
開
し
て
お
り (
一
三
八) 
、
そ
の
後
も
『
建
築
・
絵
画
講
義
』（
一
八
五
四
）
に
お
い
て
鋳
鉄
構
造
を
論
難
し
、「
鉄
造
建
築
物
が
あ
た
か
も
人
間
の
頭
脳
に
親
し
み
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」(
一
三
九) 
と
語
っ
た
。
ま
た
彼
は
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
移
設
開
場
に
と
も
な
い
『
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
開
場
』（
一
八
五
四
）(
一
四
〇) 
を
発
表
、「
よ
り
に
も
よ
っ
て
温
室
を
巨
大
化
さ
せ
た
そ
の
と
き
に
、
我
々
は
新
様
式
を
創
出
し
た
な
ど
と
考
え
て
い
る
の
だ
」(
一
四
一) 
と
世
論
を
痛
罵
す
る
。『
七
燈
』
の
鉄
材
反
対
論
は
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
国
内
の
論
壇
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
が
、
自
国
に
も
ま
た
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
が
建
設
さ
れ
る
段
に
な
り
、
そ
の
論
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。 
し
か
し
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
自
然
観
は
逆
に
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
代
表
さ
れ
る
工
業
建
築
の
擁
護
、
賛
美
の
た
め
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ト
ニ
ー
・
ビ
ロ
ウ
ズ
師
〔
一
八
一
四
―
一
八
八
二
〕(
一
四
二) 
に
よ
る
『
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
精
神
的
意
義
』（
一
八
五
三
）(
一
四
三) 
と
、
そ
の
応
答
記
事
で
あ
る
「
芸
術
自
然
神
学
」（
一
八
五
四
）(
一
四
四) 
の
あ
い
だ
で
行
わ
れ
た
一
連
の
議
論
の
な
か
に
最
も
よ
く
示
さ
れ
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る
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
造
物
主
と
し
て
の
人
間
賛
美
を
思
想
の
背
景
に
持
ち
な
が
ら
、
博
覧
会
に
お
け
る
人
間
と
神
と
の
関
係
に
言
及
し
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
建
築
と
し
て
の
美
的
特
質
を
称
揚
し
た
。 
 
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
精
神
的
意
義
」 
ビ
ロ
ウ
ズ
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
神
学
校
卒
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
派
の
牧
師
で
あ
っ
た
が(
一
四
五)
、四
十
年
代
初
頭
か
ら
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
に
親
し
み
、
彼
と
直
接
の
親
交
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
こ
の
説
教
が
行
わ
れ
た
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
は
、
ビ
ロ
ウ
ズ
は
、「
エ
マ
ー
ソ
ン
は
お
そ
ら
く
こ
の
国
で
最
初
の
思
想
家
」(
一
四
六) 
で
あ
る
と
ま
で
考
え
て
い
た
。
後
年
彼
は
「
こ
の
国
の
エ
マ
ー
ソ
ン=
超
越
論
の
派
閥
は
、
人
間
性
―
自
己
中
心
主
義
的
な
も
の
―
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
自
己
主
張
的
で
自
己
弁
護
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」(
一
四
七)
と
し
て
超
越
論
の
人
間
中
心
主
義
を
論
難
し
た
も
の
の
、
五
三
年
当
時
の
彼
の
説
教
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
か
ら
吸
収
さ
れ
た
超
越
論
が
、「
そ
の
時
代
の
子
供
」(
一
四
八)
の
解
釈
を
通
じ
て
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
人
間
の
知
へ
の
信
頼
と
希
望
に
満
ち
て
い
る
。 
こ
の
『
精
神
的
意
義
』
は
工
業
博
覧
会
の
開
始
か
ら
間
も
な
く
行
わ
れ
た
説
教
で
あ
る
。
こ
こ
で
ビ
ロ
ウ
ズ
は
、
自
然
を
創
造
し
た
神
を
称
え
、
そ
の
自
然
の
創
造
に
比
肩
す
る
、
人
間
の
工
学
的
天
稟
を
賛
美
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
博
覧
会
の
光
景
が
人
間
を
神
と
一
体
化
さ
せ
る
の
は
」、
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
を
通
じ
て
「
た
だ
謙
遜
、
驚
異
、
感
謝
、
賞
賛
の
情
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
」
よ
り
も
む
し
ろ
、
神
の
作
物
と
人
間
の
作
物
が
そ
こ
に
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
、「
神
と
人
間
、
人
間
と
神
の
相
互
関
係
が
例
示
」
さ
れ
る
か
ら
な
の
だ
っ
た
（
一
四
九
）
。「
自
然
は
粘
土
で
あ
り
、
人
間
は
道
具
で
あ
る
。
神
は
そ
の
両
方
を
造
り
給
う
た
。
そ
し
て
神
は
、
よ
り
完
成
さ
れ
た
、
我
々
が
『
芸
術
』
と
呼
ぶ
自
然
の
制
作
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
を
一
体
化
さ
せ
る
」(
一
五
〇)
。
つ
ま
り
「
人
間
と
は
〔
…
〕
神
の
仕
事
の
協
働
者
」(
一
五
一)
な
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
、
こ
の
造
物
主
論
の
な
か
で
ビ
ロ
ウ
ズ
が
特
に
重
要
視
し
て
い
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
を
構
成
し
て
い
た
、
鉄
と
ガ
ラ
ス
と
い
う
ふ
た
つ
の
工
業
製
品
で
あ
る
。「
強
度
と
透
明
度
の
た
め
に
、
鉱
石
と
砂
以
上
に
人
間
の
役
に
た
た
な
い
素
材
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
見
た
目
で
も
質
で
も
、
そ
れ
ら
は
自
ら
が
基
礎
と
な
っ
て
出
来
上
が
る
製
品
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。〔
…
〕
神
は
、
人
間
の
天
分
が
そ
れ
ら
を
発
見
し
応
用
し
、
完
璧
な
役
に
た
つ
よ
う
意
図
さ
れ
た
の
だ
」
(
一
五
二)
。
人
間
は
、
神
が
創
造
し
た
粗
末
な
素
材
を
、
建
築
芸
術
に
応
用
す
る
た
め
に
洗
練
さ
せ
、
そ
の
堂
宇
と
し
て
具
現
化
し
た
の
で
あ
る
。 
一
八
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
工
業
の
発
展
と
自
国
の
芸
術
文
化
の
発
展
と
が
、
造
物
主
論
的
・
造
物
主
論
的
な
感
性
の
も
と
、
〝
自
然
〟
を
旗
印
に
矛
盾
な
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
論
に
お
い
て
は
、
芸
術
家
に
は
自
然
=
神
の
観
想
と
と
も
に
、
制
作
を
通
じ
た
自
然
の
原
理
の
完
全
化
も
ま
た
求
め
ら
れ
て
お
り
、
工
業
は
そ
の
目
的
に
い
た
る
手
段
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ビ
ロ
ウ
ズ
は
宗
教
者
と
し
て
人
間
を
「
神
の
協
働
者
」
と
み
た
が
、
市
井
に
お
け
る
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
評
に
お
い
て
は
、
人
間
に
そ
う
し
た
協
働
者
と
し
て
以
上
の
権
能
を
認
め
る
論
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
先
述
の
『
パ
ト
ナ
ム
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
の
批
評
記
事
は
、「
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
最
大
の
栄
光
と
は
、
そ
れ
が
建
て
ら
れ
た
目
的
―
―
世
界
中
の
業
績
の
展
覧
会
―
―
だ
っ
た
。〔
…
〕
そ
の
展
覧
会
は
人
類
に
向
け
て
語
っ
た
、〔
…
〕
人
類
は
ど
れ
だ
け
自
然
の
制
圧
を
進
め
た
の
か
見
て
ご
ら
ん
と
」(
一
五
三)
と
語
り
、
自
然
に
対
す
る
人
間
の
優
越
を
誇
っ
た
。 
 「
芸
術
自
然
神
学
」 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
出
現
は
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
批
評
界
一
般
に
、
科
学
の
宗
教
的
意
味
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
。
ビ
ロ
ウ
ズ
の
説
教
が
文
芸
批
評
分
野
に
ま
で
波
及
し
議
論
を
呼
ん
だ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
一
八
  
75 
超越的工業 
五
四
年
の
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
芸
術
自
然
神
学
」
は
ビ
ロ
ウ
ズ
の
創
造
論
に
全
面
的
な
賛
意
を
示
し
た
匿
名
記
事
だ
が
、
こ
れ
は
建
築
家
（
推
定
）
の
側
か
ら
ビ
ロ
ウ
ズ
の
論
を
敷
衍
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
ニ
ッ
カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
』
誌
の
理
解
に
従
え
ば
、
そ
の
内
容
は
一
見
「
テ
ー
マ
こ
そ
似
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
雄
弁
な
作
品
〔『
精
神
的
意
義
』〕
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
の
な
い
、
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
論
考
」(
一
五
四)
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
両
論
考
は
超
越
論
的
世
界
観
に
お
い
て
通
底
し
、
自
然
に
比
肩
す
る
美
は
工
業
技
術
の
発
展
の
先
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う
展
望
を
共
有
し
て
い
た
。 
「
芸
術
自
然
神
学
」
の
筆
者
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
を
「
工
業
の
逞
し
い
樹
木
の
頂
上
に
咲
く
高
貴
な
花
で
あ
る
。
幾
世
紀
を
育
ち
、
つ
い
に
雄
大
に
咲
き
誇
っ
た
ア
ロ
エ
の
花
で
あ
る
、
世
界
が
積
み
重
ね
た
労
働
の
山
の
頂
を
飾
る
、
氷
の
王
冠
で
あ
る
」(
一
五
五) 
と
称
え
な
が
ら
、
無
名
の
工
業
の
産
物
を
自
然
そ
の
も
の
に
た
と
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
は
、〔
…
〕
砂
粒
の
ご
と
き
多
勢
の
人
間
が
、
憎
悪
と
い
う
名
の
酸
で
は
な
く
、
愛
と
言
う
名
の
不
変
の
ア
ル
カ
リ
を
混
ぜ
て
溶
け
あ
っ
た
、
化
学
の
産
物
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」(
一
五
六)
の
で
あ
り
、「
語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
す
べ
て
の
人
工
物
は
、
状
況
に
置
か
れ
た
な
か
で
は
き
わ
め
て
自
然
だ
。
あ
る
精
神
状
態
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
人
間
的
な
る
も
の
は
必
然
と
映
る
の
で
あ
る
」(
一
五
七)
。 
こ
こ
で
彼
が
〝
自
然
〟
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
ビ
ロ
ウ
ズ
の
論
と
同
様
に
、
人
間
の
営
為
を
神
の
創
造
と
同
列
、
あ
る
い
は
そ
の
延
長
と
み
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
論
に
よ
れ
ば
、
集
合
と
し
て
の
人
間
の
創
造
行
為
は
、
そ
れ
自
体
、
宇
宙
を
創
造
し
て
い
る
生
命
の
原
理
と
等
し
い
も
の
で
す
ら
あ
る
。「
作
る
こ
と
、
創
造
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
本
能
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
生
命
そ
の
も
の
」(
一
五
八)
な
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
、
こ
の
神
の
生
命
原
理
を
も
っ
て
自
然
に
干
渉
す
る
こ
と
こ
そ
、
人
間
の
制
作
物
が
〝
神
的
な
も
の
ザ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
〟
と
な
り
う
る
契
機
だ
っ
た
。
こ
の
目
的
は
記
事
の
序
盤
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
援
用
さ
れ
た
の
が
ラ
ス
キ
ン
だ
っ
た
。
論
者
に
よ
れ
ば
、「
芸
術
に
お
け
る
神
的
な
る
も
の
ザ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
の
存
在
を
多
少
な
り
と
も
漠
然
と
認
め
て
い
る
文
章
や
言
及
は
、
様
々
な
本
の
な
か
に
あ
る
。
し
か
し
お
そ
ら
く
、
そ
れ
に
最
も
直
接
的
に
言
及
し
て
い
る
の
が
〔
…
〕
ラ
ス
キ
ン
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』」(
一
五
九)
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
論
者
は
、「
人
間
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
智
に
よ
っ
て
他
の
形
に
変
え
た
も
の
」
は
「
全
能
の
神
の
作
業
」
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
「
彼
〔
神
〕
の
手
の
痕
跡
を
さ
ら
に
増
す
」(
一
六
〇)
の
だ
と
続
け
る
。 
そ
し
て
記
事
の
末
尾
に
お
い
て
、
論
者
は
そ
の
〝
神
的
な
〟
芸
術
の
た
め
の
要
件
を
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
節
題
か
ら
直
接
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
美
な
る
芸
術
が
神
的
な
も
の
と
な
る
」(
一
六
一) 
に
は
、「
自
ら
有
す
る
典
型
美
の
要
素
の
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
我
々
に
『
無
限
性
、
す
な
わ
ち
神
的
不
可
解
性
の
モ
デ
ル
、
統
一
性
す
な
わ
ち
〔
神
的
〕
可
解
性
〔
の
モ
デ
ル
〕、
静
寂
す
な
わ
ち
〔
神
的
〕
永
続
性
〔
の
モ
デ
ル
〕、
対
称
性
す
な
わ
ち
〔
神
的
〕
公
正
性
〔
の
モ
デ
ル
〕、
純
粋
性
す
な
わ
ち
〔
神
的
〕
活
力
〔
の
モ
デ
ル
〕、
抑
制
す
な
わ
ち
〔
神
的
〕
法
規
〔
の
モ
デ
ル
〕
を
与
え
」(
一
六
二)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
は
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
備
わ
っ
て
い
た
。 
 建
設
の
神
格
：
一
八
五
八
―
一
八
五
九 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
「
様
式
論
」 
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
批
評
界
で
は
、
一
方
で
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
ら
に
付
託
さ
れ
た
造
物
主
論
が
受
け
い
れ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
世
界
認
識
が
即
座
に
工
業
の
発
展
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
鋳
鉄
建
築
の
忌
避
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
、
工
業
的=
神
的
な
美
の
擁
護
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
、
と
い
う
こ
の
ふ
た
つ
の
理
解
の
混
交
こ
そ
が
、
の
ち
五
〇
年
代
末
に
起
こ
っ
た
、
鋳
鉄
装
飾
建
築
論
争
の
背
景
だ
っ
た(
一
六
三)
。 
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五
〇
年
代
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
超
越
論
の
議
論
の
な
か
で
援
用
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
と
、
鋳
鉄
の
構
造
利
用
に
反
対
し
た
ラ
ス
キ
ン
と
い
う
二
線
が
入
り
混
じ
り
、
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
こ
の
両
線
を
と
も
に
受
容
し
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
両
面
感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
一
人
が
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
だ
っ
た
。
彼
は
五
〇
年
代
末
、
鋳
鉄
利
用
反
対
論
に
関
す
る
ラ
ス
キ
ン
へ
の
信
頼
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
を
論
難
し
た
が
、
後
年
の
『
芸
術
の
本
質
と
機
能
』（
一
八
八
一
）(
一
六
四)
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
論
に
距
離
を
お
く
こ
と
と
な
る
、
「
八
〇
年
代
ま
で
に
は
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
思
想
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
直
接
的
影
響
力
は
無
く
な
っ
て
い
た
」（
ス
タ
イ
ン
）（
一
六
五
）
こ
と
を
例
証
す
る
好
例
で
あ
る
。 
一
方
、
六
〇
年
代
末
以
降
に
彼
を
指
導
者
と
し
た
建
築
評
論
家
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ス
カ
イ
ラ
ー
〔
一
八
四
三
―
一
九
一
四
〕
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
壮
年
以
降
も
「
建
築
家
な
ら
ば
と
に
か
く
ラ
ス
キ
ン
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
…
〕
そ
れ
が
彼
の
情
熱
を
保
つ
助
け
に
な
る
」(
一
六
六)
と
後
進
に
語
り
、
四
〇
年
代
末
、
あ
る
い
は
五
〇
年
代
に
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
か
ら
受
け
た
影
響
を
生
涯
手
放
さ
な
か
っ
た
。 ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
性
質
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
複
雑
な
展
開
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
『
本
質
と
機
能
』
の
な
か
で
「
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
建
築
芸
術
観
は
安
定
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
」(
一
六
七) 
と
断
じ
た
が
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
彼
が
五
〇
年
代
（
お
よ
び
そ
れ
以
降
）
に
経
験
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
様
態
が
、
複
線
を
辿
っ
た
不
安
定
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
た
言
及
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
本
論
で
辿
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
、
時
代
の
制
約
を
受
け
時
代
の
指
向
に
則
り
な
が
ら
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
原
理
〟
に
対
す
る
解
釈
そ
の
も
の
を
揺
る
が
せ
、
矛
盾
さ
せ
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
プ
ラ
ハ
で
生
ま
れ
ウ
ィ
ー
ン
に
学
ん
だ
移
民
で
あ
っ
た
が
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
同
年
代
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ボ
ス
ト
ン
に
四
〇
年
代
す
で
に
多
く
の
仕
事
を
得
て
い
た
建
築
芸
術
家
と
し
て
、
ま
た
、
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ー
ク
ス
と
な
ら
ぶ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
を
知
的
背
景
に
有
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
お
よ
び
『
建
築
の
七
燈
』
の
ブ
ー
ム
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
経
験
し
た
一
人
で
も
あ
っ
た
（F
ig
.6
）。 
ま
た
一
八
五
六
年
に
は
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
事
務
所
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
入
所
を
み
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
と
ワ
イ
ト
は
五
〇
年
代
半
ば
、
ク
ッ
ク
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
現
代
建
築
」
で
ラ
ス
キ
ン
を
称
賛
し
た
時
期
に
フ
リ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
学
ん
だ
友
人
同
士
で
あ
り
、
の
ち
ク
ッ
ク
を
最
年
長
者
と
し
て
、
こ
の
三
人
お
よ
び
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
〔
一
八
四
〇
―
一
九
三
〇
〕
や
ト
ー
マ
ス
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ァ
ラ
ー
〔
一
八
三
八
―
一
八
九
一
〕
ら
の
芸
術
家
が
集
ま
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
組
織
さ
れ
る
。
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
こ
の
よ
う
な
次
世
代
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
、
ク
ッ
ク
と
な
ら
び
、
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
熱
を
象
徴
す
る
論
客
だ
っ
た
。 
 
一
八
五
八
年
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
「
様
式
論
」
(
一
六
八)
は
、「
芸
術
の
母
で
あ
る
自
然
は
建
築
家
が
行
う
統
御
の
た
め
の
唯
一
の
指
導
原
理
」(
一
六
九) 
で
あ
る
と
定
め
た
点
に
お
い
て
、
の
ち
に
『
芸
術
の
本
質
と
機
能
』
で
展
開
さ
れ
る
有
機
的
建
築
論
の
萌
芽
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
。
し
か
し
同
論
は
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
、
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
の
超
越
論
的
自
然
観
の
議
論
に
沿
う
も
の
と
し
て
、
当
時
の
美
術
批
評
界
に
お
け
る
一
般
思
潮
と
基
調
を
と
も
に
し
て
い
た
。 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、「
す
べ
て
の
芸
術
の
な
か
で
も
建
築
は
唯
一
、
特
定
の
模
範
が
な
い
ま
ま
、
自
然
の
手
本
を
模
倣
し
て
構
成
さ
れ
た
造
形
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(
一
七
〇) 
の
で
あ
り
、
建
築
家
に
と
っ
て
は
「
自
然
を
模
倣
す
る
こ
と
が
唯
一
の
答
え
」(
一
七
一)
で
あ
っ
た
。「
彼
女
〔
自
然
〕
は
人
間
を
、
ラ
イ
オ
ン
を
、
羊
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を
、
山
々
を
、
雲
を
、
木
々
等
々
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
か
？
彼
女
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
個
別
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
構
成
し
、
そ
の
構
成
を
最
大
限
に
美
し
く
す
る
―
そ
れ
自
体
に
固
有
の
あ
ら
ゆ
る
美
だ
」(
一
七
二)
。 
同
論
は
こ
の
よ
う
な
、
生
物
に
み
ら
れ
る
合
理
的
な
配
置
解
決
を
建
築
に
応
用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
数
年
前
の
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」
と
き
わ
め
て
似
か
よ
っ
て
い
た
。
彼
は
歴
史
様
式
の
選
択
の
問
題
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
建
築
は
科
学
の
進
歩
に
な
ら
い
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、「
真
の
建
築
家
は
い
つ
の
時
代
も
、
目
的
に
合
わ
せ
て
．
．
．
．
．
．
．
、
か
つ
最
大
限
の
美
を
も
た
せ
た
建
物
を
構
築
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。―
そ
の
建
物
の
構
造
の
本
質
を
表
現
す
べ
き
美
を
」(
一
七
三) 
と
語
る
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
明
確
に
構
造
合
理
主
義
の
立
場
を
と
る
。 
そ
う
し
て
彼
は
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」
の
論
旨
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、
船
舶
の
科
学
的
発
展
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
科
学
に
則
ら
な
い
、
進
歩
的
で
は
な
い
建
築
を
論
難
す
る
。「
現
代
の
造
船
技
師
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ガ
リ
オ
ッ
ト
や
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
ベ
ッ
セ
ル
や
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
な
ら
っ
て
艤
装
さ
れ
た
ボ
ー
ト
を
製
造
す
る
人
間
な
ど
い
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
建
築
家
は
そ
う
な
の
で
あ
る
。」(
一
七
四) 
こ
う
し
た
諸
点
に
お
い
て
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
に
と
っ
て
「
建
築
と
は
理
論
上
、
そ
の
建
設
を
引
き
起
こ
し
た
思
想
ア
イ
デ
ア/
イ
デ
ア
を
構
造
の
有
機
体
の
な
か
で
象
徴
し
表
現
す
る
芸
術
〔
技
術
ア
ー
ト
〕」（
一
七
五
）
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
超
越
論
的
な
造
物
主
信
仰
の
も
と
に
自
然
を
そ
の
模
範
と
し
た
。
彼
に
と
っ
て
自
然
界
に
存
在
す
る
「
美
は
聖
な
る
も
の
」(
一
七
六)
な
の
で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
に
こ
そ
模
倣
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
建
築
史
観
に
よ
れ
ば
「
ギ
リ
シ
ャ
建
築
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
展
開
に
は
繋
が
り
が
あ
り
、
そ
の
結
節
点
と
な
る
の
が
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
」(
一
七
七)
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
理
想
に
定
め
た
が
、
こ
の
嗜
好
は
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
主
知
主
義
と
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
信
仰
を
調
停
す
る
た
め
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
こ
の
理
想
は
、
彼
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
解
釈
に
も
反
映
す
る
。
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
『
建
築
の
七
燈
』
に
言
及
さ
れ
た
ピ
サ
大
聖
堂
や
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
・
イ
ン
・
フ
ォ
ロ
な
ど
を
仄
め
か
し
な
が
ら
、「
他
の
ど
の
建
築
表
現
よ
り
も
イ
タ
リ
ア
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
賛
美
し
た
」(
一
七
八) 
人
物
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
描
く（F
ig
.7
）。「
し
か
し
そ
の
一
方
、情
熱
的
で
寛
大
な
彼
は
、
無
視
も
で
き
ず
に
仕
方
な
く
北
方
ゴ
シ
ッ
ク
に
も
敬
意
を
表
し
た
」(
一
七
九)
の
だ
っ
た
。 
こ
れ
は
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
に
よ
る
意
図
的
な
歪
曲
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
五
〇
年
代
当
時
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
必
ず
し
も
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
賛
美
の
書
と
は
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
同
書
内
で
言
及
さ
れ
、
図
示
さ
れ
た
作
例
の
様
式
に
は
も
と
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
、
み
ず
か
ら
の
様
式
理
解
と
照
ら
し
合
わ
せ
、『
七
燈
』
の
建
築
理
念
を
自
由
に
解
釈
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。 
一
方
、『
七
燈
』
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
発
売
の
直
後
に
ロ
ン
ド
ン
と
ほ
ぼ
同
時
発
売
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
衰
亡
史
で
あ
る
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
の
紹
介
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
同
書
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
は
第
一
巻
が
ロ
ン
ド
ン
と
同
年
（
一
八
五
一
）
に
発
売
さ
れ
た
の
み
で
、
三
巻
揃
が
発
売
さ
れ
る
の
は
一
八
六
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
二
つ
の
道
』
ア
メ
リ
カ
版
の
発
売
（
一
八
五
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
と
同
年
）
と
近
接
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
が
ア
メ
リ
カ
で
多
数
の
読
者
を
え
る
の
は
六
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
読
者
の
な
か
で
ゴ
シ
ッ
ク
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
さ
れ
る
の
は
、
ワ
イ
ト
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
世
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 
 「
鋳
鉄
装
飾
建
築
」 
一
方
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
「
装
飾
建
築
に
お
け
る
鋳
鉄
」
は
、
当
時
の
「
様
式
の
戦
い
」
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
超
党
派
的
な
視
点
か
ら
「
人
間
的
な
芸
術
」(
一
八
〇) 
と
し
て
の
建
築
表
現
を
模
索
し
た
。 
彼
は
一
八
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
か
け
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の 
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Fig.7 ルッカのサン・ミケーレ教会（『建築の七燈』図版） 
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国
内
受
容
に
尽
力
し
た
建
築
理
論
家
だ
っ
た
。
し
か
し
「
装
飾
建
築
に
お
け
る
鋳
鉄
」
の
内
容
に
示
さ
れ
る
通
り
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
構
造
合
理
主
義
理
論
は
む
し
ろ
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
化
（
あ
る
い
は
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
国
内
受
容
）
に
先
だ
っ
て
明
言
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
思
想
を
誘
引
し
た
の
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
工
業
発
展
で
こ
そ
あ
り
、
そ
の
工
業
発
展
に
宗
教
的
意
義
を
み
い
だ
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
先
だ
つ
エ
マ
ー
ソ
ン
受
容
お
よ
び
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
嫡
子
で
あ
る
。 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
、
ク
ッ
ク
よ
り
五
歳
下
の
世
代
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
形
成
場
面
を
直
接
目
の
当
た
り
に
し
て
は
い
な
か
っ
た
。 
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
ら
の
世
代
の
美
論
が
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
と
、
そ
の
延
長
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
論
を
前
提
知
識
と
し
て
有
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
四
〇
年
代
に
形
づ
く
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
世
界
観
的
前
提
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
世
代
に
は
す
で
に
、
こ
の
二
人
の
名
と
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
連
想
関
係
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
過
去
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
お
い
て
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
工
業
建
築
の
可
能
性
を
論
じ
る
上
で
の
参
照
点
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
が
出
現
し
た
直
後
か
ら
は
、
そ
の
名
は
鉄
構
造
に
対
す
る
反
対
論
と
同
義
に
な
り
始
め
た
。 
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
と
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
を
隔
て
る
十
年
の
年
齢
差
に
よ
っ
て
、
前
者
に
は
す
で
に
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
ド
グ
マ
〟
（
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
せ
よ
、
他
人
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
論
の
援
用
に
せ
よ
）
に
強
い
て
固
執
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
て
間
も
な
く
ハ
ン
ト
が
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
働
い
た
。
彼
の
回
想
録
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
に
は
、「
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
宗
教
的
熱
意
と
、
ラ
ス
キ
ン
の
華
々
し
い
レ
ト
リ
ッ
ク
や
詩
的
表
現
で
持
ち
こ
た
え
て
い
た
」（
一
八
一
）
中
世
主
義
の
時
代
、「
情
緒
は
激
し
く
か
き
た
て
ら
れ
た
が
、
規
律
は
お
し
黙
っ
て
い
た
」（
一
八
二
）
そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
状
況
を
俯
瞰
し
て
見
る
余
地
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
た
だ
し
、
当
時
ラ
ス
キ
ン
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
さ
れ
、
語
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
賛
美
さ
れ
忌
避
さ
れ
て
い
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
〇
年
代
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
論
壇
で
ラ
ス
キ
ン
の
名
が
非
常
な
権
勢
を
揮
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
多
読
家
で
あ
っ
た
若
年
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
、
む
ろ
ん
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
は
読
ん
で
い
た(
一
八
三)
。
そ
の
時
代
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
と
し
て
、
建
築
家
と
し
て
経
験
し
た
一
人
と
し
て
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
ま
た
生
涯
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。 
 
十
番
街
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
ち
だ
が
、
教
育
は
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
そ
の
後
彼
は
、
大
学
卒
業
と
と
も
に
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ネ
ル
〔
一
八
二
〇
―
一
八
九
三
〕
の
事
務
所
に
入
所
、
お
よ
そ
三
年
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ン
ト
の
事
務
所
に
移
っ
た
。
ハ
ン
ト
は
当
時
、
ロ
シ
タ
ー
邸
（
一
八
五
五
―
五
七
）
等
で
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
て
い
た
頃
で
あ
る
。
彼
の
事
務
所
に
お
け
る
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
同
期
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ク
ス
タ
ー
・
ガ
ン
ブ
リ
ル
〔
一
八
三
二
―
一
八
八
〇
〕
お
よ
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
を
工
学
の
学
位
で
卒
業
し
た
直
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ポ
ス
ト
〔
一
八
三
七
―
一
九
一
三
〕
が
い
た
。
後
者
の
二
人
は
の
ち
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
組
む
こ
と
と
な
る
が
、
当
時
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
生
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
。
そ
の
翌
年
、
ハ
ン
ト
事
務
所
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ア
（
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
の
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
）
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
ら
の
入
所
を
み
て
お
り
、
南
北
戦
争
直
前
の
「
満
ち
足
り
た
、
驚
き
と
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
時
代
」
(
一
八
四)
と
し
て
に
わ
か
に
活
気
づ
い
て
い
た
。 
ハ
ン
ト
は
当
時
、
そ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
間
借
り
し
て
い
た
ア
ト
リ
エ
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居
か
ら
、
十
番
街
の
ス
タ
ジ
オ
へ
と
活
動
拠
点
を
移
し
て
い
る
途
中
だ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
ハ
ン
ト
の
設
計
に
よ
り
一
八
五
七
年
に
竣
工
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
業
場
と
展
示
場
を
含
む
、
芸
術
家
の
た
め
の
居
住
場
所
兼
サ
ロ
ン
と
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
は
な
い
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
を
示
し
た
（F
ig
.8
）(
一
八
五)
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
を
含
む
ハ
ン
ト
・
ア
ト
リ
エ
の
一
期
生
は
こ
こ
に
間
借
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
六
〇
年
ま
で
に
年
長
者
と
し
て
タ
ッ
カ
ー
マ
ン
お
よ
び
、
先
述
の
ウ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ジ
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
〔
一
八
二
三
―
一
八
九
四
〕
な
ど
の
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
派
の
画
家
た
ち
も
数
多
く
入
居
し
た
ほ
か
、
当
時
二
十
代
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
〔
一
八
三
五
―
一
九
一
〇
〕
や
、
さ
ら
に
若
年
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
も
入
居
し
た
。
ま
た
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
の
編
集
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
時
期
の
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
も
こ
こ
に
居
を
構
え
て
い
た
（
一
八
六
）
。 
当
時
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、「
ゴ
シ
ッ
ク
党
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
党
の
あ
い
だ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
論
争
の
た
め
に
、
あ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
」(
一
八
七)
時
代
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
彷
徨
者
の
一
人
だ
っ
た
。
一
八
六
〇
年
お
よ
び
そ
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
「
尖
塔
に
つ
い
て
」(
一
八
八)
と
「
ギ
リ
シ
ャ
の
線
」(
一
八
九)
は
、
彼
の
な
か
に
混
在
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
賛
美(
一
九
〇)
と
グ
レ
コ
=
ロ
ー
マ
ン
賛
美
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
し
て
い
た
。 
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
彷
徨
の
さ
な
か
に
お
い
て
、
彼
の
建
築
論
の
中
核
は
五
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。 
た
し
か
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
は
歴
史
様
式
の
選
択
の
問
題
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ザ
ー
ル
生
第
一
号
建
築
家
の
ハ
ン
ト
の
出
現
以
降
、
そ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス
派
と
フ
ラ
ン
ス
派
の
見
か
け
上
の
分
裂
が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
た
。
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
の
鋳
鉄
装
飾
論
争
も
、
こ
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
派
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
ハ
ン
ト
派
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
党
派
抗
争
と
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
と
き
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
反
論
に
は
、
そ
の
よ
う
な
派
閥
的
な
発
言
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
敵
対
関
係
は
八
〇
年
代
へ
と
も
つ
れ
込
み
、
の
ち
に 
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は
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
『
本
質
と
機
能
』
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
対
す
る
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
強
い
非
難
を
呼
ん
だ
。 
し
か
し
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
は
、
そ
う
し
た
分
裂
の
背
景
に
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
文
筆
に
培
わ
れ
、
ま
た
、
当
時
の
工
業
発
展
に
後
押
し
さ
れ
た
建
築
思
想
の
底
流
が
存
在
し
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
、
彼
ら
ふ
た
り
の
建
築
思
想
の
共
通
の
土
台
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る(
一
九
一)
。
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
「
装
飾
建
築
に
お
け
る
鋳
鉄
」(
一
九
二)
に
み
ら
れ
る
建
設
技
術
知
識
の
誤
り
を
集
中
的
に
論
難
し
た
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
の
背
景
に
は
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
「
様
式
論
」
で
前
提
と
し
た
創
造
論
が
あ
り
、
そ
の
理
想
と
す
る
建
築
も
彼
と
同
様
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
立
脚
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
は
、
神
と
人
間
と
の
〝
対
立
〟
を
主
題
と
し
た
点
に
お
い
て
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。「
職
人
の
技
能
は
神
の
技
能
を
隠
そ
う
と
し
た
り
、神
の
技
能
と
相
反
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
は
し
な
い
」(
一
九
三) 
と
、
人
為
と
自
然
法
則
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
も
、
彼
は
、
神
が
自
然
の
な
か
に
有
さ
な
い
人
間
の
技
能
を
論
じ
る
こ
と
で
、
建
築
の
な
か
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
、
人
間
の
知
性
の
優
位
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
 
人
間
的
神
性
と
建
築
表
現 
一
八
五
八
年
末
の
Ａ
Ｉ
Ａ
大
会
で
読
ま
れ
た
そ
の
論
文
に
は
「
装
飾
建
築
に
お
け
る
鋳
鉄
」
の
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
補
足
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
定
義
す
る
〝
装
飾
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
と
は
、「
単
な
る
表
層
的
な
装
飾
シ
ス
テ
ム
」(
一
九
四)
で
も
な
け
れ
ば
、「
構
造
的
表
現
を
説
明
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
す
べ
て
手
際
よ
く
隠
す
」(
一
九
五)
も
の
で
も
な
く
、「
あ
の
唯
一
の
純
粋
な
泉
―
構
造
的
必
然
―
か
ら
直
接
に
発
生
」(
一
九
六)
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
文
脈
で
使
わ
れ
る
〝
鋳
鉄
〟
の
語
は
、
鋳
型
さ
れ
た
非
構
造
材
の
鉄
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
当
時
使
わ
れ
始
め
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
に
代
表
さ
れ
た
、
構
造
材
と
し
て
の
鉄
全
般
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
彼
が
装
飾
と
し
て
注
目
し
た
の
も
、
リ
ベ
ッ
ト
や
ア
ン
カ
ー
な
ど
の
、
直
接
的
な
構
造
部
材
そ
の
も
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
鉄
製
工
業
部
材
の
設
置
が
機
械
的
作
業
と
し
て
反
復
的
で
あ
る
こ
と
を
、
人
間
の
知
の
表
現
と
し
て
讃
え
、
神
に
対
す
る
人
間
の
優
越
性
を
示
し
た
。
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
神
は
無
限
の
変
化
を
表
現
す
る
が
、
反
面
に
お
い
て
、
完
全
な
同
形
反
復
を
し
な
い
。「
建
築
に
反
復
を
使
う
の
は
、
そ
れ
が
『
人
為
的
な
無
限
』
を
表
現
し
う
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
そ
れ
が
人
間
の
作
業
と
神
の
作
業
を
も
っ
と
も
区
別
す
る
質
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
が
あ
る
。
神
の
作
業
は
二
度
と
繰
り
か
え
さ
れ
な
い
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
。
人
間
は
、
自
然
の
造
形
の
教
育
的
な
美
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
創
作
活
動
に
お
い
て
自
然
か
ら
よ
り
多
く
を
得
れ
ば
こ
そ
、
自
ら
の
知
的
自
由
と
、
自
ら
の
知
性
の
創
造
的
な
能
力
を
よ
り
大
胆
に
行
使
す
る
よ
う
に
な
る
。〔
…
〕
反
復
．
．
は
、
創
造
に
お
い
て
人
間
が
自
然
と
匹
敵
す
る
こ
と
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
神
に
似
た
ゴ
ッ
ド
ラ
イ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
多
様
性
．
．
．
は
人
間
の
多
才
と
自
然
賛
美
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
愛
お
し
い
。
人
間
が
自
身
の
作
業
の
な
か
で
そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
、
人
間
に
よ
る
芸
術
の
勝
利
な
の
で
あ
る
。」(
一
九
七) 
そ
う
し
て
、
そ
の
同
形
反
復
を
、
建
築
表
現
の
上
で
可
能
な
ら
し
め
る
の
が
鉄
だ
っ
た
。「
彼
ら
は
ば
か
に
し
て
そ
れ
を
『
鋳
鉄
の
時
代
』
と
呼
ん
だ
。
だ
が
、
も
し
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
ら
？
そ
れ
な
ら
ば
、
鋳
鉄
建
築
に
そ
れ
を
表
現
せ
し
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」(
一
九
八)
。
彼
が
そ
う
言
い
え
た
の
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
北
東
部
に
浸
透
し
て
い
た
、
自
国
の
工
業
に
か
け
る
自
負
の
た
め
で
あ
る
。
―
― 
 
鉄
は
安
く
、
早
く
簡
単
に
施
工
で
き
、
す
ば
や
く
ど
の
よ
う
な
形
に
も
な
る
。
現
在
の
社
会
の
状
態
の
な
か
で
は
、
鉄
の
こ
れ
ら
の
性
質
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
断
じ
る
よ
う
な
、「
す
で
に
障
害
物
の
多
い
道
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
、
非
常
に
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多
く
の
新
た
な
障
害
物
」
で
は
な
い
。
こ
の
金
属
は
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
大
衆
建
築
の
財
と
し
て
特
に
貴
重
な
の
で
あ
る
。〔
…
〕
こ
の
芸
術
〔
建
築
〕
は
象
徴
的
か
つ
記
念
的
な
言
語
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
む
し
ろ
、
そ
の
構
成
要
素
は
、
一
般
的
に
な
り
手
に
入
り
易
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
高
度
に
真
実
か
つ
正
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。(
一
九
九) 
 
そ
し
て
こ
の
自
負
が
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
個
人
の
信
条
を
超
え
、
工
業
信
仰
と
し
て
宗
教
的
な
意
味
を
帯
び
な
が
ら
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
八
五
〇
年
代
半
ば
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
批
評
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
ラ
ス
キ
ン
の
論
は
〝
芸
術
に
お
け
る
神
的
な
る
も
の
ザ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
の
存
在
を
最
も
直
接
的
に
言
及
し
て
い
る
〟
も
の
と
し
て
、
そ
の
信
仰
の
理
論
的
基
礎
と
さ
れ
た
。 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
場
合
に
は
、
そ
の
同
じ
信
仰
を
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
論
難
の
な
か
で
語
る
。「
人
間
は
同
じ
事
を
二
度
考
え
た
り
し
た
り
す
る
こ
と
は
稀
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ラ
ス
キ
ン
は
、『
す
べ
て
の
高
等
な
装
飾
は
絶
え
間
な
く
多
様
に
変
化
し
続
け
る
装
飾
で
あ
る
。
変
化
し
な
い
も
の
を
見
た
ら
、
下
等
な
装
飾
あ
る
い
は
下
等
な
流
派
の
装
飾
だ
と
考
え
て
よ
い
』と
熱
弁
し
た
」(
二
〇
〇)
。し
か
し
、
「
科
学
が
す
で
に
個
人
の
労
働
を
破
壊
し
、
機
械
労
働
を
そ
の
後
続
に
つ
け
た
」
(
二
〇
一)
い
ま
、「
我
々
が
指
名
さ
れ
そ
の
表
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
と
は
、
個
の
時
代
で
は
な
く
、
集
合
体
の
時
代
」(
二
〇
二)
な
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
語
る
、
個
人
が
思
考
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
同
士
の
協
働
・
集
積
と
し
て
の
、
科
学
的
知
の
表
現
が
現
代
に
は
求
め
ら
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
現
代
の
精
神
の
特
質
を
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
精
神
は
知
性
の
精
神
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
人
の
精
神
は
見
栄
の
精
神
で
あ
り
、
中
世
人
の
精
神
は
奉
献
と
手
仕
事
の
精
神
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
我
々
の
精
神
は
何
と
言
っ
て
も
機
械
の
精
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(
二
〇
三)
。
そ
の
機
械
の
精
神
と
は
、
知
性
の
精
神
を
超
え
、
奉
献
の
精
神
を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
人
間
が
神
に
な
り
か
わ
り
、
自
然
を
再
創
造
す
る
精
神
に
他
な
ら
な
い
。 
こ
の
主
題
は
、
一
八
六
一
年
に
匿
名
で
発
表
し
た
「
ギ
リ
シ
ャ
の
線
」（
二
〇
四
）
の
な
か
で
、
さ
ら
な
る
ギ
リ
シ
ャ
建
築
賛
美
の
か
た
ち
を
と
っ
て
詳
述
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
建
築
と
は
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
限
り
に
お
い
て
、
理
性
と
感
性
が
和
解
し
た
も
っ
と
も
高
度
な
表
現
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
謙
虚
な
態
度
の
な
か
で
、「『
ち
い
さ
く
、
名
も
な
く
、
思
い
だ
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
優
し
さ
と
愛
の
行
い
』
は
、
我
々
の
な
か
に
あ
る
神
的
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
な
精
神
の
反
映
」（
二
〇
五
）
と
な
る
。
そ
こ
に
は
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
美
へ
の
崇
敬
・
恋
慕
が
あ
り
、
「
こ
の
贈
り
も
の
〔
美
〕
は
、
心
よ
り
の
信
仰
心
を
も
っ
て
、
神
の
手
か
ら
、
有
限
な
知
性
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
る
。
そ
の
信
仰
心
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
芸
術
で
あ
る
」（
二
〇
六
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
現
し
た
芸
術
と
は
、
神
に
対
す
る
崇
拝
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
理
性
の
崇
拝
物
と
な
る
。
―
― 
 
彼
〔
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
〕
の
芸
術
の
美
し
さ
は
考
え
抜
か
れ
た
美
し
さ
．
．
．
．
．
．
．
．
．
―
―
思
考
と
学
習
の
美
し
さ
で
あ
る
。
彼
の
線
は
創
造
．
．
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
能
．
．
や
模
倣
．
．
で
は
な
い
。
そ
れ
は
愛
の
深
み
よ
り
来
た
る
。
美
に
対
す
る
感
受
性
と
、
美
を
愛
で
創
造
す
る
力
を
育
み
洗
練
さ
せ
る
の
が
彼
の
宗
教
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
の
芸
術
作
品
は
神
の
ご
と
き
人
間
に
対
す
る
崇
拝
行
為
で
あ
り
そ
の
表
現
と
な
る
。（
二
〇
七
） 
 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
、「
自
身
の
神
々
と
と
も
に
滅
び
た
古
代
国
家
の
な
か
で
も
我
々
の
共
感
に
最
も
近
く
訴
え
か
け
る
の
が
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
」（
二
〇
八
）
の
は
、
彼
ら
が
知
性
に
よ
っ
て
被
造
世
界
を
把
握
し
、
そ
の
把
握
内
容
を
抽
象
的
な
線
に
よ
っ
て
創
造
的
に
表
現
し
え
た
こ
と
に
よ
る
。「
抽
象
的
な
線
は
人
間
思
考
の
凝
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集
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
的
象
徴
で
あ
り
、
偉
大
な
る
人
間
的
〝
宇
宙
コ
ス
モ
ス
〟
の
芸
術
的
顕
現
」
（
二
〇
九
）
な
の
で
あ
る
。
そ
の
表
現
媒
体
と
し
て
最
善
・
最
高
な
の
は
建
築
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
建
築
が
諸
芸
の
な
か
で
も
最
も
人
間
的
な
．
．
．
．
も
の
で
あ
り
、
そ
の
線
が
ど
の
よ
う
な
線
よ
り
も
最
も
人
間
的
で
あ
る
．
．
．
．
．
．
」（
二
一
〇
）
た
め
に
よ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
と
き
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
〝
人
間
〟
の
語
で
示
し
た
も
の
と
は
、
半
神
と
し
て
の
人
間
像
で
あ
る
。 
 
〝
ラ
ス
キ
ン
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
〟
と
の
矛
盾 
一
方
、「
装
飾
建
築
に
お
け
る
鋳
鉄
」
か
ら
二
週
間
後
に
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
へ
の
反
対
声
明
を
読
み
上
げ
た
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
主
張
に
は
、「
様
式
論
」
で
展
開
さ
れ
た
抽
象
的
議
論
は
み
ら
れ
な
い
。
彼
は
Ａ
Ｉ
Ａ
設
立
に
関
与
し
た
建
築
家
と
し
て
、
ハ
ン
ト
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
〔
一
八
二
七
―
一
九
一
九
〕、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
リ
ー
・
モ
ー
ル
ド
〔
一
八
二
五
―
一
八
八
六
〕
ら
の
年
長
で
あ
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
で
は
中
堅
の
位
置
を
占
め
て
い
た
人
物
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
二
十
代
半
ば
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
そ
の
反
論
は
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
華
々
し
い
レ
ト
リ
ッ
ク
や
詩
的
表
現
に
よ
っ
て
情
緒
が
激
し
く
か
き
た
て
ら
れ
た
〟
う
ち
の
一
人
に
よ
る
、
ラ
ス
キ
ン
擁
護
の
た
め
の
感
情
論
の
側
面
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
議
場
を
と
り
ま
き
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
か
否
か
の
立
場
表
明
を
強
制
す
る
、
ほ
と
ん
ど
脅
迫
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
さ
え
含
ま
れ
て
い
た
。
―
― 
 
も
っ
と
も
大
胆
で
、
も
っ
と
も
ひ
た
む
き
で
、
も
っ
と
も
熱
心
な
芸
術
唱
道
者
ラ
ス
キ
ン
．
．
．
．
。
彼
は
そ
の
個
性
の
す
べ
て
を
注
い
で
、
社
会
に
大
き
な
恵
み
を
授
け
た
。
彼
の
経
歴
は
き
っ
と
未
来
の
世
代
に
も
称
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
思
想
家
で
芸
術
を
愛
す
る
彼
も
、
残
念
な
が
ら
機
械
工
で
は
な
い
。
も
し
彼
が
機
械
工
で
あ
っ
た
な
ら
、
建
物
の
外
部
に
鋳
鉄
を
用
い
て
は
い
け
な
い
第
一
の
理
由
に
、
実
践
に
適
さ
な
い
と
い
う
自
明
の
点
を
挙
げ
て
い
た
だ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
問
い
を
純
粋
に
芸
術
的
な
観
点
か
ら
の
み
扱
っ
た
が
、
私
は
常
に
、
彼
は
す
で
に
確
固
た
る
立
場
を
築
い
た
と
信
じ
て
い
た
。
だ
が
、
注
意
ぶ
か
く
能
力
も
あ
る
、
彼
の
作
品
の
ひ
と
り
の
．
．
．
．
読
者
〔
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
〕
は
ま
だ
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
(
二
一
一) 
 
し
か
し
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
主
張
の
細
目
を
見
て
み
る
と
、
鉄
を
構
造
体
（
壁
体
）
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
関
す
る
彼
の
積
極
的
反
論
は
、
低
予
算
で
使
う
と
疎
に
な
る
、
熱
伝
導
率
が
高
い
、
耐
火
性
に
劣
る
、
と
い
っ
た
点
で
あ
り
、
鉄
構
造
に
は
技
術
的
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
、
列
席
の
建
築
家
か
ら
の
反
論
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
彼
が
敢
え
て
石
や
煉
瓦
の
積
石
造
を
推
す
べ
き
理
由
に
か
ん
し
て
も
、
豊
富
に
存
在
し
物
性
が
安
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
外
、
そ
の
論
に
は
決
定
打
が
な
い
。 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
論
が
さ
ら
に
奇
妙
で
あ
っ
た
の
は
、
一
見
ラ
ス
キ
ン
の
論
の
擁
護
に
よ
り
鉄
構
造
に
反
対
の
姿
勢
を
み
せ
る
彼
自
身
も
ま
た
、
実
は
鉄
構
造
の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
論
内
に
お
い
て
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
鉄
構
造
に
対
す
る
賛
否
は
む
し
ろ
肯
定
に
傾
い
て
い
る
。
こ
こ
で
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
今
や
鉄
構
造
は
「
隠
さ
れ
た
構
造
．
．
．
．
．
．
で
は
な
く
、
現
代
的
構
造
に
必
須
の
、
最
重
要
要
素
と
し
て
白
昼
公
然
と
表
に
出
て
い
る
構
造
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」(
二
一
二) 
こ
と
、「
建
物
の
建
設
に
お
い
て
も
、
圧
延
鉄
の
梁
や
ボ
ッ
ク
ス
ガ
ー
ダ
ー
は
プ
ロ
も
熱
烈
に
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
な
造
形
も
既
に
開
発
さ
れ
て
い
る
」(
二
一
三)
こ
と
な
ど
を
認
め
な
が
ら
、「
も
し
現
代
的
素
材
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
グ
ッ
タ
ペ
ル
カ
〔
ゴ
ム
〕
も
使
う
」(
二
一
四)
こ
と
、「
時
代
遅
れ
の
偏
見
に
ば
か
り
取
り
つ
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
な
ら
、
鉄
の
梁
、
鉄
の
屋
根
、
鉄
の
サ
ッ
シ
ュ
の
、
上
質
の
石
造
家
屋
を
作
っ
て
や
っ
て
も
い
い
」(
二
一
五)
こ
と
に
さ
え
言
及
し
た
。 
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そ
う
し
て
彼
は
、
機
能
主
義
的
観
点
か
ら
、
鉄
構
造
の
美
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
「
た
と
え
ば
蒸
気
機
関
の
造
形
は
、
み
ず
か
ら
の
目
的
の
痕
跡
を
戴
く
が
ゆ
え
、
ま
た
、
素
材
が
目
的
に
対
し
大
い
に
適
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
美
し
い
」(
二
一
六)
の
で
あ
る
。 
こ
の
論
争
に
お
け
る
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
ラ
ス
キ
ン
の
ド
グ
マ
に
則
り
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
の
姿
勢
を
と
っ
た
が
、
実
際
彼
も
、
建
築
の
実
践
に
お
い
て
鋳
鉄
の
利
用
自
体
を
拒
絶
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
一
八
五
三
年
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
時
点
で
す
で
に
、
鋳
鉄
と
ガ
ラ
ス
の
可
能
性
を
紙
上
実
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
（F
ig
.9
）。
こ
の
案
で
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
鋳
鉄
柱
と
ト
ラ
ス
、
張
力
ケ
ー
ブ
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
大
屋
根
に
よ
る
大
空
間
に
挑
戦
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
案
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
水
晶
宮
を
技
術
的
に
進
歩
さ
せ
る
試
み
で
も
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
実
験
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
地
階
の
外
壁
は
鋳
鉄
の
三
角
形
の
バ
ッ
ト
レ
ス
で
支
え
ら
れ
、
そ
の
合
間
に
入
る
補
助
ト
ラ
ス
に
は
、
い
ば
ら
装
飾
を
も
つ
円
形
の
鋳
鉄
部
材
が
採
用
さ
れ
た
。 
 
『
七
燈
』
の
出
現
以
降
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
近
代
の
建
築
論
壇
は
、
そ
の
は
じ
ま
り
か
ら
広
い
意
味
で
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
で
あ
る
。
し
か
し
狭
義
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
と
れ
ば
、
彼
ら
の
各
々
は
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
で
あ
り
、
か
つ
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
は
、
超
越
論
の
文
脈
の
な
か
で
理
解
・
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
容
の
初
期
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
そ
の
も
の
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
は
、
一
方
で
は
有
機
的=
機
能
的
建
築
観
の
象
徴
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
新
た
な
建
設
技
術
を
否
認
す
る
後
進
性
の
象
徴
と
も
な
っ
た
。
同
国
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
初
期
に
お
い
て
、
そ
の
も
っ
と
も
混
乱
し
た
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
鋳
鉄
装
飾
論
争
で
あ
る
。 
 発
端
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容 
五
〇
年
代
の
建
築
家
た
ち
は
一
面
に
お
い
て
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
党
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
党
の
あ
い
だ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
論
争
〟
に
参
画
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
当
時
の
彼
ら
の
論
理
的
根
拠
は
単
な
る
様
式
選
択
の
問
題
を
こ
え
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
抽
象
的
な
建
築
様
式
ス
タ
イ
ル
の
問
題
を
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
思
想
的
背
景
の
も
と
に
解
釈
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
他
国
の
言
説
に
対
す
る
参
照
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
国
外
の
思
想
・
原
理
の
逐
語
的
な
吸
収
は
意
味
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
国
外
に
典
拠
を
も
と
め
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
固
有
の
新
た
な
建
築
文
化
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
た
内
容
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
異
端
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
国
の
建
築
論
壇
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ら
の
新
奇
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
保
守
的
反
動
は
な
か
っ
た
。 
一
八
五
〇
年
前
後
に
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
ほ
ぼ
全
域
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
建
築
論
壇
を
広
範
に
取
り
巻
く
変
革
へ
の
機
運
も
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
七
燈
』
出
版
の
背
景
に
は
そ
れ
に
先
だ
つ
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
受
容
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
明
文
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
自
然
観
と
の
親
和
性
も
よ
か
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
に
即
座
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。 
こ
の
初
期
の
受
容
過
程
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
仔
細
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
た
ち
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
自
国
の
建
築
的
感
性
を
鼓
舞
し
、
後
ろ
だ
て
る
典
拠
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
理
解
が
、
自
国
の
超
越
論
の
議
論
を
き
わ
め
て
強
く
反
映
し
て
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 
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ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
、
先
在
す
る
超
越
論
お
よ
び
同
時
代
的
な
工
業
の
発
展
を
背
景
に
も
つ
、
機
能
主
義
者=
超
越
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
像
を
形
成
し
た
。
特
に
エ
マ
ー
ソ
ン
の
場
合
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
自
然
論
に
自
身
の
論
と
の
近
親
性
を
感
じ
、
ま
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
後
続
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
位
置
づ
け
て
い
た
た
め
に
、
ラ
ス
キ
ン
を
明
確
に
そ
の
よ
う
に
理
解
し
宣
伝
し
た
。
一
方
、
そ
の
他
の
建
築
家
、
建
築
批
評
家
た
ち
は
、
す
で
に
多
岐
に
わ
た
る
含
意
を
も
つ
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
を
援
用
し
な
が
ら
自
身
の
建
築
論
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
彼
ら
自
身
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
新
た
な
解
釈
を
付
け
加
え
て
い
っ
た
。 
 
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
八
五
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
す
で
に
混
沌
と
し
た
様
相
を
呈
し
は
じ
め
た
。
当
時
、
彼
の
建
築
論
に
は
生
命
的=
機
能
的
理
論
と
し
て
の
理
解
や
支
持
が
あ
っ
た
半
面
、
彼
の
工
業
の
発
展
に
背
を
向
け
た
保
守
的
な
姿
勢
や
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
へ
の
無
理
解
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
当
時
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
依
拠
し
て
い
た
建
築
家
た
ち
に
よ
っ
て
す
ら
、
無
意
識
的
な
疑
義
の
目
を
向
け
ら
れ
て
い
た
。
以
降
、
ワ
イ
ト
や
ス
タ
ー
ジ
ス
ら
が
〝
建
築
の
真
実
〟
を
宣
撫
す
る
背
景
に
、
す
で
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
す
る
こ
う
し
た
多
義
的
な
理
解
や
、
錯
綜
し
た
感
情
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。 
鋳
鉄
建
築
論
争
以
降
、
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
と
っ
て
の
転
換
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ザ
ー
ル
留
学
を
契
機
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
建
築
界
と
の
情
報
交
流
を
深
め
て
い
く
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
参
照
点
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
建
築
界
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
み
ら
れ
る
明
示
的
な
ラ
ス
キ
ン
へ
の
依
拠
と
と
も
に
、
ハ
ン
ト
以
降
の
世
代
の
建
築
家
・
建
築
理
論
家
た
ち
に
よ
る
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
〔
一
八
一
四
―
一
八
七
九
〕
受
容
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。 
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
建
築
の
革
命
を
代
表
す
る
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
と
の
比
較
言
及
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
な
か
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
そ
こ
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
に
対
す
る
解
釈
を
制
約
し
、
方
向
づ
け
た
の
も
ま
た
、
ラ
ス
キ
ン
の
場
合
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
固
有
の
建
築
思
想
の
文
脈
で
あ
る
。
そ
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
な
か
で
五
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
観
は
大
き
な
推
敲
を
蒙
り
、
そ
の
後
長
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
に
と
り
つ
く
こ
と
と
な
る
、
ラ
ス
キ
ン
嫌
悪
の
潮
流
―
「
ポ
ス
ト
・
ク
レ
ヨ
ン
」
の
時
代
(
二
一
七)
―
が
は
じ
ま
る
。

       
  
    
            
第
二
章 
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
           
     
                          
      
 
   
〔
…
〕
小
さ
い
こ
ろ
、
私
は
カ
ー
ラ
イ
ル
に
夢
中
で
ラ
ス
キ
ン
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
バ
ー
ク
レ
ー
の
一
年
生
の
と
き
に
こ
の
二
人
を
比
較
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
記
憶
を
た
よ
り
に
、
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
と
は
真
逆
の
一
節
を
引
用
し
た
の
だ
っ
た
。
だ
が
引
用
は
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
語
教
師
の
ハ
バ
ー
ド
氏
は
、
私
が
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
で
は
な
く
、
迂
闊
に
も
ラ
ス
キ
ン
か
ら
引
用
し
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。 
 
レ
オ
・
ス
タ
イ
ン
「
詩
を
読
む
こ
と
、
絵
を
見
る
こ
と
」、
一
九
五
六
年
。 
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参
照
の
遷
移
と
そ
の
背
景
：
一
八
五
四
―
一
八
九
五 
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
ラ
ス
キ
ン
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
は
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
美
学
・
建
築
理
論
に
依
拠
し
た
そ
れ
ま
で
の
潮
流
か
ら
、
次
第
に
フ
ラ
ン
ス
建
築
界
の
動
向
に
関
す
る
知
識
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
後
者
と
の
共
同
歩
調
も
模
索
し
は
じ
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
お
よ
び
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
二
人
の
建
築
理
論
家
は
、
こ
の
過
程
の
な
か
で
の
主
要
な
参
照
点
と
な
っ
た
。 
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
、
こ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
先
駆
け
た
一
八
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
建
築
理
論
を
起
草
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
〝
機
能
主
義
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〟
と
い
う
術
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
遥
か
以
前
に
明
言
さ
れ
た
機
能
主
義
理
論
と
し
て
、
二
十
世
紀
中
葉
に
は
「
進
歩
的
な
同
時
代
人
の
言
葉
の
よ
う
だ
」（
一
）
と
評
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
「
不
可
解
な
奇
才
バ
フ
リ
ン
グ
・
フ
ェ
ノ
メ
ノ
ン
」（
ペ
ヴ
ズ
ナ
ー
）（
二
）
で
あ
り
、
同
時
代
的
に
は
「
無
視
さ
れ
た
」
（
ス
タ
イ
ン
）（
三
）
の
だ
と
し
て
、
十
九
世
紀
中
葉
前
後
の
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
展
開
か
ら
孤
立
し
た
も
の
と
見
做
し
た
。 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
を
対
象
と
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
蓄
積
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
活
動
と
そ
の
後
の
論
壇
の
展
開
と
の
連
続
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
四
）
。
な
か
で
も
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
研
究
は
、
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
が
爆
発
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
要
因
に
、「
エ
マ
ー
ソ
ン
や
そ
の
他
少
数
に
訴
え
か
け
た
」（
五
）
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
美
論
と
、
ラ
ス
キ
ン
の
そ
れ
と
の
部
分
的
相
似
性
を
指
摘
し
た
。 
他
方
同
国
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ラ
ス
キ
ン
ほ
ど
充
実
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
付
随
し
て
進
め
ら
れ
た
（
六
）
。
そ
れ
は
十
九
世
紀
後
半
、
特
に
七
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
知
名
度
お
よ
び
言
及
頻
度
が
他
に
類
を
み
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
ス
タ
イ
ン
お
よ
び
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
指
摘
す
る
通
り
、
一
八
七
〇
年
前
後
に
は
、
そ
れ
ま
で
主
流
を
占
め
た
「
ラ
ス
キ
ン
へ
の
参
照
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
参
照
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
」（
七
）
。 
な
お
、
本
章
で
扱
う
時
代
区
分
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
よ
り
年
長
の
ド
イ
ツ
の
建
築
家
・
建
築
理
論
家
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ゼ
ン
パ
ー
〔
一
八
〇
三
―
一
八
七
九
〕
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
無
視
し
て
よ
い
。
『
建
築
の
七
燈
』
お
よ
び
『
建
築
事
典
』
一
巻
の
出
版
に
挟
ま
れ
た
時
期
、
彼
は
一
時
亡
命
先
の
ロ
ン
ド
ン
で
『
建
築
の
四
要
素
』（
一
八
五
一
）（
八
） 
お
よ
び
『
科
学
、
工
業
、
芸
術
』（
一
八
五
二
）（
九
） 
を
執
筆
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
社
か
ら
も
『
ポ
リ
ク
ロ
ミ
ー
と
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
に
関
す
る
研
究
』（
一
八
五
一
）（
一
〇
） 
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
出
版
状
況
も
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
刊
紹
介
の
一
部
と
し
て
、
広
告
記
事
の
な
か
で
ご
く
小
さ
く
伝
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
（
一
一
）
。
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
ゼ
ン
パ
ー
受
容
の
開
始
は
一
八
七
〇
年
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
前
章
に
示
し
た
通
り
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
先
だ
つ
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
、
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
好
意
的
に
評
価
さ
れ
た
。
一
八
四
七
年
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
ア
メ
リ
カ
版
出
版
を
経
て
、『
七
燈
』
が
出
版
さ
れ
た
一
八
四
九
年
に
は
既
に
、
建
築
批
評
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
地
位
は
自
国
の
主
要
な
建
築
理
論
家
・
実
践
家
で
あ
る
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
並
び
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
が
自
国
の
工
業
生
産
に
か
け
て
い
た
希
望
と
自
負
は
『
七
燈
』
読
解
の
指
向
性
に
顕
著
に
表
れ
た
。
一
八
五
〇
年
前
後
、
同
書
は
合
理
主
義
的
建
築
論
と
し
て
、
様
式
的
派
閥
に
関
わ
り
の
な
い
一
般
理
論
書
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
は
当
時
、
工
業
賛
美
の
建
築
論
と
し
て
、
鋳
鉄
建
築
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賛
美
の
た
め
に
す
ら
援
用
さ
れ
て
い
た
。 
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
知
識
人
た
ち
が
広
く
意
識
し
て
い
た
国
内
の
文
化
的
後
進
性
か
ら
、
彼
ら
が
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
特
に
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
論
・
自
然
哲
学
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
筆
頭
に
ア
メ
リ
カ
北
東
部
に
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
が
思
想
界
に
覇
権
を
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
自
身
が
こ
の
初
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
宣
伝
役
と
な
っ
た
こ
と
で
、
当
時
ほ
と
ん
ど
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
先
覚
的
建
築
理
論
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
先
立
つ
同
一
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
伝
播
し
た
。
た
だ
し
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
生
前
に
読
者
を
得
る
こ
と
叶
わ
ず
、
そ
れ
が
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
参
照
さ
れ
て
い
た
の
は
一
八
五
二
年
の
没
か
ら
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
十
年
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
再
評
価
さ
れ
る
ま
で
の
約
三
四
半
世
紀
の
あ
い
だ
、
彼
の
名
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
で
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
『
建
築
講
話
』
第
一
巻
（
一
八
六
三
）（
一
二
）
版
以
降
の
六
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
五
〇
年
代
に
お
い
て
も
彼
は
『
建
築
事
典
』
の
著
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
理
論
は
、
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
一
三
）
。
そ
れ
は
折
し
も
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
忘
却
が
は
じ
ま
る
遷
移
期
に
あ
た
る
。 
し
か
し
こ
の
頃
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
ま
だ
建
築
の
一
般
的
原
理
の
唱
道
者
（
＝
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
）
と
し
て
理
解
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
彼
の
こ
と
を
ゴ
シ
ッ
ク
論
者
と
の
み
見
る
論
者
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
読
ま
れ
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
書
が
主
に
『
七
燈
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
歴
史
建
築
は
特
に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
偏
重
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
の
典
拠
と
さ
れ
る
以
上
の
多
様
性
を
備
え
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
ら
が
建
つ
地
域
も
、
イ
タ
リ
ア
に
偏
り
こ
そ
す
れ
フ
ラ
ン
ス
も
含
み
、
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
受
容
に
お
い
て
は
『
七
燈
』
に
比
し
て
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
の
人
気
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
（
一
四
）
。
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
、
特
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
愛
好
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
に
は
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る
。 
い
わ
ゆ
る
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
は
五
〇
年
代
に
も
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
ズ
・
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
教
会
（
Ｊ
・
Ｗ
・
モ
ー
ル
ド
設
計
、
一
八
五
三
）
な
ど
の
作
例
が
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
ラ
ス
キ
ン
に
依
拠
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
本
格
化
し
た
の
は
六
〇
年
代
前
半
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
、
ラ
ス
キ
ン
は
ゴ
シ
ッ
ク
論
者
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
影
響
源
は
ク
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
。
そ
の
設
立
メ
ン
バ
ー
に
は
建
築
家
・
建
築
批
評
家
と
し
て
ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ネ
ッ
ト
・
ワ
イ
ト
〔
一
八
三
八
―
一
九
二
五
〕
お
よ
び
ラ
ッ
セ
ル
・
ス
タ
ー
ジ
ス
〔
一
八
三
六
―
一
九
〇
九
〕
が
お
り
、
機
関
誌
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
（
一
八
六
三
―
六
五
）
の
な
か
で
は
、
自
然
の
造
形
原
理
の
観
察
・
応
用
を
基
礎
と
す
る
「
所
謂
『
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
』
の
回
復
」（
一
五
）
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
運
動
は
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
活
動
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
同
士
の
情
報
交
流
の
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
念
・
社
会
理
念
は
中
世
主
義
と
同
一
の
も
の
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
建
築
家
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
（
ワ
イ
ト
、
一
八
六
三
―
六
五
）
や
フ
ァ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル
（
ス
タ
ー
ジ
ス
、
一
八
六
九
）
な
ど
を
設
計
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
を
継
承
し
た
（F
ig
.1
0
, F
ig
.1
1
）。
以
後
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
流
行
は
七
〇
年
代
ま
で
続
、
き
『
建
築
講
話
』
が
訳
出
出
版
さ
れ
た
一
八
七
五
年
に
は
、「
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ 
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ル
は
す
で
に
人
気
と
流
行
の
絶
頂
に
達
し
て
い
た
」（
一
六
）
。 
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
は
、
六
〇
年
代
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
前
提
で
あ
る
、
ハ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
派
」
（
一
七
）
の
形
成
も
み
て
い
る
。
ハ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
人
第
一
号
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
の
建
築
家
と
し
て
Ａ
Ｉ
Ａ
の
設
立
に
携
わ
っ
た
一
方
、
ア
メ
リ
カ
初
の
ス
タ
ジ
オ
・
シ
ス
テ
ム
の
設
計
事
務
所
を
運
営
し
、
の
ち
に
『
建
築
講
話
』
の
訳
者
と
な
る
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
（
一
八
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ア
〔
一
八
三
二
―
一
九
一
五
〕、
フ
ラ
ン
ク
・
ヘ
イ
リ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
〔
一
八
三
九
―
一
九
一
二
〕（
一
九
）
な
ど
の
建
築
家
を
擁
し
た
。 
一
八
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
理
論
・
実
践
と
も
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
動
向
が
目
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
国
内
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
へ
の
傾
倒
が
強
ま
る
と
、
ボ
ザ
ー
ル
が
理
想
と
す
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
（
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
）
に
関
心
が
集
ま
る
。
ハ
ン
ト
を
始
点
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
派
は
こ
の
潮
流
の
源
流
に
あ
た
り
、
と
き
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
の
な
か
で
現
代
的
な
建
築
理
論
と
建
築
表
現
を
模
索
し
た
。
彼
ら
は
必
ず
し
も
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
実
践
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
党
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
党
の
あ
い
だ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
論
争
〟
（
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
、
前
章
参
照
）
の
後
者
陣
営
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
超
克
を
目
論
ん
だ
。 
 ア
メ
リ
カ
の
高
等
建
築
教
育 
冒
頭
に
示
し
た
通
り
、
当
時
の
国
内
の
建
築
論
壇
に
お
い
て
は
同
時
代
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
論
客
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
高
く
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
自
体
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
同
義
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
高
等
建
築
教
育
の
展
開
は
ド
イ
ツ
・
モ
デ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
の
折
衝
の
歴
史
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
理
論
は
国
内
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
と
っ
て
重
要
な
参
照
点
だ
っ
た
。
教
育
に
関
す
る
こ
の
展
開
は
、
当
時
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
指
向
性
を
司
る
主
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 
と
い
う
の
も
ア
メ
リ
カ
に
は
一
八
六
〇
年
代
ま
で
高
等
建
築
教
育
機
関
が
な
く
、
徒
弟
制
や
独
立
独
行
の
道
を
行
く
ほ
か
建
築
教
育
の
場
が
な
か
っ
た
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
建
築
教
育
体
制
の
整
備
方
針
は
、
建
築
界
や
一
般
世
論
と
の
相
互
関
係
の
な
か
で
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
国
外
各
国
の
教
育
モ
デ
ル
か
ら
の
取
捨
選
択
の
問
題
は
、
建
築
観
の
国
民
性
の
問
題
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
両
人
に
対
す
る
解
釈
も
ま
た
、
こ
の
政
治
の
な
か
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
動
的
に
変
化
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。 
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
多
少
の
紙
幅
を
費
や
し
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
一
八
八
〇
年
頃
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
教
育
の
展
開
を
は
じ
め
に
素
描
し
て
お
き
た
い
。 
 
五
〇
年
代
当
時
、
Ａ
Ｉ
Ａ
設
立
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
も
建
築
の
高
等
教
育
を
受
け
て
い
た
の
は
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
ハ
ン
ト
お
よ
び
フ
レ
ッ
ド
・
Ａ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
〔
一
八
〇
八
―
一
八
八
五
〕
の
三
人
に
と
ど
ま
る
。 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
は
ド
イ
ツ
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
の
教
育
を
受
け
た
二
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
教
育
は
学
校
教
育
に
基
づ
い
て
お
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル
の
徒
弟
制
あ
る
い
は
独
学
に
よ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
お
お
む
ね
徒
弟
制
度
に
則
っ
て
お
り
、
市
井
の
建
築
家
や
工
芸
家
の
も
と
に
務
め
る
こ
と
が
教
育
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
教
育
制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
は
じ
め
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
建
築
家
協
会
（In
stitu
te o
f 
B
ritish
 A
rch
itects in
 L
o
n
d
o
n
）
設
立
後
の
一
八
四
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
れ
ま
で
に
も
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ト
ロ
ー
ブ
〔
一
七
六
四
―
一
八
二
〇
〕、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
〔
一
七
八
八
―
一
八
五
四
〕
や
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
二
代
目
会
長
と
な
る
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
〔
一
八
〇
四
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八
八
七
〕
ら
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
師
匠
筋
・
弟
子
筋
は
一
八
世
紀
末
か
ら
存
在
し
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
ジ
ョ
ン
〔
一
八
〇
二
―
一
八
七
八
〕
が
一
八
二
〇
年
代
末
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
民
し
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
一
八
三
九
―
四
六
）
な
ど
の
業
績
を
残
し
て
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
徒
弟
制
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
筋
の
ゴ
シ
ッ
ク
実
践
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
強
ま
る
。 
他
方
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
独
学
で
あ
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア
〔
一
八
一
八
―
一
八
九
五
〕
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
卒
業
し
た
工
学
士
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
〔
一
八
〇
三
―
一
八
九
二
〕
は
ア
メ
リ
カ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（A
m
erican
 A
cad
em
y o
f F
in
e A
rts
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
絵
画
協
会
（N
ew
-
Y
o
rk
 D
raw
in
g
 A
sso
ciatio
n
）、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
を
経
め
ぐ
り
絵
画
教
育
を
受
け
て
い
た
、
建
築
教
育
に
関
し
て
は
独
学
の
徒
だ
っ
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
出
自
の
な
か
か
ら
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
開
い
た
。 
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
こ
う
し
た
状
況
を
目
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
建
築
学
部
設
立
前
夜
ウ
ェ
ア
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
―
― 
 
つ
い
最
近
、
今
の
今
ま
で
、
合
衆
国
の
建
築
の
状
況
は
二
十
年
、
三
十
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
協
会
〔
Ａ
Ｉ
Ａ
〕
が
設
立
さ
れ
建
築
雑
誌
も
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
で
、
こ
の
状
況
は
大
い
に
改
善
さ
れ
た
。（
二
〇
） 
 
そ
の
よ
う
な
当
時
、
ハ
ン
ト
が
ボ
ザ
ー
ル
か
ら
国
内
に
導
入
し
、
五
〇
年
代
末
に
始
め
た
ア
ト
リ
エ
シ
ス
テ
ム
は
、
明
確
に
教
育
的
な
目
途
の
あ
る
国
内
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ン
ト
の
事
務
所
を
同
時
に
ア
ト
リ
エ
と
し
て
運
営
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
入
所
し
た
弟
子
に
は
設
計
課
題
が
課
さ
れ
、
一
か
月
の
あ
い
だ
指
導
を
受
け
な
が
ら
設
計
を
仕
上
げ
、
批
評
を
受
け
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
ア
ト
リ
エ
は
、
南
北
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
六
〇
年
代
初
頭
に
早
く
も
畳
ま
れ
る
。 
ハ
ン
ト
が
ア
ト
リ
エ
教
育
で
何
よ
り
重
視
し
た
の
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
能
力
で
あ
っ
た
が
（
二
一
）
、
反
面
そ
こ
に
は
「
パ
リ
で
は
単
な
る
ア
ト
リ
エ
教
育
を
補
填
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、体
系
だ
っ
た
歴
史
、科
学
、建
設
教
育
が
ま
る
で
な
か
っ
た
」（
二
二
）
。
そ
う
語
る
ウ
ェ
ア
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
ボ
ス
ト
ン
を
拠
点
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ネ
ル
の
事
務
所
を
経
た
の
ち
に
ハ
ン
ト
の
も
と
で
建
築
を
学
ん
だ
二
期
生
で
あ
る
。 
ハ
ン
ト
の
ア
ト
リ
エ
を
経
験
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
ウ
ェ
ア
も
ま
た
ワ
イ
ト
の
言
う
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
に
属
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
彼
が
教
育
者
と
し
て
組
む
こ
と
と
な
る
教
程
は
ハ
ン
ト
の
ス
タ
ジ
オ
・
シ
ス
テ
ム
や
ボ
ザ
ー
ル
の
教
程
の
受
け
売
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
教
育
を
重
視
し
な
が
ら
も
実
学
を
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
（
二
三
）
。 
ハ
ン
ト
の
事
務
所
を
辞
し
て
か
ら
の
ウ
ェ
ア
の
教
育
上
の
実
験
は
早
く
、
六
〇
年
代
前
半
の
ボ
ス
ト
ン
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
と
き
彼
と
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
こ
の
ハ
ン
ト
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
受
け
継
ぎ
私
塾
を
開
設
し
、「
お
お
よ
そ
我
々
が
受
け
た
教
育
に
倣
い
な
が
ら
、
他
の
す
べ
き
こ
と
を
圧
迫
し
な
い
程
度
、
こ
の
純
理
論
的
な
教
程
に
実
務
知
識
を
加
え
」(
二
四)
た
。
そ
う
し
て
こ
の
私
塾
の
成
功
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
が
ウ
ェ
ア
を
招
聘
す
る
直
接
的
原
因
と
な
っ
た
。 
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
起
草
し
終
え
た
一
八
六
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
周
遊
し
、
特
に
前
二
者
で
は
現
地
建
築
家
ら
と
建
築
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
教
育
理
念
に
つ
い
て
語
る
機
会
を
得
た
が
、
こ
の
と
き
彼
は
「
記
憶
力
と
創
作
力
、
衒
学
的
な
学
識
と
有
益
な
知
識
が
違
う
こ
と
や
、
コ
ピ
ー
は
し
て
は
い
け
な
い
が
模
倣
イ
ミ
テ
イ
シ
ョ
ン
は
し
て
よ
く
不
可
欠
な
も
の
で
さ
え
あ
る
と
い
う
こ
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と
を
う
ま
く
識
別
す
る
」（
二
五
）
必
要
を
論
じ
、
納
屋
、
倉
庫
、
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
鉄
道
駅
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
実
用
建
築
の
設
計
を
教
育
に
組
み
込
む
こ
と
で
「
利
便
性
の
要
求
に
厳
密
に
従
う
」（
二
六
）
こ
と
を
学
ば
せ
、「
過
去
の
様
式
に
耽
溺
し
た
い
と
い
う
衝
動
」（
二
七
）
か
ら
学
生
を
遠
ざ
け
る
教
育
理
念
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
教
育
に
関
し
て
建
築
協
会
の
建
設
ク
ラ
ス
（T
h
e C
lass o
f 
C
o
n
stru
ctio
n
 in
 th
e A
rch
ite
ctu
ral A
sso
ciatio
n
）
へ
の
関
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 
 Ｍ
Ｉ
Ｔ
以
後
の
建
築
学
部 
一
方
ハ
ン
ト
の
ア
ト
リ
エ
設
立
か
ら
程
な
く
し
て
、
一
八
六
一
年
に
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
に
も
建
築
学
部
が
設
置
さ
れ
た
（
二
八
）
。
当
時
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
リ
ン
ズ
お
よ
び
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ン
ゲ
ら
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
に
学
ん
だ
建
築
家
が
お
り
、
教
程
の
細
目
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
は
明
確
に
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
の
シ
ス
テ
ム
に
則
っ
た
国
内
建
築
教
育
の
始
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 
こ
れ
ら
の
大
学
に
建
築
学
部
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
（
一
八
六
八
）、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
（
一
八
六
八
）、
コ
ー
ネ
ル
大
学
（
一
八
七
一
）、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
（
一
八
七
三
）、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
（
一
八
七
六
）
と
、
建
築
学
部
の
数
は
一
八
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
徐
々
に
増
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
こ
の
う
ち
、
ネ
イ
サ
ン
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
リ
ッ
カ
ー
〔
一
八
四
三
―
一
九
二
四
〕
が
構
築
し
た
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
建
築
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ド
イ
ツ
の
影
響
が
色
濃
い
。
先
述
の
通
り
実
学
に
も
関
心
を
示
し
た
ウ
ェ
ア
だ
っ
た
が
、
彼
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
モ
デ
ル
の
影
響
が
強
く
、
さ
ほ
ど
工
学
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ド
イ
ツ
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
の
モ
デ
ル
に
多
く
依
拠
し
、
工
学
色
が
よ
り
強
い
も
の
と
な
っ
た
。 
リ
ッ
カ
ー
が
学
生
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
時
期
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
は
建
築
学
教
程
を
模
索
し
て
い
た
最
中
だ
っ
た
が
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
に
彼
の
コ
ー
ス
を
受
け
持
っ
た
ハ
ラ
ル
ド
・
Ｍ
・
ハ
ン
セ
ン
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
建
築
学
校
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ウ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
建
築
教
育
を
受
け
て
い
た
人
物
だ
っ
た
。
リ
ッ
カ
ー
は
ハ
ン
セ
ン
に
短
期
間
学
ん
だ
の
ち
独
自
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
学
位
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
準
備
段
階
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
も
や
は
り
特
別
学
生
と
し
て
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ル
カ
エ
〔
一
八
二
九
―
一
八
七
七
〕
治
下
の
バ
ウ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
学
ん
だ
。
ま
た
彼
は
、
一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
展
示
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
工
房
実
習
の
方
法
を
い
ち
早
く
自
校
の
建
築
教
育
に
導
入
し
た
（
二
九
）
。 
 
そ
の
後
の
リ
ッ
カ
ー
の
教
育
上
の
業
績
で
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
翻
訳
が
特
筆
さ
れ
る（
三
〇
）
。彼
は
一
八
八
〇
年
代
に
青
焼
き
技
術
が
一
般
化
し
て
以
降
、
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
テ
ン
バ
ッ
ヒ
ャ
ー
〔
一
八
四
〇
―
一
八
八
五
〕
の
『
現
代
建
築
の
建
築
構
法
』（
一
八
八
三
）（
三
一
）
や
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
〔
一
八
四
一
―
一
九
一
八
〕
の
『
現
代
建
築
』
第
二
版
（
一
八
九
八
）（
三
二
）
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
ウ
ン
ゲ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
〔
一
八
二
〇
―
一
八
六
四
〕
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
設
教
本
』（
一
八
五
九
―
六
四
）（
三
三
）
な
ど
、
当
時
最
新
の
ド
イ
ツ
語
文
献
を
翻
訳
し
生
徒
に
供
し
た
（
三
四
）
。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
彼
は
主
に
ド
イ
ツ
語
の
書
籍
を
中
心
に
四
十
編
を
超
え
る
翻
訳
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
『
建
築
事
典
』
の
翻
訳
も
行
っ
て
い
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
一
方
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
建
築
学
科
が
創
設
さ
れ
た
の
は
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
同
大
学
初
代
学
長
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
に
招
聘
さ
れ
初
代
教
授
と
な
っ
た
の
は
、
ア
ッ
プ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
働
い
た
建
築
家
で
あ
り
、
ま
た
Ａ
Ｉ
Ａ
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ブ
コ
ッ
ク
〔
一
八
二
九
―
一
九
一
三
〕
で
あ
る
。
同
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
歴
史
学
が
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
他
校
と
比
較
す
る
と
特
色
に
乏
し
い
。
外
国
語
教
育
は
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
選
択
制
を
と
っ
た
が
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
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＝
デ
ュ
ク
を
原
書
で
読
む
た
め
に
バ
ブ
コ
ッ
ク
が
推
奨
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
だ
っ
た
（
三
五
）
。 
そ
し
て
一
八
八
一
年
に
は
、
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
建
築
学
部
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ま
っ
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
シ
カ
ゴ
（
近
郊
）
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
い
う
、
中
西
部
か
ら
北
東
部
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
主
要
各
都
市
に
建
築
の
高
等
建
築
教
育
が
整
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
八
八
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ズ
』（
以
下
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』）
が
「
合
衆
国
の
建
築
教
育
」（
三
六
） 
を
特
集
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
汲
ん
だ
、
時
宜
に
適
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 
 ボ
ザ
ー
ル
：
ア
メ
リ
カ
建
築
教
育
の
サ
テ
ラ
イ
ト 
こ
の
時
点
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
高
等
建
築
教
育
機
関
は
以
上
の
よ
う
に
各
校
で
特
色
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ボ
ザ
ー
ル
・
モ
デ
ル
を
本
格
的
に
実
施
し
た
も
の
は
な
い
。
ウ
ェ
ア
は
七
二
年
に
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ル
タ
ン
〔
一
八
四
二
―
一
八
九
二
〕
を
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
招
聘
し
、
こ
れ
が
国
内
の
建
築
教
育
初
の
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
教
師
登
用
と
な
る
。
こ
の
人
選
は
成
功
を
収
め
た
も
の
の
、
当
時
の
国
内
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
照
ら
せ
ば
、
建
築
家
の
キ
ャ
リ
ア
を
追
う
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ザ
ー
ル
で
学
ぶ
べ
き
動
機
は
依
然
と
し
て
高
か
っ
た
。 
こ
れ
ら
国
内
の
大
学
は
四
年
制
を
採
用
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
は
数
学
と
科
学
が
必
修
と
さ
れ
、
学
生
に
設
計
課
題
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
三
年
次
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
は
建
築
設
計
を
科
学
・
実
学
と
み
な
す
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
建
築
は
純
粋
芸
術
に
属
す
る
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
、
先
述
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
含
め
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
イ
エ
ー
ル
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
な
ど
の
ア
イ
ヴ
ィ
ー
・
リ
ー
グ
に
建
築
学
部
が
設
置
さ
れ
る
の
は
比
較
的
遅
い
。 
他
方
、
ボ
ザ
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
当
時
の
国
内
の
建
築
教
育
シ
ス
テ
ム
と
は
好
対
照
な
も
の
だ
っ
た
（F
ig
.1
2
）。
ま
ず
、
そ
こ
で
は
一
年
次
か
ら
設
計
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
当
時
建
築
家
の
資
格
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
た
と
え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
満
了
せ
ず
と
も
、
留
学
経
験
を
活
か
し
設
計
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
こ
れ
に
加
え
、
美
術
方
面
の
建
築
教
育
に
関
し
て
は
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
始
祖
の
ハ
ン
ト
が
現
地
ボ
ザ
ー
ル
を
推
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
ハ
ン
ト
の
事
務
所
で
働
い
た
フ
ァ
ー
ネ
ス
も
ま
た
、
こ
の
師
に
焚
き
つ
け
ら
れ
て
ボ
ザ
ー
ル
留
学
を
検
討
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
（
三
七
）
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
南
北
戦
争
の
勃
発
、
騎
兵
隊
将
校
と
し
て
の
出
兵
に
よ
り
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
ま
た
、
ウ
ェ
ア
＋
ル
タ
ン
体
制
下
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
短
期
で
退
学
、
そ
の
後
フ
ァ
ー
ネ
ス
事
務
所
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ル
・
バ
ロ
ン
・
ジ
ェ
ニ
ー
〔
一
八
三
二
―
一
九
〇
七
〕
事
務
所
を
経
て
ボ
ザ
ー
ル
に
一
年
間
の
み
通
っ
た
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
来
歴
も
、
一
連
の
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
の
キ
ャ
リ
ア
を
示
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
ハ
ン
ト
の
影
響
と
も
関
わ
り
を
も
っ
た
。
彼
は
フ
ァ
ー
ネ
ス
事
務
所
勤
務
の
直
前
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
な
し
で
（
三
八
）
ハ
ン
ト
の
も
と
を
訪
れ
、
当
時
事
務
所
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
（
一
八
六
八
年
入
学
）
か
ら
ボ
ザ
ー
ル
を
勧
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 
【G
ra
p
h
 1
】
は
ハ
ン
ト
以
降
の
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ザ
ー
ル
入
学
生
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
三
九
）
。
こ
こ
に
は
ま
ず
、
ハ
ン
ト
か
ら
（
ア
ー
サ
ー
・
デ
ク
ス
タ
ー
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
を
経
て
）
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
以
降
の
ボ
ザ
ー
ル
留
学
生
の
少
な
さ
と
、
南
北
戦
争
終
戦
か
ら
数
年
後
、
お
よ
そ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
建
築
学
部
設
立
前
後
か
ら
の
定
常
的
な
ボ
ザ
ー
ル
入
学
が
観
察
さ
れ
る
。
実
際
ウ
ェ
ア
も
、
先
述
の
フ
ラ
ン
ス
視
察
の
さ
い
、
彼
ら
留
学
生
に
面
会
し
ア
メ
リ
カ
国
内
の
教
程
の
た
め
の
参
考
と
し
て
い
る
。 
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か
く
し
て
、
本
章
で
扱
う
一
八
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
は
す
で
に
、
の
ち
の
ア
メ
リ
カ
人
の
ボ
ザ
ー
ル
へ
の
大
量
入
学
の
要
因
は
揃
っ
て
い
た
。
そ
の
後
八
〇
年
代
以
降
に
ボ
ザ
ー
ル
留
学
生
数
は
非
常
な
勢
い
で
増
加
し
は
じ
め
、
ボ
ザ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
教
育
機
関
の
一
部
と
ま
で
化
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
現
象
は
、
当
時
ボ
ザ
ー
ル
が
外
国
人
学
生
全
般
の
受
け
入
れ
に
寛
容
で
あ
っ
た
・
寛
容
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
全
般
か
ら
の
人
気
が
高
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
に
特
異
な
現
象
だ
っ
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
一
八
九
一
年
の
調
査
で
は
、
当
時
ボ
ザ
ー
ル
に
籍
を
お
い
た
学
生
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
人
以
外
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ
人
が
占
め
て
い
た
と
い
う
報
告
が
で
て
い
る
（F
ig
.1
3
）。
ボ
ザ
ー
ル
は
当
時
、
世
界
中
か
ら
建
築
を
学
び
に
来
る
場
所
と
い
う
わ
け
で
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ
国
内
の
エ
リ
ー
ト
建
築
学
校
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。 
そ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
の
殺
到
は
異
常
な
現
象
だ
っ
た
。
そ
の
特
別
措
置
と
し
て
、
一
八
八
〇
年
末
ま
で
に
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
用
の
奨
学
金
制
度
（P
rix d
e R
econ
n
aissan
ce d
es A
rch
itectes A
m
éricain
s
）
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
十
九
世
紀
末
の
ボ
ザ
ー
ル
は
、
正
し
く
ア
メ
リ
カ
の
建
築
教
育
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
人
の
ボ
ザ
ー
ル
入
学
者
数
は
増
加
傾
向
を
示
し
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会
の
数
年
後
、
一
八
九
五
年
に
は
調
査
時
点
の
倍
を
優
に
超
え
た
。 
 初
期
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
と
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ボ
ザ
ー
ル
留
学 
た
だ
し
五
〇
年
代
に
は
、
ハ
ン
ト
門
下
と
そ
の
他
の
陣
営
に
は
明
確
な
派
閥
関
係
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
派
の
建
築
家
た
ち
に
は
援
用
す
べ
き
フ
ラ
ン
ス
人
の
理
論
家
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
レ
ン
・
マ
ッ
キ
ム
〔
一
八
四
七
―
一
九
〇
九
〕
と
ボ
ザ
ー
ル
で
同
窓
生
だ
っ
た
（
一
八
六
八
年
入
学
）
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ウ
ェ
イ
ン
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
〔
一
八
四
五
―
一
九
一
七
〕
も
回
顧
し
て
い
る
通
り
、
六
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
ま
で
は
、
ま
だ
「
ラ
ス
キ
ン
が
芸
術
に
お
け
る
善
で
あ
り
真
で
あ
る
も
の
す
べ
て
の
提
唱
者
」（
四
〇
）
で
あ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。 
し
か
し
六
〇
年
代
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
よ
り
強
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
裏
で
は
な
お
も
、
合
理
的
建
築
一
般
の
理
論
を
求
め
た
五
〇
年
代
の
議
論
は
継
続
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。 
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、『
建
築
講
話
』
を
中
心
と
し
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
に
対
す
る
疑
念
が
顕
在
化
し
た
の
ち
か
ら
受
容
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
建
築
の
合
理
性
を
め
ぐ
る
国
内
の
議
論
へ
と
接
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
〝
イ
ギ
リ
ス
派
〟
と
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
を
め
ぐ
る
表
面
上
の
対
立
を
超
え
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
遍
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
。 
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
非
常
な
流
行
を
誇
っ
た
一
八
五
〇
年
代
に
立
ち
か
え
り
、
同
時
期
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
様
相
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
当
時
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
執
筆
活
動
を
は
じ
め
て
お
り
、
主
著
で
あ
る
『
建
築
事
典
』（
一
八
五
四
―
一
八
六
八
）
の
出
版
も
始
ま
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
名
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
一
巻
の
公
刊
と
同
年
の
一
八
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。 
そ
の
書
評
は
『
パ
ト
ナ
ム
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
四
一
） 
に
現
れ
た
。「
十
一
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
建
築
を
扱
っ
た
〔
…
〕
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
以
上
に
完
璧
に
行
っ
た
人
間
は
い
な
い
」（
四
二
）
と
す
る
評
か
ら
は
、
宣
伝
記
事
と
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
読
者
の
感
心
を
煽
る
評
者
の
す
が
た
と
と
も
に
、
こ
の
初
期
よ
り
彼
に
か
け
ら
れ
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の
関
心
の
高
さ
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
十
二
ド
ル
と
い
う
価
格
は
当
時
と
し
て
は
相
当
に
高
価
な
も
の
だ
っ
た
（
前
章F
ig
.4
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
お
よ
そ
同
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
は
同
時
期
に
三
・
五
ド
ル
で
あ
る
）
が
、
他
の
書
籍
紹
介
に
そ
の
よ
う
な
価
格
に
関
す
る
言
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及
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
書
に
は
そ
れ
で
も
国
内
の
需
要
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
直
接
的
な
意
味
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
事
典
と
し
て
の
価
値
を
見
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
。 
そ
の
後
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
関
す
る
記
事
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
一
八
五
九
年
の
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
芸
術
家
」（
四
三
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
』
に
寄
せ
ら
れ
た
公
開
書
簡
の
訳
出
記
事
だ
が
、
こ
こ
で
そ
の
書
き
手
で
あ
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
つ
い
て
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
建
築
家
・
著
述
家
」
と
だ
け
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
が
Ａ
Ｉ
Ａ
の
機
関
誌
と
し
て
当
時
最
先
端
の
国
外
情
報
を
供
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
持
ち
う
る
イ
メ
ー
ジ
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
理
論
や
人
と
な
り
に
関
す
る
理
解
や
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
、
こ
の
と
き
に
は
ま
だ
、
な
さ
れ
は
じ
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
。 
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
当
時
揺
籃
期
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
に
対
し
て
、
あ
る
精
神
的
な
意
義
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
。
同
記
事
に
お
い
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
芸
術
に
お
け
る
理
想
の
美
を
求
め
、
社
会
情
勢
の
浮
沈
や
貧
困
に
超
然
た
る
べ
き
芸
術
家
の
姿
を
熱
を
こ
め
て
語
っ
て
い
る
。
―
― 
 
芸
術
家
（
彼
ら
が
何
で
あ
り
何
で
な
い
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
）
は
革
命
な
ど
煽
ら
な
い
。
彼
ら
は
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
と
同
様
、
革
命
も
行
き
過
ご
す
に
ま
か
せ
る
、
彼
ら
に
は
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
唯
一
求
め
る
の
は
個
人
的
な
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
人
の
邪
魔
に
な
る
こ
と
も
な
い
。
芸
術
家
は
信
仰
を
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
も
つ
、
―
―
彼
ら
は
〝
芸
術
〝
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
。
芸
術
家
の
熱
狂
の
火
は
た
だ
美
な
る
も
の
に
よ
っ
て
の
み
点
さ
れ
、
そ
の
熱
狂
は
、
狂
信
と
よ
ば
れ
る
盲
目
の
情
熱
に
つ
け
入
る
余
地
を
与
え
な
い
。
美
な
る
も
の
へ
の
愛
は
寛
容
だ
。
幸
い
に
も
天
与
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
芸
術
家
は
、
ど
こ
に
で
も
美
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
る
な
ら
彼
は
、
堅
い
岩
に
隠
さ
れ
た
純
粋
金
属
を
抽
出
す
る
す
べ
を
心
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
内
な
る
楽
し
み
で
あ
り
、
彼
の
特
権
で
あ
り
、
彼
の
秘
密
な
の
だ
。（
四
四
） 
 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
初
期
に
お
い
て
彼
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
担
っ
た
役
割
と
は
、
し
か
し
、
翻
っ
て
み
れ
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
引
用
に
も
、
特
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
託
し
て
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
極
的
な
理
由
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
は
な
い
。『
建
築
事
典
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
、
高
尚
な
芸
術
家
像
を
説
く
者
と
し
て
の
彼
の
側
面
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
著
作
は
遠
国
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
建
築
を
知
る
た
め
の
事
典
で
あ
る
ほ
か
な
く
、
六
十
年
代
初
頭
ま
で
は
、
彼
の
動
向
や
彼
の
建
築
論
の
内
容
に
つ
い
て
の
興
味
は
極
め
て
薄
い
。
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
中
世
戦
争
譚
へ
の
興
味
か
ら
『
中
世
軍
事
建
築
論
』（
一
八
六
〇
）（
四
五
）
が
抄
訳
さ
れ
纏
め
ら
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
の
英
語
版
に
応
じ
た
城
郭
論
の
ほ
か
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
依
頼
に
よ
る
ピ
エ
ー
ル
フ
ォ
ン
城
の
修
復
（
一
八
五
八
―
一
八
七
〇
）
を
報
じ
る
記
事
の
み
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
関
心
を
伝
え
る
（
四
六
）
。 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
『
建
築
講
話
』
を
公
刊
し
は
じ
め
た
時
期
は
折
し
も
、
ハ
ン
ト
が
ボ
ザ
ー
ル
を
修
了
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
す
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
（
滞
仏
：
一
八
四
五
―
五
五
）。
し
か
し
こ
の
時
期
の
重
な
り
も
、
少
な
く
と
も
五
十
年
代
の
展
開
の
な
か
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
動
向
や
理
論
の
内
容
に
積
極
的
な
関
心
を
向
け
る
契
機
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 し
か
し
ハ
ン
ト
を
皮
切
り
に
パ
リ
に
学
ぶ
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
が
現
れ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
に
続
く
時
期
の
重
な
り
、
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
オ
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レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
ボ
ザ
ー
ル
教
授
就
任
（
一
八
六
三
―
六
四
）
と
、
そ
れ
に
重
な
る
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
パ
リ
留
学
を
機
に
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
を
国
内
の
議
論
の
文
脈
に
引
き
寄
せ
て
語
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
史
の
展
開
を
語
る
上
に
お
い
て
、
有
意
と
言
え
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
こ
の
と
き
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
就
任
に
対
し
ボ
ザ
ー
ル
で
は
物
議
が
醸
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ア
メ
リ
カ
人
第
二
号
と
し
て
ボ
ザ
ー
ル
の
建
築
学
生
だ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
、
先
鋒
と
し
て
こ
の
教
師
の
拉
致
を
目
論
み
逮
捕
・
拘
留
さ
れ
た
（
四
七
）
。 
こ
の
学
生
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
理
由
に
は
現
在
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
ゴ
シ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
様
式
論
争
よ
り
も
人
事
権
に
関
す
る
政
治
的
な
理
由
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
本
論
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。 
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
事
件
が
ア
メ
リ
カ
国
内
に
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
関
す
る
国
内
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
ど
う
働
い
た
か
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
暴
挙
に
よ
っ
て
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
声
は
殺
さ
れ
た
が
、
彼
が
建
築
芸
術
に
関
す
る
今
世
紀
最
大
の
重
要
著
作
で
あ
る
『
建
築
講
話
』
を
公
刊
し
た
の
は
そ
の
結
果
」（
四
八
）（
ワ
イ
ト
）
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
風
説
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
動
向
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
能
動
的
干
渉
を
後
者
側
か
ら
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
積
極
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
行
動
は
『
建
築
講
話
』
の
発
表
後
で
あ
る
た
め
こ
れ
は
ワ
イ
ト
の
事
実
誤
認
だ
が
、
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
う
る
展
開
が
あ
っ
た
。 
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
関
係
に
ま
つ
わ
る
こ
う
し
た
風
説
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
語
ら
れ
は
じ
め
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
六
五
年
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
帰
朝
を
そ
う
下
る
も
の
で
は
な
い
。
ワ
イ
ト
本
人
は
す
で
に
、
同
い
年
の
建
築
家
エ
ム
レ
ン
・
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
ド
・
リ
テ
ル
〔
一
八
三
八
―
一
八
九
一
〕
の
事
務
所
で
帰
国
直
後
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
面
識
を
得
て
い
る
（
四
九
）
。 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
が
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
留
学
中
か
ら
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
の
あ
い
だ
ま
で
に
大
き
な
転
機
を
も
つ
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
史
料
群
の
性
質
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
ハ
ン
ト
は
万
国
博
覧
会
視
察
の
た
め
パ
リ
を
訪
れ
て
以
後
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
懇
意
に
な
っ
て
い
る
が
（
五
〇
）
、
そ
れ
ま
で
の
短
い
あ
い
だ
に
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
名
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
の
展
開
の
な
か
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
参
照
点
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
八
六
四
年
に
は
す
で
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
『
建
築
講
話
』
の
翻
訳
を
開
始
し
て
い
る
（
五
一
）
。 
 ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
原
書
で
読
ま
れ
た 
ま
た
当
時
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
、『
建
築
講
話
』
が
一
八
六
三
年
の
出
版
か
ら
ほ
ぼ
時
を
移
さ
ず
、
一
八
六
五
年
に
原
語
の
海
賊
版
と
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
に
流
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
（
五
二
）
。 
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
同
書
を
、
当
時
の
国
内
で
は
ど
れ
だ
け
の
建
築
家
が
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
同
書
を
海
賊
版
で
刊
行
す
る
と
い
う
出
版
社
の
決
断
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
お
い
て
す
で
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
こ
で
見
込
ま
れ
た
読
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
読
め
る
と
い
う
、
二
重
の
売
れ
行
き
予
想
が
立
た
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
前
章
で
触
れ
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
場
合
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
海
賊
版
の
出
版
は
正
規
版
に
四
年
遅
れ
、『
建
築
の
七
燈
』
以
降
の
著
作
の
海
賊
版
は
そ
の
後
、
ラ
ス
キ
ン
（
〝
ア
・
グ
ラ
ジ
ュ
エ
イ
ト
・
オ
ブ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
〟
）
が
す
で
に
名
声
を
得
て
い
た
と
い
う
背
景
を
も
と
に
し
て
こ
そ
、
正
規
版
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
の
だ
っ
た
。 
史
料
の
上
で
は
、
初
期
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
あ
た
り
彼
に
言
及
し
た
の
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
の
建
築
家
に
限
ら
れ
る
。
そ
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の
た
め
、
彼
ら
を
こ
え
た
、
よ
り
広
い
範
囲
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
実
態
を
推
測
す
る
の
も
、
主
に
彼
ら
の
文
筆
に
依
拠
す
る
ほ
か
は
な
い
。 
し
か
し
、
彼
ら
少
数
の
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
そ
れ
ら
の
記
事
は
、
当
時
ど
れ
だ
け
の
・
ど
の
よ
う
な
波
及
力
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
読
ま
れ
た
の
か
。
こ
の
問
い
を
正
し
く
検
討
す
る
た
め
に
は
、
同
氏
に
つ
い
て
英
語
で
書
か
れ
た
二
次
的
で
し
か
あ
り
え
な
い
情
報
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
（
一
次
的
・
二
次
的
）
情
報
の
各
々
を
、
読
者
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
と
い
う
問
題
を
常
に
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
国
内
の
建
築
家
や
批
評
家
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
英
語
記
事
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
登
場
以
前
に
彼
の
著
作
を
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
発
表
後
も
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
原
著
の
読
解
を
含
め
て
、
そ
れ
ら
の
記
事
で
語
ら
れ
た
内
容
と
、
彼
の
理
論
に
関
す
る
自
身
の
理
解
と
を
照
ら
し
あ
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
の
か
。 
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
に
よ
る
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
識
字
率
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
初
期
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
を
理
解
す
る
上
で
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
 
と
は
言
え
こ
こ
で
の
説
明
は
、
本
論
が
対
象
と
す
る
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
第
一
外
国
語
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
教
養
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
を
超
え
出
る
も
の
で
は
な
い
。 
ま
ず
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
関
係
す
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
本
論
で
触
れ
る
建
築
界
の
論
客
が
有
し
た
国
内
の
中
等
教
育
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
能
力
を
自
明
の
も
の
と
し
て
含
め
て
よ
い
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
を
そ
の
早
い
例
に
と
れ
ば
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
中
等
学
校
）
を
一
八
三
〇
年
代
初
頭
に
卒
業
し
た
。
そ
の
後
彼
は
す
ぐ
に
園
芸
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
批
評
記
事
の
翻
訳
が
含
ま
れ
て
い
る
（
五
三
）
。 
他
方
、
そ
の
後
の
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
以
外
の
建
築
家
、
た
と
え
ば
ス
タ
ー
ジ
ス
や
ワ
イ
ト
も
フ
ラ
ン
ス
語
が
読
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
章
が
問
題
と
す
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
そ
の
も
の
か
ら
自
明
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
六
〇
年
代
前
半
か
ら
、『
家
具
事
典
』
や
『
建
築
事
典
』
を
ア
メ
リ
カ
の
家
具
工
芸
の
革
新
の
た
め
の
最
初
の
典
拠
と
し
て
推
薦
し
た
。
ま
た
ワ
イ
ト
は
七
〇
年
代
初
頭
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
講
義
を
翻
訳
し
、
そ
れ
を
雑
誌
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
学
能
力
は
フ
リ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（F
ig
.1
4
）
の
高
等
教
育
修
了
ま
で
に
身
に
つ
け
た
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 
彼
ら
の
例
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
訳
書
の
出
版
以
前
に
は
、
文
字
媒
体
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
言
及
し
た
論
客
た
ち
は
少
な
く
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
書
を
読
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
記
事
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
文
筆
に
対
す
る
注
目
箇
所
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
。
当
時
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
関
す
る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
は
形
づ
く
ら
れ
て
い
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
特
定
個
所
の
（
翻
訳
済
の
）
参
照
・
引
用
に
代
表
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
国
内
で
そ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
の
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
翻
訳
版
『
建
築
講
話
』
の
公
刊
後
、
一
八
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（
五
四
）
。 
た
だ
し
、
そ
の
後
の
世
代
の
建
築
家
に
と
っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
知
識
は
半
ば
常
識
だ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
末
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
建
築
学
科
に
は
入
学
規
定
に
「
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
の
基
礎
」（
五
五
）
が
求
め
ら
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
を
必
須
と
し
た
（
五
六
）
。 
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 合
理
主
義
の
古
典
化
：
一
八
六
六
―
一
八
七
七 
二
人
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト 
一
八
六
〇
年
代
の
初
期
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
主
要
動
機
は
、
そ
れ
ま
で
覇
権
を
有
し
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
へ
の
疑
念
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
理
論
的
支
柱
の
模
索
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
に
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
関
連
の
論
考
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
ラ
ス
キ
ン
と
の
比
較
言
及
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。
こ
の
な
か
で
、
五
〇
年
代
に
は
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
て
議
論
さ
れ
た
機
能
主
義
建
築
理
論
は
、
そ
の
援
用
元
を
徐
々
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
乗
り
か
え
て
い
く
。 
一
八
六
六
年
に
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
建
築
の
改
革
」
は
前
年
に
海
賊
版
が
出
版
さ
れ
た
『
建
築
講
話
』
の
書
評
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
初
期
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
実
態
を
示
す
重
要
論
考
と
し
て
こ
の
点
を
明
確
に
示
し
て
い
る
（
五
七
）
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
そ
の
論
内
に
お
い
て
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
陣
営
と
ゴ
シ
シ
ス
ト
陣
営
が「
現
代
建
築
に
お
け
る
新
た
な
バ
ベ
ル
の
塔
」（
五
八
） 
を
形
成
し
て
い
る
建
築
界
の
現
状
を
素
描
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
を
打
破
す
る
べ
き
「
建
築
の
大
原
理
」（
五
九
）
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
の
標
語
と
さ
れ
た
の
は
「
建
築
の
真
実
」
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
お
よ
び
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
こ
の
原
理
を
求
め
た
主
要
な
理
論
家
で
あ
る
。「
ラ
ス
キ
ン
と
そ
の
後
続
、
そ
し
て
こ
の
国
の
人
間
も
ま
た
、
彼
ら
を
代
表
と
す
る
論
題
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
。
芸
術
の
実
践
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
ら
の
教
義
か
ら
帰
結
し
た
根
本
的
な
こ
と
は
、
表
現
の
真
実
．
．
．
．
．
の
概
念
を
導
入
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
六
〇
）
。
そ
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
と
人
格
を
評
価
す
る
直
接
の
要
因
に
も
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
有
す
る
と
さ
れ
る
「
真
実
に
対
す
る
敬
意
」（
六
一
）
が
あ
っ
た
。 
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
に
お
い
て
、
ラ
ス
Fig.14 フリー・アカデミー校舎（J. レンウィック Jr. 、1847-49） 
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キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
両
者
が
と
も
に
ゴ
シ
シ
ス
ト
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
論
内
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
は
「
歴
史
的
先
例
を
ど
の
よ
う
に
用
い
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
問
題
全
体
に
対
す
る
慎
重
で
科
学
的
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
な
調
査
を
始
め
よ
う
、
論
争
の
や
や
こ
し
い
点
を
全
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
ち
、
新
し
い
、
健
全
な
進
歩
が
始
ま
り
う
る
建
築
理
論
に
辿
り
つ
こ
う
、
模
倣
で
も
集
塊
で
も
な
い
、
論
理
的
な
演
繹
と
し
て
の
、
我
々
の
時
代
に
固
有
の
様
式
に
辿
り
つ
こ
う
」
（
六
二
）
と
し
た
人
物
で
あ
る
と
描
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
も
ま
た
、
「
す
べ
て
の
大
時
代
を
徹
底
的
に
、
綿
密
に
、
鑑
賞
眼
を
も
っ
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
築
の
大
原
理
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
」（
六
三
）
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
脱
党
派
的
か
つ
合
理
的
な
「
建
築
の
大
原
理
」
の
援
用
元
と
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
を
国
内
に
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
み
る
理
解
は
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
の
回
復
〟
を
目
指
し
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
建
築
家
も
含
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
早
く
か
ら
行
き
わ
た
っ
た
。
ワ
イ
ト
は
一
八
七
〇
年
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
こ
と
を
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
復
興
と
理
性
的
建
築
を
唱
え
る
存
命
の
人
間
の
な
か
で
最
も
優
れ
た
人
物
で
あ
る
」（
六
四
）
と
紹
介
し
な
が
ら
も
、「
彼
の
敵
〔
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
〕
が
思
う
よ
り
も
寛
大
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
あ
え
て
彼
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
論
を
訳
出
し
た
（
六
五
）
。 
 ク
ラ
シ
シ
ス
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
一
八
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
像
が
根
づ
い
て
い
く
一
方
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
否
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
六
十
年
代
半
ば
に
既
に
み
ら
れ
た
が
、
一
八
六
七
年
四
月
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
開
場
直
後
か
ら
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
な
否
定
の
論
調
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。 
こ
の
と
き
、『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
誌
に
「
無
価
値
以
下
の
教
科
書
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
（
六
六
）
。
こ
れ
は
当
時
新
刊
の
『
美
術
批
評
原
論
』（
六
七
）
に
対
す
る
書
評
で
あ
る
。
同
書
は
、「
我
々
は
、
健
全
で
修
養
さ
れ
た
精
神
状
態
に
あ
る
と
き
、
本
能
的
に
、
必
然
的
に
、〔
…
〕
そ
の
〔
神
の
〕
性
質
の
実
例
と
な
る
事
物
か
ら
快
を
得
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
」（
六
八
）
と
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
感
性
的
批
評
原
理
を
基
礎
と
し
、
実
作
批
評
に
お
い
て
も
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
言
及
が
多
く
援
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
評
者
が
特
に
問
題
と
し
た
の
は
、
同
書
の
建
築
批
評
原
理
が
特
に
『
建
築
の
七
燈
』
の
内
容
を
中
核
に
据
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
評
者
は
、「
建
築
と
い
う
多
面
的
な
芸
術
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
作
に
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
『
建
築
講
話
』
と
い
う
今
世
紀
最
大
の
立
派
な
労
作
が
あ
る
」
と
論
難
し
た
。
こ
の
評
者
に
は
、「
急
速
な
成
功
を
収
め
て
い
る
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
は
皆
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
最
近
生
ま
れ
た
、
新
し
い
本
来
の
批
評
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」（
六
九
）
と
い
う
著
者
の
見
解
は
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 
こ
の
ラ
ス
キ
ン
忌
避
の
潮
流
は
、
一
八
五
〇
、
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
知
的
文
化
、
特
に
感
性
批
評
の
横
行
や
理
知
性
の
欠
如
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
か
つ
て
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
理
念
を
奉
じ
た
人
物
に
さ
え
共
有
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
五
十
年
代
に
は
熱
烈
な
ラ
ス
キ
ン
信
奉
者
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
も
、
六
〇
年
代
末
に
は
辛
辣
な
ラ
ス
キ
ン
否
定
論
者
と
な
っ
た
。
彼
は
一
八
六
八
年
の
『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
誌
に
「
ラ
ス
キ
ン
と
そ
の
文
筆
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
稿
し
、「
芸
術
に
関
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
教
義
は
ひ
ど
く
誤
っ
て
い
る
」（
七
〇
）
と
断
じ
た
。
彼
は
そ
の
後
も
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
先
鋒
と
な
っ
た
（
七
一
）
。 
 コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン 
一
方
、「
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
」（
一
八
六
八
）（
七
二
）
と
題
す
る
ク
ッ
ク
の
記
事
は
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
を
総
括
し
、
よ
り
合
理
的
な
建
築
理
論
を
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
で
は
な
く
、
新
た
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
求
め
よ
う
と
す
る
明
快
な
意
思
表
示
で
あ
る
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
門
弟
で
あ
っ
た
ク
ッ
ク
は
、
四
〇
年
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代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
の
知
的
文
化
に
浴
し
た
一
人
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
同
様
、
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
鼓
舞
さ
れ
た
批
評
家
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の
最
年
長
と
し
て
こ
の
団
体
を
主
導
し
て
い
た
。 
し
か
し
六
〇
年
代
末
の
ク
ッ
ク
は
、
公
衆
を
教
化
し
た
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
功
績
を
認
め
な
が
ら
も
、「
善
で
あ
り
真
で
あ
る
建
築
の
側
に
、
し
っ
か
り
、
は
っ
き
り
と
比
重
を
置
か
な
か
っ
た
」（
七
三
）
彼
の
「
負
の
影
響
」（
七
四
）
を
強
調
し
た
。
ク
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
六
十
年
代
末
ま
で
続
い
た
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
潮
流
は
、「
個
人
の
意
識
が
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
強
く
刺
激
さ
れ
た
」（
七
五
）
イ
ギ
リ
ス
派
の
建
築
家
た
ち
が
主
流
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
今
、
ク
ッ
ク
は
「
真
の
フ
ラ
ン
ス
、
知
性
と
進
歩
、
そ
し
て
熱
狂
の
国
フ
ラ
ン
ス
に
心
を
寄
せ
、
建
設
の
真
の
原
理
を
学
ぼ
う
で
は
な
い
か
」（
七
六
）
と
語
り
、
過
去
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
影
響
の
払
拭
に
努
め
た
。 そ
こ
で
唯
一
の
拠
り
所
と
さ
れ
た
の
が
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
で
あ
る
。
ク
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
の
卓
越
し
た
点
と
は
、
そ
の
教
義
の
実
践
性
で
あ
り
、
気
ま
ぐ
れ
や
流
行
で
は
な
く
、
原
理
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
形
式
的
で
も
退
廃
的
で
も
な
く
、
熱
狂
的
で
創
造
的
」（
七
七
）
な
点
だ
っ
た
。
実
践
に
偏
重
し
た
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
空
理
に
拘
泥
し
た
ラ
ス
キ
ン
は
、
と
も
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
対
象
と
な
っ
て
い
た
。 
 
以
上
の
経
緯
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
は
〝
寛
大
な
〟
（
ワ
イ
ト
）
人
物
と
し
て
、
様
式
的
表
現
に
拘
ら
な
い
合
理
的
な
〝
建
築
の
大
原
理
〟
を
唱
導
し
た
理
論
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
地
で
は
、
六
〇
年
代
以
降
の
ボ
ザ
ー
ル
教
育
に
対
す
る
需
要
の
拡
大
と
並
行
し
て
、
か
つ
て
ボ
ザ
ー
ル
の
職
を
逐
わ
れ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
は
む
し
ろ
、
ボ
ザ
ー
ル
の
権
威
主
義
お
よ
び
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
支
持
の
た
め
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 
そ
の
好
例
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
行
っ
た
『
建
築
講
話
』
の
翻
訳
出
版
で
あ
る
（F
ig
.1
5
）（
七
八
）
。
彼
は
六
一
年
の
「
ギ
リ
シ
ャ
の
線
」
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
こ
と
を
明
確
に
「
復
興
し
た
中
世
派
」（
七
九
）
の
指
導
者
の
ひ
と
り
と
見
做
し
て
い
た
が
、『
建
築
講
話
』
で
は
俄
か
に
そ
の
認
識
を
覆
す
の
で
あ
る
。 
そ
の
訳
者
序
に
お
い
て
彼
は
ま
ず
、
同
書
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
土
壌
に
お
い
て
古
典
様
式
が
中
世
様
式
の
地
位
を
奪
っ
た
歴
史
状
況
」（
八
〇
）
の
史
論
で
あ
る
と
断
じ
た
。
そ
れ
は
四
百
年
の
風
雪
に
耐
え
た
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
完
成
の
歴
史
で
あ
り
、「
新
し
い
国
土
を
占
領
し
、
廃
墟
の
遺
産
も
な
く
、
建
築
に
関
し
て
伝
統
と
い
う
邪
魔
も
な
い
」（
八
一
）
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
の
模
範
と
し
て
、「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
よ
う
な
、
完
璧
を
目
指
す
芸
術
家
の
配
慮
と
忍
耐
」（
八
二
）
の
過
程
を
示
し
て
い
た
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
ボ
ザ
ー
ル
教
育
と
そ
の
長
期
の
歴
史
は
、
こ
の
忍
耐
を
代
表
す
る
も
の
だ
っ
た
。 
こ
の
言
及
の
背
景
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
を
席
巻
し
て
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
一
過
性
と
、
そ
の
表
現
の
無
秩
序
に
対
す
る
反
省
が
あ
っ
た
。
彼
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
〇
年
代
末
に
「
ラ
ス
キ
ン
が
芸
術
問
題
に
関
す
る
独
裁
者
と
し
て
文
人
の
先
例
を
立
て
て
以
降
、
我
々
は
美
学
分
野
に
お
け
る
恐
ろ
し
い
独
裁
に
さ
ら
さ
れ
」（
八
三
）
、「
北
イ
タ
リ
ア
の
中
世
歴
史
建
造
物
の
色
に
染
め
ら
れ
」
（
八
四
）
て
き
た
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
こ
の
独
裁
か
ら
の
解
放
を
目
論
み
、
「
現
代
文
明
の
魂
」（
八
五
）
で
あ
り
、「
み
ず
か
ら
の
時
代
の
無
意
識
的
表
現
」（
八
六
）
と
し
て
の
古
典
へ
の
回
帰
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。「
彼
〔
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
〕
は
い
み
じ
く
も
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
真
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
堕
落
し
た
類
型
か
ら
生
じ
た
例
は
な
い
と
語
っ
た
」（
八
七
）
の
で
あ
り
、
当
時
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
に
求
め
た
の
は
そ
の
よ
う
な
〝
真
の
ル
ネ
サ
ン
ス
〟
だ
っ
た
。 
『
建
築
講
話
』
の
翻
訳
出
版
は
そ
の
た
め
の
方
便
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
た
た
め
、
訳
者
序
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
中
世
主
義
者
と
し
て
の
側
面
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
り
、『
建
築
事
典
』
編
纂
の
功
績
も
、「
自
ら
の
芸
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術
理
論
の
真
の
実
践
的
発
展
の
た
め
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
史
跡
保
存
の
た
め
」（
八
八
）
と
極
端
に
矮
小
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
一
方
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
こ
と
を
「
ギ
リ
シ
ャ
芸
術
と
中
世
芸
術
双
方
の
原
理
に
対
す
る
熱
狂
的
な
賞
賛
」（
八
九
）
を
有
す
る
中
立
の
理
論
家
と
し
て
描
き
な
が
ら
も
、
彼
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
紹
介
す
る
意
図
を
明
確
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 ク
ラ
シ
シ
ス
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
底
流 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
こ
の
言
及
以
前
に
も
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
す
同
様
の
認
識
は
国
内
の
建
築
論
壇
に
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
同
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
誌
や
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
ほ
か
多
数
の
書
評
が
現
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
批
評
も
や
は
り
、
す
べ
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
は
見
做
し
て
い
な
い
（
九
〇
）
。
特
に
後
者
の
批
評
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
に
「
ロ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ク
エ
ス
ト
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
建
設
原
理
」（
九
一
）
を
み
た
。
同
書
評
内
で
は
『
建
築
講
話
』
は
「
こ
れ
ら
〔
の
建
築
〕
の
統
制
原
理
を
非
常
に
明
快
に
定
め
、
自
由
、
適
切
、
素
面
、
誠
実
、
意
匠
と
構
造
の
調
和
、
つ
ま
り
一
言
で
い
え
ば
、
真
実
性
の
必
要
を
呼
び
か
け
た
」（
九
二
）
著
作
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
点
も
含
め
て
、「
こ
の
論
考
と
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
類
似
箇
所
の
あ
い
だ
に
興
味
深
い
平
行
性
が
あ
る
」
こ
と
は
、「
両
人
の
思
考
法
や
思
考
の
く
せ
が
正
反
対
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
面
白
い
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
九
三
）
。
同
様
の
両
者
の
性
格
上
の
対
比
は
、『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
の
書
評
に
も
み
ら
れ
る
。
―
― 
 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
は
ラ
ス
キ
ン
氏
の
よ
う
な
、
古
い
建
築
遺
跡
の
上
に
色
と
り
ど
り
の
知
性
の
燈
を
吊
る
す
た
だ
の
美
術
批
評
家
で
は
な
く
、
腕
の
た
つ
実
務
建
築
家
と
し
て
偽
り
の
芸
術
と
偽
り
の
建
設
原
理
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
彼
は
彼
な
ら
で
は
の
徹
底
的
に
科
学
的
な
仕
方
で
、
ラ
ス
キ
ン
氏
と
同
じ
福
音
、
真
実
に
対
す
る
絶
対
忠
実
な
建
築
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
彼
は
そ
れ
を
説
き
勧
め
て
い
る
の
で
は
全
く
な
く
、
科
学
的
必
然
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
九
四
） 
 
 
「
ア
・
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
」
の
ク
ッ
ク
の
場
合
と
同
様
、
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
ゴ
シ
シ
ス
ト
・
ラ
ス
キ
ン
の
対
比
は
、
こ
の
両
様
式
そ
の
も
の
に
対
す
る
表
象
お
よ
び
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
民
性
に
対
す
る
表
象
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
ま
た
、『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
の
書
評
（
九
五
） 
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
明
確
に
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
し
な
が
ら
、
い
ち
国
民
感
情
と
し
て
の
〝
古
典
的
な
る
も
の
〟
へ
の
渇
望
が
露
呈
し
て
い
る
点
で
特
筆
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、「
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
純
粋
性
と
美
を
強
く
信
じ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
」
（
九
六
） 
が
当
時
の
読
者
に
賛
同
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
が
当
時
、
個
性
に
対
応
す
る
協
調
性=
国
民
性
を
象
徴
し
て
い
た
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
『
建
築
講
話
』
の
序
に
す
で
に
兆
候
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
性
の
発
揮
と
は
、
ラ
ス
キ
ン
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
一
八
五
〇
、
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
そ
の
後
辛
辣
な
非
難
に
遭
う
こ
と
と
な
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
、
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
は
集
団
的
営
為
・
集
団
的
な
知
が
表
象
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
認
識
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
書
評
に
は
、
個
性
の
時
代
か
ら
集
団
の
時
代
へ
の
移
行
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を
期
待
す
る
国
民
感
情
が
如
実
に
表
れ
て
い
た
。
―
― 
 
現
代
の
基
調
は
個
の
優
位
で
あ
る
。
今
や
す
べ
て
の
人
間
が
自
己
の
存
在
を
主
張
す
る
。
そ
こ
に
は
強
い
国
民
感
情
も
な
け
れ
ば
血
族
感
情
も
な
く
、
わ 
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ず
か
ば
か
り
の
家
族
感
情
が
あ
る
だ
け
だ
。
し
か
し
彼
は
ま
だ
自
立
を
達
成
し
て
い
な
い
。
再
び
結
び
つ
き
、
協
力
す
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
だ
。〔
…
〕
偉
大
な
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
建
て
る
の
だ
と
い
う
期
待
は
、
そ
れ
以
後
に
抱
く
べ
き
で
あ
る
。（
九
七
） 
 
そ
し
て
こ
の
〝
協
力
〟
の
先
に
あ
る
現
代
建
築
は
、
時
代
の
需
要
に
推
し
進
め
ら
れ
た
、
産
業
建
築
の
発
展
の
先
に
達
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。「
我
々
は
時
代
の
需
要
が
求
め
る
た
め
に
大
き
な
工
場
や
鉄
道
駅
を
建
て
る
必
要
に
駆
ら
れ
、
現
に
そ
れ
を
建
て
る
」（
九
八
）
が
、
評
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
こ
そ
「
こ
の
現
代
に
お
い
て
建
築
が
進
む
べ
き
道
が
あ
る
」（
九
九
）
の
で
あ
る
。 
『
建
築
講
話
』
訳
出
出
版
か
ら
し
ば
ら
く
、
こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
み
る
論
考
は
続
き
、
一
八
七
七
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
に
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
本
人
に
よ
る
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
建
築
を
範
と
し
た
現
代
建
築
論
も
訳
出
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
）
。
し
か
し
こ
の
動
向
は
長
く
は
続
か
ず
、
八
〇
年
代
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
論
は
姿
を
消
す
。
か
つ
て
『
建
築
講
話
』
中
で
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
紹
介
し
た
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
で
す
ら
、
そ
れ
以
降
は
む
し
ろ
、
彼
を
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
唱
道
者
と
し
て
論
じ
る
よ
う
に
な
る
。 
 ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
書
目
の
一
斉
翻
訳 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
英
語
圏
の
広
範
な
読
者
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
七
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、『
建
築
講
話
』
の
出
版
前
後
か
ら
約
五
年
と
、
非
常
に
短
期
間
の
あ
い
だ
に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
両
国
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
書
目
の
翻
訳
出
版
が
立
て
続
け
に
な
さ
れ
た
（
一
〇
一
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ッ
ク
ナ
ル
の
訳
と
な
る
『
要
塞
史
』
や
『
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
マ
ン
』
が
こ
の
時
期
ボ
ス
ト
ン
の
出
版
社
オ
ズ
グ
ッ
ド
か
ら
出
版
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
と
は
、
一
面
に
お
い
て
並
行
し
た
現
象
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
に
よ
る
『
建
築
講
話
』
書
評
は
建
築
界
に
限
ら
な
い
一
般
読
者
の
視
点
か
ら
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
名
が
「『
建
物
の
話
』
や
『
要
塞
史
』
な
ど
の
見
事
な
〔
著
作
〕
を
通
じ
て
最
近
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
〇
二
）
経
緯
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
、
二
国
間
の
翻
訳
成
果
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
訳
出
出
版
は
原
理
的
に
、
そ
れ
に
先
だ
つ
受
容
経
緯
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
訳
者
が
訳
出
に
踏
み
き
る
に
足
る
だ
け
の
文
化
的
背
景
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
訳
者
が
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
原
著
を
解
釈
し
た
か
が
多
少
な
り
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
翻
訳
出
版
の
時
期
は
こ
の
よ
う
に
相
互
に
重
な
り
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
同
一
の
背
景
の
も
と
に
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
い
ま
だ
留
保
の
余
地
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
版
『
建
築
講
話
』
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
文
脈
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
な
お
バ
ッ
ク
ナ
ル
は
一
八
七
七
年
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
『
建
築
講
話
』
に
続
き
、
新
訳
版
と
し
て
『
建
築
講
義
』
を
出
版
し
た
（
一
〇
三
）
。
こ
れ
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
本
人
と
の
交
渉
を
経
た
正
式
版
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
だ
が
（
一
〇
四
）
、
そ
れ
が
世
間
一
般
に
正
規
版
と
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。 
と
い
う
の
も
そ
れ
以
前
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
版
の
『
建
築
講
話
』
が
す
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
書
目
の
初
期
の
翻
訳
と
し
て
大
々
的
に
宣
伝
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
書
目
の
翻
訳
を
多
数
扱
っ
た
出
版
社
の
オ
ズ
グ
ッ
ド
は
、
一
八
七
七
年
に
そ
れ
ら
の
翻
訳
書
の
広
告
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
広
告
に
示
さ
れ
る
通
り
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
版
の
『
建
110 
 
築
講
話
』
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
好
評
を
博
し
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
セ
ニ
ア
ム
』、『
イ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
』、『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
と
い
っ
た
当
地
の
主
力
雑
誌
に
評
価
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
お
墨
付
き
と
と
も
に
売
り
出
さ
れ
て
い
た
（F
ig
.1
6
）。 
バ
ッ
ク
ナ
ル
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
か
ら
直
接
に
翻
訳
出
版
の
承
諾
を
得
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
自
身
は
自
著
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
好
意
的
な
受
容
を
得
て
い
た
こ
と
を
既
に
知
っ
て
い
た
。
一
八
七
七
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
は
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
建
築
家
に
宛
て
ら
れ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
か
ら
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
―
―
様
、
そ
し
て
同
業
の
皆
様
、 
私
は
今
、
合
衆
国
国
民
に
対
し
て
真
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
皆
が
抱
く
共
感
を
示
す
機
会
を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
大
西
洋
を
越
え
た
土
地
の
仲
間
に
対
す
る
、
私
自
身
の
友
好
の
情
に
つ
い
て
特
に
言
え
る
こ
と
で
す
。 
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
人
々
が
、
我
々
の
古
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
作
る
有
用
か
つ
実
用
的
な
も
の
の
す
べ
て
を
常
に
よ
く
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
私
も
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
自
ら
の
書
い
た
も
の
が
ア
メ
リ
カ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
が
行
っ
て
い
る
過
去
の
森
羅
万
象
の
研
究
は
、
我
々
の
芸
術
を
真
の
道
筋
の
上
に
位
置
づ
け
る
性
質
の
も
の
で
す
が
、
今
回
の
件
で
私
の
こ
の
努
力
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
未
来
と
は
、
過
去
を
正
確
に
、
批
判
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。
誰
も
が
歴
史
を
正
し
く
、
つ
ま
り
、
確
か
な
資
料
を
用
い
て
歴
史
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
人
類
の
友
愛
は
盛
り
を
迎
え
た
は
ず
で
す
。
我
々
が
何
に
つ
け
互
い
を
理
解
し
損
ね
、
何
度
も
何
度
も
同
じ
間
違
い
、
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
の
は
、
常
に
無
知
ゆ
え
の
こ
と
で
す
。〔
…
〕 
 
 
 
 
Ｅ
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
（
一
〇
五
） 
ス
タ
ー
ジ
ス
「
現
代
建
築
」
と
超
越
論
的
機
能
主
義 
『
建
築
講
話
』
の
翻
訳
出
版
ま
で
に
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
は
純
理
性
的
な
建
築
理
念
を
唱
導
し
た
人
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
根
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
と
並
行
し
た
現
象
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
に
は
不
合
理
な
人
物
と
し
て
の
理
解
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。 
し
か
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
を
機
能
主
義
的
美
学
の
も
と
に
理
解
す
る
五
十
年
代
以
来
の
系
譜
は
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
中
に
存
続
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
一
八
七
一
年
に
発
表
し
た
「
現
代
建
築
」
で
あ
る
（
一
〇
六
）
。
こ
の
論
考
は
、
無
装
飾
の
純
機
能
主
義
建
築
を
奉
じ
た
、
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
に
よ
る
初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
同
論
の
発
表
が
当
時
の
論
壇
に
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
今
日
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
シ
カ
ゴ
の
『
ザ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』
に
よ
っ
て
「
我
々
の
建
設
様
式
の
現
在
の
特
質
に
関
す
る
批
評
の
な
か
で
も
、
ア
メ
リ
カ
文
学
史
上
も
っ
と
も
精
緻
か
つ
価
値
あ
る
も
の
に
位
置
づ
く
」（
一
〇
七
）
論
考
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
国
内
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
誌
お
よ
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
ザ
・
ビ
ル
ダ
ー
』
誌
に
も
転
載
さ
れ
た
重
要
論
考
で
あ
る
（
一
〇
八
）
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
は
当
時
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ゴ
シ
シ
ス
ト
と
理
解
し
た
数
少
な
い
建
築
家
で
あ
る
（
一
〇
九
）
。
そ
の
彼
が
奉
じ
る
機
能
主
義
の
源
流
は
中
世
に
あ
り
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
引
用
に
よ
っ
て
、
中
世
人
は
「
虚
飾
を
知
ら
ず
、
す
べ
て
の
物
品
は
精
確
に
目
的
に
応
え
て
い
た
」（
一
一
〇
）
と
語
ら
れ
る
。 
そ
こ
で
話
題
は
、
鋳
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
部
材
に
移
行
す
る
。
そ
れ
ら
は
石
材
と
は
異
な
る
製
造
法
で
あ
り
な
が
ら
、
施
さ
れ
る
装
飾
は
依
然
と
し
て
石
材
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
鋳
鉄
に
相
応
し
い
造
形
を
「
自
分
自
身
で
考
え
る
」（
一
一
一
）
努
力
が
欠
如
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
に
従
え
ば
、
機
械
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
工
業
部
材
は
そ
れ
自
体
が
機
能
の
表
現
で
あ
り
、
未
来
の
建
築
に
は
そ
れ
を
直
接
表
示
す
る
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
装
飾
に
は
お
そ
ら
く
未
来
は
な
い
」（
一
一
二
） 
 
  
111 
ラスキンとヴィオレ＝ル＝デュク 
 
 
Fig.16 ヴィオレ＝ル＝デュク翻訳書の広告 
 
112 
 
の
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
か
ら
は
正
し
く
無
装
飾
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
不
快
に
映
る
こ
と
は
な
く
な
る
」（
一
一
三
）
。
今
や
「
建
築
の
設
計
者
も
、
堅
牢
性
、
理
想
の
材
料
、
最
善
の
造
形
と
屋
根
の
た
め
の
最
善
の
覆
い
、
壁
を
護
る
た
め
の
最
善
の
軒
蛇
腹
の
断
面
、
光
を
与
え
る
た
め
の
開
口
と
必
要
な
入
口
の
正
し
い
配
置
、
そ
う
し
て
、
ア
ー
チ
や
ま
ぐ
さ
に
よ
る
、
そ
の
開
口
に
対
す
る
最
善
の
架
構
手
段
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
」（
一
一
四
）
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
条
件
の
満
足
の
み
に
よ
っ
て
建
築
美
は
達
成
さ
れ
る
。 
こ
の
よ
う
な
機
能
性
の
表
現
を
有
す
る
人
工
物
の
な
か
で
も
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
建
築
の
模
範
と
し
た
の
が
船
舶
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」
で
示
し
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
が
「
美
の
性
質
と
効
用
」
で
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
「
様
式
論
」
で
継
承
し
た
船
舶
美
学
を
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
に
結
び
つ
け
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
―
― 
 
 
船
と
は
本
来
、
我
々
が
有
す
る
、
厳
密
に
実
利
的
な
も
の
の
な
か
で
も
最
も
完
璧
な
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
線
は
、
幾
世
代
も
の
造
船
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
速
度
、
収
容
人
数
、
堪
航
性
を
も
と
め
幾
世
紀
も
繰
り
か
え
さ
れ
た
、
入
念
な
実
験
の
結
果
な
の
だ
。「
ボ
ー
ト
の
船
首
は
」、
と
ラ
ス
キ
ン
は
言
う
。「
神
の
作
品
〔
自
然
／
宇
宙
〕
に
次
い
で
、
私
の
知
る
最
も
美
し
い
も
の
だ
。」（
一
一
五
） 
 ラ
ス
キ
ン
の
著
作
は
そ
れ
ま
で
に
も
船
舶
美
学
の
文
脈
で
も
読
ま
れ
て
い
た
。
「
美
の
性
質
と
効
用
」
の
発
表
と
同
年
の
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
に
は
「
ボ
ー
ト
に
つ
い
て
」（
一
一
六
）
と
題
す
る
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
書
目
の
な
か
で
は
今
日
比
較
的
目
立
た
な
い
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
港
』（
一
八
五
六
）（
一
一
七
）
の
書
評
に
四
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
、
船
舶
と
生
物
の
類
推
や
、
船
舶
が
神
の
被
造
物
に
比
肩
さ
れ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 
し
か
し
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、「
現
代
建
築
」
で
ス
タ
ー
ジ
ス
が
引
い
た
ラ
ス
キ
ン
の
言
葉
が
実
際
に
は
彼
の
創
作
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
の
な
か
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
一
一
八
）
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
自
ら
が
抱
く
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
の
理
解
か
ら
、
恐
ら
く
無
意
識
に
、
存
在
し
な
い
金
言
を
拵
え
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
は
先
述
の
通
り
、
建
築
論
壇
を
超
え
て
広
ま
り
、
ま
た
本
国
イ
ギ
リ
ス
に
ま
で
伝
わ
っ
た
。 
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
引
用
に
よ
っ
て
、
四
〇
年
代
末
以
降
に
ラ
ス
キ
ン
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
以
降
の
機
能
主
義
的=
超
越
論
的
な
建
築
観
は
、
再
び
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
言
及
を
通
じ
て
明
言
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
過
去
二
十
年
間
、
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
相
互
参
照
に
よ
り
国
内
に
存
続
し
た
建
築
観
の
摘
要
と
し
て
、
六
〇
年
代
以
降
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の
中
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
も
無
矛
盾
だ
っ
た
。 
 ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟 
こ
の
造
船
と
建
築
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
発
展
を
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
〟
発
展
の
過
程
と
見
做
す
ス
タ
ー
ジ
ス
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
土
台
で
も
あ
っ
た
。
構
法
の
試
行
錯
誤
の
な
か
、
自
然
か
つ
匿
名
的
に
展
開
し
「
造
船
の
よ
う
に
成
長
す
る
」
（
一
一
九
）
、
真
の
建
築
様
式
発
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
が
当
時
思
い
描
い
て
い
た
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
達
史
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
、
同
論
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
―
― 
 
誰
の
発
明
で
も
な
く
、
誰
の
功
績
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
た
だ
造
船
者
の
各
々
が
、
自
分
の
船
の
速
さ
や
粘
り
強
さ
、
耐
航
性
を
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
改
善
で
き
る
と
思
う
こ
と
。
か
く
し
て
《
グ
レ
ー
ト
・
ハ
リ
ー
》〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
海
軍
の
大
型
船
、
一
五
一
四
年
完
成
〕
か
ら
徐
々
に
古
き
カ
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フ
ォ
ル
ニ
ア
貿
易
の
ク
リ
ッ
パ
ー
船
が
生
ま
れ
る
。
―
棟
梁
に
は
建
て
る
べ
き
石
造
屋
根
が
あ
り
、
彼
ら
の
各
々
は
た
だ
、
他
の
屋
根
を
見
て
自
力
で
考
え
る
。
円
形
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
・
リ
ブ
を
試
し
、
そ
れ
が
駄
目
だ
と
分
か
っ
た
ら
、
純
粋
に
建
設
上
の
工
夫
と
し
て
尖
頭
形
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
・
リ
ブ
を
試
す
。
新
し
い
組
み
合
わ
せ
で
有
力
な
も
の
が
見
つ
か
る
と
、
二
十
年
も
経
た
ず
に
ゴ
シ
ッ
ク
的
石
造
ヴ
ォ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
は
成
熟
を
迎
え
、
そ
れ
と
と
も
に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
生
ま
れ
る
。（
一
二
〇
） 
 こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
成
立
史
を
現
代
に
再
び
蘇
ら
せ
う
る
も
の
と
し
て
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
注
目
し
て
い
た
の
が
鋳
鉄
構
造
だ
っ
た
。
か
く
し
て
彼
が
「
現
代
建
築
」
中
で
展
開
し
た
無
装
飾
建
築
論
は
、
一
八
七
六
年
に
竣
工
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、F
ig
.1
7
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
設
計
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
の
断
絶
を
示
す
よ
う
に
、
極
端
な
か
た
ち
で
具
体
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
施
設
群
（
ニ
ュ
ー
ヘ
ー
ブ
ン
、
一
八
六
九
―
七
六
）
や
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
バ
ン
ク
（
オ
ル
バ
ニ
ー
、
一
八
七
二
）
な
ど
、
様
式
的
表
現
に
多
少
な
り
と
も
依
拠
し
た
石
造
建
築
と
は
異
な
り
、
金
属
部
材
の
ア
セ
ン
ブ
リ
を
強
調
し
、
装
飾
は
柱
頭
お
よ
び
、
外
壁
・
コ
ー
ニ
ス
の
幾
何
学
パ
タ
ン
の
み
と
、
極
度
に
抑
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
す
で
に
四
十
年
代
よ
り
ボ
ガ
ー
ダ
ス
の
鋳
鉄
建
築
の
作
例
が
存
在
し
た
が
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
建
築
論
壇
を
構
成
し
た
論
客
の
な
か
で
、
意
識
的
に
こ
こ
ま
で
の
無
装
飾
を
試
み
た
の
は
ス
タ
ー
ジ
ス
が
初
で
あ
る
。 
 ラ
ス
キ
ン
と
エ
ン
ジ
ニ
ア 
そ
の
①
：
一
八
六
九
―
一
八
九
八 
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
受
容 
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
に
お
け
る
機
能
主
義
美
学
の
展
開
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
よ
る
四
〇
年
代
お
よ
び
五
〇
年
代
初
頭
の
定
式
化
を
開
始
点
に
も
つ
が
、
彼
ひ
と
り
か
ら
発
さ
れ
た
論
点
は
は
じ
め
衆
目
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
没
後
の
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
る
紹
介
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
、
次
に
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
い
う
二
人
の
理
論
家
に
意
識
的
・
無
意
識
的
に
付
託
さ
れ
語
ら
れ
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
論
題
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
な
か
に
定
着
し
た
。 
『
建
築
講
話
』
の
訳
出
出
版
に
い
た
る
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
お
よ
び
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
建
築
・
美
術
論
壇
の
内
部
事
情
に
左
右
さ
れ
、
き
わ
め
て
地
域
性
が
高
か
っ
た
。
特
に
、
ラ
ス
キ
ン
を
明
確
に
機
能
主
義
者
と
見
做
す
潮
流
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
強
い
て
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
そ
う
と
し
た
こ
と
の
二
点
は
、
と
き
の
国
内
動
向
を
反
映
し
た
独
自
性
を
も
つ
。
重
要
な
の
は
こ
の
よ
う
に
付
託
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
正
誤
で
は
な
く
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
通
じ
て
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
が
機
能
主
義
的
建
築
理
論
に
関
す
る
議
論
を
継
続
し
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 
ア
メ
リ
カ
建
築
は
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
を
期
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
期
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
期
に
移
行
す
る
。
こ
の
理
解
に
則
れ
ば
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
そ
の
後
の
建
築
の
思
想
と
実
践
に
「
ほ
と
ん
ど
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
」（
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
）（
一
二
一
）
と
も
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
お
け
る
〝
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
〟
は
、
単
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
信
奉
す
る
こ
と
だ
け
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
知
ら
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
名
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
相
互
参
照
的
に
論
壇
の
議
論
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
理
論
の
継
承
・
存
続
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。 
し
か
し
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
ラ
ス
キ
ン
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
各
人
の
受
容
を
め
ぐ
る
こ
の
歴
史
的
概
略
は
、
特
に
建
築
論
壇
に
限
っ
た
話
で
あ
る
と
見
做
さ
な
け 
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れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
領
域
に
は
新
た
に
美
学
論
壇
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
こ
で
の
ラ
ス
キ
ン
の
読
ま
れ
方
は
建
築
領
域
の
も
の
と
は
背
景
も
性
質
も
異
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
南
北
戦
争
後
、
あ
る
い
は
パ
リ
万
国
博
覧
会
後
の
一
八
六
〇
年
末
の
ア
メ
リ
カ
で
は
様
々
な
分
野
の
専
門
誌
が
相
次
ぐ
創
刊
を
み
た
が
、
無
論
そ
れ
は
工
学
分
野
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
創
刊
さ
れ
た
工
学
系
雑
誌
に
は
『
ヴ
ァ
ン
・
ノ
ス
ト
ラ
ン
ズ
・
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
六
九
―
一
八
七
八
）
や
『
ザ
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ダ
ー
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
六
九
―
一
八
九
五
）
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
前
者
は
そ
の
題
の
通
り
選
り
好
み
し
な
い
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
志
向
を
持
ち
、
工
学
の
美
的
意
義
ま
で
を
扱
う
幅
広
い
雑
誌
だ
っ
た
。
な
か
で
も
応
用
工
学
へ
の
美
的
感
性
の
応
用
に
つ
い
て
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
芸
術
」（
一
八
七
〇
）、「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
建
築
」（
一
八
七
二
）、
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
ジ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
や
『
ザ
・
ビ
ル
ダ
ー
』
を
援
用
し
な
が
ら
、
国
内
の
技
術
的
議
論
に
美
学
的
な
要
素
を
導
入
し
よ
う
と
努
め
た
（
一
二
二
）
。
そ
こ
に
は
国
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
の
建
築
・
工
芸
分
野
へ
の
関
心
も
ま
た
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
扱
っ
た
「
イ
ギ
リ
ス
建
築
に
お
け
る
最
近
の
反
発
行
動
」（
一
八
七
四
）
を
は
じ
め
、
一
八
七
六
年
の
建
国
百
年
博
覧
会
開
催
の
翌
年
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
〔
一
八
三
六
―
一
九
〇
六
〕
の
「
産
業
芸
術
の
現
状
」
が
転
載
さ
れ
た
。 
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
誌
に
転
載
さ
れ
た
記
事
の
な
か
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
論
は
皆
、
建
築
や
土
木
構
造
物
の
美
化
を
推
進
す
る
目
的
の
た
め
に
援
用
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
再
掲
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
論
題
に
対
す
る
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
読
み
と
れ
る
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
か
ら
の
積
極
的
な
発
話
は
な
い
。 
 
ラ
ス
キ
ン
の
〝
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
〟 
こ
う
し
た
動
向
の
な
か
、
鉄
橋
設
計
の
黎
明
期
に
ト
ラ
ス
橋
の
設
計
で
功
績
の
あ
っ
た
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ン
コ
ー
ス
ト
・
ボ
ラ
ー
〔
一
八
四
〇
―
一
九
一
二
〕（
一
二
三
） 
が
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
発
表
し
た
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
（『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
協
会
雑
誌
』、
一
八
六
九
）（
一
二
四
） 
は
、
橋
梁
の
美
学
性
質
を
国
内
で
提
示
し
た
最
初
期
の
論
考
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
論
述
の
基
礎
に
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
を
用
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
目
下
の
考
察
の
た
め
の
最
適
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ボ
ラ
ー
は
「
工
学
的
作
品
に
芸
術
作
品
と
し
て
の
魅
力
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
完
全
に
誤
っ
て
い
る
」（
一
二
五
）
こ
と
を
示
す
た
め
、『
七
燈
』
に
語
ら
れ
る
建
築
の
定
義
を
独
自
に
解
釈
し
た
。 
こ
こ
で
ボ
ラ
ー
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
意
味
す
る
〝
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
〟
と
は
特
に
〝
建
設
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〟
の
こ
と
で
あ
る
と
断
り
、「
建
設
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
き
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
な
く
、
よ
き
建
設
な
き
よ
き
建
築
は
な
い
」
と
い
う
『
七
燈
』
中
の
一
節
を
引
く
こ
と
で
（
一
二
六
）
、
自
身
で
定
義
す
る
「
美
学
的
建
設
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
の
要
件
と
、
土
木
構
造
物
に
内
在
す
る
装
飾
オ
ー
ナ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。 
ボ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
装
飾
が
人
に
満
足
を
与
え
る
妥
当
な
も
の
と
な
る
の
は
そ
れ
が
事
物
の
本
質
的
な
適
合
性
を
備
え
て
い
た
場
合
」（
一
二
七
） 
な
の
で
あ
り
、「
装
飾
の
特
性
は
作
品
の
な
か
に
存
在
す
る
目
的
を
表
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
」（
一
二
八
） 
な
ら
ず
、
か
つ
平
明
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
発
言
で
あ
り
、
第
一
義
的
に
は
土
木
構
造
物
の
美
の
要
件
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
二
重
の
意
味
に
と
れ
る
記
事
題
名
は
、
こ
こ
で
ボ
ラ
ー
が
語
る
制
作
の
要
件
が
、
同
時
に
建
築
に
も
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
で
語
ら
れ
る
内
容
と
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
に
建
築
美
の
観
念
を
導
入
す
る
必
要
で
も
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
建
築
美
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
成
立
さ
せ
る
条
件
で
も
あ
っ
た
。 
そ
し
て
ボ
ラ
ー
は
、「
単
純
で
科
学
的
な
建
設
〔
手
法
〕
と
、
構
造
が
義
務
を
果
た
116 
 
す
た
め
に
必
要
な
部
材
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
あ
れ
ば
満
足
の
い
く
結
果
の
た
め
に
は
十
分
」（
一
二
九
） 
な
の
だ
と
続
け
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ラ
ー
が
定
義
す
る
装
飾
の
平
明
性
と
は
、
即
座
に
無
装
飾
に
還
元
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。「
と
い
う
の
も
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
我
々
が
美
と
呼
ぶ
も
の
に
不
可
欠
な
要
素
だ
か
ら
だ
」
（
一
三
〇
）
。 
 
こ
の
論
の
発
表
後
、
彼
は
一
八
七
六
年
に
『
市
委
員
会
の
た
め
の
鉄
骨
幹
線
道
路
橋
建
設
実
践
論
』（
一
三
一
）
を
公
刊
、
そ
の
な
か
の
一
章
に
「
橋
梁
建
設
に
お
け
る
建
築
」
（
一
三
二
）
を
設
け
、「（
い
く
ら
繰
り
返
し
て
も
繰
り
返
し
足
り
な
い
）
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
的
原
理
」（
一
三
三
） 
を
橋
梁
設
計
に
組
み
込
む
べ
き
こ
と
を
市
井
に
説
い
た
。
ボ
ラ
ー
が
指
摘
す
る
そ
の
原
理
と
は
―
― 
 
建
造
物
を
装
飾
し
、
装
飾
を
組
み
立
て
な
い
こ
と
。 
"D
eco
rate th
e co
n
stru
ctio
n
, b
u
t n
o
t co
n
stru
ct d
eco
ratio
n
." 
 で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
か
ら
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
な
か
で
も
解
釈
が
多
義
に
わ
た
る
箇
所
で
あ
り
、
ボ
ラ
ー
に
よ
る
引
用
の
意
図
に
は
多
少
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
章
冒
頭
に
お
い
て
「
建
築
と
い
う
語
の
真
の
意
味
に
お
い
て
は
、
装
飾
さ
れ
て
い
な
い
ア
ン
・
ア
ド
ー
ン
ド
構
造
部
も
十
分
に
建
築
の
一
部
を
な
す
」（
一
三
四
）
と
語
る
ボ
ラ
ー
が
書
内
に
お
い
て
〝
装
飾
す
る
こ
と
デ
コ
レ
ー
ト
〟
と
〝
装
飾
す
る
こ
と
ア
ド
ー
ン
〟
に
異
な
る
含
意
を
も
た
せ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
前
者
は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
に
語
ら
れ
た
の
と
同
様
、
部
材
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
構
造
物
の
機
能
的
全
体
を
明
示
す
る
美
的
操
作
の
こ
と
を
指
す
。 
 
橋
梁
工
学
の
発
展
期
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ー
は
こ
う
し
て
美
的
観
点
か
ら
土
木
的
実
践
を
補
足
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
橋
梁
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
経
歴
そ
の
も
の
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。 
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
発
表
当
時
、
ボ
ラ
ー
は
若
年
で
あ
り
な
が
ら
、
す
で
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ポ
ー
ト
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
橋
（
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
一
八
六
五
）
を
嚆
矢
に
橋
梁
技
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
て
お
り
、
同
論
の
発
表
直
後
に
は
自
身
初
の
旋
回
橋
で
あ
る
ブ
リ
ッ
ジ
ポ
ー
ト
橋
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
一
八
七
〇
）
が
開
通
し
た
。
そ
う
し
て
『
建
設
実
践
論
』
の
の
ち
に
は
、
パ
ト
ナ
ム
橋
（
一
八
八
一
）、
マ
コ
ム
・
ダ
ム
橋
（
一
八
九
五
）、
一
四
五
丁
目
橋
（
一
九
〇
五
）、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ハ
イ
ツ
橋
（
一
九
〇
八
）、
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
橋
（
一
九
一
〇
）
と
い
っ
た
、
ハ
ー
レ
ム
川
に
架
か
る
多
く
の
旋
回
橋
を
手
掛
け
る
こ
と
と
な
る
（F
ig
.1
8
）。
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
無
装
飾
に
組
み
立
て
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
鉄
骨
ト
ラ
ス
橋
は
い
み
じ
く
も
、
こ
れ
ら
に
述
べ
ら
れ
た
原
理
の
忠
実
な
再
現
で
あ
る
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
は
ボ
ラ
ー
の
橋
梁
を
「
す
べ
て
に
外
観
に
関
す
る
苦
労
の
跡
が
み
え
、
そ
れ
が
成
功
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
同
業
者
の
作
品
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
る
」（
一
三
五
）
と
称
賛
し
た
が
、
彼
ら
建
築
批
評
家
か
ら
土
木
構
築
物
に
対
し
て
こ
う
し
た
評
価
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
の
発
表
時
点
か
ら
さ
ら
に
四
半
世
紀
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
本
論
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
美
的
性
質
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
喚
起
さ
れ
た
の
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
当
時
、
彼
ら
の
な
か
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
確
か
に
橋
梁
の
美
の
代
弁
者
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
七
十
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
鉄
橋
設
計
に
つ
い
て
、
ス
カ
イ
ラ
ー
は
「
あ
た
か
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ラ
ス
キ
ン
を
読
ん
で
い
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
必
要
物
と
し
て
の
鉄
道
の
醜
さ
と
、
必
然
の
醜
を
和
ら
げ
る
試
み
の
美
学
的
な
罪
の
重
さ
を〔
同
時
に
〕説
い
た
、矛
盾
し
た
一
節
を
応
用
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
」（
一
三
六
） 
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と
語
っ
た
が
（
一
九
〇
五
）、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
時
実
際
に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
橋
梁
美
学
の
理
論
化
に
関
す
る
ボ
ラ
ー
の
取
り
組
み
は
、
一
八
七
〇
年
前
後
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
工
学
設
計
に
み
た
美
的
観
念
の
あ
り
よ
う
を
少
な
か
ら
ず
代
表
し
て
い
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
美
意
識
を
取
り
上
げ
た
『
ヴ
ァ
ン
・
ノ
ス
ト
ラ
ン
ズ
』
な
ど
の
雑
誌
の
創
刊
も
、
そ
れ
に
先
だ
つ
需
要
を
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
起
こ
り
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ー
の
論
が
発
表
さ
れ
た
六
九
年
と
は
、
の
ち
に
ス
カ
イ
ラ
ー
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
〝
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
〟
最
大
の
美
的
成
果
と
さ
れ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
（
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ガ
ス
ト
ス
・
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
〔
一
八
〇
六
―
一
八
六
九
〕
設
計
）
の
着
工
年
で
も
あ
っ
た
。 
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
読
ま
れ
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
傍
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
「
現
代
建
築
」
を
発
表
し
た
直
後
に
同
論
を
抄
録
し
た
『
ザ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
誌
の
一
記
事
で
あ
る
（
一
三
七
）
。
こ
こ
で
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
に
新
た
に
「
装
飾
的
設
計
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」
の
題
が
付
さ
れ
、
彼
が
誤
っ
て
引
用
し
た
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
ボ
ー
ト
と
建
築
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
引
用
記
事
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
引
用
箇
所
そ
の
も
の
の
な
か
で
ス
タ
ー
ジ
ス
が
語
っ
て
い
る
通
り
、
こ
こ
で
〝
装
飾
的
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
〟
と
さ
れ
て
い
る
設
計
原
理
と
は
、
ボ
ラ
ー
の
定
義
と
同
様
む
し
ろ
無
装
飾
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
当
時
の
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
建
築
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
両
分
野
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
は
美
学
的
な
議
論
の
な
か
で
と
も
に
参
照
源
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
異
な
る
経
緯
を
辿
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
間
に
明
確
な
分
裂
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一
方
の
建
築
論
壇
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
通
じ
て
は
も
は
や
、
同
時
代
の
建
築
家
が
奉
ず
る
べ
き
合
理
的
設
計
の
理
念
は
語
り
え
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
〝
装
飾
的
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
な
〟
建
築
理
論
を
通
じ
て
こ
そ
、
彼
ら
は
合
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ーザン・レールウェイの橋に分があるように思われる。このデザインは、整然と、明快に、簡潔に、優美に作られた図画
解説であり、ある幾何学的表示に対して、我々にはそれを〝美しい〟という言葉で表現する権利が与えられたのである。
この橋の説得力は、まさしくその装飾的付属物の不在と、表示法を最も単純なものに還元したところから生まれている。」 
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理
的
橋
梁
設
計
と
、
そ
の
極
致
に
あ
る
建
築
美
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
の
「
近
代
建
築
」
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
建
築
界
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
動
向
を
と
も
に
満
足
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
、
〝
知
的
建
設
〟
を
語
る
上
で
の
援
用
先
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
移
り
ゆ
く
な
か
で
、
そ
の
建
築
論
壇
の
動
向
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
そ
れ
は
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
の
超
越
論
的=
合
理
主
義
的
建
築
理
論
の
展
開
を
と
ど
め
お
き
な
が
ら
、
論
全
体
に
示
さ
れ
る
建
築
美
論
の
核
心
を
〝
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
〟
に
代
表
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
論
が
当
時
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
目
を
引
き
彼
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
後
者
の
特
質
に
よ
る
も
の
で
こ
そ
あ
っ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
論
に
対
す
る
解
釈
に
分
裂
は
み
せ
な
が
ら
も
、
こ
の
両
分
野
で
展
開
し
て
い
た
美
論
が
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
相
同
的
性
質
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
建
築
論
壇
の
与
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
土
木
構
築
物
を
含
む
広
義
の
〝
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
〟
を
め
ぐ
る
議
論
は
並
行
し
て
い
た
。 
 シ
カ
ゴ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
序
説 
当
時
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
論
壇
は
建
築
論
壇
に
も
目
を
く
ば
り
、
同
業
者
界
隈
の
美
的
観
念
の
向
上
に
つ
と
め
た
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
論
壇
に
は
そ
の
逆
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
造
船
の
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
理
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
美
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
建
築
家
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
の
議
論
の
交
流
は
同
時
代
的
に
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。 
他
方
、
シ
カ
ゴ
で
一
八
六
〇
年
代
末
よ
り
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』
紙
上
に
形
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
建
築
論
壇
に
は
そ
の
よ
う
な
分
野
間
交
流
の
兆
し
が
み
ら
れ
た
。
同
誌
に
は
先
述
の
通
り
「
現
代
建
築
」
の
摘
要
が
連
載
さ
れ
た
ほ
か
、
『
ノ
ス
ト
ラ
ン
ズ
』
と
同
様
、
イ
ギ
リ
ス
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
の
土
木
・
機
械
工
学
学
会
（C
ivil an
d
 M
ech
an
ical E
n
g
in
eer's S
o
ciety
）
講
演
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
建
築
」（
一
三
八
）
の
覚
書
が
掲
載
さ
れ
た
。
同
論
も
ま
た
、
ラ
ス
キ
ン
を
引
き
な
が
ら
「
〝
良
識
あ
る
い
は
真
実
〟
の
法
則
」
を
建
築
の
質
の
第
一
条
件
と
し
橋
梁
の
美
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
立
派
な
建
築
、
美
し
い
建
築
、
独
創
的
な
建
築
を
操
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
実
直
な
建
築
な
ら
ば
操
る
こ
と
が
で
き
る
」（『
七
燈
』）（
一
三
九
）
と
い
う
ラ
ス
キ
ン
の
言
葉
は
、
講
演
者
を
通
じ
て
雑
誌
媒
体
で
ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
り
、
こ
と
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
は
建
築
家
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
双
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。 
 
ま
た
シ
カ
ゴ
独
自
の
論
壇
形
成
と
し
て
、
七
〇
年
代
初
頭
の
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』
に
は
合
理
的
建
設
を
語
る
上
で
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
依
拠
は
強
い
。
そ
の
嚆
矢
的
な
位
置
を
占
め
る
の
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ケ
ン
ダ
ル
〔
生
没
年
不
詳
〕
に
よ
る
「
理
性
的
建
設
」（『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』、
一
八
七
一
）（
一
四
〇
）
で
あ
る
。
彼
は
大
火
前
に
イ
ギ
リ
ス
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
？
）
か
ら
シ
カ
ゴ
を
訪
れ
た
建
築
家
あ
る
い
は
技
師
で
あ
り
（
一
四
一
）
、
そ
の
四
年
の
滞
在
中
に
は
、
同
誌
に
他
に
も
「
現
代
的
様
式
」、「
建
築
装
飾
論
」
な
ど
様
々
な
論
考
を
寄
稿
し
て
い
る
。 
「
理
性
的
建
設
」
は
「
〝
知
性
イ
ン
テ
レ
ク
ト
〟
〝
理
性
リ
ー
ズ
ン
〟
〝
識
別
デ
ィ
ス
ク
リ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〟
」（
一
四
二
）
を
建
築
設
計
の
三
要
件
に
掲
げ
、「
建
築
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
真
実
の
原
理
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
り
、
意
図
さ
れ
た
目
的
に
適
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
（
一
四
三
）
こ
と
を
示
す
た
め
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
援
用
し
た
。「『
建
築
の
七
燈
』
と
題
さ
れ
た
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
本
の
な
か
か
ら
は
、
建
築
に
生
命
と
創
造
性
を
吹
き
込
む
よ
う
、
ま
た
、
幼
稚
、
コ
ピ
イ
ズ
ム
、
誤
魔
化
し
と
い
っ
た
要
素
か
ら
建
築
を
解
放
す
べ
く
計
算
さ
れ
た
、
美
し
く
、
最
も
示
唆
に
富
む
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
四
四
）
の
で
あ
る
。 
大
火
後
に
シ
カ
ゴ
に
活
動
拠
点
を
移
し
た
ワ
イ
ト
も
ま
た
、
同
誌
に
「
現
代
の
需
要
と
の
実
践
的
関
係
に
お
け
る
建
築
」（
一
四
五
）
を
発
表
し
、
工
学
的
産
物
の
美
的
評
価
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を
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
と
結
び
つ
け
た
。
こ
こ
で
ワ
イ
ト
は
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
の
定
義
を
援
用
し
、
―
― 
 
建
物
の
装
飾
を
含
む
建
設
も
〔
…
〕
建
設
芸
術
に
入
る
。
装
飾
の
有
用
性
や
効
果
と
は
、
そ
れ
が
建
設
上
の
妥
当
性
と
調
和
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
構
造
が
合
理
的
で
あ
り
、
用
い
ら
れ
た
材
料
の
役
割
を
隠
さ
ず
強
調
す
る
よ
う
に
そ
れ
が
装
飾
さ
れ
る
場
合
に
の
み
良
い
建
築
と
な
り
う
る
。（
一
四
六
）  
 と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ワ
イ
ト
が
語
る
〝
建
築
〟
に
は
、
ボ
ラ
ー
の
場
合
と
同
様
、
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
作
品
も
含
ま
れ
る
」（
一
四
七
）
。
そ
し
て
「
そ
れ
ら
を
装
飾
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
主
題
の
単
純
化
の
役
に
立
た
な
け
れ
ば
考
察
の
度
外
と
さ
れ
る
」
（
一
四
八
）
も
の
と
さ
れ
た
。 
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
界
で
ラ
ス
キ
ン
が
強
い
忌
避
の
対
象
と
な
り
始
め
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
七
〇
年
代
初
頭
以
降
し
ば
ら
く
の
シ
カ
ゴ
で
は
、
彼
の
建
築
理
論
は
む
し
ろ
、
建
築
論
壇
の
な
か
で
も
工
学
美
論
の
援
用
先
と
し
て
独
自
の
位
置
を
保
っ
て
い
た
。 
 橋
梁
美
学
の
気
づ
き
と
変
質 
本
章
で
は
最
後
に
、
橋
梁
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
に
お
け
る
そ
の
後
の
美
論
の
展
開
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
ボ
ラ
ー
に
よ
っ
て
先
鞭
の
つ
け
ら
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
橋
梁
美
の
議
論
は
そ
の
後
大
き
く
変
質
し
、
十
九
世
紀
末
に
な
る
と
、
建
築
家
に
よ
っ
て
そ
の
理
論
の
誤
り
を
正
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 ボ
ラ
ー
の
『
建
設
実
践
論
』
か
ら
二
十
年
後
、
当
時
の
橋
梁
工
学
分
野
で
は
ジ
ョ
ン
・
バ
ト
ラ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
〔
一
八
五
〇
―
一
九
〇
二
〕
ら
に
よ
る
『
現
代
的
フ
レ
ー
ム
構
造
の
理
論
と
実
践
』（
一
八
九
三
）
が
一
章
に
「
橋
梁
の
美
学
的
設
計
」
（
一
四
九
）
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ａ
・
モ
リ
タ
ー
担
当
）
を
設
け
て
「
完
全
に
新
し
い
領
域
」（
一
五
〇
）
の
開
拓
を
図
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
ス
カ
イ
ラ
ー
は
「
非
常
に
曖
昧
か
つ
全
般
的
で
あ
り
実
務
目
的
に
は
向
か
な
い
」（
一
五
一
） 
と
論
難
し
た
。
こ
の
批
評
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
定
義
す
る
〝
美
学
的
〟
橋
梁
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
が
付
加
的
装
飾
に
拘
泥
し
、
一
方
で
橋
梁
美
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
構
造
の
直
接
的
表
現
を
め
ぐ
り
、
書
内
で
自
己
撞
着
を
起
こ
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（F
ig
.1
9
, F
ig
.2
0
）。 
こ
こ
に
は
、
ボ
ラ
ー
ら
初
期
の
橋
梁
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
後
代
の
装
飾
観
と
の
大
き
な
懸
隔
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
現
代
的
フ
レ
ー
ム
構
造
の
理
論
と
実
践
』
に
語
ら
れ
る
〝
美
学
的
設
計
〟
の
本
質
的
な
矛
盾
と
は
、「
デ
ィ
テ
ー
ル
が
快
い
も
の
で
あ
り
適
切
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
な
お
、
構
造
や
そ
れ
に
関
わ
る
部
品
に
装
飾
を
載
せ
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
は
美
学
的
理
法
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
反
し
て
い
る
」（
一
五
二
）
と
明
言
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
お
も
美
の
た
め
に
は
装
飾
を
〝
選
択
し
〟
、
〝
載
せ
〟
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。 
 
一
方
、
カ
ン
ザ
ス
に
活
動
拠
点
を
移
し
た
九
〇
年
代
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ジ
ョ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ロ
ー
・
ウ
ォ
デ
ル
〔
一
八
五
四
―
一
九
三
八
〕
の
『
デ
・
ポ
ン
テ
ィ
ブ
ス
』（
一
八
九
八
）（
一
五
三
）
に
橋
梁
美
に
関
す
る
公
開
書
簡
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ウ
ォ
デ
ル
は
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
日
本
に
招
か
れ
東
京
大
学
理
学
部
で
土
木
工
学
を
講
じ
た
（
一
八
八
二
―
八
六
）
の
ち
、
帰
国
後
に
カ
ン
ザ
ス
に
事
務
所
を
構
え
た
土
木
技
師
だ
っ
た
。 
し
か
し
、
こ
の
公
開
書
簡
中
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
表
明
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
美
的
水
準
に
関
す
る
評
価
も
ま
た
き
わ
め
て
悲
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
橋
梁
の
美
は
「
構
造
そ
の
も
の
か
ら
発
現
し
、
構
造
に
本
来
備
わ
っ
た
経
済
条
件
と
実
務
条
件
か
ら
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
五
四
）
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
代
の
「
最
も
完
璧
な
科
学
的
業
績
、
少
な
く
と
も
鋼
橋
建
設
の
120 
 
な
か
で
は
線
と
マ
ッ
ス
の
美
の
理
論
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」（
一
五
五
）
。
す
な
わ
ち
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
の
発
表
か
ら
お
よ
そ
四
半
世
紀
後
の
橋
梁
設
計
は
、
も
は
や
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
こ
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
彼
は
、
現
代
の
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
病
気
」
（
一
五
六
）
で
あ
る
と
喝
破
し
た
。 
ウ
ォ
デ
ル
も
ま
た
こ
の
点
に
賛
意
を
示
し
、
モ
リ
タ
ー
の
「
橋
梁
の
美
学
的
設
計
」
を
当
時
参
照
し
え
た
主
要
論
考
と
し
て
指
摘
し
な
が
ら
、
読
者
に
以
下
の
よ
う
な
注
意
を
促
し
た
。
―
― 
 
ア
メ
リ
カ
の
橋
梁
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
〔
…
〕
軽
率
な
模
倣
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
重
く
が
っ
し
り
と
し
て
高
価
な
橋
梁
に
は
相
応
し
い
装
飾
的
造
作
も
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
実
践
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
、
軽
く
、
風
通
し
が
よ
く
、
経
済
的
な
構
造
に
接
ぎ
木
す
る
の
は
場
違
い
だ
か
ら
だ
（
一
五
七
）
。 
 ウ
ォ
デ
ル
自
身
も
ま
た
、
こ
の
理
念
に
則
り
無
装
飾
の
鉄
橋
を
数
多
く
設
計
し
た
実
務
家
だ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
書
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
橋
梁
の
無
装
飾
は
、
単
に
自
国
に
金
銭
的
な
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
語
ら
れ
る
。
し
か
し
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
き
く
重
要
な
橋
梁
を
そ
の
よ
う
に
〔
装
飾
で
〕
飾
る
こ
と
は
慣
例
」
で
あ
り
、「
ア
メ
リ
カ
の
実
践
も
じ
き
に
そ
の
よ
う
に
な
る
」（
一
五
八
）
。 
南
北
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
富
の
増
大
は
、
先
駆
的
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
美
論
の
内
部
に
こ
の
よ
う
な
捩
れ
を
生
じ
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。 
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Fig.19：『現代的フレーム構造の理論と実践』図版 XV 
「本図版の図は性格と目的において大いに異なるものだが、み
な芸術的デザインの好例である。〔…〕こうした形式は時代遅
れだが、現代においてもなおその美しさを留めおいている。」 
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Fig.20：『現代的フレーム構造の理論と実践』図版 XXI  
「図 1 の外観の魅力はすべて形式
フォーム
に起因している。構造はきわめて地味
だが、見事に目的に適っている。〔…〕図３。〔…〕この橋〔ブルックリン
橋〕は飾り気が全くなく、美を形式に負っている。しかし塔は完成して
いないように見えるため、適切なデザインを載せなければならない。」 
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第
三
章 
第
一
部 
ア
マ
ル
ガ
ム
期
の
建
築
理
論 
           
      
 
  
       
 
  
 
ラ
ス
キ
ン
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
は
持
っ
て
い
る
か
い
？
安
い
版
が
出
た
ん
だ
。
大
学
図
書
館
を
通
せ
ば
お
金
も
か
か
ら
な
い
。
き
み
に
送
り
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
。 
 
エ
レ
ン
・
ル
イ
ー
ズ
・
ア
ク
ソ
ン
宛 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
書
簡
、
一
八
八
四
年
二
月
十
四
日
。 
  
       
 
 
 
第
一
期 
私
は
冷
笑
的
で
、□
□
で
、□
□
で
、突
発
的
な
怒
り
に
溺
れ
、
正
義
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
、
真
実
ト
ゥ
ル
ー
ス
、
道
義
オ
ナ
ー
の
原
理
を
必
死
に
な
っ
て
主
張
し
て
い
る
。
私
は
す
べ
て
の
肉
体
的
快
楽
を
棄
て
、
精
神
的
幸
福
の
み
に
耽
る
。
宗
教
の
乱
用
を
発
見
し
、
私
は
シ
ス
テ
ム
全
体
を
呪
う
よ
う
に
な
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ラ
ス
キ
ン
を
読
む
。
私
は
ご
ま
す
り
共
の
存
在
に
絶
望
す
る
。
自
分
に
は
悪
の
猛
攻
を
止
め
る
た
め
に
何
も
で
き
な
い
か
ら
だ
。
私
は
不
機
嫌
で
根
暗
で
あ
る
。
私
は
常
に
独
り
で
あ
り
、
世
界
の
悪
に
つ
い
て
く
よ
く
よ
考
え
て
い
る
。
私
は
人
間
最
高
の
進
歩
と
し
て
芸
術
を
、
特
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
を
崇
め
る
。
□
□
。
私
は
沢
山
読
む
。
□
□
に
と
て
も
乱
暴
な
手
紙
を
書
く
。 
 
第
二
期 
□
□
と
父
の
影
響
で
私
は
徐
々
に
直
っ
て
く
る
。
□
□
私
は
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
エ
マ
ー
ソ
ン
を
読
む
。
私
は
科
学
と
文
学
に
没
頭
す
る
。
私
は
勉
強
好
き
に
な
り
、
□
□
哲
学
的
□
□
私
は
短
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
平
和
を
主
張
す
る
。 
 
第
三
期 
私
は
科
学
を
超
□
□
。
私
は
仏
教
に
興
味
を
増
し
て
い
く
。〔
…
〕
私
は
仏
教
の
教
え
を
多
く
取
り
込
み
、
知
っ
て
い
る
す
べ
て
の
ひ
と
に
そ
れ
を
説
教
す
る
。
私
は
激
し
く
宗
教
的
に
な
り
、
穏
や
か
に
な
る
。 
 
 
ラ
ル
フ
・
ア
ダ
ム
ス
・
ク
ラ
ム
の
日
記
、
一
八
八
一
―
八
六
年
。 
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 試
金
石
と
し
て
の
建
国
百
年
博
覧
会
：
一
八
七
六 
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
は
な
か
っ
た 
南
北
戦
争
後
か
ら
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
ま
で
と
い
う
、
フ
ィ
ッ
チ
ら
二
十
世
紀
の
史
家
に
よ
っ
て
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
と
見
做
さ
れ
建
築
界
の
不
毛
が
当
然
視
さ
れ
た
時
代
に
つ
い
て
、
前
章
で
は
『
建
築
講
話
』
の
訳
出
出
版
ま
で
を
前
半
部
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
建
築
論
壇
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
南
北
戦
争
中
か
ら
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
議
論
が
、
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
の
機
能
主
義
的
建
築
観
を
め
ぐ
る
議
論
を
背
景
に
も
つ
も
の
と
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
と
い
う
主
要
な
論
客
二
人
に
よ
る
文
筆
上
の
取
り
組
み
は
、
前
時
代
に
発
揚
し
た
機
能
主
義
的=
有
機
的
建
築
観
を
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
も
よ
く
留
め
お
い
た
。
一
方
、
戦
後
に
は
新
た
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
に
美
的
観
念
を
め
ぐ
る
言
論
の
場
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
建
築
家
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
両
者
が
構
築
し
て
い
た
理
論
は
互
い
の
分
野
の
動
向
を
直
接
的
・
間
接
的
に
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
彼
ら
の
ゆ
る
や
か
な
参
照
関
係
は
、
両
分
野
に
お
け
る
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
特
に
最
後
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
フ
ィ
ッ
チ
が
当
時
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
関
し
、
「
同
時
代
の
建
築
理
論
の
こ
と
を
完
全
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
全
く
知
ら
な
か
っ
た
」（
一
）
と
語
っ
た
史
的
回
顧
は
、
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
言
え
ば
端
的
に
見
込
み
違
い
だ
っ
た
。
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
国
内
の
建
築
論
壇
に
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
フ
ィ
ッ
チ
が
「
悲
劇
的
な
ま
で
に
無
力
で
無
知
な
も
の
」（
二
） 
と
定
め
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
は
、
フ
ィ
ッ
チ
自
身
が
思
い
も
よ
ら
な
い
か
た
ち
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
美
学
的
議
論
の
な
か
に
座
を
占
め
て
い
た
。 
そ
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
の
「
現
代
建
築
」
は
、
当
時
建
築
界
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
で
並
行
的
に
展
開
し
て
い
た
美
論
を
接
続
し
え
た
。
こ
の
時
点
で
、
十
九
世
紀
後
半
の
建
築
論
壇
の
展
開
は
、
同
時
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
取
り
組
み
か
ら
語
ら
れ
る
歴
史
記
述
の
な
か
で
さ
え
〝
飛
び
越
え
ら
れ
る
リ
ー
プ
さ
れ
る
〟
べ
き
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
美
学
や
機
能
主
義
建
築
理
論
の
発
揚
に
関
し
て
、
そ
の
時
代
に
起
こ
っ
て
い
た
の
は
建
築
論
壇
と
は
無
関
係
の
飛
躍
リ
ー
プ
で
は
な
く
、
当
時
の
時
代
背
景
を
も
と
に
し
多
分
野
を
巻
き
込
み
、
あ
る
建
築
観
（
制
作
観
）
の
普
及
・
共
有
、
実
践
の
拡
大
を
み
た
漸
進
イ
ン
ク
リ
メ
ン
ト
現
象
だ
っ
た
。 
 建
国
百
年
博
覧
会
と
ア
メ
リ
カ
建
築
史 
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
の
建
築
界
に
対
す
る
軽
視
は
、
フ
ィ
ッ
チ
や
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
建
築
史
家
に
も
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
扱
っ
た
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
が
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
受
け
「
ゴ
シ
ッ
ク
形
式
が
そ
の
本
質
に
対
す
る
理
解
が
全
く
な
い
ま
ま
に
曲
解
さ
れ
た
」（
Ｔ
・
ハ
ム
リ
ン
）
（
三
）
時
代
と
し
て
唾
棄
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の
十
五
年
あ
ま
り
は
外
国
の
工
芸
に
「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
様
々
な
模
倣
が
行
わ
れ
た
」（
キ
ン
ボ
ー
ル
＋
エ
ジ
ェ
ル
）（
四
）
俗
悪
な
時
代
で
あ
る
。 
二
十
世
紀
前
半
の
建
築
史
家
は
こ
う
し
て
一
様
に
そ
の
三
十
年
の
建
築
史
研
究
を
忌
み
嫌
っ
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
ワ
イ
ト
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
〔
一
八
五
五
―
一
九
二
六
〕
の
『
建
築
史
教
程
』、
キ
ン
ボ
ー
ル
＋
エ
ジ
ェ
ル
の
『
建
築
史
』
（
一
九
一
八
）
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
子
息
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
〔
一
八
八
九
―
一
九
五
六
〕
の
『
建
築
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
一
九
二
六
）
な
ど
は
、
実
作
に
お
け
る
不
毛
の
時
代
と
し
て
こ
の
時
期
の
作
例
を
収
録
し
な
い
か
、
む
し
ろ
醜
い
と
見
做
す
作
例
を
掲
載
し
そ
れ
を
論
難
し
た
。
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
の
摘
要
に
よ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
動
向
は
「
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
が
最
高
潮
で
あ
っ
た
こ
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
に
よ
る
、
ク
ラ
フ
ツ
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マ
ン
シ
ッ
プ
の
美
徳
と
率
直
な
美
に
か
け
る
英
雄
的
で
高
尚
な
熱
意
、
そ
し
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
流
行
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」（
五
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
と
並
行
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
そ
の
時
期
の
歴
史
的
事
象
の
な
か
で
も
、
一
八
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
建
国
百
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
万
国
博
覧
会
（In
tern
atio
n
al 
E
xh
ib
itio
n
 
o
f 
A
rts, 
M
an
u
factu
res an
d
 P
ro
d
u
cts o
f th
e S
o
il an
d
 M
in
e
、
以
下
「
建
国
百
年
博
覧
会
」）
は
、
そ
れ
ら
の
俗
悪
を
招
い
た
主
要
因
と
し
て
論
難
の
対
象
と
な
る
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
ま
た
、『
ザ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
』
の
な
か
で
、
こ
の
博
覧
会
を
中
間
地
点
に
お
く
一
八
七
〇
年
代
の
こ
と
を
―
― 
 
鋳
鉄
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
景
気
よ
く
着
飾
り
、
ホ
ー
型
プ
レ
ス
機
と
コ
ー
リ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
勝
利
に
報
い
て
鋳
鉄
の
彫
像
を
戴
く
建
国
百
年
博
覧
会
を
み
た
十
年
と
は
ま
た
、
グ
ラ
ン
ト
政
権
の
汚
職
と
ツ
イ
ー
ド
一
味
リ
ン
グ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
み
た
十
年
で
も
あ
っ
た
。（
六
） 
 
と
苛
烈
に
罵
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
南
北
戦
争
後
と
、
同
書
が
書
か
れ
た
第
一
次
大
戦
後
の
「
ふ
た
つ
の
戦
後
世
代
」（
七
）
の
あ
い
だ
に
、
公
衆
の
堕
落
、
機
械
の
盲
信
な
ど
の
点
に
関
す
る
否
定
的
な
共
通
点
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
し
か
し
、
特
に
建
国
百
年
博
覧
会
の
史
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
否
定
的
評
価
が
す
べ
て
、
こ
の
博
覧
会
を
経
験
し
て
い
な
い
世
代
の
論
客
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
後
世
の
評
価
に
反
し
て
、
博
覧
会
体
験
者
の
回
想
の
な
か
で
は
お
し
な
べ
て
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
、
建
築
界
全
体
に
果
た
し
た
肯
定
的
な
影
響
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ひ
と
世
代
、
ふ
た
世
代
を
隔
て
た
歴
史
認
識
の
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。 
博
覧
会
当
時
三
十
三
歳
、
す
で
に
建
築
評
論
家
と
し
て
筆
を
と
っ
て
い
た
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
そ
の
後
の
二
十
世
紀
初
頭
に
―
― 
 
新
し
い
世
代
の
人
間
は
言
わ
れ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
一
八
七
六
年
と
は
、
建
築
に
関
す
る
重
要
な
覚
醒
の
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
の
作
用
の
仕
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
建
国
百
周
年
博
覧
会
が
開
か
れ
た
そ
の
年
は
、
建
築
と
芸
術
に
対
し
て
、
十
七
年
後
に
シ
カ
ゴ
で
開
か
れ
た
合
衆
国
博
覧
会
と
同
等
の
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。（
八
） 
 と
語
り
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
歴
史
的
重
要
性
を
強
調
し
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
も
ま
た
、
こ
の
博
覧
会
を
「
ア
メ
リ
カ
芸
術
の
真
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
始
め
た
も
の
」
（
九
）
と
見
做
し
て
い
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
シ
カ
ゴ
の
ふ
た
つ
の
万
博
を
は
さ
む
時
期
と
は
、
ハ
ム
リ
ン
に
と
っ
て
は
「
革
命
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
類
ま
れ
な
進
化
」
（
一
〇
）
の
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
建
築
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル
ズ
〔
一
八
六
五
―
一
九
一
一
〕
も
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
建
築
：
未
来
あ
る
外
国
芸
術
」
（
一
九
〇
五
）（
一
一
）
の
な
か
で
こ
の
博
覧
会
を
「
市
民
戦
争
以
後
、
建
国
百
年
博
覧
会
に
き
わ
ま
る
景
気
上
昇
の
時
代
と
と
も
に
芸
術
と
工
業
に
覚
醒
が
訪
れ
た
」（
一
二
）
転
機
と
み
な
し
た
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
は
異
な
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ズ
は
ア
メ
リ
カ
の
富
の
増
大
を
建
築
界
に
対
す
る
肯
定
的
な
刺
激
因
と
見
做
し
、
こ
の
と
き
「
建
築
家
に
は
、
国
の
と
て
つ
も
な
い
商
業
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
刺
激
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
開
化
に
特
殊
な
前
例
の
な
い
、
解
決
す
べ
き
新
問
題
が
提
示
さ
れ
た
」（
一
三
）
の
だ
と
語
っ
た
。 た
だ
し
、
経
験
者
と
そ
の
後
の
世
代
の
認
識
は
、
こ
の
博
覧
会
で
示
さ
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
美
術
の
後
進
性
だ
っ
た
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
〝
重
要
な
覚
醒
の
瞬
間
〟
に
お
け
る
〝
ア
メ
リ
カ
美
術
の
真
の
ル
ネ
サ
ン
ス
〟
は
、
こ
の
博
覧
会
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が
国
内
芸
術
の
品
質
の
高
さ
を
示
し
た
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
低
質
と
悪
趣
味
を
露
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
博
覧
会
開
催
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
ネ
イ
サ
ン
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
リ
ッ
カ
ー
が
発
表
し
た
「
ア
メ
リ
カ
建
築
の
可
能
性
」（
一
八
八
五
）（
一
四
）
に
は
、
当
時
の
建
築
家
た
ち
に
よ
っ
て
広
く
感
じ
ら
れ
た
、
そ
う
し
た
慚
愧
の
念
が
明
快
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
八
七
六
年
の
世
界
博
覧
会
が
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
来
場
者
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
啓
示
だ
っ
た
」（
一
五
）
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
「
他
の
多
く
の
外
国
の
芸
術
製
品
、
特
に
、
住
宅
装
飾
に
直
接
関
係
す
る
芸
術
分
野
の
製
品
が
我
々
の
も
の
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
深
い
感
動
を
覚
え
」（
一
六
）
た
た
め
だ
っ
た
。 
ワ
イ
ト
の
回
想
は
、
そ
う
し
た
後
進
性
に
対
す
る
意
識
が
国
内
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
語
っ
て
い
る
。
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
は
、
関
心
を
有
す
る
公
衆
に
対
し
て
、
新
し
い
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
集
団
の
取
組
み
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
実
物
教
育
の
機
会
を
提
供
し
た
」（
一
七
）
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
国
内
書
籍
や
輸
入
書
籍
に
よ
っ
て
断
片
的
に
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
国
外
の
動
向
が
、
博
覧
会
で
は
展
示
品
を
通
し
て
肌
身
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
「
数
々
の
〔
美
術
・
建
築
〕
専
門
誌
が
創
刊
さ
れ
た
」（
リ
ッ
カ
ー
）
（
一
八
）
の
も
、
同
時
代
の
人
間
が
当
時
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
美
術
批
評
誌
で
は
博
覧
会
開
催
に
先
駆
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
名
誌
（
一
八
三
九
―
一
九
一
二
）
の
ア
メ
リ
カ
版
と
し
て
『
ジ
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
七
五
―
一
八
八
七
）
が
創
刊
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
博
覧
会
前
後
に
は
多
数
の
美
術
誌
が
現
れ
、
一
八
七
九
年
に
は
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
創
刊
を
み
る
。 
建
築
界
に
も
こ
れ
と
並
行
し
た
現
象
が
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
建
築
界
に
は
南
北
戦
争
中
に
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
誌
の
廃
刊
（
一
八
六
五
）
を
み
て
以
後
Ａ
Ｉ
Ａ
の
活
動
と
連
動
し
た
一
般
誌
（
紙
）
が
な
か
っ
た
が
、
博
覧
会
開
催
と
同
時
期
に
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ズ
』（
以
下
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』）
紙
が
創
刊
さ
れ
る
。 
ワ
イ
ト
は
こ
う
し
た
情
報
源
の
拡
大
に
よ
っ
て
、「
我
々
自
身
の
平
凡
で
質
に
劣
り
、面
白
く
な
い
製
品
を
批
判
的
な
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」（
一
九
）
な
り
、
「
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
博
覧
会
と
同
様
の
、
万
物
の
よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
価
値
に
対
す
る
一
般
の
審
美
眼
．
．
．
．
．
．
」（
二
〇
）
は
向
上
し
た
の
だ
と
語
っ
た
。 
な
お
建
築
家
や
建
築
批
評
家
の
な
か
で
、
こ
の
博
覧
会
を
記
憶
し
、
の
ち
に
そ
れ
を
文
章
に
残
し
た
最
若
年
は
、
博
覧
会
当
時
満
九
歳
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
〔
一
八
六
七
―
一
九
五
九
〕
だ
が
、
自
身
の
記
憶
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
史
的
回
想
の
な
か
で
は
、
そ
の
博
覧
会
は
建
築
界
、
美
術
界
い
ず
れ
の
動
向
と
も
関
わ
り
な
く
、
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
発
端
と
し
て
言
及
さ
れ
る
（
二
一
）
。 
ま
た
博
覧
会
の
年
に
生
ま
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
Ｅ
・
ト
ー
ル
マ
ッ
ジ
〔
一
八
七
六
―
一
九
四
〇
〕
は
一
九
三
六
年
、
自
身
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
な
か
で
「
こ
の
怠
慢
で
不
遜
な
時
代
に
お
い
て
、
一
八
七
六
年
の
百
年
博
覧
会
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
少
し
で
も
敬
意
を
払
っ
て
い
る
人
間
は
い
る
だ
ろ
う
か
」（
二
二
）
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
言
及
が
的
を
射
て
い
る
と
言
え
る
の
は
、
先
に
示
し
た
通
り
、
ト
ー
ル
マ
ッ
ジ
の
直
後
の
世
代
の
建
築
史
家
た
ち
が
一
様
に
こ
の
博
覧
会
を
無
視
、
軽
視
あ
る
い
は
蔑
視
し
た
こ
と
に
よ
る
。 
 イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
評
価
と
機
械
制
作
へ
の
自
負 
前
章
で
は
、
橋
梁
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
っ
て
、
橋
梁
の
合
理
的
建
築
美
が
す
で
に
一
八
六
〇
年
代
末
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
橋
梁
の
よ
う
な
土
木
ス
ケ
ー
ル
を
有
す
る
巨
大
構
築
物
の
設
計
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
多
岐
に
わ
た
る
部
門
を
含
む
、
機
械
設
計
分
野
に
お
い
て
も
同
時
に
模
索
さ
れ
て
い
た
道
だ
っ
た
。
こ
の
進
路
は
た
だ
、
文
筆
の
上
で
は
橋
梁
分
野
の
論
客
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 
建
国
百
年
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
機
械
類
が
当
時
国
外
か
ら
受
け
た
評
価
は
、
そ
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の
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
。
同
博
覧
会
の
展
示
会
と
し
て
の
主
目
的
は
ア
メ
リ
カ
の
工
業
技
術
の
発
展
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ
た
工
業
製
品
は
美
的
性
質
に
関
し
て
も
国
外
の
来
場
者
の
目
を
奪
い
、
あ
る
場
合
に
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
危
機
感
を
抱
か
せ
る
も
の
で
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
博
覧
会
に
際
し
て
、
約
十
四
エ
ー
カ
ー
を
占
め
た
機
械
館
の
な
か
に
は
、
百
を
超
え
る
出
品
者
に
よ
る
無
数
の
展
示
品
が
な
ら
ん
だ
。
そ
の
な
か
で
は
無
論
、
館
の
中
心
に
置
か
れ
、
同
会
場
内
の
動
力
を
賄
っ
た
巨
大
な
コ
ー
リ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
展
示
の
目
玉
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
工
業
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ト
リ
ー
・
コ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
〔
一
九
〇
九
―
一
九
九
〇
〕
の
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』（
一
九
四
九
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
後
世
の
史
書
の
な
か
で
も
ひ
と
つ
の
焦
点
と
し
て
描
か
れ
る
（F
ig
.2
2
）（
二
三
）
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
鉄
道
技
術
の
進
展
も
ま
た
目
覚
ま
し
く
、
博
覧
会
の
開
催
ま
で
に
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
に
蒸
気
動
力
の
鉄
道
が
通
っ
た
一
八
五
〇
年
以
降
、
六
九
年
に
は
統
一
ゲ
ー
ジ
の
大
陸
横
断
鉄
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
博
覧
会
に
あ
た
っ
て
も
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー
ク
ス
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
の
旅
客
機
関
車
（F
ig
.2
1
）
を
筆
頭
に
、
こ
れ
ら
の
「
硬
く
頑
丈
か
つ
す
っ
き
り
と
し
て
お
り
、
無
駄
な
装
飾
が
な
く
、
す
べ
て
の
パ
ー
ツ
が
寸
法
規
格
に
準
じ
て
い
る
た
め
互
換
性
も
完
璧
な
、
ア
メ
リ
カ
製
品
の
一
級
の
見
本
」は「
最
も
目
立
つ
」展
示
品
と
し
て
衆
目
を
集
め
た（
二
四
）
。 
他
方
建
国
百
年
博
覧
会
に
あ
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
や
鉄
道
と
い
っ
た
大
ス
ケ
ー
ル
の
展
示
物
に
も
勝
っ
て
国
外
の
来
場
者
を
瞠
目
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
以
下
の
無
数
の
機
械
類
で
あ
る
。
こ
の
博
覧
会
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
見
せ
場
は
秤
、
ラ
イ
フ
ル
銃
、
ミ
シ
ン
な
ど
の
機
械
製
品
で
あ
り
、
博
覧
会
の
褒
賞
局
長
（C
h
ie
f o
f th
e B
u
reau
 o
f 
A
w
ard
s
）
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
マ
サ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
〔
一
八
四
〇
―
一
八
九
七
〕
の
言
に
よ
れ
ば
、
わ
け
て
も
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
ラ
ー
ズ
社
の
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
加
工
機
械
は
「
ア
メ
リ
カ
の
工
業
的
天
分
の
勝
利
」（
二
五
） 
の
象
徴
だ
っ
た
（F
ig
.2
3
）。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
矜
持
は
博
覧
会
当
局
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
界
で
は
も
は
や
博
覧
会
後
の
常
套
句
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
多
数
の
実
用
的
な
発
明
へ
と
結
実
し
た
我
々
の
創
意
と
努
力
は
、
他
の
何
に
も
増
し
て
、
来
場
者
に
深
く
長
い
感
銘
を
与
え
た
」（『
ポ
ッ
タ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ン
ス
リ
ー
』）（
二
六
）
か
ら
で
あ
る
。 
機
械
制
作
に
か
け
る
ア
メ
リ
カ
側
の
こ
の
自
負
は
、
こ
の
博
覧
会
の
成
果
が
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
真
面
目
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
機
械
館
へ
の
出
品
は
三
分
の
二
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
ほ
か
ブ
ラ
ジ
ル
と
カ
ナ
ダ
以
外
は
す
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
最
大
の
出
品
国
が
イ
ギ
リ
ス
（「
大
英
帝
国
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」）
だ
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
来
場
者
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
機
械
製
品
が
「
遠
く
ま
で
ず
ら
り
と
並
ん
だ
な
か
に
は
、
小
型
武
器
、
銃
弾
、
縫
製
機
械
、
置
き
時
計
、
懐
中
時
計
や
、
機
械
製
作
と
工
学
の
全
部
門
に
関
す
る
も
の
〔
道
具
〕
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
目
的
の
機
械
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ほ
ぼ
全
て
が
過
去
の
い
か
な
る
博
覧
会
を
も
超
え
た
、
完
成
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
有
す
る
」（
二
七
） 
も
の
と
映
っ
た
。
母
国
に
公
式
報
告
を
提
出
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
〔
生
没
年
不
詳
〕
は
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
我
々
の
展
示
は
量
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
独
創
性
の
点
、思
考
と
進
歩
を
示
す
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
相
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
」（
二
八
） 
と
一
応
は
断
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
で
み
れ
ば
「
新
鮮
味
が
な
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
、
他
国
に
〔
…
〕
我
々
〔
イ
ギ
リ
ス
人
〕
は
そ
れ
ま
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
い
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
人
に
渡
し
つ
つ
あ
る
」（
二
九
）
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
ま
で
語
っ
た
。
こ
の
発
言
を
導
い
た
ア
メ
リ
カ
の
機
械
製
品
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
報
告
の
な
か
で
愛
国
感
情
の
表
現
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
彼
に
と
っ
て
、「
国
民
一
人
ひ
と
り
、
会
社
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
機
械
に
関
す
る
国
の
高
い
評
判
を
維
持
す
る
た
め
に
行
っ
た
莫
大
な
努
力
」
（
三
〇
）
と
し
て
、「
愛
国
精
神
の
た
し
か
な
証
」（
三
一
）
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
ま
で
に
培
わ
れ
た
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
精
髄
だ
っ
た
。 
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Fig.22博覧会場のコーリス・エンジン 
Fig.21 ボールドウィン・ロコモティブ・ワークスの機関車 
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Fig.23 ウィリアム・セラーズ社の工作機械 
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そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
ア
メ
リ
カ
の
機
械
制
作
の
質
の
高
さ
を
美
術
品
に
な
ぞ
ら
え
た
。「
ア
メ
リ
カ
人
は
ギ
リ
シ
ャ
人
が
彫
刻
し
イ
タ
リ
ア
人
が
絵
を
描
く
よ
う
に
発
明
を
す
る
」（
三
二
）
と
い
う
有
名
な
文
言
は
ア
メ
リ
カ
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
後
一
八
九
〇
年
代
に
は
エ
リ
シ
ャ
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
〔
一
八
四
四
―
一
九
一
七
〕
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
史
の
一
部
と
し
て
言
及
さ
れ
る
（
三
三
）
。
他
方
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
―
― 
 
玩
具
は
ひ
と
り
の
職
人
が
一
心
に
技
術
の
粋
を
注
ぎ
、
傑
作
を
作
る
た
め
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
作
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
玩
具
の
よ
う
な
繊
細
さ
や
正
確
さ
が
、
多
く
の
人
間
の
頭
脳
が
活
発
に
協
力
し
あ
わ
な
け
れ
ば
組
み
立
て
ら
れ
え
な
い
よ
う
な
、
沢
山
の
部
品
か
ら
な
る
大
き
な
機
械
の
な
か
に
あ
り
あ
り
と
見
ら
れ
た
。（
三
四
） 
 と
い
う
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
一
節
を
報
告
書
に
引
用
し
、
自
国
の
機
械
製
品
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
称
え
た
。 
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
一
八
八
二
年
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
、
一
年
を
か
け
て
百
四
十
回
の
公
演
活
動
を
行
っ
た
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
〔
一
八
五
四
―
一
九
〇
〇
〕
が
、
現
地
の
機
械
の
水
準
に
対
し
て
抱
い
た
感
慨
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
― 
 
機
械
が
あ
れ
だ
け
美
し
い
国
は
ア
メ
リ
カ
以
外
に
な
い
。 
私
は
力
の
線
と
美
の
線
は
ひ
と
つ
な
の
だ
と
信
じ
た
い
と
常
々
願
っ
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
機
械
を
見
つ
め
た
と
き
に
そ
の
願
い
は
叶
っ
た
。（
三
五
） 
 『
ア
メ
リ
カ
の
印
象
』
中
の
こ
の
有
名
な
一
節
は
、
こ
の
全
国
行
脚
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
帰
国
後
す
ぐ
さ
ま
イ
ギ
リ
ス
の
聴
衆
に
向
け
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
言
葉
が
図
書
と
し
て
流
通
す
る
の
は
ワ
イ
ル
ド
没
後
の
一
九
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。 
ア
メ
リ
カ
の
機
械
類
は
当
時
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
質
を
有
し
た
も
の
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
評
価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
も
自
国
の
工
業
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
誇
っ
た
。
第
二
次
大
戦
直
後
に
発
表
さ
れ
た
コ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』（
一
九
四
八
）
は
こ
の
事
実
を
斟
酌
し
、
美
術
制
作
と
機
械
制
作
を
包
含
す
る
大
き
な
範
疇
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
美
術
史
を
語
り
お
こ
し
た
嚆
矢
的
研
究
だ
が
、
彼
は
同
書
に
お
い
て
、
こ
の
両
分
野
の
動
向
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
洗
練
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
伝
統
」（
三
六
）
と
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
思
考
の
伝
統
と
の
衝
突
と
と
ら
え
た
。 
 イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
文
物
流
入 
自
国
の
機
械
制
作
の
先
進
性
に
対
す
る
自
負
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
ワ
イ
ト
が
「
ア
メ
リ
カ
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
得
た
も
の
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
た
」（
三
七
）
と
回
想
す
る
通
り
、
こ
の
建
国
百
年
博
覧
会
に
あ
た
り
、
国
内
の
美
術
・
建
築
分
野
に
際
だ
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
文
物
流
入
で
あ
る
。 
な
か
で
も
博
覧
会
の
呼
び
物
と
な
っ
た
の
は
絵
画
だ
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、「
す
べ
て
の
外
国
の
な
か
で
も
大
英
帝
国
は
優
に
一
番
で
あ
る
」（
三
八
）
、「
現
代
イ
ギ
リ
ス
絵
画
に
お
け
る
一
流
の
名
前
が
ほ
ぼ
す
べ
て
あ
る
」（
三
九
）
、「
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
レ
ノ
ル
ズ
卿
の
自
画
像
の
た
め
だ
け
で
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
来
る
価
値
が
あ
る
」（
四
〇
） 
と
イ
ギ
リ
ス
の
展
示
品
を
激
賞
し
た
。
あ
る
い
は
、
当
時
博
覧
会
の
イ
ギ
リ
ス
絵
画
を
取
り
上
げ
た
各
誌
も
ま
た
、「
イ
ギ
リ
ス
人
の
絵
画
は
多
く
の
観
覧
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
る
」（『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』）（
四
一
）
、「
大
英
帝
国
の
出
品
作
品
は
建
国
百
年
博
覧
会
に
出
品
し
た
他
の
ど
の
国
の
も
の
よ
り
も
優
れ
て
い
る
」（『
ジ
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』）（
四
二
）
と
い
っ
た
賛
辞
を
お
く
り
、
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『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
は
「
建
国
百
年
博
の
美
術
」（
四
三
）
の
特
集
記
事
を
組
み
、「
国
外
か
ら
き
た
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
全
面
的
称
賛
に
値
し
国
を
代
表
し
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
展
示
品
の
み
で
あ
る
」（
四
四
）
と
語
っ
て
い
る
。 
博
覧
会
開
催
前
に
は
も
と
も
と
「
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
絵
画
は
珍
し
い
」
（
四
五
）
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
絵
画
の
な
か
で
も
、
特
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
に
つ
い
て
は
、『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
の
頃
よ
り
国
内
の
論
壇
で
紹
介
・
批
評
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
実
作
を
鑑
賞
す
る
機
会
は
そ
れ
ま
で
国
内
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景
を
も
と
に
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ミ
レ
ー
の
《
ア
ー
リ
ー
・
デ
イ
ズ
》、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ル
マ
ン
・
ハ
ン
ト
の
《
エ
ジ
プ
ト
の
残
光
》
な
ど
の
展
示
品
は
特
に
ア
メ
リ
カ
の
来
場
者
の
関
心
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
そ
う
し
た
な
か
『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
は
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
建
国
百
年
博
覧
会
に
関
連
す
る
最
重
要
事
実
の
ひ
と
つ
は
み
な
一
様
に
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
執
心
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」（
四
六
）
と
指
摘
し
、
他
方
で
は
国
内
美
術
の
不
振
を
嘆
い
た
。
評
者
に
よ
れ
ば
こ
の
博
覧
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
の
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
と
同
等
で
あ
り
、
か
の
国
と
同
様
、「
こ
こ
か
ら
の
四
半
世
紀
で
我
ら
が
若
き
こ
の
国
は
じ
め
て
の
全
国
的
な
芸
術
運
動
が
起
こ
る
」
（
四
七
）
こ
と
が
切
望
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
公
衆
が
芸
術
に
対
す
る
関
心
を
も
ち
、
芸
術
家
の
育
成
に
最
適
な
環
境
を
整
備
し
そ
の
技
能
と
人
数
を
伸
ば
す
こ
と
が
前
提
と
な
る
。「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
芸
術
展
に
最
高
の
実
践
的
意
義
が
も
た
さ
れ
る
」（
四
八
）
瞬
間
と
は
、
こ
の
前
提
が
成
就
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。「
大
博
覧
会
か
ら
起
こ
り
う
る
結
果
と
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
最
も
希
望
と
未
来
あ
る
も
の
だ
」（
四
九
）
。 
ま
た
、
こ
の
博
覧
会
に
あ
た
り
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
入
さ
れ
た
文
物
は
絵
画
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
コ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
や
ク
ー
パ
ー
・
ア
ン
ド
・
ホ
ル
ト
と
い
っ
た
有
名
家
具
製
造
業
者
が
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
含
む
大
規
模
展
示
を
展
開
し
好
評
を
博
し
た
。『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
博
覧
会
が
「
き
わ
め
て
広
範
な
人
々
の
関
心
を
室
内
装
飾
と
い
う
論
題
に
振
り
向
け
た
」（
五
〇
）
の
が
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
調
度
品
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ク
ー
パ
ー
・
ア
ン
ド
・
ホ
ル
ト
社
に
よ
る
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
（F
ig
.2
4
）
は
、
博
覧
会
委
員
会
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
出
品
物
の
特
等
に
認
め
ら
れ
、
図
版
集
の
な
か
で
は
「
美
の
珠
玉
」（
五
一
）
と
し
て
貴
ば
れ
た
。 
 
Fig.24 クイーン・アン家具（クーパー・アンド・ホルト） 
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イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
文
物
流
入
・
建
築 
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
博
覧
会
建
築
の
ひ
ど
さ
は
博
覧
会
開
会
直
後
か
ら
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
六
月
三
日
付
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
に
よ
る
博
覧
会
建
築
特
集
記
事
は
、「
全
国
博
覧
会
の
建
築
に
は
芸
術
的
価
値
や
、
少
な
く
と
も
記
念
碑
的
価
値
を
求
め
て
は
い
け
な
い
」（
五
二
）
と
の
冒
頭
か
ら
始
ま
り
博
覧
会
建
築
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
ハ
ン
ト
は
博
覧
会
後
に
改
め
て
、
「
博
覧
会
敷
地
の
な
か
で
も
群
を
抜
い
て
大
げ
さ
な
構
造
物
」（
五
三
）
で
あ
る
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
そ
の
拙
劣
な
建
築
表
現
を
論
難
し
て
い
る
。
こ
の
博
覧
会
に
お
け
る
「
絵
画
、
彫
刻
の
多
種
多
様
な
美
術
展
示
品
や
、
芸
術
産
業
に
関
す
る
夥
し
い
数
の
興
味
深
い
展
示
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
姉
妹
芸
術
た
る
建
築
の
出
来
は
美
学
的
に
み
て
も
建
設
芸
術
と
し
て
み
て
も
、
お
世
辞
に
も
良
い
と
は
言
え
な
い
」
（
五
四
）
も
の
だ
っ
た
（F
ig
.2
5
）。 
そ
し
て
ハ
ン
ト
は
、
こ
の
博
覧
会
建
築
評
を
通
じ
て
国
内
美
術
全
体
の
不
振
を
指
摘
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
「
デ
ザ
イ
ン
は
往
々
に
し
て
見
か
け
倒
し
の
装
飾
が
び
っ
し
り
施
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
中
身
が
な
い
。
そ
う
し
た
意
欲
的
な
衒
い
と
他
国
の
展
示
物
と
比
較
し
た
と
き
、
ひ
と
は
衝
撃
を
受
け
る
」（
五
五
）
。
ハ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
新
奇
性
ば
か
り
を
狙
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
展
示
品
に
は
「
よ
い
作
品
に
不
可
欠
な
調
和
と
平
静
」
（
五
六
）
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
た
。 
 
そ
う
し
た
な
か
、
他
国
が
敷
地
内
に
建
設
し
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
の
関
心
を
集
め
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ト
ー
マ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ル
カ
ッ
ト
〔
一
八
四
〇
―
一
九
二
四
〕
設
計
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
本
部
で
あ
る
（F
ig
.2
6
）。
そ
れ
は
当
時
の
公
式
記
録
の
な
か
で
も
「
博
覧
会
の
敷
地
内
で
最
も
見
事
な
も
の
の
な
か
に
入
る
」
（
五
七
）
建
築
と
し
て
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
時
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
作
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
が
国
内
で
参
照
し
え
た
唯
一
の
実
例
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
れ
は
博
覧
会
後
の
ア
メ
リ
カ
に
ハ
ー
フ
・
テ
ィ
ン
バ
ー
を
主
と
し
た 
 
Fig.25 メモリアル・ホール 
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Fig.26 シングル・スタイル住宅 
（左）ジャマイカプレインの住宅（W. R. エマーソン） 
（左下）ニューポートの住宅（B. プライス） 
（下）モリスタウンの住宅（マッキム、ミード＆ホワイト） 
 
 
 
Fig.27 イギリス本部（T. E. コルカット） 
Fig.28 ニューポートの小屋 
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イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
模
倣
を
生
み
、
そ
れ
と
同
時
に
、
七
〇
年
代
末
よ
り
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ル
フ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
〔
一
八
三
三
―
一
九
一
七
〕
を
は
じ
め
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
、
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
＆
ス
タ
ー
ン
ズ
ら
に
よ
っ
て
試
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
シ
ン
グ
ル
・
ス
タ
イ
ル
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ル
の
直
接
の
影
響
源
と
な
っ
た
（F
ig
.2
7
）。
自
身
も
そ
の
実
践
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ブ
ル
ー
ス
・
プ
ラ
イ
ス
〔
一
八
四
五
―
一
九
〇
三
〕
の
回
想
に
よ
れ
ば
（
五
八
）
、
こ
の
コ
ル
カ
ッ
ト
の
設
計
は
当
時
「
多
く
の
人
び
と
が
ひ
と
つ
の
美
し
い
真
実
に
行
き
当
た
っ
た
」（
五
九
）
ひ
と
つ
の
啓
示
で
あ
り
、「
芸
術
の
知
性
を
も
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
き
コ
テ
ー
ジ
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
う
る
か
」（
六
〇
）
を
国
内
の
建
築
家
に
実
例
と
し
て
示
し
た
の
だ
っ
た
。 
そ
れ
は
受
容
当
時
か
ら
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
直
接
模
倣
と
は
異
な
り
、「
少
な
く
と
も
真
実
へ
の
衝
動
と
誠
実
な
目
途
を
有
し
た
」（
六
一
）
も
の
と
感
じ
ら
れ
推
進
さ
れ
た
。
か
く
し
て
こ
の
動
向
は
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
国
内
の
条
件
を
反
映
し
「
材
料
の
用
い
方
も
平
面
配
列
も
モ
チ
ー
フ
が
相
当
異
な
っ
た
た
め
、
家
族
の
見
た
目
の
類
似
は
じ
き
に
全
て
失
わ
れ
」（
六
二
）
る
こ
と
と
な
る
。
実
際
、
建
国
百
年
博
覧
会
に
先
だ
ち
一
八
七
四
年
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
に
は
す
で
に
、「
常
に
合
理
的
で
、
単
純
な
輪
郭
を
も
ち
、
デ
ィ
テ
ー
ル
も
大
体
と
て
も
美
し
い
」（
六
三
）
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
古
家
を
「
現
代
の
大
抵
の
野
心
的
な
住
宅
」（
六
四
）
と
対
比
さ
せ
、
あ
え
て
「
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
と
し
て
新
た
に
紹
介
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
（F
ig
.2
8
, 
F
ig
.2
6
）。 
他
方
、
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
る
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
直
後
の
回
想
で
は
、
こ
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
流
行
は
、
そ
の
一
八
九
三
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
画
期
と
す
る
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
盛
隆
の
予
兆
で
あ
る
と
も
見
做
さ
れ
て
い
る
。
―
― 
 
特
別
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
規
則
に
則
り
、
知
っ
て
い
る
通
り
に
形
態
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
使
え
ば
最
終
的
に
不
快
な
も
の
が
出
来
あ
が
り
づ
ら
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
古
典
的
デ
ィ
テ
ー
ル
を
好
ん
だ
、
ご
く
一
過
性
の
流
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
は
生
き
残
り
、
以
後
非
常
に
強
い
影
響
力
を
誇
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
国
の
現
在
の
建
築
的
趨
勢
は
、
過
去
三
世
紀
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
主
流
を
な
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
と
逆
行
し
て
い
る
。（
六
五
） 
 
こ
の
よ
う
に
、
建
国
百
年
博
覧
会
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
は
、
当
時
の
論
客
た
ち
が
認
識
・
自
覚
す
る
限
り
で
も
三
つ
の
路
線
を
生
ん
だ
。
そ
の
第
一
は
狭
義
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
模
倣
建
築
の
出
現
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
国
内
に
お
け
る
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
独
自
展
開
と
し
て
の
シ
ン
グ
ル
・
ス
タ
イ
ル
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ル
の
創
始
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
が
暗
に
含
む
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
と
い
う
抽
象
的
な
動
向
の
増
長
が
あ
る
。 
 合
理
主
義
の
ゴ
シ
ッ
ク
化
：
一
八
七
六
―
一
八
九
六 
ラ
ス
キ
ン
か
ら
デ
ュ
ク
へ
の
遷
移
？ 
建
国
百
年
博
覧
会
当
時
の
批
評
と
そ
の
後
四
半
世
紀
あ
ま
り
の
回
顧
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
博
覧
会
は
、
機
械
制
作
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
の
極
点
を
、
建
築
表
現
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
の
開
始
点
を
画
期
し
た
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 
そ
し
て
建
築
界
に
お
け
る
そ
の
開
始
点
は
、
翻
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
動
向
の
終
点
で
あ
る
と
も
見
做
さ
れ
て
い
た
。
前
章
ま
で
に
見
て
き
た
と
お
り
、
六
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
過
去
に
及
ぼ
し
た
影
響
へ
の
反
省
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
博
覧
会
を
期
に
、
こ
の
動
向
は
さ
ら
な
る
展
開
を
み
せ
る
。 
ラ
ル
フ
・
ア
ダ
ム
ス
・
ク
ラ
ム
〔
一
八
六
三
―
一
九
四
二
〕
に
よ
る
回
想
は
、
七
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〇
年
代
以
降
の
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
概
観
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
傍
証
で
あ
る
（
六
六
）
。
建
国
百
年
博
覧
会
当
時
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
ク
ラ
ム
の
回
想
に
は
後
知
識
に
よ
る
補
正
も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
以
下
の
歴
史
素
描
の
な
か
に
は
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ム
の
歴
史
認
識
を
形
づ
く
っ
た
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
建
築
論
壇
の
世
論
を
透
か
し
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 
彼
は
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
直
後
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
、
教
会
・
学
校
建
築
の
実
践
お
よ
び
文
筆
活
動
を
通
じ
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
代
表
す
る
こ
と
と
な
る
主
要
な
建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。 
し
か
し
そ
の
ク
ラ
ム
も
ま
た
、
狭
義
の
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
（
＝
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
）・
ゴ
シ
ッ
ク
の
流
行
に
対
し
て
は
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
彼
の
史
観
に
よ
れ
ば
、
建
国
百
年
博
覧
会
以
前
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア
〔
一
八
一
八
―
一
八
九
五
〕、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・
コ
ン
グ
ド
ン
〔
一
八
三
四
―
一
九
二
二
〕、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
・
ヘ
イ
ト
〔
一
八
四
一
―
一
九
一
七
〕
ら
に
よ
る
「
き
わ
め
て
厳
密
に
考
古
学
的
な
」
ゴ
シ
ッ
ク
と
、
「
い
わ
ゆ
る
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
』
と
い
う
、
多
少
ラ
ス
キ
ン
の
教
え
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
あ
る
、
北
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
る
途
中
に
少
々
取
り
扱
い
を
誤
り
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
た
様
式
・
方
式
」（
六
七
）
と
の
闘
争
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
、
特
に
後
者
の
影
響
に
よ
っ
て
「
一
八
八
〇
年
ま
で
の
一
般
的
情
勢
は
ひ
ど
い
混
乱
の
あ
り
さ
ま
と
な
っ
て
い
た
」（
六
八
）
と
い
う
歴
史
認
識
は
、
先
述
の
通
り
、
建
国
百
年
博
覧
会
以
後
の
多
く
の
建
築
家
・
建
築
史
家
に
共
通
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
青
年
期
に
「
ラ
ス
キ
ン
の
書
い
た
も
の
は
す
べ
て
読
ん
だ
」
（
六
九
）
ク
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
彼
が
進
ん
だ
建
築
界
に
お
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
七
〇
年
代
以
降
、
も
は
や
不
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
 
そ
う
し
た
な
か
で
国
内
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
起
こ
っ
た
大
き
な
変
化
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
述
べ
た
〝
ラ
ス
キ
ン
か
ら
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
へ
の
参
照
の
遷
移
〟
だ
っ
た
。 
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
を
通
じ
て
、
合
理
主
義
的
建
築
観
の
依
代
を
ラ
ス
キ
ン
か
ら
前
者
へ
と
遷
移
さ
せ
た
。
こ
の
現
象
は
一
八
六
九
年
の
ク
ラ
ラ
ン
ス
・
ク
ッ
ク
に
よ
る
「
ア
・
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
」
に
お
い
て
既
に
お
お
よ
そ
の
完
成
を
み
た
が
、
そ
れ
が
よ
り
顕
在
化
し
た
の
は
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
『
建
築
講
話
』
の
訳
者
序
文
で
あ
る
。 
ま
た
、
一
八
七
〇
年
代
は
大
火
後
の
シ
カ
ゴ
に
ド
イ
ツ
移
民
の
大
量
流
入
を
み
た
時
期
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
建
築
論
壇
に
お
け
る
ゼ
ン
パ
ー
受
容
の
開
始
時
期
に
あ
た
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
文
脈
に
限
ら
ず
、
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
ひ
と
り
を
〝
真
で
善
で
あ
る
も
の
す
べ
て
の
唱
道
者
〟
と
見
做
し
た
過
去
か
ら
脱
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
よ
り
広
い
典
拠
を
も
と
に
論
壇
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
一
方
、
当
時
な
お
自
国
を
代
表
す
る
建
築
理
論
家
が
い
な
い
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
な
お
も
国
外
の
典
拠
に
依
拠
す
る
動
向
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
か
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
正
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
七
〇
年
代
を
か
け
さ
ら
に
弱
ま
り
、
一
八
八
九
年
に
は
、
美
術
・
建
築
評
論
家
の
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
〔
一
八
五
一
―
一
九
三
四
〕
に
よ
っ
て
「
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
の
第
一
の
泡
沫
は
去
っ
た
」（
七
〇
）
と
書
か
れ
る
ま
で
に
な
る
。
そ
れ
は
〝
ポ
ス
ト
・
ク
レ
ヨ
ン
の
時
代
〟
に
育
っ
た
彼
女
が
、
自
ら
が
生
き
た
時
代
に
感
じ
と
っ
た
空
気
を
直
写
し
た
も
の
と
し
て
、
ご
く
至
当
な
言
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
女
は
創
刊
時
か
ら
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
で
美
術
評
論
の
筆
を
揮
い
（
一
八
七
六
―
八
七
）、『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
』
誌
の
連
載
を
『
イ
ギ
リ
ス
の
大
聖
堂
』（
一
八
八
七
）（
七
一
）
と
し
て
出
版
、
ま
た
没
後
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
公
式
伝
記
を
出
版
（
一
八
八
八
）（
七
二
）
す
る
な
ど
、
建
国
百
年
博
覧
会
か
ら
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
い
た
る
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こ
の
時
期
に
精
力
的
な
批
評
活
動
を
行
っ
た
論
客
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
・
建
築
理
論
は
一
八
七
〇
年
頃
か
ら
す
で
に
参
照
点
と
し
て
の
信
頼
を
失
い
は
じ
め
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
否
定
的
な
認
識
は
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
を
通
じ
て
さ
ら
に
増
長
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
レ
ン
セ
リ
ア
の
批
評
は
そ
の
潮
流
に
従
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
牽
引
し
て
い
た
。 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
特
異
性
と
は
、
そ
の
よ
う
な
風
評
が
支
配
的
に
な
っ
て
さ
え
、
な
お
長
き
に
わ
た
り
、
彼
に
対
す
る
参
照
自
体
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
指
摘
し
た
〝
参
照
の
遷
移
〟
と
は
主
に
定
性
的
な
も
の
で
あ
り
、
言
及
量
に
関
し
て
は
両
者
の
あ
い
だ
に
遷
移
の
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。 
こ
の
点
に
関
す
る
比
較
に
つ
い
て
は
、『
建
築
講
話
』
出
版
の
翌
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
尋
ね
る
の
が
最
善
で
あ
る
。
同
紙
は
ア
メ
リ
カ
東
部
で
発
行
さ
れ
た
建
築
専
門
誌
（
紙
）
と
し
て
は
、
一
八
六
一
年
に
廃
刊
し
た
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
以
後
は
じ
め
て
Ａ
Ｉ
Ａ
の
機
関
誌
の
役
割
を
果
た
し
た
媒
体
で
あ
り
、
言
論
形
成
・
発
表
の
場
と
し
て
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
発
行
期
間
は
本
論
文
が
対
象
と
す
る
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
時
代
区
分
を
優
に
含
ん
で
い
る
た
め
、
国
内
に
建
築
系
・
美
術
系
雑
誌
の
創
廃
刊
が
続
い
て
い
く
な
か
で
、
広
い
期
間
の
時
勢
を
俯
瞰
す
る
サ
ン
プ
ル
と
し
て
最
適
で
あ
る
。
ま
た
週
刊
紙
で
あ
り
記
事
の
母
数
が
多
い
こ
と
も
デ
ー
タ
収
集
の
点
で
の
便
宜
と
な
る
。 
【G
ra
p
h
 2
】
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
創
刊
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
、
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
言
及
記
事
お
よ
び
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
言
及
記
事
の
数
を
グ
ラ
フ
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
翻
訳
を
含
ん
だ
本
人
に
よ
る
記
事
の
転
載
も
含
ま
れ
て
お
り
、
連
載
の
場
合
、
言
及
さ
れ
た
（
本
人
の
記
事
の
場
合
は
〝
掲
載
さ
れ
た
〟
）
各
回
を
数
え
て
い
る
。 
こ
の
グ
ラ
フ
を
一
瞥
し
て
分
か
る
の
は
、
ま
ず
同
紙
の
創
刊
直
後
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
言
及
事
が
多
く
、
こ
の
時
点
で
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
言
及
数 
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を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
こ
の
現
象
は
直
接
、
『
建
築
講
話
』
の
訳
出
出
版
直
後
の
反
響
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
七
〇
年
代
半
ば
の
五
年
程
度
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
書
目
が
多
数
翻
訳
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
前
章
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
誌
に
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
書
評
も
現
れ
て
い
る
。 
一
方
ラ
ス
キ
ン
に
関
し
て
は
、
一
八
七
九
年
に
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
ラ
ス
キ
ン
展
が
そ
の
後
の
ピ
ー
ク
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
。
同
展
は
、
そ
の
頃
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
初
代
美
術
史
教
授
と
な
っ
た
（
一
八
七
五
）
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
、
ラ
ス
キ
ン
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
扱
っ
た
ア
メ
リ
カ
初
の
展
覧
会
で
あ
り
、
同
展
に
対
す
る
関
心
は
短
信
や
展
覧
会
評
と
し
て
各
誌
（
紙
）
に
表
れ
て
い
る
（
七
三
）
。
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
当
時
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
を
し
た
こ
と
を
後
年
回
想
し
て
い
る
が
、
建
築
論
壇
の
外
で
は
、「
彼
を
そ
の
よ
う
に
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
言
及
す
る
の
は
、
今
で
は
不
可
能
だ
が
当
時
は
自
然
な
こ
と
」（
七
四
）
だ
っ
た
。 
そ
れ
は
博
覧
会
を
機
に
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
が
貴
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
影
響
と
も
見
做
せ
る
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
重
要
な
の
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
の
一
八
六
八
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
外
遊
で
あ
る
。
こ
の
と
き
彼
は
、
モ
リ
ス
の
ほ
か
、
ダ
ン
テ
・
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
〔
一
八
二
八
―
一
九
九
二
〕
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
〔
一
八
三
三
―
一
八
九
八
〕
と
五
〇
年
代
い
ら
い
の
親
交
を
新
た
に
し
た
（
七
五
）
。
な
お
ラ
ス
キ
ン
の
動
向
に
照
ら
せ
ば
、
一
八
八
〇
年
前
後
と
は
、
美
術
批
評
中
の
名
誉
棄
損
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
〔
一
八
三
四
―
一
九
〇
三
〕
と
の
裁
判
（
一
八
七
七
）
や
、
一
八
七
〇
年
か
ら
務
め
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ス
レ
イ
ド
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
職
の
辞
任
と
再
任
の
時
期
に
あ
た
る
。 
そ
し
て
こ
の
グ
ラ
フ
の
な
か
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
場
合
に
は
一
八
七
九
年
、
ラ
ス
キ
ン
の
場
合
に
は
一
九
〇
〇
年
を
境
と
す
る
追
悼
記
事
群
が
グ
ラ
フ
中
に
各
々
ピ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。 
こ
う
し
た
国
内
外
の
動
向
に
対
応
し
た
記
事
数
の
上
下
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
が
彼
ら
に
も
つ
関
心
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
同
時
に
気
づ
く
の
は
、
言
及
記
事
の
数
の
点
で
は
こ
の
よ
う
な
反
響
も
長
く
は
続
か
ず
数
年
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八
九
二
年
に
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
「
構
造
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
が
二
十
回
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
へ
の
言
及
記
事
数
は
む
し
ろ
大
幅
な
下
落
を
み
る
。
ま
た
長
期
的
に
み
れ
ば
、
双
方
へ
の
言
及
は
二
十
世
紀
初
頭
の
時
点
で
と
も
に
ゼ
ロ
に
漸
近
し
て
い
く
。 
 ゴ
シ
シ
ス
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
こ
れ
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
経
緯
を
振
り
返
れ
ば
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
そ
れ
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
の
相
互
参
照
の
上
で
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
あ
た
る
七
〇
年
半
ば
以
降
の
両
者
の
受
容
は
こ
の
背
景
を
前
提
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
そ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
前
段
階
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
ラ
ス
キ
ン
と
同
様
の
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
で
あ
る
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
い
う
狭
義
の
文
脈
に
お
け
る
参
照
の
遷
移
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
実
情
に
照
ら
せ
ば
、
彼
ら
は
同
じ
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
奪
い
合
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
『
建
築
講
話
』
の
出
版
時
点
ま
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
理
論
家
と
し
て
、
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
象
徴
し
た
。 
こ
の
状
況
に
変
化
が
現
れ
た
の
が
、
お
お
よ
そ
建
国
百
年
博
覧
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
兆
候
が
文
献
史
料
に
み
ら
れ
る
の
は
、
一
八
七
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
彫
刻
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
〔
一
八
三
四
―
一
九
〇
四
〕
が
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
建
築
史
講
義
の
報
告
記
事
で
あ
る
（
七
六
）
。
彼
は
ア
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メ
リ
カ
の
建
国
百
年
を
記
念
し
フ
ラ
ン
ス
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
彫
刻
の
制
作
者
で
あ
り
、
博
覧
会
会
場
に
は
そ
の
右
手
部
分
が
「
世
界
を
啓
蒙
す
る
自
由
」（L
ib
e
rty 
E
n
lig
h
ten
in
g
 th
e W
o
rld
）
像
、
あ
る
い
は
通
称
「
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
の
電
灯
」
と
し
て
展
示
さ
れ
、
展
望
台
と
し
て
親
し
ま
れ
た
（
章
頭
図
版
）。
他
方
彼
は
博
覧
会
の
国
際
審
査
員
団
の
ひ
と
り
で
も
あ
り
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
の
報
告
と
し
て
ア
メ
リ
カ
美
術
の
現
況
を
摘
要
し
た
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
記
者
が
語
る
通
り
、
そ
の
内
容
は
特
に
ア
メ
リ
カ
建
築
史
に
偏
っ
て
い
た
。
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
は
そ
れ
を
木
材
、
煉
瓦
・
石
材
、
鉄
、
大
理
石
・
花
崗
岩
・
軟
石
の
順
の
建
材
の
変
遷
か
ら
読
み
解
い
た
が
、
記
者
は
こ
の
史
観
に
対
し
、「
我
々
な
ら
ば
建
材
よ
り
も
様
式
の
連
な
り
で
時
代
を
示
し
た
い
と
思
う
は
ず
」（
七
七
）
だ
と
異
議
を
差
し
挟
ん
だ
。
記
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
パ
リ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
順
を
辿
る
様
式
の
変
遷
史
と
し
て
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
に
続
く
第
四
期
で
あ
る
〝
中
世
〟
期
は
「（
我
々
の
〔
国
の
〕
批
評
家
が
述
べ
る
通
り
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
派
で
は
な
く
）
イ
ギ
リ
ス
の
親
類
か
ら
直
接
に
伝
わ
っ
た
」（
七
八
）
も
の
で
あ
り
、「
い
ま
だ
に
不
屈
の
生
命
力
を
も
っ
て
そ
の
立
場
を
守
り
続
け
て
」（
七
九
）
い
る
。
こ
の
言
及
の
時
点
で
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
も
っ
て
国
内
に
流
布
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。 
そ
し
て
一
八
七
九
年
九
月
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
没
す
る
こ
ろ
に
は
、
彼
に
対
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
の
理
解
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
の
な
か
で
も
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
死
の
直
後
に
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
追
悼
記
事
群
が
乱
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
国
内
で
は
じ
め
て
、
明
確
に
〝
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
〟
ラ
ス
キ
ン
と
対
置
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
彼
の
訃
報
を
国
内
で
第
一
に
取
り
上
げ
た
記
事
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ラ
ス
キ
ン
と
比
較
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
前
者
の
功
績
の
大
き
さ
を
称
え
た
。
―
― 
 
ラ
ス
キ
ン
の
感
動
的
な
雄
弁
に
よ
っ
て
掻
き
立
て
ら
れ
た
熱
狂
さ
え
、
最
近
二
十
年
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
あ
ま
ね
く
虚
偽
や
誤
魔
化
し
に
対
す
る
精
力
的
な
改
革
運
動
に
比
べ
れ
ば
束
の
間
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
改
革
運
動
に
と
っ
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
著
作
は
悪
し
き
様
式
の
誘
惑
に
負
け
な
い
た
め
の
道
徳
的
啓
示
で
も
あ
り
、
よ
り
よ
い
様
式
を
作
り
あ
げ
る
た
め
の
物
的
資
源
で
も
あ
っ
た
。（
八
〇
） 
 
し
か
し
こ
の
言
及
に
は
依
然
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
国
内
で
第
一
に
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
み
な
さ
れ
て
き
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
像
に
対
す
る
配
慮
が
み
ら
れ
た
。
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
こ
こ
で
「
古
代
お
よ
び
中
世
建
築
の
双
方
を
、
特
定
の
建
設
シ
ス
テ
ム
の
表
現
あ
る
い
は
必
然
的
帰
結
と
し
て
分
析
し
た
」（
八
一
）
人
物
と
描
か
れ
て
お
り
、
彼
を
積
極
的
に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
理
論
家
と
見
做
す
こ
と
に
は
い
ま
だ
躊
躇
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
は
そ
の
後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
ザ
・
エ
コ
ー
』
紙
の
追
悼
記
事
を
掲
載
し
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、「
中
世
芸
術
に
対
し
て
彼
ほ
ど
の
本
質
的
知
識
と
熱
情
を
有
し
た
同
時
代
人
は
い
な
い
」（
八
二
）
人
物
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
。
そ
し
て
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
以
降
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
古
典
建
築
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。 
一
方
、
こ
の
二
記
事
の
あ
い
だ
に
発
表
さ
れ
た
追
悼
記
事
は
、「
ラ
ス
キ
ン
氏
が
も
し
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
建
築
家
で
、
科
学
の
資
質
を
有
し
て
い
た
ら
占
め
た
で
あ
ろ
う
位
置
」（
八
三
）
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
つ
け
、
彼
を
中
世
の
建
設
者
の
技
能
に
感
銘
を
受
け
、「
ゴ
シ
ッ
ク
と
古
代
建
築
、
し
か
し
特
に
ゴ
シ
ッ
ク
」（
八
四
） 
を
研
究
し
た
人
物
と
し
て
描
き
、
そ
の
後
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
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イ
バ
ル
に
果
た
し
た
功
績
を
論
じ
た
点
に
お
い
て
、
彼
の
こ
と
を
明
確
に
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
見
做
し
て
い
た
の
だ
と
言
え
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ン
〔
一
六
三
二
―
一
七
二
三
〕
に
よ
っ
て
「
建
築
の
名
に
値
し
な
い
石
材
の
山
」
（
八
五
）
と
揶
揄
さ
れ
、
ピ
ー
タ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
〔
一
七
六
五
―
一
八
四
四
〕
の
時
代
ま
で
「
非
難
の
言
葉
」（
八
六
）
と
と
ら
え
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
と
い
う
、「
真
実
と
い
う
要
素
が
建
築
に
と
っ
て
い
か
に
本
質
的
か
を
最
初
に
見
抜
い
た
人
間
」（
八
七
）
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
構
造
の
合
理
性
の
観
点
か
ら
、
真
正
の
建
築
と
し
て
扱
わ
れ
は
じ
め
た
。
特
に
「
ラ
ス
キ
ン
が
精
神
的
原
理
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
の
新
し
い
教
義
を
説
い
た
熱
意
は
、
そ
れ
を
陳
腐
な
手
本
へ
の
退
屈
な
隷
属
か
ら
の
開
放
手
段
と
と
ら
え
た
人
間
の
共
感
を
呼
び
、〔
…
〕
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
の
頭
脳
が
デ
ザ
イ
ン
の
真
実
の
回
復
に
着
手
し
た
」（
八
八
）
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
「
著
作
が
時
宜
を
得
て
登
場
し
た
こ
と
で
、
人
々
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
提
言
や
実
例
、
金
言
に
飛
び
つ
き
そ
れ
ら
を
我
が
も
の
と
し
た
」（
八
九
）
。 
そ
の
後
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
遺
作
と
な
っ
た
『
図
画
の
手
な
ら
い
』（
九
〇
）
英
語
版
の
書
評
に
お
い
て
、
一
八
八
一
年
、
ア
ー
サ
ー
・
ロ
ッ
チ
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
「
若
い
う
ち
か
ら
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
ル
ー
チ
ン
を
拒
絶
し
た
」（
九
一
）
独
学
の
徒
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
か
ら
「
芸
術
の
な
か
の
真
実
と
論
理
の
価
値
を
学
ん
だ
」（
九
二
）
人
物
と
見
做
し
た
。
そ
し
て
「
先
例
よ
り
も
む
し
ろ
理
性
に
依
拠
す
る
と
い
う
の
が
彼
の
人
生
の
主
眼
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
ラ
ス
キ
ン
氏
の
立
派
な
論
争
が
喚
起
さ
せ
た
よ
う
な
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
優
位
に
対
す
る
改
革
運
動
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
一
貫
し
た
目
的
だ
っ
た
」（
九
三
）
。
ロ
ッ
チ
は
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
ボ
ザ
ー
ル
に
留
学
し
た
建
築
家
だ
っ
た
が
（
一
八
七
四
―
八
〇
）、
こ
う
し
た
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
の
建
築
家
の
な
か
で
さ
え
、
七
〇
年
代
末
以
降
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
ア
ン
チ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
軽
視
、
イ
ギ
リ
ス
の
運
動
と
の
差
異
化 
こ
う
し
た
追
悼
記
事
群
の
言
及
の
な
か
に
も
既
に
兆
候
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
建
築
理
論
が
よ
り
強
く
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
前
時
代
の
も
の
と
し
て
次
第
に
軽
視
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
一
見
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
全
体
を
素
描
し
て
い
る
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
潮
流
を
意
識
し
、
そ
れ
を
摘
要
し
て
い
る
と
い
う
性
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
の
理
解
が
定
着
し
て
い
く
な
か
で
は
、
こ
の
動
向
と
並
行
し
て
、
自
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
出
自
さ
え
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
求
め
る
論
考
が
現
れ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
六
〇
年
代
以
降
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
主
に
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
理
解
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
傍
流
で
は
彼
を
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
見
做
す
潮
流
は
依
然
と
し
て
存
在
し
た
。
そ
の
傍
流
は
博
覧
会
以
後
に
俄
か
に
主
流
と
し
て
台
頭
し
、
以
後
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
、
国
内
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
参
照
源
へ
と
彼
を
押
し
上
げ
る
。 
こ
の
潮
流
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
版
の
『
建
築
講
話
』
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
、
す
な
わ
ち
建
国
百
年
博
覧
会
の
開
催
年
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
装
飾
美
術
」（
九
四
）
に
お
い
て
す
で
に
顕
著
な
か
た
ち
で
画
期
さ
れ
て
い
た
。 
同
記
事
は
、
建
国
百
年
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
、「
ピ
ュ
ー
ジ
ン
が
推
進
力
と
な
っ
て
以
来
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
」（
九
五
）
コ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
を
筆
頭
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
家
具
の
制
作
原
理
を
国
内
に
紹
介
す
る
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
組
み
立
て
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
セ
ス
の
重
視
や
奢
侈
的
表
現
の
排
斥
が
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
家
具
を
作
る
こ
と
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
で
家
具
を
作
る
こ
と
」（
九
六
）
の
特
質
と
し
て
強
調
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
『
家
具
史
』
の
な
か
で
見
事
な
図
版
を
提
供
し
た
本
物
の
十
四
世
紀
の
収
納
箱
」（
九
七
）
に
も
比
肩
さ
れ
た
。 
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他
方
論
者
は
こ
の
時
点
で
、
ハ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
や
Ｗ
・
Ａ
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
（
シ
カ
ゴ
）
と
い
っ
た
、
博
覧
会
に
出
品
せ
ず
に
「
構
造
原
理
に
基
づ
い
た
」（
九
八
）
家
具
を
製
造
し
て
い
る
業
者
を
名
指
し
、
博
覧
会
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
も
類
似
の
潮
流
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
博
覧
会
ま
で
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
〔
一
八
三
六
―
一
九
〇
六
〕
や
ブ
ル
ー
ス
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
タ
ル
バ
ー
ト
〔
一
八
三
八
―
一
八
八
一
〕
ら
、
英
建
築
家
が
出
版
し
た
著
作
（F
ig
.2
9
）
が
こ
の
様
式
を
普
及
さ
せ
、「
最
近
ま
で
は
建
築
家
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
幾
つ
か
の
作
品
の
な
か
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
」（
九
九
）
構
築
的
な
家
具
制
作
が
、
よ
り
広
範
な
家
具
制
作
の
現
場
に
広
が
っ
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
記
事
は
、
こ
の
潮
流
の
「
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
建
築
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
た
ち
の
同
時
代
の
作
品
に
鼓
舞
さ
れ
て
始
め
ら
れ
た
」（
一
〇
〇
）
も
の
だ
と
語
っ
た
。 
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
主
要
な
影
響
源
を
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
帰
す
る
同
様
の
主
張
は
、
一
八
七
八
年
の
「
考
古
学
と
ア
メ
リ
カ
建
築
」（
一
〇
一
）
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
も
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
も
刺
激
さ
れ
た
が
、
い
か
な
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
も
勝
っ
て
尊
ば
れ
た
指
導
者
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
だ
っ
た
」（
一
〇
二
）
と
語
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
伏
せ
ら
れ
た
〝
イ
ギ
リ
ス
人
〟
の
ひ
と
り
が
ラ
ス
キ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
ワ
イ
ト
さ
え
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
起
源
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
名
を
省
き
、「
こ
う
し
た
建
物
は
歴
史
様
式
と
の
共
通
性
は
薄
い
も
の
の
、
概
し
て
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
研
究
お
よ
び
、
こ
の
国
で
非
常
に
広
く
読
ま
れ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
著
作
に
影
響
を
受
け
た
．
．
．
．
．
．
」（
一
〇
三
）
も
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。 
そ
の
後
ワ
イ
ト
は
「
ア
メ
リ
カ
美
術
に
お
け
る
新
局
面
の
展
開
」（
一
八
八
四
）
（
一
〇
四
）
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
的
動
向
に
な
ぞ
ら
え
自
国
の
建
築
界
を
回
顧
し 
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た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
の
運
動
と
し
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
活
動
を
再
評
価
し
た
論
考
で
あ
っ
た
反
面
、「
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
唱
道
者
か
つ
最
高
権
威
で
あ
る
」（
一
〇
五
）
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
瑕
疵
と
、
過
去
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
す
る
無
功
績
を
論
難
し
、
さ
ら
に
は
ワ
イ
ト
個
人
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
悪
感
情
さ
え
露
呈
さ
せ
る
論
考
と
な
っ
て
い
た
。 
ワ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
が
『
建
築
の
七
燈
』
を
出
版
時
点
で
す
で
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
り
、「
そ
の
た
め
、
ラ
ス
キ
ン
に
は
指
導
者
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
評
価
が
与
え
ら
れ
ず
、
建
築
家
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」（
一
〇
六
）
。
そ
の
と
き
ラ
ス
キ
ン
は
、「
職
業
建
築
家
と
し
て
の
技
術
的
知
識
を
欠
い
た
善
意
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
、
自
身
で
は
完
全
に
は
分
か
ら
な
い
構
造
物
の
深
奥
に
図
々
し
く
立
ち
入
り
、
彼
ら
を
導
く
た
め
の
原
理
を
解
明
で
き
る
と
思
い
こ
ん
で
い
た
」（
一
〇
七
）
程
度
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
後
代
の
ワ
イ
ト
を
含
む
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
実
践
家
た
ち
は
「
本
物
の
リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
た
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
」（
一
〇
八
）
の
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
存
在
は
無
力
で
あ
る
以
上
に
障
害
で
す
ら
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
史
観
を
抱
い
た
ワ
イ
ト
は
、
き
わ
め
て
悲
観
的
な
調
子
で
、
博
覧
会
以
前
の
自
国
の
動
向
を
こ
の
よ
う
に
総
括
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
論
壇
で
美
術
・
建
築
の
〝
新
思
想
〟
の
発
展
に
寄
与
し
た
要
因
は
す
べ
て
、
―
― 
 
〔
…
〕
き
わ
め
て
小
さ
く
、
明
ら
か
に
重
要
で
は
な
い
。
印
刷
さ
れ
た
書
物
の
流
通
は
何
よ
り
も
早
く
、
教
養
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
広
範
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
す
べ
て
熱
心
に
読
ん
だ
。
特
に
ラ
ス
キ
ン
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。〔
…
〕
そ
こ
か
ら
す
で
に
、
準
備
が
で
き
て
い
る
人
び
と
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と
現
れ
て
い
た
。
あ
と
は
時
機
次
第
で
、
一
般
の
芸
術
学
校
の
古
び
た
教
義
か
ら
の
開
放
を
叫
び
は
じ
め
る
は
ず
だ
っ
た
。
建
築
家
の
多
く
は
、
外
国
で
見
た
も
の
に
感
化
さ
れ
、
新
し
い
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
は
じ
め
た
。
し
か
し
一
致
団
結
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
一
回
だ
に
な
さ
れ
ず
、
一
八
六
〇
年
ま
で
、
実
用
的
な
家
具
、
立
派
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
、
住
宅
を
飾
る
た
め
に
持
つ
価
値
の
あ
る
も
の
が
ほ
し
く
て
も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
よ
い
絵
画
が
ほ
し
く
て
も
、
彼
ら
は
な
お
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
の
も
と
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。〔
…
〕（
一
〇
九
） 
 
 こ
の
時
流
を
と
ら
え
て
組
織
さ
れ
た
の
が
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
だ
っ
た
が
、
八
〇
年
代
時
点
の
ワ
イ
ト
は
こ
こ
で
、
あ
え
て
自
身
ら
に
よ
る
こ
の
過
去
の
活
動
と
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
を
厳
格
に
区
別
し
た
。
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
「
ア
メ
リ
カ
の
改
革
者
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
を
自
称
し
た
こ
と
は
絶
え
て
な
く
」、「
た
だ
〝
リ
ア
リ
ス
ト
〟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
好
ん
だ
」（
一
一
〇
）
の
で
あ
る
。
ワ
イ
ト
の
こ
の
論
は
、
一
面
に
お
い
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
活
動
を
評
価
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
、
そ
れ
と
同
一
の
目
途
を
有
し
た
国
内
動
向
の
独
自
性
を
主
張
す
る
も
の
だ
っ
た
。 
 構
造
合
理
主
義
と
ゴ
シ
ッ
ク 
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
建
国
百
年
博
覧
会
は
ア
メ
リ
カ
国
内
に
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
の
流
行
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
絵
画
分
野
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
再
評
価
で
あ
り
、
建
築
・
家
具
工
芸
分
野
で
は
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
導
入
を
意
味
す
る
。
そ
の
ど
ち
ら
も
明
示
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
れ
は
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
画
期
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
家
具
工
芸
分
野
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
動
向
が
直
接
的
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
例
は
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
絵
画
分
野
で
は
、「
あ
る
側
面
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
絵
画
分
野
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
運
動
と
正
し
く
対
応
す
る
も
の
と
言
え
る
」（
一
一
一
）
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
由
来
の
情
報
と
し
て
博
覧
会
以
前
か
ら
国
内
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
建
築
に
関
し
て
は
ワ
イ
ト
が
後
年
「
一
八
七
六
年
以
降
に
こ
の
〔
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
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バ
ル
〕
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
の
多
く
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
」（
一
一
二
）
と
語
っ
て
い
る
こ
と
が
傍
証
と
な
る
。 
ワ
イ
ト
が
一
八
九
四
年
に
発
表
し
た
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
」
は
、
こ
の
分
水
嶺
を
回
顧
し
再
び
博
覧
会
以
前
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
問
題
を
扱
っ
た
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
新
局
面
の
展
開
」
に
み
ら
れ
た
ラ
ス
キ
ン
へ
の
態
度
は
軟
化
し
、
過
去
の
動
向
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
博
覧
会
以
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
特
質
が
摘
要
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ
ト
は
十
年
前
の
「
新
局
面
の
展
開
」
に
お
い
て
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
障
害
と
し
て
論
難
し
た
が
、
こ
の
論
の
な
か
で
は
新
た
に
、「
よ
く
ば
か
に
さ
れ
鼻
で
笑
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
ゴ
シ
ッ
ク
〟
リ
バ
イ
バ
ル
」（
一
一
三
）
が
構
造
の
合
理
性
を
求
め
た
運
動
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
が
そ
の
最
初
期
の
唱
道
者
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
ワ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、「
一
八
五
一
年
以
後
、
特
に
博
識
な
若
年
建
築
家
や
ラ
ス
キ
ン
の
よ
う
な
数
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
学
徒
の
な
か
に
少
し
ず
つ
、
建
設
の
真
実
に
つ
い
て
の
根
本
原
理
や
、
構
造
に
対
す
る
設
計
の
忠
実
性
を
実
行
に
移
す
唱
道
者
た
ち
が
現
れ
は
じ
め
、
次
第
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
」
（
一
一
四
）
。 
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
評
価
の
変
転
は
措
い
て
お
き
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
べ
き
な
の
は
、
ワ
イ
ト
が
こ
の
と
き
〝
建
築
構
造
の
意
識
的
か
つ
継
続
的
な
発
展
〟
の
歴
史
と
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
に
言
及
し
え
た
の
が
、
博
覧
会
以
後
、
特
に
八
〇
年
代
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
国
内
の
建
築
論
壇
に
広
ま
り
は
じ
め
た
た
め
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
め
ぐ
る
議
論
は
自
然
に
範
を
と
っ
た
超
越
論
的=
機
能
主
義
的
建
築
観
の
系
譜
の
な
か
で
展
開
し
て
い
た
が
、
八
〇
年
代
以
降
の
議
論
か
ら
は
超
越
論
の
契
機
が
失
わ
れ
、
よ
り
科
学
へ
の
傾
斜
を
増
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
そ
れ
を
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
の
な
か
で
画
期
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
初
の
ゴ
シ
ッ
ク
発
達
史
で
あ
る
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
〔
一
八
四
〇
―
一
九
三
〇
〕
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
と
性
質
』（
一
八
九
〇
）（
一
一
五
）
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
に
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
『
欧
州
建
築
史
研
究
』（
一
八
九
六
）（
一
一
六
）
が
続
く
。
こ
れ
ら
建
設
技
術
の
発
展
史
と
し
て
書
か
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
論
の
な
か
で
理
論
的
な
基
礎
と
さ
れ
た
の
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
は
、
彼
ら
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
論
の
な
か
に
は
ラ
ス
キ
ン
へ
の
言
及
は
皆
無
と
な
る
。
も
と
も
と
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
を
主
催
し
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
じ
め
て
ラ
ス
キ
ン
に
鼓
舞
さ
れ
、
文
筆
を
通
じ
て
明
示
的
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
唱
え
た
団
体
で
あ
る
。
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
ジ
ス
が
「
現
代
建
築
」
と
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
と
性
質
』
の
あ
い
だ
に
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
参
照
を
一
切
な
く
し
た
こ
と
は
、
七
〇
年
代
以
降
の
建
築
界
に
お
け
る
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
推
進
力
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
無
力
化
を
最
も
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
か
ん
の
一
八
八
〇
年
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
燈
』
が
大
幅
な
増
補
改
訂
を
経
て
二
十
五
年
ぶ
り
に
再
版
さ
れ
た
（
一
一
七
）
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
反
応
は
、
一
八
四
九
年
の
初
版
時
と
好
対
照
を
な
し
全
く
の
無
関
心
の
様
相
を
呈
し
た
。 
ム
ー
ア
は
『
発
展
と
性
質
』
の
前
提
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
「
明
快
で
間
違
い
の
な
い
定
義
」（
一
一
八
）
を
採
用
し
、「
そ
の
〔
ゴ
シ
ッ
ク
〕
建
築
の
本
質
と
は
第
一
に
、
ア
ー
チ
式
の
ロ
ー
マ
建
築
か
ら
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
を
経
た
漸
進
的
な
進
化
を
遂
げ
た
固
有
の
構
造
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
」（
一
一
九
）
こ
と
、「
壁
体
よ
り
も
む
し
ろ
、
緻
密
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
の
骨
格
が
建
物
全
体
の
計
画
を
決
め
、
そ
の
骨
格
の
な
か
に
す
べ
て
の
説
得
力
が
備
わ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
〔
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
〕
な
ら
で
は
の
特
徴
」（
一
二
〇
）
な
の
だ
と
語
っ
た
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
も
ま
た
同
様
の
史
観
を
採
用
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
ヴ
ォ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
の
発
達
史
の
主
要
参
考
文
献
に
『
建
築
事
典
』
を
挙
げ
た
（
一
二
一
）
。
し
か
し
構
造
発
達
史
観
を
と
っ
た
ス
タ
ー
ジ
ス
の
『
欧
州
建
築
史
研
究
』
は
、
特
に
こ
の
理
由
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
好
意
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
九
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七
年
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ワ
イ
ト
に
書
簡
を
書
き
送
り
、「
イ
ギ
リ
ス
人
の
建
築
ラ
イ
タ
ー
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
起
源
と
性
質
に
関
す
る
真
の
考
古
学
的
観
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
」（
一
二
二
）
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
も
は
や
理
論
家
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
論
者
と
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
構
造
的
合
理
性
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
文
筆
を
基
礎
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
九
〇
年
代
半
ば
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
「
構
造
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
が
長
期
連
載
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
一
般
潮
流
の
ひ
と
つ
の
反
映
で
あ
る
。 
博
覧
会
以
降
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
か
ら
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
へ
の
参
照
の
遷
移
は
、
美
術
家
で
あ
り
、
当
時
イ
エ
ー
ル
大
学
美
術
学
部
の
初
代
学
部
長
を
務
め
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
・
ウ
ィ
ア
〔
一
八
四
一
―
一
九
二
六
〕
に
よ
る
「
建
築
家
と
そ
の
芸
術
」（
一
八
八
二
）（
一
二
三
）
の
な
か
に
そ
の
最
期
の
姿
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
同
論
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
流
行
の
さ
な
か
の
国
内
建
築
論
壇
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
彼
の
一
節
か
ら
の
引
用
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
る
建
築
美
論
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
建
築
美
の
「
火
炎
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
木
と
燠
を
一
緒
に
積
み
上
げ
、
薪
を
塩
梅
し
、
そ
の
く
す
ぶ
る
山
に
空
気
を
送
り
続
け
て
発
火
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
二
四
）
と
い
う
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
か
ら
の
一
文
が
引
用
さ
れ
、
論
内
で
は
こ
の
引
用
に
暗
示
さ
れ
る
、
建
築
美
の
前
提
と
し
て
の
構
造
的
合
理
性
が
語
り
お
こ
さ
れ
る
。「
科
学
は
芸
術
を
強
化
し
、
そ
の
明
晰
な
原
理
に
よ
っ
て
建
築
家
は
物
質
を
意
の
ま
ま
に
操
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」（
一
二
五
）
の
で
あ
る
。 
ウ
ィ
ア
は
論
内
で
〝
建
物
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
〟
と
〝
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
〟
を
厳
然
と
区
別
し
た
が
、
そ
の
意
図
は
、
そ
の
区
別
を
明
示
し
な
が
ら
、
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
両
者
の
融
和
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
適
切
か
つ
経
済
的
な
道
筋
で
材
料
を
配
置
し
、
所
定
の
実
用
目
的
を
達
成
す
る
芸
術
〔
技
術
〕
は
、
正
し
く
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
学
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
う
し
た
実
用
目
的
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
な
お
そ
れ
ら
を
特
に
蝕
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
建
設
者
は
自
身
の
建
設
作
業
に
お
い
て
何
ら
か
の
美
の
表
現
を
模
索
す
る
」（
一
二
六
）
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
美
の
探
究
に
か
け
る
意
欲
が
建
築
家
で
あ
る
た
め
の
主
条
件
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ウ
ィ
ア
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
屋
根
架
構
形
式
の
類
型
に
則
り
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
各
々
の
構
造
が
可
能
と
し
た
装
飾
方
式
を
論
じ
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
こ
こ
で
「
装
飾
は
建
築
の
主
要
部
分
で
あ
る
」（
一
二
七
）
と
語
っ
た
論
客
だ
と
見
做
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ア
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
骨
子
と
し
た
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
科
学
知
識
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
の
「
画
家
と
彫
刻
家
の
感
性
」
（
一
二
八
）
の
発
露
で
あ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。 
 博
覧
会
以
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
基
底 
こ
う
し
た
論
壇
の
展
開
を
辿
る
限
り
で
は
、
建
国
百
年
博
覧
会
の
以
前
・
以
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
動
向
に
は
断
絶
が
あ
り
、
両
者
の
あ
い
だ
の
歴
史
的
連
続
性
は
理
論
・
表
現
の
両
面
に
お
い
て
希
薄
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 
し
か
し
実
際
に
は
、
博
覧
会
を
転
機
と
す
る
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
理
論
に
お
い
て
も
実
践
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
前
の
国
内
に
基
礎
を
有
し
て
い
た
。
国
家
規
模
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
流
入
は
た
し
か
に
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
が
一
般
に
周
知
さ
れ
る
た
め
の
主
要
な
推
進
力
と
な
っ
た
も
の
の
、
ボ
ザ
ー
ル=
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
や
ラ
ス
キ
ン
忌
避
の
潮
流
の
裏
で
は
、
六
〇
年
代
半
ば
よ
り
既
に
、
の
ち
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
再
興
に
至
る
展
開
は
開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
建
国
百
年
博
覧
会
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
実
作
の
鑑
賞
が
建
築
分
野
に
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
い
う
新
た
な
論
題
を
生
ん
だ
の
と
は
異
な
り
、
家
具
分
野
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
め
ら
れ
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
批
判
の
手
を
免
れ
進
行
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
建
築
論
壇
で
ゴ
シ
ッ
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ク
の
構
築
性
、
建
築
性
を
語
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
六
〇
年
代
末
か
ら
の
約
十
年
を
経
て
、
建
国
百
年
博
覧
会
が
も
た
ら
し
た
ア
ン
グ
ロ
フ
ィ
ル
の
波
は
、
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
家
具
の
美
点
を
語
る
機
に
乗
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
展
開
さ
れ
て
き
た
家
具
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
動
向
と
そ
の
美
点
を
公
衆
に
宣
伝
す
る
機
会
を
与
え
た
。
先
に
挙
げ
た
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
装
飾
芸
術
」
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
動
向
は
「
メ
ー
カ
ー
在
庫
の
二
十
ぶ
ん
の
十
九
を
占
め
て
い
る
鈍
重
で
下
品
な
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
対
す
る
長
期
的
な
反
撃
」（
一
二
九
）
と
し
て
、
博
覧
会
以
前
か
ら
模
索
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
機
に
あ
っ
て
、「
あ
の
博
覧
会
は
結
局
、
こ
の
テ
ー
マ
〔
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
〕
に
つ
い
て
人
々
が
考
え
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
」（
一
三
〇
）
。「
そ
こ
に
展
示
さ
れ
た
も
の
は
ゴ
ミ
の
山
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
あ
れ
は
、
来
場
者
の
趣
味
の
向
上
の
た
め
に
必
ず
や
良
い
影
響
を
与
え
る
」（
一
三
一
）
は
ず
の
も
の
だ
っ
た
。 
そ
の
機
を
と
ら
え
た
の
は
ス
タ
ー
ジ
ス
で
あ
る
。 
博
覧
会
開
催
前
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
美
術
論
壇
に
は
室
内
調
度
や
室
内
装
飾
に
関
す
る
記
事
は
増
大
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
記
事
の
な
か
に
あ
っ
て
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
誌
に
匿
名
で
掲
載
さ
れ
た
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
装
飾
芸
術
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
入
さ
れ
た
動
向
を
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
強
く
推
進
し
た
異
質
な
論
考
だ
っ
た
。 
そ
し
て
こ
の
記
事
で
さ
ら
に
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
家
具
の
改
革
の
歴
史
が
、
そ
れ
ま
で
の
ス
タ
ー
ジ
ス
の
批
評
活
動
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
り
直
す
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
一
三
二
）
。
歴
史
家
コ
ー
ン
ウ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
七
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
著
作
は
「
ア
メ
リ
カ
建
築
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
も
た
ず
、
家
具
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
様
式
は
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
よ
り
早
い
時
期
の
別
個
の
も
の
で
あ
る
」（
一
三
三
）
。
し
か
し
コ
ー
ン
ウ
ル
フ
が
指
摘
す
る
表
現
上
の
断
絶
の
背
後
に
は
、
そ
れ
ら
相
互
に
通
底
す
る
、
家
具
分
野
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
再
興
を
目
し
た
ス
タ
ー
ジ
ス
の
理
論
構
築
の
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 
そ
こ
で
本
章
で
は
以
下
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
後
期
以
降
の
ス
タ
ー
ジ
ス
の
批
評
活
動
の
展
開
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
受
容
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
の
文
脈
を
解
明
す
る
。 
 
 
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
化
：
一
八
六
五
―
一
八
七
六 
ス
タ
ー
ジ
ス
と
家
具
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
『
建
築
講
話
』
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
一
側
面
で
も
あ
っ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
す
る
解
釈
は
受
容
の
初
期
か
ら
す
で
に
多
様
性
を
み
せ
て
い
た
が
、
こ
と
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
〟
と
と
も
に
連
想
さ
れ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
五
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
論
客
と
し
て
軽
微
な
嫌
悪
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
彼
が
い
よ
い
よ
不
合
理
な
論
客
と
見
做
さ
れ
る
に
つ
れ
、
ゴ
シ
ッ
ク
自
体
も
ま
た
不
合
理
な
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
六
〇
年
代
末
に
は
も
は
や
、
合
理
主
義
的
建
築
思
想
に
ま
つ
わ
る
議
論
は
自
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
潮
流
に
託
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。 
し
か
し
ク
ラ
ム
が
指
摘
す
る
通
り
、
そ
れ
と
同
時
期
に
は
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
築
論
と
し
て
読
ま
れ
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
に
も
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
者
の
側
か
ら
超
克
が
目
論
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
か
ら
六
〇
年
代
後
半
に
は
異
な
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
路
線
を
模
索
す
る
者
た
ち
が
現
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
活
動
が
建
築
批
評
に
お
い
て
日
の
目
を
浴
び
、
そ
の
歴
史
的
妥
当
性
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
九
世
紀
末
、
特
に
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
誌
の
創
刊
（
一
八
九
一
）
後
の
こ
と
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で
あ
る
。 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
と
は
異
な
り
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
建
築
論
壇
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
対
す
る
直
接
的
か
つ
肯
定
的
な
援
用
は
是
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
「
現
代
建
築
」
は
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
思
想
の
な
か
に
合
理
的
建
築
創
造
の
模
範
を
み
た
希
有
な
例
だ
が
、
彼
の
論
の
中
で
も
や
は
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
は
周
到
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
迂
遠
な
仕
方
に
よ
っ
て
な
お
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
肯
定
的
な
意
義
づ
け
を
表
明
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
彼
で
す
ら
、「
知
的
建
設
」（
一
三
四
）
と
し
て
の
建
築
の
主
唱
者
に
挙
げ
た
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
で
は
な
く
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
名
で
あ
る
。 
他
方
「
現
代
建
築
」
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
と
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
論
の
運
び
も
ま
た
周
到
に
避
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
を
筆
頭
の
論
客
と
す
る
ボ
ザ
ー
ル
受
容
お
よ
び
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
受
容
の
ほ
う
に
、
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
前
章
で
示
し
た
通
り
、
一
八
七
五
年
の
英
語
版
『
建
築
講
話
』
の
時
点
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
を
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
と
み
た
書
評
者
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
点
に
い
た
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
が
、
そ
う
し
た
理
解
の
道
を
辿
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
よ
る
ボ
ザ
ー
ル
留
学
の
拡
大
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
紹
介
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
の
側
面
が
全
く
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
国
内
事
情
の
反
映
だ
っ
た
。 
そ
う
し
た
な
か
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
ひ
と
り
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
紹
介
し
続
け
て
い
た
。
彼
と
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
と
も
に
『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
の
論
客
で
あ
り
、
後
者
は
「
建
築
の
改
革
」（
一
八
六
六
）、
前
者
は
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
中
世
建
築
」（
一
八
六
九
）
を
と
も
に
匿
名
で
寄
稿
し
、
同
氏
に
対
す
る
互
い
に
異
な
る
理
解
を
披
歴
し
た
。
そ
の
論
の
な
か
で
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
を
「
構
造
と
装
飾
の
統
合
シ
ス
テ
ム
」（
一
三
五
）
と
し
て
の
「
純
粋
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
故
郷
」（
一
三
六
）
で
あ
る
と
見
做
し
、
他
方
で
は
現
代
の
同
国
の
潮
流
を
「
不
合
理
で
非
構
築
で
創
造
性
の
な
い
」（
一
三
七
）
も
の
と
し
た
が
、
ボ
ザ
ー
ル
の
需
要
を
推
進
力
と
し
た
六
〇
年
代
末
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
な
か
で
は
、
そ
の
主
張
は
大
勢
に
か
き
消
さ
れ
た
。 
し
か
し
、
六
〇
年
代
に
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
批
評
活
動
の
み
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
こ
の
傍
流
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
典
拠
に
関
す
る
変
化
の
兆
候
で
も
あ
っ
た
。 
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
南
北
戦
争
以
降
徐
々
に
、
そ
の
模
範
を
構
造
の
合
理
性
の
も
と
に
理
解
さ
れ
た
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
〝
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
力
強
く
鼓
舞
さ
れ
た
〟
第
二
世
代
の
先
鋒
で
あ
り
な
が
ら
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
は
同
時
代
的
な
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
か
ら
は
距
離
を
お
い
て
い
た
。
し
か
し
前
章
に
示
し
た
通
り
、
彼
は
な
お
、
同
時
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
発
展
を
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
発
展
史
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
。 
「
現
代
建
築
」
時
点
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
で
ス
タ
ー
ジ
ス
が
模
範
に
定
め
た
の
が
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
史
観
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
参
加
し
て
い
た
時
点
か
ら
一
貫
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
を
捉
え
て
お
り
、
壮
年
に
い
た
っ
て
『
欧
州
建
築
史
研
究
』
に
改
め
て
明
言
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
彼
の
史
観
の
中
核
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
現
代
建
築
」
の
な
か
で
も
す
で
に
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
は
否
定
的
な
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
ら
を
「
考
古
学
的
知
識
と
忠
実
な
コ
ピ
ー
」（
一
三
八
）
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
運
動
と
し
て
、
も
は
や
意
義
の
あ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
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こ
の
点
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
す
で
に
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
〟
発
展
の
た
め
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
著
作
に
注
目
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。 
た
だ
し
、
彼
は
そ
れ
を
建
築
分
野
に
お
い
て
直
接
模
索
し
た
の
で
は
な
く
、
隣
接
分
野
で
あ
る
家
具
工
芸
の
改
革
論
か
ら
推
し
す
す
め
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
同
僚
で
あ
っ
た
ワ
イ
ト
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
近
代
工
芸
史
上
「
構
築
的
か
つ
芸
術
的
な
家
具
の
最
初
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
と
り
」（
一
三
九
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
ス
タ
ー
ジ
ス
の
家
具
制
作
の
実
践
は
当
時
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
全
く
顧
み
ら
れ
て
お
ら
ず
史
料
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
彼
の
家
具
批
評
論
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
実
践
の
土
台
と
な
る
制
作
理
論
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
 ア
メ
リ
カ
の
家
具
、
イ
ギ
リ
ス
の
記
事
、
フ
ラ
ン
ス
の
書
籍 
一
八
六
五
年
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
家
具
：
現
状
と
そ
の
あ
る
べ
き
姿
」（
一
四
〇
）
は
、『
コ
ー
ン
ヒ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
ロ
ン
ド
ン
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
家
具
の
流
行
」（
一
八
六
四
）（
一
四
一
）
へ
の
応
答
記
事
で
あ
り
、
か
つ
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
家
具
改
革
論
の
嚆
矢
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
も
つ
。「
家
具
の
流
行
」
は
当
時
匿
名
で
掲
載
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
〔
一
八
三
六
―
一
九
〇
六
〕
の
出
世
作
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
た
点
に
関
し
て
も
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
七
〇
年
代
以
降
の
国
内
の
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
受
容
を
遥
か
に
先
駆
け
て
い
た
。「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
装
飾
芸
術
」
に
お
い
て
家
具
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
建
築
家
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
」（
一
四
二
）
と
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
以
降
の
ス
タ
ー
ジ
ス
の
取
り
組
み
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
「
ア
メ
リ
カ
の
家
具
」
冒
頭
に
お
い
て
ス
タ
ー
ジ
ス
が
語
る
通
り
、
十
九
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
に
も
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
〔
一
八
〇
九
―
一
八
四
九
〕
に
よ
る
「
家
具
の
哲
学
」（
一
八
四
〇
初
出
）（
一
四
三
）
な
ど
の
室
内
調
度
論
は
存
在
し
、
彼
は
そ
の
論
の
内
容
に
「
理
性
的
な
も
の
．
．
．
．
．
．
」（
一
四
四
）
を
垣
間
み
た
。
し
か
し
そ
こ
に
表
明
さ
れ
た
調
度
論
は
い
ま
だ
専
門
知
識
に
欠
け
る
、
現
行
の
装
飾
家
具
の
選
択
を
主
に
論
じ
た
受
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
い
ま
だ
絢
爛
を
衒
っ
た
も
の
と
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
は
そ
れ
を
容
れ
な
か
っ
た
。 
こ
の
点
に
お
い
て
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
「
良
質
な
デ
ザ
イ
ン
の
最
大
の
共
通
原
理
」（
一
四
五
）
を
説
い
た
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
論
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
意
に
適
う
も
の
だ
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
家
具
」
は
、
ポ
ー
の
論
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
家
具
の
是
認
に
対
す
る
疑
念
と
、「
家
具
の
流
行
」
の
著
者
に
よ
る
室
内
装
飾
批
判
に
対
す
る
賛
同
と
い
う
、
同
方
向
に
向
か
う
ふ
た
つ
の
感
情
を
動
機
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。 
そ
こ
で
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
国
内
で
「
売
ら
れ
て
い
る
家
具
が
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
正
し
く
作
ら
れ
て
い
な
い
」（
一
四
六
）
こ
と
、
現
在
の
職
人
が
「
隠
す
こ
と
、
騙
す
こ
と
、
木
製
器
具
の
作
ら
れ
方
に
関
す
る
間
違
っ
た
考
え
を
大
衆
に
抱
か
せ
る
こ
と
に
執
心
し
て
い
る
」（
一
四
七
）
こ
と
を
論
難
し
、
耐
久
性
と
組
み
た
て
の
合
理
性
を
重
視
し
た
家
具
制
作
の
原
理
を
こ
の
よ
う
に
摘
要
し
た
。
―
― 
 
す
べ
て
の
良
質
な
装
飾
は
必
然
的
に
構
造
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
部
屋
に
飾
ら
れ
る
絵
画
の
よ
う
に
ハ
イ
ラ
ン
ク
な
も
の
と
な
る
場
合
に
は
、
絵
画
に
適
切
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
る
た
め
の
場
所
が
必
要
で
あ
る
の
と
同
様
、
構
造
と
齟
齬
を
き
た
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
家
具
は
ハ
イ
ラ
ン
ク
な
芸
術
の
助
け
を
借
り
ず
に
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
常
で
あ
る
。
そ
う
し
た
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
は
実
際
の
構
造
の
暗
示
で
あ
り
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
一
四
八
） 
 
そ
う
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
こ
の
原
理
が
過
去
に
実
現
し
て
い
た
の
が
ゴ
シ
ッ
ク
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家
具
だ
っ
た
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
『
コ
ー
ン
ヒ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
記
事
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
中
世
芸
術
趣
味
の
高
ま
り
が
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
の
〝
真
の
原
理
〟
と
呼
ん
だ
感
性
を
誘
発
し
た
」（
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
か
ら
の
引
用
）（
一
四
九
）
と
い
う
背
景
を
家
具
分
野
に
展
開
さ
せ
た
も
の
と
し
て
彼
の
関
心
を
引
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
家
具
工
芸
の
未
来
の
た
め
に
「
中
世
芸
術
が
イ
ギ
リ
ス
人
に
教
え
た
も
の
を
我
々
も
ま
た
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
素
晴
ら
し
い
」（
一
五
〇
）
こ
と
だ
っ
た
。 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
地
勢
を
条
件
と
し
た
と
き
、
こ
こ
に
は
ひ
と
つ
の
捩
じ
れ
が
生
じ
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
実
直
な
中
世
家
具
の
実
作
を
参
照
し
に
行
く
べ
き
イ
ギ
リ
ス
（「
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
」）
は
遥
か
遠
隔
に
位
置
し
た
。
中
世
家
具
に
つ
い
て
そ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
で
唯
一
視
覚
的
に
参
照
で
き
た
の
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
る
『
カ
ロ
リ
ン
グ
期
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
家
具
事
典
』（
一
八
五
八
―
七
〇
）（
一
五
一
）
お
よ
び
『
フ
ラ
ン
ス
建
築
事
典
』（
一
八
五
四
―
六
八
）（
一
五
二
）
の
未
完
の
二
著
作
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
（F
ig
.3
0
）。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
共
同
歩
調
を
と
る
目
途
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
著
作
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
。 
た
だ
し
ス
タ
ー
ジ
ス
自
身
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
中
世
家
具
論
の
な
か
に
「
構
築
性
の
精
神
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ス
」（
一
五
三
）
を
捉
え
得
て
い
た
以
上
、
そ
れ
は
次
善
策
と
し
て
読
ま
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
ス
タ
ー
ジ
ス
に
と
っ
て
、
単
な
る
パ
タ
ー
ン
ブ
ッ
ク
の
実
用
性
を
超
え
た
啓
示
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
「
木
製
の
品
物
を
自
分
が
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
恥
じ
て
い
な
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
今
ま
で
以
上
に
良
い
も
の
が
作
れ
る
」（
一
五
四
）
の
だ
と
い
う
指
針
を
提
示
し
国
内
の
家
具
制
作
を
鼓
舞
し
た
が
、
そ
の
理
念
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
『
フ
ラ
ン
ス
家
具
事
典
』
の
な
か
で
語
り
、
ス
タ
ー
ジ
ス
自
身
も
引
用
し
た
、
次
の
一
文
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
中
世
家
具
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
〔
…
〕〔
装
飾
の
〕
豊
か
さ
で
は
な
く
、
形
式
の
選
択
、
目
的
の
偽
り
な
い
通
知
、
無
限
の
多
様
性
、
堅
固
な
外
観
、
物
性
に
従
っ
た
素
材
本
来
の
利
用
法
に
示
さ
れ
る
、
審
美
眼
と
理
性
で
こ
そ
あ
る
。（
一
五
五
） 
 か
く
し
て
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
り
現
代
家
具
論
の
な
か
で
始
め
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
並
行
し
た
動
向
で
あ
り
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
典
拠
に
依
拠
す
る
と
い
う
指
向
性
が
備
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
理
論
的
支
柱
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
で
あ
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
地
勢
が
生
ん
だ
必
然
で
あ
る
。
こ
の
三
年
後
に
は
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
『
家
庭
の
趣
味
へ
の
ヒ
ン
ト
』
の
イ
ギ
リ
ス
版
初
版
が
発
表
さ
れ
、
そ
こ
で
巻
頭
に
引
用
さ
れ
た
の
も
ま
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
『
家
具
事
典
』
内
の
文
言
だ
っ
た
が
（
一
五
六
）
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
両
国
の
家
具
改
革
論
に
お
け
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
、
そ
れ
以
前
に
お
の
お
の
の
文
脈
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
こ
の
潮
流
は
建
築
論
壇
か
ら
距
離
を
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
強
い
て
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
〟
の
影
響
に
拘
泥
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
は
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、
こ
の
有
利
を
活
か
し
た
、
ラ
ス
キ
ン
へ
の
参
照
の
な
い
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
論
と
な
っ
て
い
た
。 
な
お
こ
の
当
時
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
を
と
り
ま
く
英
米
関
係
は
き
わ
め
て
冷
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
折
し
も
「
我
々
の
家
具
」
が
発
表
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
極
ま
っ
た
。
と
い
う
の
も
こ
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
ア
メ
リ
カ
絵
画
の
冷
遇
を
巡
っ
て
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
が
発
表
し
た
「
互
い
に
親
族
関
係
に
あ
る
ふ
た
つ
の
国
同
士
の
悪
感
情
を
助
長
す
る
攻
撃
」（
一
五
七
）
に
対
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
ザ
・
ビ
ル 
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ダ
ー
』
が
猛
抗
議
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
「『
ザ
・
ビ
ル
ダ
ー
』
対
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』」（
一
五
八
）
を
掲
載
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
「
全
く
恥
知
ら
ず
だ
」
（
一
五
九
）
と
応
戦
し
た
。
そ
し
て
こ
の
論
争
は
二
誌
の
反
目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
間
の
そ
れ
へ
と
発
展
す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
折
し
も
南
北
戦
争
の
終
結
直
後
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の
暗
殺
の
直
後
だ
っ
た
。
そ
こ
で
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
に
よ
る
論
難
は
さ
ら
に
、『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
よ
る
暗
殺
報
道
の
無
礼
お
よ
び
、
先
の
戦
争
で
南
部
に
肩
入
れ
し
た
ラ
ス
キ
ン
へ
と
及
ぶ
。
―
― 
 
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
い
う
名
は
こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
知
ら
れ
、
彼
に
対
す
る
愛
と
敬
意
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
を
と
っ
て
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
彼
が
、
我
々
の
国
家
的
闘
争
に
つ
い
て
、
も
う
自
分
と
の
交
わ
り
は
不
可
能
だ
な
ど
と
、
最
良
の
友
に
む
か
っ
て
何
と
も
不
合
理
な
、
む
ご
い
言
葉
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
彼
は
、
我
々
が
血
で
手
を
洗
っ
て
お
り
、
白
人
を
奴
隷
に
す
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
と
の
た
ま
う
の
で
あ
る
。
（
一
六
〇
） 
 
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
受
容
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
推
進 
他
方
、
南
北
戦
争
後
に
英
米
関
係
の
軟
化
を
み
た
七
〇
年
代
初
頭
、『
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
史
』（
一
八
七
二
）（
一
六
一
）
お
よ
び
『
家
庭
の
趣
味
の
ヒ
ン
ト
』
ア
メ
リ
カ
版
（
同
年
）（
一
六
二
）
が
国
内
に
紹
介
さ
れ
る
さ
い
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
お
け
る
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
位
置
は
ラ
ス
キ
ン
の
そ
れ
と
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
た
。
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
自
身
が
書
内
で
ラ
ス
キ
ン
を
称
え
、「
ラ
ス
キ
ン
氏
が
〝
犠
牲
の
燈
〟
と
呼
ん
だ
も
の
―
古
代
芸
術
の
名
誉
の
ひ
と
つ
―
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
破
滅
を
意
味
す
る
贅
沢
欲
を
見
分
け
る
」（
一
六
三
） 
こ
と
の
重
要
性
お
よ
び
、「
早
急
な
反
応
と
間
違
っ
た
解
釈
さ
え
な
け
れ
ば
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
求
め
た
ラ
ス
キ
ン
の
懇
願
は
我
々
の
建
築
に
対
し
て
有
益
な
影
響
を
よ
り
長
期
間
与
え
ら
れ
た
か
も
Fig.30 『フランス家具事典』一巻掲載の木製家具 
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し
れ
な
い
」（
一
六
四
）
と
語
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
受
容
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
ラ
ス
キ
ン
再
評
価
の
機
運
と
も
結
び
つ
い
た
が
、
そ
こ
で
と
ら
れ
た
態
度
は
、
ラ
ス
キ
ン
へ
の
愛
憎
や
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
す
る
敵
意
を
含
む
複
雑
な
も
の
だ
っ
た
。 
も
っ
と
も
、『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
」（
一
六
五
）
な
ど
は
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
文
脈
に
合
わ
せ
、
「
ラ
ス
キ
ン
の
熱
狂
と
雄
弁
に
よ
っ
て
現
時
に
も
た
ら
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
支
持
の
分
派
」（
一
六
六
）
の
影
響
を
重
視
し
、「
不
幸
な
こ
と
に
ラ
ス
キ
ン
の
教
え
は
た
び
た
び
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
た
」（
一
六
七
）
と
同
情
の
立
場
を
と
っ
た
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』
誌
に
は
『
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
史
』
か
ら
の
引
用
が
掲
載
さ
れ
た
直
後
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
ジ
・
オ
ー
ル
・
イ
ヤ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
』
か
ら
「
家
具
の
善
し
悪
し
」（
一
六
八
）
が
転
載
さ
れ
て
い
る
（
一
六
九
）
。
そ
れ
は
「
ラ
ス
キ
ン
氏
の
教
え
の
も
っ
と
も
喜
ば
し
い
結
果
の
ひ
と
つ
は
住
宅
家
具
の
流
行
に
与
え
た
間
接
的
な
影
響
で
あ
る
」（
一
七
〇
）
と
し
て
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
活
動
を
称
賛
し
た
記
事
で
あ
り
、
同
時
期
に
は
『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
へ
の
転
載
も
み
て
い
る
（
一
七
一
）
。 
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
批
評
は
い
ず
れ
も
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
本
人
の
論
の
焼
き
直
し
や
イ
ギ
リ
ス
の
記
事
の
転
載
に
す
ぎ
な
い
。 
他
方
、
ア
メ
リ
カ
版
『
ヒ
ン
ト
』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
美
術
史
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
ラ
ハ
ン
・
パ
ー
キ
ン
ス
〔
一
八
二
三
―
一
八
八
六
〕
の
序
文
は
、「
あ
る
専
断
的
な
権
威
」（
一
七
二
）
、「
あ
な
た
が
た
の
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
著
者
」（
一
七
三
）
ラ
ス
キ
ン
に
関
し
て
、「
我
々
の
時
代
に
は
じ
め
て
建
築
と
装
飾
の
真
実
の
ラ
ン
プ
を
磨
き
、
鍍
金
し
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
火
を
燈
し
て
台
に
乗
せ
た
人
間
」（
一
七
四
）
と
し
て
の
功
績
に
一
応
は
触
れ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
十
七
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
論
の
な
か
で
、
む
し
ろ
ル
ネ
サ
ン
ス
賛
美
を
展
開
し
た
異
色
の
も
の
だ
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
ス
は
こ
こ
で
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
が
『
ヒ
ン
ト
』
で
語
っ
た
室
内
調
度
論
を
「
あ
た
か
も
直
接
ア
メ
リ
カ
人
に
向
け
て
書
か
れ
た
よ
う
に
読
め
る
箇
所
ば
か
り
」（
一
七
五
）
で
あ
る
と
推
薦
し
な
が
ら
も
、
明
確
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
掲
げ
、
明
確
に
ラ
ス
キ
ン
を
先
駆
者
と
仰
い
だ
同
書
を
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
活
用
す
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
序
文
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
「
人
々
の
審
美
眼
は
既
に
最
高
度
ま
で
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
う
既
定
の
結
論
」（
ゼ
ン
パ
ー
）（
一
七
六
）
の
普
及
に
こ
そ
主
眼
が
あ
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
ス
は
一
八
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
人
初
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
国
外
通
信
員
に
選
ば
れ
た
人
物
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
そ
の
と
き
彼
の
使
命
だ
っ
た
（
一
七
七
）
。
そ
の
た
め
パ
ー
キ
ン
ス
に
と
っ
て
み
れ
ば
、「
我
々
が
正
統
な
リ
バ
イ
バ
ル
と
呼
び
う
る
の
は
」
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
で
は
な
く
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
古
典
形
式
の
リ
バ
イ
バ
ル
」
な
の
で
あ
る
（
一
七
八
）
。
し
た
が
っ
て
こ
の
序
文
の
な
か
で
は
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
が
掲
げ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
〟
の
語
す
ら
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。 
ま
た
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
版
『
ヒ
ン
ト
』
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
序
文
に
対
す
る
応
答
記
事
も
現
れ
た
が
（
一
七
九
）
、
こ
れ
も
む
し
ろ
、
パ
ー
キ
ン
ス
の
論
に
倣
っ
て
「
ギ
リ
シ
ャ
人
は
美
と
強
さ
と
智
を
熱
烈
に
愛
し
、
こ
の
三
位
一
体
の
上
に
み
ず
か
ら
の
理
想
の
芸
術
形
式
を
築
い
た
」（
一
八
〇
）
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
論
旨
自
体
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。 
こ
の
よ
う
な
特
異
な
現
象
か
ら
も
、
批
評
・
理
論
分
野
に
お
け
る
当
時
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
と
、
そ
の
潮
流
の
な
か
で
あ
く
ま
で
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
の
た
め
に
論
陣
を
張
っ
て
い
た
ス
タ
ー
ジ
ス
の
孤
立
し
た
立
場
が
浮
か
び
上
が
る
。 
 イ
ギ
リ
ス
書
目
の
紹
介
と
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
化 
そ
う
し
た
な
か
、
一
八
七
四
年
に
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
書
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の
体
裁
を
と
っ
て
展
開
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
家
具
論
（
一
八
一
）
は
、「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
の
『
フ
ラ
ン
ス
家
具
事
典
』
が
中
世
時
代
に
使
わ
れ
た
家
具
に
つ
い
て
の
最
良
の
権
威
で
あ
る
」（
一
八
二
）
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
に
書
か
れ
た
、
ス
タ
ー
ジ
ス
執
筆
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
論
考
で
あ
る
。 
こ
こ
で
書
評
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
建
築
家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ブ
ル
ー
ス
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
タ
ル
バ
ー
ト
〔
一
八
三
八
―
一
八
八
一
〕
に
よ
る
『
住
宅
の
家
具
、
金
工
、
装
飾
の
た
め
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
』（
一
八
三
）
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ケ
ラ
ウ
ェ
イ
・
コ
リ
ン
グ
〔
一
八
一
六
―
一
九
〇
五
〕
に
よ
る
『
彫
刻
と
装
飾
の
た
め
の
ア
ー
ト
・
フ
ォ
リ
ッ
ジ
』（
一
八
四
）
お
よ
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
図
版
で
紹
介
し
た
『
現
代
の
教
会
・
住
宅
建
築
作
品
集
』（
一
八
五
）
の
三
書
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
親
会
社
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
の
オ
ズ
グ
ッ
ド
か
ら
、
お
の
お
の
イ
ギ
リ
ス
に
初
版
を
も
つ
書
籍
の
ア
メ
リ
カ
版
と
し
て
、
一
八
七
三
年
に
一
斉
に
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
う
ち
コ
リ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
交
流
が
深
く
、
五
十
年
代
後
半
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
家
ジ
ョ
ン
・
ハ
バ
ー
ド
・
ス
タ
ー
ジ
ス
〔
一
八
三
四
―
一
八
八
八
〕
と
協
働
し
、
そ
の
後
ス
タ
ー
ジ
ス
＋
ブ
リ
ガ
ム
に
よ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
（
一
八
七
〇
―
一
八
七
六
）
（F
ig
.3
1
）
で
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
発
展
途
上
で
あ
っ
た
テ
ラ
コ
ッ
タ
装
飾
に
お
い
て
彼
ら
に
デ
ザ
イ
ン
を
提
供
し
た
。
な
お
、
こ
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
使
用
に
関
し
て
は
委
員
会
か
ら
の
反
対
も
あ
っ
た
が
、
パ
ー
キ
ン
ス
に
よ
る
先
述
の
『
ヒ
ン
ト
』
の
序
は
そ
の
後
半
部
を
か
け
建
築
家
側
の
擁
護
に
ま
わ
っ
た
。 
そ
の
一
斉
出
版
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
示
さ
れ
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
書
目
は
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
新
た
な
指
針
を
移
入
す
る
た
め
に
紹
介
さ
れ
た
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
自
体
が
書
評
者
に
よ
る
選
択
だ
っ
た
。
前
二
著
は
い
ず
れ
も
「
中
世
芸
術
の
伝
統
を
文
字
の
な
か
で
は
な
く
精
神
な
か
で
復
興
す
る
こ
と
」（
一
八
六
）
を
目
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
ゴ
シ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
現
代
の
家
具
に
要
求
さ
れ
る
も
の
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
〔
…
〕
新
し 
 
Fig.31 ボストン美術館（J. H. スタージス、1870-76） 
 
152 
 
く
、
未
だ
試
さ
れ
て
い
な
い
領
域
」（
一
八
七
）
を
開
拓
し
た
先
例
だ
っ
た
。 
こ
の
紹
介
記
事
に
は
、
過
去
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
関
す
る
二
重
の
反
省
が
含
ま
れ
て
い
た
。
論
者
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
ど
れ
だ
け
言
葉
巧
み
に
語
ろ
う
と
も
、
ラ
ス
キ
ン
で
す
ら
、
様
式
の
嗜
好
に
は
心
モ
ラ
リ
テ
ィ
が
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
人
に
納
得
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」（
一
八
八
）
の
で
あ
り
、
こ
の
言
明
に
は
ラ
ス
キ
ン
に
鼓
舞
さ
れ
な
が
ら
「
参
照
す
べ
き
良
い
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
（
一
八
九
）
結
果
に
終
わ
っ
た
動
向
に
対
す
る
悔
恨
の
情
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
国
内
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
は
実
践
的
指
針
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
特
に
家
具
分
野
に
関
し
て
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
の
考
古
学
研
究
」（
一
九
〇
）
を
主
な
参
照
源
と
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
、
過
去
か
ら
の
飛
躍
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
そ
し
て
こ
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
必
然
的
に
、
当
時
の
論
壇
の
な
か
で
大
勢
を
占
め
た
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
派
と
の
衝
突
を
意
味
し
た
。
論
者
が
こ
の
点
に
意
識
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
約
八
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
書
評
の
半
分
が
こ
の
話
題
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
論
者
は
、「
現
在
で
は
古
典
の
原
理
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
の
本
拠
地
は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
」（
一
九
一
）
と
い
う
背
景
を
ふ
ま
え
な
が
ら
後
者
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
論
を
移
入
し
、「
沢
山
あ
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
本
よ
り
も
む
し
ろ
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
に
満
ち
た
こ
の
三
著
作
」（
一
九
二
）
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
再
興
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
評
者
は
こ
れ
ら
の
著
作
の
ア
メ
リ
カ
で
の
出
版
経
緯
を
「
市
場
の
需
要
が
引
き
起
こ
し
た
の
だ
ろ
う
」（
一
九
三
）
と
嘯
い
た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
推
進
の
た
め
の
情
報
操
作
で
あ
る
。 
そ
し
て
論
者
は
さ
ら
に
、
〝
古
典
の
原
理
の
本
拠
地
〟
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
認
め
た
フ
ラ
ン
ス
に
、
新
た
に
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
の
本
拠
地
〟
と
し
て
の
価
値
づ
け
を
与
え
、
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
派
の
転
覆
を
試
み
た
。
―
― 
 
フ
ラ
ン
ス
人
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
で
育
つ
〔
…
〕。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
自
然
の
か
わ
り
に
始
終
古
代
芸
術
を
勉
強
し
て
い
る
彼
ら
を
小
馬
鹿
に
し
て
い
る
。
ま
さ
に
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
が
生
ま
れ
た
と
い
う
土
地
で
、
ギ
リ
シ
ャ
と
ル
ネ
サ
ン
ス
を
お
手
本
に
し
て
い
る
彼
ら
を
。（
一
九
四
） 
 
こ
れ
は
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
定
め
た
最
初
期
の
論
考
で
あ
る
。
八
〇
年
代
以
降
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
は
お
し
な
べ
て
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
構
造
合
理
主
義
の
祖
形
と
見
做
す
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
記
事
に
示
さ
れ
る
、
博
覧
会
以
前
に
お
け
る
世
論
形
成
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。 
そ
れ
が
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
論
難
の
な
か
で
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
論
者
が
当
時
の
時
勢
に
逆
ら
い
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
旗
手
と
見
做
し
た
こ
と
と
も
対
応
す
る
。
無
論
、
こ
の
論
の
な
か
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
い
ま
だ
家
具
制
作
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
象
徴
す
る
存
在
で
し
か
な
い
。
し
か
し
彼
の
存
在
は
こ
こ
で
周
到
に
建
築
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
も
接
続
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
建
築
論
壇
で
彼
が
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
戦
略
が
潜
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
具
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
中
心
的
話
題
と
し
な
が
ら
、
最
後
に
「
こ
の
様
式
を
十
分
に
表
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
」（
一
九
五
）
、「『
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
紙
の
ペ
ー
ジ
か
ら
選
択
す
れ
ば
も
っ
と
よ
い
本
が
で
き
る
」（
一
九
六
）
よ
う
な
建
築
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
集
を
次
善
策
と
し
て
布
置
し
た
の
は
こ
の
目
的
の
た
め
だ
ろ
う
。 
こ
う
し
た
論
の
展
開
に
既
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
書
評
が
奇
妙
だ
っ
た
の
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
参
照
源
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
著
作
を
紹
介
し
な
が
ら
、
論
が
進
む
に
つ
れ
フ
ラ
ン
ス
建
築
へ
の
依
拠
を
強
め
て
い
く
点
で
あ
る
。
か
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アマルガム期の建築理論 
く
し
て
論
者
は
、
そ
の
最
後
段
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
敵
対
的
に
語
っ
て
い
た
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
「
建
設
者
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
支
持
者
は
こ
の
点
を
最
大
限
活
用
す
べ
き
で
あ
る
」（
一
九
七
）
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
な
か
に
な
お
も
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
〟
を
見
い
だ
す
よ
う
読
者
を
諭
し
た
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
建
築
と
は
宗
教
の
反
映
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
お
の
ず
と
建
築
に
宿
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。「『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
ほ
か
の
著
作
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ス
キ
ン
氏
も
ま
た
、
頭
と
心
か
ら
育
っ
た
作
業
に
か
わ
り
、
職
人
に
対
し
て
精
確
な
機
械
的
模
倣
を
要
求
す
る
こ
と
の
悪
影
響
を
由
々
し
い
も
の
と
考
え
た
」（
一
九
八
）
が
、
論
者
に
よ
れ
ば
、
ボ
ザ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
そ
う
し
た
機
械
的
模
倣
の
典
型
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
が
い
や
し
く
も
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
拠
地
で
あ
り
、
現
代
に
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
良
質
な
建
築
に
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
で
あ
っ
て
も
な
お
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
〟
が
込
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 
 
一
八
七
六
年
の
建
国
百
年
博
覧
会
の
評
に
お
い
て
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
装
飾
芸
術
」
の
執
筆
者
が
国
内
家
具
制
作
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
指
し
、
そ
れ
が
「『
家
具
事
典
』
に
示
さ
れ
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
研
究
に
負
い
」（
一
九
九
）
、
そ
こ
に
「
大
規
模
に
流
通
し
た
Ｂ
・
Ｊ
・
タ
ル
バ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
集
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
」（
二
〇
〇
）
と
言
い
え
た
の
は
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の
こ
う
し
た
広
報
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
博
覧
会
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
出
品
物
は
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
作
例
を
主
と
す
る
〝
ゴ
ミ
の
山
〟
で
あ
り
、
出
品
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
家
具
の
な
か
に
さ
え
「
ゴ
シ
ッ
ク
作
品
の
見
た
目
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
様
式
の
真
の
精
神
を
も
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
な
い
」
（
二
〇
一
）
も
の
も
少
な
く
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
論
者
に
は
改
め
て
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
家
具
の
出
自
と
理
論
的
特
質
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 
た
だ
し
博
覧
会
時
点
の
ア
メ
リ
カ
に
は
す
で
に
、
ス
タ
ー
ジ
ス
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
路
線
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
作
例
は
、
家
具
制
作
の
近
隣
分
野
に
お
い
て
高
水
準
な
か
た
ち
で
現
れ
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
メ
イ
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
ハ
ム
リ
ン
（
ボ
ス
ト
ン
）
に
よ
る
「
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
風
」
オ
ル
ガ
ン
が
あ
る
（F
ig
.3
2
）。
こ
れ
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
公
式
の
批
評
の
な
か
で
「
装
飾
は
多
く
の
け
ば
け
ば
し
い
楽
器
が
醜
く
な
る
原
因
だ
が
、
そ
う
し
た
挫
折
が
全
く
な
い
」（
二
〇
二
）
と 
好
評
を
え
た
佳
作
だ
っ
た
。
そ
の
評
に
曰
く
、「
装
飾
は
抑
え
て
シ
ン
プ
ル
な
方
が
趣
味
が
よ
い
。
楽
器
の
美
は
常
に
、
装
飾
の
豊
か
さ
よ
り
も
、
形
状
や
、
目
的
へ
の
適
合
性
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
」（
二
〇
三
）
。 
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 ラ
ス
キ
ン
の
粉
飾
：
一
八
六
八
―
一
八
九
四 
装
飾
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン 
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
お
い
て
、
一
八
七
六
年
は
そ
の
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
展
開
を
画
期
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
そ
の
機
会
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
は
新
た
な
推
進
力
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
廃
刊
以
降
の
十
年
、
す
な
わ
ち
、
ボ
ザ
ー
ル
お
よ
び
そ
れ
が
擁
す
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
論
壇
の
傾
斜
を
み
た
十
年
の
あ
い
だ
は
、
論
壇
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
を
語
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
家
具
領
域
に
お
い
て
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
可
能
性
と
そ
の
復
活
の
契
機
を
伺
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
俄
か
に
前
線
に
躍
り
出
る
機
会
を
得
た
の
が
そ
の
博
覧
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
理
性
と
構
築
性
と
い
う
観
点
か
ら
肯
定
的
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
契
機
で
あ
り
、
こ
の
目
的
は
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
イ
ル
の
展
開
に
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
い
う
参
照
点
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。 
そ
う
し
て
こ
の
動
向
は
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
〟
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
を
導
く
こ
と
と
も
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
建
築
論
壇
に
お
い
て
彼
の
論
の
中
核
が 
 
建
築 
＝ 
建
物 
＋ 
装
飾 
 と
い
う
分
離
の
な
か
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
参
照
点
と
し
て
新
た
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
据
え
ら
れ
、
も
は
や
建
築
の
合
理
性
を
語
る
さ
い
に
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
以
降
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
た
と
え
ば
『
建
築
の
七
燈
』
に
語
ら
れ
る
、「
建
造
物
が
機
能
す
る
条
件
と
し
て
の
必
要
条
件
や
一
般
用
途
〔
の
満
足
〕
を
引
き
受
け
た
上
で
、
そ
の
造
形
の
上
に
、
と
も
す
る
と
不
必
要
な
何
ら
か
の
尊
い
、
あ
る
い
は
美
し
い
特
徴
を
刻
印
す
る
術
で
あ
る
」（
二
〇
四
）
と
い
う
建
築
術
の
定
義
も
、
論
者
お
の
お
の
の
解
釈
で
、
し
か
し
す
べ
て
は
建
設
の
合
理
性
を
基
礎
と
し
た
建
築
を
定
位
す
る
た
め
に
、
肯
定
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
特
に
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
一
八
八
一
年
に
『
芸
術
の
本
質
と
機
能
』（
二
〇
五
）
を
出
版
し
て
以
降
は
、
こ
の
一
文
も
、
建
物
と
装
飾
の
分
離
を
論
じ
た
も
の
だ
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
解
釈
を
披
歴
し
た
論
考
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
否
定
的
な
感
情
が
お
し
な
べ
て
露
骨
で
あ
る
。 
『
本
質
と
機
能
』
が
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
批
評
へ
の
論
難
を
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
は
ス
タ
イ
ン
が
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
だ
が
（
二
〇
六
）
、
そ
れ
は
ホ
リ
デ
イ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
「
ピ
ュ
ー
ジ
ン
と
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
忠
実
な
信
奉
者
と
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
」（
二
〇
七
）
た
め
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
国
内
動
向
の
反
映
で
あ
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
同
書
の
発
表
当
時
に
あ
っ
て
は
、
建
築
思
想
に
関
し
て
、
国
内
で
展
開
し
て
い
る
い
か
な
る
建
設
的
な
議
論
も
、
も
は
や
ラ
ス
キ
ン
の
論
に
対
す
る
肯
定
的
な
言
及
を
通
じ
て
は
語
り
え
な
か
っ
た
。
お
よ
そ
同
時
期
、
ス
カ
イ
ラ
ー
に
対
し
「
ラ
ス
キ
ン
を
読
め
」（
一
章
参
照
）
と
語
っ
た
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
対
し
て
で
さ
え
、
こ
う
し
た
同
時
代
的
な
潮
流
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
解
釈
の
指
向
性
に
強
い
制
約
条
件
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
こ
れ
ま
で
に
示
し
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
制
約
条
件
が
、
そ
れ
ま
で
に
も
論
壇
の
広
範
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
み
ず
か
ら
が
五
〇
年
代
よ
り
継
続
し
て
奉
じ
た
機
能
主
義
的=
有
機
的
建
築
理
論
の
対
偶
・
仮
想
敵
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
忌
避
の
潮
流
の
な
か
で
新
た
に
、
ラ
ス
キ
ン
が
建
物
と
装
飾
を
分
離
し
て
考
え
た
と
と
れ
る
、『
七
燈
』
中
の
そ
の
一
文
を
発
見
し
た
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
『
本
質
と
機
能
』
で
語
ら
れ
る
、
―
― 
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自
然
の
有
機
体
は
す
べ
て
、
何
ら
か
の
機
能
を
発
揮
す
る
機
械
的
能
力
を
有
し
て
い
る
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
一
体
的
造
形
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
結
晶
体
の
な
か
に
は
こ
の
能
力
が
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
意
識
に
対
し
、
こ
う
し
た
機
能
の
表
現
を
伝
え
、
自
身
の
存
在
の
来
歴
を
語
る
の
で
あ
る
。
建
築
家
が
物
質
の
自
然
状
態
を
模
倣
し
て
造
形
す
る
さ
い
も
、
そ
の
造
形
が
機
能
の
来
歴
を
語
る
よ
う
に
す
る
。
〔
…
〕
建
築
造
形
の
基
礎
原
理
と
は
、
し
た
が
っ
て
機
械
論
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。（
二
〇
八
） 
 と
い
う
彼
の
建
築
理
論
の
中
核
は
、「
建
築
と
は
理
論
上
、
そ
の
建
設
を
引
き
起
こ
し
た
思
想
ア
イ
デ
ア/
イ
デ
ア
を
構
造
の
有
機
体
の
な
か
で
象
徴
し
表
現
す
る
芸
術
〔
技
術
ア
ー
ト
〕」
な
の
で
あ
り
、「
建
設
に
関
す
る
科
学
知
識
と
、
自
然
に
関
す
る
知
識
、
材
料
の
組
み
合
わ
せ
〔
に
関
す
る
表
現
〕
は
、
芸
術
と
し
て
の
建
築
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
装
備
品
」（
二
〇
九
）
な
の
だ
と
語
っ
た
、
五
〇
年
代
末
の
「
様
式
論
」
の
時
点
か
ら
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
そ
こ
か
ら
二
〇
年
あ
ま
り
を
隔
て
た
彼
の
論
の
な
か
で
起
こ
っ
た
変
化
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
に
対
す
る
信
頼
の
失
墜
と
、
そ
れ
に
伴
う
解
釈
の
変
化
を
証
拠
だ
て
る
好
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
が
根
本
的
に
本
人
の
彫
刻
芸
術
愛
好
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
做
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
設
に
か
か
わ
る
議
論
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
名
を
切
り
離
し
た
の
だ
っ
た
。「
建
築
が
依
っ
て
立
つ
思
想
に
関
わ
り
が
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ス
キ
ン
氏
は
装
飾
と
彫
刻
を
愛
し
た
」（
二
一
〇
）
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
も
は
や
「
我
々
は
そ
の
熱
狂
こ
そ
大
目
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
彼
の
建
築
芸
術
思
想
を
正
当
な
も
の
だ
と
見
做
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
じ
た
（
二
一
一
）
。
さ
ら
に
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
ラ
ス
キ
ン
と
そ
の
追
従
者
た
ち
の
建
築
観
を
以
下
の
よ
う
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
の
建
設
に
か
か
わ
る
科
学
的
側
面
を
、
彼
ら
が
む
し
ろ
蔑
視
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
―
― 
 
経
済
的
・
科
学
的
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
〔
現
実
的
要
件
〕
す
べ
て
は
、
構
造
内
外
の
装
飾
を
旨
と
す
る
芸
術
と
し
て
の
、
狭
義
の
建
築
に
は
関
係
が
な
い
。
建
築
で
は
装
飾
の
み
が
芸
術
作
品
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
建
物
を
美
し
く
す
る
。
こ
れ
が
ラ
ス
キ
ン
と
そ
の
追
従
者
の
見
解
で
あ
る
。（
二
一
二
） 
 
こ
の
よ
う
な
論
客
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ
た
過
去
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
し
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
も
は
や
肯
定
的
な
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
な
か
っ
た
。「
ラ
ス
キ
ン
氏
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
こ
れ
ら
の
形
式
を
推
奨
し
た
が
、
そ
の
理
屈
に
原
理
と
の
関
わ
り
の
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」（
二
一
三
）
の
で
あ
り
、「
恒
久
的
・
普
遍
的
法
則
を
援
用
し
て
個
人
的
な
好
み
を
正
当
化
す
る
彼
の
努
力
は
お
し
な
べ
て
不
首
尾
な
も
の
」（
二
一
四
）
に
終
わ
っ
た
。 
 
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
ラ
ス
キ
ン
観
の
齟
齬 
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
再
解
釈
し
た
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
論
は
、
当
時
は
傍
流
に
あ
た
っ
た
。『
本
質
と
機
能
』
の
発
表
に
際
し
て
は
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
誌
に
書
評
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
内
容
は
前
時
代
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
跡
を
と
ど
め
た
も
の
と
し
て
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
解
釈
と
齟
齬
を
み
せ
る
（
二
一
五
）
。
と
い
う
の
も
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
な
か
に
「
純
粋
理
性
に
基
づ
く
」
建
築
原
理
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
論
の
独
創
性
を
否
定
し
な
が
ら
、「
彼
は
お
お
む
ね
、
建
築
理
論
に
関
す
る
今
世
紀
最
大
の
文
筆
家
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
路
線
に
従
い
、
中
世
遺
跡
同
様
、
構
造
的
必
然
性
か
ら
芸
術
造
形
を
行
う
と
い
う
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
ほ
か
、
現
代
の
芸
術
改
革
論
者
の
純
粋
主
義
的
ド
グ
マ
を
結
局
躊
躇
な
く
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是
と
し
て
い
る
」（
二
一
六
）
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
批
評
は
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
著
作
の
記
述
内
容
を
逐
語
的
に
捉
え
た
場
合
に
は
、
ま
っ
た
く
的
を
射
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
先
述
の
通
り
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
書
内
で
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
自
覚
的
に
参
照
し
た
痕
跡
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
言
及
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
彼
は
あ
か
ら
さ
ま
に
ラ
ス
キ
ン
を
論
難
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
こ
の
ね
じ
れ
は
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
各
々
が
『
本
質
と
機
能
』
を
め
ぐ
っ
て
採
用
し
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
が
互
い
に
異
な
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
、
構
造
へ
の
事
後
的
な
付
加
物
を
〝
建
築
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
〟
と
定
義
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
論
を
撥
ね
つ
け
、
〝
機
能
の
表
現
を
伝
え
〟
〝
自
身
の
存
在
の
来
歴
を
語
る
〟
、
機
械
と
し
て
の
建
築
の
設
計
を
推
進
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
主
張
自
体
が
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
の
援
用
だ
と
断
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
「
建
築
の
改
革
」
時
点
で
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、「
模
倣
で
も
集
塊
で
も
な
い
、
論
理
的
な
演
繹
と
し
て
の
、
我
々
の
時
代
に
固
有
の
様
式
」
の
唱
道
者
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
理
解
し
、
そ
れ
と
類
似
の
目
途
を
も
ち
、「
建
築
の
大
原
理
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
」
人
物
と
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
国
内
に
紹
介
し
た
（
二
一
七
）
。『
本
質
と
機
能
』
の
な
か
に
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
そ
の
よ
う
な
建
築
を
理
想
と
す
る
〝
純
粋
主
義
的
な
ド
グ
マ
〟
を
み
た
と
き
、
そ
れ
が
両
者
の
名
と
と
も
に
連
想
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
彼
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
批
評
活
動
を
振
り
返
れ
ば
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。
『
建
築
講
話
』
の
序
の
な
か
で
は
ボ
ザ
ー
ル=
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
推
進
の
時
流
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
差
異
化
を
図
っ
た
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
博
覧
会
以
降
の
趨
勢
の
な
か
で
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
さ
ま
で
強
引
に
推
進
す
る
こ
と
に
は
意
義
は
な
か
っ
た
。 
 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
と
き
の
折
衷
主
義
的
動
向
の
な
か
に
あ
っ
て
、
か
つ
て
自
ら
も
信
じ
た
純
理
的
な
建
築
の
存
在
あ
る
い
は
未
来
を
も
は
や
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。「
ラ
ス
キ
ン
氏
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
氏
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
氏
や
他
の
文
学
愛
好
家
は
現
代
建
築
家
に
対
し
、
他
の
す
べ
て
の
歴
史
的
建
築
表
現
に
背
を
向
け
、
中
世
の
大
聖
堂
の
論
理
的
方
法
に
倣
い
、
作
品
の
な
か
に
〝
物
質
が
も
つ
思
想
ア
イ
デ
ア/
イ
デ
ア
〟
を
発
現
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
健
全
な
道
だ
と
断
じ
」（
二
一
八
）
た
が
、
彼
ら
の
理
論
お
よ
び
「
頭
脳
明
晰
な
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
る
こ
の
方
向
の
論
考
も
ま
た
〔
…
〕
現
実
性
に
欠
け
て
お
り
、
建
築
の
実
践
の
上
に
は
さ
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
来
」（
二
一
九
）
な
か
っ
た
。 
ま
た
こ
の
論
争
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
彼
ら
の
論
の
展
開
の
共
通
点
と
し
て
、
こ
の
両
者
と
も
が
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
を
み
ず
か
ら
の
論
の
仮
想
敵
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
鋳
鉄
装
飾
論
争
の
時
点
と
の
好
対
照
で
あ
る
。
そ
の
と
き
彼
ら
は
、
互
い
に
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
な
が
ら
持
論
を
戦
わ
せ
、
そ
の
反
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者
の
主
張
に
は
一
致
点
も
ま
ま
見
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
八
〇
年
代
の
時
点
で
は
、
彼
ら
は
互
い
に
ラ
ス
キ
ン
を
忌
み
嫌
い
、
か
つ
現
代
建
築
に
つ
い
て
の
形
而
上
的
／
現
世
的
志
向
性
に
関
し
て
対
照
的
な
展
望
を
有
し
て
い
た
。 
 ス
カ
イ
ラ
ー
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
と
〝
真
実
の
燈
〟 
『
本
質
と
機
能
』
に
始
ま
る
〝
装
飾
論
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
〟
と
い
う
理
解
は
、
そ
の
後
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
の
主
流
を
形
づ
く
っ
て
い
く
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
の
建
築
批
評
活
動
の
は
じ
ま
り
は
六
〇
年
代
後
半
で
あ
り
、
こ
の
と
き
彼
は
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
設
計
の
エ
マ
ニ
ュ
＝
エ
ル
寺
院
を
「
広
々
と
し
た
礼
拝
場
所
と
し
て
は
成
功
で
あ
り
、
誠
実
な
建
物
と
し
て
も
成
功
だ
が
宗
教
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
は
失
敗
で
あ
る
」（
二
二
〇
）
と
批
判
し
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
の
こ
の
指
摘
は
主
に
そ
の
寺
院
の
折
衷
的
傾
向
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
「
サ
ラ
セ
ン
と
ゴ
ス
の
混
血
児
を
も
う
け
る
こ
と
」
に
た
と
え
、「
一
時
的
な
ご
ま
か
し
」
で
あ
る 
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と
喝
破
し
た
（
二
二
一
）。 
そ
の
批
評
記
事
に
お
い
て
エ
マ
ニ
ュ
＝
エ
ル
寺
院
を
「
そ
の
設
計
者
に
相
応
し
い
芸
術
作
品
か
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
吉
兆
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
全
く
違
う
ニ
ヒ
ツ
」（
二
二
二
）
と
酷
評
し
た
ス
カ
イ
ラ
ー
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
機
縁
に
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
彼
は
親
交
を
深
め
る
。
そ
の
後
七
〇
年
代
に
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
監
修
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』（
一
八
七
四
―
七
六
）
を
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
事
務
所
勤
務
時
代
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
レ
ン
・
マ
ッ
キ
ム
〔
一
八
四
七
―
一
九
〇
九
〕
と
と
も
に
編
集
し
た
（F
ig
.3
3
）。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
七
〇
年
代
初
頭
よ
り
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
州
立
精
神
病
院
（
一
八
七
二
―
八
〇
）
で
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
友
人
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
と
協
働
し
て
お
り
、
こ
の
三
人
は
じ
き
に
オ
ル
バ
ニ
ー
州
会
議
事
堂
改
変
計
画
で
協
働
す
る
こ
と
と
な
る
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
は
こ
う
し
た
人
脈
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
初
の
建
築
批
評
の
専
門
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
、
八
〇
年
代
以
降
の
ス
カ
イ
ラ
ー
は
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
』（
一
八
八
五
―
八
七
）
お
よ
び
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』（
一
八
八
三
―
一
九
〇
七
）
の
編
集
者
と
し
て
同
時
に
記
事
も
執
筆
し
、
一
八
九
一
年
に
は
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
誌
を
創
刊
、
以
降
は
同
誌
で
膨
大
な
量
の
建
築
批
評
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と
と
な
る
。 
そ
れ
ら
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
群
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
を
対
象
と
し
た
個
々
の
作
家
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
ス
カ
イ
ラ
ー
独
自
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
論
と
し
て
の
全
体
性
を
有
す
る
、
彼
独
特
の
執
筆
手
法
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
八
九
二
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
は
、
そ
う
し
て
本
格
化
し
て
い
く
ス
カ
イ
ラ
ー
の
歴
史
総
括
の
発
端
に
位
置
づ
き
、
そ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
記
事
群
を
国
内
初
の
ア
メ
リ
カ
近
代
建
築
史
の
単
著
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
八
八
三
年
の
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
」（
二
二
三
）
を
含
む
著
作
と
し
て
、
建
築
論
壇
に
お
い
て
橋
梁
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
美
的
性
質
が
語
ら
れ
た
嚆
矢
的
業
績
で
も
あ
っ
た
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
の
橋
梁
美
論
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
に
お
よ
そ
十
年
先
駆
け
た
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際
に
そ
れ
が
衆
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
契
機
は
同
書
の
出
版
に
あ
っ
た
。
同
書
の
書
評
（
二
二
四
）
は
特
に
そ
の
一
章
を
と
り
あ
げ
ス
カ
イ
ラ
ー
の
建
築
批
評
の
先
駆
性
を
称
え
た
が
、
そ
こ
で
書
評
者
は
こ
の
よ
う
な
違
和
感
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
―
― 
 
ひ
と
世
代
前
の
い
っ
と
き
、
ラ
ス
キ
ン
氏
の
手
の
な
か
で
煌
々
と
燃
え
て
い
た
『
真
実
の
燈
』
が
、
そ
の
後
最
近
に
な
っ
て
も
う
一
度
点
火
さ
れ
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
早
す
ぎ
る
死
を
悼
む
ア
メ
リ
カ
人
批
評
家
に
よ
っ
て
振
り
か
ざ
さ
れ
た
と
い
う
の
は
奇
妙
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。（
二
二
五
） 
 こ
の
評
者
は
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
章
に
お
い
て
〔
…
〕
大
橋
脚
が
自
身
の
目
的
を
表
現
し
て
い
な
い
点
に
不
足
を
み
た
」（
二
二
六
）
ス
カ
イ
ラ
ー
の
批
評
の
な
か
に
「『
真
実
の
燈
』
が
目
い
っ
ぱ
い
灯
っ
た
」（
二
二
七
）
す
が
た
を
み
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
や
は
り
、『
機
能
と
性
質
』
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
と
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
ま
つ
わ
る
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
。 
と
い
う
の
も
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
薫
陶
を
受
け
た
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
彼
か
ら
「
ラ
ス
キ
ン
氏
は
建
物
と
そ
の
建
築
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」（『
本
質
と
機
能
』）（
二
二
八
）
と
い
う
理
解
を
踏
襲
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
書
に
所
収
の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
」
に
お
い
て
も
む
し
ろ
、「
建
物
に
不
必
要
な
造
作
を
足
す
こ
と
を
建
築
と
定
義
し
た
」（
二
二
九
）
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
表
現
上
の
瑕
疵
の
原
因
と
見
做
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
〝
不
必
要
な
造
作
〟
と
は
装
飾
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
知
性
を
欠
い
た
建
材
の
使
用
」
の
す
べ
て
を
表
し
て
い
る
（
二
三
〇
）
。
ス
カ
イ
ラ
ー
に
と
っ
て
建
築
と
は
、『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
』
の
「
構
造
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
の
項
目
に
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定
義
さ
れ
る
、
次
の
よ
う
な
観
念
を
基
礎
と
し
て
達
成
さ
れ
る
総
合
芸
術
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
―
― 
 
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
芸
術
家
で
あ
っ
た
時
代
に
立
ち
返
り
、
現
代
の
科
学
作
家
が
『
あ
の
構
造
技
術
の
鑑
で
あ
る
、
尖
頭
の
大
聖
堂
』
と
書
い
た
も
の
を
学
べ
ば
、
建
築
と
建
設
は
分
離
不
可
能
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
分
か
る
（
二
三
一
）
。 
 
評
者
の
言
う
通
り
、
ス
カ
イ
ラ
ー
は
確
か
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
原
理
に
基
づ
く
建
築
美=
構
造
美
の
復
権
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
ス
カ
イ
ラ
ー
が
理
解
す
る
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
〟
は
、
自
身
の
論
と
明
確
に
反
対
の
立
場
を
と
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
―
― 
 
ラ
ス
キ
ン
氏
は
深
み
に
は
ま
り
、
熱
狂
に
任
せ
て
書
い
た
も
の
を
ド
グ
マ
と
し
て
宣
伝
し
た
当
然
の
報
い
と
し
て
、
お
お
か
た
建
築
批
評
家
と
し
て
の
信
用
を
失
っ
た
。
彼
の
軽
率
な
知
性
は
、
そ
れ
に
伴
う
道
徳
的
生
真
面
目
さ
の
ゆ
え
に
さ
ら
に
歴
然
と
し
て
お
り
癪
に
障
る
。（
二
三
二
） 
 と
ま
で
語
っ
た
の
で
あ
る
。 
 ラ
ス
キ
ン
と
エ
ン
ジ
ニ
ア 
そ
の
②
：
一
八
七
二
―
一
八
九
五 
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
そ
の
後 
建
築
論
壇
で
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
と
愛
憎
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
と
は
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
市
井
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
の
一
般
読
者
が
激
増
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
。 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
『
芸
術
文
化
』（
一
八
七
三
）（
二
三
三
）
、『
う
ら
若
き
淑
女
に
真
珠
を
』（
一
八
七
八
）（
二
三
四
）
と
い
っ
た
青
年
教
育
用
の
ラ
ス
キ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
も
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
は
自
伝
の
な
か
で
幼
少
時
代
に
読
ん
だ
『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ゲ
ラ
』（
一
八
七
一
―
一
八
八
四
）
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
道
徳
教
育
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
が
人
気
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
典
型
的
事
例
で
あ
る
（
二
三
五
）
。
あ
る
い
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
学
長
時
代
（
一
九
〇
二
―
一
〇
）
に
ク
ラ
ム
に
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
計
画
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
る
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
〔
一
八
五
六
―
一
九
二
四
〕
も
ま
た
、
同
大
の
学
生
時
代
で
あ
っ
た
七
〇
年
代
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
熱
心
な
読
者
で
あ
り
、
そ
の
論
文
・
演
説
に
は
し
ば
し
ば
『
建
築
の
七
燈
』
の
「
恭
順
の
燈
」
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
た
（
二
三
六
）
。 
 
建
築
界
以
外
の
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
考
察
対
象
と
し
て
、
こ
こ
で
改
め
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
で
あ
る
。
彼
ら
は
建
築
論
壇
と
は
ほ
ぼ
独
立
し
た
立
場
で
、
芸
術
に
関
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
は
一
般
読
者
に
あ
た
る
。
し
か
し
制
作
を
こ
と
と
す
る
分
野
の
読
者
と
し
て
、
一
般
読
者
と
は
異
な
る
読
書
の
志
向
性
も
ま
た
有
し
て
い
る
。 
本
論
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
造
船
と
建
築
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
「
ア
メ
リ
カ
建
築
」
に
遡
り
、
そ
の
後
の
五
〇
年
代
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
お
い
て
も
、
類
似
の
観
念
の
も
と
に
ラ
ス
キ
ン
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
港
』
が
読
解
さ
れ
て
い
た
事
実
を
紹
介
し
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
「
現
代
建
築
」
は
、
建
築
・
美
術
論
壇
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
が
あ
か
ら
さ
ま
に
忌
避
さ
れ
始
め
て
い
た
時
代
に
、
こ
の
過
去
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
跡
を
と
ど
め
る
よ
う
に
、
存
在
し
な
い
原
文
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
ラ
ス
キ
ン
の
工
学
的
芸
術
観
を
抽
出
し
た
。
そ
の
と
き
ス
タ
ー
ジ
ス
が
論
の
主
調
と
し
て
前
面
的
に
援
用
し
た
の
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
〝
知
的
建
設
〟
の
概
念
だ
っ
た
が
、
工
学
美
の
基
礎
を
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
求
め
て
い
た
国
内
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
論
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壇
は
む
し
ろ
、
こ
の
一
箇
所
き
り
の
〝
ラ
ス
キ
ン
の
引
用
〟
に
注
目
し
、
そ
れ
を
中
心
に
引
用
記
事
を
構
成
し
た
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
機
能
主
義
的
建
築
論
の
な
か
で
同
一
線
上
に
置
い
た
が
、
工
学
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
は
、
建
築
論
壇
と
の
接
点
は
も
ち
な
が
ら
も
、
土
木
工
学
分
野
内
部
に
ほ
ぼ
限
っ
た
展
開
を
た
ど
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
こ
に
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
の
事
実
は
観
察
さ
れ
な
い
。 
こ
れ
ら
、
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
関
す
る
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
動
向
を
類
型
化
す
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 
 ① 
建
築
論
壇
の
展
開
と
し
て
、
合
理
主
義
的
建
築
思
潮
の
援
用
元
が
ラ
ス
キ
ン
か
ら
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
へ
と
遷
移
し
た
。
こ
の
と
き
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
〝
フ
ラ
ン
ス
的
理
性
〟
を
象
徴
し
、
か
つ
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
論
理
的
後
ろ
盾
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
お
よ
び
、
ラ
ス
キ
ン
に
強
く
影
響
を
受
け
た
と
見
做
さ
れ
た
過
去
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
非
難
の
対
象
と
な
る
。 
 ② 
同
時
に
建
築
論
壇
の
傍
流
に
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
を
筆
頭
と
し
て
な
お
〝
建
築
の
ゴ
シ
ッ
ク
的
展
開
〟
を
理
想
と
見
做
す
動
向
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
す
る
明
示
的
な
依
拠
の
関
係
は
弱
ま
り
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
へ
の
援
用
関
係
を
強
く
し
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
否
定
的
判
断
は
保
留
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
は
家
具
制
作
に
か
か
わ
る
組
み
立
て
の
合
理
性
で
あ
っ
た
。 
 ③ 
一
方
、
国
内
の
土
木
工
学
分
野
に
萌
芽
し
た
美
論
は
イ
ギ
リ
ス
の
同
分
野
の
動
向
に
目
を
配
り
な
が
ら
展
開
し
た
。
な
か
で
も
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
援
用
関
係
は
強
く
、
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
の
〝
装
飾
的
〟
建
築
理
論
は
合
目
的
的
表
現
の
象
徴
と
な
っ
た
。
こ
の
領
域
に
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
を
示
す
史
料
は
な
い
。 
 
こ
の
う
ち
本
節
で
扱
う
の
は
、
③
に
関
す
る
そ
の
後
の
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
通
り
、
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
は
橋
梁
分
野
の
参
照
点
と
な
っ
た
。
一
方
そ
の
後
の
九
〇
年
代
に
は
、
そ
れ
は
鉄
道
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
っ
て
、
鉄
道
の
美
的
質
を
語
る
さ
い
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 
 
木
造
船
舶
か
ら
鉄
造
機
関
車
へ 
前
時
代
に
海
洋
・
河
川
交
通
の
要
求
か
ら
発
展
し
た
造
船
業
の
発
展
は
、
そ
の
後
建
国
百
年
博
覧
会
の
こ
ろ
に
は
既
に
、
鉄
道
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
時
代
に
ア
メ
リ
カ
工
業
の
花
形
で
あ
っ
た
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
製
造
は
五
七
年
恐
慌
ま
で
に
は
す
で
に
下
火
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
南
北
戦
争
は
木
造
の
造
船
の
脆
弱
性
を
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
六
〇
年
代
半
ば
に
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
製
造
数
・
航
行
数
は
と
も
に
激
減
す
る
。
蒸
気
船
の
技
術
水
準
で
も
当
時
は
イ
ギ
リ
ス
に
後
れ
を
と
っ
て
お
り
、
造
船
業
は
も
は
や
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
象
徴
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
八
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
合
衆
国
の
偉
大
な
工
業
』（
二
三
七
）
の
な
か
で
も
、「
現
在
合
衆
国
で
は
造
船
は
き
わ
め
て
不
振
で
あ
る
」（
二
三
八
）
と
断
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
当
時
に
も
、
戦
艦
製
造
に
は
国
内
の
関
心
の
萌
芽
が
み
て
と
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
製
の
圧
延
板
で
被
覆
さ
れ
た
戦
艦
の
「
先
の
戦
争
に
お
け
る
成
功
は
、
防
弾
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
浅
瀬
で
戦
闘
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
時
に
、
荒
海
に
も
耐
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
求
条
件
に
そ
れ
ら
が
完
璧
に
順
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。」（
二
三
九
） 
他
方
、
当
時
の
工
業
的
動
向
の
な
か
で
鉄
道
分
野
が
急
成
長
を
み
せ
た
事
実
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
も
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
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ず
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
に
顕
著
だ
っ
た
の
は
、
彼
の
建
築
理
論
が
そ
れ
か
ら
機
関
車
と
の
類
推
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
博
覧
会
開
催
か
ら
七
年
後
の
一
八
八
三
年
、
こ
の
と
き
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
通
信
欄
に
、『
建
築
講
話
』
か
ら
「
機
関
車
は
大
聖
堂
に
も
比
肩
す
る
純
粋
建
築
の
偉
大
な
作
品
で
あ
る
」（
二
四
〇
）
と
い
う
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
文
言
が
唐
突
に
差
し
は
さ
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
「
現
代
建
築
」（
一
八
九
四
）
の
な
か
で
も
、
工
業
と
建
築
の
類
推
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
以
下
の
文
言
で
あ
る
。
―
― 
 
機
関
車
は
気
ま
ぐ
れ
の
結
果
で
は
な
く
、
必
然
の
結
果
と
し
て
の
固
有
の
外
観
を
有
す
る
。
そ
れ
を
醜
い
機
械
で
し
か
な
い
と
言
う
者
が
あ
る
。
だ
が
な
ぜ
醜
い
？
そ
れ
は
荒
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
真
の
表
現
で
は
な
い
か
。（
二
四
一
） 
 建
築
論
壇
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
う
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
お
け
る
造
船
の
場
合
同
様
、
建
築
と
、
国
内
他
分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
の
類
推
の
な
か
で
語
ら
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
一
方
、
建
国
百
年
博
覧
会
前
後
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
む
し
ろ
鉄
道
を
忌
避
し
た
論
客
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
は
当
時
、「
生
ま
れ
る
の
が
数
百
年
遅
す
ぎ
」（
二
四
二
）
鉄
道
の
進
歩
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
、「
世
界
を
後
ろ
向
き
に
し
上
下
逆
さ
ま
に
し
、
幾
世
紀
の
文
明
化
と
進
歩
を
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
」
（
二
四
三
）
人
間
と
し
て
描
か
れ
る
。
ラ
ス
キ
ン
が
鉄
道
に
よ
る
環
境
・
風
光
破
壊
や
速
度
の
追
求
を
忌
避
し
た
と
い
う
認
識
は
当
時
広
く
あ
り
、
急
激
な
技
術
発
展
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
の
後
進
性
と
同
義
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
六
〇
年
代
末
の
ボ
ラ
ー
の
例
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
は
工
業
製
品
の
合
理
的
美
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
独
自
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
、
博
覧
会
後
の
鉄
道
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
に
先
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
引
用
が
現
れ
た
の
と
同
年
、『
レ
イ
ル
ロ
ー
ド
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
紙
に
よ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
イ
ソ
ン
〔
一
八
〇
八
―
一
八
八
三
〕
の
追
悼
記
事
に
は
、
メ
イ
ソ
ン
・
マ
シ
ー
ン
・
ワ
ー
ク
ス
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
機
関
車
を
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
〟
に
当
て
は
め
称
賛
す
る
、
こ
の
よ
う
な
一
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
―
― 
 
〔
…
〕
メ
イ
ソ
ン
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
高
水
準
の
発
明
の
才
と
設
計
・
構
成
の
才
を
備
え
て
い
る
。
も
は
や
そ
れ
は
芸
術
家
の
技
能
に
き
わ
め
て
近
い
か
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
我
々
が
そ
れ
ら
に
求
め
る
の
は
人
間
と
同
様
ふ
た
つ
の
美
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
実
用
上
の
義
務
を
よ
く
果
た
す
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
義
務
を
果
た
す
所
作
が
優
美
で
気
持
ち
よ
く
あ
る
こ
と
。」
自
身
が
設
計
し
た
作
品
の
な
か
で
、
彼
は
ラ
ス
キ
ン
が
建
物
に
関
し
て
定
め
た
こ
の
原
理
を
守
っ
た
。
ま
た
同
じ
著
者
が
言
う
に
は
、
我
々
が
建
設
者
を
み
る
と
き
に
評
価
す
べ
き
な
の
は
、「
対
処
す
べ
き
す
べ
て
の
困
難
に
対
す
る
認
識
と
、
そ
の
困
難
に
対
処
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
手
段
に
対
す
る
認
識
、
ま
た
、
そ
の
手
段
を
ど
う
使
っ
て
目
的
を
達
成
す
る
か
を
素
早
く
正
し
く
想
像
し
見
つ
け
だ
す
力
」
で
あ
る
。
メ
イ
ソ
ン
氏
が
設
計
し
組
み
立
て
た
機
関
車
か
ら
は
、
そ
れ
ら
が
仕
え
る
べ
き
実
用
目
的
や
、
対
処
す
べ
き
困
難
を
彼
が
知
悉
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
奇
跡
的
な
品
位
と
美
し
さ
か
ら
は
、
彼
が
困
難
に
対
処
し
目
標
を
達
成
す
る
手
段
を
極
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
二
四
四
） 
 
さ
ら
に
後
年
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
「
現
代
建
築
」
と
同
時
期
の
一
八
九
〇
年
代
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
レ
ン
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
ラ
ス
キ
ン
選
集
』（
一
八
九
三
）
（
二
四
五
）
の
一
節
を
通
じ
て
、
鉄
道
エ
ン
ジ
ニ
ア
界
隈
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
鉄
道
賛
美
が
162 
 
に
わ
か
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
箇
所
の
初
出
は
約
三
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
機
関
車
工
業
の
盛
隆
に
新
た
に
時
宜
を
得
た
こ
と
で
す
ぐ
さ
ま
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
に
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
を
含
む
多
数
の
技
術
系
媒
体
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
二
四
六
）
。「
機
関
車
か
ら
生
ま
れ
た
名
文
は
沢
山
あ
る
が
、
最
近
活
字
と
な
っ
た
ラ
ス
キ
ン
氏
の
講
演
集
か
ら
の
以
下
の
引
用
に
敵
う
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」（
二
四
七
）
と
語
り
、
そ
れ
を
手
放
し
で
称
賛
し
た
の
は
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
』
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
そ
の
文
の
な
か
で
こ
の
よ
う
に
語
り
、
鉄
道
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
造
物
主
と
し
て
の
天
分
を
讃
え
た
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
〔
…
〕
鉄
道
駅
で
機
関
車
が
一
息
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
と
き
ど
き
見
物
し
て
い
る
と
、
驚
き
と
も
畏
れ
と
も
、
無
力
感
と
も
屈
辱
と
も
つ
か
な
い
言
い
知
れ
ぬ
思
い
に
駆
ら
れ
る
。
そ
し
て
考
え
る
。
そ
の
棒
は
、
そ
の
車
輪
は
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
地
面
か
ら
茶
色
い
鉄
の
岩
を
堀
り
だ
す
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
を
鍛
え
て
〝
あ
れ
〟
に
す
る
人
間
の
わ
ざ
と
は
い
っ
た
い
何
だ
！
〔
…
〕
そ
の
ロ
ッ
ド
同
士
が
互
い
に
接
触
す
る
さ
ま
は
、
身
を
よ
じ
り
、
音
も
な
く
滑
り
、
何
に
で
も
つ
か
み
か
か
る
蛇
だ
。
活
発
に
動
く
鋼
の
、
無
限
に
複
雑
な
生
体
構
造
。
う
っ
か
り
す
る
と
、
生
物
の
骨
格
の
ほ
う
が
無
様
で
き
た
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
。〔
…
〕
鉄
を
支
配
す
る
彼
ら
天
才
た
ち
は
い
っ
た
い
私
の
こ
と
を
ど
う
思
う
？
そ
し
て
私
は
い
っ
た
い
彼
ら
に
何
を
思
え
ば
い
い
？
（
二
四
八
） 
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ラ
ス
キ
ン
の
話
を
聞
こ
う
。 
「〔
…
〕
ア
メ
リ
カ
に
は
、
我
々
の
人
間
性
に
備
わ
っ
た
柔
軟
性
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
度
量
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
？
」 
 
〔
…
〕 
 
そ
う
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
柔
軟
性
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
度
量
が
あ
る
、
そ
し
て
絶
え
ず
そ
の
事
実
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
老
い
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
朽
ち
ゆ
く
時
代
の
化
石
を
見
る
の
に
飽
き
飽
き
し
て
い
る
と
し
て
も
―
若
き
ア
メ
リ
カ
は
絶
対
に
不
平
不
満
な
ど
言
わ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
、
改
良
が
可
能
と
あ
ら
ば
過
去
の
構
築
物
な
ど
す
ぐ
さ
ま
一
掃
す
る
。
白
ひ
げ
の
建
物
が
取
り
払
わ
れ
、
〝
来
た
る
べ
き
様
式
〟
の
た
め
に
場
所
が
作
ら
れ
て
も
、
心
は
毫
も
痛
ま
な
い
。〔
…
〕
ア
メ
リ
カ
は
真
に
柔
軟
だ
―
き
わ
め
て
進
歩
的
に
柔
軟
な
の
だ
―
期
待
す
べ
き
利
益
が
未
来
に
こ
れ
だ
け
あ
る
と
い
う
と
き
に
、
過
去
に
思
い
巡
ら
す
時
間
の
無
駄
な
ど
は
し
な
い
。 
 
〔
匿
名
〕「
ア
メ
リ
カ
の
柔
軟
性
」、
一
八
六
九
年
。  
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 建
国
百
年
博
覧
会
を
ま
た
ぐ
橋
：
一
八
六
四
―
一
八
七
九 
ゴ
シ
ッ
ク
の
理
性
の
復
権 
一
八
五
〇
年
代
末
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
は
理
論
と
実
践
の
双
方
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
へ
の
依
拠
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
受
容
は
ア
メ
リ
カ
独
自
の
現
象
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
建
築
理
論
を
ボ
ザ
ー
ル
が
擁
す
る
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
伝
統
と
無
矛
盾
な
も
の
と
理
解
す
る
潮
流
を
生
み
出
し
た
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
『
建
築
講
話
』
の
訳
者
序
文
は
、
そ
の
動
向
の
明
確
な
表
現
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
み
な
し
た
。
建
築
表
現
の
上
で
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ザ
ー
ル
盛
隆
の
開
始
点
と
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
十
年
以
上
先
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。
し
か
し
論
壇
の
な
か
に
は
、
そ
の
段
階
に
至
る
論
理
は
遥
か
に
先
駆
け
、
す
で
に
整
備
さ
れ
始
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
他
方
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
は
こ
う
し
て
早
く
か
ら
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
志
向
性
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
作
品
と
し
て
表
現
さ
れ
る
に
は
な
お
も
長
い
年
月
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
六
〇
年
代
前
半
に
発
揚
し
、
七
〇
年
代
に
も
実
施
例
が
現
れ
る
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン=
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
は
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
末
期
か
ら
早
く
も
疑
義
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
上
で
な
お
も
ア
メ
リ
カ
建
築
に
は
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
〟
展
開
が
目
指
さ
れ
得
て
い
た
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
理
論
・
実
践
分
野
が
、
こ
の
狭
義
の
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
か
ら
の
離
脱
を
図
り
な
が
ら
、
五
〇
年
代
以
降
よ
り
模
索
さ
れ
て
い
た
建
築
の
合
理
性
の
議
論
を
な
お
も
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
の
な
か
で
、
し
か
し
他
の
か
た
ち
で
継
続
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。 
理
論
分
野
で
こ
の
潮
流
を
代
表
し
た
の
は
ス
タ
ー
ジ
ス
で
あ
る
。
彼
は
家
具
工
芸
分
野
で
展
開
し
た
論
に
よ
っ
て
、
建
築
に
お
け
る
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
〟
が
論
理
的
思
考
過
程
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
説
き
続
け
た
。
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
に
兆
し
の
み
え
た
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
こ
う
し
た
理
論
・
実
践
は
衆
目
を
集
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
七
六
年
の
建
国
百
年
博
覧
会
を
期
に
、
こ
の
傍
流
は
ふ
た
た
び
注
目
を
得
る
機
会
を
も
っ
た
。 
そ
し
て
こ
の
盛
衰
の
過
程
は
、
当
時
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
認
識
の
変
化
に
如
実
に
表
れ
て
い
た
。
論
壇
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
で
あ
る
と
み
た
論
客
は
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
ほ
ぼ
ス
タ
ー
ジ
ス
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
お
よ
そ
博
覧
会
を
期
に
こ
の
趨
勢
は
逆
転
す
る
。 
そ
れ
ま
で
は
、 
 
〝
理
性
的
な
も
の 
=
 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
=
 
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
〟 
 
と 
 
〝
理
性
的
な
も
の 
=
 
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク 
=
 
ゴ
シ
シ
ズ
ム
〟 
 と
い
う
ふ
た
つ
の
認
識
は
混
在
し
、
後
者
の
認
識
は
明
ら
か
に
劣
勢
で
あ
る
。 
し
か
し
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
も
、
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
を
通
じ
て
受
容
さ
れ
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
そ
れ
自
体
は
、
コ
ピ
イ
ズ
ム
と
し
て
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
の
側
か
ら
す
ら
も
論
難
の
対
象
と
な
る
。
当
時
〝
理
性
の
国
フ
ラ
ン
ス
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
、
ボ
ザ
ー
ル
教
育
の
教
条
主
義
と
の
あ
い
だ
に
は
、
ボ
ザ
ー
ル
擁
護
の
立
場
を
と
っ
た
論
客
の
な
か
で
す
ら
齟
齬
が
感
じ
始
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
『
建
築
講
話
』
訳
出
出
版
直
後
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
自
身
が
い
ち
早
く
指
摘
し
た
点
で
あ
り
、
彼
は
早
く
も
一
八
七
九
年
に
は
、
ボ
ザ
ー
ル
の
権
威
主
義
に
反
旗
を
翻
し
た
人
物
と
し
て
ヴ
ィ
オ
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レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
言
及
し
は
じ
め
る
（
一
）
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
留
学
生
数
の
ピ
ー
ク
を
み
た
二
十
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
の
な
か
で
ひ
と
つ
の
論
争
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
と
な
る
。 
『
建
築
講
話
』
翻
訳
出
版
に
至
る
ま
で
の
時
期
、
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
理
論
方
面
か
ら
支
持
す
る
た
め
に
は
、
〝
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
合
理
的
建
築
理
論
〟
を
援
用
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
理
性
的
な
も
の
を
代
理
さ
せ
る
論
理
自
体
は
、
七
〇
年
代
か
ら
わ
ず
か
の
あ
い
だ
盛
隆
を
迎
え
た
き
り
、
そ
の
後
凋
落
の
一
途
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
一
過
性
の
現
象
の
あ
と
、
建
築
に
お
け
る
〝
理
性
的
な
も
の
〟
は
よ
り
強
く
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
結
び
つ
き
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
も
ま
た
理
性
的
な
建
設
原
理
を
基
礎
と
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
唱
道
者
と
見
做
さ
れ
て
い
く
。
六
〇
年
代
半
ば
以
降
家
具
工
芸
分
野
で
続
け
ら
れ
た
ス
タ
ー
ジ
ス
の
取
り
組
み
が
、
七
〇
年
代
後
半
に
至
り
建
築
分
野
全
体
の
認
識
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
、
ボ
ザ
ー
ル
勢
の
こ
う
し
た
趨
勢
も
影
響
し
た
の
だ
っ
た
。 
 
ボ
ザ
ー
ル
留
学
の
本
格
化 
し
か
し
理
論
分
野
で
進
ん
だ
動
向
と
、
国
内
建
築
教
育
の
動
向
は
こ
こ
で
大
き
な
齟
齬
を
起
こ
す
。
す
な
わ
ち
、
建
国
百
年
博
覧
会
後
に
合
理
的
建
築
理
論
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
論
が
台
頭
し
て
き
た
の
と
は
逆
に
、
国
内
の
建
築
設
計
教
育
の
そ
の
後
は
い
よ
い
よ
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
依
拠
の
度
合
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。 
建
国
百
年
博
覧
会
と
は
建
築
の
美
術
的
価
値
へ
の
目
覚
め
を
画
期
す
る
時
点
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
と
き
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
本
場
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
た
の
が
ボ
ザ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
建
築
教
育
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
鑑
み
れ
ば
順
当
な
展
開
だ
っ
た
。
す
で
に
博
覧
会
開
催
時
点
に
お
い
て
、
一
般
的
感
覚
で
は
ア
メ
リ
カ
人
建
築
学
生
が
「
留
学
す
る
と
し
た
ら
選
択
肢
は
ほ
と
ん
ど
パ
リ
か
ロ
ン
ド
ン
だ
が
普
通
は
前
者
」（
二
）
で
あ
り
、
博
覧
会
は
こ
の
傾
向
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
当
事
者
と
し
て
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
博
覧
会
を
期
に
ボ
ザ
ー
ル
留
学
を
経
験
（
一
八
七
八
―
八
一
）
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
派
の
影
響
は
ハ
ン
ト
や
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
い
っ
た
、
パ
リ
の
建
築
学
生
の
な
か
に
ア
メ
リ
カ
人
コ
ロ
ニ
ー
を
作
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
に
始
ま
り
、
こ
の
影
響
は
一
八
七
六
年
の
百
年
博
覧
会
に
よ
っ
て
大
い
に
活
気
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
」（
三
）
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
拠
を
強
め
る
国
内
動
向
は
、
さ
ら
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
ル
タ
ン
の
登
用
以
降
、
国
内
の
新
設
建
築
学
部
の
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
化
や
、
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
レ
〔
一
八
七
六
―
一
九
四
五
〕（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
、
一
九
〇
三
）、
ジ
ョ
セ
フ
＝
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
＝
ア
ル
マ
ン
・
デ
ュ
ケ
イ
ン
〔
一
八
六
八
―
一
九
二
九
〕（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
一
九
一
一
）
な
ど
、
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
フ
ラ
ン
ス
人
の
登
用
を
み
な
が
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。 
一
方
で
は
先
述
の
通
り
、
南
北
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
陣
営
の
内
部
に
お
い
て
過
去
の
〝
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
〟
か
ら
の
離
脱
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
四
年
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
で
は
す
で
に
「
中
世
の
指
導
の
限
界
」（
四
） 
が
論
じ
ら
れ
、
ラ
ス
キ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
「
死
に
対
す
る
生
の
、
因
習
に
対
す
る
精
神
の
異
議
申
し
立
て
」（
五
）
で
あ
る
べ
き
旨
が
説
か
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
実
施
さ
れ
た
当
の
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン=
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
そ
の
後
ま
も
な
く
、「
そ
れ
〔
中
世
芸
術
〕
が
説
く
精
神
を
賢
く
他
山
の
石
と
す
る
」（
六
）
作
例
で
あ
る
よ
り
、「
隷
属
的
模
倣
」（
七
）
の
代
表
例
と
し
て
論
難
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
反
動
行
動
の
な
か
で
は
、
よ
り
初
源
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
へ
の
回
帰
が
模
索
さ
れ
な
が
ら
、
様
式
的
表
現
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
離
脱
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
〟
理
論
の
抽
象
化
も
同
時
に
志
向
さ
れ
た
。 
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ゴ
シ
ッ
ク
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
双
方
の
限
界
と
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟 
す
な
わ
ち
七
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
い
て
は
表
現
上
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
は
理
論
上
の
疑
義
が
、
双
方
に
き
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
博
覧
会
後
の
論
壇
の
展
開
で
顕
著
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
理
論
と
実
践
の
齟
齬
を
調
停
す
る
た
め
に
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
〟
と
〝
古
典
的
な
る
も
の
〟
の
調
停
が
目
論
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
建
築
表
現
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
様
式
表
現
に
依
拠
し
、
折
衷
主
義
の
時
代
、
〝
様
式
の
闘
争
〟
の
時
代
と
し
て
揶
揄
の
対
象
と
さ
れ
た
当
時
は
、
同
時
に
、
論
壇
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
統
一
が
図
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。 
そ
れ
は
前
時
代
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
次
段
階
と
し
て
、
表
現
上
は
古
典
的
表
現
へ
の
傾
斜
を
み
せ
る
動
向
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
こ
の
指
向
を
み
せ
た
建
築
表
現
は
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
を
部
分
的
影
響
源
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
に
類
す
る
国
内
の
動
向
は
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
に
倣
い
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
と
呼
ば
れ
ひ
と
括
り
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
こ
の
呼
称
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
皮
相
な
流
行
を
表
す
語
と
し
て
は
、
建
築
論
壇
で
は
最
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
忌
避
さ
れ
た
。 
 
し
か
し
こ
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
な
る
用
語
は
、
狭
義
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
安
易
な
模
倣
を
嫌
っ
た
論
客
に
よ
っ
て
、
国
内
の
一
定
の
動
向
を
明
確
化
し
、
推
進
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
呼
称
を
広
義
に
と
っ
た
当
時
の
論
客
は
、
自
国
の
よ
り
一
般
的
、
抽
象
的
な
建
築
観
の
変
遷
を
と
ら
え
、
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
語
に
な
ぞ
ら
え
そ
れ
を
摘
要
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
は
、
こ
の
呼
称
が
使
わ
れ
は
じ
め
る
以
前
の
展
開
や
、
こ
の
呼
称
が
廃
れ
た
あ
と
の
未
来
の
動
向
の
予
測
ま
で
を
含
み
、
自
国
の
建
築
史
の
展
開
を
一
貫
性
の
う
ち
に
理
解
す
る
試
み
と
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
偏
在
し
た
内
的
衝
動
を
表
現
し
た
。 
こ
の
同
じ
名
で
呼
ば
れ
る
動
向
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
全
く
異
な
る
思
想
的
背
景
と
展
開
を
も
つ
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
そ
れ
に
類
す
る
動
向
は
、
同
博
覧
会
前
後
の
突
発
的
な
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
だ
け
の
情
報
源
を
も
と
に
し
た
動
向
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
に
は
、
博
覧
会
以
前
の
国
内
の
歴
史
背
景
が
必
然
的
に
混
在
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
周
辺
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
当
時
に
お
い
て
も
、
ま
た
現
在
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
も
、
容
易
な
定
義
を
許
さ
な
い
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
八
）
。 
こ
の
第
二
部
で
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
の
展
開
を
考
察
対
象
と
し
、
そ
の
議
論
の
周
辺
で
起
こ
っ
て
い
た
建
築
界
の
動
向
を
六
〇
年
代
以
降
の
ひ
と
つ
の
潮
流
と
し
て
捉
え
な
お
す
。 
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イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
概
念
の
発
生 
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ノ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ウ
〔
一
八
三
一
―
一
九
一
二
〕
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
バ
ー
ズ
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
七
一
―
七
三
、F
ig
.3
4
）
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ボ
ド
リ
ー
〔
一
八
二
七
―
一
九
〇
七
〕
の
教
育
委
員
会
オ
フ
ィ
ス
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
七
二
―
七
六
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ド
〔
一
八
二
五
―
一
九
〇
〇
〕
の
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
の
銀
行
な
ど
、
国
内
の
最
新
建
築
の
一
部
が
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
と
い
う
呼
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
こ
と
だ
が
（
九
）
、
そ
の
使
用
開
始
は
お
そ
ら
く
、
一
八
七
四
年
一
月
に
「
建
築
の
展
望
」（
一
〇
）
を
発
表
し
、
は
じ
め
茫
漠
と
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
語
の
含
意
を
闡
明
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
、
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
〔
一
八
二
三
―
一
九
〇
四
〕
に
帰
さ
れ
る
。 
「
建
築
の
展
望
」
の
立
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
古
典
様
式
を
明
確
に
対
立
さ
せ
た
カ
ー
自
身
の
様
式
観
で
あ
り
、
そ
の
執
筆
動
機
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
終
焉
、
す
な
わ
ち
「
中
世
的
精
神
．
．
．
．
．
は
現
代
的
精
神
で
は
な
い
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」（
一
一
）
と
い
う
こ
と
の
例
証
に
あ
っ
た
。
カ
ー
は
「
今
も
昔
も
完
全
に
い
わ
ゆ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
贔
屓
な
の
で
あ
り
、
か
つ
て
は
そ
れ
を
唯
一
の
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
．
．
．
．
．
．
．
．
．
だ
と
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
る
」（
一
二
）
ほ
ど
の
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
を
自
認
し
て
い
る
。 
そ
の
彼
が
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
と
呼
称
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
そ
こ
で
「〔
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
へ
の
〕
忠
誠
の
移
行
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
中
間
的
な
変
化
」（
一
三
）
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
自
説
を
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
の
約
四
半
世
紀
に
か
け
て
の
国
内
住
宅
建
築
の
展
開
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。 
カ
ー
の
解
釈
で
は
、
上
記
の
建
築
家
た
ち
は
自
身
の
設
計
に
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
忍
ば
せ
る
こ
と
で
、
暗
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
か
ら
の
離
脱
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
は
具
体
的
な
作
例
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
で
の
「
い
わ
ゆ
る
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
〟
は
〔
…
〕
一
八
五
一
年
の
国
際
博
覧
会
以
前
に
明
確
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
一
四
）
も
の
だ
っ
た
。 
カ
ー
が
「
建
築
の
展
望
」
を
発
表
し
た
半
年
後
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
〔
一
八
三
一
―
一
九
〇
八
〕
が
「
イ
ギ
リ
ス
建
築
の
趣
味
に
関
す
る
最
近
の
反
発
行
動
」（
一
五
）
を
発
表
し
、
カ
ー
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
動
向
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
か
ら
の
「
再
再
生
リ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
流
れ
に
棹
を
さ
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、「
自
由
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
フ
リ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
よ
う
な
趣
味
が
擡
げ
た
の
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
深
酒
し
た
人
間
に
は
予
期
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
」（
一
六
）
。 
他
方
、
彼
ら
の
公
算
は
、『
ザ
・
グ
ロ
ー
ブ
』（
ロ
ン
ド
ン
）
紙
の
論
説
に
よ
っ
て
カ
ー
の
論
の
発
表
後
た
だ
ち
に
反
論
に
遭
い
、『
ザ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
も
即
座
に
こ
れ
を
転
載
し
同
紙
に
対
す
る
同
調
の
姿
勢
を
示
し
た
（
一
七
）
。
同
論
に
よ
れ
ば
、「
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
偉
大
な
も
の
だ
っ
た
」（
一
八
）
の
で
あ
り
、
「
建
設
の
美
徳
に
関
す
る
新
た
な
信
念
よ
り
も
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
的
な
も
の
の
開
拓
」（
一
九
）
に
向
か
う
「
そ
の
〔
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
〕
理
念
は
さ
ほ
ど
本
質
的
で
な
い
」（
二
〇
）
。 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
論
壇
に
は
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
に
よ
る
明
ら
か
な
対
立
の
構
え
が
整
っ
た
。 
 反
ラ
ス
キ
ン
と
し
て
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン 
 
一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、『
ザ
・
グ
ロ
ー
ブ
』
紙
に
論
説
が
発
表
さ
れ
た
数
か
月
後
に
『
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
』
紙
に
転
載
記
事
が
あ
ら
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
」（
二
一
）
と
し
て
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
動
向
を
ア
メ
リ
カ
国
内
に
伝
え
た
。 
し
か
し
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
ま
つ
わ
る
こ
の
初
期
の
紹
介
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
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二
年
後
に
建
国
百
年
博
覧
会
を
迎
え
た
こ
と
で
、
す
ぐ
さ
ま
ア
メ
リ
カ
独
自
の
変
容
を
蒙
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
博
覧
会
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
流
行
の
火
付
け
役
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
受
容
を
通
じ
て
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
模
索
さ
れ
て
き
た
、
家
具
工
芸
分
野
に
始
ま
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
再
燃
の
契
機
で
も
あ
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
。 
カ
ー
の
目
論
見
で
は
、
こ
の
動
向
は
純
粋
な
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
盛
隆
に
至
る
遷
移
期
で
あ
る
は
ず
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
が
み
せ
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
展
開
は
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
背
景
を
反
映
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
古
典
の
融
合
を
め
ざ
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
語
は
、
カ
ー
の
意
図
と
は
独
立
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
亜
流
で
あ
る
と
も
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
む
し
ろ
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
傾
斜
し
て
い
く
国
内
動
向
へ
の
反
動
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。 
無
論
、
建
国
百
年
博
覧
会
の
前
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
界
・
家
具
界
の
動
向
を
知
り
は
じ
め
た
ア
メ
リ
カ
人
の
場
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
に
則
り
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
を
理
解
し
た
。
建
築
家
で
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
・
ホ
リ
ー
〔
一
八
三
四
―
一
八
九
二
〕
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
場
合
に
示
さ
れ
る
の
は
、
博
覧
会
に
便
乗
し
た
最
も
安
易
な
イ
ギ
リ
ス
的
文
物
の
模
倣
で
あ
る
。
彼
が
博
覧
会
開
催
と
同
年
に
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ニ
ュ
ー
・
マ
ン
ス
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
連
載
し
た
記
事
に
は
、『
ザ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
へ
の
投
書
お
よ
び
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
』
の
追
加
調
査
に
よ
っ
て
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
『
住
宅
の
趣
味
へ
の
ヒ
ン
ト
』
か
ら
の
剽
窃
（
同
年
発
売
の
ア
メ
リ
カ
版
は
既
に
手
に
入
っ
た
）
お
よ
び
、
コ
ッ
ク
ス
＆
サ
ン
社
カ
タ
ロ
グ
か
ら
の
図
版
の
無
断
使
用
が
告
発
さ
れ
た
（
二
二
）
。 
一
方
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
、
博
覧
会
後
に
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
動
向
に
注
目
し
た
最
も
早
い
ひ
と
り
だ
っ
た
。
彼
は
一
八
七
七
年
の
ボ
ス
ト
ン
建
築
家
協
会
の
月
例
会
報
告
（
二
三
）
に
お
い
て
、「
現
在
ゴ
シ
ッ
ク
が
相
当
な
数
の
若
い
建
築
家
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
」（
二
四
）
現
状
を
素
描
し
な
が
ら
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
盛
隆
を
重
視
し
た
が
、
こ
こ
で
彼
が
理
解
し
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
的
動
向
と
は
、
カ
ー
の
定
義
と
同
様
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
す
る
反
動
だ
っ
た
。 
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
は
当
時
、
そ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
明
確
な
動
機
や
影
響
源
、
推
進
力
が
読
み
と
れ
な
い
こ
と
に
ひ
と
つ
の
懸
案
が
あ
っ
た
。
彼
が
ア
メ
リ
カ
国
内
で
経
験
し
た
通
り
、「
今
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
ピ
ュ
ー
ジ
ン
と
ラ
ス
キ
ン
の
作
品
に
文
学
的
起
源
を
も
つ
」（
二
五
）
反
面
、「
現
在
の
〔
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
・
〕
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
は
そ
の
よ
う
な
動
機
が
な
い
」（
二
六
）
。
そ
の
よ
う
な
茫
漠
と
し
た
状
況
理
解
を
も
と
に
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
を
推
す
こ
と
で
、
列
席
者
の
な
か
か
ら
「
い
ま
の
イ
ギ
リ
ス
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
重
要
視
し
す
ぎ
て
い
る
」（
二
七
）
と
の
反
論
を
受
け
た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
前
時
代
の
影
響
を
脱
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
も
支
持
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
十
年
後
に
も
語
っ
て
い
る
通
り
、「
ジ
ャ
コ
ビ
ア
ン
あ
る
い
は
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
あ
る
い
は
フ
リ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
や
ラ
ス
キ
ン
の
長
説
法
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
建
築
精
神
モ
ラ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
攻
撃
だ
っ
た
」（
二
八
）
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
動
向
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
へ
の
反
動
だ
と
理
解
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
一
八
七
九
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
も
ま
た
、「
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
リ
バ
イ
バ
ル
は
住
宅
建
築
を
中
世
モ
デ
ル
で
行
う
取
り
組
み
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
反
動
運
動
だ
っ
た
」（
二
九
）
と
す
る
論
考
が
現
れ
て
い
る
が
、
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
「
ラ
ス
キ
ン
氏
は
初
期
の
建
築
講
義
の
な
か
で
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
た
め
に
熱
弁
を
振
る
っ
た
が
、
そ
れ
を
い
ま
読
む
の
は
お
か
し
い
」（
三
〇
）
と
い
う
疑
念
に
基
づ
い
た
運
動
だ
と
理
解
さ
れ
た
。 
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 ア
メ
リ
カ
建
築
の
王
道
と
中
道
：
一
八
五
八
―
一
八
八
三 
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
設
的
モ
チ
ー
フ 
こ
の
よ
う
な
現
状
把
握
に
関
し
て
言
え
ば
、
博
覧
会
か
ら
し
ば
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
が
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
対
し
て
み
せ
た
理
解
と
は
、
カ
ー
ら
イ
ギ
リ
ス
の
論
客
が
有
し
た
展
望
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
本
人
を
含
め
、
ス
タ
ー
ジ
ス
や
ス
カ
イ
ラ
ー
ら
、
そ
れ
ま
で
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
経
験
し
て
い
た
建
築
家
・
建
築
批
評
家
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
そ
こ
に
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
否
定
的
動
機
が
含
ま
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
国
内
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
の
完
全
な
る
否
定
と
は
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
。 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
個
人
の
例
を
取
り
上
げ
て
も
、
彼
は
文
筆
に
お
い
て
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
推
進
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
現
の
実
践
に
お
い
て
明
示
的
に
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。『
建
築
講
話
』
出
版
の
準
備
期
間
と
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
（F
ig
.3
5
）
の
設
計
期
間
だ
っ
た
が
、
こ
の
作
例
も
む
し
ろ
、
当
時
も
現
在
も
、
広
く
盛
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
見
做
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
七
〇
年
代
末
の
文
筆
で
こ
の
理
論
と
実
践
に
ま
つ
わ
る
表
面
上
の
分
裂
を
回
復
し
よ
う
と
試
み
る
。
し
か
し
以
下
で
は
そ
の
前
段
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
の
背
景
に
、
す
で
に
国
内
の
論
壇
に
お
い
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
思
潮
は
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
）
の
建
築
思
想
の
指
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
建
国
百
年
博
覧
会
の
以
前
と
以
後
を
接
続
し
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
に
関
す
る
論
壇
の
展
開
に
も
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。 
イ
ギ
リ
ス
の
『
ザ
・
グ
ロ
ー
ブ
』
は
カ
ー
に
対
す
る
論
難
の
な
か
で
、「
あ
る
側
面
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
絵
画
分
野
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
運
動
と
正
し
く
対 
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応
す
る
も
の
と
言
え
る
」（
三
一
）
こ
と
や
、「
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
主
要
モ
チ
ー
フ
は
建
設
的
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
語
っ
た
（
三
二
）
。
そ
の
言
葉
は
直
後
に
ア
メ
リ
カ
に
も
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
特
質
は
一
面
に
お
い
て
、
博
覧
会
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
特
質
と
も
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
 
五
〇
年
代
の
〝
ラ
ス
キ
ン
が
善
で
あ
り
真
で
あ
る
も
の
の
唯
一
の
唱
道
者
〟
で
あ
っ
た
時
代
を
経
た
論
客
た
ち
は
同
時
に
、
そ
の
時
期
に
発
揚
し
た
〝
建
築
の
大
原
理
〟
を
求
め
る
目
途
も
ま
た
共
有
し
て
い
た
。
当
時
ラ
ス
キ
ン
は
必
ず
し
も
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
で
あ
る
と
は
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
と
き
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
な
か
で
、
そ
の
大
原
理
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
は
主
に
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
用
い
ら
れ
た
。 
以
降
五
〇
年
代
末
よ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
派
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
派
は
論
壇
の
な
か
で
衝
突
を
み
せ
は
じ
め
、
そ
の
大
原
理
の
基
礎
で
あ
る
建
設
の
合
理
性
の
主
導
権
を
奪
い
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
と
ス
タ
ー
ジ
ス
お
の
お
の
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
好
対
照
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
そ
の
過
程
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
論
理
的
建
築
思
考
を
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
に
接
続
す
る
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
ら
の
試
み
は
、
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
成
功
を
み
た
。 
し
か
し
そ
の
前
後
の
大
勢
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
原
理
を
よ
り
よ
く
代
表
し
た
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
だ
っ
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
理
性
的
な
も
の
を
み
る
動
向
の
主
な
援
用
元
は
、
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
ラ
ス
キ
ン
で
あ
り
、
博
覧
会
以
後
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
で
あ
る
。
そ
の
か
ん
に
は
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
取
り
組
み
が
あ
り
、
こ
の
援
用
関
係
の
遷
移
を
架
橋
し
た
。
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
そ
の
建
築
論
に
対
す
る
解
釈
は
こ
の
過
程
で
大
勢
と
し
て
大
き
く
否
定
に
傾
き
、
参
照
源
と
な
る
ゴ
シ
ッ
ク
に
も
イ
ギ
リ
ス
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
へ
の
遷
移
が
起
こ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
制
作
原
理
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
礎
理
解
そ
の
も
の
は
こ
こ
ま
で
一
貫
し
て
お
り
歴
史
的
断
絶
が
な
い
。 
 ブ
ロ
ワ
ー
の
転
向
と
ラ
ス
キ
ン
批
判 
こ
う
し
た
動
向
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
が
移
入
さ
れ
る
遥
か
以
前
に
開
始
点
を
も
つ
。
そ
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
の
可
能
性
は
、
す
で
に
国
内
の
建
築
家
・
建
築
批
評
家
が
広
く
信
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
様
式
的
派
閥
で
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
傾
く
者
に
す
ら
こ
の
基
本
的
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
の
前
提
と
し
て
、
六
〇
年
代
末
に
は
す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
仕
方
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
が
望
ま
れ
て
い
た
。 
そ
の
よ
う
な
世
論
形
成
の
過
程
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
・
ブ
ロ
ワ
ー
〔
一
八
二
八
―
一
九
一
七
〕
が
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
末
に
か
け
発
表
し
た
一
連
の
論
考
で
あ
る
。
彼
は
Ａ
Ｉ
Ａ
が
全
国
展
開
を
視
野
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
へ
と
改
組
さ
れ
た
さ
い
（
一
八
六
七
）
の
初
代
幹
事
だ
っ
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
読
ま
れ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
・
芸
術
協
会
』（
一
八
六
九
）（
三
三
）
に
は
、
彼
が
六
〇
年
代
前
半
ま
で
に
経
験
し
た
国
内
動
向
が
総
括
さ
れ
て
い
る
。 
同
論
は
Ａ
Ｉ
Ａ
に
活
動
指
針
を
与
え
る
た
め
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
類
似
機
関
の
動
向
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
の
熱
心
な
読
者
で
あ
っ
た
ブ
ロ
ワ
ー
に
よ
る
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
お
よ
び
、
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
論
の
批
判
と
も
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。 
そ
こ
で
ブ
ロ
ワ
ー
が
吐
露
し
た
の
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
〝
真
実
〟
に
関
す
る
信
仰
と
、
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
観
に
対
す
る
不
信
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ワ
ー
が
指
摘
す
る
通
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
設
立
主
意
に
示
さ
れ
る
芸
術
観
と
は
、
―
― 
 
芸
術
の
主
目
的
と
は
可
視
の
宇
宙
や
感
情
の
真
実
を
観
察
し
記
録
す
る
こ
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と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
偉
大
な
る
芸
術
は
神
の
創
造
物
の
美
と
完
全
性
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
愛
か
ら
帰
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
真
実
を
語
る
試
み
で
あ
る
。最
も
偉
大
な
芸
術
は
最
大
限
の
範
囲
を
包
含
す
る
。（
三
四
） 
 と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ワ
ー
は
こ
の
定
義
に
賛
意
を
示
し
な
が
ら
、
唯
一
、
彼
ら
が
ラ
ス
キ
ン
の
引
用
に
よ
っ
て
示
し
た
「
何
も
の
も
択
ば
ず
、
何
も
の
も
斥
け
な
い
」（
三
五
） 
と
す
る
自
然
模
倣
の
態
度
に
は
異
論
を
差
し
挟
ん
だ
。
ブ
ロ
ワ
ー
に
よ
れ
ば
、「
神
は
選
択
と
排
除
の
能
力
を
与
え
給
う
た
が
、
そ
の
贈
り
物
に
は
、
必
要
な
と
き
に
は
そ
の
能
力
を
使
う
義
務
も
含
ま
れ
て
い
る
」（
三
六
）
の
で
あ
る
。 
し
か
し
自
然
主
義
の
解
釈
に
関
す
る
こ
の
批
判
の
反
面
、
ブ
ロ
ワ
ー
は
ラ
ス
キ
ン
に
鼓
舞
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
き
わ
め
て
肯
定
的
な
意
義
を
認
め
て
い
る
。
当
時
は
「
世
界
中
、
デ
ザ
イ
ン
芸
術
の
ど
の
分
野
の
学
生
、
教
師
、
実
践
者
も
、
そ
の
英
語
を
つ
ぶ
さ
に
繙
け
ば
誰
も
が
（
し
か
し
こ
れ
が
人
間
の
弱
い
と
こ
ろ
で
、
本
人
が
常
に
そ
う
認
め
る
と
は
限
ら
な
い
が
）、〔
…
〕
自
分
を
、
芸
術
に
仕
え
る
、
多
少
な
り
と
も
真
の
達
人
の
手
を
も
っ
た
身
へ
と
作
り
あ
げ
た
の
は
ラ
ス
キ
ン
な
の
だ
と
感
じ
た
」（
三
七
）
の
だ
と
し
て
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
論
客
お
よ
び
、
自
身
も
そ
の
よ
う
な
建
築
家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
理
念
が
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
至
上
と
定
め
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
ブ
ロ
ワ
ー
に
は
異
論
は
な
か
っ
た
。 
し
か
し
同
論
か
ら
し
ば
ら
く
の
の
ち
、
ブ
ロ
ワ
ー
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
を
み
せ
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
ラ
ス
キ
ン
の
評
価
に
関
し
て
も
態
度
を
一
変
さ
せ
る
。
博
覧
会
開
催
と
同
年
の
一
八
七
六
年
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
第
十
回
年
次
総
会
で
読
ま
れ
た
論
文
に
は
こ
の
転
向
の
端
緒
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
八
）
。
こ
こ
で
は
、
ワ
イ
ト
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
建
築
は
「
ラ
ス
キ
ン
の
若
き
弟
子
が
構
造
の
美
点
・
欠
点
の
双
方
に
関
し
て
完
全
に
師
の
虜
に
な
っ
て
い
た
」（
三
九
）
こ
と
の
証
左
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ブ
ロ
ワ
ー
に
と
っ
て
、「
こ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
ト
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
建
築
に
対
す
る
初
恋
」（
四
〇
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
、「
そ
の
弟
子
が
い
か
に
巧
み
な
わ
ざ
を
も
っ
て
師
に
倣
っ
た
か
」（
四
一
）
を
示
す
作
例
で
あ
る
以
上
の
価
値
を
も
た
な
い
も
の
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ワ
ー
の
当
時
の
認
識
に
照
ら
せ
ば
、「
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
頌
」（
四
二
）
は
正
し
く
建
築
理
論
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
く
、「
〝
凍
れ
る
音
楽
〟
を
語
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
抒
情
的
散
文
を
受
け
入
れ
る
の
と
同
様
に
」（
四
三
）
読
め
れ
ば
よ
い
程
度
の
著
作
だ
っ
た
。 
な
お
後
年
の
発
言
に
は
、
ブ
ロ
ワ
ー
の
こ
の
認
識
の
変
化
の
一
因
が
一
八
七
一
年
の
『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ウ
ィ
ゲ
ラ
』（
四
四
）
の
刊
行
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ス
キ
ン
が
「
中
世
様
式
を
動
機
と
し
な
い
す
べ
て
の
建
物
を
敵
に
回
し
た
激
し
い
撲
滅
運
動
を
唱
導
し
た
」（
四
五
）
の
が
個
人
的
な
嗜
好
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
認
識
が
形
成
さ
れ
た
の
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
同
書
で
「
新
世
界
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
全
体
は
火
事
で
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
も
い
い
」（
四
六
）
と
語
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
書
内
で
そ
う
語
っ
た
具
体
的
な
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
ブ
ロ
ワ
ー
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
実
質
的
に
は
そ
れ
は
、
彼
が
好
ん
だ
中
世
様
式
に
準
拠
し
て
建
て
て
い
な
い
た
め
」（
四
七
）
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
〝
火
事
で
〟
と
も
ま
た
語
っ
て
い
な
い
が
、
シ
カ
ゴ
大
火
の
お
り
に
こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
ブ
ロ
ワ
ー
の
連
想
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ゲ
ラ
』
に
よ
る
こ
の
言
及
に
は
出
版
当
時
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
読
者
の
強
い
反
感
を
買
っ
て
い
た
背
景
が
あ
り
（
四
八
）
、
そ
れ
は
建
築
論
壇
に
も
波
及
し
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。 
他
方
ブ
ロ
ワ
ー
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
六
〇
年
代
以
降
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
側
面
か
ら
彼
が
受
け
た
影
響
の
な
か
に
留
め
お
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
博
覧
会
後
も
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
し
て
い
た
最
後
の
ひ
と
り
に
あ
た
る
の
で
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あ
る
。
一
八
七
九
年
に
発
表
し
た
「
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
建
築
」（
四
九
）
の
な
か
で
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
「
長
ら
く
ル
ネ
サ
ン
ス
贔
屓
で
あ
り
、〔
…
〕
ル
ネ
サ
ン
ス
の
起
源
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
模
範
に
も
執
着
し
続
け
て
い
る
」（
五
〇
）
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
と
き
の
ブ
ロ
ワ
ー
の
理
解
で
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
な
か
で
語
ら
れ
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
作
品
の
賛
美
の
た
め
に
そ
の
偉
大
な
名
前
を
貸
し
た
」（
五
一
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
国
内
論
壇
の
大
勢
を
み
れ
ば
、
同
論
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
す
な
わ
ち
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
没
後
の
追
悼
記
事
群
を
転
機
と
し
て
、
彼
は
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
し
か
語
ら
れ
な
く
な
る
。 
 ネ
オ=
グ
レ
ッ
ク
の
線
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
情
感 
た
だ
し
、
ブ
ロ
ワ
ー
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
ラ
ス
キ
ン
嫌
悪
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
も
、
た
だ
ち
に
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
の
否
定
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
は
、
国
内
動
向
の
最
善
の
部
分
に
ゴ
シ
ッ
ク
と
古
典
の
合
一
を
認
め
て
い
る
。 な
か
で
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
ブ
ロ
ワ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
建
築
独
自
の
一
派
が
育
ち
は
じ
め
て
い
る
」（
五
二
）
姿
を
み
た
の
は
、
ハ
ン
ト
に
よ
る
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
八
七
五
竣
工
）
や
ブ
リ
ン
マ
ー
邸
（
一
八
六
九
―
七
〇
）
と
い
っ
た
業
績
の
な
か
で
あ
る
（F
ig
.3
6
）。 
ブ
ロ
ワ
ー
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
ハ
ン
ト
が
こ
の
国
に
導
入
し
た
と
言
え
る
、
ネ
オ=
グ
レ
ッ
ク
の
線
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
情
感
を
吹
き
込
む
最
新
の
表
現
方
法
」（
五
三
）
の
最
良
の
例
で
あ
り
、
後
者
は
「
い
わ
ゆ
る
ネ
オ=
グ
レ
ッ
ク
の
線
と
、
無
数
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
な
か
の
ひ
と
つ
乃
至
は
複
数
に
費
や
さ
れ
た
感
性
の
結
合
体
」（
五
四
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
由
来
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
呼
び
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
た
特
質
が
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
混
交
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
カ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
に
認
め
た
も
の
と
の
並
行
性
が
あ
る
。
し
か
し
ブ
ロ
ワ
ー
の
論
で
美
点
と
さ
れ
た
の
が
、
カ
ー
が
評
価
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
漸
進
的
な
離
脱
の
兆
候
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
両
者
の
融
合
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
両
者
の
本
質
的
な
差
異
で
あ
る
。 
そ
し
て
ブ
ロ
ワ
ー
は
、
そ
の
融
合
を
最
初
に
果
た
し
た
点
に
お
い
て
ハ
ン
ト
を
「
誰
に
も
ま
し
て
父
祖
と
さ
れ
る
べ
き
」（
五
五
）
人
物
と
見
做
し
た
。
そ
こ
で
同
時
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
言
及
が
及
ぶ
の
は
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
陣
営
と
ゴ
シ
ッ
ク
陣
営
の
派
閥
闘
争
の
た
だ
な
か
に
置
か
れ
な
が
ら
、
か
つ
〝
建
築
の
大
原
理
〟
の
唱
道
者
と
見
做
さ
れ
て
い
た
彼
が
、
こ
の
国
内
の
最
新
動
向
を
最
も
よ
く
象
徴
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
融
合
を
ハ
ン
ト
自
身
が
み
ず
か
ら
の
功
績
と
認
め
な
い
な
ら
ば
「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
認
め
る
だ
ろ
う
」（
五
六
）
と
い
う
ブ
ロ
ワ
ー
の
発
言
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
内
の
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
を
背
景
に
有
し
て
こ
そ
可
能
な
も
の
だ
っ
た
。 
 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
ゴ
シ
ッ
ク
回
帰 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
『
建
築
講
話
』
を
訳
出
出
版
し
た
一
八
七
五
年
と
は
、
折
し
も
百
年
博
覧
会
開
催
の
前
年
に
あ
た
る
。
こ
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
ほ
か
国
外
の
文
物
の
大
量
流
入
を
み
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
宣
伝
し
て
き
た
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
に
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
博
覧
会
を
転
機
に
、
彼
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
の
理
解
を
軟
化
さ
せ
、
む
し
ろ
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
擁
護
の
立
場
か
ら
彼
の
理
論
を
援
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
構
造
合
理
主
義
と
し
て
理
解
さ
れ
た
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
〟
の
脱
歴
史
様
式
化
を
試
み
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
の
融
合
を
図
っ
た
。 
一
八
七
九
年
に
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
発
表
し
た
「
最
新
の
芸
術
文
学
」（
五
七
）
で
ま
ず
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
著
者
に
よ
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
対
す
る
理
174 
 
解
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
＝
ボ
ザ
ー
ル
支
持
者
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
像
を
宣
伝
し
た
主
要
人
物
は
こ
こ
で
そ
の
認
識
を
翻
し
、
彼
を
ま
ず
「
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
の
神
聖
な
ド
グ
マ
に
背
い
た
背
教
者
と
し
て
最
も
著
名
な
人
物
」（
五
八
）
と
し
て
描
く
と
こ
ろ
か
ら
論
を
展
開
さ
せ
た
。 
こ
の
記
事
は
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ロ
ン
の
『
美
学
』（
五
九
）
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
マ
ー
ト
ン
の
『
タ
ー
ナ
ー
の
生
涯
』（
六
〇
）
、
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
『
住
宅
の
な
か
の
芸
術
』（
パ
ー
キ
ン
ス
訳
・
解
説
）（
六
一
）
と
い
う
近
刊
三
著
の
書
評
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
展
開
し
た
論
は
、
こ
れ
ら
三
国
の
著
作
の
書
評
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
国
内
の
建
築
思
想
の
展
開
を
振
り
返
る
、
歴
史
的
総
括
と
し
て
の
側
面
が
強
い
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
基
底
が
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
こ
れ
ら
の
書
目
の
選
択
は
つ
ま
り
、
ヴ
ェ
ロ
ン
の
論
か
ら
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
構
造
合
理
主
義
の
摘
要
を
、
ハ
マ
ー
ト
ン
の
論
か
ら
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
の
超
克
を
、
そ
し
て
フ
ァ
ル
ケ
の
論
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
の
制
作
理
論
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
応
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
試
み
る
動
機
を
有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
そ
こ
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
ま
ず
、『
美
学
』
の
批
評
を
通
じ
て
、
自
ら
が
奉
じ
る
合
理
主
義
的
建
築
観
を
ヴ
ェ
ロ
ン
お
よ
び
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
語
ら
せ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ェ
ロ
ン
氏
は
い
み
じ
く
も
、
初
期
寺
院
・
大
聖
堂
の
形
式
的
特
性
の
起
源
を
神
秘
的
な
象
徴
的
意
味
や
自
然
に
対
す
る
模
倣
欲
に
辿
る
奇
説
を
退
け
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
る
、
構
法
の
実
践
知
識
に
基
づ
く
科
学
的
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
解
釈
を
採
用
し
た
」（
六
二
）
の
だ
っ
た
。「
こ
の
解
釈
に
お
い
て
、
宗
教
形
式
は
、
人
間
の
望
み
を
最
も
直
接
的
か
つ
単
純
に
満
た
す
よ
う
に
作
ら
れ
た
住
居
か
ら
、
あ
る
い
は
、
手
近
に
あ
る
建
材
を
最
も
自
然
か
つ
経
済
的
に
使
う
と
こ
ろ
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
。」（
六
三
）
。 
こ
こ
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
指
摘
す
る
〝
自
然
に
対
す
る
模
倣
欲
〟
を
当
時
代
表
し
て
い
た
の
は
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
論
で
あ
る
。 
Fig.36：トリビューン・ビルディング（R. M. ハント、1875：1895年頃撮影） 
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ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
鋳
鉄
装
飾
論
争
の
時
点
で
す
で
に
、
こ
の
テ
ー
マ
を
神
の
創
造
行
為
に
対
す
る
人
間
の
創
造
行
為
の
独
自
性
と
い
う
観
点
か
ら
語
り
お
こ
し
て
い
た
。
彼
は
そ
の
と
き
、
自
然
と
人
工
を
対
立
的
な
も
の
と
と
ら
え
、
科
学
に
よ
っ
て
自
然
を
知
悉
し
た
、
半
神=
人
間
の
創
造
行
為
を
芸
術
と
見
做
し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
芸
術
と
は
科
学
の
成
果
も
、
自
然
模
倣
の
成
果
も
超
え
て
い
る
。 
こ
の
創
作
論
は
、
こ
の
書
評
の
な
か
に
も
ラ
ス
キ
ン
批
判
の
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
ハ
マ
ー
ト
ン
批
判
は
、
実
際
に
は
こ
の
点
の
明
示
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
が
芸
術
の
要
と
見
做
し
た
「
自
然
に
対
す
る
忠
実
性
は
芸
術
で
は
な
い
。
芸
術
は
奇
妙
に
も
科
学
と
も
真
実
性
と
も
独
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
科
学
的
評
価
基
準
に
も
知
的
評
価
基
準
に
も
か
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
然
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
創
意
に
端
を
発
す
る
。
そ
れ
は
人
間
化
し
た
自
然
な
の
だ
」（
六
四
）
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
創
作
論
は
こ
の
当
時
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の
な
か
に
理
解
さ
れ
た
〝
理
性
的
建
設
〟
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
そ
れ
に
伴
い
よ
り
主
知
主
義
的
な
傾
向
を
帯
び
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
、
五
〇
年
代
末
に
奉
じ
た
超
越
論
的
世
界
観
の
名
残
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。 
そ
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
最
後
に
、
フ
ァ
ル
ケ
の
書
評
を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
芸
術
創
作
に
関
す
る
、
現
時
点
に
お
け
る
基
底
の
あ
り
か
を
示
し
た
。 
フ
ァ
ル
ケ
の
調
度
論
の
翻
訳
・
解
説
に
あ
た
っ
た
の
は
パ
ー
キ
ン
ス
で
あ
り
、
こ
の
出
版
に
は
「
グ
レ
コ=
ロ
ー
マ
ン
の
家
屋
が
平
面
、
構
造
、
装
飾
に
お
い
て
最
も
完
璧
な
類
型
で
あ
る
」（
六
五
）
こ
と
を
直
接
的
に
示
す
意
図
が
あ
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
ス
は
先
だ
っ
て
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
『
ヒ
ン
ト
』
を
用
い
て
ル
ネ
サ
ン
ス
家
具
の
普
及
を
図
っ
た
が
、
フ
ァ
ル
ケ
は
も
と
よ
り
「
ゴ
シ
ッ
ク
家
具
の
土
台
と
な
る
原
理
は
真
だ
が
、〔
…
〕
現
代
的
趣
味
は
そ
れ
に
対
し
て
断
固
反
対
す
る
」（
六
六
）
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
今
回
の
著
作
の
選
択
は
よ
り
よ
く
パ
ー
キ
ン
ス
の
意
図
に
適
っ
て
い
た
。 
他
方
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
書
評
は
、
フ
ァ
ル
ケ
の
著
作
に
よ
そ
え
て
ゴ
シ
ッ
ク
家
具
の
再
評
価
に
あ
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
や
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
家
具
の
合
理
的
制
作
論
を
間
接
的
に
、
し
か
し
率
直
に
称
え
な
が
ら
、「
ラ
ス
キ
ン
と
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
出
現
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
芸
術
を
扱
っ
た
美
学
論
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
理
論
の
擁
護
を
中
心
と
し
て
き
た
」（
六
七
）
こ
と
、「
そ
う
し
て
我
々
は
長
年
、
中
世
的
な
誠
意
と
無
垢
の
痕
跡
が
あ
る
家
具
以
外
に
は
美
点
を
認
め
な
か
っ
た
」（
六
八
）
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
り
、
現
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
動
向
が
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
を
基
礎
と
し
展
開
し
て
い
る
こ
と
・
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
中
世
の
美
徳
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
精
神
に
も
た
ら
さ
れ
た
優
位
は
我
々
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
永
遠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
魂
は
実
直
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
血
統
を
生
ん
だ
。
彼
ら
は
学
問
的
な
異
教
徒
ド
イ
ツ
人
の
誘
惑
に
よ
っ
て
堕
落
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
倣
っ
た
芸
術
の
福
音
を
受
け
れ
ば
改
宗
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
間
だ
。（
六
九
） 
 
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
イ
ル
へ
の
単
な
る
回
帰
あ
る
い
は
転
向
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
再
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
尊
ば
れ
た
合
理
的
制
作
原
理
の
さ
ら
な
る
抽
象
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
新
様
式
の
創
造
に
応
用
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
時
代
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
も
は
や
「
中
世
主
義
の
拘
束
衣
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
ろ
う
と
異
教
パ
ガ
ン
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
の
美
し
き
思
想
を
我
々
の
宗
教
儀
礼
に
受
け
入
れ
る
準
備
が
あ
る
」（
七
〇
）
の
で
あ
る
。 
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異
説
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン 
か
く
し
て
『
建
築
講
話
』
の
出
版
か
ら
博
覧
会
直
後
に
い
た
る
わ
ず
か
の
あ
い
だ
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
理
論
の
な
か
で
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
融
和
が
可
能
と
な
っ
た
。 
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
の
模
倣
と
し
て
は
、
当
時
の
建
築
論
壇
で
は
始
め
か
ら
お
し
な
べ
て
唾
棄
さ
れ
る
対
象
だ
っ
た
。
反
面
そ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
時
宜
を
得
て
国
内
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
一
部
の
論
客
に
再
解
釈
さ
れ
、
ブ
ロ
ワ
ー
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
ら
が
み
せ
た
の
と
同
じ
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
融
和
を
望
む
国
内
動
向
の
総
括
・
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
が
博
覧
会
と
同
年
に
発
表
し
た
「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
つ
い
て
」（
七
一
）
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
独
自
の
文
脈
で
「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
実
り
多
き
原
理
」（
七
二
）
を
考
察
し
た
嚆
矢
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
論
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
初
め
て
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
す
で
に
、
カ
ー
ら
が
展
開
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
論
か
ら
の
完
全
な
分
離
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
ー
の
意
図
は
、
そ
の
原
理
を
正
し
く
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我
々
の
世
代
に
建
築
で
な
さ
れ
た
代
表
的
な
業
績
す
べ
て
の
座
を
奪
う
」（
七
三
）
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
建
築
の
最
善
の
動
向
を
指
し
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
は
こ
こ
で
、
一
般
語
彙
と
し
て
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
が
示
す
も
の
に
全
く
価
値
を
置
か
ず
、
む
し
ろ
彼
独
自
の
理
想
の
建
築
像
と
し
て
そ
れ
を
再
定
義
し
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
し
て
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
は
成
長
し
た
人
間
が
気
に
留
め
る
価
値
の
な
い
完
全
な
る
見
せ
か
け
」（
七
四
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
一
方
、
彼
が
理
想
と
す
る
「
建
造
物
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
有
機
体
で
あ
り
、
そ
の
建
築
性
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
と
は
そ
れ
を
装
飾
的
目
的
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
で
は
な
く
、〔
そ
の
建
造
物
自
体
が
〕
機
能
と
条
件
の
表
現
と
な
る
こ
と
」（
七
五
）
に
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
の
建
造
物=
建
築
を
意
味
す
る
「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
本
質
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
―
と
い
う
よ
り
、
建
築
の
原
理
―
に
則
っ
て
設
計
さ
れ
た
建
造
物
に
古
典
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
応
用
」（
七
六
）
し
、
か
つ
「
そ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
、
適
用
さ
れ
た
先
の
構
造
と
矛
盾
せ
ず
そ
れ
を
表
現
す
る
」（
七
七
）
。
す
な
わ
ち
ス
カ
イ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、「
ゴ
シ
ッ
ク
の
誠
実
」（
七
八
）
と
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
洗
練
」（
七
九
）
の
両
立
が
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
設
計
原
理
の
中
核
だ
っ
た
。 
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
が
イ
ギ
リ
ス
に
尋
ね
え
た
シ
ョ
ウ
お
よ
び
コ
ル
カ
ッ
ト
の
作
例
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
基
準
を
十
分
に
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ョ
ウ
の
設
計
は
「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
だ
か
ら
で
は
な
く
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
良
い
」
場
合
が
あ
り
、
彼
が
佳
作
と
し
た
ク
ラ
ッ
グ
サ
イ
ド
（
一
八
七
〇
―
七
四
）
お
よ
び
ウ
ィ
ス
パ
ー
ズ
（
一
八
七
四
―
七
六
）
は
一
般
的
な
、
低
い
意
味
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
は
呼
び
え
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
が
展
開
し
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
議
論
と
は
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
議
論
の
文
脈
と
は
全
く
別
個
の
前
提
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
。 
そ
し
て
一
八
八
三
年
、
ス
カ
イ
ラ
ー
は
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
「
最
近
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
建
築
」（
八
〇
）
を
寄
稿
し
、
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
性
質
に
関
す
る
議
論
を
再
度
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、
一
八
九
二
年
の
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』
収
録
に
さ
い
し
て
「
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
つ
い
て
」
と
改
題
さ
れ
た
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
主
要
な
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
論
で
あ
る
。 
こ
こ
で
は
ま
ず
、
博
覧
会
以
後
七
年
の
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
に
も
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
に
分
類
し
う
る
実
作
が
増
加
し
て
き
た
と
い
う
事
情
を
同
論
の
成
立
背
景
に
読
み
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
書
出
版
に
あ
た
っ
て
の
改
題
の
経
緯
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
カ
イ
ラ
ー
が
同
論
で
扱
っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
自
国
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
建
築
で
あ
り
、
ま
た
自
国
の
論
壇
の
文
脈
に
よ
っ
て
―
さ
ら
に
言
え
ば
、
ス
カ
イ
ラ
ー
個
人
に
よ
っ
て
―
再
定
義
さ
れ
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
概
念
が
議
論
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。 
建
築
家
に
よ
る
国
内
の
実
践
の
な
か
に
ス
カ
イ
ラ
ー
が
定
義
し
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
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ア
ン
〟
の
内
容
を
有
し
た
建
築
物
が
実
現
し
は
じ
め
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
論
壇
や
実
践
を
全
く
参
照
す
る
こ
と
な
く
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
「
こ
の
〝
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
〟
が
始
ま
る
前
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
は
二
つ
の
陣
営
に
分
か
れ
て
い
た
」（
八
一
）
と
語
り
論
を
始
め
た
が
、
こ
こ
で
言
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
の
み
を
指
し
、
か
つ
論
内
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
す
ら
顧
み
て
い
な
い
。 
ま
た
、
こ
こ
で
の
ス
カ
イ
ラ
ー
は
お
そ
ら
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
の
議
論
が
む
し
ろ
明
確
に
派
閥
闘
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
。
彼
は
、
当
時
ま
で
特
に
国
内
に
お
い
て
〝
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
〟
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
両
陣
営
が
融
和
し
は
じ
め
た
傾
向
に
意
義
を
認
め
、
そ
れ
と
ら
え
て
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
語
を
用
い
た
。
同
論
は
、
そ
の
折
衷
的
傾
向
の
な
か
に
正
し
く
建
築
と
呼
び
う
る
作
例
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
志
向
性
と
は
何
か
を
模
索
し
た
試
論
で
あ
る
。
同
論
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
建
築
は
そ
れ
ゆ
え
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
国
内
の
も
の
で
あ
り
、
論
内
で
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
建
築
も
多
岐
に
わ
た
る
。 
そ
の
な
か
で
も
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
・
ヘ
イ
ト
〔
一
八
四
一
―
一
九
一
七
〕
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ポ
ス
ト
〔
一
八
三
七
―
一
九
一
三
〕
に
よ
る
ポ
ス
ト
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
八
八
〇
―
八
一
）
と
い
う
、
非
常
な
開
き
を
み
せ
る
二
作
例
を
あ
え
て
対
置
さ
せ
た
（F
ig
.3
8
）。
後
者
は
「
〝
フ
リ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
〟
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
設
計
者
は
構
想
プ
ラ
ン
と
建
設
技
術
に
準
じ
て
建
物
を
誠
実
に
造
形
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
必
要
な
い
も
の
は
す
べ
て
除
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
ヘ
イ
ト
氏
は
同
じ
結
果
を
大
学
ゴ
シ
ッ
ク
で
達
成
す
る
力
が
あ
る
」（
八
二
）
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
こ
の
よ
う
に
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
誠
実
〟
と
〝
ル
ネ
サ
ン
ス
の
洗
練
〟
の
両
立
を
、
国
内
の
作
例
の
さ
ら
に
広
い
範
囲
に
敷
衍
し
て
認
め
た
の
だ
っ
た
。 
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建
築
の
本
質
を
構
造
と
表
現
の
一
致
―
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
誠
実
〟
―
に
見
出
し
て
い
た
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
同
論
に
先
だ
ち
、
そ
れ
を
自
身
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
概
念
の
基
礎
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
独
自
の
定
義
は
、
同
論
の
建
築
批
評
に
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
る
。「
ポ
ス
ト
氏
の
フ
リ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
ど
う
し
て
も
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
ゴ
シ
ッ
ク
に
分
類
さ
れ
る
」（
八
三
）
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
発
言
は
、
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
定
義
に
ま
つ
わ
る
こ
の
よ
う
な
、
ス
カ
イ
ラ
ー
独
自
の
解
釈
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。 
無
論
、
ヘ
イ
ト
の
設
計
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
論
旨
か
ら
は
起
こ
り
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の
意
匠
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
様
式
的
細
部
が
応
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
を
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
と
定
義
す
る
こ
と
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
同
論
中
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
「
た
だ
太
古/
始
原
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
の
水
源
の
み
が
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
」（
八
四
）
と
語
ら
せ
し
め
た
が
、
こ
こ
に
言
う
〝
始
原
の
水
源
〟
と
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
ふ
た
つ
の
原
理
の
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
ら
は
お
の
お
の
、
建
設
の
合
理
性
と
意
匠
の
洗
練
へ
と
還
元
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
イ
ト
の
設
計
は
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
〟
建
設
原
理
と
〝
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
〟
デ
ィ
テ
ー
ル
の
洗
練
を
相
互
参
照
的
に
無
矛
盾
に
成
立
さ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
に
あ
た
る
。 
 古
典
の
デ
ィ
テ
ー
ル
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神 
第
一
部
に
み
た
通
り
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
も
の
と
み
ら
れ
る
一
八
七
四
年
の
書
評
は
、
国
内
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
を
推
進
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
書
目
の
紹
介
記
事
で
あ
り
な
が
ら
、
ボ
ザ
ー
ル=
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
教
育
の
本
拠
地
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
試
み
る
も
の
だ
っ
た
。 
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し
か
し
こ
れ
も
ま
た
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
対
立
す
る
も
の
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
復
権
を
第
一
目
的
と
し
た
記
事
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
段
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
評
で
評
者
が
目
論
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
は
全
く
別
の
も
の
と
し
て
、
む
し
ろ
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
も
共
同
歩
調
を
と
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
ー
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
論
が
ポ
ス
ト
の
フ
リ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
設
計
原
理
に
お
い
て
ゴ
シ
ッ
ク
に
分
類
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
書
評
者
も
や
は
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
存
在
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
完
全
に
古
典
の
デ
ィ
テ
ー
ル
の
建
物
が
そ
の
真
の
性
質
に
お
い
て
は
極
め
て
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
往
々
に
あ
り
、そ
の
逆
も
ま
た
然
り
」（
八
五
）
な
の
で
あ
る
。
同
記
事
は
明
示
的
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
擁
護
に
立
っ
た
記
事
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
で
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
建
築
の
理
念
的
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
〟
に
基
づ
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
で
こ
そ
あ
っ
た
。「
我
々
ア
メ
リ
カ
人
が
ど
ち
ら
の
派
に
生
ま
れ
つ
い
て
も
い
な
い
」（
八
六
）
と
い
う
こ
と
へ
の
意
識
は
、
こ
う
し
た
融
合
が
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
の
な
か
で
こ
そ
起
こ
り
え
た
心
理
的
背
景
を
示
し
て
い
る
。 
そ
し
て
評
者
は
以
下
の
よ
う
に
記
事
を
締
め
括
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
初
期
の
折
衷
主
義
建
築
理
論
に
も
位
置
づ
き
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
融
合
を
目
し
ロ
ー
マ
建
築
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
を
賛
美
し
た
点
に
お
い
て
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
が
一
八
五
八
年
に
発
表
し
た
「
様
式
論
」
の
理
想
と
も
軌
を
一
に
す
る
。
―
― 
 
ロ
ー
マ
人
は
み
ず
か
ら
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
構
造
を
ギ
リ
シ
ャ
風
芸
術
で
装
飾
す
る
こ
と
も
誤
り
と
せ
ず
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
時
代
の
石
工
は
類
似
の
様
式
に
東
洋
的
特
徴
を
加
え
る
こ
と
に
も
躊
躇
し
〔
な
か
っ
〕
た
。
そ
れ
と
同
様
に
我
々
も
、
古
い
大
聖
堂
に
半
円
ア
ー
チ
と
ノ
ル
マ
ン
様
式
の
装
飾
が
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
足
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
喜
ば
し
く
思
う
の
で
あ
る
。（
八
七
）
。 
 
国
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
参
照
源
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
博
覧
会
以
後
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
は
折
衷
的
傾
向
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
は
そ
の
状
況
を
捉
え
て
〝
様
式
の
闘
争
〟
と
呼
称
し
た
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
で
見
て
き
た
通
り
、
そ
の
当
時
の
批
評
分
野
で
目
指
さ
れ
て
い
た
の
は
あ
る
ひ
と
つ
の
様
式
の
勝
利
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
、
設
計
原
理
に
お
け
る
様
式
同
士
の
融
和
で
こ
そ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
望
ま
れ
た
の
が
特
に
古
典
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
和
で
あ
っ
た
の
は
、
博
覧
会
以
前
、
五
〇
年
代
以
降
の
国
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
同
士
の
党
派
分
裂
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 
 再
統
合
と
再
分
離
：
一
八
七
二
―
一
八
九
六 
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
的
意
識
と
そ
の
批
評 
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
に
は
じ
ま
る
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
導
入
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
的
な
批
評
の
展
開
が
建
築
の
実
作
に
お
い
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
生
前
に
文
章
を
公
に
す
る
こ
と
僅
か
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
少
な
い
文
筆
の
な
か
で
も
『
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
設
計
趣
意
書
』（
一
八
七
六
？
）（
八
八
）
に
は
、
そ
の
教
会
が
「
十
一
世
紀
に
中
央
フ
ラ
ン
ス
の
古
ア
キ
テ
ー
ヌ
で
栄
え
た
一
派
に
特
に
傾
斜
し
た
フ
レ
ン
チ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
自
由
翻
訳
」（
八
九
）
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
も
ま
た
、
ス
カ
イ
ラ
ー
が
定
義
す
る
意
味
で
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
へ
の
志
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。 
す
な
わ
ち
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
「
ノ
ル
マ
ン
人
海
賊
の
こ
と
も
ム
ー
ア
人
の
侵
略
の
こ
と
も
恐
れ
る
必
要
が
な
く
〔
…
〕
平
穏
で
開
化
し
、
孤
立
し
た
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
諸
都
市
」（
九
〇
）
に
な
ぞ
ら
え
求
め
た
ア
メ
リ
カ
「
独
自
の
建
築
シ
ス
テ
ム
」（
九
一
）
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と
は
、「
洗
練
を
求
め
な
が
ら
も
構
造
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
古
典
の
流
儀
と
も
異
な
り
、
構
造
的
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
威
風
と
平
静
の
た
め
に
力
学
的
工
夫
を
多
少
犠
牲
に
で
き
た
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
と
も
異
な
る
」（
九
二
）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（F
ig
.3
9
）。 
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
実
践
者
と
し
て
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
古
典
の
融
和
に
き
わ
め
て
意
識
的
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
明
示
さ
れ
た
設
計
意
図
は
、
当
時
の
国
内
の
建
築
家
・
建
築
批
評
家
に
は
そ
の
通
り
に
流
布
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。 
と
い
う
の
も
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
用
い
た
〝
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
〟
は
、
存
命
時
も
没
後
も
長
ら
く
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
そ
う
呼
称
し
た
通
り
の
模
倣
的
様
式
や
、
折
衷
主
義
の
一
流
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
追
悼
記
事
に
あ
る
通
り
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
強
く
鼓
舞
さ
れ
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
一
体
「
何
の
衝
動
に
よ
っ
て
〔
…
〕
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
の
意
義
と
は
何
な
の
か
、
こ
の
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
は
未
来
は
見
え
て
い
る
の
か
、
す
で
に
定
着
し
た
の
か
」（
九
三
）
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
を
明
示
し
え
た
論
客
は
当
時
皆
無
だ
っ
た
。
彼
の
建
築
が
与
え
た
同
時
代
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
は
裏
腹
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
建
築
一
般
の
特
質
と
、
自
国
に
お
け
る
そ
の
意
義
は
茫
漠
と
し
か
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
一
八
七
七
年
、
ス
カ
イ
ラ
ー
は
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
の
批
評
に
お
い
て
、
同
作
を
「
ラ
ス
キ
ン
氏
の
『
奉
献
の
燈
』」（
九
四
）
に
な
ぞ
ら
え
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
美
し
い
」
成
果
と
称
え
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
ス
カ
イ
ラ
ー
が
強
調
し
た
の
は
そ
の
「
フ
レ
ン
チ
・
サ
ラ
セ
ニ
ッ
ク
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
」（
九
五
）
の
折
衷
的
傾
向
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
一
八
八
六
年
、
ワ
イ
ト
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
追
悼
文
の
な
か
で
、
同
教
会
を
「
北
方
の
半
円
ア
ー
チ
様
式
と
い
う
意
味
で
は
依
然
ロ
マ
ネ
ス
ク
だ
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
装
飾
の
美
に
対
す
る
感
性
が
明
ら
か
」（
九
六
）
な
作
例
で
あ
る
と
見
做
し
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
を
「
ラ
ス
キ
ン
の
弟
子
で
は
な
い
も
の
の
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
の
美
の
主
導
者
」（
九
七
）
に
位
置
づ
け
た
。 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
ま
た
、
追
悼
文
と
し
て
『
ジ
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
』
に
「
建
築
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ブ
ソ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
」
を
寄
稿
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
彼
が
抽
出
し
え
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
建
築
の
特
色
も
、「
重
み
と
大
ら
か
さ
が
あ
る
作
風
、
並
外
れ
て
単
純
な
建
築
構
想
、
雄
々
し
い
迫
力
、
明
快
で
力
強
い
抑
揚
法
、
簡
素
な
輪
郭
、
慣
例
か
ら
自
由
な
デ
ザ
イ
ン
」（
九
八
）
と
い
っ
た
羅
列
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
同
論
の
な
か
で
は
、
当
時
現
れ
は
じ
め
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ニ
ア
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
潮
流
に
限
ら
れ
た
影
響
も
、「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
で
行
っ
た
実
験
の
継
続
」（
九
九
）
と
の
み
触
れ
ら
れ
る
。 
か
く
し
て
、
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
十
年
ほ
ど
続
い
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ニ
ア
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
一
時
的
な
流
行
の
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
上
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
重
要
性
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 ア
メ
リ
カ
建
築
の
独
立
宣
言 
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の
論
客
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
は
茫
漠
と
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
よ
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
的
表
現
の
創
始
を
、
こ
う
し
た
論
客
は
お
し
な
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
独
自
性
の
初
め
て
の
発
露
と
見
做
し
讃
え
た
。
た
と
え
ば
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
建
国
百
年
博
覧
会
と
同
時
期
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
の
完
成
を
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
宣
言
に
も
譬
え
て
い
る
。
―
― 
 
我
々
の
政
治
的
独
立
宣
言
の
百
周
年
が
、
同
時
に
我
々
の
建
築
的
独
立
宣
言
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
年
、
ボ
ス
ト
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
が
竣
工
し
た
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
即
座
に
人
気
を
博
し
、
満
場
の
拍
手
喝
采
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
翌
十
年
の
ア
メ
リ
カ
建 
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築
の
歩
み
は
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
〝
植
民
地
コ
ロ
ニ
ア
ル
〟
建
築
の
伝
統
か
ら
の
、
は
じ
め
て
の
真
の
脱
出
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
我
々
は
母
国
〔
イ
ギ
リ
ス
〕
の
建
築
の
流
行
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
や
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
ま
で
も
イ
ギ
リ
ス
を
経
由
し
て
輸
入
し
て
い
た
。
か
く
し
て
我
々
の
建
築
的
独
立
宣
言
は
政
治
的
独
立
宣
言
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
後
に
続
い
た
の
で
あ
る
。（
一
〇
〇
） 
 
こ
の
ス
カ
イ
ラ
ー
の
言
葉
は
後
年
の
二
十
世
紀
初
頭
に
発
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
同
様
の
こ
と
は
一
八
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
当
時
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
建
築
の
独
自
性
は
そ
の
と
き
、
様
式
的
執
着
に
対
す
る
無
頓
着
の
な
か
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。 
本
論
で
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
論
客
た
ち
は
、
国
内
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
的
動
向
を
、
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
両
者
の
融
和
の
は
じ
ま
り
と
捉
え
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
ア
メ
リ
カ
で
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
は
、
当
時
の
論
客
た
ち
が
語
る
通
り
、
こ
の
こ
ろ
の
建
築
論
壇
で
は
「
我
々
ア
メ
リ
カ
人
は
〔
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
〕
ど
ち
ら
の
派
に
生
ま
れ
つ
い
て
も
い
な
い
」（
ス
タ
ー
ジ
ス
推
定
）（
一
〇
一
）
こ
と
、「
我
々
ア
メ
リ
カ
人
に
は
あ
る
決
ま
っ
た
中
世
芸
術
様
式
に
対
す
る
生
ま
れ
持
っ
て
の
根
深
い
好
み
も
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
侵
略
者
に
対
し
て
地
方
的
な
発
展
の
名
声
を
護
る
生
得
の
本
能
も
な
い
」（
レ
ン
セ
リ
ア
）（
一
〇
二
）
こ
と
へ
の
自
覚
が
遍
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
の
模
索
は
、
そ
の
よ
う
な
国
民
意
識
を
背
景
に
試
み
ら
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
表
現
の
な
か
に
ひ
と
つ
の
解
を
み
た
。
依
然
茫
漠
と
し
た
認
識
の
な
か
に
お
い
て
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
「
建
築
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」（
一
八
八
六
）（
一
〇
三
）
の
な
か
で
解
釈
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
起
源
の
〝
独
自
の
リ
バ
イ
バ
ル
〟
の
革
新
性
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
、
国
民
感
情
と
し
て
の
様
式
的
無
頓
着
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
〔
…
〕
我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
実
験
は
、
偏
見
や
愛
国
感
情
と
は
無
縁
だ
と
い
う
点
で
、
興
味
深
く
、
将
来
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
う
し
た
感
情
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
芸
術
の
進
展
の
深
刻
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ー
な
リ
バ
イ
バ
ル
の
な
か
で
も
、
逞
し
い
半
円
ア
ー
チ
、
強
健
な
柱
、
力
強
い
柱
頭
、
半
野
蛮
で
豊
か
な
彫
刻
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
ロ
ー
マ
美
術
の
記
憶
が
ま
ざ
り
、
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
も
っ
と
も
面
白
く
、
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
Ｈ
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
は
こ
の
様
式
を
可
能
性
の
限
界
ま
で
推
し
進
め
た
点
で
大
い
に
賞
賛
に
値
す
る
。（
一
〇
四
） 
 
こ
の
と
き
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
心
性
を
脱
し
た
な
か
で
行
わ
れ
た
グ
レ
コ=
ロ
ー
マ
ン
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
に
お
い
て
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
功
績
を
讃
え
た
。
そ
し
て
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
「
歴
史
様
式
と
現
代
建
築
」（
一
八
九
二
）
（
一
〇
五
）
の
な
か
で
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
さ
ら
に
、
み
ず
か
ら
を
含
み
、
自
国
の
建
築
論
壇
が
そ
れ
ま
で
依
拠
し
て
い
た
論
客
か
ら
の
影
響
を
す
べ
て
否
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
表
現
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
論
客
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
論
客
に
依
拠
す
る
切
迫
性
が
も
は
や
な
く
な
っ
た
こ
と
の
最
初
期
の
表
れ
で
あ
る
。 
「
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
の
時
点
で
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
と
ラ
ス
キ
ン
の
名
を
挙
げ
、「
最
初
で
最
大
の
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
世
芸
術
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
意
識
コ
ン
シ
エ
ン
ス
の
覚
醒
を
根
拠
と
し
た
」（
一
〇
六
）
「
歴
史
上
唯
一
の
芸
術
の
精
神
革
命
の
瞬
間
」（
一
〇
七
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
論
客
に
よ
っ
て
「
建
築
表
現
は
構
造
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
装
飾
は
自
然
の
秩
序
に
則
る
べ
き
」（
一
〇
八
）
旨
が
説
か
れ
た
こ
と
を
語
っ
た
。 
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し
か
し
そ
の
後
の
「
歴
史
様
式
と
現
代
建
築
」
の
語
り
に
お
い
て
は
、
も
は
や
こ
う
し
た
外
国
の
理
論
家
に
対
す
る
評
価
は
無
化
す
る
。
―
― 
 
イ
ギ
リ
ス
で
は
ピ
ュ
ー
ジ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
、
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
、
ス
ト
リ
ー
ト
を
筆
頭
と
す
る
多
く
の
論
客
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
仕
掛
け
た
論
争
は
、
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
改
革
と
い
う
意
義
を
与
え
た
。
そ
の
標
語
は
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
が
実
際
に
説
い
た
の
は
抽
象
的
な
真
実
で
は
な
く
中
世
の
真
実
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
豪
の
建
築
の
弟
子
た
ち
は
原
理
と
造
形
、
精
神
と
文
字
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ギ
リ
シ
ャ
人
を
、
中
世
の
一
般
建
築
家
を
、
た
し
か
な
勝
利
へ
と
導
い
た
原
理
を
応
用
し
、
現
代
的
精
神
を
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
建
築
を
高
め
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
あ
る
様
式
の
全
体
性
を
保
つ
こ
と
に
係
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
一
〇
九
） 
 こ
の
段
階
に
至
っ
て
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
文
筆
の
な
か
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
加
え
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
超
克
さ
え
も
目
論
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
も
は
や
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
過
去
の
論
客
は
誰
ひ
と
り
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
は
見
做
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。 
ま
た
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
法
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
彼
が
並
み
居
る
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
彼
ら
に
対
す
る
言
及
を
通
じ
て
、
中
世
の
建
設
原
理
だ
け
で
は
な
く
、
〝
ギ
リ
シ
ャ
人
の
〟
建
設
原
理
も
ま
た
並
行
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
一
般
的
趨
勢
か
ら
す
れ
ば
と
も
に
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
自
身
も
こ
こ
で
彼
ら
を
〝
中
世
の
真
実
〟
を
唱
導
し
た
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
自
身
が
五
〇
年
代
以
降
一
翼
を
担
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
展
開
の
な
か
で
、
こ
の
二
人
の
建
築
理
論
は
必
ず
し
も
そ
の
限
り
に
お
い
て
理
解
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
と
も
に
、
は
じ
め
〝
建
築
の
大
原
理
〟
の
唱
道
者
と
し
て
こ
そ
国
内
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
九
〇
年
代
の
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
文
筆
の
な
か
に
も
そ
の
名
残
は
留
め
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 イ
ギ
リ
ス
派
と
フ
ラ
ン
ス
派
の
対
立
ふ
た
た
び 
他
方
、
こ
の
「
歴
史
様
式
と
現
代
建
築
」
発
表
と
同
時
期
の
『
グ
リ
ー
ク
・
ラ
イ
ン
と
そ
の
他
の
建
築
論
』（
一
八
九
三
）（
一
一
〇
）
の
出
版
は
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
伴
う
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
に
あ
わ
せ
て
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
三
十
年
前
に
唱
導
し
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム=
超
越
論
が
再
び
日
の
目
を
み
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
巻
頭
論
文
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ク
・
ラ
イ
ン
」
に
新
た
に
「
現
代
建
築
に
対
す
る
影
響
」
の
題
を
付
加
し
、
か
つ
て
自
身
が
唱
導
し
た
超
越
論
的
美
論
の
現
代
的
意
義
を
世
に
問
う
た
。 
そ
こ
で
同
書
の
書
評
に
あ
た
っ
た
の
は
ワ
イ
ト
で
あ
る
（
一
一
一
）
。
ワ
イ
ト
は
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
同
年
代
と
し
て
、
五
〇
年
代
以
降
の
国
内
建
築
論
壇
の
動
向
を
、
自
身
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
派
と
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
ら
の
フ
ラ
ン
ス
派
の
派
閥
闘
争
と
み
て
い
た
が
、
こ
の
書
評
に
も
ワ
イ
ト
の
そ
の
認
識
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。 
た
だ
し
実
情
か
ら
す
れ
ば
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
「
グ
リ
ー
ク
・
ラ
イ
ン
」
初
出
と
再
発
表
を
隔
て
る
三
十
年
間
の
国
内
の
建
築
論
壇
は
、
ハ
ン
ト
に
画
期
さ
れ
る
ボ
ザ
ー
ル
教
育
受
容
を
不
可
避
的
な
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
盛
隆
の
背
景
に
有
し
な
が
ら
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
を
目
指
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
う
大
勢
を
有
し
て
い
た
。
ワ
イ
ト
は
そ
の
書
評
に
お
い
て
「
彼
〔
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
〕
は
も
っ
と
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ン
に
思
い
や
り
を
か
け
て
も
よ
か
っ
た
し
、
今
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
偉
大
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
対
し
て
死
亡
記
事
を
書
い
て
も
184 
 
よ
か
っ
た
」（
一
一
二
）
と
書
い
た
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
そ
の
道
を
辿
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼
も
ま
た
、
と
き
の
論
壇
の
展
開
の
な
か
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
和
を
模
索
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 
他
方
ワ
イ
ト
が
思
い
み
た
ア
メ
リ
カ
建
築
の
発
展
は
あ
く
ま
で
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
道
を
辿
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
理
解
に
則
り
、
彼
自
身
が
定
義
し
た
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
で
あ
る
は
ず
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
表
現
に
そ
の
前
途
を
託
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
率
い
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
生
き
た
現
実
と
し
て
続
い
て
い
く
な
ら
ば
、〔
…
〕
ゴ
シ
ッ
ク
の
線
か
ら
遠
ざ
か
る
の
で
は
な
く
、
自
然
と
そ
れ
に
近
づ
い
て
い
く
」（
一
一
三
）
は
ず
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
言
明
に
示
さ
れ
る
通
り
、
ワ
イ
ト
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
に
明
確
に
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
〟
を
み
た
。
も
と
も
と
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
融
合
を
目
し
て
い
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
表
現
は
、
そ
の
両
義
的
性
質
ゆ
え
に
、
む
し
ろ
両
陣
営
の
再
度
の
派
閥
分
裂
を
象
徴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
の
自
棄 
他
方
、
建
築
の
実
践
に
お
け
る
派
閥
闘
争
を
み
た
と
き
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
と
い
う
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
盛
隆
の
転
機
は
、
ワ
イ
ト
が
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
論
の
中
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
死
亡
宣
告
を
み
た
以
上
の
力
で
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
者
た
ち
の
意
気
を
削
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
博
覧
会
は
、
そ
れ
ま
で
融
合
が
目
指
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
ゴ
シ
ッ
ク
と
の
あ
い
だ
の
新
た
な
分
裂
を
画
期
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
後
も
教
会
建
築
や
学
校
建
築
に
お
い
て
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
の
表
現
は
引
き
続
き
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
後
改
め
て
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
死
」
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
二
十
年
間
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
陣
営
に
よ
っ
て
様
式
上
の
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
シ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ル
」（
キ
ン
ボ
ー
ル
＋
エ
ジ
ェ
ル
）（
一
一
四
）
の
時
期
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
〔
一
八
五
八
―
一
八
九
六
〕
が
没
直
前
に
発
表
し
た
「
ア
メ
リ
カ
の
建
築
：
あ
る
予
測
」（
一
八
九
六
）（
一
一
五
）
に
は
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会
以
後
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
が
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
実
践
者
に
与
え
た
敗
北
感
が
最
も
悲
痛
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
も
ま
た
、
ハ
ム
リ
ン
と
同
時
期
に
ボ
ザ
ー
ル
に
留
学
（
一
八
七
九
―
八
二
）
し
た
建
築
家
と
し
て
、
ワ
イ
ト
の
言
に
照
ら
せ
ば
〝
フ
ラ
ン
ス
派
〟
で
あ
る
。
し
か
し
建
築
家
と
し
て
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
は
、
ボ
ザ
ー
ル
留
学
後
の
一
八
八
五
年
か
ら
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
コ
ー
プ
〔
一
八
六
〇
―
一
九
〇
二
〕
と
組
み
、
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
や
校
舎
設
計
を
通
じ
て
、
建
国
百
周
年
博
覧
会
後
、
ア
メ
リ
カ
の
最
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
潮
流
を
作
り
あ
げ
て
き
た
張
本
人
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
彼
も
ま
た
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
の
開
催
と
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ニ
ア
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
衰
退
以
後
に
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
派
か
ら
育
っ
た
〔
…
〕
古
典
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
古
典
の
様
式
を
支
持
す
る
大
き
な
力
」（
一
一
六
）
が
、「
好
く
と
好
か
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
我
々
の
も
と
に
暴
力
的
に
押
し
か
け
て
き
て
い
る
」（
一
一
七
）
現
実
に
屈
服
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。 
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
の
史
観
に
よ
れ
ば
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ま
で
の
国
内
建
築
界
は
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
の
活
動
に
も
た
と
え
ら
れ
、
明
確
に
反
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
性
質
を
み
せ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
両
国
の
試
み
も
、
国
内
の
試
み
も
ま
た
失
敗
し
た
と
い
う
認
識
は
い
ま
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
の
歴
史
的
総
括
を
悲
観
的
な
色
に
染
め
た
。
―
― 
 
建
築
界
最
強
の
頭
脳
が
こ
の
圧
倒
的
に
見
え
る
勢
力
〔
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
〕
に
立
ち
向
か
っ
た
。
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
、
こ
の
国
で
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
行
っ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
敵
に
戦
っ
た
。〔
…
〕
イ
ギ
リ
ス
で
は
ラ
ス
キ
ン
が
息
ま
き
、
苛
だ
ち
な
が
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
行
軍
に
対
し
て
高
尚
な
論
を
書
い
て
い
た
。
誰
も
が
彼
が
書
い
た
も
の
を
読
み
、
  
185 
異説クイーン・アン 
か
な
り
の
人
間
が
そ
れ
を
実
践
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
が
ど
う
だ
？
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
創
始
し
た
ち
い
さ
な
派
閥
も
、
た
と
え
存
在
す
る
に
し
て
も
、
今
で
は
ま
る
で
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
だ
。〔
…
〕
ラ
ス
キ
ン
は
英
語
の
達
人
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
文
明
化
社
会
の
有
名
な
劇
場
や
公
共
建
築
に
は
古
典
建
築
の
原
理
で
設
計
さ
れ
て
い
な
い
建
物
は
な
い
。（
一
一
八
） 
 
そ
し
て
こ
の
絶
望
を
背
景
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
は
論
の
末
尾
に
お
い
て
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
自
棄
的
に
賛
美
す
る
ま
で
に
な
る
。「
こ
れ
か
ら
国
内
全
土
で
学
術
的
ス
タ
デ
ィ
ア
ス
な
伝
統
主
義
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
建
築
〔
の
実
践
〕
が
進
行
す
る
こ
と
で
、
古
典
の
波
が
訪
れ
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
数
世
紀
間
の
影
響
と
も
比
肩
す
る
影
響
力
を
誇
る
こ
と
に
な
る
」（
一
一
九
）
。 
こ
の
展
望
は
実
際
、
彼
の
事
務
所
の
実
践
に
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。
ク
ラ
ム
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
没
後
の
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
表
現
を
「
真
正
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
」（
一
二
〇
）
と
呼
称
し
た
が
（F
ig
.4
0
）、
そ
れ
ら
の
設
計
は
、
時
期
的
に
は
建
国
百
年
博
覧
会
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
動
向
か
ら
は
遥
か
に
遅
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
は
カ
ー
が
定
義
し
た
通
り
の
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
を
試
み
た
の
だ
っ
た
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
は
最
盛
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
か
ら
の
漸
進
的
離
脱
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
敗
北
を
認
め
た
実
践
者
の
諦
念
の
表
現
だ
っ
た
。 
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金
色
の
ペ
ン
は
言
っ
た
。「
あ
の
ね
、
愚
痴
り
た
い
の
は
僕
の
ほ
う
だ
よ
〔
…
〕
だ
っ
て
君
！
君
は
つ
い
昨
日
、
新
し
い
ラ
ス
キ
ン
一
式
の
ペ
ー
ジ
を
切
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
は
ず
じ
ゃ
な
い
か
。」 
「
ラ
ス
キ
ン
！
」
象
牙
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
は
震
え
た
。「
う
げ
っ
、
俺
は
あ
あ
い
う
ゴ
ミ
カ
ス
ク
ズ
は
大
っ
き
ら
い
な
ん
だ
。
俺
は
真
人
間
が
書
い
た
本
に
向
い
て
た
ん
だ
。
盗
ま
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
連
れ
て
来
ら
れ
る
前
は
良
か
っ
た
よ
。〔
…
〕」 
 
ブ
ラ
ン
ダ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
「
象
牙
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
の
嘆
き
」、
一
八
九
二
年
。 
  
 
      
 
     
「
ラ
ス
キ
ン
や
カ
ー
ラ
イ
ル
の
よ
う
な
人
間
は
ス
ミ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ン
に
勝
手
に
説
教
す
る
。
そ
れ
は
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
鳥
に
、
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
が
魚
に
説
教
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
ス
ミ
ス
と
ブ
ラ
ウ
ン
は
鳥
と
魚
で
あ
る
。
説
教
さ
れ
て
も
変
わ
り
は
し
な
い
。」
そ
し
て
さ
ら
に
言
う
。「
唯
一
の
希
望
は
進
化
だ
。
超
人
を
人
間
に
と
っ
て
替
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 
 
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
か
っ
た
。「
進
化
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
！
」
進
化
は
遅
々
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
だ
。
そ
れ
に
、
超
人
が
四
万
年
後
に
き
っ
と
お
そ
ら
く
真
実
な
建
築
を
建
て
る
だ
ろ
う
な
ん
て
い
う
偶
然
を
あ
て
に
し
た
っ
て
、
何
の
慰
め
に
も
な
り
は
し
な
い
。 
 
建
築
家
で
あ
る
か
ぎ
り
、
彼
は
そ
の
か
ん
に
も
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
ふ
た
た
び
、
教
会
を
、
住
宅
を
、
銀
行
そ
の
他
を
、
一
生
懸
命
設
計
し
た
。
し
か
し
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
趣
味
は
常
に
彼
の
趣
味
と
合
う
と
も
限
ら
な
い
。
自
由
に
使
え
る
資
金
は
雀
の
涙
ほ
ど
。
敷
地
も
よ
く
な
い
。
何
よ
り
自
分
に
は
才
能
が
な
い
。
そ
の
才
能
の
限
界
を
最
初
に
認
め
た
の
は
自
分
だ
っ
た
。
誰
も
が
天
才
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 
 
ポ
ー
ル
・
ク
レ
「
真
実
と
伝
統
」、
一
九
〇
九
年
。 
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 第
二
の
泡
沫
：
一
八
八
八
―
一
九
一
〇 
中
西
部
と
ボ
ス
ト
ン 
三
章
第
一
部
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
が
「
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
の
第
一
の
泡
沫
は
去
っ
た
」（
一
）
と
書
い
た
の
は
一
八
八
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
言
及
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
九
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
先
端
的
言
説
の
肯
定
の
た
め
に
援
用
す
る
例
は
ほ
ぼ
な
く
な
る
。 し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
〝
第
二
の
泡
沫
〟
が
起
こ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
お
お
よ
そ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
を
含
む
ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
お
い
て
よ
く
推
進
さ
れ
た
、
社
会
思
想
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
〔
一
八
五
〇
―
一
八
九
八
〕
が
『
顧
み
れ
ば
』（
一
八
八
八
）
（
二
）
を
発
表
し
た
こ
の
時
期
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
労
働
運
動
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
と
直
接
的
な
関
わ
り
の
あ
っ
た
現
象
で
あ
る
。 
こ
の
時
期
、
一
八
八
六
年
に
は
シ
カ
ゴ
で
八
時
間
労
働
を
求
め
た
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
の
主
体
で
あ
っ
た
合
衆
国
カ
ナ
ダ
職
能
労
働
組
合
連
盟
（F
ed
eratio
n
 o
f 
O
rg
an
ized
 T
rad
es an
d
 L
ab
o
r U
n
io
n
s o
f th
e U
n
ited
 S
tates an
d
 C
an
ad
a
、
Ｆ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｕ
）
が
同
年
、
オ
ハ
イ
オ
州
で
国
内
初
の
全
国
的
労
働
組
合
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
（A
m
e
rican
 F
ed
eratio
n
 o
f L
ab
o
r
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
）
と
し
て
改
組
さ
れ
る
な
ど
、
中
西
部
は
実
践
的
な
労
働
運
動
の
中
心
地
だ
っ
た
。 
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
し
て
中
西
部
の
建
築
家
た
ち
も
ま
た
、
建
設
労
働
の
健
全
性
の
議
論
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
の
社
会
思
想
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
最
も
早
い
例
は
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
を
拠
点
に
活
動
し
た
建
築
家
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
が
『
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト
』
紙
（
シ
カ
ゴ
）
に
寄
稿
し
た
「
熟
練
労
働
と
不
熟
練
労
働
」（
一
八
八
八
）（
三
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
ス
ミ
ス
は
国
内
の
職
人
の
建
設
技
能
の
低
さ
を
批
判
し
、
建
設
労
働
者
の
賃
金
の
適
正
化
を
そ
の
ひ
と
つ
の
解
決
案
に
掲
げ
た
。「
ラ
ス
キ
ン
氏
に
与
し
て
分
業
が
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
劣
化
の
原
因
と
な
り
彼
ら
を
機
械
に
変
え
た
と
信
じ
る
者
は
こ
の
国
に
も
応
用
可
能
な
上
手
い
一
見
尤
も
ら
し
い
事
例
プ
リ
マ
・
フ
ァ
チ
エ
・
ケ
ー
ス
を
有
し
て
い
る
が
、〔
…
〕
彼
ら
に
は
〝
資
本
〟
と
〝
労
働
〟
の
あ
い
だ
の
開
き
〔
を
是
正
す
る
〕
こ
と
に
対
す
る
責
任
を
ま
だ
果
た
し
て
い
な
い
」（
四
）
。 
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
一
八
九
〇
年
に
発
表
し
た
「
サ
ブ
・
コ
ン
ト
ラ
ク
テ
ィ
ン
グ
」（
五
）
も
ま
た
、
建
築
生
産
全
体
の
適
正
化
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
た
全
米
建
設
者
組
合
（N
atio
n
al A
sso
ciatio
n
 o
f B
u
ild
ers o
f th
e U
n
ited
 S
tates o
f A
m
erica
）
の
第
四
回
大
会
で
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
発
行
の
公
式
記
録
に
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、
シ
カ
ゴ
の
『
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
、
本
来
建
設
に
従
事
す
る
者
と
し
て
の
「
勤
勉
な
機
械
工
や
、
工
匠
、
発
明
家
な
ど
の
技
能
習
熟
者
」（
六
）
に
対
す
る
「
責
任
、
報
酬
、
公
衆
か
ら
の
評
価
の
公
平
・
公
正
な
分
配
」（
七
）
を
妨
げ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
対
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、「
知
の
巨
人
、
気
高
き
友
人
」（
八
）
ラ
ス
キ
ン
の
『
こ
の
最
後
の
者
に
も
』
か
ら
以
下
の
一
節
を
引
用
し
、
建
築
生
産
に
お
け
る
労
働
条
件
の
改
善
と
流
通
の
透
明
性
お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
建
築
の
質
の
向
上
を
訴
え
た
。
―
― 
 
も
の
を
買
う
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
自
分
が
買
う
も
の
の
製
造
者
に
自
分
が
ど
の
よ
う
な
生
活
条
件
を
引
き
起
こ
す
か
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
。
第
二
に
、
自
分
が
払
っ
た
総
額
が
製
造
者
に
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
自
分
が
買
っ
た
も
の
が
ど
れ
だ
け
は
っ
き
り
食
糧
、
知
識
、
快
楽
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
。
第
四
に
、
最
速
か
つ
最
も
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役
に
立
つ
流
通
先
は
誰
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
か
を
考
え
る
こ
と
。
い
か
な
る
取
引
で
も
情
報
は
完
全
に
開
示
し
、
か
な
ら
ず
履
行
す
る
。
す
べ
て
の
行
為
に
お
い
て
、
成
果
の
完
成
度
と
愛
ら
し
さ
に
拘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
九
） 
 
中
西
部
の
工
業
都
市
が
労
働
運
動
の
大
規
模
な
実
践
を
み
た
の
と
並
行
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
主
に
文
筆
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
呼
応
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
高
ま
り
を
み
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
は
何
か
』（
一
八
九
〇
）（
一
〇
）
の
著
者
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ワ
イ
ト
・
ポ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ス
〔
一
八
五
六
―
一
九
二
六
〕
お
よ
び
、
彼
が
九
〇
年
ご
ろ
に
設
立
に
携
わ
っ
た
ボ
ス
ト
ン
の
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
教
会
〝
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ザ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
〟
、
そ
し
て
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
ザ
・
ド
ー
ン
』（
一
八
八
九
―
九
六
）
で
あ
る
。
こ
の
活
動
に
は
芸
術
家
と
し
て
写
真
家
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ワ
ッ
ツ
・
リ
ー
〔
一
八
六
七
―
一
九
四
五
〕
お
よ
び
ク
ラ
ム
も
参
画
し
、
後
二
者
は
じ
き
に
、
ク
ラ
ム
の
旧
友
で
あ
り
協
働
者
で
も
あ
っ
た
建
築
家
、
バ
ー
ト
ラ
ム
・
グ
ロ
ス
ヴ
ナ
ー
・
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
〔
一
八
六
九
―
一
九
二
四
〕
と
と
も
に
、
モ
リ
ス
の
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
や
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ギ
ル
ド
の
機
関
誌
『
ザ
・
ホ
ビ
ー
・
ホ
ー
ス
』（
一
八
八
四
―
九
四
）
の
造
本
を
範
と
し
た
美
術
批
評
誌
『
遍
歴
の
騎
士
ナ
イ
ト
・
エ
ラ
ン
ト
』（
一
八
九
二
―
九
三
）
を
創
刊
す
る
。 
彼
ら
の
活
動
の
な
か
で
、
社
会
思
想
家
ラ
ス
キ
ン
、
社
会
思
想
家
モ
リ
ス
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
、
九
〇
年
ご
ろ
に
急
速
に
進
む
こ
と
と
な
る
。
そ
の
嚆
矢
と
し
て
の
業
績
は
、
と
も
に
一
八
九
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
、
ブ
リ
ス
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
』（
一
一
）
お
よ
び
、
リ
ー
に
よ
る
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
：
詩
人
、
芸
術
家
、
社
会
主
義
者
』（
一
二
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
社
会
主
義
者
と
し
て
の
両
者
の
受
容
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク〔
一
八
五
二
―
一
九
〇
一
〕（
一
三
）
に
よ
る
情
報
流
入
の
跡
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
一
八
九
一
年
、『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
」（
一
四
）
を
寄
稿
し
、「
現
在
の
政
治
商
業
的
社
会
生
活
は
芸
術
と
完
全
に
敵
対
し
て
い
る
と
い
う
思
想
を
ラ
ス
キ
ン
か
ら
吸
収
し
た
」（
一
五
）
モ
リ
ス
像
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
記
事
は
そ
の
ま
ま
、
リ
ー
の
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
』
の
序
章
と
な
っ
た
。 
イ
ギ
リ
ス
を
範
と
し
た
社
会
主
義
と
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
は
、
ワ
イ
ル
ド
、
モ
リ
ス
か
ら
の
選
集
で
あ
る
『
社
会
主
義
下
の
人
間
の
魂
』（
一
八
九
一
）（
一
六
）
の
よ
う
な
書
籍
の
発
刊
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
編
者
は
同
書
の
三
人
目
の
著
者
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｃ
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
〔
一
八
五
四
―
一
九
二
九
〕
に
帰
し
て
よ
い
。
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
一
八
八
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
無
政
府
主
義
者
だ
っ
た
が
、
彼
に
と
っ
て
、「
顧
み
れ
ば
ル
ッ
キ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
分
裂
は
避
け
れ
ら
な
か
っ
た
」（
一
七
）
過
去
の
社
会
主
義
運
動
の
再
統
合
の
た
め
に
、
ワ
イ
ル
ド
と
モ
リ
ス
の
社
会
思
想
を
ア
メ
リ
カ
に
広
め
る
こ
と
に
は
象
徴
的
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
オ
ー
ウ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
両
者
は
個
人
主
義
を
生
気
と
し
、
渾
然
一
体
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
・
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
精
髄
と
す
る
芸
術
の
通
訳
者
と
し
て
世
界
的
な
評
判
を
有
し
て
い
る
」（
一
八
）
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
芸
術
分
野
の
取
り
組
み
は
そ
の
ま
ま
、
社
会
主
義
運
動
の
一
体
的
・
世
界
的
展
開
の
類
推
と
見
做
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 
も
と
も
と
モ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
詩
人
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
が（
一
九
）
、
こ
う
し
た
一
八
九
〇
年
頃
に
集
中
し
た
紹
介
に
よ
っ
て
、
彼
は
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
で
社
会
思
想
家
か
つ
工
芸
家
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
、
世
紀
末
以
降
の
国
内
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
主
要
な
参
照
点
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
単
著
と
し
て
は
じ
め
て
モ
リ
ス
の
伝
記
記
述
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
ロ
イ
ク
ロ
フ
ト
創
設
者
の
エ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
バ
ー
ド
〔
一
八
五
六
―
一
九
一
五
〕
に
よ
る 
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
』（
一
九
〇
〇
）（
二
〇
）
で
あ
り
、
お
よ
そ
こ
の
こ
ろ
を
機
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
モ
リ
ス
関
係
の
書
籍
・
記
事
は
さ
ら
な
る
増
加
傾
向
を
み
せ
る
。 
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ボ
ス
ト
ン
と
シ
カ
ゴ 
な
お
、
ボ
ス
ト
ン
の
『
遍
歴
の
騎
士
』
寄
稿
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
そ
の
と
き
当
地
を
拠
点
と
し
て
い
た
主
要
な
美
術
家
た
ち
の
人
脈
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ク
ラ
ム
、
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
、
リ
ー
の
ほ
か
に
ノ
ー
ト
ン
が
お
り
、
ま
た
、
ノ
ー
ト
ン
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
門
下
か
ら
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
史
家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン
〔
一
八
六
五
―
一
九
五
九
〕
や
、
日
本
か
ら
帰
国
後
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
日
本
美
術
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
画
家
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
〔
一
八
五
三
―
一
九
〇
八
〕
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
美
術
教
育
に
関
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
協
働
者
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ズ
リ
ー
・
ダ
ウ
〔
一
八
五
七
―
一
九
二
二
〕
も
い
た
。 
ま
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
従
兄
弟
で
あ
る
建
築
家
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
イ
マ
ン
・
シ
ル
ス
ビ
ー
〔
一
八
四
八
―
一
九
一
三
〕
は
、
こ
の
時
期
の
ボ
ス
ト
ン
と
シ
カ
ゴ
の
情
報
交
流
を
象
徴
す
る
。
彼
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
エ
ク
セ
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
学
ん
だ
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、
大
学
卒
業
後
に
は
創
設
初
期
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
建
築
学
部
で
ウ
ェ
ア
に
学
び
、
ウ
ェ
ア
＋
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
事
務
所
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ル
フ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
事
務
所
を
経
て
、
一
八
七
三
年
に
は
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
建
築
学
部
の
初
代
教
授
と
な
る
。
彼
の
最
初
の
建
築
事
務
所
は
当
地
に
あ
っ
た
が
、
八
〇
年
代
に
は
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
シ
カ
ゴ
に
も
進
出
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
を
離
れ
た
ラ
イ
ト
の
初
め
て
の
雇
用
主
と
な
る
（
一
八
八
五
―
八
八
）。
シ
ャ
ン
ド
＝
ツ
ッ
チ
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ト
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
紹
介
し
た
の
が
シ
ル
ス
ビ
ー
だ
っ
た
（
二
一
）
。
す
な
わ
ち
ボ
ス
ト
ン
の
ク
ラ
ム
、
シ
カ
ゴ
の
ラ
イ
ト
と
い
う
同
年
代
の
建
築
家
二
人
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
、
ボ
ス
ト
ン
に
発
す
る
同
じ
人
脈
を
情
報
源
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 
同
時
に
こ
の
二
都
市
の
動
向
の
並
行
性
は
、
社
会
主
義
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
、
モ
リ
ス
受
容
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ス
ト
ン
の
ラ
ス
キ
ン=
モ
リ
ス
熱
は
ま
た
シ
カ
ゴ
に
も
あ
り
、
そ
れ
は
ラ
イ
ト
の
回
顧
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
八
〇
年
末
ご
ろ
、
シ
カ
ゴ
の
「
知
的
サ
ー
ク
ル
の
な
か
で
は
善
良
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
が
目
立
っ
て
い
た
」（
二
二
）
。 
か
く
し
て
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
お
よ
び
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
こ
の
並
行
す
る
動
向
の
な
か
で
九
〇
年
代
末
に
は
国
内
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
拠
点
と
な
る
。
ノ
ー
ト
ン
を
初
代
会
長
と
す
る
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
協
会
お
よ
び
、
ラ
イ
ト
が
設
立
し
た
シ
カ
ゴ
・
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
協
会
の
設
立
は
と
も
に
一
八
九
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
研
究
者
オ
ス
カ
ー
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
ト
リ
ッ
グ
ス
〔
一
八
六
五
―
一
九
三
〇
〕
は
一
八
九
九
年
、
シ
カ
ゴ
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
・
リ
ー
グ
を
設
立
し
た
。
ま
た
エ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
バ
ー
ド
〔
一
八
五
六
―
一
九
一
五
〕
は
一
八
九
五
年
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
近
郊
の
イ
ー
ス
ト
・
オ
ー
ロ
ラ
に
芸
術
家
村
ロ
イ
ク
ロ
フ
ト
を
建
設
し
た
。
こ
れ
と
同
時
期
、
テ
ネ
シ
ー
州
で
は
〝
ラ
ス
キ
ン
・
コ
ロ
ニ
ー
〟
の
第
一
次
建
設
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
一
八
九
四
―
九
六
）。 
 『
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
』
の
非
本
質
性 
こ
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
は
、
八
〇
年
代
末
以
降
、
と
き
に
建
築
家
も
巻
き
込
ん
だ
社
会
実
験
の
想
源
と
し
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
し
か
し
、
こ
と
建
築
論
壇
の
展
開
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
評
価
が
、
建
築
理
論
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
再
考
・
再
評
価
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
シ
カ
ゴ
、
ボ
ス
ト
ン
と
い
う
三
都
市
の
建
築
論
壇
は
そ
れ
ま
で
、
相
互
干
渉
の
跡
は
み
せ
な
が
ら
も
、
各
々
異
な
る
文
脈
に
お
い
て
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
を
受
容
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
こ
の
三
都
市
を
と
り
ま
く
環
境
は
す
べ
て
、
ふ
た
た
び
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
有
効
性
を
否
定
す
る
論
調
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
働
い
た
の
で
あ
る
。 
ま
ず
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
共
通
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
都
市
に
お
け
る
建
築
論
壇
で
は
、
社
会
主
義
者=
芸
術
批
評
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン=
モ
リ
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ス
と
い
う
認
識
自
体
が
九
〇
年
代
以
降
も
さ
ほ
ど
定
着
し
な
か
っ
た
。 
こ
れ
は
そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
が
モ
リ
ス
受
容
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
。 
前
章
に
示
し
た
通
り
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
は
モ
リ
ス
の
旧
友
で
あ
り
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
も
ま
た
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
に
お
い
て
モ
リ
ス
商
会
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
デ
ザ
イ
ン
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
建
国
百
年
博
覧
会
直
後
に
も
モ
リ
ス
の
工
芸
論
と
し
て
『
装
飾
芸
術
：
そ
の
現
代
生
活
と
進
歩
と
の
関
係
』（
一
八
七
八
）（
二
三
）
の
ボ
ス
ト
ン
版
が
現
れ
、
八
〇
年
代
初
頭
に
は
工
芸
家
と
し
て
の
モ
リ
ス
を
紹
介
す
る
記
事
も
存
在
し
た
（
二
四
）
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
九
〇
年
以
前
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
は
、
モ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
や
理
論
を
積
極
的
に
説
き
勧
め
る
理
由
が
な
か
っ
た
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
建
国
百
年
博
覧
会
直
後
の
建
築
界
が
モ
リ
ス
に
か
け
た
関
心
は
古
建
築
物
保
護
協
会
（S
o
ciety fo
r th
e P
ro
tectio
n
 o
f A
n
cien
t B
u
ild
in
g
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｂ
。
一
八
七
七
年
設
立
）
の
活
動
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
（
二
五
）
、
そ
の
後
関
心
は
薄
れ
る
。 
 
他
方
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
建
築
論
壇
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
社
会
思
想
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン=
モ
リ
ス
受
容
自
体
が
観
察
さ
れ
な
い
。
工
芸
家
と
し
て
の
モ
リ
ス
の
紹
介
が
建
築
論
壇
で
本
格
的
に
行
わ
れ
た
の
も
世
紀
末
に
な
っ
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
モ
リ
ス
没
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
寄
稿
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
芸
術
」（
一
八
九
八
）（
二
六
）
ご
ろ
と
極
め
て
遅
い
。 
モ
リ
ス
受
容
と
並
行
し
た
九
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
は
一
面
に
お
い
て
、
一
八
九
二
年
に
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
』
（
二
七
）
の
受
容
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
の
『
遍
歴
の
騎
士
』
に
リ
ー
が
寄
稿
し
た
「
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
氏
の
作
品
に
示
さ
れ
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
美
に
つ
い
て
」（
一
八
九
二
）（
二
八
）
は
同
書
の
刊
行
後
す
ぐ
に
こ
れ
を
図
版
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
も
無
論
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
芸
術
」
の
な
か
で
同
書
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
ま
で
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
と
き
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
』
が
国
内
、
特
に
東
海
岸
の
建
築
論
壇
で
新
た
な
指
標
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
れ
ば
、「『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
二
巻
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
本
質
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
有
名
な
一
章
は
一
八
五
三
年
の
出
版
時
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
引
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
人
間
の
手
引
き
」（
二
九
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
「
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
説
明
と
し
て
は
全
く
不
適
当
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
実
際
、
件
の
著
者
は
こ
の
様
式
の
本
質
で
あ
る
構
造
的
な
部
分
を
全
く
考
え
て
い
な
い
」（
三
〇
）
か
ら
で
あ
る
。 
 
東
海
岸
で
は
構
造
の
合
理
性
の
文
脈
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
す
る
こ
と
は
六
〇
年
代
半
ば
よ
り
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
中
西
部
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
リ
ッ
カ
ー
は
一
八
八
七
年
、
国
内
の
建
築
教
育
論
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
建
築
の
質
が
高
い
こ
と
を
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
帰
し
、
そ
れ
が
「
四
半
世
紀
の
若
き
建
築
家
た
ち
に
働
き
か
け
、
彼
ら
を
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
最
高
傑
作
に
導
く
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
彼
ら
に
設
計
と
構
造
を
教
え
」（
三
一
）
た
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。
ほ
か
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
、
シ
カ
ゴ
の
建
築
家
に
と
っ
て
、
建
築
設
計
の
「
第
一
の
そ
し
て
最
高
の
原
理
は
ラ
ス
キ
ン
が
真
実
の
燈
と
呼
び
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
デ
ュ
ク
マ
マ
が
誠
実
と
呼
ん
だ
も
の
」（
三
二
）
で
あ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。 
第
二
章
に
す
で
に
示
し
た
通
り
、
中
西
部
の
建
築
論
壇
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
七
〇
年
代
初
頭
に
も
工
業
美
論
の
推
進
の
た
め
に
援
用
さ
れ
て
い
た
。
八
〇
年
代
末
以
降
の
社
会
思
想
家
ラ
ス
キ
ン
の
受
容
に
い
た
る
ま
で
、
中
西
部
で
は
そ
の
後
も
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
す
る
否
定
的
な
解
釈
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
は
な
い
。
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
」（
一
八
八
八
）
を
発
表
し
「
彼
の
芸
術
批
評
は
〔
…
〕
根
本
的
に
、
取
り
返
し
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の
つ
か
な
い
ほ
ど
に
間
違
っ
て
い
る
」（
三
三
）
と
痛
罵
し
た
さ
い
に
す
ら
、
シ
カ
ゴ
の
『
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
誌
に
よ
る
抜
粋
記
事
は
ラ
ス
キ
ン
の
人
柄
の
よ
さ
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
（
三
四
）
。 
 
 
シ
カ
ゴ
の
九
〇
年
代
と
ラ
イ
ト
の
ラ
ス
キ
ン
受
容 
こ
の
よ
う
に
、
九
〇
年
以
前
の
シ
カ
ゴ
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ボ
ス
ト
ン
以
上
に
肯
定
的
な
援
用
先
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
を
受
容
す
る
素
地
が
整
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
先
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
ラ
イ
ト
の
言
及
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
か
く
し
て
シ
カ
ゴ
で
は
、
建
築
論
壇
に
お
い
て
も
社
会
思
想
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン=
モ
リ
ス
が
よ
り
よ
く
受
容
さ
れ
た
。 
た
だ
し
同
地
に
お
い
て
も
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
肯
定
的
な
援
用
は
九
〇
年
代
を
通
じ
て
無
く
な
っ
て
い
く
。
当
地
の
建
築
論
壇
の
動
向
が
他
分
野
・
他
所
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
と
の
動
的
な
関
連
を
も
っ
た
こ
と
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
も
は
や
、
建
築
生
産
の
後
進
性
の
象
徴
と
な
り
果
せ
る
の
で
あ
る
。 
ソ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
〔
一
八
五
七
―
一
九
二
九
〕
が
当
時
新
設
の
シ
カ
ゴ
大
学
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
と
な
る
の
は
一
八
九
二
年
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
彼
が
『
有
閑
階
級
の
理
論
』（
一
八
九
九
）（
三
五
）
を
発
表
す
る
ま
で
の
十
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
み
た
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
の
理
論
に
は
本
質
的
な
疑
義
が
き
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
地
で
は
、
九
〇
年
ご
ろ
に
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
が
称
揚
さ
れ
た
、
社
会
思
想
家
と
し
て
の
文
脈
自
体
の
な
か
に
お
い
て
、
両
者
の
理
論
の
無
効
性
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
そ
の
著
作
の
中
で 
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
当
時
非
常
に
熱
心
な
広
報
と
な
っ
た
下
手
物
ザ
・
デ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
礼
賛
」（
三
六
）
を
「
顕
示
的
浪
費
コ
ン
ス
ピ
キ
ュ
ア
ス
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の
象
徴
と
し
て
悪
し
ざ
ま
に
描
い
た
。
そ
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
機
械
作
業
と
手
作
業
を
見
分
け
る
指
標
は
そ
の
不
完
全
性
に
あ
り
、
こ
の
両
者
に
推
進
さ
れ
た
手
作
業
は
そ
の
不
完
全
性
に
よ
っ
て
こ
そ
高
価
値
を
も
つ
。
そ
う
し
て
「
彼
ら
の
時
代
以
降
、
こ
の
根
拠
に
基
づ
い
て
粗
雑
と
徒
労
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
始
ま
り
進
展
し
た
」（
三
七
）
事
情
は
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
が
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
機
械
製
製
品
の
概
観
は
手
作
り
の
品
物
と
比
較
す
る
と
お
し
な
べ
て
出
来
栄
え
が
高
く
デ
ザ
イ
ン
の
細
部
施
工
の
精
度
も
高
い
」（
三
八
）
上
に
、
か
つ
廉
価
だ
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
に
は
両
者
の
取
り
組
み
を
擁
護
す
べ
き
理
由
は
な
か
っ
た
。 
そ
う
し
て
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
論
は
、
ラ
イ
ト
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
論
に
直
ち
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ラ
イ
ト
が
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
か
ら
の
影
響
を
明
示
し
た
の
は
一
九
一
〇
年
の
「
個
人
の
主
権
」（
三
九
）
で
あ
る
。
こ
の
と
き
ラ
イ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
悪
趣
味
を
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
、
す
な
わ
ち
ボ
ザ
ー
ル
と
〝
荘
園
マ
ナ
ー
〟
の
表
層
的
な
模
倣
に
類
型
化
し
、
そ
の
後
者
に
「
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
の
理
念
」（
四
〇
）
を
当
て
は
め
そ
れ
を
「
我
々
の
〝
顕
示
的
浪
費
コ
ン
ス
ピ
キ
ュ
ア
ス
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
〟
の
最
も
典
型
的
な
例
」（
四
一
）
に
挙
げ
た
。 
こ
の
と
き
ラ
イ
ト
は
「
ソ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
を
読
め
」（
四
二
）
と
読
者
を
促
し
、
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
受
容
を
推
進
力
と
し
た
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
に
明
確
に
対
立
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
先
だ
つ
一
九
〇
一
年
の
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
講
演
「
機
械
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
」（
四
三
）
に
は
、
彼
の
よ
り
複
雑
な
両
面
感
情
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 
と
い
う
の
も
、
彼
は
そ
の
論
の
な
か
で
、「
す
べ
て
の
芸
術
家
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
を
愛
し
褒
め
た
た
え
る
」（
四
四
）
、「
芸
術
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
彼
は
偉
大
な
る
道
徳
家
ラ
ス
キ
ン
と
と
も
に
偉
大
な
る
社
会
主
義
者
と
し
て
歴
史
の
な
か
に
生
き
る
だ
ろ
う
」（
四
五
）
と
賛
辞
を
送
り
な
が
ら
も
、「
個
人
の
主
権
」
と
同
様
の
論
旨
で
両
者
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
機
械
は
芸
術
の
高
き
理
想
、
世
界
が
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
高
い
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
四
六
）
と
主
張
す
る
ラ
イ
ト
に
と
っ
て
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
弟
子
た
ち
が
逆
の
見
解
に
固
執
し
て
い
る
」（
四
七
）
現
状
は
後
進
性
の
象
徴
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 
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こ
こ
で
あ
え
て
モ
リ
ス
の
〝
弟
子
の
〟
瑕
疵
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
同
論
で
ラ
イ
ト
は
モ
リ
ス
、
ラ
ス
キ
ン
本
人
の
こ
と
を
表
面
上
あ
く
ま
で
顕
彰
す
る
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ラ
イ
ト
は
、
両
者
が
「
芸
術
家
を
信
奉
し
た
」（
四
八
）
こ
と
を
由
々
し
い
も
の
と
受
け
止
め
、
事
実
上
そ
の
芸
術
観
を
根
本
か
ら
否
定
し
て
い
た
。
以
下
の
言
明
は
、
そ
の
よ
う
な
二
面
性
か
ら
、
手
仕
事
を
手
仕
事
の
ゆ
え
に
誇
る
〝
芸
術
家
〟
に
は
も
は
や
存
在
意
義
が
な
い
こ
と
を
断
じ
た
も
の
で
あ
る
。
―
― 
 
当
時
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
ラ
ス
キ
ン
が
〝
近
代
性
〟
と
〝
機
械
〟
に
対
し
て
抱
い
た
感
情
は
尤
も
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
感
情
を
い
ま
抱
く
芸
術
家
に
と
っ
て
の
最
善
は
、
自
分
た
ち
が
ま
だ
偉
大
な
仕
事
が
で
き
る
場
所
で
、
社
会
学
的
に
考
え
て
待
ち
、
働
く
こ
と
だ
。
芸
術
活
動
の
分
野
で
は
彼
ら
は
明
ら
か
な
害
を
及
ぼ
す
。
今
ま
で
に
も
す
で
に
、
彼
ら
は
救
い
よ
う
の
な
い
色
々
な
損
害
を
与
え
て
き
た
。（
四
九
） 
 
ラ
イ
ト
と
同
様
の
両
面
感
情
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
同
時
期
の
ク
ラ
ム
の
文
筆
に
も
表
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ム
は
か
つ
て
『
遍
歴
の
騎
士
』
創
刊
号
に
お
い
て
、
自
身
の
「
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
回
復
」（
五
〇
）
の
理
念
を
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
お
よ
び
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
三
人
に
託
し
、当
時
自
身
を
も
苛
ん
で
い
た
デ
カ
ダ
ン
ス（
五
一
）
の
克
服
を
唱
導
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
を
経
た
の
ち
、
再
び
ア
メ
リ
カ
建
築
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
功
績
を
語
る
と
き
、
ク
ラ
ム
は
彼
の
人
格
を
こ
の
よ
う
に
描
い
た
。
―
― 
 
彼
は
驚
く
べ
き
才
能
を
有
し
た
、
芸
術
上
の
非
凡
な
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
者
だ
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
ご
と
く
狭
量
な
。
誠
実
で
、
熱
意
に
あ
ふ
れ
、
刺
激
的
で
、
史
上
も
っ
と
も
信
用
な
ら
な
い
建
築
批
評
家
・
建
築
論
者
。
し
か
し
彼
は
、
何
千
年
に
ひ
と
り
居
る
か
居
な
い
か
の
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
ほ
ど
の
説
得
力
の
あ
る
言
語
能
力
に
恵
ま
れ
て
い
た
。（
五
二
） 
 ク
ラ
ム
の
協
働
者
の
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
は
、
八
〇
年
代
半
ば
の
『
ボ
ス
ト
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
』（
五
三
）
以
降
に
展
開
さ
れ
た
ク
ラ
ム
の
文
筆
の
特
徴
を「
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
だ
が
き
わ
め
て
仰
々
し
い
ラ
ス
キ
ニ
ズ
ム
」（
五
四
）
と
形
容
し
た
。
し
か
し
そ
の
特
質
と
、
ク
ラ
ム
自
身
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
・
態
度
の
変
遷
と
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
ク
ラ
ム
も
ま
た
時
代
相
を
反
映
し
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
矛
盾
し
た
表
象
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
 
ザ
・
フ
レ
ン
チ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
：
一
八
三
三
―
一
九
二
二 
最
後
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
敵
意
の
反
面
、
ラ
イ
ト
と
ク
ラ
ム
の
両
者
は
、
自
ら
の
設
計
原
理
を
明
確
に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
原
理
に
据
え
て
い
た
。
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
の
言
説
あ
る
い
は
人
格
に
対
す
る
非
難
、
懐
古
趣
味
に
対
す
る
蔑
視
は
無
論
、
た
だ
ち
に
広
義
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
そ
の
も
の
の
否
定
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
の
「
個
人
の
主
権
」
は
当
時
中
世
主
義
者
と
見
做
さ
れ
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
の
影
響
に
対
す
る
論
難
を
ひ
と
つ
の
論
点
と
し
て
い
た
反
面
、
現
代
の
「
蘇
っ
た
リ
バ
イ
ブ
ド
ゴ
シ
ッ
ク
」（
五
五
）
に
対
す
る
信
仰
告
白
で
も
あ
り
、
こ
の
潮
流
の
な
か
で
の
「
建
築
家
と
は
、
自
ら
の
任
務
の
本
質
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
を
心
に
描
く
こ
と
で
内
側
か
ら
自
己
統
御
を
行
う
人
間
で
あ
る
」
（
五
六
）
と
い
う
自
己
規
定
の
論
と
も
な
っ
て
い
た
。
一
方
ク
ラ
ム
は
、
ラ
イ
ト
と
お
よ
そ
同
時
期
に
拾
遺
論
集
と
し
て
『
ゴ
シ
ッ
ク
・
ク
エ
ス
ト
』（
五
七
）
を
発
表
し
、
そ
の
序
文
の
な
か
で
、
自
身
の
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
聖
杯
伝
説
に
な
ぞ
ら
え
た
。
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ゴシックの死か再生 
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
ム
が
「
馬
を
走
ら
せ
る
の
は
、〔
…
〕
人
間
で
は
な
く
神
の
特
性
で
あ
り
、
か
つ
肉
と
血
の
目
に
は
知
覚
さ
れ
な
い
美
と
真
実
」（
五
八
）
に
ま
み
え
る
た
め
の「
至
福
直
感
ビ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
（
五
九
）
。 
 
彼
ら
は
十
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
の
な
か
で
も
、
最
も
明
示
的
に
ゴ
シ
ッ
ク
主
義
者
を
自
認
し
た
二
人
で
あ
り
、
特
に
ク
ラ
ム
は
一
九
〇
二
年
に
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
軍
事
学
校
（F
ig
.4
1
）
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
勝
利
し
て
以
降
、
文
筆
に
お
い
て
も
実
践
に
お
い
て
も
、
二
十
世
紀
最
大
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
と
な
る
。 
そ
し
て
市
井
の
建
築
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ザ
ー
ル
が
全
盛
を
誇
っ
た
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
特
定
の
分
野
で
は
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
様
式
表
現
の
上
で
も
議
論
の
上
で
も
、
こ
の
二
人
の
個
人
的
な
信
条
を
超
え
て
継
続
し
て
い
た
。 
十
九
世
紀
末
か
ら
こ
の
点
で
理
論
と
実
践
双
方
の
焦
点
と
さ
れ
た
の
は
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
機
関
の
建
築
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
末
の
一
八
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
一
九
二
〇
年
代
末
の
世
界
恐
慌
ご
ろ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
建
築
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
主
流
の
ひ
と
つ
を
占
め
、
そ
れ
は
当
時
か
ら
〝
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
と
呼
ば
れ
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
に
ひ
と
つ
の
言
説
空
間
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。 
 
こ
の
様
式
の
発
展
を
通
史
的
に
考
察
し
た
先
行
研
究
に
は
グ
レ
ン
・
パ
ッ
ト
ン
、
カ
ル
ダ
ー
・
ロ
ス
、
ポ
ー
ル
・
Ｖ
・
タ
ー
ナ
ー
ら
の
先
行
研
究
（
六
〇
）
が
あ
り
、
特
に
タ
ー
ナ
ー
研
究
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
建
築
全
般
の
歴
史
的
展
開
を
論
じ
た
浩
瀚
な
通
史
と
し
て
、
以
後
の
研
究
の
重
要
な
参
照
点
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
ロ
ス
の
研
究
は
取
り
上
げ
る
作
例
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
の
作
例
を
大
学
建
築
と
し
て
類
型
化
せ
ず
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
一
般
の
な
か
に
組 
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み
込
ん
だ
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
ほ
か
個
別
研
究
と
し
て
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
パ
ス
史
も
一
九
八
〇
年
代
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
特
定
分
野
の
歴
史
研
究
は
今
な
お
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。 
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
乏
し
い
研
究
史
の
な
か
で
も
、
術
語
の
定
義
に
ま
つ
わ
る
認
識
は
深
ま
っ
た
と
い
え
る
。
パ
ッ
ト
ン
の
段
階
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
・
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
大
学
建
築
の
模
倣
を
主
要
素
と
み
な
す
、
様
式
的
に
厳
密
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
タ
ー
ナ
ー
研
究
は
、
対
象
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
が
「
あ
る
種
の
中
世
主
義
と
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
和
解
」（
六
一
）
の
過
程
を
辿
っ
た
こ
と
を
、
豊
富
な
事
例
を
も
と
に
例
証
し
て
い
る
。
タ
ー
ナ
ー
は
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
修
道
院
生
活
を
範
と
し
た
中
庭
型
校
舎
で
あ
る
こ
と
を
狭
義
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
第
一
要
件
と
し
な
が
ら
も
、「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
図
像
的
意
味
は
あ
る
時
に
は
入
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
」（
六
二
）
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。 
タ
ー
ナ
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
、
対
象
年
代
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
が
ア
メ
リ
カ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
史
に
も
つ
共
時
的
な
意
義
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
通
時
的
に
は
、
こ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
動
向
は
依
然
と
し
て
、
そ
の
直
前
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
は
全
く
別
個
の
、
固
有
の
背
景
を
有
す
る
断
絶
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
も
大
学
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
は
建
て
ら
れ
て
お
り「
長
い
伝
統
が
あ
る
こ
と
は
立
証
さ
れ
て
い
る
」（
パ
ッ
ト
ン
）（
六
三
）
。
こ
の
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
十
九
世
紀
末
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
が
み
せ
た
表
現
の
変
化
は
、
同
時
代
的
な
原
因
と
同
時
に
、
歴
史
的
主
体
に
よ
る
歴
史
解
釈
お
よ
び
様
式
観
の
変
化
と
併
せ
て
、
そ
れ
以
前
の
動
向
と
連
続
し
た
現
象
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
本
章
で
は
以
下
、
こ
の
問
題
意
識
か
ら
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
成
立
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
特
に
参
照
さ
れ
る
の
は
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
関
係
す
る
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
批
評
、
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ア
メ
リ
カ
建
築
の
展
開
を
直
近
の
過
去
に
有
し
、
か
つ
〝
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
概
念
の
形
成
と
普
及
（
あ
る
い
は
批
判
）
に
直
接
関
与
し
た
論
客
に
よ
る
言
及
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
同
時
代
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
の
表
現
を
通
じ
て
彼
ら
が
過
去
と
現
代
に
い
か
な
る
関
連
性
を
見
出
し
て
い
た
か
と
い
う
、
論
壇
形
成
の
当
事
者
に
よ
る
歴
史
認
識
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 
そ
の
さ
い
本
論
で
は
〝
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
の
定
義
を
最
広
義
に
と
り
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
一
九
二
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
お
い
て
〝
大
学
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
〟
で
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
建
築
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
全
般
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
無
論
、
同
時
代
の
論
壇
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
ず
と
も
、
明
ら
か
に
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
採
用
し
た
新
し
い
校
舎
や
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
存
在
す
る
。
し
か
し
本
論
で
そ
れ
ら
が
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
様
式
を
め
ぐ
る
論
争
が
下
火
と
な
っ
た
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
作
例
に
限
る
。 
 カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
前
史 
ア
メ
リ
カ
で
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
が
建
て
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
十
九
世
紀
初
頭
の
こ
と
だ
が
（
六
四
）
、
こ
の
様
式
が
大
学
校
舎
の
た
め
に
一
般
的
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
初
期
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
に
は
、
Ａ
・
Ｊ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
校
舎
（
一
八
三
三
）（F
ig
.4
4
）
を
筆
頭
と
し
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
（
ゴ
ア
・
ホ
ー
ル
、
Ｒ
・
ボ
ン
ド
設
計
、
一
八
三
八
）、
イ
エ
ー
ル
大
学
（
図
書
館
、
Ｈ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
設
計
、
一
八
四
二
―
四
五
）（F
ig
.4
3
）、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
（
レ
ノ
ッ
ク
ス
図
書
館
、
一
八
四
三
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
由
大
学
（
Ｊ
・
レ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ニ
ア
設
計
、
一
八
四
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
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多
く
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
大
学
で
用
い
ら
れ
た
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
へ
の
参
照
が
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
校
舎
は
「
原
型
で
あ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
建
築
を
十
二
分
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
」（
六
五
）
だ
け
の
形
式
の
類
似
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
出
発
点
と
見
做
さ
れ
た
。 
 
十
九
世
紀
末
の
回
顧
に
よ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
建
築
は
四
〇
年
代
以
降
ほ
ぼ
す
べ
て
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
明
け
渡
さ
れ
た
」（
六
六
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
新
築
校
舎
は
多
く
の
場
合
が
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
採
用
し
た
。
し
か
し
四
〇
年
代
末
か
ら
は
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
ほ
ぼ
独
占
的
な
人
気
を
誇
っ
た
た
め
、
大
学
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
表
現
に
も
、
こ
の
時
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
反
映
し
た
変
化
が
起
こ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
か
ら
特
に
模
範
と
さ
れ
た
の
は
、『
建
築
の
七
燈
』
や
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
に
示
さ
れ
る
、
建
材
の
自
然
色
を
装
飾
に
活
か
し
た
積
石
造
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
あ
る
。
そ
の
応
用
例
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
な
か
で
も
特
に
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
大
学
建
築
に
限
ら
ず
、
教
会
を
含
む
公
共
建
築
で
も
当
時
広
く
試
行
さ
れ
た
。
一
八
五
〇
年
代
以
降
で
こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
大
学
建
築
に
は
、
初
期
の
も
の
に
ノ
ッ
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
（
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
ッ
カ
ー
マ
ン
・
ポ
ッ
タ
ー
設
計
、
一
八
五
八
―
七
九
）
や
ス
ト
リ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
（
イ
エ
ー
ル
大
学
、
ワ
イ
ト
設
計
、
一
八
六
四
）
な
ど
数
例
が
あ
る
。 
建
築
批
評
に
関
し
て
は
、
一
八
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
大
学
建
築
に
対
す
る
提
言
」（
六
七
）
が
、
大
学
建
築
に
関
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
援
用
し
た
最
初
期
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
論
者
は
『
建
築
の
七
燈
』
の
「
奉
献
の
燈
」「
力
の
燈
」「
真
実
の
燈
」
の
三
原
則
を
援
用
し
、
大
ぶ
り
の
石
材
に
よ
っ
て
本
格
的
な
積
石
造
で
建
て
ら
れ
た
ア
ラ
ム
ナ
イ
・
ホ
ー
ル
（
イ
エ
ー
ル
大
学
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
設
計
、
一
八
五
一
―
五
三
）
の
「
古
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
魂
」（
六
八
）
を
讃
え
た
。 
し
か
し
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
建
設
活
動
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
復
員
兵
を
含
む
生
徒
数
の
増
加
や
産
業
資
本
家
の
富
の
増
大
を
み
た
南
北
戦
争
終
結
後
の
こ
と
で
あ
る
（
六
九
）
。
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
ウ
ェ
ア
＋
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
設
計
、
一
八
六
六
―
七
八
）
や
フ
ァ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル
（
イ
エ
ー
ル
大
学
、
ス
タ
ー
ジ
ス
設
計
、
一
八
六
九
）
は
こ
の
新
し
い
建
設
活
動
の
嚆
矢
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
（
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
は
特
に
こ
の
時
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
的
建
築
表
現
の
実
験
場
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
・
ポ
ッ
タ
ー
〔
一
八
四
二
―
一
九
〇
九
〕
に
よ
る
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
（
一
八
七
一
―
七
三
）（F
ig
.4
2
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
ハ
ン
ト
の
マ
レ
イ
・
シ
ア
タ
ー
（
一
八
七
九
）
や
マ
ル
カ
ン
ド
・
チ
ャ
ペ
ル
（
一
八
八
一
―
八
二
）
な
ど
、
明
ら
か
な
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
積
石
造
の
ゴ
シ
ッ
ク
が
建
設
さ
れ
た
。 
し
か
し
こ
れ
ら
の
校
舎
群
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
一
般
の
流
行
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
一
般
の
表
現
で
あ
る
こ
と
に
止
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
特
に
大
学
の
校
舎
の
表
現
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
個
別
の
建
築
表
現
の
実
験
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
こ
の
た
め
十
九
世
紀
末
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
一
般
の
傾
向
と
し
て
、
論
客
は
「
ラ
ス
キ
ン
の
長
説
法
に
よ
っ
て
宣
伝
さ
れ
た
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
概
し
て
『
個
性
』
を
引
き
出
す
こ
と
を
と
り
わ
け
重
視
し
、
礼
譲
や
統
一
性
を
排
除
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
」（
七
〇
）
と
い
う
点
を
非
難
の
矛
先
と
し
た
。 
ま
た
十
九
世
紀
末
以
前
の
大
学
校
舎
の
多
く
は
、
既
存
の
校
舎
を
含
め
た
周
辺
環
境
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
に
、
広
大
な
敷
地
に
独
立
し
て
新
築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
十
九
世
紀
末
に
は
、
個
別
作
品
と
し
て
の
個
性
の
強
調
と
共
に
、
こ
の
一
体
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
欠
如
も
批
判
さ
れ
た
（
七
一
）
。
す
な
わ
ち
、
前
時
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
無
計
画
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
が
最
も
便
利
そ
う
な
場
所
、
つ
ま
り
最
も
よ
く
見
え
る
場
所
に
置
か
れ
た
〔
…
〕
一
体
的
な
効
果
も
、
グ
ル
ー
プ
・ 
198 
 
 
 
 
Fig.44 ニューヨーク大学（A. J. デイヴィス、1833） 
Fig.42 チャンセラー・グリーン（W. A. ポッター、
1871-73） 
Fig.43 イエール大学図書館（現ドワイト・ホール、Ｈ・オースティン、1842-45） 
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Fig.45 シカゴ大学計画案（H. I. コッブ、1891） 
Fig.46トリニティ大学計画案（W. バージェス、1873） 
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プ
ラ
ン
も
な
い
」（
七
二
）
も
の
だ
っ
た
。 
 
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
大
学
の
敷
地
に
広
大
な
実
験
場
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
試
行
さ
れ
た
表
現
形
式
は
多
様
で
あ
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
れ
ら
同
士
に
調
和
を
も
た
ら
す
設
計
手
法
が
乏
し
か
っ
た
。 
 
こ
の
状
況
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
先
だ
ち
、
の
ち
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
特
質
と
な
る
幾
つ
か
の
要
素
が
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
す
で
に
萌
芽
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。 
中
庭
型
の
一
体
的
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
手
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
〔
一
八
二
七
―
一
八
八
一
〕
に
よ
る
、
一
八
七
三
年
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
計
画
案
（F
ig
.4
6
）
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
巨
大
な
中
庭
型
校
舎
が
一
列
に
連
な
り
、
建
物
の
長
軸
上
に
図
書
館
お
よ
び
礼
拝
堂
を
戴
く
案
を
提
案
し
た
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
は
本
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
入
さ
れ
た
こ
の
案
に
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
魂
」（
七
三
）
を
読
み
と
っ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
七
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
し
て
は
規
模
を
超
過
し
て
お
り
、
予
算
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
一
部
の
実
現
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
案
を
参
照
し
た
同
様
の
中
庭
型
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
の
ち
の
大
規
模
な
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
発
端
と
な
る
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
実
現
さ
れ
る
（F
ig
.4
5
）（
七
四
）
。 
 
七
〇
年
代
に
実
現
し
た
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
て
他
に
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
前
章
に
挙
げ
た
、
ヘ
イ
ト
に
よ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ホ
ー
ル
（
一
八
七
九
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
特
徴
づ
け
る
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
へ
の
回
帰
、
色
彩
と
装
飾
の
抑
制
と
い
っ
た
特
質
を
備
え
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
後
代
の
参
照
点
と
な
っ
た
。
ポ
リ
ク
ロ
ー
ム
で
装
飾
を
重
視
し
た
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
離
脱
と
い
う
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
一
般
的
傾
向
を
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
範
疇
で
い
ち
早
く
試
行
し
た
の
が
ヘ
イ
ト
で
あ
る
。 
十
九
世
紀
末
の
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
ヘ
イ
ト
に
よ
る
一
八
七
〇
年
以
前
の
あ
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
応
募
案
を
「
ラ
ス
キ
ネ
ス
ク
」
に
も
関
わ
ら
ず
禁
欲
的
な
表
現
で
、
ポ
リ
ク
ロ
ー
ム
で
も
な
い
と
い
う
点
で
記
憶
し
て
い
た
（
七
五
）
。
そ
し
て
ヘ
イ
ト
は
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
の
ち
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
校
舎
（
一
八
七
四
）
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
を
大
胆
に
使
用
し
、
装
飾
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
て
き
わ
め
て
異
例
な
」（
七
六
）
表
現
を
模
索
し
た
。
こ
の
よ
う
な
遷
移
期
を
経
て
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ホ
ー
ル
で
は
「
厳
密
に
〝
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
〟
な
、
と
て
も
興
味
深
い
建
物
で
、
昔
に
建
て
ら
れ
た
非
常
識
な
建
物
を
囲
み
隠
し
」
（
七
七
）
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
様
式
装
飾
は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
た
。 
こ
の
校
舎
は
鉄
道
敷
設
に
伴
う
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に
よ
っ
て
竣
工
間
も
な
く
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
ヘ
イ
ト
が
こ
こ
で
導
入
し
た
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
そ
の
後
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
築
家
た
ち
の
参
照
点
と
な
り
、
自
身
や
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
の
設
計
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
多
数
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。 
こ
う
し
て
ヘ
イ
ト
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
「
こ
の
国
で
ゴ
シ
ッ
ク
・
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
様
式
を
最
初
に
導
入
し
た
」（
七
八
）
人
物
で
あ
る
と
も
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
 カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
背
景 
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
そ
れ
ま
で
の
個
別
的
な
建
設
か
ら
様
変
わ
り
し
、
中
庭
型
を
基
調
と
し
た
一
体
的
な
〝
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
〟
と
し
て
構
想
・
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
般
的
な
現
象
と
し
て
、
大
規
模
な
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
は
こ
の
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
末
期
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
に
は
、
こ
の
時
期
の
大
学
経
営
の
状
況
を
取
り
巻
く
三
つ
の
大
き
な
要
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因
が
影
響
し
て
い
た 
第
一
に
、
南
北
戦
争
以
降
に
お
け
る
、
高
等
教
育
機
関
の
学
生
数
の
大
幅
な
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
（
七
九
）
。
ア
メ
リ
カ
で
学
生
数
の
統
計
が
と
ら
れ
始
め
た
の
は
一
八
六
九
年
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
時
点
で
六
万
人
程
度
だ
っ
た
学
生
は
一
八
九
〇
年
頃
に
は
三
倍
弱
と
な
り
、
一
九
〇
〇
年
時
点
で
は
二
十
四
万
人
に
達
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
教
育
機
関
の
数
も
増
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
も
続
く
こ
の
指
数
関
数
的
な
学
生
数
の
増
加
に
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。
学
生
収
容
の
問
題
は
、
実
際
的
な
問
題
と
し
て
大
学
経
営
の
要
だ
っ
た
。 
ま
た
次
に
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
校
舎
の
建
設
は
、
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
に
生
ま
れ
た
資
本
家
の
莫
大
な
額
の
寄
付
金
に
支
え
ら
れ
て
い
た
（
八
〇
）
。
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
商
工
業
の
発
達
に
伴
い
、
慈
善
家
が
高
等
研
究
機
関
の
設
立
や
寄
付
に
投
ず
る
金
額
は
非
常
な
勢
い
で
増
加
し
て
い
っ
た
。
エ
ズ
ラ
・
コ
ー
ネ
ル
に
よ
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
設
立
（
一
八
六
五
）
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
夫
妻
に
よ
る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
設
立
（
一
八
九
一
）
の
あ
い
だ
に
、
彼
ら
が
投
入
す
る
私
財
は
指
数
関
数
的
な
増
加
を
み
せ
（
五
十
万
ド
ル
か
ら
二
千
万
ド
ル
）、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
最
初
の
一
体
的
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
例
と
な
っ
た
シ
カ
ゴ
大
学
も
、
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
か
ら
三
千
万
ド
ル
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
。
他
大
学
に
お
い
て
も
十
九
世
紀
末
以
降
の
寄
付
額
は
大
幅
に
上
昇
し
た
。
大
規
模
な
建
設
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。 
 
学
生
数
の
増
加
と
そ
れ
に
対
応
し
う
る
建
設
費
の
獲
得
は
、
当
時
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
発
の
必
要
性
と
可
能
性
を
与
え
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
機
会
に
実
質
的
な
手
段
を
与
え
た
の
が
、
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
採
用
さ
れ
た
都
市
計
画
手
法
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
由
来
の
、
軸
性
と
対
称
性
を
基
調
と
し
た
大
ス
ケ
ー
ル
の
幾
何
学
的
設
計
シ
ス
テ
ム
が
ア
メ
リ
カ
に
移
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
以
降
、
こ
の
手
法
は
国
内
開
催
の
博
覧
会
の
多
く
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
井
の
建
築
活
動
に
お
い
て
は
、
こ
の
万
国
博
覧
会
で
も
た
ら
さ
れ
た
都
市
計
画
手
法
を
活
か
し
、
大
規
模
な
街
区
開
発
を
目
的
と
す
る
「
シ
テ
ィ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
始
ま
る
。
そ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」（
八
一
）
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
始
め
た
の
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
従
来
個
別
に
無
秩
序
に
建
て
ら
れ
て
き
た
校
舎
群
へ
の
反
省
と
し
て
、「
建
物
と
建
物
、
ま
た
建
物
と
敷
地
の
自
然
環
境
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
」（
八
二
）
を
目
標
と
し
た
「
カ
レ
ッ
ジ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
れ
ま
で
に
も
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
（
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
設
計
、
一
八
一
七
―
一
八
二
六
）
を
筆
頭
と
す
る
幾
何
学
的
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
存
在
し
た
。
し
か
し
万
国
博
覧
会
の
〝
ホ
ワ
イ
ト
・
シ
テ
ィ
〟
に
用
い
ら
れ
た
手
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
手
法
で
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
対
応
で
き
た
規
模
を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
複
雑
な
計
画
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
八
三
）
。 
こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
大
規
模
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
は
、
需
要
、
資
本
、
方
法
と
い
う
三
要
件
が
揃
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
最
初
期
に
は
、
ボ
ザ
ー
ル
の
計
画
手
法
と
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
築
表
現
は
ま
だ
融
和
し
て
い
な
か
っ
た
。 
 
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
盛
隆
か
ら
、
ボ
ザ
ー
ル
を
範
と
し
た
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
あ
る
い
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
転
換
点
で
あ
り
、
そ
の
潮
流
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
移
設
キ
ャ
ン
パ
ス
（
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
設
計
、
一
八
九
三
―
一
九
〇
〇
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
式
選
択
や
設
計
手
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
次
に
挙
げ
る
『
今
日
の
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
二
八
）
中
の
エ
ジ
ェ
ル
の
言
及
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ザ
ー
ル
盛
隆
を
語
る
さ
い
の
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
常
套
的
記
述
で
あ
る
。
―
― 
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ロ
マ
ン
主
義
リ
バ
イ
バ
ル
以
降
、
合
衆
国
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
は
死
に
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会
後
の
九
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
が
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
国
家
様
式
と
す
る
よ
う
転
向
し
て
か
ら
は
い
さ
さ
か
疎
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
は
主
に
教
会
の
な
か
で
生
き
延
び
た
の
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
に
建
て
ら
れ
た
多
く
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
犯
し
た
愚
行
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
不
人
気
も
尤
も
な
こ
と
だ
っ
た
。（
八
四
） 
 
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
時
期
に
も
、
大
学
建
築
や
教
会
建
築
で
は
依
然
と
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
尊
ば
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
末
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
一
八
三
〇
年
代
以
降
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
シ
カ
ゴ
博
覧
会
と
前
後
し
て
、
世
俗
建
築
、
特
に
公
共
建
築
に
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、「
そ
の
間
に
も
、
大
学
建
築
に
関
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
は
相
応
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
式
建
築
を
実
践
す
る
最
左
翼
だ
け
だ
っ
た
」（
ス
カ
イ
ラ
ー
、
一
九
一
一
）（
八
五
）
。 
 カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
特
質 
し
か
し
十
九
世
紀
末
以
降
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
建
設
予
算
の
爆
発
的
上
昇
の
ほ
か
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
へ
の
移
行
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
庭
型
校
舎
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ザ
ー
ル
的
計
画
手
法
の
導
入
を
み
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。 
そ
れ
ま
で
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
主
導
し
て
い
た
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
二
十
世
紀
初
頭
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
「
特
に
広
範
囲
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
非
常
に
自
由
で
『
折
衷
的
』」（
ス
カ
イ
ラ
ー
）（
八
六
）
な 
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語
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
過
去
の
建
築
家
た
ち
が
、
と
き
に
ゴ
シ
ッ
ク
に
限
ら
な
い
、
歴
史
的
、
同
時
代
的
な
様
々
な
参
照
源
を
用
い
て
現
代
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
的
表
現
の
可
能
性
を
模
索
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
言
及
で
あ
る
。 
一
方
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
そ
れ
に
代
わ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
が
主
な
参
照
源
と
さ
れ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
の
批
評
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
の
伝
統
」（
八
七
）
を
伝
え
る
「
こ
れ
ら
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
建
物
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
建
築
に
新
し
い
要
素
を
導
入
し
、
着
実
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
八
八
）
。 
当
時
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
理
論
・
実
作
の
上
で
推
し
進
め
て
い
た
ク
ラ
ム
は
、
こ
の
嗜
好
の
発
展
に
つ
い
て
、
一
八
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
〔
一
八
四
五
―
一
九
一
七
〕
が
手
掛
け
た
聖
パ
ウ
ロ
学
園
の
教
会
（
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
コ
ン
コ
ー
ド
、
一
八
八
六
―
九
四
）
の
影
響
も
指
摘
し
て
い
る
（
八
九
）
。 
こ
の
様
式
選
択
に
は 
 
① 
ア
メ
リ
カ
の
知
的
ル
ー
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
、 
② 
学
問
環
境
と
し
て
中
庭
型
が
好
ま
れ
た
こ
と
、 
③ 
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
建
築
に
近
代
性
の
表
現
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と 
 な
ど
の
複
合
的
な
要
因
が
あ
っ
た
が
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
初
期
か
ら
批
評
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
最
初
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
の
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
の
批
評
記
事
は
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
最
初
期
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
批
評
だ
が
、
こ
こ
で
評
者
は
、
こ
の
大
学
の
「
建
築
様
式
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
、
古
い
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
を
で
き
る
だ
け
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
い
る
」（
九
〇
）
と
語
っ
た
。 
 
そ
の
後
も
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
源
流
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
も
と
め
る
論
考
は
多
数
現
れ
る
が
、
な
か
で
も
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
主
要
な
論
客
で
あ
る
建
築
家
ク
ラ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
白
人
の
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
の
出
自
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
伝
統
を
背
景
に
こ
の
点
を
強
調
し
た
。
ク
ラ
ム
に
と
っ
て
、「
様
式
は
歴
史
的
、
人
種
的
関
連
か
ら
展
開
し
〔
…
〕
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」（
九
一
）
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
大
学
校
舎
は
、「
遺
伝
的
に
我
々
の
も
の
で
あ
る
学
校
建
築
、
す
な
わ
ち
パ
ド
ヴ
ァ
や
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
あ
る
い
は
パ
リ
で
は
な
く
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
類
型
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
」（
九
二
）
か
っ
た
。
ま
た
ク
ラ
ム
は
、
一
九
一
二
年
の
王
立
英
国
建
築
家
協
会
の
講
演
に
お
い
て
、「
我
々
は
皆
、
半
世
紀
前
ま
で
骨
も
血
も
伝
統
も
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
、
む
し
ろ
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
の
だ
」（
九
三
）
と
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
離
脱
と
イ
ギ
リ
ス
の
ル
ー
ツ
へ
の
回
帰
を
主
張
し
た
。 
 
ま
た
中
庭
型
の
大
学
建
築
は
、
大
学
組
織
を
世
俗
と
は
隔
絶
さ
れ
た
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
見
做
す
当
時
の
思
潮
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
急
速
に
発
展
を
続
け
て
い
た
、
自
国
の
経
済
状
況
に
対
す
る
自
覚
の
反
映
で
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
国
の
経
済
的
自
立
を
誇
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
一
方
で
、
そ
の
自
負
の
延
長
と
し
て
、
自
国
の
知
的
独
立
を
求
め
る
動
き
も
ま
た
盛
ん
だ
っ
た
。 
「
カ
レ
ッ
ジ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
以
後
の
「
シ
テ
ィ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
相
補
的
な
も
の
と
し
て
、
「
単
に
商
業
的
な
だ
け
で
は
な
い
」（
九
四
）
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
矜
持
を
象
徴
し
た
。
そ
の
知
的
生
活
の
明
確
な
表
現
と
し
て
、
都
市
的
喧
騒
を
遮
断
す
る
中
庭
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
最
適
な
選
択
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
中
庭
型
の
「
配
置
の
理
由
は
、
一
度
大
学
の
土
地
に
入
っ
た
あ
と
に
は
で
き
る
限
り
学
生
か
ら
外
部
環
境
を
排
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除
す
る
こ
と
、〔
…
〕
シ
カ
ゴ
の
せ
わ
し
い
商
業
環
境
を
学
生
の
意
識
か
ら
追
い
払
い
、
古
来
の
大
学
建
築
に
み
ら
れ
る
、
穏
や
か
な
品
格
を
も
つ
特
殊
な
雰
囲
気
で
彼
を
と
り
ま
く
こ
と
」（
九
五
）
だ
っ
た
。 
こ
う
し
て
中
庭
型
の
校
舎
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ル
ー
ツ
を
示
唆
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
、「
単
な
る
贅
沢
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
校
舎
が
象
徴
す
る
も
の
全
体
」（
九
六
）
す
な
わ
ち
「
科
学
、
文
学
、
宗
教
ほ
か
、
す
べ
て
の
知
的
文
化
」
を
意
味
す
る
媒
体
の
ひ
と
つ
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
九
七
）
。 
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
求
め
ら
れ
る
隔
絶
性
、
静
寂
性
が
宗
教
活
動
や
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
類
推
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
ア
メ
リ
カ
大
学
建
築
の
展
開
」（
九
八
）
が
発
表
さ
れ
た
一
八
九
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
論
者
の
Ａ
・
Ｒ
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
、「
中
庭
の
ま
わ
り
に
構
成
員
を
密
集
配
置
さ
せ
一
体
化
さ
せ
る
」
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
言
及
し
、「
そ
れ
ら
〔
の
校
舎
〕
は
、
ひ
と
り
の
主
教
の
も
と
に
集
う
英
国
教
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、
一
体
と
な
っ
て
建
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
そ
れ
ま
で
「
そ
の
よ
う
な
団
結
の
概
念
は
ア
メ
リ
カ
〔
の
大
学
〕
に
は
な
か
っ
た
」
が
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
こ
の
質
こ
そ
が
求
め
ら
れ
た
。 
こ
う
し
た
特
質
を
含
む
も
の
と
し
て
当
時
ス
カ
イ
ラ
ー
が
特
に
称
賛
し
た
の
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー
ル
（
ヘ
イ
ト
設
計
、
一
八
九
四
）
で
あ
る
。「
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
中
央
の
ゲ
ー
ト
は
背
後
の
空
間
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
囲
繞
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
や
修
道
院
性
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
を
明
ら
か
な
、
紛
れ
も
な
い
『
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ク
ア
ド
ラ
ン
グ
ル
』
に
変
え
る
」（
九
九
）
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
校
舎
は
街
路
に
対
し
開
い
た
コ
の
字
型
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
が
、
そ
の
左
右
と
背
後
の
土
地
も
ま
た
、
街
区
全
体
が
中
庭
型
に
囲
繞
さ
れ
る
よ
う
再
開
発
さ
れ
た
（
一
〇
〇
）
。 
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
校
舎
が
ゴ
シ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
こ
が
宗
教
団
体
の
活
動
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
ほ
ぼ
自
明
な
一
事
に
よ
る
。〔
…
〕
そ
う
し
て
そ
れ
は
、
半
ば
教
会
の
よ
う
な
、
半
ば
住
宅
の
よ
う
な
、
中
世
に
お
い
て
修
道
院
建
築
に
応
用
さ
れ
、
爾
来
『
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
』
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
ぼ
同
様
に
論
理
的
に
帰
結
す
る
」（
一
〇
一
）
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
黎
明
期
の
ア
メ
リ
カ
に
は
依
然
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
庭
型
モ
デ
ル
に
則
り
つ
つ
、
広
大
な
敷
地
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
計
画
す
る
新
た
な
方
法
が
欠
け
て
い
た
。
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
や
シ
カ
ゴ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
、
中
庭
型
で
あ
る
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
自
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
ッ
タ
ー
に
よ
る
イ
ー
ス
ト
・
パ
イ
ン
・
ホ
ー
ル
は
中
庭
型
の
平
面
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
規
模
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
単
体
の
校
舎
の
新
築
と
変
わ
ら
な
い
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ム
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
末
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
発
端
と
見
做
さ
れ
た
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
の
計
画
案
も
、
形
式
と
し
て
は
シ
カ
ゴ
大
学
に
類
似
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
応
用
し
得
る
敷
地
面
積
は
限
ら
れ
て
い
た
。 
そ
う
し
た
な
か
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
物
単
体
で
〝
イ
ギ
リ
ス
的
〟
な
修
道
院
性
を
も
た
ら
す
試
み
は
、
博
覧
会
直
後
の
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
厳
密
な
中
庭
型
で
は
な
く
、
俗
と
聖
を
隔
て
る
界
壁
と
し
て
、
敷
地
境
界
に
沿
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
の
校
舎
を
設
計
す
る
こ
と
で
、
「
昔
の
修
道
院
の
伝
統
に
由
来
す
る
」、「
立
派
な
入
口
か
ら
入
り
」、「
連
続
し
た
建
物
に
完
全
に
囲
ま
れ
た
」（
一
〇
二
）
中
庭
の
効
果
を
、
キ
ャ
ン
パ
ス
域
の
中
に
校
舎
単
体
で
達
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
試
み
の
発
端
は
、
一
八
九
四
年
に
竣
工
し
た
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
の
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
実
現
し
た
ブ
レ
ア
・
ホ
ー
ル
（
一
八
九
七
、F
ig
.4
8
）
は
、
鉄
道
駅
と
隣
接
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
域
に
修
道
院
的
性
質
を
も
た
ら
し
、
イ
ギ
リ
ス
的
・
修
道
院
的
な
大
学
の
理
念
を
さ
ら
に
直
截
に
表
現
し
た
（
一
〇
三
）
。 
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コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
が
開
発
し
た
壁
体
状
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
、 
イ
ギ
リ
ス
の
ル
ー
ツ
を
示
す
も
の
と
し
て
主
に
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
採
用
し
、
建
築
物
単
体
で
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
域
に
聖
域
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
、
漸
進
的
な
開
発
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
展
開
を
画
期
し
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
は
一
九
〇
三
年
、「
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
大
学
建
築
は
、
個
々
に
建
て
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
に
従
う
場
合
で
さ
え
全
体
の
統
一
と
全
体
的
効
果
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
」（
一
〇
四
）
と
語
っ
た
が
、
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
は
と
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
そ
の
た
め
の
指
針
を
与
え
た
（
一
〇
五
）
。
そ
れ
は
「
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
囲
壁
都
市
」（
一
〇
六
）
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。 
 ボ
ザ
ー
ル
的
計
画
手
法
の
混
交 
そ
の
後
間
も
な
く
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
規
模
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
は
ボ
ザ
ー
ル
の
計
画
手
法
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
軸
線
を
も
ち
な
が
ら
、「
イ
ギ
リ
ス
的
」
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
中
庭
型
校
舎
を
単
位
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
が
現
れ
る
。
こ
の
手
法
は
ま
ず
、
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
自
身
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
計
画
（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
一
八
九
九
）
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
巨
大
な
更
地
に
計
画
さ
れ
た
、
敷
地
の
長
軸
中
心
に
明
確
な
軸
線
が
設
定
さ
れ
た
直
行
グ
リ
ッ
ド
の
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
同
様
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
門
の
先
か
ら
は
軸
線
が
左
右
に
切
り
替
わ
っ
て
い
く
操
作
が
な
さ
れ
て
お
り
、
長
軸
に
お
よ
そ
線
対
称
に
配
さ
れ
た
中
庭
型
校
舎
に
も
、
対
称
形
が
崩
さ
れ
、
歩
者
に
対
す
る
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
の
効
果
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。 
 
そ
し
て
同
様
の
手
法
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
整
備
拡
張
計
画
（
ク
ラ
ム
監
修
、
一
九
〇
七
―
二
九
）、
リ
ー
ド
大
学
（
Ａ
・
ド
イ
ル
設
計
、
一
九
一
二
頃
）、
デ
ュ
ー
ク
大
学
（
Ｈ
・
ト
ラ
ン
バ
ウ
ア
ー
設
計
、
一
九
二
五
頃
）
等
の
計
画
で
そ
の
後
応
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
こ
の
う
ち
、
ク
ラ
ム
に
よ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
開
発
計
画
（F
ig
.4
9
）
は
、
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
が
現
地
に
実
現
し
た
手
法
の
展
開
と
し
て
、
既
存
キ
ャ
ン
パ
ス
で
方
向
づ
け
ら
れ
た
漸
進
的
な
開
発
の
全
体
像
を
新
た
に
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
最
古
の
校
舎
で
あ
る
ナ
ッ
ソ
ウ
・
ホ
ー
ル
（
一
七
五
六
）
周
辺
に
形
成
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
核
を
活
か
し
、
こ
の
校
舎
を
通
る
対
称
軸
を
設
定
し
て
東
西
に
中
庭
型
の
校
舎
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
プ
＆
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
が
開
発
し
た
界
壁
状
の
校
舎
は
、
中
庭
型
校
舎
を
連
続
配
置
し
キ
ャ
ン
パ
ス
域
を
囲
う
壁
体
に
す
る
、
と
い
う
手
法
へ
と
展
開
し
た
。 
中
庭
型
校
舎
を
連
続
配
置
す
る
こ
の
手
法
は
、
以
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
計
画
に
も
示
唆
さ
れ
、
そ
の
後
の
リ
ー
ド
大
学
計
画
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
計
画
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
二
者
で
は
軸
線
と
対
称
性
が
さ
ら
に
強
調
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
巨
大
化
し
た
。
ま
た
、
そ
の
各
々
が
長
軸
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
高
塔
を
有
し
た
点
も
特
筆
さ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
以
降
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
規
模
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
で
は
、
む
し
ろ
ボ
ザ
ー
ル
の
計
画
手
法
の
特
質
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。 
 
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
新
規
性
、
妥
当
性
が
建
築
計
画
・
建
築
様
式
の
両
面
で
盛
ん
な
議
論
と
な
っ
て
い
た
の
は
一
八
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
一
九
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
を
経
た
一
九
二
〇
年
初
頭
に
は
、
ボ
ザ
ー
ル
の
手
法
を
活
か
し
た
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
す
で
に
確
立
し
た
手
法
と
し
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
二
年
、
都
市
計
画
家
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヘ
ー
ゲ
マ
ン
と
エ
ル
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ツ
は
、
自
身
の
都
市
計
画
論
の
な
か
で
「
完
璧
に
均
衡
が
と
れ
、
最
良
の
現
代
思
想
に
軸
が
合
っ
た
」（
一
〇
七
）
ゴ
シ
ッ
ク
は
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
特
質
を
も
つ
計
画
と
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
」
と
語
っ
た
（
一
〇
八
）
。
た
だ
し
こ
の
言
及
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
段
階 
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に
至
っ
て
は
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
特
質
は
ボ
ザ
ー
ル
の
手
法
に
従
属
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
 
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
当
時
の
経
済
発
展
に
実
質
的
な
要
件
を
も
ち
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
の
大
学
開
発
は
自
国
の
知
的
独
立
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
イ
ギ
リ
ス
の
出
自
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
へ
自
国
の
地
政
学
的
特
徴
や
、
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
都
市
計
画
手
法
が
混
交
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
的
様
式
と
フ
ラ
ン
ス
的
手
段
の
融
合
と
し
て
の
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
手
法
が
生
ま
れ
た
。「
一
団
の
建
物
と
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
形
式
は
大
学
と
し
て
間
違
い
な
く
ア
メ
リ
カ
的
」（
一
〇
九
）
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
七
年
の
こ
と
だ
が
、「
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
は
中
庭
式
で
あ
り
、
大
陸
の
大
学
は
ひ
と
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
大
建
築
を
も
つ
」（
一
一
〇
）
と
い
う
両
特
性
の
融
和
は
、
こ
の
条
件
に
対
す
る
回
答
と
し
て
そ
れ
以
前
に
長
ら
く
模
索
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
計
画
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
大
な
敷
地
に
秩
序
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
の
出
自
を
重
視
し
当
時
の
ボ
ザ
ー
ル
の
流
行
を
辛
辣
に
非
難
し
た
ク
ラ
ム
自
身
で
さ
え
（
一
一
一
）
、
そ
の
手
法
の
便
宜
に
は
抗
え
な
か
っ
た
。 
 ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
の
近
代
：
一
八
八
八
―
一
九
〇
六 
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
近
代
性 
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
一
般
的
動
向
と
し
て
、
九
〇
年
代
以
降
に
理
論
的
基
礎
と
さ
れ
た
の
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の
な
か
に
理
解
さ
れ
た
構
造
合
理
主
義
だ
っ
た
。
そ
の
来
歴
は
本
論
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
お
り
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
全
盛
期
と
は
、
ム
ー
ア
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
と
性
質
』、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
『
欧
州
建
築
小
史
』、
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
大
聖
堂
』
や
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ス
の
『
モ
ン
＝
サ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
と
シ
ャ
ル
ト
ル
』
な
ど
、
す
べ
て
構
造
合
理
主
義
の
文
脈
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
を
援
用
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
が
国
内
に
乱
立
し
た
時
期
で
あ
る
。 
こ
う
し
た
史
書
に
も
示
さ
れ
る
通
り
、
当
時
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
原
理
は
第
一
に
理
性
的
な
構
築
理
論
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
雛
形
と
さ
れ
た
の
も
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
だ
っ
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
の
場
合
に
は
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
議
論
の
な
か
で
す
ら
、「
イ
ギ
リ
ス
の
大
聖
堂
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
退
化
版
で
あ
り
、
同
様
に
イ
ギ
リ
ス
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
聖
堂
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
退
化
版
で
あ
る
」（
一
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
建
築
を
模
範
と
し
な
が
ら
も
、
建
設
理
論
に
お
い
て
は
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
解
釈
に
立
脚
し
て
実
践
さ
れ
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
。 
し
か
し
本
論
で
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
通
り
、
こ
の
解
釈
自
体
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
当
時
新
た
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
半
世
紀
間
継
続
し
て
い
た
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
な
か
で
、
自
然
な
展
開
を
辿
り
漸
進
的
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 
十
九
世
紀
末
以
降
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
世
紀
中
葉
以
降
に
国
内
で
流
行
を
極
め
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
反
省
を
動
機
に
有
し
て
い
た
。
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
大
学
建
築
と
い
う
限
ら
れ
た
実
践
領
域
を
超
え
、
当
時
の
建
築
論
壇
に
現
代
建
築
の
特
質
を
語
る
場
を
与
え
た
。
そ
れ
が
引
き
寄
せ
た
話
題
は
、
過
去
に
は
ラ
ス
キ
ン
に
、
そ
の
後
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
り
よ
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
た
、
建
築
に
お
け
る
真
実
性
と
装
飾
性
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
継
続
さ
れ
た
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
終
端
に
位
置
づ
く
も
の
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と
し
て
、
前
時
代
の
論
題
を
継
承
し
た
の
だ
っ
た
。 
 
石
造
建
築
の
真
実 
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
な
か
で
、
構
造
の
合
理
性
・
真
実
性
の
問
題
は
常
に
こ
の
様
式
に
付
託
さ
れ
て
表
現
さ
れ
語
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
。
表
現
手
法
の
差
異
は
あ
り
な
が
ら
、
石
造
建
築
に
お
い
て
こ
の
理
念
を
追
求
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
も
ま
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
期
に
行
わ
れ
た
議
論
と
実
践
の
延
長
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。 
十
九
世
紀
末
以
降
、
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
付
託
し
こ
の
点
の
批
評
を
推
し
進
め
た
先
鋒
は
ス
カ
イ
ラ
ー
で
あ
る
。 
そ
の
彼
に
よ
っ
て
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
石
造
建
築
最
古
の
参
照
点
と
さ
れ
た
の
は
、
一
八
三
〇
年
代
以
降
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
校
舎
群
で
あ
る
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
校
舎
は
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
当
時
ま
で
に
建
て
て
し
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
未
来
建
て
よ
う
と
し
て
い
た
見
せ
か
け
の
建
築
〔
の
伝
統
〕
を
拭
い
去
り
根
絶
さ
せ
た
」（
一
一
三
）
も
の
と
し
て
激
賞
さ
れ
た
（F
ig
.4
2
）。
す
な
わ
ち
こ
の
校
舎
は
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
建
築
全
般
に
存
在
し
な
か
っ
た
、
真
正
の
大
規
模
石
造
建
築
の
元
祖
だ
と
看
做
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
「
単
彩
の
、
品
の
よ
い
本
物
の
グ
レ
イ
ス
ト
ー
ン
で
そ
れ
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
」（
一
一
四
）
デ
イ
ヴ
ィ
ス
のk
幸
運
を
讃
え
、「
商
業
的
必
要
に
迫
ら
れ
た
取
り
壊
し
の
と
き
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
砂
漠
の
な
か
で
本
当
に
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
建
築
だ
っ
た
」（
一
一
五
）
と
そ
の
建
築
を
回
顧
し
た
。 
ア
メ
リ
カ
初
期
の
学
校
建
築
に
対
す
る
同
様
の
称
賛
は
、
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
図
書
館
（
一
八
四
一
）
と
学
生
宿
舎
（
一
八
五
一
）
に
も
向
け
ら
れ
た
。
前
時
代
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
石
造
を
模
倣
し
た
シ
ャ
ム
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
が
、「
そ
う
し
た
こ
と
は
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
い
。
図
書
館
と
学
生
宿
舎
は
な
る
べ
き
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
実
直
な
積
石
造
建
築
で
あ
り
、
素
材
の
組
み
合
わ
せ
方
も
よ
い
」（
一
一
六
）
。 
そ
う
し
て
前
時
代
の
石
造
建
築
に
対
す
る
こ
の
再
評
価
は
、
現
代
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
も
同
様
に
当
て
は
め
ら
れ
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
は
ヘ
イ
ト
に
対
す
る
批
評
の
な
か
で
、
彼
の
設
計
を
「
建
物
の
『
仕
上
げ
』
は
構
法
の
隠
蔽
で
は
な
く
、
構
法
の
明
示
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
一
七
）
と
い
う
理
念
を
表
現
す
る
者
と
し
て
讃
え
た
。
ク
ラ
ム
＆
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
も
ま
た
、「
構
造
の
説
明
の
た
め
に
本
質
的
で
な
い
装
飾
を
す
べ
て
拒
否
し
た
」（
一
一
八
） 
点
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
同
様
の
批
評
は
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
九
七
年
、
ア
シ
ュ
ト
ン
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
、
十
九
世
紀
前
半
ご
ろ
の
ゴ
シ
ッ
ク
を
「
皮
相
の
も
の
で
あ
る
」（
一
一
九
）
と
断
罪
し
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー
ル
を
「
完
全
に
茶
色
の
石
材
で
建
設
さ
れ
、
誠
実
で
実
直
な
」
建
物
で
あ
る
と
語
っ
た
（
一
二
〇
）
。 
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
に
お
い
て
、
こ
の
文
脈
の
石
造
建
築
に
固
執
し
続
け
た
の
は
ク
ラ
ム
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
彼
が
設
計
し
た
礼
拝
堂
は
、「
ゴ
シ
ッ
ク
と
は
建
設
原
理
で
あ
る
と
と
も
に
、
設
計
ス
キ
ー
ム
で
も
あ
り
、
知
識
の
精
神
で
あ
る
」（
一
二
一
）
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨
な
ど
の
現
代
的
な
建
材
を
退
け
、
強
い
て
原
理
的
な
組
積
造
で
あ
る
こ
と
に
拘
っ
た
（F
ig
.5
0
）。 
 「
装
飾
芸
術
の
な
い
建
築
」 
ア
メ
リ
カ
の
大
学
建
築
に
批
評
分
野
か
ら
真
実
性
の
質
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
こ
う
し
た
ス
カ
イ
ラ
ー
の
批
評
活
動
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
六
〇
年
代
以
降
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
建
築
の
実
践
に
は
少
な
く
と
も
、
ポ
リ
ク
ロ
ー
ム
で
装
飾
的
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
離
脱
を
目
し
て
、
色
彩
の
面
で
も
装
飾
の
面
で
も
、
よ
り
簡
素
な
表
現
を
模
索
し
て
い
く
動
向
が
み
ら 
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れ
た
。
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
建
築
家
は
自
ら
の
誤
り
ゆ
え
に
設
計
を
細
部
か
ら
の
み
学
」（
一
二
二
）
ん
で
い
た
が
、
こ
の
点
を
い
ち
早
く
克
服
し
た
の
も
ヘ
イ
ト
で
あ
る
。
し
か
し
同
様
の
兆
候
は
ヘ
イ
ト
と
同
時
代
、
歴
史
上
〝
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
〟
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
、
ワ
イ
ト
や
ス
タ
ー
ジ
ス
の
大
学
建
築
に
も
同
様
に
も
み
ら
れ
た
。 以
降
、
九
〇
年
代
以
降
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
議
論
に
先
だ
ち
ス
タ
ー
ジ
ス
が
発
表
し
た
「
装
飾
芸
術
の
な
い
建
築
」（
一
八
八
八
）（
一
二
三
）
は
、
当
時
ま
で
に
は
既
に
明
白
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
失
敗
を
総
括
し
な
が
ら
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
を
超
え
て
展
開
し
て
い
く
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
動
向
を
予
見
し
て
い
た
。 
こ
こ
で
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
装
飾
的
ゴ
シ
ッ
ク
が
八
〇
年
代
末
ま
で
に
衰
微
し
て
い
た
状
況
の
要
因
を
、
①
「
芸
術
家
的
職
人
が
建
築
家
の
デ
ィ
テ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
し
に
、
中
世
の
手
法
に
則
り
装
飾
彫
刻
を
し
て
い
る
こ
と
」（
一
二
四
）
、
②
「
建
材
を
隠
蔽
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
単
な
る
装
飾
や
効
果
の
た
め
に
不
必
要
な
パ
ー
ツ
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
け
る
誠
実
な
建
設
オ
ネ
ス
ト
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」（
一
二
五
）
、
③
「
パ
ー
ツ
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
く
、
パ
ー
ツ
を
増
や
す
こ
と
で
建
物
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
」（
一
二
六
）
の
三
点
の
な
か
に
み
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、「
近
年
で
は
十
分
な
独
創
性
を
有
し
た
芸
術
家
的
職
人
に
も
独
立
し
た
〔
建
築
物
〕
装
飾
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
」（
一
二
七
）
お
り
、
建
設
の
巨
大
化
に
伴
い
、「〔
建
築
〕
装
飾
の
独
創
性
は
も
は
や
望
む
べ
く
も
な
く
、〔
…
〕
表
現
芸
術
で
は
装
飾
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
」（
一
二
八
）
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
捉
え
な
が
ら
も
、
美
的
建
築
の
可
能
性
自
体
に
悲
観
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
手
仕
事
の
彫
刻
装
飾
の
衰
微
の
な
か
に
、
新
た
な
装
飾
概
念
を
提
唱
す
る
機
会
を
み
た
の
だ
っ
た
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
れ
ば
、
建
築
に
応
用
さ
れ
る
彫
刻
装
飾
に
は
本
来
、
独
立
し
た
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彫
刻
作
品
と
し
て
の
性
質
と
、
建
物
の
部
分
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
。
そ
れ
を
前
者
と
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
は
芸
術
家
個
人
の
「
目
的
の
、
目
的
そ
れ
自
体
の
た
め
の
忠
実
な
再
現
で
あ
り
、
そ
れ
が
再
現
さ
れ
る
場
所
と
は
無
関
係
」（
一
二
九
）
な
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
そ
れ
を
後
者
と
捉
え
た
場
合
、
そ
の
装
飾
と
し
て
の
「
主
問
題
は
そ
の
作
業
の
場
所
や
周
囲
と
の
関
係
な
の
で
あ
り
、
正
確
な
描
写
を
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
描
写
さ
れ
た
造
形
の
実
存
在
さ
え
不
問
で
あ
る
」（
一
三
〇
）
。
こ
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
細
部
の
配
置
・
布
置
を
主
と
す
る
知
的
操
作
と
し
て
の
〝
装
飾
〟
概
念
を
再
定
義
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
、
実
体
的
な
細
部
造
作
と
し
て
の
装
飾
に
対
し
、
そ
れ
を
淘
汰
さ
れ
て
い
く
対
象
と
し
て
分
析
す
る
以
上
に
、
そ
の
不
必
要
性
を
暗
示
し
た
。 
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
建
設
の
合
理
性
・
直
截
性
を
志
向
し
次
第
に
無
装
飾
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
が
七
〇
年
代
初
頭
に
発
表
し
た
「
現
代
建
築
」
は
こ
の
動
向
の
初
期
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
設
活
動
全
般
を
指
し
「
装
飾
に
は
お
そ
ら
く
未
来
は
な
い
」
こ
と
、「
こ
れ
か
ら
は
正
し
く
無
装
飾
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
不
快
に
映
る
こ
と
は
な
く
な
る
」
こ
と
を
説
い
て
い
た
（
一
三
一
）
。
そ
の
二
十
年
後
に
彼
自
身
に
よ
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
装
飾
論
は
、
建
設
技
術
の
向
上
に
伴
う
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
を
斟
酌
し
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
現
代
建
築
の
無
装
飾
化
を
推
し
進
め
た
の
だ
っ
た
。 
 
 ゴ
シ
ッ
ク
の
死
ま
で 
 
そ
の
後
の
議
論
で
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
メ
ッ
ツ
・
ラ
ム
〔
一
八
六
二
―
一
九
二
八
〕
が
一
九
〇
五
年
の
『
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
』
誌
で
提
起
し
た
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
現
代
的
利
用
」（
一
三
二
）
論
争
が
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
論
争
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
現
代
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
最
後
の
大
規
模
な
も
の
だ
っ
た
。 
ラ
ム
は
ボ
ザ
ー
ル
に
学
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
て
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
建
築
同
盟
お
よ
び
、
Ｔ
ス
ク
エ
ア
・
ク
ラ
ブ
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
に
も
所
属
し
建
築
界
と
も
交
流
を
持
つ
。
そ
こ
で
彼
は
、「
現
代
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
利
用
の
さ
れ
方
の
な
か
に
未
来
の
建
築
様
式
の
発
展
に
つ
い
て
の
示
唆
が
あ
る
こ
と
を
示
す
」（
一
三
三
）
た
め
の
発
話
と
し
て
長
論
を
発
表
し
、
現
地
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
建
築
史
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
の
ほ
か
、
遠
隔
地
の
建
築
家
か
ら
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ウ
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
ら
の
応
答
を
得
た
（
一
三
四
）
。
そ
れ
は
当
時
の
ス
カ
イ
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
時
期
的
に
は
、「
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
の
拡
張
の
た
め
に
明
確
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
設
計
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
厳
密
な
教
会
用
途
以
外
で
ゴ
シ
ッ
ク
の
適
切
性
を
議
論
す
る
こ
と
が
こ
こ
約
二
十
年
よ
り
も
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
三
五
）
時
宜
を
得
た
も
の
だ
っ
た
。 
 
ラ
ム
は
機
能
的
、
構
造
的
要
件
へ
の
順
応
性
の
高
さ
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
推
進
し
た
が
、
こ
の
と
き
現
代
建
築
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
が
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
論
の
な
か
で
ラ
ム
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
に
位
置
す
る
、
モ
リ
ス
高
等
学
校
（
一
八
九
七
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
（
ポ
ス
ト
設
計
、
一
九
〇
三
―
〇
七
）
や
、
ク
ラ
ム
ら
の
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
、
ヘ
イ
ト
の
神
学
校
な
ど
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
採
光
、
換
気
、
衛
生
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
構
造
の
諸
点
で
「
現
代
的
要
求
を
き
わ
め
て
よ
く
満
足
し
て
い
る
」（
一
三
六
）
こ
と
を
論
じ
た
。 
他
方
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
高
層
ビ
ル
建
築
に
関
し
て
も
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
は
様
式
表
現
上
の
有
利
が
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
サ
イ
ラ
ス
・
ラ
ザ
ル
・
ワ
ー
ナ
ー
・
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
〔
一
八
五
三
―
一
九
二
一
〕
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
社
屋
（
一
九
〇
三
―
〇
四
）
お
よ
び
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
ッ
チ
・
キ
ン
ボ
ー
ル
〔
一
八
四
五
―
一
九
一
九
〕
に
よ
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
九
〇
四
―
〇
七
）
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
の
様
式
表
現
と
比
較
し
、「
現
代
的
要
求
を
満
た
す
  
211 
ゴシックの死か再生 
の
に
十
分
な
高
さ
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
な
か
だ
け
」
（
一
三
七
）
で
あ
る
こ
と
の
例
証
と
な
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。 
 
し
か
し
、
ラ
ム
の
こ
の
発
話
と
建
築
界
か
ら
の
反
応
と
の
あ
い
だ
に
は
齟
齬
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ラ
ム
の
論
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
対
立
姿
勢
か
ら
「
現
代
建
築
に
匹
敵
す
る
作
例
を
見
い
だ
せ
る
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
な
か
だ
け
」（
一
三
八
）
だ
と
主
張
し
た
も
の
の
、
こ
れ
に
対
す
る
応
答
記
事
は
ハ
ウ
の
ほ
か
す
べ
て
、
様
式
表
現
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
擁
護
に
固
執
す
る
ラ
ム
の
論
調
に
批
判
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 当
時
す
で
に
著
名
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
ー
さ
え
、
様
式
論
の
観
点
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
を
推
進
す
る
こ
と
を
憚
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ゴ
シ
シ
ス
ト
を
自
認
す
る
こ
と
も
ま
た
避
け
た
。
む
し
ろ
彼
は
、「
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
」
「
革
命
的
で
」「
現
状
に
満
足
し
な
い
」（
一
三
九
）
抽
象
的
な
態
度
・
構
え
を
指
す
も
の
と
し
て
、
〝
ゴ
シ
シ
ス
ト
″
よ
り
も
〝
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ス
ト
〟
の
呼
称
を
好
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
「
保
守
的
で
」「
反
革
命
的
で
」「
現
状
に
満
足
し
た
」（
一
四
〇
）
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
の
対
を
な
す
が
、
そ
れ
は
、
特
定
の
様
式
表
現
に
固
執
す
る
す
べ
て
の
保
守
的
態
度
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
真
の
ゴ
シ
シ
ス
ト=
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ス
ト
は
「
十
二
世
紀
の
修
道
僧
が
ア
ー
チ
と
フ
ラ
イ
ン
グ
バ
ッ
ト
レ
ス
を
歓
迎
し
た
よ
う
に
〔
…
〕
ス
テ
ィ
ー
ル
造
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
歓
迎
す
る
」
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
尖
頭
ア
ー
チ
や
ピ
ナ
ク
ル
へ
の
〝
さ
ら
ば
ヴ
ェ
イ
ル
〟
が
あ
る
程
度
ス
テ
ィ
ー
ル
フ
レ
ー
ム
や
強
化
桁
へ
の
〝
よ
う
こ
そ
ア
ヴ
ェ
イ
〟
で
あ
っ
た
と
し
て
も
我
々
は
ゴ
シ
シ
ス
ト
と
呼
ば
れ
て
よ
い
」
の
で
あ
る
（
一
四
一
）
。 
ハ
ウ
に
せ
よ
、「
現
代
は
建
設
の
時
代
で
あ
る
」（
一
四
二
）
と
い
う
点
に
お
い
て
「
現
代
の
需
要
が
我
々
を
駆
り
立
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｅ
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
氏
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
・
Ｗ
マ
マ
・
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
よ
う
な
人
間
を
探
し
求
め
さ
せ
る
」（
一
四
三
）
の
だ
と
言
及
す
る
に
と
ど
ま
り
、
ラ
ム
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
敵
対
感
情
に
与
し
な
い
こ
と
を
特
に
断
っ
て
い
る
。 
 
こ
こ
に
は
、
モ
リ
ス
を
参
照
点
と
し
中
世
を
モ
デ
ル
と
し
て
推
進
さ
れ
た
新
興
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
と
、
そ
れ
以
前
の
半
世
紀
の
あ
い
だ
に
ゴ
シ
ッ
ク
派
と
古
典
派
の
確
執
を
み
な
が
ら
、
両
者
の
統
合
を
志
向
し
て
い
た
建
築
論
壇
と
の
、
歴
史
認
識
の
懸
隔
が
如
実
に
表
れ
て
い
た
。 
す
で
に
一
八
七
〇
年
代
の
建
築
論
壇
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
が
、
必
ず
し
も
歴
史
様
式
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
を
援
用
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
明
言
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
誠
実
〟
と
〝
ル
ネ
サ
ン
ス
の
洗
練
〟
を
両
立
さ
せ
る
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
化
の
過
程
で
あ
る
と
捉
え
た
。
同
様
の
認
識
は
そ
の
後
の
建
築
界
に
も
な
が
ら
え
、
ラ
ム
に
対
す
る
一
様
な
反
論
と
し
て
二
十
世
紀
初
頭
に
再
び
論
壇
の
な
か
に
顕
現
し
た
の
だ
っ
た
。 
ハ
ム
リ
ン
は
一
方
に
お
い
て
、
構
造
と
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
合
理
性
と
い
う
点
で
は
現
代
が
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
に
則
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
特
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
現
代
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
発
揚
を
示
唆
し
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
―
― 
 
十
五
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
建
築
は
十
四
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
教
会
と
は
全
く
異
な
る
形
式
を
採
用
し
た
。
な
ぜ
な
ら
十
五
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
建
設
者
た
ち
は
そ
の
時
ま
だ
、
ゴ
シ
ッ
ク
的
論
理
の
真
の
原
理
に
従
っ
て
実
践
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。（
一
四
四
） 
 そ
う
し
て
ハ
ム
リ
ン
は
こ
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
建
築
に
関
す
る
議
論
を
敷
衍
さ
せ
、
論
理
に
基
づ
く
新
た
な
形
式
の
開
発
お
よ
び
、
構
造
体
の
装
飾
方
法
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
バ
ー
ナ
ム
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
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群
も
ま
た
、「
真
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
流
儀
」（
一
四
五
）
に
適
う
も
の
だ
と
し
た
。 
し
か
し
そ
の
一
方
で
彼
は
、
様
式
的
細
部
に
関
し
て
は
、
現
代
は
「
煎
じ
つ
め
れ
ば
我
々
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
で
は
な
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
原
理
に
則
っ
て
進
ん
で
い
る
」（
一
四
六
）
の
だ
と
断
じ
ラ
ム
に
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
ア
ー
チ
構
造
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
構
造
に
ギ
リ
シ
ャ
様
式
を
順
応
さ
せ
、
そ
の
様
式
を
使
う
は
っ
き
り
し
た
意
図
を
も
っ
て
そ
の
構
造
を
設
計
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
我
々
は
ロ
ー
マ
人
と
そ
の
ま
ま
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
」（
一
四
七
）
の
で
あ
る
。 
ハ
ム
リ
ン
も
ま
た
、
ス
カ
イ
ラ
ー
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
議
論
と
同
様
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
「
実
用
的
・
構
造
的
要
求
の
純
理
論
的
な
満
足
」（
一
四
八
）
と
、
古
典
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
「
威
厳
と
大
ら
か
さ
と
品
」（
一
四
九
）
の
両
立
を
現
代
建
築
の
指
標
と
し
た
。「
二
十
世
紀
の
芸
術
的
設
計
の
進
歩
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
と
な
る
の
は
折
衷
主
義
―
賢
明
で
分
別
が
あ
り
、
大
胆
で
芸
術
的
な
折
衷
主
義
―
な
の
で
あ
る
」（
一
五
〇
）
。 
他
方
サ
リ
ヴ
ァ
ン
自
身
は
、「
我
々
の
、
現
実
の
、
生
き
た
ア
メ
リ
カ
の
問
題
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
も
ゴ
シ
ッ
ク
に
も
関
係
し
な
い
。
そ
れ
が
関
係
す
る
の
は
、
い
ま
、
こ
こ
に
い
る
我
々
．
．
だ
」（
一
五
一
）
と
主
張
し
、
ラ
ム
が
提
起
し
た
様
式
選
択
の
問
題
を
一
蹴
し
た
。 
こ
の
論
争
が
明
る
み
に
し
た
の
は
、
様
式
表
現
上
の
視
覚
的
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
建
築
家
た
ち
の
根
底
に
歴
史
様
式
の
く
び
き
か
ら
の
解
放
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
理
論
の
抽
象
に
よ
っ
て
、
よ
り
包
括
的
な
現
代
建
築
の
原
理
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
志
向
は
ま
た
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
ク
ラ
ム
の
以
下
の
一
文
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
―
― 
 
本
質
的
な
の
は
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
構
成
、
有
機
的
関
係
、
有
機
的
成
長
の
法
則
な
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
良
き
建
築
に
は
こ
う
し
た
法
則
が
根
本
に
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
、
ロ
ー
マ
建
築
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
、
日
本
建
築
あ
る
い
は
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
流
建
築
の
別
な
く
、
結
局
は
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。（
一
五
二
） 
 
こ
の
ク
ラ
ム
の
論
に
応
答
し
、
ス
カ
イ
ラ
ー
は
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
に
「
ゴ
シ
ッ
ク
は
死
ん
だ
か
」（
一
五
三
）
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
彼
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
古
典
建
築
よ
り
も
出
発
点
と
し
て
道
理
に
叶
い
未
来
が
あ
る
」（
一
五
四
）
と
語
っ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
コ
ピ
イ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
論
壇
の
認
識
を
反
映
し
た
言
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、「
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
〟
と
は
実
質
的
に
は
〝
現
在
の
仕
事
に
精
を
出
せ
オ
ッ
ク
・
ア
ー
ジ
ェ
〟
と
い
う
単
純
な
一
事
」（
一
五
五
）
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
理
は
様
式
的
細
部
と
は
全
く
関
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
り
、「
ゴ
ス
で
そ
れ
を
行
う
人
間
も
い
れ
ば
、
ボ
ザ
ー
テ
ィ
ス
ト
で
そ
れ
を
行
う
人
間
も
い
る
」（
一
五
六
）
も
の
だ
っ
た
。 ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
す
で
に
一
八
七
〇
年
代
よ
り
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
に
則
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
〟
も
理
論
上
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
認
識
は
そ
の
後
の
二
十
世
紀
初
頭
に
も
、
見
か
け
上
の
様
式
的
対
立
の
背
後
に
継
続
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
 亀
裂
と
決
壊
：
一
九
〇
八
―
一
九
〇
九 
非
ゴ
シ
シ
ス
ト
、
非
ク
ラ
シ
シ
ス
ト 
 
様
式
の
統
合
、
あ
る
い
は
様
式
の
無
化
を
め
ぐ
る
こ
の
議
論
は
当
時
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会
以
降
に
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
実
践
し
た
建
築
家
の
な
か
に
さ
え
共
有
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。「
ゴ
シ
ッ
ク
の
現
代
的
利
用
」
論
争
か
ら
二
年
後
、
一
九
〇
七
年
の
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
誌
上
で
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
対
す
る
ボ
ザ
ー
ル
の
影
響
が
特
集
さ
れ
た
。
こ
こ
で
編
集
者
は
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
バ
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ー
ニ
ー
〔
一
八
六
九
―
一
九
二
五
〕、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
、
ポ
ー
ル
・
ク
レ
と
い
う
三
人
の
著
名
な
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
か
ら
論
を
募
り
、「
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
式
メ
ソ
ッ
ド
」
の
有
効
性
に
つ
い
て
語
ら
せ
た
（
一
五
七
）
。 
し
か
し
こ
こ
で
の
ア
メ
リ
カ
人
寄
稿
者
は
悉
く
、
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
否
定
的
な
論
を
展
開
す
る
。 
ま
ず
バ
ー
ニ
ー
の
論
は
、「
現
在
合
衆
国
で
最
も
強
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
現
代
フ
ラ
ン
ス
派
で
あ
る
」（
一
五
八
）
現
状
を
鑑
み
つ
つ
、「『
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
』
の
理
論
と
教
育
は
我
国
の
現
代
的
需
要
に
は
適
さ
な
い
」（
一
五
九
）
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
バ
ー
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
伝
統
を
見
放
し
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
走
っ
た
と
い
う
点
で
「
現
在
の
ア
メ
リ
カ
建
築
は
ル
ネ
サ
ン
ス
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
建
築
と
き
わ
め
て
似
た
立
場
に
あ
る
」（
一
六
〇
）
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
は
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
そ
れ
自
体
の
美
し
さ
を
過
度
に
重
視
し
現
実
の
建
設
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
る
。
「
し
か
し
結
局
、
プ
ラ
ン
は
実
条
件
に
適
っ
た
リ
ア
ル
な
プ
ラ
ン
、
リ
ア
ル
な
建
物
配
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
き
れ
い
に
描
け
て
い
よ
う
と
も
、
彼
の
本
来
の
仕
事
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
は
な
い
。
彼
の
本
来
の
仕
事
は
建
設
と
配
置
な
の
だ
。」（
一
六
一
） 
こ
の
記
事
は
物
議
を
醸
す
こ
と
と
な
り
、「
こ
の
記
事
は
発
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
執
筆
者
は
恩
知
ら
ず
だ
。
裏
切
り
者
だ
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
．
．
．
．
．
．
つ
む
じ
曲
が
り
だ
．
．
．
．
．
．
．
」（
一
六
二
）
と
い
っ
た
苦
情
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
が
、
バ
ー
ニ
ー
は
こ
れ
に
対
し
、「
わ
が
国
の
国
家
建
築
様
式
は
因
習
で
は
な
く
真
理
の
上
に
築
か
れ
る
」
（
一
六
三
）
と
応
酬
し
た
。 
そ
し
て
ボ
ザ
ー
ル
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
同
様
の
批
判
は
、
ハ
ム
リ
ン
の
第
二
稿
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
彼
は
ま
ず
、
①
当
時
唯
一
の
職
能
教
育
を
供
給
し
た
、
②
製
図
技
能
に
新
し
い
水
準
を
与
え
た
、
③
大
規
模
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
は
、
ボ
ザ
ー
ル
教
育
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
技
能
的
な
貢
献
を
評
価
し
た
。 
し
か
し
自
身
の
経
験
に
照
ら
し
て
、「
パ
リ
の
学
校
の
伝
統
で
は
常
に
、
設
計
者
の
変
わ
っ
た
行
動
は
制
限
さ
せ
ら
れ
、
よ
い
成
績
を
と
れ
と
教
え
ら
れ
、
一
般
に
認
め
ら
れ
、
す
で
に
確
立
さ
れ
た
も
の
を
徹
底
的
に
教
え
こ
ま
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
常
に
あ
る
」（
一
六
四
）
。
し
か
し
ハ
ム
リ
ン
の
考
え
か
た
に
よ
れ
ば
、「
独
創
性
や
新
機
軸
は
設
計
者
の
成
熟
に
任
せ
る
し
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
学
生
に
最
も
必
要
と
さ
れ
る
訓
練
は
建
築
の
構
想
や
表
現
の
基
本
的
な
部
分
で
あ
る
」（
一
六
五
）
。 
そ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
生
の
美
点
が
、
そ
の
学
校
の
規
律
を
脱
し
た
点
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
ト
と
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
を
筆
頭
と
す
る
初
期
の
ボ
ザ
ー
ル
出
身
建
築
家
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
の
模
倣
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
ネ
オ=
グ
レ
コ
の
レ
ノ
ッ
ク
ス
図
書
館
で
さ
え
他
と
は
強
く
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
」（
一
六
六
）
の
で
あ
り
、
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
も
キ
ャ
リ
ア
の
ご
く
初
期
の
時
点
で
ル
ネ
サ
ン
ス
の
モ
チ
ー
フ
を
離
れ
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
選
ん
だ
」（
一
六
七
）
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
土
着
の
建
築
的
感
性
は
、
同
国
の
建
築
家
が
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
に
依
拠
し
は
じ
め
た
時
点
か
ら
既
に
萌
芽
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
ハ
ム
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
感
性
を
導
い
た
も
の
こ
そ
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
に
自
国
で
発
展
し
は
じ
め
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
動
向
だ
っ
た
。
か
く
し
て
彼
は
、
「
ア
メ
リ
カ
が
完
全
に
自
分
の
土
地
で
始
め
た
取
り
組
み
の
結
果
と
し
て
の
科
学
的
建
設
手
法
」（
一
六
八
）
に
関
し
て
は
「
伝
統
的
な
フ
ラ
ン
ス
建
築
に
は
類
例
は
な
く
、
真
に
的
を
射
た
助
言
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
ら
が
そ
の
新
種
〔
の
建
築
〕
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
」（
一
六
九
）
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
は
ボ
ザ
ー
ル
を
範
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。 
他
方
、
ポ
ー
ル
・
ク
レ
が
寄
稿
し
た
「
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
：
そ
の
建
築
教
育
の
意
味
す
る
も
の
」
は
、
バ
ー
ニ
ー
、
ハ
ム
リ
ン
ら
が
展
開
し
た
ボ
ザ
ー
ル
教
育
の
非
実
践
性
・
教
条
主
義
に
対
す
る
非
難
に
応
戦
し
た
。
と
い
う
の
も
、
後
二
者
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は
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
様
式
教
育
を
同
校
の
教
育
の
象
徴
と
し
て
語
っ
た
が
、
ク
レ
が
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ガ
デ
〔
一
八
三
四
―
一
九
〇
八
〕
を
筆
頭
と
す
る
ボ
ザ
ー
ル
の
教
師
に
見
い
だ
し
、
か
つ
「
ア
メ
リ
カ
建
築
が
そ
れ
に
従
っ
て
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
」（
一
七
〇
）
と
考
え
て
い
た
の
は
、
様
式
的
議
論
と
は
無
関
係
な
、
以
下
の
よ
う
な
建
築
の
大
原
則
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
―
― 
 
１
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
忠
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
建
物
の
な
か
で
保
た
れ
る
べ
き
性
格
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。 
２
．
敷
地
、
場
所
、
気
候
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
う
表
現
さ
れ
る
か
は
決
定
的
に
変
わ
る
。 
３
．
建
築
的
構
成
は
建
造
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
造
不
可
能
な
構
想
は
笑
止
千
万
で
あ
る
。
必
要
以
上
に
難
し
い
、
必
要
以
上
に
複
雑
な
建
設
計
画
は
良
い
と
は
言
え
な
い
か
、
悪
い
も
の
で
あ
る
。 
４
．
建
築
の
第
一
の
前
提
条
件
は
真
実
性
で
あ
る
。
建
築
に
お
け
る
非
真
実
に
は
す
べ
て
言
い
訳
が
で
き
な
い
。
他
の
工
夫
や
技
量
を
理
由
に
そ
れ
ら
の
非
真
実
の
ひ
と
つ
が
見
過
ご
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
建
物
は
や
は
り
、
芸
術
と
し
て
劣
等
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。 
５
．
力
学
ス
ト
レ
ン
ス
は
実
効
的
な
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
６
．
設
計
は
必
要
な
犠
牲
を
払
っ
て
進
展
す
る
。
設
計
は
ま
ず
善
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
加
え
て
美
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
設
計
コ
ン
ポ
ー
ズ
は
、
建
物
の
実
用
性
と
美
の
双
方
を
考
慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
性
格
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
美
の
要
素
と
し
て
多
様
性
を
用
い
る
。（
一
七
一
） 
  
こ
の
時
期
の
ク
レ
の
論
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
同
様
の
歴
史
様
式
に
対
す
る
言
及
へ
の
無
関
心
で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
国
内
の
議
論
に
お
い
て
、
建
築
の
〝
真
実
性
〟
を
重
視
す
る
こ
う
し
た
原
理
的
な
主
張
は
、
よ
り
よ
く
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
連
想
を
生
ん
だ
。
ク
レ
は
こ
の
翌
年
に
「
真
実
と
伝
統
」
を
寄
稿
し
、
バ
ー
ニ
ー
と
同
様
の
観
点
か
ら
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
重
視
で
実
用
性
を
無
視
す
る
ボ
ザ
ー
ル
建
築
家
を
風
刺
し
た
（
一
七
二
）
。
こ
の
ボ
ザ
ー
ル
の
悪
習
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
ク
レ
が
掲
げ
た
の
も
ま
た
真
実
性
の
観
念
だ
っ
た
が
、
同
記
事
に
は
直
ち
に
匿
名
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
、
ク
レ
に
対
し
こ
の
よ
う
な
辛
辣
な
非
難
を
展
開
し
た
の
だ
っ
た
。
―
― 
 
あ
な
た
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
亡
霊
が
と
り
憑
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
亡
霊
は
、
自
分
で
考
え
た
こ
と
が
な
く
、
自
分
で
考
え
る
つ
も
り
も
な
く
、
他
の
誰
か
、
望
む
ら
く
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
誰
か
に
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
す
る
、
卑
し
く
狭
量
な
頭
脳
の
な
か
に
し
か
居
な
い
も
の
で
す
。（
一
七
三
） 
 し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
批
判
を
招
い
た
ク
レ
の
論
は
ラ
ス
キ
ン
の
名
と
真
実
の
観
念
に
触
れ
た
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
賛
美
の
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。 
 ス
タ
ー
ジ
ス=
ラ
イ
ト
論
争 
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
歴
史
様
式
か
ら
の
離
脱
や
そ
れ
ら
の
原
理
の
抽
象
化
が
目
論
ま
れ
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
派
閥
の
分
裂
が
増
長
の
兆
し
を
み
せ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
伴
う
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
盛
隆
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
再
び
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
〟
が
論
壇
で
語
ら
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。 
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さ
ら
に
こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
再
浮
上
の
経
緯
は
、
世
代
を
隔
て
た
ゴ
シ
シ
ス
ト
同
士
の
反
目
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
の
建
国
百
年
博
覧
会
以
後
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
の
建
設
以
後
に
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
た
建
築
家
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
評
価
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
こ
の
歴
史
認
識
は
、
前
時
代
の
動
向
が
ラ
ス
キ
ン
を
奉
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
の
た
め
に
、
一
層
の
怨
嗟
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。 
こ
の
点
に
お
い
て
、
一
九
〇
六
年
竣
工
の
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
め
ぐ
る
ス
タ
ー
ジ
ス
と
ラ
イ
ト
の
論
争
は
、
と
も
に
あ
く
ま
で
ア
メ
リ
カ
建
築
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
発
展
〟
を
奉
じ
た
二
人
の
世
代
間
の
軋
轢
を
表
面
化
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
評
論
と
は
、
第
一
義
的
に
は
、
自
身
が
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
こ
ろ
よ
り
模
索
し
て
き
た
、
様
式
を
脱
し
た
合
理
的
建
築
表
現
の
具
現
化
と
し
て
の
そ
の
建
物
の
賞
賛
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
（
一
七
四
）
。
し
か
し
ラ
イ
ト
は
そ
の
評
論
を
か
よ
う
に
は
受
け
取
ら
ず
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
対
す
る
苛
烈
な
反
論
を
展
開
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
齟
齬
を
生
み
出
し
た
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
〟
を
め
ぐ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
あ
り
、
歴
史
観
だ
っ
た
。 
無
様
式
性
に
関
す
る
ス
タ
ー
ジ
ス
の
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
批
評
は
、
―
― 
 
新
古
典
的
な
る
も
の
、
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
る
も
の
、
フ
レ
ン
チ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
的
な
る
も
の
の
追
跡
は
水
泡
に
帰
し
た
。
あ
る
期
間
を
総
合
す
る
と
、
我
々
は
一
八
五
〇
年
代
と
同
様
、
生
き
た
建
築
様
式
は
も
と
よ
り
、
い
や
し
く
も
建
築
と
呼
ば
れ
る
べ
き
何
物
か
ら
も
遠
い
。
我
々
が
考
察
し
て
い
る
建
物
が
新
し
い
姿
を
装
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
認
め
た
上
で
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
一
七
五
） 
 と
い
う
迂
遠
な
言
及
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
齢
七
十
を
過
ぎ
た
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
の
建
築
家
ス
タ
ー
ジ
ス
の
こ
の
評
価
を
、
ラ
イ
ト
は
賞
賛
と
は
読
ま
な
か
っ
た
。 
と
い
う
の
も
ラ
イ
ト
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
続
け
て
「
建
築
を
愛
す
る
人
間
が
お
そ
ら
く
初
め
て
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
様
式
や
派
と
完
全
に
距
離
を
お
い
た
建
物
を
見
た
ら
、
驚
き
の
衝
撃
、
愉
快
の
逆
の
驚
き
の
感
情
を
抱
く
」（
一
七
六
）
だ
ろ
う
、
歴
史
様
式
の
知
識
の
あ
る
人
間
は
「
お
お
か
た
、
図
１
〔F
ig
.5
2
〕
に
示
さ
れ
る
こ
の
記
念
碑
を
、
途
轍
も
な
く
醜
い
建
物
だ
と
言
う
は
ず
」（
一
七
七
）
だ
と
語
っ
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ー
ジ
ス
の
意
見
と
し
て
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
右
の
言
及
の
ほ
か
、「
職
人
魂
が
表
現
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
全
く
い
け
好
か
な
い
、
そ
れ
は
昔
は
芸
術
作
品
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
今
は
違
う
、
と
い
う
の
が
建
築
美
術
を
愛
す
る
ほ
と
ん
ど
の
人
間
の
意
見
だ
ろ
う
」（
一
七
八
）
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
本
来
は
、
保
守
的
な
（
古
典
）
美
術
愛
好
家
の
意
見
を
逆
説
的
に
代
弁
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
酷
評
を
ス
タ
ー
ジ
ス
の
発
話
と
見
做
し
た
ラ
イ
ト
は
反
対
論
文
の
な
か
で
、「
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
に
何
ら
か
の
特
別
な
意
義
を
感
じ
と
っ
た
よ
う
だ
が
、
彼
は
生
涯
を
通
じ
て
伝
統
的
様
式
に
傾
倒
し
た
た
め
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（
一
七
九
）
の
だ
と
語
っ
た
。 
し
か
し
ス
タ
ー
ジ
ス
が
例
示
し
た
酷
評
と
、
ス
タ
ー
ジ
ス
自
身
に
よ
る
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
評
価
は
む
し
ろ
好
対
照
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
そ
の
批
評
の
な
か
で
、「
こ
の
建
物
の
設
計
者
は
実
務
上
の
必
須
要
件
と
し
て
必
要
な
も
の
以
外
は
備
え
さ
せ
な
い
覚
悟
」（
一
八
〇
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
こ
の
設
計
者
が
自
身
の
指
針
と
し
て
定
め
た
第
一
の
原
理
と
は
―
―
単
に
建
築
装
飾
と
見
え
る
も
の
を
す
べ
て
回
避
し
、
建
築
的
効
果
の
た
め
に
建
造
物
に
何
か
を
足
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
（
一
八
一
）
こ
と
を
捉
え
得
て
お
り
、
そ
の
上
で
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
「
よ
く
考
え
抜
か
れ
た
設
計
で
あ
り
、
構
造
や
す
べ
て
の
電
気
器
具
の
デ
ィ
テ
ー
ル
の
お
の
お
の
が
手
を
か
け
て
ス
タ
デ
ィ
さ
れ
て
い
る
」（
一
八
二
）
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。 
そ
の
上
で
指
摘
さ
れ
た
、「
光
と
影
の
芸
術
」
で
あ
る
建
築
の
側
面
に
ラ
イ
ト
の
手
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が
ま
わ
り
き
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
批
評
の
な
か
で
は
む
し
ろ
些
細
な
こ
と
だ
っ
た
。
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
造
形
を
抽
象
芸
術
と
し
て
み
た
と
き
、
そ
の
造
形
原
理
は
ス
タ
ー
ジ
ス
に
と
っ
て
概
ね
称
賛
す
べ
き
も
の
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
は
、「
抽
象
造
形
作
品
と
し
て
、
そ
れ
自
体
醜
い
か
そ
の
逆
の
も
の
で
あ
る
か
と
み
た
と
き
、
状
態
が
完
璧
で
手
入
れ
が
行
き
届
き
、
人
間
の
思
考
と
目
的
が
示
さ
れ
た
作
品
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
に
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
醜
い
も
の
は
な
い
」（
一
八
三
）
と
、
様
式
建
築
の
愛
好
家
に
対
し
、
合
理
主
義
的
建
築
観
の
立
場
か
ら
反
省
を
促
し
も
し
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ま
た
、「
す
べ
て
が
実
用
性
を
視
野
に
入
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
装
飾
し
よ
う
、
美
化
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
ま
た
な
さ
れ
て
い
る
」（
一
八
四
）
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
建
造
物
に
建
築
た
る
べ
き
質
が
萌
芽
し
て
い
る
姿
を
み
た
。 
 
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
は
も
と
よ
り
婉
曲
的
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
は
初
め
か
ら
読
者
と
の
齟
齬
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
ス
タ
ー
ジ
ス
が
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
て
批
評
を
展
開
し
た
こ
と
が
、
ラ
イ
ト
の
誤
解
を
さ
ら
に
助
長
し
た
の
だ
っ
た
。
以
下
の
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
一
節
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
と
ラ
イ
ト
の
反
目
の
所
在
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
―
― 
 
ラ
ス
キ
ン
は
自
分
が
〝
習
慣
ユ
ー
ス
〟
と
〝
風
習
ウ
ォ
ン
ト
〟
の
理
論
―
特
定
の
造
形
や
色
彩
に
対
す
る
好
み
は
た
だ
親
し
ん
だ
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
惑
わ
さ
れ
た
過
去
の
話
を
語
り
、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
上
に
頭
蓋
骨
を
数
か
月
間
置
い
て
お
い
た
が
、
そ
の
月
日
が
経
っ
て
も
醜
い
ま
ま
だ
っ
た
と
言
う
。
（
一
八
五
） 
 
ラ
ス
キ
ン
か
ら
み
た
頭
蓋
骨
の
美
醜
の
判
断
基
準
は
、
こ
の
言
及
の
み
を
見
る
限
り
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
語
る
合
理
的
設
計
論
に
基
づ
く
判
断
基
準
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
な
ぜ
な
ら
ラ
ス
キ
ン
が
〝
醜
い
〟
と
語
る
頭
蓋
骨
も
ま
た
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
「
現
代
建
築
」
で
述
べ
た
〝
神
の
作
品
〟
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
知
性
と
意
図
を
内
在
さ
せ
た
工
作
物
だ
か
ら
で
あ
る
。 
し
か
し
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
理
の
混
乱
は
さ
て
お
き
、
こ
の
引
用
は
第
一
義
的
に
は
、
美
の
基
準
は
習
慣
と
は
別
に
恒
久
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
て
、
ラ
イ
ト
の
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
因
習
を
打
破
し
、
そ
の
基
準
を
満
た
す
美
を
志
向
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
の
主
張
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。 
他
方
、
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
賞
賛
の
た
め
に
援
用
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
は
同
時
に
、
同
じ
論
内
で
時
代
錯
誤
の
象
徴
と
し
て
も
言
及
さ
れ
る
。「
商
業
ビ
ル
を
良
き
古
き
意
味
で
建
築
的
に
す
る
こ
と
で
は
建
築
は
何
も
得
ら
れ
な
い
」（
一
八
六
）
こ
と
は
ス
タ
ー
ジ
ス
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
五
十
年
以
上
前
に
ラ
ス
キ
ン
が
指
摘
し
た
」（
一
八
七
）
美
術
と
商
業
活
動
の
敵
対
関
係
は
今
や
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
現
代
の
建
設
技
術
が
避
け
ら
れ
ぬ
条
件
と
し
て
あ
り
、「
建
設
や
デ
ィ
テ
ー
ル
な
ど
で
昔
の
様
式
が
我
々
に
提
供
す
べ
き
も
の
を
す
べ
て
拒
否
し
た
と
き
、
な
お
依
然
と
し
て
問
わ
れ
う
る
問
い
、
〝
設
計
の
仕
方
を
知
っ
て
い
る
設
計
者
は
〔
そ
の
と
き
〕
い
か
に
設
計
し
た
か
〟
」（
一
八
八
）
と
い
う
問
題
に
対
す
る
有
効
な
回
答
だ
っ
た
。
商
業
活
動
と
芸
術
活
動
を
切
り
離
す
〝
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
観
〟
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
と
っ
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
対
象
だ
っ
た
。 
し
か
し
、
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
た
と
い
う
事
実
お
よ
び
、
ス
タ
ー
ジ
ス
自
身
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
両
面
感
情
こ
そ
が
、
ラ
イ
ト
に
誤
解
を
生
ぜ
し
め
、
辛
辣
な
反
論
文
を
書
か
せ
る
ひ
と
つ
の
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
は
「
ス
タ
ー
ジ
ス
氏
に
対
す
る
応
答
」
の
な
か
で
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
へ
の
言
及
を
取
り
上
げ
こ
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
―
― 
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日
々
の
パ
ン
．
．
．
．
．
を
獲
る
た
め
の
活
動
は
芸
術
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
に．
敵
対
し
な
い
．
．
．
．
．
！
ラ
ス
キ
ン
氏
の
影
響
〔
こ
そ
〕
が
芸
術
に
敵
対
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
我
々
の
発
展
を
妨
げ
て
半
世
紀
が
経
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
少
な
く
と
も
四
半
世
紀
の
遅
れ
を
食
っ
た
。
彼
は
我
々
の
美
学
上
の
問
題
の
本
質
を
偽
造
し
、
み
ず
か
ら
の
後
ろ
に
未
だ
に
片
付
か
な
い
反
動
主
義
者
の
列
を
の
こ
し
た
。
新
し
い
状
況
や
新
し
い
道
具
は
必
然
的
に
我
々
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
我
々
に
好
機
を
与
え
る
。
し
か
し
彼
ら
保
守
主
義
者
は
そ
の
好
機
を
無
視
し
て
満
足
し
て
い
る
。（
一
八
九
） 
 し
か
し
ラ
イ
ト
が
「
日
々
の
パ
ン
を
獲
る
た
め
の
活
動
は
芸
術
に
敵
対
し
な
い
」
と
語
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
批
判
と
同
一
の
点
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
ラ
イ
ト
は
、
自
身
が
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
試
み
た
幾
何
学
立
体
に
よ
る
造
形
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
「
自
分
が
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
の
中
に
す
で
に
記
録
し
た
も
の
を
活
字
で
記
録
す
る
こ
と
を
欲
し
、
混
じ
り
け
の
な
い
、
純
粋
な
造
形
を
単
位
に
考
え
る
こ
と
を
好
ん
だ
」（
一
九
〇
）
結
果
で
あ
る
と
語
り
、
そ
の
「
む
き
だ
し
の
、
ご
ま
か
し
の
な
い
造
形
を
ス
タ
ー
ジ
ス
氏
が
有
り
得
な
い
と
感
じ
た
」
（
一
九
一
）
こ
と
に
敵
愾
心
を
露
わ
に
し
た
。
と
い
う
の
も
ラ
イ
ト
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
批
評
が
「
仮
面
を
主
構
造
だ
と
言
っ
て
い
る
」（
一
九
二
）
も
の
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 ラ
イ
ト
が
ス
タ
ー
ジ
ス
の
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
批
評
を
こ
こ
ま
で
逆
様
に
理
解
し
た
の
は
、
ラ
イ
ト
の
世
代
に
受
容
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
が
、
歴
史
様
式
へ
の
拘
泥
、
手
仕
事
の
過
度
な
尊
重
、
盲
従
的
な
自
然
礼
賛
と
い
っ
た
諸
点
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
の
建
築
美
学
の
瑕
疵
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
の
世
代
の
建
築
家
に
と
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
と
は
過
去
の
因
習
の
体
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
理
解
に
も
一
面
に
お
い
て
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
ラ
イ
ト
が
抱
い
た
ラ
ス
キ
ン
へ
の
嫌
悪
に
ス
タ
ー
ジ
ス
の
よ
う
な
留
保
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
他
の
論
考
で
語
っ
て
い
る
通
り
、
ラ
イ
ト
の
歴
史
認
識
に
よ
れ
ば
「
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
の
理
想
、
パ
リ
の
ボ
ザ
ー
ル
教
育
は
ア
メ
リ
カ
で
特
に
流
行
っ
て
お
り
、〔
我
々
を
〕
ど
ん
ど
ん
と
混
乱
さ
せ
当
惑
さ
せ
、
そ
し
て
幾
つ
か
の
点
で
は
我
々
が
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
露
呈
さ
せ
た
」（
一
九
三
）
か
ら
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
が
国
内
で
経
験
し
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
世
代
の
も
の
と
は
異
な
り
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
好
感
情
を
抱
き
う
る
契
機
を
有
さ
な
か
っ
た
。 
 ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ
フ
ト 
ラ
ス
キ
ン
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
世
代
間
の
表
象
の
ず
れ
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
と
ラ
イ
ト
の
相
互
理
解
の
妨
げ
と
な
っ
て
現
れ
た
。 
そ
う
し
て
そ
の
溝
は
、
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
批
評
の
発
表
直
後
に
ス
タ
ー
ジ
ス
が
没
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
建
築
観
を
痛
罵
し
た
ラ
イ
ト
の
文
章
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
訃
報
に
重
な
り
掲
載
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
一
九
四
）
。
そ
の
後
、
こ
の
一
連
の
論
争
は
ラ
ー
キ
ン
社
に
よ
っ
て
同
年
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
は
少
部
数
発
行
で
あ
り
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ナ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
は
一
九
八
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
没
に
あ
た
り
『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
追
悼
文
を
寄
稿
し
た
の
は
ス
カ
イ
ラ
ー
だ
っ
た
が
（
一
九
五
）
、
二
十
世
紀
初
頭
の
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
建
築
理
論
家
・
実
践
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ジ
ス
の
特
質
を
記
録
し
え
た
の
は
も
は
や
彼
し
か
い
な
か
っ
た
。 
そ
こ
で
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、「
青
年
期
の
彼
が
ラ
ス
キ
ン
の
雄
弁
の
魔
法
に
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
必
然
的
な
こ
と
」（
一
九
六
）
で
あ
っ
た
時
代
相
や
ス
タ
ー
ジ
ス
の
人
格
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
奉
じ
た
な
か
で
  
219 
ゴシックの死か再生 
も
、「
彼
が
自
然
と
そ
の
派
に
お
け
る
厳
格
に
論
理
的
な
も
の
の
実
践
者
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
た
」（
一
九
七
）
こ
と
を
語
っ
た
。
そ
う
し
て
彼
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
建
築
美
観
の
中
核
を
こ
の
よ
う
に
摘
要
し
、
そ
の
理
性
的
性
質
を
強
調
し
た
。
―
―
「
自
身
の
作
品
の
な
か
の
美
の
ほ
と
ん
ど
を
、
本
人
は
論
理
の
帰
結
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
は
、
実
際
に
は
大
部
分
が
〔
論
理
の
〕
〝
副
産
物
〟
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
一
九
八
）
。 
し
か
し
ス
タ
ー
ジ
ス
が
十
九
世
紀
に
展
開
し
た
理
論
の
数
々
は
、
ラ
イ
ト=
ス
タ
ー
ジ
ス
論
争
に
も
象
徴
さ
れ
る
世
代
間
の
断
絶
、
前
時
代
へ
の
怨
嗟
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
後
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。 
  
ス
タ
ー
ジ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
、
ワ
イ
ト
ら
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
ラ
ス
キ
ン
を
受
容
し
た
世
代
は
、
そ
の
後
の
時
勢
の
変
化
と
並
行
し
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
の
解
釈
の
変
化
に
応
じ
な
が
ら
も
、
青
年
時
代
の
彼
ら
を
鼓
舞
し
た
意
味
で
の
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
肖
像
を
棄
て
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
最
も
痛
切
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
が
一
九
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ
版
『
建
築
の
七
燈
・
建
築
と
絵
画
』
の
解
説
と
し
て
寄
稿
し
た
「
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
」（
一
九
九
）
で
あ
る
。 す
で
に
見
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
で
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
理
論
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
地
位
は
す
で
に
七
〇
年
代
末
に
凋
落
し
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た
。「
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
が
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
設
技
術
の
意
義
を
完
全
に
嗅
ぎ
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
理
論
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
」（
二
〇
〇
）
と
言
い
、「
一
八
五
八ママ
年
を
嚆
矢
と
し
て
い
く
つ
か
の
フ
ラ
ン
ス
の
書
籍
が
出
現
し
た
こ
と
」（
二
〇
一
）
を
重
要
視
す
る
ス
タ
ー
ジ
ス
の
解
説
は
そ
の
ま
ま
、
そ
の
凋
落
を
み
た
七
〇
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
動
向
と
一
致
し
て
い
る
。 
ま
た
こ
こ
で
の
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
も
ラ
ス
キ
ン
の
具
体
的
な
建
築
批
評
の
瑕
疵
を
事
細
か
に
論
難
し
た
（
二
〇
二
）
。
こ
の
解
説
の
特
異
性
は
、
こ
う
し
た
批
判
を
主
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
原
著
者
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
全
く
用
を
な
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。 
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
そ
の
解
説
の
末
尾
に
こ
の
よ
う
に
語
り
、
な
お
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
か
ら
何
物
か
を
看
取
す
る
よ
う
読
者
を
促
す
の
で
あ
る
。
―
― 
 
『
建
築
の
七
燈
』
の
よ
う
な
著
作
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
建
物
や
デ
ィ
テ
ー
ル
が
正
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
は
な
い
。
問
題
は
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
提
言
が
与
え
る
に
値
し
、
と
る
に
値
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
全
体
を
総
合
し
て
芸
術
の
徒
の
役
に
立
ち
う
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
二
〇
三
） 
 
ス
タ
ー
ジ
ス
以
前
に
、
す
で
に
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
お
よ
び
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
一
九
〇
三
年
、
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
一
九
〇
八
年
に
没
し
て
い
た
。
二
十
世
紀
の
最
初
の
十
年
が
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
ひ
と
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
一
八
五
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
経
験
し
た
主
要
な
論
客
が
ア
メ
リ
カ
に
殆
ど
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
ー
も
ま
た
肺
炎
の
た
め
に
一
九
一
四
年
に
世
を
去
る
。
本
論
文
で
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
な
か
で
一
九
一
〇
年
代
に
も
批
評
の
筆
を
揮
っ
た
の
は
、「
無
装
飾
の
設
計
ス
タ
デ
ィ
」（
一
九
一
一
、Fig
.5
1
）（
二
〇
四
）
を
は
じ
め
と
す
る
ワ
イ
ト
の
み
と
な
っ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
以
降
の
建
築
論
壇
の
潮
流
を
形
づ
く
る
こ
と
と
な
る
の
は
キ
ン
ボ
ー
ル
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
お
よ
び
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
建
築
史
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
き
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
、
フ
ィ
ッ
チ
の
世
代
が
現
れ
る
。 
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現
在
の
批
評
で
は
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
作
品
の
正
当
性
と
価
値
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
作
品
の
目
的
は
、
わ
ざ
と
ら
し
い
外
観
の
芸
術
―
詩
の
可
視
的
で
触
知
で
き
る
構
造
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
―
を
最
小
限
に
抑
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
完
全
に
避
け
、
野
外
の
自
然
や
、
生
長
や
、
流
れ
や
、
宇
宙
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
力
の
精
神
を
刻
み
こ
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
作
品
の
か
た
ち
は
、
有
機
的
自
然
に
本
来
備
わ
っ
た
造
形
の
法
則
の
み
に
従
う
。〔
…
〕
真
の
芸
術
家
は
魂
の
態
度
で
わ
か
る
。
彼
は
自
然
と
人
間
の
こ
と
を
、
生
き
生
き
と
、
熱
を
こ
め
て
見
つ
め
る
。
そ
れ
は
単
な
る
、
も
の
を
知
り
、
も
の
ご
と
の
道
理
を
知
る
人
間
―
科
学
者
―
の
態
度
で
は
な
い
。
も
の
ご
と
を
感
情
的
・
精
神
的
に
楽
し
み
、
そ
の
楽
し
み
を
他
人
と
と
も
に
味
わ
う
人
間
の
態
度
だ
。
芸
術
衝
動
だ
け
か
ら
、
あ
る
い
は
、
芸
術
衝
動
を
主
と
し
て
生
じ
た
大
芸
術
作
品
な
ど
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
ゴ
シ
ッ
ク
・
中
世
芸
術
は
宗
教
的
衝
動
を
起
源
に
も
っ
て
い
た
。 
 
ジ
ョ
ン
・
バ
ロ
ー
ズ
「
芸
術
と
生
命
よ
ふ
た
た
び
」、
一
八
九
三
年
。 
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 ラ
ス
キ
ン
の
死
ま
で
：
一
八
八
九
―
一
九
〇
三 
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
出
版 
前
章
に
示
し
た
通
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
モ
リ
ス
、
ラ
ス
キ
ン
を
想
源
と
す
る
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
は
じ
ま
り
は
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
て
は
、
美
術
評
論
家
で
あ
る
よ
り
も
社
会
思
想
家
と
し
て
の
理
解
が
優
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
振
興
の
工
芸
分
野
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
を
理
念
的
支
柱
と
し
て
重
視
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
国
内
に
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
背
景
を
有
し
て
い
た
東
部
の
建
築
家
・
建
築
批
評
家
は
お
し
な
べ
て
こ
の
動
向
に
は
与
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
と
す
る
中
西
部
の
建
築
界
に
は
そ
れ
ま
で
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
肯
定
的
な
理
解
が
あ
っ
た
も
の
の
、
九
〇
年
代
の
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
取
り
組
み
や
、
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
建
築
界
内
部
の
都
市
間
情
報
交
流
を
背
景
に
、
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
忌
避
と
い
う
点
に
関
し
て
東
部
論
壇
と
の
世
論
の
一
致
を
み
た
。 
こ
の
よ
う
な
建
築
界
の
動
向
は
、
単
に
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
推
進
者
た
ち
と
の
齟
齬
を
み
せ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
、
一
般
的
な
読
者
と
の
認
識
の
懸
隔
と
も
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。 
九
〇
年
代
初
頭
と
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｅ
・
メ
リ
ル
社
が
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
レ
ン
社
か
ら
版
権
を
買
い
取
り
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
の
解
説
が
付
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
初
の
正
規
版
の
ラ
ス
キ
ン
書
籍
（
〝
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
〟
）
を
出
版
し
た
（
一
八
九
一
―
九
六
）（
一
）
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
読
者
拡
大
の
画
期
で
あ
る
。
こ
の
正
規
版
の
出
版
は
当
時
大
々
的
に
宣
伝
さ
れ
、
国
内
の
批
評
誌
や
新
聞
は
よ
う
や
く
丁
寧
な
印
刷
・
造
本
で
ラ
ス
キ
ン
が
読
め
る
こ
と
を
喜
ん
だ
（F
ig
.5
3
）。 
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
出
版
前
に
も
、
ア
メ
リ
カ
初
の
ラ
ス
キ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『
自
然
、
芸
術
、
道
徳
と
信
仰
に
お
け
る
真
実
と
美
』（
一
八
五
八
）
や
『
若
き
少
女
、
淑
女
へ
の
書
簡
と
ア
ド
バ
イ
ス
』（
初
版
一
八
七
九
）
は
版
を
重
ね
、
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
も
新
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。
ま
た
八
〇
年
代
末
か
ら
は
『
文
豪
の
家
庭
生
活
』（
一
八
八
九
）（
三
）
や
エ
ル
バ
ー
ト
・
ハ
バ
ー
ド
『
偉
人
の
故
郷
へ
の
小
旅
行
』（
一
八
九
五
）（
四
）
、『
最
近
の
著
述
家
の
略
歴
』（
一
八
九
九
）
（
五
）
な
ど
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
関
心
は
英
国
作
家
の
現
地
生
活
へ
の
興
味
と
い
う
か
た
ち
で
も
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
新
た
な
選
集
も
数
多
く
出
版
さ
れ
、
一
八
九
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
版
の
全
集
（
六
）
が
現
れ
た
。
そ
の
後
、『
ジ
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
の
編
集
者
と
な
る
文
芸
評
論
家
ブ
リ
ス
・
ペ
リ
ー
〔
一
八
六
〇
―
一
九
五
四
〕
は
特
に
経
済
学
論
考
を
発
表
す
る
以
前
の
初
期
の
美
術
論
を
取
り
上
げ
選
集
（
一
八
九
八
）（
七
）
を
編
み
、「
狭
く
見
す
ぎ
る
と
気
ま
ぐ
れ
の
連
続
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
」（
八
）
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
が
、「
美
と
善
に
対
す
る
気
高
き
情
熱
と
、
不
正
と
悪
に
対
す
る
気
高
き
軽
蔑
」（
九
）
に
お
い
て
一
貫
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
動
向
の
な
か
で
、
考
古
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ル
ド
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
作
品
：
現
代
思
想
と
現
代
生
活
に
対
す
る
そ
の
影
響
』（
一
八
九
三
）（
一
〇
）
は
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
の
嚆
矢
的
位
置
を
占
め
た
。 
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
で
ラ
ス
キ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
〔
一
八
五
四
―
一
九
三
二
〕
に
よ
る
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
教
育
』（
一
八
九
一
）（
一
一
）
や
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
生
涯
と
作
品
』（
一
八
九
三
）（
一
二
）
を
は
じ
め
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
書
か
れ
た
ラ
ス
キ
ン
関
連
書
籍
の
な
か
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
同
時
発
売
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
に
は
『
テ
ニ
ソ
ン
、
ラ
ス
キ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
記
録
』（
一
八
九
二
）（
一
三
）
や
ラ
ス
キ
ン
の
『
大
学
学
友
宛
書
簡
集
』（
一
八
九
四
）（
一
四
）
、『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
聖
書
言
及
』（
一
八
九
八
）（
一
五
）
、『
ラ
ス
キ
ン
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
』（
一
八
九
九
）（
一
六
）
な
ど
が
含
ま
れ
、
九
〇
年
代
末
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人 
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美
学
者
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
〔
一
八
六
六
―
一
九
三
二
〕
の
『
ラ
ス
キ
ン
と
美
の
宗
教
』（
一
八
九
七
）
の
英
訳
版
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
九
九
）
も
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
（
一
七
）
。
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
・
ホ
ブ
ソ
ン
〔
一
八
五
八
―
一
九
四
〇
〕
に
よ
る
『
社
会
改
革
者
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
』（
一
八
九
八
）（
一
八
）
は
ア
メ
リ
カ
版
が
先
行
し
た
。 
そ
う
し
て
一
九
〇
〇
年
に
知
ら
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
訃
報
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
こ
う
し
た
ラ
ス
キ
ン
・
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
と
し
て
働
い
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
没
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
様
々
な
伝
記
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
版
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
創
刊
前
後
の
ラ
ス
キ
ン
と
の
親
密
な
交
友
関
係
を
描
い
た
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
の
伝
記
『
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
伝
』（
一
九
〇
一
）（
一
九
）
や
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
に
よ
る
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
宛
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
書
簡
集
』（
一
九
〇
四
）
（
二
〇
）
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
伝
記
研
究
を
補
填
し
、
ア
メ
リ
カ
と
ラ
ス
キ
ン
の
繋
が
り
を
強
調
し
た
。
そ
の
ほ
か
二
十
世
紀
初
頭
に
は
、
ト
リ
ッ
グ
ス
の
『
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
史
』（
一
九
〇
二
）（
二
一
）
や
ワ
シ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
デ
ン
『
光
の
目
撃
者
た
ち
』（
一
九
〇
三
）（
二
二
）
で
社
会
思
想
家
と
し
て
言
及
さ
れ
た
ほ
か
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
序
論
に
よ
る
『
ラ
ス
キ
ン
の
神
曲
論
』（
一
九
〇
三
）（
二
三
）
な
ど
の
文
学
論
も
出
版
さ
れ
た
。 
 死
屍
に
鞭
打
つ 
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
九
〇
年
代
の
ラ
ス
キ
ン
・
ブ
ー
ム
の
開
始
は
、
折
し
も
ラ
ス
キ
ン
自
身
の
絶
筆
・
重
篤
と
重
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
建
築
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
時
期
ラ
ス
キ
ン
に
関
心
を
払
っ
た
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
一
月
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
は
い
ち
早
く
、
一
面
で
こ
の
悲
報
を
伝
え
て
い
る
（
二
四
）
。
そ
れ
は
建
築
関
係
の
新
し
い
世
代
が
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
興
味
を
も
つ
た
め
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、
同
記
事
は
こ
の
機
に
改
め
て
彼
の
著
作
群
を
紹
介
し
た
。 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
批
評
家
と
し
て
の
信
頼
性
が
す
で
に
失
墜
し
、
そ
の
建
築
論
が
む
し
ろ
国
内
の
建
築
思
想
の
展
開
に
対
立
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、
同
紙
の
紹
介
の
仕
方
は
建
築
専
門
紙
と
し
て
き
わ
め
て
奇
妙
な
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
同
記
事
は
、
新
し
い
世
代
の
建
築
界
の
読
者
に
『
二
つ
の
道
』、『
黄
金
の
河
の
王
様
』、『
塵
の
倫
理
』
を
薦
め
な
が
ら
、
ラ
ス
キ
ン
の
「
建
築
批
評
の
信
頼
性
は
危
う
い
」（
二
五
）
も
の
で
あ
る
た
め
、『
七
燈
』
や
『
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
石
』
の
推
薦
順
は
後
手
に
ま
わ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
読
者
の
関
心
は
、『
七
燈
』
で
も
特
に
「
記
憶
の
燈
」
の
み
に
振
り
向
け
た
。 
一
方
同
紙
は
、
同
時
期
の
ラ
ス
キ
ン
の
読
者
層
の
拡
大
に
対
応
し
て
、
そ
の
後
新
た
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
展
開
を
模
索
し
て
も
い
る
。
九
〇
年
代
半
ば
に
は
、
ア
ン
リ
・
ラ
ブ
ル
ー
ス
ト
の
子
息
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
レ
オ
ン
・
ラ
ブ
ル
ー
ス
ト
〔
一
八
四
六
―
一
九
〇
七
〕
が
『
建
築
・
建
設
事
典
』（
二
六
）
に
寄
稿
し
た
、
ラ
ス
キ
ン
と
ゼ
ン
パ
ー
の
様
式
論
の
比
較
記
事
が
訳
出
掲
載
さ
れ
た
（
二
七
）
。 
こ
こ
で
ラ
ブ
ル
ー
ス
ト
は
、『
七
燈
』
に
要
約
さ
れ
る
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
哲
学
は
「
理
想
と
現
実
と
い
う
人
間
の
な
か
の
二
つ
の
要
素
に
基
礎
を
も
つ
」（
二
八
）
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
彼
は
正
し
さ
の
度
を
超
え
る
こ
と
な
く
、
空
想
の
過
ち
か
ら
逃
れ
、
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
俗
悪
を
避
け
得
て
い
る
」（
二
九
）
こ
と
、
そ
し
て
「
ラ
ス
キ
ン
の
哲
学
と
ゼ
ン
パ
ー
の
哲
学
の
中
核
が
共
通
し
て
い
る
」（
三
〇
）
こ
と
を
論
じ
た
。
と
い
う
の
も
、「
彼
ら
は
と
も
に
精
神
的
モ
ラ
ル
要
素
と
物
質
的
マ
テ
リ
ア
ル
要
素
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
精
神
的
要
素
は
魂
の
優
れ
た
性
質
を
基
礎
と
し
、
物
質
的
要
素
は
我
々
の
官
能
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
高
等
な
快
楽
を
基
礎
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
要
素
は
一
時
も
分
離
し
て
は
な
ら
な
い
。一
方
が
他
方
を
強
化
す
る
の
だ
」（
三
一
）
。 
 
し
か
し
、
こ
こ
で
の
選
者
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
は
、
物
心
両
面
の
必
要
条
件
を
満
た
す
抽
象
的
・
原
理
的
な
も
の
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
を
理
解
し
た
読
者
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
東
部
で
は
、「
ラ
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ス
キ
ン
氏
の
作
品
の
読
書
を
誰
か
に
勧
め
た
り
、
余
計
な
宣
伝
を
し
た
り
す
る
の
は
い
つ
も
気
乗
り
が
し
な
い
」（
三
二
）
と
い
う
意
識
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
全
盛
期
に
も
引
き
続
き
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
内
部
の
ラ
ス
キ
ン
の
語
ら
れ
か
た
に
捩
れ
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。 
 
そ
し
て
世
紀
末
の
建
築
界
を
と
り
ま
い
た
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
忌
避
感
は
、
一
九
〇
〇
年
の
ラ
ス
キ
ン
の
訃
報
に
接
し
て
さ
え
も
曝
け
出
さ
れ
た
。『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
三
三
）
や
『
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
』（
三
四
）
、『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』（
三
五
）
、『
現
代
文
学
』（
三
六
）
な
ど
の
主
力
文
芸
誌
は
こ
の
死
に
接
し
追
悼
論
文
を
掲
載
し
た
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
第
一
報
は
、「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
が
語
っ
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
に
反
対
し
た
多
く
の
人
々
も
彼
の
死
に
触
れ
て
喪
失
感
を
覚
え
る
こ
と
だ
ろ
う
」（
三
七
）
と
い
う
語
り
だ
し
の
、
そ
れ
ま
で
の
国
内
建
築
界
の
確
執
が
露
骨
な
記
事
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
同
紙
に
は
、
そ
の
直
後
に
追
悼
記
事
も
掲
載
さ
れ
た
（
三
八
）
。
し
か
し
こ
れ
は
、
「
現
代
社
会
が
芸
術
批
評
で
は
な
く
社
会
主
義
観
を
尋
ね
て
ラ
ス
キ
ン
氏
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
」（
三
九
）
と
語
り
ラ
ス
キ
ン
の
絵
画
批
評
を
中
心
に
論
を
展
開
し
な
が
ら
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
に
関
す
る
言
及
が
皆
無
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
記
事
は
匿
名
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
辛
辣
な
追
悼
記
事
は
記
名
の
も
の
に
す
ら
主
流
を
占
め
た
。
一
九
〇
〇
年
の
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
は
訃
報
の
ほ
か
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
・
プ
レ
ブ
ル
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
〔
一
八
三
六
―
一
九
一
三
〕
に
よ
る
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
（
四
〇
）
、
こ
れ
も
ま
た
、
建
築
批
評
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
非
難
を
主
調
と
し
た
。
一
八
三
〇
年
代
半
ば
、
ス
タ
ー
ジ
ス
と
同
年
に
生
ま
れ
た
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
身
が
生
き
た
時
代
の
建
築
界
で
「
こ
の
著
者
の
存
在
を
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
」
（
四
一
）
だ
っ
た
。
そ
の
圧
倒
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
「
追
従
す
る
人
間
の
心
酔
も
生
み
、
敵
対
す
る
人
間
の
嫌
悪
も
生
ん
だ
」（
四
二
）
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
の
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
が
後
者
に
与
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の
論
の
運
び
か
ら
明
ら
か
だ
っ
た
。 
と
い
う
の
も
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
「
自
ら
の
直
感
に
よ
っ
て
他
の
文
筆
家
に
は
見
え
な
か
っ
た
数
多
く
の
真
実
を
切
り
開
い
た
」（
四
三
）
功
績
を
漠
然
と
指
摘
し
た
ほ
か
は
、
建
築
理
論
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
を
評
価
す
る
こ
と
が
絶
え
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
「
建
築
研
究
が
質
に
劣
り
、
領
域
も
狭
く
〔
…
〕
建
築
家
の
目
と
い
う
よ
り
、
画
家
の
目
で
建
物
を
見
た
」（
四
四
）
の
だ
と
見
做
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
は
こ
う
し
た
理
由
を
含
め
て
拙
速
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、「
注
意
深
い
読
者
は
彼
が
論
じ
た
結
論
を
各
段
階
で
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
は
批
評
家
の
重
要
な
資
質
で
あ
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
判
断
力
が
欠
け
て
い
た
」（
四
五
）
。 
一
方
ス
タ
ー
ジ
ス
も
ま
た
、
当
時
『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
で
担
当
し
て
い
た
コ
ラ
ム
欄
を
ラ
ス
キ
ン
の
追
悼
記
事
に
充
て
た
が
（
四
六
）
。
し
か
し
そ
こ
で
の
彼
も
、「
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
と
っ
て
ラ
ス
キ
ン
の
作
品
に
は
そ
れ
だ
け
長
く
懸
命
な
研
究
が
必
要
な
ほ
ど
重
要
な
も
の
は
な
い
」（
四
七
）
と
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
批
評
の
重
要
性
を
等
閑
視
し
て
い
る
。
ま
た
ラ
フ
ァ
ー
ジ
も
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
に
「
ラ
ス
キ
ン
、
芸
術
と
真
実
」（
四
八
）
を
寄
稿
し
、「
ラ
ス
キ
ン
氏
の
思
想
の
な
か
の
誤
り
の
糸
の
も
つ
れ
を
解
く
の
は
難
し
い
」（
四
九
）
と
語
っ
た
。
と
い
う
の
も
「
彼
は
ひ
と
に
辛
く
当
た
り
た
が
り
、
我
を
張
り
自
分
の
意
見
を
押
し
通
し
た
が
る
た
め
に
、
い
く
ら
正
し
い
こ
と
、
重
要
な
こ
と
、
高
尚
な
こ
と
を
述
べ
て
い
て
も
、
絶
対
に
目
立
つ
間
違
い
を
犯
し
、
そ
れ
が
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
」（
五
〇
）
。 
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 事
実
と
真
実
と
真
理
：
一
八
八
七
―
一
九
一
八 
〝
正
し
さ
〟
か
ら
〝
リ
ア
リ
テ
ィ
〟
へ 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
こ
う
し
た
激
し
い
忌
避
の
潮
流
も
、
二
十
世
紀
初
頭
の
建
築
論
壇
に
起
こ
っ
た
幾
つ
か
の
変
化
を
要
因
と
し
て
軟
化
傾
向
を
み
せ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
前
章
で
扱
っ
た
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
盛
隆
で
あ
る
。 
こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
実
践
・
批
評
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
理
念
の
追
求
は
、
前
章
ま
で
に
語
り
お
こ
し
た
限
り
で
は
、
す
べ
て
理
性
の
範
疇
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
の
建
築
論
壇
に
根
づ
い
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
非
合
理
性
〟
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
そ
う
し
た
理
性
的
建
築
を
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
理
念
的
目
標
に
定
め
る
な
か
で
、
早
く
も
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
二
十
世
紀
初
頭
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
そ
う
し
た
合
理
性
に
加
え
、
そ
れ
以
上
の
美
に
対
す
る
志
向
性
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
十
九
世
紀
末
ま
で
の
も
の
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
動
向
の
萌
芽
は
す
で
に
一
八
九
〇
年
代
初
頭
に
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
大
聖
堂
』
の
な
か
で
、
ム
ー
ア
が
採
用
し
た
構
造
合
理
性
に
絞
っ
た
狭
義
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
定
義
に「
少
々
異
議
を
唱
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
」（
五
一
）
と
語
っ
て
い
た
。 
ま
た
世
紀
末
の
ス
カ
イ
ラ
ー
も
、
単
純
な
合
理
的
帰
結
と
し
て
の
構
造
物
は
い
ま
だ
真
の
建
築
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
一
八
九
九
年
の
批
評
に
お
い
て
、
「
正
し
い
ト
ゥ
ル
ー
」
ゴ
シ
ッ
ク
と
「
真
の
リ
ア
ル
」
ゴ
シ
ッ
ク
を
峻
別
し
、
ヘ
イ
ト
の
切
り
詰
め
ら
れ
た
「『
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
建
設
の
論
理
と
構
造
の
機
能
的
表
現
が
と
こ
と
ん
ま
で
突
き
詰
め
ら
れ
た
正
し
い
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
ゴ
シ
ッ
ク
」（
五
二
）
で
は
な
く
、「
論
理
的
建
設
が
限
界
に
至
り
、
表
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
も
う
何
も
な
い
、
真
の
ゴ
シ
ッ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
先
在
を
示
唆
す
る
」（
五
三
）
も
の
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
称
賛
し
た
（F
ig
.5
4
）。 
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そ
し
て
二
十
世
紀
初
頭
、「
ゴ
シ
ッ
ク
の
利
用
」
論
争
に
お
い
て
も
同
様
の
論
旨
は
他
の
論
客
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
こ
で
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
そ
れ
以
外
（
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
）
を
「
論
理
の
原
理
」
と
「
理
想
の
原
理
」
に
区
別
し
、
前
者
の
ゴ
シ
ッ
ク
を
、「
現
実
的
要
求
や
建
設
上
の
条
件
を
純
論
理
的
に
満
足
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
考
え
だ
さ
れ
た
形
式
に
〔
…
〕
輪
郭
や
装
飾
の
美
を
着
せ
る
」（
五
四
）
二
段
階
を
経
た
表
現
形
式
で
あ
る
と
し
、
前
者
の
理
性
的
設
計
の
み
で
は
建
築
美
は
達
成
さ
れ
な
い
と
論
じ
た
。 
そ
れ
と
同
時
期
、
ク
ラ
ム
が
現
代
的
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
を
推
奨
し
た
の
も
、
合
理
性
以
上
の
建
築
の
質
の
た
め
に
よ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
が
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
両
極
に
位
置
す
る
が
、
た
と
え
論
理
的
完
成
度
が
遥
か
に
劣
っ
て
い
た
と
し
て
も
私
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
ほ
う
が
偉
大
で
あ
り
、
よ
り
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
．
．
．
．
．
．
．
．
．
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
五
五
）
と
主
張
し
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
し
、「
ロ
ー
マ
が
理
解
し
え
な
か
っ
た
純
粋
な
建
設
と
設
計
の
論
理
を
加
え
、
さ
ら
に
〔
…
〕
美
へ
の
情
熱
を
加
え
た
」（
五
六
）
の
だ
と
い
う
史
観
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
主
に
純
理
的
な
建
設
原
理
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
十
九
世
紀
後
半
を
経
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
、
感
性
的
な
側
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
変
化
は
、
同
時
期
の
、
国
外
か
ら
の
ゴ
シ
ッ
ク
受
容
の
さ
れ
方
に
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
潮
流
は
国
外
か
ら
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
思
想
に
対
す
る
需
要
を
生
じ
さ
せ
た
が
、
そ
こ
で
国
内
の
建
築
論
壇
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
が
移
入
す
る
こ
と
と
な
る
。 
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
利
用
」
論
争
と
同
年
に
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
で
紹
介
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
史
家
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
〔
一
八
四
九
―
一
九
三
二
〕
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
＝
ル
ネ
・
ロ
ダ
ン
〔
一
八
四
〇
―
一
九
一
七
〕
の
記
事
は
、
建
築
論
壇
の
こ
の
新
た
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
は
じ
ま
り
を
象
徴
し
て
い
る
（
五
七
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
優
位
だ
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
構
造
発
達
史
観
に
批
判
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
理
解
と
し
て
、 
ブ
ラ
ウ
ン
の
記
事
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
・
プ
ラ
イ
ヤ
ー
〔
一
八
五
二
―
一
九
三
二
〕
の
『
英
国
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
史
』（
一
九
〇
〇
）
（
五
八
）
、
ド
イ
ツ
の
美
術
史
家
ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ヒ
オ
〔
一
八
五
〇
―
一
九
三
二
〕
ら
に
よ
る
『
西
洋
教
会
建
築
』
第
二
巻
（
五
九
）
お
よ
び
、
ム
ー
ア
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
と
性
質
』
に
語
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
批
評
を
比
較
検
討
し
、
構
造
発
達
史
の
観
点
の
み
か
ら
描
か
れ
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
に
異
議
を
さ
し
は
さ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
取
り
上
げ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
書
は
す
べ
て
こ
の
史
観
を
採
用
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
た
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ゴ
シ
ッ
ク
発
祥
の
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
「
地
域
的
様
式
が
す
べ
て
単
に
フ
ラ
ン
ス
の
み
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
、何
か
し
ら
独
自
の
非
依
存
性
を
有
し
て
い
る
の
か
」（
六
〇
）
と
い
う
点
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
記
述
一
般
の
問
題
と
し
て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
そ
れ
は
主
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
認
め
る
建
築
美
が
、
そ
う
し
た
構
造
的
要
素
を
主
要
因
と
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
小
規
模
の
教
会
が
み
せ
る
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
的
な
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
「
折
衷
コ
ン
プ
ロ
マ
イ
ズ
に
対
し
て
国
家
的
天
分
を
有
し
て
い
る
た
め
、
芸
術
で
は
全
体
的
印
象
の
魅
力
を
堪
能
し
、
厳
密
な
美
学
的
規
範
を
応
用
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
」（
六
一
）
。 
こ
の
批
判
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
や
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
そ
の
も
の
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
は
構
造
的
観
点
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
認
め
る
論
の
な
か
で
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
美
術
史
家
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
〔
一
七
九
八
―
一
八
七
五
〕
の
論
を
取
り
上
げ
、
自
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
の
象
徴
に
ラ
ス
キ
ン
を
置
き
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
―
― 
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装
飾
と
構
造
の
接
続
に
関
し
て
、
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
に
は
芸
術
的
側
面
か
ら
み
た
建
設
哲
学
が
含
ま
れ
る
。
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
は
、
こ
の
決
定
的
な
原
理
に
対
す
る
認
識
が
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
の
な
か
に
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
こ
と
に
軽
い
驚
き
を
示
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
中
世
の
建
設
者
も
現
代
の
批
評
家
も
こ
う
し
た
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
の
原
理
を
し
か
る
べ
く
評
価
で
き
て
い
な
い
と
考
え
た
（
六
二
）
。 
 
そ
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
は
、「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
『
事
典
』
で
、
ま
た
最
近
ム
ー
ア
氏
が
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
』
に
関
す
る
著
作
で
」（
六
三
）
同
様
の
構
造
的
観
点
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
歴
史
を
読
み
解
い
た
こ
と
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
に
は
イ
ギ
リ
ス
対
他
国
と
い
う
対
立
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
だ
と
語
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
構
造
の
観
点
か
ら
自
国
の
大
規
模
建
築
を
取
り
上
げ
た
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
史
論
に
は
作
例
の
選
択
の
仕
方
に
遺
漏
が
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
こ
の
よ
う
な
論
理
で
の
み
一
面
的
に
語
ら
れ
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
に
異
論
を
唱
え
、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
あ
た
か
も
そ
れ
だ
け
に
依
拠
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
そ
の
〔
構
造
を
〕
誉
め
そ
や
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
同
様
の
極
に
ま
で
推
し
進
め
て
い
な
い
〔
ゴ
シ
ッ
ク
〕
芸
術
の
各
様
相
を
全
く
ゴ
シ
ッ
ク
で
な
い
と
言
っ
て
除
外
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
」（
六
四
）
こ
と
を
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。 
 
他
方
ロ
ダ
ン
に
よ
る
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
・
教
会
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
」
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
建
設
に
関
す
る
知
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
見
做
し
な
が
ら
も
、
そ
の
知
識
の
基
底
に
自
然
愛
が
存
在
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
生
命
的
な
「
真
の
リ
ア
ル
ゴ
シ
ッ
ク
」（
六
五
）
の
実
現
の
た
め
に
は
そ
の
自
然
の
造
形
原
理
自
体
に
建
設
者
が
没
入
す
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ロ
ダ
ン
が
観
じ
た
「
古
代
の
大
建
造
物
の
美
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
彫
刻
家
が
自
然
を
誠
実
に
学
び
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
」（
六
六
）
一
面
に
お
い
て
応
用
自
然
科
学
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
、
徒
弟
時
代
の
師
ビ
エ
ス
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
か
ら
聞
い
た
と
い
う
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
忘
れ
る
こ
と
で
ゴ
シ
ッ
ク
が
創
作
で
き
る
」（
六
七
）
と
い
う
文
言
を
引
き
合
い
に
だ
し
、「
こ
の
〔
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
〕
表
現
に
は
隠
れ
た
意
味
が
あ
る
」（
六
八
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
真
の
リ
ア
ル
ゴ
シ
ッ
ク
を
作
り
出
す
た
め
に
は
根
底
的
な
知
識
が
必
要
」（
六
九
）
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ロ
ダ
ン
に
よ
れ
ば「
生
命
は
力
と
美
が
さ
ま
ざ
ま
に
入
り
混
じ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
」（
七
〇
）
も
の
で
あ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
に
則
っ
た
建
設
の
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
生
命
の
不
可
解
性
を
直
知
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
真
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
「
森
林
の
神
秘
的
な
生
命
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
は
、
芸
術
家
の
簡
約
能
力
に
よ
っ
て
そ
れ
〔
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
〕
が
そ
の
生
命
を
再
現
し
、
岩
や
木
々
―
―
す
な
わ
ち
〝
自
然
〟
―
―
を
現
出
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」（
七
一
）
。 
そ
う
し
て
、
こ
う
し
た
科
学
的
か
つ
神
秘
主
義
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
理
解
に
関
し
て
、
ロ
ダ
ン
が
筆
頭
に
挙
げ
た
の
が
ラ
ス
キ
ン
だ
っ
た
。
ロ
ダ
ン
は
そ
の
論
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
の
古
代
の
大
聖
堂
・
教
会
を
は
じ
め
て
理
解
し
た
外
国
人
の
ひ
と
り
は
ラ
ス
キ
ン
で
あ
る
」（
七
二
）
と
語
っ
た
。 
 
こ
れ
ら
の
論
考
が
国
内
の
建
築
論
壇
で
ど
の
よ
う
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
か
と
い
う
点
に
は
直
接
の
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
論
じ
た
構
造
発
展
史
観
へ
の
疑
念
や
、
ロ
ダ
ン
が
論
じ
た
構
造
合
理
主
義
以
上
の
建
築
の
神
秘
性
と
い
っ
た
論
点
は
、
当
時
の
国
内
で
展
開
し
て
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
論
と
の
親
和
性
が
高
か
っ
た
。 
そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
考
の
出
現
と
並
行
し
て
、
一
九
〇
〇
年
の
没
前
後
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
建
築
論
壇
の
激
し
い
嫌
悪
の
情
は
一
面
に
お
い
て
軟
化
傾
向
を
み
せ
る
。
前
章
に
挙
げ
た
『
建
築
の
七
燈
・
建
築
と
絵
画
』
が
一
九
〇
一
年
に
再
版
さ
れ
、
さ
ら
に
ス
タ
ー
ジ
ス
の
序
論
が
間
も
な
く
独
立
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
な
っ
た
（
一
九
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〇
六
）（
七
三
）
こ
と
も
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
論
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
時
宜
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
序
論
に
み
ら
れ
る
ス
タ
ー
ジ
ス
の
姿
勢
も
、
依
然
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
細
目
に
対
す
る
非
難
の
態
度
は
保
ち
な
が
ら
、
追
悼
論
文
の
時
点
と
は
一
転
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
が
「
全
体
を
総
合
し
て
芸
術
の
徒
の
役
に
立
ち
う
る
か
否
か
」（
七
四
）
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
好
意
的
な
判
断
を
下
し
た
。 
こ
う
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
観
の
変
遷
と
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
再
評
価
の
兆
し
の
な
か
で
ゴ
シ
ッ
ク
史
家
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
史
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
た
人
物
に
美
術
史
家
ア
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
ス
リ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
〔
一
八
八
三
―
一
九
三
三
〕
が
い
る
。
彼
も
ま
た
ム
ー
ア
同
様
、
構
造
の
発
展
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
成
立
を
論
じ
た
ひ
と
り
で
あ
り
、『
中
世
建
築
の
起
源
と
展
開
』（
一
九
〇
九
）（
七
五
）
で
は
「
新
生
ゴ
シ
ッ
ク
の
不
動
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
は
偶
然
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
目
立
っ
た
革
新
も
な
く
、
長
年
部
分
的
に
の
み
理
解
さ
れ
て
い
た
構
造
法
を
先
に
進
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
に
至
っ
た
」（
七
六
）
と
い
う
説
を
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
か
ら
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
に
い
た
る
漸
進
的
な
建
築
構
造
の
発
展
に
一
巻
を
費
や
し
、
そ
れ
ま
で
の
構
造
発
展
史
観
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
も
の
だ
っ
た
。 
し
か
し
そ
の
彼
も
ま
た
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
『
建
築
の
七
燈
・
建
築
と
絵
画
』
の
序
に
お
け
る
言
及
と
同
様
、「
事
実
や
判
断
で
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
」（
七
七
）
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
な
か
、
そ
こ
に
「
ふ
ん
だ
ん
に
含
ま
れ
る
〝
超
越
論
的
美
学
〟
に
は
な
お
も
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
価
値
が
あ
る
」（
七
八
）
こ
と
を
あ
え
て
強
調
し
た
。
ま
た
一
九
一
八
年
の
『
建
築
を
超
え
て
』
の
な
か
で
は
、
ポ
ー
タ
ー
は
「
私
が
知
る
か
ぎ
り
建
物
も
建
て
ず
、
明
ら
か
な
欠
陥
も
あ
る
も
の
の
、
ラ
ス
キ
ン
は
歴
史
上
の
建
築
批
評
家
の
な
か
で
も
最
も
偉
大
で
あ
る
」（
七
九
）
と
ま
で
語
っ
た
。 
 ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
非
受
容 
二
十
世
紀
初
頭
と
は
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
筆
頭
と
す
る
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
国
内
に
移
入
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
国
外
動
向
の
移
入
の
さ
れ
方
も
ま
た
、
建
築
論
壇
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
相
関
関
係
に
あ
っ
た
。 
当
時
建
築
界
で
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
を
先
導
し
た
の
は
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
で
あ
る
。
同
誌
は
一
九
〇
二
年
に
特
集
を
組
み
、
現
地
か
ら
彫
刻
家
・
工
芸
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
＝
ル
イ
＝
マ
リ
ー
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
〔
一
八
五
六
―
一
九
〇
九
〕（
八
〇
）
お
よ
び
建
築
家
エ
ク
ト
ー
ル
・
ギ
マ
ー
ル
〔
一
八
六
七
―
一
九
四
二
〕（
八
一
）
の
二
人
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
は
、
社
会
哲
学
者
で
あ
り
『
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
編
集
者
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
ロ
ウ
リ
ー
〔
一
八
六
九
―
一
九
三
〇
〕（
八
二
）
の
記
事
を
掲
載
し
た
。 
こ
れ
ら
の
記
事
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
寄
稿
者
二
人
は
と
も
に
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
想
源
が
モ
リ
ス
に
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
一
方
の
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
は
「
未
来
の
芸
術
」
と
し
て
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
「
民
衆
芸
術
で
あ
り
、
モ
リ
ス
が
語
っ
た
よ
う
な
〝
民
衆
の
た
め
に
、
民
衆
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
芸
術
〟
」（
八
三
）
で
あ
る
と
定
め
、
他
方
ギ
マ
ー
ル
は
、
近
年
の
「
花
の
要
素
の
翻
訳
に
基
づ
い
た
」（
八
四
）
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
取
り
組
み
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
ブ
リ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル
〔R
u
b
rick
 R
o
b
ert
、
不
詳
〕
と
パ
リ
の
装
飾
芸
術
中
央
連
合
（U
n
io
n
 C
en
trale
 
d
es A
rts D
éco
ratifs d
e P
aris
）、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
オ
ル
タ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
お
よ
び
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
レ
イ
ン
の
活
動
に
発
端
を
も
つ
と
語
っ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ウ
リ
ー
は
彼
ら
の
発
言
に
応
答
し
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
造
形
原
理
の
起
源
を
ラ
ス
キ
ン
に
求
め
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
摘
要
し
て
い
る
。
―
― 
 
〝
論
理
〟
と
〝
調
和
〟
と
い
う
最
初
の
二
つ
の
原
理
か
ら
、
ギ
マ
ー
ル
氏
が
、
長
ら
く
叫
ば
れ
な
が
ら
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
、
建
築
の
実
践
に
対
す
る
理
性
的
・
道
徳
的
革
新
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち
彼
は
、
建
物
の
構
造
、
デ
ザ
イ
ン
、
装
飾
の
す
べ
て
に
、
完
全
性
と
全
体
性
を
同
時
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
目
的
が
達
せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
ら
内
部
と
外
部
は
お
の
ず
か
ら
、
そ
れ
ら
が
建
て
ら
れ
た
材
料
の
表
現
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
具
体
化
さ
せ
る
構
造
原
理
の
表
現
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
建
て
ら
れ
た
目
的
の
表
現
と
な
る
。〔
…
〕
す
で
に
仄
め
か
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
原
理
は
建
築
の
実
践
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
、
ラ
ス
キ
ン
の
初
期
の
文
筆
以
降
の
批
評
を
特
徴
づ
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
（
八
五
） 
 
し
か
し
建
築
界
外
部
か
ら
発
せ
ら
れ
た
こ
う
し
た
言
葉
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
広
ま
っ
て
い
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
の
解
釈
と
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
ジ
ス
が
同
時
期
、
同
じ
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
コ
ー
ド
』
誌
に
発
表
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
装
飾
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
レ
イ
ン
」（
一
九
〇
二
）（
八
六
）
は
、
当
時
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
想
源
と
し
て
知
ら
れ
た
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
、
ク
レ
イ
ン
の
理
論
と
実
践
に
全
く
価
値
を
置
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
特
異
な
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
（
非
受
容
）
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。 
こ
の
と
き
の
ス
タ
ー
ジ
ス
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
含
む
、
イ
ギ
リ
ス
を
範
と
し
た
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
広
ま
り
は
、
そ
れ
ら
が
イ
ギ
リ
ス
を
範
と
し
、
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
を
指
導
者
に
仰
い
だ
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
発
展
性
が
阻
害
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
の
実
践
を
と
り
ま
く
不
健
全
な
状
況
を
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
ラ
ス
キ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
さ
に
な
ぞ
ら
え
た
。
と
い
う
の
も
、「
大
英
帝
国
は
ラ
ス
キ
ン
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
住
み
、
そ
こ
で
説
教
し
働
い
た
と
い
う
事
実
に
大
変
な
影
響
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」（
八
七
）
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
人
は
、「
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
は
大
し
た
こ
と
が
な
い
と
思
う
、
有
害
だ
と
思
う
な
ど
と
は
、
ど
れ
だ
け
そ
う
思
お
う
と
も
、
印
刷
物
の
な
か
で
自
分
か
ら
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
八
八
）
と
い
う
袋
小
路
に
行
き
当
た
っ
た
。
遠
隔
地
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
よ
う
な
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
か
ら
は
自
由
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ジ
ス
に
は
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
下
に
あ
え
て
与
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。 
そ
し
て
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
・
工
芸
運
動
が
ラ
ス
キ
ン
を
奉
じ
て
い
る
の
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
・
芸
術
理
論
が
正
し
い
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
名
声
に
追
従
者
の
目
が
眩
ん
で
い
る
だ
け
な
の
だ
と
喝
破
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
ラ
ス
キ
ン
に
関
す
る
意
見
で
ア
メ
リ
カ
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
が
相
容
れ
な
い
」（
八
九
）
こ
と
の
主
原
因
は
、「
ラ
ス
キ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
人
だ
か
ら
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
目
か
ら
見
て
十
九
世
紀
の
文
学
界
に
輝
い
て
い
る
か
ら
」（
九
〇
）
と
い
う
単
純
な
一
事
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
は
モ
リ
ス
、
ク
レ
イ
ン
に
も
及
び
、
ス
タ
ー
ジ
ス
は
、
社
会
思
想
家
や
詩
人
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
が
せ
ば
彼
ら
の
デ
ザ
イ
ン
そ
れ
自
体
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
と
一
蹴
し
た
。 
大
陸
の
動
向
に
対
す
る
同
様
の
軽
視
は
、
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
協
会
に
属
し
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
教
鞭
を
と
っ
た
建
築
家
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
〔
一
八
五
七
―
一
九
三
六
〕
の
論
に
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
論
か
ら
二
年
後
の
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
寄
稿
し
た
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」（
九
一
）
は
、「
過
去
の
芸
術
と
比
較
す
る
と
重
大
視
す
る
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
」（
九
二
）
も
の
と
し
て
こ
の
動
向
を
痛
罵
し
た
。
こ
こ
で
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
「
基
礎
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
皆
無
の
ま
ま
空
想
に
頼
っ
て
い
る
」（
九
三
）
の
で
あ
り
、「
そ
の
た
め
に
教
育
を
受
け
つ
け
ず
、
構
造
の
法
則
を
破
り
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
無
視
し
、
原
因
と
結
果
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」（
九
四
）
。
そ
れ
が
現
在
小
工
芸
分
野
で
流
行
し
て
い
る
の
は
、
建
築
と
は
異
な
り
「
構
造
が
深
刻
な
因
子
で
は
な
い
か
ら
」（
九
五
）
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ほ
か
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
を
拠
点
に
活
動
し
た
ル
イ
ス
・
ヘ
ン
リ
232 
 
ー
・
ギ
ブ
ソ
ン
〔
一
八
五
四
―
不
詳
〕
も
ま
た
「
真
の
建
築
」
の
な
か
で
、「
そ
の
美
は
騒
が
し
す
ぎ
る
。
そ
れ
が
編
成
の
悪
い
構
造
を
覆
っ
て
い
る
の
だ
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
悪
く
、
造
形
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
無
理
矢
理
に
な
っ
て
い
る
」（
九
六
）
と
大
陸
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
論
難
し
た
。 
 
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
お
よ
び
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
流
行
は
こ
の
よ
う
に
辛
辣
な
批
判
を
受
け
る
の
が
大
勢
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
現
代
性
を
め
ぐ
る
議
論
は
二
十
世
紀
初
頭
に
早
々
に
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
。 
そ
う
し
て
、
こ
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
の
な
か
で
は
、
そ
の
起
源
と
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
は
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
お
い
て
は
後
進
性
の
象
徴
と
見
做
さ
れ
た
。
こ
の
二
十
世
紀
初
頭
、
構
造
合
理
主
義
を
超
え
た
現
代
的
ゴ
シ
ッ
ク
が
希
求
さ
れ
る
な
か
で
気
づ
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
価
値
は
同
時
に
、
別
の
観
点
か
ら
の
新
た
な
否
定
的
圧
力
に
も
曝
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
短
期
間
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
め
ぐ
る
国
内
の
議
論
の
歴
史
的
背
景
や
、
同
時
代
的
な
内
的
衝
動
、
国
外
か
ら
の
新
た
な
情
報
が
混
じ
て
形
成
さ
れ
た
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
は
き
わ
め
て
多
義
的
か
つ
相
互
に
矛
盾
し
た
も
の
と
な
り
、
以
後
ア
メ
リ
カ
人
の
論
客
が
ラ
ス
キ
ン
に
と
り
う
る
態
度
を
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
両
面
感
情
に
支
配
さ
れ
た
複
雑
な
も
の
と
し
た
。 
 〝
形
態
は
機
能
に
従
う
〟
の
所
在 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
よ
る
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
対
す
る
拒
絶
の
姿
勢
は
、
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
動
向
の
直
接
模
倣
を
拒
絶
し
た
と
い
う
意
味
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
こ
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
は
他
方
に
お
い
て
、
国
内
の
類
似
の
動
向
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
向
自
体
を
総
括
す
る
機
会
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
批
判
的
検
討
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
国
の
建
築
思
想
の
独
自
性
を
確
認
す
る
。
そ
の
過
程
は
、
建
国
百
年
博
覧
会
に
重
な
る
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
受
容
を
機
会
と
し
て
、
六
〇
年
代
末
以
降
に
国
内
で
試
み
ら
れ
た
〝
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
合
一
〟
の
動
向
が
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
明
言
さ
れ
た
こ
と
と
の
相
似
性
を
も
っ
て
い
た
。 
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
に
あ
た
っ
て
そ
の
役
を
担
っ
た
の
は
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
建
築
家
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・
ブ
ラ
グ
ド
ン
〔
一
八
六
六
―
一
九
四
六
〕
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
批
判
は
同
時
に
、
国
内
の
機
能
主
義
建
築
思
想
の
展
開
の
明
示
を
明
確
な
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
彼
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
は
次
第
に
、
機
能
主
義
の
創
始
が
サ
リ
ヴ
ァ
ン
ひ
と
り
の
功
績
で
あ
る
と
い
う
神
話
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。 
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
一
九
〇
三
年
に
ア
メ
リ
カ
建
築
同
盟
（A
rch
ite
ctu
ral L
eag
u
e o
f A
m
erica
）
大
会
（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）
で
発
表
し
た
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
メ
リ
カ
建
築
」（
九
七
）
で
あ
る
。 
同
論
は
、
大
陸
の
動
向
に
「
イ
ギ
リ
ス
で
実
を
結
ば
な
か
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
ご
と
き
時
代
遅
れ
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
様
式
の
再
建
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
の
根
本
原
理
で
あ
る
表
現
性
、
発
明
性
、
自
由
と
個
性
の
再
建
に
向
け
て
の
、
初
め
て
の
組
織
だ
っ
た
、
人
気
も
あ
る
取
り
組
み
」（
九
八
）
を
み
、
そ
れ
と
並
行
す
る
動
向
と
し
て
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
思
想
を
紹
介
し
た
。
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
よ
れ
ば
、「
彼
は
強
力
な
ま
で
に
個
人
で
あ
り
、
自
然
愛
好
者
で
あ
り
自
然
研
究
者
で
あ
り
、
論
理
家
で
あ
る
と
同
時
に
神
秘
主
義
者
で
あ
り
」（
九
九
）
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
も
っ
て
、「
サ
リ
ヴ
ァ
ン
氏
は
私
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
ゴ
シ
ッ
ク
的
知
性
を
有
し
て
い
る
」（
一
〇
〇
）
も
の
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
自
身
が
同
時
期
に
自
ら
の
建
築
思
想
が
い
か
な
る
過
去
の
様
式
も
援
用
し
て
い
な
い
、「
生
き
た
ア
メ
リ
カ
の
問
題
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
も
ゴ
シ
ッ
ク
に
も
関
係
し
な
い
」
こ
と
を
語
っ
た
の
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
な
か
に
明
確
に
ゴ
シ
ッ
ク
的
性
質
を
見
い
だ
し
た
の
だ
っ
た
。 
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そ
う
し
て
、
こ
こ
で
彼
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
思
想
と
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
そ
れ
と
の
近
親
性
に
言
及
し
な
が
ら
、
前
者
の
建
築
観
の
中
核
が
〝
形
態
は
機
能
に
従
う
フ
ォ
ー
ム
・
フ
ォ
ロ
ウ
ズ
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
〟
と
い
う
定
式
に
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
の
だ
っ
た
。 
こ
の
文
言
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
「
芸
術
的
観
点
か
ら
み
た
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
一
八
九
六
）（
一
〇
一
）
で
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
協
働
者
の
ダ
ン
ク
マ
ー
ル
・
ア
ド
ラ
ー
〔
一
八
四
四
―
一
九
〇
〇
〕（「
ス
テ
ィ
ー
ル
構
造
と
厚
板
ガ
ラ
ス
の
様
式
上
の
影
響
」）（
一
〇
二
）
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。 
し
か
し
今
日
の
歴
史
的
な
視
座
で
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
言
及
を
も
っ
て
、
そ
の
定
式
の
開
発
を
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
独
創
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
時
の
論
壇
を
ひ
ろ
く
見
れ
ば
、
自
然
を
範
と
し
た
機
能
主
義
的
芸
術
観
そ
れ
自
体
に
は
ジ
ョ
ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
〔
一
八
三
七
―
一
九
二
一
〕
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
再
評
価
（
章
頭
引
用
）
が
先
行
し
て
お
り
、建
築
論
壇
で
も
、ス
カ
イ
ラ
ー
が
一
八
九
四
年
の「
現
代
建
築
」（
一
〇
三
）
の
中
で
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
ザ
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
」、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
キ
ュ
ビ
エ
〔
一
七
六
九
―
一
八
三
二
〕
の
『
四
肢
動
物
化
石
骨
の
研
究
』（
一
八
一
二
）（
一
〇
四
）
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
『
建
築
講
話
』
を
援
用
し
、「
建
築
の
形
態
は
考
案
さ
れ
る
イ
ン
ベ
ン
テ
ッ
ド
の
で
は
な
く
、
自
然
の
形
態
の
よ
う
に
進
化
に
よ
っ
て
発
達
さ
せ
ら
れ
る
／
開
発
さ
れ
る
デ
ベ
ロ
ッ
プ
ド
の
だ
」（
一
〇
五
）
と
い
う
原
理
を
す
で
に
明
示
し
て
い
た
。 
こ
の
と
き
ス
カ
イ
ラ
ー
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
引
用
を
援
用
し
な
が
ら
「
自
然
の
有
機
体
に
非
常
に
似
て
い
る
有
機
体
の
ひ
と
つ
」（
一
〇
六
）
で
あ
る
と
語
っ
た
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂
だ
っ
た
が
、
同
じ
創
造
の
原
理
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
機
関
車
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
最
新
の
戦
艦
、《
ジ
ャ
ン
・
バ
ー
ル
》
（
一
八
八
九
年
進
水
）
の
造
形
原
理
の
な
か
に
も
見
い
だ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
機
能
に
従
っ
て
開
発
さ
れ
な
が
ら
〔
…
〕
そ
れ
ら
の
機
能
の
表
現
へ
の
意
識
的
言
及
が
な
い
」（
一
〇
七
）
無
意
識
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
創
造
行
為
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 
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異
説
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー 
こ
う
し
た
同
時
代
的
動
向
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、「
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
に
語
ら
れ
た
定
式
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
独
自
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
当
時
国
内
に
す
で
に
広
ま
っ
て
い
た
創
作
観
を
再
提
示
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
同
時
期
に
は
ラ
イ
ト
も
ま
た
自
然
を
範
に
と
り
同
じ
定
式
を
語
っ
て
い
る
が
（
一
〇
八
）
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
そ
の
定
式
を
自
身
の
独
創
だ
と
認
識
す
る
こ
と
自
体
が
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
よ
る
二
十
世
紀
初
頭
の
紹
介
の
の
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
一
〇
九
）
。 
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
に
お
け
る
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
は
、
大
陸
の
動
向
と
比
較
し
た
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
思
想
・
建
築
表
現
の
優
越
性
を
論
じ
る
こ
と
に
ひ
と
つ
の
主
眼
が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
表
現
の
質
自
体
に
対
し
て
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
も
ま
た
ス
タ
ー
ジ
ス
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
同
様
の
低
評
価
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
ス
タ
イ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
建
物
は
、
創
造
物
で
あ
る
こ
と
は
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
、
自
制
心
の
な
い
放
縦
な
空
想
の
産
物
で
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
」（
一
一
〇
）
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
「
造
形
の
度
が
超
え
て
お
り
、
線
は
ね
じ
曲
が
り
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
落
ち
着
き
が
な
く
歪
ん
で
」（
一
一
一
）
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、「
結
局
不
合
理
で
正
し
く
な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
（
一
一
二
）
、「
成
果
と
し
て
は
失
敗
」（
一
一
三
）
の
も
の
だ
と
見
做
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
そ
の
動
向
を
評
価
し
え
た
の
は
、
そ
れ
が
現
代
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
（「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
―
我
々
に
似
合
わ
な
い
ロ
ー
マ
の
ト
ー
ガ
―
の
最
近
の
サ
バ
イ
バ
ル
」（
一
一
四
）
）
に
対
す
る
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
へ
の
傾
斜
を
も
つ
対
抗
勢
力
で
あ
っ
た
と
い
う
一
事
に
よ
る
。 
他
方
、
そ
れ
と
並
行
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
し
て
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
取
り
組
み
は
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
理
念
と
の
親
近
性
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
理
念
を
よ
り
十
分
に
実
作
に
表
現
し
て
い
た
点
に
お
い
て
ブ
ラ
グ
ド
ン
の
意
に
適
っ
て
い
た
。
彼
が
そ
の
論
の
中
で
「
我
々
は
我
々
自
身
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
建
築
を
持
っ
て
い
る
」（
一
一
五
）
と
豪
語
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
起
源
自
体
が
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
あ
る
と
さ
え
述
べ
る
の
で
あ
る
。
―
― 
 
サ
リ
ヴ
ァ
ン
氏
の
シ
カ
ゴ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
ン
博
覧
会
の
建
物
は
フ
ラ
ン
ス
の
装
飾
芸
術
美
術
館
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
興
味
を
引
き
、
彼
ら
は
パ
リ
の
美
術
館
の
た
め
に
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
装
飾
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
写
真
や
鋳
造
さ
れ
た
現
物
を
確
保
し
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
同
様
の
機
関
が
そ
れ
ら
の
複
製
を
手
に
入
れ
た
。
頭
の
な
か
で
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
が
生
ま
れ
か
け
て
い
る
人
間
に
こ
う
し
た
手
本
が
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。（
一
一
六
） 
 
こ
の
論
理
に
よ
っ
て
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
以
前
に
遡
り
、
国
内
の
動
向
そ
れ
自
体
を
、
よ
り
純
粋
な
〝
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
的
〟
な
も
の
と
し
て
語
る
こ
と
を
得
た
。
そ
こ
で
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
〝
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
的
〟
建
築
思
想
の
中
核
と
し
て
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
摘
要
し
広
め
た
の
が
、
「
〝
形
態
は
機
能
に
従
う
フ
ォ
ー
ム
・
フ
ォ
ロ
ウ
ズ
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
〟
と
い
う
彼
の
定
式
」（
一
一
七
）
だ
っ
た
。 
そ
の
定
式
は
そ
の
後
の
一
九
〇
五
年
、「
ゴ
シ
ッ
ク
の
利
用
」
論
争
の
翌
月
に
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
「
芸
術
と
し
て
み
た
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
抄
録
の
か
た
ち
で
『
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
』
で
強
調
さ
れ
た
（「
芸
術
と
し
て
み
た
形
態
と
機
能
」（
一
一
八
）
）。
そ
し
て
一
九
〇
八
年
に
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
ボ
ザ
ー
ル
時
代
の
同
窓
生
で
あ
り
、
の
ち
の
協
働
者
で
も
あ
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ル
イ
ス
・
Ｊ
・
ミ
レ
ッ
ト
〔
一
八
五
三
―
一
九
二
三
〕
に
よ
っ
て
、
オ
ワ
ト
ナ
の
全
国
農
民
銀
行
（
ミ
ネ
ソ
タ
州
）
の
批
評
の
際
に
再
び
触
れ
ら
れ
る
（
一
一
九
）
。
し
か
し
ブ
ラ
グ
ド
ン
と
は
異
な
り
、
こ
の
と
き
ミ
レ
ッ
ト
は
、
そ
の
定
式
に
象
徴
さ
れ
る
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
思
想
が
、
過
去
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ニ
ア
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
、
イ
タ
リ
ア
ン
と
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
芸
術
の
リ
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バ
イ
バ
ル
」（
一
二
〇
）
か
ら
自
立
し
た
展
開
を
辿
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。 
 三
文
字
の
魔
術 
し
か
し
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
利
用
」
論
争
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
建
築
論
壇
で
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
表
現
は
よ
り
よ
く
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
〟
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
連
想
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
よ
る
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
理
論
の
紹
介
を
通
じ
て
さ
ら
に
宣
伝
さ
れ
て
い
く
。 
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
よ
る
こ
の
紹
介
の
な
か
で
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
が
神
秘
主
義
的
な
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
文
言
と
し
て
で
は
な
く
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
自
身
の
建
築
観
の
摘
要
の
た
め
に
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ま
で
に
な
る
。 
サ
リ
ヴ
ァ
ン
を
〝
自
然
愛
好
者
で
あ
り
自
然
研
究
者
で
あ
り
、
論
理
家
で
あ
る
と
同
時
に
神
秘
主
義
者
〟
と
し
て
紹
介
し
た
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
の
時
点
で
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
に
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
定
式
に
神
秘
主
義
的
な
性
質
を
付
託
す
る
兆
候
が
す
で
に
現
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
、
主
題
を
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
運
命
」（『
コ
ン
ダ
ク
ト
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
』）（
一
二
一
）
か
ら
明
示
的
に
、
副
題
を
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
燈
』
か
ら
暗
示
的
に
つ
け
た
同
著
者
の
『
美
し
き
必
然
：
神
智
学
と
建
築
に
関
す
る
七
つ
の
小
論
』（
一
九
一
〇
）（
一
二
二
）
で
は
、「
偉
大
か
つ
至
高
の
言
語
と
し
て
の
建
築
芸
術
は
た
っ
た
三
文
字
か
ら
展
開
し
、
人
類
は
幾
世
代
を
通
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
移
り
ゆ
く
思
想
傾
向
を
表
現
し
て
き
た
」（
一
二
三
）
の
だ
と
い
う
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
言
葉
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
自
ら
の
神
秘
主
義
的
建
築
観
の
な
か
に
取
り
こ
ま
れ
た
。 こ
の
と
き
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
現
代
思
潮
の
な
か
に
「
現
代
神
智
学
が
そ
の
一
局
面
で
あ
り
、
科
学
が
精
神
的
な
意
味
を
持
ち
始
め
た
こ
と
が
そ
の
ひ
と
つ
の
表
れ
で
あ
る
」（
一
二
四
）
神
秘
主
義
的
動
向
を
認
め
、
そ
れ
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
精
神
の
あ
る
種
の
転
生
で
あ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
精
神
へ
の
あ
る
種
の
回
帰
」（
一
二
五
）
の
兆
し
な
の
だ
と
語
っ
た
。
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
語
る
そ
の
〝
精
神
〟
と
は
、
自
然
の
原
理
を
知
悉
す
る
と
い
う
点
で
は
科
学
的
精
神
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
抽
象
化
し
よ
り
純
粋
に
具
現
化
さ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
造
物
主
と
し
て
の
人
間
に
、
半
神
と
し
て
の
性
質
が
付
与
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
創
作
論
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
美
」（『
自
然
』）
の
一
文
を
示
唆
す
る
、
書
内
の
以
下
の
言
及
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
―
― 
 
世
界
を
統
治
す
る
〝
美
し
き
必
然
〟
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
自
然
の
法
則
で
も
あ
り
、
同
時
に
芸
術
の
法
則
で
も
あ
る
。
芸
術
と
は
理
想
化
さ
れ
た
宇
宙
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
人
間
の
意
識
を
通
り
抜
け
た
が
ゆ
え
に
よ
り
高
き
神
パ
ワ
ー
と
な
っ
た
自
然
な
の
で
あ
る
。（
一
二
六
） 
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こ
の
前
提
に
則
り
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
推
進
し
た
の
が
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
と
い
う
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
定
式
だ
っ
た
が
、
こ
の
『
美
し
き
必
然
』
で
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
言
及
し
た
と
す
る
三
文
字
が
具
体
的
に 
〝F
 [o
rm
] F
 [o
llo
w
s] F
 [u
n
ctio
n
]
〟 
の
こ
と
で
あ
る
と
は
明
言
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
を
援
用
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
論
も
展
開
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
同
書
の
数
秘
術
的
図
像
学
分
析
は
、
建
築
そ
の
も
の
が
も
つ
神
智
学
的
性
質
を
主
張
す
る
た
め
に
、
全
時
代
の
建
築
に
応
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
（F
ig
.5
6
）。 
し
か
し
そ
の
後
、『
建
築
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
一
九
一
八
）（
一
二
七
）
に
お
け
る
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
み
ず
か
ら
が
奉
じ
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
を
摘
要
す
る
た
め
に
、
暗
示
的
に
、
し
か
し
明
ら
か
に
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
定
式
を
援
用
し
た
。
こ
こ
で
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
建
築
の
原
理
を
大
き
く
二
種
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
代
表
さ
れ
る
「
有
機
的
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
建
築
と
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
に
代
表
さ
れ
る
「
形
式
的
ア
レ
ン
ジ
ド
」
建
築
に
区
別
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
機
能
が
形
態
を
創
造
し
た
よ
う
に
見
え
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
つ
い
て
形
態
が
機
能
に
従
い
ザ
・
フ
ォ
ー
ム
・
フ
ォ
ロ
ウ
ズ
・
ザ
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
機
能
が
変
わ
れ
ば
形
態
も
変
わ
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
建
造
物
は
〝
有
機
的
〟
」（
一
二
八
）
で
あ
り
、
対
し
て
「
〝
家
屋
が
精
神
を
閉
じ
込
め
〟
、
建
物
が
顔
を
現
さ
ず
に
仮
面
し
か
見
せ
な
い
よ
う
な
ら
、
そ
の
仮
面
が
ど
れ
だ
け
美
し
か
ろ
う
が
そ
れ
は
〝
形
式
的
〟
建
築
で
あ
る
」（
一
二
九
）
。 
そ
れ
は
半
ば
剽
窃
の
側
面
を
も
つ
援
用
だ
っ
た
。
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
そ
の
定
式
を
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
帰
し
て
い
た
こ
と
は
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
の
時
点
で
明
ら
か
で
あ
り
、
当
時
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
自
身
も
、
そ
れ
が
自
身
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
ブ
ラ
グ
ド
ン
宛
の
書
簡
の
な
か
で
示
し
て
い
る
（
こ
れ
は
一
九
〇
四
年
七
月
、
す
な
わ
ち
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
と
「
芸
術
と
し
て
み
た
形
態
と
機
能
」
の
あ
い
だ
に
あ
た
る
）（
一
三
〇
）
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
互
い
の
認
識
が
あ
り
な
が
ら
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
預
言
者
」（
一
三
一
）
と
し
て
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
称
揚
の
書
で
あ
る
『
建
築
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
、
そ
の
定
式
を
自
身
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
逆
に
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
思
想
の
解
説
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
に
一
度
も
触
れ
な
か
っ
た
。 
 建
築
史
学
の
形
式
と
機
能
：
一
九
一
五
―
一
九
二
八 
キ
ン
ボ
ー
ル
と
〝
舌
の
混
乱
コ
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
タ
ン
〟 
当
時
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
個
人
的
な
関
係
の
ほ
か
に
も
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
こ
の
定
式
の
認
知
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
さ
ほ
ど
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
ド
ラ
ー
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
や
ミ
レ
ッ
ト
ら
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
近
し
い
建
築
家
・
工
芸
家
に
よ
っ
て
そ
の
新
規
性
・
革
新
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
の
定
式
も
、
二
十
世
紀
初
頭
、
さ
ら
に
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
没
す
る
前
後
ま
で
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
を
超
え
た
認
知
が
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
一
三
二
）
。 
ブ
ラ
グ
ド
ン
が
『
建
築
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
発
表
し
た
の
は
キ
ン
ボ
ー
ル
と
エ
ジ
ェ
ル
が
『
建
築
史
』
の
な
か
に
〝
機
能
主
義
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〟
の
項
目
を
設
け
た
の
と
同
じ
一
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
後
者
で
語
ら
れ
た
機
能
主
義
と
は
、「
折
衷
主
義
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
は
根
本
的
に
異
な
る
方
向
の
」「
自
然
科
学
へ
の
傾
斜
の
一
部
」
で
あ
り
、「
形
態
を
機
能
・
環
境
に
適
合
さ
せ
る
と
い
う
生
物
学
的
概
念
と
一
体
の
も
の
」（
一
三
三
）
と
定
義
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
鉄
、
ガ
ラ
ス
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
新
た
な
建
材
を
重
視
し
た
構
造
合
理
主
義
の
こ
と
以
上
は
意
味
し
な
い
。
こ
の
意
味
で
の
機
能
主
義
の
は
じ
ま
り
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
図
書
館
（
ア
ン
リ
・
ラ
ブ
ル
ー
ス
ト
、
一
八
四
三
―
五
〇
）、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ク
ス
ト
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
（
一
八
五
一
）
か
ら
始
ま
る
と
論
じ
ら
れ
、
他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
機
能
主
義
の
は
じ
ま
り
は
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
ご
ろ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
定
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
こ
で
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
機
能
主
義
者
で
あ
っ
た
の
は
、「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
群
に
並
ん
で
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
サ
ラ
セ
ン
の
モ
チ
ー
フ
の
名
残
が
あ
る
も
の
の
、
建
物
類
型
、
素
材
お
よ
び
構
造
シ
ス
テ
ム
の
現
代
性
・
新
奇
性
を
表
現
す
る
こ
と
を
本
質
的
な
取
り
組
み
と
し
た
」（
一
三
四
）
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
よ
る
。 
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す
な
わ
ち
彼
ら
に
は
こ
の
と
き
、
〝
生
物
学
的
概
念
と
一
体
の
も
の
〟
と
し
て
の
機
能
主
義
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
潮
流
の
作
例
と
し
て
も
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
の
成
果
を
評
価
す
べ
き
明
確
な
視
点
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
の
後
キ
ン
ボ
ー
ル
が
初
め
て
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
に
言
及
し
た
の
は
一
九
二
四
年
の
「
近
代
建
築
と
は
何
か
」（
一
三
五
）
お
よ
び
翌
年
の
追
悼
記
事
「
巨
匠
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
」（
一
三
六
）
だ
が
、
前
者
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
こ
の
定
式
は
「
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
六
〇
年
代
の
文
筆
に
由
来
す
る
」（
一
三
七
）
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
後
者
は
「
ア
メ
リ
カ
の
旧
建
築
と
新
建
築
」（
一
三
八
）
と
し
て
ド
イ
ツ
で
も
発
表
さ
れ
た
。 
な
お
、
一
九
二
四
年
と
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
自
伝
（
一
三
九
）
の
発
表
年
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
「
彼
〔
サ
リ
ヴ
ァ
ン
〕
が
〔
…
〕
機
能
が
形
態
を
決
め
、
形
態
は
機
能
を
表
現
す
る
と
い
う
信
念
を
抱
い
て
い
た
」（
一
四
〇
）
こ
と
を
序
で
強
調
し
た
。
一
方
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
自
身
に
よ
る
そ
の
細
目
の
説
明
は
一
部
を
な
す
に
と
ど
ま
る
（
一
四
一
）
。
そ
の
後
こ
の
定
式
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
『
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
（
一
九
二
九
）
を
経
て
、
ヒ
ュ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
〔
一
九
〇
五
―
一
九
七
八
〕
に
よ
る
サ
リ
ヴ
ァ
ン
伝
記
『
近
代
建
築
の
預
言
者
』（
一
九
三
五
）（
一
四
二
）
な
ど
に
繰
り
返
さ
れ
る
。 
キ
ン
ボ
ー
ル
の
「
巨
匠
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
」
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
を
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
理
論
家
に
比
肩
す
る
は
じ
め
て
の
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
キ
ン
ボ
ー
ル
が
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
て
み
せ
た
理
解
は
「
近
代
建
築
と
は
何
か
」
同
様
、
キ
ン
ボ
ー
ル
の
文
筆
の
経
歴
に
照
ら
し
て
異
質
な
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
キ
ン
ボ
ー
ル
は
こ
こ
で
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
こ
と
を
「
ラ
ス
キ
ン
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ゼ
ン
パ
ー
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
い
っ
た
、
十
九
世
紀
の
ご
く
少
数
の
科
学
派
の
思
想
家
・
設
計
者
・
指
導
者
た
ち
と
結
び
つ
い
て
い
る
」（
一
四
三
）
と
語
り
、
続
く
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
も
ま
た
構
造
合
理
主
義
を
唱
導
し
た
論
客
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
―
― 
 
建
物
は
す
べ
て
、
固
有
の
前
提
条
件
と
目
標
達
成
努
力
を
表
現
し
て
い
る
。
構
造
法
則
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
取
り
組
む
各
々
の
新
し
い
建
物
に
関
す
る
努
力
の
仕
方
が
わ
か
る
。〔
…
〕
こ
の
よ
う
な
不
変
の
構
造
法
則
に
反
し
、
そ
の
た
め
不
自
然
で
奇
怪
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
建
物
や
建
物
の
様
式
は
甚
大
な
数
に
の
ぼ
る
が
、
そ
う
し
た
も
の
は
皆
す
み
や
か
に
排
斥
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
一
四
四
） 
 
た
し
か
に
キ
ン
ボ
ー
ル
に
は
、
こ
の
前
後
に
も
ラ
ス
キ
ン
を
同
様
の
論
点
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
の
『
建
築
史
』
で
は
、
依
然
彫
刻
的
細
部
に
関
す
る
言
及
で
あ
る
と
断
り
な
が
ら
も
、
ラ
ス
キ
ン
が
唱
導
し
た
中
世
回
帰
が
「
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
抽
象
的
な
質
で
は
な
く
、
材
料
と
構
造
に
お
け
る
誠
実
性
、
情
熱
と
思
考
の
証
拠
」（
一
四
五
）
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
ま
た
一
九
二
八
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』
も
、「
芸
術
分
野
に
誤
っ
て
導
入
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
道
徳
的
価
値
体
系
の
も
と
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
期
が
誠
実
な
伝
統
的
職
人
技
能
の
黄
金
時
代
で
あ
る
と
賛
美
さ
れ
て
き
た
」（
一
四
六
）
こ
と
に
対
す
る
敵
愾
心
と
反
証
を
最
大
の
執
筆
動
機
に
有
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
論
難
の
な
か
で
も
な
お
、
ラ
ス
キ
ン
が
「
建
設
の
真
実
性
」（
一
四
七
）
を
求
め
た
論
客
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。 
「
巨
匠
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
」
が
ラ
ス
キ
ン
の
こ
の
側
面
を
強
調
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
こ
と
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
チ
宛
の
書
簡
の
な
か
に
も
明
か
さ
れ
て
い
る
が
（
一
四
八
）
、
そ
れ
は
建
築
の
純
科
学
的
な
性
質
を
重
視
し
た
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
建
築
の
美
点
を
構
造
に
対
す
る
忠
実
性
に
み
る
、
現
在
は
び
こ
っ
て
い
る
現
実
主
義
的
あ
る
い
は
科
学
的
〔
建
築
〕
理
論
」（
一
四
九
）
に
対
す
る
、
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
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て
の
異
議
申
し
立
て
を
動
機
に
有
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
キ
ン
ボ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
自
然
に
対
す
る
真
実
性
を
追
い
求
め
た
狭
量
な
取
り
組
み
の
な
か
で
、
印
象
派
や
機
能
主
義
者
の
実
に
多
く
の
者
た
ち
は
様
式
フ
ォ
ー
ム
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
」（
一
五
〇
）
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
み
が
、
機
能
主
義
者
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
幾
何
学
的
単
純
性
を
有
す
る
普
遍
言
語
と
い
う
意
味
で
の
古
典
的
要
素
へ
の
回
帰
」（
一
五
一
）
を
達
成
し
え
た
。 
そ
の
た
め
に
こ
そ
キ
ン
ボ
ー
ル
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
対
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
大
画
家
を
示
唆
す
る
〝
巨
匠
オ
ー
ル
ド
・
マ
ス
タ
ー
〟
の
名
を
冠
し
た
の
だ
っ
た
。
対
し
て
「
ラ
ス
キ
ン
は
ま
だ
、
ゴ
シ
ッ
ク
を
通
じ
た
救
済
活
動
の
道
を
考
え
て
い
た
」（
一
五
二
）
。 
 
他
方
、『
建
築
史
』
で
キ
ン
ボ
ー
ル
の
共
同
執
筆
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
ジ
ェ
ル
〔
一
八
八
七
―
一
九
五
四
〕
は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』
と
同
年
に
『
現
代
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
二
八
）（
一
五
三
）
を
発
表
し
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
否
定
の
態
度
を
明
確
に
し
て
い
る
。
同
書
も
ま
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
ア
メ
リ
カ
建
築
の
伝
統
と
と
ら
え
た
史
書
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
エ
ジ
ェ
ル
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
な
か
に
理
解
さ
れ
た
「
倫
理
的
〔
議
論
の
〕
誤
謬
」
を
喝
破
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
お
よ
び
、
そ
れ
を
範
と
し
た
現
代
ア
メ
リ
カ
建
築
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
―
― 
 
そ
れ
〔
建
築
の
倫
理
的
議
論
〕
は
今
後
お
そ
ら
く
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
現
れ
る
よ
う
な
野
蛮
な
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
も
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
理
論
は
本
質
的
に
、
芸
術
と
道
徳
思
想
、
品
行
、
倫
理
と
を
混
同
し
て
い
る
。
し
か
し
芸
術
と
そ
れ
ら
は
関
係
が
な
い
。
ラ
ス
キ
ン
は
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
を
一
様
に
〝
不
道
徳
〟
だ
と
論
難
し
、
こ
の
問
題
を
明
確
に
議
論
の
俎
上
に
載
せ
た
。
無
論
我
々
は
こ
の
大
批
評
家
の
仕
事
を
軽
く
み
て
は
な
ら
な
い
。〔
…
〕
し
か
し
彼
の
仕
事
は
も
う
終
わ
っ
た
。
彼
の
理
論
は
廃
れ
た
。
現
代
生
活
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ら
は
救
済
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
躓
き
の
石
だ
。（
一
五
四
） 
 エ
ジ
ェ
ル
自
身
が
同
書
で
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ラ
ス
キ
ン
批
判
は
一
九
一
四
年
に
出
版
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
に
も
受
容
さ
れ
た
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
〔
一
八
八
四
―
一
九
二
九
〕
の
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
建
築
』（
一
五
五
）
出
版
以
降
に
可
能
と
な
っ
た
論
法
で
あ
る
。 
 
ゴ
シ
ッ
ク
対
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
機
能
主
義
の
所
在 
こ
こ
で
時
代
を
遡
り
、
一
九
一
八
年
と
い
う
同
年
に
発
表
さ
れ
た
ブ
ラ
グ
ド
ン
の
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
の
『
建
築
史
』
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
、
二
十
世
紀
初
頭
以
降
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
背
景
に
再
燃
し
た
両
陣
営
の
分
裂
で
あ
る
。
一
方
の
ブ
ラ
グ
ド
ン
は
現
代
建
築
の
特
質
に
〝
ゴ
シ
ッ
ク
精
神
〟
を
定
め
、
そ
の
基
底
に
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
の
定
式
を
据
え
た
が
、
他
方
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
は
ア
メ
リ
カ
建
築
の
正
統
を
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
系
譜
に
見
い
だ
し
、
構
造
合
理
主
義
の
観
点
か
ら
語
ら
れ
る
機
能
主
義
の
動
向
も
ま
た
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
特
質
で
あ
る
と
定
め
よ
う
と
し
た
。 
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
の
こ
の
意
志
は
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
め
ぐ
る
『
建
築
史
』
の
記
述
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
に
お
け
る
機
能
主
義
（「
構
造
的
純
理
性
」（
一
五
六
）
）
の
発
祥
を
「
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
教
え
」（
一
五
七
）
を
奉
じ
た
前
時
代
の
「
ゴ
シ
シ
ス
ト
」
に
求
め
な
が
ら
も
、
年
譜
に
は
そ
れ
ら
の
動
向
を
含
め
ず
、
近
代
の
機
能
主
義
の
動
向
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ト
ロ
ー
ブ
〔
一
七
六
四
―
一
八
二
〇
〕
の
系
譜
に
遡
っ
た
の
だ
っ
た
。
他
方
、
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
自
体
は
折
衷
主
義
の
亜
流
と
し
て
矮
小
化
さ
れ
た
。 
『
建
築
史
』
は
二
十
世
紀
に
乱
立
す
る
ア
メ
リ
カ
建
築
史
研
究
の
発
端
に
位
置
づ
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く
が
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
の
ち
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
と
い
う
認
識
に
い
た
る
、
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ=
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
意
図
的
な
等
閑
視
は
萌
芽
し
て
い
た
。 
こ
の
、
合
理
的
建
築
思
想
の
起
源
・
系
譜
を
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
い
ず
れ
に
辿
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
ブ
ラ
グ
ド
ン
と
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
の
、
機
能
主
義
の
様
式
上
の
所
在
め
ぐ
る
対
照
的
な
立
場
に
も
す
で
に
派
閥
対
立
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
の
通
史
構
想
に
常
に
つ
い
て
ま
わ
る
こ
と
と
な
る
。 
こ
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
陣
営
に
属
し
た
論
客
の
誰
し
も
が
、
十
九
世
紀
中
葉
以
前
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
実
践
に
構
造
合
理
主
義
的
な
も
の
を
付
託
す
る
決
定
的
な
論
理
に
欠
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
彼
ら
自
身
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
に
対
す
る
認
識
は
、
そ
れ
を
合
理
的
な
も
の
と
見
做
そ
う
と
す
る
意
思
と
決
定
的
に
矛
盾
し
て
い
た
。 
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
末
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
〔
一
八
六
三
―
一
九
三
四
〕
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
、
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
建
築
史
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
か
ら
顕
在
化
し
て
い
た
問
題
だ
っ
た
。
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
一
八
九
六
年
の
建
築
史
書
の
な
か
で
直
接
的
に
、
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
「
不
幸
な
こ
と
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
原
理
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
の
形
式
が
模
写
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
」（
一
五
八
）
と
総
括
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
の
『
建
築
史
』
も
、
ジ
ラ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
（
一
八
三
三
―
四
七
）
に
代
表
さ
れ
る
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
佳
作
を
「
現
代
の
機
能
に
は
明
ら
か
に
不
完
全
に
適
合
さ
せ
ら
れ
た
模
倣
だ
」（
一
五
九
）
と
し
て
い
る
。 し
か
し
こ
れ
ら
の
論
客
は
、
一
面
で
は
こ
の
よ
う
に
国
内
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
否
定
的
側
面
を
挙
げ
な
が
ら
、
各
々
の
仕
方
で
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
建
築
の
伝
統
に
と
っ
て
肯
定
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
強
調
し
た
。
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
場
合
、
そ
の
肯
定
へ
の
転
化
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
の
比
較
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、「
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
続
く
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
熟
練
し
て
い
な
い
人
間
か
ら
明
確
な
ル
ー
ル
と
い
う
予
防
手
段
を
奪
い
、
そ
の
か
わ
り
に
感
傷
と
熱
狂
し
か
与
え
な
か
っ
た
」（
一
六
〇
）
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
後
続
の
動
向
を
「
混
乱
と
無
秩
序
の
始
ま
り
」（
一
六
一
）
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
だ
つ
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
比
較
的
優
位
を
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
、
ハ
ム
リ
ン
に
よ
る
価
値
づ
け
は
無
条
件
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
上
記
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
瑕
疵
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
全
面
的
に
成
功
」（
一
六
二
）
な
も
の
で
あ
り
、
「
合
衆
国
で
は
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
以
上
に
満
足
の
い
く
成
果
を
生
み
だ
し
た
」
（
一
六
三
）
の
だ
と
語
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
建
築
家
は
「
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
魂
を
真
に
理
解
し
て
い
た
」（
一
六
四
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
書
内
で
は
、
そ
の
結
論
に
い
た
る
具
体
的
な
理
由
は
語
ら
れ
な
い
。 
こ
う
し
た
初
期
の
建
築
史
研
究
と
そ
の
後
の
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
の
研
究
ま
で
に
は
お
よ
そ
二
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
前
章
に
示
し
た
通
り
、
そ
の
間
に
興
隆
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
ハ
ム
リ
ン
自
身
を
含
む
ボ
ザ
ー
ル
勢
に
よ
っ
て
す
ら
、
実
践
性
と
創
造
性
の
欠
如
か
ら
論
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
国
内
の
論
壇
に
は
、
自
国
の
建
築
的
伝
統
を
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
据
え
る
衝
動
が
あ
り
な
が
ら
、
遠
過
去
に
関
し
て
も
近
過
去
に
関
し
て
も
、
ま
ず
実
践
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
認
識
は
、
二
十
年
代
末
ま
で
更
新
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
は
一
九
二
六
年
、『
建
築
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
』
の
な
か
で
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
「〔
ア
メ
リ
カ
の
地
に
〕
深
く
根
差
し
た
、
全
国
的
な
感
情
を
表
現
し
た
」（
一
六
五
）
も
の
だ
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
建
築
表
現
の
上
で
は
「
皮
相
な
」（
一
六
六
）
な
も
の
だ
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
建
築
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
は
こ
の
と
き
、
彼
ら
が
思
い
み
た
国
家
的
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
理
念
と
は
融
和
し
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。 
ま
た
こ
れ
ら
の
論
客
は
、
自
国
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
合
理
主
義
的
な
も
の
と
見
做
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し
う
る
た
め
の
理
論
家
を
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
純
に
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
の
『
建
築
史
』
以
前
に
書
か
れ
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
擁
護
論
が
い
ず
れ
も
こ
の
観
点
か
ら
誰
を
も
援
用
し
え
て
い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
ボ
ザ
ー
ル
受
容
の
初
期
の
試
み
の
な
か
で
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
そ
の
役
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
と
き
そ
の
認
識
は
、
あ
る
拡
が
り
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
浸
透
し
て
い
た
。
し
か
し
七
〇
年
代
末
以
降
に
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
も
は
や
主
流
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
八
〇
年
代
以
降
に
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
国
内
の
論
壇
で
完
全
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
論
客
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
が
『
建
築
史
』
の
時
点
で
機
能
主
義
的
な
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
建
築
理
論
を
語
っ
た
論
客
と
し
て
援
用
し
え
た
の
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ミ
リ
ツ
ィ
ア
〔
一
七
二
五
―
一
七
九
八
〕
だ
っ
た
が
、
ミ
リ
ツ
ィ
ア
を
援
用
す
る
こ
と
が
自
国
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
擁
護
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
ミ
リ
ツ
ィ
ア
の
理
論
と
ラ
ス
キ
ン=
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
を
同
一
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
論
者
自
身
が
自
覚
し
て
い
た
（
一
六
七
）
。 
 
他
方
に
お
い
て
彼
ら
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
ラ
ス
キ
ン
お
よ
び
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
い
う
二
人
の
理
論
家
を
有
し
て
い
た
と
い
う
意
識
を
共
有
し
て
お
り
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
過
去
の
国
内
動
向
が
、
一
方
で
は
折
衷
的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
合
理
的
な
建
設
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
理
論
が
過
去
に
そ
の
運
動
の
中
で
実
際
に
参
照
さ
れ
て
い
た
か
、
い
か
に
参
照
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
実
証
的
観
点
は
乏
し
か
っ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
彼
ら
に
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
構
造
合
理
主
義
の
動
向
で
あ
っ
た
と
見
做
し
う
る
理
論
家
の
存
在
が
あ
っ
た
。 
 ハ
ム
リ
ン
の
三
批
判 
自
国
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
評
価
に
か
か
わ
る
以
上
の
問
題
点
を
背
景
と
し
た
た
め
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
の
建
築
史
家
か
ら
仕
掛
け
ら
れ
る
一
九
一
〇
年
末
以
降
の
史
学
的
派
閥
闘
争
は
、
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
否
定
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
と
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
ら
は
、
そ
れ
ま
で
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
特
質
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
構
造
の
真
実
性
・
合
理
性
を
、
新
た
に
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
特
質
と
し
て
も
語
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
派
の
建
築
史
家
は
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
原
理
に
則
っ
た
新
建
築
の
展
望
と
、
そ
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
系
譜
を
基
調
と
し
た
合
理
主
義
的
ア
メ
リ
カ
建
築
史
を
書
き
う
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
簒
奪
の
過
程
を
最
も
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
が
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
か
け
断
続
的
に
発
表
し
た
、「
ロ
ー
マ
建
築
と
そ
の
批
評
家
」（
一
六
八
）
、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
そ
の
批
評
家
」（
一
六
九
）
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
と
そ
の
批
評
家
」（
一
七
〇
）
の
三
部
作
で
あ
る
。 
一
連
の
論
考
が
こ
の
順
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
は
戦
略
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
第
一
部
の
「
ロ
ー
マ
建
築
」
は
「
古
代
ロ
ー
マ
は
様
々
な
面
で
他
の
ど
の
文
明
よ
り
も
現
代
に
近
か
っ
た
」（
一
七
一
）
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
先
行
研
究
批
判
と
し
て
、
ロ
ー
マ
建
築
の
意
義
を
軽
視
し
た
過
去
の
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
に
反
証
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
そ
う
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
で
採
用
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
そ
の
も
の
も
、
ロ
ー
マ
建
築
の
美
点
の
評
価
に
応
用
す
る
た
め
に
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
部
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
」
の
主
目
的
は
、
そ
の
た
め
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
〟
の
再
定
義
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
り
ロ
ー
マ
建
築
の
美
点
が
語
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
、
ロ
ー
マ
建
築
を
範
と
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
の
美
点
を
語
り
う
る
よ
う
に
な
る
。 
 
 過
去
に
ボ
ザ
ー
ル
批
判
を
展
開
し
た
さ
い
の
ハ
ム
リ
ン
の
論
点
は
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
能
力
を
重
視
し
実
用
的
設
計
条
件
を
軽
視
す
る
、
実
践
性
の
欠
如
し
た
教
育
方
針
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
は
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
擁
護
に
お
け
る
こ
の
点
の
克
服
の
  
241 
建築史の形式と機能 
た
め
に
、
自
ら
が
実
務
建
築
家
と
し
て
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
 
し
か
し
こ
の
点
の
主
張
は
ま
ず
、
過
去
の
著
名
な
ゴ
シ
ッ
ク
擁
護
者
が
す
べ
て
座
学
に
基
づ
き
論
を
展
開
し
た
と
い
う
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
論
の
非
実
践
性
を
示
唆
す
る
と
い
う
迂
遠
な
道
筋
を
た
ど
る
。
同
論
で
は
ス
タ
ー
ジ
ス
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
、
ス
カ
イ
ラ
ー
、
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
セ
リ
ア
、
キ
ン
グ
ス
リ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
、
ゴ
シ
ッ
ク
賛
美
の
観
点
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
史
論
を
編
み
な
が
ら
、「
こ
の
芸
術
〔
建
築
〕
の
実
践
的
、
創
造
的
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
一
側
面
が
ま
る
ご
と
未
踏
査
の
土
地
」（
一
七
二
）
で
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
批
評
家
は
す
べ
て
ハ
ム
リ
ン
の
論
敵
と
さ
れ
た
が
、
彼
ら
に
対
す
る
論
難
の
第
一
点
が
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
座
学
へ
の
偏
向
で
あ
る
。
た
し
か
に
ス
タ
ー
ジ
ス
は
実
務
建
築
家
と
し
て
の
経
歴
を
有
し
て
い
た
が
、
彼
は
「
イ
エ
ー
ル
の
マ
ル
カ
ン
ド
・
チ
ャ
ペ
ル
お
よ
び
他
の
二
、
三
の
建
物
の
設
計
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
開
業
建
築
家
で
あ
る
よ
り
も
、
常
に
好
ん
で
研
究
者
お
よ
び
好
事
家
を
職
業
と
し
た
」（
一
七
三
）
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
た
。 
こ
の
点
の
指
摘
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ム
リ
ン
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
お
い
て
、
歴
史
家
兼
実
務
家
と
し
て
「
建
築
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
建
築
を
批
判
す
る
資
格
が
あ
る
」（
一
七
四
）
の
は
自
身
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を
高
言
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
自
身
は
ボ
ザ
ー
ル
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ガ
デ
の
ス
タ
ジ
オ
（
一
八
七
八
―
八
一
）
お
よ
び
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
の
事
務
所
に
勤
め
た
（
一
八
八
二
―
八
三
）
と
い
う
建
築
の
〝
正
規
教
育
〟
を
受
け
た
経
歴
を
も
ち
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
古
典
研
究
学
校
（
ア
テ
ネ
、
一
八
八
六
―
八
八
。
Ｗ
・
Ｒ
・
ウ
ェ
ア
と
協
働
）
な
ど
で
実
践
を
積
ん
だ
実
務
建
築
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
 
ラ
ス
キ
ン
と
ゴ
シ
ッ
ク
的
伝
統
の
否
定 
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
批
評
家
・
史
家
ら
に
対
す
る
こ
う
し
た
敵
愾
心
を
含
ん
だ
論
の
な
か
で
、
ハ
ム
リ
ン
の
主
な
論
難
の
対
象
が
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
と
な
る
こ
と
は
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。
ハ
ム
リ
ン
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
は
ア
マ
チ
ュ
ア
建
築
批
評
家
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
賛
美
し
た
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
に
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
論
の
無
効
性
を
示
す
こ
と
が
す
な
わ
ち
、
自
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
系
譜
の
否
定
さ
ら
に
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
肯
定
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。 
そ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
は
、「
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
燈
』
と
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
は
英
語
で
書
か
れ
た
本
の
中
で
最
も
広
く
読
ま
れ
て
き
た
が
、
彼
は
画
家
で
あ
り
、
芸
術
学
の
教
授
で
あ
り
文
士
な
の
で
あ
っ
て
、
受
け
た
教
育
に
お
い
て
も
実
践
に
お
い
て
も
全
く
建
築
家
で
は
な
か
っ
た
」（
一
七
五
）
と
し
て
、
過
去
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
座
学
的
側
面
を
強
調
し
た
。
加
え
て
、「
ラ
ス
キ
ン
は
情
熱
的
な
中
世
主
義
を
有
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
対
し
て
強
い
反
感
感
情
を
抱
い
て
い
た
た
め
そ
の
真
価
を
全
く
理
解
し
な
か
っ
た
」（
一
七
六
）
。 
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一
連
の
論
考
の
全
編
に
お
い
て
、
ハ
ム
リ
ン
は
ラ
ス
キ
ン
が
「
建
築
に
対
し
て
無
知
」（
一
七
七
）
で
あ
る
こ
と
を
再
三
繰
り
返
し
た
。
ハ
ム
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
著
作
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
概
し
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
潮
流
の
内
部
で
さ
え
評
価
さ
れ
ざ
る
人
物
だ
っ
た
。
―
― 
 
彼
〔
ピ
ュ
ー
ジ
ン
〕
の
取
り
組
み
は
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
超
越
論
的
な
説
教
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
大
い
に
支
持
さ
れ
た
。〔
…
〕
し
か
し
彼
〔
ラ
ス
キ
ン
〕
の
建
築
批
評
は
詩
的
想
像
力
と
宗
教
的
熱
狂
、
道
徳
熱
お
よ
び
、
間
違
っ
た
理
論
が
異
常
に
混
ざ
り
合
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
ま
で
の
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
積
極
性
や
文
学
的
雄
弁
を
も
っ
て
自
説
を
展
開
す
る
批
評
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家
は
前
後
不
出
で
あ
り
、
自
身
が
扱
う
主
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
が
き
わ
め
て
薄
弱
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
れ
だ
け
の
広
い
聴
衆
と
追
従
者
を
獲
得
し
た
の
も
彼
し
か
い
な
い
。（
一
七
八
） 
 
ハ
ム
リ
ン
が
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
み
た
大
き
な
瑕
疵
と
は
二
点
あ
る
が
、「
そ
の
第
一
点
は
美
学
と
倫
理
学
の
両
分
野
を
区
別
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
」（
一
七
九
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
が
指
摘
す
る
〝
倫
理
学
エ
シ
ッ
ク
ス
〟
と
は
実
際
に
は
神
秘
主
義
に
等
し
く
、
ラ
ス
キ
ン
が
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
を
論
難
し
た
の
は
そ
れ
が
「
懐
疑
的
精
神
の
具
現
化
で
あ
り
、
神
秘
主
義
や
真
の
宗
教
の
破
壊
者
で
あ
り
、
ま
た
神
秘
主
義
的
、
宗
教
的
中
世
が
象
徴
し
生
み
だ
し
た
全
て
の
も
の
の
破
壊
者
」（
一
八
〇
）
で
あ
る
た
め
に
よ
っ
た
。
の
ち
の
言
及
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
歴
史
建
築
の
魅
力
と
は
主
に
、
知
的
で
は
な
く
美
的
で
あ
る
こ
と
、
示
唆
的
で
は
な
く
断
言
的
で
あ
る
こ
と
、
想
像
力
で
は
な
く
視
覚
に
訴
え
か
け
る
こ
と
」（
一
八
一
）
な
の
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
が
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
理
解
し
た
と
さ
れ
る
特
質
と
は
好
対
照
を
な
す
。 
ま
た
ハ
ム
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
第
二
の
瑕
疵
と
は
建
築
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
本
質
と
と
ら
え
、
そ
の
批
評
に
拘
泥
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
偏
向
の
前
提
と
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
は
「
ま
ず
建
て
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
装
飾
さ
れ
る
も
の
と
し
て
建
物
を
考
え
て
い
た
」（
一
八
二
）
。
か
く
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
は
「
建
築
そ
の
も
の
を
全
く
誤
っ
た
か
た
ち
で
提
示
し
、
建
築
の
価
値
に
対
す
る
真
の
理
解
の
発
展
を
非
常
に
遅
さ
せ
た
」（
一
八
三
）
の
で
あ
る
。 
 〝
美
の
ロ
ジ
ッ
ク
〟
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築 
し
か
し
ハ
ム
リ
ン
は
、
ロ
ー
マ
建
築
、
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
の
再
評
価
に
あ
た
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
そ
の
も
の
の
否
定
を
手
段
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。「
ラ
ス
キ
ン
の
熱
心
な
建
築
批
評
は
、
イ
ギ
リ
ス
大
衆
の
趣
味
に
対
す
る
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大
英
帝
国
自
身
や
フ
ラ
ン
ス
の
優
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
た
め
の
完
全
に
誤
っ
た
評
価
基
準
が
作
ら
れ
る
の
に
一
役
買
っ
た
」（
一
八
四
）
が
、
そ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
ひ
と
り
が
責
め
を
受
け
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
ハ
ム
リ
ン
は
、
ラ
ス
キ
ン
以
外
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
史
家
に
対
す
る
反
論
に
あ
た
っ
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
劣
等
性
を
説
く
の
で
は
な
く
、
従
来
国
内
に
広
ま
っ
て
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
観
を
拡
充
す
る
方
針
を
と
り
、
そ
の
新
た
な
評
価
基
準
を
ロ
ー
マ
建
築
、
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
に
あ
て
は
め
よ
う
と
し
た
。 
こ
の
点
の
主
張
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
『
建
築
事
典
』
受
容
に
発
端
を
も
つ
と
い
う
主
張
は
ハ
ム
リ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 
と
い
う
の
も
、
こ
の
一
連
の
論
考
の
な
か
で
ハ
ム
リ
ン
が
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
建
築
設
計
の
な
か
に
は
構
造
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
他
に
、
そ
れ
と
相
補
的
な
も
の
と
し
て
「
美
の
ロ
ジ
ッ
ク
」
が
存
在
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、「
建
築
と
は
結
局
す
べ
て
が
科
学
で
あ
る
こ
と
は
な
く
、
芸
術
的
要
素
が
優
れ
て
強
い
も
の
な
の
で
あ
り
、
想
像
力
や
純
粋
な
造
形
美
を
愛
す
る
心
は
そ
の
な
か
で
相
応
の
存
在
意
義
を
有
す
る
」（
一
八
五
） 
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
著
作
は
当
時
、
純
合
理
的
な
も
の
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
唱
導
の
書
と
見
做
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ハ
ム
リ
ン
の
意
図
は
ま
ず
、
そ
の
よ
う
に
狭
義
に
捉
え
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
解
釈
を
拡
張
し
改
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 
ハ
ム
リ
ン
の
認
識
で
は
、「
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
が
『
事
典
』
の
な
か
で
初
め
て
根
本
的
な
論
理
を
解
き
明
か
し
、
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
形
式
と
デ
ィ
テ
ー
ル
の
進
化
が
構
造
要
件
に
応
用
さ
れ
た
冷
静
な
論
理
的
思
考
に
ど
の
程
度
支
配
さ
れ
て
き
た
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
以
来
、
特
に
ア
メ
リ
カ
人
批
評
家
は
こ
の
、
論
理
と
い
う
質
に
熱
心
な
関
心
を
注
い
で
」（
一
八
六
）
き
て
お
り
、
建
築
の
構
造
的
合
理
性
に
対
す
る
議
論
は
今
や
、
国
内
に
お
い
て
は
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
「
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
発
展
に
お
け
る
構
造
の
論
理
を
徹
底
的
に
強
調
し
〔
…
〕
そ
れ
を
唯
一
の
〝
真
の
〟
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
る
と
言
っ
て
憚
ら
な
い
」（
一
八
七
）
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潮
は
、
彼
に
と
っ
て
受
け
入
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
お
い
て
も
、「
ヴ
ォ
ー
ル
ト
柱
は
ヴ
ォ
ー
ル
ト
・
リ
ブ
を
支
え
る
た
め
に
必
要
で
は
な
い
」
が
、「
こ
れ
ら
の
造
作
．
．
．
．
．
．
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
．
．
．
．
．
．
．
．
設
計
に
お
け
る
美
学
的
．
．
．
ス
キ
ー
ム
の
な
か
で
正
当
か
つ
必
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」（
一
八
八
）
と
い
う
点
で
〝
美
の
ロ
ジ
ッ
ク
〟
に
則
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
語
っ
た
ハ
ム
リ
ン
は
特
に
フ
ラ
ン
ボ
ワ
イ
ヤ
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
極
致
と
定
め
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
（
ア
イ
オ
ワ
州
グ
リ
ネ
ル
、
一
九
一
四
）
と
の
親
近
性
を
示
し
た
（F
ig
.5
7
）。 
 〝
論
理
の
ロ
ジ
ッ
ク
〟
と
ロ
ー
マ
建
築 
そ
う
し
て
こ
の
論
旨
は
、
構
造
合
理
性
と
視
覚
効
果
の
中
道
を
求
め
た
ロ
ー
マ
建
築
を
評
価
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ム
リ
ン
に
は
、
同
様
の
美
学
的
必
要
性
の
充
足
が
、
視
覚
芸
術
と
し
て
の
ロ
ー
マ
建
築
の
設
計
理
論
の
中
核
を
な
す
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ピ
ラ
ス
タ
ー
な
ど
の
「
騙
し
、
す
な
わ
ち
我
々
が
錯
覚
と
呼
ぶ
種
類
の
騙
し
は
あ
る
芸
術
形
式
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
本
質
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
〝
騙
し
〟
が
ひ
と
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
は
全
く
な
い
」（
一
八
九
）
こ
と
を
示
し
え
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
ロ
ー
マ
建
築
は
同
時
に
、
構
造
的
観
点
に
も
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
て
い
た
（F
ig
.5
8
）。 
ハ
ム
リ
ン
は
、
ロ
ー
マ
建
築
の
そ
の
よ
う
な
性
質
を
直
接
的
に
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
も
そ
の
よ
う
な
両
義
性
を
有
し
て
い
る
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
の
意
図
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
そ
の
批
評
家
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
ハ
ム
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
建
築
と
は
、「
ギ
リ
シ
ャ
の
理
想
か
ら
、
新
た
な
環
境
下
の
新
た
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、
全
く
新
し
い
類
型
の
進
化
に
至
る
中
間
段
階
」（
一
九
〇
）
な
の
で
あ
る
。 
 
ハ
ム
リ
ン
の
こ
の
底
意
を
反
映
し
、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
そ
の
批
評
家
」
第
二
部
の
副
題
で
あ
り
、
主
要
テ
ー
マ
で
も
あ
る
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
定
義
〟
が
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
そ
の
も
の
の
特
質
よ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ロ
ー
マ
建
築
と
の
接
点
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、「
中
世
の
西
．
．
．
．
・
北
ヨ
ー
．
．
．
ロ
ッ
パ
で
．
．
．
．
成
長
し
た
．
．
．
．
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
原
理
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
造
作
を
．
．
．
胚
と
し
て
始
ま
り
．
．
．
．
．
．
．
、
側
廊
つ
き
の
十
字
型
教
会
の
建
設
と
装
飾
の
問
題
を
解
決
す
る
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
な
か
で
発
展
し
た
一
群
の
様
式
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」（
一
九
一
）
な
の
で
あ
る
。 
こ
こ
で
の
意
図
か
ら
す
れ
ば
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
特
質
そ
の
も
の
を
抽
象
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
眼
目
と
さ
れ
た
の
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
を
介
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
間
接
的
に
ロ
ー
マ
建
築
の
出
自
を
有
し
、
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
美
の
理
念
を
共
有
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
系
譜
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ム
リ
ン
に
は
、「
必
要
性
の
論
理
が
伝
統
的
理
想
の
支
配
を
克
服
し
た
」（
一
九
二
）
ロ
ー
マ
建
築
お
よ
び
そ
れ
を
範
と
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
が
、
現
代
の
応
用
に
特
に
適
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
―
― 
 
 こ
の
建
築
〔
様
式
〕
の
形
式
、
意
匠
、
構
造
配
置
や
デ
ィ
テ
ー
ル
は
並
は
ず
れ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
あ
り
、
様
々
な
環
境
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
目
的
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
形
式
や
意
匠
が
今
日
研
究
さ
れ
模
倣
さ
れ
て
い
る
の
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
人
が
ロ
ー
マ
の
形
式
と
意
匠
を
復
活
さ
せ
た
の
は
、
十
五
世
紀
、
十
六
世
紀
の
芸
術
家
に
新
た
な
創
造
力
が
欠
け
て
い
た
た
め
に
コ
ピ
ー
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
ば
か
げ
た
非
難
は
、
ラ
ス
キ
ン
と
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
が
不
相
応
に
出
ま
わ
ら
せ
た
も
の
だ
。
そ
の
時
代
の
人
間
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
を
本
能
的
に
ロ
ー
マ
の
モ
デ
ル
へ
と
変
え
た
の
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
が
文
明
の
新
時
代
を
も
た
ら
し
、
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
で
は
も
は
や
満
た
せ
な
い
新
し
い
要
求
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。（
一
九
三
） 
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Fig.57 ゴシック建築の美のロジック（A. D. F. ハムリン「ゴシック建築とその批評家」より）。 
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Fig.58 ローマ建築の論理のロジック（同、「ローマ建築とその批評家」より。ジュリアン・ガデ画。） 
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こ
の
ハ
ム
リ
ン
の
論
は
ポ
ー
タ
ー
の
反
論
に
遭
っ
た
。
ハ
ム
リ
ン
の
問
題
提
起
か
ら
三
年
後
、
ポ
ー
タ
ー
は
同
誌
に
「
反
ロ
ー
マ
建
築
」（
一
九
一
八
）（
一
九
四
）
を
寄
稿
し
、
ロ
ー
マ
建
築
は
「
い
か
な
る
歴
史
様
式
よ
り
も
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
建
築
と
の
類
似
性
が
あ
る
」（
一
九
五
）
こ
と
、「
そ
の
様
式
が
こ
の
国
の
現
代
の
建
築
教
育
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
」（
一
九
六
）
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
創
造
に
か
け
る
「
神
聖
な
喜
び
の
火
花
」（
一
九
七
）
を
決
定
的
に
欠
い
て
お
り
、
そ
れ
を
「
軽
率
に
賞
賛
・
模
倣
す
る
こ
と
が
現
代
ア
メ
リ
カ
芸
術
に
有
害
な
影
響
を
作
り
出
し
て
い
る
」（
一
九
八
）
点
の
た
め
に
、
ハ
ム
リ
ン
の
論
に
真
向
か
ら
異
論
を
唱
え
た
。
ポ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
建
築
と
は
内
因
的
な
「
装
飾
的
」
質
（「
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
色
彩
、
線
、
マ
ッ
シ
ン
グ
」（
一
九
九
）
）
と
外
因
的
な
「
説
明
的
」
質
（「
ど
う
話
す
か
で
は
な
く
、
何
を
話
す
か
」（
二
〇
〇
）
）
の
両
立
に
よ
っ
て
高
度
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
劣
る
ロ
ー
マ
建
築
と
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
は
「
中
世
の
建
造
物
の
偉
大
な
る
知
的
性
質
に
欠
け
て
」（
二
〇
一
）
い
た
。 
 
遅
れ
す
ぎ
た
再
・
再
統
合
：
一
九
二
八
―
一
九
三
六 
ゴ
シ
ッ
ク
史
観
対
ク
ラ
シ
ッ
ク
史
観 
こ
れ
ら
の
史
書
は
単
純
に
史
学
的
興
味
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
伝
統
を
西
洋
お
よ
び
自
国
の
過
去
に
求
め
、
現
代
建
築
の
方
針
を
定
め
る
と
い
う
実
践
的
意
図
が
明
ら
か
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
論
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
そ
れ
は
当
時
の
国
内
の
建
築
史
家
の
広
範
を
巻
き
込
み
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
二
つ
に
は
っ
き
り
と
分
か
れ
た
派
閥
闘
争
の
様
相
を
呈
し
た
。
彼
ら
に
よ
る
記
述
は
大
別
し
て
ハ
ム
リ
ン
父
子
、
エ
ジ
ェ
ル
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
ら
に
よ
る
記
述
と
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ウ
ィ
タ
カ
ー
ら
に
よ
る
記
述
の
二
組
に
分
か
れ
る
。
後
者
が
ゴ
シ
ッ
ク
的
伝
統
の
な
か
に
ア
メ
リ
カ
建
築
の
伝
統
を
見
い
だ
し
た
の
に
対
し
、
前
者
は
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
的
伝
統
の
な
か
に
そ
れ
を
み
た
。 
こ
の
よ
う
に
対
立
す
る
史
観
は
、
出
版
さ
れ
た
史
書
の
数
の
上
で
は
互
角
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
当
時
の
批
評
を
振
り
返
れ
ば
、
後
者
陣
営
に
対
す
る
前
者
陣
営
の
論
難
は
、
そ
の
逆
に
比
し
て
き
わ
め
て
苛
烈
な
も
の
だ
っ
た
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
『
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ー
ン
ズ
』（
一
九
二
四
）
や
ウ
ィ
タ
カ
ー
の
『
ラ
ム
セ
ス
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ま
で
』（
一
九
三
四
）
に
は
お
の
お
の
キ
ン
ボ
ー
ル
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ガ
ッ
ト
ハ
イ
ム
〔
一
九
〇
八
―
一
九
九
三
〕
の
書
評
が
存
在
す
る
が
（
二
〇
二
）
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
辛
辣
な
も
の
だ
っ
た
。
前
者
の
批
評
は
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
キ
ン
ボ
ー
ル
共
通
の
知
人
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
チ
が
そ
の
「
怒
号
」（
二
〇
三
）
に
辟
易
し
、「『
ヘ
ラ
ル
ド
』
の
読
者
に
さ
え
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
は
ず
だ
」（
二
〇
四
）
と
の
感
想
を
漏
ら
す
ほ
ど
で
あ
り
、
ガ
ッ
ト
ハ
イ
ム
の
批
評
も
ま
た
、
ウ
ィ
タ
カ
ー
が
ゴ
シ
ッ
ク
賛
美
の
史
観
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
し
、「
著
者
は
ど
う
や
ら
、
自
説
を
論
理
的
に
追
及
し
た
結
果
、
〝
暗
黒
時
代
ダ
ー
ク
・
エ
イ
ジ
〟
が
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
建
設
に
と
っ
て
の
理
想
の
時
代
だ
な
ど
と
い
う
馬
鹿
げ
た
見
解
に
至
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
」（
二
〇
五
）
、「
中
世
に
関
す
る
議
論
全
体
が
〔
…
〕
コ
ー
ル
ト
ン
の
よ
う
な
科
学
的
歴
史
家
の
著
作
と
食
い
違
っ
て
お
り
、
ユ
ー
ゴ
ー
や
ラ
ス
キ
ン
の
態
度
よ
う
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
扱
い
に
は
ロ
マ
ン
主
義
的
な
反
感
に
つ
き
も
の
の
欠
陥
だ
ら
け
だ
」（
二
〇
六
）
と
敵
対
感
情
を
露
わ
に
し
た
。 
 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
る
近
代
建
築
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
ま
た
、
特
に
自
国
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
史
を
貶
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
合
理
主
義
的
な
動
向
と
し
て
称
揚
す
る
点
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。 
と
い
う
の
も
彼
は
、
処
女
公
刊
物
で
あ
る
『
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
：
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
再
統
合
』（
一
九
二
八
）（
二
〇
七
）
に
お
い
て
、
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ペ
ト
ル
ス
・
ベ
ル
ラ
ー
へ
〔
一
八
五
六
―
一
九
三
四
〕
ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
〔
一
八
六
八
―
一
九
四
〇
〕、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ペ
レ
〔
一
八
七
四
―
一
九
五
四
〕
お
よ
び
自
国
の
ラ
イ
ト
ら
の
「
〝
新
し
い
伝
統
ニ
ュ
ー
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
〟
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
建
設
と
建
築
〔
＝
美
学
的
操
作
〕
と
を
再
び
結
び
つ
け
た
」（
二
〇
八
）
功
績
を
語
る
さ
い
、
そ
の
結
末
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に
い
た
る
建
築
の
合
理
性
に
関
す
る
重
要
展
開
を
す
べ
て
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
の
功
績
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発
端
に
あ
た
る
「
十
九
世
紀
第
一
世
代
の
優
れ
た
建
築
家
は
い
ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
、
お
お
よ
そ
合
理
主
義
的
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
定
義
す
べ
き
」（
二
〇
九
）
で
あ
り
、「
第
二
世
代
」
の
ゴ
シ
シ
ス
ト
の
動
向
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
建
築
に
分
裂
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
唾
棄
さ
れ
る
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
お
よ
び
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
〝
新
た
な
伝
統
〟
に
属
す
る
そ
の
後
の
人
物
以
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
十
九
世
紀
後
半
の
建
築
は
、
お
そ
ら
く
他
の
ど
こ
よ
り
も
お
し
な
べ
て
無
価
値
な
も
の
だ
っ
た
」（
二
一
〇
）
の
で
あ
る
。 
と
い
う
の
も
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
以
前
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
影
響
で
し
か
な
い
」（
二
一
一
）
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
悪
影
響
し
か
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
建
築
の
全
面
的
な
影
響
も
、
ネ
オ
＝
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
の
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
様
式
以
外
に
は
二
十
世
紀
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
届
い
て
お
ら
ず
」（
二
一
二
）
、
ほ
か
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
伴
う
折
衷
主
義
的
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
に
さ
ら
な
る
弊
害
を
も
た
ら
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
世
紀
中
葉
に
ラ
ス
キ
ン
が
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
借
用
の
実
験
を
よ
く
考
え
も
せ
ず
に
始
め
た
こ
と
が
、
真
剣
な
建
築
と
最
も
品
の
な
い
建
物
を
見
分
け
る
こ
と
を
難
し
く
し
た
」（
二
一
三
）
主
要
因
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
他
方
、「
少
な
く
と
も
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
優
れ
た
理
論
家
で
あ
り
、
い
か
な
る
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
よ
り
も
遠
大
な
合
理
主
義
を
文
筆
の
な
か
で
開
拓
し
た
」
（
二
一
四
）
。「
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
と
は
全
く
違
い
、
メ
リ
メ
、
ド
ラ
ボ
ル
ド
、
ド
ヴ
ォ
ギ
ュ
エ
ら
は
皆
金
属
利
用
の
可
能
性
に
興
味
を
抱
き
ま
で
は
し
た
が
、
一
般
原
理
を
策
定
し
た
の
は
誰
を
措
い
て
も
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
な
の
で
あ
る
。」（
二
一
五
）
し
か
し
彼
の
理
論
は
自
身
の
実
作
の
な
か
に
は
ほ
と
ん
ど
具
現
化
さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
影
響
も
な
か
っ
た
。 
 
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
バ
ロ
ッ
ク
的
統
合 
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
の
否
定
的
影
響
あ
る
い
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
の
影
響
の
な
さ
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
同
時
に
、「
中
世
主
義
者
の
き
わ
め
て
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
合
理
主
義
」（
二
一
六
）
が
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
範
疇
を
超
え
た
波
及
力
を
意
識
し
て
も
い
た
。
彼
も
ま
た
、
キ
ン
ボ
ー
ル
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
同
様
、
単
純
な
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
回
帰
の
な
か
に
現
代
建
築
の
特
質
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
意
識
は
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
る
書
題
の
選
定
そ
の
も
の
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
〝
再
統
合
リ
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
と
は
第
一
義
的
に
は
建
築
設
計
に
お
け
る
技
術
と
美
術
の
統
合
を
意
味
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
彼
は
、
十
九
世
紀
広
範
の
建
築
史
に
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
〝
再
統
合
〟
の
過
程
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
再
統
合
に
「
バ
ロ
ッ
ク
」
の
語
を
冠
し
た
。 
こ
の
定
義
に
則
り
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
〝
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
〟
の
語
に
も
独
自
の
解
釈
を
当
て
は
め
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ド
リ
ュ
ー
・
エ
グ
バ
ー
ト
〔
一
九
〇
二
―
一
九
七
三
〕
が
当
時
い
ち
早
く
指
摘
し
た
通
り
、「
十
八
世
紀
中
葉
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
通
例
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
時
期
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
彼
〔
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
〕
は
慣
例
的
に
建
築
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
開
始
と
さ
れ
る
時
期
よ
り
か
な
り
早
い
一
七
五
〇
年
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
始
点
を
定
め
」
（
二
一
七
）
た
の
で
あ
る
。（
な
お
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
企
図
に
気
づ
か
な
か
っ
た
（
二
一
八
）
。）
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
理
論
上
は
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
は
あ
る
一
時
代
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
み
の
正
当
性
を
信
じ
る
」（
二
一
九
）
回
顧
的
人
格
・
時
代
動
向
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
り
、
こ
の
意
味
で
は
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
、
ゴ
シ
シ
ス
ト
の
両
陣
営
が
目
す
る
各
々
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
い
ず
れ
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
「
二
大
派
閥
に
よ
る
激
し
い
闘
争
」（
二
二
〇
）
の
止
揚
こ
そ
が
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
『
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
の
な
か
で
「
新
し
い
伝
統
」
と
見
做
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し
た
現
代
建
築
の
主
潮
流
で
あ
る
、
〝
バ
ロ
ッ
ク
的
〟
統
合
の
過
程
だ
っ
た
。 
 
こ
の
再
統
合
の
開
始
を
告
げ
る
十
九
世
紀
中
葉
の
論
考
と
し
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
「
そ
の
時
代
最
大
の
批
評
家
で
あ
る
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
と
、
そ
の
時
代
で
最
も
実
直
で
お
そ
ら
く
最
大
の
建
築
家
で
あ
る
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
著
作
」（
二
二
一
）
で
は
な
く
ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
〔
一
八
一
一
―
一
八
七
八
〕
の
「
未
来
の
建
築
」
（
二
二
二
）
を
選
ん
だ
の
は
、
表
面
上
、
ま
ず
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
が
理
論
と
実
践
双
方
の
雄
弁
・
多
作
を
兼
ね
備
え
た
人
物
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
理
論
家
・
建
築
家
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
の
全
人
性
は
、
そ
の
文
筆
が
「
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
大
陸
も
含
め
て
、
中
世
主
義
者
の
知
的
理
論
を
よ
り
幅
広
く
代
表
し
て
い
る
」
（
二
二
三
）
も
の
だ
と
言
い
う
る
た
め
に
重
要
視
さ
れ
た
。 
し
か
し
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
一
章
を
費
や
し
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
の
論
を
検
討
し
た
直
接
の
動
機
は
、
彼
が
「
十
三
世
紀
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
か
ら
向
こ
う
を
見
ら
れ
な
い
中
世
主
義
者
の
よ
り
ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
合
理
主
義
を
避
け
」（
二
二
四
）
、「
新
し
い
伝
統
」
の
ひ
と
つ
の
特
質
で
あ
る
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
統
合
を
い
ち
早
く
予
見
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
実
践
面
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
は
「
ラ
ス
キ
ン
が
提
案
し
た
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
歩
み
寄
り
の
核
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
で
深
刻
な
誤
り
を
犯
し
た
」（
二
二
五
）
も
の
の
、
そ
れ
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
論
の
な
か
で
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
ス
コ
ッ
ト
は
、
自
分
も
参
加
し
て
い
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
内
部
の
先
見
の
明
の
あ
る
人
間
も
、
敵
対
す
る
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
の
な
か
の
人
間
も
、
本
当
は
新
し
い
建
築
を
探
し
て
い
る
の
だ
と
確
信
し
て
い
た
」（
二
二
六
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
さ
ら
に
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
の
先
見
性
を
こ
の
よ
う
に
摘
要
し
た
。
―
― 
 
ス
コ
ッ
ト
は
少
な
く
と
も
暗
黙
の
う
ち
に
、
新
た
な
建
築
が
真
に
新
た
な
美
学
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
美
学
は
ど
の
よ
う
な
過
去
の
美
学
と
も
必
ず
し
も
一
致
す
る
必
要
は
な
く
、
さ
ら
に
は
す
べ
て
の
過
去
の
美
学
に
共
通
の
特
徴
と
さ
え
も
、
ゼ
ロ
で
は
な
い
に
せ
よ
必
ず
し
も
同
意
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
。（
二
二
七
） 
  
た
だ
し
こ
の
よ
う
に
過
去
の
美
学
か
ら
の
完
全
な
離
脱
の
可
能
性
を
語
り
つ
つ
も
、
論
内
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
あ
く
ま
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
様
式
的
対
立
と
統
合
を
主
題
と
し
た
。
こ
の
点
に
お
け
る
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
の
見
解
の
相
違
と
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
と
し
て
の
後
者
が
「
古
典
的
で
あ
る
よ
り
も
は
る
か
に
ず
っ
と
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
様
式
」（
二
二
八
）
の
な
か
で
様
式
の
統
合
が
果
た
さ
れ
る
と
予
想
し
た
一
方
で
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
現
代
に
み
た
「
こ
の
融
合
の
帰
結
が
実
際
に
は
中
世
よ
り
も
後
期
ク
ラ
シ
ッ
ク
寄
り
」（
二
二
九
）
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（F
ig
.5
9
）。 
こ
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
現
状
理
解
に
は
、
書
内
で
再
三
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
狭
義
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
お
け
る
狭
義
の
〝
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
〟
を
極
度
に
重
視
し
た
た
め
の
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
怨
嗟
が
影
響
し
て
い
た
。
そ
の
感
情
に
伴
い
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
関
連
の
動
向
に
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
国
で
は
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
「
イ
タ
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
を
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
は
そ
の
道
を
外
さ
せ
」（
二
三
〇
）
、
ラ
ス
キ
ン
の
説
教
が
〝
新
し
い
伝
統
〟
の
い
ち
要
素
で
あ
る
「
良
き
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
そ
う
そ
う
な
く
、
一
様
に
目
立
つ
衣
装
で
構
造
を
包
む
こ
と
に
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
」（
二
三
一
）
。
そ
の
よ
う
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
負
の
歴
史
（
歴
史
認
識
）
が
現
代
建
築
の
〝
新
し
い
伝
統
〟
の
優
勢
な
要
素
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
段
階
で
は
不
可
能
な
こ
と
だ
っ
た
。 
 ゴ
シ
ッ
ク
の
ル
ネ
サ
ン
ス 
そ
の
後
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
〔
一
九
〇
六
―
二
〇
〇
五
〕 
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と
と
も
に
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』（
一
九
三
二
）（
二
三
二
）
を
発
表
す
る
が
、
こ
こ
で
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
展
開
し
た
史
論
も
ま
た
、
前
著
と
同
様
「
リ
バ
イ
バ
ル
が
バ
ロ
ッ
ク
の
規
律
を
破
壊
し
た
と
き
様
式
と
い
う
概
念
が
堕
落
し
は
じ
め
た
」（
二
三
三
）
こ
と
、
そ
し
て
現
代
に
お
い
て
そ
れ
が
「
再
び
正
し
く
創
造
的
な
も
の
に
な
っ
た
」（
二
三
四
）
こ
と
を
主
題
と
す
る
。 
し
か
し
こ
の
二
著
が
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
の
は
、『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
の
歴
史
記
述
に
お
い
て
は
、『
再
統
合
』
が
孕
ん
で
い
た
史
観
と
実
証
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
こ
で
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
〝
バ
ロ
ッ
ク
的
〟
統
合
の
理
論
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
両
陣
営
に
対
す
る
同
等
の
重
み
づ
け
の
な
か
で
語
ら
れ
う
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
再
統
合
』
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
バ
ロ
ッ
ク
と
は
モ
ダ
ン
期
に
お
け
る
最
終
的
な
、
完
全
に
統
合
さ
れ
た
様
式
段
階
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
情
緒
的
な
回
顧
と
知
的
実
験
の
バ
ラ
ン
ス
が
無
意
識
な
ま
で
に
自
然
に
保
た
れ
る
」（
二
三
五
）
。
そ
れ
は
同
時
に
無
意
識
的
な
様
式
の
統
合
の
結
果
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
当
時
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
肯
定
的
な
意
味
で
の
〝
情
緒
的
な
回
顧
〟
も
、
〝
知
的
実
験
〟
も
、
主
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
波
及
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
見
做
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 
そ
れ
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
重
視
し
な
が
ら
そ
こ
に
価
値
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
矛
盾
に
よ
る
も
の
だ
が
、『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
で
は
こ
の
点
が
克
服
さ
れ
て
い
る
。
前
著
の
段
階
で
も
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
託
さ
れ
た
構
造
合
理
主
義
を
建
築
理
論
史
上
の
画
期
と
見
做
し
て
い
た
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
内
部
に
お
け
る
そ
の
通
時
的
な
影
響
力
に
つ
い
て
は
黙
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
考
古
学
者
サ
ロ
モ
ン
・
レ
ナ
ッ
ク
〔
一
八
五
八
―
一
九
三
二
〕
の
現
代
建
築
史
観
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
時
代
を
経
て
「
一
九
〇
四
年
に
な
っ
て
も
な
お
、
現
代
建
築
を
専
ら
ゴ
シ
ッ
ク
の
再
生
ル
ネ
サ
ン
ス
の
た
ぐ
い
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
」（
二
三
六
）
こ
と
を
示
し
Fig.59 『モダン・アーキテクチャー』図版 
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え
た
の
で
あ
る
。
次
の
レ
ナ
ッ
ク
か
ら
の
引
用
は
、『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
本
編
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
、
同
書
の
歴
史
観
の
主
調
を
な
し
た
。
―
― 
 
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
よ
っ
て
普
及
し
た
定
式
の
前
に
は
大
い
な
る
未
来
が
あ
る
。
十
六
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
主
流
を
占
め
た
グ
レ
コ
＝
ロ
ー
マ
ン
建
築
の
リ
バ
イ
バ
ル
に
続
く
の
は
、
異
な
る
材
料
を
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
る
、
さ
ら
に
永
続
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
再
生
だ
。（
二
三
七
） 
 
こ
こ
に
お
い
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
初
期
の
歴
史
記
述
は
自
身
の
理
論
と
の
整
合
性
を
み
せ
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、『
再
統
合
』
で
語
ら
れ
た
現
代
建
築
の
〝
中
世
よ
り
も
後
期
ク
ラ
シ
ッ
ク
寄
り
〟
の
止
揚
、『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
で
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
構
造
の
問
題
の
取
り
扱
い
方
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
と
関
係
が
あ
り
、
意
匠
の
問
題
の
取
り
扱
い
方
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
よ
り
近
く
、
機
能
の
取
り
扱
い
方
を
最
重
要
視
し
て
い
る
点
で
は
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
」（
二
三
八
）
と
い
う
止
揚
は
、
こ
の
引
用
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、「
現
代
様
式
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
関
係
は
視
覚
的
な
も
の
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
実
践
の
問
題
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
原
理
の
問
題
な
の
だ
と
い
う
こ
と
」（
二
三
九
）
お
よ
び
、「
意
匠
に
お
い
て
は
、
主
要
な
現
代
建
築
家
は
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
志
よ
り
も
ギ
リ
シ
ャ
の
平
静
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
」（
二
四
〇
）
こ
と
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
論
理
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
現
代
建
築
に
思
い
み
た
平
衡
は
、
か
つ
て
十
九
世
紀
後
半
の
論
壇
・
実
践
で
模
索
さ
れ
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
的
統
合
の
理
論
と
の
親
近
性
が
あ
る
が
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
自
身
は
そ
の
時
代
の
自
国
の
建
築
史
を
忌
み
嫌
い
、
特
に
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
設
計
を
以
前
か
ら
酷
評
し
て
い
た
（
二
四
一
）
。『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
の
な
か
に
語
ら
れ
る
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
メ
デ
ィ
エ
バ
ル
・
リ
バ
イ
バ
ル
か
ら
折
衷
主
義
が
引
き
継
い
だ
、
歴
史
様
式
を
模
倣
し
改
良
す
る
と
い
う
奇
妙
な
伝
統
」
が
現
代
に
お
い
て
も
「
あ
っ
け
な
く
忘
れ
去
ら
れ
て
は
い
な
い
」（
二
四
二
）
と
い
う
、
〝
バ
ロ
ッ
ク
的
統
合
〟
の
過
程
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
は
、
ほ
と
ん
ど
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 
そ
し
て
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
、『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
』
の
出
版
か
ら
四
年
後
に
『
Ｈ
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
と
彼
の
時
代
』（
一
八
三
六
）
を
上
梓
す
る
。
こ
れ
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
否
定
す
る
、
あ
る
い
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
国
内
で
初
め
て
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
か
ら
脱
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
「
理
に
適
っ
た
建
設
と
し
て
建
築
を
理
解
す
る
感
性
」
（
二
四
三
）
の
創
始
者
と
な
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
史
書
だ
っ
た
。 
 
 
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
建
築
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
正
の
影
響
を
否
定
し
続
け
、
ラ
ス
キ
ン
へ
の
嫌
悪
を
公
に
し
て
憚
ら
な
い
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
こ
の
強
烈
な
感
情
ゆ
え
に
、
彼
は
そ
の
後
も
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
に
対
す
る
関
心
を
抱
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。 
ま
た
彼
は
、
文
筆
上
で
は
ほ
ぼ
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
影
響
源
と
し
て
の
み
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
し
て
い
っ
た
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
に
そ
れ
以
外
に
何
ら
か
の
重
要
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
自
身
が
〝
バ
ロ
ッ
ク
的
統
合
〟
の
理
論
の
主
要
な
援
用
先
と
し
た
ス
コ
ッ
ト
の
書
籍
で
さ
え
、「
ラ
ス
キ
ン
や
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
も
の
よ
り
重
要
だ
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
」（
二
四
四
）
の
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性
が
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ス
タ
ー
ジ
ス
の
『
建
築
の
七
燈
』
の
解
説
や
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
自
身
が
『
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
』
の
献
辞
に
掲
げ
た
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
時
代
の
メ
ン
タ
ー
、
ポ
ー
タ
ー
の
『
中
世
建
築
の
起
源
と
展
開
』
や
『
建
築
を
超
え
て
』
の
言
及
の
ご
と
く
に
、
容
易
な
史
学
的
追
求
を
拒
む
も
の
で
あ
る
。 
こ
こ
で
些
細
な
が
ら
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
心
理
を
読
む
手
が
か
り
に
な
り
う
る
の
は
、
一
九
五
一
年
に
渡
米
し
、
彼
の
下
に
学
ん
だ
コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ
〔
一
九
二
〇
―
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一
九
九
九
〕
の
回
想
（
二
四
五
）
で
あ
る
。「
イ
エ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
ラ
ッ
セ
ル
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
性
格
は
き
っ
と
、
究
極
的
に
は
キ
ン
グ
ス
リ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
」（
二
四
六
）
。 
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〝
灰
緑
の
瞳
ユ
ー
・
グ
ロ
ー
ク
〟 
 
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が 
い
ま
だ
名
高
き
、 
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
が 
〝
宝
庫
〟
こ
し
ら
え 
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
も 
ロ
セ
ッ
テ
ィ
も
ま
だ 
や
ら
れ
ま
く
っ
て
い
た 
こ
ろ
。 
 
悪
臭
た
だ
よ
わ
せ 
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
声
を
荒
げ
る
。 
そ
の
こ
ろ
彼
女
の 
フ
ァ
ウ
ナ
の
こ
う
べ
は 
画
家
と
姦
夫
の 
慰
み
も
の
に
な
っ
て
い
た
。 
 
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
漫
画
は 
彼
女
の
瞳
を 
留
め
お
い
た
が
、 
テ
ー
ト
で
は 
そ
の
目
は
い
ま
だ
に 
コ
フ
ェ
チ
ュ
ア
の
口
説
き
に 
応
じ
な
い
。 
 
か
そ
け
き
は 
せ
せ
ら
ぎ
の
水
の
目
、 
ま
な
ざ
し
は 
虚
ろ
。 
英
製
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
の 
産
声
い
ま
だ
高
き 
そ
の
か
み
。 
 
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
「
ヒ
ュ
ー
・
セ
ル
ウ
ィ
ン
・
モ
ー
バ
リ
ー
」、
一
九
二
〇
年
。 
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 現
代
美
術
、
近
代
建
築
と
ラ
ス
キ
ン
：
一
九
一
四
―
一
九
三
二 
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
モ
ネ
で
あ
る 
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
大
陸
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
を
蒙
ら
な
い
ま
ま
、
戦
前
の
様
式
論
争
を
継
続
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
当
時
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
と
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
紛
争
に
不
干
渉
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
治
下
に
大
戦
に
参
戦
す
る
の
は
開
戦
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
戦
争
の
な
か
で
本
土
戦
を
経
験
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。 
そ
う
し
た
な
か
で
の
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
大
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ウ
リ
ー
に
よ
る
一
九
〇
九
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
の
未
来
』（
一
）
の
な
か
に
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ウ
リ
ー
は
「
我
々
の
ア
メ
リ
カ
の
過
去
は
い
か
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て
も
独
自
の
性
格
を
有
し
て
い
る
」（
二
）
と
語
り
、
民
主
主
義
に
則
っ
た
自
国
の
発
展
は
「
疑
う
余
地
の
な
い
」（
三
）
信
仰
の
問
題
で
あ
る
と
読
者
の
愛
国
感
情
を
煽
っ
た
。 
ア
メ
リ
カ
で
通
史
と
し
て
の
自
国
の
建
築
史
が
書
か
れ
は
じ
め
る
の
は
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
は
こ
う
し
た
愛
国
意
識
の
高
ま
り
に
加
え
、
一
九
一
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
を
巡
回
し
た
国
際
現
代
美
術
展
（
通
称
〝
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
〟
）
以
降
の
現
代
美
術
受
容
も
影
響
し
て
い
た
。
そ
の
文
物
流
入
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
以
降
、
国
内
の
美
術
・
建
築
論
壇
の
目
が
ふ
た
た
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
に
向
け
ら
れ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
時
に
建
築
界
で
は
、
自
国
の
建
築
史
の
動
向
と
国
外
動
向
と
の
比
較
の
機
運
を
生
む
遠
因
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
た
。 
こ
の
現
象
に
は
、
当
時
の
美
術
界
・
建
築
界
の
人
脈
も
重
要
な
要
因
と
し
て
働
い
た
。
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
の
主
導
者
の
一
人
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
チ
〔
一
八
八
三
―
一
九
五
八
〕
は
二
十
年
代
初
頭
よ
り
建
築
論
壇
と
の
交
流
を
も
ち
始
め
、
前
章
で
も
示
し
た
通
り
キ
ン
ボ
ー
ル
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
な
交
友
関
係
を
も
っ
て
い
た
。 
 
な
か
で
も
キ
ン
ボ
ー
ル
の
建
築
批
評
は
、
パ
ッ
チ
ら
に
よ
る
現
代
芸
術
受
容
と
の
直
接
の
並
行
性
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
「
現
代
建
築
と
は
何
か
」
で
の
彼
は
、
パ
ッ
チ
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
前
衛
芸
術
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム=
形
式
性
の
観
念
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
現
代
建
築
批
評
を
試
み
た
の
で
あ
る
。 
同
論
の
な
か
で
は
、
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
事
務
所
の
ド
ラ
フ
ツ
マ
ン
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
モ
リ
ル
・
ウ
ェ
ル
ズ
〔
一
八
五
三
―
一
八
九
〇
〕
が
ヴ
ィ
ラ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
（
一
八
八
二
―
八
四
）
以
降
、
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書
館
（
一
八
九
五
）
な
ど
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
を
決
定
づ
け
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
れ
は
パ
ッ
チ
宛
の
書
簡
に
も
語
ら
れ
る
通
り
、
そ
の
記
事
の
執
筆
動
機
が
「
絵
画
の
美
点
は
〝
自
然
に
対
す
る
真
実
性
〟
に
あ
る
と
い
う
写
実
主
義
理
論
に
初
め
て
反
対
し
た
の
が
セ
ザ
ン
ヌ
だ
っ
た
よ
う
に
、
建
築
の
美
点
は
構
造
に
対
す
る
真
実
性
に
あ
る
と
い
う
、
現
実
的
で
科
学
的
な
理
論
に
初
め
て
反
対
し
た
の
が
ウ
ェ
ル
ズ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
」（
四
）
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 
こ
の
時
期
キ
ン
ボ
ー
ル
が
ラ
ス
キ
ン
、
ゼ
ン
パ
ー
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
後
継
と
し
て
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
言
及
し
た
の
は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
自
身
が
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
論
理
で
あ
る
と
見
做
し
た
機
能
主
義=
構
造
合
理
主
義
に
、
現
代
建
築
の
要
素
と
し
て
の
不
足
を
み
た
た
め
で
あ
る
。「
巨
匠
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
」
の
キ
ン
ボ
ー
ル
は
一
方
で
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
表
現
の
優
位
が
こ
の
点
を
克
服
し
形
式
性
を
獲
得
し
た
点
に
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
し
か
し
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
依
然
と
し
て
「
モ
ネ
で
あ
り
、
ウ
ェ
ル
ズ
は
セ
ザ
ン
ヌ
」（
五
）
な
の
で
あ
り
、
前
者
は
過
去
に
属
す
る
人
物
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。 
す
な
わ
ち
、
現
代
建
築
の
正
統
に
位
置
づ
く
の
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
で
は
な
く
、
形
式
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を
先
行
さ
せ
る
設
計
手
法
に
お
い
て
、
彼
と
同
世
代
の
ウ
ェ
ル
ズ
お
よ
び
、
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
の
建
築
理
念
で
こ
そ
あ
っ
た
。「
現
代
建
築
と
は
何
か
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
念
は
、
―
― 
 
構
造
の
工
夫
を
装
飾
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
誓
い
、
最
終
的
な
外
観
に
先
入
観
を
持
た
ず
に
建
設
か
ら
始
め
る
と
い
う
の
で
は
い
け
な
い
。
構
造
の
ア
イ
デ
ア
は
完
成
作
品
に
と
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル
と
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
二
次
的
な
手
段
に
格
下
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
六
） 
 と
い
う
警
句
に
象
徴
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
認
識
の
た
め
に
、「
現
代
建
築
と
は
何
か
」
の
論
旨
で
は
む
し
ろ
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設
計
の
設
計
で
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
を
推
し
進
め
た
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
陣
営
に
配
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
て
い
る
。 
す
な
わ
ち
キ
ン
ボ
ー
ル
は
、
追
悼
記
事
で
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
を
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
陣
営
に
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
実
感
と
し
て
は
、
構
造
合
理
主
義
を
超
え
て
い
な
い
ゴ
シ
シ
ス
ト
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
を
ア
メ
リ
カ
建
築
史
上
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
キ
ン
ボ
ー
ル
の
見
解
は
同
じ
草
稿
を
も
と
に
し
た
二
論
の
な
か
で
も
揺
れ
動
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
 
キ
ン
ボ
ー
ル
は
こ
う
し
て
絵
画
・
建
築
に
お
け
る
〝
自
然
に
対
す
る
真
実
性
〟
と
〝
構
造
に
対
す
る
真
実
性
〟
に
対
す
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
優
位
を
示
す
た
め
に
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
し
た
が
、
パ
ッ
チ
は
む
し
ろ
そ
れ
に
先
だ
ち
、
現
代
美
術
の
発
展
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
て
い
た
。
現
代
絵
画
の
形
式
性
と
は
パ
ッ
チ
に
と
っ
て
神
秘
主
義
的
な
含
み
を
も
ち
、
そ
の
よ
う
な
霊
性
を
伴
う
創
造
行
為
を
示
唆
す
る
た
め
に
、
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
す
る
こ
と
に
は
象
徴
的
な
意
味
あ
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
十
世
紀
前
半
以
降
の
建
築
論
壇
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
論
が
構
造
合
理
主
義
の
超
克
を
志
向
し
神
秘
主
義
的
な
傾
向
を
み
せ
て
い
た
の
と
並
行
し
、
こ
の
と
き
パ
ッ
チ
は
、
現
代
絵
画
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
同
様
の
傾
向
を
読
み
と
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
パ
ッ
チ
の
こ
の
現
状
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
の
翌
年
に
『
ザ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
〝
モ
ダ
ン
ズ
〟
の
視
点
」（
七
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
理
性
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
感
性
を
あ
て
は
め
、「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
争
い
の
あ
と
に
来
た
リ
ア
リ
ス
ト
」（
八
）
で
あ
る
現
代
人
が
「
最
も
偉
大
な
教
え
を
含
め
て
過
去
の
教
え
を
す
べ
て
学
び
お
え
て
い
る
」（
九
）
こ
と
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
「
我
々
が
過
去
の
遺
産
に
値
し
そ
れ
ら
の
真
価
が
理
解
で
き
る
の
は
そ
れ
に
何
か
を
付
け
足
し
た
と
き
だ
け
」
（
一
〇
）
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
く
檄
文
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
パ
ッ
チ
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
は
、「
〝
創
造
か
死
か
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
・
オ
ア
・
ペ
リ
ッ
シ
ュ
〟
は
ラ
ス
キ
ン
の
偉
大
な
警
告
」
（
一
一
）
と
し
て
、
現
代
絵
画
の
発
展
を
象
徴
す
る
標
語
と
さ
れ
た
。 
そ
こ
で
パ
ッ
チ
は
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
〔
一
八
三
九
―
一
九
〇
六
〕、
ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
〔
一
八
四
一
―
一
九
一
九
〕、
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
〔
一
八
六
九
―
一
九
五
四
〕
お
よ
び
、
そ
の
後
の
世
代
に
あ
た
る
レ
イ
モ
ン
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
＝
ヴ
ィ
ヨ
ン
〔
一
八
七
六
―
一
九
一
八
〕、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
〔
一
八
八
一
―
一
九
七
三
〕
や
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
〔
一
八
八
七
―
一
九
六
八
〕
ら
「
キ
ュ
ビ
ス
ト
」
の
表
現
に
み
ら
れ
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
傾
向
を
概
説
し
な
が
ら
、
論
の
末
尾
に
至
り
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。
―
― 
 
十
九
世
紀
初
期
の
心
理
と
芸
術
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
色
合
い
を
帯
び
て
い
た
よ
う
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
す
な
わ
ち
科
学
的
精
神
も
、
後
年
の
現
在
、
自
我
を
意
識
し
た
論
理
的
思
考
を
超
え
、
直
感
の
力
で
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
も
の
に
対
す
る
興
味
を
深
め
て
い
る
。
ル
ド
ン
や
ピ
カ
ソ
の
よ
う
な
人
物
の
作
品
の
な
か
に
神
秘
主
義
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ラ
テ
ン
的
明
晰
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が
備
わ
っ
た
究
極
的
な
神
秘
主
義
で
あ
る
。（
一
二
） 
 パ
ッ
チ
が
思
い
み
た
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
の
概
念
も
ま
た
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
は
別
様
の
解
釈
に
お
い
て
〝
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
エ
バ
リ
ズ
ム
の
前
者
寄
り
の
統
合
〟
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
パ
ッ
チ
は
そ
の
後
一
九
二
八
年
に
『
ア
ナ
ニ
ア
ス
、
あ
る
い
は
偽
者
の
芸
術
家
』
（
一
三
）
を
発
表
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、「
時
代
精
神
ジ
ー
ニ
ア
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
タ
イ
ム
を
最
も
よ
く
表
現
し
た
絵
画
が
そ
れ
を
必
要
と
す
る
世
間
と
の
接
触
が
断
た
れ
続
け
て
い
る
と
き
、
騙
さ
れ
て
い
る
の
は
大
衆
な
の
だ
」（
一
四
）
と
し
て
「
妥
協
、
感
傷
、
卑
し
い
商
業
主
義
、
け
ち
な
観
念
論
、
旧
様
式
の
だ
ら
し
な
い
信
奉
」（
一
五
）
を
呈
す
る
大
衆
迎
合
的
絵
画
を
名
指
し
で
酷
評
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ウ
・
ダ
ウ
ン
ズ
〔
一
八
五
四
―
一
九
四
一
〕
は
、「
ラ
ス
キ
ン
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
出
版
か
ら
約
一
世
紀
後
の
現
代
、
タ
イ
プ
も
理
念
も
基
準
も
全
く
異
な
る
な
が
ら
に
、
そ
れ
と
き
わ
め
て
似
た
特
質
を
も
ち
、
全
く
同
じ
方
法
を
用
い
た
」（
一
六
）
同
書
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
厳
し
く
論
難
し
た
。 
 ラ
ス
キ
ン
生
誕
百
年
と
〝
ラ
ス
キ
ン
の
悲
劇
〟 
こ
の
と
き
ダ
ウ
ン
ズ
は
パ
ッ
チ
、
ラ
ス
キ
ン
両
者
の
美
術
批
評
の
基
準
を
自
説
を
信
じ
る
強
烈
な
個
性
の
問
題
に
帰
し
た
が
、
ラ
ス
キ
ン
の
批
評
全
般
を
そ
の
よ
う
な
特
質
に
お
い
て
論
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
書
評
に
十
年
先
だ
つ
、
一
九
一
九
年
の
ラ
ス
キ
ン
生
誕
百
年
を
期
に
ア
メ
リ
カ
に
目
立
ち
は
じ
め
る
傾
向
で
あ
る
。 
そ
れ
は
こ
の
年
、
レ
オ
・
ス
タ
イ
ン
〔
一
八
七
二
―
一
九
四
七
〕
が
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
に
寄
稿
し
た
「
ラ
ス
キ
ン
の
敗
北
」（
一
七
）
に
は
じ
ま
る
。
美
術
収
集
家
・
美
術
批
評
家
ス
タ
イ
ン
は
そ
れ
ま
で
妹
の
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ス
タ
イ
ン
〔
一
八
七
四
―
一
九
四
六
〕
と
と
も
に
パ
リ
に
暮
ら
し
現
地
の
芸
術
家
と
交
流
を
も
っ
た
が
（
一
九
〇
三
―
一
四
）、
こ
こ
へ
は
一
九
〇
七
年
に
パ
ッ
チ
の
合
流
を
み
て
い
た
。 ス
タ
イ
ン
は
、
こ
の
ラ
ス
キ
ン
の
生
誕
百
年
の
機
会
に
、
現
代
生
活
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
・
活
動
の
影
響
の
な
さ
、
す
な
わ
ち
〝
ラ
ス
キ
ン
の
敗
北
〟
を
指
摘
す
る
こ
と
に
加
え
、
実
社
会
の
動
向
か
ら
乖
離
し
な
が
ら
志
操
を
貫
徹
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
、
人
生
そ
の
も
の
の
悲
劇
的
性
格
を
強
調
し
た
。
む
し
ろ
そ
の
記
事
題
に
反
し
て
、
ス
タ
イ
ン
が
眼
目
と
し
た
の
は
後
者
で
こ
そ
あ
り
、「
た
だ
ラ
ス
キ
ン
の
悲
劇
の
み
に
関
心
が
あ
る
」（
一
八
）
の
だ
っ
た
。
そ
の
悲
劇
と
は
、「
真
実
が
ひ
と
を
自
由
に
す
る
と
信
じ
た
人
間
、
不
安
に
苛
ま
れ
な
が
ら
も
自
分
自
身
が
そ
の
真
実
の
代
表
者
で
あ
る
と
信
じ
た
人
間
な
ら
で
は
の
悲
劇
で
あ
る
」（
一
九
）
。『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
を
筆
頭
と
す
る
「
彼
の
書
籍
は
狂
喜
に
満
ち
た
解
説
書
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
自
然
の
体
で
あ
る
壮
麗
ス
プ
レ
ン
ダ
ー
、
自
然
の
魂
で
あ
る
光
輝
グ
ロ
ー
リ
ー
の
理
解
の
深
み
へ
と
誘
わ
れ
」（
二
〇
）
も
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
自
然
礼
賛
へ
の
誘
い
は
当
時
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
と
の
融
和
し
が
た
い
齟
齬
を
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。 
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
が
不
幸
で
あ
っ
た
の
は
、
彼
が
「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
あ
り
な
が
ら
誠
実
だ
っ
た
」（
二
一
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
俗
的
活
動
が
た
と
え
醜
の
山
を
作
る
た
め
に
邁
進
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
そ
れ
は
本
物
の
堆
積
な
の
で
あ
り
、
世
界
の
な
か
で
意
味
を
持
っ
て
い
る
」（
二
二
）
。
こ
の
点
ラ
ス
キ
ン
は
「
誠
実
だ
っ
た
が
む
き
マ
ッ
ド
に
な
っ
て
お
り
、
真
実
が
ひ
と
を
自
由
に
す
る
と
い
う
単
純
な
信
念
を
抱
い
て
い
た
」
（
二
三
）
た
め
に
、
後
世
に
正
の
影
響
力
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
が
信
じ
た
真
実
は
半
面
の
真
実
だ
っ
た
が
、
彼
は
も
う
半
面
の
真
実
で
あ
る
「
世
間
の
需
要
を
正
し
く
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（
二
四
）
。 
 
こ
の
ス
タ
イ
ン
の
記
事
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
サ
ビ
ー
〔
一
八
五
七
―
一
九
三
一
〕
が
す
ぐ
さ
ま
応
答
し
、
四
月
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
協
会
会
合
に
お
い
て
反
対
論
文
「
ラ
ス
キ
ン
：
敗
北
と
勝
利
」（
二
五
）
を
朗
読
、「
ギ
リ
シ
ャ
の
精
神
が
ロ
ー
マ
を
支
配
下
に
お
い
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
多
く
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の
分
野
で
ラ
ス
キ
ン
は
す
で
に
征
服
者
を
う
ち
負
か
し
た
」（
二
六
）
の
だ
と
主
張
し
た
。 
対
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
タ
イ
ン
の
論
を
嚆
矢
と
し
て
〝
信
念
を
固
守
し
た
が
た
め
に
現
実
と
の
齟
齬
に
苛
ま
れ
た
〟
ラ
ス
キ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
新
た
な
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
連
動
し
な
が
ら
ひ
と
つ
の
動
向
を
生
み
だ
す
。 ス
タ
イ
ン
の
記
事
に
国
内
で
反
応
し
た
記
事
に
は
ま
ず
「
悲
劇
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
」（『
カ
レ
ン
ト
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
』、
一
九
二
一
）（
二
七
）
が
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
の
生
誕
百
年
に
さ
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
〔
一
八
七
三
―
一
九
五
五
〕
編
集
に
よ
っ
て
『
預
言
者
ラ
ス
キ
ン
』（
一
九
二
〇
）
(
二
八)
が
編
纂
さ
れ
た
が
、『
カ
レ
ン
ト
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
』
は
こ
の
記
念
論
集
の
読
後
の
違
和
感
を
、
ス
タ
イ
ン
の
論
を
参
考
に
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
―
―
「
寄
稿
者
は
す
べ
て
ラ
ス
キ
ン
の
天
分
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
強
調
し
よ
う
と
し
、
彼
の
影
響
が
未
だ
に
刺
激
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
全
体
か
ら
は
理
想
主
義
の
挫
折
の
印
象
を
受
け
る
」（
二
九
）
。 
そ
し
て
帰
化
ア
メ
リ
カ
人
の
フ
ラ
ン
ク
・
ハ
リ
ス
〔
一
八
五
六
―
一
九
三
一
〕
が
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
に
発
表
し
た
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
」（
一
九
二
四
）（
三
〇
）
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
人
生
の
悲
惨
さ
を
、
彼
と
の
個
人
的
な
親
交
に
基
づ
き
さ
ら
に
強
調
し
た
。
同
論
は
「
今
ま
で
会
っ
た
な
か
で
一
番
身
な
り
に
が
っ
か
り
し
た
」（
三
一
）
出
会
い
か
ら
、
悪
魔
の
幻
覚
を
み
た
場
に
居
合
わ
せ
、
十
年
間
の
心
神
喪
失
を
み
た
「
ひ
ど
く
悲
し
い
」（
三
二
）
最
期
ま
で
を
綴
っ
た
回
想
録
だ
が
、『
カ
レ
ン
ト
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
』
誌
は
同
論
を
取
り
上
げ
、「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
新
事
実
：
現
代
の
預
言
者
の
悲
劇
的
人
生
」（
三
三
）
の
題
の
も
と
に
、
最
近
ア
メ
リ
カ
で
人
気
を
増
し
つ
つ
あ
る
ラ
ス
キ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
の
〝
悲
劇
〟
の
イ
メ
ー
ジ
が
主
流
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
語
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
生
誕
百
年
を
期
に
、
一
般
読
者
が
「
ラ
ス
キ
ン
に
関
し
て
一
番
に
思
い
出
す
の
が
悲
し
い
顔
だ
と
い
う
時
代
が
訪
れ
た
」（
三
四
）
の
で
あ
る
。 
こ
の
潮
流
の
な
か
で
、
一
九
二
九
年
に
は
ア
マ
ベ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
＝
エ
リ
ス
〔
一
八
九
四
―
一
九
八
四
〕
が
イ
ギ
リ
ス
で
『
美
し
き
悲
劇
』（
三
五
）
を
出
版
し
た
が
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
読
者
の
関
心
を
引
い
た
こ
と
は
こ
こ
ま
で
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。『
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
は
こ
れ
を
書
評
し
、「
ラ
ス
キ
ン
の
人
生
に
は
悲
劇
の
要
素
が
す
べ
て
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
（
三
六
）
。 
 
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
解
釈 
無
論
、
生
誕
百
年
の
年
に
は
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
論
も
現
れ
（
三
七
）
、
以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
は
『
カ
ー
ラ
イ
ル
と
ラ
ス
キ
ン
の
社
会
哲
学
』（
一
九
二
一
）（
三
八
）
、『
新
時
代
の
預
言
者
た
ち
』（
一
九
二
二
頃
）（
三
九
）
、『
ラ
ス
キ
ン
の
社
会
正
義
観
』（
一
九
二
六
）
（
四
〇
）
と
い
っ
た
社
会
学
的
観
点
か
ら
の
研
究
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
『
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
』
が
『
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
』
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
収
束
以
降
し
ば
ら
く
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
関
心
の
主
流
は
こ
う
し
た
伝
記
的
側
面
、
あ
る
い
は
彼
の
心
理
的
・
精
神
的
側
面
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
た
。 
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
間
に
も
美
術
論
・
社
会
学
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
へ
の
関
心
は
潜
在
し
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ッ
ド
〔
一
八
九
五
―
一
九
四
一
〕
の
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
の
芸
術
倫
理
：
ラ
ス
キ
ン
の
美
学
分
析
』（
一
九
三
二
）（
四
一
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
評
を
担
当
し
た
の
は
写
真
家
・
写
真
史
家
の
ボ
ー
モ
ン
ト
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
〔
一
九
〇
八
―
一
九
九
三
〕
で
あ
り
（
四
二
）
、
彼
は
ラ
ス
キ
ン
の
「
多
作
の
な
か
に
含
ま
れ
る
豊
か
な
素
材
が
現
代
で
は
ほ
ぼ
全
く
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
」（
四
三
）
で
あ
る
と
語
り
、
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
に
対
す
る
新
た
な
読
者
の
獲
得
を
期
待
し
た
。 
た
だ
し
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
自
身
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
の
解
釈
自
体
は
決
し
て
肯
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
は
「
説
教
じ
み
た
道
徳
話
や
頑
固
な
偏
見
、
近
視
眼
的
な
と
こ
ろ
だ
ら
け
」（
四
四
）
だ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
ラ
フ
ァ
ー
ジ
の
追
悼
記
事
を
経
て
、
生
誕
百
年
以
降
も
ラ
ス
キ
ン
の
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美
論
が
「
正
し
い
こ
と
も
あ
る
が
大
抵
は
間
違
っ
て
い
る
」（
四
五
）
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
論
の
妥
当
性
を
論
ず
る
こ
と
に
は
非
常
な
困
難
が
伴
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
再
評
価
の
機
運
は
彼
自
身
の
〝
悲
劇
〟
を
関
心
の
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
時
代
状
況
を
反
映
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
自
体
も
ま
た
、
分
裂
や
混
沌
と
い
っ
た
悲
劇
的
側
面
の
心
理
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
紹
介
の
用
を
な
す
こ
と
と
な
る
。
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
読
解
の
困
難
と
は
「
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
〝
真
実
〟
と
〝
美
〟
と
〝
倫
理
性
〟
の
闘
争
で
あ
り
相
互
関
係
」（
四
六
）
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、「
ラ
ッ
ド
氏
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、『
彼
の
人
生
は
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
た
い
と
い
う
欲
望
と
、
そ
う
で
は
な
い
は
ず
だ
と
信
じ
た
い
欲
望
の
葛
藤
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
て
い
た
』（
四
七
）
た
め
だ
っ
た
。 
ま
た
同
時
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
に
対
す
る
関
心
の
き
っ
か
け
と
な
る
、
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
〔
一
八
八
七
―
一
九
七
五
〕
の
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
』（
一
九
三
三
）（
四
八
）
も
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
同
時
発
売
さ
れ
た
。
そ
の
書
評
に
は
哲
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ー
ル
ラ
イ
ト
〔
一
九
〇
一
―
一
九
七
〇
〕
が
あ
た
り
（「
ラ
ス
キ
ン
の
精
神
鑑
定
」（
四
九
）
）、
美
術
的
細
部
を
重
視
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
に
対
す
る
「
一
徹
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
で
あ
る
ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
」（
五
〇
）
の
嫌
悪
に
別
角
度
か
ら
反
論
し
た
。
と
い
う
の
も
、「
ラ
ス
キ
ン
に
た
と
え
ど
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
ろ
う
と
も
、
彼
は
建
築
の
質
と
、
建
設
プ
ロ
セ
ス
に
包
含
さ
れ
る
社
会
学
的
因
子
と
の
関
係
と
い
う
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
理
論
が
考
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
問
題
に
〔
…
〕
注
目
し
た
」（
五
一
）
こ
と
は
彼
の
功
績
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
 
 
  古
層
の
発
掘
：
一
九
一
五
―
一
九
三
九 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
ま
で 
現
代
美
術
の
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
パ
ッ
チ
は
新
た
な
芸
術
創
造
の
た
め
に
ラ
ス
キ
ン
の
（
存
在
し
な
い
）
引
用
を
標
語
と
し
、
自
身
の
芸
術
批
評
は
新
時
代
の
ラ
ス
キ
ン
に
も
喩
え
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
建
築
界
、
美
術
界
一
般
の
趨
勢
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
・
芸
術
論
は
も
は
や
、
過
去
の
も
の
と
し
て
超
克
が
試
み
ら
れ
、
あ
る
い
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
長
い
時
間
が
経
っ
て
い
た
。
一
般
的
趨
勢
で
は
生
誕
百
周
年
が
〝
悲
劇
の
人
〟
ラ
ス
キ
ン
の
再
評
価
の
機
運
を
生
ん
だ
。
そ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
は
、
社
会
正
義
を
貫
き
、
人
間
の
複
雑
な
全
体
性
を
背
負
っ
た
も
の
と
し
て
の
英
雄
視
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
 
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
自
国
の
機
能
主
義
建
築
思
想
の
発
端
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
国
内
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
に
複
線
を
辿
り
な
が
ら
相
互
に
絡
み
合
う
複
雑
な
展
開
が
あ
っ
た
。 
な
お
、
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
に
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
言
及
し
た
記
事
や
書
籍
は
現
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
期
間
に
お
い
て
も
な
お
、
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
存
在
に
気
づ
く
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
。 
建
築
論
壇
に
限
れ
ば
、
近
代
建
築
史
論
と
し
て
は
じ
め
て
そ
の
存
在
と
理
論
の
先
駆
性
に
言
及
し
た
の
は
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ク
ル
ト
・
ベ
ー
レ
ン
ト
〔
一
八
八
四
―
一
九
四
五
〕
に
よ
る
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』（
一
九
三
七
）（
五
二
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
主
要
な
推
進
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ベ
ー
レ
ン
ト
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
言
及
し
た
事
実
も
、
ド
イ
ツ
国
内
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
他
国
で
そ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
が
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
に
は
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
刊
行
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
固
有
の
文
脈
が
あ
り
、
当
時
こ
の
国
に
亡
命
し
て
い
た
ベ
ー
レ
ン
ト
は
、
個
人
的
な
人
脈
か
ら
そ
の
動
向
を
い
ち
早
く
知
り
得
た
の
で
あ
る
。 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
は
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
〔
一
八
八
六
―
一
九
六
三
〕
に
よ
る
文
学
史
研
究
、『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』（
一
九
三
六
）
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の
な
か
で
二
十
世
紀
に
は
じ
め
て
発
見
・
研
究
さ
れ
た
。
ベ
ー
レ
ン
ト
が
そ
の
成
果
を
即
座
に
自
身
の
建
築
史
記
述
の
な
か
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
両
者
の
友
人
で
あ
る
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
情
報
の
ノ
ー
ド
と
し
て
介
在
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
以
下
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
を
と
り
ま
く
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
学
問
動
向
を
振
り
返
り
、
そ
の
な
か
で
い
か
に
建
築
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
存
在
が
気
づ
か
れ
、
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
経
時
的
に
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 
 
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
に
い
た
る
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
批
評
活
動
お
よ
び
歴
史
研
究
は
一
九
一
〇
年
代
に
は
じ
ま
り
、
特
に
二
十
年
代
初
頭
に
互
い
に
知
己
を
得
て
か
ら
、
彼
ら
の
文
筆
活
動
は
文
学
史
研
究
と
建
築
史
研
究
の
相
補
的
発
展
を
み
せ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
、
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
文
化
が
「
安
物
の
ご
都
合
主
義
キ
ャ
ッ
チ
ペ
ニ
ー
・
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
」（
五
三
）
に
堕
し
て
い
る
こ
と
へ
の
反
省
と
し
て
、
十
九
世
紀
中
葉
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
知
的
文
化
を
再
評
価
し
始
め
た
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
一
九
一
五
年
に
発
表
し
た
『
ア
メ
リ
カ
の
成
熟
』
（
五
四
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
南
北
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
動
向
が
「
知
識
人
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
」
の
精
神
生
活
と
「
無
教
養
人
ロ
ー
ブ
ラ
ウ
」
の
物
質
生
活
同
士
の
分
裂
お
よ
び
、
前
者
の
衰
微
の
な
か
に
捉
え
ら
れ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
理
想
は
こ
の
ふ
た
つ
の
路
線
の
「
ア
メ
リ
カ
人
の
み
に
可
能
な
」（
五
五
）
均
衡
と
融
和
に
あ
り
、
超
越
論
哲
学
と
現
実
的
な
処
世
術
を
兼
ね
備
え
た
エ
マ
ー
ソ
ン
は
そ
の
体
現
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
全
人
性
は
エ
マ
ー
ソ
ン
を
は
じ
め
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ソ
ロ
ー
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
ら
が
各
自
の
主
要
作
を
発
表
し
た
一
八
五
〇
年
ご
ろ
に
頂
点
を
な
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
一
八
八
二
年
の
「
エ
マ
ー
ソ
ン
の
死
に
よ
っ
て
本
当
に
終
わ
り
を
告
げ
た
」（
五
六
）
も
の
と
さ
れ
た
。 
現
代
文
明
批
判
で
も
あ
り
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
知
的
源
流
を
再
提
示
し
た
同
作
は
そ
の
後
の
国
内
の
文
学
史
・
思
想
史
研
究
に
ひ
と
つ
の
潮
流
を
生
み
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
デ
イ
』（
一
九
二
六
）（
五
七
）
や
『
ザ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
』（
一
九
三
一
）（
五
八
）
、
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ル
イ
ス
・
パ
リ
ン
ト
ン
〔
一
八
七
一
―
一
九
二
九
〕
に
よ
る
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
史
学
部
門
受
賞
作
『
ア
メ
リ
カ
思
想
の
主
潮
流
』（
一
九
二
七
）（
五
九
）
な
ど
に
よ
っ
て
、「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ル
ネ
サ
ン
ス
満
開
期
を
画
期
す
る
超
越
論
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」（
六
〇
）
研
究
は
大
幅
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
 グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
系
譜 
そ
の
後
の
三
六
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
は
、
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
史
学
部
門
お
よ
び
米
国
図
書
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
を
と
も
に
受
賞
し
、
上
記
の
研
究
動
向
に
新
た
な
方
向
性
を
与
え
た
研
究
で
あ
る
。 
同
書
が
当
時
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
芸
術
思
想
・
芸
術
論
壇
の
形
成
場
面
に
は
じ
め
て
史
論
と
し
て
踏
み
込
ん
だ
点
で
あ
り
、
こ
の
関
心
の
な
か
で
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
建
築
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
活
動
を
見
い
だ
し
た
。
彼
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
背
景
を
鑑
み
れ
ば
、『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
た
だ
し
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
精
読
に
あ
た
り
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
典
拠
と
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
『
回
想
録
』
で
あ
り
、
同
書
に
は
こ
の
と
き
は
じ
め
て
、
芸
術
・
建
築
論
集
と
し
て
の
性
格
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。 そ
れ
と
同
時
に
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
こ
こ
で
、『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
で
行
わ
れ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
対
す
る
並
列
的
言
及
も
参
照
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
の
構
想
と
関
係
し
た
言
及
で
あ
る
。
同
書
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
次
世
代
に
あ
た
る
ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ス
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
と
い
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
交
渉
を
も
っ
た
芸
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術
批
評
家
に
よ
る
論
壇
形
成
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ラ
ス
キ
ン
と
の
直
接
的
な
交
流
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
批
評
に
功
績
を
の
こ
し
た
。
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
は
こ
の
次
世
代
の
活
動
の
先
鞭
で
あ
り
、
彼
ら
の
活
動
初
期
に
発
表
さ
れ
た
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
は
、
二
国
間
の
「
精
神
的
連
帯
の
結
果
」（
六
一
）
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
最
善
を
紹
介
し
た
、
ア
メ
リ
カ
旅
行
文
学
の
最
高
傑
作
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
外
国
と
の
人
的
交
流
が
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
思
想
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
具
体
的
影
響
こ
そ
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
ラ
ス
キ
ン
と
の
交
流
は
そ
の
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。 
し
か
し
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
注
目
し
た
通
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
「
建
築
の
モ
ラ
リ
テ
ィ
．
．
．
．
．
に
ま
つ
わ
る
ラ
ス
キ
ン
氏
の
思
想
に
先
ん
じ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
紹
介
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
現
代
の
潮
流
に
連
な
る
機
能
主
義
的
な
芸
術
観
が
、
十
九
世
紀
中
葉
に
す
で
に
国
内
で
萌
芽
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
対
す
る
言
及
を
通
じ
て
例
証
し
え
た
の
だ
っ
た
。 
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
記
述
で
は
、
当
時
そ
の
芸
術
観
の
模
範
は
、
同
時
代
の
他
の
論
客
に
よ
っ
て
も
、「
適
切
性
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
法
則
に
従
っ
た
」（
六
二
）
船
舶
の
造
形
な
か
に
見
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
こ
の
美
的
感
覚
を
さ
ら
に
明
確
化
し
伝
道
し
た
―
「
ク
リ
ッ
パ
ー
船
を
芸
術
作
品
と
し
て
讃
え
ボ
ス
ト
ン
人
を
驚
か
せ
た
」（
六
三
）
―
人
物
こ
そ
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
帰
還
後
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
だ
っ
た
。
こ
こ
で
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
行
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
芸
術
観
の
摘
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
―
― 
 
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
に
倣
う
た
め
の
正
道
と
は
、〔
…
〕
彼
ら
の
原
理
を
採
用
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
気
候
や
人
民
の
需
要
か
ら
発
し
て
建
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ク
リ
ッ
パ
ー
船
と
い
う
、
我
々
の
建
築
が
な
る
べ
き
も
の
の
模
範
が
も
つ
強
さ
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
の
機
能
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る
。
そ
の
細
部
の
す
べ
て
は
有
機
的
で
あ
る
。〔
…
〕
自
然
は
す
べ
て
の
機
能
に
対
し
て
ひ
と
つ
の
造
形
フ
ォ
ー
ム
を
与
え
る
。〔
…
〕
内
部
配
列
を
参
照
し
、
機
能
を
全
体
形
の
な
か
に
押
し
込
め
る
。〔
デ
ザ
イ
ン
は
〕
中
核
か
ら
始
め
、
外
側
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
六
四
） 
 
そ
し
て
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
「
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
全
国
に
伝
導
し
た
〔
…
〕
〝
機
能
的
〟
理
論
」（
六
五
）
の
紹
介
の
な
か
で
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
現
代
ア
メ
リ
カ
建
築
の
思
潮
に
源
流
を
見
い
だ
す
と
い
う
目
的
意
識
を
明
示
し
て
も
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
は
「
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
『
形
態
は
機
能
に
従
い
、
機
能
は
形
態
を
創
造
す
る
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
や
、
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
文
筆
」（
六
六
）
を
さ
ら
に
詳
述
す
る
も
の
と
し
て
、
現
代
の
建
築
理
論
の
無
意
識
的
な
参
照
点
と
な
っ
て
き
た
。 
 
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
の
発
表
以
降
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
成
果
は
ま
ず
、
彼
の
友
人
で
あ
る
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
を
介
し
、
ベ
ー
レ
ン
ト
が
翌
年
に
発
表
し
た
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
ベ
ー
レ
ン
ト
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
一
九
二
五
年
に
ア
メ
リ
カ
地
域
計
画
協
会
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ａ
）
会
合
で
対
面
し
て
以
来
の
知
己
で
あ
り
、
そ
の
後
彼
ら
は
緊
密
な
協
働
関
係
を
築
い
た
。
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
一
九
二
五
年
に
ベ
ー
レ
ン
ト
が
主
導
し
た
『
デ
ィ
ー
・
フ
ォ
ル
ム
』
に
初
期
か
ら
参
画
し
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
動
向
を
ド
イ
ツ
に
伝
え
た
。
一
方
の
ベ
ー
レ
ン
ト
は
『
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ー
ン
ズ
』
ド
イ
ツ
語
版
（
訳
題
『
丸
太
小
屋
か
ら
摩
天
楼
ま
で
』）
の
翻
訳
出
版
（
一
九
二
六
）（
六
七
）
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
ベ
ー
レ
ン
ト
は
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
選
任
を
助
力
し
た
の
も
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
あ
る
（
六
八
）
。
そ
し
て
ベ
ー
レ
ン
ト
の
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
の
出
版
に
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は
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
彼
が
懇
意
に
し
て
い
た
出
版
社
が
選
ば
れ
た
。 
 
当
時
ベ
ー
レ
ン
ト
は
近
代
建
築
運
動
の
な
か
で
も
特
に
ア
メ
リ
カ
の
動
向
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
近
代
建
築
思
想
の
世
界
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
の
な
か
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
記
述
に
は
独
立
に
一
章
が
費
や
さ
れ
、
近
代
建
築
思
想
の
形
成
場
面
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
の
役
割
」（
六
九
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
世
代
の
「
ド
イ
ツ
人
建
築
家
に
決
定
的
な
衝
撃
を
与
え
た
」（
七
〇
）
の
は
、
穀
物
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
サ
イ
ロ
と
い
っ
た
、
実
用
目
的
の
た
め
だ
け
に
工
学
的
に
設
計
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
工
作
物
だ
っ
た
。
一
方
、
十
九
世
紀
中
葉
に
遡
る
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
工
業
的
動
向
は
、
当
時
の
建
築
家
・
建
築
理
論
家
の
設
計
活
動
や
批
評
活
動
と
の
接
点
を
持
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。 
し
か
し
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
は
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
運
動
に
遥
か
に
先
だ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
と
も
一
部
独
立
に
」（
七
一
）
展
開
し
た
「
建
設
の
根
本
的
問
題
を
再
考
す
る
取
り
組
み
」（
七
二
）
が
あ
り
、
こ
の
点
の
解
明
も
ま
た
ベ
ー
レ
ン
ト
の
主
要
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
建
築
運
動
（
広
義
の
「
新
芸
術
運
動
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」）
に
は
ド
イ
ツ
の
ゼ
ン
パ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
モ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
い
っ
た
理
論
家
の
取
り
組
み
が
背
景
に
あ
り
、
十
九
世
紀
末
に
ア
ン
リ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
〔
一
八
六
三
―
一
九
五
七
〕
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
論
理
的
構
想
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
理
性
的
な
美
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
は
、
最
重
要
な
も
の
と
し
て
そ
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
七
三
）
。 
一
方
ベ
ー
レ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（「
新
た
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
の
創
始
者
」（
七
四
）
）、サ
リ
ヴ
ァ
ン（「
新
理
論
の
創
始
者
」（
七
五
）
）、
ラ
イ
ト
（「
有
機
的
建
築
の
創
始
者
」（
七
六
）
）
と
い
う
三
世
代
の
建
築
家
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
的
な
展
開
と
切
り
離
さ
れ
な
が
ら
も
機
能
主
義
の
系
譜
に
位
置
づ
け
う
る
、
特
異
な
建
築
思
想
の
展
開
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
は
個
人
主
義
的
な
国
で
あ
り「
世
代
間
を
通
じ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
な
い
」（
七
七
）
と
し
な
が
ら
も
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
は
じ
ま
る
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
系
譜
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
よ
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
は
、 
た
だ
し
、
こ
の
系
譜
の
始
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
、「
現
実
主
義
的
な
感
覚
」（
七
八
）
を
有
し
た
「
ド
ラ
フ
ツ
マ
ン
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は
な
い
、
真
の
建
設
者
」（
七
九
）
と
し
て
ア
メ
リ
カ
的
感
性
を
代
表
し
て
い
た
も
の
の
、
一
方
で
は
技
術
革
新
に
は
疎
く
、
そ
の
様
式
も
個
人
の
な
か
で
の
み
完
結
し
た
も
の
と
見
做
さ
れ
た
。
ベ
ー
レ
ン
ト
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
機
能
主
義
」
あ
る
い
は
「
有
機
的
建
築
観
」
の
萌
芽
を
画
期
し
た
の
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
で
あ
り
、
彼
が
そ
の
思
想
を
得
た
の
は
世
界
規
模
の
「
時
代
精
神
ツ
ァ
イ
ト
ガ
イ
ス
ト
」
の
啓
示
に
よ
る
と
い
う
（
八
〇
）
。 
十
九
世
紀
中
葉
に
発
端
を
も
つ
こ
の
「
こ
の
機
能
主
義
理
論
の
空
気
エ
ッ
セ
ン
ス
」（
八
一
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
先
述
の
理
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ベ
ー
レ
ン
ト
は
、
彼
ら
と
時
代
的
に
対
応
す
る
ア
メ
リ
カ
の
理
論
家
と
し
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
対
置
さ
せ
た
。
ベ
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
「
講
義
や
文
筆
の
な
か
で
四
〇
年
代
に
早
く
も
自
然
の
な
か
で
啓
示
さ
れ
た
構
造
理
論
を
発
表
し
て
い
た
」（
八
二
）
の
で
あ
り
、「
ボ
ス
ト
ン
に
住
ん
で
い
た
少
年
時
代
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
そ
れ
を
吸
い
込
ん
だ
」（
八
三
）
。
か
く
し
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
唱
道
し
た
「
要
素
を
束
ね
る
役
目
は
後
代
の
課
題
と
な
り
、〔
…
〕
金
言
や
作
例
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
新
た
な
有
機
的
建
設
理
論
を
示
し
え
た
の
が
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
だ
っ
た
」（
八
四
）
。 
 
『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
と
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
い
う
再
初
期
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
は
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
実
証
が
及
ば
な
い
な
か
で
、
グ
リ
ー
ノ
ウ=
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
機
能
主
義
の
系
譜
を
、
そ
の
間
の
論
壇
の
展
開
を
等
閑
視
し
な
が
ら
直
接
に
接
続
し
た
。
同
様
の
言
及
は
そ
の
後
、
他
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
者
に
よ
っ
て
も
繰
り
返
さ
れ
、「
時
代
精
神
ツ
ァ
イ
ト
ガ
イ
ス
ト
」
を
自
明
視
し
た
こ
の
系
譜
は
実
証
性
に
乏
し
い
ま
ま
既
成
事
実
と
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
本
論
で
す
で
に
示
し
た
通
り
、
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サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
青
年
期
を
過
ご
し
た
時
期
に
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
家
と
し
て
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
が
直
接
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
文
筆
に
触
れ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。 
 
エ
マ
ー
ソ
ン
研
究
か
ら
の
派
生 
こ
れ
ら
三
〇
年
代
半
ば
の
取
り
組
み
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
史
・
建
築
史
分
野
に
は
「
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
」
と
い
う
新
た
な
研
究
論
題
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
の
研
究
の
進
展
を
ま
っ
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
は
戦
後
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』（
一
八
四
八
）
や
『
ア
メ
リ
カ
現
代
建
築
の
源
流
』（
一
八
五
二
）
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
的
近
代
建
築
思
想
の
発
端
と
し
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
建
築
史
家
が
自
国
の
建
築
思
想
史
上
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
位
置
づ
け
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
以
後
十
年
以
上
の
年
月
を
要
し
た
。
そ
れ
に
は
お
そ
ら
く
、『
開
花
』
に
よ
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
の
紹
介
や
『
モ
ダ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
へ
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
組
み
込
み
が
、
文
学
史
家
お
よ
び
国
外
の
建
築
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
事
情
も
影
響
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
二
著
作
は
、
一
九
五
〇
年
前
後
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
受
容
史
研
究
の
な
か
で
し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
こ
れ
ら
の
初
期
研
究
に
自
覚
的
だ
っ
た
の
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
ベ
ー
レ
ン
ト
双
方
の
友
人
で
あ
る
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ひ
と
り
だ
っ
た
（
八
五
）
。 
こ
の
事
情
を
反
映
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
・
建
築
史
家
の
あ
い
だ
で
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
知
名
度
は
高
く
な
く
、
彼
の
建
築
理
論
の
同
時
代
的
な
先
駆
性
や
、
建
築
思
想
史
上
の
重
要
性
と
い
っ
た
論
点
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
三
〇
年
代
末
以
降
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
は
、
文
学
史
や
芸
術
史
な
ど
、
主
に
建
築
史
分
野
以
外
で
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
芸
術
理
論
研
究
の
な
か
で
派
生
的
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
る
。 
一
九
三
八
年
に
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
レ
ー
が
発
表
し
た
「
エ
マ
ー
ソ
ン
と
芸
術
」（
八
六
）
は
、『
開
花
』
に
よ
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
発
見
以
後
の
エ
マ
ー
ソ
ン
研
究
と
し
て
、
十
九
世
紀
中
葉
に
機
能
主
義
理
論
が
定
式
化
さ
れ
た
功
績
を
エ
マ
ー
ソ
ン
に
帰
し
た
先
駆
的
業
績
で
あ
る
。
こ
こ
で
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、「
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｇ
・
ワ
ー
ド
の
助
け
を
借
り
、
機
能
主
義
や
建
設
に
お
け
る
厳
格
な
必
要
の
美
を
理
論
化
」（
八
七
）
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。 
ま
た
同
論
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、『
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
開
花
』
以
後
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
に
す
べ
て
含
ま
れ
る
、
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
論
と
の
比
較
が
こ
こ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
美
論
が
十
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
の
思
想
界
に
果
た
し
た
役
割
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
そ
の
時
代
の
美
術
思
想
を
ど
の
程
度
代
表
し
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
考
察
に
は
当
時
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
の
エ
マ
ー
ソ
ン
の
言
及
を
参
考
に
す
る
ほ
か
な
く
、
そ
こ
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン
が
併
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
必
然
的
に
両
者
の
美
論
の
比
較
研
究
を
導
い
た
の
だ
っ
た
。 も
っ
と
も
、
マ
ク
レ
ー
の
研
究
は
直
接
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
美
論
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
と
比
較
さ
れ
る
の
は
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
思
想
を
代
表
す
る
、
エ
マ
ー
ソ
ン
お
よ
び
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー
〔
一
八
一
七
―
一
九
六
二
〕
の
二
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
、
自
然
賛
美
の
人
為
性
お
よ
び
、
建
築
に
お
け
る
様
式
的
偏
向
の
両
点
に
お
い
て
論
難
の
対
象
と
さ
れ
る
。 
と
い
う
の
も
、
ソ
ロ
ー
が
「
自
然
の
贅
沢
・
過
剰
に
芸
術
が
比
肩
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」（
八
八
）
と
い
う
思
想
か
ら
被
造
物
と
し
て
の
自
然
の
優
位
を
論
じ
た
の
に
対
し
、
ラ
ス
キ
ン
は
自
然
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
ず
、「
ラ
ス
キ
ン
が
描
く
自
然
と
し
て
の
み
叙
述
し
た
」（
八
九
）
か
ら
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ー
の
こ
の
結
論
は
、
ソ
ロ
ー
に
よ
る
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
へ
の
直
接
の
言
及
か
ら
導
か
れ
る
。
ソ
ロ
ー
は
そ
れ
が
「
ア
ウ
ト
ド
ア
向
き
の
本
で
は
な
か
っ
た
と
分
か
っ
て
が
っ
か
り
し
た
」（
九
〇
）
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の
だ
っ
た
。 
他
方
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、「
〝
様
式
の
闘
争
〟
の
ど
の
派
閥
に
も
属
さ
な
か
っ
た
」
（
九
一
）
点
に
お
い
て
ラ
ス
キ
ン
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
マ
ク
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
「
素
直
に
、
建
築
は
人
間
最
高
の
性
質
の
い
ち
表
現
だ
と
理
解
し
た
」（
九
二
）
の
で
あ
り
、
そ
の
彼
が
「
〝
象
徴
〟
と
し
て
の
建
築
と
い
う
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
や
ラ
ス
キ
ン
た
ち
が
弄
し
た
概
念
の
ま
わ
り
の
理
論
を
う
ち
立
て
た
の
だ
と
信
じ
る
理
由
は
な
い
」（
九
三
）
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
マ
ク
レ
ー
研
究
を
嚆
矢
と
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
芸
術
観
に
関
す
る
研
究
は
そ
の
後
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ
ッ
ト
ー
・
マ
シ
ー
セ
ン
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
：
エ
マ
ー
ソ
ン
と
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
時
代
の
芸
術
と
表
現
』（
一
九
四
一
）
や
戦
後
研
究
の
『
ス
パ
イ
ア
ズ
・
オ
ブ
・
フ
ォ
ー
ム
』（
一
九
五
一
）、『
エ
マ
ー
ソ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
』（
一
九
五
四
）
等
に
展
開
し
て
い
く
（
九
四
）
。 
な
か
で
も
マ
ク
レ
ー
研
究
に
続
い
て
発
表
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
『
ア
メ
リ
カ
の
成
熟
』、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
デ
イ
』
と
い
う
一
〇
年
代
、
二
〇
年
代
の
初
期
研
究
を
明
示
的
な
動
機
に
有
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
り
、
十
九
世
紀
中
葉
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
発
揚
し
た
芸
術
思
想
を
包
括
的
に
描
い
た
『
開
花
』
以
後
の
史
学
研
究
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。 
 
こ
こ
で
マ
シ
ー
セ
ン
は
、
文
学
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
建
築
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
両
理
論
を
中
核
に
据
え
、
そ
れ
ら
の
類
似
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
す
る
時
代
の
芸
術
思
想
が
分
野
を
超
え
た
一
体
的
な
世
界
観
に
基
づ
く
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
こ
の
両
者
の
芸
術
観
が
比
較
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
以
降
、「
自
ら
の
建
築
表
現
の
刺
激
剤
を
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
機
能
主
義
の
な
か
に
見
出
し
た
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
」（
九
五
）
の
知
的
源
泉
が
、
建
築
批
評
を
含
め
た
十
九
世
紀
中
葉
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
知
的
文
化
全
体
に
辿
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。 
マ
シ
ー
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
お
の
お
の
詩
作
と
建
築
に
お
い
て
、
機
能
的
・
有
機
的
全
体
性
を
目
指
し
た
理
論
の
唱
道
者
だ
っ
た
。
前
者
の
詩
作
に
お
け
る
、「
個
別
の
詩
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
有
機
体
と
し
て
の
書
物
全
体
を
考
え
、
全
体
が
部
分
の
抽
象
的
な
和
以
上
の
も
の
、
解
体
不
可
能
な
具
体
的
存
在
物
と
な
る
望
み
を
携
え
て
完
成
作
品
を
考
え
る
」（
九
六
）
態
度
は
、
後
者
の
機
能
主
義
的
建
築
観
と
の
類
似
を
み
せ
る
。
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
理
論
に
お
け
る
機
能
主
義
的
芸
術
の
模
範
は
「
自
然
の
開
か
れ
た
原
理
」（
九
七
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
応
用
し
た
先
に
は
「
人
間
と
芸
術
が
ふ
た
た
び
自
然
と
融
合
す
る
」（
九
八
）
境
地
が
あ
る
と
さ
れ
た
。 
こ
の
芸
術
観
・
世
界
観
の
前
提
と
し
て
マ
シ
ー
セ
ン
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
の
寄
与
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
が
、
建
築
理
論
に
関
し
て
は
「
技
術
的
詳
細
を
知
悉
し
て
い
た
た
め
、
建
築
の
有
機
的
性
質
に
関
す
る
議
論
を
エ
マ
ー
ソ
ン
以
上
に
秩
序
だ
っ
た
結
論
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た
」（
九
九
）
の
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
で
あ
る
。
マ
シ
ー
セ
ン
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
系
譜
を
踏
む
建
築
観
の
主
要
素
は
こ
の
機
能
主
義
的=
有
機
的
美
学
お
よ
び
「
デ
ィ
テ
ー
ル
に
対
す
る
厳
格
な
関
心
」（
一
〇
〇
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
「
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
機
能
主
義
派
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
路
線
を
直
接
に
指
し
示
し
た
」（
一
〇
一
）
先
駆
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。 
 ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
論
と
建
築
界
の
人
脈 
一
方
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
に
数
年
先
駆
け
た
一
八
三
九
年
、
ボ
ー
モ
ン
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
そ
の
妻
の
ナ
ン
シ
ー
・
ワ
イ
ン
・
パ
ー
カ
ー
〔
ナ
ン
シ
ー
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、
一
九
〇
八
―
一
九
七
四
〕
の
連
名
で
発
表
さ
れ
た
「
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
：
機
能
主
義
の
先
駆
者
」（
一
九
三
九
）（
一
〇
二
）
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
一
九
一
〇
年
の
機
械
美
学
の
発
現
（
お
そ
ら
く
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ル
ッ
ク
ス
〔
一
八
七
一
―
一
九
四
七
〕
の
『
エ
ン
ジ
ニ
ア
美
学
』（
一
〇
三
）
）、
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一
九
一
九
年
の
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
よ
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
開
校
、
ま
た
一
九
二
三
年
の
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
「
住
宅
は
住
む
機
械
で
あ
る
」
の
テ
ー
ゼ
の
発
言
に
先
だ
つ
も
の
に
位
置
づ
け
、
世
界
規
模
の
機
能
主
義
建
築
思
想
の
起
源
で
あ
る
と
見
做
し
た
論
考
で
あ
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
中
葉
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
美
学
は
「
非
常
に
革
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
や
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
い
っ
た
巨
匠
た
ち
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
そ
の
理
念
が
完
全
に
実
現
さ
れ
た
の
は
つ
い
数
年
前
の
こ
と
」（
一
〇
四
）
だ
と
さ
れ
た
。 
こ
こ
で
特
に
論
者
は
、「
美
は
機
能
の
裏
づ
け
で
あ
る
。
／
動
作
は
機
能
の
示
現
で
あ
る
。
／
個
性
は
機
能
の
記
録
で
あ
る
。」（
一
〇
五
）
と
い
う
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
の
例
示
と
し
て
、
特
に
造
船
を
範
と
し
た
隠
喩
を
多
数
引
用
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
「
ト
ロ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ゴ
ン
や
ヨ
ッ
ト
《
ア
メ
リ
カ
》
の
な
か
で
移
動
を
最
も
単
純
な
表
現
へ
と
還
元
し
た
人
々
は
、
ギ
リ
シ
ャ
寺
院
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
用
途
へ
と
曲
げ
て
使
う
人
間
よ
り
も
現
段
階
に
お
い
て
ア
テ
ネ
に
近
い
」（
一
〇
六
）
と
い
う
引
用
文
は
、
論
内
で
も
「
厳
格
な
マ
ッ
ス
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
軽
く
繊
細
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
職
人
の
直
接
的
な
技
量
」（
一
〇
七
）
を
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
な
か
に
見
い
だ
し
た
こ
と
の
傍
証
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
同
時
に
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
そ
れ
と
を
対
照
さ
せ
る
働
き
を
有
し
て
も
い
た
。 
と
い
う
の
も
こ
の
「
機
能
主
義
の
先
駆
者
」
は
、
一
面
に
お
い
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
紹
介
す
る
論
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
妥
当
性
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
論
難
を
方
策
と
し
た
の
で
あ
る
。
論
者
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
の
引
用
か
ら
こ
の
話
題
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
む
し
ろ
、
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
と
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
た
め
エ
マ
ー
ソ
ン
が
語
っ
た
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
が
「
ラ
ス
キ
ン
に
先
駆
け
た
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
言
及
は
、
こ
こ
で
は
省
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
ふ
た
つ
の
建
築
理
論
の
対
照
性
は
、
ラ
ス
キ
ン
と
レ
イ
シ
ー
・
ガ
ー
ベ
ッ
ト
の
論
争
に
対
す
る
言
及
を
通
じ
て
強
調
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
ラ
ス
キ
ン
が
ガ
ー
ベ
ッ
ト
氏
を
叩
き
潰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
」（
一
〇
八
）
の
は
、「
ガ
ー
ベ
ッ
ト
の
『
設
計
論
』
が
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
を
攻
撃
し
た
だ
け
で
な
く
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
ご
と
き
異
説
を
支
持
し
た
か
ら
」 
（
一
〇
九
）
な
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
理
論
は
、
十
九
世
紀
、
同
時
代
の
先
進
的
建
築
理
論
と
は
対
照
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
現
代
建
築
に
対
す
る
そ
の
影
響
も
ま
た
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
 
「
機
能
主
義
の
先
駆
者
」
は
以
後
の
建
築
史
分
野
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
の
主
要
な
参
照
点
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
の
執
筆
は
写
真
家
・
写
真
史
家
の
二
人
に
よ
る
。
つ
ま
り
同
論
は
、
建
築
思
想
史
に
対
象
を
限
定
し
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
で
は
ベ
ー
レ
ン
ト
以
降
初
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
家
に
よ
る
も
の
で
も
、
建
築
史
家
に
よ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。 
し
か
し
ベ
ー
レ
ン
ト
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
論
の
着
想
に
は
、
と
き
の
建
築
界
界
隈
と
の
情
報
交
換
が
影
響
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。
と
い
う
の
も
ボ
ー
モ
ン
と
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
旧
友
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
に
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
の
司
書
と
な
っ
た
の
も
、
後
者
に
よ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
バ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
〔
一
九
〇
二
―
一
九
八
一
〕
へ
の
紹
介
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、「
自
分
の
思
想
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
」（
一
一
〇
）
写
真
家
で
あ
り
、
当
時
ニ
ュ
ー
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
学
長
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
ラ
ー
ス
ロ
ー
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ジ
〔
一
八
九
五
―
一
九
四
六
〕
等
と
の
交
流
か
ら
元
バ
ウ
ハ
ウ
ス
教
師
ら
と
の
面
識
を
培
い
、
一
九
三
八
年
に
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
で
行
わ
れ
た
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス 
一
九
一
九
―
一
九
二
八
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
図
書
目
録
の
作
成
を
担
当
し
た
（
一
一
一
）
。 
彼
ら
は
こ
う
し
た
人
脈
や
仕
事
を
通
じ
て
現
代
建
築
の
国
際
情
勢
に
関
す
る
最
新
知
識
を
得
た
。 
し
か
し
、
こ
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
関
す
る
知
識
と
い
う
点
で
は
、
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
ホ
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ー
ル
夫
妻
の
業
績
を
通
じ
て
そ
れ
を
認
知
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
一
一
二
）
。
同
時
に
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
て
彼
の
理
論
を
ほ
と
ん
ど
重
要
視
し
な
か
っ
た
。 
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
夫
妻
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ベ
ー
レ
ン
ト
同
様
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
の
接
触
に
帰
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ボ
ー
モ
ン
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
と
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
知
己
は
、
一
九
三
七
年
に
前
者
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ 
一
八
三
九
―
一
九
三
七
」
展
に
対
し
、
後
者
が
批
評
を
執
筆
し
た
こ
ろ
に
遡
る
。
同
展
は
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
か
ら
「
純
粋
に
美
学
的
な
価
値
か
ら
写
真
を
検
討
し
評
価
す
る
こ
と
に
欠
け
て
い
る
」（
一
一
三
）
と
の
批
判
を
受
け
た
も
の
の
、
こ
の
縁
に
よ
っ
て
、
両
者
は
同
展
図
録
の
改
訂
版
編
集
の
た
め
に
協
働
す
る
運
び
と
な
っ
た
（
一
一
四
）
。 
こ
の
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
批
判
は
、
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
自
身
が
写
真
芸
術
を
従
来
の
美
術
と
は
異
な
る
範
疇
で
捉
え
て
い
た
た
め
の
必
然
的
な
も
の
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
は
「
写
真
は
そ
の
製
造
を
統
べ
る
工
学
的
・
科
学
的
法
則
の
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
一
五
）
と
考
え
、
こ
の
視
座
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
写
真
家
ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
エ
マ
ー
ソ
ン
〔
一
八
五
六
―
一
九
三
六
〕
の
写
真
技
術
（「
科
学
的
原
理
に
基
づ
い
た
芸
術
理
論
を
聴
衆
の
前
に
提
示
し
た
」（
一
一
六
）
）
を
評
価
し
、
そ
の
後
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ
〔
一
八
六
四
―
一
九
四
六
〕
ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
技
術
の
な
か
に
「
機
能
主
義
の
魂
が
ア
メ
リ
カ
の
若
い
世
代
の
写
真
家
た
ち
の
心
を
と
ら
え
た
」（
一
一
七
）
姿
を
み
た
。 
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
は
現
像
さ
れ
た
写
真
だ
け
で
な
く
、
機
能
の
集
積
で
あ
る
、
機
械
と
し
て
の
カ
メ
ラ
そ
の
も
の
に
も
ま
た
、
機
能
主
義
の
表
現
物
と
し
て
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
完
成
と
同
時
期
の
十
九
世
紀
中
葉
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
建
築
批
評
の
範
疇
を
超
え
、
科
学
的
美
学
の
萌
芽
一
般
を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
観
念
は
「
先
駆
者
」
に
お
け
る
機
械
賛
美
の
前
提
と
も
な
り
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
「
一
九
一
〇
年
ま
で
生
ま
れ
な
か
っ
た
」
機
械
美
学
や
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
よ
る
「
住
宅
は
住
む
機
械
で
あ
る
」
を
先
駆
け
た
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
と
同
時
に
、
十
九
世
紀
中
葉
の
工
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ク
レ
ッ
グ
に
よ
る
、「
完
璧
な
エ
ン
ジ
ン
は
余
分
な
装
飾
を
必
要
と
し
な
い
。
美
の
た
め
に
は
構
造
要
素
の
み
で
十
分
で
あ
る
」（
一
一
八
）
と
い
う
言
明
と
も
並
列
さ
せ
ら
れ
た
。 
ま
た
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
は
ラ
ス
キ
ン
生
誕
百
年
以
降
の
動
向
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
に
書
評
者
と
し
て
そ
れ
に
参
画
し
て
い
た
当
時
者
だ
っ
た
。
彼
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
抗
い
つ
づ
け
た
〝
悲
劇
の
人
〟
ラ
ス
キ
ン
を
受
容
し
そ
の
著
作
の
再
読
を
促
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
あ
っ
て
す
ら
、
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
論
全
体
は
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
と
っ
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
心
理
を
反
映
し
た
誤
謬
と
混
乱
の
所
産
と
見
做
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
明
快
な
機
能
主
義
理
論
の
対
極
に
あ
り
、
か
つ
、
工
業
的
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
建
築
の
特
質
と
も
対
極
だ
っ
た
。 
 オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
神
話
：
一
九
一
八
―
一
九
四
八 
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
正
史
と
し
て
の
機
能
主
義
理
論 
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
夫
妻
の
成
果
は
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
〔
一
八
八
八
―
一
九
六
八
〕
に
よ
る
『
空
間
、
時
間
、
建
築
』（
一
九
四
一
）
に
直
ち
に
応
用
さ
れ
た
（
一
一
九
）
。
こ
れ
は
一
九
三
八
―
三
九
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
講
じ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
基
と
し
た
書
籍
だ
っ
た
が
、「
機
能
主
義
の
先
駆
者
」
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
紹
介
は
こ
の
時
宜
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
建
築
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
相
関
」（
一
二
〇
）
の
世
界
史
を
描
い
た
こ
の
大
著
の
な
か
で
、
す
ぐ
さ
ま
年
代
記
記
述
の
先
頭
に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
一
方
、
国
内
の
建
築
史
家
の
な
か
で
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
や
「
先
駆
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者
」
の
成
果
に
い
ち
早
く
応
答
し
た
の
は
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
で
あ
る
。
彼
は
一
九
四
二
年
に
「
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
そ
の
批
評
家
」（
一
二
一
）
を
発
表
し
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
移
行
す
る
一
八
五
〇
年
ご
ろ
の
国
内
の
様
式
論
争
を
取
り
あ
げ
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
前
者
の
中
心
的
理
論
家
に
定
め
た
。 
ハ
ム
リ
ン
の
史
観
で
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
理
念
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
一
八
四
〇
年
代
の
言
説
や
、
そ
の
後
に
国
内
で
受
容
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
に
代
表
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
適
切
性
の
原
理
を
唱
道
し
な
が
ら
、
同
時
に
美
の
基
礎
に
感
傷
や
連
想
を
受
け
入
れ
た
」（
一
二
二
）
折
衷
的
な
も
の
で
あ
り
、
ハ
ム
リ
ン
は
そ
の
潮
流
を
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
建
築
思
想
の
正
史
と
は
認
め
て
い
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
の
主
流
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
模
倣
に
抗
い
な
が
ら
も
古
典
の
美
の
追
求
を
試
み
た
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
系
譜
に
見
出
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
念
を
代
表
し
た
の
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
だ
っ
た
。「
周
到
な
造
形
に
対
す
る
感
性
、
品
格
の
探
求
、
合
理
的
な
単
純
性
の
よ
う
な
も
の
に
対
す
る
熱
意
と
い
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
的
伝
統
の
な
か
で
最
も
価
値
と
永
続
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
〔
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
〕
に
遡
る
」（
一
二
三
）
の
で
あ
り
、
そ
の
理
念
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
文
筆
は
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
る
、
新
た
な
二
十
世
紀
的
デ
ザ
イ
ン
の
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
建
築
批
評
家
た
ち
と
ま
さ
し
く
同
じ
言
葉
と
方
法
を
使
っ
て
、
そ
の
彼
ら
の
思
考
を
先
駆
け
て
い
た
」（
一
二
四
）
。 
 
 
そ
し
て
ハ
ム
リ
ン
の
論
に
は
こ
の
時
点
で
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
学
が
蒙
る
こ
と
と
な
る
最
大
の
変
化
の
ひ
と
つ
が
現
れ
て
い
た
。 
と
い
う
の
も
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
以
前
に
は
、
た
と
え
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
な
か
に
ア
メ
リ
カ
建
築
の
正
史
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
論
客
で
あ
っ
て
も
、
国
内
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
評
価
に
は
大
き
な
留
保
が
あ
っ
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
知
識
で
は
、
た
と
え
そ
の
潮
流
に
ア
メ
リ
カ
建
築
の
正
史
を
み
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
国
家
規
模
の
コ
ピ
イ
ズ
ム
運
動
と
も
見
做
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
美
点
を
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
求
め
る
試
み
は
幾
度
か
な
さ
れ
た
が
、
建
築
界
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
認
知
が
進
む
ま
で
は
、
そ
れ
を
積
極
的
に
裏
づ
け
る
文
献
史
料
は
決
定
的
に
欠
け
て
い
た
。 
こ
の
点
の
取
り
組
み
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
＋
エ
ジ
ェ
ル
の
『
建
築
史
』（
一
九
一
八
）
お
よ
び
、
そ
の
後
の
キ
ン
ボ
ー
ル
の
単
著
で
あ
る
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』（
一
九
二
八
）、
ま
た
、
ハ
ム
リ
ン
自
身
が
二
十
年
代
に
発
表
し
た
『
建
築
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
一
九
二
六
）
で
あ
る
。 
 
二
十
世
紀
に
発
揚
し
た
ア
メ
リ
カ
建
築
通
史
研
究
の
発
端
に
あ
た
る
『
建
築
史
』
は
〝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ピ
リ
オ
ド
〟
の
建
築
を
画
期
す
る
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
発
端
を
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
も
と
め
た
が
、
こ
の
時
点
で
の
論
法
は
ア
メ
リ
カ
の
建
国
理
念
に
依
拠
し
た
側
面
が
強
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、 
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
に
は
美
点
も
あ
る
が
垢
ぬ
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」（
一
二
五
）
た
め
に
、「
人
々
は
新
し
い
、
主
権
を
有
す
る
、
共
和
制
の
州
連
合
と
、
じ
き
に
そ
こ
か
ら
一
つ
に
な
る
偉
大
な
国
に
相
応
し
い
建
築
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
」（
一
二
六
）
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
「
政
治
・
社
会
機
構
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
国
の
理
想
と
人
道
主
義
の
理
想
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
建
物
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
解
決
が
求
め
ら
れ
た
」（
一
二
七
）
が
、
こ
の
問
題
に
対
応
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
範
を
も
と
め
た
の
が
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
様
式
の
選
択
は
第
一
に
、「
そ
の
古
代
人
の
共
和
国
に
新
し
い
州
連
合
と
の
も
っ
と
も
近
い
類
似
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
」
（
一
二
八
）
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 
し
か
し
、
こ
う
し
て
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
の
美
点
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
後
、「
国
内
外
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に
生
ま
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
建
設
者
や
ア
マ
チ
ュ
ア
が
団
結
し
、
そ
れ
ら
に
大
ス
ケ
ー
ル
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
を
吹
き
込
ん
だ
」（
一
二
九
）
た
め
で
あ
る
。 
こ
う
語
る
キ
ン
ボ
ー
ル
ら
は
現
今
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
起
源
を
な
す
十
九
世
紀
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
主
導
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
が
、
こ
の
論
旨
は
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
以
降
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
語
る
段
に
な
っ
て
破
綻
を
起
こ
す
。
と
い
う
の
も
彼
ら
は
、 
そ
の
博
覧
会
に
よ
っ
て
「
こ
の
共
和
国
の
設
立
者
た
ち
が
当
面
の
あ
い
だ
、
古
典
建
築
を
永
久
の
国
家
様
式
に
す
る
と
い
う
目
的
を
達
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」（
一
三
〇
）
と
語
り
な
が
ら
も
、
十
九
世
紀
の
佳
作
に
位
置
づ
け
た
マ
ッ
キ
ム
、
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
（
一
九
〇
四
―
一
〇
）
を
む
し
ろ
「
ロ
ー
マ
の
テ
ル
マ
エ
か
ら
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
さ
れ
、
実
用
上
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」（
一
三
一
）
も
の
と
し
て
扱
い
、
他
の
作
例
に
つ
い
て
も
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
採
用
し
た
様
式
面
か
ら
の
み
賛
美
し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
こ
の
と
き
、「
建
設
の
純
理
性
は
ラ
ト
ロ
ー
ブ
の
設
計
の
質
で
あ
る
」（
一
三
二
）
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
博
覧
会
を
画
期
と
す
る
機
能
主
義
理
論
の
始
原
を
「
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
教
え
」（
一
三
三
）
に
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 
キ
ン
ボ
ー
ル
は
そ
の
後
『
ア
メ
リ
カ
建
築
』
の
な
か
で
「
創
造
的
精
神
、
新
し
い
造
形
感
覚
が
共
和
国
の
創
設
と
と
も
に
現
れ
た
」（
一
三
四
）
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
こ
こ
で
彼
が
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
建
築
観
の
始
原
に
求
め
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
建
築
観
の
理
解
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
機
能
主
義
理
論
の
盛
隆
を
反
映
し
、
よ
り
直
接
的
に
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
と
の
親
和
性
の
強
い
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
キ
ン
ボ
ー
ル
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
建
築
思
想
を
理
性
的
・
合
理
的
な
も
の
と
見
做
し
た
ほ
か
、
そ
の
基
底
に
自
然
の
合
目
的
性
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
「
法
律
を
学
ん
だ
た
め
に
論
理
的
思
考
を
求
め
た
」（
一
三
五
）
建
築
家
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
彼
の
設
計
で
「
想
定
さ
れ
た
適
法
性
と
合
理
性
に
は
自
然
と
の
共
通
点
が
あ
っ
た
」（
一
三
六
）
。 
そ
う
し
て
キ
ン
ボ
ー
ル
は
、
そ
の
自
然
を
範
と
し
た
合
目
的
的
設
計
原
理
の
想
源
を
ひ
と
り
の
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
に
帰
し
た
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
設
計
思
想
は
「
間
違
い
な
く
、
パ
ラ
ー
デ
ィ
オ
自
身
が
『
建
築
、
自
然
の
模
倣
者
』
と
書
い
た
と
き
に
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
基
礎
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
自
然
法
則
と
の
関
わ
り
が
あ
る
」（
一
三
七
）
。
こ
の
論
法
に
よ
っ
て
キ
ン
ボ
ー
ル
は
、
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
機
能
主
義
的
建
築
思
想
の
起
源
が
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
と
い
う
二
人
の
ゴ
シ
シ
ス
ト
に
先
だ
ち
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
伝
統
の
な
か
に
萌
芽
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。 
ハ
ム
リ
ン
も
ま
た
建
築
の
〝
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
〟
の
起
源
を
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
も
と
め
、
そ
れ
を
十
九
世
紀
初
頭
の
「
建
築
科
学
」
の
広
告
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
「
建
築
に
対
す
る
一
般
の
興
味
の
高
ま
り
だ
け
で
な
く
、
構
造
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
の
側
の
需
要
も
存
在
し
た
は
ず
」（
一
三
八
）
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
こ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
は
、
十
八
、
十
九
世
紀
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
「
土
着
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
伝
統
的
本
能
」（
一
三
九
）
と
し
て
の
工
業
と
も
結
び
つ
く
こ
と
の
例
証
を
試
み
た
の
で
あ
る
（F
ig
.6
0
）。 
し
か
し
こ
う
し
た
史
論
上
の
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
史
家
が
試
み
た
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
様
式
上
の
特
質
に
は
、
そ
の
時
代
の
具
体
的
文
筆
の
裏
づ
け
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
紹
介
さ
れ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
機
能
主
義
理
論
は
、
自
国
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
〝
ア
メ
リ
カ
的
〟
建
築
の
始
原
で
あ
り
極
致
で
あ
る
と
見
做
し
た
論
客
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
探
し
あ
ぐ
ね
た
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
兼
機
能
主
義
者
の
ア
メ
リ
カ
人
理
論
家
が
現
に
当
時
存
在
し
た
こ
と
の
、
何
よ
り
の
実
証
的
証
拠
だ
っ
た
。 
 
ハ
ム
リ
ン
の
「
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
そ
の
批
評
家
」
は
、
自
身
を
含
む
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
が
取
り
組
ん
で
き
た
通
史
構
想
の
困
難
が
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
建
築
思
想
の
ル
ー
ツ
が
、
機
能
主
義
理
論 
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の
面
で
も
明
確
に
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
辿
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
論
考
が
定
義
す
る
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
一
八
二
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
ダ
ウ
ニ
ン
グ
、
ラ
ス
キ
ン
、
ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
著
作
が
国
内
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
理
論
的
基
礎
と
な
る
ま
で
の
約
四
半
世
紀
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
客
が
「
論
理
と
良
識
を
根
拠
と
し
て
」（
一
四
〇
）
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
を
論
難
し
た
こ
と
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
建
築
の
不
振
を
招
い
た
主
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な
設
計
の
質
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
続
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
同
じ
論
法
を
用
い
て
折
衷
主
義
的
傾
向
を
も
た
ら
し
た
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
こ
の
点
に
お
い
て
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
は
、
十
九
世
紀
中
葉
に
急
速
な
発
展
を
み
た
「
ア
メ
リ
カ
に
特
別
で
、
ア
メ
リ
カ
独
自
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
建
築
様
式
」（
一
四
一
）
を
探
求
し
た
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
期
最
大
の
理
論
家
だ
っ
た
。 
こ
こ
で
ハ
ム
リ
ン
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
「
良
識
派
で
中
道
派
の
批
評
」（
一
四
二
）
の
も
の
と
し
て
言
及
し
て
は
い
た
が
、
同
論
に
よ
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
援
用
が
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
美
点
を
示
す
た
め
だ
っ
た
こ
と
は
続
く
論
の
展
開
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
そ
の
結
語
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
が
「
結
局
、
最
も
重
要
な
点
と
し
て
、
構
造
．
．
形
式
と
利
用
．
．
形
態
と
外
観
．
．
形
態
を
統
合
す
る
感
性
」（
一
四
三
）
を
生
ん
だ
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
建
築
の
伝
統
に
お
い
て
最
も
価
値
が
あ
り
永
続
的
で
あ
る
と
見
な
せ
る
も
の
―
―
入
念
な
造
形
の
感
性
、
品
格
の
探
求
、
理
性
的
な
簡
潔
性
の
ご
と
き
も
の
に
対
す
る
信
仰
―
―
の
起
源
は
、
こ
こ
〔
一
九
五
〇
年
以
前
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
〕
に
遡
る
」
（
一
四
四
）
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
え
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
っ
て
こ
の
統
合
の
感
性
は
破
壊
さ
れ
、「
効
果
と
建
設
が
完
全
に
分
離
す
る
」
（
一
四
五
）
事
態
と
な
っ
た
。 
 
ユ
ー
ス
フ
ル
・
パ
ス
ト 
以
降
四
〇
年
代
半
ば
に
は
、
機
能
主
義
の
理
論
家
と
し
て
の
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
立
場
は
よ
り
広
い
学
問
領
域
の
な
か
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ア
ル
バ
ー
ト
・
テ
ン
・
ア
イ
ク
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
が
発
表
し
た
『
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
ト
ー
ン
カ
ッ
タ
ー
ズ
』（
一
九
四
五
）（
一
四
六
）
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
著
作
を
書
名
に
用
い
、
歴
史
記
述
の
主
要
参
考
文
献
に
『
開
花
』
を
採
用
し
た
ア
メ
リ
カ
彫
刻
史
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
初
の
彫
刻
家
の
な
か
で
も
、
こ
こ
で
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
に
「
芸
術
と
生
活
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
真
実
」（
一
四
七
）
に
到
達
し
た
「
遥
か
に
重
要
な
人
物
」（
一
四
八
）
と
し
て
の
特
別
な
立
場
が
与
え
ら
れ
、
機
能
美
や
装
飾
の
排
除
と
い
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
芸
術
理
論
が
つ
ぶ
さ
に
紹
介
さ
れ
た
。 
た
だ
し
四
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
は
、
建
築
界
に
お
け
る
グ
リ
ー
ノ
ウ
研
究
は
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
か
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
事
情
は
、『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
の
解
説
が
ラ
イ
ト
や
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
あ
る
い
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
思
想
の
系
譜
を
辿
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
執
筆
が
画
家
の
ア
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。 
『
回
想
録
』
か
ら
の
選
集
で
あ
る
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
の
出
現
を
も
っ
て
、
そ
れ
ま
で
引
用
を
通
じ
て
し
か
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
広
い
読
者
に
読
ま
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
一
九
四
四
年
に
七
十
五
部
限
定
の
私
家
版
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
（
一
四
九
）
、
四
七
年
版
は
そ
こ
へ
解
説
を
付
し
て
発
売
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
史
家
は
そ
の
全
国
出
版
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
か
た
ち
で
、
文
学
史
、
美
術
史
分
野
に
遅
れ
て
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
史
的
位
置
づ
け
を
論
ず
る
よ
う
に
な
る
。 
 
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
発
売
直
後
の
一
九
四
八
年
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
シ
ャ
フ
ァ
ー
が
『
建
築
史
家
協
会
雑
誌
』
に
寄
稿
し
た
「
エ
マ
ー
ソ
ン
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と
そ
の
サ
ー
ク
ル
：
機
能
主
義
の
唱
道
者
た
ち
」（
一
五
〇
）
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
交
友
関
係
を
中
心
に
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
お
よ
び
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
グ
レ
イ
・
ワ
ー
ド
ら
に
よ
る
、
五
〇
、
六
〇
年
代
の
機
能
主
義
的
建
築
観
の
発
揚
を
辿
っ
た
。
こ
の
論
文
の
な
か
で
エ
マ
ー
ソ
ン
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
、
ワ
ー
ド
ら
は
「
彼
〔
エ
マ
ー
ソ
ン
〕
の
時
代
よ
り
も
現
代
に
お
い
て
よ
り
声
高
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
」（
一
五
一
）
理
論
で
あ
る
、「
誠
実
に
表
現
さ
れ
た
誤
魔
化
し
の
な
い
建
設
」（
一
五
二
）
と
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」（
一
五
三
）
に
連
な
る
系
譜
の
開
始
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
の
論
以
降
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
こ
の
系
譜
の
建
築
思
想
が
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
に
位
置
づ
く
と
い
う
認
識
は
建
築
史
家
の
な
か
で
も
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
と
い
う
の
も
シ
ャ
フ
ァ
ー
は
、
現
代
の
機
能
主
義
理
論
を
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「『
自
然
』
と
関
係
を
も
ち
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
的
な
〝
フ
ェ
ル
ミ
タ
ス
〟
と
〝
ウ
テ
ィ
リ
タ
ス
〟
の
概
念
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
」
（
一
五
四
）
も
の
と
言
及
し
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
史
に
お
け
る
そ
の
始
点
に
位
置
づ
け
た
の
だ
っ
た
。 
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
シ
ャ
フ
ァ
ー
に
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
が
ラ
ス
キ
ン
と
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
に
相
同
性
を
見
い
だ
し
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
と
い
う
「
ラ
ス
キ
ン
に
則
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
推
進
に
捧
げ
ら
れ
た
雑
誌
に
こ
の
〔
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
〕
一
節
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
奇
妙
な
こ
と
」（
一
五
五
）
で
あ
る
と
混
乱
の
色
を
露
わ
に
す
る
の
で
あ
る
。 
し
か
し
本
論
第
一
章
に
示
し
た
通
り
、
十
九
世
紀
中
葉
当
時
の
建
築
思
想
は
、
二
十
世
紀
に
表
象
さ
れ
る
通
り
の
様
式
の
闘
争
の
体
は
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
外
観
上
に
は
闘
争
の
様
相
を
呈
し
な
が
ら
も
、
理
論
の
展
開
に
お
い
て
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
統
合
、
合
理
性
と
美
を
と
も
に
満
た
す
建
築
を
志
向
し
た
協
働
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
フ
ァ
ー
は
論
の
末
尾
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
ら
が
「
同
時
代
人
た
ち
の
関
心
を
そ
こ
ま
で
集
め
な
か
っ
た
」（
一
五
六
）
こ
と
に
対
し
て
「
二
十
世
紀
の
読
者
は
忸
怩
た
る
思
い
を
禁
じ
え
な
い
」（
一
五
七
）
胸
中
を
吐
露
し
た
が
、
そ
の
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
は
む
し
ろ
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
支
柱
に
据
え
る
ま
で
も
な
く
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
の
独
自
解
釈
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
が
と
り
う
べ
き
進
路
を
辿
っ
て
い
た
。 
 
ア
メ
リ
カ
現
代
建
築
の
源
流 
『
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
に
対
す
る
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
』
誌
の
書
評
（
一
五
八
）
は
、
同
書
を
「
〝
ア
メ
リ
カ
の
過
去
〟
の
有
用
性
の
証
左
で
あ
り
、
こ
の
〝
過
去
〟
は
常
に
、
変
わ
り
ゆ
く
需
要
の
役
に
た
つ
よ
う
に
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
」（
一
五
九
）
の
だ
と
語
っ
た
。
た
し
か
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
の
発
見
は
、
近
代
建
築
思
想
史
上
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
強
調
し
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
の
史
家
が
も
と
め
た
理
想
の
理
論
家
像
を
提
供
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
二
重
の
需
要
を
満
た
し
た
の
だ
と
い
え
る
。 
か
く
し
て
フ
ィ
ッ
チ
も
ま
た
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
の
冒
頭
で
こ
の
よ
う
に
語
り
、
自
国
独
自
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
を
こ
の
よ
う
に
明
言
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
―
― 
 
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
は
常
に
進
歩
の
手
段
で
あ
り
、
徹
底
的
な
革
命
の
た
め
の
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ン
に
霊
感
を
与
え
た
ロ
ー
マ
は
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
ロ
ー
マ
で
は
な
く
、
ア
ン
ゲ
リ
カ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
ギ
リ
シ
ャ
は
ホ
レ
ー
シ
オ
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
ギ
リ
シ
ャ
と
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
た
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
暴
君
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
み
た
古
典
世
界
同
士
に
は
星
と
星
ほ
ど
の
距
離
が
あ
っ
た
。（
一
六
〇
） 
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ラ
ス
キ
ン
受
容
と
ア
メ
リ
カ
建
築
史 
以
上
、
本
論
で
は
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
二
十
世
紀
中
葉
に
い
た
る
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
実
態
を
辿
っ
て
き
た
が
、
こ
の
結
語
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
二
通
り
の
総
括
が
必
要
だ
ろ
う
。
ひ
と
つ
は
本
論
文
の
直
接
の
研
究
対
象
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
の
通
時
的
素
描
で
あ
る
。
っ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
受
容
の
実
態
か
ら
踏
み
込
ん
だ
、
建
築
思
想
の
歴
史
展
開
の
再
抽
出
で
あ
る
。 
ま
た
こ
こ
で
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
素
描
す
る
た
め
の
視
点
は
二
点
あ
る
。
第
一
点
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
美
術
・
建
築
論
に
対
す
る
解
釈
の
変
化
の
歴
史
で
あ
る
。
第
二
点
目
は
、
ラ
ス
キ
ン
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
の
歴
史
で
あ
る
。 
こ
の
ふ
た
つ
の
歴
史
は
互
い
に
相
補
的
な
も
の
だ
が
、
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
は
そ
の
論
に
対
す
る
解
釈
の
集
団
的
指
向
性
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
便
宜
が
あ
る
。
あ
る
対
象
の
受
容
、
何
ら
か
の
解
釈
を
と
も
な
う
あ
る
事
物
の
知
識
化
に
は
、
そ
の
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
受
容
主
体
の
知
識
・
認
識
体
系
が
前
提
に
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
扱
っ
た
一
世
紀
間
、
ま
た
本
論
で
扱
っ
た
多
様
な
人
物
の
各
々
に
つ
い
て
、
そ
の
認
識
体
系
を
細
か
に
追
う
こ
と
は
こ
の
結
語
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
他
方
感
情
表
現
と
は
、
そ
の
体
系
を
通
し
た
解
釈
の
結
果
の
一
端
を
よ
り
還
元
さ
れ
た
か
た
ち
で
示
す
も
の
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
一
般
的
な
解
釈
の
動
向
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
好
悪
と
い
う
単
純
な
感
情
だ
け
で
も
抽
出
し
て
お
く
こ
と
に
は
便
宜
が
あ
る
。
特
に
そ
の
感
情
が
集
団
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
の
言
説
の
解
釈
に
も
ま
た
、
集
団
的
な
指
向
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
感
情
は
事
物
の
解
釈
に
絶
対
的
な
拘
束
条
件
と
し
て
働
く
も
の
で
は
な
い
が
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
た
め
の
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
好
悪
の
感
情
の
激
し
さ
や
そ
の
集
団
的
性
質
は
、
本
論
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
か
ら
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
は
非
常
に
明
確
な
か
た
ち
で
表
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。 
 ラ
ス
キ
ン
受
容
の
〝
感
情
の
歴
史
〟 
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
末
ま
で
の
あ
い
だ
、
建
築
界
に
限
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
東
部
の
美
術
論
壇
の
な
か
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
て
は
英
雄
視
と
も
言
え
る
好
感
情
が
支
配
的
だ
っ
た
。
特
に
そ
れ
は
、
彼
ら
の
な
か
に
先
在
し
た
超
越
論
的
世
界
観
・
芸
術
観
を
代
表
す
る
理
論
家
が
当
時
ア
メ
リ
カ
に
不
在
で
あ
っ
た
な
か
、
ラ
ス
キ
ン
に
そ
の
立
場
が
付
託
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。 
そ
し
て
こ
の
英
雄
視
の
た
め
に
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
に
対
す
る
解
釈
に
は
、
そ
の
初
期
か
ら
す
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
範
と
し
な
い
独
自
性
が
備
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
美
術
論
壇
の
揺
籃
期
に
あ
っ
て
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
は
、
ア
メ
リ
カ
の
論
客
た
ち
が
自
認
し
て
い
た
み
ず
か
ら
の
建
築
思
想
の
美
点
を
象
徴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
し
か
し
五
〇
年
代
末
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
博
覧
会
ご
ろ
に
は
既
に
兆
し
て
い
た
鋳
鉄
批
判
論
へ
の
疑
念
を
通
じ
て
、
〝
ラ
ス
キ
ン
の
ド
グ
マ
〟
に
対
す
る
対
立
姿
勢
が
顕
在
化
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
六
〇
年
代
初
頭
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
創
刊
後
に
は
す
で
に
、
ラ
ス
キ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
展
開
・
展
望
を
語
る
さ
い
の
肯
定
的
な
援
用
先
で
は
な
く
な
っ
た
。
以
後
、
南
北
戦
争
を
経
た
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
概
ね
敵
対
的
感
情
の
な
か
で
語
ら
れ
る
か
、
依
然
肯
定
的
感
情
を
含
む
論
客
の
な
か
で
も
言
及
は
憚
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
例
外
は
シ
カ
ゴ
を
中
心
と
し
た
中
西
部
で
あ
り
、
当
地
で
は
七
〇
年
代
以
降
九
〇
年
代
ま
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
美
学
、
建
設
労
働
の
健
全
化
と
い
っ
た
文
脈
で
指
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
社
会
学
分
野
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
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九
〇
年
代
末
に
は
こ
の
状
況
も
逆
転
す
る
。
そ
の
こ
ろ
萌
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
広
ま
っ
た
構
造
合
理
主
義
超
克
に
対
す
る
志
向
、
神
秘
主
義
的
建
築
観
へ
の
傾
斜
は
ラ
ス
キ
ン
再
評
価
の
機
運
と
は
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
背
景
や
同
時
代
的
な
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
受
容
に
よ
っ
て
、
こ
の
潮
流
も
一
過
性
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
建
築
論
壇
の
動
向
は
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
が
想
源
と
見
做
さ
れ
称
揚
さ
れ
て
い
た
の
と
は
好
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 
二
十
世
紀
初
頭
に
い
た
る
こ
の
動
向
の
な
か
で
、
六
〇
年
代
前
半
に
は
じ
ま
る
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
忌
避
感
の
増
長
と
強
い
相
関
関
係
に
あ
る
。
国
内
の
建
築
教
育
の
た
め
に
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
が
モ
デ
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
趨
勢
と
、
そ
れ
に
関
係
し
た
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
賛
美
は
、
ラ
ス
キ
ン
を
象
徴
と
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
批
判
へ
と
直
接
に
接
続
さ
れ
た
。
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
建
築
界
は
、
フ
ラ
ン
コ
フ
ィ
ル
の
潮
流
の
な
か
で
、
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
論
客
と
し
て
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
理
性
的
建
築
理
論
の
援
用
先
に
定
め
よ
う
と
し
た
が
、
ラ
ス
キ
ン
批
判
と
は
そ
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
が
南
北
戦
争
で
北
部
を
激
し
く
罵
倒
し
た
と
い
う
情
報
の
拡
散
も
ま
た
、
以
後
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
罵
倒
の
語
調
の
強
さ
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
と
き
、
そ
の
お
お
も
と
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 
し
か
し
、
ボ
ザ
ー
ル
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
推
進
の
文
脈
で
優
勢
を
誇
っ
た
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
は
、
一
八
七
六
年
の
建
国
百
年
博
覧
会
を
画
期
と
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
さ
ら
な
る
動
機
づ
け
に
よ
っ
て
俄
か
に
傍
流
と
な
る
。
お
よ
そ
こ
の
と
き
を
境
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
ゴ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
〇
年
代
半
ば
に
は
同
氏
を
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
見
做
す
論
は
全
く
な
く
な
る
。
他
方
、
建
築
論
壇
に
お
い
て
す
で
に
激
し
い
敵
対
感
情
が
抱
か
れ
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
て
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
流
入
の
機
会
以
後
も
肯
定
的
援
用
や
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
変
更
は
行
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
論
が
合
理
主
義
的
建
築
と
し
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
象
徴
す
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
に
は
新
た
に
〝
付
加
物
と
し
て
の
装
飾
を
建
築
の
本
義
と
す
る
〟
と
い
う
解
釈
が
現
れ
、
こ
の
理
解
は
以
後
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
へ
の
言
及
の
際
の
ひ
と
つ
の
主
流
を
な
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
推
進
の
た
め
に
も
、
前
時
代
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
鼓
舞
し
た
ラ
ス
キ
ン
と
は
批
判
の
対
象
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
建
築
界
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
イ
ギ
リ
ス
の
模
倣
と
し
て
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク=
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
へ
と
排
他
的
に
極
限
す
る
論
が
現
れ
る
の
も
、
お
お
よ
そ
こ
の
博
覧
会
を
境
と
し
て
目
立
っ
て
く
る
解
釈
傾
向
で
あ
る
。 
そ
の
後
二
十
世
紀
の
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
怨
嗟
が
複
雑
で
あ
っ
た
の
は
、
国
内
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
観
の
萌
芽
に
際
し
て
、
こ
の
文
脈
で
国
外
か
ら
受
容
さ
れ
た
論
が
、
ラ
ス
キ
ン
を
そ
の
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
観
の
想
源
と
見
做
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
国
内
論
壇
の
そ
れ
ま
で
の
展
開
を
背
景
と
す
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
は
単
に
捨
て
お
く
べ
き
も
の
だ
っ
た
が
、
構
造
合
理
性
以
上
の
建
築
美
に
対
す
る
欲
求
を
象
徴
す
る
者
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
像
が
新
た
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
ラ
ス
キ
ン
に
対
し
て
否
定
的
な
感
情
を
占
め
た
建
築
界
の
な
か
に
、
あ
く
ま
で
拒
絶
の
姿
勢
を
貫
く
論
客
の
ほ
か
に
、
一
部
の
熱
烈
な
信
奉
者
お
よ
び
、
複
雑
な
両
面
感
情
を
抱
く
人
間
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
の
う
ち
、
最
初
の
類
型
と
最
後
の
類
型
は
見
分
け
が
つ
け
が
た
い
。
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
両
面
感
情
は
十
九
世
紀
の
論
壇
に
も
常
に
潜
在
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
二
十
世
紀
の
建
築
界
に
お
け
る
そ
れ
は
、
よ
り
一
層
の
論
理
の
矛
盾
と
な
っ
て
論
壇
の
な
か
に
顕
在
化
す
る
こ
と
と
な
る
。 
と
は
い
え
一
九
一
〇
年
代
末
以
降
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
好
悪
の
感
情
は
表
面
上
、
ゴ
シ
ッ
ク
派
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
の
対
立
の
な
か
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
記
述
の
問
題
が
俄
か
に
も
た
げ
た
当
時
、
建
築
史
家
た
ち
は
そ
の
伝
統
を
〝
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
〟
に
据
え
る
か
〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
〟
に
据
え
る
か
と
い
う
明
快
な
二
分
法
に
よ
っ
て
派
閥
を
形
成
し
て
い
た
。
前
者
は
ラ
ス
キ
ン
を
支
持
し
、
後
者
は
否
定
し
た
。
そ
う
し
て
こ
の
派
閥
対
立
に
基
づ
く
ラ
ス
キ
ン
へ
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の
感
情
は
、
そ
の
後
一
九
五
〇
年
代
頃
の
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
フ
ィ
ッ
チ
の
ラ
ス
キ
ン
観
へ
と
継
承
さ
れ
、
両
者
の
対
極
的
な
ラ
ス
キ
ン
論
へ
と
反
映
さ
れ
る
。 
 ラ
ス
キ
ン
受
容
と
ア
メ
リ
カ
建
築
思
想
の
底
流 
ア
メ
リ
カ
初
期
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
お
い
て
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
と
『
建
築
の
七
燈
』
を
主
と
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
が
ア
メ
リ
カ
で
非
常
な
人
気
を
博
し
た
の
は
、 
 
（
１
）
そ
れ
ら
の
著
作
に
語
ら
れ
た
の
と
〝
類
似
の
〟
先
行
す
る
思
想
や
世
界
観
が
解
釈
の
土
台
と
な
り
、 
 
（
２
）
そ
れ
を
〝
類
似
の
も
の
と
し
て
〟
親
近
感
を
も
っ
て
受
容
し
う
る
心
情
、
あ
る
い
は
〝
類
似
点
を
探
そ
う
と
す
る
〟
好
意
的
感
情
が
備
わ
っ
て
い
た 
 
た
め
だ
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の
条
件
の
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
人
気
の
絶
対
的
な
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
た
の
は
二
点
目
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
と
読
者
の
思
想
の
類
似
は
好
意
的
な
読
解
に
よ
っ
て
〝
発
見
〟
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
思
想
の
〝
実
際
の
〟
類
似
さ
え
も
、
時
に
よ
っ
て
は
不
問
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
読
者
は
自
国
を
代
表
す
る
美
術
・
建
築
評
論
家
が
い
ま
だ
不
在
で
あ
っ
た
な
か
、
彼
ら
自
身
が
有
し
て
い
た
思
考
体
系
・
言
語
体
系
に
ラ
ス
キ
ン
の
能
弁
を
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
の
思
想
を
よ
り
よ
く
納
得
し
、
表
現
し
た
。 
こ
と
建
築
思
想
に
関
し
て
言
え
ば
、
た
と
え
ば
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
を
エ
マ
ー
ソ
ン
が
ラ
ス
キ
ン
の
も
の
と
同
一
と
見
做
し
え
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
（
あ
る
か
）
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
こ
の
両
者
の
理
論
に
対
す
る
解
釈
を
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
エ
マ
ー
ソ
ン
が
自
身
の
建
築
観
を
よ
り
よ
く
描
き
え
た
た
め
だ
っ
た
。 
そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
る
そ
う
し
た
言
及
も
ま
た
、
上
記
の
ふ
た
つ
の
条
件
を
も
と
に
当
時
の
読
者
・
聴
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
に
語
ら
れ
た
グ
リ
ー
ノ
ウ=
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
に
自
然
に
理
解
さ
れ
、
〝
我
々
の
建
築
観
に
近
い
〟
も
の
と
し
て
言
及
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
五
〇
年
代
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
は
先
進
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
と
き
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
観
の
一
端
を
言
い
表
し
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
第
一
章
で
は
、
そ
の
〝
我
々
の
建
築
観
〟
の
形
成
が
、
実
務
建
築
家
の
同
業
者
界
隈
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
表
現
分
野
を
広
く
含
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
当
時
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
共
通
の
性
質
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
試
み
た
。 
〝
建
築
〟
と
は
そ
の
と
き
、
建
築
家
に
と
っ
て
さ
え
特
別
に
建
造
物
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
人
間
が
創
造
す
る
、
人
間
の
智
が
込
め
ら
れ
た
、
す
べ
て
の
被
造
物
の
こ
と
と
同
義
だ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
〝
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
な
〟
画
家
、
建
築
家
、
評
論
家
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
美
術
界
は
ひ
と
つ
の
閉
じ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
あ
げ
て
い
た
が
、
半
神
と
し
て
の
人
間
と
い
う
観
念
は
、
そ
こ
を
離
れ
た
分
野
で
さ
え
抱
か
れ
て
い
た
世
界
観
的
前
提
だ
っ
た
。
そ
の
半
神
が
創
造
の
手
段
と
す
る
の
は
応
用
科
学
と
し
て
の
工
業
で
あ
り
、
工
業
的
成
果
は
市
井
に
お
い
て
も
、
明
確
に
宗
教
的
な
含
み
を
も
っ
て
賛
美
さ
れ
る
。
こ
の
熱
烈
な
人
間
賛
美
は
同
時
に
、
宇
宙
の
創
造
者
と
し
て
の
造
物
主
信
仰
の
強
さ
の
裏
返
し
で
あ
る
。
自
然
を
崇
め
る
こ
と
と
科
学
を
崇
め
る
こ
と
は
当
時
、
最
広
義
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
信
仰
を
媒
介
項
と
し
て
無
理
な
く
共
存
し
て
い
た
。 〝
ラ
ス
キ
ン
が
芸
術
に
お
け
る
善
で
あ
り
真
で
あ
る
も
の
す
べ
て
の
唱
道
者
〟
で
あ
っ
た
時
代
、
ア
メ
リ
カ
の
論
客
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
好
意
的
援
用
事
例
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
こ
の
建
築
観
を
吐
露
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
彼
は
特
に
ゴ
シ
ッ
ク
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建
築
の
擁
護
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
広
く
〝
建
築
の
大
原
理
〟
の
唱
道
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
唯
一
の
位
置
を
保
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
ラ
ス
キ
ン
を
援
用
し
て
、
鋳
鉄
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
新
素
材
を
用
い
た
工
業
建
築
の
展
望
を
語
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
早
く
も
、
の
ち
の
六
〇
年
代
末
か
ら
論
壇
に
顕
在
化
す
る
、
〝
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
融
合
〟
と
し
て
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の
理
念
も
〝
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
〟
の
な
か
に
思
い
み
ら
れ
て
い
た
。 
こ
の
時
期
を
経
験
し
そ
の
後
建
築
論
壇
で
批
評
活
動
を
展
開
し
た
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
ス
タ
ー
ジ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
ら
の
論
客
は
こ
の
世
界
観
を
共
有
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
が
表
白
し
た
建
築
観
は
南
北
戦
争
以
降
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
期
に
あ
っ
て
も
超
越
論
的
感
性
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
感
性
を
基
礎
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
た
だ
し
、
お
よ
そ
六
〇
年
代
を
緩
や
か
な
境
界
と
し
て
そ
の
感
性
は
変
容
し
、
上
述
の
造
物
主
信
仰
の
片
面
で
あ
る
自
然
信
仰
は
七
〇
年
代
に
は
衰
微
し
、
さ
ら
な
る
主
知
主
義
へ
と
傾
斜
を
深
め
て
い
く
。
そ
の
前
時
代
の
建
築
思
想
の
潮
流
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ス
タ
ー
ジ
ス
の
「
現
代
建
築
」
で
あ
り
、
彼
は
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
〔
一
八
七
〇
―
一
九
三
三
〕
の
「
装
飾
と
犯
罪
」（
一
）
を
論
ず
る
四
十
年
前
に
は
す
で
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
設
計
原
理
に
則
っ
た
建
築
設
計
か
ら
は
様
式
装
飾
が
な
く
な
る
と
い
う
展
望
を
明
言
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
創
作
観
は
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
建
築
界
で
は
す
で
に
激
し
い
論
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
ラ
ス
キ
ン
で
あ
っ
た
が
、
橋
梁
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
ボ
ラ
ー
は
、
土
木
構
造
物
の
合
理
的
・
無
装
飾
の
美
を
語
る
た
め
に
彼
の
言
葉
を
援
用
し
た
。 
ス
タ
ー
ジ
ス
の
展
望
は
、
自
身
を
含
む
当
時
の
実
践
の
な
か
に
も
表
現
さ
れ
て
い
た
。
一
八
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
と
の
並
行
性
か
ら
〝
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
に
包
含
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
が
、
こ
の
二
国
間
の
動
向
は
必
ず
し
も
相
同
の
、
あ
る
い
は
相
似
の
動
機
に
さ
え
基
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
視
覚
的
要
素
か
ら
言
っ
て
も
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
試
行
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
た
と
え
ば
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
挙
げ
た
通
り
の
〝
イ
タ
リ
ア
ネ
イ
ト=
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
で
は
尽
く
さ
れ
な
い
。
ス
タ
ー
ジ
ス
の
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
代
表
作
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
フ
ァ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル
で
さ
え
、
色
彩
や
装
飾
の
抑
制
、
直
線
的
・
幾
何
学
的
輪
郭
線
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
狭
義
の
ラ
ス
キ
ニ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
は
分
類
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヘ
イ
ト
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
ソ
ン
ら
が
教
育
建
築
で
試
行
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
に
至
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
時
代
的
動
向
と
の
関
係
は
い
よ
い
よ
希
薄
で
あ
る
。 
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
ひ
と
つ
の
典
拠
と
し
な
が
ら
も
〝
よ
り
理
性
的
な
〟
建
築
表
現
を
模
索
す
る
自
律
的
な
運
動
で
あ
っ
た
側
面
が
大
き
い
。
し
か
し
本
論
で
扱
っ
た
時
代
区
分
全
域
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
合
理
化
・
無
装
飾
化
〟
に
明
確
に
気
づ
き
、
そ
の
傾
向
を
総
括
し
え
た
の
は
ス
カ
イ
ラ
ー
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
の
世
代
は
こ
の
時
代
を
一
様
に
否
定
的
な
意
味
に
お
け
る
〝
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
〟
に
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
ら
の
史
論
の
な
か
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
が
常
に
強
調
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
期
は
む
し
ろ
、
実
践
者
の
指
針
と
さ
れ
た
の
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
で
あ
り
、
か
つ
、
当
時
の
論
壇
が
み
せ
た
両
者
の
建
築
論
に
対
す
る
自
由
な
解
釈
を
斟
酌
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
実
践
者
た
ち
の
建
築
観
の
想
源
自
体
、
こ
の
両
者
の
論
に
〝
追
従
〟
し
た
も
の
と
は
見
做
せ
な
い
の
で
あ
る
。 
ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
批
評
活
動
を
筆
頭
と
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
動
向
が
目
立
ち
、
実
作
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
寺
院
形
式
の
模
倣
が
息
を
ひ
そ
め
た
六
〇
年
代
と
は
同
時
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
は
じ
ま
る
、
建
築
批
評
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
開
始
点
だ
っ
た
。
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
鋳
鉄
装
飾
論
争
や
「
ギ
リ
シ
ャ
の
線
」
に
遡
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
よ
り
早
く
始
ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
〝
ラ
ス
キ
ン
が
善
で
真
で
あ
る
も
の
の
唯
一
の
唱
道
者
〟
で
あ
っ
た
時
代
と
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
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リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
の
み
が
理
論
的
支
柱
を
有
し
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
は
そ
の
よ
う
に
唯
一
の
権
威
と
見
做
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
読
者
の
各
々
の
解
釈
を
通
じ
て
、
い
か
な
る
建
築
的
理
念
も
代
表
し
え
た
の
で
あ
る
。 
そ
う
し
て
、
建
築
設
計
に
お
け
る
理
性
の
追
求
を
志
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
こ
の
二
陣
営
が
同
じ
目
途
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
論
壇
の
展
開
が
、
果
た
し
て
正
し
く
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
あ
る
い
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
の
発
端
と
も
な
る
。
た
し
か
に
、
た
と
え
ば
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
強
い
て
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
と
し
て
紹
介
し
、
そ
の
よ
う
な
認
知
の
広
ま
っ
て
い
た
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
末
の
動
向
、
あ
る
い
は
、
そ
の
か
ん
に
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
の
『
家
庭
の
趣
味
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
』
す
ら
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
自
体
は
、
こ
の
両
陣
営
の
明
確
な
覇
権
争
い
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
当
時
国
内
で
盛
隆
を
誇
っ
て
い
た
ゴ
シ
ッ
ク
的
表
現
に
対
し
、
あ
り
う
べ
き
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
の
平
衡
、
五
〇
年
代
の
ア
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
言
説
に
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
、「
ギ
リ
シ
ャ
と
中
世
の
中
間
地
点
」
を
模
索
し
た
反
動
行
動
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
部
構
成
と
な
っ
た
第
三
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
均
衡
が
六
〇
年
代
末
か
ら
論
壇
で
明
言
さ
れ
は
じ
め
、
建
国
百
年
博
覧
会
以
後
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
以
後
に
は
ス
カ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
過
去
の
明
確
な
潮
流
と
し
て
総
括
さ
れ
、
彼
を
含
む
そ
の
他
の
論
客
た
ち
に
よ
っ
て
、
未
来
の
ア
メ
リ
カ
建
築
の
動
向
と
し
て
も
希
求
さ
れ
は
じ
め
た
経
緯
を
示
し
た
。 
こ
の
点
に
お
い
て
、
〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
を
統
合
す
る
も
の
と
し
て
の
ロ
ー
マ
建
築
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
〟
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
十
九
世
紀
以
降
連
綿
と
続
く
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
美
的
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
の
建
築
の
可
能
性
を
模
索
し
続
け
た
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
の
一
貫
し
た
展
開
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
す
で
に
、
工
学
的
創
意
と
視
覚
的
美
、
機
能
性
と
形
式
性
の
合
一
点
と
し
て
、
ま
た
、
自
然
賛
美
と
人
間
理
性
賛
美
の
両
立
と
し
て
の
位
置
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
長
ら
く
ア
メ
リ
カ
建
築
論
壇
の
理
念
的
目
標
で
あ
り
続
け
た
。
ロ
ー
マ
建
築
と
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
と
は
、
時
間
的
幅
の
き
わ
め
て
広
い
解
と
し
て
、
一
体
的
に
こ
の
中
庸
の
理
想
を
象
徴
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
見
か
け
上
の
派
閥
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ゴ
シ
ッ
ク
か
に
従
い
、
彼
ら
の
中
庸
の
理
想
は
特
に
二
十
世
紀
に
入
り
ロ
ー
マ
か
ロ
マ
ネ
ス
ク
か
に
明
確
に
二
分
さ
れ
た
が
、
こ
の
分
裂
も
、
こ
の
両
陣
営
が
と
も
に
両
者
の
融
和
を
望
み
、
そ
の
融
和
に
際
し
て
建
築
が
満
た
す
べ
き
条
件
が
互
い
に
重
な
り
あ
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
彼
ら
の
建
築
観
の
本
質
的
な
齟
齬
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
。 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
止
揚
を
代
表
さ
せ
る
た
め
に
〝
バ
ロ
ッ
ク
〟
の
語
を
用
い
た
が
、
そ
れ
は
前
時
代
の
論
客
た
ち
が
直
接
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
過
去
、
中
世
の
過
去
と
い
う
隔
た
っ
た
時
代
に
対
す
る
中
庸
を
模
索
し
現
代
へ
の
応
用
を
目
論
見
た
の
に
対
し
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
の
過
去
、
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
中
世
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
連
続
し
た
歴
史
展
開
に
中
庸
を
模
索
し
た
た
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
両
者
の
場
合
に
お
い
て
、
〝
ロ
ー
マ=
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
〟
や
〝
バ
ロ
ッ
ク
建
築
〟
そ
の
も
の
の
内
在
的
質
を
直
接
的
に
考
究
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
彼
ら
の
主
眼
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
現
代
建
築
の
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の
遷
移
と
い
う
抽
象
的
内
容
を
言
い
表
す
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー
が
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
語
を
用
い
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
〝
ロ
ー
マ=
ロ
マ
ネ
ス
ク
〟
も
〝
バ
ロ
ッ
ク
〟
も
本
質
的
に
は
、
彼
ら
が
理
想
と
し
た
、
現
代
建
築
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
融
合
を
象
徴
す
る
抽
象
的
な
語
だ
っ
た
。
第
三
章
第
二
部
で
述
べ
た
と
お
り
、
ス
カ
イ
ラ
ー
が
用
い
た
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
語
も
ま
た
そ
れ
ら
と
同
じ
含
意
を
も
っ
て
い
た
。 
七
〇
年
代
半
ば
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
完
成
を
み
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
バ
ー
ド
・
ス
タ
ー
ジ
ス
〔
一
八
三
四
―
一
八
八
八
〕
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
＋
ウ
ェ
ア
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
、
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
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美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
と
い
う
四
作
例
は
、
そ
れ
ま
で
に
論
壇
で
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
の
融
和
を
各
々
の
仕
方
で
模
索
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
建
築
の
独
立
宣
言
と
し
て
後
代
に
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
特
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
作
例
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
は
複
合
的
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
の
考
察
の
手
に
は
余
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
本
人
は
、
こ
れ
ら
の
建
築
家
の
誰
に
も
増
し
て
、
上
述
の
統
合
・
止
揚
に
意
識
的
に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
は
あ
っ
た
。
彼
が
語
っ
た
〝
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
の
〟
〝
ロ
マ
ネ
ス
ク
〟
の
選
択
は
、
〝
地
域
的
隔
絶
性
を
担
保
し
な
が
ら
外
界
か
ら
の
情
報
流
入
に
開
か
れ
〟
、
〝
そ
の
た
め
に
こ
そ
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
統
合
を
達
し
え
た
〟
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
建
築
界
の
地
勢
と
、
そ
の
論
壇
の
背
景
・
遠
望
に
対
す
る
自
覚
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。 
こ
う
し
て
、
お
お
よ
そ
一
八
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
統
合
は
暫
定
的
に
果
た
さ
れ
た
。
そ
の
後
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
を
境
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
両
動
向
は
、
ふ
た
た
び
様
式
表
現
に
お
け
る
見
か
け
上
の
対
立
と
な
っ
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
は
知
的
・
実
質
的
建
設
を
志
向
す
る
〝
ゴ
シ
ッ
ク
の
精
神
〟
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
両
表
現
に
応
用
可
能
な
も
の
と
な
り
、
こ
の
両
者
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
論
壇
の
展
開
を
経
験
し
た
論
客
た
ち
に
よ
る
二
十
世
紀
初
頭
の
様
式
論
争
は
、
改
め
て
こ
の
原
理
を
明
言
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
状
況
に
変
化
が
訪
れ
る
の
は
、
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
・
ハ
ム
リ
ン
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、
エ
ジ
ェ
ル
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
の
世
代
の
文
筆
活
動
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
を
分
水
嶺
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
建
築
に
は
ふ
た
た
び
、
現
代
ア
メ
リ
カ
建
築
の
出
自
を
め
ぐ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
派
閥
分
裂
が
起
こ
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ム
リ
ン
の
三
批
判
は
、
彼
ら
の
新
た
な
派
閥
闘
争
と
前
世
代
の
様
式
統
合
理
論
の
両
性
質
を
備
え
て
い
た
。 
 ア
メ
リ
カ
建
築
の
正
史
と
は 
一
九
一
〇
年
末
以
降
に
書
か
れ
は
じ
め
た
ア
メ
リ
カ
建
築
史
は
、
十
九
世
紀
の
建
築
思
想
が
様
式
の
統
合
を
志
向
し
、
そ
れ
以
後
の
史
家
た
ち
が
様
式
的
伝
統
に
よ
っ
て
史
論
を
構
想
し
た
と
い
う
矛
盾
を
主
要
因
と
し
て
混
乱
を
お
こ
す
。 
こ
の
問
題
の
初
期
の
萌
芽
は
、
す
で
に
一
八
七
〇
年
代
中
葉
に
も
み
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
実
践
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
統
合
と
い
う
目
的
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
反
面
、
そ
れ
を
評
価
す
る
評
論
家
・
史
家
は
当
時
よ
り
こ
の
点
を
必
ず
し
も
明
示
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
建
築
の
こ
の
特
質
を
文
字
の
な
か
で
暗
示
し
え
た
の
は
唯
一
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
み
で
あ
り
、
二
十
世
紀
前
半
の
史
家
た
ち
は
む
し
ろ
、
新
た
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
／
ゴ
シ
ッ
ク
の
派
閥
分
裂
の
な
か
で
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
建
築
表
現
が
自
陣
営
に
属
す
る
こ
と
を
主
張
し
あ
っ
た
。 
様
式
的
両
義
性
に
起
因
す
る
評
価
の
困
難
の
問
題
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
建
築
に
つ
い
て
も
ま
た
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
様
式
論
争
の
な
か
で
は
、
そ
れ
は
よ
り
よ
く
ゴ
シ
ッ
ク
の
原
理
の
体
現
と
し
て
言
及
さ
れ
た
。
し
か
し
第
一
次
大
戦
後
、
自
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
建
築
の
伝
統
を
奉
ず
る
史
家
た
ち
は
、
そ
れ
を
一
様
に
自
陣
営
の
論
理
に
引
き
入
れ
た
。
当
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
同
様
、
し
か
し
彼
と
は
異
な
り
、
言
葉
の
上
で
は
様
式
表
現
の
徹
底
的
な
否
定
と
い
う
か
た
ち
で
、
外
因
的
合
理
性
と
内
因
的
形
式
性
の
綜
合
を
目
し
た
建
築
理
論
を
提
示
し
て
い
た
。 
二
十
世
紀
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
評
価
に
あ
た
っ
て
、
建
築
史
家
を
主
と
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
の
批
評
家
は
、
そ
れ
が
単
に
自
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
か
ら
の
み
説
明
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
は
気
が
つ
い
て
い
た
。
構
造
の
合
理
性
、
環
境
へ
の
適
合
性
と
い
っ
た
特
質
は
、
彼
ら
の
歴
史
認
識
か
ら
す
れ
ば
十
九
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
論
点
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
機
能
主
義
理
論
を
ひ
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伝
し
て
い
た
の
も
ブ
ラ
グ
ド
ン
と
い
う
新
た
な
世
代
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
有
機
的
建
築
を
掲
げ
た
ラ
イ
ト
も
ま
た
〝
蘇
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
〟
の
唱
道
者
だ
っ
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
の
史
家
は
そ
れ
ゆ
え
、
機
能
主
義
の
特
質
を
迂
遠
な
仕
方
で
自
陣
営
の
範
疇
で
語
る
こ
と
を
試
み
た
。 
一
九
三
〇
年
半
ば
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
が
発
見
さ
れ
評
価
さ
れ
は
じ
め
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
。 
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
発
見
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
特
質
』
の
再
読
を
発
端
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
そ
こ
で
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
同
一
視
し
た
。
そ
れ
を
発
表
し
た
の
は
ラ
ス
キ
ン
が
〝
建
築
の
大
原
理
〟
を
唱
導
し
て
い
た
と
見
做
さ
れ
て
い
た
時
代
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
で
〝
い
わ
ゆ
る
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
の
回
復
〟
が
明
示
さ
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
自
身
も
ま
た
、
そ
こ
で
特
に
建
築
様
式
に
関
す
る
偏
向
の
色
は
み
せ
て
い
な
い
。 
し
か
し
、
当
時
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
と
ゴ
シ
ッ
ク
派
に
明
確
に
分
か
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
構
想
に
と
っ
て
は
、
こ
の
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
〝
ア
メ
リ
カ
初
の
〟
建
築
理
論
家
の
所
在
が
い
ず
れ
の
派
閥
に
あ
る
か
は
重
要
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
正
史
が
い
ず
れ
の
派
に
属
す
る
か
と
い
う
問
題
と
直
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ナ
ッ
ク
の
論
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
様
式
的
特
質
の
〝
再
統
合
〟
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
を
描
き
え
た
の
と
は
逆
に
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
論
に
お
け
る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
伝
統
の
ふ
た
つ
の
史
観
の
亀
裂
の
さ
ら
な
る
深
化
を
画
期
し
た
。
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
『
ア
メ
リ
カ
現
代
建
築
の
源
流
』
の
二
書
に
み
ら
れ
る
、
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
極
端
な
愛
憎
の
吐
露
と
対
極
的
な
解
釈
は
、
そ
れ
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
理
論
を
奪
い
あ
う
派
閥
対
立
の
最
大
局
面
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。 
 
自
己
と
他
者
と
の
思
想
の
類
似
・
非
類
似
を
主
観
的
に
判
断
す
る
思
考
の
道
す
じ
は
、
解
釈
主
体
の
感
情
や
慣
習
（
の
変
化
）
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
特
に
〝
ラ
ス
キ
ン
を
読
む
〟
と
い
う
行
為
に
は
、
本
論
で
扱
っ
た
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
感
情
が
強
い
拘
束
力
と
し
て
働
き
つ
づ
け
た
。
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
を
司
る
そ
の
感
情
は
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
社
会
動
向
や
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
の
な
さ
れ
る
、
集
団
的
心
情
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
。 
し
か
し
正
負
い
ず
れ
の
感
情
の
場
合
に
せ
よ
、
一
八
四
〇
年
代
末
以
後
の
一
世
紀
間
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
お
い
て
、
〝
ラ
ス
キ
ン
〟
の
名
が
常
に
重
要
な
参
照
点
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
ま
つ
わ
る
一
時
点
の
記
憶
は
、
変
化
を
続
け
な
が
ら
さ
ら
に
後
代
へ
と
引
き
継
が
れ
、
本
論
の
終
点
に
位
置
づ
く
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
研
究
の
成
熟
と
い
う
一
現
象
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
っ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
を
い
か
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
点
に
は
、
時
代
ご
と
、
文
脈
ご
と
に
変
化
や
差
異
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
本
論
文
で
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
解
釈
が
衝
突
を
起
こ
し
て
い
た
裏
に
、
一
貫
し
た
建
築
思
想
の
展
開
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
た
と
え
ば
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
解
釈
な
ど
、
表
面
上
矛
盾
す
る
要
素
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
敵
・
味
方
同
士
の
共
通
の
建
築
観
が
吐
露
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
っ
た
。
本
論
文
の
始
点
と
終
点
に
あ
た
る
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
フ
ィ
ッ
チ
の
史
観
の
対
立
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
建
築
思
想
史
を
通
史
と
し
て
纏
め
る
こ
と
や
、
科
学
思
想
や
工
業
発
展
を
基
礎
と
し
た
建
築
観
は
ア
メ
リ
カ
発
祥
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
、
共
通
し
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。 
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
を
仮
想
敵
と
す
る
こ
と
は
、
対
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
ア
メ
リ
カ
自
身
の
過
去
と
の
対
立
を
意
味
し
た
。
「
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
論
」
に
新
た
な
解
釈
が
出
て
く
る
事
実
は
、
直
近
の
過
去
に
対
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す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
い
う
意
味
で
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
が
理
解
し
た
ラ
ス
キ
ン
を
、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
が
破
壊
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
十
九
世
紀
に
は
常
に
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
建
築
の
発
展
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。 
十
九
世
紀
に
は
こ
の
代
謝
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
短
ス
パ
ン
で
起
き
て
い
た
。
一
方
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
そ
の
十
九
世
紀
後
半
そ
の
も
の
が
建
築
史
上
の
時
代
区
分
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
微
妙
な
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス
は
見
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
二
十
世
紀
の
論
客
が
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
建
築
理
論
に
見
い
だ
し
た
建
築
思
想
の
〝
ア
メ
リ
カ
性
〟
は
グ
リ
ー
ノ
ウ
の
生
前
や
没
直
後
に
も
無
名
の
も
の
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
そ
の
感
性
が
建
築
論
壇
の
な
か
で
、
論
壇
を
挙
げ
て
言
葉
に
さ
れ
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
二
十
世
紀
前
半
の
史
家
た
ち
が
お
し
な
べ
て
唾
棄
し
た
、
そ
の
後
の
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
で
こ
そ
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
史
家
た
ち
も
ま
た
、
大
き
な
時
代
区
分
と
し
て
の
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
を
直
近
の
過
去
と
し
て
、
強
い
て
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
 
し
か
し
過
去
に
対
す
る
こ
の
創
造
的
な
破
壊
は
、
お
お
よ
そ
同
じ
建
築
観
の
も
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
建
築
観
は
少
な
く
と
も
二
十
世
紀
半
ば
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
が
実
証
的
で
あ
る
こ
と
に
拘
り
目
視
し
よ
う
と
務
め
た
の
は
、
グ
リ
ー
ノ
ウ
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
系
譜
と
い
っ
た
英
雄
史
観
に
則
っ
た
建
築
思
想
史
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
名
前
の
つ
い
た
思
想
も
一
部
と
な
っ
て
い
た
、
よ
り
大
き
な
主
体
、
個
人
以
上
の
主
体
の
輪
郭
線
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
行
為
さ
れ
て
い
た
思
考
で
あ
る
。 
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以
上
は
本
論
が
直
接
の
研
究
対
象
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
結
語
で
あ
る
。 
し
か
し
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
論
者
が
目
的
と
す
る
の
は
地
域
的
な
ラ
ス
キ
ン
受
容
や
、
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
地
域
的
建
築
思
想
の
展
開
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
短
期
・
中
期
的
な
目
標
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
論
者
の
関
心
は
常
に
、
近
代
建
築
思
想
の
新
し
い
世
界
史
の
構
築
に
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
な
ど
の
大
都
市
を
情
報
の
ノ
ー
ド
に
設
定
し
た
本
論
は
こ
の
長
期
目
的
の
方
法
論
構
築
の
た
め
の
小
縮
尺
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
依
然
〝
ア
メ
リ
カ
〟
と
い
う
国
家
的
枠
組
み
を
援
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
論
者
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
で
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
都
市
単
位
で
形
成
さ
れ
る
言
論
空
間
と
、
そ
れ
ら
同
士
の
動
的
な
交
流
場
面
で
あ
る
。 
〝
北
米
〟
を
銘
打
ち
な
が
ら
西
海
岸
や
カ
ナ
ダ
諸
都
市
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
を
描
か
な
か
っ
た
の
は
一
面
に
お
い
て
本
論
文
の
遺
漏
で
あ
り
瑕
疵
だ
が
、
本
論
文
が
注
視
し
た
地
理
領
域
を
呼
称
す
る
名
は
思
い
つ
く
限
り
他
に
な
か
っ
た
。
論
者
と
し
て
は
、
国
家
的
枠
組
の
先
入
見
か
ら
描
か
れ
る
近
代
建
築
史
を
脱
す
る
意
志
を
表
現
す
る
た
め
、
論
文
題
目
に
は
次
善
策
と
し
て
〝
北
米
〟
を
冠
し
た
。 
都
市
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら
み
た
と
き
、
国
家
的
枠
組
と
は
何
よ
り
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
情
報
交
換
の
難
易
の
一
端
を
司
る
一
制
約
条
件
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
政
治
的
な
要
因
に
よ
る
情
報
流
入
・
流
出
の
た
め
の
抽
象
的
な
、
し
か
し
往
々
に
し
て
物
理
的
な
障
壁
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
使
用
言
語
の
差
に
よ
る
純
粋
に
抽
象
的
な
情
報
伝
達
の
不
可
能
性
の
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
国
家
的
枠
組
み
は
、
そ
の
地
理
境
界
内
に
帰
属
・
出
自
を
も
つ
と
い
う
意
識
と
結
び
つ
い
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
理
的
に
存
在
し
得
て
、
し
か
も
歴
史
的
に
現
に
存
在
し
た
異
国
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
も
、
存
在
す
る
は
ず
の
な
い
、
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
と
き
に
無
化
す
る
の
で
あ
る
。 
こ
こ
で
〝
ア
メ
リ
カ
〟
の
建
築
論
壇
の
展
開
の
一
例
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
よ
う
な
忘
却
作
用
が
具
体
的
に
理
解
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
六
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
論
客
は
、
シ
カ
ゴ
と
パ
リ
の
ど
ち
ら
の
言
論
空
間
と
よ
り
深
く
交
流
が
あ
っ
た
か
。
本
論
文
の
史
料
調
査
は
こ
う
し
た
問
い
に
一
概
に
明
確
な
答
え
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
解
答
自
体
も
、
こ
の
問
い
の
形
式
ほ
ど
に
明
快
な
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
〝
ア
メ
リ
カ
は
英
語
圏
な
の
だ
か
ら
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
を
（
原
書
で
）
読
ん
で
い
た
は
ず
は
な
い
〟
と
い
う
よ
う
な
後
世
の
無
意
識
の
思
い
込
み
は
、
文
化
圏
と
国
家
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
弊
害
で
あ
る
。
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
論
壇
に
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
受
容
が
果
た
し
た
役
割
は
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
思
想
史
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
だ
と
論
者
は
考
え
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
氏
の
受
容
史
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。 
今
後
、
た
と
え
ば
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
研
究
対
象
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
に
際
し
て
も
、
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
て
い
た
の
と
は
逆
の
問
題
が
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〟
と
い
う
広
大
な
地
理
的
範
囲
の
な
か
の
、
と
き
に
異
言
語
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
は
、
こ
れ
ま
で
の
近
代
建
築
史
研
究
、
特
に
通
史
研
究
の
な
か
で
は
ほ
ぼ
踏
査
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
明
視
さ
れ
て
き
た
。
今
後
の
近
代
建
築
思
想
史
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
え
た
の
か
ど
う
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
様
態
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
前
提
か
ら
研
究
さ
れ
構
築
さ
れ
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 
 
ベ
ー
レ
ン
ト
の
時
代
に
は
避
け
え
な
か
っ
た
、
〝
時
代
精
神
〟
の
拡
散
に
よ
り
類
似
の
思
想
が
土
地
間
・
時
代
間
・
分
野
間
を
飛
び
越
え
て
伝
わ
る
と
い
う
よ
う
な
歴
史
記
述
は
、
広
大
な
歴
史
文
献
の
海
か
ら
容
易
に
釣
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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現
代
に
お
い
て
は
最
早
通
用
し
な
い
。
そ
の
〝
時
代
精
神
〟
は
、
た
と
え
存
在
す
る
と
し
て
も
、
も
は
や
そ
れ
を
エ
ー
テ
ル
の
よ
う
な
神
秘
的
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
歴
史
学
の
意
識
や
方
法
な
し
に
は
不
可
視
で
は
あ
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
か
た
ち
を
と
っ
て
交
換
さ
れ
た
人
間
心
理
・
意
識
の
総
体
と
し
て
、
本
質
的
に
人
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
端
は
目
立
つ
／
目
立
た
な
い
か
た
ち
で
史
料
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
〝
時
代
精
神
〟
で
あ
れ
ば
論
者
も
そ
の
存
在
を
疑
わ
ず
、
ま
た
歴
史
学
の
成
果
と
し
て
現
代
に
可
視
的
・
可
解
的
に
提
示
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
近
代
建
築
思
想
史
の
世
界
史
的
・
一
体
的
展
開
と
は
、
そ
れ
を
エ
ー
テ
ル
様
の
〝
時
代
精
神
〟
の
作
用
に
帰
す
る
限
り
で
は
虚
構
で
し
か
あ
り
え
な
い
が
、
そ
れ
を
具
体
的
な
情
報
交
換
の
軌
跡
へ
と
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
実
体
的
な
諸
力
の
仕
業
と
し
て
描
か
れ
て
間
違
い
で
は
な
い
。 
本
研
究
が
た
と
え
ば
フ
ィ
ッ
チ
の
語
る
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
や
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
語
る
〝
ブ
ラ
ウ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ズ
〟
の
存
在
の
検
証
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
概
念
が
誤
っ
た
歴
史
認
識
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
以
上
に
、
歴
史
学
が
本
来
実
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
物
同
士
の
繋
が
り
を
、
通
り
の
よ
い
、
尤
も
ら
し
い
術
語
を
用
い
る
こ
と
で
未
踏
査
の
ま
ま
は
ぐ
ら
か
し
て
い
た
（
は
ぐ
ら
か
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
）
こ
と
を
、
も
は
や
具
体
的
に
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
代
だ
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
結
果
的
に
ベ
ー
レ
ン
ト
の
〝
時
代
精
神
〟
は
存
在
し
そ
う
で
あ
り
、
フ
ィ
ッ
チ
の
〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ー
プ
〟
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
本
研
究
の
研
究
結
果
は
副
産
物
で
し
か
な
い
。
尤
も
ら
し
さ
か
ら
当
然
視
さ
れ
た
同
様
の
歴
史
認
識
は
、
こ
う
し
た
術
語
が
用
い
ら
れ
な
い
な
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
に
見
つ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
近
代
建
築
史
の
通
史
構
想
は
、
こ
う
し
た
無
意
識
的
通
念
を
疑
い
、
実
証
的
観
点
か
ら
確
か
め
る
作
業
を
必
然
的
な
内
容
に
含
む
は
ず
で
あ
る
。 
 
こ
の
根
本
的
疑
義
を
抱
き
な
が
ら
も
通
史
研
究
と
い
う
広
大
な
時
間
・
空
間
ス
パ
ン
を
覆
う
研
究
が
可
能
な
の
が
現
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
本
論
文
に
直
接
か
か
わ
る
史
料
調
査
が
実
質
的
に
二
〇
一
五
年
十
月
か
ら
始
ま
り
、
最
初
の
完
成
が
二
〇
一
六
年
十
一
月
で
あ
っ
た
と
い
う
一
事
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
異
常
な
研
究
速
度
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
は
、
近
年
の
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
い
る
。
た
か
だ
か
十
年
前
で
す
ら
、
そ
の
当
時
の
技
術
状
況
で
同
じ
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
右
は
本
来
あ
と
が
き
と
し
て
書
く
べ
き
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
は
じ
め
に
」
や
序
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
歴
史
学
の
方
法
論
に
関
す
る
多
角
的
な
応
用
実
験
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
一
実
験
項
目
で
あ
る
、
研
究
期
間
に
関
す
る
実
験
結
果
を
こ
の
結
語
で
述
べ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 
       初
出
一
覧 
   
第
二
章
「
合
理
主
義
の
古
典
化
：
一
八
六
六
―
一
八
七
七
」（「
ク
ラ
シ
シ
ス
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
底
流
」
ま
で
）： 
江
本
弘
「
ラ
ス
キ
ン
と
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
：
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
機
能
主
義
理
論
の
系
譜
」、 
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
八
二
巻
第
七
三
一
号
、
二
〇
一
七
年
一
月
、
二
四
三
―
二
四
九
頁
。 
 
第
四
章
「
ザ
・
フ
レ
ン
チ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
：
一
八
三
三
―
一
九
二
二
」（「
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
前
史
」
以
降
）： 
江
本
弘
「
近
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
出
自
と
フ
ラ
ン
ス
の
手
法
：
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の 
成
立
に
関
す
る
史
的
研
究
（
そ
の
１
）」、 
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
八
二
巻
第
七
三
二
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
、
五
三
九
―
五
四
五
頁
。 
  
 

               
              
補
論 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
建
築
創
造 
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FIG.1 ラテン語の七燈エンボス 
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（
本
稿
は 
H
iro
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i 
E
m
o
to
, 
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T
reatise 
o
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T
h
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の
土
台
と
な
っ
た
日
本
語
版
「『
建
築
の
七
燈
』
の
研
究
：
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
建
築
創
造
」（
未
発
表
）
に
適
宜
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。） 
  
は
じ
め
に 
こ
の
補
論
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
主
要
な
建
築
論
著
作
で
あ
る
『
建
築
の
七
燈
』（
一
）
（
以
下
『
七
燈
』
と
略
記
）
に
定
め
ら
れ
た
七
燈
（
七
章
）
相
互
の
関
連
を
分
析
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
創
作
観
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る
。 
『
七
燈
』
の
各
章
は
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」「L
am
p
 o
f T
ru
th
」「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
「L
am
p
 o
f L
ife
」
「L
am
p
 o
f M
e
m
o
ry
」
「L
am
p
 o
f 
O
b
ed
ien
ce
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
同
書
の
正
規
版
初
版
（
一
八
四
九
年
）
お
よ
び
第
二
版
（
一
八
五
五
）
表
紙
に
は
、
こ
れ
ら
の
英
語
章
題
で
は
な
く
、
「R
E
L
IG
IO
」
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
「F
ID
E
S
」
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」「M
E
M
O
R
IA
」「S
P
IR
IT
V
S
」
の
七
つ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
（
以
下
「
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
」
と
呼
称
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（F
IG
.1
）（
二
）
。 
こ
の
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、『
七
燈
』
の
構
想
に
占
め
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
後
述
の
通
り
、
既
往
研
究
に
お
け
る
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
対
す
る
言
及
は
未
だ
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
七
燈
の
含
意
を
単
独
に
扱
っ
た
論
考
は
な
い
。 
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
を
総
覧
し
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
対
す
る
言
及
を
悉
皆
収
集
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
七
燈
の
意
味
内
容
お
よ
び
、
各
燈
同
士
の
論
理
的
関
係
を
明
確
化
さ
せ
る
。
本
章
の
目
的
は
、
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
、
英
語
の
両
七
燈
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
配
置
構
成
に
基
づ
い
た
、『
七
燈
』
の
全
体
構
想
を
再
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
 『
建
築
の
七
燈
』
の
全
体
像
と
既
往
研
究 
現
在
、
ラ
ス
キ
ン
の
『
七
燈
』
像
で
最
も
定
着
し
て
い
る
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
墓
石
（
Ｇ
・
Ｅ
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
設
計
、
一
九
〇
〇
年
完
成
）
に
も
刻
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
祭
具
、
メ
ノ
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
（F
IG
.2
）。 
こ
の
メ
ノ
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
言
及
し
た
早
い
例
に
は
、
グ
ス
タ
フ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー
を
主
幹
と
す
る
『
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
』
誌
の
、
ラ
ス
キ
ン
特
集
の
記
事
（
一
九
〇
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
三
）
。
こ
こ
で
記
者
は
、「
ラ
ス
キ
ン
が
自
身
の
講
義
や
書
籍
に
つ
け
た
風
変
わ
り
で
曖
昧
な
タ
イ
ト
ル
は
、
博
識
家
の
間
で
今
な
お
頻
繁
に
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
」（
四
）
と
語
り
な
が
ら
、
そ
の
筆
頭
と
し
て
『
七
燈
』
の
書
題
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
解
説
に
お
い
て
、
こ
の
「
七
燈
」
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
の
『
光
』
と
『
法
』
の
偉
大
な
象
徴
物
で
あ
る
『
メ
ノ
ラ
ー
』」（
五
）
に
同
定
さ
れ
た
。 
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
没
年
時
点
で
「
建
築
の
七
燈
」
と
メ
ノ
ラ
ー
を
同
一
視
す
る
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
七
燈
」
を
、
メ
ノ
ラ
ー
あ
る
い
は
同
様
の
七
つ
の
並
列
す
る
燈
と
捉
え
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
生
前
か
ら
あ
る
程
度
の
共
通
認
識
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
認
識
は
近
年
の
研
究
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
六
）
。 
 
一
方
、『
七
燈
』
の
全
体
像
を
本
文
記
述
同
士
の
関
係
に
求
め
た
既
往
研
究
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 
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最
も
簡
明
な
も
の
の
ひ
と
つ
は
白
石
博
三
の
研
究
で
あ
る
（
七
）
。
白
石
は
「
ラ
ス
キ
ン
が
そ
の
著
『
建
築
の
七
灯
』
で
掲
げ
て
い
る
七
つ
の
灯
は
、
同
種
の
も
の
で
は
な
い
」（
八
）
と
す
る
認
識
の
も
と
で
、
ラ
ス
キ
ン
の
七
燈
を
「
建
築
の
原
理
を
規
定
す
る
道
徳
律
」「
技
術
的
生
産
物
が
、
芸
術
と
な
る
た
め
の
条
件
」「
建
築
の
最
高
の
芸
術
的
目
的
」
の
三
に
分
類
し
、「
犠
牲
」「
真
実
」「
記
憶
」「
従
順
」
は
道
徳
律
で
あ
り
、
「
生
命
」
は
芸
術
と
な
る
た
め
の
条
件
で
あ
り
、「
力
」
と
「
美
」
は
最
高
の
芸
術
的
目
的
で
あ
る
、
と
論
じ
た
（
九
）
。
し
た
が
っ
て
、
白
石
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
本
来
的
に
建
築
主
体
を
律
す
る
精
神
的
な
燈
は
、
七
つ
で
は
な
く
、
最
初
に
挙
げ
た
四
つ
に
尽
き
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
一
〇
）
。 
Ｃ
・
Ｊ
・
バ
ル
ジ
ョ
ン
お
よ
び
Ｄ
・
Ｓ
・
カ
ポ
ン
は
、
英
章
題
に
示
さ
れ
る
七
燈
同
士
の
関
係
を
図
式
に
整
理
し
た
。 
Ｃ
・
Ｊ
・
バ
ル
ジ
ョ
ン
の
整
理
（F
IG
.3
）
で
は
「
建
造
物
に
対
峙
し
た
人
間
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
七
燈
が
放
射
す
る
図
式
が
と
ら
れ
る
（
一
一
）
。
バ
ル
ジ
ョ
ン
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
『
燈
』
は
見
手
が
連
想
の
過
程
で
彷
徨
す
べ
き
方
向
を
表
す
」
（
一
二
）
と
述
べ
る
通
り
、
こ
の
図
式
で
は
『
建
築
の
七
燈
』
の
全
体
は
創
作
論
と
し
て
は
看
做
さ
れ
ず
、
各
燈
は
建
設
物
と
そ
の
見
手
の
関
係
を
表
す
も
の
と
さ
れ
る
。 
ま
た
こ
こ
で
は
、「P
o
w
er
」
と
「B
eau
ty
」
は
「
美
の
自
然
」
と
「
崇
高
の
自
然
」
の
対
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
バ
ー
ク
美
学
の
「
崇
高
な
る
も
の
」「
美
な
る
も
の
」
の
対
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、『
七
燈
』
の
こ
の
二
章
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
ー
ク
文
脈
で
の
理
解
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。 
な
お
、
バ
ル
ジ
ョ
ン
は
旧
図
式
の
中
で
「
国
家
、
社
会
」（O
b
e
d
ien
ce
）
と
「
こ
れ
ま
で
の
人
類
」（M
em
o
ry
）
を
左
右
対
称
に
配
置
し
、
人
間
の
共
時
的
側
面
と
通
時
的
側
面
の
対
比
を
示
唆
し
た
。 
カ
ポ
ン
の
研
究
（
一
三
）
に
お
い
て
は
、
七
燈
中
の
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」
を
中
心
FIG.2 ラスキン墓碑 
FIG.3 バルジョンの図式 
FIG.2 ラスキン墓碑 
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と
し
、
そ
の
周
囲
を
他
の
六
燈
が
取
り
囲
む
求
心
モ
デ
ル
（F
IG
.4
）
が
提
唱
さ
れ
る
。
カ
ポ
ン
の
こ
の
図
式
で
は
、
三
角
形
に
配
さ
れ
た
「P
o
w
er
」「B
eau
ty
」「T
ru
th
」
の
三
つ
の
燈
は
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
に
語
ら
れ
る
「
典
型
美
」（T
yp
ical 
B
eau
ty
）
の
性
質
を
、「O
b
ed
ien
ce
」「L
ife
」「M
em
o
ry
」
は
「
生
命
美
」（V
ital 
B
eau
ty
）
の
性
質
を
有
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
（
一
四
）
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
性
質
の
顕
現
と
し
て
、
図
式
中
心
に
は
「S
acrifice
」（
美
、
作
業
の
質
、
適
切
性
）
が
位
置
す
る
。
こ
こ
で
カ
ポ
ン
は
、「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
は
「
美
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
操
作
お
よ
び
抽
象
化
の
概
念
が
扱
わ
れ
る
」
章
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
一
五
）
。
カ
ポ
ン
に
よ
れ
ば
、「
信
仰
行
動
と
し
て
、
ま
た
、
作
業
内
に
お
け
る
、
い
と
高
き
意
志
に
対
す
る
服
従
と
し
て
建
築
を
見
て
い
る
」（
一
六
）
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
観
に
と
っ
て
、
建
築
の
美
の
理
想
は
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」
に
こ
そ
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 
陳
德
如
は
、
上
述
の
バ
ル
ジ
ョ
ン
（
旧
図
式
）
お
よ
び
カ
ポ
ン
の
例
を
挙
げ
、「『
建
築
の
七
燈
』
の
解
釈
は
幾
重
に
も
可
能
で
あ
る
」（
一
七
）
と
し
た
上
で
、『
七
燈
』
の
各
章
の
論
旨
を
摘
要
し
整
理
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
七
燈
』
の
各
章
に
対
し
、「
良
い
も
の
」（S
acrifice
）、「
良
く
な
い
も
の
」(T
ru
th
)
、「
頭
脳
の
働
き
」(P
o
w
er)
、「
自
然
の
働
き
」(B
eau
ty)
、「
全
体
シ
ス
テ
ム
の
働
き
」(L
ife)
、「
い
か
に
保
存
す
る
か
」
(M
em
o
ry)
、「
い
か
に
創
造
す
る
か
」(O
b
ed
ien
ce)
と
い
っ
た
、
二
項
対
立
に
基
づ
い
た
摘
要
が
行
わ
れ
る
（
一
八
）
。
陳
は
、
既
往
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
「P
o
w
er
」
と
「B
eau
ty
」
の
対
立
に
、
さ
ら
に
中
項
と
し
て
「L
ife
」
を
定
め
、
「S
acrifice
」
と
「T
ru
th
」、
お
よ
び
「M
em
o
ry
」
と
「O
b
ed
ien
ce
」
に
も
対
の
構
造
を
看
取
し
て
い
る
。 
FIG.3 バルジョン図式 
FIG.4（上下） カポン図式 
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Ｌ
．
ヒ
ギ
ン
ズ
に
よ
る
論
考
（
一
九
）
で
は
、『
七
燈
』
に
お
け
る
七
つ
の
章
は
ま
ず
、
建
築
活
動
の
与
件
に
関
す
る
、
章
立
て
の
順
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ヒ
ギ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
章
の
並
び
の
四
番
目
（
す
な
わ
ち
中
心
）
に
据
え
ら
れ
た
「B
eau
ty
」
が
『
七
燈
』
全
体
の
枢
軸
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
一
方
で
は
可
能
だ
が
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
『
七
燈
』
の
執
筆
意
図
は
む
し
ろ
、
芸
術
創
作
の
目
的
に
占
め
る
「
美
」
の
絶
対
的
地
位
を
貶
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
二
〇
）
。
す
な
わ
ち
、『
七
燈
』
に
お
け
る
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
は
、
七
燈
の
中
心
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、「L
am
p
 o
f S
acrifice
」「L
am
p
 o
f T
ru
th
」「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
に
従
属
す
る
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヒ
ギ
ン
ズ
は
、
こ
の
三
つ
の
燈
の
な
か
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
「T
ru
th
」
で
あ
る
、
と
論
じ
た
（
二
一
）
。 
ヒ
ギ
ン
ズ
は
こ
の
仮
説
の
裏
付
け
に
、
本
稿
で
扱
う
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
を
援
用
し
て
い
る
。
こ
の
七
燈
が
掲
げ
ら
れ
た
表
紙
に
は
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
に
よ
っ
て
互
い
に
結
ば
れ
た
七
つ
の
円
が
示
さ
れ
、Relig
io
、Ob
se
rvan
tia
、Au
cto
ritas
、Ob
ed
ien
tia
、
M
em
o
ri
〔
マ
マ
〕、S
p
iritu
s
がF
id
es
を
囲
みF
id
es
に
交
差
し
て
」（
二
二
）
い
る
。
ヒ
ギ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
の
中
心
に
「F
ID
E
S
」（
＝
「T
ru
th
」）
を
配
置
し
た
点
に
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
美
学
の
新
奇
性
が
あ
っ
た
。 
 
以
上
述
べ
た
通
り
、『
七
燈
』
の
全
体
像
を
読
解
す
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
多
岐
に
亘
り
、
各
研
究
者
の
仮
説
に
則
り
多
様
な
解
釈
を
み
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
統
一
し
た
像
が
結
ば
れ
な
か
っ
た
の
が
『
七
燈
』
研
究
の
ひ
と
つ
の
特
色
で
あ
る
。 
『
七
燈
』
の
読
解
が
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
解
釈
を
容
れ
て
き
た
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
、『
七
燈
』
各
章
の
論
旨
が
単
一
で
は
な
く
、
章
に
ま
た
が
り
多
様
な
論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
加
え
て
ラ
ス
キ
ン
に
は
、『
七
燈
』
に
定
め
た
英
章
題
同
士
の
関
係
を
詳
述
す
る
こ
と
が
、
全
著
作
を
通
し
て
一
度
も
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、『
七
燈
』
の
全
体
像
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、『
七
燈
』
本
文
中
で
重
要
と
思
わ
れ
る
個
所
や
、
関
連
す
る
他
著
作
中
の
言
及
を
適
宜
引
用
す
る
、
と
い
う
方
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。 
 ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
同
定 
な
お
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
を
考
察
し
た
論
考
は
、
先
の
ヒ
ギ
ン
ズ
の
例
の
他
、
ラ
ス
キ
ン
の
生
前
お
よ
び
没
年
直
後
に
幾
つ
か
存
在
す
る
。
特
に
、
初
版
出
版
直
後
に
は
こ
の
話
題
を
扱
っ
た
評
論
が
多
数
現
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
英
語
と
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
対
応
関
係
は
つ
け
づ
ら
い
も
の
と
見
做
さ
れ
無
視
さ
れ
た
（
二
三
）
。 
そ
の
後
、
英
章
題
と
ラ
テ
ン
語
の
メ
ダ
リ
オ
ン
の
対
応
関
係
が
再
び
考
察
さ
れ
た
の
は
、
ラ
ス
キ
ン
没
後
に
出
版
さ
れ
た
定
本
全
集
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』（
二
四
）
の
八
巻
解
題
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
英
語
の
七
燈
と
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
は
一
対
一
で
対
応
す
る
も
の
と
し
て
同
定
さ
れ
、
こ
れ
が
現
在
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
（
二
五
）
（
図
―
５
年
譜
右
参
照
）。 
た
だ
し
、
こ
の
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
解
題
に
よ
る
同
定
に
は
史
料
的
裏
付
け
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
英
語
の
七
燈
の
意
味
内
容
が
自
明
の
も
の
と
し
て
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。 
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
ま
ず
、『
七
燈
』
英
章
題
自
身
の
意
味
内
容
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
ラ
ス
キ
ン
自
身
が
一
八
八
〇
年
の
第
三
版
『
七
燈
』
に
「
こ
う
し
て
混
乱
が
増
し
た
の
に
は
、
一
部
に
は
急
い
で
書
い
た
こ
と
と
編
集
ミ
ス
の
せ
い
が
あ
る
」（
二
六
）
と
語
っ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
編
集
の
困
難
を
反
映
し
て
、『
七
燈
』
各
章
の
本
文
に
は
、
各
燈
が
含
む
意
味
以
上
の
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
先
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
『
七
燈
』
解
釈
が
一
定
の
像
を
結
ば
な
か
っ
た
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。 
ま
た
こ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
と
英
語
で
取
り
得
る
辞
書
的
な
意
味
の
幅
が
本
来
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
も
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
七
）
。
初
期
批
評
が
英
語
と
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
対
応
関
係
を
辿
り
得
な
か
っ
た
の
は
主
に
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こ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
お
よ
び
ヒ
ギ
ン
ズ
に
よ
る
同
定
で
は
、
こ
の
点
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。 
 研
究
方
法 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
分
析
に
よ
る
便
宜 
『
七
燈
』
第
二
版
出
版
か
ら
二
五
年
後
、
同
書
第
三
版
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
は
、
英
章
題
と
本
文
内
容
同
士
の
多
様
な
対
応
関
係
か
ら
起
こ
っ
た
誤
解
を
解
く
た
め
に
、「
箴
言
」（A
p
h
o
rism
）
と
題
す
る
短
文
や
新
た
な
注
を
適
宜
加
筆
し
、
各
燈
の
内
容
の
再
定
義
を
試
み
た
。 
そ
し
て
、
こ
う
し
た
解
説
に
よ
る
七
燈
の
再
整
理
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
英
題
よ
り
も
、
か
つ
て
『
七
燈
』
表
紙
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
は
第
三
版
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
八
八
〇
年
当
時
に
は
、
こ
の
表
紙
を
参
照
で
き
る
読
者
は
ご
く
少
数
に
限
ら
れ
た
。 
ま
た
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
群
に
対
し
て
は
、『
七
燈
』
以
外
の
著
作
に
お
い
て
も
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
及
例
に
つ
い
て
は
後
節
「
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
読
解
の
た
め
の
史
料
」
で
触
れ
る
が
、
こ
う
し
た
例
に
お
い
て
、
各
ラ
テ
ン
語
の
語
源
学
知
識
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
芸
術
理
論
の
発
想
源
と
な
っ
て
い
る
。 
こ
う
し
た
言
及
を
読
解
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
中
の
あ
る
も
の
に
は
多
義
的
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
な
英
章
題
が
含
む
意
味
の
多
義
性
や
不
確
定
性
、
英
章
題
と
各
章
本
文
の
間
に
認
め
ら
れ
る
内
容
の
不
一
致
と
は
異
な
り
、
ラ
テ
ン
語
の
燈
が
含
む
多
重
な
意
味
に
は
互
い
に
論
理
的
な
関
係
が
あ
る
。 
例
え
ば
、「F
ID
E
S
」
お
よ
び
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
に
は
、
天
上
的
（
神
話
的
、
形
而
上
学
的
）
価
値
と
地
上
的
価
値
を
接
続
す
る
た
め
に
、
明
確
な
二
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
語
は
、
あ
る
一
燈
の
意
味
内
容
を
よ
り
限
定
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
ま
た
こ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
掲
載
の
表
紙
が
明
快
な
幾
何
学
的
図
式
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。 
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
考
に
よ
っ
て
、
表
紙
図
式
に
み
ら
れ
る
軸
性
、
対
称
性
と
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
の
解
説
内
容
に
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
図
式
と
本
文
の
相
互
参
照
に
よ
れ
ば
、
ラ
ス
キ
ン
が
『
七
燈
』
執
筆
の
背
景
に
思
い
描
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
建
築
観
が
、
視
覚
的
に
も
明
快
に
示
さ
れ
る
。 
以
上
の
理
由
か
ら
、『
七
燈
』
の
全
体
構
想
の
分
析
の
た
め
に
は
、
英
語
の
七
燈
よ
り
も
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
が
考
察
対
象
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。 
な
お
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
解
題
に
よ
り
同
定
さ
れ
た
英
章
題
と
ラ
テ
ン
語
の
対
応
関
係
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
的
理
解
を
経
た
の
ち
、
最
後
に
再
度
考
察
す
る
。 
 ラ
テ
ン
語
の
七
燈
読
解
の
た
め
の
史
料 
本
研
究
で
は
、『
七
燈
』
初
版
・
第
二
版
表
紙
に
掲
げ
ら
れ
た
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
読
解
の
た
め
、
同
二
書
の
エ
ン
ボ
ス
に
掲
載
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
の
出
現
例
を
ラ
ス
キ
ン
の
全
著
作
（『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
収
録
の
生
前
未
発
表
手
稿
、
日
記
、
書
簡
を
含
む
。）
中
か
ら
悉
皆
調
査
し
、
総
数
四
著
作
の
言
及
例
を
得
た
。 
 『
七
燈
』
第
三
版
（
一
八
八
〇
）（
二
八
） 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
第
五
巻
（
一
八
六
〇
）（
二
九
）
、
特
に
「
互
助
の
法
則
」
（
三
〇
） 
『
ご
ま
と
ゆ
り
』（
一
八
六
五
）（
三
一
） 
『
大
気
の
女
王
』（
一
八
六
九
）（
三
二
） 
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ま
た
、『
七
燈
』
第
三
版
の
注
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
別
の
候
補
と
し
て
当
時
「P
O
T
E
S
T
A
S
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「P
O
T
E
S
T
A
S
」
が
ラ
ス
キ
ン
の
他
著
作
で
言
及
さ
れ
た
例
は
、『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
第
三
巻
（
一
八
五
三
）（
三
三
）
の
一
例
で
あ
る
。 
 
こ
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
へ
の
直
接
的
な
言
及
と
看
做
せ
る
の
は
、『
七
燈
』
第
三
版
お
よ
び
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
第
五
巻
「
互
助
の
法
則
」
で
あ
る
。 
前
者
に
お
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
中
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
に
対
す
る
言
及
が
な
さ
れ
る
。 
一
方
、「
互
助
の
法
則
」
で
は
「
宇
宙
（
神
）
の
法
」
と
「F
ID
E
S
」
と
「O
b
ed
ien
ce
」
相
互
に
ラ
ス
キ
ン
が
設
定
し
た
論
理
的
関
係
が
語
ら
れ
る
。
な
お
本
論
で
は
、
辞
書
的
意
味
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、「O
b
ed
ien
ce
」
と
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
は
基
本
的
意
味
内
容
に
お
い
て
対
応
す
る
も
の
と
看
做
す
。 
な
お
、「
互
助
の
法
則
」
に
つ
い
て
は
、『
七
燈
』
自
体
が
も
と
も
と
『
七
燈
』
の
構
想
以
前
に
予
定
し
て
い
た
「『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
第
三
巻
」（
三
四
）
（
当
初
は
最
終
巻
の
予
定
）
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
こ
の
最
終
巻
の
刊
行
は
結
局
、『
七
燈
』
初
版
の
序
に
お
け
る
予
告
の
時
点
か
ら
一
一
年
後
の
一
八
六
〇
年
と
な
り
、
そ
の
出
版
ま
で
に
は
補
論
と
し
て
他
の
二
巻
（
第
三
巻
、
第
四
巻
）
の
刊
行
が
差
し
挟
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、『
七
燈
』
に
言
及
さ
れ
る
「
第
三
巻
」
と
は
出
版
さ
れ
た
第
五
巻
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
巻
の
執
筆
に
か
か
る
素
材
収
集
お
よ
び
一
部
の
起
草
は
、『
七
燈
』
の
構
想
お
よ
び
執
筆
時
期
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。 
な
か
で
も
こ
の
第
五
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
互
助
の
法
則
」
は
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
で
既
に
予
告
さ
れ
て
い
た
、
芸
術
批
評
の
最
重
要
概
念
で
あ
る
「
関
係
の
観
念
」
の
部
の
総
論
を
な
す
冒
頭
章
に
あ
た
り
、
そ
の
執
筆
時
期
は
早
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。 
そ
し
て
「
互
助
の
法
則
」
の
内
容
は
、『
七
燈
』
の
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
章
冒
頭
で
紙
幅
が
割
け
な
か
っ
た
「
創
作
」（In
ven
tio
n
）
概
念
と
「
自
然
の
統
制
能
力
と
の
共
鳴
」
概
念
の
詳
説
お
よ
び
統
合
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
ひ
と
つ
に
採
択
さ
れ
た
「F
ID
E
S
」
の
語
義
の
解
説
は
、
こ
の
論
の
中
で
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
。
「
互
助
の
法
則
」
と
『
七
燈
』
の
記
述
内
容
は
、
前
者
が
後
者
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
有
意
な
一
致
関
係
を
み
せ
る
。 
こ
の
「
互
助
の
法
則
」
に
つ
い
て
は
、『
七
燈
』
出
版
後
に
書
か
れ
た
同
書
の
補
遺
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
一
部
の
加
筆
は
除
き
、『
七
燈
』
と
お
よ
そ
同
一
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
が
、
別
の
著
作
に
収
録
さ
れ
、
後
年
出
版
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 
 
『
ご
ま
と
ゆ
り
』
お
よ
び
『
大
気
の
女
王
』
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
も
採
択
さ
れ
た
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
に
同
一
の
解
説
が
な
さ
れ
る
が
、『
七
燈
』
お
よ
び
「
互
助
の
法
則
」
と
の
内
容
の
相
補
的
性
格
か
ら
、
本
稿
で
は
特
に
『
大
気
の
女
王
』
に
お
け
る
言
及
を
分
析
す
る
。 
た
だ
し
、
こ
の
両
著
作
は
『
七
燈
』
初
版
出
版
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
後
に
発
表
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
『S
P
IR
IT
V
S
』」
に
対
す
る
直
接
の
言
及
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
『
大
気
の
女
王
』
を
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
分
析
に
用
い
る
に
あ
た
っ
て
、
数
点
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。 
『
大
気
の
女
王
』
は
、
以
前
「
互
助
の
法
則
」
で
語
ら
れ
た
神
・
人
間
に
よ
る
世
界
お
よ
び
芸
術
作
品
の
創
造
を
、
神
話
学
的
観
点
か
ら
再
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
著
作
中
で
は
と
も
に
、
ア
ポ
ロ
（『
大
気
の
女
王
』
に
お
い
て
は
ア
テ
ナ
）
と
ミ
ュ
ー
ズ
に
付
託
し
「
理
性
的
な
も
の
と
情
動
的
な
も
の
の
調
和
」
が
語
ら
れ
た
。 
 
一
方
、『
大
気
の
女
王
』
に
お
い
て
語
ら
れ
る
女
神
ア
テ
ナ
と
は
、
物
理
的
に
は 
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風
、
震
動
、
炎
の
持
続
を
司
り
な
が
ら
、
精
神
的
に
は
生
命
の
生
成
に
関
わ
る
合
理
性
、
情
動
の
抑
制
、
忍
耐
を
司
り
、
作
品
に
正
し
さ
を
も
た
ら
す
「
生
命
の
燈
」（
三
五
）
だ
っ
た
。 
『
大
気
の
女
王
』
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
の
「
生
命
」
を
定
義
す
る
概
念
と
し
て
、「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
に
語
源
学
的
解
説
が
な
さ
れ
る
。 
『
大
気
の
女
王
』
の
神
話
学
は
、「
互
助
の
法
則
」
出
版
時
点
の
ラ
ス
キ
ン
が
抱
い
て
い
た
神
話
世
界
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
「
互
助
の
法
則
」
と
一
致
し
た
宇
宙
観
お
よ
び
生
命
観
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
先
述
の
通
り
、『
七
燈
』
と
「
互
助
の
法
則
」
の
執
筆
時
期
は
重
な
り
、
後
者
で
は
前
者
の
重
要
概
念
の
詳
説
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
た
。 
こ
う
し
た
三
著
作
同
士
の
内
容
の
一
致
と
相
補
性
を
考
慮
す
る
と
、『
七
燈
』
執
筆
時
か
ら
「
互
助
の
法
則
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
五
巻
刊
行
ま
で
の
十
一
年
間
、
お
よ
び
、
さ
ら
に
九
年
後
の
『
大
気
の
女
王
』
に
至
る
ま
で
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
定
義
に
は
大
き
な
変
化
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
三
六
）
。 
ま
た
、『
大
気
の
女
王
』
出
版
か
ら
十
一
年
後
の
『
七
燈
』
第
三
版
（
先
述
の
通
り
、
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
語
義
に
拘
っ
た
）
に
お
い
て
も
、
ラ
ス
キ
ン
は
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
「S
P
IR
IT
V
S
」
に
関
し
て
、
他
著
作
に
お
け
る
同
語
の
解
説
と
の
食
い
違
い
は
特
に
指
摘
し
て
い
な
い
。 
以
上
の
理
由
か
ら
本
稿
で
は
、『
ご
ま
と
ゆ
り
』『
大
気
の
女
王
』
に
お
い
て
解
説
さ
れ
る
「S
P
IR
IT
V
S
」
と
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
義
は
同
一
の
も
の
と
看
做
し
論
を
展
開
す
る
。 
 
な
お
、『
七
燈
』
本
文
の
論
の
展
開
を
明
確
化
さ
せ
る
上
で
は
、『
建
築
の
七
燈
』
未
発
表
手
稿
（『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
所
収
）
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
。
本
論
で
扱
う
の
は
特
に
二
八
四
ペ
ー
ジ
お
よ
び
二
八
五
ペ
ー
ジ
所
収
の
「L
am
p
 
o
f P
o
w
er
」
冒
頭
草
稿
二
点
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
同
章
の
バ
ー
ク
理
論
を
基
に
し
た
書
き
出
し
か
ら
、『
七
燈
』
本
来
の
論
旨
へ
の
移
行
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 
ま
た
、
ラ
ス
キ
ン
の
単
行
著
と
し
て
の
処
女
作
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
第
一
巻
（
一
八
四
三
）（
三
七
）
で
は
、『
七
燈
』
刊
行
に
先
立
ち
、
ラ
ス
キ
ン
は
自
ら
が
使
用
す
る
美
学
用
語
を
独
自
に
定
義
し
て
お
り
、
彼
の
用
語
法
を
理
解
す
る
た
め
に
は
同
書
の
参
照
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。 
以
上
、
本
稿
で
用
い
る
資
料
群
と
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
の
参
照
関
係
を
示
す
の
が
〈F
IG
.5
〉
で
あ
る
。 
 
以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」「F
ID
E
S
」「S
P
IR
IT
V
S
」
お
よ
び
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
の
四
燈
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
こ
れ
ら
の
語
に
込
め
た
意
味
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
一
方
、「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」、「R
E
L
IG
IO
」
お
よ
び
「M
E
M
O
R
IA
」
の
三
燈
に
対
し
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
直
接
の
言
及
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
他
の
四
燈
へ
の
言
及
に
関
連
し
て
間
接
的
な
言
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
右
の
資
料
群
を
用
い
て
お
お
よ
そ
の
含
意
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 『
七
燈
』
の
成
立
過
程 
先
述
の
通
り
、『
七
燈
』
は
は
じ
め
、
一
八
四
三
年
よ
り
漸
次
公
刊
さ
れ
た
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
の
最
終
巻
の
一
部
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
の
ち
に
『
七
燈
』
へ
と
結
実
す
る
ア
イ
デ
ア
が
ラ
ス
キ
ン
の
内
に
起
こ
り
始
め
た
の
は
、
一
八
四
六
年
の
大
陸
旅
行
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
三
八
）
。
こ
の
旅
行
と
並
行
し
て
、
当
時
ラ
ス
キ
ン
は
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
第
三
版
用
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
出
版
さ
れ
た
第
三
版
に
は
新
た
に
建
築
細
部
へ
の
関
心
を
示
す
こ
の
時
の
日
記
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
す
で
に
ラ
ス
キ
ン
は
の
ち
に
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
で
語
ら
れ
る
ヴ
ェ
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ツ
ィ
ア
建
築
の
実
測
も
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、『
七
燈
』
に
関
係
す
る
建
築
細
部
で
は
、
交
差
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
堕
落
に
最
も
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
ま
た
こ
の
旅
行
中
に
は
、『
七
燈
』
で
言
及
さ
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
リ
ス
の
『
中
世
建
築
論
』
（
三
九
）
の
読
書
も
始
め
て
い
る
。 
こ
う
し
た
な
か
、
一
八
四
六
年
お
よ
び
四
七
年
の
日
記
に
は
、
の
ち
に
『
七
燈
』
の
章
だ
て
へ
と
発
展
す
る
内
容
が
す
で
に
萌
芽
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
が
『
七
燈
』
の
執
筆
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
の
は
一
八
四
八
年
冬
に
フ
ラ
ン
ス
旅
行
か
ら
帰
還
し
て
の
ち
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
四
六
、
四
七
年
の
メ
モ
に
は
既
に
、「S
acrifice
」、
「P
o
w
e
r
」
な
ど
、『
建
築
の
七
燈
』
の
章
題
と
し
て
採
用
さ
れ
る
概
念
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
（
四
〇
）
。 
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
メ
モ
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「S
acrifice
」
が
「
犠
牲
」
で
は
な
く
、
供
犠
的
な
意
味
の
薄
い
、
よ
り
広
義
の
「
信
仰
心
」（D
evo
tio
n
）
一
般
を
意
味
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
七
燈
』
の
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」
に
お
い
て
も
迂
遠
な
方
法
で
強
調
さ
れ
る
、
ラ
ス
キ
ン
の
力
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
四
一
）
。 
ま
た
こ
こ
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
建
築
設
計
を
（
家
政
・
農
業
な
ど
の
）
管
理
経
営
（「H
u
sb
an
d
ry
」）
に
擬
え
、
そ
の
よ
う
な
経
営
の
成
功
を
導
く
も
の
と
し
て
思
考
の
重
要
性
を
書
き
留
め
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
こ
の
当
時
、
こ
の
題
目
の
も
と
に
「S
p
irit o
f H
u
sb
an
d
ry
」
の
一
章
を
設
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
結
局
出
版
さ
れ
た
『
七
燈
』
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
メ
モ
の
記
述
内
容
は
「
序
」（「In
tro
d
u
cto
ry
」）
に
反
映
さ
れ
、
同
書
の
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
基
本
構
想
を
経
て
、
一
八
四
八
年
春
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
旅
行
を
終
え
る
ま
で
に
は
『
七
燈
』
の
た
め
の
お
お
よ
そ
の
章
構
成
は
で
き
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
四
二
）
。
以
前
「
精
神
」（S
p
irit
）
と
呼
ば
れ
た
各
項
目
は
こ
の
と
き
既
に
七
つ
に
纏
め
ら
れ
「
燈
」（L
am
p
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
各
燈
の
名
称
の
決
定
に
迷
い
を
み
せ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
に
は
出
版
さ
れ
た
『
七
燈
』
の
章
題
と
明
確
な
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。 
な
お
、
ラ
ス
キ
ン
は
こ
の
章
立
て
に
至
る
上
で
「
七
」
と
い
う
数
字
に
特
に
拘
り
を
み
せ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
『
七
燈
』
第
三
版
の
注
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
他
著
作
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
（
四
三
）
。『
七
燈
』
の
執
筆
以
前
の
一
八
四
一
年
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
は
大
学
の
学
友
に
宛
て
、
神
の
被
造
物
が
有
す
る
特
性
と
し
て
の
「
三
」
を
挙
げ
な
が
ら
、
三
に
次
い
で
神
に
関
係
し
た
数
字
と
し
て
「
七
」
の
重
要
性
を
語
っ
た
（
四
四
）
。 
こ
の
経
緯
の
な
か
で
、
ラ
ス
キ
ン
が
い
つ
表
紙
に
採
用
す
る
ラ
テ
ン
語
を
定
め
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 
一
方
、
こ
の
表
紙
の
そ
の
他
の
デ
ザ
イ
ン
は
Ｗ
・
ハ
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
の
協
働
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
七
燈
』
初
版
の
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
「
動
物
の
知
的
配
置
と
、〔
ラ
テ
ン
語
同
士
を
〕
接
続
す
る
た
め
に
美
し
く
翻
案
さ
れ
た
ア
ラ
ベ
ス
ク
」（
四
五
）
に
謝
意
を
表
明
し
て
い
る
。 
こ
こ
で
ラ
テ
ン
語
周
囲
に
配
さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
、
山
羊
、
鳥
類
、
グ
リ
フ
ィ
ン
等
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
、
サ
ン
・
ミ
ニ
ア
ト
・
ア
ル
・
モ
ン
テ
教
会
の
床
の
象
嵌
細
工
が
参
照
源
と
し
て
用
い
ら
れ
、
各
ラ
テ
ン
語
は
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
の
ダ
ブ
ル
ノ
ッ
ト
を
模
し
た
文
様
で
互
い
に
接
続
さ
れ
た
。 
 
こ
の
エ
ン
ボ
ス
を
読
解
す
る
上
で
、
ま
ず
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
の
メ
ダ
リ
オ
ン
の
幾
何
学
的
配
置
の
特
徴
を
述
べ
て
お
く
。 
こ
の
配
置
に
は
大
き
く
上
下
お
よ
び
左
右
の
二
つ
の
対
称
軸
が
あ
り
、
先
の
ヒ
ギ
ン
ズ
の
指
摘
の
通
り
、
こ
の
軸
が
交
わ
る
中
央
の
点
に
「F
ID
E
S
」
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
上
下
対
称
軸
上
方
に
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
が
左
右
対
称
に
配
置
さ
れ
、「F
ID
E
S
」
直
上
の
左
右
対
称
軸
上
に
は
、
ラ
テ
ン
語
の
メ
ダ
リ
オ
ン
の
配
置
全
体
の
頂
点
を
な
す
よ
う
に
「R
E
L
IG
IO
」
が
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
下
対
称
軸
の
下
方
に
は
上
方
と
対
称
に
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
お
よ
び
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「M
E
M
O
R
IA
」が
左
右
の
対
を
な
し
、「F
ID
E
S
」直
下
に
配
さ
れ
た「S
P
IR
IT
V
S
」
が
下
端
を
形
成
す
る
。 
こ
う
し
て
配
さ
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
全
体
は
六
角
形
の
輪
郭
を
示
す
。
一
方
、
ダ
ブ
ル
ノ
ッ
ト
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「F
ID
E
S
」
を
通
る
上
下
対
称
軸
を
鏡
面
と
す
る
と
、
こ
の
七
つ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
は
二
つ
の
菱
形
（
正
方
形
）
を
形
成
す
る
。 
こ
う
し
た
メ
ダ
リ
オ
ン
の
幾
何
学
的
配
置
に
対
し
、
先
に
掲
げ
た
一
次
資
料
群
か
ら
読
解
で
き
る
の
は
、
大
き
く 
 
一
、
左
右
の
対
称
性
は
二
つ
の
概
念
の
並
列
を
意
味
す
る
。 
二
、
表
紙
の
上
下
に
対
応
し
て
天
地
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。 
三
、
中
央
の
「F
ID
E
S
」
は
天
地
の
結
節
点
と
し
て
両
義
的
で
あ
る
。 
 の
三
点
で
あ
る
。
以
下
、
一
次
資
料
に
則
り
こ
れ
ら
の
点
を
詳
述
す
る
。 
 
本
論 : 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
読
解 
同
定
①
：「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
お
よ
び
「P
O
T
E
S
T
A
S
」 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
分
析
に
お
い
て
ま
ず
考
察
す
る
の
は
、『
七
燈
』
第
三
版
に
み
ら
れ
る
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
お
よ
び
「P
O
T
E
S
T
A
S
」
へ
の
言
及
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
は
明
確
に
『
七
燈
』
初
版
・
第
二
版
表
紙
に
掲
げ
ら
れ
た
（
あ
る
い
は
そ
の
候
補
と
な
っ
た
）
も
の
で
あ
り
、
こ
の
言
及
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
七
燈
』
に
示
さ
れ
る
建
築
観
の
大
枠
が
明
ら
か
に
な
る
。 
こ
の
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
お
よ
び
「P
O
T
E
S
T
A
S
」
の
語
義
は
、
英
語
の
七
燈
中
で
は
お
よ
そ
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
に
対
応
し
、『
七
燈
』
第
三
版
の
ラ
ス
キ
ン
は
、
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
で
主
題
と
し
た
の
は
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
概
念
で
あ
る
と
語
っ
た
。 
し
か
し
、
ラ
ス
キ
ン
が
『
七
燈
』
お
よ
び
そ
の
出
版
前
後
で
用
い
た
「P
o
w
er
」
の
語
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
と
厳
密
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
示
す
た
め
に
、
本
論
で
は
ま
ず
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
け
る
「P
o
w
e
r
」
の
語
の
定
義
を
考
察
す
る
。 
 
一
八
四
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
は
ま
ず
、
自
身
が
用
い
る
美
学
用
語
に
独
自
の
定
義
づ
け
を
試
み
た
。 
こ
の
と
き
ラ
ス
キ
ン
は
、
絵
画
表
現
お
よ
び
芸
術
表
現
一
般
を
、
言
語
と
同
じ
構
文
や
文
体
を
持
っ
た
「
思
考
の
伝
達
手
段
と
し
て
有
益
だ
が
、
そ
れ
自
体
で
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
も
の
」（
四
六
）
で
あ
る
と
定
義
し
、
芸
術
批
評
の
基
礎
を
、
作
品
が
伝
え
る
観
念
の
分
析
に
定
め
た
。
こ
の
と
き
の
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
「
最
も
偉
大
な
絵
画
と
は
見
手
の
知
性
に
対
し
最
も
偉
大
な
観
念
〔id
eas
〕
を
最
大
数
伝
え
る
作
品
の
こ
と
」（
四
七
）
で
あ
り
、
そ
の
観
念
を
正
し
く
把
握
し
読
解
す
る
の
が
批
評
で
あ
る
と
し
た
点
で
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
に
お
け
る
芸
術
批
評
は
主
知
的
な
立
場
に
立
つ
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。 
こ
の
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
第
一
巻
中
で
定
義
さ
れ
た
「P
o
w
er
」
と
は
、
制
作
に
か
け
ら
れ
た
「
体
力
」「
気
力
」（S
tren
g
th
）
お
よ
び
「
能
力
」（A
b
ility
）
の
意
味
で
あ
り
（
四
八
）
、
こ
の
部
類
に
算
入
さ
れ
る
も
の
に
は
、
単
な
る
体
力
か
ら
高
度
な
知
的
能
力
に
至
る
ま
で
、
無
限
の
段
階
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
四
九
）
。
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
「
体
力
」「
気
力
」「
能
力
」
の
意
味
で
の
「P
o
w
er
」
は
す
べ
て
知
性
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
五
〇
）
。 
一
方
、「Id
eas o
f P
o
w
er
」
章
末
尾
の
「
崇
高
な
る
も
の
に
つ
い
て
」
に
は
、
バ
ー
ク
理
論
か
ら
の
離
脱
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
バ
ー
ク
美
学
の
文
脈
に
お
け
る
崇
高
の
概
念
を
否
定
し
、「su
b
lim
e
」
の
語
を
新
た
に
「
事
柄
、
空
間
、
能
力
、
徳
性
、
美
し
さ
な
ど
、
全
て
の
も
の
の
偉
大
さ
が
感
性
に
及
ぼ
す
影
響
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を
別
の
言
葉
で
言
い
表
し
た
も
の
」（
五
一
）
と
定
義
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ス
キ
ン
が
用
い
る
「su
b
lim
e
」
の
語
は
、
事
物
の
質
や
、
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
「P
o
w
e
r
」
の
程
度
の
高
さ
を
表
す
も
の
で
あ
る
。 
一
方
、『
建
築
の
七
燈
』
に
お
け
る
「P
o
w
er
」
と
は
、
一
方
で
は
バ
ー
ク
美
学
に
則
っ
た
、
崇
高
な
る
も
の
の
「
正
体
不
明
の
威
風
」
を
暗
示
す
る
「
迫
力
」
の
意
味
と
も
と
れ
（
五
二
）
、
一
方
で
は
「
建
築
術
の
二
つ
の
知
的
能
力
」
の
存
在
を
明
示
す
る
た
め
の
「
能
力
」
の
意
味
で
も
解
釈
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
次
章
の
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
で
の
ラ
ス
キ
ン
は
、「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
主
旨
の
趣
旨
に
関
し
て
「
建
築
の
威
光
は
人
間
の
努
力
や
艱
難
〔
＝
「
気
力
」〕
に
対
す
る
共
感
に
帰
さ
れ
る
」（
五
三
）
と
語
っ
て
お
り
、『
七
燈
』
中
で
用
い
ら
れ
る
「P
o
w
e
r
」
の
語
は
多
義
を
き
わ
め
る
。 
 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
の
主
旨
に
沿
え
ば
、
こ
の
「P
o
w
e
r
」
の
語
は
第
一
義
的
に
は
「
二
つ
の
知
的
能
力
」（
五
四
）
の
一
方
で
あ
る
「
権
力
」
を
こ
そ
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
意
図
を
明
確
化
す
る
の
が
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
ひ
と
つ
に
採
択
さ
れ
た
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
語
で
あ
る
。『
七
燈
』
第
三
版
の
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
注
は
、
こ
の
点
を
明
示
す
る
。 
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
ま
ず
、「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
冒
頭
に
お
い
て
語
ら
れ
た
、
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
章
の
摘
要
を
否
定
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
箇
所
で
摘
要
さ
れ
た
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
の
内
容
は
自
身
の
意
図
の
一
部
の
み
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
初
版
執
筆
当
時
の
「lam
p
 o
f P
o
w
er
」
執
筆
の
主
意
か
ら
は
逸
れ
て
い
た
。
同
じ
注
に
語
ら
れ
る
通
り
、
そ
こ
で
第
三
版
の
ラ
ス
キ
ン
は
、「lam
p
 
o
f P
o
w
er
」
本
来
の
主
意
を
強
調
す
る
た
め
に
「
警
句
一
七
で
『
統
治
〔D
o
m
in
io
n
〕』
（
す
な
わ
ち
『
統
制
〔G
o
ve
rn
m
en
t
〕』）
を
持
ち
出
し
た
」（
五
五
）
の
だ
っ
た
。 
そ
う
し
て
、
続
け
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
過
去
の
表
紙
の
エ
ン
ボ
ス
に
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
が
あ
る
こ
と
が
自
身
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
、
と
語
っ
て
い
る
（
五
六
）
。 
 
こ
の
第
三
版
に
お
け
る
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
章
冒
頭
の
警
句
に
は
、「
建
築
の
二
つ
の
知
的
燈
：
敬
意
お
よ
び
統
御
」（
五
七
）
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
初
版
の
本
文
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
建
物
は
人
を
、
集
め
る
人
間
、
あ
る
い
は
統
治
す
る
人
間
と
し
て
示
す
。
そ
し
て
、
何
を
集
め
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
統
治
す
れ
ば
い
い
の
か
を
知
っ
て
お
く
の
が
彼
の
成
功
の
秘
訣
で
あ
る
」（
五
八
）
と
語
ら
れ
る
内
容
と
対
応
す
る
。
警
句
中
の
「
敬
意
」
と
は
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
集
め
る
」
行
為
の
前
提
と
な
る
、
自
然
な
い
し
は
所
与
の
素
材
に
対
す
る
敬
意
を
指
す
。 
一
方
、「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
の
主
題
は
こ
の
う
ち
の
「
統
治
」
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ
る
「P
o
w
er
」
と
は
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
語
義
に
含
ま
れ
る
「
権
力
」
の
意
味
で
あ
る
。 
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
と
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
の
対
に
通
例
解
釈
さ
れ
る
、
バ
ー
ク
文
脈
の
「
崇
高
な
る
も
の
」
と
「
美
な
る
も
の
」
の
対
は
、『
七
燈
』
の
全
体
構
想
の
中
で
は
副
次
的
な
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
述
の
通
り
、「L
am
p
 
o
f P
o
w
er
」
章
冒
頭
は
バ
ー
ク
の
美
学
理
論
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
同
章
二
節
冒
頭
に
は
、
こ
の
よ
う
な
二
類
型
か
ら
の
離
脱
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
（
五
九
）
。 
こ
の
論
点
の
ず
ら
し
を
詳
述
す
る
の
は
、
同
じ
二
節
冒
頭
の
草
稿
と
み
ら
れ
る
未
発
表
手
稿
の
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
バ
ー
ク
文
脈
の
「
崇
高
な
る
も
の
」
と
「
美
な
る
も
の
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
両
立
可
能
な
二
行
為
（
統
御
と
収
集
）
の
一
方
の
み
が
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
論
旨
が
、
具
体
的
に
語
ら
れ
る
（
六
〇
）
。 
 
先
述
の
通
り
、『
七
燈
』
第
三
版
の
箴
言
に
お
い
て
「
敬
意
お
よ
び
統
御
」
と
定
義
さ
れ
る
「
知
的
燈
」
に
つ
い
て
、
そ
の
一
方
で
あ
る
「
統
御
」
の
語
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
み
ら
れ
る
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
英
訳
の
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
も
う
一
方
の
「
敬
意
」
も
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
中
の
300 
 
一
燈
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
中
で
は
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」と
左
右
対
称
に
配
さ
れ
た「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
の
語
が
、
こ
の
「
敬
意
」
を
主
意
に
有
す
る
。 
先
述
の
未
発
表
手
稿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
敬
意
」
の
概
念
は
、
模
倣
的
選
択
の
前
提
と
し
て
の
「
自
然
の
造
形
に
対
す
る
敬
意
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
（
六
一
）
、
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
の
章
構
成
か
ら
は
、
こ
の
「
敬
意
」
は
自
然
の
造
形
の
選
択
の
み
に
関
わ
る
前
提
で
は
な
く
、
広
く
選
択
一
般
の
前
提
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
は
二
部
に
分
か
れ
た
章
と
し
て
『
七
燈
』
中
で
も
特
異
な
位
置
を
占
め
る
が
、
そ
の
第
一
部
で
扱
わ
れ
る
の
が
「
自
然
の
模
倣
的
選
択
」
の
問
題
で
あ
る
一
方
、
第
二
部
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
、
知
的
統
治
と
し
て
の
選
択
一
般
の
問
題
で
あ
る
。
先
述
の
注
で
は
ラ
ス
キ
ン
も
こ
の
点
を
明
言
し
て
い
る
。 
 
『
七
燈
』
初
版
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
が
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
に
お
い
て
主
題
と
し
て
考
究
し
た
の
は
、
美
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
敬
意
」（「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」）
の
概
念
に
立
脚
し
た
収
集
、
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
章
冒
頭
に
お
い
て
、
美
の
定
義
が
「『
美
し
い
』
と
異
論
な
く
認
め
ら
れ
そ
う
な
も
の
」（
六
二
）
と
簡
略
に
済
ま
せ
ら
れ
て
こ
と
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。 
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
い
て
も
、
ラ
ス
キ
ン
は
「
美
の
観
念
」
に
対
し
て
同
様
に
、「
あ
る
有
形
物
の
外
見
的
特
質
を
た
だ
熟
視
し
た
だ
け
で
、
直
接
は
っ
き
り
と
知
性
を
行
使
せ
ず
と
も
快
を
覚
え
る
場
合
に
、
私
は
そ
の
事
物
の
こ
と
を
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
、
い
く
ら
か
の
程
度
、
美
し
い
、
と
呼
称
す
る
」（
六
三
）
と
曖
昧
な
定
義
を
施
し
て
い
る
。 
し
か
し
こ
こ
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
続
け
て
、「
神
の
性
質
に
つ
い
て
あ
る
程
度
通
暁
し
て
い
る
我
々
に
な
ら
分
か
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
、
健
康
で
修
養
さ
れ
た
精
神
状
態
の
時
に
は
、
そ
の
神
の
性
質
を
例
証
す
る
も
の
か
ら
快
を
得
る
よ
う
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
六
四
）
と
語
っ
て
い
る
。 
こ
の
時
点
で
ラ
ス
キ
ン
が
表
象
し
て
い
た
美
と
は
、
鑑
賞
者
各
人
の
任
意
の
感
覚
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
造
物
主
と
し
て
の
神
が
想
定
さ
れ
た
、
神
の
性
質
の
顕
現
と
し
て
の
美
だ
っ
た
。 
こ
う
し
た
美
は
一
方
で
、「
適
切
性
、
妥
当
性
、
関
係
性
と
い
っ
た
純
知
的
な
も
の
を
鋭
敏
に
認
識
す
る
」（
六
五
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
究
極
的
に
は
知
性
に
よ
っ
て
反
省
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
も
さ
れ
た
が
、
こ
の
言
明
に
は
、
神
の
知
性
に
比
し
た
人
間
の
知
性
の
限
界
も
含
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
て
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
時
点
で
は
断
片
的
言
及
の
み
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
の
ラ
ス
キ
ン
の
美
論
は
、
同
五
巻
の
「
互
助
の
法
則
」
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
る
（
後
述
）。 
 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
け
る
こ
の
美
の
観
念
は
、『
七
燈
』
で
ラ
ス
キ
ン
が
と
っ
た
美
の
観
念
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
『
七
燈
』
未
発
表
手
稿
は
、「
敬
意
」
の
概
念
に
ま
つ
わ
り
こ
の
点
を
詳
述
す
る
。『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
い
て
は
、
芸
術
の
美
に
は
知
性
で
直
接
辿
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
の
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
築
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
り
、「
建
築
は
自
然
の
有
機
形
態
を
真
似
る
。
そ
れ
は
、
建
築
が
そ
れ
以
上
の
す
ぐ
れ
た
造
形
を
思
い
描
け
な
い
た
め
」（
六
六
）
で
あ
っ
た
。 
『
七
燈
』
本
文
に
お
い
て
「
建
築
設
計
の
な
か
の
麗
し
い
も
の
、
美
し
い
も
の
に
は
、
す
べ
て
手
本
に
自
然
の
造
形
が
あ
る
」（
六
七
）
と
さ
れ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
の
背
景
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、「
自
然
の
造
形
か
ら
考
え
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
人
間
の
知
性
に
由
来
す
る
配
置
解
決
や
統
御
に
よ
っ
て
意
味
を
得
た
建
物
は
、
人
間
の
精
神
的
能
力
の
表
現
と
な
る
」（
六
八
）
。 
す
な
わ
ち
、『
七
燈
』
第
三
版
の
箴
言
に
言
わ
れ
る
「
敬
意
」
の
背
景
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
自
然
観
に
基
づ
い
た
、
こ
の
よ
う
な
人
間
知
性
の
限
界
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、「
建
築
知
性
の
燈
」
と
し
て
の
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
は
、
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ラ
ス
キ
ン
が
理
想
と
看
做
す
「
美
」
そ
の
も
の
と
は
対
応
せ
ず
、
あ
く
ま
で
「（
模
倣
的
）
選
択
」
を
意
味
す
る
。 
一
方
、
ラ
ス
キ
ン
が
理
想
と
考
え
た
高
次
の
美
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
で
は
「
超
自
然
的
な
諸
力
に
対
す
る
自
覚
」
を
意
味
す
る
「R
E
L
IG
IO
」
の
語
に
含
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
「
美
」
の
主
題
を
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」
中
に
読
解
し
た
カ
ポ
ン
研
究
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
例
証
は
次
章
、「
互
助
の
法
則
」
の
読
解
を
通
じ
て
考
察
す
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、
『
七
燈
』
初
版
・
第
二
版
エ
ン
ボ
ス
に
み
ら
れ
る
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」（「
権
力
」）
お
よ
び
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」（「
敬
意
」）
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
お
よ
び
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
の
本
文
に
お
い
て
主
題
と
し
て
語
っ
た
「
統
御
」
と
「
収
集
、
選
択
」
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 
ま
た
、
こ
う
し
た
ラ
ス
キ
ン
の
解
説
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、「L
am
p
 o
f 
P
o
w
er
」
お
よ
び
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
の
主
意
が
、
と
も
に
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
定
義
さ
れ
た
「P
o
w
er
」（「
能
力
」）
の
高
等
概
念
、
す
な
わ
ち
「
高
度
な
知
的
能
力
」
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
な
お
、
そ
れ
は
特
に
「
権
力
」
を
前
提
と
し
た
能
力
で
あ
り
、
未
発
表
手
稿
に
は
「
前
者
〔
統
御
〕
は
し
ば
し
ば
後
者
〔
選
択
〕
を
含
み
、
後
者
よ
り
優
位
に
あ
る
」
（
六
九
）
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
、「
選
択
」
は
「
統
御
」
の
内
に
入
る
、
と
考
え
て
い
る
。 
『
七
燈
』
第
三
版
の
ラ
ス
キ
ン
は
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
別
の
候
補
に
同
じ
く
「
権
力
」
を
意
味
す
る
「P
O
T
E
S
T
A
S
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
明
は
、
未
発
表
手
稿
の
こ
の
論
旨
を
婉
曲
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
恐
ら
く
、「P
O
T
E
S
T
A
S
」
を
広
義
の
権
力
と
捉
え
、
一
方
、
「
集
め
ら
れ
た
も
の
の
統
御
」
と
い
う
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
意
味
で
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
語
を
採
択
し
た
。 
ま
た
、「P
O
T
E
S
T
A
S
」
は
「
能
力
」
一
般
を
も
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
は
曖
昧
な
語
の
選
択
を
退
け
た
、
と
す
る
理
解
も
同
時
に
妥
当
性
を
有
す
る
。「
二
つ
の
知
的
能
力
」
の
片
方
を
示
す
語
と
し
て
「
能
力
」
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
語
を
採
用
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。 
以
上
の
考
察
内
容
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
幾
何
学
的
配
置
の
中
に
も
忠
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
お
よ
び
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
は
こ
の
図
式
中
に
左
右
の
対
を
な
し
て
並
列
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
二
者
が
「
建
築
術
の
二
つ
の
知
的
能
力
」
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
（F
IG
.6
）。 
 同
定
②
：「R
E
L
IG
IO
」「F
ID
E
S
」「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」 
前
章
に
示
さ
れ
る
通
り
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
お
よ
び
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
で
表
現
さ
れ
強
調
さ
れ
た
の
は
、
建
築
設
計
の
知
的
側
面
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
章
内
で
用
い
ら
れ
る
多
義
的
な
「P
o
w
e
r
」
と
は
、
同
章
冒
頭
に
お
い
て
は
「
自
然
自
身
の
強
大
な
統
制
能
力
」（
七
〇
）
の
こ
と
も
指
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
高
等
な
建
築
設
計
と
は
、
こ
の
よ
う
な
力
に
共
鳴
で
き
る
主
体
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
、
と
さ
れ
た
（
七
一
）
。 
先
述
の
通
り
、
こ
の
よ
う
な
「
自
然
自
身
の
強
大
な
統
制
能
力
」
を
語
る
ラ
ス
キ
ン
が
想
定
し
て
い
た
自
然
と
は
、
神
の
被
造
物
と
し
て
の
宇
宙
全
体
で
あ
る
。
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
自
然
を
観
想
し
な
が
ら
、「
建
築
と
い
う
始
原
芸
術
の
中
に
は
、
神
の
最
も
巨
大
か
つ
最
も
精
緻
な
作
品
と
自
ら
と
の
交
渉
の
跡
を
残
す
余
地
が
あ
る
」（
七
二
）
と
語
っ
た
。 
一
方
、
ラ
ス
キ
ン
は
こ
の
と
き
同
時
に
、
自
身
が
理
想
と
す
る
「
創
作
力
」（
大
文
字
の
「In
ve
n
tio
n
」）
に
つ
い
て
短
く
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
こ
の
能
力
や
、
こ
の
能
力
を
議
論
す
る
際
に
関
係
す
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や
配
置
解
決
の
問
題
を
吟
味
す
る
に
は
、
全
芸
術
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 
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と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
「
難
解
な
話
題
」
の
詳
述
を
保
留
し
た
（
七
三
）
。 
な
お
、
こ
の
「
創
作
力
」
と
は
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
辞
書
に
お
け
る
主
意
で
も
あ
る
。 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
五
巻
中
、「
関
係
の
概
念
」
冒
頭
の
「
互
助
の
法
則
」
は
、
こ
の
「
自
然
の
強
大
な
統
制
能
力
」
お
よ
び
「
創
作
力
」
の
詳
述
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
論
で
は
、
真
の
創
作
は
、
神
が
行
使
す
る
そ
の
よ
う
な
統
制
能
力
を
宿
す
主
体
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
こ
の
論
旨
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
彼
の
独
自
の
「
生
命
」
観
念
で
あ
る
。
彼
は
、 
 
生
命
（L
ife
）
＝
互
助
性
（H
e
lp
fu
ln
ess
）（
七
四
） 
 と
す
る
定
式
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
が
創
造
し
た
自
然
は
有
機
、
無
機
の
別
な
く
全
て
「
生
命
」
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
が
表
象
す
る
「
森
羅
万
象
を
制
作
し
た
神
」（
七
五
）
と
は
、「
永
劫
に
亘
っ
て
万
物
に
お
け
る
生
命
の
法
則
」（
七
六
）
で
あ
る
統
御
と
協
働
を
駆
使
す
る
、「
本
質
的
に
、
か
つ
永
久
に
『
互
助
的
な
者
』
〔H
elp
fu
l O
n
e
〕」（
七
七
）
で
あ
る
。 
こ
の
定
式
に
則
れ
ば
、
章
題
の
「
互
助
の
法
則
」
と
は
、「
生
命
の
法
則
」
と
同
義
の
も
の
で
あ
る
。 
「
互
助
の
法
則
」
の
主
題
は
、
人
間
が
行
う
「
真
の
創
作
」（
七
八
）
の
前
提
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
生
命
の
創
出
に
関
わ
る
諸
力
に
対
す
る
認
識
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、「
究
極
的
に
は
、
宇
宙
お
よ
び
そ
の
創
造
主
の
法
を
知
り
、
行
い
の
中
で
そ
れ
を
守
る
人
に
よ
る
も
の
こ
そ
が
真
の
行
い
」（
七
九
）
な
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
こ
の
「
認
識
」
と
「
行
為
」
を
論
理
的
に
接
続
す
る
上
で
ラ
ス
キ
ン
が
援
用
し
た
の
が
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
も
採
用
さ
れ
た
「F
ID
E
S
」
の
語
の
解
釈
だ
っ
た
。 こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
、「
神
の
認
識
」
と
い
う
微
妙
な
話
題
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
用
語
法
に
ひ
と
つ
重
要
な
変
更
を
加
え
て
い
る
。『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
お
い
て
は
「
事
実
陳
述
の
忠
実
さ
」（
八
〇
）
と
し
て
定
義
さ
れ
た
「T
ru
th
」
お
よ
び
「tru
e
」
の
語
で
あ
っ
た
が
、「
互
助
の
法
則
」
の
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
語
を
「
信
を
お
く
べ
き
も
の
」（
八
一
）
と
い
う
意
味
に
限
っ
て
用
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。 
ラ
ス
キ
ン
が
採
用
し
た
「T
ru
th
」
お
よ
び
「tru
e
」
の
新
た
な
語
義
は
、「F
ID
E
S
」
の
辞
書
的
な
意
味
（「
信
を
お
く
べ
き
も
の
」）
と
一
致
す
る
。 
そ
し
て
こ
の
「
信
を
お
く
べ
き
も
の
」
に
対
す
る
認
識
を
、
ラ
ス
キ
ン
は
「T
ru
st
」
と
呼
ん
だ
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「T
ru
st
」
の
最
高
の
も
の
は
、
宇
宙
の
法
に
対
す
る
最
も
高
度
な
認
識
、
す
な
わ
ち
、
宇
宙
を
司
る
「
統
御
霊
〔R
u
lin
g
 S
p
irit
〕
に
関
す
る
認
識
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
八
二
）
。
こ
こ
で
「T
ru
th
」
の
語
が
特
に
「
信
を
お
く
べ
き
も
の
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
「
統
御
霊
に
関
す
る
認
識
」
が
知
的
、
科
学
的
に
確
証
し
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
認
識
内
容
が
事
物
の
未
来
に
関
わ
る
も
の
（
八
三
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。 
 ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
「O
b
ed
ien
ce
」
の
主
意
は
、
物
理
法
則
な
ど
の
「
恒
久
的
か
つ
強
制
的
な
法
」（
八
四
）
へ
の
恭
順
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
高
次
の
「O
b
ed
ien
ce
」
は
、
一
方
で
、
未
来
に
働
き
か
け
る
「
行
為
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
古
代
の
人
々
は
、
神
が
「
発
し
た
命
令
に
、
納
得
し
た
上
で
自
発
的
に
屈
し
従
」
っ
た
（
八
五
）
。
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
ギ
シ
ャ
語
の
「
ピ
ス
テ
ィ
ス
〔π
ί
σ
τ
ι
ς
〕」
と
同
義
の
も
の
と
し
て
、
最
高
次
の
「
恭
順
」（「O
b
ed
ien
ce
」）
を
定
義
し
た
（
八
六
）
。 
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
神
に
対
す
る
恭
順
の
心
性
こ
そ
が
、
古
代
人
た
ち
を
行
動
に
駆
り
立
て
る
原
動
力
で
あ
る
、
と
語
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
彼
ら
は
、
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こ
の
『T
ru
st
』
の
み
を
以
て
、
信
条
の
示
す
こ
と
を
自
信
を
も
っ
て
行
っ
た
、
あ
る
い
は
、
そ
の
信
条
を
以
て
し
て
こ
そ
そ
れ
が
で
き
た
．
．
．
」（
八
七
）
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ス
キ
ン
の
言
明
に
よ
っ
て
、「
認
識
」
と
「
行
為
」
は
不
可
分
の
関
係
と
な
る
。 
そ
し
て
こ
の
論
旨
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
辞
書
的
な
意
味
で
は
「
信
を
お
く
べ
き
も
の
」
の
み
を
意
味
す
る
「F
ID
E
S
」
に
対
し
、
ラ
ス
キ
ン
は
さ
ら
に
「
行
為
」
の
意
味
を
付
与
し
、「
こ
の
『
信
条
』
を
ラ
テ
ン
人
た
ち
は
『
行
為
』〔d
o
in
g
〕、
つ
ま
り
『fid
es
』
と
呼
び
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
『fo
i
』〔「
信
仰
」〕
と
な
り
英
語
の
『faith
』〔「
信
仰
」〕
と
な
っ
た
」（
八
八
）
と
述
べ
る
。 
こ
の
解
釈
は
ラ
ス
キ
ン
の
独
創
で
あ
る
。
後
段
の
ラ
ス
キ
ン
は
こ
の
「F
ID
E
S
」
の
語
に
つ
い
て
、「『fio
』〔「
な
る
、
な
さ
れ
る
」〕、『co
n
fid
o
』〔「
信
用
す
る
、
頼
り
に
す
る
」〕
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、『cred
o
』〔「
信
じ
る
」
の
一
人
称
〕
の
遠
縁
で
あ
る
」（
八
九
）
と
語
り
、
特
に
「fio
」
と
の
類
推
か
ら
「F
ID
E
S
」
と
「
行
為
」
を
同
一
視
し
た
。
し
か
し
当
時
こ
れ
を
支
持
す
る
学
説
は
な
く
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
に
よ
る
注
も
こ
の
解
釈
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
九
〇
）
。 
た
だ
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
ラ
ス
キ
ン
の
説
の
真
偽
で
は
な
く
、
こ
の
「F
ID
E
S
」
の
語
に
ラ
ス
キ
ン
が
い
か
な
る
着
想
を
抱
い
て
い
た
か
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
の
創
作
論
に
と
っ
て
、
本
来
、
信
仰
（
神
に
対
す
る
認
識
、
知
識
）
と
行
為
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
そ
の
両
義
を
示
し
、
こ
の
両
者
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
「F
ID
E
S
」
の
語
を
表
象
し
て
い
た
。 
 
こ
こ
ま
で
の
「
互
助
の
法
則
」
の
論
旨
は
、「『
生
命
＝
互
助
性
』
で
あ
る
こ
と
」
お
よ
び
、「
神
の
法
則
に
対
す
る
認
識
と
実
践
と
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
」
の
二
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
宇
宙
の
創
造
主
が
有
す
る
生
命
原
理
に
対
す
る
認
識
と
、
そ
の
応
用
を
兼
ね
備
え
た
創
作
行
為
こ
そ
が
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
真
の
芸
術
創
造
で
あ
り
、『
七
燈
』
に
お
い
て
保
留
と
さ
れ
て
い
た
創
作
概
念
の
全
体
像
で
あ
る
。 
す
な
わ
ち
、「〔
創
造
者
の
〕
作
業
と
は
本
質
的
に
、
構
想
力
に
よ
っ
て
素
材
を
収
集
お
よ
び
配
置
解
決
し
、
そ
こ
へ
最
終
的
に
生
命
の
調
和
す
な
わ
ち
互
助
性
と
、
生
命
の
情
動
す
な
わ
ち
感
動
を
も
た
ら
す
こ
と
」（
九
一
）
で
あ
っ
た
。 
な
お
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
創
造
は
、
そ
の
核
心
を
造
形
で
は
な
く
、
神
の
性
質
の
発
見
に
も
つ
（
九
二
）
。
そ
れ
は
こ
の
行
為
の
前
提
に
「
情
動
的
な
探
究
、
す
な
わ
ち
情
動
的
な
発
見
を
主
目
的
と
す
る
、
エ
ロ
ス
」（
九
三
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
よ
る
。
そ
う
し
て
、
理
性
的
な
認
識
が
こ
の
よ
う
な
情
動
的
認
識
欲
と
和
合
し
た
と
き
、
ラ
ス
キ
ン
が
特
に
「
聖
な
る
『
創
作
』
」
（
「sacred
 
IN
V
E
N
T
IO
N
」）（
九
四
）
と
呼
ぶ
芸
術
創
造
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
ラ
ス
キ
ン
の
語
る
「
ア
ポ
ロ
と
ミ
ュ
ー
ズ
達
の
調
和
」（
九
五
）
で
あ
っ
た
。 
 
「
互
助
の
法
則
」
の
創
作
論
は
、『
七
燈
』
序
論
に
お
い
て
「
信
、
真
、
順
の
神
聖
原
理
」（
九
六
）
と
し
て
言
及
さ
れ
た
建
築
の
創
作
原
理
の
三
概
念
を
、
過
不
足
な
く
論
理
的
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
記
述
内
容
は
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
と
も
有
意
な
符
合
を
み
せ
る
（F
IG
.7
）。 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
中
、「R
E
L
IG
IO
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、「
誠
実
」
を
主
意
と
し
、「
超
自
然
的
な
力
が
存
在
す
る
こ
と
の
知
覚
」（
九
七
）
を
全
て
の
含
意
の
基
礎
と
す
る
こ
の
語
は
、「
互
助
の
法
則
」
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
強
く
主
張
さ
れ
た
神
、
す
な
わ
ち
被
創
造
物
の
創
作
を
司
る
、
超
越
的
存
在
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
存
在
の
適
切
な
位
置
と
し
て
、「R
E
L
IG
IO
」
は
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
図
式
中
の
最
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
。 
な
お
、
こ
の
語
は
先
述
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
超
自
然
的
な
も
の
か
ら
の
制
約
を
受
け
て
い
る
感
覚
」
や
「
宗
教
的
な
恐
れ
、
畏
敬
」
な
ど
も
意
味
す
る
多
義
的
な
語
で
あ
る
が
、（
九
八
）
「
互
助
の
法
則
」
の
記
述
は
こ
れ
ら
の
語
義
も
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
う
ち
、
前
者
の
観
念
は
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
に
も
含
ま
れ
て
い
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る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
宗
教
的
な
恐
れ
、
畏
敬
」
の
意
味
は
『
七
燈
』
の
構
想
段
階
に
お
い
て
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
の
主
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
（
九
九
）
、
先
述
の
通
り
、
同
章
本
文
内
に
も
示
さ
れ
る
。 
ま
た
ラ
ス
キ
ン
の
自
然
観
に
よ
れ
ば
、
被
造
物
の
美
（「B
eau
ty
」）
と
は
、
観
察
対
象
の
内
に
感
じ
ら
れ
、
究
極
的
に
は
知
的
に
も
把
握
さ
れ
う
る
、
神
の
性
質
の
顕
現
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
お
よ
び
『
七
燈
』
の
他
の
本
文
で
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
考
え
る
美
の
理
想
は
直
接
的
に
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
美
の
概
念
は
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
一
巻
に
既
に
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
後
年
の
「
互
助
の
法
則
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
た
。 
そ
し
て
こ
れ
ら
に
言
明
さ
れ
た
ラ
ス
キ
ン
の
美
観
お
よ
び
世
界
認
識
と
対
照
さ
せ
る
と
、
こ
の
美
は
本
来
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
図
式
中
で
は
、
造
物
主
と
し
て
の
神
（「R
E
L
IG
IO
」）
に
従
属
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 
一
方
「F
ID
E
S
」
は
、「
神
に
対
す
る
認
識
、
知
識
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
「R
E
L
IG
IO
」
直
下
に
置
か
れ
「R
E
L
IG
IO
」
と
の
含
意
の
重
な
り
を
み
せ
る
一
方
、
ラ
ス
キ
ン
独
自
の
解
釈
に
よ
っ
て
「
創
作
行
為
」
そ
の
も
の
も
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。 
ヒ
ギ
ン
ズ
も
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
語
の
配
置
は
図
式
全
体
の
中
心
に
も
あ
た
る
が
、
こ
の
配
置
の
主
意
は
、
図
式
全
体
の
純
精
神
的
価
値
と
物
質
的
価
値
の
結
節
点
を
定
め
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
が
逐
語
的
に
意
味
す
る
の
は
、
英
語
の
「O
b
ed
ien
ce
」
と
同
義
の
「
恭
順
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
互
助
の
法
則
」
の
記
述
か
ら
、
こ
の
「
恭
順
」
が
特
に
、
神
が
定
め
た
現
実
的
制
約
条
件
に
対
す
る
服
従
の
態
度
を
意
味
す
る
こ
と
が
分
か
る
。 
な
お
、
こ
の
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
は
「F
ID
E
S
」
以
下
、
図
式
下
方
の
左
側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位
置
は
「
信
、
真
、
順
の
神
聖
原
理
」
の
「
順
」
を
示
す
も
の
と
し
て
は
奇
異
で
あ
る
が
、
そ
の
配
置
上
の
意
図
に
つ
い
て
は
後
章
に
お
い
て
考
察
に
す
る
。 
 同
定
③
：「S
P
IR
IT
V
S
」 
『
大
気
の
女
王
』
で
主
題
と
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
女
神
ア
テ
ナ
と
は
、『
大
地
の
エ
チ
カ
』
に
も
言
及
さ
れ
る
、
世
界
の
造
形
を
司
る
神
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
ネ
イ
ト
で
あ
り
、（
中
略
）
ラ
テ
ン
人
た
ち
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
で
も
あ
り
、
物
質
的
な
面
で
は
大
気
の
女
王
と
し
て
、
静
け
さ
と
い
う
恩
恵
と
嵐
と
い
う
懲
罰
の
双
方
を
司
る
最
高
権
力
を
有
し
」
た
（
一
〇
〇
）
。 
し
か
し
こ
の
女
神
は
、
こ
の
よ
う
な
物
理
的
側
面
を
司
る
と
同
時
に
、「
精
神
的
な
面
で
は
、（
中
略
）
人
間
の
気
息
の
女
王
で
す
。
つ
ま
り
彼
女
は
、
ま
ず
、
人
間
の
血
に
と
っ
て
の
生
命
と
な
り
、
戦
時
の
人
間
の
腕
に
と
っ
て
の
力
と
な
る
、
肉
体
的
呼
吸
の
女
王
で
す
。
そ
し
て
次
に
彼
女
は
、
精
神
的
呼
吸
、
す
な
わ
ち
、
心
の
健
康
と
不
断
の
智
で
あ
る
、
霊
感
〔in
sp
iratio
n
〕
の
女
王
で
す
」（
一
〇
一
）
。 
そ
う
し
て
、
ア
テ
ナ
が
形
而
上
・
形
而
下
に
も
つ
こ
の
よ
う
な
権
能
同
士
の
関
係
を
詳
述
す
る
た
め
に
『
大
気
の
女
王
』
中
で
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、
か
つ
て
『
七
燈
』
エ
ン
ボ
ス
最
下
に
掲
げ
ら
れ
た
「S
P
R
IT
V
S
」
の
語
だ
っ
た
。
こ
の
「
大
気
の
女
王
」
ア
テ
ナ
と
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
多
様
な
意
味
を
孕
ま
せ
語
っ
た
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
女
神
な
の
で
あ
る
。 
 
『
大
気
の
女
王
』
中
、「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
の
含
意
に
話
題
が
及
ぶ
の
は
、
第
二
章
「
大
地
の
中
の
ア
テ
ナ
」
冒
頭
で
あ
る
。 
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
が
特
に
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
を
取
り
上
げ
語
っ
た
の
は
、
こ
の
語
を
語
源
と
す
る
「S
p
irit
」
の
語
が
、
人
口
に
膾
炙
す
る
な
か
で
「
最
も
疑
わ
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
」
で
あ
る
た
め
だ
っ
た
（
一
〇
二
）
。『
ご
ま
と
ゆ
り
』
の
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、「
君
た
ち
の
言
語
の
単
語
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
皆
、
最
初
は
（
中
略
）
他
の
言
語
」（
一
〇
三
）
で
あ
る
が
、
現
用
の
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
単
語
の
語
源
に
遡
っ
た
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意
味
は
無
視
さ
れ
る
。 
し
か
し
一
方
で
は
、
こ
う
し
た
語
源
の
「
深
い
本
質
的
な
意
味
は
今
も
保
た
れ
て
」
お
り
、「
今
日
で
も
な
お
、
す
ぐ
れ
た
文
学
者
は
そ
う
し
た
本
質
的
な
意
味
を
感
じ
と
っ
て
い
る
」（
一
〇
四
）
の
だ
っ
た
。 
そ
う
し
て
、
英
語
の
「sp
irit
」
を
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
原
義
に
遡
っ
て
捉
え
な
お
し
、「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
考
え
る
、
生
命
を
与
え
る
ア
テ
ナ
の
力
や
、（
中
略
）
そ
の
力
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
大
気
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
か
」（
一
〇
五
）
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
自
身
の
生
命
哲
学
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
担
っ
た
。
「
ギ
リ
シ
ャ
語
の
『
呼
吸
〔b
reath
in
g
〕』
を
ラ
テ
ン
語
英
語
の
『
魂
〔sp
irit
〕』
の
語
に
翻
訳
す
る
さ
い
の
我
々
の
思
考
を
究
明
」（
一
〇
六
）
す
る
こ
と
で
、
形
而
下
の
生
命
の
表
徴
（
呼
吸
）
と
形
而
上
の
生
命
そ
の
も
の
（
魂
）
は
論
理
的
に
接
続
す
る
の
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、「sp
irit
」（
＝S
P
IR
IT
V
S
）
な
る
語
は
ま
ず
「
ラ
テ
ン
語
で
は
呼
吸
程
度
の
こ
と
し
か
意
味
し
な
い
」（
一
〇
七
）
。
こ
れ
は
『
ご
ま
と
ゆ
り
』
に
も
指
摘
さ
れ
る
点
で
あ
り
（
一
〇
八
）
、「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
に
対
す
る
ラ
ス
キ
ン
の
基
本
的
理
解
を
示
し
、
辞
書
的
な
語
義
と
も
一
致
す
る
。 
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、『
大
気
の
女
王
』
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
が
そ
の
よ
う
な
単
純
な
「
呼
吸
」
に
二
種
を
想
定
し
、
英
語
の
「sp
irit
」
に
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
プ
シ
ュ
ケ
ー
〔p
sych
e
〕」
の
概
念
を
重
層
し
て
い
る
点
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
英
語
で
「g
h
o
st
」
と
訳
さ
れ
る
の
は
風
や
息
を
表
す
「
ニ
ュ
ー
マ
」〔p
n
eu
m
a
〕
で
あ
る
が
、
そ
の
関
連
語
の
「
プ
シ
ュ
ケ
ー
」
に
は
よ
り
微
妙
な
含
意
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
は
聖
パ
ウ
ロ
の
用
語
法
に
言
及
し
、「
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
な
身
体
」
と
「
サ
イ
キ
ッ
ク
な
身
体
」
の
感
覚
の
違
い
を
曖
昧
に
指
摘
し
た
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
者
の
感
覚
の
相
違
こ
そ
が
、
単
な
る
物
質
的
な
身
体
と
精
神
的
な
内
容
を
孕
む
身
体
、
肉
体
の
呼
吸
と
精
神
の
呼
吸
の
相
違
な
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
ギ
リ
シ
ャ
語
で
も
英
語
で
も
、
サ
ク
ソ
ン
語
で
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
も
、
人
間
の
話
す
言
葉
の
あ
る
と
こ
ろ
、『
人
間
の
魂
〔sp
irit
〕』
と
は
本
来
そ
の
人
の
情
動
〔p
assio
n
〕
と
善
性
〔virtu
e
〕
の
こ
と
を
意
味
す
る
」（
一
〇
九
）
の
で
あ
る
。 
人
間
お
よ
び
被
造
物
す
べ
て
の
こ
の
よ
う
な
精
神
的
な
魂
を
司
り
、
諸
物
に
精
神
の
呼
吸
を
与
え
る
の
が
ア
テ
ナ
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
こ
の
ア
テ
ナ
が
「
内
な
る
生
命
の
燈
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
、
万
物
を
「
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
な
実
体
」
以
上
の
「
サ
イ
キ
ッ
ク
な
実
体
」
と
す
る
性
状
の
た
め
だ
っ
た
。 
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
サ
イ
キ
ッ
ク
な
実
体
が
宿
す
こ
の
「
魂
」
は
、「
冷
た
い
も
の
や
死
の
苦
し
み
に
一
貫
し
て
抗
う
志
操
」（
一
一
〇
）
を
有
し
な
が
ら
、
常
に
能
動
的
に
生
を
生
成
す
る
、
と
語
っ
た
。 
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
第
一
章
「
天
空
の
中
の
ア
テ
ナ
」
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
物
質
的
な
振
動
、
す
な
わ
ち
科
学
に
解
明
さ
れ
る
「
熱
と
運
動
」
は
「
魂
」
で
は
な
く
、
ま
た
、
生
命
を
生
じ
さ
せ
る
本
質
的
な
力
で
は
な
い
、
と
い
う
点
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
れ
だ
け
で
は
魂
と
は
な
ら
ず
（
す
な
わ
ち
、
最
善
で
も
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
な
も
の
に
止
ま
る
）、
大
気
（
ア
テ
ナ
）
お
よ
び
太
陽
熱
（
ア
ポ
ロ
）
の
影
響
下
に
置
か
れ
た
と
き
に
こ
そ
、「
あ
る
限
ら
れ
た
物
質
に
対
し
、
（
中
略
）
適
切
な
要
素
を
選
択
的
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
集
め
ら
れ
た
要
素
を
自
ら
選
び
と
っ
た
造
形
に
束
ね
る
力
を
与
え
る
」
作
用
を
持
っ
た
「『
魂
』、
す
な
わ
ち
『
呼
吸
』」
と
な
り
う
る
の
で
あ
っ
た
（
一
一
一
）
。 
そ
し
て
ア
テ
ナ
（「『
造
形
』
と
『
決
定
』
を
司
る
力
―
『
創
造
』
と
『
意
志
』
を
司
る
『
霊
』」（
一
一
二
）
は
、「
事
物
に
造
形
を
与
え
る
力
」
と
「
事
物
に
感
情
を
与
え
る
力
」
の
二
種
（
一
一
三
）
を
象
徴
す
る
神
と
し
て
、
こ
の
二
者
の
綜
合
に
よ
っ
て
地
上
に
生
命
を
現
出
さ
せ
る
。 
『
大
気
の
女
王
』
第
二
章
「
大
地
の
ア
テ
ナ
」
は
、
ラ
テ
ン
語
題
に
お
い
て
「A
T
H
E
N
A
 K
E
R
A
M
IT
IS
」
す
な
わ
ち
「
窯
元
と
し
て
の
ア
テ
ナ
」（
一
一
四
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
章
題
の
意
味
す
る
も
の
は
、
ア
テ
ナ
が
大
気
を
介
し
大
地
に
与
え
る
、
そ
の
よ
う
な
包
括
的
な
造
形
力
で
あ
る
。 
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そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
ア
テ
ナ
が
有
す
る
こ
の
よ
う
な
生
命
原
理
を
「
天
の
呼
吸
」
（
一
一
五
）
と
呼
び
、
事
物
の
「
肉
体
的
呼
吸
」「
精
神
的
呼
吸
」
を
含
め
、
三
種
類
の
「
呼
吸
」
を
ア
テ
ナ
に
付
託
し
た
。
ア
テ
ナ
の
力
に
よ
っ
て
世
界
に
造
形
さ
れ
る
万
物
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
神
の
似
姿
と
し
て
、「
呼
吸
」、「
生
命
」、「
魂
」
な
ど
、
重
層
的
な
意
味
を
孕
ん
だ
「S
P
IR
IT
V
S
」
を
有
す
る
。 
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
こ
こ
で
は
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
、
こ
の
ア
テ
ナ
の
造
形
原
理
の
一
端
が
、
人
間
の
魂
に
も
宿
っ
て
い
る
、
と
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、「『
魂
〔
気
息
〕
か
ら
生
ま
れ
た
〔b
o
rn
 o
f th
e sp
irit
〕』
と
い
う
文
言
は
二
重
の
意
味
を
孕
み
、
一
方
で
は
「
天
の
呼
吸
を
肉
体
の
内
に
有
す
る
こ
と
」
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
「
天
の
呼
吸
を
心
の
内
に
有
す
る
こ
と
」
で
も
あ
っ
た
（
一
一
六
）
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、「
互
助
の
法
則
」
で
主
題
と
さ
れ
た
、
造
物
主
で
あ
る
神
の
性
質
を
自
身
の
内
に
宿
す
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。 
 
「
互
助
の
法
則
」
に
お
い
て
は
人
間
に
よ
る
創
作
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
一
方
、『
大
気
の
女
王
』
は
同
じ
創
作
の
観
念
が
、
古
代
の
神
に
付
託
さ
れ
た
諸
性
質
か
ら
解
き
明
か
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
大
気
の
女
王
』
に
語
ら
れ
る
生
命
観
お
よ
び
創
作
観
は
、「
互
助
の
法
則
」
に
語
ら
れ
る
創
作
論
の
、
神
話
学
か
ら
の
補
遺
と
し
て
の
内
容
を
有
し
て
い
る
。 
こ
の
両
著
作
で
目
的
と
さ
れ
た
の
は
い
ず
れ
も
「
生
命
の
創
出
」
過
程
の
解
明
で
あ
り
、「
互
助
の
法
則
」
で
は
、
超
越
的
な
生
命
原
理
を
我
が
も
の
と
し
て
宿
し
た
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
創
作
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
生
命
が
生
ま
れ
得
る
と
さ
れ
た
。 「
精
神
」
や
「
精
霊
」
な
ど
の
無
形
の
存
在
を
連
想
さ
せ
る
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
に
対
し
、
ラ
ス
キ
ン
は
主
意
と
し
て
、
物
質
的
な
現
象
と
し
て
の
「
呼
吸
」
の
意
味
を
充
て
た
。
こ
れ
は
『
大
気
の
女
王
』
お
よ
び
『
ご
ま
と
ゆ
り
』
に
語
ら
れ
る
「S
P
R
IT
V
S
」
の
語
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
配
置
と
も
よ
く
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
中
、「S
P
R
IT
V
S
」
は
最
下
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
見
奇
妙
な
配
置
は
、
神
、
あ
る
い
は
芸
術
制
作
者
に
よ
っ
て
示
現
さ
せ
ら
れ
た
、
生
命
を
有
し
た
（
生
命
の
表
徴
と
し
て
「
呼
吸
す
る
」）
実
体
を
表
す
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 
一
方
、
こ
の
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
語
は
同
時
に
、
そ
う
し
た
実
体
を
存
在
さ
し
め
る
霊
的
な
力
（「
天
の
呼
吸
」）
も
意
味
す
る
。 
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
中
、「R
E
L
IG
IO
」「F
ID
E
S
」「S
P
IR
IT
V
S
」
は
中
央
の
左
右
対
称
軸
上
に
こ
の
順
に
上
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
者
が
こ
の
中
央
軸
上
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
建
築
作
品
の
顕
現
に
至
る
過
程
が
簡
潔
に
表
わ
さ
れ
る
（F
IG
.8
）。 
す
な
わ
ち
、
こ
の
図
式
最
上
に
、
世
界
を
統
べ
る
者
と
し
て
の
超
自
然
的
な
力
（「R
E
L
IG
IO
」）
が
座
を
占
め
、
神
へ
の
認
識
と
、
そ
の
認
識
の
応
用
の
両
義
を
も
つ
「F
ID
E
S
」
が
そ
の
直
下
に
配
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
先
述
の
通
り
、
そ
う
し
た
応
用
の
結
果
と
し
て
の
「
天
の
呼
吸
（「S
P
R
IT
V
S
」）
を
有
し
た
」
建
築
作
品
が
、
も
っ
と
も
物
質
的
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
軸
上
の
最
下
に
位
置
す
る
。 
こ
の
配
置
は
「
互
助
の
法
則
」
に
語
ら
れ
た
「
聖
な
る
創
作
」
概
念
を
示
す
も
の
と
し
て
、
明
確
な
天
地
軸
を
形
成
し
て
い
る
。 
図
式
上
方
に
掲
げ
ら
れ
た
、「
神
的
な
智
」（「R
E
L
IG
IO
」）、「
建
築
の
二
つ
の
知
的
燈
」（「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」）、「
神
の
認
識
」（「F
ID
E
S
」）
は
、
す
べ
て
無
形
の
、
純
形
而
上
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
創
作
行
為
」
を
意
味
す
る
「F
ID
E
S
」
以
下
に
は
、
よ
り
物
質
的
、
物
理
的
な
性
質
を
も
つ
各
燈
が
配
置
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
図
式
は
、「F
ID
E
S
」
上
方
に
行
く
に
従
い
精
神
性
を
増
し
、
下
方
に
行
く
に
従
い
物
質
性
を
増
す
。 
 同
定
④
：「M
E
M
O
R
IA
」
の
含
意 
以
上
、
一
次
資
料
と
『
七
燈
』
と
の
直
接
的
、
間
接
的
参
照
関
係
を
分
析
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
し
て
設
定
足
さ
れ
た
う
ち
の
「R
E
L
IG
IO
」
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
「F
ID
E
S
」
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
「S
P
IR
IT
V
S
」
の
六
燈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
意
を
遡
及
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
一
方
、「M
E
M
O
R
IA
」
の
一
燈
に
対
し
て
は
、
ラ
ス
キ
ン
自
身
に
よ
る
言
及
が
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
語
が
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
構
成
に
占
め
る
論
理
的
な
位
置
を
遡
及
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。 
た
だ
し
、
辞
書
的
な
意
味
に
お
い
て
「
記
憶
」「
思
い
出
す
能
力
」「
記
念
物
」「
思
い
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
等
を
表
し
、
英
語
の
「M
em
o
ry
」
と
同
様
の
内
容
を
有
す
る
こ
の
語
に
対
し
て
は
、「L
am
p
 o
f M
em
o
ry
」
と
合
同
の
も
の
と
看
做
す
の
が
自
然
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
の
文
筆
中
に
お
い
て
、
こ
の
「M
E
M
O
R
IA
」
の
含
意
を
示
唆
す
る
唯
一
の
言
及
は
、『
大
気
の
女
王
』
第
三
章
「
心
の
中
の
ア
テ
ナ
」
冒
頭
の
記
述
で
あ
る
。 
先
述
の
通
り
ア
テ
ナ
の
形
而
上
、
形
而
下
に
お
け
る
権
能
を
考
察
し
た
ラ
ス
キ
ン
は
、
こ
の
第
三
章
に
お
い
て
、
合
理
性
を
司
る
ア
テ
ナ
の
智
に
対
し
、
創
造
を
司
る
ミ
ュ
ー
ズ
の
智
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、「
互
助
の
法
則
」
に
語
ら
れ
た
「
理
性
的
な
も
の
と
情
動
的
な
も
の
の
調
和
」、「
ア
ポ
ロ
と
ミ
ュ
ー
ズ
達
の
調
和
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
合
理
性
を
ア
テ
ナ
に
付
託
し
繰
り
返
し
た
。 
ラ
ス
キ
ン
の
こ
こ
で
の
言
及
に
従
え
ば
、「
ミ
ュ
ー
ズ
達
は
彼
女
た
ち
の
王
〔
ゼ
ウ
ス
〕
と
と
も
に
、
瞑
想
的
、
史
的
、
詩
的
芸
術
を
司
り
」、
こ
れ
ら
の
芸
術
の
目
的
は
「
光
す
な
わ
ち
真
理
の
発
見
で
あ
り
、
美
の
創
造
」
で
あ
る
（
一
一
七
）
。
一
方
、
そ
れ
ま
で
の
ア
テ
ナ
観
と
若
干
の
矛
盾
を
み
せ
な
が
ら
（
一
一
八
）
、
ラ
ス
キ
ン
は
続
け
て
ア
テ
ナ
の
こ
と
を
、「
人
の
造
詣
を
深
く
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
を
堅
実
か
つ
明
晰
に
す
る
」
神
と
し
て
、「
作
品
を
美
し
く
さ
せ
る
方
法
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
正
し
く
さ
せ
る
方
法
を
教
え
る
」
も
の
と
看
做
し
た
（
一
一
九
）
。 
こ
こ
で
真
理
の
発
見
（「
情
動
的
な
探
索
」、「
エ
ロ
ス
ラ
ブ
」）
を
美
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
論
旨
は
、「
互
助
の
法
則
」
に
語
ら
れ
た
「
聖
な
る
創
作
」
概
念
と
も
一
致
す
る
。 
一
方
、『
七
燈
』
の
「L
am
p
 o
f M
em
o
ry
」
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
は
、「
人
間
の
忘
れ
易
さ
を
克
服
す
る
た
め
の
強
力
な
手
段
と
し
て
は
、
詩
と
建
築
と
が
あ
る
の
み
で
あ
る
」（
一
二
〇
）
と
語
り
、
史
的
芸
術
と
し
て
の
建
築
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
ら
は
、
人
間
の
過
去
の
営
為
を
留
め
置
く
も
の
と
し
て
、「
絶
え
ず
更
新
を
繰
り
返
す
不
朽
の
世
界
を
蘇
生
段
階
で
輝
か
せ
る
」（
一
二
一
）
。
そ
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
、
「
作
り
手
が
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
各
人
の
人
生
を
通
し
て
そ
の
人
間
の
手
が
触
れ
た
も
の
や
、
彼
の
腕
が
作
り
上
げ
た
こ
と
、
彼
の
眼
が
捉
え
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
」（
一
二
二
）
と
い
う
点
で
、
詩
に
対
す
る
建
築
の
優
位
性
を
説
い
た
。 た
だ
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
考
え
る
広
義
の
「
詩
」
と
は
「
構
想
力
に
助
け
ら
れ
た
組
立
行
為
」（
一
二
三
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
「
後
者
に
は
あ
る
意
味
で
の
前
者
が
含
ま
れ
て
い
る
」（
一
二
四
）
と
し
て
い
る
。 
ラ
ス
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
詩
的
か
つ
史
的
な
芸
術
の
存
在
は
、
自
然
自
身
の
美
と
相
補
的
な
、
自
然
界
を
照
ら
す
も
う
一
つ
の
「
光
」
で
あ
っ
た
（
一
二
五
）
。 
 
 こ
の
『
七
燈
』
中
の
記
述
を
踏
ま
え
て
先
の
「
心
の
中
の
ア
テ
ナ
」
冒
頭
の
記
述
を
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
ア
テ
ナ
に
象
徴
さ
れ
る
合
理
性
は
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
に
、
ミ
ュ
ー
ズ
達
に
象
徴
さ
れ
る
歴
史
性
は
「M
E
M
O
R
IA
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
ラ
テ
ン
語
の
図
式
中
で
は
、
こ
の
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
と
「M
E
M
O
R
IA
」
は
「S
P
IR
IT
V
S
」
上
方
に
並
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
者
の
配
置
上
の
意
図
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
神
の
営
為
と
人
間
の
営
為
、
合
理
的
思
考
と
想
像
力
、
制
約
と
自
由
（「L
am
p
 o
f O
b
e
d
ien
ce
」
の
主
題
）
な
ど
の
対
置
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
先
述
の
通
り
、「
互
助
の
法
則
」
に
お
い
て
は
、「T
ru
st
」
を
意
味
す
る
高
次
の
「O
b
ed
ien
ce
」
は
、
特
に
「
未
来
に
対
す
る
認
識
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
と
「M
E
M
O
R
IA
」
の
対
は
、
未
来
と
過
去
を
並
置
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
（F
IG
.9
）。 
 
ま
た
、
他
の
六
燈
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
内
容
を
右
の
論
と
総
合
す
る
と
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
図
式
の
左
右
に
配
さ
れ
た
二
燈
の
組
が
そ
れ
ぞ
れ
、
神
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
類
似
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。 
先
述
の
通
り
、
ラ
ス
キ
ン
は
史
的
芸
術
の
目
的
は
「
光
す
な
わ
ち
真
理
の
発
見
」
で
あ
る
と
語
っ
た
。
一
方
、「M
E
M
O
R
IA
」
直
上
に
位
置
す
る
「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
が
示
す
も
の
は
、「
自
然
自
身
が
有
す
る
強
大
な
統
制
能
力
に
対
す
る
共
鳴
」
を
前
提
と
す
る
、
支
配
力
の
行
使
で
あ
る
。 
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
者
は
神
に
対
す
る
知
識
欲
あ
る
い
は
接
近
の
観
念
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
上
昇
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
一
方
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
図
式
の
左
方
に
位
置
す
る
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
と
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
敬
意
」
お
よ
び
「
恭
順
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
神
が
定
め
た
既
得
物
を
受
容
す
る
と
い
う
下
降
的
性
質
を
有
し
て
い
る
。 
 結
論
：
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
構
成 
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
に
お
け
る
言
及
か
ら
演
繹
さ
れ
た
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
建
築
の
七
燈
』
初
版
・
第
二
版
の
表
紙
エ
ン
ボ
ス
に
示
さ
れ
た
七
つ
の
ラ
テ
ン
語
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
 
一
．『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
に
示
さ
れ
る
『
七
燈
』
英
章
題
と
ラ
テ
ン
語
エ
ン
ボ
ス
と
の
対
応
関
係
は
お
よ
そ
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
看
做
せ
る
が
、
こ
の
二
者
は
完
全
に
関
数
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。 
二
．
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
の
対
は
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
の
対
と
対
応
関
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、
前
者
の
対
が
建
築
設
計
に
関
わ
る
「
収
集
（
選
択
）」
と
「
統
御
」
の
知
的
本
質
の
み
を
並
列
的
に
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
対
は
当
時
の
既
存
イ
ギ
リ
ス
美
学
に
お
け
る
バ
ー
ク
崇
高
論
（「
美
な
る
も
の
／
崇
高
な
る
も
の
」）
を
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
援
用
し
た
、
二
重
の
意
味
を
孕
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ス
キ
ン
の
考
え
る
美
（「B
eau
ty
」）
と
は
、
神
（「R
E
L
IG
IO
」）
の
性
質
の
顕
現
と
し
て
の
、
よ
り
高
次
の
美
で
あ
る
。 
三
．「F
ID
E
S
」（
信
ず
べ
き
も
の
、
信
仰
、
信
条
）
の
語
の
意
味
内
容
は
「L
am
p
 
o
f T
ru
th
」（
真
理
、
誠
実
）
と
お
よ
そ
重
複
す
る
。
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
独
自
の
解
釈
で
は
、「F
ID
E
S
」
の
語
に
は
辞
書
的
な
意
味
に
加
え
て
「
行
為
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。 
そ
し
て
、
こ
の
「F
ID
E
S
」
が
エ
ン
ボ
ス
図
式
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
建
築
に
お
け
る
純
形
而
上
的
性
質
（
智
、
思
考
、
認
識
）
と
形
而
下
の
性
質
（
行
為
、
現
象
）
は
こ
の
図
式
中
央
に
結
節
点
を
持
ち
、
上
下
に
分
か
た
れ
る
。 
四
．
エ
ン
ボ
ス
の
ラ
テ
ン
語
配
置
中
、「S
P
IR
IT
V
S
」
が
最
下
に
配
置
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
語
の
主
意
を
「
呼
吸
」
で
あ
る
と
す
る
、
ラ
ス
キ
ン
の
語
義
解
釈
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。 
ラ
ス
キ
ン
に
と
っ
て
、「S
P
IR
IT
V
S
」
と
は
ま
ず
、
実
体
と
し
て
「
呼
吸
す
る
」
（
互
助
性
を
有
す
る
）
作
品
自
体
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
語
は
同
時
に
、
そ
う
し
た
作
品
に
生
命
を
吹
き
込
む
造
形
の
原
理
や
力
（「
天
の
呼
吸
」）
や
、
そ
の
力
に
よ
り
生
ま
れ
た
「
魂 
=
 
生
命
」
の
こ
と
も
意
味
す
る
。 
五
．「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
は
、
神
（=
「R
E
L
IG
IO
」）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
現
実
的
制
約
に
従
う
「
恭
順
」
の
心
性
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
制
約
の
存
在
を
表
現
す
る
。
こ
の
語
が
「M
E
M
O
R
IA
」
と
並
列
さ
れ
た
理
由
は
不
確
定
だ
が
、
図
式
左
右
の
対
照
性
に
関
し
、
次
の
点
は
指
摘
で
き
る
。 
六
．
エ
ン
ボ
ス
の
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
神
に
従
う
」
下
降
的
性
質
を
有
し
た
二
燈
（
左
：「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」）
お
よ
び
、「
神
に
近
づ
く
」
上
昇
的
性
質
を
有
し
た
二
燈
（
右
：「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」、「M
E
M
O
R
IA
」）
が
配 
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置
さ
れ
る
。 
 
七
．
以
上
の
点
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
に
は
、
天
地
軸
お
よ
び
、
意
味
上
の
左
右
の
対
称
（
対
照
）
性
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
天
地
軸
の
天
地
の
結
節
点
は
「F
ID
E
S
」
で
あ
り
、
エ
ン
ボ
ス
最
下
の
「S
P
IR
IT
V
S
」
に
至
り
建
築
は
生
命
と
し
て
実
体
化
さ
れ
る
。 
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
エ
ン
ボ
ス
の
構
成
を
図
示
し
た
の
が
〈F
IG
.1
0
〉
で
あ
る
。 
 
な
お
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
図
式
に
関
し
て
は
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
に
示
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
、
英
語
の
七
燈
同
士
の
関
数
対
応
と
の
対
照
に
よ
っ
て
も
、
数
点
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。 
 
一
．
冒
頭
章
の
「L
am
p
 o
f S
acrifice
」（
一
章
）
と
「L
am
p
 o
f T
ru
th
」（
二
章
）
は
「R
E
L
IG
IO
」
お
よ
び
「F
ID
E
S
」
に
同
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
の
二
燈
は
図
式
中
の
天
地
軸
を
明
示
す
る
。 
二
．
そ
の
直
後
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」（
四
章
）
と
「L
am
p
 o
f B
eau
ty
」（
五
章
）
が
連
続
す
る
の
は
、「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」
と
「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
の
並
列
に
対
応
す
る
。 
三
．
五
章
「L
am
p
 o
f L
ife
」
は
「S
P
IR
IT
V
S
」
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
が
、
同
章
は
天
地
軸
の
最
下
点
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
続
く
六
章
、
七
章
の
形
而
下
的
性
質
を
暗
示
す
る
。 
四
．
そ
の
後
の
「L
am
p
 o
f M
em
o
ry
」（
六
章
）
と
「L
am
p
 o
f O
b
ed
ien
ce
」
（
七
章
）
の
連
続
は
、
図
式
に
示
さ
れ
る
「M
E
M
O
R
IA
」「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
の
並
列
と
対
応
す
る
。 
五
．
以
上
の
点
を
踏
ま
え
章
の
配
置
順
を
図
式
の
配
置
に
対
応
さ
せ
る
と
、
「F
ID
E
S
」「A
V
C
T
O
R
IT
A
S
」「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
の
順
と
、「S
P
IR
IT
V
S
」
「M
E
M
O
R
IA
」「O
B
S
E
R
V
A
N
T
IA
」
の
順
は
、
と
も
に
「
下
→
右
→
左
」
と
な
る
。 
 
以
上
を
図
示
し
た
の
が
〈F
IG
.1
1
〉
で
あ
る
。
英
語
の
七
燈
と
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
は
意
味
内
容
の
上
で
厳
密
に
一
対
一
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
に
示
さ
れ
る
単
純
な
対
応
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
二
者
間
に
は
有
意
な
関
連
性
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
で
き
る
二
つ
の
三
角
形
は
、
カ
ポ
ン
に
よ
る
「
典
型
美
」
と
「
生
命
美
」
を
示
す
三
角
形
の
整
理
と
も
一
致
す
る
。 
 
『
建
築
の
七
燈
』
英
章
題
と
同
書
エ
ン
ボ
ス
の
ラ
テ
ン
語
配
置
の
対
応
関
係
に
お
い
て
、
バ
ル
ジ
ョ
ン
の
旧
モ
デ
ル
は
「T
ru
th
」
と
「F
ID
E
S
」
の
位
置
関
係
の
み
に
相
違
を
み
せ
る
、
非
常
に
正
確
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
食
い
違
い
は
、
ヒ
ギ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
の
前
提
に
建
築
鑑
賞
を
主
眼
と
し
た
『
七
燈
』
全
体
を
想
定
し
、
七
燈
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
図
式
の
中
央
に
「
建
造
物
に
対
峙
し
た
人
間
」
を
置
い
た
こ
と
に
よ
る
。 
 
し
か
し
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
『
七
燈
』
の
執
筆
意
図
は
、
新
た
な
創
作
論
と
し
て
高
等
な
建
築
設
計
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
の
図
式
の
中
央
に
置
か
れ
る
べ
き
な
の
は
、
精
神
的
存
在
か
つ
具
体
的
な
行
為
者
と
し
て
の
建
築
主
体
の
性
状
を
示
す
「F
ID
E
S
」
の
語
で
あ
る
。 
一
方
、
ヒ
ギ
ン
ズ
は
こ
の
エ
ン
ボ
ス
に
従
い
、『
七
燈
』
の
主
眼
は
新
た
な
審
美
観
と
し
て
の
「T
ru
th
＝F
ID
E
S
」
の
設
定
に
あ
る
、
と
論
じ
た
。 
し
か
し
、
こ
こ
で
ラ
ス
キ
ン
が
「F
ID
E
S
」
を
エ
ン
ボ
ス
全
体
の
中
央
に
配
し
た
の
は
、
美
の
地
位
を
貶
め
る
た
め
で
は
な
く
、
現
行
の
バ
ー
ク
文
脈
に
則
っ
た
美
で
は
な
い
、
よ
り
高
次
の
美
を
理
想
と
考
え
、
そ
の
美
の
観
想
者
、
具
現
者
と
し
て
の
建
築
主
体
を
表
現
す
る
た
め
だ
っ
た
。
エ
ン
ボ
ス
中
央
の
天
地
軸
上
に
「R
E
L
IG
IO
」
「F
ID
E
S
」「S
P
IR
IT
V
U
S
」
が
こ
の
順
で
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
『
建
築
の
七
燈
』
の
創
作
観
を
適
切
に
語
る
も
の
で
あ
る
。 
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ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
七
燈
は
、
の
ち
に
定
説
と
さ
れ
る
、
各
燈
が
平
行
に
並
ぶ
メ
ノ
ラ
ー
・
モ
デ
ル
で
構
想
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
天
地
左
右
の
軸
を
持
た
せ
て
構
成
さ
れ
た
、
カ
バ
ラ
の
生
命
樹
モ
デ
ル
に
近
似
し
た
構
造
を
有
し
て
い
た
（
一
二
六
）
。
 
FIG.11 「ライブラリ・エディション」の同定と 
ラテン語の七燈の対照 
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m
ery S
ch
u
yler, "N
ew
 Y
o
rk
 B
rid
g
es," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
8
, N
o
.4
, O
ct. 1
9
0
5
 
よ
り
。  
【F
ig
.1
9
】『
現
代
的
フ
レ
ー
ム
構
造
の
理
論
と
実
践
』
図
版
XV
：D
. A
. M
o
lito
r "T
h
e A
esth
etic D
esig
n
 o
f B
rid
g
es" in
 T
h
e T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f M
o
d
ern
 F
ram
ed
 S
tru
ctu
res, N
ew
 Y
o
rk
, 
Jo
h
n
 W
iley &
 S
o
n
s, 1
8
9
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
0
】『
現
代
的
フ
レ
ー
ム
構
造
の
理
論
と
実
践
』
図
版
XXI
：
同
前
。 
【F
ig
.2
2
】
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー
ク
ス
の
機
関
車
：Jo
sep
h
 M
. W
ilso
n
, T
h
e M
asterp
ieces o
f C
en
ten
n
ial E
xp
o
sitio
n
 Illu
strated
, V
o
l III: H
isto
ry, M
ech
an
ics, S
cien
ce, 
P
h
ilad
elp
h
ia, G
eb
b
ie &
 B
arrie
, 1
8
7
6
 
よ
り
。 
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【F
ig
.2
1
】
博
覧
会
場
の
コ
ー
リ
ス
・
エ
ン
ジ
ン
： 
B
en
so
n
 J. L
o
ssin
g
, H
isto
ry o
f A
m
erican
 In
d
u
stries an
d
 A
rts, P
h
ilad
elp
h
ia
, P
o
rter an
d
 C
o
ates, 1
8
7
8
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
3
】
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
ラ
ー
ズ
社
の
工
作
機
械
：A
 T
reatise o
n
 M
ach
in
e
―T
o
o
ls, etc. as M
ad
e b
y W
m
. S
ellers &
 C
o., 6
th
 ed
itio
n
, P
h
ilad
elp
h
ia, J. B
. L
ip
p
in
co
tt &
 C
o
., 1
8
8
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
4
】
ク
ー
パ
ー
・
ア
ン
ド
・
ホ
ル
ト
の
家
具
：G
eo
rg
e T
itu
s F
erris, G
em
s o
f th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
: co
n
sistin
g o
f illu
strated
 d
escrip
tio
n
s o
f o
b
jects o
f an
 artistic ch
aracter, in
 
th
e exh
ib
its o
f th
e U
n
ited
 S
tates, G
reat B
ritain
, F
ran
ce, S
p
ain
, Italy, G
erm
an
y, B
elgiu
m
, N
o
rw
ay, S
w
ed
en
, D
en
m
ark, H
u
n
gary, R
u
ssia, Jap
an
, C
h
in
a, E
gyp
t, T
u
rkey, 
In
d
ia, etc., etc., at th
e P
h
ilad
elp
h
ia In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 of 1
8
7
6
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
7
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
5
】
建
国
百
年
博
覧
会
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
：G
eo
rge T
itu
s F
erris, G
em
s o
f th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
ition
: con
sistin
g o
f illu
strated
 d
escrip
tio
n
s o
f o
b
jects o
f an
 artistic ch
aracter, 
in
 th
e exh
ib
its o
f th
e U
n
ited
 S
tates, G
reat B
ritain
, F
ran
ce, S
p
ain
, Italy, G
erm
an
y, B
elgiu
m
, N
o
rw
ay, S
w
ed
en
, D
en
m
ark, H
u
n
gary, R
u
ssia, Jap
an
, C
h
in
a, E
gyp
t, T
u
rkey, 
In
d
ia, etc., etc., at th
e P
h
ilad
elp
h
ia In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 of 1
8
7
6
, N
ew
 Y
o
rk, D
. A
p
p
leton
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
7
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
6
】
ジ
ャ
マ
イ
カ
プ
レ
イ
ン
の
住
宅
：T
alb
o
t F
au
lk
n
er H
am
lin
, T
h
e A
m
erican
 S
p
irit o
f A
rch
itectu
re
, N
ew
 H
aven
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 1
9
2
6
 
よ
り
。 
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
住
宅
：B
ru
ce P
rice, "T
h
e S
u
b
u
rb
an
 H
o
u
se," S
crib
n
er's M
agazin
e, V
o
l.8
, N
o
.1
, Ju
l. 1
8
9
0
 
よ
り
。 
モ
リ
ス
タ
ウ
ン
の
住
宅
：
同
前
。 
【F
ig
.2
7
】
イ
ギ
リ
ス
本
部
：T
h
e Illu
strated
 H
isto
ry o
f th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
, P
h
ilad
elp
h
ia, T
h
e N
atio
n
al P
u
b
lish
in
g
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
6
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
8
】
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
小
屋
： 
"O
ld
 H
o
u
se at N
ew
p
o
rt, R
. I.," T
h
e N
ew
―Y
o
rk S
ketch
―B
o
o
k o
f A
rch
itectu
re, V
o
l.1
, N
o
.1
2
, D
ec. 1
8
7
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.2
9
】
タ
ル
バ
ー
ト
『
住
宅
の
家
具
、
金
工
、
装
飾
の
た
め
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
』
の
室
内
調
度
：B
ru
ce Jam
es T
alb
ert, G
o
th
ic F
orm
s A
p
p
lied
 to
 F
u
rn
itu
re, M
etal W
o
rk, an
d
 D
eco
ratio
n
 fo
r 
D
o
m
estic P
u
rp
o
se, B
o
sto
n
, Jam
es R
. O
sg
o
o
d
 &
 C
o
., 1
8
7
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
0
】『
フ
ラ
ン
ス
家
具
事
典
』
一
巻
掲
載
の
木
製
家
具
：E
ugè
n
e E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, D
ictionnaire raisonné du m
obilier français de l'époque carlovingienne à la R
enaissance
. 
P
rem
ière p
artie, P
aris, B
an
ce, 1858 
よ
り
。 
【F
ig
.3
1
】
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
：A
A
&
B
N
, V
o
l.8
, N
o
.2
5
8
, 3
 Jan
. 1
8
8
0
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
2
】
メ
イ
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
ハ
ム
リ
ン
の
オ
ル
ガ
ン
：W
alter S
m
ith
, T
h
e M
asterp
ieces o
f th
e C
en
ten
n
ial In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 Illu
strated
, V
o
l.II: In
d
u
strial A
rt, P
h
ilad
elp
h
ia, 
G
eb
b
ie &
 B
arrie, 1
8
7
6
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
3
】
エ
マ
ニ
ュ
＝
エ
ル
寺
院
：C
reato
r U
n
kn
o
w
n
 / M
u
seu
m
 o
f th
e C
ity o
f N
ew
 Y
o
rk
. [X
2
0
1
2
.6
1
.3
0
.1
2
] 
【F
ig
.3
4
】
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
バ
ー
ス
：T
h
e B
u
ild
in
g N
ew
s, V
o
l.2
5
, 5
 N
o
v. 1
8
7
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
5
】
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
：T
h
e A
rch
itectu
ral S
ketch
 B
o
o
k
, V
o
l.2
, N
o
.1
, Ju
l. 1
8
7
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
6
】
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
：C
reato
r U
n
kn
o
w
n
 / M
u
seu
m
 o
f th
e C
ity o
f N
ew
 Y
o
rk
. [X
2
0
1
0
.1
1
.6
7
7
] 
【F
ig
.3
7
】
ク
ラ
ッ
グ
サ
イ
ド
：T
. R
affles D
avid
so
n
 an
d
 W
illiam
 E
. A
. A
xo
n
, R
am
b
lin
g S
ketch
es, L
o
n
d
o
n
 an
d
 M
an
ch
ester, O
ffice o
f T
h
e B
ritish
 A
rch
itect, 1
8
8
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.3
8
】
ス
カ
イ
ラ
ー
の
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
：M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "R
ecen
t B
u
ild
in
g
 in
 N
ew
 Y
o
rk
," H
arp
er's M
agazin
e, V
o
l.6
7
, S
ep
. 1
8
8
3
 
よ
り
。 
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【F
ig
.3
9
】
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
内
観
パ
ー
ス
：T
h
e A
rch
itectu
ral S
ketch
 B
o
o
k
, V
o
l.1
, N
o
.2
, A
u
g
. 1
8
7
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
0
】
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
法
学
部
：R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "T
h
e W
o
rk
 o
f C
o
p
e &
 S
tew
ard
so
n
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
6
, N
o
.5
, N
o
v. 1
9
0
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
1
】
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
：A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "S
tyle in
 A
rch
itectu
re," T
h
e C
raftsm
an
, V
o
l.8
, N
o
.3
, Ju
n
. 1
9
0
5
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
2
】
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
：C
reato
r U
n
kn
o
w
n
 / M
u
seu
m
 o
f th
e C
ity o
f N
ew
 Y
o
rk
. [X
2
0
1
0
.1
1
.1
4
5
2
9
] 
【F
ig
.4
3
】
イ
エ
ー
ル
大
学
図
書
館
：M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 C
o
lleg
es II: Y
ale," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
6
, N
o
.6
, D
ec. 1
9
0
9
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
4
】
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
。 
【F
ig
.4
5
】
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
計
画
案
：A
sh
to
n
 R
. W
illard
, "T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f C
o
lleg
e A
rch
itectu
re in
 A
m
erica," T
h
e N
ew
 E
n
glan
d
 M
agazin
e, V
o
l.1
6
, N
o
.5
, Ju
l. 1
8
9
7
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
6
】
シ
カ
ゴ
大
学
計
画
案
：C
h
arles E
. Jen
k
in
s, "T
h
e U
n
iversity o
f C
h
icag
o
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.4
, N
o
.2
, Jan
. 1
8
9
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
7
】
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
図
書
館
：" M
cK
im
, M
ead
 an
d
 W
h
ite," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, G
reat A
m
erican
 A
rch
itects S
eries N
o
.1
, M
ay 1
8
9
5
 
よ
り
。 
【F
ig
.4
8
】
鉄
道
駅
と
ブ
レ
ア
・
ホ
ー
ル
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
。 
【F
ig
.4
9
】
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
：R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "P
rin
ceto
n
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
m
erican
 A
rch
itect, V
o
l.4
6
, N
o
.1
7
5
2
, 2
1
 Ju
l. 1
9
0
9
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
0
】
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
チ
ャ
ペ
ル
の
建
設
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
。 
【F
ig
.5
2
】
ラ
ー
キ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
：R
u
ssell S
tu
rg
is, "T
h
e L
ark
in
 B
u
ild
in
g
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
3
, N
o
.4
, A
p
r. 1
9
0
8
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
1
】「
無
装
飾
の
設
計
ス
タ
デ
ィ
」：P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "S
tu
d
ies o
f D
esig
n
 W
ith
o
u
t O
rn
am
en
t," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
9
, N
o
.2
, F
eb
., 1
9
1
1
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
3
】
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
広
告
：T
h
e C
ritic, V
o
l.1
7
, N
o
.5
1
5
, 2
 Jan
. 1
8
9
2
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
4
】
総
合
新
学
校
：M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rks o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, G
reat A
m
erican
 A
rch
iteccts S
eries N
o
.6
, Ju
l. 1
8
9
9
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
5
】
フ
ラ
ン
ス
戦
艦
《
ジ
ャ
ン
・
バ
ー
ル
》：M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.4
, N
o
.1
, Ju
l.
―S
ep
. 1
8
9
4
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
6
】「
三
位
一
体
の
法
則
」：C
lau
d
e B
rag
d
o
n
, T
h
e B
eau
tifu
l N
ecessity: S
even
 E
ssays o
n
 T
h
eo
so
p
h
y an
d
 A
rch
itectu
re
, R
o
ch
ester, N
. Y
., T
h
e M
an
as P
ress, 1
9
1
0
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
7
】
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
美
の
ロ
ジ
ッ
ク
：A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "G
o
th
ic A
rch
itectu
re an
d
 its C
ritics p
art II," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.3
9
, N
o
.5
1
, M
ay 1
9
1
6
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
8
】
ロ
ー
マ
建
築
の
論
理
の
ロ
ジ
ッ
ク
：A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "R
o
m
an
 A
rch
itectu
re an
d
 its C
ritics p
art I," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.3
7
, N
o
.5
, M
ay 1
9
1
5
 
よ
り
。 
【F
ig
.5
9
】
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
図
書
館
と
ロ
ビ
ー
邸
：H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re: R
o
m
an
ticism
 an
d
 R
ein
tegration
, N
ew
 Y
o
rk
, N
ew
 Y
o
rk
, D
a C
ap
o
 P
ress, 
1
9
9
3
 
よ
り
。 
【F
ig
.6
0
】
建
築
科
学
と
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
：T
alb
o
t F
au
lk
n
er H
am
lin
, T
h
e A
m
erican
 S
p
irit o
f A
rch
itectu
re
, N
ew
 H
aven
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 1
9
2
6
 
よ
り
。 
 【F
IG
.1
】
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
エ
ン
ボ
ス
：
東
京
大
学
工
学
・
情
報
理
工
学
図
書
館
工
１
号
館
図
書
室
Ｂ
（
建
築
学
）
蔵
の
書
籍
の
論
者
に
よ
る
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
。 
【F
IG
.2
】
ラ
ス
キ
ン
墓
碑
：S
am
 S
au
n
d
ers
氏
撮
影
。 
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【F
IG
.3
】
バ
ル
ジ
ョ
ン
図
式
：B
aljo
n
, "T
h
e S
tru
ctu
re o
f A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry
" 
よ
り
。 
【F
IG
.4
】
カ
ポ
ン
図
式
（
上
）：C
ap
o
n
, A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry
 
よ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
同 
 
 
（
下
）：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.5
】
「
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
」
関
連
著
作
相
関
図
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.6
】
「
収
集
」
と
「
統
御
」
の
対
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.7
】
「
信
、
真
、
順
の
神
聖
原
理
」
の
三
燈
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.8
】 
生
命
示
現
の
天
地
軸
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.9
】
「O
B
E
D
IE
N
T
IA
」
と
「M
E
M
O
R
IA
」
の
対
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.1
0
】
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
と
建
築
創
造
：
論
者
作
成
。 
【F
IG
.1
1
】
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
同
定
と
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
対
照
：
論
者
作
成
。 
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（
一
） 
 
 
 
は
じ
め
に 
 （一
） A
 R
u
skin
 B
ib
lio
grap
h
y, co
m
p
iled
 b
y S
tep
h
en
 W
ild
m
an
, T
h
e R
u
sk
in
 
L
ib
rary, revised
 Ju
n
e 2
0
1
0
. 
（
二
） 
な
お
本
稿
で
は
便
宜
の
た
め
に
「
近
代
建
築
史
」「
近
代
建
築
思
想
史
」
の
語
を
多
用
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
論
者
は
「
近
代
」
の
語
に
示
さ
れ
る
時
代
区
分
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
こ
れ
ら
の
語
が
用
い
ら
れ
る
際
に
は
、
ラ
ス
キ
ン
受
容
史
の
研
究
史
の
文
脈
に
合
わ
せ
、
お
よ
そ
ラ
ス
キ
ン
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
降
、
第
二
次
大
戦
後
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
研
究
の
興
隆
に
い
た
る
一
世
紀
程
度
の
期
間
（
一
八
四
〇
年
頃
か
ら
一
九
六
〇
年
頃
）
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 
（
三
） 
拙
稿
「
日
本
の
戦
前
建
築
界
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
す
る
研
究
」（『
建
築
史
学
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
に
お
け
る
定
義
。 
（
四
） 
ラ
ス
キ
ン
に
関
係
す
る
主
要
な
展
覧
会
に
つ
い
て
はJam
es S
. D
eard
en
, Jo
h
n
 
R
u
skin
: A
 L
ife in
 P
ictu
res, S
h
effield
, A
cad
em
ic P
ress, 1
9
9
9
 
所
収
の
年
譜
（
二
五
六
頁
）
を
参
照
し
た
。 
（
五
） 
K
en
n
eth
 C
lark
, ed
., R
u
skin
 T
o
d
ay, L
o
n
d
o
n
, M
u
rray, 1
9
6
4
. 
（
六
） 
Jo
h
n
 D
. R
o
sen
b
erg
, T
h
e G
en
iu
s o
f Jo
h
n
 R
u
skin
: S
electio
n
s fro
m
 h
is 
W
ritin
gs, L
o
n
d
o
n
 : A
llen
 &
 U
n
w
in
, 1
9
6
4
. 
（
七
） 
R
o
b
ert L
. H
erb
ert, ed
., T
h
e A
rt C
riticism
 o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, G
ard
en
 C
ity, 
N
.Y
 : D
o
u
b
led
ay A
n
ch
o
r B
o
o
ks, 1
9
6
4
. 
（
八
） 
H
. B
lo
o
m
, ed
., T
h
e L
iterary C
riticism
 o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, G
lo
u
cester, M
ass., 
P
. S
m
ith
, c1
9
6
5
. 
（
九
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e W
o
rks o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, E
d
w
ard
s T
yas C
o
o
k
 an
d
 
A
lexan
d
er W
ed
d
erb
u
rn
, ed
s., 3
9
 vo
ls., L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
 an
d
 N
ew
 
Y
o
rk
, G
reen
, 1
9
0
3
―1
9
1
2
. 
（
一
〇
） 
R
eg
in
ald
 H
o
w
ard
 W
ilen
sk
i, "R
u
sk
in
's P
o
sitio
n
 in
 th
e 'F
ifties," Jo
h
n
 
R
u
skin
: A
n
 In
tro
d
u
ctio
n
 to
 F
u
rth
er S
tu
d
y o
f h
is L
ife an
d
 W
o
rk
, L
o
n
d
o
n
, 
F
ab
er &
 F
ab
er, 1
9
3
3
; N
ew
 Y
o
rk
, F
red
erick
 A
. S
to
kes C
o
m
p
an
y, 1
9
3
3
, 
p
p
.3
6
9
―3
8
3
. 
（
一
一
） 
J. D
. Ju
m
p
, "R
u
sk
in
's R
ep
u
tatio
n
 in
 th
e E
ig
h
teen
―F
ifties: T
h
e 
E
vid
en
ce o
f th
e T
h
ree P
rin
cip
al W
eek
lies," P
M
L
A
, V
o
l.6
3
, Ju
n
. 1
9
4
8
, p
p
. 
6
7
8
―6
8
5
 . 
（
一
二
） 
H
arry S
tew
art G
o
o
d
h
art
―R
en
d
el, E
n
glish
 A
rch
itectu
re sin
ce th
e 
R
egen
cy: A
n
 In
terp
retatio
n
, L
o
n
d
o
n
, C
o
n
stab
le, 1
9
5
3
. 
（
一
三
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, "R
u
sk
in
 o
r B
u
tterfield
?
 V
icto
rian
 G
o
th
ic at 
th
e M
id
―C
en
tu
ry," E
arly V
ictorian
 A
rch
itectu
re in
 B
ritain
, A
rch
itectu
ral 
P
ress,1
9
5
4
, [p
p
.2
4
5
―2
5
0
]. S
ee also
 ib
id
., p
.2
1
. 
（
一
四
） 
C
h
arles L
o
cke E
astlak
e, A
 H
isto
ry o
f th
e G
o
th
ic R
evival: A
n
 A
ttem
p
t 
to Show
 H
ow
 the T
aste for M
ediæ
val A
rchitecture, w
hich L
ingered in 
E
n
glan
d
 d
u
rin
g th
e T
w
o
 L
ast C
en
tu
ries, h
as sin
ce b
een
 E
n
cou
raged
 an
d
 
D
evelo
p
ed
, L
o
n
d
o
n
, L
o
n
g
m
an
s, G
reen
 &
 C
o
., 1
8
7
2
. 
（
一
五
） 
R
o
b
ert F
u
rn
eau
x Jo
rd
an
, V
icto
rian
 A
rch
itectu
re, H
arm
o
n
d
sw
o
rth
, 
P
en
g
u
in
, 1
9
6
6
. 
（
一
六
） 
Jo
h
n
 S
u
m
m
erso
n
, V
icto
rian
 A
rch
itectu
re: F
o
u
r S
tu
d
ies in
 E
valu
atio
n
, 
N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, C
o
lu
m
b
ia U
n
iversity P
ress, 1
9
7
0
. 
（
一
七
） 
P
au
l T
h
o
m
p
so
n
, W
illiam
 B
u
tterfield
, L
o
n
d
o
n
, R
o
u
tled
g
e &
 K
eg
an
 
P
au
l, 1
9
7
1
. 
（
一
八
） 
R
o
b
ert M
acleo
d
, S
tyle an
d
 S
o
ciety: A
rch
itectu
ral Id
eo
lo
gy in
 B
ritain
, 
1
8
3
5
―1
9
1
4
, L
o
n
d
o
n
, R
IB
A
, 1
9
7
1
. 
 
 
（
一
九
） 
S
tefan
 M
u
th
esiu
s, T
h
e H
igh
 V
icto
rian
 M
o
vem
en
t in
 A
rch
itectu
re
, 
1
8
5
0
―1
8
7
0
, L
o
n
d
o
n
, B
o
sto
n
, R
o
u
tled
g
e &
 K
eag
an
 P
au
l, 1
9
7
2
. 
（
二
〇
） 
G
eo
rg
e L
. H
ersey, H
igh
 V
icto
rian
 G
o
th
ic: A
 S
tu
d
y in
 A
sso
ciatio
n
ism
, 
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B
altim
o
re, Jo
h
n
s H
o
p
k
in
s U
n
iversity P
ress, [1
9
7
2
]. 
（
二
一
）Jo
sep
h
 M
o
rd
au
n
t C
ro
o
k
, "R
u
sk
in
ian
 G
o
th
ic," in
 J. D
. H
u
n
t an
d
 F
. M
. 
H
o
llan
d
, ed
s., T
h
e R
u
skin
 P
o
lygo
n
: E
ssays o
n
 th
e Im
agin
ation
 o
f Jo
h
n
 
R
u
skin
, M
an
ch
ester, M
an
ch
ester U
n
iversity P
ress, 1
9
8
2
, p
p
.6
5
―9
3
. 
本
書
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
書
籍
の
流
通
を
通
じ
た
「
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
」
の
広
報
を
論
じ
た
「
ラ
ス
キ
ン
を
解
釈
す
る 
一
八
七
〇
―
一
九
一
四
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。B
. M
aid
m
en
t, "In
terp
retin
g
 R
u
sk
in
 1
8
7
0
―1
9
1
4
," ib
id
., p
p
.1
5
9
―1
7
1
. 
（
二
二
） 
E
ve B
lau
, R
u
skin
ian
 G
o
th
ic, T
h
e A
rch
itectu
re o
f D
ean
e an
d
 
W
o
o
d
w
ard
 1
8
4
5
―1
8
6
1
, P
rin
ceto
n
, P
rin
ceto
n
 U
n
iversity P
ress, 1
9
8
2
. 
（
二
三
） 
M
ich
ael W
. B
ro
o
k
s, Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 V
icto
rian
 A
rch
itectu
re
, N
ew
 
B
ru
n
sw
ick, L
o
n
d
o
n
, R
u
tg
ers U
n
iversity P
ress, 1
9
8
7
. 
（
二
四
） 
M
ark
 S
w
en
arto
n
, A
rtisan
 an
d
 A
rch
itects: T
h
e R
u
skin
ian
 T
rad
itio
n
 in
 
A
rch
itectu
ral T
h
o
u
gh
t, B
asin
g
sto
k
e, M
acm
illan
 P
ress, 1
9
8
9
. 
（
二
五
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, A
m
erican
 A
rch
itectu
ral B
o
o
ks: A
 L
ist o
f 
B
o
o
ks, P
o
rtfo
lio
s an
d
 P
am
p
h
lets P
u
b
lish
ed
 in
 A
m
erica b
efo
re 1
8
9
5
 on
 
A
rch
itectu
re an
d
 R
elated
 S
u
b
jects, M
id
d
leto
w
n
, 1
9
3
8
―3
9
. 
（
二
六
） 
T
alb
o
t F
au
lk
n
er H
am
lin
, "T
h
e G
reek R
evival in
 A
m
erica an
d
 S
o
m
e o
f 
Its C
ritics," T
h
e A
rt B
u
lletin
, V
o
l.2
4
, N
o
.3
, S
ep
. 1
9
4
2
, p
.2
4
4
―2
5
8
. 
（
二
七
） 
V
in
cen
t Jo
sep
h
 S
cu
lly, Jr., T
h
e S
h
in
gle S
tyle, N
ew
 H
aven
, Y
ale 
U
n
iversity P
ress, 1
9
5
5
; revised
 ed
itio
n
 as T
h
e S
h
in
gle S
tyle an
d
 th
e S
tick 
S
tyle: A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry an
d
 D
esign
 fro
m
 R
ich
ard
so
n
 to
 th
e O
rigin
s o
f 
W
righ
t, N
ew
 H
aven
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 1
9
7
1
. T
h
e S
h
in
gle S
tyle an
d
 
th
e S
tick S
tyle, p
.l n
.7
4
 
参
照
。 
（
二
八
） 
Jam
es E
arly, R
o
m
an
ticism
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, A
. 
S
. B
arn
es an
d
 C
o
., an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
o
m
as Y
o
selo
ff, 1
9
6
5
. 
（
二
九
） 
D
avid
 H
o
w
ard
 D
ick
aso
n
, T
h
e D
arin
g Y
o
u
n
g M
en
: th
e S
to
ry o
f th
e 
A
m
erican
 P
re
―R
ap
h
aelites, B
lo
o
m
in
g
to
n
, In
d
ian
a U
n
iversity
 P
ress, 1
9
5
3
. 
（
三
〇
） 
F
ran
cis G
. T
o
w
n
sen
d
, "T
h
e A
m
erican
 E
stim
ate o
f R
u
sk
in
, 
1
8
4
7
―1
8
6
0
," P
h
ilo
lo
gical Q
u
arterly, V
o
l.3
2
, 1
9
5
3
, p
p
.6
9
―8
2
. 
（
三
一
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, 2
 
V
o
ls., W
illiam
 H
. Jo
rd
y an
d
 R
alp
h
 C
o
e, ed
s., C
am
b
rid
g
e, M
ass., T
h
e 
B
elk
n
ap
 P
ress o
f H
arvard
 U
n
iversity P
ress, 1
9
6
1
. 
（
三
二
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, "R
u
sk
in
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re, o
r 
R
eg
en
eratio
n
 L
o
n
g
 D
elayed
," C
o
n
cern
in
g A
rch
itectu
re: E
ssays on
 
A
rch
itectu
ral W
riters an
d
 W
ritin
g P
resen
ted
 to N
iko
lau
s P
evsn
er, J. 
S
u
m
m
erso
n
, ed
., L
o
n
d
o
n
, A
llen
 L
an
e, 1
9
6
8
, p
p
.1
6
6
―2
0
8
. 
（
三
三
） 
R
o
g
er B
. S
tein
, Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 A
esth
etic T
h
o
u
gh
t in
 A
m
erica, 
1
8
4
0
―1
9
0
0
, C
am
b
rid
g
e, M
ass., H
arvard
 U
n
iversity P
ress, 1
9
6
7
. 
（
三
四
） 
K
ristin
e O
ttesen
 G
arrig
an
, R
u
skin
 on
 A
rch
itectu
re: H
is T
h
o
u
gh
t an
d
 
In
flu
en
ce, [M
ad
iso
n
], U
n
iversity o
f W
isco
n
sin
 P
ress, [1
9
7
3
]. 
（
三
五
） 
Jam
es D
. K
o
rn
w
o
lf, "A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 th
e A
esth
etic 
M
o
vem
en
t," In
 P
u
rsu
it o
f B
eau
ty: A
m
erican
s an
d
 th
e A
esth
etic 
M
o
vem
en
t, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
etro
p
o
litan
 M
u
seu
m
 o
f A
rt, 1
9
8
6
, 
p
p
.3
4
1
―3
8
3
 
（
三
六
） 
E
ileen
 B
o
ris, A
rt an
d
 L
ab
o
r: R
u
skin
, M
o
rris, an
d
 th
e C
raftsm
an
 Id
eal 
in
 A
m
erica, P
h
ilad
elp
h
ia, T
em
p
le U
n
iversity P
ress, c1
9
8
6
. 
（
三
七
） 
L
in
d
a S
. F
erb
er, W
illiam
 H
. G
erd
ts, T
h
e N
ew
 P
ath
: R
u
skin
 an
d
 th
e 
A
m
erican
 P
re
―R
ap
h
aelites, B
ro
o
k
lyn
, N
. Y
., B
ro
o
k
lyn
 M
u
seu
m
, 1
9
8
5
. 
（
三
八
） 
K
aren
 G
ero
g
i, C
ritical S
h
ift: R
eread
in
g Jarves, C
o
o
k, S
tillm
an
, an
d
 th
e 
N
arratives o
f N
in
eteen
th
―C
en
tu
ry A
m
erican
 A
rt, U
n
iversity P
ark
, 
P
h
ilad
elp
h
ia, P
en
n
sylvan
ia S
tate U
n
iversity P
ress, 2
0
1
3
. 
（
三
九
） 
T
h
eo
d
o
re E
. S
teb
b
in
s, T
h
e L
ast R
u
skin
ian
s: C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, 
C
h
arles H
erb
ert M
o
o
re, an
d
 T
h
eir C
ircle
, C
am
b
rid
g
e, M
assach
u
setts, 
H
arvard
 U
n
iversity A
rt M
u
seu
m
s, 2
0
0
7
. 
 
（
四
〇
） 
M
au
reen
 M
eister, A
rch
itectu
re an
d
 th
e A
rts an
d
 C
rafts M
o
vem
en
t in
 
B
o
sto
n
: H
arvard
's H
. L
an
gfo
rd
 W
arren
, H
an
o
ver, U
n
iversity P
ress o
f N
ew
 
E
n
g
lan
d
, 2
0
0
3
. 
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（
四
一
） 
Jo
h
n
 L
. B
rad
ley, ed
., Jo
h
n
 R
u
skin
: T
h
e C
ritical H
eritage
, L
o
n
d
o
n
, 
N
ew
 Y
o
rk
, R
o
u
tled
g
e, 1
9
8
4
. 
（
四
二
） 
Jam
es S
. D
eard
en
, Jo
h
n
 R
u
skin
: A
 L
ife in
 P
ictu
res, S
h
effield
, 
A
cad
em
ic P
ress, 1
9
9
9
. 
（
四
三
） 
M
ich
ael H
. L
an
g
, D
esign
in
g U
to
p
ia: Jo
h
n
 R
u
skin
's U
rb
an
 V
ision
 fo
r 
B
ritain
 an
d
 A
m
erica, M
o
n
tréal, B
lack
 R
o
se P
ress, 1
9
9
9
. 
（
四
四
） 
W
illiam
 F
itzh
u
g
h
 B
ru
n
d
ag
e, A
 S
o
cialist U
top
ia in
 th
e N
ew
 S
o
u
th
: T
h
e 
R
u
skin
 C
o
lo
n
ies in
 T
en
n
esssee an
d
 G
eo
rgia, U
rb
an
a, U
n
iversity o
f Illin
o
is 
P
ress, 1
9
9
6
. 
（
四
五
） 
M
ich
ael W
h
eeler an
d
 N
ig
el W
h
iteley, ed
s., T
h
e L
am
p
 o
f M
em
o
ry: 
R
u
skin
, T
rad
itio
n
 an
d
 A
rch
itectu
re
, M
an
ch
ester, N
ew
 Y
o
rk
, M
an
ch
ester 
U
n
iversity P
ress, 1
9
9
2
. 
（
四
六
） 
N
ig
el W
h
iteley, "'F
alseh
o
o
d
 in
 a C
icero
n
ian
 d
ialect'?
: T
h
e 'R
u
sk
in
ian
' 
T
rad
itio
n
, M
o
d
ern
ism
, an
d
 th
e R
ise o
f th
e C
lassical T
rad
itio
n
 in
 
C
o
n
tem
p
o
rary A
rch
itectu
re," ib
id
., p
p
.1
7
9
―2
1
1
. 
（
四
七
） 
G
eo
ffrey S
co
tt, T
h
e A
rch
itectu
re o
f H
u
m
an
ism
: A
 S
tu
d
y in
 th
e 
H
isto
ry o
f T
aste, L
o
n
d
o
n
, A
rch
itectu
ral P
ress, 1
9
8
0
; first p
u
b
lish
ed
 in
 
1
9
1
4
 b
y C
o
n
stab
le (L
o
n
d
o
n
). 
（
四
八
） 
一
五
三
頁
の
注
四
四
に
は
、
ラ
イ
ト
へ
の
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
を
裏
づ
け
る
、
よ
り
実
証
的
な
史
料
収
集
を
目
指
し
た
研
究
活
動
の
顛
末
が
語
ら
れ
て
い
る
。 
（
四
九
） 
P
eter C
o
llin
s, C
h
an
gin
g Id
eals in
 M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re
, L
o
n
d
o
n
, 
F
ab
er an
d
 F
ab
er, 1
9
6
5
. 
（
五
〇
） 
N
ao
m
i T
an
ab
e U
ech
i, E
vo
lvin
g T
ran
scen
d
en
talism
 in
 L
iteratu
re an
d
 
A
rch
itectu
re: F
ran
k F
u
rn
ess, L
o
u
is S
u
llivan
 an
d
 F
ran
k L
lo
yd
 W
righ
t, 
N
ew
castle u
p
o
n
 T
yn
e, C
am
b
rid
g
e S
ch
o
lars P
u
b
lish
in
g
, 2
0
1
3
. 
 
（
五
一
） 
L
au
ren
 S
. W
ein
g
arten
, "N
atu
ralized
 N
atio
n
alism
: A
 R
u
sk
in
ian
 
D
isco
u
re o
n
 th
e S
earch
 fo
r an
 A
m
erican
 S
tyle o
f A
rch
itectu
re," W
in
terh
u
r 
P
o
rtfo
lio
, V
o
l.2
4
, N
o
.2
, 1
9
8
9
, p
p
.4
3
―6
8
. 
（
五
二
） 
L
au
ren
 S
. W
ein
g
ard
en
, L
o
u
is H
. S
u
llivan
 an
d
 a 1
9
th
―C
en
tu
ry P
o
etics 
o
f N
atu
ralized
 A
rch
itectu
re, F
arn
h
am
, E
n
g
lan
d
 an
d
 B
u
rlin
g
to
n
, V
erm
o
n
t, 
A
sh
g
ate, 2
0
0
9
. 
（
五
三
） 
H
. A
. N
eed
h
am
, L
e D
évelo
p
p
em
en
t d
e l'E
sthétiq
u
e S
o
cio
lo
giq
u
e en
 
F
ran
ce et en
 A
n
gleterre au
 X
IX
e C
iècle, P
aris, L
ib
rairie A
n
cien
n
e H
o
n
o
ré 
C
h
am
p
io
n
, 1
9
2
6
, p
p
.1
8
6
―1
9
4
 
に
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
と
モ
リ
ス
の
影
響
」
が
あ
る
。 
（
五
四
） 
Jean
 A
u
tret, R
u
skin
 an
d
 th
e F
ren
ch
 b
efo
re M
arcel P
ro
u
st, G
en
eve, 
D
ro
z, 1
9
6
5
. 
（
五
五
） 
Jean
―P
ierre G
uillerm
, "L
e R
uskin
ism
e en
 F
ran
ce ou la C
élébration
 du 
F
o
u
," R
evu
e d
es S
cien
ces H
u
m
ain
es L
ille III: L
e T
exte et ses R
é cep
tion
s, 
N
o
.1
8
9
, Jan
. 1
9
8
3
, p
p
.8
9
―1
1
0
. 
（
五
六
） 
E
u
g
en
ia W
. H
erb
art, T
h
e A
rtist an
d
 S
o
cial R
efo
rm
: F
ran
ce an
d
 
B
elgiu
m
, 1
8
8
5
―1
8
9
8
, N
ew
 H
aven
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 1
9
6
1
. 
（
五
七
）A
n
n
e L
eo
n
ard
, "In
tern
atio
n
alist in
 S
p
ite o
f T
h
em
selves: B
ritain
 an
d
 
B
elg
iu
m
 at th
e F
in
 d
e S
iècle," in
 G
race B
ro
ck
in
g
to
n
, ed
., C
IS
R
A
, O
xfo
rd
, 
B
ern
 B
erlin
 [etc.], P
eter L
an
g
, V
o
l.4
, 2
0
0
9
, p
p
.2
2
5
―2
4
6
. 
（
五
八
） 
L
au
ren
ce B
ro
g
n
iez an
d
 B
ib
ian
e F
réché "R
u
sk
in
 en
 B
elg
iq
u
e: p
assag
e 
en
 revu
e (1
8
8
0
―1
9
3
0
)," P
ostérité de John R
uskin. L
'héritage R
uskinien 
dans les T
extes L
ittéraires et les É
crits E
sthétiques, Isab
elle 
E
n
au
d
―L
ech
ien
 an
d
 Joëlle P
ru
n
g
n
au
d
, ed
s., P
aris, C
lassiq
u
es G
arn
ier, 
2
0
1
1
. 
（
五
九
）S
. F
. S
h
u
sto
va, "K
 isto
rii p
u
b
lik
atsii D
zh
o
n
a R
eskin
a v R
o
sii," 
M
aterialy, V
o
l.1
0
, 1
9
6
9
, p
p
.2
0
0
―2
0
2
. 
（
六
〇
） 
Id
em
., "K
 vo
p
ro
su
 o
 ro
li L
. N
. T
o
lsto
g
o
 v rasp
ro
stran
en
ii tru
d
o
v 
D
zh
o
n
a R
eskin
a v R
o
ssii," M
aterialy, V
o
l.1
1
, 1
9
7
2
, p
p
.1
9
9
―2
0
1
. 
（
六
一
） 
M
arta W
iszn
io
w
sk
a, "P
ierw
szy o
k
res recep
cji R
u
sk
in
a w
 P
o
lsce," F
o
lia 
S
ch
ien
tatis S
cien
tiaru
m
 L
u
b
lin
en
sis, V
o
l.1
1
, 1
9
7
1
, p
p
.1
1
―1
8
. 
（
六
二
） 
W
an
d
a K
rajew
sk
a, R
ecep
cja literatu
ry an
gielskiej w
 P
o
lsce w
 o
kresie 
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m
o
d
ern
izm
u
, 1
8
8
7
―1
9
1
8
, W
ro
c ław
 an
d
 W
arsaw
, 1
9
7
1
. 
（
六
三
） 
G
eo
rg
e R
. C
o
llin
s, A
n
to
n
io
 G
au
dí, N
ew
 Y
o
rk
, G
. B
raziller, 1
9
6
0
. 
（
六
四
） 
O
rio
l B
o
h
ig
as, R
eseñ
a y C
atalo
go
 d
e la A
rq
u
itectu
ra M
o
d
ern
ista, 
B
arcelo
n
a, E
d
ito
rial L
u
m
en
, 1
9
6
8
. 
同
書
に
は
『
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
』（
稲
川
直
樹
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
と
し
て
邦
訳
が
あ
る
。 
（
六
五
） 
G
ijs van
 H
en
sb
erg
en
, G
au
d
i: A
 B
io
grap
h
y, N
ew
 Y
o
rk
, H
arp
er C
o
llin
s, 
2
0
0
1
. 
（
六
六
） 
Jau
m
e G
en
ís T
erri, E
ls F
o
n
am
en
ts Id
eo
lò
gics d
e l'A
rq
u
itectu
ra 
R
eligio
sa d
el G
au
díd
e M
ad
u
resa, U
n
iversitat P
o
m
p
eu
 F
ab
ra, D
ep
artam
en
t 
d
'H
u
m
an
itats, 2
0
0
7
. 
（
六
七
） 
Id
em
., G
audí, entre l'arquitectura C
ristiana i l'A
rt C
ontem
porani, 
B
arcelo
n
a, P
u
b
licacio
n
s d
e l'A
b
ad
ia d
e M
o
n
tserrat, 2
0
0
9
. 
（
六
八
） 
L
ily L
itvak, E
spaña 1900: M
odernism
o, A
narquism
o y Fin de Siglo
, 
B
arcelo
n
a, A
n
th
ro
p
o
s, 1
9
9
0
. 
（
六
九
） 
C
reag
h
 K
åb
erg
 L
an
e, ed
., M
o
d
ern
 S
w
ed
ish
 D
esign
: T
h
ree F
o
u
n
d
in
g 
T
exts, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 2
0
0
8
. 
（
七
〇
） 
C
lau
d
io
 S
ilveira A
m
aral, T
h
e In
flu
en
ce o
f Jo
h
n
 R
u
skin
 o
n
 th
e 
T
each
in
g o
f D
raw
in
g in
 B
razil: H
o
w
 h
is S
p
atial W
ay o
f T
h
in
kin
g A
ffects 
A
rch
itectu
re an
d
 P
ain
tin
g
, L
ew
isto
n
, Q
u
een
sto
n
 an
d
 L
am
p
eter, E
d
w
in
 
M
ellen
 P
ress, 2
0
1
2
. 
（
七
一
）
長
谷
川
堯
『
都
市
廻
廊
』、
東
京
、
相
模
書
房
、
一
九
七
五
年
。 
（
七
二
） 
D
in
ah
 B
irch
, ed
., R
u
skin
 an
d
 th
e D
aw
n
 o
f T
h
e M
o
d
ern
, O
xfo
rd
, N
ew
 
Y
o
rk
, C
laren
d
o
n
 P
ress, 1
9
9
9
. 
（
七
三
） 
T
o
n
i C
eru
tti, ed
., R
u
skin
 an
d
 th
e T
w
en
tieth
 C
en
tu
ry: T
h
e M
o
d
ern
ity 
o
f R
u
skin
ism
, V
ercelli, E
d
izio
n
i M
ercu
rio
, 2
0
0
0
. 
（
七
四
） 
G
io
van
n
i C
ian
ci an
d
 P
eter N
ich
o
lls, ed
s., R
u
skin
 an
d
 M
o
d
ern
ism
, 
B
asin
g
sto
k
e, H
am
p
sh
ire an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, P
alg
rave, 2
0
0
1
. 
（
七
五
） 
G
io
van
n
i L
eo
n
i, "A
rch
itectu
re as C
o
m
m
en
tary: R
u
sk
in
's P
re
―m
o
d
ern
 
A
rch
itectu
ral T
h
o
u
g
h
t an
d
 Its In
flu
en
ce o
n
 M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," ib
id
., 
p
p
.1
9
4
―2
1
0
. 
（
七
六
） 
R
eb
ecca D
an
iels an
d
 G
eo
ff B
ran
d
w
o
o
d
, ed
s., R
u
skin
 &
 A
rch
itectu
re, 
R
ead
in
g
, S
p
ire B
o
o
k
s, 2
0
0
3
. 
（
七
七
） 
G
ill C
h
itty, "R
u
sk
in
's A
rch
itectu
ral H
eritag
e: T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f 
A
rch
itectu
re
―R
ecep
tio
n
 an
d
 L
eg
acy," ib
id
., p
p
.2
5
―5
1
. 
（
七
八
） 
K
eith
 H
an
ley an
d
 B
rian
 M
aid
m
en
t, ed
s., P
ersisten
t R
u
skin
: S
tu
d
ies in
 
In
flu
en
ce, A
ssim
ilation
 an
d
 E
ffect, F
arh
am
, S
u
rrey, E
n
g
lan
d
 an
d
 
B
u
rlin
g
to
n
, V
erm
o
n
t, 2
0
1
3
. 
（
七
九
） 
R
ach
el P
o
lo
n
sky, E
n
glish
 L
iteratu
re an
d
 th
e R
u
ssian
 A
esth
etic 
R
en
aissan
ce, C
am
b
rid
g
e an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, C
am
b
rid
g
e U
n
iversity P
ress, 
1
9
9
8
. 
（
八
〇
） 
W
illiam
 C
raft B
ru
m
field
, T
h
e O
rigin
s o
f M
o
d
ern
ism
 in
 R
u
ssian
 
A
rch
itectu
re, B
erk
ley, U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
9
1
. 
（
八
一
） 
Id
em
., "M
itteleu
ro
p
a to
 M
o
sco
w
: G
erm
an
ic L
in
k
s w
ith
 R
u
ssian
 
A
rch
itectu
re," C
o
ld
 F
u
sion
: A
sp
ects o
f th
e G
erm
an
 C
u
ltu
ral P
resen
ce in
 
R
u
ssia, G
en
n
ad
y B
arab
tarlo
, ed
., N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 O
xfo
rd
, B
erg
h
ah
n
 B
o
o
k
s, 
p
p
.1
6
9
―1
8
4
. 
（
八
二
）W
illiam
 C
raft B
ru
m
field
, et al., ed
s., C
o
m
m
erce in
 R
u
ssian
 U
rb
an
 
C
u
ltu
re 1
8
6
1
―1
9
1
4
, W
ash
in
g
to
n
, D
. C
., W
o
o
d
ro
w
 W
ilso
n
 C
en
ter P
ress 
an
d
 B
altim
o
re, Jo
h
n
 H
o
p
kin
s U
n
iversity P
ress, c.2
0
0
1
. 
（
八
三
） 
K
aren
 L
ivin
g
sto
n
e an
d
 L
in
d
a P
arry, ed
s., In
tern
ation
al A
rts an
d
 
C
rafts, L
o
n
d
o
n
, V
&
A
 P
u
b
licatio
n
s, 2
0
0
5
. 
（
八
四
） 
A
n
d
rzej S
zczerski, W
zo
rce T
ożsam
ości: R
ecepcja Sztuki B
rytyjskiej w
 
E
uropie Środkow
ej O
koło R
oku 1900
, K
rakó
, U
n
iversitas, 2
0
0
2
. 
（
八
五
） 
Jin
dřich V
ybíral, "T
he R
ecep
tion
 of the A
rts an
d C
rafts M
ovem
en
t in
 
B
o
h
em
ia aro
u
n
d
 1
9
0
0
," C
en
tro
p
a, V
o
l.4
, N
o
.3
, 2
0
0
4
, p
p
.2
1
8
―2
3
0
. 
（
八
六
） 
P
io
tr Ju
szk
iew
icz, "Id
en
tity an
d
 R
ecep
tio
n
: P
o
lish
 R
esearch
 o
n
 
V
icto
rian
 A
rt an
d
 A
rt T
h
eo
ry," Jo
u
rn
al o
f V
icto
rian
 C
u
ltu
re
, V
o
l.1
2
, N
o
.2
, 
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2
0
0
7
, p
p
.3
1
4
―3
1
9
. 
（
八
七
） 
K
arel S
tib
ral, B
o
h
u
slav B
in
k
a an
d
 N
ad
'a Jo
h
an
iso
vá, ed
s., Jo
h
n
 R
u
skin
 
a P
říro
d
a, P
rah
a, D
o
k
ořán
, 2
0
1
1
. 
（
八
八
） 
K
arel S
tib
ral an
d
 B
o
h
u
slav B
in
k
a, "R
eflexe R
u
sk
in
o
va d
íla v Č
echách
," 
ib
id
., p
p
.1
3
0
―1
5
7
. 
（
八
九
） 
G
race B
ro
ckin
g
to
n
, ed
., o
p
. cit. 
（
九
〇
） 
R
o
salin
d
 P
. B
lak
esley, "'T
h
e V
en
erab
le A
rtist's F
iery S
p
eech
es 
R
in
g
in
g
 in
 m
y S
o
u
l:' T
h
e A
rtistic Im
p
act o
f W
illiam
 M
o
rris an
d
 h
is C
ircle 
in
 N
in
en
een
th
―C
en
tu
ry R
u
ssia, ib
id
., p
p
.7
9
―1
0
5
. 
（
九
一
） 
A
n
d
rej S
zczerski, "T
h
e A
rts an
d
 C
rafts M
o
vem
en
t, In
tern
atio
n
alism
 
an
d
 V
ern
acu
lar R
evival in
 C
en
tral E
u
ro
p
e c.1
9
0
0
," ib
id
., p
p
.1
0
7
―1
3
1
. 
（
九
二
） 
R
o
b
ert L
. B
ro
w
n
ell, T
h
e C
o
n
tem
p
o
rary R
eview
s o
f Jo
h
n
 R
u
skin
's T
h
e 
S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, L
o
n
d
o
n
, P
allas A
th
en
e, 2
0
0
9
. 
（
九
三
） 
h
ttp
://g
allica.b
n
f.fr/ 
（
九
四
） 
h
ttp
://w
w
w
.b
n
c.cat/d
ig
ital/arca/an
g
les/in
d
ex.h
tm
l 
（
九
五
） 
h
ttp
://d
ig
i.u
b
.u
n
i
―h
eid
elb
erg
.d
e/d
ig
lit/ 
（
九
六
） 
h
ttp
://retro
.seals.ch
/d
ig
b
ib
/ 
   
序
章 
 【章
頭
図
版
：
ホ
レ
―
シ
オ
・
グ
リ
―
ノ
ウ
肖
像
】 
出
典
："H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
: P
h
eren
o
lo
g
ical C
h
aracter an
d
 
B
io
g
rap
h
y," A
m
erican
 P
h
eren
olo
g
ical Jo
u
rn
al, V
o
l.3
4
, N
o
.4
, O
ct. 
1
8
6
1
, p
.8
4
. 
【
章
頭
引
用
：
マ
ン
・
Ｓ
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
二
世
に
よ
る
聞
き
と
り
メ
モ
】 
出
典
：N
ath
alia W
rig
h
t, H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
: T
h
e F
irst A
m
erican
 
S
cu
lp
to
r, P
h
ilad
elp
h
ia, U
n
iversity o
f P
en
n
sylvan
ia P
ress, 1
9
6
3
, 
p
.2
7
3
. 
 
（
一
） 
"P
ro
g
ress o
f A
rch
itectu
re," Jo
u
rn
al o
f th
e F
ran
klin
 In
stitu
te o
f th
e S
tate 
o
f P
en
n
sylvan
ia an
d
 M
ech
an
ics' R
egister, V
o
l.2
4
, Ju
l. 1
8
3
9
, p
p
.6
0
―6
1
. 
（
二
） 
A
 G
rad
u
ate o
f O
xfo
rd
, M
o
d
ern
 P
ain
ters, N
ew
 Y
o
rk
, W
iley &
 P
u
tn
am
, 
1
8
4
7
. 
（
三
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, F
o
rm
 an
d
 F
u
n
ctio
n
: R
em
arks o
n
 A
rt, H
aro
ld
 A
. 
S
m
all, ed
., B
erkeley, U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
4
7
. 
（
四
） 
Jam
es M
arsto
n
 F
itch
, A
m
erican
 B
u
ild
in
g: T
h
e F
o
rces T
h
at S
h
ap
e It, 
B
o
sto
n
, H
o
u
g
h
to
n
 M
ifflin
 C
o
., 1
9
4
8
. 
（
五
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, ed
., R
o
ots o
f C
o
n
tem
p
o
rary A
m
erican
 A
rch
itectu
re
, 
N
ew
 Y
o
rk
, D
o
ver P
u
b
licatio
n
s, 1
9
7
2
; first p
u
b
lish
ed
 b
y R
ein
h
o
ld
 (N
ew
 
Y
o
rk
) in
 1
9
5
2
; seco
n
d
 ed
itio
n
 p
u
b
lish
ed
 b
y G
ro
ve P
ress (N
ew
 Y
o
rk
) in
 
1
9
5
9
. 
本
論
文
で
は
一
九
七
二
年
版
を
用
い
る
。 
（
六
） 
W
ayn
e A
n
d
rew
s, A
rch
itectu
re, A
m
b
ition
 an
d
 A
m
erican
s: A
 H
isto
ry o
f 
A
m
erican
 A
rch
itectu
re, fro
m
 th
e B
egin
n
in
g to
 th
e P
resen
t, T
ellin
g th
e 
S
to
ry o
f th
e O
u
tstan
d
in
g B
u
ild
in
gs, th
e M
en
 W
h
o
 D
esign
ed
 T
h
em
 an
d
 th
e 
P
eo
p
le fo
r W
h
o
m
 T
h
ey w
ere B
u
ilt, N
ew
 Y
o
rk
, H
arp
er, 1
9
5
5
. 
（
七
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, "C
riticism
 in
 S
earch
 o
f B
eau
ty," F
o
rm
 an
d
 
F
u
n
ctio
n
: R
em
arks o
n
 A
rt, D
esign
, an
d
 A
rch
itectu
re
, H
aro
ld
 A
. S
m
all, ed
., 
B
erk
eley, L
o
s A
n
g
eles, L
o
n
d
o
n
, U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
4
7
, p
.9
7
. 
（
八
） 
Id
em
., "C
riticism
 in
 S
earch
 o
f B
eau
ty," p
.9
7
. –
 "T
o
 m
an
y m
in
d
s th
e 
d
efin
itio
n
 o
f B
eau
ty as th
e p
ro
m
ise o
f F
u
n
ctio
n
 m
u
st ap
p
ear an
 excessive 
g
en
eralizatio
n
. 
… Y
et is th
is g
en
eralizatio
n
 b
u
t an
 effo
rt to
 g
rasp
 a w
id
er 
co
llectio
n
 o
f p
h
en
o
m
en
a, 
…" 
（
九
） 
E
rle L
o
ran
, "In
tro
d
u
ctio
n
," ib
id
., p
.xiii. –
 "th
at read
, even
 to
d
ay, lik
e th
e 
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w
o
rd
s o
f a p
ro
g
ressive co
n
tem
p
o
rary." 
（
一
〇
） 
E
d
w
ard
 R
o
b
ert D
e Z
u
rk
o
, O
rigin
s o
f F
u
n
ction
alist T
h
eo
ry
, N
ew
 Y
o
rk
, 
C
o
lu
m
b
ia U
n
iversity P
ress, 1
9
5
7
. 
（
一
一
） 
藤
田
治
彦
「
機
能
主
義
と
『
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
』：
ホ
レ
イ
シ
ョ
・
グ
リ
ノ
ウ
の
造
形
論
を
め
ぐ
っ
て
」、『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
学
部
研
究
報
告
』
第
三
五
巻
、
一
九
八
六
年
、
九
五
頁
。 
（
一
二
） 
E
rd
em
 E
rten
, "Q
u
estio
n
in
g
 H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
's T
h
o
u
g
h
ts o
n
 
A
rch
itectu
re," m
aster's th
esis fo
r S
cien
ce in
 A
rch
itectu
re stu
d
ies, 
M
assach
u
setts In
stitu
te o
f T
ech
n
o
lo
g
y, Ju
n
. 1
9
9
8
, p
p
.1
5
―2
5
. 
（
一
三
） 
Jam
es E
arly, R
o
m
an
ticism
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, A
. 
S
. B
arn
es, 1
9
6
5
, p
.1
1
1
 n
.6
1
; V
an
 W
yck B
ro
o
k
s, T
h
e F
lo
w
erin
g o
f N
ew
 
E
n
glan
d
 1
8
1
5
―1
8
6
5
, N
ew
 Y
o
rk
, E
. P
. D
u
tto
n
 &
 C
o
., 1
9
3
6
. 
（
一
四
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, A
m
erican
 A
rch
itectu
re: S
tu
d
ies, N
ew
 Y
o
rk
, 
H
arp
er &
 B
ro
th
ers P
u
b
lish
ers, 1
8
9
2
. 
（
一
五
） 
A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, A
 T
ext
―B
o
o
k o
f th
e H
isto
ry o
f 
A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, L
o
n
g
m
an
s, G
reen
, an
d
 C
o
., 1
8
9
6
. 
（
一
六
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, S
ticks an
d
 S
to
n
es: A
 S
tu
d
y o
f A
m
erican
 A
rch
itectu
re 
an
d
 C
ivilizatio
n
, N
ew
 Y
o
rk
, B
o
n
i an
d
 L
iverig
h
t, 1
9
2
4
. 
 
（
一
七
） 
T
alb
o
t F
au
lk
n
er H
am
lin
, T
h
e A
m
erican
 S
p
irit o
f A
rch
itectu
re, N
ew
 
H
aven
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 1
9
2
6
. 
（
一
八
） 
F
isk
e K
im
b
all, A
m
erican
 A
rch
itectu
re
, In
d
ian
ap
o
lis an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, 
T
h
e B
o
b
b
s
―M
errill C
o
m
p
an
y, 1
9
2
8
. 
（
一
九
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, T
h
e B
ro
w
n
 D
ecad
es: A
 S
tu
d
y o
f th
e A
rts in
 A
m
erica 
1
8
6
5
―1
8
9
5
, N
ew
 Y
o
rk
, H
arco
u
rt, B
race an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
3
1
. 
 
（
二
〇
） 
C
h
arles H
arris W
h
itak
er, T
h
e S
to
ry o
f A
rch
itectu
re: F
ro
m
 R
am
eses to
 
R
o
ckefeller, N
ew
 Y
o
rk
, H
alcyo
n
 H
o
u
se, 1
9
3
4
. 
（
二
一
） 
T
h
o
m
as E
d
d
y T
allm
ad
g
e, T
h
e S
to
ry o
f A
rch
itectu
re in
 A
m
erica, N
ew
 
Y
o
rk
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
9
3
6
. 
（
二
二
） 
F
isk
e K
im
b
all an
d
 G
eo
rg
e H
aro
ld
 E
d
g
ell, A
 H
isto
ry o
f A
rch
itectu
re
, 
N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, H
arp
er &
 B
ro
th
ers P
u
b
lish
ers, 1
9
1
8
. 
（
二
三
） 
建
築
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
や
地
域
史
を
含
む
、
ア
メ
リ
カ
建
築
史
の
よ
り
詳
細
な
出
版
状
況
に
つ
い
て
は 
K
eith
 L
. E
g
g
en
er, "In
tro
d
u
ctio
n
," A
m
erican
 
A
rch
itectu
ral H
isto
ry: A
 C
o
n
tem
p
o
rary R
ead
er, N
ew
 Y
o
rk
, R
o
u
tled
g
e, 
2
0
0
4
, p
p
.1
―2
2
 
を
参
照
。 
（
二
四
） 
N
ik
o
lau
s P
evsn
er, "G
reen
o
u
g
h
 an
d
 G
arb
ett," S
o
m
e A
rch
itectu
ral 
W
riters o
f th
e N
in
eteen
th
 C
en
tu
ry
, O
xfo
rd
, C
laren
d
o
n
 P
ress, 1
9
7
2
, 
p
p
.1
8
8
―1
9
3
. 
（
二
五
） 
M
u
m
fo
rd
, "P
reface to
 th
e S
eco
n
d
 E
d
itio
n
," R
o
o
ts, p
.viii. –
 "m
o
d
ern
 
arch
itectu
re em
erg
ed
 fro
m
 a lo
n
g
 fo
reg
ro
u
n
d
 in
 o
u
r A
m
erican
 p
ast" 
（
二
六
） 
F
itch
, o
p
.cit., p
.7
0
. –
 "In
d
eed
, as H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck
 h
as 
p
o
in
ted
 o
u
t, h
is w
o
rk
s received
 b
o
th
 earlier an
d
 g
reater reco
g
n
itio
n
 in
 th
is 
co
u
n
try th
an
 in
 E
n
g
lan
d
." 
（
二
七
） Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
's im
p
act u
p
o
n
 A
m
erican
 cu
ltu
re, esp
ecially h
er art 
an
d
 arch
itectu
re, w
as im
m
en
se." 
（
二
八
） Ib
id
., "Jo
h
n
 R
u
sk
in
, R
o
m
an
tic T
o
ry," p
p
.7
0
―7
4
; "H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, 
Y
an
k
ee D
em
o
crat," p
p
.7
4
―8
1
. 
（
二
九
） Ib
id
., p
.7
0
. –
 "T
h
e M
o
rris arts
―in
―in
d
u
stry m
o
vem
en
t, in
 E
lb
e
rt 
H
u
b
b
ard
 an
d
 h
is R
o
ycro
fters, in
 th
e to
o
led
―leath
er
―an
d
―b
u
rn
t
―w
o
o
d
 
circles o
f th
e fin
 d
e siècle, in
 a h
u
n
d
red
―o
d
d
 b
yw
ays an
d
 d
ead
 en
d
s o
f 
u
p
p
er
―class n
eu
ro
ses an
d
 fru
stratio
n
s" 
（
三
〇
） Ib
id
. –
 "T
h
e cu
m
u
lative, o
b
jective effect o
f R
u
sk
in
's w
o
rk
 w
as 
d
isastro
u
s." 
（
三
一
） Ib
id
., p
.7
2
. –
 "a stu
d
en
t o
f so
ciety itself" 
（
三
二
） Ib
id
., p
.7
3
. –
 "H
e w
as n
o
t o
n
ly a T
o
ry in
 B
ritish
 p
o
litics; h
e w
as an
 
aristo
crat in
 p
rin
cip
le." 
（
三
三
） Ib
id
. –
 " F
ro
m
 th
e start h
e w
as u
n
ash
am
ed
ly th
e sp
o
kesm
an
 fo
r th
e 
n
o
b
ility, th
e lan
d
ed
 g
en
try, th
e g
en
tlefo
lk
 o
f E
n
g
lan
d
 w
h
o
se m
an
n
ers, 
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m
o
rals, an
d
 esth
etic stan
d
ard
s w
ere n
o
w
 b
ein
g
 exlip
sed
 b
y V
icto
rian
 
cap
italism
." 
（
三
四
） Ib
id
., p
.7
8
. –
 " R
u
sk
in
 w
as m
erely o
n
e co
g
 in
 th
e g
ian
t o
b
scu
ran
tist 
m
ach
in
e w
h
ich
 w
as o
verw
h
elm
in
g
 w
h
o
le sectio
n
s o
f E
n
g
lish
 cu
ltu
re." 
（
三
五
） Ib
id
., p
.7
3
. –
 "A
n
ti
―d
em
o
cratic, an
ti
―in
d
u
strial, an
ti
―scien
tific" 
（
三
六
） Ib
id
., p
.7
8
. –
 " H
is sep
aratio
n
 o
f esth
etic fro
m
 tech
n
iq
u
e w
as, 
o
b
jectively, a reactio
n
ary m
an
eu
ver." 
（
三
七
） Ib
id
.,p
.7
3
. –
 " h
is p
ictu
re o
f G
o
th
ic life w
as h
isto
rically in
accu
rate, as 
even
 casu
al referen
ce to
 o
rig
in
al m
ed
ieval so
u
rces sh
o
u
ld
 h
ave to
ld
 h
im
." 
（
三
八
） Ib
id
., p
.7
8
. –
 " G
reen
o
u
g
h
, 
… w
ith
 th
is d
ifferen
ce: h
e cam
e fro
m
 th
e 
h
eart o
f Y
an
k
ee in
d
u
strialism
 at th
e very m
o
m
en
t it w
as p
rep
arin
g
 to
 
ch
allen
g
e th
e slave o
lig
arch
y fo
r th
e m
astery o
f th
e n
atio
n
." 
（
三
九
） Ib
id
., p
.7
7
. –
 " T
h
is sim
ilarity lay in
 th
e fact th
at th
ey b
o
th
 
reco
g
n
ized
 th
e im
p
o
ssib
ility o
f d
iscu
ssin
g
 esth
etic stan
d
ard
s as iso
lates." 
（
四
〇
） Ib
id
., p
.8
1
. –
 "h
e vo
iced
 th
e asp
iratio
n
s o
f th
e m
o
st p
ro
g
ressive 
sectio
n
 o
f m
id
―cen
tu
ry A
m
erican
 d
em
o
cracy." 
（
四
一
） Ib
id
., p
.7
6
. –
 "H
e saw
 in
 th
e b
o
u
rg
eo
n
in
g
 A
m
erican
 in
d
u
stry th
e 
m
aterial b
asis fo
r a n
ew
 esth
etic stan
d
ard
, o
n
e w
h
ich
 w
o
u
ld
 b
e in
 
co
n
fo
rm
ity w
ith
 ad
van
cin
g
 scien
ce an
d
 tech
n
o
lo
g
y in
stead
 o
f in
creasin
g
ly 
in
 o
p
p
o
sitio
n
 to
 it." 
（
四
二
） Ib
id
., p
.8
1
. –
 "It is th
is reality –
 d
em
o
cracy, scien
ce, in
d
u
stry –
 
w
h
ich
 h
e accep
ts as th
e essen
tial b
asis fo
r effective esth
etic stan
d
ard
s. 
（
四
三
） Ib
id
., p
.7
6
. 
原
文
は H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, "A
m
erican
 A
rch
itectu
re," A
 
M
em
o
rial to H
o
ratio G
reen
o
u
gh
, H
en
ry T
h
eo
d
o
r T
u
ck
erm
an
, ed
., N
ew
 
Y
o
rk
, G
. P
u
tn
am
 &
 C
o
., p
p
.1
2
4
―1
2
6
 
よ
り
。
翻
訳
中
の
［ 
］
部
は
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
補
足
を
反
映
し
、〔 
〕
部
は
論
者
に
よ
る
補
足
。 
–
 " H
ere is th
e resu
lt o
f th
e stu
d
y o
f m
an
 u
p
o
n
 th
e g
reat d
eep
, w
h
ere 
N
atu
re sp
eak
s o
f th
e law
s o
f b
u
ild
in
g
, n
o
t in
 feath
er an
d
 in
 flo
w
er, b
u
t 
in
 w
in
d
 an
d
 w
aves, an
d
 h
e b
en
t all h
is m
in
d
 to
 h
ear an
d
 to
 o
b
ey 
… If 
th
is an
ato
m
ic co
n
n
ectio
n
 an
d
 p
ro
p
o
rtio
n
 h
as b
een
 attain
ed
 in
 m
ach
in
es 
an
d
 –
 in
 sp
ite o
f false p
rin
cip
les –
 in
 su
ch
 b
u
ild
in
g
s as m
ak
e a 
d
ep
artu
re fro
m
 it fatal, [su
ch
] as b
rid
g
es an
d
 scaffo
ld
in
g
, w
h
y sh
o
u
ld
 
w
e fear its im
m
ed
iate u
se in
 [b
u
ild
in
g
] co
n
stru
ctio
n
?
" 
（
四
四
） Ib
id
., p
.7
4
. –
 "B
u
t h
ad
 h
is essays circu
lated
 as w
id
ely as th
o
se o
f 
R
u
sk
in
, A
m
erican
 d
esig
n
 m
ig
h
t w
ell h
ave escap
ed
 th
e d
ecad
es o
f to
rtu
o
u
s 
fru
stratio
n
 w
h
ich
 lay b
etw
een
 G
reen
o
u
g
h
 an
d
 L
o
u
is S
u
llivan
." 
（
四
五
） 
M
. S
., "B
o
o
k
s: F
o
rm
 an
d
 F
u
n
ctio
n
," A
rch
itectu
ral F
o
ru
m
, V
o
l.8
8
, 
N
o
.2
―3
, 1
9
4
8
, p
p
.1
2
6
, 1
3
0
. –
 "T
o
ryism
 o
f R
u
sk
in
 an
d
 G
reen
o
u
g
h
's 
u
n
h
am
p
ered
 an
d
 stro
n
g
 D
em
o
cratic th
in
kin
g
." 
（
四
六
） 
M
u
m
fo
rd
, "A
 B
ack
w
ard
 G
lan
ce," p
.2
4
. –
 "th
e co
n
cep
tio
n
 o
f 
arch
itectu
re as a so
cial art" 
（
四
七
） 
Ib
id
., p
.2
5
. –
 "fo
r th
ey b
o
th
 w
ere co
n
scio
u
s o
f th
e w
ay in
 w
h
ich
 th
e 
co
llective h
ab
its an
d
 p
u
rp
o
ses o
f th
e co
m
m
u
n
ity are d
eterm
in
an
ts o
f 
fo
rm
."  
（
四
八
） 
Ib
id
., p
p
.2
4
―2
5
. –
 "In
 a b
ro
ad
 w
ay, th
is co
n
cep
tio
n
 u
n
ites R
u
sk
in
 an
d
 
G
reen
o
u
g
h
." 
（
四
九
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, "F
u
n
ctio
n
 an
d
 E
xp
ressio
n
 in
 A
rch
itectu
re," 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l. 1
1
0
, N
o
.5
, N
o
v. 1
9
5
1
, p
p
.1
0
6
―1
1
2
. 
同
記
事
は
加
筆
修
正
の
の
ち 
id
em
., "S
ym
b
o
l an
d
 F
u
n
ctio
n
 in
 A
rch
itectu
re," A
rt an
d
 
T
ech
n
ics, N
ew
 Y
o
rk
, C
o
lu
m
b
ia U
n
iversity P
ress, 1
9
5
2
 
に
収
録
さ
れ
た
。
な
お
、
以
下 A
rt an
d
 T
ech
n
ics 
か
ら
の
引
用
は
新
版
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
。 
（
五
〇
） 
Ib
id
., p
.1
1
9
. –
 "th
o
se sp
ecifically h
u
m
an
 valu
es th
at are d
erived
, n
o
t 
fro
m
 th
e o
b
ject an
d
 th
e w
o
rk
, b
u
t fro
m
 th
e su
b
ject an
d
 th
e q
u
ality o
f life" 
（
五
一
） 
Id
em
., "S
ym
b
o
l an
d
 F
u
n
ctio
n
," p
.1
1
9
. –
 "B
u
t w
h
ile G
reen
o
u
g
h
's 
d
o
ctrin
e w
as a salu
tary o
n
e, it w
as in
co
m
p
lete;" 
（
五
二
） 
Ib
id
., p
.1
1
9
. –
 "to
 co
n
trast 
… w
ith
 th
e co
n
cep
tio
n
 o
f arch
itectu
re th
at 
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Jo
h
n
 R
u
sk
in
 ad
van
ced
 in
 T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
" 
（
五
三
） 
Id
em
, "B
io
g
rap
h
ical S
k
e
tch
es," R
o
o
ts, 2
n
d
 ed
., 1
8
5
9
, p
.4
2
5
. 
（
五
四
） 
Id
em
., "S
ym
b
o
l an
d
 F
u
n
ctio
n
," p
.1
2
4
. –
 "m
u
ch
 o
f w
h
at w
as m
asked
 
as strict fu
n
ctio
n
alism
 d
u
rin
g
 th
e last g
en
eratio
n
 w
as in
 fact a so
rt o
f 
p
sych
o
lo
g
ical if n
o
t relig
io
u
s fetish
ism
" 
（
五
五
） 
Ib
id
. –
 "o
u
r alm
o
st co
m
p
u
lsive p
reo
ccu
p
atio
n
 w
ith
 th
e rig
id
 o
rd
er o
f 
th
e m
ach
in
e is itself a sym
p
to
m
 o
f w
eakn
ess" 
（
五
六
） 
Ib
id
., p
.1
1
7
. –
 "T
h
e A
m
erican
 ax, th
e A
m
eican
 clo
ck, th
e clip
p
er 
sh
ip
—
in
 every lin
e o
f th
ese u
tilities an
d
 m
ach
in
es n
ecessity o
f fu
n
ctio
n
 
p
layed
 a d
eterm
in
in
g
 p
art." 
（
五
七
） 
Ib
id
., p
.1
1
9
. –
 "E
ven
 m
ech
an
ical fu
n
ctio
n
 itself rests o
n
 h
u
m
an
 
valu
es: th
e d
esire fo
r o
rd
er, fo
r secu
rity, fo
r p
o
w
er;" 
（
五
八
） 
Ib
id
. –
 "b
u
t to
 p
resu
m
e th
at th
ese valu
es are, in
 every in
stan
ce, 
all
―p
revailin
g
 o
n
es, w
h
ich
 d
o
 aw
ay w
ith
 th
e n
eed
 fo
r an
y o
th
er q
u
a
lities, is 
to
 lim
it th
e n
atu
re o
f m
an
 h
im
self to
 ju
st th
o
se fu
n
ctio
n
s th
at serve th
e 
m
ach
in
e." 
（
五
九
） 
Ib
id
. –
 "a b
u
ild
in
g
 b
ecam
e arch
itectu
re, in
 h
is th
eo
ry, w
h
en
 stru
ctu
re 
w
as en
h
an
ced
 an
d
 em
b
ellish
ed
 w
ith
 o
rig
in
al w
o
rk
s o
f scu
lp
tu
re an
d
 
p
ain
tin
g
" 
（
六
〇
） 
Ib
id
. –
 "d
o
w
n
rig
h
t false o
n
e
" 
（
六
一
） 
Ib
id
., p
p
.1
1
9
―1
2
0
. –
 "it is im
p
o
ssib
le to
 reco
n
cile w
ith
 G
reen
o
u
g
h
's 
co
n
cep
tio
n
 o
f fu
n
ctio
n
alism
" 
（
六
二
） 
Ib
id
., p
.1
2
0
. –
 "T
h
e b
asic tru
th
 in
 R
u
sk
in
’ s statem
en
t co
m
es o
u
t 
ju
st as so
o
n
 as o
n
e rep
laces th
e restricted
 n
o
tio
n
 o
f p
ain
tin
g
 an
d
 scu
lp
tu
re 
ap
p
lied
 to
 an
 o
th
erw
ise fin
ish
ed
 b
u
ild
in
g
, w
ith
 th
e larg
er co
n
cep
t o
f th
e 
b
u
ild
in
g
 as itself an
 exp
ressive w
o
rk
 o
f m
u
lti
―m
u
ral p
ain
tin
g
 an
d
 
arch
itecto
n
ic scu
lp
tu
re." 
（
六
三
） 
Ib
id
., p
p
.1
2
0
―1
2
1
. –
 "o
n
ly w
h
en
 th
e arch
itect h
as su
fficien
t m
e
an
s to
 
p
lay freely w
ith
 th
e stru
ctu
re as a w
h
o
le, m
o
d
elin
g
 p
lan
 an
d
 elevatio
n
 in
to
 
a p
lastic u
n
ity, em
p
h
asizin
g
 its sp
ecial m
ean
in
g
s, in
ten
sifyin
g
 its sp
ecial 
valu
es, d
o
es arch
itectu
re in
 fact em
erg
e fro
m
 b
u
ild
in
g
 an
d
 en
g
in
eerin
g
." 
 
（
六
四
） 
Ib
id
. –
 "A
t th
at m
o
m
en
t, R
u
sk
in
 an
d
 G
reen
o
u
g
h
, sym
b
o
lic b
eau
ty 
an
d
 fu
n
ctio
n
al b
eau
ty, are reco
n
ciled
." 
 
（
六
五
） 
Id
em
., "F
u
n
ctio
n
 an
d
 E
xp
ressio
n
 in
 A
rch
itectu
re," p
.1
0
8
. –
 " 
C
o
n
trary to
 p
o
p
u
lar m
isin
terp
retatio
n
, R
u
sk
in
 h
ad
 very h
ealth
y resp
ect fo
r 
th
e fu
n
ctio
n
al an
d
 u
tilitarian
 triu
m
p
h
s o
f th
e V
icto
rian
:" 
（
六
六
） 
Ib
id
. –
 "h
e said
 th
at a B
ritish
 sh
ip
―o
f
―th
e
―lin
e, th
at early triu
m
p
h
 o
f 
stan
d
ard
izatio
n
 an
d
 p
re
―fab
ricatio
n
, w
as o
n
e o
f th
e ch
ief reaso
n
s fo
r 
ad
m
irin
g
 h
is p
erio
d
." 
（
六
七
） 
Id
em
., "S
ym
b
o
l an
d
 F
u
n
ctio
n
," p
.1
1
9
. 
（
六
八
） 
M
. S
., o
p
.cit., p
.1
2
6
. 
（
六
九
） 
F
itch
, o
p
.cit., p
.7
4
. –
 "H
e w
as w
ell k
n
o
w
n
 to
 o
n
ly a sm
all g
ro
u
p
 o
f h
is 
co
n
tem
p
o
raries an
d
 h
is in
flu
en
ce seem
s to
 h
ave b
een
 to
tally su
b
m
erg
ed
 b
y 
h
is p
rem
atu
re d
eath
." 
（
七
〇
） 
M
u
m
fo
rd
, R
o
o
ts, p
.8
. –
 "N
everth
eless it is p
o
ssib
le th
at 
G
reen
o
o
u
g
h
's id
eas co
n
tin
u
ed
 to
 w
o
rk
 u
n
d
er th
e su
rface;" 
（
七
一
） 
M
u
m
fo
rd
, "S
ym
b
o
l an
d
 F
u
n
ctio
n
," p
p
.1
1
6
―1
1
7
.  
–
 "sin
ce G
reen
o
u
g
h
's m
in
d
 p
o
w
erfu
lly effected
 co
n
tem
p
o
raries like 
E
m
erso
n
, it is very likely th
at h
is co
n
trib
u
tio
n
 w
o
rk
ed
 q
u
ietly u
n
d
er th
e 
su
rface o
f A
m
erican
 life, affectin
g
 later critics like Jam
es Jackso
n
 Jarves 
an
d
 M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, even
 w
h
en
 th
ey w
ere u
n
aw
are o
f th
eir 
so
u
rces o
r n
eg
lig
en
t in
 ack
n
o
w
led
g
in
g
 th
eir d
eb
t." 
（
七
二
） 
Ib
id
., p
.1
1
6
. –
 "th
ey h
ad
 b
een
 lyin
g
 q
u
ietly o
n
 lib
rary sh
elves" 
（
七
三
） 
F
itch
, o
p
.cit, p
.8
2
. –
 "u
n
d
er th
e accu
m
u
latin
g
 p
ressu
re o
f so
cial 
ch
an
g
e, a stru
ctu
re ap
p
ears in
 w
h
ich
 all th
ree facto
rs h
ave co
m
b
in
ed
 at a 
h
ig
h
 level to
 p
ro
d
u
ce a rad
ically n
ew
 typ
e." 
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（
七
四
） 
Ib
id
., p
.8
2
. –
 "T
o
 b
o
rro
w
 a term
 fro
m
 th
e an
th
ro
p
o
lo
g
ists, th
ere h
as 
b
een
 a leap
 fo
rw
ard
" 
（
七
五
） 
Ib
id
., p
.9
7
.  
–
 "Y
et th
e p
o
p
u
lar acclaim
 w
h
ich
 th
eir w
o
rks received
 sh
o
w
s h
o
w
 far 
rem
o
ved
 fro
m
 reality w
ere th
e arch
itects, th
e arch
itectu
re, an
d
 th
e 
arch
itectu
ral critics o
f th
eir d
ay. 
… T
h
eir ig
n
o
ran
ce o
f co
n
tem
p
o
rary 
arch
itectu
ral th
eo
ry seem
s to
 h
ave b
een
 ab
so
lu
te, in
cred
ib
ly p
u
re. Y
et it 
w
as a n
aïveté fo
r w
h
ich
 w
e can
 w
ell b
e g
ratefu
l. T
h
eir d
esig
n
s 
th
em
selves carry th
e in
tern
al evid
en
ce o
f h
ig
h
 d
iscip
lin
e an
d
 p
recise 
selectivity –
 stan
d
ard
s co
m
p
ared
 to
 w
h
ich
 th
e tu
rg
id
, flo
w
ery p
ro
se o
f 
p
ro
fessio
n
al critics lik
e Jo
h
n
 R
u
sk
in
 o
r Jam
es Jackso
n
 Jarvis [sic.] 
ap
p
ear trag
ically in
ad
eq
u
ate an
d
 ill
―in
fo
rm
ed
." 
（
七
六
） 
L
o
u
is H
en
ry S
u
llivan
, "T
all O
ffice B
u
ild
in
g
 A
rtistically C
o
n
sid
ered
," 
L
ip
p
in
co
tt's M
on
th
ly M
agazin
e, V
o
l.5
7
, M
ar. 1
8
9
6
, p
p
.4
0
8
. 
（
七
七
） 
F
itch
, o
p
.cit., p
.1
0
1
. –
 "th
e lo
w
est p
o
in
t to
 w
h
ich
 A
m
erican
 
arch
itectu
re h
ad
 ever su
n
k
" 
（
七
八
） 
Ib
id
., p
.1
0
0
. –
 "th
is p
erio
d
 saw
 also
 th
e fu
rth
er sep
aratio
n
 o
f th
e 
arch
itects fro
m
 th
e m
ain
 stream
 o
f A
m
erican
 b
u
ild
in
g
" 
（
七
九
） 
M
u
m
fo
rd
, "P
reface," T
h
e B
ro
w
n
 D
ecad
es, p
.vii. –
 "It w
as, esp
ecially 
in
 arch
itectu
re, en
g
in
eerin
g
, lan
d
scap
e d
esig
n
, an
d
 p
ain
tin
g
, a fo
rm
ative 
p
erio
d
 o
f A
m
erican
 cu
ltu
re, co
m
p
arab
le to
 th
e G
o
ld
en
 D
ay in
 literatu
re." 
（
八
〇
） 
M
u
m
fo
rd
, "A
 B
ack
w
ard
 G
lan
ce," p
.7
. –
 "It w
as d
ifficu
lt fo
r th
o
se w
h
o
 
w
ish
ed
 to
 p
ass b
eyo
n
d
 eclecticism
 to
 avo
id
 p
io
u
s su
b
m
issio
n
 to
 th
e d
ead
." 
 
第
一
章 
 【
章
頭
図
版
：《
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ド
》
の
進
水
】 
出
典
：G
leaso
n
's P
icto
rial D
raw
in
g
―R
o
o
m
 C
o
m
p
an
io
n
, V
o
l.1
, 
N
o
.1
, 5
 Ju
l. 1
8
5
1
. 
【
章
頭
引
用
：「
建
築
の
詩
法
」
の
書
評
】 
出
典
："P
ro
g
ress o
f A
rch
ite
ctu
re," Jo
u
rn
al o
f th
e F
ran
klin
 In
stitu
te 
o
f th
e S
tate o
f P
en
n
sylvan
ia an
d
 M
ech
an
ics' R
eg
ister, V
o
l.2
4
, Ju
l. 
1
8
3
9
, p
p
.6
0
―6
1
. 
 –
 "W
e allu
d
e to
 th
e E
ssays o
n
 th
e P
o
etry o
f A
rch
ite
ctu
re, b
y 
K
ata P
h
u
sin
. T
h
ese essays w
ill affo
rd
 little p
le
asu
re to
 th
e m
ere 
b
u
ild
er, o
r to
 th
e arch
ite
ct w
h
o
 h
as n
o
 p
rin
cip
le o
f g
u
id
an
ce b
u
t 
p
reced
en
t; b
u
t fo
r su
ch
 read
ers th
ey w
ere n
ever in
ten
d
ed
. T
h
ey 
are ad
d
ressed
 to
 th
e yo
u
n
g
 an
d
 u
n
p
reju
d
iced
 artist; an
d
 th
eir 
g
reat o
b
ject is to
 in
d
u
ce h
im
 to
 th
in
k
 an
d
 to
 e
xercise h
is reaso
n
. 
… th
e p
reju
d
ice in
 favo
r o
f an
cien
t arch
itectu
re, w
h
eth
er 
classical o
r G
o
th
ic, m
u
st b
e g
iven
 u
p
, o
r, at all even
ts, 
d
im
in
ish
ed
." 
 （
一
） 
H
itch
co
ck
, "R
eg
en
eratio
n
 L
o
n
g
 D
elayed
," p
.1
6
8
. –
 "excep
tio
n
ally 
p
ro
m
p
t in
terest" 
（
二
） 
Ib
id
. –
 "th
e su
rp
risin
g
ly slig
h
t in
flu
en
ce th
at w
ritin
g
 seem
s to
 h
ave h
ad
 
o
n
 actu
al b
u
ild
in
g
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates b
efo
re th
e early seven
ties an
d
 ater 
th
o
se years fro
m
 1
8
8
0
 o
n
w
ard
s." 
（
三
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, N
ew
 Y
o
rk
, W
iley, 1
8
4
9
. 
（
四
） 
C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, "In
tru
d
u
ctio
n
," T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, 
B
ran
tw
o
o
d
 ed
itio
n
, N
ew
 Y
o
rk
, C
. E
. M
errill &
 C
o
., [c1
8
9
0
], p
.v. –
 "O
f 
livin
g
 E
n
g
lish
 p
ro
se au
th
o
rs, 
… h
e h
as p
ro
b
ab
ly h
ad
 th
e m
o
st read
ers in
 
A
m
erica." 
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（
五
） 
"S
k
etch
in
g
s," T
h
e C
rayon
, V
o
l.1
, N
o
.1
8
, 2
 M
ay 1
8
5
5
, p
.2
8
3
. –
 "I h
ave 
m
u
ch
 to
 th
an
k
 A
m
erica fo
r –
 h
eartier ap
p
reciatio
n
 an
d
 a b
etter 
u
n
d
erstan
d
in
g
 o
f w
h
at I am
 an
d
 m
ean
, th
an
 I h
ave ever m
et in
 E
n
g
lan
d
." 
（
六
） 
S
tein
, Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 A
esth
etic T
h
o
u
g
h
t in
 A
m
erica, p
.3
8
; T
an
ab
e 
U
ech
i, E
vo
lvin
g
 T
ran
scen
d
en
talism
, p
p
.1
8
―1
9
; W
ein
g
ard
en
, P
o
etics o
f 
N
atu
ralized
 A
rch
itectu
re, p
p
.3
9
―4
0
. 
（
七
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, "N
atu
re," N
atu
re, B
o
sto
n
, Jam
es M
u
n
ro
e an
d
 
C
o
m
p
an
y, 1
8
3
6
, p
.1
3
; id
em
., "B
eau
ty," ib
id
., p
p
.2
9
―3
0
. –
 "T
h
e 
P
ro
d
u
ctio
n
 o
f a w
o
rk
 o
f art th
ro
w
s a lig
h
t u
p
o
n
 th
e m
ystery o
f h
u
m
an
ity. A
 
w
o
rk
 o
f art is an
 ab
stract o
r ep
ito
m
e o
f th
e w
o
rld
. It is th
e resu
lt o
r 
exp
ressio
n
 o
f n
atu
re, in
 m
in
iatu
re." 
 
（
八
） 
Ib
id
., p
.3
0
. –
 "T
h
u
s is A
rt, a n
atu
re p
assed
 th
ro
u
g
h
 th
e alem
b
ic o
f 
m
an
." 
（
九
） 
A
sh
er B
ro
w
n
 D
u
ran
d
, "L
etter o
n
 L
an
d
scap
e P
ain
tin
g
: L
etter II," T
h
e 
C
rayo
n
, V
o
l.1
, N
o
.3
, 1
7
 Jan
. 1
8
5
5
, p
p
.3
4
―3
5
. 
（
一
〇
） 
Ib
id
., p
.3
4
. –
 "N
atu
re stretch
es o
u
t h
er arm
s to
 em
b
race m
an
, an
d
 let 
h
is th
o
u
g
h
ts b
e o
f eq
u
al g
reatn
ess." 
（
一
一
） 
B
. S
illim
an
, Jr., an
d
 C
. R
. G
o
o
d
rich
, ed
s., T
h
e W
o
rld
 o
f S
cien
ce, A
rt, 
an
d
 In
d
u
stry, Illu
strated
 fro
m
 E
xam
p
les in
 th
e N
ew
―Y
o
rk E
xh
ib
itio
n
, 
1
8
5
3
―5
4
, N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
5
4
, p
.8
7
. –
 " T
h
e 
scien
ce o
f n
aval arch
itectu
re, in
 w
h
ich
 th
e resu
lts o
f th
e last few
 years h
ave 
estab
lish
ed
 th
e U
n
ited
 S
tates in
 an
 em
in
en
t p
o
sitio
n
." 
（
一
二
） 
現
存
の
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
章
の
な
か
で
ラ
ス
キ
ン
に
言
及
し
た
最
も
早
い
も
の
は
一
八
四
九
年
の
日
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
あ
る
婦
人
と
の
読
書
の
場
面
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
―
― 
ニ
ュ
ー
ヘ
ー
ヴ
ン
の
―
―
婦
人
は
、
ラ
ス
キ
ン
を
読
ん
だ
あ
と
、『
自
然
は
タ
ー
ナ
ー
婦
人
な
の
で
す
ね
』
と
言
っ
た
。 
 
–
 "M
iss 
― 
o
f N
ew
 H
aven
, after read
in
g
 R
u
sk
in
, said
, th
at N
atu
re w
as 
M
rs. T
u
rn
er." 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, Jo
u
rn
al E
n
try in
 1
8
4
9
, T
h
e Jo
u
rn
als an
d
 
M
iscellan
eo
u
s N
o
teb
o
o
ks o
f R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erson
: V
o
lu
m
e X
I 
1
8
4
8
―1
8
5
1
, A
. W
. P
lu
m
stead
, W
illiam
 H
. G
ilm
an
 an
d
 R
u
th
 H
. B
en
n
ett, 
ed
s., C
am
b
rid
g
e, M
ass., T
h
e B
elk
n
ap
 P
ress o
f H
arvard
 U
n
iversity P
ress, 
1
9
7
5
, p
.1
7
9
. 
（
一
三
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, "C
o
u
n
try L
ife," C
o
m
p
lete W
o
rks o
f R
alp
h
 
W
ald
o
 E
m
erso
n
, V
o
l.1
2
, B
o
sto
n
, M
ass., H
o
u
g
h
to
n
 M
ifflin
, 1
9
0
3
―1
9
0
4
, 
p
.1
5
7
. –
 "T
h
e facts d
isclo
sed
 b
y W
in
kelm
an
n
, G
o
eth
e, B
ell, G
reen
o
u
g
h
, 
R
u
sk
in
, G
arb
ett, P
en
ro
se, are jo
yfu
l p
o
ssessio
n
s, w
h
ich
 w
e can
n
o
t sp
are, 
an
d
 w
h
ich
 w
e ran
k clo
se b
esid
e th
e d
isclo
su
res o
f n
atu
ral h
isto
ry." 
（
一
四
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, "Im
m
o
rtality," L
etters an
d
 S
o
cial A
im
s, 
B
o
so
tn
, J. R
. O
sg
o
o
d
, 1
8
7
6
, p
.2
9
9
. 
 
（
一
五
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, a jo
ru
n
al en
try in
 1
8
 O
ct. [1
8
7
1
], Jo
u
rn
als, 
V
o
l.1
6
 (1
8
6
6
―1
8
8
2
), p
.2
4
7
. –
 "R
u
sk
in
 is a su
rp
rise to
 m
e. T
h
is o
ld
 b
o
o
k
 
… o
rig
in
al, acu
te, th
o
ro
u
g
h
ly in
fo
rm
ed
 &
 relig
io
u
s" 
（
一
六
） 
一
八
七
三
年
。
こ
の
文
言
は
一
八
九
七
年
以
降
に
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
播
は
国
内
各
紙
の
記
事
ほ
か
、
雑
誌
記
事
で
は 
"C
h
ro
n
icle an
d
 
C
o
m
m
en
t," T
h
e B
o
o
km
an
, V
o
l.5
, N
o
.1
, M
ar. 1
8
9
7
, p
p
.3
―4
; "N
o
tes," T
h
e 
L
iterary D
igest, V
o
l.1
5
, N
o
.5
, 2
9
 M
ay, 1
8
9
7
, p
.1
3
2
; "C
riticism
," S
o
u
ven
ir 
E
d
itio
n
 o
f th
e S
t. Ign
ace E
n
terp
rise, Ju
l.1
8
9
7
 [p
.2
8
]; "B
o
o
k
s an
d
 A
u
th
o
rs," 
T
h
e L
ivin
g A
ge, V
o
l.7
, N
o
.2
9
1
1
, 2
1
 A
p
r. 1
9
0
0
, p
.1
9
9
; Jo
el B
en
to
n
, 
"E
m
erso
n
's O
p
tim
ism
," T
h
e O
u
tlo
o
k
, V
o
l.6
8
, N
o
.7
, 1
5
 Ju
n
. 1
9
0
1
, p
.4
1
0
; 
"B
o
o
k
s an
d
 B
o
o
k
m
an
," H
arp
er's W
eekly
, V
o
l.4
7
, N
o
. 2
4
2
2
, 2
3
 M
ay 1
9
0
3
, 
p
.8
8
0
 
な
ど
の
史
料
に
示
さ
れ
る
。–
 "I w
o
n
d
er su
ch
 a g
en
iu
s can
 b
e 
p
o
ssessed
 b
y so
 b
lack
 a d
evil" 
 
 
な
お
一
八
九
八
年
に
は
両
者
の
共
通
の
友
人
で
あ
る
言
語
・
宗
教
学
者
マ
ッ
ク
 
  
335  
 
 
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
も
自
伝
『
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
』
中
で
一
八
七
三
年
の
会
食
時
の
諍
い
に
触
れ
て
い
る
が
（F
ried
rich
 M
ax M
ü
ller, A
u
ld
 L
an
g S
yn
e, N
ew
 
Y
o
rk
, C
h
arles S
crib
n
er's S
o
n
s, 1
8
9
8
, p
p
.1
4
8
―1
4
9
.
）、
右
に
挙
げ
た
『
リ
テ
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
の
記
事
中
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ミ
ュ
ラ
ー
が
こ
の
一
事
に
言
及
し
た
の
は
『
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
』
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
の
ラ
ス
キ
ン
評
が
見
い
だ
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
あ
い
だ
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
も
、
こ
の
一
八
九
七
年
頃
の
ミ
ュ
ラ
ー
の
言
及
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
（
一
七
） 
L
etter o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
 to
 C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, 8
 M
ay [1
8
7
3
], T
h
e 
C
o
rresp
o
n
d
en
ce o
f Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, Jo
h
n
 L
ew
is 
B
rad
ley an
d
 Ian
 O
u
sb
y, ed
s., C
am
b
rid
g
e an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, C
am
b
rid
g
e 
U
n
iversity P
ress, 1
9
8
7
, p
.2
9
1
. –
 " I fo
u
n
d
 h
is m
in
d
 a to
tal b
lan
k
 o
n
 
m
atters o
f art;" 
（
一
八
） 
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
は
『
カ
ー
ラ
イ
ル=
エ
マ
ー
ソ
ン
書
簡
集
』
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
再
三
ラ
ス
キ
ン
と
連
絡
を
と
り
エ
マ
ー
ソ
ン
の
近
況
を
伝
え
た
。
前
掲
書
参
照
。
ラ
ス
キ
ン
と
エ
マ
ー
ソ
ン
の
不
仲
に
つ
い
て
は 
S
ara A
tw
o
o
d
, "B
lack
 
D
evil an
d
 G
en
tle C
lo
u
d
: R
u
sk
in
 an
d
 E
m
erso
n
 at O
d
d
s," 
N
in
eteen
th
―C
en
tu
ry P
ro
se, V
o
l.4
0
, N
o
.2
, F
all 2
0
1
3
, p
p
.1
2
9
―1
6
2
に
詳
し
い
。 
（
一
九
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, E
n
glish
 T
raits, B
o
sto
n
, P
h
illip
s, S
am
p
so
n
, an
d
 
C
o
m
p
an
y, 1
8
5
6
. 
（
二
〇
）H
o
race B
en
d
er, T
h
e T
ravel, O
b
servation
s an
d
 E
xp
erien
ce o
f a Y
an
kee 
S
to
n
ecu
tter, N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
, 1
8
5
2
. 
（
二
一
） 
E
. A
. L
ew
is, "A
rt an
d
 A
rtists o
f A
m
erica," G
rah
am
's A
m
erican
 
M
o
n
th
ly M
agazin
e o
f L
iteratu
re, A
rt, an
d
 F
ash
ion
, V
o
l.4
4
, N
o
.4
, A
p
r. 
1
8
5
4
, p
.4
2
6
; "A
m
erican
 A
rt: T
h
e N
eed
 an
d
 N
atu
re o
f Its H
isto
ry," T
h
e 
Illu
strated
 M
agazin
e o
f A
rt, A
p
r. 1
8
5
4
, p
.2
6
3
 
等
を
参
照
。 
（
二
二
）
追
悼
記
事
に
は 
"G
reen
o
u
g
h
, th
e S
cu
lp
to
r," P
u
tn
am
's M
on
th
ly M
agazin
e 
o
f A
m
erican
 L
iteratu
re, S
cien
ce, an
d
 A
rt, V
o
l.1
, N
o
.3
, M
ar. 1
8
5
3
, 
p
p
.3
1
7
―3
2
1
 
が
あ
る
．
記
事
再
掲
はH
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, "A
m
erican
 
A
rch
itectu
re," T
h
e S
o
u
th
ern
 L
iterary M
essen
ger: D
evo
ted
 to
 E
very 
D
ep
artm
en
t o
f L
iteratu
re, an
d
 th
e F
in
e A
rts, V
o
l.1
9
, N
o
.8
, A
u
g
. 1
8
5
3
, 
p
p
.5
1
3
―5
1
7
 
。 
（
二
三
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, A
 M
em
o
rial o
f H
o
ratio
 G
reen
o
u
gh
: C
o
n
sistin
g o
f 
a M
em
oir, S
electio
n
s fro
m
 h
is W
ritin
gs an
d
 T
rib
u
tes to
 h
is G
en
iu
s, H
en
ry 
T
h
eo
d
o
re T
u
ck
erm
an
, ed
., N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
 &
 C
o
., 1
8
5
3
. 
（
二
四
） 
ア
メ
リ
カ
の
書
評
に
は 
"N
o
tices o
f R
ecen
t P
u
b
licatio
n
s," T
h
e C
h
ristian
 
E
xam
in
er an
d
 R
eligio
u
s M
iscellan
y
, V
o
l.5
5
, S
ep
. 1
8
5
3
, p
.3
0
6
 
お
よ
び 
"R
eview
 o
f N
ew
 B
o
o
k
s," G
rah
am
's M
agazin
e, V
o
l.4
3
, N
o
.5
, N
o
v. 1
8
5
3
, 
p
p
.4
4
6
―4
4
7
 
、
イ
ギ
リ
ス
の
書
評
に
は 
"L
iterary N
o
tes," S
h
arp
e's L
on
d
o
n
 
M
agazin
e o
f E
n
tertain
m
en
t an
d
 In
stru
ctio
n
 fo
r G
en
eral R
ead
in
g
, V
o
l.3
, 
1
8
5
3
, p
.3
8
6
 
お
よ
び"R
eview
s," T
h
e A
rt
―Jo
u
rn
al, 1
8
5
4
, V
o
l.6
, p
.6
0
 
が
あ
る
。 
（
二
五
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, "A
m
erican
 A
rch
itectu
re," T
h
e U
n
ited
 S
tates 
M
agazin
e, an
d
 D
em
o
cratic R
eview
, V
o
l.1
3
, N
o
.6
2
, A
u
g
. 1
8
4
3
, p
p
.2
0
6
―2
1
0
. 
（
二
六
） 
Id
em
., "R
em
ark
s o
n
 A
m
erican
 A
rt," ib
id
., V
o
l.1
3
, N
o
.6
1
, Ju
l. 1
8
4
3
, 
p
p
.4
5
―4
8
; "E
tch
in
g
s w
ith
 a C
h
isel," ib
id
., V
o
l.1
8
, N
o
.9
2
, F
eb
. 1
8
4
6
, 
p
p
.1
1
8
―1
2
5
. A
esth
etic at W
ash
in
gto
n
 
初
出
に
は
詳
細
な
書
誌
情
報
が
な
い
。 
（
二
七
） 
N
ath
alia W
rig
h
t, "In
tro
d
u
ctio
n
," T
h
e T
ravels, O
b
servatio
n
s, an
d
 
E
xp
erien
ce o
f a Y
an
kee S
ton
ecu
tter, S
ch
o
lars' F
acsim
iles &
 R
ep
rin
ts,1
9
5
8
, 
p
.xiii. 
（
二
八
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, "S
tru
ctu
re an
d
 O
rg
an
izatio
n
," M
em
o
rial, 
p
p
.1
7
0
―1
8
3
; "R
elative an
d
 In
d
ep
en
d
en
t B
eau
ty," ib
id
., p
p
.1
3
1
―1
4
5
; 
"C
riticism
 in
 S
earch
 o
f B
eau
ty," ib
id
., p
p
.1
5
7
―1
6
9
.  
（
二
九
） 
F
ran
cis O
tto
 M
atth
iessen
, A
m
erican
 R
en
aissan
ce: A
rt an
d
 E
xp
ressio
n
 
in
 th
e A
ge o
f E
m
erso
n
 an
d
 W
h
itm
an
, L
o
n
d
o
n
, N
ew
 Y
o
rk
 [etc.], O
xfo
rd
 
U
n
iversity P
ress, 1
9
4
1
, p
.1
4
0
 n
.1
 
お
よ
び W
. R
. T
aylo
r, "R
eview
: F
o
rm
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an
d
 F
u
n
ctio
n
," T
h
e N
ew
 E
n
glan
d
 Q
u
arterly
, V
o
l.2
2
, N
o
.2
, Ju
n
. 1
9
4
9
, 
p
p
.2
6
4
―2
6
6
 
は
二
十
世
紀
の
再
評
価
に
あ
た
り
こ
の
点
を
指
摘
し
た
。 
（
三
〇
） 
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
掲
載
の
生
前
未
発
表
原
稿
に
は 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, 
[N
o
 T
itle], T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.1
, N
o
.6
, 7
 F
eb
. 1
8
5
5
, p
.8
9
; id
em
., "D
ress," 
ib
id
., V
o
l.1
, N
o
.1
2
, 2
1
 M
ar. 1
8
5
5
, p
p
.1
7
7
―1
7
9
; id
em
.: "A
 S
k
etch
," ib
id
., 
V
o
l.1
, N
o
.1
6
, 1
8
 A
p
r. 1
8
5
5
, p
.2
4
3
―2
4
4
 
が
あ
る
．
再
掲
記
事
は 
id
em
., 
"R
em
ark
s o
n
 A
m
erican
 A
rt," ib
id
., V
o
l.2
, N
o
1
2
, 1
9
 S
ep
. 1
8
5
5
, p
p
.1
7
8
―1
7
9
; 
id
em
., "A
m
erican
 A
rch
itectu
re," ib
id
., V
o
l.2
, N
o
.1
5
, 1
0
 O
ct 1
8
5
5
., 
p
p
.2
2
4
―2
2
6
 
の
二
点
。 
（
三
一
） 
C
h
arles R
eid
 M
etzg
er, E
m
erso
n
 an
d
 G
reen
o
u
gh
: T
ran
scen
d
en
tal 
P
io
n
eers o
f an
 A
m
erican
 E
sth
etic, B
erkeley, U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 
1
9
5
4
, p
.1
0
0
. 
（
三
二
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, L
etter to
 H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, 7
 Jan
. 1
8
5
2
, T
h
e 
L
etters o
f R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, V
o
l.4
 (1
8
4
8
―1
8
5
5
), R
alp
h
 L
. R
u
sk
, ed
., 
N
ew
 Y
o
rk
, C
o
lu
m
b
ia U
n
iversity P
ress, 1
9
3
9
―1
9
9
5
, p
.2
7
2
; N
ath
alia W
rig
h
t, 
"R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
 an
d
 H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
," H
arvard
 L
ib
rary 
B
u
lletin
, V
o
l.1
2
, N
o
.1
, 1
8
5
8
, p
.1
0
0
. 
–
 " th
en
 I h
ad
 read
 th
e "S
even
 L
am
p
s" &
 th
e "S
to
n
es," an
d
 I w
as p
ro
u
d
 
to
 fin
d
 th
at th
e d
o
ctrin
e th
e
y u
rg
e w
ith
 so
 m
u
ch
 en
erg
y, yo
u
 h
ad
 b
een
 
teach
in
g
 lo
n
g
 alread
y. 
… W
ell, jo
y, &
 th
e larg
est fu
llest u
n
fo
ld
in
g
 to
 
yo
u
r th
eo
ry! W
h
ich
 I sh
all faith
fu
lly atten
d
." 
（
三
三
） 
E
m
erso
n
, E
n
glish
 T
raits, p
.1
2
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "H
is p
ap
er 
o
n
 A
rch
itectu
re, p
u
b
lish
ed
 in
 1
8
4
3
, an
n
o
u
n
ced
 in
 ad
van
ce th
e lead
in
g
 
th
o
u
g
h
ts o
f M
r. R
u
sk
in
 o
n
 th
e m
o
rality in
 arch
itectu
re," 
（
三
四
） Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
–
 " A
 scien
tific arran
g
em
en
t o
f sp
aces an
d
 fo
rm
s to
 fu
n
ctio
n
s an
d
 to
 
site; an
 em
p
h
asis o
f featu
res p
ro
p
o
rtio
n
ed
 to
 th
eir grad
ed
 im
p
o
rtan
ce 
in
 fu
ctio
n
; co
lo
r an
d
 o
rn
am
en
t to
 b
e d
ecid
ed
, an
d
 arran
g
ed
, an
d
 varied
 
b
y strictly o
rg
an
ic law
s, h
avin
g
 a d
istin
ct reaso
n
 fo
r each
 d
ecisio
n
; th
e 
en
tire an
d
 im
m
ed
iate b
an
ish
m
en
t o
f all m
ak
e
―sh
ift an
d
 m
ak
e
―b
elieve." 
（
三
五
） 
[Id
em
.,] "T
ran
sactio
n
s o
f th
e C
o
sm
o
p
o
litan
 A
rt A
sso
ciatio
n
, fo
r th
e 
Y
ear E
n
d
in
g
 Jan
u
ary 2
8
th
, 1
8
5
7
," C
o
sm
op
o
litan
 A
rt Jo
u
rn
al, V
o
l.1
, N
o
.3
, 
M
ar. 1
8
5
7
, p
.9
6
. –
 "th
ro
u
g
h
o
u
t n
atu
re B
eau
ty in
d
icates su
p
erio
rity o
f 
stru
ctu
re, an
d
 is n
o
t sed
 fo
r m
ere o
rn
am
en
tatio
n
. 
… N
o
th
in
g
 is b
eau
tifu
l 
b
u
t w
h
at is tru
e; an
d
 th
e teach
in
g
 o
f K
essler, R
u
sk
in
, G
reen
o
u
g
h
, an
d
 
o
th
er w
riters, all ag
reed
 in
 th
eir em
p
h
asis o
n
 th
is p
o
in
t." 
（
三
六
） 
Jo
sep
h
 C
o
lem
an
 H
art, "U
n
ity in
 A
rch
itectu
re," T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.6
, 
N
o
.3
, M
ar. 1
8
5
9
, p
.8
5
. 
（
三
七
） 
[R
alp
h
 W
ald
o
] E
m
erso
n
, "H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
," T
h
e N
ew
 P
ath
, V
o
l.2
, 
N
o
.8
, A
u
g
. 1
8
6
5
, p
.1
3
6
. 
（
三
八
） 
H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, L
etters o
f H
o
ratio
 G
reen
o
u
gh
 to
 h
is B
ro
th
er, 
H
en
ry G
reen
o
u
gh
, G
reen
o
u
g
h
, F
. B
., ed
., B
o
sto
n
, T
ick
n
o
r, 1
8
8
7
. 
書
評
は 
"B
o
o
k
s an
d
 P
ap
ers," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
2
, N
o
.6
1
2
, 1
7
 S
ep
. 1
8
8
7
, p
p
.1
3
8
―1
3
9
. 
（
三
九
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "G
reen
o
u
g
h
," Jo
h
n
so
n
's U
n
iversal C
yclo
p
aed
ia, N
ew
 
E
d
itio
n
, V
o
l.4
, N
ew
 Y
o
rk
, A
. J. Jo
h
n
so
n
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
5
, p
p
.2
7
―2
8
. 
（
四
〇
） 
S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
.1
3
. 
（
四
一
） 
N
ath
alia W
rig
h
t, H
o
ratio G
reen
o
u
gh
: T
h
e F
irst A
m
erican
 S
cu
lp
to
r, 
P
h
ilad
elp
h
ia, U
n
iversity o
f P
en
n
sylvan
ia P
ress, 1
9
6
3
, p
.2
7
3
 
参
照
。
ま
た
、
弟
の
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
リ
ー
ノ
ウ
が
一
八
五
八
年
に
発
表
し
た
小
説 
H
en
ry 
G
reen
o
u
g
h
, E
rn
est C
arro
ll: o
r, A
rtist
―L
ife in
 Italy, B
o
sto
n
, T
ick
er an
d
 
F
ield
s, 1
8
5
8
 
は
ラ
ス
キ
ン
に
対
す
る
全
面
的
な
非
難
を
表
明
し
た
ア
メ
リ
カ
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
。S
tein
, Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 A
esth
etic T
h
o
u
gh
t in
 A
m
erica, 
p
p
.1
9
3
―1
9
5
 
参
照
。 
（
四
二
） 
"G
reen
o
u
g
h
, th
e S
cu
lp
to
r," p
.3
1
9
. 
二
重
引
用
符
は
原
文
語
頭
大
文
字
。 
–
 "H
e w
ish
ed
 all p
ro
d
u
cts o
f m
an
, lik
e th
o
se o
f N
atu
re, to
 b
e ch
ild
ren
 o
f 
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th
e m
arriag
e b
etw
een
 B
eau
ty an
d
 U
tility." 
（
四
三
） 
"T
h
e B
eau
tifu
l in
 N
atu
re," C
ircu
lar, V
o
l.4
, N
o
.1
8
, A
p
r. 1
8
5
5
, p
.7
2
. –
 
"T
h
e d
o
ctrin
e o
f G
reen
o
u
g
h
, th
e artist, is th
at all b
eau
ty in
 n
atu
re is 
su
b
servien
t to
 so
m
e u
sefu
l fu
n
ctio
n
." 
（
四
四
） 
[W
illiam
 Jam
es S
tillm
an
,] "N
atu
re an
d
 U
se o
f B
eau
ty," T
h
e C
rayo
n
, 
V
o
l.3
, N
o
s.1
―2
, Jan
.
―F
eb
. 1
8
5
6
, p
p
.1
―4
, 3
3
―3
6
. 
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
と
の
同
定
は 
Jam
es C
arso
n
 W
eb
ster, E
rastu
s D
. P
alm
er, N
ew
ark
, U
n
iversity o
f 
D
elaw
are P
ress, 1
9
8
3
, p
.1
2
4
 n
.2
5
 
参
照
。 
（
四
五
） 
D
yso
n
, T
h
e L
ast A
m
ateu
r, p
.6
1
. 
（
四
六
） 
S
tillm
an
, o
p
.cit., p
.3
4
. –
 " If th
e p
ro
m
ise o
f fu
n
ctio
n
 w
ere th
e ro
o
t o
f 
B
eau
ty, all th
in
g
s w
h
ich
 in
d
icate th
eir fu
n
ctio
n
s eq
u
ally w
ell w
o
u
ld
 b
e 
eq
u
ally b
eau
tifu
l." 
（
四
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e em
o
tio
n
s d
erived
 fro
m
 th
e sen
satio
n
 o
f B
eau
ty an
d
 th
e 
p
ercep
tio
n
 o
f F
u
n
ctio
n
, are rad
ically d
ifferen
t" 
（
四
八
） 
Ib
id
. –
 "Y
et, b
ecau
se th
e h
u
m
an
 fo
rm
 co
n
tain
s at o
n
ce th
e m
o
st 
p
erfect fitn
ess fo
r u
se, an
d
 th
is h
ig
h
est k
n
o
w
n
 m
an
ifestatio
n
 o
f B
eau
ty, it 
d
o
es n
o
t fo
llo
w
 th
at th
e tw
o
 q
u
alities are o
n
e," 
（
四
九
） 
Ib
id
. –
 "b
u
t th
at th
e u
n
ity o
f D
ivin
e d
esig
n
 carries th
em
 to
 p
erfectio
n
 
to
g
eth
er fro
m
 th
e n
ecessities o
f th
e law
 o
f its w
o
rk
in
g
;" 
（
五
〇
） 
Ib
id
. –
 "th
e 'h
o
llo
w
 lin
es' o
f o
u
r n
ew
 system
 o
f sh
ip
―b
u
ild
in
g
 are th
e 
m
o
st b
eau
tifu
l lin
es th
e skill o
f m
an
 h
as ever co
n
trived
, it is n
o
t b
ecau
se 
th
ey m
ak
e th
e sw
iftest sh
ip
s, b
u
t b
ecau
se, in
 th
e eco
n
o
m
y o
f creatio
n
, it so
 
o
ccu
rs th
at th
e lin
es o
f h
ig
h
est sp
eed
 an
d
 g
reatest b
eau
ty co
in
cid
e." 
（
五
一
） 
W
o
rth
in
g
to
n
 W
h
ittrid
g
e, T
h
e A
u
to
b
io
grap
h
y o
f W
o
rth
in
gto
n
 
W
h
ittred
ge, 1
8
2
0
―1
9
1
0
, Jo
h
n
 I. H
. B
au
r, ed
., B
ro
o
k
lyn
, B
ro
o
klyn
 M
u
seu
m
 
P
ress, 1
9
4
2
, p
.5
5
. –
 "'M
o
d
ern
 P
ain
ters' ju
st o
u
t th
en
 an
d
 in
 every 
p
ain
ter's h
an
d
s" 
（
五
二
） 
N
o
rto
n
, "In
tru
d
u
ctio
n
," T
h
e S
even
 L
am
p
s, p
.v. 
（
五
三
） 
"M
o
d
ern
 P
ain
ters," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.6
6
, N
o
.1
, 1
 Ja
n
 
1
8
4
8
, p
p
.1
1
0
―1
4
5
. S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
.4
3
で
は
、
筆
者
は 
F
ran
k
lin
 
D
exter 
に
同
定
さ
れ
て
い
る
。。 
（
五
四
） 
Ib
id
., p
.1
1
0
. –
 "T
h
is is a b
o
o
k
 w
ritten
 b
y a w
ell
―ed
u
cated
 m
an
, a clo
se 
an
d
 in
tellig
en
t o
b
server o
f n
atu
re, fam
iliar w
ith
 th
e b
est w
o
rk
s o
f art, an
d
 
h
im
self a p
ractical, th
o
u
g
h
, as w
e u
n
d
erstan
d
 h
im
, n
o
t a p
ro
fessio
n
al," 
（
五
五
） 
Ib
id
., p
.1
4
4
. –
 "C
ertain
ly in
 th
is w
e are n
o
t n
ecessarily in
ferio
r to
 an
y 
p
reced
in
g
 ag
e. It d
ep
en
d
s u
p
o
n
 h
ab
its o
f life w
h
ich
 are w
ith
in
 o
u
r o
w
n
 
co
n
tro
l. T
h
e m
in
d
 is n
o
w
 as su
scep
tib
le as ever o
f th
e im
p
ressio
n
s o
f 
n
atu
ral b
eau
ty, an
d
 o
f p
o
etical an
d
 m
o
ral asso
ciatio
n
s, if w
e w
ill b
u
t 
acq
u
ain
t o
u
rselves m
o
re w
ith
 n
atu
re an
d
 less w
ith
 th
e frivo
lo
u
s p
u
rsu
its 
an
d
 th
e exasp
eratin
g
 co
n
tro
versies o
f so
ciety." 
（
五
六
） 
[N
o
 T
itle,] T
h
e M
eth
o
d
ist Q
u
arterly R
eview
, V
o
l.1
, O
ct. 1
8
4
9
, p
p
. 
6
7
0
―6
7
1
. –
 " A
ll w
h
o
 h
ave read
 'M
o
d
ern
 P
ain
ters' 
… w
ill rem
em
b
er h
o
w
 
th
ey w
ere ch
arm
ed
 an
d
 sp
ell
―b
o
u
n
d
 b
y th
e elo
q
u
en
t en
th
u
siasm
 o
f th
at 
w
o
rk
 " 
（
五
七
） 
"C
o
rresp
o
n
d
en
ce o
f th
e B
u
lletin
," B
u
lletin
 o
f th
e A
m
erican
 
A
rt
―U
n
io
n
, N
o
.9
, 1
 D
ec. 1
8
5
1
, p
.1
4
8
. –
 "It is n
o
t a little stran
g
e th
at 
R
u
sk
in
 sh
o
u
ld
 b
e less h
ig
h
ly esteem
ed
 b
y th
e g
en
erality o
f artists in
 
E
n
g
lan
d
 th
an
 in
 A
m
erica; yet su
ch
 is th
e case." 
（
五
八
） 
"R
u
sk
in
ism
," T
h
e C
ivil E
n
gin
eer an
d
 A
rch
itect's Jo
u
rn
al, V
o
l.1
7
, 
1
8
5
4
, p
.7
4
. –
 "T
h
e tid
e is b
eg
in
n
in
g
 to
 tu
rn
 ag
ain
st R
u
sk
in
; h
is p
o
p
u
larity 
is n
o
w
 eb
b
in
g
 aw
ay very fast." 
（
五
九
）E
lio
t N
o
rto
n
, "In
tru
d
u
ctio
n
" T
h
e S
even
 L
am
p
s, p
p
.v
―vi. 
（
六
〇
）「
ラ
ス
キ
ン
の
『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ウ
ィ
ゲ
ラ
』
を
知
っ
て
い
る
か
。
あ
い
つ
は
意
気
揚
々
と
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
重
版
さ
れ
る
と
言
っ
て
き
た
。
知
ら
な
い
な
ら
ぜ
ひ
読
ん
で
お
け
。
万
が
一
手
に
入
れ
ら
れ
る
な
ら
（
こ
こ
で
は
そ
れ
が
難
し
い
。
書
籍
商
に
対
す
る
あ
い
つ
の
や
り
か
た
の
お
蔭
で
！
）、『
ム
ネ
ラ
・
プ
ル
ウ
ェ
リ
ス
』
も
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
美
術
講
義
録
も
、
あ
い
つ
が
今
書
い
て
い
る
も
の
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全
部
含
め
て
だ
。」 
L
etter fro
m
 C
arlyle to
 E
m
erso
n
, 2
 A
p
r. 1
8
7
2
, in
 T
h
e 
C
o
rresp
o
n
d
en
ce o
f E
m
erso
n
 an
d
 C
arlyle
, Jo
sep
h
 S
later ed
., N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 
L
o
n
d
o
n
, C
o
lu
m
b
ia U
n
iversity P
ress, 1
9
6
4
, p
p
.5
8
7
―5
8
8
.  
（
六
一
） 
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
七
燈
』
書
評
は
以
下
："S
h
o
rt R
eview
s an
d
 N
o
tices 
o
f B
o
o
k
s," T
h
e M
eth
o
d
ist Q
u
arterly R
eview
, F
o
u
rth
 S
eries V
o
l.1
, O
ct. 
1
8
4
9
, p
p
.6
7
0
―6
7
1
; "S
h
o
rt R
eview
s an
d
 N
o
tices o
f B
o
o
k
s," ib
id
., V
o
l.2
, O
ct. 
1
8
5
0
, p
.6
6
2
; "H
o
ld
en
's R
eview
," H
o
ld
en
's D
o
llar M
agazin
e
, V
o
l.4
, N
o
.2
, 
A
u
g
. 1
8
4
9
, p
p
.4
9
9
―5
0
0
; "T
h
e F
in
e A
rts: A
rt an
d
 R
elig
io
n
," T
h
e L
iterary 
W
o
rld
, V
o
l.5
, N
o
.1
3
7
, 1
5
 S
ep
. 1
8
4
9
, p
.2
3
1
; "B
o
o
k
 N
o
tices: T
h
e S
even
 
L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," T
h
e E
clectic M
agazin
e o
f F
o
reign
 L
iteratu
re, 
S
cien
ce, an
d
 A
rt, V
o
l.1
7
, N
o
.3
, Ju
l. 1
8
4
9
, p
.4
3
1
; "L
iterary N
o
tices: T
h
e 
S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," T
h
e K
n
ickerb
o
cker, V
o
l.3
4
, N
o
.2
, A
u
g
. 
1
8
4
9
, p
.1
6
1
; "N
o
tice o
f N
ew
 B
o
o
k
s: T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," 
B
u
lletin
 o
f th
e A
m
erican
 A
rt
―U
n
io
n
, V
o
l.2
, N
o
.6
, S
ep
. 1
8
4
9
, p
p
.1
1
―2
1
; 
"R
u
sk
in
's S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," M
assach
u
setts Q
u
arterly R
eview
, 
N
o
.8
, S
ep
. 1
8
4
9
, p
p
.5
1
4
―5
2
0
; "A
rch
itectu
re: T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f 
A
rch
itectu
re," N
ew
 E
n
glan
d
er an
d
 Y
ale R
eview
, V
o
l.8
, N
o
.3
1
, A
u
g
. 1
8
5
0
, 
p
.4
1
8
―4
3
4
; "A
rch
itects an
d
 A
rch
itectu
re," T
h
e C
h
ristian
 E
xam
in
er, F
o
u
rth
 
S
eries V
o
l.1
4
 (V
o
l.4
9
), N
o
.2
, S
ep
. 1
8
5
0
, p
p
.2
7
8
―2
8
6
; "T
h
e S
even
 L
am
p
s 
o
f A
rch
itectu
re," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.7
2
, N
o
.2
, 1
 A
p
r. 1
8
5
1
, 
p
p
.2
9
4
―3
1
6
. 
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
建
築
の
七
燈
』
書
評
は
十
を
超
え
る
が
、
そ
の
一
部
は 
R
o
b
ert L
. B
ro
w
n
ell, ed
., T
h
e C
o
n
tem
p
o
rary R
eview
s o
f Jo
h
n
 
R
u
skin
's T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, L
o
n
d
o
n
, P
allas A
th
en
e, 2
0
0
9
 
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
p
.6
3
―6
9
 
も
参
照
の
こ
と
。 
（
六
二
）
後
者
の
筆
者
はS
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
g
h
t, p
.6
9
で
は S
am
u
el G
ilm
an
 
B
ro
w
n
に
同
定
さ
れ
て
い
る
。 
（
六
三
）"R
u
sk
in
's S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
.5
1
4
. –
 "W
h
at M
r. R
u
sk
in
 
really h
as to
 say m
ig
h
t co
m
e u
n
d
er a m
u
ch
 n
arro
w
er h
ead
in
g
 th
an
 h
is title
―p
ag
e; th
is, n
am
ely, th
e n
ecessity o
f sim
p
licity, tru
th
fu
ln
ess, an
d
 
straig
h
tfo
rw
ard
n
ess in
 A
rch
itectu
re." 
（
六
四
） 
Ib
id
. –
 "A
n
d
, in
d
eed
, in
 criticism
 o
f th
e arch
itectu
re o
f th
e d
ay th
is 
sh
o
u
ld
 b
e th
e p
ro
m
in
in
en
t p
o
in
t, a d
efin
ite aim
," 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
六
五
） 
Ib
id
. –
 "fo
r th
is is th
e first req
u
isite to
 su
ccess in
 an
y th
in
g
, an
d
 yet it 
is rarely to
 b
e fo
u
n
d
 in
 o
u
r arch
itectu
re." 
（
六
六
） 
"T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
.3
0
6
. –
 " T
h
e sacrifice o
f w
h
ich
 
th
e au
th
o
r sp
eak
s is b
y n
o
 m
ean
s o
f m
o
n
ey m
erely, b
u
t o
f m
in
d
, o
f lo
n
g
 
th
o
u
g
h
t, o
f th
e fu
lln
ess o
f in
tellectu
al stren
g
th
;" 
（
六
七
） 
Ib
id
. –
 "n
o
t th
e sp
irit w
h
ich
 lets itself o
u
t fo
r h
ire, b
u
t w
h
ich
, w
ith
 
o
u
t reco
m
p
en
se, fin
d
s its ch
ief jo
y in
 th
e id
eal p
erfectio
n
 o
f its w
o
rk
;"  
（
六
八
） 
Ib
id
. –
 "T
h
is sp
irit evid
en
tly w
ill secu
re th
e fu
ll p
o
w
er o
f th
e artist
’ s 
m
in
d
 u
p
o
n
 th
e w
o
rk
." 
（
六
九
） 
Ib
id
., p
.3
1
1
. –
 "T
h
e p
rin
cip
le n
ext in
 o
rd
er is th
at w
h
ich
 req
u
ires in
 
arch
itectu
re th
e evid
en
ce o
f a m
easu
re o
f creative en
erg
y, avivid
 
exp
ressio
n
 o
f th
e in
tellectu
al life w
h
ich
h
as b
een
 co
n
cern
ed
 in
 its 
p
rd
u
ctio
n
." 
（
七
〇
） 
"T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
.3
1
1
. –
 "d
eep
 tru
th
 in
 th
is, 
ap
p
licab
le to
 far o
th
er th
in
g
s th
an
 arch
itectu
re" 
（
七
一
） 
[C
laren
ce C
o
o
k
,] "T
h
e M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re o
f N
ew
―Y
o
rk
," T
h
e N
ew
―Y
o
rk Q
u
arterly: D
evo
ted
 to S
cien
ce, P
h
ilo
sop
h
y, L
iteratu
re, an
d
 th
e 
In
terests o
f o
u
r U
n
ited
 C
o
u
n
try
, V
o
l.4
, A
p
r. 1
8
5
5
, p
p
.1
0
5
―1
2
3
. 
ク
ッ
ク
と
の
同
定
に
つ
い
て
は 
S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
.7
3
 
参
照
。 
（
七
二
） 
S
tein
, o
p
.cit., p
.7
3
. –
 "lyric p
aean
 to
 R
u
sk
in
" 
（
七
三
） 
C
o
o
k
, o
p
.cit., p
.1
0
6
. –
 "W
e lo
ve R
u
sk
in
's g
lo
w
in
g
 style, w
e lo
ve h
is 
lo
ve o
f n
atu
re, w
e lo
ve h
is lo
ve o
f G
o
d
." 
（
七
四
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
, th
e m
ystic lam
p
―lig
h
ter, h
as d
o
n
e m
u
ch
 an
d
 striven
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h
ard
 to
 illu
m
in
ate o
u
r u
n
d
erstan
d
in
g
s, an
d
 rem
o
ve th
e d
ark
 clo
u
d
 th
at 
w
ell
―n
ig
h
 o
versh
ad
o
w
ed
 th
e m
in
d
s o
f th
o
se w
h
o
 w
o
u
ld
 in
vestig
ate th
e 
m
ysterio
u
s p
rin
cip
les w
h
en
ce sp
ru
n
g
 arch
itectu
ral life an
d
 p
o
w
er o
f 
exp
ressio
n
" 
（
七
五
） 
Ib
id
., p
p
.1
0
7
, 1
0
8
. 
（
七
六
） 
Ib
id
., p
.1
0
7
. –
 "an
 in
tellectu
al b
eau
ty w
h
ich
 w
e w
ill d
esig
n
ate b
y 'th
e 
T
ru
e'" 
（
七
七
） 
Ib
id
., p
.1
0
8
―1
0
9
. –
 "1
. It sh
o
u
ld
 b
e extern
ally exp
ressive o
f its u
se 
an
d
 p
u
rp
o
se." –
 "2
. It sh
o
u
ld
 b
e extern
ally exp
ressive o
f its u
se an
d
 
p
u
rp
o
se." –
 "3
. It sh
o
u
ld
 n
eith
er vio
late an
y o
f th
e law
s o
f co
n
stru
ctio
n
, 
n
o
r ap
p
ear to
 d
o
 so
." –
 "4
. T
h
e n
atu
re o
f th
e m
aterials w
ith
 w
ich
 th
e 
b
u
ild
in
g
 is erected
 sh
o
u
ld
 stam
p
 its ch
aracter o
n
 th
e arch
itectu
re; th
u
s, 
sto
n
e sh
o
u
ld
 b
e u
sed
 as sto
n
e, w
o
o
d
 u
sed
 as w
o
o
d
, an
d
 iro
n
 u
sed
 as iro
n
." 
–
 "5
. T
h
e site o
f th
e b
u
ild
in
g
 w
ith
 it relative p
o
sitio
n
 to
 o
th
er b
u
ild
in
g
s, 
an
d
 to
 th
e n
eig
h
b
o
rh
o
o
d
, sh
o
u
ld
 alw
ays b
e carefu
lly co
n
sid
ered
." 
（
七
八
） 
Ib
id
., p
.1
0
6
. –
 "th
e m
ysterio
u
s p
rin
cip
les w
h
en
ce sp
ru
n
g
 
arch
itectu
ral life an
d
 p
o
w
er o
f exp
ressio
n
" 
（
七
九
） 
Ib
id
. –
 "H
e w
h
o
se p
ro
vin
ce it is to
 create th
e b
eau
tifu
l o
u
t o
f th
e 
ro
u
g
h
 m
aterial fu
rn
ish
ed
 h
im
 b
y th
e q
u
arry o
r th
e fo
rest, m
u
st h
ave a h
eart 
to
 en
jo
y th
e w
o
rk
s o
f th
e C
reato
r, w
h
o
 p
ro
n
o
u
n
ced
 all th
in
g
s g
o
o
d
, an
d
 
w
h
o
 is H
im
self th
e cn
tre o
f p
erfectio
n
." 
（
八
〇
） 
"T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
p
.2
9
8
―2
9
9
. 
引
用
部
の
元
記
事
は 
"A
p
p
licatio
n
 an
d
 In
ten
t o
f th
e V
ario
u
s S
tyles o
f A
rch
itectu
re," Q
u
artely 
R
eview
, V
o
l.2
7
, Ju
l. 1
8
2
2
, p
p
.3
1
3
, 3
1
4
―3
1
5
. 
（
八
一
）"A
rch
itectu
re: T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
.4
2
0
. –
 "T
h
e arts 
sh
o
u
ld
 b
e co
m
p
aratively u
n
k
n
o
w
n
 am
o
n
g
 u
s" 
（
八
二
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e in
ven
tive p
o
w
ers in
d
eed
 act as vig
o
ro
u
sly am
o
n
g
 u
s, in
 
certain
 d
irectio
n
s, as an
yw
h
ere else:" 
（
八
三
） 
Ib
id
. –
 "M
ach
in
es an
d
 co
n
trivan
ces to
 eco
n
o
m
ize lab
o
r an
d
 in
crease 
m
aterial p
ro
d
u
ctio
n
, are b
y n
o
 m
ean
s lack
in
g
" 
（
八
四
） 
Ib
id
. –
 "g
ro
w
 so
 freely"  
（
八
五
） 
Ib
id
., p
.4
2
3
. –
 "th
e etern
al law
s o
f G
o
d
 an
d
 th
e p
rin
cip
les o
f im
u
tab
le 
m
o
rality" 
（
八
六
） 
Ib
id
., p
.4
2
6
. –
 "sets w
h
at w
h
at co
m
m
o
n
ly p
asses fo
r a m
ere 
m
ech
an
ical art in
 a h
ig
h
 m
o
ral p
o
sitio
n
, an
d
 in
vests it w
ith
 a m
o
ral 
ch
aracter." 
（
八
七
） 
Ib
id
., p
.4
2
2
. –
 "T
h
e b
o
o
k
 b
efo
re u
s is o
n
e w
h
ich
 m
ak
es larg
e 
d
em
an
d
s u
p
o
n
 A
m
erican
 read
ers" 
（
八
八
） 
"R
u
sk
in
's S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re," p
.5
1
9
. –
 "If w
e lo
o
k
 at M
r. 
R
u
sk
in
's req
u
isites w
e sh
all see th
at th
e feelin
g
 b
y w
h
ich
 h
e d
em
an
d
s th
e 
artist sh
all b
e p
o
ssessed
 is n
o
th
in
g
 m
o
re o
r less th
an
—
R
elig
io
n
." 
（
八
九
） 
Ib
id
. –
 "H
is d
em
an
d
, th
en
, is th
at w
e sh
all b
e relig
io
u
s, an
d
 
m
o
reo
ver, th
at w
e sh
all exp
ress o
u
r relig
io
n
 in
 th
e fo
rm
 o
f relig
io
u
s 
arch
itectu
re." 
（
九
〇
） 
Ib
id
. –
 "B
u
t w
e h
ave b
etter w
ays o
f exp
ressin
g
 it." 
（
九
一
） 
A
n
d
rew
 Jackso
n
 D
o
w
n
in
g
, T
h
e F
ru
its an
d
 F
ru
it T
rees of A
m
erica: O
r, 
th
e C
u
ltu
re, P
ro
p
agatio
n
, an
d
 M
an
agem
en
t, in
 th
e G
ard
en
 an
d
 O
rch
ard
, 
o
f F
ru
it T
rees G
en
erally
, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
iley an
d
 P
u
tn
am
, 1
8
4
5
. 
エ
マ
ー
ソ
ン
に
よ
る
同
書
の
参
照
に
つ
い
て
は 
L
en
 G
o
u
g
eo
n
, V
irtu
e's H
ero
: 
E
m
erso
n
, A
n
tislavery, an
d
 R
efo
rm
, A
th
en
s, U
n
iversity o
f G
eo
rg
ia P
ress, 
1
9
9
0
, p
.3
6
3
 
も
参
照
の
こ
と
。 
（
九
二
） 
R
o
b
ert D
. R
ich
ard
so
n
, E
m
erso
n
: T
h
e M
in
d
 o
n
 F
ire, B
erk
eley, 
U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
9
5
, p
p
.4
3
3
―4
3
5
. 
（
九
三
） 
D
o
w
n
in
g
, o
p
. cit., p
.6
. –
 "A
ll fin
e fru
its are artificial p
ro
d
u
cts;" 
（
九
四
） Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 –
 "th
e aim
 o
f n
atu
re, in
 a w
ild
 state, 
b
ein
g
 o
n
ly a h
ealth
y, vio
rro
u
s state o
f th
e tree, an
d
 p
erfect seed
s fo
r 
co
n
tin
u
in
g
 th
e sp
ecies." 
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（
九
五
） Ib
id
. –
 "It is th
e o
b
ject o
f cu
ltu
re, th
erefo
re, to
 su
b
d
u
e, o
r en
feeb
le 
th
is excess o
f veg
etatio
n
; to
 lessen
 th
e co
arsen
ess o
f th
e tree; to
 d
im
in
ish
 
th
e size o
f th
e seed
s; an
d
 to
 refin
e th
e q
u
ality an
d
 in
crease th
e size o
f th
e 
flesh
 o
r p
u
lp
."  
（
九
六
） Ib
id
., p
.1
. 
太
字
は
原
文
大
文
字
強
調
。 –
 "It is th
u
s o
n
ly in
 th
e face o
f 
o
b
stacles, in
 a clim
ate w
h
ere n
atu
re is n
o
t p
ro
d
ig
al o
f p
erfectio
n
s, an
d
 in
 
th
e m
id
st o
f th
o
rn
s an
d
 slo
es, th
at M
A
N
 T
H
E
 G
A
R
D
E
N
E
R
 arises an
d
 
fo
rces n
atu
re to
 yield
 to
 h
is art." 
 
（
九
七
）
同
書
は
そ
の
後
二
十
年
間
で
四
版
を
重
ね
、
こ
の
間
に
九
千
部
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。D
avid
 S
ch
u
yler, A
p
o
stle o
f T
aste: A
n
d
rew
 Jackso
n
 D
o
w
n
in
g 
1
8
1
5
―1
8
5
2
, B
altim
o
re an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e Jo
h
n
s H
o
p
k
in
s U
n
iversity P
ress, 
1
9
9
6
, p
.2
8
 
参
照
。  
（
九
八
） 
Jo
h
n
 L
in
d
ley, T
h
e T
h
eo
ry o
f H
o
rticu
ltu
re: O
r, an
 A
ttem
p
t to E
xp
lain
 
th
e P
rin
cip
al O
p
eratio
n
s o
f G
ard
en
in
g u
p
o
n
 P
h
ysio
lo
gical P
rin
cip
les, N
ew
 
Y
o
rk
, W
iley an
d
 P
u
tn
am
, 1
8
4
1
. 
（
九
九
） 
S
ch
u
yler, A
p
o
stle o
f T
aste, p
.3
4
 
参
照
。 
（
一
〇
〇
） 
A
n
d
rew
 Jackso
n
 D
o
w
n
in
g
, A
 T
reatise o
n
 th
e T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f 
L
an
d
scap
e G
ard
en
in
g, A
d
ap
ted
 to
 N
o
rth
 A
m
erica: W
ith
 a V
iew
 to
 th
e 
Im
p
ro
vem
en
t o
f C
o
u
n
try R
esid
en
ces, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
iley an
d
 
P
u
tn
am
, 1
8
4
1
. 
以
下
引
用
は
加
筆
修
正
後
の
第
四
版
（N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. 
P
u
tn
am
）
よ
り
。 
（
一
〇
一
） 
A
n
d
rew
 Jackso
n
 D
o
w
in
ig
, C
o
ttage R
esid
en
ces, o
r, a S
eries o
f 
D
esign
s fo
r R
u
ral C
o
ttages an
d
 C
o
ttage villas, an
d
 T
h
eir G
ard
en
s an
d
 
G
ro
u
n
d
s. A
d
ap
ted
 to
 N
o
rth
 A
m
erica, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
iley an
d
 
P
u
tn
am
, 1
8
4
2
. 
（
一
〇
二
） 
H
u
m
p
h
ry R
ep
to
n
, O
b
servatio
n
s on
 th
e T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f 
L
an
d
scap
e G
ard
en
in
g: In
clu
d
in
g so
m
e R
em
arks on
 G
recian
 an
d
 G
o
th
ic 
A
rch
itectu
re, L
o
n
d
o
n
, 1
8
0
3
. 
（
一
〇
三
）D
o
w
n
in
g
, T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f L
an
d
scap
e G
ard
en
in
g
, p
.8
3
. –
 
"T
H
E
 IM
IT
A
T
IO
N
 O
F
 T
H
E
 B
E
A
U
T
Y
 O
F
 E
X
P
R
E
S
S
IO
N
, d
erived
 fro
m
 a 
refin
ed
 p
ercep
tio
n
 o
f th
e sen
tim
en
t o
f n
atu
re: T
H
E
 R
E
C
O
G
N
IT
IO
N
 O
F
 
A
R
T
, fo
u
n
d
ed
 o
n
 th
e im
m
u
tab
ility o
f th
e tru
e, as w
ell as th
e b
eau
tifu
l: 
A
N
D
 T
H
E
 P
R
O
D
U
C
T
IO
N
 O
F
 U
N
IT
Y
, H
A
R
M
O
N
Y
, A
N
D
 V
A
R
IE
T
Y
, in
 
o
rd
er to
 ren
d
er co
m
p
lete an
d
 co
n
tin
u
o
u
s, o
u
r en
jo
ym
en
t o
f an
y artistical 
w
o
rk
." 
太
字
は
原
文
大
文
字
強
調
。 
（
一
〇
四
） Ib
id
., p
.2
. 
（
一
〇
五
） 
Id
em
., C
o
ttage R
esid
en
ce, p
.vii. –
 "so
 clo
sely are th
e B
eau
tifu
l an
d
 
th
e T
ru
e alied
, th
at w
e sh
all fin
d
 [
…] th
at if w
e th
u
s w
o
rsh
ip
 in
 th
e tru
e 
sp
irit, w
e sh
all attain
 a n
earer view
 o
f th
e G
reat M
aster, w
h
o
se w
o
rd
s, in
 all 
h
is m
aterial u
n
iverse, are w
ritten
 in
 lin
es o
f B
eau
ty." 
（
一
〇
六
） 
Id
em
., T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f L
an
d
scap
e G
ard
en
in
g
, p
.6
9
. –
 
"H
o
g
arth
 called
 th
e cu
rve th
e lin
e o
f b
eau
ty, an
d
 all artists h
ave felt 
in
stin
ctively its p
o
w
er, B
u
t M
r. R
u
sk
in
 (in
 M
o
d
ern
 P
ain
ters) w
as, w
e 
b
elieve, th
e first to
 su
g
g
est th
e cau
se o
f th
at p
o
w
er –
 th
at it exp
resses in
 
its varyin
g
 ten
d
en
cies, th
e in
fin
ite." 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
一
〇
七
） 
Id
em
., T
h
e A
rch
itectu
re o
f C
o
u
n
try H
o
u
ses: In
clu
d
in
g D
esign
s fo
r 
C
o
ttages, F
arm
―H
o
u
ses, an
d
 V
illas, w
ith
 R
em
arks o
n
 In
terio
rs, F
u
rn
itu
re, 
an
d
 th
e B
est M
o
d
es o
f W
arm
in
g an
d
 V
en
tilatin
g
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 
&
 C
o
m
p
an
y, 1
8
5
0
.  
（
一
〇
八
） 
原
文 
"O
n
 th
e R
eal M
ean
in
g
 o
f A
rch
itectu
re"
。 
（
一
〇
九
） 
C
laren
ce C
o
o
k
, "A
 C
o
rn
er S
to
n
e," T
h
e G
alaxy, V
o
l.5
, N
o
.2
, F
eb
. 
1
8
6
8
, p
.1
5
0
. –
 "F
irst, in
d
ivid
u
al m
in
d
s w
ere o
w
erfu
lly stim
u
lated
 b
y 
R
u
sk
in
." 
（
一
一
〇
） 
D
o
w
n
in
g
, o
p
. cit., p
.3
8
. –
 "every fin
e art is th
e art o
f so
 treatin
g
 
o
b
ject as to
 g
ive th
em
 a m
o
ral sig
n
ifican
ce;" 
（
一
一
一
） Ib
id
., p
.3
7
. –
 "u
n
less th
e arch
itect can
 stam
p
 b
o
th
 feelin
g
 an
 
im
ag
in
atio
n
, as w
ell as u
tility, u
p
o
n
 h
isw
o
rk
, h
e can
n
o
t tru
ly b
e called
 an
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arch
itect." 
（
一
一
二
） Ib
id
., p
.9
. "T
o
 see, o
r rath
er to
 feel h
o
w
, in
 n
atu
re, m
atter is 
en
n
o
b
led
 b
y b
ein
g
 th
u
s to
u
ch
ed
 b
y a sin
g
le th
o
u
g
h
t o
f b
eau
ty, h
o
w
 it is 
alm
o
st d
eified
 b
y b
ein
g
 m
ad
e to
 sh
ad
o
w
 fo
rth
, even
 d
im
ly, H
is attrib
u
tes, 
co
n
stitu
tes th
e p
ro
fo
u
n
d
 an
d
 th
rillin
g
 satisfactio
n
 w
h
ich
 w
e exp
erien
ce in
 
co
n
tem
p
latin
g
 th
e extern
al w
o
rk
s o
f G
o
d
." 
（
一
一
三
） Ib
id
., p
.2
8
.  
–
 "T
h
e B
eau
tifu
l, in
 arch
itectu
re, is th
e co
m
p
lete em
b
o
d
im
en
t o
f id
eas 
o
f b
eau
ty in
 a g
iven
 m
aterial fo
rm
; an
 em
b
o
d
im
en
t in
 w
h
ich
 th
e id
ea 
triu
m
p
h
s o
ver th
e m
aterial an
d
 b
rin
g
s it in
to
 p
erfect su
b
jectio
n
 –
 w
e 
m
ig
h
t alm
o
st say, o
f rep
o
se; w
h
ere th
ere is n
eith
er w
an
t o
f u
n
ity, 
p
ro
p
o
rtio
n
, h
arm
o
n
y, n
o
r th
e rig
h
t exp
ressio
n
." 
（
一
一
四
） 
フ
レ
ド
リ
カ
・
ブ
レ
ー
メ
ル
に
よ
る
言
及
。Ju
d
ith
 K
. M
ajo
r, T
o
 L
ive in
 
th
e N
ew
 W
o
rld
: A
.  J. D
o
w
n
in
g an
d
 A
m
erican
 L
an
d
scap
e G
a
rd
e
n
in
g
, 
C
am
b
rid
g
e, M
ass. T
h
e M
IT
 P
ress, 1
9
9
7
, p
.1
7
 
参
照
。 
当
時
ア
メ
リ
カ
に
短
期
滞
在
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
ブ
レ
ー
メ
ル
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
名
を
知
っ
た
の
は
ダ
ウ
ニ
ン
グ
邸
で
あ
る
。
こ
の
と
き
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
こ
の
客
人
と
と
も
に
、
エ
マ
ー
ソ
ン
を
は
じ
め
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
レ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
な
ど
を
朗
読
し
た
。
そ
の
後
彼
女
は
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
の
知
己
を
え
た
。 
K
arl A
. O
lsso
n
, "F
red
rik
a 
B
rem
er an
d
 R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
," S
w
ed
ish
―A
m
erican
 H
isto
rical 
Q
u
arterly, V
o
l.2
, N
o
.2
, p
p
.3
9
―5
2
 
参
照
。 
（
一
一
五
）"S
h
o
rt R
eview
s an
d
 N
o
tices o
f B
o
o
k
s," T
h
e M
eth
o
d
ist Q
u
arterly 
R
eview
, V
o
l.1
, O
ct. 1
8
4
9
, p
p
.6
7
0
―6
7
1
. 
（
一
一
六
） 
Ib
id
., p
.6
7
1
. –
 "yet w
e kn
o
w
 n
o
 b
o
o
k
 o
f art w
h
o
se in
flu
en
ce is likely 
to
 b
e m
o
re refin
in
g
, elevatin
g
, an
d
 en
n
o
b
lin
g
, th
an
 th
e S
even
 L
am
p
s o
f 
A
rch
itectu
re." 
（
一
一
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e artist
’ s en
th
u
siasm
 is excessive, so
m
etim
es even
 
ab
su
rd
," 
（
一
一
八
） 
"S
h
o
rt R
eview
s an
d
 N
o
tices o
f B
o
o
k
s," ib
id
., V
o
l.2
, O
ct. 1
8
5
0
, 
p
.6
6
2
. –
 "o
u
r in
ab
ility to
 sym
p
ath
ize w
ith
 th
e en
th
u
siasm
 o
f th
e artist" 
（
一
一
九
） 
Ib
id
. 
（
一
二
〇
） 
N
. H
., "C
o
m
m
u
n
icatio
n
s: A
rch
itectu
re o
f C
o
u
n
try H
o
u
ses," H
o
m
e 
Jo
u
rn
al, V
o
l.3
5
, N
o
.2
3
7
, 2
4
 A
u
g
. 1
8
5
0
, p
.2
. 
（
一
二
一
） 
Ib
id
. 
（
一
二
二
） 
Ib
id
. –
 " L
ik
e all M
r. D
o
w
n
in
g
’ s w
ritin
g
s, it is ch
aracterized
 b
y a 
w
o
n
d
erfu
l co
m
b
in
atio
n
 o
f p
lain
 co
m
m
o
n
 sen
se w
ith
 g
reat en
th
u
siasm
, an
d
 
a th
ro
u
g
h
 ap
p
reciatio
n
 o
f th
e b
eau
tifu
l in
 n
atu
re, art an
d
 scien
ce." 
（
一
二
三
） 
Ib
id
. –
 "Y
o
u
 m
ig
h
t as w
ell su
b
stitu
te a vo
lu
m
e o
f E
m
erso
n
's 
T
ran
scen
d
en
tal P
h
ilo
so
p
h
y fo
r th
e m
u
ltip
licatio
n
 tab
le, fo
r th
e u
se o
f th
e 
yo
u
n
g
est class in
 cip
h
erin
g
 in
 a to
w
n
 sch
o
o
l, as M
r. R
u
sk
in
's b
o
o
k
 fo
r th
e 
sim
p
le, p
ractical w
o
rk b
efo
re u
s, fo
r th
e u
se o
f o
u
r g
o
o
d
 citizen
s. T
h
e 
q
u
estio
n
 p
u
t b
y th
e m
ath
em
atician
 to
 th
e scu
lp
to
r, in
 reg
ard
 to
 th
e 
b
eau
tifu
l creatio
n
s o
f h
is art 
―"W
h
at d
o
 th
ey g
o
 to
 sh
o
w
?
"—
 w
ill b
e lik
ely 
to
 b
e o
ften
 ask
ed
 in
 referen
ce to
 th
e S
even
 L
am
p
s; w
h
ile M
r. D
o
w
n
in
g
’ s 
treatise, w
ith
 n
o
 flam
in
g
 title, w
ill sh
ed
 q
u
ite as m
u
ch
 lig
h
t o
n
 its su
b
ject, 
as th
e n
ew
ly
―o
p
en
ed
 eyes o
f th
is g
en
eratio
n
 are ab
le to
 b
ear." 
（
一
二
四
） 
Ib
id
. –
 " R
u
sk
in
's 'S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
' is a sp
len
d
id
 w
o
rk 
o
f g
en
iu
s; b
u
t its au
th
o
r m
u
st w
ait m
o
re th
an
 o
n
e g
en
eratio
n
 to
 seeit fu
lly 
ap
p
reciated
." 
（
一
二
五
） 
C
o
o
k
, "A
 C
o
rn
er S
to
n
e," p
.1
5
0
. –
 " M
r. D
o
w
n
in
g
 tau
g
h
t th
e 
g
en
eral p
u
b
lic; h
e h
ard
ly in
flu
en
ced
 a sin
g
le arch
itect" 
（
一
二
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
is is w
h
y h
is b
o
o
k
s are o
u
tw
o
rn
 so
 so
o
n
" 
（
一
二
七
） 
Ib
id
. –
 "an
d
 w
h
y th
e yo
u
n
g
 arch
itects to
―d
ay h
o
ld
 th
em
 in
 sm
all 
seteem
." 
（
一
二
八
） 
"T
h
e C
rystal P
alace," S
cien
tific A
m
erican
, V
o
l.8
, N
o
.4
7
, 6
 A
u
g
. 
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1
8
5
3
, p
.3
7
0
. –
 "p
erem
p
to
rily req
u
ired
 th
at th
e b
u
ild
in
g
 sh
o
u
ld
 b
e 
exclu
sively o
f iro
n
 an
d
 g
lass" 
（
一
二
九
） 
"O
u
r C
rystal P
alace," P
u
tn
am
's M
o
n
th
ly M
agazin
e o
f A
m
erican
 
L
iteratu
re, S
cien
ce, an
d
 A
rt, V
o
l.2
, N
o
.8
, A
u
g
. 1
8
5
3
, p
.1
2
3
. –
 "In
 its 
g
en
eral ap
p
earan
ce, as w
ell as th
e m
aterials em
p
lo
yed
, th
e b
u
ild
in
g
 
resem
b
les th
e C
rystal P
alace o
f H
yd
e P
ark," 
（
一
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "b
u
t in
 th
e d
etails o
f its co
n
stru
ctio
n
 it d
ep
arts su
fficien
tly 
fro
m
 its p
ro
to
typ
e to
 m
ak
e it q
u
ite a n
ew
 an
d
 in
terestin
g
 o
b
ject." 
（
一
三
一
） 
Ib
id
. 
（
一
三
二
） 
"N
ew
 Y
o
rk
 C
rystal P
alace fo
r th
e E
xh
ib
itio
n
 o
f In
d
u
strial P
ro
d
u
cts," 
S
cien
tific A
m
erican
, V
o
l.8
, N
o
.6
, 1
3
 O
ct. 1
8
5
2
, p
.1
. –
 " still it w
ill b
e 
“a 
th
in
g
 o
f b
eau
ty,
” an
d
 w
ill attract th
o
u
san
d
s u
p
o
n
 th
o
u
san
d
s to
 th
is city 
w
h
o
 n
ever visited
 it b
efo
re." 
（
一
三
三
） 
"O
u
r C
rystal P
alace," p
.1
2
5
. –
 "T
h
e lead
in
g
 id
ea in
 th
e p
lan
 o
f 
d
eco
ratio
n
 h
as b
een
 to
 b
rin
g
 o
u
t th
e b
eau
tifu
l co
n
stru
ctio
n
 o
f th
e b
u
ild
in
g
 
–
 to
 d
eco
rate co
n
stru
ctio
n
 rath
er th
an
 to
 co
n
stru
ct d
eco
ratio
n
 
… T
h
e 
resu
lt is su
rp
risin
g
ly b
eau
tifu
l." 
（
一
三
四
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "A
 P
o
rtrait G
allery o
f C
h
icag
o
 A
rch
itects. IV
. 
A
sh
er C
arter, F
. A
. I. A
.," T
h
e W
estern
 A
rch
itect, V
o
l.3
4
, Jan
. 1
9
2
5
, p
.1
3
. 
–
 "w
h
en
 a yo
u
n
g
 m
an
 in
 C
o
lleg
e, I freq
u
en
tly sp
en
t m
u
ch
 tim
e o
n
 th
e 
p
arap
et w
all o
f th
e R
eservo
ir, w
atch
in
g
 its co
n
stru
ctio
n
, w
h
ich
 g
reatly 
in
fo
rm
ed
 m
e in
 th
e m
atter o
f cast iro
n
 b
u
ild
in
g
." 
（
一
三
五
） 
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
鋳
鉄
論
争
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
一
八
五
八
年
か
ら
五
九
年
の
ワ
イ
ト
は
、
カ
ー
タ
ー
＆
バ
ウ
ア
ー
の
事
務
所
（
お
よ
び
ジ
ェ
イ
ム
ズ
＆
ス
プ
リ
ン
ガ
ー
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
の
事
務
所
）
に
間
借
り
し
な
が
ら
、
シ
カ
ゴ
で
設
計
活
動
を
行
っ
て
い
た
。S
arah
 B
rad
fo
rd
 L
an
d
au
, P
. B
. W
igh
t: 
A
rch
itect, C
o
n
tracto
r, an
d
 C
ritic, 1
8
3
8
―1
9
2
5
, C
h
icag
o
, T
h
e A
rt In
stitu
te 
o
f C
h
icag
o
, 1
9
8
1
, p
.1
5
. 
（
一
三
六
） 
"T
h
e N
ew
 Y
o
rk
 C
rystal P
alace," S
cien
tific A
m
erican
, V
o
l.8
 N
o
.3
9
, 
1
1
 Ju
n
. 1
8
5
3
, p
.3
1
0
 
（
一
三
七
） 
"O
u
r C
rystal P
alace," P
u
tn
am
's M
o
n
th
ly M
agazin
e o
f A
m
erican
 
L
iteratu
re, S
cien
ce, an
d
 A
rt, V
o
l.2
, N
o
.8
, A
u
g
. 1
8
5
3
, p
.2
.  
–
 " M
r. R
u
sk
in
, a w
riter o
f g
reat p
en
etratio
n
 an
d
 learn
in
g
, h
ad
 ju
st 
d
em
o
n
strated
 th
at n
o
th
in
g
 in
 w
h
ich
 iro
n
 w
as larg
ely u
sed
, n
o
th
in
g
 
w
h
ich
 w
as th
e w
o
rk o
f m
ach
in
ery an
d
 n
o
t o
f th
e d
irect m
an
ip
u
latio
n
 o
f 
m
an
, co
u
ld
 b
e p
ro
p
erly called
 arch
itectu
re, w
h
en
 P
axto
n
, th
e g
ard
en
er, 
reared
 in
 th
e cen
tre o
f H
yd
e P
ark
 th
is co
sm
o
p
o
litan
 castle o
f in
d
u
stry, 
m
ad
e o
f m
o
lten
 san
d
 an
d
 cast iro
n
 to
 refu
te an
d
 p
u
t to
 sh
am
e th
e 
p
ed
an
try o
f th
e sch
o
o
ls. It w
as n
o
t 
“arch
itectu
ral,
” –
 o
h
 n
o
! b
u
t all 
th
e w
o
rld
 ad
m
ired
 th
e p
erfect sym
m
etry o
f its p
ro
p
o
rtio
n
s, its g
racefu
l 
o
u
tlin
es, its b
rillian
t effect, its im
p
o
sin
g
 g
ran
d
eu
r, an
d
 its in
co
m
p
arab
le 
fitn
ess." 
（
一
三
八
）R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, p
p
.3
3
―3
6
 
等
。 
（
一
三
九
）Jo
h
n
 R
u
sk
in
, L
ectu
res on
 A
rch
itectu
re an
d
 P
ain
tin
g, D
elivered
 at 
E
d
in
b
u
rgh
, in
 N
o
vem
b
er, 1
8
5
3
, N
ew
 Y
o
rk
, J. W
iley, 1
8
5
4
, p
.5
4
 
よ
り
。–
 
"I d
o
 n
o
t fin
d
 th
at iro
n
 b
u
ild
in
g
 is ever allu
d
ed
 to
 as lik
ely to
 b
eco
m
e 
fam
iliar to
 th
e m
in
d
s o
f m
en
." 
（
一
四
〇
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e O
p
en
in
g o
f th
e C
rystal P
alace: C
o
n
sid
ered
 in
 
S
o
m
e o
f Its R
elation
s to
 th
e P
ro
sp
ects o
f A
rt, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, E
ld
er, an
d
 
C
o
., 1
8
5
4
. W
o
rks o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, V
o
l.X
II, p
p
.4
1
5
―3
2
 
所
収
。
ラ
ス
キ
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
（
ロ
ン
ド
ン
）
評
に
つ
い
て
は 
G
ary W
ih
l, "N
eith
er a 
P
alace n
o
r o
f C
rystal," A
rch
itectu
ra, V
o
l.1
3
, N
o
.2
, 1
9
8
3
, p
p
.1
8
7
―2
0
2
 
を
参
照
。 
（
一
四
一
）R
u
sk
in
, T
h
e O
p
en
in
g o
f th
e C
rystal P
alace
, p
.5
. –
 "W
e su
p
p
o
se 
o
u
rselves to
 h
ave in
ven
ted
 a n
ew
 style o
f arch
itectu
re, w
h
en
 w
e h
ave 
m
ag
n
ified
 a co
n
servato
ry!" 
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（
一
四
二
） 
ビ
ロ
ウ
ズ
師
に
つ
い
て
は 
Jam
es D
u
b
an
, "F
ro
m
 E
m
erso
n
 to
 E
d
w
ard
s: 
H
en
ry W
h
itn
ey B
ello
w
s an
d
 an
 'Id
eal' M
etap
h
ysics o
f S
o
vereig
n
ty," T
h
e 
H
arvard
 T
h
eo
lo
gical R
eview
, V
o
l.8
1
, N
o
.4
, O
ct. 1
9
8
8
, p
p
. 3
8
9
―4
1
1
 
を
参
照
。 
（
一
四
三
） 
R
ev. H
en
ry W
h
itn
ey B
ello
w
s, T
h
e M
o
ral S
ign
ifican
ce o
f th
e C
rystal 
P
alace: A
 S
erm
o
n
, P
reach
ed
 F
irst to
 h
is o
w
n
 C
o
n
gregation
, an
d
 R
ep
eated
 
in
 th
e C
h
u
rch
 o
f th
e M
essiah
, o
n
 S
u
n
d
ay E
ven
in
g, O
ctob
er 3
0
, 1
8
5
3
, N
ew
 
Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
 &
 C
o
., 1
8
5
3
. 
（
一
四
四
） 
"N
atu
ral T
h
eo
lo
g
y o
f A
rt," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.7
9
, 
N
o
.1
, 1
 Ju
l. 1
8
5
4
, p
p
.1
―3
0
.  
（
一
四
五
） 
な
お
彼
は
、
一
八
四
九
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
の
名
誉
会
員
で
あ
っ
た
。 
（
一
四
六
） 
一
八
五
二
年
一
月
二
八
日
エ
リ
ザ
・
ビ
ロ
ウ
ズ
宛
ビ
ロ
ウ
ズ
書
簡
。
引
用
は 
D
u
b
an
, o
p
.cit., p
.3
9
1
 
よ
り
。 
（
一
四
七
） 
B
ello
w
s, T
h
e S
u
sp
en
se of F
aith
: A
n
 A
d
d
ress to th
e A
lu
m
n
i o
f th
e 
D
ivin
ity S
ch
o
o
l at H
arvard
 U
n
iversity
, N
ew
 Y
o
rk
, C
. S
. F
ran
cis &
 C
o
., 
1
8
5
9
, p
.2
4
. –
 " T
h
e E
m
erso
n
ian
 an
d
 tran
scen
d
en
tal sch
o
o
l at h
o
m
e, 
ack
n
o
w
led
g
e[s] o
n
ly o
n
e tru
e m
o
vem
en
t in
 h
u
m
an
ity –
 th
e eg
o
istic –
 th
e 
self
―assertin
g
 an
d
 self
―ju
stifyin
g
 m
o
vem
en
t" 
（
一
四
八
） 
一
八
五
二
年
一
月
六
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ス
ビ
ー
宛
ビ
ロ
ウ
ズ
書
簡
。
引
用
はD
u
b
an
, "F
ro
m
 E
m
erso
n
 to
 E
d
w
ard
s," p
.3
9
0
 
よ
り
。 
（
一
四
九
） 
B
ello
w
s, T
h
e M
o
ral S
ign
ifican
ce o
f th
e C
rystal P
alace, p
.2
0
. –
 " 
B
u
t th
e view
 o
f th
e E
xh
ib
itio
n
 u
n
ites m
an
 to
 G
o
d
, n
o
t o
n
ly b
y aw
ak
en
in
g
 
sen
tim
en
ts o
f h
u
m
ility, w
o
n
d
er, g
ratitu
d
e an
d
 p
raise, b
u
t also
 b
y 
illu
stratin
g
, in
 an
 affectin
g
 an
d
 em
p
h
atic m
an
n
er, th
e p
artn
ersh
ip
 o
f G
o
d
 
w
ith
 m
en
, an
d
 m
en
 w
ith
 G
o
d
." 
（
一
五
〇
） Ib
id
., p
p
.2
0
―2
1
. –
 " N
atu
re is th
e clay, m
an
 is th
e to
o
l. G
o
d
 m
ad
e 
th
em
 b
o
th
; an
d
 h
is w
ill u
n
ites th
em
 in
 th
e p
ro
d
u
ctio
n
 o
f th
at m
o
re fin
ish
ed
 
n
atu
re w
e n
am
e A
rt." 
（
一
五
一
） Ib
id
., p
.2
0
. –
 " M
an
 is 
… a p
artn
er in
 G
o
d
's b
u
sin
ess." 
（
一
五
二
） Ib
id
., p
.2
1
. –
 " C
an
 an
y su
b
stan
ces b
e less fitted
 to
 h
u
m
an
 u
se, fo
r 
p
u
rp
o
ses o
f stren
g
th
 an
d
 tran
sp
aren
cy, th
an
 o
re an
d
 san
d
?
 T
h
ey b
ear n
o
 
resem
b
lan
ce in
 ap
p
eraran
ce, o
r even
 in
 q
u
alities, to
 th
e p
ro
d
u
cts o
f w
h
ich
 
th
ey fo
rm
 th
e b
ase. [
…] G
o
d
 in
ten
d
ed
 th
at h
u
m
an
 g
en
iu
s sh
o
ld
 d
isco
ver 
an
d
 ap
p
ly th
em
 to
 th
e u
ses th
ey so
 p
erfectly serve?
" 
（
一
五
三
） 
"O
u
r C
rystal P
alace," p
.1
2
2
. –
 "B
u
t th
e ch
ief g
lo
ry o
f th
e C
rystal 
P
alace w
as th
e o
b
ject fo
r w
h
ich
 it h
ad
 b
een
 erected
 
―an
 exh
ib
itio
n
 o
f th
e 
w
o
rk
 o
f th
e w
o
rld
. [
…] It said
 to
 m
an
kin
d
 [
…] let u
s see h
o
w
 far h
u
m
an
ity 
h
as ad
van
ced
 in
 th
e co
n
q
u
est o
f n
atu
re
." 
（
一
五
四
） 
"L
iterary N
o
tice
s: N
o
rth
―A
m
erican
 R
eview
 fo
r th
e Ju
ly Q
u
arter," 
T
h
e K
n
ickerb
o
cker o
r, N
ew
―Y
o
rk M
o
n
th
ly M
agazin
e
, V
o
l.4
4
, N
o
.2
, S
ep
. 
1
8
5
4
, p
.2
9
3
. –
 "T
h
e review
 o
f D
r. B
ello
w
s' A
d
d
ress u
p
o
n
 th
e th
em
e o
f th
e 
C
rystal P
alace h
as very little to
 d
o
 w
ith
 th
at elo
q
u
en
t p
ro
d
u
ctio
n
, b
u
t is 
rath
er an
 essay, in
 itself ap
art, alth
o
u
g
h
 u
p
o
n
 a co
g
n
ate th
em
e." 
（
一
五
五
）"N
atu
ral T
h
eo
lo
g
y o
f A
rt," p
.1
5
. –
 " T
h
e C
rystal P
alaces are th
e 
to
p
m
o
st, m
ag
n
ificen
t flo
w
ers o
f th
e stu
rd
y tree o
f in
d
u
stry, 
―th
e alo
es o
f 
m
an
y cen
tu
ries, g
ran
d
ly b
lo
o
m
in
g
 atlast, 
―th
e icy cro
w
n
s th
at g
lo
rify th
e 
m
o
u
n
tain
 o
f th
e w
o
rld
's accu
m
u
lated
 lab
o
rs." 
（
一
五
六
） 
Ib
id
., p
.2
0
. –
 "T
h
e L
o
n
d
o
n
 C
rystal P
alace w
as its o
w
n
 K
o
h
―i
―n
o
o
r 
d
iam
o
n
d
 am
o
n
g
 ed
ifices; o
r, p
o
ssib
ly, su
ch
 m
o
u
n
tain
s o
f g
lass are th
e 
ch
em
ical p
ro
d
u
ct o
f th
e m
eltin
g
 to
g
eth
er o
f san
d
―lik
e m
u
ltitu
d
es o
f m
en
, 
m
ixed
 w
ith
 th
e fixed
 alk
ali o
f lo
ve, n
o
t w
ith
 th
e acid
 o
f h
ate." 
（
一
五
七
） 
Ib
id
. –
 "W
e d
o
 n
o
t h
esitate, in
 lo
o
se lan
g
u
ag
e, to
 call an
y artificial 
th
in
g
 very n
atu
ral, in
 its circu
m
stan
ces; all th
at is h
u
m
an
 ap
p
ears q
u
ite 
in
evitab
le, to
 so
m
e m
o
o
d
s o
f m
in
d
." 
（
一
五
八
） 
Ib
id
. –
 "In
 tru
th
, it I life itself, rath
er th
an
 an
 in
stin
ct, to
 m
ak
e an
d
 
create." 
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（
一
五
九
） 
Ib
id
., p
.4
. –
 "In
 vario
u
s b
o
o
k
s are p
arag
rap
h
s an
d
 allu
sio
n
s w
h
ich
 
m
o
re o
r less vag
u
ely reco
g
n
ize th
e d
ivin
e in
 A
rt, b
u
t n
o
th
in
g
, p
ro
b
ab
ly, 
m
o
re d
irect, u
n
less it b
e a p
artial excep
tio
n
 in
 R
u
sk
in
's 'M
o
d
ern
 P
ain
ters.'" 
（
一
六
〇
） 
Ib
id
. –
 "It ap
p
ears to
 h
ave b
een
 in
ferred
, th
at w
h
atever m
an
 
tran
sfo
rm
s, b
y h
is d
ivin
ely received
 w
isd
o
m
, to
 o
th
er sh
ap
es, ceases to
 b
e 
th
e w
o
rk
 o
f th
e A
lm
ig
h
ty, an
d
 th
en
cefo
rth
 b
ears less, in
stead
 f freq
u
en
tly 
m
o
re, o
f th
e im
p
ress o
f H
is h
an
d
." 
（
一
六
一
） 
Ib
id
., p
.2
9
. –
 "p
ecu
liar resp
ects in
 w
h
ich
 th
e b
eau
tifu
l arts are 
d
ivin
e" 
（
一
六
二
） 
Ib
id
. –
 "in
 th
e elem
en
ts o
f typ
ical b
eau
ty w
h
ich
 th
ey p
o
sess, as 
d
evelo
p
ed
 b
y R
u
sk
in
, th
ey g
ive u
s 'in
fin
ity, o
r th
e typ
e o
f th
e D
ivin
e 
in
co
m
p
reh
en
sib
ility; u
n
ity, o
r co
n
p
reh
en
siven
ess; rep
o
se, o
r p
erm
an
en
ce; 
sym
m
etry, o
r ju
stice; p
u
rity, o
r en
erg
y; m
o
d
eratio
n
, o
r law
.'" 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
―
ズ
』
二
巻
、
パ
―
ト
三
セ
ク
シ
ョ
ン
一
（「
美
の
観
念
」
中
、「
理
論
的
能
力
に
つ
い
て
」）
の
五
章
か
ら
十
章
ま
で
の
章
題
を
繋
げ
た
も
の
。 
（
一
六
三
） 
鋳
鉄
論
争
の
経
緯
・
背
景
に
関
し
て
は 
K
ath
ryn
 E
. H
o
llid
ay, L
eo
p
o
ld
 
E
id
litz: A
rch
itectu
re an
d
 Id
ealism
 in
 th
e G
ild
ed
 A
ge, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 
L
o
n
d
o
n
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 2
0
0
8
, p
p
.8
2
―8
6
; M
arg
o
t G
ayle an
d
 
C
aro
l G
ayle, C
ast Iro
n
 A
rch
itectu
re in
 A
m
erica: T
h
e S
ign
ifican
ce o
f Jam
es 
B
o
gard
u
s, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
9
9
8
, 
p
p
.1
9
3
―1
9
5
; M
ary N
. W
o
o
d
s, "H
en
ry van
 B
ru
n
t: T
h
e M
o
d
ern
 S
tyles, 
H
isto
ric A
rch
itectu
re," A
m
erican
 P
u
b
lic A
rch
itectu
re: E
u
ro
p
ean
 R
o
o
ts an
d
 
N
ative E
xp
ressio
n
s, C
raig
 Z
ab
el an
d
 S
u
san
 S
co
tt M
u
n
sh
o
w
er, ed
s., 
U
n
iversity P
ark
, P
en
n
sylvan
ia, P
en
n
sylvan
ia S
tate U
n
iversity P
ress, 1
9
8
9
, 
8
2
―1
1
3
; P
au
l R
. B
ak
er, R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, C
am
b
rid
g
e, M
ass. an
d
 
L
o
n
d
o
n
,T
h
e M
IT
 P
ress, 1
9
8
0
, p
p
.1
1
4
―1
1
5
; W
illiam
 A
. C
o
les, 
"In
tro
d
u
ctio
n
," in
 H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety: S
elected
 
E
ssays o
f H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, id
em
., ed
., C
am
b
rid
g
e, M
ass., B
elk
n
ap
 P
ress 
o
f H
arvard
 U
n
iversity P
ress, 1
9
6
9
, p
.5
4
 
を
参
照
。 
（
一
六
四
） 
L
eo
p
o
ld
 E
id
litz, T
h
e N
atu
re an
d
 F
u
n
ctio
n
 o
f A
rt, M
o
re E
sp
ecially 
o
f A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, A
. C
. A
rm
stro
n
g
 &
 S
o
n
, 1
8
8
1
. 
（
一
六
五
） 
S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
.1
5
5
. –
 "b
y th
e 1
8
8
0
's th
e fo
rce o
f 
R
u
sk
in
's d
irect im
p
act o
n
 A
m
erican
 id
eas ab
o
u
t art h
ad
 b
een
 sp
en
t." 
（
一
六
六
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
 o
f L
eo
p
o
ld
 E
id
litz II: 
C
o
m
m
ercial an
d
 P
u
b
lic," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
4
, N
o
.4
, O
ct. 
1
9
0
8
, p
.2
7
9
. –
 "B
y all m
ean
s an
 arch
itect o
u
g
h
t to
 read
 R
u
sk
in
 
… it h
elp
s 
h
im
 k
eep
 h
is en
th
u
siasm
." 
（
一
六
七
） 
E
id
litz, N
atu
re an
d
 F
u
n
ctio
n
 o
f A
rt, p
.5
4
. –
 "w
e can
n
o
t accep
t h
is 
id
eas o
f arch
itectu
ral art as so
u
n
d
." 
（
一
六
八
） 
Id
em
., "O
n
 S
tyle," T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.5
, N
o
.5
, M
ay 1
8
5
8
, 
p
p
.1
3
9
―1
4
2
. 
（
一
六
九
） 
Ib
id
., p
.1
4
0
. –
 "N
atu
re, th
e m
o
th
er o
f A
rt, is th
e o
n
ly g
u
id
in
g
 
p
rin
cip
le fo
r th
e g
o
vern
m
en
t o
f arch
itects," 
（
一
七
〇
） 
Ib
id
. –
 "o
f all arts, arch
itectu
re is th
e o
n
ly o
n
e w
h
ich
 m
u
st exh
ib
it 
h
er fo
rm
s co
m
p
o
sed
 in
 im
itatio
n
 o
f N
atu
re
's exam
p
le
" 
（
一
七
一
） 
Ib
id
., p
p
.1
4
0
―1
4
1
. –
 "T
h
e o
n
ly an
sw
er is b
y im
itatin
g
 N
atu
re." 
（
一
七
二
） 
Ib
id
., p
.1
4
1
. –
 "H
o
w
 d
o
es sh
e m
ak
e m
en
, lio
n
s, lam
b
s, m
o
u
n
tain
s, 
clo
u
d
s, trees, etc., etc.?
 S
h
e co
n
stru
cts th
em
 each
 fo
r th
eir p
articu
lar 
p
u
rp
o
se, an
d
 m
ak
es th
at co
n
stru
ctio
n
 as b
eau
tifu
l as p
o
ssib
le—
every k
in
d
 
o
f b
eau
ty p
ecu
liar to
 itself." 
（
一
七
三
） 
Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 " S
o
 h
as th
e tru
e arch
itect 
en
d
eavo
u
red
 fro
m
 all tim
e to
 co
n
stru
ct h
is b
u
ild
in
g
s to th
e p
u
rp
o
se, w
ith
 
th
e g
reatest p
o
ssib
le b
eau
ty –
 a b
eau
ty th
at sh
o
u
ld
 b
e exp
ressive o
f th
e 
n
atu
re o
f h
is stru
ctu
re."  
（
一
七
四
） 
Ib
id
., p
p
.1
4
1
―1
4
2
. –
 "N
o
 sh
ip
―b
u
ild
er o
f o
u
r d
ay w
ill co
n
sen
t to
 
tu
rn
 o
u
t D
u
tch
 g
allio
ts, P
h
en
ician
 vessels, o
r b
o
ats rig
g
ed
 after th
e fash
io
n
 
o
f N
ew
 Z
ealan
d
. N
o
t so
 th
e arch
itect." 
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（
一
七
五
） 
Ib
id
., p
.1
3
9
. 
太
字
は
原
文
大
文
字
強
調
。 –
 " A
rch
itectu
re, in
 th
e 
ab
stract, is th
e A
R
T
 o
f rep
resen
tin
g
 an
d
 exp
ressin
g
 in
 th
e o
rg
an
ism
 o
f a 
stru
ctu
re th
e id
ea w
h
ich
 h
as g
iven
 rise to
 its erectio
n
." 
 
（
一
七
六
） 
Ib
id
., p
.1
4
1
. –
" all th
ese are h
o
ly in
 th
eir b
eau
ty." 
（
一
七
七
） 
Ib
id
., p
.1
4
2
. –
 " T
h
ere is a co
n
n
ectio
n
 b
etw
een
 G
recian
 an
d
 G
o
th
ic 
arch
itectu
re in
 th
eir d
evelo
p
m
en
t, an
d
 th
at th
e co
n
n
ectin
g
 lin
k
 is th
e 
R
o
m
an
esq
u
e." 
（
一
七
八
） 
Ib
id
., p
.1
4
1
. –
"T
h
u
s w
e see R
u
sk
in
 exalt th
e Italian
 R
o
m
an
esq
u
e 
ab
o
ve every o
th
er exp
ressio
n
 o
f arch
itectu
re," 
（
一
七
九
） 
Ib
id
. –
 "w
h
ile h
e is p
ayin
g
 a fo
rced
 trib
u
te to
 th
e N
o
rth
ern
 G
o
th
ic, 
w
h
ich
 h
is ard
en
t an
d
 g
en
ero
u
s n
atu
re is to
o
 h
o
n
est to
 ig
n
o
re
." 
（
一
八
〇
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "C
ast Iro
n
 in
 D
eco
rative A
rch
itectu
re," p
.8
3
. –
 
"h
u
m
an
 art" 
（
一
八
一
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t," Jo
u
rn
al o
f P
ro
ceed
in
gs o
f 
th
e A
m
erican
 In
stitu
te o
f A
rch
itects, V
o
l.2
9
, 1
8
9
5
, p
.7
5
; A
rch
itectu
re an
d
 
S
o
ciety, p
p
.3
3
1
―3
3
2
. 
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 S
ociety 
よ
り
。 –
 
"M
ed
iaevalism
 w
as su
stain
in
g
 itself b
y th
e relig
io
u
s ard
o
r o
f P
u
g
in
 an
d
 th
e 
b
rillian
t rh
eto
ric an
d
 p
o
etic im
ag
ery o
f R
u
sk
in
." 
（
一
八
二
） 
Ib
id
., p
.3
3
2
. –
 "S
en
tim
en
t w
as k
een
ly aro
u
sed
, b
u
t d
iscip
lin
e w
as 
silen
t." 
（
一
八
三
） 
一
八
五
四
年
の
日
記
。C
o
les, "In
tro
d
u
ctio
n
," ib
id
., p
.4
 
参
照
。 
（
一
八
四
）V
an
 B
ru
n
t, "R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t," ib
id
., p
.3
3
2
. –
 "an
 era so
 rich
, so
 
fu
ll o
f su
rp
rise an
d
 d
elig
h
t" 
（
一
八
五
） 
B
ak
er, R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, p
p
.9
3
―1
0
7
. 
当
時
の
テ
ナ
ン
ト
に
関
し
て
はA
n
n
ette B
lau
g
ru
n
d
, "T
h
e T
en
th
 S
treet S
tu
d
io
 B
u
ild
in
g
: A
 R
o
ster, 
1
8
5
7
―1
8
9
5
," T
h
e A
m
erican
 A
rt Jo
u
rn
al, V
o
l.1
4
, N
o
.2
, S
p
rin
g
 1
9
8
2
, 
p
p
.6
4
―7
1
 
に
詳
し
い
。 
（
一
八
六
） 
Ib
id
. 
本
文
言
及
の
人
物
の
入
居
年
は
以
下
。
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
（
一
八
五
九
―
六
二
）、
ガ
ン
ブ
リ
ル
（
一
八
五
九
―
七
〇
）、
ポ
ス
ト
（
一
八
六
一
）、
タ
ッ
カ
ー
マ
ン
（
一
八
五
九
―
七
一
）、
ウ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ジ
（
一
八
六
〇
―
一
九
〇
〇
）、
ハ
ー
ト
（
一
八
五
七
―
七
〇
）、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
（
一
八
五
八
―
一
九
一
〇
）、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
（
一
八
五
九
―
六
一
）、
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
（
一
八
五
八
―
六
〇
）。 
（
一
八
七
）V
an
 B
ru
n
t, "R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t," p
.3
3
1
. –
 "o
u
r id
eals o
f 
p
erfectio
n
 
… w
ere sw
ayed
, n
o
w
 in
 o
n
e d
irectio
n
 an
d
 n
o
w
 in
 an
o
th
er, b
y 
th
e literary w
arfare th
en
 p
revailin
g
 b
ew
een
 G
o
th
ic an
d
 classic cam
p
s." 
（
一
八
八
）Id
em
., "A
b
o
u
t S
p
ires," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly
, V
o
l.5
, Jan
. 1
8
6
0
, p
p
. 
7
5
―8
8
. 
（
一
八
九
） 
Id
em
., "G
reek
 L
in
es," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly
, V
o
ls.7
―8
, Ju
n
. 
―Ju
l. 
1
8
6
1
, p
p
.6
5
4
―6
6
7
, p
p
. 7
6
―8
8
. 
同
論
は
そ
の
後 
id
em
., G
reek L
in
es an
d
 
O
th
er A
rch
itectu
ral E
ssays, B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 
C
o
m
p
an
y, 1
8
9
3
, p
p
.1
―9
1
 
に
抄
録
さ
れ
る
。
以
下
引
用
は
後
者
よ
り
。
単
行
本
未
収
録
部
は
初
出
記
事
よ
り
行
う
。 
（
一
九
〇
） 
C
o
les, "In
tro
d
u
ctio
n
," A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
.1
5
 
で
は
「
ラ
ス
キ
ン
に
負
う
」
ゴ
シ
ッ
ク
賛
美
と
さ
れ
る
。 
（
一
九
一
） 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
文
筆
を
好
ん
だ
こ
と
は
子
息
の
回
想
（Ib
id
., p
.1
9
）
に
も
示
さ
れ
る
が
、
一
八
七
五
年
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
『
建
築
講
話
』
英
訳
版
の
解
説
で
は
「
問
題
」（"T
h
e P
ro
b
lem
,"
）
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
（"H
e b
u
ild
ed
 b
etter th
an
 h
e k
n
ew
,/ T
h
e co
n
scio
u
s sto
n
e to
 
b
eau
ty g
rew
."
） 
Ib
id
., p
.1
0
4
 
参
照
。 
（
一
九
二
） 
Id
em
., "C
ast Iro
n
 in
 D
eco
rative A
rch
itectu
re," T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.6
, 
N
o
.1
, Jan
. 1
8
5
9
, p
p
.1
5
―2
0
; in
clu
d
ed
 in
 A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety
, p
p
.7
7
―8
8
. 
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety 
よ
り
。 
（
一
九
三
） 
Ib
id
., p
.7
7
. –
 "T
h
e sk
ill o
f th
e w
o
rk
m
an
 d
o
es n
o
t attem
p
t to
 
co
n
ceal o
r co
n
trad
ict th
e skill o
f G
o
d
." 
（
一
九
四
） 
Ib
id
., p
.8
3
. –
 "m
erely a su
p
erficial system
 o
f d
eco
ratio
n
" 
（
一
九
五
） 
Ib
id
. –
 "su
ch
 system
s d
o
 n
o
t illu
strate, b
u
t rath
er effectu
ally 
co
n
ceal all co
n
stru
ctive exp
ressio
n
s," 
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（
一
九
六
） 
Ib
id
., p
.8
4
. –
 "en
tirely n
ew
 arch
itectu
ral exp
ressio
n
, arisin
g
 d
irectly 
o
u
t o
f th
at o
n
ly p
u
re fo
u
n
t fo
r all su
ch
 exp
ressio
n
s
―co
n
stru
ctive n
ecessity." 
（
一
九
七
） 
Ib
id
., p
.8
3
. –
 "F
o
r arch
itectu
ral rep
etiio
n
, b
esid
es b
ein
g
 exp
ressive 
o
f an
 'artificial in
fin
ity,' is th
e q
u
ality w
h
ich
 m
o
st d
istin
g
u
ish
es th
e w
o
rk
s 
o
f m
an
 fro
m
 th
e w
o
rk
s o
f G
o
d
, w
h
ich
 n
ever are rep
eated
, an
d
 th
e farth
er 
m
an
 g
ets fro
m
 n
atu
re in
 h
is creatio
n
s, w
ith
o
u
t d
en
yin
g
 th
e in
stru
ctive 
eau
ty o
f h
er fo
rm
s, th
e m
o
re b
o
ld
ly h
e asserts h
is in
tellecu
ral freed
o
m
 a
n
d
 
th
e creative p
o
w
ers o
f h
is m
in
d
. 
… B
u
t th
ere is certain
ly a triu
m
p
h
 o
f 
h
u
m
an
 art w
h
en
 m
an
 in
 h
is w
o
rk
s reco
n
ciles rep
etitio
n
, w
h
ich
, as it 
exp
ress h
is creative co
m
p
etitio
n
 w
ith
 n
atu
re, is G
o
d
lik
e, w
ith
 variety, 
w
h
ich
, as it exp
resses th
e versatility o
f h
is g
en
iu
s an
d
 h
is ad
m
iratio
n
 fo
r 
n
atu
re, is lo
vely." 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
一
九
八
） 
Ib
id
., p
.8
0
. –
 "T
h
ey h
ave called
 th
is in
 d
erisio
n
 
“a cast iro
n
 ag
e.
” 
W
h
at if it is?
 L
et u
s th
en
 m
ak
e a cast iro
n
 arch
itectu
re to
 exp
ress it;" 
（
一
九
九
） 
Ib
id
., p
.8
4
.  
–
 "T
h
e ch
eap
n
ess o
f iro
n
, its rap
id
ity an
d
 ease o
f w
o
rk
m
an
sh
ip
, th
e 
read
in
ess w
ith
 w
h
ich
 it m
ay b
e m
ad
e to
 assu
m
e alm
o
st an
y kn
o
w
n
 fo
rm
, 
in
stead
 o
f b
ein
g
, as R
u
sk
in
 asserts, 
“so
 m
an
y n
ew
 o
b
stacles o
n
 o
u
r 
alread
y en
cu
m
b
ered
 ro
ad
,
” are q
u
alities w
h
ich
, in
 th
e p
resen
t state o
f 
so
ciety, ren
d
er th
at m
etal esp
ecially p
recio
u
s as a m
ean
s o
f p
o
p
u
lar 
arch
itectu
re.[
…] [L
et u
s n
o
t, th
en
, sh
rin
k
 fro
m
 cast iro
n
 as to
o
 b
ase 
an
d
 ch
eap
 to
 b
e tran
slated
 in
to
 a n
o
b
le arch
itectu
re, as to
o
 co
m
m
o
n
 fo
r 
su
ch
 u
ses]; b
u
t as th
is art is o
u
r sym
b
o
lic an
d
 m
o
n
u
m
en
tal lan
g
u
ag
e, let 
u
s rath
er co
n
sid
er th
at th
e m
o
re co
m
m
o
n
 an
d
 availab
le its elem
en
ts are, 
th
e m
o
re tru
th
fu
l an
d
 ju
st w
ill it b
e in
 th
is h
ig
h
 cap
acity." 
（
二
〇
〇
） 
Ib
id
., p
p
.8
0
―8
1
. –
 "H
en
ce, as m
en
 d
o
 n
o
t o
ften
 th
in
k
 o
r act th
e 
sam
e th
in
g
 tw
ice, co
m
es th
e p
recep
t so
 earn
estly en
u
n
ciated
 b
y R
u
sk
in
: 
'A
ll n
o
b
le o
rn
am
en
tatio
n
 is p
erp
etu
ally varied
 o
rn
am
en
tatio
n
, an
d
 th
e 
m
o
m
en
t yo
u
 fin
d
 o
rn
am
en
tatio
n
 u
n
ch
an
g
in
g
, yo
u
 m
ay kn
o
w
 th
at it is o
f a 
d
eg
rad
ed
 k
in
d
 o
r a d
eg
rad
ed
 sch
o
o
l.'" 
（
二
〇
一
） 
Ib
id
., p
.8
1
. –
 "S
cien
ce h
as n
early d
estro
yed
 p
erso
n
al lab
o
r, an
d
 h
as 
su
b
stitu
ted
 th
e lab
o
r o
f m
ach
in
ery," 
（
二
〇
二
） 
Ib
id
. –
 "N
o
w
 th
e ag
e w
h
ich
 w
e are called
 u
p
o
n
 to
 exp
ress is n
o
t o
n
e 
o
f in
d
ivid
u
alities, b
u
t o
f ag
g
reg
ates." 
（
二
〇
三
） 
Ib
id
. –
 "th
e G
reek sp
irit w
as an
 in
tellectu
al sp
irit, 
―th
e R
o
m
an
, an
 
o
sten
tatio
u
s sp
irit 
―th
e M
ed
iaeval, a sacrificial an
d
 h
an
d
iw
o
rk
 sp
irit, so
 
o
u
rs sh
o
u
ld
 b
e em
in
en
tly a m
ech
an
ical sp
irit." 
（
二
〇
四
） 
V
an
 B
ru
n
t, o
p
. cit. 
同
論
は
そ
の
後 
id
em
., G
reek L
in
es an
d
 O
th
er 
A
rch
itectu
ral E
ssays, B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 
C
o
m
p
an
y, 1
8
9
3
, p
p
.1
―9
1
 
に
抄
録
さ
れ
る
。
以
下
引
用
は
後
者
よ
り
。
単
行
本
未
収
録
部
は
初
出
記
事
よ
り
行
う
。 
（
二
〇
五
） 
Ib
id
., p
.2
. –
"o
u
r 'little, n
am
eless, u
n
rem
em
b
ered
 acts o
f k
in
d
n
ess 
o
f lo
ve' are a reflectio
n
 o
f th
e d
ivin
e sp
irit w
ith
in
 u
s," 
二
重
括
弧
内
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
テ
ィ
ン
タ
ン
寺
院
」（"T
in
tern
 A
b
b
ey"
）
か
ら
の
引
用
。 
（
二
〇
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e affectio
n
ate d
evo
tio
n
 w
ith
 w
h
ich
 th
is g
ift is received
 
b
y fin
eite in
tellig
en
ces fro
m
 th
e h
an
d
 o
f G
o
d
 is exp
ressed
 in
 A
rt," 
（
二
〇
七
） 
Id
em
., "G
reek
 L
in
es," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly
, p
p
.6
6
1
―6
6
2
.  
–
 "B
u
t th
e G
race o
f h
is A
rt w
as a d
elib
erate grace, 
―a g
race o
f 
th
o
u
g
h
t an
d
 stu
d
y. H
is lin
es w
ere creatio
n
s, an
d
 n
o
t in
stin
ct o
r 
im
itatio
n
s. T
h
ey cam
e fro
m
 th
e d
ep
th
 o
f h
is L
o
ve, an
d
 it w
as h
is 
relig
io
n
 so
 to
 n
u
rtu
re an
d
 ed
u
cate h
is sen
sitiven
ess to
 B
eau
ty an
d
 h
is 
p
o
w
er to
 lo
ve an
d
 create it, th
at h
is w
o
rk
s o
f A
rt sh
o
u
ld
 b
e d
eed
s o
f 
p
assio
n
ate w
o
rsh
ip
 an
d
 exp
ressio
n
s o
f a g
o
d
lik
e h
u
m
an
ity." 
 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
二
〇
八
） 
Ib
id
., p
.6
6
1
. –
 "B
u
t am
o
n
g
 all th
e o
ld
 n
atio
n
s w
h
ich
 h
ave p
erish
ed
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w
ith
 th
eir g
o
d
s, G
reece ap
p
eals to
 o
u
r clo
sest sym
p
ath
ies." 
 
（
二
〇
九
） 
Ib
id
., p
.6
5
8
. –
 "A
b
stract lin
es are reco
g
n
ized
 as th
e g
ran
d
 
h
iero
g
lyp
h
ic sym
b
o
lism
 o
f th
e ag
g
retate o
f h
u
m
an
 th
o
u
g
h
, th
e artistic 
m
an
ifestatio
n
s o
f th
e g
reat h
u
m
an
 C
o
sm
o
s." 
二
重
引
用
符
は
原
文
の
語
頭
大
文
字
強
調
。 
（
二
一
〇
） 
Ib
id
., p
.6
5
8
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "T
h
u
s it is an
 in
evitab
le 
d
ed
u
ctio
n
 th
at A
rch
itectu
re is th
e m
o
st h
u
m
an
 o
f all arts, an
d
 its lin
es th
e 
m
o
st h
u
m
an
 o
f all lin
es"  
（
二
一
一
） 
L
eo
p
o
ld
 E
id
litz, "C
ast Iro
n
 an
d
 A
rch
itectu
re," T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.6
, 
N
o
.1
, Jan
. 1
8
5
9
, p
.2
2
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
–
 " R
u
skin
, th
e b
o
ld
est, m
o
st earn
est, an
d
 m
o
st d
evo
ted
 ad
vo
cate o
f 
A
rt, w
h
o
, w
ith
 all h
is id
io
syn
crasies, h
as co
n
ferred
 a g
reat b
o
o
n
 u
p
o
n
 
so
ciety, an
d
 w
h
o
se career w
ill b
e ap
p
reciated
 b
y co
m
in
g
 g
en
eratio
n
s, is 
u
n
fo
rtu
n
ately n
o
t a m
ech
an
ic, alth
o
u
g
h
 a g
reat th
in
ker an
d
 lo
ver o
f art. 
H
ad
 h
e b
een
 a m
ech
an
ic, h
e w
o
u
ld
 h
ave ad
van
ced
 as th
e first reaso
n
 
ag
ain
st th
e u
se o
f cast iro
n
 in
 th
e exterio
r o
f b
u
ild
in
g
s, its p
ractical 
u
n
fitn
ess 
―w
h
ich
 is in
d
isp
u
tab
le. H
e treated
 th
e q
u
estio
n
, h
o
w
ever, 
fro
m
 a p
u
rely artistic p
o
in
t o
n
ly, an
d
 I alw
ays b
elieved
 h
e h
ad
 firm
ly 
estab
lish
ed
 h
is p
o
sitio
n
. B
u
t it ap
p
ears o
n
e atten
tive an
d
 ab
le read
er o
f 
h
is w
o
rk
s is n
o
t yet co
n
vin
ced
." 
（
二
一
二
） 
Ib
id
., p
.2
1
. –
 "n
o
t to
 b
e u
sed
 fo
r secret co
n
stru
ctio
n
, b
u
t avo
w
ed
 in
 
b
ro
ad
 d
aylig
h
t as an
 essen
tial featu
re an
d
 p
rep
o
n
d
eratin
g
 elem
en
t o
f 
m
o
d
ern
 stru
ctu
res." 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
二
一
三
） 
Ib
id
., p
.2
2
. –
 "In
 th
e co
n
stru
ctio
n
 o
f b
u
ild
in
g
s, th
e ro
lled
 iro
n
 b
eam
 
an
d
 b
o
x
―g
ird
er h
ave b
een
 received
 w
ith
 eag
ern
ess b
y th
e p
ro
fessio
n
, an
d
 
fo
rm
s h
ave b
een
 in
ven
ted
 to
 m
ak
e th
em
 p
resen
tab
le to
 th
e eye
" 
（
二
一
四
） 
Ib
id
. –
 "I w
o
u
ld
 rath
er, if a m
o
d
ern
 m
aterial m
u
st b
e u
sed
, in
d
u
lg
e 
in
 g
u
tta p
erch
a," 
（
二
一
五
） 
Ib
id
. –
 " an
d
 to
 sh
o
w
 th
at I am
 n
o
t exclu
sively p
o
ssessed
 b
y an
tiq
u
e 
p
reju
d
ices, I am
 w
illin
g
 to
 co
m
p
ro
m
ise b
y accep
tin
g
 a g
o
o
d
 sto
n
e h
o
u
se, 
w
ith
 iro
n
 b
eam
s, an
 iro
n
 ro
o
f, an
d
 iro
n
 sash
es." 
（
二
一
六
） 
Ib
id
. –
 "fo
r in
stan
ce, th
o
se o
f th
e steam
―en
g
in
e, fo
rm
s w
h
ich
 are 
b
eau
tifu
l b
ecau
se th
ey b
ear th
e im
p
ress o
f th
eir p
u
rp
o
se, ad
 b
ecau
se th
e 
m
aterial is em
in
en
tly ad
ap
te
d
 to
 th
at p
u
rp
o
se." 
（
二
一
七
） 
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
の
ラ
ス
キ
ン
批
判
の
変
化
を
表
す
た
め
に
カ
レ
ン
・
ゲ
オ
ル
ギ
が
用
い
た
語
。 
K
aren
 L
. G
eo
rg
i, C
ritical S
h
ift: R
eread
in
g Jarves, C
o
o
k, 
S
tillm
an
, an
d
 th
e N
arratives o
f N
in
eteen
th
―C
en
tu
ry A
m
erican
 A
rt, 
U
n
iversity P
ark
, P
en
n
sylvan
ia, T
h
e P
en
n
sylvan
ia S
tate U
n
iversity P
ress, 
2
0
1
3
, p
p
.7
6
―1
0
9
 
参
照
。 
   
第
二
章 
 
【
章
頭
図
版
：
書
斎
の
ク
ラ
ラ
ン
ス
・
ク
ッ
ク
】 
出
典
： 
C
laren
ce C
o
o
k
, P
o
em
s, N
ew
 Y
o
rk
, G
illis P
ress, 1
9
0
2
. 
【
章
頭
引
用
：
レ
オ
・
ス
タ
イ
ン
「
詩
を
読
む
こ
と
、
絵
を
見
る
こ
と
」】 
出
典
：L
e
o
 S
tein
, "O
n
 R
ead
in
g
 P
o
etry an
d
 S
eein
g
 P
ictu
res," 
A
p
p
reciatio
n
: P
ain
tin
g
, P
o
etry, an
d
 P
rose
, N
ew
 Y
o
rk
, R
an
d
o
m
 
H
o
u
se, 1
9
4
7
, p
.1
0
7
. 
–
 "A
s a b
o
y I w
as m
ad
 ab
o
u
t C
arlyle, an
d
 d
etested
 R
u
sk
in
. In
 
m
y fresh
m
an
 year at B
erk
eley, I w
ro
te an
 essay co
n
trastin
g
 th
em
 
an
d
 q
u
o
ted
 fro
m
 m
em
o
ry a p
assag
e fro
m
 C
arlyle as so
m
eth
in
g
 
q
u
ite o
p
p
o
sed
 to
 R
u
sk
in
ism
. O
n
e sh
o
u
ld
 alw
ays verify o
n
e's 
q
u
o
tatio
n
s, fo
r th
e in
stru
cto
r in
 E
n
g
lish
, M
r. H
u
b
b
ard
, sh
o
w
ed
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m
e th
at I h
ad
 in
ad
verten
tly q
u
o
ted
 n
o
t fro
m
 C
arlyle, b
u
t fro
m
 
R
u
sk
in
." 
 
（
一
） 
E
rle L
o
ran
, "In
tro
d
u
ctio
n
," F
o
rm
 an
d
 F
u
n
ctio
n
, p
.xiii. –
 "id
eas o
n
 art 
an
d
 arch
itectu
re th
at read
, even
 to
d
ay, lik
e th
e w
o
rd
s o
f a p
ro
g
ressive 
co
n
tem
p
o
rary." 
（
二
） 
P
evsn
er, A
rch
itectu
ral W
riters, p
.1
8
8
. –
 "a b
afflin
g
 p
h
en
o
m
en
o
n
" 
（
三
） 
S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
.1
3
. –
 "th
e m
o
st im
p
o
rtan
t th
in
g
 to
 b
e n
o
ted
 
ab
o
u
t h
is [G
reen
o
u
g
h
's] fu
n
ctio
n
alist th
eo
ry in
 th
is p
erio
d
 is th
at it w
as 
ig
n
o
red
." 
（
四
） 
Jam
es E
arly, R
o
m
an
ticism
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, A
. S
. 
B
arn
es an
d
 C
o
., In
c., 1
9
6
5
, p
p
.9
8
―1
0
8
; S
tein
, o
p
. cit., p
p
.1
2
―1
3
; M
ich
ael 
W
. B
ro
o
k
s, "R
u
sk
in
's In
flu
en
ce in
 A
m
erica," Jo
h
n
 R
u
skin
 an
d
 V
icto
rian
 
A
rch
itectu
re, N
ew
 B
ru
n
sw
ick, N
ew
 Jersey, R
u
tg
ers U
n
iversity P
ress, 1
9
8
7
, 
p
p
.2
7
9
, 2
9
7
. 
（
五
）S
tein
, op
. cit., p
.1
3
. –
 "th
e ap
p
eal o
f G
reen
o
u
g
h
's id
eas to
 E
m
erso
n
 an
d
 a 
few
 o
th
ers," 
（
六
） 
Ib
id
., p
p
.2
0
3
―2
0
5
; R
o
b
in
 M
id
d
leto
n
 an
d
 D
avid
 W
atkin
, N
eo
classical an
d
 
1
9
th
 C
en
tu
ry A
rch
itectu
re
, N
ew
 Y
o
rk
, E
lecta/R
izzo
li, 1
9
8
7
, p
p
.3
5
9
―3
8
0
; 
B
ro
o
k
s, op
.cit., p
p
.2
8
9
―2
9
1
; W
ein
g
ard
en
, P
o
etics o
f N
atu
ralized
 
A
rch
itectu
re, p
p
.1
8
8
―2
1
2
, 2
4
6
―2
4
7
. 
（
七
） 
S
tein
, o
p
.cit., p
.2
0
3
; B
ro
o
k
s, Jo
h
n
 R
u
sk
in
 an
d
 V
icto
rian
 A
rch
itectu
re, 
p
.2
9
0
. 
引
用
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
よ
り
。 –
 "T
h
ereafter referen
ces to
 
V
io
llet
―le
―D
u
c ten
d
 to
 rep
lace th
o
se to
 R
u
sk
in
 in
 th
eir w
ritin
g
." 
（
八
） 
G
o
ttfried
 S
em
p
er, D
ie V
ier E
lem
en
te d
er B
au
ku
n
st, B
rau
n
sch
w
eig
, 
F
ried
rich
 V
iew
eg
 u
n
d
 S
o
h
n
, 1
8
5
1
. 
（
九
） 
Id
em
., W
issenschaft, Industrie und K
unst: V
orschläge zur A
nregung 
nationalen K
unstgefühles, bei dem
 Schlusse d
er L
o
n
d
on
er 
In
d
u
strie
―A
u
sstellu
n
g
, B
rau
n
sch
w
eig
, F
ried
rich
 V
iew
eg
 u
n
d
 S
o
h
n
, 1
8
5
2
. 
 
（
一
〇
） 
Id
em
., O
n
 th
e S
tu
d
y o
f P
o
lych
ro
m
y an
d
 its R
evival, L
o
n
d
o
n
, 1
8
5
1
. 
（
一
一
） 
た
と
え
ば 
"C
lassical an
d
 M
iscellan
eo
u
s: E
u
ro
p
ean
," T
h
e M
eth
o
d
ist 
R
eview
, V
o
l.4
, Ju
l. 1
8
5
2
, p
.4
9
3
. 
ほ
か
『
ザ
・
ク
レ
ヨ
ン
』
の
な
か
で
も 
"T
em
p
era an
d
 E
n
cau
stic in
 A
n
tiq
u
ity an
d
 th
e M
id
d
le A
g
es," T
h
e C
rayo
n
, 
V
o
l.6
, N
o
.6
, 1
 Ju
n
. 1
8
5
9
, p
p
.1
8
0
―1
8
2
 
の
な
か
に
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
書
物
か
ら
の
抄
録
記
事
の
な
か
に
ゼ
ン
パ
ー
の
名
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 
（
一
二
） E
ugèn
e E
m
m
an
uel V
iollet
―le
―D
u
c, E
n
tretien
s su
r l'arch
itectu
re
, to
m
e 
p
rem
ier, P
aris, A
. M
o
rel et C
ie, 1
8
6
3
. 
（
一
三
） 
D
an
iel D
. R
eiff, "V
io
llet
―le
―D
u
c an
d
 A
m
erican
 1
9
th
 C
en
tu
ry 
A
rch
itectu
re," Jo
u
rn
al o
f A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
, V
o
l.4
2
, N
o
.1
, A
u
tu
m
n
 
1
9
8
8
, p
.3
4
 
に
は
六
〇
年
代
中
葉
以
降
の
主
要
な
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
関
連
記
事
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
同
氏
受
容
の
開
始
は
さ
ら
に
十
年
早
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
本
章
に
て
後
述
す
る
。 
（
一
四
） 
H
itch
co
ck
, "R
eg
en
eratio
n
 L
o
n
g
 D
elayed
," p
.1
7
3
 
は
『
七
燈
』
と
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
の
増
版
を
比
較
し
こ
の
点
を
指
摘
し
た
。 
（
一
五
） 
"A
sso
ciatio
n
 fo
r th
e A
d
van
cem
en
t o
f T
ru
th
 in
 A
rt," T
h
e N
ew
 P
ath
s, 
V
o
l.1
, N
o
.1
, M
ay 1
8
6
3
, p
.1
2
. 
誌
名
は
ラ
ス
キ
ン
の T
h
e T
w
o
 P
ath
s 
よ
り
。
― 
"th
e resto
ratio
n
 o
f th
e so
―called
 G
o
th
ic A
rt" 
（
一
六
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
 o
f W
illiam
 A
p
p
leto
n
 P
o
tter," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
6
, N
o
.3
, S
ep
. 1
9
0
9
, p
.1
8
1
. –
 "th
e G
o
th
ic 
revival h
ad
 attain
ed
 th
e h
ig
h
est p
itch
 o
f its p
revalen
ce an
d
 vo
g
u
e, b
y 
… 
1
8
7
5
." 
（
一
七
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "H
en
ry V
an
 B
ru
n
t: A
rch
itect, W
riter an
d
 
P
h
ilo
so
p
h
er P
art I," IA
&
N
R
, V
o
l.2
3
, N
o
.3
, A
p
r. 1
8
9
4
, p
.2
9
. –
 "F
ren
ch
 
sch
o
o
l" 
（
一
八
） E
ugèn
e E
m
m
an
uel V
iollet
―le
―D
u
c, D
isco
u
rses o
n
 A
rch
itectu
re
, H
en
ry 
V
an
 B
ru
n
t, tran
s., B
o
sto
n
, Jam
es R
. O
sg
o
o
d
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
5
. 
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（
一
九
） 
な
お
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
ハ
ン
ト
事
務
所
へ
の
入
所
の
来
歴
は
、
フ
ァ
ー
ネ
ス
が
十
六
歳
の
と
き
、
帰
国
直
後
の
ハ
ン
ト
が
父
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
師
の
自
宅
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
神
学
校
卒
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
師
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
エ
マ
ー
ソ
ン
と
の
親
交
も
深
く
、
彼
が
少
年
時
代
の
フ
ァ
ー
ネ
ス
に
ス
テ
レ
オ
ス
コ
ー
プ
を
贈
っ
た
と
い
う
逸
話
は
、
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
人
格
形
成
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
伝
記
中
に
強
調
さ
れ
る
。 
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
ラ
ス
キ
ン
受
容
に
関
し
て
は
、
兄
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
『
七
燈
』
発
売
と
同
時
に
入
手
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
G
eo
rg
e E
. T
h
o
m
as, M
ich
ael J. L
ew
is an
d
 Jeffrey A
. C
o
h
en
, ed
s., F
ran
k 
F
u
rn
ess: T
h
e C
o
m
p
lete W
o
rks, N
ew
 Y
o
rk
, P
rin
ceto
n
 A
rch
itectu
ral P
ress, 
1
9
9
6
, p
p
.2
6
―2
7
. 
（
二
〇
） 
W
illiam
 R
o
b
ert W
are, "O
n
 th
e C
o
n
d
itio
n
 o
f A
rch
itectu
re an
d
 o
f 
A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates," P
ap
ers R
ead
 at th
e R
o
yal 
In
stitu
te o
f B
ritish
 A
rch
itects, S
ession
 1
8
6
6
―6
7
, L
o
n
d
o
n
, 1
8
6
7
, p
.8
2
. 
 
.–
 "U
p
 to
 a very recen
t p
erio
d
 –
 in
d
eed
 I m
ay say u
p
 to
 th
is tim
e, th
e 
co
n
d
itio
n
 o
f arch
itectu
re in
 th
e U
n
ited
 S
tates w
as very sim
ilar to
 th
at 
w
h
ich
 it h
eld
 in
 E
n
g
lan
d
 T
w
en
ty o
r th
irty years ag
o
, p
revio
u
s to
 th
e 
estab
lish
m
en
t o
f th
is In
stitu
te, o
r o
f th
e arch
itectu
ral p
erio
d
icals w
h
ich
 
h
ave d
o
n
e so
 m
u
ch
 fo
r its im
p
ro
vem
en
t." 
（
二
一
） 
B
ak
er, R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, p
.1
0
2
. 
（
二
二
） 
W
are, o
p
.cit.," p
.8
6
. –
 "u
tterly w
ith
o
u
t th
e system
atic in
stru
ctio
n
 b
y 
lectu
res in
 h
isto
ry, scien
ce, an
d
 co
n
stru
ctio
n
, w
h
ich
, to
 a certain
 exten
t, 
su
p
p
ly in
 P
aris th
e d
eficien
cies o
f m
ere atlier ed
u
catio
n
." 
（
二
三
） 
ウ
ェ
ア
の
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
し
て
は 
Jo
h
n
 A
n
d
rew
 C
h
ew
n
in
g
, 
"W
illiam
 R
o
b
ert W
are at M
IT
 an
d
 C
o
lu
m
b
ia," JA
E
, V
o
l.3
3
, N
o
.2
, N
o
v. 
1
9
7
9
, p
p
.2
5
―2
9
; id
em
., "W
illiam
 R
o
b
ert W
are an
d
 th
e B
eg
in
n
in
g
s o
f 
A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates, 1
8
6
1
―1
8
8
1
," P
h
.D
. d
iss., 
M
assach
u
setts In
stitu
te o
f T
ech
n
o
lo
g
y, 1
8
8
6
 
を
参
照
。 
（
二
四
） 
W
are, o
p
.cit., p
.8
6
. –
 "F
o
llo
w
in
g
, in
 g
en
eral, th
e sam
e co
u
rse th
at h
ad
 
b
een
 fo
llo
w
ed
 w
ith
 u
s, w
e en
d
eavo
u
red
, so
 far as o
th
er avo
catio
n
s allo
w
ed
, 
to
 ad
d
 so
m
e p
ractical in
fo
rm
atio
n
 to
 th
is p
u
rely th
eo
retical co
u
rse
" 
（
二
五
） 
Id
em
., "A
rch
itectu
ral In
stru
ctio
n
," T
h
e B
u
ild
er, V
o
l.2
4
, N
o
.1
2
2
0
, 2
3
 
Ju
n
. 1
8
6
6
, p
.4
6
4
. –
 "d
iscrim
in
atin
g
 n
icely b
etw
een
 m
em
o
ry an
d
 
in
ven
tio
n
, b
etw
een
 p
ed
an
tical learn
in
g
 an
d
 w
h
o
leso
m
e kn
o
w
led
g
e; th
e 
fo
rb
id
d
en
 w
o
rk o
f co
p
yin
g
, an
d
 th
e leg
itim
ate an
d
 in
d
isp
en
sab
le w
o
rk
 o
f 
im
itatio
n
" 
（
二
六
） 
Ib
id
. –
 "k
eep
 strictly to
 th
e req
u
irem
en
ts o
f co
n
ven
ien
ce," 
（
二
七
） 
Ib
id
. –
 "tem
p
tatio
n
 to
 in
d
u
lg
e in
 th
e styles o
f th
e p
ast" 
（
二
八
） 
M
ich
ale J. L
ew
is, "T
h
e B
attle b
etw
een
 P
o
lytech
n
ic an
d
 B
eau
x
―A
rts in
 
th
e A
m
erican
 U
n
iversity," A
rch
itectu
re S
ch
o
o
l: T
h
ree C
en
tu
ries o
f 
E
d
u
catin
g A
rch
itects in
 N
o
rth
 A
m
erica, Jo
an
 O
ck
m
an
, ed
., C
am
b
rid
g
e, 
M
ass. A
n
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e M
IT
 P
ress, 2
0
1
2
, p
.6
8
―7
0
 
参
照
。 
（
二
九
） 
"A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates II: T
h
e U
n
iversity o
f 
Illin
o
is," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
4
, N
o
.6
6
2
, 1
 S
ep
. 1
8
8
8
, p
.9
5
. 
 
（
三
〇
） 
リ
ッ
カ
ー
の
翻
訳
の
業
績
に
つ
い
て
は 
A
lan
 K
. L
ain
g
, N
ath
an
 C
liffo
rd
 
R
icker, 1
8
4
3
―1
9
2
4
: P
ion
eer in
 A
m
erican
 A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
, U
rb
an
a, 
1
9
7
3
, p
p
.1
3
―1
4
, p
.3
0
 n
.1
0
 
を
参
照
。 
（
三
一
） 
R
u
d
o
lf R
ed
ten
b
ach
er, D
ie A
rch
itekton
ik d
er M
o
d
ern
en
 B
au
ku
n
st, 
B
erlin
, E
rn
st &
 K
o
rn
, 1
8
8
3
. 
（
三
二
） 
O
tto W
agn
er, M
odern
e A
rchitektur, sein
en
 Schuülern
 ein
 führer auf 
d
iesem
 K
u
n
stg
eb
iete
, W
ien
, S
ch
ro
ll, 1
8
9
8
. 
（
三
三
） 
G
eo
rg
 G
o
ttlo
b
 U
n
g
ew
itter, L
eh
rb
u
ch
 d
er go
tisch
en
 K
on
stru
ktio
n
en
, 
L
eip
zig
, T
.O
. W
eig
el, 1
8
5
9
―1
8
6
4
. 
（
三
四
） 
M
ary N
. W
o
o
d
s, F
ro
m
 C
raft to
 P
ro
fession
: T
h
e P
ractice o
f 
A
rch
itectu
re in
 N
in
eteen
th
―C
en
tu
ry A
m
erica, B
erk
eley, L
o
s A
n
g
eles an
d
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L
o
n
d
o
n
, U
n
iversity o
f C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
9
9
, p
.7
1
. 
（
三
五
） Ib
id
., p
.7
0
. 
（
三
六
） 
"A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates I: T
h
e M
assach
u
setts 
In
stitu
te o
f T
ech
n
o
lo
g
y," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
4
, N
o
.6
5
8
, 4
 A
u
g
. 1
8
8
8
,p
p
.4
7
―4
9
; 
"II: T
h
e U
n
iversity o
f Illin
o
is," ib
id
., N
o
.6
6
2
, 1
 S
ep
. 1
8
8
8
, p
p
.9
5
―9
7
; "III: 
C
o
rn
ell U
n
iversity," ib
id
., N
o
.6
6
7
, 6
 O
ct. 1
8
8
8
, p
p
.1
5
5
―1
5
7
; "IV
: 
C
o
lu
m
b
ia C
o
lleg
e, N
ew
 Y
o
rk
," ib
id
., N
o
.6
7
5
, p
p
.2
5
1
―2
5
2
. 
（
三
七
） 
F
ran
k
 F
u
rn
ess, "A
 F
ew
 P
erso
n
al R
em
in
iscen
ce o
f H
is O
ld
 T
each
er b
y 
O
n
e o
f H
is O
ld
 P
u
p
ils" in
 F
ran
k F
u
rn
ess: T
h
e C
o
m
p
lete W
o
rks, p
p
.3
5
2
, 
3
5
5
 
に
は
ハ
ン
ト
お
よ
び
兄
弟
か
ら
ボ
ザ
ー
ル
の
話
を
聞
か
さ
れ
る
逸
話
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。M
ich
ael J. L
ew
is, F
ran
k F
u
rn
ess: A
rch
itectu
re an
d
 th
e V
io
len
t 
M
in
d
, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 2
0
0
1
, p
.1
5
 
も
参
照
の
こ
と
。 
（
三
八
） 
B
ak
er, R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, p
.1
6
5
. 
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
の
入
学
年
は 
Jean
 
P
au
l C
arlh
ian
 an
d
 M
arg
o
t M
. E
llis, A
m
erican
s in
 P
aris: F
o
u
n
d
atio
n
s o
f 
A
m
erica's A
rch
itectu
ral G
ild
ed
 A
ge: A
rch
itectu
re S
tu
d
en
ts at th
e É
co
le d
es 
B
eau
x
―A
rts 1
8
4
6
―1
9
4
6
, N
ew
 Y
o
rk
, P
aris, L
o
n
d
o
n
 an
d
 M
ilan
, R
izzo
li, 
2
0
1
4
, p
.2
4
4
 
よ
り
。 
（
三
九
） 
計
数
は Ib
id
., p
p
.2
4
4
―2
4
5
 
所
収
の
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ザ
ー
ル
入
学
者
名
簿
よ
り
。 
（
四
〇
） 
R
o
b
ert S
w
ain
 P
eab
o
d
y, "A
 T
rib
u
n
e," T
h
e B
rickb
u
ild
er, V
o
l.1
9
, N
o
.2
, 
F
eb
. 1
9
1
0
, p
.5
5
; [id
em
.,] "A
 G
reat Im
ag
in
ative In
terp
reter o
f R
en
aissan
ce 
T
rad
itio
n
s," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.3
5
, N
o
.5
, M
ay 1
9
1
4
, p
.4
6
5
. 
両
記
事
と
も
表
現
が
同
じ
で
あ
る
た
め
同
一
著
者
に
同
定
。
同
箇
所
は
の
ち
に
マ
ッ
キ
ム
の
伝
記 
C
h
arles M
o
o
re, T
h
e L
ife an
d
 T
im
es o
f C
h
arles F
o
llen
 M
cK
im
, 
B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
 M
ifflin
 C
o
m
p
an
y, 1
9
2
9
, p
p
.2
4
―2
5
 
に
も
引
用
さ
れ
る
。–
 "R
u
sk
in
 w
as th
e p
ro
p
h
et o
f all th
at w
as g
o
o
d
 an
d
 tru
e in
 
art." 
（
四
一
） 
"F
ren
ch
," P
u
tn
am
's M
o
n
th
ly M
agazin
e o
f A
m
erican
 L
iteratu
re, 
S
cien
ce, an
d
 A
rt, V
o
l.3
, N
o
.1
4
, F
eb
. 1
8
5
4
, p
.2
2
7
. 
（
四
二
） 
Ib
id
. –
 "N
o
 m
an
 is m
o
re co
m
p
lete su
ch
 an
 u
n
d
ertak
in
g
 th
an
 M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c" 
（
四
三
） [E
ugèn
e E
m
m
an
uel V
iollet
―le
―D
u
c,] "S
k
etch
in
g
s: T
h
e A
rtist," T
h
e 
C
rayo
n
, V
o
l.6
, N
o
.7
, 1
 Ju
l. 1
8
5
9
, p
p
.2
1
8
―2
1
9
. 
（
四
四
） 
Ib
id
.  
― "A
rtists (it is im
p
o
rtan
t to
 say w
h
at th
ey are an
d
 w
h
at th
ey are n
o
t), 
h
ave n
ever excited
 revo
lu
tio
n
s; th
ey are co
n
ten
t to
 let th
em
 p
ass b
y 
w
ith
 in
d
ifferen
ce as so
 m
an
y o
th
er th
in
g
s: th
ey d
em
an
d
 o
n
ly th
at 
in
d
ivid
u
al lib
erty w
h
ich
 in
terferes w
ith
 n
o
b
o
d
y; artists h
ave really b
u
t 
o
n
e b
elief
―th
ey b
elieve in
 A
rt; an
 artist
’ s en
th
u
siasm
 is k
in
d
led
 o
n
ly 
b
y th
e b
eau
tifu
l, an
d
 th
is exclu
d
es th
at b
lin
d
 p
assio
n
 w
h
ich
 is called
 
fan
aticism
. T
h
e lo
ve o
f th
e b
eau
tifu
l is to
leran
t, fo
r th
e artist, h
ap
p
ily 
en
d
o
w
ed
, k
n
o
w
s h
o
w
 to
 d
isco
ver th
e b
eau
tifu
l every w
h
ere; if I m
ay u
se 
th
e co
m
p
ariso
n
, h
e alw
ays k
n
o
w
s h
o
w
 to
 extract th
e p
u
re m
etal fro
m
 
th
e flin
ty ro
ck w
h
ich
 en
velo
p
s it; th
at is h
is in
w
ard
 jo
y, h
is p
rivileg
e, h
is 
secret. 
… In
 th
e m
id
st o
f a so
ciety lik
e o
u
rs, th
is is alm
o
st a m
isfo
rtu
n
e; 
fo
r, h
ap
p
ily o
u
r F
ren
ch
 so
ciety still req
u
ires art an
d
 artists; it feels th
at 
th
ey co
n
stitu
te o
n
e o
f its m
ain
 fo
rces an
d
 o
n
e o
f th
e p
rim
e co
n
d
itio
n
s 
o
f its existe
n
ce." 
（
四
五
） E
ugèn
e E
m
m
an
uel V
iollet
―le
―D
u
c, A
n
 E
ssay o
n
 th
e M
ilitary 
A
rch
itectu
re o
f th
e M
id
d
le A
ges, A
. M
acd
erm
o
tt, tran
s., O
xfo
rd
 an
d
 
L
o
n
d
o
n
, J. H
. an
d
 J. P
ark
er, 1
8
6
0
. 
（
四
六
） 
"M
ilitary A
rch
itectu
re o
f M
id
d
le A
g
es," T
h
e A
lb
io
n
, A
 Jo
u
rn
al o
f 
N
ew
s, P
o
litics an
d
 L
iteratu
re, V
o
l.3
9
, N
o
.3
8
, 2
1
 S
ep
. 1
8
6
1
, p
p
.4
4
8
―4
4
9
. 
（
四
七
） 
M
rs. S
ch
u
yler V
an
 R
en
sselaer, H
en
ry H
o
b
so
n
 R
ich
ard
so
n
 an
d
 H
is 
W
o
rks, N
ew
 Y
o
rk
, D
o
ver P
u
b
lish
in
g
, 1
9
6
9
, p
.1
5
. 
同
書
は
公
式
の
伝
記
で
初
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版
は1
8
8
8
年
． 
（
四
八
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "H
. H
. R
ich
ard
so
n
," IA
&
N
R
, V
o
l.7
, N
o
.7
, M
ay 
1
8
8
6
, p
.6
0
. –
 "as a resu
lt o
f h
is [V
io
llet
―le
―D
u
c's] vo
ice b
ein
g
 sto
p
p
ed
, 
V
io
llet
―le
―D
u
c p
u
b
lish
ed
 h
is celeb
rated
 C
o
n
versatio
n
 o
n
 A
rch
itectu
re, th
e 
m
o
st valu
ab
le w
o
rk
 o
f th
e p
resen
t cen
tu
ry o
n
 arch
itectu
ral art;" 
 
（
四
九
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "R
em
in
iscen
ces o
f R
u
ssell S
tu
rg
is," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
6
, N
o
.2
, A
u
g
. 1
9
0
9
, p
.1
2
4
. 
（
五
〇 
B
ak
er, R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, p
.1
5
7
. 
（
五
一
） 
C
h
ew
n
in
g
, "W
are an
d
 th
e B
eg
in
n
in
g
s," p
.3
2
4
 n
.1
9
7
. 
（
五
二
） 
M
. V
io
llet
―le
―D
u
c, E
n
tretien
s su
r l'arch
itectu
re
, R
id
g
ew
o
o
d
, N
ew
 
Jersey, G
reg
g
 P
ress, 1
9
6
5
. 
（
五
三
） 
ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
中
等
教
育
に
つ
い
て
は 
S
ch
u
yler, A
p
o
stle o
f T
aste, p
.1
3
 
参
照
。 
（
五
四
） 
た
と
え
ば
、"o
n
ly p
rim
itive so
u
rces can
 su
p
p
ly th
e en
erg
y fo
r a lo
n
g
 
career" 
の
文
言
はV
io
llet
―le
―D
u
c, D
isco
u
rses on
 A
rch
itectu
re, p
p
.viii, 
p
.2
2
7
 
で
初
め
て
英
語
に
訳
さ
れ
、
そ
の
後 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "R
ecen
t 
B
u
ild
in
g
 in
 N
ew
 Y
o
rk
," H
arp
er's M
agazin
e, V
o
l.6
7
, N
o
.4
0
0
, S
ep
. 1
8
8
3
, 
p
.5
5
8
 
に
多
少
字
句
を
変
え
言
及
さ
れ
た
も
の
が
米
・
英
に
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
（
五
五
） 
"A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 III: C
o
rn
ell," p
.1
5
7
. 
（
五
六
） 
"A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 I: M
IT
," p
.4
8
; "A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 IV
: 
C
o
lu
m
b
ia," p
.2
5
2
. 
な
お
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
は
入
学
に
際
し
て
の
外
国
語
習
得
要
件
は
な
か
っ
た
。"A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
 II: T
h
e U
n
iversity o
f Illin
o
is," 
p
.9
7
. 
（
五
七
） 
[H
en
ry V
an
 B
ru
n
t,] "A
rch
itectu
ral R
efo
rm
," T
h
e N
ation
, V
o
l.2
, 
N
o
s.4
0
, 4
1
, 5
, 1
2
 A
p
r. 1
8
6
6
, p
p
.4
3
8
―4
3
9
, 4
6
9
―4
7
0
. 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
書
評
は
当
時
匿
名
だ
っ
た
が
，
そ
の
後
論
集
に
収
録
さ
れ
た
（V
an
 B
ru
n
t, 
A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
p
.8
9
―9
6
）。
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 
S
o
ciety 
よ
り
。 
（
五
八
） 
Ib
id
., p
.9
0
. –
 "a n
ew
 B
ab
el in
 m
o
d
ern
 arch
itectu
re" 
（
五
九
） 
Ib
id
., p
.9
5
. –
 "th
e g
reat p
rin
cip
les o
f arch
itectu
re" 
（
六
〇
） 
Ib
id
., p
.9
1
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "W
e read
 R
u
sk
in
 an
d
 h
is 
fo
llo
w
ers, an
d
 p
eo
p
le h
ere b
eg
in
 to
 tak
e an
 in
terest in
 th
e su
b
ject o
f w
h
ich
 
th
ese w
riters are th
e m
in
isters. T
h
e fu
n
d
am
en
tal resu
lt o
f th
eir teach
in
g
s, 
as reg
ard
s th
e actu
al p
ractice o
f art, is th
e ap
p
licatio
n
 o
f th
e id
ea o
f tru
th
 o
f 
exp
ression
 to
 d
esig
n
" 
（
六
一
） 
Ib
id
., p
.9
5
. –
 "m
y [V
io
llet
―le
―D
u
c's] resp
ect fo
r tru
th
" 
（
六
二
） 
Ib
id
., p
.9
1
. –
 "w
ith
 th
e in
ten
tio
n
 o
f in
stitu
tin
g
 a carefu
l an
d
 
p
h
ilo
so
p
h
ical exam
in
atio
n
 in
to
 th
e w
h
o
le q
u
estio
n
 o
f th
e p
ro
p
er u
se o
f 
p
reced
en
t, o
f elim
in
atin
g
 all th
e p
erp
lexin
g
 p
o
in
ts o
f co
n
tro
versy, an
d
 th
u
s 
o
f aarivin
g
 at so
m
e th
eo
ry o
f arch
itectu
re fro
m
 w
h
ich
 m
ay p
ro
ceed
 a n
ew
 
an
d
 m
o
re w
h
o
leso
m
e p
ro
g
ress, a style p
ecu
liar to
 o
u
rtim
e, n
o
t an
 im
itatio
n
 
n
o
r a co
n
g
lo
m
erate, b
u
t a lo
g
ical d
ed
u
ctio
n
." 
（
六
三
） 
Ib
id
., p
.9
5
. –
 "H
e u
n
d
ertak
es to
 d
evelo
p
 th
e g
reat p
rin
cip
les o
f 
arch
itectu
re b
y a th
o
ro
u
g
h
, search
in
g
, an
d
 ap
p
reciative in
vestig
atio
n
 o
f all 
th
e g
reat eras o
f art," 
（
六
四
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "T
h
e H
isto
ry o
f A
rt an
d
 A
esth
etics fro
m
 th
e 
E
arliest T
im
es to
 th
e F
all o
f th
e R
o
m
an
 E
m
p
ire b
y V
io
llet
―le
―D
u
c," T
h
e 
M
an
u
factu
rer an
d
 B
u
ild
er, V
o
l.2
, N
o
.1
1
, 1
 N
o
v. 1
8
7
0
, p
.3
2
3
. –
 
"V
io
llet
―le
―D
u
c is th
e m
o
st em
in
en
t livin
g
 ap
o
stle o
f th
e revival o
f G
o
th
ic 
an
d
 R
atio
n
alistic arch
itectu
re," 
（
六
五
） 
Ib
id
. –
 "as sh
o
w
in
g
 h
im
 to
 b
e m
o
re lib
eral
―m
in
d
ed
 th
an
 h
ad
 b
een
 
su
p
p
o
sed
 b
y h
is en
em
ies," 
（
六
六
） 
"A
 W
o
rse th
an
 W
o
rth
less T
ext
―B
o
o
k
," T
h
e N
atio
n
, V
o
l.4
, N
o
.9
5
, A
p
r. 
1
8
6
7
, p
p
.3
3
2
―3
3
3
. 
（
六
七
） 
G
eo
rg
e W
h
itefield
 S
am
so
n
, E
lem
en
ts o
f A
rt C
riticism
: C
o
m
p
risin
g a 
T
reatise on
 th
e P
rin
cip
les o
f M
an
's N
atu
re as A
d
d
ressed
 b
y A
rt, to
geth
er 
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w
ith
 a H
isto
ric S
u
rvey o
f th
e M
eth
o
d
s o
f A
rt E
xecu
tion
 in
 th
e 
D
ep
artm
en
ts o
f D
raw
in
g, S
cu
lp
tu
re, A
rch
itectu
re, P
ain
tin
g, L
an
d
scap
e 
G
ard
en
in
g, an
d
 th
e D
eco
rative A
rts, P
h
ilad
elp
h
ia, J. B
. L
ip
p
in
co
tt &
 C
o
., 
1
8
6
7
.  
（
六
八
） Ib
id
., p
.1
3
1
. –
 "W
e m
ay, in
d
eed
, p
erceive as far as w
e are acq
u
ain
ted
 
w
ith
 H
is n
atu
re, th
at w
e h
ave b
een
 so
 co
n
stru
cted
 as w
h
en
 in
 a h
ealth
y an
d
 
cu
ltivated
 state o
f m
in
d
, to
 d
erive p
leasu
re fro
m
 w
h
atever th
in
g
s are 
illu
strative o
f th
at n
atu
re;" 
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
第
一
部
第
六
章
一
節
「
美
の
観
念
」
よ
り
。 
（
六
九
） Ib
id
., p
.7
0
1
. –
 "th
e rap
id
ly su
cceed
in
g
 vo
lu
m
es o
f R
u
sk
in
 are at o
n
ce 
an
 in
d
icatio
n
 o
f th
e n
ew
 an
d
 n
ative field
 fo
r criticism
 n
o
w
 o
p
en
 in
 E
n
g
lan
d
 
an
d
 A
m
erica" 
た
だ
し
当
時
は
ま
だ
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
書
目
は
英
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
ず
，
翌
月
に
は
他
誌
に
こ
の
点
の
指
摘
を
含
む
反
論
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。E
. B
., 
"A
rt C
riticism
," T
h
e R
o
u
n
d
 T
ab
le, A
 S
atu
rd
ay R
eview
 o
f P
o
litics, F
in
an
ce, 
L
iteratu
re, S
o
ciety an
d
 A
rt, V
o
l.5
, N
o
.1
2
1
, M
ay 1
8
6
7
, p
.3
1
6
. 
（
七
〇
） 
W
illiam
 Jam
es S
tillm
an
, "R
u
sk
in
 an
d
 H
is W
ritin
g
s," T
h
e N
atio
n
, 
V
o
l.7
, N
o
.1
7
8
, 6
 N
o
v. 1
8
6
8
, p
.4
3
7
. 
（
七
一
）
特
に 
Id
em
., "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e C
en
tu
ry M
agazin
e
, V
o
l.3
5
, N
o
.3
, Jan
. 
1
8
8
8
, p
p
.3
5
7
―3
6
6
。 
（
七
二
） 
C
laren
ce C
h
ath
am
 C
o
o
k
, "A
 C
o
rn
er S
to
n
e," T
h
e G
alaxy, V
o
l.5
, N
o
.2
, 
F
eb
. 1
8
6
8
, p
p
.1
4
4
―1
5
3
. 
（
七
三
） 
Ib
id
., p
. –
 "H
e d
id
 n
o
t th
ro
w
 h
is w
eig
h
t stro
n
g
ly, clearly o
n
 th
e d
id
e 
o
f g
o
o
d
, faith
fu
l arch
itectu
re." 
（
七
四
） 
Ib
id
., p
.1
5
0
 –
 "n
eg
ative in
flu
en
ces o
f D
o
w
n
in
g
's w
o
rk
" 
（
七
五
） 
Ib
id
. –
 "F
irst, in
d
ivid
u
al m
in
d
s w
ere p
o
w
erfu
lly stim
u
lated
 b
y
 
R
u
sk
in
." 
（
七
六
） 
Ib
id
., p
.1
5
3
 –
 "N
o
w
 let u
s en
ter in
to
 sym
p
ath
y w
ith
 th
e real F
ran
ce
 
―th
e F
ran
ce o
f in
tellig
en
ce, p
ro
g
ress
―an
d
 en
th
u
siasm
, an
d
 learn
 w
h
at sh
e 
can
 teach
 u
s o
f th
e tru
e p
rin
cip
les o
f b
u
ild
in
g
." 
（
七
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e excellen
ce o
f M
. V
io
llet
―le
―D
u
c co
n
sists in
 th
e p
ractical 
ch
aracter o
f h
is teach
in
g
s, in
 th
e fact th
at th
ey are fo
u
n
d
ed
, n
o
t o
n
 w
h
im
 
o
r fash
io
n
, b
u
t o
n
 p
rin
cip
les, an
d
 th
at th
ey are n
o
t fo
rm
al n
o
r d
eg
en
erate, 
b
u
t en
th
u
siastic an
d
 creative." 
（
七
八
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "In
tro
d
u
ctio
n
 b
y th
e T
ran
slato
r," D
isco
u
rses o
n
 
A
rch
itectu
re, p
p
.iii
―xviii; in
clu
d
ed
 in
 A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety
 as 
"T
ran
slato
r's In
tro
d
u
ctio
n
 to
 th
e D
isco
u
rses o
n
 A
rch
itectu
re o
f E
u
gèn
e 
E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c," p
.9
7
―1
1
0
. 
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 
S
o
ciety 
よ
り
。 
（
七
九
） 
Id
em
., "G
reek
 L
in
es," p
.8
5
. –
 "th
e revived
 M
ed
iaeval sch
o
o
l" 
（
八
〇
） 
Id
em
., o
p
.cit., p
.9
8
. –
 "M
. V
io
llet
―le
―D
u
c in
 th
e fo
llo
w
in
g
 p
ag
es h
as 
su
fficien
tly set fo
rth
 th
e h
isto
rical co
n
d
itio
n
s u
n
d
er w
h
ich
 
… classic fo
rm
s 
su
p
p
lan
ted
 m
ed
iaeval fo
rm
s o
n
 th
e so
il o
f F
ran
ce." 
（
八
一
） 
Ib
id
., p
.1
0
3
 –
 "W
e A
m
erican
s o
ccu
p
y a n
ew
 co
u
n
try, h
avin
g
 n
o
 
in
h
eritan
ce o
f ru
in
s an
d
 n
o
 em
b
arrassm
en
ts o
f trad
itio
n
 in
 m
atters o
f 
arch
itectu
re;" 
（
八
二
） 
Ib
id
., p
.1
0
8
. –
 "th
e so
licitu
d
e an
d
 p
atien
ce o
f an
 artist aim
in
g
 at 
p
erfectio
n
 lik
e th
e G
reek
" 
（
八
三
） 
Ib
id
., p
.1
0
1
. S
arah
 B
. W
ister, "P
eter, R
io
, an
d
 B
u
rck
h
ard
t," T
h
e N
o
rth
 
A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.1
2
1
, N
o
.2
4
8
, Ju
l. 1
8
7
5
, p
.1
5
6
か
ら
の
引
用
。–
 
"sin
ce M
r. R
u
sk
in
 set th
e exam
p
le o
f a literary m
an
 erectin
g
 h
im
self in
to
 a 
d
ictato
r o
n
 q
u
estio
n
s o
f art, w
e h
ave b
een
 su
b
jected
 to
 a fearfu
l tyran
n
y in
 
aesth
etics." 
 
（
八
四
） 
Ib
id
. –
 "o
b
vio
u
sly co
lo
red
 b
y th
e m
ed
iaeval m
o
n
u
m
en
ts o
f N
o
rth
ern
 
Italy" 
（
八
五
） 
Ib
id
. –
 "th
e sp
rit o
f m
o
d
ern
 civilizatio
n
" 
（
八
六
） 
Ib
id
., p
.1
0
9
 –
 "th
e u
n
co
n
scio
u
s exp
ressio
n
 o
f th
eir eras." 
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（
八
七
） 
Ib
id
., p
.1
0
1
 –
 "H
e also
 elsew
h
ere very ju
stly rem
ark
s th
at a tru
e 
R
en
aissan
ce h
as n
ever arisen
 fro
m
 co
rru
p
ted
 typ
es: 'O
n
ly p
rim
itive 
so
u
rces can
 fu
rn
ish
 th
e en
erg
y fo
r a lo
n
g
 carrer.'" 
（
八
八
） 
Ib
id
., p
.1
0
0
 –
 "M
. L
assu
s an
d
 M
. V
io
llet
―le
―D
u
c b
ecam
e en
g
ag
ed
, 
n
o
t in
 th
e leg
itim
ate an
d
 p
ractical d
evelo
p
m
en
t o
f th
eir th
eo
ries o
f art, b
u
t 
in
 th
e resto
ratio
n
 o
f th
e G
o
th
ic m
u
n
u
m
en
ts o
f F
ran
ce." 
（
八
九
） 
Ib
id
., p
.1
0
3
. –
 "a zealo
u
s ad
m
iratio
n
 o
f th
e p
rin
cip
les b
o
th
 o
f G
reek 
an
d
 o
f m
ed
iaeval art" 
（
九
〇
） 
"D
isco
u
rses o
n
 A
rch
itectu
re," T
h
e N
ation
, V
o
l.2
1
, N
o
.5
4
5
, D
ec. 1
8
7
5
, 
p
p
.3
7
6
―3
7
7
; "V
io
llet
―le
―D
u
c's D
isco
u
rses," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 8
 A
p
r. 1
8
7
6
, 
p
p
.1
1
5
―1
1
7
. 
（
九
一
） 
"V
io
llet
―le
―D
u
c's D
isco
u
rses," p
.1
1
5
 –
 "th
e p
rin
cip
les w
h
ich
 h
aveth
e 
p
ractice o
f arch
itectu
re 
… n
o
tab
ly in
 th
e tim
es o
f th
e G
reek
s b
efo
re th
e 
R
o
m
an
 co
n
q
u
est" 
（
九
二
） 
Ib
id
. –
 "T
h
ese g
o
vern
in
g
 p
rin
cip
les are
 laid
 d
o
w
n
 w
h
t g
reat 
clearn
ess, an
d
 u
rg
ed
 w
ith
 all th
e em
p
h
asis o
f p
ro
fo
u
n
d
 co
n
victio
n
, 
―
freed
o
m
, ap
p
ro
p
riaten
ess, so
b
riety, sin
cerity, h
arm
o
n
y o
f d
esig
n
 w
ith
 
stru
ctu
re; in
 o
n
e w
o
rd
, tru
th
;" 
（
九
三
） 
Ib
id
., p
.1
1
6
. –
 "T
h
ere is a cu
rio
u
s p
arallelism
 b
etw
een
 so
m
e p
o
rtio
n
s 
o
f th
is essay an
d
 co
rresp
o
n
d
in
g
 p
o
rtio
n
s o
f R
u
sk
in
, w
h
ich
 is am
u
sin
g
 fro
m
 
th
e ab
so
lu
te co
n
trast b
etw
een
 th
e m
eth
o
d
s an
d
 h
ab
its o
f th
o
u
g
h
t o
f th
e 
tw
o
 m
en
." 
（
九
四
） 
"V
io
llet
―le
―D
u
c's 'D
isco
u
rses o
n
 A
rch
itectu
re,'" S
crib
n
er's M
o
n
th
ly, 
V
o
l.1
1
, N
o
.4
, F
eb
. 1
8
7
6
, p
.5
8
7
. 
 –
 "M
. V
io
llet
―le
―D
u
c is n
o
t m
erely an
 art critic lik
e M
r. R
u
sk
in
, w
h
o
 
h
an
g
s h
is m
an
y
―co
lo
red
 in
tellectu
al lam
p
s u
p
o
n
 th
e o
ld
 arch
itectu
ral 
m
o
n
u
m
en
ts, b
u
t a sk
illed
 an
d
 p
ractical arch
itect, eq
u
ally read
y
 in
 
d
etectin
g
 false art an
d
 false p
rin
cip
les o
f co
n
stru
ctio
n
. H
e d
o
es, in
d
eed
, 
in
 h
is th
o
ro
u
g
h
 scien
tific m
an
n
er p
reach
 th
e sam
e g
o
sp
el as M
r. 
R
u
sk
in
, th
e n
eed
 in
 arch
itectu
re o
f ab
so
lu
te fid
elity to
 tru
th
; o
r rath
er 
h
e d
o
es n
o
t p
reach
 it at all, b
u
t p
rese
n
ts it as a scien
tific n
ecessity." 
（
九
五
） 
["N
o
 T
itle,"] T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly, V
o
l.3
7
, N
o
.2
2
1
, M
ar. 1
8
7
6
, 
p
p
.3
8
3
―3
8
4
. 
（
九
六
） 
Ib
id
., p
.3
8
3
. –
 "B
elievin
g
 stro
n
g
ly in
 th
e p
u
rity an
d
 b
eau
ty o
f th
e 
G
reek
 arch
itectu
re" 
（
九
七
） 
Ib
id
., p
.3
8
3
. 
–
 "T
h
e k
ey
―n
o
te o
f th
is ag
e is th
e su
p
rem
acy o
f th
e in
d
ivid
u
al. E
very 
m
an
 is n
o
w
 assertin
g
 h
im
self. E
very m
an
 is n
o
w
 assertin
g
 h
im
self. 
T
h
ere is n
o
 stro
n
g
 feelin
g
 o
f n
atio
n
ality, n
o
n
e o
f clan
, an
d
 b
u
t little o
f 
fam
ily. H
e h
as n
o
t yet ach
ieved
 h
is in
d
ep
en
d
en
ce, so
 as to
 learn
 to
 
co
m
b
in
e ag
ain
, an
d
 to
 co
o
p
erate. U
n
til h
e d
o
es, it is n
o
t to
 b
e exp
ected
 
th
at g
reat m
o
n
u
m
en
ts can
 o
r w
ill b
e b
u
ilt, an
d
 w
e h
ad
 b
etter n
o
t 
attem
p
t it." 
（
九
八
） 
Ib
id
., p
p
.3
8
3
―3
8
4
. –
 "W
e sh
all an
d
 w
e d
o
 b
u
ild
 g
reat m
ills an
d
 
railw
ay statio
n
s, b
ecau
se th
e n
eed
s o
f th
e tim
e d
em
an
d
 th
em
; 
（
九
九
） 
Ib
id
., p
.3
8
4
. –
 "H
ere lies th
e p
ath
 fo
r arch
itectu
re at th
is p
resen
t 
tim
e." 
（
一
〇
〇
） 
"M
. V
io
llet
―le
―D
u
c o
n
 M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
, 7
 
A
p
r. 1
8
7
7
, p
p
.1
0
8
―1
0
9
. 
（
一
〇
一
） 
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
『
建
築
講
話
』
英
訳
の
来
歴
はM
illard
 F
illm
o
re 
H
earn
, "V
io
llet
―le
―D
uc: A
 V
ision
ary am
on
g the G
argoyles," in
 E
ugèn
e 
E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, T
h
e A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry o
f V
io
llet
―le
―D
u
c: 
R
ead
in
gs an
d
 C
o
m
m
en
tary
, C
am
b
rid
g
e, M
ass.: M
IT
 P
ress, 1
9
9
0
, 
p
p
.1
5
―1
9
 
に
詳
し
い
。 
（
一
〇
二
） 
"V
io
llet
―le
―D
u
c's 'D
isco
u
rses o
n
 A
rch
itectu
re,'" p
.5
8
7
. –
 "M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c, 
… recen
tly m
ad
e k
n
o
w
n
 to
 th
e A
m
erican
 p
u
b
lic th
ro
u
g
h
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h
is ad
m
irab
le 'S
to
ry o
f a H
o
u
se, an
d
 'A
n
n
als o
f a F
o
rtress,'" 
（
一
〇
三
） 
E
u
gèn
e E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, L
ectu
res o
n
 A
rch
itectu
re, 
B
en
jam
in
 B
u
ckn
all, tr. L
o
n
d
o
n
, S
am
p
so
n
 L
o
w
, M
arsto
n
, S
earle an
d
 
R
ivin
g
to
n
, 1
8
7
7
. 
（
一
〇
四
） 
H
earn
, " A
 V
isio
n
ary am
o
n
g
 th
e G
arg
o
yles," p
.1
7
. 
（
一
〇
五
） 
E
u
gèn
e E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, "L
etter fo
rm
 M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 1
4
 A
p
r. 1
8
7
6
, p
.1
2
7
. 
 
–
 "D
ear S
ir an
d
 C
o
lleag
u
e, 
―I am
 H
ap
p
y to
 h
ave th
e o
p
p
o
rtu
n
ity yo
u
 
o
ffer m
e o
f exp
ressin
g
 th
e sym
p
ath
y w
h
ich
 every tru
e F
ren
ch
m
an
 feels 
fo
r th
e citizen
s o
f th
e U
n
ited
 S
tates, an
d
 p
articu
larly m
y o
w
n
 g
o
o
d
―w
ill 
to
w
ard
s m
y co
lleag
u
es b
eyo
n
d
 th
e A
tlan
tic. 
I k
n
o
w
 h
o
w
 w
ell th
e p
eo
p
le o
f th
e A
m
erican
 C
o
n
tin
en
t k
eep
 th
em
selves 
in
fo
rm
ed
 u
p
o
n
 all th
at is u
sefu
l an
d
 p
ractical, w
h
ich
 o
u
r o
ld
er E
u
ro
p
e 
p
ro
d
u
ces; co
n
seq
u
en
tly I can
 b
u
t b
e g
reatly flattered
 b
y th
e recep
tio
n
 
w
h
ich
 m
y w
ritin
g
 h
ave m
et w
ith
 in
 A
m
erica. T
h
is recep
tio
n
 p
ro
ves to
 
m
e, th
at, in
 stu
d
yin
g
 every th
in
g
 in
 th
e p
ast w
h
ich
 is o
f a n
atu
re to
 
p
lace o
u
r art u
p
o
n
 its tru
e co
u
rse, I h
ave n
o
t lab
o
red
 in
 vain
. T
h
e fact 
is, th
at th
e fu
tu
re can
 o
n
ly b
e p
rep
ared
 b
y th
e exact an
d
 critical stu
d
y o
f 
th
e p
ast. If everyb
o
d
y kn
ew
 h
isto
ry as it sh
o
u
ld
 b
e kn
o
w
n
, th
at is to
 say, 
b
y th
e aid
 o
f au
th
en
tic d
o
cu
m
en
ts, th
e reig
n
 o
f h
u
m
an
 fratern
ity w
o
u
ld
 
b
e in
 fu
ll vig
o
r. It is alw
ays th
ro
u
g
h
 ig
n
o
ran
ce th
at w
e fail to
 u
n
d
erstan
d
 
o
n
e an
o
th
er u
p
o
n
 all q
u
estio
n
s, an
d
 co
m
m
it ag
ain
 an
d
 ag
ain
 th
e sam
e 
m
istak
es, th
e sam
e fau
lts. A
ccep
t, d
ear sir an
d
 co
lleag
u
e, th
e assu
ran
ce 
o
f m
y h
ig
h
est reg
ard
. 
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
E
. V
io
llet
―le
―D
u
c. 
（
一
〇
六
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, Jr., "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 
R
eview
, V
o
l.1
1
2
, N
o
s.1
―2
, M
ar., A
p
r. 1
8
7
1
, p
p
.1
6
0
―1
7
7
, 3
7
0
―3
9
1
. 
（
一
〇
七
） 
"M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
m
erican
 B
u
ild
er, V
o
l.4
, N
o
.5
, M
ay, 
1
8
7
1
, p
.3
9
8
. –
 "th
e m
o
st erab
o
rate an
d
 valu
ab
le criticism
s o
n
 existin
g
 
featu
res in
 o
u
r styles o
f b
u
ild
in
g
 ever co
n
trib
u
ted
 to
 A
m
erican
 literatu
re" 
（
一
〇
八
） 
"D
eco
rative D
esig
n
," T
h
e T
ech
n
o
lo
gist; esp
ecially d
o
vo
ted
 to
 
E
n
gin
eerin
g, M
an
u
factu
rin
g an
d
 B
u
ild
in
g
, V
o
l.2
, N
o
.1
0
, O
ct. 1
8
7
1
, p
.2
5
4
; 
"D
eco
rative D
esig
n
," T
h
e A
rch
itect, V
o
l.6
, 1
0
, A
u
g
. 1
8
7
1
, p
.9
0
. 
（
一
〇
九
） 
"V
io
llet
―le
―D
u
c's F
ren
ch
 M
ed
iaeval A
rch
itectu
re," T
h
e N
atio
n
, 
V
o
l.9
, A
u
g
. 1
8
6
9
, N
o
s.2
1
5
, 2
1
7
, p
p
.1
3
4
―1
3
5
, 1
7
3
―1
7
4
 
は
ス
タ
ー
ジ
ス
に
よ
る
（
同
定
は 
R
eiff, "V
io
llet
―le
―D
u
c an
d
 A
m
erican
 1
9
th
 C
en
tu
ry 
A
rch
itectu
re," p
.3
4
 
に
よ
る
）。
ま
た 
[R
u
ssell S
tu
rg
is,] "O
u
r F
u
rn
itu
re: 
W
h
at It Is, an
d
 W
h
at It S
h
o
u
ld
 B
e," T
h
e N
ew
 P
ath
, V
o
l.2
, N
o
s.4
, 5
, A
p
r., 
M
ay 1
8
6
5
, p
p
.5
5
―6
2
, 6
5
―7
2
 
で
も
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
は
ゴ
シ
シ
ス
ト
と
さ
れ
る
。
三
章
で
詳
述
。 
（
一
一
〇
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit., p
.3
7
2
. –
 "th
ey k
n
ew
 n
o
 false lu
xu
ry, each
 o
b
ject 
an
sw
ered
 exactly its p
u
rp
o
se." 
（
一
一
一
） 
Ib
id
., p
.3
8
7
. –
 "th
in
kin
g
 fo
r o
n
e's self" 
（
一
一
二
） 
Ib
id
. –
 "N
o
 d
eco
ratio
n
 at all w
o
u
ld
 p
ro
b
ab
ly d
o
 w
ell en
o
u
g
h
," 
（
一
一
三
） 
Ib
id
., p
p
.3
8
7
―3
8
8
. 
― "an
d
 b
u
ild
in
g
s rig
h
tly b
u
ilt w
ith
o
u
t d
eco
ratio
n
 
w
o
u
ld
 n
o
t o
ffen
d
." 
（
一
一
四
） 
Ib
id
. –
 "If, th
en
, th
e d
esig
n
ers o
f b
u
ild
in
g
s w
ere to
 co
n
sid
er 
so
lid
ity, p
erfect m
aterial, th
e b
est fo
rm
s an
d
 co
verin
g
s fo
r ro
o
fs, th
e b
est 
p
ro
file o
f co
rn
ice to
 p
ro
tect th
e w
alls, th
e rig
h
t d
isp
o
sitio
n
 o
f o
p
en
in
g
s to
 
g
ive lig
h
t an
d
 en
tran
ce as req
u
ired
, an
d
 th
e b
est m
ean
s o
f sp
an
n
in
g
 th
em
 
b
y arch
 o
r lin
tel," 
（
一
一
五
） 
Ib
id
. 
–
 "B
u
t sh
ip
s are th
e m
o
st p
erfect typ
e w
e h
ave o
f a strictly u
tilitarian
 
th
in
g
; every lin
e is th
e resu
lt o
f carefu
l exp
erim
en
ts rep
eated
 cen
tu
ry 
after cen
tu
ry b
y g
en
eratio
n
s o
f b
u
ild
ers seekin
g
 sp
eed
 an
d
 cap
acity an
d
 
seaw
o
rth
in
ess; an
d
 'th
e lin
es o
f a b
o
at's b
o
w
 are th
e m
o
st b
eau
tifu
l th
at 
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I k
n
o
w
,' says M
r. R
u
sk
in
, 'after d
ivin
e w
o
rk
.'" 
（
一
一
六
） 
"O
n
 B
o
ats," T
h
e C
rayo
n
, V
o
l.3
, N
o
.1
1
, N
o
v. 1
8
5
6
, p
p
.3
3
2
―3
3
5
. 
お
そ
ら
く
執
筆
は
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
。 
（
一
一
七
） 
Jo
sep
h
 M
allo
rd
 W
illiam
 T
u
rn
er, T
h
o
m
as G
o
ff L
u
p
to
n
, Jo
h
n
 R
u
sk
in
, 
T
h
e H
arb
o
u
rs o
f E
n
glan
d
, L
o
n
d
o
n
, E
. G
am
b
art an
d
 C
o
., 1
8
5
6
. 
（
一
一
八
） T
h
e H
arb
o
u
rs o
f E
n
glan
d
 
の
類
似
箇
所
（「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
第
十
三
巻
十
四
頁
）
の
記
述
は
以
下
の
通
り
。 –
 "B
u
t th
e b
o
at's b
o
w
 is 
n
aïvely p
erfect: co
m
p
lete w
ith
o
u
tan
 effo
rt. T
h
e m
an
 w
h
o
 m
ad
e it k
ew
 n
o
t 
h
e w
as m
akin
g
 an
yth
in
g
 b
eau
tifu
l, as h
e b
en
t its p
lan
ks in
to
 th
o
se 
m
ysterio
u
s, ever
―ch
an
g
in
g
 cu
rves. It g
ro
w
s u
n
d
er h
is h
an
d
 in
to
 th
e im
ag
e 
o
f a sea
―sh
ell; th
e seal, as it w
ere, o
f th
e flo
w
in
g
 o
f th
e g
reat tid
es an
d
 
stream
s o
f o
cean
 stam
p
ed
 o
n
 its d
elicate ro
u
n
d
in
g
." 
（
一
一
九
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit., p
.1
6
5
. –
 "a style o
f arch
itectu
re g
ro
w
s lik
e sh
ip
―
b
u
ild
in
g
" 
（
一
二
〇
） 
Ib
id
.  
–
 "n
o
b
o
d
y in
ven
ts it, n
o
b
o
d
y can
 b
e said
 to
 d
o
 m
u
ch
 to
 it, o
n
ly each
 
b
u
ild
er th
in
ks h
e can
 m
ak
e h
is vessel sw
ig
er, o
r stiffer, o
r m
o
re 
seaw
o
rth
y b
y ju
st o
n
e d
eg
ree; an
d
 o
u
t o
f th
e G
reat H
arry g
rad
u
ally 
co
m
es th
e clip
p
er
―sh
ip
 o
f th
e o
ld
 C
alifo
rn
ia trad
e, 
―o
n
ly each
 
m
aster
―b
u
ild
er h
avin
g
 a sto
n
e ro
o
f to
 b
u
ild
 lo
o
k
s at o
th
er ro
o
fs an
d
 
th
in
k
s fo
r h
im
self; p
o
in
ted
 vau
ltin
g
 rib
s are tried
 as a p
u
rely 
co
n
stru
ctio
n
al d
evice, after circu
lar o
n
es h
ave b
een
 fo
u
n
d
 in
su
fficien
t; 
n
ew
 co
m
b
in
atio
n
s are fo
u
n
d
 to
 b
e p
o
ssib
le, an
d
 in
 tw
en
ty years G
o
th
ic 
vau
ltin
g
 in
 sto
n
e is d
evelo
p
ed
, an
d
 w
h
at is called
 G
o
th
ic arch
itectu
re 
w
ith
 it." 
（
一
二
一
）H
itch
co
ck, "R
eg
en
eratio
n
 L
o
n
g
 D
elayed
," p
.1
6
8
. 
（
一
二
二
） 
"A
rt in
 E
n
g
in
eerin
g
," V
N
E
E
M
, V
o
l.2
, N
o
.1
5
, 1
 M
ar. 1
8
7
0
, 
p
p
.2
3
5
―2
3
7
; "A
rch
itectu
re fo
r E
n
g
in
eers," ib
id
., V
o
l.6
, N
o
.3
9
, 1
 M
ar. 
1
8
7
2
, p
p
.2
4
1
―2
4
5
; "O
n
 th
e R
ecen
t R
eactio
n
 o
f T
aste in
 E
n
g
lish
 
A
rch
itectu
re," ib
id
., V
o
l.1
1
, N
o
.6
9
, 1
 S
ep
. 1
8
7
4
, p
p
.2
3
1
―2
3
4
; "S
tu
cco
," 
ib
id
., V
o
l.1
5
, N
o
.9
4
, p
p
.3
6
8
―3
7
4
; C
h
arles L
. E
astlak
e, "T
h
e P
resen
t S
tate 
o
f In
d
u
strial A
rt," ib
id
., V
o
l.1
7
, N
o
.1
0
3
, 1
 Ju
l 1
8
7
7
, p
p
.2
9
―3
6
; "S
o
lid
ity an
d
 
B
read
th
 in
 A
rch
itectu
re," ib
id
., V
o
l.2
9
, N
o
.1
7
9
, 1
 N
o
v. 1
8
8
3
, p
p
.4
3
0
―4
3
2
. 
（
一
二
三
） 
ボ
ラ
ー
に
つ
い
て
は 
F
. G
rig
g
s Jr., "A
lfred
 P
an
co
ast B
o
ller," Jo
u
rn
al 
o
f P
ro
fessio
n
al Issu
es in
 E
n
gin
eerin
g E
d
u
catio
n
 an
d
 P
ractice
, Ju
l. 2
0
1
2
, 
V
o
l.1
3
8
, N
o
.3
, p
p
.1
8
1
―1
9
2
 
参
照
。 
（
一
二
四
） 
A
lfred
 P
an
co
ast B
o
ller, "E
n
g
in
eerin
g
 A
rch
itectu
re," Jo
u
rn
al o
f th
e 
F
ran
klin
 In
stitu
te o
f th
e S
tate o
f P
en
n
sylvan
ia, fo
r th
e P
ro
m
otio
n
 o
f th
e 
M
ech
an
ic A
rts, V
o
l.4
2
, N
o
.5
, M
ay 1
8
6
9
, p
p
.3
1
9
―3
2
2
. 
（
一
二
五
） 
Ib
id
., p
.3
1
9
. –
 "T
h
ere is n
o
 reaso
n
 in
 th
e w
o
rld
 w
h
y o
u
r 
en
g
in
eerin
g
 w
o
rk
s, as a ru
le, sh
o
u
ld
 b
e as d
evo
id
 as th
ey are o
f an
y effo
rt 
to
 attract as w
o
rk
s o
f art" 
（
一
二
六
） 
ボ
ラ
ー
の
記
事
中
で
は
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
と
さ
れ
る
。
引
用
箇
所
は
記
事
原
文
で
は 
"th
at th
ere can
 b
e n
o
 arch
itectu
re w
ith
o
u
t b
u
ild
in
g
, an
d
 n
o
 
go
o
d
 arch
itectu
re w
ith
o
u
t go
o
d
 b
u
ild
in
g
" 
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
奉
献
の
燈
」（L
am
p
 o
f S
acrifice
）
第
一
節
に
語
ら
れ
る 
"n
eith
er can
 th
ere b
e an
y 
arch
itectu
re w
h
ich
 is n
o
t b
ased
 o
n
 b
u
ild
in
g
, n
o
r an
y g
o
o
d
 arch
itectu
re 
w
h
ich
 is n
o
t b
ased
 o
n
 g
o
o
d
 b
u
ild
in
g
" 
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ボ
ラ
ー
と
全
く
同
じ
引
用
の
さ
れ
方
は
翌
一
八
七
〇
年
の
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
例
会
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
E
lijah
 H
o
o
le, "A
 S
u
m
m
ary o
f M
r. R
u
sk
in
's E
arlier A
rch
itectu
ral C
riticism
," 
P
ap
ers R
ead
 at th
e R
o
yal In
stitu
te o
f B
ritish
 A
rch
itect, S
essio
n
 1
8
6
9
―7
0
, 
p
.1
0
1
. 
（
一
二
七
） 
B
o
ller, o
p
.cit., p
.3
2
1
. –
 "It is in
 th
e essen
tial fitn
ess o
f th
in
g
s th
at 
o
rn
am
en
tatio
n
 b
eco
m
es p
leasin
g
 an
d
 ap
p
ro
p
riate
" 
（
一
二
八
） 
Ib
id
., p
.3
2
2
. –
 "T
h
e ch
aracter o
f th
e o
rn
am
en
tatio
n
 sh
o
u
ld
 b
e 
exp
ressive o
f a p
u
rp
o
se existin
g
 in
 th
e w
o
rk
" 
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（
一
二
九
） 
Ib
id
., p
.3
1
9
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "th
e sim
p
le scien
tific 
co
n
stru
ctio
n
 an
d
 p
ro
p
o
rtio
n
 o
f p
arts, n
ecessary fo
r th
e p
erfo
rm
an
ce o
f th
e 
d
u
ty o
f th
e stru
ctu
re, is all th
at is req
u
ired
 fo
r a p
leasin
g
 effect," 
（
一
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "fo
r p
ro
p
o
rtio
n
 is a vital elem
en
t o
f w
h
at w
e call b
eau
ty
." 
（
一
三
一
） 
Id
em
., P
ractical T
reatise o
n
 th
e C
on
stru
ction
 o
f Iro
n
 H
igh
w
ay 
B
rid
ges fo
r th
e U
se o
f T
o
w
n
 C
o
m
m
ittees, N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley &
 S
o
n
s, 
1
8
7
6
. 
（
一
三
二
） 
Ib
id
., p
p
.8
2
―8
7
. –
 "T
h
e A
rch
itectu
re o
f B
rid
g
e
―B
u
ild
in
g
" 
（
一
三
三
） 
Ib
id
., p
.8
3
. –
 "th
e R
u
sk
in
ian
 axio
m
 (w
h
ich
 can
 n
o
t b
e rep
eated
 to
o
 
o
ften
)" 
（
一
三
四
） 
Ib
id
., p
.8
2
. –
 "In
 th
e tru
e sen
se o
f th
e term
 arch
itectu
re, 
u
n
ad
o
rn
ed
 co
n
stru
ctio
n
 is as m
u
ch
 a p
art o
f arch
itectu
re
" 
（
一
三
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "'M
o
n
u
en
tal' E
n
g
in
eerin
g
," A
m
erican
 
A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, p
.3
4
9
. 
元
記
事
は T
h
e A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.9
, O
ct. 1
9
0
1
, p
p
.6
1
5
―6
4
0
。–
 "[B
o
ller's] o
w
n
 w
o
rk
s are 
h
o
n
o
rab
ly d
istin
g
u
ish
ed
, am
o
n
g
 th
o
se o
f h
is p
ro
fessio
n
, b
y th
e evid
en
t an
d
 
g
en
erally su
ccessfu
l p
ain
s tak
en
 w
ith
 resp
ect to
 th
eir ap
p
earan
ce." 
（
一
三
六
） 
Id
em
., "N
ew
 Y
o
rk
 B
rid
g
es," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
8
, O
ct. 
1
9
0
5
, p
.2
4
6
. A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs 
未
収
録
部
。–
 "it 
m
ig
h
t ap
p
ear th
at th
e en
g
in
eer h
ad
 read
 h
is R
u
sk
in
, an
d
 ap
p
lied
 th
at 
p
arad
o
xical p
assag
e settin
g
 fo
rth
 w
h
at an
 u
g
ly n
ecessity a railro
ad
 is an
d
 
w
h
at an
 aesth
etic crim
e it is to
 attem
p
t to
 relieve its n
ecessary u
g
lin
ess." 
（
一
三
七
） 
"D
eco
rativeD
esig
n
," T
h
e T
ech
n
o
lo
gist: E
sp
ecially D
evo
ted
 to
 
E
n
gin
eerin
g, M
an
u
factu
rin
g an
d
 B
u
ild
in
g
, V
o
l.2
, N
o
.1
0
, O
ct. 1
8
7
1
, p
.2
5
4
. 
（
一
三
八
） 
"A
rch
itectu
re fo
r E
n
g
in
eers," T
h
e A
m
erian
 B
u
ild
er, V
o
l.6
, N
o
.2
, 
M
ar. 1
8
7
2
, p
.1
6
4
. 
（
一
三
九
） 
 
Ib
id
. 
第
二
章
「
真
の
燈
」（L
am
p
 o
f T
ru
th
）
第
五
節
。『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
第
八
巻
六
十
頁
。–
 " W
e m
ay n
o
t b
e ab
le to
 co
m
m
an
d
 
g
o
o
d
, o
r b
eau
tifu
l, o
r in
ven
tive arch
itectu
re, b
u
t w
e can
 co
m
m
an
d
 at least 
h
o
n
est arch
itectu
re" 
（
一
四
〇
） 
Jam
es K
en
d
all, "R
atio
n
al B
u
ild
in
g
," T
h
e A
m
erican
 B
u
ild
er an
d
 A
rt 
Jo
u
rn
al, V
o
l.4
, N
o
s. 3
―5
, M
ar.
―M
ay 1
8
7
1
, p
p
.3
4
5
―3
4
6
, 3
6
8
―3
6
9
, 3
9
3
―3
9
4
. 
同
誌
は
一
八
七
四
年
の
第
十
巻
よ
りA
m
erican
 B
u
ild
er: A
 Jo
u
rn
al o
f In
d
u
strial 
A
rt 
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
発
行
さ
れ
る
。 
（
一
四
一
） 
"T
h
e B
elfast A
rch
itectu
ral A
sso
ciatio
n
," T
h
e Irish
 B
u
ild
er, V
o
l.1
7
, 
N
o
.3
6
9
, 1
 M
ay 1
8
7
5
, p
p
.1
2
6
 
に
は 
ケ
ン
ダ
ル
に
よ
る
「
シ
カ
ゴ
の
四
年
間
」
（F
o
u
r Y
ears in
 C
h
icag
o
）
の
発
表
記
録
（
三
月
十
五
日
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
（
一
四
二
） 
K
en
d
all, o
p
.cit., p
.3
4
6
. 
（
一
四
三
） 
Ib
id
., p
.3
9
3
. –
 "T
h
at a b
u
ild
in
g
 sh
o
u
ld
 b
e co
n
sisten
t w
ith
 th
e 
p
rin
cip
les o
f tru
th
, an
d
 fittin
g
 fo
r th
e o
b
jects fo
r w
h
ich
 it is in
ten
d
ed
, is far 
m
o
re im
p
o
rtan
t." 
（
一
四
四
） 
Ib
id
. –
 "in
 h
is b
o
o
k
, en
titled
 'T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re,' w
e 
h
ave so
m
e b
eau
tifu
l an
d
 m
o
st su
g
g
estive id
eas, id
eas su
ch
 as are calcu
lated
 
to
 in
fu
se life an
d
 o
rig
in
ality in
to
 arch
itectu
re, an
d
 to
 release it fro
m
 th
e 
elem
en
ts o
f p
u
erility, co
p
yism
 an
d
 sh
am
." 
（
一
四
五
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "A
rch
itectu
re in
 its P
ractical R
elatio
n
 to
 th
e 
N
eed
s o
f th
e P
resen
t D
ay," T
h
e A
m
erican
 B
u
ild
er, V
o
l.4
, N
o
.4
, A
p
r. 1
8
7
1
, 
p
p
.3
7
2
―3
7
3
. 
（
一
四
六
） 
Ib
id
.  
–
 "T
h
e art o
f b
u
ild
in
g
 
… in
clu
d
ed
 b
u
ild
in
g
 w
ith
 th
e ad
o
rn
m
en
t o
f 
b
u
ild
in
g
s; fo
r th
e valu
e an
d
 effect o
f d
eco
ratio
n
 d
ep
en
d
s u
p
o
n
 its 
h
arm
o
n
y w
ith
 co
n
stru
ctive p
ro
p
erty, an
d
 n
o
 g
o
o
d
 arch
itectu
re can
exist 
u
n
less it co
n
sists o
f ratio
n
al co
n
stru
ctio
n
, ad
o
rn
ed
 in
 su
ch
 a m
an
n
er as 
to
 em
p
h
asize rath
er th
an
 co
n
ceal th
e o
ffice o
f th
e m
aterials em
p
lo
yed
." 
（
一
四
七
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e w
o
rd
 arch
itectu
re also
 co
m
p
reh
en
d
ed
 
… en
g
in
eerin
g
 
w
o
rk
s." 
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（
一
四
八
） 
Ib
id
. –
 "d
eco
ratio
n
 o
f th
em
, b
u
t fo
r th
e sim
p
lificatio
n
 o
f th
e su
b
ject 
th
ey w
o
u
ld
 b
e left o
u
t o
f co
n
sid
eratio
n
." 
（
一
四
九
） 
D
avid
 A
. M
o
lito
r, "T
h
e A
esth
etic D
esig
n
 o
f B
rid
g
es" in
 Jo
h
n
 B
u
tler 
Jo
h
n
so
n
, et al., T
h
e T
h
eo
ry an
d
 P
ractice o
f M
o
d
ern
 F
ram
ed
 S
tru
ctu
res, 
N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley &
 S
o
n
s, 1
8
9
3
, p
p
.4
1
1
―4
2
6
. 
（
一
五
〇
） 
Ib
id
., p
.v. –
 "M
r. M
o
lito
r h
as w
ritten
 a ch
ap
ter in
 an
 en
tirely n
ew
 
field
, so
 far as th
e E
n
g
lish
 literatu
re is co
n
cern
ed
." 
（
一
五
一
） 
S
ch
u
yler, "'M
o
n
u
m
en
tal' E
n
g
in
eerin
g
," p
.3
4
9
. –
 "rath
er to
o
 vag
u
e 
an
d
 g
en
eral fo
r p
ractical p
u
rp
o
ses." 
（
一
五
二
） 
M
o
lito
r, o
p
.cit., p
.4
1
6
. –
 "It is co
n
trary to
 th
e p
rin
cip
le o
f aesth
etic 
eco
n
o
m
y to
 o
verlo
ad
 a stru
ctu
re o
r an
y p
art th
ereo
f w
ith
 o
rn
am
en
ts, even
 
if th
ese d
etails are p
leasin
g
 an
d
 p
ro
p
erly ch
o
sen
." 
（
一
五
三
） 
Jo
h
n
 A
lexan
d
er L
o
w
 W
ad
d
el, D
e P
o
n
tib
u
s: A
 P
o
cket
―B
o
o
k fo
r 
B
rid
ge E
n
gin
eers, N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley &
 S
o
n
s, 1
8
9
8
. 
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
書
簡
は A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety
, p
p
.3
7
4
―3
7
8
 
に
所
収
。
以
下
引
用
はA
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety 
よ
り
。 
（
一
五
四
） Ib
id
., p
.3
7
4
. –
 "T
h
ese q
u
alities [g
race an
d
 b
eau
ty o
f d
esig
n
 in
 su
ch
 
stru
ctu
res] m
u
st b
e d
evelo
p
ed
 fro
m
 th
e stru
ctu
re itself, as th
ey m
u
st b
e 
evo
lved
 fro
m
 its in
h
eren
t eco
n
o
m
ical an
d
 p
ractical co
n
d
itio
n
s," 
（
一
五
五
） Ib
id
. –
 "th
e m
o
st p
erfect resu
lts o
f scien
ce, at least in
 th
e art o
f 
steel
―b
rid
g
e b
u
ild
in
g
s as n
o
w
 u
n
d
ersto
o
d
 an
 in
cu
lcated
, d
o
 n
o
t reco
g
n
ize 
an
y th
eo
ry o
f b
eau
ty in
 lin
e o
r m
ass." 
（
一
五
六
） Ib
id
. –
 "d
isease o
f en
g
in
eerin
g
" 
（
一
五
七
） 
W
ad
d
ell, o
p
.cit., p
.5
4
. 
（
一
五
八
） Ib
id
., p
.5
3
.  
–
 "In
 E
u
ro
p
e it is cu
sto
m
ary to
 o
rn
am
en
t larg
e an
d
 im
p
o
rtan
t b
rid
g
es 
in
 th
is w
ay; an
d
 th
e tim
e is co
m
in
g
 w
h
en
 it w
ill b
e th
e p
ractice in
 
A
m
erica also
." 
   
第
三
章 
第
一
部 
 
【
章
頭
図
版
：
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
の
電
灯
】 
出
典
：S
crib
n
er's M
o
n
th
ly, V
o
l.1
4
, N
o
.2
, Jan
. 1
8
7
7
. 
【
章
頭
引
用
①
：
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
書
簡
】 
出
典
：W
o
o
d
ro
w
 W
ilso
n
, L
etter to
 E
llen
 L
o
u
ise A
xso
n
, 1
4
 F
eb
. 
1
8
8
4
, T
h
e P
ap
ers o
f W
o
o
d
ro
w
 W
ilso
n
, A
rth
u
r S
. L
in
k
, et al., ed
s., 
V
o
l.3
, P
rin
ceto
n
, N
ew
 Jerse
y, P
rin
ceto
n
 U
n
ive
rsity P
re
ss, 1
9
6
7
, 
p
.2
4
. 
–
 "H
ave yo
u
 a co
p
y o
f R
u
sk
in
's "M
o
d
ern
 P
ain
ters," m
y d
arlin
g
?
 
A
n
 in
exp
en
sive ed
itio
n
 o
f th
e w
o
rk
 is p
u
b
lish
ed
 n
o
w
 w
h
ich
 I can
 
g
et, th
ro
u
g
h
 th
e U
n
iv. lib
rary, at a very sm
all co
st; an
d
 I am
 very 
an
xio
u
s to
 sen
d
 it to
 yo
u
." 
【
章
頭
引
用
②
：
ラ
ル
フ
・
ア
ダ
ム
ス
・
ク
ラ
ム
の
日
記
】 
出
典
：E
xtract fro
m
 R
. A
. C
ram
's d
iary 1
8
8
1
―1
8
8
6
 in
 D
o
u
g
lass 
S
h
an
d
―T
u
cci, B
o
sto
n
 B
o
h
em
ia 1
8
8
1
―1
9
0
0
, A
m
h
erst, U
n
ive
rsity o
f 
M
assach
u
setts P
ress, 1
9
9
5
, p
.3
2
. 
–
 "F
irst P
erio
d
 
I am
 sco
rn
fu
l, [
―
―, 
―
―] g
iven
 to
 sw
ift, su
d
d
en
 an
g
er, 
d
esp
erately ad
vo
catin
g
 th
e p
rin
cip
les o
f ju
stice, tru
th
, h
o
n
o
r. I 
g
ive u
p
 all b
o
d
ily p
leasu
re an
d
 in
d
u
lg
e o
n
ly in
 m
en
tal h
ap
p
in
ess. 
T
h
e d
isco
very o
f th
e ab
u
ses o
f relig
io
n
 lead
 m
e to
 cu
rse th
e 
w
h
o
le system
. R
ead
 C
arlyle, R
u
sk
in
. I am
 fu
ll o
f d
esp
air at th
e 
 
 358 
 
 
h
an
g
ers
―o
n
 b
e
cau
se I can
 d
o
 n
o
th
in
g
 to
 sto
p
 th
e ru
sh
 o
f evil. I 
am
 m
o
o
d
y, g
lo
o
m
y. I am
 alw
ays b
y m
yself, b
ro
o
d
in
g
 o
ver th
e 
evil o
f th
e w
o
rld
. I w
o
rsh
ip
 A
rt as th
e h
ig
h
est d
evelo
p
m
en
t o
f 
m
an
, esp
ecially P
re
―R
ap
h
aelitism
 [
―
―]. I read
 m
u
ch
. Q
u
ite a 
w
ild
 letter to
 [
―
―]. 
S
eco
n
d
 P
erio
d
 
U
n
d
er th
e in
flu
en
ce o
f [
―
―] an
d
 m
y fath
er I g
rad
u
ally 
co
m
m
en
ce to
 m
o
d
ify [
―
―] I read
 S
p
en
cer, D
arw
in
, E
m
erso
n
. I 
tak
e to
 S
cien
ce an
d
 literatu
re. I b
eco
m
e stu
d
io
u
s [
―
―] 
p
h
ilo
so
p
h
ical [
―
―] I co
n
tro
l m
y tem
p
er an
d
 ad
vo
cate p
eace. 
T
h
ird
 P
erio
d
 
I [
―
―] b
eyo
n
d
 scien
ce. I g
ro
w
 in
terested
 in
 B
u
d
d
h
ism
…. I 
ad
o
p
t m
an
y o
f th
e teach
in
g
s o
f B
u
d
d
h
ism
 an
d
 p
reach
 it to
 all I 
k
n
o
w
. I b
eco
m
e in
ten
sely re
lig
io
u
s an
d
 calm
." 
 
（
一
） 
F
itch
, A
m
erican
 B
u
ild
in
g
, p
.9
7
. 
（
二
） 
Ib
id
. 
（
三
） 
T
alb
o
t H
am
lin
, A
m
erican
 S
p
irit, p
.1
6
4
. 
（
四
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, A
 H
isto
ry o
f A
rch
itectu
re
, p
.5
5
4
. 
― 
"T
h
ese 
[fo
reig
n
 arts an
d
 crafts] in
sp
ired
 m
an
y attem
p
ts at im
itatio
n
" 
（
五
） 
T
alb
o
t H
am
lin
, o
p
.cit.kim
, p
.1
6
5
. 
― "C
o
in
cid
en
tly a p
erio
d
 o
f aesth
etic 
ferm
en
t in
 E
u
ro
p
e w
as m
arked
 b
y th
e h
eig
h
t o
f R
u
sk
in
's in
flu
en
ce, W
illiam
 
M
o
rris' h
ero
ic an
d
 m
ag
n
ificen
t zest fo
r excellen
ce o
f craftsm
an
sh
ip
 an
d
 
straig
h
tfo
rw
ard
 b
eau
ty o
f d
esig
n
, an
d
 th
e vo
g
u
e o
f p
re
―R
ap
h
aelitism
." 
（
六
）M
u
m
fo
rd
, T
h
e B
ro
w
n
 D
ecad
es, p
.1
4
.  
― 
"T
h
e D
ecad
e th
at saw
 th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
, b
ravely arrayed
 in
 
cast
―iro
n
 façad
es cro
w
n
ed
 w
ith
 cast
―iro
n
 statu
ary, cro
w
n
in
g
 o
ver th
e 
triu
m
p
h
s o
f th
e H
o
e p
ress an
d
 th
e C
o
rliss en
g
in
e, saw
 also
 th
e 
co
rru
p
tio
n
 o
f G
ran
t's ad
m
in
istratio
n
 an
d
 th
e exp
o
su
re o
f th
e T
w
eed
 
rin
g
 in
 N
ew
 Y
o
rk
." 
（
七
） 
Ib
id
., p
.1
5
. 
― "th
e tw
o
 p
o
st
―w
ar g
en
eratio
n
s" 
（
八
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "R
u
ssell S
tu
rg
is's A
rch
itectu
re," T
h
e 
A
rch
tiectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
5
, N
o
.6
, Ju
n
. 1
9
0
9
, p
.4
0
5
. 
― 
"A
s th
e n
ew
 g
en
eratio
n
s m
ay n
eed
 to
 b
e rem
in
d
ed
, 1
8
7
6
 w
as th
e 
o
ccasio
n
 o
f a co
n
sid
erab
le arch
itectu
ral aw
ak
en
in
g
. F
o
r it w
as th
e year 
o
f th
e C
en
ten
n
ial E
xp
o
sitio
n
 at P
h
ilad
elp
h
ia, w
h
ich
 w
as q
u
ite as 
in
flu
en
tial in
 its effect u
p
o
n
 arch
itectu
re an
d
 art, th
o
u
g
h
 in
 a w
id
ely 
d
ifferen
t w
ay, as th
e C
o
lu
m
b
ian
 E
xp
o
sitio
n
 at C
h
icag
o
, seven
teen
 years 
later." 
（
九
） 
A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "T
h
e B
attle o
f S
tyles," T
h
e A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.1
, N
o
.3
, Jan
. 
―M
ar. 1
8
9
2
, p
.2
7
0
. 
― "w
h
ich
 started
 a veritab
le 
ren
aissan
ce in
 A
m
erican
 art" 
（
一
〇
） 
Id
em
., "T
h
e In
flu
en
ce o
f th
e E
co
le d
es B
eau
x
―A
rts o
n
 O
u
r 
A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
3
, N
o
.4
, A
p
r. 
1
9
0
8
 . p
.2
4
4
. 
― "an
 extrao
rd
in
ary evo
lu
tio
n
―alm
o
st a revo
lu
tio
n
" 
（
一
一
） 
C
h
arles H
en
ry Israels, "A
m
erican
 A
rch
itectu
re: A
 F
o
reig
n
 A
rt w
ith
 a 
F
u
tu
re," A
A
&
B
N
, V
o
l.8
7
, N
o
.1
5
2
9
, 1
5
 A
p
r. 1
9
0
5
, p
p
.1
1
9
―1
2
1
. 
（
一
二
） 
Ib
id
. p
.1
1
9
. 
― "W
ith
 th
e era o
f b
u
sin
ess p
ro
sp
erity fo
llo
w
in
g
 th
e 
C
ivil W
ar an
d
 cu
lm
in
atin
g
 in
 th
e C
en
ten
n
ial E
xp
o
sitio
n
, th
ere cam
e an
 
aw
ak
en
in
g
 
―artistic an
d
 in
d
u
strial." 
（
一
三
） 
Ib
id
. 
― "S
tim
u
lated
 b
y th
e trem
en
d
o
u
s b
u
sin
ess en
erg
y o
f th
e 
n
atio
n
, n
ew
 p
ro
b
lem
s w
ere p
resen
ted
 to
 th
e arch
itect fo
r so
lu
tio
n
, 
p
ro
b
lem
s p
ecu
liar to
 A
m
erican
 civilizatio
n
, fo
r w
h
ich
 th
ere w
ere n
o
 
p
reced
en
ts." 
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（
一
四
） 
N
ath
an
 C
liffo
rd
 R
ick
er, "P
o
ssib
ilities fo
r A
m
erican
 A
rch
ite
ctu
re," 
IA
&
B
N
, V
o
l.6
, N
o
.5
, N
o
v. 1
8
8
5
, p
p
.6
2
―6
3
. 
（
一
五
） 
Ib
id
., p
.6
2
. 
― "In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 o
f 1
8
7
6
 w
as a revelatio
n
 to
 
m
o
st A
m
erican
 visito
rs," 
（
一
六
） 
Ib
id
. 
― "m
o
st A
m
erican
 visito
rs, w
h
o
 w
ere p
ro
fo
u
n
d
ly im
p
ressed
 b
y 
th
e su
p
erio
rity o
f th
e artistic p
ro
d
u
ctio
n
s o
f m
an
y fo
reig
n
 co
u
n
tries to
 o
u
r 
o
w
n
, esp
ecially in
 th
e arts d
irectly co
n
n
ected
 w
ith
 th
e d
eco
ratio
n
 o
f th
e 
d
w
ellin
g
." 
（
一
七
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "H
en
ry V
an
 B
ru
n
t: A
rch
itect, W
riter an
d
 
P
h
ilo
so
p
h
er P
art III," IA
&
N
R
, V
o
l.2
3
, N
o
.5
, Ju
n
.1
8
9
4
, p
.4
9
 
― 
"T
h
e 
P
h
ilad
elp
h
ia exp
o
sitio
n
 fu
rn
ish
ed
 th
e o
b
ject lesso
n
 th
at w
as n
ecessary to
 
m
ak
e th
e effo
rts o
f th
e n
ew
 sch
o
o
l o
f ag
itato
rs co
m
p
reh
en
sib
le to
 th
e 
in
terested
 p
u
b
lic." 
（
一
八
） 
R
ick
er, o
p
.cit., p
.6
2
. –
 "T
h
e n
ew
 m
o
vem
en
t so
o
n
 led
 to
 th
e 
estab
lish
m
en
t o
f sp
ecial jo
u
rn
als," 
（
一
九
） 
W
ig
h
t, o
p
.cit., p
.4
9
. –
 "T
h
ey 
… w
ere th
ereb
y en
ab
led
 to
 lo
o
k
 w
ith
 
critical eyes o
n
 o
u
r o
w
n
 co
m
m
o
n
p
lace, in
ferio
r an
d
 u
n
in
terestin
g
 
p
ro
d
u
ctio
n
s." 
（
二
〇
）Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "T
h
e P
h
ilad
elp
h
ia exp
o
sitio
n
 w
as 
fo
llo
w
ed
 b
y a g
en
eral revival o
f p
o
p
u
lar ap
p
reciation
 o
f th
e valu
e o
f g
o
o
d
 
d
esig
n
 in
 everyth
in
g
 ju
st as th
e first g
reat in
tern
atio
n
al exp
o
sitio
n
 o
f 
L
o
n
d
o
n
, in
 1
8
5
1
, w
as." 
（
二
一
） 
F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, A
n
 A
u
to
b
io
grap
h
y, S
an
 F
ran
cisco
, P
o
m
eg
ran
ate, 
2
0
0
5
, p
.1
3
. 
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
百
年
祭
、
観
光
で
一
日
を
過
ご
し
た
あ
と
に
母
親
は
発
見
し
た
。
母
は
も
う
、
そ
れ
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
家
に
帰
る
と
す
ぐ
、
母
は
ボ
ス
ト
ン
に
出
か
け
た
―
〝
ミ
ル
ト
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
〟
へ
。」 
（
二
二
）T
allm
ad
g
e, T
h
e S
to
ry o
f A
rch
itectu
re in
 A
m
erica, p
.1
6
2
. –
 " W
h
o
 in
 
th
is fo
rg
etfu
l an
d
 irreveren
t ag
e h
as th
e fain
test id
ea o
f th
e C
en
ten
n
ial 
E
xp
o
sitio
n
 o
f 1
8
7
6
 o
r th
e slig
h
test resp
ect fo
r it?
" 
（
二
三
） 
Jo
h
n
 A
tlee K
o
w
en
h
o
ven
, M
ad
e in
 A
m
erica: T
h
e A
rts in
 M
o
d
ern
 
C
ivilizatio
n
, G
ard
en
 C
ity, N
ew
 Y
o
rk
, D
o
u
b
led
ay &
 C
o
m
p
an
y, 1
9
4
9
, 
fro
n
ticep
iece. 
（
二
四
） 
Jo
sep
h
 M
. W
ilso
n
, T
h
e M
asterp
ieces o
f th
e C
en
ten
n
ial In
tern
atio
n
al 
E
xh
ib
itio
n
 Illu
strated
 V
o
lu
m
e III: H
isto
ry, M
ech
an
ics, S
cien
ce
, 
P
h
ilad
elp
h
ia, G
eb
b
ie &
 B
arrrie, 1
8
7
5
, p
p
.1
3
―1
4
. "T
h
e en
g
in
e th
ro
u
g
h
o
u
t 
is fin
ish
e
d
 acco
rd
in
g
 to
 th
e h
ig
h
 stan
d
ard
 fo
r w
h
ich
 th
is firm
 is so
 
celeb
rated
―so
lid
, su
b
stan
tial an
d
 n
eat, w
ith
 n
o
 u
seless o
rn
am
en
tatio
n
, 
every p
art fitted
 to
 g
au
g
es an
d
 th
o
ro
u
g
h
ly in
terch
an
g
eab
le, th
e w
h
o
le 
b
ein
g
 an
 excellen
t sp
ecim
en
 o
f A
m
erican
 m
an
u
factu
re" 
（
二
五
） 
F
ran
cis A
. W
alk
er, T
h
e W
o
rld
's F
air. P
h
ilad
elp
h
ia. 1
8
7
6
: A
 C
ritical 
A
cco
u
n
t, N
ew
 Y
o
rk
, C
h
icag
o
, an
d
 N
ew
 O
rlean
s, A
. S
. B
arn
es &
 C
o
., 1
8
7
8
, 
p
.6
6
. –
 "T
riu
m
p
h
 o
f A
m
erican
 in
d
u
strial g
en
iu
s" 
（
二
六
） 
"S
cien
ce an
d
 M
ech
an
ics: O
u
r M
an
u
factu
res at P
aris," P
o
tter's 
A
m
erican
 M
o
n
th
ly, V
o
l.9
, N
o
.6
8
, A
u
g
. 1
8
7
7
, p
.1
5
8
. –
 "an
d
 th
e in
g
en
u
ity 
an
d
 in
d
u
stry w
h
ich
 w
ere crystallized
 in
 th
e m
an
y u
sefu
l in
ven
tio
n
s m
ad
e a 
d
eep
er an
d
 m
o
re lastin
g
 im
p
ressio
n
 o
n
 th
e m
in
d
s o
f visito
rs fro
m
 ab
ro
ad
 
th
an
 all o
th
er th
in
g
s co
m
b
in
ed
," 
（
二
七
） 
"E
xtracts fo
rm
 th
e R
ep
o
rt o
f D
r. Jo
h
n
 A
n
d
erso
n
, L
L
.D
., C
.E
., B
ritish
 
C
o
m
m
issio
n
er, etc.," A
 T
reatise o
n
 M
ach
in
e
―T
o
o
ls, etc. as M
ad
e b
y W
m
. 
S
ellers &
 C
o
., 6
th
 ed
itio
n
, P
h
ilad
elp
h
ia, J. B
. L
ip
p
in
co
tt &
 C
o
., 1
8
8
4
, 
p
.xxvi. –
 "In
 th
is vast array w
ere m
ach
in
es fo
r all p
u
rp
o
ses, sm
all arm
s, 
am
m
u
n
itio
n
, sew
in
g
―m
ach
in
es, clo
cks, w
atch
es, an
d
 all th
e b
ran
ch
es o
f 
m
ach
in
e
―m
ak
in
g
 an
d
 en
g
in
eerin
g
, an
d
 alm
o
st all w
ere fin
ish
ed
 in
 a style 
su
p
erio
r to
 th
at o
f an
y fo
rm
er E
xh
ib
itio
n
" 
（
二
八
） 
Jo
h
n
 A
n
d
erso
n
, "M
ach
in
es an
d
 T
o
o
ls fo
r W
o
rk
in
g
 M
etals, W
o
o
d
, an
d
 
S
to
n
e," R
ep
o
rts o
n
 th
e P
h
ilad
elp
h
ia In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 o
f 1
8
7
6
, 
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V
o
l.1
, L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e E
. E
yre an
d
 W
illiam
 S
p
o
ttisw
o
o
d
e, 1
8
7
7
, p
.2
1
6
. –
 
"O
u
r d
isp
lay at P
h
ilad
elp
h
ia, alth
o
u
g
h
 sm
aller in
 q
u
an
tity w
as co
n
sid
erab
ly 
rich
er in
 o
rig
in
ality an
d
 in
 everyth
in
g
 th
at m
ark
s th
o
u
g
h
t an
d
 p
ro
g
ress." 
（
二
九
） 
Ib
id
. –
 "so
 little o
f fresh
n
ess, an
d
 w
as o
f so
 stereo
typ
ed
 a ch
aracter, as 
to
 g
ive en
co
u
rag
em
en
t to
 so
m
e o
f o
u
r fo
reig
n
 co
m
p
etito
rs 
… w
e are lo
sin
g
 
o
u
r fo
rm
er lead
ersh
ip
 an
d
 th
at it is p
assin
g
 to
 th
e A
m
erican
s." 
（
三
〇
） 
A
n
d
erso
n
, o
p
.cit., p
.2
1
6
. –
 "m
ark
ed
 evid
en
ce o
f p
atrio
tic sp
irit" –
 
"th
e p
ro
d
ig
io
u
s effo
rts m
ad
e b
y in
d
ivid
u
al citizen
s an
d
 firm
s to
 su
stain
 
w
o
rth
ily th
e m
ech
an
ical rep
u
tatio
n
 o
f th
eir co
u
n
try." 
（
三
一
） 
Ib
id
. –
 "m
arked
 evid
en
ce o
f p
atrio
tic sp
irit" 
（
三
二
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e A
m
erican
 in
ven
ts as th
e G
reek
 scu
lp
tu
red
 an
d
 th
e 
Italian
 p
ain
ted
: it is g
en
iu
s." 
（
三
三
） 
E
lish
a B
en
jam
in
 A
n
d
rew
s, H
isto
ry o
f T
h
e U
n
ited
 S
tates, V
o
l.2
, N
ew
 
Y
o
rk
, C
h
arles S
crib
n
er's S
o
n
s, 1
8
9
4
, p
.2
7
0
 
（
三
四
） 
W
alk
er, o
p
.cit., p
.6
6
.  
–
 "T
h
e n
icety an
d
 exactn
ess w
e d
isco
ver in
 a to
y
 
―th
e p
ro
d
u
ct o
f th
e 
m
o
st carefu
l h
o
u
rs o
f a sin
g
le w
o
rk
m
an
 b
en
t o
n
 p
ro
d
u
cin
g
 th
e m
aster 
p
iece o
f h
is craft
― 
w
ere th
ere fo
u
n
d
 d
isp
layed
 in
 larg
e m
ach
in
es o
f 
m
an
y p
arts, th
at co
u
ld
 n
o
t h
ave b
een
 p
u
t to
g
eth
er w
ith
o
u
t th
e active 
co
n
cu
rren
ce o
f m
an
y m
in
d
s." 
（
三
五
） 
O
scar W
ild
e, "Im
p
ressio
n
s o
f A
m
erica," Im
p
ressio
n
s o
f A
m
erica, 
S
tu
art M
aso
n
, ed
., S
u
n
d
erlan
d
, K
eysto
n
e P
ress, 1
9
0
6
, p
.2
4
. 
 
–
" "T
h
ere is n
o
 co
u
n
try in
 th
e w
o
rld
 w
h
ere m
ach
in
ery is so
 lo
vely as in
 
A
m
erica.  
I h
ave alw
ays w
ish
ed
 to
 b
elieve th
at th
e lin
e o
f stren
g
th
 an
d
 th
e lin
e o
f 
b
eau
ty are o
n
e. T
h
at w
ish
 w
as realized
 w
h
en
 I co
n
tem
p
lated
 A
m
erican
 
m
ach
in
ery." 
（
三
六
） 
K
o
w
en
h
o
ven
, o
p
.cit, p
.6
5
. –
 "cu
ltivated
 acad
em
it trad
itio
n
" 
（
三
七
） 
W
ig
h
t, "H
en
ry V
an
 B
ru
n
t p
art III," p
.4
9
. –
 "W
h
at A
m
erica g
ain
ed
 at 
P
h
ilad
elp
h
ia cam
e m
ain
ly fro
m
 E
n
g
lan
d
." 
（
三
八
） 
W
alk
er, o
p
.cit., p
.4
8
. –
 "O
f all th
e fo
reig
n
 n
atio
n
s, G
reat B
ritain
 w
as 
easily first." 
（
三
九
） Ib
id
., p
.4
9
. –
 "N
early all th
e b
est n
am
es in
 E
n
g
lish
 p
ain
tin
g
 to
―d
ay 
w
ere p
resen
t" 
（
四
〇
） 
Ib
id
. –
 "S
ir Jo
h
u
a R
eyn
o
ld
s's p
o
rtrait o
f h
im
self w
as to
 m
an
y alo
n
e 
w
o
rth
 th
e trip
 to
 P
h
ilad
elp
h
ia." 
（
四
一
） 
E
. S
., "T
h
e In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 IV
: B
ritish
 P
ain
tin
g
s —
T
h
e 
R
ealists —
III," T
h
e N
ation
, V
o
l.2
2
, 1
5
 Ju
n
. 1
8
7
6
, p
.3
7
9
. –
 "O
n
 th
e w
h
o
le, 
th
e p
ictu
res b
y th
e p
rici u
x E
n
g
lish
m
en
 w
ill b
e to
 m
o
st sp
ectato
rs a 
revelatio
n
." 
（
四
二
） 
S
. N
. C
., "P
ain
tin
g
s at th
e C
en
te
n
n
ial E
xh
ib
itio
n
: T
h
e E
n
g
lish
 
P
ictu
res," T
h
e A
rt Jo
u
rn
al, V
o
l.2
, 1
8
7
6
, p
.2
1
8
. –
 "T
h
e exh
ib
it o
f G
reat 
B
ritain
 is su
p
erio
r to
 th
at o
f an
y o
th
er co
u
n
try rep
resen
ted
 at th
e 
C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
." 
（
四
三
） 
"T
h
e F
in
e A
rts at th
e C
en
ten
n
ial I
―IV
," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 1
 Ju
l. 1
8
7
6
, 
p
p
.2
1
3
―2
1
4
; 8
 Ju
l. 1
8
7
6
, p
.2
2
1
; 1
5
 Ju
l., p
.2
2
9
; 2
2
 Ju
l. 1
8
7
6
, p
.2
3
6
. 
（
四
四
） 
"T
h
e F
in
e A
rts at th
e C
en
ten
n
ial II," p
.2
2
1
. –
 "T
h
e o
n
ly th
o
ro
u
g
h
ly 
cred
itab
le an
d
 rep
resen
tative co
llectio
n
 o
f p
ictu
res fro
m
 ab
ro
ad
 is th
e 
E
n
g
lish
 exh
ib
it." 
（
四
五
） 
E
. S
., "T
h
e In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 II: B
ritish
 P
ain
tin
g
s," T
h
e N
atio
n
, 
V
o
l.2
2
, 1
 Ju
n
. 1
8
7
6
, p
.3
4
7
. –
 "th
e rarity o
f B
ritish
 p
ictu
res in
 A
m
erica." 
（
四
六
） 
"A
m
erican
 A
rt," S
crib
n
er's M
o
n
th
ly, V
o
l.1
3
, N
o
.1
, N
o
v. 1
8
7
6
, p
.1
2
6
. 
–
 "O
n
e o
f th
e m
o
st n
o
tab
le fact co
n
n
ected
 w
ith
 th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
 
at P
h
ilad
elp
h
ia is th
e u
n
iversal d
evo
tio
n
 to
 th
e art g
alleries." 
（
四
七
） 
Ib
id
., p
.1
2
7
. –
 "w
e lo
o
k fo
rw
ard
 u
p
o
n
 th
e n
ext q
u
arter o
f a cen
tu
ry to
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th
e o
n
ly g
en
eral m
o
vm
en
t in
 art th
at o
u
r yo
u
n
g
 co
u
n
try h
as ever k
n
o
w
n
." 
（
四
八
） 
Ib
id
. –
 "It is th
is w
h
ich
 g
ives th
e h
ig
h
est p
ractical sig
n
ifican
ce to
 th
e 
art exh
ib
itio
n
 at P
h
ilad
elp
h
ia," 
（
四
九
） 
Ib
id
. –
 "T
o
 u
s it is th
e m
o
st h
o
p
efu
l an
d
 p
ro
m
isin
g
 o
f all th
e p
o
ssib
le 
resu
lts o
f th
e G
reat E
xh
ib
itio
n
." 
（
五
〇
） 
"C
o
rresp
o
n
d
en
ce," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 2
3
 D
ec. 1
8
7
6
, p
.4
1
3
. –
 "T
h
e 
C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
 h
as d
irected
 a very g
en
eral in
terest to
w
ard
s th
e 
su
b
ject o
f in
terio
r d
eco
ratio
n
," 
（
五
一
） 
G
eo
rg
e T
itu
s F
erris, G
em
s o
f th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
ition
: co
n
sistin
g o
f 
illu
strated
 d
escrip
tio
n
s o
f o
b
jects o
f an
 artistic ch
aracter, in
 th
e exh
ib
its o
f 
th
e U
n
ited
 S
tates, G
reat B
ritain
, F
ran
ce, S
p
ain
, Italy, G
erm
an
y, B
elgiu
m
, 
N
o
rw
ay, S
w
ed
en
, D
en
m
ark, H
u
n
gary, R
u
ssia, Jap
an
, C
h
in
a, E
gyp
t, 
T
u
rkey, In
d
ia, etc., etc., at th
e P
h
ilad
elp
h
ia In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 o
f 
1
8
7
6
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
7
, p
.9
5
. –
 "a p
erfect g
em
 
o
f b
eau
ty" 
（
五
二
） 
"C
en
ten
n
ial A
rch
itectu
re I," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 3
 Ju
n
. 1
8
7
6
, p
.1
7
8
. –
 "It 
is n
o
t to
 b
e exp
ected
 th
at th
e arch
itectu
re o
f a w
o
rld
's fair w
ill h
ave an
y 
g
reat artistic o
r at least m
o
n
u
m
en
tal valu
e." 
（
五
三
） 
R
ich
ard
 M
o
rris H
u
n
t, "P
ap
er o
n
 th
e A
rch
itectu
ral E
xh
ib
it o
f th
e 
C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
, S
u
p
p
lem
en
t, 2
4
 F
eb
. 1
8
7
7
, p
.ii. –
 
"b
y far th
e m
o
st p
reten
tio
u
s stru
ctu
re o
n
 th
e E
xh
ib
itio
n
 g
ro
u
n
d
s" 
（
五
四
） 
Ib
id
., p
.iii. –
 " In
 view
 o
f th
e fin
e an
d
 varied
 exh
ib
itis m
ad
e in
 
p
ain
tin
g
 an
d
 scu
lp
tu
re, an
d
 o
f th
e n
u
m
ero
u
s an
d
 in
terestin
g
 d
isp
lays in
 th
e 
art
―in
d
u
stries, it can
 h
ard
ly b
e said
 th
at th
eir sister art o
f arch
itectu
re h
as 
b
een
 fairly rep
resen
ted
 at th
e C
en
ten
n
ial E
xh
ib
tio
n
, w
h
eth
er co
n
sid
ered
 
aesth
etically o
r as an
 art o
f co
n
stru
ctio
n
." 
（
五
五
） 
Ib
id
. –
 "A
s co
m
p
ared
 w
ith
 th
e exh
ib
its o
f o
th
er n
atio
n
s, o
n
e is stru
ck
 
w
ith
 th
e am
b
itio
u
s p
reten
sio
n
 o
f o
u
r d
esig
n
s, o
verlo
ad
ed
 as th
ey to
o
 o
ften
 
are w
ith
 m
eretricio
u
s o
rn
am
en
t." 
（
五
六
） 
Ib
id
. –
 "a w
an
t o
f h
arm
o
n
y an
d
 rep
o
se, so
 essen
tial to
 g
o
o
d
 w
o
rk
." 
（
五
七
） 
Jam
es D
ab
n
ey M
cC
ab
e, T
h
e Illu
strated
 H
isto
ry o
f th
e C
en
ten
n
ial 
E
xh
ib
itio
n
, H
eld
 in
 C
o
m
m
em
oratio
n
 o
f th
e O
n
e H
u
n
d
red
th
 A
n
n
iversary o
f 
A
m
erican
 In
d
ep
en
d
en
ce, P
h
ilad
elp
h
ia, T
h
e N
atio
n
al P
u
b
lish
in
g
 C
o
m
p
an
y, 
1
8
7
6
, p
.6
8
0
. –
 "am
o
n
g
 th
e h
an
d
so
m
est in
 th
e E
xh
ib
itio
n
 en
clo
su
re
" 
（
五
八
） 
B
ru
ce P
rice, "T
h
e S
u
b
u
rb
an
 H
o
u
se," S
crib
n
er's M
agazin
e, V
o
l.8
, 
N
o
.1
, Ju
l. 1
8
9
0
, p
.1
8
. 
（
五
九
） 
Ib
id
., p
.4
. –
 "O
n
e b
eau
tifu
l tru
th
 fell u
p
o
n
 m
an
y" 
（
六
〇
） 
Ib
id
. –
 "h
o
w
 lo
vely a th
in
g
 a co
ttag
e co
u
ld
 b
e w
h
en
 b
u
ilt w
ith
 artistic 
in
tellig
en
ce" 
（
六
一
） 
Ib
id
., p
.1
9
. –
 "th
is at least h
as th
e in
stin
ct o
f tru
th
, an
d
 an
 h
o
n
est 
p
u
rp
o
se." 
（
六
二
） 
Ib
id
., p
.1
8
. –
 "B
u
t th
e Q
u
een
 A
n
n
e R
evival in
 E
n
g
lan
d
, fro
m
 w
h
ich
 
all th
is w
o
rk
 started
, w
as so
 d
ifferen
t in
 its m
o
tives, b
o
th
 in
 th
e u
se o
f 
m
aterials an
d
 d
isp
o
sitio
n
 o
f th
e p
lan
, th
at th
e A
m
erican
 co
u
sin
 so
o
n
 lo
st all 
fam
ily resem
b
lan
ce." 
（
六
三
） 
"P
late N
o
.X
L
V
. 
―O
ld
 H
o
u
se at N
ew
p
o
rt, R
.I.," T
h
e N
ew
―Y
o
rk 
S
ketch
―B
o
o
k o
f A
rch
itectu
re, V
o
l.1
, N
o
.1
2
, D
ec. 1
8
7
4
, p
.1
. –
 "alw
ays 
reaso
n
ab
le, sim
p
le in
 o
u
tlin
e, an
d
 freq
u
en
tly sh
o
w
 g
reat b
eau
ty o
f d
etail" 
（
六
四
） 
Ib
id
. –
 "M
o
st o
f th
e am
b
itio
u
s d
ew
llin
g
s o
f th
e p
resen
t d
ay." 
（
六
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," A
m
erican
 
A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, p
p
.1
0
2
―1
0
3
. 
元
記
事
は A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.4
, N
o
.1
, Ju
l.
―S
ep
. 1
8
9
4
, p
p
.1
―1
3
. 
–
 " T
h
o
u
g
h
 Q
u
een
 A
n
n
e, sp
ecifically so
 called
, w
as a very p
assin
g
 
fash
io
n
, th
e p
referen
ce fo
r classic d
etail, as an
 o
rd
erly an
d
 u
n
d
ersto
o
d
 
assem
b
lag
e o
f fo
rm
s in
 th
e u
se o
f w
h
ich
 it w
as d
ifficu
lt to
 attain
 a 
p
o
sitively o
ffen
sive resu
lt, su
rvived
 Q
u
een
 A
n
n
e, an
d
 h
as b
een
 so
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p
o
ten
t ever sin
ce th
at th
e p
resen
t ten
d
en
cy o
f arch
itectu
re in
 th
is 
co
u
n
try is a reversio
n
 to
 th
e R
en
aissan
ce th
at h
as p
revailed
 in
 E
u
ro
p
e 
fo
r th
e p
ast th
ree cen
tu
ries." 
（
六
六
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, M
y L
ife in
 A
rch
itectu
re, B
o
sto
n
, L
ittle B
ro
w
n
, 
an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
3
6
. 
（
六
七
） Ib
id
., p
.3
0
. –
 "th
e so
―called
 "V
icto
rian
 G
o
th
ic" th
at w
as m
easu
rab
ly 
im
p
o
sed
 b
y th
e teach
in
g
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
, an
d
 th
at resu
lted
 in
 stran
g
e 
fo
rm
s an
d
 m
o
d
es im
p
o
rted
 fro
m
 N
o
rth
 Italy, an
d
 so
m
ew
h
at m
ish
an
d
led
 in
 
tran
sit." 
（
六
八
） Ib
id
. –
 "B
y th
e year 1
8
8
0
, th
erefo
re, th
e g
en
eral co
n
d
itio
n
 w
as o
n
e o
f 
co
n
fu
sio
n
 w
o
rse co
n
fo
u
n
d
ed
" 
（
六
九
） Ib
id
., p
.9
. –
 "read
 everyth
in
g
 th
at R
u
sk
in
 h
ad
 w
ritten
" 
（
七
〇
） 
M
arian
a G
risw
o
ld
 V
an
 R
en
sselaer, S
ix P
o
rtraits: D
ella R
o
b
b
ia, 
C
o
rreggio
, B
lake, C
o
ro
t, G
eo
rge F
u
ller, W
in
slo
w
 H
o
m
er, B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 
Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
8
9
, p
.9
5
. –
 "T
h
e first fro
th
 o
f 
R
u
sk
in
's in
flu
en
ce h
as b
lo
w
n
 aw
ay
." 
（
七
一
） 
M
rs. S
ch
u
yler V
an
 R
en
sselaer, H
an
d
b
o
o
k o
f E
n
glish
 C
ath
ed
rals, N
ew
 
Y
o
rk
, T
h
e C
en
tu
ry C
o
., 1
8
8
7
. 
（
七
二
） 
M
rs. S
ch
u
yler V
an
 R
en
sselaer, H
en
ry H
o
b
so
n
 R
ich
ard
so
n
, an
d
 H
is 
W
o
rks, B
o
sto
n
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
8
8
. 
（
七
三
） 
"E
xh
ib
itio
n
s an
d
 S
ales," T
h
e A
m
erican
 A
rt R
eview
: A
 Jo
u
rn
al D
evo
ted
 
to
 th
e P
ractice, T
h
eo
ry, H
isto
ry, an
d
 A
rch
aeo
lo
gy o
f A
rt, 1
8
8
0
, p
.4
5
 
等
。 
（
七
四
） 
Jo
h
n
 L
aF
arg
e, "R
u
sk
in
, A
rt an
d
 T
ru
th
," In
tern
atio
n
al M
o
n
th
ly, V
o
l.2
, 
1
 Ju
l. 1
9
0
0
, p
.5
1
0
. –
 "It w
as b
u
t n
atu
ral, th
en
, to
 refer to
 h
im
 as a p
erso
n
 
o
f su
ch
 im
p
o
rtan
ce as h
e n
ever can
 b
e ag
ain
." 
（
七
五
） 
Jam
es T
u
rn
er, T
h
e L
ib
eral E
d
u
catio
n
 o
f C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, 
B
altim
o
re an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e H
o
h
n
s H
o
p
kin
s U
n
iversity P
ress, 1
9
9
9
, 
p
p
.2
2
4
―2
2
5
. 
（
七
六
） 
"M
. A
u
g
u
ste B
arth
o
rd
i," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
, N
o
.8
8
, 1
 S
ep
. 1
8
7
7
, 
p
p
.2
7
8
―2
7
9
. 
（
七
七
） 
Ib
id
., p
.2
7
8
. –
 "w
e sh
o
u
ld
 b
e d
isp
o
sed
 to
 m
ark
 th
e eras rath
er b
y a 
su
ccessio
n
 o
f styles th
an
 m
aterials" 
（
七
八
） 
Ib
id
., p
.2
7
7
―2
7
8
. –
 "th
e M
ed
iaeval, tran
sferred
 d
irect fro
m
 o
u
r 
E
n
g
lish
 co
u
sin
s (an
d
 n
o
t fro
m
 th
e F
ren
ch
 sch
o
o
l o
f V
io
llet
―le
―D
u
c, as o
u
r 
critic states)," 
（
七
九
） 
Ib
id
., p
.2
7
8
. –
 "an
d
 still m
ain
tain
ed
 w
ith
 p
ersisten
t vig
o
r." 
（
八
〇
） 
"T
h
e D
eath
 o
f M
. V
io
llet
―le
―D
u
c," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
, N
o
.1
9
6
, 2
7
 S
ep
. 
1
8
7
9
, p
.9
7
. 
–
 "E
ven
 th
e en
th
u
siasm
 excited
 b
y th
e m
o
vin
g
 elo
q
u
en
ce o
f R
u
sk
in
 
seem
s to
 h
ave b
een
 tran
sito
ry co
m
p
ared
 w
ith
 th
e en
erg
etic cru
sad
e 
w
h
ich
 h
as b
een
 carried
 o
n
 d
u
rin
g
 th
e last tw
en
ty years ag
ain
st sh
am
 
an
d
 p
reten
ce in
 d
esig
n
 o
f all k
in
d
s, fo
r w
h
ich
 th
e w
o
rk
s o
f 
V
io
llet
―le
―D
u
c h
ave served
 b
o
th
 as m
o
ral in
sp
iratio
n
 ag
ain
st yield
in
g
 to
 
th
e tem
p
tatio
n
s o
f a vicio
u
s style, an
d
 m
aterial reso
u
rce fo
r th
e 
fo
rm
atio
n
 o
f a b
etter o
n
e." 
（
八
一
） 
Ib
id
. –
 "h
is co
n
vin
cin
g
 an
alyses o
f th
e arch
itectu
re b
o
th
 o
f an
tiq
u
ity 
an
d
 o
f th
e M
id
d
le A
g
es as th
e exp
ressio
n
s an
d
 n
ecessary co
n
seq
u
en
ce o
f 
certain
 system
s o
f co
n
stru
ctio
n
" 
（
八
二
） 
"M
. V
io
llet
―le
―D
u
c," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
, N
o
.1
9
9
, 1
8
 O
ct. 1
8
7
9
, p
.1
2
7
. –
"P
ro
b
ab
ly n
o
 o
th
er m
an
 am
o
n
g
st h
is co
n
tem
p
o
raries h
ad
 n
o
 p
ro
fo
u
n
d
 an
 
acq
u
ain
tan
ce w
ith
 m
ed
iaeval art, o
r su
ch
 as im
p
assio
n
ed
 feelin
g
 fo
r it." 
（
八
三
） 
"M
. V
io
llet
―le
―D
u
c," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
, N
o
.1
9
8
, 1
1
 O
ct. 1
8
7
9
, p
.1
1
4
. –
 
"th
e p
lace th
at M
r. R
u
sk
in
 m
ig
h
t h
ave o
ccu
p
ied
, if h
e h
ad
 b
een
 a 
F
ren
ch
m
an
 an
d
 an
 arch
itect, w
ith
 a tu
rn
 fo
r scien
ce, V
io
llet
―le
―D
u
c h
as 
filled
." 
（
八
四
） 
Ib
id
. –
 "T
h
at w
h
ich
 fo
rced
 itself u
p
o
n
 h
is o
w
n
 m
in
d
 in
 stu
d
yin
g
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G
o
th
ic as w
ell as an
cien
t arch
itectu
re, b
u
t esp
ecially G
o
th
ic" 
（
八
五
） 
Ib
id
. –
 "M
o
u
n
tain
s o
f sto
n
e, n
o
t w
o
rth
y th
e n
am
e o
f arch
itectu
re
" 
（
八
六
） 
Ib
id
. –
 "a term
 o
f rep
ro
ach
" 
（
八
七
） 
Ib
id
. –
 "P
u
g
in
 an
d
 R
u
skin
, w
h
o
 w
ere p
erh
ap
s th
e first to
 p
erceive 
h
o
w
 essen
tial w
as th
e elem
en
t o
f tru
th
 in
 an
 arch
itectu
re" 
（
八
八
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e ferven
cy w
ith
 w
h
ich
 R
u
sk
in
 p
reach
ed
 th
e n
ew
 d
o
ctrin
e 
o
f m
o
ral p
rin
cip
le in
 d
esig
n
 aro
u
sed
 th
e sym
p
ath
y o
f th
o
se w
h
o
 saw
 in
 it a 
m
ean
s o
f at last freein
g
 art fro
m
 its w
eariso
m
e slavery to
 sto
ck
 p
attern
s, 
… 
an
d
 so
m
e o
f th
e b
est m
in
d
s in
 E
u
ro
p
e set th
em
selves to
 th
e revivificatio
n
 
o
f tru
th
 in
 d
esig
n
" 
（
八
九
） 
Ib
id
. –
 "V
io
llet
―le
―D
u
c's b
o
o
k
s 
… o
p
p
o
rtu
n
ely ap
p
eared
, o
verflo
w
in
g
 
w
ith
 su
g
g
estio
n
s, exam
p
les, an
d
 p
recep
ts, w
h
ich
 w
ere cag
erly seized
 u
p
o
n
 
an
d
 ap
p
ro
p
riated
." 
（
九
〇
） 
E
u
gèn
e E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, L
earn
in
g to D
raw
, or th
e S
to
ry o
f 
a Y
o
u
n
g D
esign
er, V
irg
in
ia C
h
am
p
lin
, tr., N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
's S
o
n
s, 
1
8
8
1
. 
原
書
は id
em
., H
istoire d'un dessinateur: com
m
ent on apprend à 
d
essin
er, P
aris, B
ib
lio
thèq
u
e d
'ed
u
catio
n
 et d
e récréatio
n
, 1
8
7
9
. 
（
九
一
） 
A
rth
u
r R
o
tch
, "R
eview
: L
earn
in
g
 to
 D
raw
," T
h
e A
m
erican
 A
rt R
eview
, 
V
o
l.2
, N
o
.4
, F
eb
. 1
8
8
1
, p
.1
5
9
. –
 "A
t an
 early ag
e V
io
llet
―le
―D
u
c revo
lted
 
ag
ain
st th
e classical ro
u
tin
e o
f th
e É
co
le d
es B
eau
x
―A
rts in
 P
aris, an
d
 
b
eg
an
 alo
n
e th
e stu
d
y o
f th
e m
o
n
u
m
en
t o
f F
ran
ce, w
h
ich
 at th
at tim
e h
ad
 
received
 little atten
tio
n
." 
（
九
二
） 
Ib
id
. –
 "it w
as fro
m
 G
o
th
ic arch
itectu
re th
at V
io
llet
―le
―D
u
c learn
ed
 
th
e valu
e o
f tru
th
 an
d
 lo
g
ic in
 art." 
（
九
三
） 
Ib
id
. –
 "D
ep
en
d
en
ce u
p
o
n
 reaso
n
 rath
er th
an
 p
reced
en
t b
ecam
e th
e 
k
ey
―n
o
te o
f h
is life, an
d
 a cru
sad
e ag
ain
st acad
em
ic su
p
rem
acy in
 art, lik
e 
th
at aro
u
sed
 b
y th
e b
rillian
t p
o
lem
ics o
f M
r. R
u
sk
in
 in
 E
n
g
lan
d
, w
as o
n
e o
f 
V
io
llet
―le
―D
u
c's p
ersisten
t aim
s." 
（
九
四
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
rt W
o
rk
 at P
h
ilad
elp
h
ia: E
n
g
lish
 F
u
rn
itu
re," 
A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 2
 D
ec., 1
8
7
6
, p
p
.3
8
9
―3
9
0
. 
（
九
五
） 
Ib
id
., p
.3
8
9
. –
 "T
h
e h
o
u
se o
f C
o
x &
 S
o
n
s h
as b
een
 id
en
tified
 w
ith
 th
e 
G
o
th
ic revival ever sin
ce P
u
g
in
 g
ave it su
ch
 an
 im
p
etu
s" 
（
九
六
） 
Ib
id
. –
 "o
u
r attem
p
ts to
 m
ak
e G
o
th
ic fu
rn
itu
re, o
r rath
er fu
rn
itu
re in
 
th
e G
o
th
ic sp
irit," 
（
九
七
） 
Ib
id
. –
 "o
n
e o
f th
o
se g
en
u
in
e fo
u
rteen
th
―cen
tu
ry ch
ests o
f w
h
ich
 
V
io
llet
―le
―D
u
c g
ives su
ch
 ad
m
irab
le illu
stratio
n
s in
 h
is D
ictio
n
ary o
f 
F
u
rn
itu
re." 
（
九
八
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
rt W
o
rk
 at P
h
ilad
elp
h
ia: A
m
erican
 F
u
rn
itu
re 
(C
o
n
clu
d
ed
)," ib
id
., V
o
l.2
, 1
8
 Jan
. 1
8
7
7
, p
.1
3
. –
 "o
n
 co
n
stru
ctive 
p
rin
cip
les." 
（
九
九
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
rt W
o
rk
 at P
h
ilad
elp
h
ia:A
m
erican
 F
u
rn
itu
re II," 
ib
id
., V
o
l.2
, 6
 Jan
. 1
8
7
7
, p
.4
. –
 "u
n
til recen
tly h
ad
 o
n
ly b
een
 seen
 in
 a few
 
w
o
rk
s d
esig
n
ed
 b
y arch
itects" 
（
一
〇
〇
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
rt W
o
rk
 at P
h
ilad
elp
h
ia: A
m
erican
 F
u
rn
itu
re 
(C
o
n
clu
d
ed
)," p
.1
3
. –
 "T
h
e G
o
th
ic revival in
 A
m
erica w
as co
m
m
en
ced
 b
y 
m
em
b
ers o
f th
e arch
itectu
ral p
ro
fessio
n
, u
n
d
er th
e in
sp
iratio
n
 o
f 
V
io
llet
―le
―D
u
c an
d
 th
e co
n
tem
p
o
ran
eo
u
s w
o
rk
s o
f th
e E
n
g
lish
 arch
itects." 
（
一
〇
一
） 
"A
rch
aeo
lo
g
y an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re," A
A
&
B
N
, V
o
l.4
 N
o
.1
4
5
, 
5
 O
ct. 1
8
7
8
, p
p
.1
1
4
―1
1
5
. 
（
一
〇
二
）Ib
id
., p
.1
1
5
. –
 "T
h
e G
o
th
ic revival h
as b
een
 stim
u
lated
 b
y b
o
th
 
G
erm
an
s an
d
 E
n
g
lish
; M
. V
io
llet
―le
―D
u
c h
as b
een
 p
erh
ap
s a m
o
re 
h
o
n
o
red
 p
ro
p
h
et th
an
 an
y E
n
g
lish
m
an
;" 
（
一
〇
三
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "T
h
e C
o
n
d
itio
n
 o
f A
rch
itectu
re in
 th
e 
W
estern
 S
tates I," A
A
&
B
N
, V
o
.7
, N
o
.2
2
0
, 1
3
 M
ar. 1
8
8
0
, p
p
.1
0
7
―1
0
9
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 –
 "th
e d
esig
n
 o
f su
ch
 b
u
ild
in
g
s, th
o
u
g
h
 it h
as little 
in
 co
m
m
o
n
 w
ith
 an
y h
isto
rical style, h
as b
een
 larg
ely in
flu
en
ced
 b
y th
e 
stu
d
y o
f m
ed
iaeval G
o
th
ic arch
itectu
re an
d
 th
e w
o
rk
s o
f V
io
llet
―le
―D
u
c, 
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w
h
ich
 h
ave h
ad
 su
ch
 exten
sive circu
latio
n
 in
 th
is co
u
n
try." 
（
一
〇
四
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f N
ew
 P
h
ases o
f th
e F
in
e 
A
rts in
 A
m
erica," IA
&
N
R
, V
o
l.4
, N
o
s.4
, 5
, N
o
v., D
ec. 1
8
8
4
, p
p
.5
1
―5
3
, 
p
p
.6
3
―6
4
. 
（
一
〇
五
） 
Ib
id
., p
.5
2
. –
 "Jo
h
n
 R
u
k
sin
, th
e ap
o
stle an
d
 h
ig
h
est au
th
o
rity o
f th
e 
n
ew
m
o
vem
en
t in
 E
n
g
lan
d
 an
d
 A
m
erica," 
（
一
〇
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e arch
itects th
erefo
re n
ever lo
o
k
ed
 u
p
 to
 R
u
sk
in
 w
ith
 
th
e esteem
 w
h
ich
 sh
o
u
ld
 attach
 to
 a lead
er," 
（
一
〇
七
） 
Ib
id
. –
 "a w
ell in
ten
tio
n
ed
 am
ateu
r w
an
tin
g
 th
e tech
n
ical 
k
n
o
w
led
g
e o
f th
eir p
ro
fessio
n
, b
u
t p
resu
m
in
g
 to
 g
o
 to
 th
e d
ep
th
s o
f 
co
n
stru
ctio
n
, w
h
ich
 h
e d
id
 n
o
t fu
lly u
n
d
erstan
d
, to
 elu
cid
ate th
e p
rin
cip
les 
w
h
ich
 sh
o
u
ld
 g
u
id
e th
em
." 
（
一
〇
八
） 
Ib
id
. 
（
一
〇
九
） 
Ib
id
., p
.5
3
. 
–
 " it is rem
ark
ab
le h
o
w
 sm
all an
d
 ap
p
aren
tly in
sig
n
ifican
t th
ey w
ere. 
A
s n
o
th
in
g
 circu
lates so
 fast as p
rin
ted
 b
o
o
k
s, everyth
in
g
 p
o
in
ted
 o
n
 
th
is su
b
ject w
as read
 w
ith
 avid
ly b
y a larg
e class o
f ed
u
cated
 A
m
erican
s, 
an
d
 esp
ecially th
e w
ritin
g
s o
f R
u
sk
in
. 
… A
lread
y th
ere w
ere sm
all 
b
o
d
ies o
f m
en
 an
d
 w
o
m
en
 w
h
o
 em
an
cip
atio
n
 fro
m
 th
e o
ld
 ten
ets o
f th
e 
p
revalen
t sch
o
o
ls o
f art. M
an
y o
f th
e arch
itects, in
flu
en
ced
 b
y w
h
at th
ey 
h
ad
 seen
 ab
ro
ad
, h
ad
 co
m
m
en
ced
 to
 m
ak
e n
ew
 an
d
 o
rig
in
al d
esig
n
s; 
b
u
t n
o
 co
n
certed
 m
o
vem
en
t h
ad
 ever b
een
 m
ad
e, an
d
 u
p
 to
 th
e year 
1
8
6
0
 an
y o
n
e w
h
o
 w
an
ted
 a sen
sib
le p
iece o
f fu
rn
itu
re, a h
an
d
so
m
e 
carp
et, o
r an
yth
in
g
 w
o
rth
 h
avin
g
 to
 d
eco
rate a h
o
u
se, h
ad
 to
 g
o
 w
ith
o
u
t 
it; an
d
 if h
e w
an
ted
 a g
o
o
d
 p
ictu
re h
e w
o
u
ld
 still h
ave to
 g
o
 to
 an
 
acad
em
ician
 o
f th
e N
atio
n
al A
cad
em
y," 
（
一
一
〇
） 
Ib
id
., p
.6
5
. –
 "T
h
ey d
id
 n
o
t p
resu
m
e to
 d
o
 th
e w
o
rk
 o
f th
e E
g
lish
 
refo
rm
ers o
f art, o
r to
 assu
m
e th
eir title. T
h
ey p
referred
 to
 b
e called
 o
n
ly 
'R
ealists.'" 
（
一
一
一
） 
"T
h
e S
tyle o
f Q
u
een
 A
n
n
e," T
h
e B
ritish
 A
rch
itect, V
o
l.1
, N
o
.4
, 2
3
 
Jan
. 1
8
7
4
, p
.5
7
; T
h
e A
m
erican
 B
u
ild
er: A
 Jo
u
rn
al o
f In
d
u
strial A
rt, V
o
l.1
0
, 
A
p
r. 1
8
7
4
, p
.8
4
. –
 "In
 certain
 asp
ects th
e G
o
th
ic revival m
ay b
e ap
tly 
co
m
p
ared
 w
ith
 th
e p
re
―R
ap
h
aelite m
o
vem
en
t in
 p
ain
tin
g
." 
（
一
一
二
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "H
en
ry V
an
 B
ru
n
t: A
rch
itect, W
riter an
d
 
P
h
ilo
so
p
h
er P
art III," IA
&
N
R
, V
o
l.2
3
, N
o
.4
, Ju
n
.1
8
9
4
, p
.4
9
. –
 "B
u
t after 
1
8
7
6
 it b
eg
an
 to
 b
e p
o
p
u
lar w
ith
 th
e A
m
erican
 arch
itects." 
（
一
一
三
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e so
―called
 an
d
 o
ft
―d
erid
ed
 an
d
 sn
eered
 at 'G
o
th
ic' 
revival" 
（
一
一
四
）Ib
id
. –
 "B
u
t after 1
8
5
1
 th
ere b
eg
an
 to
 arise, m
ain
ly am
o
n
g
 th
e b
est 
in
fo
rm
ed
 yo
u
n
g
 arch
itects an
d
 a few
 stu
d
en
t am
ateu
rs lik
e R
u
sk
in
, a 
n
u
m
b
er o
f ad
co
cates w
h
o
 elu
cid
ated
 th
e u
n
d
erlyin
g
 p
rin
cip
les o
f tru
th
 in
 
co
n
stru
ctio
n
, an
d
 th
e fid
elity o
f d
esin
g
 to
 co
n
stru
ctio
n
," 
（
一
一
五
） 
C
h
arles H
erb
ert M
o
o
re, D
evelo
p
m
en
t &
 C
h
aracter o
f G
o
th
ic 
A
rch
itectu
re, L
o
n
d
o
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, M
acm
illan
 an
d
 C
o
., 1
8
9
0
. 
（
一
一
六
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, E
u
ro
p
ean
 A
rch
itectu
re: A
 H
isto
rical S
tu
d
y
, N
ew
 
Y
o
rk
, T
h
e M
acm
illan
 C
o
m
p
an
y an
d
 L
o
n
d
o
n
, M
acm
illan
 &
 C
o
., 1
8
9
6
. 
（
一
一
七
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, N
ew
 E
d
itio
n
, 
S
u
n
n
ysid
e, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
8
0
. 
（
一
一
八
） 
M
o
o
re, o
p
.cit., p
.7
. –
 "clear an
d
 u
n
m
istak
ab
le d
efin
itio
n
" 
（
一
一
九
） Ib
id
. –
 "th
is arch
itectu
re [G
o
th
ic] co
n
sists p
rim
arily in
 a p
ecu
liar 
stru
ctu
ral system
, 
―a system
 w
h
ich
 w
as a g
rad
u
al evo
lu
tio
n
 o
u
t o
f th
e 
arch
ec R
o
m
an
 th
ro
u
g
h
 th
e R
o
m
an
esq
u
e," 
（
一
二
〇
） Ib
id
., p
.8
. 
― "an
d
 th
at its d
istin
ctive ch
aracteristic is th
at th
e 
w
h
o
le sch
em
e o
f th
e b
u
ild
in
g
 is d
eterm
in
ed
 b
y, an
d
 its w
h
o
le stren
g
th
 is 
m
ad
e to
 resid
e in
, a fin
ely o
rg
an
ized
 an
d
 fran
k
ly co
n
fessed
 fram
ew
o
rk
 
rath
er th
an
 in
 w
alls." 
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（
一
二
一
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit., p
.1
9
2
 n
.1
. 
（
一
二
二
）W
ig
h
t, "R
em
in
iscen
ces o
f S
tu
rg
is," p
.1
2
6
. –
 "it is q
u
ite im
p
o
ssib
le 
fo
r an
 E
n
g
lish
 w
riter o
n
 arch
itectu
re to
 ad
m
it th
e tru
e arch
aeo
lo
g
ical 
stan
d
p
o
in
t w
ith
 reg
ard
 to
 th
e o
rig
in
 an
d
 n
atu
re o
f G
o
th
ic." 
（
一
二
三
） 
Jo
h
n
 F
erg
u
so
n
 W
eir, "T
h
e A
rch
itect an
d
 h
is A
rt," P
rin
ceto
n
 
R
eview
, Jan
.
―Ju
n
. 1
8
8
2
, p
p
.7
2
―8
4
. 
（
一
二
四
） 
Ib
id
., p
.7
2
. –
 "In
 o
rd
er to
 create a b
laze w
e m
u
st h
eap
 w
o
o
d
 an
d
 
live co
als to
g
eth
er, arran
g
e th
e stick
s, an
d
 b
lo
w
 th
e sm
o
ld
erin
g
 p
ile u
n
til it 
b
reak
s in
to
 a flam
e" 
（
一
二
五
） 
Ib
id
., p
.7
9
. 
― " S
cien
ce th
u
s rein
fo
rces art, an
d
 b
y its su
b
tle law
s 
en
ab
les th
e arch
itect th
u
s to
 su
b
ju
g
ate m
atter." 
（
一
二
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e art o
f d
isp
o
sin
g
 h
is m
aterials in
 a su
itab
le an
d
 
eco
n
o
m
ical m
an
n
er to
 attain
 a g
iven
 u
tilitarian
 en
d
 is p
ro
p
erly co
m
p
rised
 
in
 th
e scien
ce o
f en
g
in
eerin
g
; b
u
t w
h
en
 ab
o
ve an
d
 b
eyo
n
d
 th
ese u
tilitarian
 
en
d
s, yet in
 n
o
 p
articu
lar su
b
vertin
g
 th
em
, th
e b
u
ild
er seek
s so
m
e 
exp
ressio
n
 o
f b
eau
ty in
 h
is co
n
stru
ctio
n
, h
e th
en
 b
eco
m
es an
 arch
itect." 
（
一
二
七
） 
Ib
id
., p
.7
7
. –
 "o
rn
am
en
tatio
n
 is th
e p
rin
cip
al p
art o
f arch
itectu
re" 
（
一
二
八
） 
Ib
id
., p
p
.7
6
―7
7
. –
 "th
e sen
sib
ility o
f th
e p
ain
ter an
d
 th
e scu
lp
to
r" 
（
一
二
九
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
t W
o
rk
 at P
h
ilad
elp
h
ia (C
o
n
clu
d
ed
)," p
.1
3
. –
 
"T
h
ese in
flu
en
ce are all ru
n
n
in
g
 co
u
n
ter to
 th
e h
eavy an
d
 vu
lg
ar ren
d
itio
n
s 
o
f th
e F
ren
ch
 R
en
aissan
ce, w
h
ich
 are th
e sto
ck
 in
 trad
e o
f n
in
eteen
 o
u
t o
f 
tw
en
ty o
f o
u
r m
an
u
factu
rers." 
（
一
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e E
xh
ib
itio
n
, tak
en
 alto
g
eth
er, h
as set p
eo
p
le to
 
th
in
k
in
g
 o
n
 th
is su
b
ject," 
（
一
三
一
） 
Ib
id
. –
 "an
d
 can
n
o
t fail to
 h
ave a g
o
o
d
 in
flu
en
ce in
 im
p
ro
vin
g
 th
e 
taste o
f th
e m
ass o
f visito
rs w
h
o
 saw
 it, n
o
tw
ith
stan
d
in
g
 th
e m
ass o
f trash
 
th
at w
as exh
ib
ited
." 
（
一
三
二
） 
ス
タ
ー
ジ
ス
研
究
の
困
難
と
は
彼
が
し
ば
し
ば
匿
名
の
筆
を
と
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
本
論
で
は
「
我
々
の
家
具
」
以
後
の
家
具
評
論
の
な
か
に
際
だ
っ
て
み
ら
れ
る
、
同
論
か
ら
の
一
貫
し
た
展
開
を
み
せ
る
論
考
群
を
ス
タ
―
ジ
ス
寄
稿
の
も
の
と
推
測
し
て
論
を
進
め
る
。
そ
れ
ら
は
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
パ
ス
』
か
ら
は
じ
ま
り
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
と
、
掲
載
誌
（
紙
）
タ
イ
ト
ル
に
関
し
て
は
、
ス
タ
―
ジ
ス
が
寄
稿
し
う
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ジ
ス
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
が
、
当
時
の
ス
タ
―
ジ
ス
が
「
現
代
建
築
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
も
主
な
寄
稿
先
と
し
て
い
た
こ
と
は
ワ
イ
ト
の
回
想
に
も
示
さ
れ
て
い
る
（"T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f N
ew
 P
h
ases," p
.6
5
）。 
な
お
、
同
書
評
の
発
表
当
時
『
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
を
所
有
し
て
い
た
の
は
オ
ズ
グ
ッ
ド
で
あ
る
。
一
八
七
六
年
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
創
刊
も
オ
ズ
グ
ッ
ド
に
よ
る
。 
（
一
三
三
） 
K
o
rn
w
o
lf, "A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 th
e A
esth
etic M
o
vem
en
t," 
p
.3
4
7
 
（
一
三
四
）S
tu
rg
is, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," p
.1
6
1
. –
 "in
tellig
en
t b
u
ild
in
g
" 
（
一
三
五
） 
Id
em
., "V
io
llet
―le
―D
u
c's F
ren
ch
 M
ed
iaeval A
rch
itectu
re," p
.1
7
4
. –
 
"th
e w
h
o
le co
m
b
in
ed
 system
 o
f co
n
stru
ctio
n
 an
d
 d
eco
ratio
n
 w
h
ich
 w
e call 
G
o
th
ic arch
itectu
re
" 
（
一
三
六
） 
Ib
id
. –
 "h
o
m
e o
f th
e p
u
re G
o
th
ic arch
itectu
re" 
（
一
三
七
） 
Ib
id
. –
 "at o
n
ece illo
g
ical, u
n
co
n
stru
ctio
n
al, an
d
 u
n
in
sp
ired
" 
（
一
三
八
） 
Id
em
., "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," p
.1
6
0
. –
 "arch
aeo
lo
g
ical k
n
o
w
led
g
e 
an
d
 faith
fu
l co
p
yin
g
" 
（
一
三
九
）W
ig
h
t, "T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f N
ew
 P
h
ases," p
.6
5
. –
 "o
n
e o
f th
e first 
d
esig
n
ers o
f co
n
stru
ctive an
d
 artistic fu
rn
itu
re" 
（
一
四
〇
） 
[R
u
ssell S
tu
rg
is,] "O
u
r F
u
rn
itu
re: W
h
at it is, an
d
 W
h
at It S
h
o
u
ld
 
B
e," T
h
e N
ew
 P
ath
, V
o
l.2
, N
o
s.4
, 5
, A
p
r. 1
8
6
5
, p
p
.5
5
―6
2
, 6
5
―7
2
.  
（
一
四
一
） 
[C
h
arles L
o
ck
e E
astlak
e,] "T
h
e F
ash
io
n
 o
f F
u
rn
itu
re," T
h
e C
o
rn
h
ill 
M
agazin
e, V
o
l.9
, N
o
.5
1
, M
ar. 1
8
6
4
, p
p
.3
3
7
―3
4
9
. 
（
一
四
二
） 
[S
tu
rg
is?
,] "D
eco
rative F
in
e
―A
rt W
o
rk at P
h
ilad
elp
h
ia: A
m
erican
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F
u
rn
itu
re," p
.1
3
. –
 "T
h
e G
o
h
ic revival in
 A
m
erica w
as co
m
m
en
ced
 b
y 
m
em
b
ers o
f th
e arch
itectu
ral p
ro
fessio
n
" 
（
一
四
三
） 
ス
タ
ー
ジ
ス
が
同
論
に
触
れ
た
の
は
一
八
六
三
年
に
出
版
さ
れ
た
全
集
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
初
出
の
記
載
は
な
い
。E
d
g
ar A
llan
 P
o
e, "P
h
ilo
so
p
h
y o
f 
F
u
rn
itu
re," T
h
e W
o
rks o
f E
d
gar A
llan
 P
oe
, N
ew
 Y
o
rk
, W
. J. W
id
d
leto
n
, 
1
8
6
3
, p
p
.2
9
9
―3
0
5
. 
（
一
四
四
） 
S
tu
rg
is, "O
u
r F
u
rn
itu
re," p
.5
6
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "th
e 
ratio
n
ale o
f fu
rn
itu
re an
d
 d
eco
ratio
n
, 
…" 
（
一
四
五
） 
Ib
id
., p
.5
7
. –
 "th
e co
m
m
o
n
est p
rin
cip
les o
f g
o
o
d
 d
esig
n
" 
（
一
四
六
） 
Ib
id
. –
 " N
o
n
e o
f th
e fu
rn
itu
re k
ep
t fo
r sale is rig
h
tly m
ad
e
" 
（
一
四
七
） 
Ib
id
., p
.6
8
. –
 "A
t p
resen
t th
e th
o
u
g
h
t an
d
 care o
f a w
o
rk
m
an
 are to
 
co
n
ceal, to
 d
eceive, to
 try to
 m
islead
 th
e p
u
b
lic in
to
 so
m
e false b
elief as to
 
th
e w
ay w
o
o
d
en
 u
ten
sils are m
ad
e
" 
（
一
四
八
） 
Ib
id
.,p
.6
6
. 
–
 "A
ll g
o
o
d
 ad
o
rn
m
en
t g
ro
w
s n
atu
rally o
u
t o
f th
e stru
ctu
re, [o
r , if it 
b
e o
f su
ch
 h
ig
h
 ran
k
 th
at it co
m
es, lik
e a p
ain
tin
g
 in
to
 a ch
am
b
er, 
d
em
an
d
in
g
 a p
lace fo
r its p
ro
p
er d
isp
lay, at least it d
o
es n
o
t co
n
trad
ict 
th
e stru
ctu
re. B
u
t m
o
st fu
rn
itu
re m
u
st alw
ays b
e m
ad
e b
eau
tifu
l 
w
ith
o
u
t th
e aid
 o
f art o
f a h
ig
h
 ran
k
, an
d
 th
e d
esig
n
 o
f su
ch
 fu
rn
itu
re 
m
u
st b
e th
e su
g
g
estio
n
 an
d
 resu
lt o
f th
e actu
al stru
ctu
re." 
（
一
四
九
） 
Ib
id
., p
.6
8
. –
 "T
h
e g
ro
w
in
g
 taste fo
r m
ed
iaeval art in
 E
n
g
lan
d
 h
as 
in
d
eed
 a feelin
g
 fo
r w
h
at P
u
g
in
 called
 th
e 'tru
e p
rin
cip
les' o
f d
esig
n
." 
（
一
五
〇
） 
Ib
id
. –
 "T
h
at w
h
ich
 m
ed
iaeval art h
as tau
g
h
t th
e E
n
g
lish
, it w
o
u
ld
 
b
e w
ell if w
e also
 co
u
ld
 learn
." 
（
一
五
一
） E
ugèn
e E
m
m
an
u
el V
io
llet
―le
―D
u
c, D
ictionnaire raisonné du 
m
obilier français de l'époque carlovingienne à la R
en
aissan
ce, p
rem
ière 
p
artie, P
aris, B
an
ce, 1
8
5
8
. 
（
一
五
二
） 
Id
em
., D
ictionnaire raisonné de l'architecture française du X
Ie au 
X
V
Ie siècle, 1
0
 V
o
ls., P
aris, B
an
ce, 1
8
5
4
―1
8
6
8
. 
（
一
五
三
） 
Ib
id
., p
.7
2
. 
（
一
五
四
） 
Ib
id
., p
.6
8
. –
 "d
esig
n
 w
o
o
d
en
 articles as if th
ey w
ere n
o
t ash
am
ed
 
o
f th
eir b
ein
g
 w
o
o
d
, th
ey w
ill fin
d
 th
em
selves cap
ab
le o
f d
o
in
g
 b
etter w
o
rk 
th
an
 th
ey h
ave ever d
o
n
e," 
（
一
五
五
） 
Ib
id
., p
.7
1
.  
–
 "T
h
at w
h
ich
 ch
aracterizes th
e fu
rn
itu
re o
f th
e m
id
d
le ag
e 
… is n
o
t so
 
m
u
ch
 its rich
n
ess as th
e taste an
d
 reaso
n
 sh
o
w
n
 in
 th
e ad
o
p
tio
n
 o
f 
fo
rm
s, th
e fran
k ack
n
o
w
led
g
m
en
t o
f d
estin
atio
n
, th
e in
fin
ite variety, 
th
e ap
p
earan
ce o
f so
lid
ity, th
e tru
e em
p
lo
ym
en
t o
f m
aterial accrd
in
g
 to
 
its n
atu
re. 
（
一
五
六
） 
C
h
arles L
o
cke E
astlak
e, H
in
ts o
n
 H
o
u
seh
o
ld
 T
aste in
 F
u
rn
itu
re, 
U
p
h
o
lstery, an
d
 O
th
er D
etails, L
o
n
d
o
n
, L
o
n
g
m
an
s, G
reen
 an
d
 C
o
., 1
8
6
8
, 
p
.iii. 
原
文
は V
io
llet
―le
―D
u
c, D
ictionnaire raisonné du m
obilier français, 
to
m
e 1
, p
.4
3
1
. 
–
 "P
arm
i ces sp
len
deurs à bon
 m
arché, ce faux goût et ce faux luxe, 
n
o
u
s so
m
m
es ravi q
u
an
d
 n
o
u
s tro
u
vo
n
s u
n
 b
an
c b
ien
 fait, u
n
e b
o
n
n
e 
table de chên
e p
ortan
t d'ap
lom
b sur ses p
ieds, des rideaux de lain
e qui 
p
araissen
t être en
 lain
e, un
e chaise com
m
ode et solide, un
e arm
oire qui 
s'o
u
vre et se ferm
e b
ien
, n
o
u
s m
o
n
tran
t en
 d
ed
an
s et en
 d
eh
o
rs le b
o
is 
d
o
n
't elle est faite, et laissan
t d
evin
er so
n
 u
sag
e. E
sp
ero
n
s u
n
 reto
u
r 
vers ces idées sain
es, et q
u
'en
 fait d
e m
o
b
ilier, co
m
m
e en
 to
u
te ch
o
se, 
on
 en
 vien
dra à com
p
ren
dre que le goût con
siste à p
araitre ce que l'on
 
est et n
o
n
 ce q
u
e l'on
 voudrait être." 
訳
：「
せ
こ
い
豪
華
さ
、
偽
物
の
趣
味
、
偽
物
の
贅
沢
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
我
々
は
、
出
来
の
よ
い
腰
掛
け
、
脚
の
し
っ
か
り
と
し
た
オ
ー
ク
材
の
テ
ー
ブ
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ル
、
ウ
ー
ル
に
見
え
る
ウ
ー
ル
の
カ
ー
テ
ン
、
快
適
で
丈
夫
な
椅
子
、
き
ち
ん
と
開
け
閉
め
が
で
き
、
内
も
外
も
材
料
の
木
材
が
見
え
、
使
い
方
が
わ
か
る
飾
り
戸
棚
を
見
つ
け
る
と
感
動
す
る
。
こ
う
し
た
健
全
な
思
想
に
立
ち
返
る
未
来
に
期
待
し
よ
う
。
家
具
の
趣
味
も
他
の
す
べ
て
の
も
の
と
同
様
、
我
々
が
そ
れ
に
望
む
姿
で
は
な
く
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
見
え
る
こ
と
に
本
質
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
未
来
に
期
待
し
よ
う
。」 
（
一
五
七
） 
"B
o
o
k
s R
eceived
," T
h
e B
u
ild
er, V
o
l.2
3
, N
o
.1
1
6
3
, 2
0
 M
ay 1
8
6
5
, 
p
.3
6
0
. –
 "w
e revo
lt ag
ain
st an
y attem
p
t th
at is m
ad
e to
 fo
ster u
n
k
in
d
 
feelin
g
s b
etw
een
 tw
o
 k
in
d
red
 n
atio
n
s." 
（
一
五
八
） 
"'T
h
e B
u
ild
er' versu
s 'T
h
e N
ew
 P
ath
,'" T
h
e N
ew
 P
ath
, V
o
l.2
, N
o
.7
, 
Ju
l. 1
8
6
5
, p
p
.1
1
7
―1
2
0
. 
（
一
五
九
） 
 
Ib
id
., p
.1
1
9
. –
 "sim
p
ly im
p
u
d
en
t" 
（
一
六
〇
） 
Ib
id
.  
–
 "a n
am
e h
eld
 in
 lo
ve an
d
 h
o
n
o
r, m
an
ifested
 in
 m
an
y w
ays, th
ro
u
g
h
 
th
e len
g
th
 an
d
 b
read
th
 o
f th
is lan
d
 
―Jo
h
n
 R
u
sk
in
― h
as sp
o
k
en
 w
o
rd
s 
o
f su
ch
 b
ittern
ess an
d
 u
n
reaso
n
, o
n
 o
u
r n
atio
n
al stru
g
g
le, to
 h
is b
est 
frien
d
s h
ere, th
at in
terco
u
rse w
ith
 h
im
 is n
o
 lo
n
g
er p
o
ssib
le; sayin
g
 
am
o
n
g
 o
th
er th
in
g
s, th
at w
e are w
ash
in
g
 o
u
r h
an
d
s in
 b
lo
o
d
, an
d
 
fig
h
tin
g
 to
 m
ak
e slaves o
f w
h
ite p
eo
p
le
." 
（
一
六
一
） 
C
h
arles L
o
cke E
astlak
e, A
 H
isto
ry o
f th
e G
o
th
ic R
evival: A
n
 
A
ttem
p
t to S
h
o
w
 H
o
w
 th
e T
aste fo
r M
ed
ieval A
rch
itectu
re W
h
ich
 
L
in
gered
 in
 E
n
glan
d
 d
u
rin
g th
e T
w
o
 L
ast C
en
tu
ries h
as sin
ce b
een
 
E
n
co
u
raged
 an
d
 D
evelo
p
ed
, L
o
n
d
o
n
, L
o
g
m
an
s, G
reen
, an
d
 C
o
., 1
8
7
2
. 
ア
メ
リ
カ
版
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の 
S
crib
n
er, W
elfo
rd
 &
 C
o
. 
か
ら
同
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。 
（
一
六
二
） 
Id
em
., H
in
ts o
n
 H
o
u
seh
o
ld
 T
aste in
 F
u
rn
itu
re, U
p
h
o
lstery, an
d
 
O
th
er D
etails, C
h
arles C
allah
an
 P
erkin
s, ed
. w
ith
 n
o
tes, B
o
sto
n
, J. R
. 
O
sg
o
o
d
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
2
. 
（
一
六
三
） 
Ib
id
., p
.1
9
. –
 "d
iscrim
in
atin
g
 b
etw
een
 w
h
at M
r. R
u
sk
in
 h
as called
 
th
e L
am
p
 o
f S
acrifice
 —
o
n
e o
f th
e g
lo
ries o
f an
cien
t art—
 an
d
 th
e lu
st o
f 
p
ro
fu
sio
n
 w
h
ich
 is th
e b
an
e o
f m
o
d
ern
 d
esig
n
" 
（
一
六
四
） 
Id
em
. A
 H
isto
ry o
f th
e G
o
th
ic R
evival, p
. 3
5
7
. –
 "It is p
ro
b
ab
le th
at 
M
r. R
u
sk
in
's p
lea fo
r Italian
 G
o
th
ic w
o
u
ld
 h
ave h
ad
 a m
o
re lastin
g
 an
d
 
m
o
re favo
u
rab
le in
flu
en
ce o
n
 o
u
r arch
itectu
re b
u
t fo
r th
e h
asty resp
o
n
se 
w
ith
 w
h
ich
 it m
et an
d
 th
e m
an
n
er in
 w
h
ich
 it w
as m
isin
terp
reted
." 
（
一
六
五
） 
"T
h
e G
o
th
ic R
evival in
 E
n
g
lan
d
," S
crib
n
er's M
o
n
th
ly, V
o
l.3
, N
o
.5
, 
M
ar. 1
8
7
2
, p
p
.6
2
7
―6
2
9
. 
（
一
六
六
） 
Ib
id
., p
.6
2
8
. –
 "T
h
e d
iverg
en
ce in
 favo
r o
f Italian
 G
o
th
ic, b
ro
u
g
h
t 
ab
o
u
t at th
is tim
e b
y th
e en
th
u
siasm
 an
d
 elo
q
u
en
ce o
f R
u
sk
in
" 
（
一
六
七
） 
Ib
id
. –
 "U
n
fo
rtu
n
ately R
u
sk
in
's teach
in
g
s w
ere freq
u
en
tly 
m
isin
terp
reted
" 
（
一
六
八
） 
"F
u
rn
itu
re –
B
ad
 an
d
 G
o
o
d
," T
h
e A
ll Y
ear R
o
u
n
d
: A
 W
eekly 
Jo
u
rn
al co
n
d
u
cted
 b
y C
h
arles D
icken
s w
ith
 w
h
ich
 is In
co
rp
o
rated
 
"H
o
u
seh
o
ld
 W
o
rd
s," N
ew
 S
eries, V
o
l.8
, N
o
.1
8
2
, 2
5
 M
ay 1
8
7
2
, p
p
.4
2
―4
4
. 
（
一
六
九
） 
"E
xtracts fro
m
 E
astlak
e's R
evival o
f th
e G
o
th
ic," T
h
e A
m
erican
 
B
u
ild
er, V
o
l.6
, N
o
.5
, M
ay 1
8
7
2
, p
p
.2
0
8
―2
0
9
; "F
u
rn
itu
re 
―B
ad
 an
d
 G
o
o
d
," 
ib
id
., V
o
l.7
, N
o
.3
, S
ep
. 1
8
7
2
, p
p
.5
6
―5
7
. 
（
一
七
〇
） 
Ib
id
., p
.5
6
. –
 "O
n
e o
f th
e h
ap
p
iest resu
lts o
f M
r. R
u
sk
in
's teach
in
g
s 
h
as b
een
 h
is in
d
irect in
flu
en
ce o
n
 th
e fash
io
n
 o
f h
o
u
seh
o
ld
 fu
rn
itu
re" 
（
一
七
一
） 
"F
u
rn
itu
re 
―B
ad
 an
d
 G
o
o
d
," T
h
e C
h
icago
 T
rib
u
n
e, 1
6
 Ju
n
. 1
8
7
2
, 
p
.5
. 
（
一
七
二
） 
C
h
arles C
allah
an
 P
erkin
s, "E
d
ito
r's P
reface," in
 E
astlake, H
in
ts, p
.v. 
–
 "a self
―assu
m
ed
 au
th
o
rity" 
（
一
七
三
） 
Ib
id
., p
.vi. –
 "yo
u
r d
o
g
m
atic au
th
o
r" 
（
一
七
四
） 
Ib
id
., p
.vii. –
 "w
h
o
 first b
u
rn
ish
ed
, filled
, an
d
 lig
h
ted
 th
e lam
p
 o
f 
arch
itectu
ral an
d
 d
eco
rative tru
th
 in
 o
u
r tim
e," 
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（
一
七
五
） 
Ib
id
. –
 "A
lth
o
u
g
h
 M
r. E
astlak
e's b
o
o
k
 is ad
d
ressed
 to
 E
n
g
lish
m
an
, 
th
ere is h
ard
ly a sen
ten
ce in
 it, ap
art fro
m
 so
m
e lo
cal allu
sio
n
s, w
h
ich
 m
ay 
n
o
t b
e read
 b
y A
m
erican
s as if d
irectly in
ten
d
ed
 fo
r th
em
." 
（
一
七
六
） 
Ib
id
., p
.viii. –
 "rests u
p
o
n
 th
e fo
reg
o
n
e co
n
clu
sio
n
 th
at th
e taste o
f 
th
e p
eo
p
le h
as b
een
 cu
ltivated
 to
 th
e h
ig
h
est d
eg
ree" 
（
一
七
七
） 
"C
h
arles C
allah
an
 P
erk
in
s," P
ro
ceed
in
gs o
f th
e A
m
erican
 A
cad
em
y 
o
f A
rts an
d
 S
cien
ces, V
o
l.2
2
, 1
8
8
7
, p
.5
3
4
―5
3
9
. 
（
一
七
八
） 
P
erk
in
s, "E
d
ito
r's P
reface," p
.xi. –
 "T
h
e revival o
f classic fo
rm
s in
 
Italy, w
h
ich
 is called
 th
e R
en
aissan
ce, w
as w
h
at w
e m
ay call a leg
itim
ate 
revival." 
（
一
七
九
） 
G
ilb
ert B
u
tler, "T
h
e A
 B
 C
 o
f A
rt," T
h
e S
ch
o
o
l Jo
u
rn
al, V
o
l.2
3
, 
N
o
.6
, D
ec. 1
8
7
4
, p
p
.1
8
3
―1
8
5
. 
（
一
八
〇
） 
Ib
id
., p
.1
8
5
. –
 " T
h
e G
reek
s p
assio
n
ately lo
ved
 b
eau
ty, stren
g
th
, 
an
d
 w
isd
o
m
, an
d
 o
n
 th
is trin
ity th
ey b
u
ilt th
eir id
eal fo
rm
s o
f art." 
（
一
八
一
） 
[R
u
ssell S
tu
rg
is?
,] "T
alb
ert's G
o
th
ic F
o
rm
; C
o
llin
g
's A
rt F
o
liag
e; 
E
xam
p
les o
f M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.1
1
8
, 
N
o
.1
, 1
 Jan
. 1
8
7
4
, p
p
.2
0
4
―2
1
2
. 
（
一
八
二
） 
Ib
id
., p
.2
0
4
. –
 "T
h
e D
ictio
n
n
aire d
u
 M
o
b
ilier fran
cais, b
y M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c, is th
e b
est au
th
o
rity w
e h
ave as to
 th
e fu
rn
itu
re in
 u
se in
 
m
ed
iaeval tim
es." 
（
一
八
三
） 
B
ru
ce Jam
es T
alb
ert, G
o
th
ic F
o
rm
s A
p
p
lied
 to F
u
rn
itu
re, M
etal 
W
o
rk, an
d
 D
eco
ration
 fo
r D
om
estic P
u
rp
o
se, B
o
sto
n
, Jam
es R
. O
sg
o
o
d
 &
 
C
o
., 1
8
7
3
. 
イ
ギ
リ
ス
の
初
版
は B
irm
in
g
h
am
, S
. B
irb
eck
, 1
8
6
7
。 
（
一
八
四
） 
Jam
es K
ellaw
ay C
o
llin
g
, A
rt F
o
liage, fo
r S
cu
lp
tu
re an
d
 D
eco
ration
: 
W
ith
 an
 A
n
alysis o
f G
eo
m
etric F
o
rm
, an
d
 S
tu
d
ies fro
m
 N
atu
re, o
f B
u
d
s, 
L
eaves, F
lo
w
ers, an
d
 F
ru
its, B
o
sto
n
, Jam
es R
. O
sg
o
o
d
 &
 C
o
., 1
8
7
3
. 
初
版
は
私
家
版
と
し
て
一
八
六
五
年
に
出
版
さ
れ
る
。 
（
一
八
五
） E
xam
p
les o
f M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re, E
cclesiastical an
d
 D
o
m
estic: 
S
ixty
―fo
u
r V
iew
s o
f C
h
u
rch
es an
d
 C
h
ap
els, S
ch
o
o
ls, C
o
lleges, M
an
sio
n
s, 
T
o
w
n
 H
alls, R
ailw
ay S
tation
s, etc., B
o
sto
n
, Jam
es R
. O
sg
o
o
d
 &
 C
o
., 1
8
7
3
. 
イ
ギ
リ
ス
の
初
版
は 
L
o
n
d
o
n
, B
rad
ley T
h
o
m
as B
atsfo
rd
, 1
8
7
0
。 
（
一
八
六
） 
[S
tu
rg
is?
,] o
p
.cit., p
.2
0
7
. –
 "revivin
g
 th
e trad
itio
n
s o
f m
ed
iaeval art 
in
 th
e sp
irit rath
er th
an
 in
 th
e letter" 
（
一
八
七
） 
Ib
id
., p
.2
0
5
. –
 "A
 n
ew
 an
d
 u
n
tried
 field
 w
as th
u
s b
efo
re th
e 
ad
vo
cates o
f th
e revival in
 ad
ap
tin
g
 G
o
th
ic d
esig
n
 to
 th
e m
o
d
ern
 
req
u
irem
en
ts o
f fu
rn
itu
re" 
（
一
八
八
） 
Ib
id
., p
.2
1
1
. –
 "H
o
w
ever sk
ilfu
l th
e arg
u
m
en
t m
ay b
e m
ad
e, even
 
R
u
sk
in
 w
ill h
ard
ly co
n
vin
ce m
o
st m
en
 th
at m
o
rality is co
n
cern
ed
 in
 th
eir 
p
referen
ce o
f o
n
e style in
 arch
itectu
re to
 an
o
th
er." 
（
一
八
九
） 
Ib
id
., p
.2
0
9
. –
 "w
e h
ave so
 little g
o
o
d
 w
o
rk
 to
 refer to
" 
（
一
九
〇
） 
Ib
id
., p
.2
0
5
. –
 "as th
e arch
aeo
lo
g
ical research
es o
f M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c" 
（
一
九
一
） 
Ib
id
., p
.2
0
9
. –
 "C
lassical an
d
 G
o
th
ic p
rin
cip
les at th
is tim
e fin
d
 
th
eir stro
n
g
h
o
ld
s resp
ectively in
 F
ran
ce an
d
 E
n
g
lan
d
" 
（
一
九
二
） 
Ib
id
. –
 "th
ese th
ree b
o
o
k
s fu
ll o
f G
o
th
ic sp
irit, rath
er th
an
 th
e 
m
an
y classical o
n
es w
h
ich
 m
ig
h
t b
e selected
" 
（
一
九
三
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e m
ark
et d
em
an
d
 h
as p
ro
b
ab
ly cau
sed
 th
e p
u
b
licatio
n
" 
（
一
九
四
） 
Ib
id
., p
.2
1
1
.  
–
 " T
h
e F
ren
ch
m
an
 is b
ro
u
g
h
t u
p
 in
 classical trad
itio
n
, 
… A
n
 
E
n
g
lish
m
an
 resp
ects th
e d
raw
in
g
 p
erh
ap
s d
o
n
e in
 th
e P
arisian
 É
co
le 
d
es B
eau
x
―A
rts, b
u
t is seren
ely co
n
tem
p
tu
o
u
s o
f th
is co
n
tin
u
al stu
d
y o
f 
an
cien
t art in
 p
lace o
f n
atu
re, 
―o
f th
e G
reek
 an
d
 th
e R
en
aissan
ce 
m
o
d
els in
 th
e very b
irth
p
lace o
f G
o
th
ic art." 
（
一
九
五
） 
Ib
id
., p
.2
0
9
. –
 "can
 h
ard
ly exp
ect fu
lly to
 reflect th
is style." 
（
一
九
六
） 
Ib
id
. –
 "A
 b
etter b
o
o
k
 th
an
 th
is, h
o
w
ever, co
u
ld
 b
e m
ad
e fro
m
 
selected
 leaves o
f th
e 'B
u
ild
in
g
 N
ew
s' jo
u
rn
al." 
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（
一
九
七
） 
Ib
id
., p
.2
1
0
. –
 " th
eir b
u
ild
ers w
ere C
h
ristian
s, an
d
 o
f th
is p
o
in
t th
e 
ad
vo
cates o
f th
e G
o
th
ic style m
ak
e th
e very m
o
st" 
（
一
九
八
） 
Ib
id
. –
 "M
r. R
u
sk
in
, ag
ain
, in
 h
is arg
u
m
en
t o
n
 th
e su
b
ject, 
exten
d
in
g
 th
ro
u
g
h
 th
e 'S
to
n
es o
f V
en
ice
' an
d
 o
th
er b
o
o
k
s, m
ak
es m
u
ch
 o
f 
th
e d
eg
rad
in
g
 effect o
f d
em
an
d
in
g
 fro
m
 th
e artisan
s exact m
ech
an
ical 
im
itatio
n
, in
 p
lace o
f w
o
rk
 in
to
 w
h
ich
 th
eir m
in
d
s an
d
 h
earts g
ro
w
" 
（
一
九
九
） 
"D
eco
rative F
in
e
―A
rt II," p
.4
. –
 "W
e are in
d
eb
ted
 to
 th
e research
 
o
f V
io
llet
―le
―D
u
c, as exem
p
lified
 in
 h
is D
ictio
n
ary o
f F
u
rn
itu
re
" 
（
二
〇
〇
） 
Ib
id
. –
 "in
 th
ese as in
 m
o
st o
f th
e G
o
th
ic w
o
rk
 th
at h
as b
een
 
p
ro
d
u
ced
 in
 th
is co
u
n
try, m
ay b
e seen
 th
e in
flu
en
ce o
f th
e p
u
b
lish
ed
 
d
esig
n
s o
f B
. J T
alb
ert, w
h
ich
 h
ave b
een
 so
 exten
sively circu
lated
" 
（
二
〇
一
） 
Ib
id
. –
 "h
avin
g
 th
e ap
p
earan
ce o
f G
o
th
ic w
o
rk
, is n
o
t d
esig
n
ed
 in
 
th
e tru
e sp
irit o
f th
e style" 
（
二
〇
二
） 
W
alter S
m
ith
, T
h
e M
asterp
ieces o
f th
e C
en
ten
n
ial In
tern
atio
n
al 
E
xh
ib
itio
n
 Illu
strated
 V
o
lu
m
e II: In
d
u
strial A
rt, P
h
ilad
elp
h
ia, G
eb
b
ie &
 
B
arrrie, 1
8
7
5
, p
.3
3
. –
 "free fro
m
 all th
e ab
o
rtio
n
s in
 th
e sh
ap
e o
f 
o
rn
am
en
t w
ith
 w
h
ich
 m
an
y p
reten
tio
u
s in
stru
m
en
ts are d
isfig
u
red
" 
同
書
は
の
ち 
Id
em
., E
xam
p
le o
f H
o
u
seh
o
ld
 T
aste
, N
ew
 Y
o
rk
, R
. 
W
o
rth
in
g
to
n
, 1
8
8
0
 
と
し
て
再
販
さ
れ
る
。
ま
た
ス
ミ
ス
に
よ
る
署
名
は
な
い
が
、
こ
の
評
は 
P
h
illip
 T
. S
an
d
h
u
rst, T
h
e G
reat C
en
ten
n
ial E
xh
ib
itio
n
 
C
ritically D
escrib
ed
 an
d
 Illu
strated
, P
h
ilad
elp
h
ia an
d
 C
h
icag
o
, P
. W
. 
Z
ieg
ler &
 C
o
., p
.2
9
9
 
に
も
再
掲
さ
れ
て
い
る
。 
な
お
、
建
国
百
年
博
覧
会
を
扱
っ
た
先
行
研
究
で
は
、
引
用
個
所
は 
Jo
h
n
 A
tlee 
K
o
u
w
en
h
o
ven
, M
ad
e in
 A
m
erica: T
h
e A
rts in
 M
o
d
ern
 C
ivilizatio
n
, 
G
ard
en
 C
ity, N
ew
 Y
o
rk
, D
o
u
b
led
ay &
 C
o
m
p
an
y, In
c., 1
9
4
9
, p
.1
1
8
 
を
は
じ
め
、A
lfred
 F
ran
k
en
stein
, "A
m
erican
 A
rt an
d
 th
e U
rb
an
 F
air," T
h
e 
S
h
ap
in
g o
f A
rt an
d
 A
rch
itectu
re in
 N
in
eteen
th
―C
en
tu
ry A
m
erica, N
ew
 
Y
o
rk
, M
etro
p
o
litan
 M
u
seu
m
 o
f A
rt, 1
9
7
2
, p
.9
8
 
や 
Jo
h
n
 F
. P
ile, A
 H
isto
ry 
o
f In
terio
r D
esign
, 2
n
d
 ed
itio
n
, L
o
n
d
o
n
, L
au
ren
ce K
in
g
 P
u
b
lish
in
g
 L
td
., 
2
0
0
5
, p
.2
5
2
 
等
の
な
か
で
、
当
時
の
装
飾
芸
術
観
の
一
端
を
示
す
た
め
の
基
準
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。 
（
二
〇
三
） Ib
id
., p
.3
1
. 
（
二
〇
四
）R
u
sk
in
, S
even
 L
am
p
s, p
.7
. –
 "L
et u
s, th
erefo
re, at o
n
ce co
n
fin
e th
e 
n
am
e [A
rch
itectu
re] to
 th
at art w
h
ich
, takin
g
 u
p
 an
d
 ad
m
ittin
g
, as 
co
n
d
itio
n
s o
f its w
o
rk
in
g
, th
e n
ecessities an
d
 co
m
m
o
n
 u
ses o
f th
e b
u
ild
in
g
, 
im
p
resses o
n
 its fo
rm
 certain
 ch
aracters ven
erab
le o
r b
eau
tifu
l, b
u
t 
o
th
erw
ise u
n
n
ecessary"  
（
二
〇
五
） 
前
出 
L
eo
p
o
ld
 E
id
litz, T
h
e N
atu
re an
d
 F
u
n
ction
 o
f A
rt, M
o
re 
E
sp
ecially o
f A
rch
itectu
re, N
ew
 Y
o
rk
, A
. C
. A
rm
stro
n
g
 &
 S
o
n
, 1
8
8
1
. 
イ
ギ
リ
ス
版
も
同
年 
S
am
p
so
n
 L
o
w
, M
arsto
n
, S
earle, &
 R
ivin
g
to
n
 (L
o
n
d
o
n
) 
よ
り
出
版
。 
（
二
〇
六
） 
S
tein
, A
esth
etic T
h
o
u
gh
t, p
p
.2
0
5
―2
0
7
. 
（
二
〇
七
） 
H
o
llid
ay, L
eo
p
o
ld
 E
id
litz, p
.3
2
. –
 "H
e n
ever b
eco
m
e a clo
se 
ad
h
eren
t o
f P
u
g
in
's an
d
 R
u
sk
in
's p
rin
cip
les" 
（
二
〇
八
） 
E
id
litz, op
.cit., p
p
.2
2
3
―2
2
4
.  
–
 "A
ll n
atu
ral o
rg
an
ism
s are p
o
ssessed
 o
f th
e m
ech
an
ical ab
ility to
 
p
erfo
rm
 certain
 fu
n
ctio
n
s. T
h
is ab
ility w
e fin
d
 m
o
re o
r less clearly 
exp
ressed
 in
 th
eir fo
rm
s as a w
h
o
le, o
r in
 th
eir crystallizatio
n
. In
 th
is 
w
ay th
ey co
n
vey to
 th
e m
in
d
 an
 exp
ressio
n
 o
f th
ese fu
n
ctio
n
s, an
d
 th
u
s 
th
ey tell th
e sto
ry o
f th
eir b
ein
g
. T
h
e arch
itect, in
 im
itatio
n
 o
f th
is 
n
atu
ral co
n
d
itio
n
 o
f m
atter, so
 m
o
d
els h
is fo
rm
s th
at th
ey also
 tell th
e 
sto
ry o
f th
eir fu
n
ctio
n
s; an
d
 th
ese fu
n
ctio
n
s are alw
ays m
ech
an
ical 
co
n
d
itio
n
s o
f stren
g
th
, eleg
an
ce, an
d
 rep
o
se, in
 co
m
b
in
atio
n
s o
f vario
u
s 
q
u
an
tities o
f th
ese p
ro
p
erties. T
h
e fu
n
d
am
en
tal p
rin
cip
le o
f th
e 
m
o
d
elin
g
 o
f arch
itectu
ral fo
rm
s is th
erefo
re m
ech
an
ical." 
（
二
〇
九
） 
Id
em
., "O
n
 S
tyle," p
.1
3
9
. 
原
文
大
文
字
強
調
は
太
字
と
し
た
。「
思
想
」
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は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "A
rch
itectu
re, in
 th
e ab
stract, is th
e A
R
T
 o
f 
rep
resen
tin
g
 an
d
 exp
ressin
g
 in
 th
e o
rg
an
ism
 o
f a stru
ctu
re th
e id
ea w
h
ich
 
h
as g
iven
 rise to
 its erectio
n
. A
n
 in
d
isp
en
sab
le accesso
ry to
 arch
itectu
re as 
an
 art, an
d
 to
 th
e arch
itect in
 h
is p
ro
fessio
n
al cap
acity, is th
e scien
ce o
f 
co
n
stru
ctio
n
, o
r th
e kn
o
w
led
g
e o
f th
e n
atu
re an
d
 co
m
b
in
atio
n
 o
f 
m
aterials." 
（
二
一
〇
） 
Id
em
., o
p
.cit., p
.5
4
. –
 "M
r. R
u
sk
in
 lo
ves d
eco
ratio
n
 an
d
 scu
lp
tu
re, 
related
 o
r n
o
t to
 th
e id
eas o
n
 w
h
ich
 th
e arch
itectu
ral m
o
n
u
m
en
t is 
fo
u
n
d
ed
," 
（
二
一
一
） Ib
id
. –
 "an
d
 th
o
u
g
h
 w
e m
ay p
ard
o
n
 h
is en
th
u
siasm
, w
e can
n
o
t 
accep
t h
is id
eas o
f arch
itectu
ral art as so
u
n
d
." 
（
二
一
二
） Ib
id
., p
.2
2
4
. –
 "all th
is, th
o
u
g
h
 o
f eco
n
o
m
ical an
d
 scien
tific 
im
p
o
rtan
ce, h
as n
o
th
in
g
 to
 d
o
 w
ith
 arch
itectu
re p
ro
p
er, w
h
ich
 is an
 art 
th
at d
eals w
ith
 th
e d
eco
ratio
n
 o
f th
e stru
ctu
re o
u
tsid
e an
d
 in
sid
e, [o
f] 
w
h
ich
 d
eco
ratio
n
 alo
n
e is th
e art w
o
rk
, an
d
 th
at w
h
ich
 m
ak
es th
e b
u
ild
in
g
 
b
eau
tifu
l. T
h
is is th
e view
 tak
en
 b
y R
u
sk
in
 an
d
 h
is fo
llo
w
ers;" 
（
二
一
三
） Ib
id
., p
.3
8
. –
 "T
h
ese fo
rm
s M
r. R
u
sk
in
 reco
m
m
en
d
s fo
r vario
u
s 
reaso
n
s, very few
 o
f w
h
ich
 h
ave an
y relatio
n
 to
 p
rin
cip
le," 
（
二
一
四
） Ib
id
. –
 "an
d
 h
is attem
p
ts to
 refer h
is p
erso
n
al p
referen
ces to
 
ab
id
in
g
 an
d
 u
n
iversal law
s are u
n
ifo
rm
ly u
n
su
ccessfu
l," 
（
二
一
五
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "E
id
litz's N
atu
re o
f A
rt," T
h
e N
atio
n
, V
o
l.3
3
, 
N
o
.8
6
1
, 2
9
 D
ec. 1
8
8
1
, p
p
.5
1
5
―5
1
6
; in
clu
d
ed
 in
 A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, 
p
p
.1
4
5
―1
4
9
. 
以
下
の
引
用
はA
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety
よ
り
。 
（
二
一
六
） 
Ib
id
., p
.1
4
5
. –
 "H
e fo
llo
w
s in
 th
e m
ain
 th
e lin
es laid
 d
o
w
n
 b
y th
e 
g
reatest w
riter o
f th
e cen
tu
ry o
n
 th
e th
eo
ry o
f arch
itectu
re, M
. 
V
io
llet
―le
―D
u
c, an
d
 h
e accep
ts w
ith
o
u
t h
esitatio
n
 an
d
 w
ith
 all th
eir 
co
n
seq
u
en
ces th
e p
u
rist d
o
g
m
as o
f P
u
g
in
, R
u
sk
in
, an
d
 th
e o
th
er m
o
d
ern
 
literary refo
rm
ers o
f art, so
 far as th
ey rest u
p
o
n
 th
e p
ractice o
f d
evelo
p
in
g
 
fo
rm
s o
f art o
u
t o
f stru
ctu
ral n
ecessities, as in
 m
ed
iaeval m
o
n
u
m
en
ts." 
（
二
一
七
） 
Id
em
., "A
rch
itectu
ral R
efo
rm
," p
p
.9
1
, 9
5
. 
第
二
章
参
照
。 
（
二
一
八
） 
Id
em
., o
p
.cit., p
.1
4
7
. –
 "M
r. R
u
sk
in
, M
r. P
u
g
in
, M
r. E
id
litz, an
d
 a 
sco
re o
f literary am
ateu
r b
esid
es, assu
re th
e m
o
d
ern
 arch
itect th
at th
ere is 
n
o
 h
ealth
 in
 h
im
 u
n
less h
e tu
rn
 h
is b
ack
 u
p
o
n
 all th
e o
th
er arch
itectu
ral 
exp
ressio
n
s o
f h
isto
ry, an
d
, b
y fo
llo
w
in
g
 th
e lo
g
ical m
eth
o
d
s o
f th
e 
m
ed
iaeval cath
ed
rals, d
evelo
p
 in
 h
is w
o
rk
 'an
 id
ea in
 m
atter.'" 
（
二
一
九
） 
Ib
id
., p
.1
4
7
. –
 "T
h
e essays o
f th
e b
rillian
t V
io
llet
―le
―D
u
c in
 th
is 
d
irectio
n
 are o
f exceed
in
g
 in
terest to
 th
e arch
itect, are very b
rave an
d
 
in
g
en
io
u
s an
d
 m
arvelo
u
sly p
resen
ted
, b
u
t th
ey h
ave p
ro
ved
 to
 b
e 
im
p
racticab
le, an
d
 th
ey h
ave h
ad
 n
o
 ap
p
reciab
le in
flu
en
ce u
p
o
n
 th
e 
p
ractice o
f arch
itectu
re." 
（
二
二
〇
） 
[M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler,] "T
em
p
le E
m
an
u
―E
l," T
h
e W
o
rld
, 1
2
 S
ep
. 
1
8
6
8
, p
.7
. –
 " A
s a co
m
m
o
d
io
u
s p
lace o
f w
o
rsh
ip
 th
e n
ew
 tem
p
le is a 
su
ccess; as an
 h
o
n
est b
u
ild
in
g
 it is a su
ccess; b
u
t as a relig
io
u
s m
o
n
u
m
en
t 
it is a failu
re," 
ほ
か
、
ス
カ
イ
ラ
ー
寄
稿
と
さ
れ
る
新
聞
記
事
に
つ
い
て
はW
illiam
 Jo
h
n
 
T
h
o
rn
, "M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler: T
h
e
 N
ew
sp
ap
er A
rch
itectu
ral A
rticles o
f a 
P
ro
to
m
o
d
ern
 C
ritic (1
8
6
8
―1
9
0
7
)," P
h
.D
. d
iss., U
n
iversity o
f M
in
eso
ta, 
1
9
7
6
 
補
遺
Ａ
に
網
羅
的
な
リ
ス
ト
が
あ
る
。 
（
二
二
一
）Ib
id
. –
 "p
ro
creatin
g
 h
yb
rid
s o
f S
aracen
 o
n
 G
o
th
" 
（
二
二
二
）Ib
id
. –
 "as a w
o
rk
 o
f art co
m
m
en
su
rate w
ith
 th
e ab
ility o
f its 
d
esig
n
er, o
r o
f g
o
o
d
 au
g
u
ry fo
r A
m
erican
 arch
itectu
re, it is n
ich
ts." 
（
二
二
三
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e B
rid
g
e as a M
o
n
u
m
en
t," H
arp
er's 
W
eekly, V
o
l.2
7
, N
o
.1
3
7
9
, 2
6
 M
ay 1
8
8
3
, p
.3
2
6
; as "T
h
e B
ro
o
k
lyn
 B
rid
g
e as 
a M
o
n
u
m
en
t."in
clu
d
ed
 in
 id
em
., A
m
erican
 A
rch
itectu
re: S
tu
d
ies, N
ew
 
Y
o
rk
, H
arp
er &
 B
ro
th
ers, 1
8
9
2
, p
p
.6
8
―8
5
; A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 
O
th
er W
ritin
gs, p
p
.3
3
1
―3
4
4
. 
以
下
引
用
はA
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 
O
th
er W
ritin
gs 
よ
り
。 
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（
二
二
四
） 
"A
m
erican
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
, N
o
.2
, 
Ju
l.
―S
ep
. 1
8
9
2
, p
p
.1
0
5
―1
0
7
. 
（
二
二
五
） 
Ib
id
., p
.1
0
5
.  
–
 "It seem
s o
d
d
 to
 see th
e 'L
am
p
 o
f T
ru
th
' w
h
ich
 b
u
rn
ed
 so
 b
rig
h
tly 
fo
r a seaso
n
 a g
en
eratio
n
 ag
o
 in
 th
e h
an
d
s o
f M
r. R
u
sk
in
, lig
h
ted
 u
p
 
o
n
ce m
o
re in
 th
ese later d
ays, an
d
 b
ran
d
ish
ed
 ab
o
u
t b
y an
 A
m
erican
 
critic, lam
en
tin
g
 at th
e en
d
 o
f th
e
 cen
tu
ry th
e to
o
 early d
eath
 o
f th
e 
G
o
th
ic revival." 
（
二
二
六
） 
Ib
id
., p
.1
0
7
. –
 "In
 th
e ch
ap
ter o
n
 th
e B
ro
o
k
lyn
 B
rid
g
e, M
r. 
S
ch
u
yler 
… fin
d
s it w
an
tin
g
, b
ecau
se th
e g
reat p
iers d
o
 n
o
t exp
ress th
eir 
p
u
rp
o
se." 
（
二
二
七
） 
Ib
id
. –
 "tu
rn
s th
e L
am
p
 o
f T
ru
th
 fu
ll o
n
 th
at im
p
o
sin
g
 stru
ctu
re" 
（
二
二
八
） 
E
id
litz, N
atu
re an
d
 F
u
n
ctio
n
 o
f A
rt, p
.5
1
. –
 "M
r. R
u
sk
in
 co
n
ceives 
a b
u
ild
in
g
 an
d
 its arch
itectu
re to
 b
e sep
arab
le," 
（
二
二
九
） 
Ib
id
., p
.3
3
5
. –
 "M
r. R
u
sk
in
 d
efin
es arch
itectu
re to
 b
e th
e ad
d
itio
n
 
to
 a b
u
ild
in
g
 o
f u
n
n
ecessary featu
res." 
ま
た
書
内
で
は
「
西
部
建
築
一
瞥
」
に
も
同
様
の
理
解
が
み
ら
れ
る
。A
m
erican
 A
rch
itectu
re, p
.1
3
9
; A
m
erican
 
A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, p
.2
6
8
. 
（
二
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "u
n
in
tellig
en
t u
se o
f b
u
ild
in
g
 m
aterial" 
（
二
三
一
） 
Ib
id
. S
ee E
n
cyclo
p
aed
ia B
ritan
n
ica, o
r D
iction
ary o
f A
rts, S
cien
ces, 
an
d
 G
en
eral L
iteratu
re, E
ig
h
th
 E
d
itio
n
, V
o
l.7
, E
d
in
b
u
rg
h
, A
d
am
 an
d
 
C
h
arles B
lack, 1
8
5
4
, p
.3
2
4
. 
『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
論
者
に
よ
る
同
定
。 
–
 "B
u
t if w
e g
o
 b
ack
 to
 th
e tim
e w
h
en
 en
g
in
eers w
ere artists, an
d
 stu
d
y 
w
h
at a m
o
d
ern
 scien
tific w
riter h
as d
escrib
ed
 as 'th
at p
arag
o
n
 o
f 
co
n
stru
ctive sk
ill, a P
o
in
ted
 cath
ed
ral,' w
e sh
all fin
d
 th
at th
e 
arch
itectu
re an
d
 th
e co
n
stru
ctio
n
 can
n
o
t b
e d
isjo
in
ed
." 
（
二
三
二
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "G
lim
p
ses o
f W
estern
 A
rch
itectu
re," 
A
m
erican
 A
rch
itectu
re, p
.1
3
4
; A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, 
p
.2
6
5
. –
 "M
r. R
u
sk
in
 h
as fallen
 in
to
 d
eep
, an
d
 larg
ely in
to
 d
eserved
 
d
iscred
it as an
 arch
itectu
ral critic, b
y p
ro
m
u
lg
atin
g
 rh
ap
so
d
ies as d
o
g
m
as. 
H
is in
tellectu
al frivo
lity is even
 m
o
re evid
en
t an
d
 irritatin
g
 b
y reaso
n
 o
f 
th
e m
o
ral earn
estn
ess th
at atten
d
s it," 
（
二
三
三
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, A
rt C
u
ltu
re: A
 H
an
d
―B
o
o
k o
f A
rt T
ech
n
icalities an
d
 
C
riticism
s, S
elected
 fro
m
 th
e W
o
rks o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, an
d
 A
rran
ged
 an
d
 
S
u
p
p
lem
en
ted
 b
y R
ev. W
. H
. P
latt, fo
r th
e U
se o
f S
ch
o
o
ls an
d
 C
o
lleges, 
N
ew
 Y
o
rk
, W
iley, 1
8
7
3
. 
（
二
三
四
） 
Id
em
., P
earls fo
r Y
o
u
n
g L
ad
ies: F
ro
m
 th
e L
ater W
o
rks o
f Jo
h
n
 
R
u
skin
, L
L
. D
, co
llected
 an
d
 arran
ged
 b
y L
o
u
isa C
. T
u
th
ill, N
ew
 Y
o
rk
, J. 
W
iley &
 so
n
s, 1
8
7
8
. 
（
二
三
五
） 
F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, A
n
 A
u
to
b
io
grap
h
y, S
an
 F
ran
cisco
, 
P
o
m
eg
ran
ate C
o
m
m
u
n
icatio
n
s, 2
0
0
5
, p
p
.3
3
, 5
3
; first p
u
b
lish
ed
 in
 1
9
4
3
 b
y 
D
u
ell, S
lo
an
 an
d
 P
earce. 
（
二
三
六
） 
例
と
し
て 
W
o
o
d
ro
w
 W
ilso
n
, "S
elf
―G
o
vern
m
en
t in
 F
ran
ce," 4
 S
ep
. 
1
8
7
9
, in
 T
h
e P
ap
ers o
f W
o
o
d
ro
w
 W
ilson
, A
rth
u
r S
. L
in
k, et al., ed
s., V
o
l.1
, 
P
rin
ceto
n
, N
ew
 Jersey, P
rin
ceto
n
 U
n
iversity P
ress, 1
9
6
6
, p
.5
3
8
に
『
建
築
の
七
燈
』
中
、「
恭
順
の
燈
」
第
一
節
、
第
二
節
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。 
–
 "'H
o
w
 false is th
e co
n
cep
tio
n
, h
o
w
 fran
tic th
e p
u
rsu
it, o
r th
at 
treach
ero
u
s p
h
an
to
m
 w
h
ich
 m
en
 call L
ib
erty!' exclaim
s R
u
sk
in
. 'T
h
ere 
is n
o
 su
ch
 th
in
g
 in
 th
e u
n
iverse. T
h
ere can
 n
ever b
e
. T
h
e stars h
ave it 
n
o
t; th
e earth
 h
as it n
o
t; th
e sea h
as it n
o
t; an
d
 w
e m
en
 h
ave th
e 
m
o
ck
ery an
d
 sem
b
lan
ce o
f it o
n
ly fo
r o
u
t h
eaviest p
u
n
ish
m
en
t. T
h
e 
en
th
u
siast w
o
u
ld
 rep
ly th
at b
y L
ib
erty h
e m
ean
t th
e L
aw
 o
f L
ib
erty. 
T
h
e w
h
y u
se th
e sin
g
le an
d
 m
isu
n
d
ersto
o
d
 w
o
rd
?
 If b
y lib
erty yo
u
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m
ean
 ch
astisem
en
t o
f th
e p
assio
n
s, d
iscip
lin
e o
f th
e in
tellect, su
b
jectio
n
 
o
f th
e w
ill; if yo
u
 m
ean
 th
e fear o
f in
flictin
g
, th
e sh
am
e o
f co
m
m
ittin
g
, a 
w
ro
n
g
; if yo
u
 m
ean
 resp
ect fo
r all w
h
o
 are in
 au
th
o
rity, an
d
 
co
n
sid
eratio
n
 fo
r all w
h
o
 are in
 d
ep
en
d
en
ce; ven
eratio
n
 fo
r th
e g
o
o
d
, 
m
ercy to
 th
e evil, sym
p
ath
y fo
r th
e w
eak; 
―if yo
u
 m
ean
, in
 a w
o
rd
, th
at 
S
ervice w
h
ich
 is d
efin
ed
 in
 th
e litu
rg
y o
f th
e E
n
g
lish
 ch
u
rch
 to
 b
e 
'p
erfect F
reed
o
m
,' w
h
y d
o
 yo
u
 n
am
e th
is b
y th
e sam
e w
o
rd
 b
y w
h
ich
 
th
e lu
xu
rio
u
s m
ean
 licen
se, an
d
 th
e reck
less m
ean
 ch
an
g
e; 
―b
y w
h
ich
 
th
e ro
g
u
e m
ean
s rap
in
e, an
d
 th
e fo
o
l, eq
u
ality; b
y w
h
ich
 th
e p
ro
u
d
 
m
ean
 an
arch
y, an
d
 th
e m
alig
n
an
t m
ean
 vio
len
ce?
 C
all it b
y an
y n
am
e 
rath
er th
an
 th
is, b
u
t its b
est an
d
 tru
est test is, O
b
ed
ien
ce.'" –
 
 
こ
れ
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
ラ
ス
キ
ン
の
引
用
の
典
型
例
で
あ
り
、
同
箇
所
は 
"M
r. G
lad
sto
n
e, A
 C
h
aracter S
k
etch
 [A
p
r. 1
8
8
0
]," ib
id
., p
p
.6
3
7
―6
3
8
; 
[C
o
n
fid
en
tial Jo
u
rn
al, 2
8
 D
ec. 1
8
8
9
,] ib
id
., V
o
l.3
, p
p
.4
6
3
―4
6
4
; 
"D
em
o
cracy," [5
 D
ec. 1
8
9
1
], ib
id
., V
o
l.7
, p
.3
6
5
; [N
o
tes fo
r B
ro
o
k
lyn
 
In
stitu
te L
ectu
res,] 1
5
 N
o
v. 1
8
9
3
, ib
id
., V
o
l.8
, p
p
.4
0
7
―4
0
8
; 2
 Ju
l. 1
8
9
4
, 
ib
id
., p
p
.6
0
4
―6
0
6
; [N
o
tes fo
r a P
u
b
lic L
ectu
re,] 1
8
 D
ec. 1
8
9
4
, ib
id
., 
V
o
l.9
, p
p
.1
0
3
―1
0
4
; "L
ib
erty an
d
 G
o
vern
m
en
t," 2
0
 D
ec. 1
8
9
4
, ib
id
., 
p
p
.1
1
4
―1
1
5
 
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
（
二
三
七
） 
H
o
race G
reeley, L
eo
n
 C
ase, et al., G
reat In
d
u
stries o
f th
e U
n
ited
 
S
tates: B
ein
g an
 H
isto
rical S
u
m
m
ary o
f th
e O
rigin
, G
ro
w
th
, an
d
 
P
erfection
 o
f th
e C
h
ief In
d
u
strial A
rts o
f T
h
is C
o
u
n
try
, H
artfo
rd
, J. B
. 
B
u
rr &
 H
yd
e, C
h
icag
o
 an
d
 C
in
cin
n
ati, J. B
. B
u
rr, H
yd
e &
 C
o
., 1
8
7
2
. 
（
二
三
八
）Ib
id
., p
.1
0
8
. –
 "S
h
ip
―b
u
ild
in
g
 is n
o
w
 (1
8
7
1
) very m
u
ch
 d
ep
ressed
 in
 
th
e U
n
ited
 S
tates" 
（
二
三
九
） Ib
id
., p
.6
0
0
. –
 "T
h
eir su
ccess in
 th
e late w
ar sh
o
w
s th
eir p
erfect 
ad
ap
tab
ility to
 th
e req
u
ire
d
 co
n
d
itio
n
s, th
at th
ey sh
o
u
ld
 b
e sh
o
t
―p
ro
o
f, 
ab
le to
 fig
h
t in
 sh
allo
w
 w
ater, an
d
 eq
u
ally ab
le to
 en
d
u
re a h
eavy sea" 
（
二
四
〇
） 
"V
io
llet
―le
―D
u
c o
n
ce said
 th
at th
e lo
co
m
o
tive w
as as g
reat a p
iece 
o
f p
u
re arch
itectu
re in
 its w
ay as a cath
ed
ral," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
3
, N
o
.3
8
5
, 1
2
 
M
ay 1
8
8
3
, p
.2
2
7
. 
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
訳
で
は D
isco
u
rses on
 A
rch
itectu
re, 
V
o
l.1
, p
.1
8
2
 
に
あ
た
る
。 
（
二
四
一
） 
S
ch
u
yler, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," p
.1
1
7
. 
 
–
 "A
 lo
co
m
o
tive h
as its p
ecu
liar p
h
ysio
g
n
o
m
y, n
o
t th
e resu
lt o
f cap
rice 
b
u
t o
f n
ecessity. S
o
m
e say it is b
u
t an
 u
g
ly m
ach
in
e. B
u
t w
h
y u
g
ly?
 
D
o
es it n
o
t h
ave th
e tru
e exp
ressio
n
 o
f b
ru
tal en
erg
y?
" 
（
二
四
二
） 
"L
o
co
m
o
tio
n
 –
 P
ast an
d
 P
resen
t," H
arp
er's N
ew
 M
on
th
ly 
M
agazin
e, V
o
l.4
6
, N
o
.2
7
2
, Jan
. 1
8
7
3
, p
p
.1
6
1
―1
7
3
. –
 " M
r. R
u
sk
in
, w
h
o
 
h
as h
ad
 th
e m
isfo
rtu
n
e to
 b
e b
o
rn
 so
m
e h
u
n
d
red
s o
f years to
o
 late," 
（
二
四
三
） 
Ib
id
. –
 "w
o
u
ld
 tu
rn
 th
e w
o
rld
s b
ack
w
ard
 an
d
 u
p
sid
e d
o
w
n
, u
n
d
o
 
cen
tu
ries o
f civilizatio
n
 an
d
 p
ro
g
ress," 
（
二
四
四
） 
"T
h
e L
ate W
illiam
 M
aso
n
," R
ailro
ad
 G
azette, 1
 Ju
n
. 1
8
8
3
, p
.3
4
2
.  
–
 " T
h
e M
ech
an
ical in
g
en
u
ity o
f M
r. M
aso
n
 an
d
 h
is sk
ill in
 d
esig
n
in
g
 
an
d
 co
n
stru
ctin
g
 m
ach
in
ery w
ere o
f su
ch
 a h
ig
h
 o
rd
er, an
d
 th
ey 
ap
p
ro
xim
ated
 so
 n
ear to
 th
e artistic facu
lty, as to
 b
e alm
o
st id
en
tical 
w
ith
 it. In
 th
e w
o
rk h
e d
esig
n
ed
 h
e o
b
served
 th
e p
rin
cip
le w
h
ich
 R
u
sk
in
 
laid
 d
o
w
n
 w
ith
 referen
ce to
 b
u
ild
in
g
s, th
at "in
 th
e m
ain
 w
e req
u
ire o
f 
th
em
, as fro
m
 m
en
, tw
o
 k
in
d
s o
f g
o
o
d
n
ess: first, th
e d
o
in
g
 th
eir 
p
ractical d
u
ty w
ell: th
en
 th
at th
ey b
e g
racefu
l an
d
 p
leasin
g
 in
 d
o
in
g
 it," 
an
d
 it m
ay b
e said
 o
f h
im
 as th
e sam
e w
riter said
 o
f b
u
ild
ers, th
at w
h
at 
w
e h
ave to
 ad
m
ire is "th
e kn
o
w
led
g
e o
f all d
ifficu
lties to
 b
e m
et, an
d
 o
f 
all m
ean
s o
f m
eetin
g
 th
em
, an
d
 th
e q
u
ick an
d
 tru
e fan
cy o
r in
ven
tio
n
 o
f 
th
e m
o
d
es o
f ap
p
lyin
g
 th
e m
ean
s to
 th
e en
d
." T
h
e lo
co
m
o
tives d
esig
n
ed
 
an
d
 b
u
ilt b
y M
r. M
aso
n
 in
d
icate at o
n
ce th
at h
e u
n
d
ersto
o
d
 th
o
ro
u
g
h
ly 
th
e p
ractical p
u
rp
o
se th
ey h
ad
 to
 serve, an
d
 th
e d
ifficu
lties to
 b
e m
et, 
an
d
 th
eir m
arvelo
u
s g
race an
d
 b
eau
ty sh
o
w
ed
 h
im
 to
 b
e a m
aster o
f th
e 
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m
ean
s o
f m
eetin
g
 th
o
se d
ifficu
lties an
d
 effectin
g
 h
is p
u
rp
o
ses. T
h
e 
w
o
rk
 w
h
ich
 h
e d
id
 alw
ays b
o
re th
e in
d
icatio
n
 o
f h
is co
n
su
m
m
ate skill in
 
th
e ad
ap
tatio
n
 o
f th
e sim
p
lest an
d
 m
o
st ap
p
ro
p
riate m
ean
s to
 th
e en
d
s 
arrived
 at." 
（
二
四
五
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, S
electio
n
s fro
m
 th
e W
ritin
gs o
f Jo
h
n
 R
u
skin
: S
econ
d
 
S
eries, 1
8
6
0
―1
8
8
8
, L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
9
3
. 
（
二
四
六
） 
"T
h
e L
o
co
m
o
tive E
n
g
in
e," E
xp
ress G
azette
, V
o
l.1
9
, N
o
.1
, Jan
. 
1
8
9
4
, p
.2
7
7
; "R
u
sk
in
 o
n
 L
o
co
m
o
tives," T
h
e A
m
erican
 E
n
gin
eer, V
o
l.6
8
, 
N
o
.9
, S
ep
. 1
8
9
4
, p
.4
3
0
; "N
o
tes o
f th
e W
eek," R
ailw
ay W
o
rld
, V
o
l.2
0
, 
N
o
.3
7
, 1
5
 S
ep
. 1
8
9
4
, p
.7
3
6
; "N
o
tes an
d
 C
lip
p
in
g
s: R
u
sk
in
 o
n
 
L
o
co
m
o
tives," A
A
&
B
N
, V
o
l.4
6
, N
o
.9
8
1
, 1
3
 O
ct. 1
8
9
4
, p
.1
6
; "R
u
sk
in
 o
n
 
th
e L
o
co
m
o
tive," S
cien
tific A
m
erican
, V
o
l.7
1
, N
o
.1
6
, 2
0
 O
ct. 1
8
9
4
, p
.2
4
6
; 
"R
u
sk
in
 o
n
 th
e L
o
co
m
o
tive," L
o
co
m
o
tive E
n
gin
eer's M
o
n
th
ly Jo
u
rn
al, 
V
o
l.2
8
, N
o
.1
2
, D
ec. 1
8
9
4
, p
.1
0
8
4
; "C
ran
k
 S
h
afts," T
h
e S
ib
ley Jo
u
rn
al o
f 
E
n
gin
eerin
g
, V
o
l.9
, N
o
.8
, M
ay. 1
8
9
5
, p
.3
5
6
. 
（
二
四
七
） 
"R
u
sk
in
 o
n
 L
o
co
m
o
tive," p
.4
3
0
. –
 "T
h
e L
o
co
m
o
tive h
as b
een
 th
e 
in
cen
tive fo
r a g
o
o
d
 d
eal o
f extrao
rd
in
ary elo
q
u
en
ce, b
u
t it is th
o
u
g
h
t th
at 
it w
ill b
e d
ifficu
lt to
 fin
d
 an
yth
in
g
 eq
u
al to
 th
e fo
llo
w
in
g
 q
u
o
tatio
n
 fro
m
 a 
vo
lu
m
e o
f recen
tly p
u
b
lish
ed
 lectu
res b
y R
u
sk
in
." 
（
二
四
八
） 
R
u
sk
in
, o
p
.cit., p
p
.1
6
9
―1
7
0
. 
二
重
引
用
符
内
は
原
文
大
文
字
。 
–
 "I can
 n
o
t exp
ress th
e am
azed
 aw
e, th
e cru
sh
ed
 h
u
m
ility, w
ith
 w
h
ich
 
I so
m
etim
es w
atch
 a lo
co
m
o
tive tak
e its b
reath
 at a railw
ay statio
n
, an
d
 
th
in
k
 w
h
at w
o
rk
 th
ere is in
 its b
ars an
d
 w
h
eels, an
d
 w
h
at m
an
n
er o
f 
m
en
 th
ey m
u
st b
e w
h
o
 d
ig
 b
ro
w
n
 iro
n
 sto
n
e o
u
t o
f th
e g
ro
u
n
d
, an
d
 
fo
rg
e it in
to
 T
H
A
T
! 
… fin
e rib
b
ed
 ro
d
s, w
h
ich
 to
u
ch
 each
 o
th
er as a 
serp
en
t w
rith
es, in
 n
o
iseless g
lid
in
g
, an
d
 o
m
n
ip
o
ten
ce o
f g
rasp
; 
in
fin
itely co
m
p
lex an
ato
m
y o
f active steel, co
m
p
ared
 w
ith
 w
h
ich
 th
e 
sk
eleto
n
 o
f a livin
g
 creatu
re w
o
u
ld
 seem
, to
 a careless o
b
server, clu
m
sy 
an
d
 vile 
―a m
ere m
o
rb
id
 secretio
n
 an
d
 p
h
o
sp
h
ato
u
s p
ro
p
 o
f flesh
! 
… 
w
h
at, I rep
eat, w
o
u
ld
 th
ese Iro
n
 d
o
m
in
an
t G
en
ii th
in
k
 o
f m
e?
 an
d
 w
h
at 
o
u
g
h
t I to
 th
in
k
 o
f th
em
?
" 
   
第
三
章 
第
二
部 
 
【
章
頭
図
版
：
大
理
石
象
嵌
装
飾
例
】 
出
典
：C
o
llin
g
, A
rt F
o
liag
e. 
【
章
頭
引
用
：「
ア
メ
リ
カ
の
柔
軟
性
」】 
"A
m
erican
 E
lasticity," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eview
 an
d
 A
m
erican
 
B
u
ild
er's Jo
u
rn
al (P
h
ilad
elp
h
ia), V
o
l.2
, Ju
l. 1
8
6
9
, p
.7
. 
–
 "B
u
t let M
r. R
u
sk
in
 b
e h
eard
. H
e says '
… Is A
m
erica n
o
t w
id
e 
en
o
u
g
h
 fo
r th
e elasticities o
f o
u
r h
u
m
an
ity?
 
…' Y
es, A
m
erica is 
w
id
e en
o
u
g
h
 fo
r th
e elasticities o
f E
u
ro
p
ean
 h
u
m
an
ity an
d
 is 
co
n
stan
tly p
ro
vin
g
 th
e fact. If o
ld
 E
u
ro
p
e is tired
 o
f lo
o
k
in
g
 o
n
 
th
e fo
ssils o
f m
o
u
ld
erin
g
 ag
es
―yo
u
n
g
 A
m
erica is d
eterm
in
ed
 n
o
t 
to
 h
ave an
y to
 g
ro
an
 o
ve
r; fo
r, sh
e g
ets rid
 o
f h
er co
n
stru
ctio
n
s 
as q
u
ick
ly as sh
e can
 im
p
ro
ve u
p
o
n
 th
em
, an
d
 feels n
o
t th
e 
slig
h
test p
an
g
 as a g
ray
―b
eard
 b
u
ild
in
g
 is cleared
 aw
ay to
 m
ak
e 
ro
o
m
 fo
r th
e 'co
m
in
g
 style.'" 
 
（
一
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "T
h
e L
atest L
iteratu
re o
f A
rt," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly, 
V
o
l.4
4
, N
o
.2
6
2
, A
u
g
. 1
8
7
9
, p
p
.1
6
1
―1
6
2
. 
（
二
） 
"T
h
e A
rch
itectu
ral E
xh
ib
itio
n
 at th
e C
en
ten
n
ial I," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 2
4
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Ju
n
. 1
8
7
6
, p
.2
0
3
. –
 "If th
ey g
o
 ab
ro
ad
 to
 stu
d
y, it is alm
o
st in
variab
ly to
 
P
aris o
r L
o
n
d
o
n
, co
m
m
o
n
ly th
e fo
rm
er," 
（
三
） 
A
lfred
 H
am
lin
, "T
h
e B
attle o
f S
tyles," p
.2
7
0
. –
 " T
h
e in
flu
en
ce o
f th
e 
F
ren
ch
 sch
o
o
l o
n
 A
m
erican
 arch
itectu
re b
eg
an
 in
 th
e p
erso
n
s o
f R
. M
. 
H
u
n
t an
d
 H
. H
. R
ich
ard
so
n
, th
e p
io
n
eers o
f th
e A
m
erican
 co
lo
n
y o
f 
arch
itectu
ral stu
d
en
ts in
 P
aris. T
h
is in
flu
en
ce w
as stro
n
g
ly stim
u
lated
 b
y 
th
e C
en
ten
n
ial E
xp
o
sitio
n
 o
f 1
8
7
6
, w
h
ich
 started
 a veritab
le ren
aissan
ce in
 
A
m
erican
 art. U
n
d
o
u
b
ted
ly th
e sch
o
o
l o
f arch
itectu
re o
f th
e M
assach
u
setts 
In
stitu
te o
f T
ech
n
o
lo
g
y h
ad
 d
o
n
e m
u
ch
 to
 p
rep
are th
e w
ay fo
r th
is." 
（
四
） 
"T
h
e L
im
its o
f M
ed
iaeval G
u
id
an
ce," T
h
e N
ew
 P
ath
, V
o
l.1
, N
o
.1
2
, A
p
r. 
1
8
6
4
, p
p
.1
5
8
―1
6
0
. 
（
五
） 
Ib
id
., p
.1
5
9
. –
 "p
ro
tests o
f vitality ag
ain
st m
o
rtality, o
f sp
irit ag
ain
st 
trad
itio
n
" 
（
六
） 
Ib
id
. –
 "w
isely p
ro
fitin
g
 b
y th
e sp
irit o
f its [m
ed
ieval art] teach
in
g
s" 
（
七
） 
Ib
id
. –
 "servilely im
itatin
g
" 
（
八
） 
〝
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
〟
の
定
義
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
錯
綜
し
た
議
論
に
つ
い
て
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
』
紙
の
論
説
を
中
心
に 
K
o
rn
w
o
lf, 
"A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 th
e A
esth
etic M
o
vem
en
t," 
で
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
（p
p
.3
4
6
―3
4
7
）。  
（
九
） 
"T
h
e Q
u
een
 A
n
n
e S
ch
o
o
l," T
h
e A
rch
itect, V
o
l.9
, 2
4
 M
ay 1
8
7
3
, p
.2
7
1
. 
（
一
〇
） 
R
o
b
ert K
err, "A
rch
itectu
ral P
ro
sp
ects: T
h
e Q
u
een
 A
n
n
e S
tyle," T
h
e 
A
rch
itect: A
 Jo
u
rn
al o
f A
rt, C
ivil E
n
gin
eerin
g, an
d
 B
u
ild
in
g
, V
o
l.1
1
, Jan
. 
1
8
7
4
, p
p
.1
―2
. 
（
一
一
） 
Ib
id
., p
.2
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "th
e m
ed
ieval sp
irit is n
o
t th
e 
m
o
d
ern
 sp
irit" 
（
一
二
） 
Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "I ack
n
o
w
led
g
e fran
kly th
at m
y 
p
erso
n
al p
reju
d
ices are all in
 favo
u
r, an
d
 alw
ays h
ave b
een
, o
f th
at 
so
―called
 R
en
aissan
ce w
h
ich
 in
 its b
ro
ad
est asp
ect I h
ave ven
tu
red
 to
 call 
th
e o
n
e an
d
 o
n
ly M
o
d
ern
 E
u
rop
ean
 S
tyle o
f arch
itectu
re;" 
（
一
三
） 
Ib
id
. –
 "it w
ill b
e 
… so
m
e in
term
ed
iate m
o
d
e [o
f ch
an
g
e] w
h
o
se 
ad
o
p
tio
n
 fo
r a m
o
m
en
t m
ay d
isg
u
ise th
e tran
sfer o
f o
u
r h
o
m
ag
e [to
 th
e 
classicism
]"  
（
一
四
） 
Id
em
., "T
h
e P
ro
b
lem
 o
f N
atio
n
al A
m
erican
 A
rch
itectu
re," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.3
, N
o
.2
, O
ct.
―D
ec. 1
8
9
3
, p
.1
2
3
. –
 "T
h
e 
so
―called
 'Q
u
een
 A
n
n
e m
o
vem
en
t' 
… can
 b
e d
istin
ctly traced
 b
ack
 to
 a 
d
ete an
terio
r to
 th
e In
tern
atio
n
al E
xh
ib
itio
n
 o
f 1
8
5
1
." 
（
一
五
）Jo
h
n
 Jam
es S
teven
so
n
, "T
h
e R
ecen
t R
eactio
n
 o
f T
aste in
 E
n
g
lish
 
A
rch
itectu
re" rep
o
rted
 in
 "R
e
―R
en
aissan
ce," T
h
e A
rch
itect: A
 Jo
u
rn
al o
f 
A
rt, C
ivil E
n
gin
eerin
g, an
d
 B
u
ild
in
g
, V
o
l.1
2
 , 4
 Ju
l. 1
8
7
4
, p
.1
. 
（
一
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e sp
rin
g
in
g
 u
p
 o
f a taste fo
r so
m
e fo
rm
 o
f F
ree C
la
ssic 
arch
itectu
re is th
erefo
re n
o
t u
n
n
atu
ral b
u
t w
as to
 b
e exp
ected
 in
 th
o
se w
h
o
 
h
ad
 d
ru
n
k
 d
eep
ly o
f G
o
th
ic." 
（
一
七
） 
"T
h
e S
tyle o
f Q
u
een
 A
n
n
e," T
h
e B
ritish
 A
rch
itect, V
o
l.1
, 2
3
 Jan
. 
1
8
7
4
, p
p
.5
6
―5
7
. 
以
下
引
用
はT
h
e B
ritish
 A
rch
itect 
よ
り
。 
（
一
八
） 
Ib
id
., p
.5
7
. –
 "T
h
ere w
as so
m
eth
in
g
 g
reat ab
o
u
t th
e G
o
th
ic revival" 
（
一
九
） 
Ib
id
. –
 "an
 in
creased
 cu
ltivatio
n
 o
f th
e p
ictu
resq
u
e th
an
 an
y o
rig
in
al 
co
n
victio
n
s co
n
cern
in
g
 co
n
stru
ctive exellen
e" 
（
二
〇
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e id
eal is n
o
t very p
ro
fo
u
n
d
" 
（
二
一
） 
"T
h
e S
tyle o
f Q
u
een
 A
n
n
e," T
h
e A
m
erican
 B
u
ild
er: A
 Jou
rn
al o
f 
In
d
u
strial A
rt, V
o
l.1
0
, A
p
r. 1
8
7
4
, p
.8
4
. –
 "p
ro
test ag
ain
st th
e G
o
th
ic 
m
o
vem
en
t" 
（
二
二
） 
["N
o
 T
itle,"] T
h
e N
atio
n
, V
o
l.2
2
, 2
9
 Ju
n
. 1
8
7
6
, p
.4
1
4
; ["N
o
 T
itle,"] 
A
A
&
B
N
, V
o
l.1
, 8
 Ju
l. 1
8
7
6
, p
p
.2
1
7
―2
1
8
. 
こ
の
事
例
も
ま
た
、
博
覧
会
開
催
直
後
の
ア
ン
グ
ロ
フ
ィ
ル
の
強
さ
を
示
唆
す
る
傍
証
で
あ
る
。 
（
二
三
） 
[H
en
ry V
an
 B
ru
n
t,] "A
m
erican
 In
stitu
te o
f A
rch
itects: B
o
sto
n
 
C
h
ap
ter," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
, 1
7
 F
eb
. 1
8
7
7
, p
p
.5
3
―5
4
. 
（
二
四
） 
Ib
id
., p
.5
3
. –
 "th
e G
o
th
ic is n
o
w
 ab
an
d
o
n
ed
 b
y a co
n
sid
erab
le 
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n
u
m
b
er o
f th
e yo
u
n
g
er arch
itects," 
（
二
五
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e G
o
th
ic revival o
f th
e p
resen
t cen
tu
ry h
ad
 a literary 
o
rig
in
 in
 th
e w
o
rk
s o
f P
u
g
in
 an
d
 R
u
sk
in
." 
（
二
六
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e p
resen
t m
o
vem
en
t h
as n
o
 su
ch
 cau
se." 
（
二
七
） 
Ib
id
., p
.5
4
. –
 "T
h
e secretary th
o
u
g
h
t M
r. V
an
 B
ru
n
t attach
ed
 to
o
 
m
u
ch
 im
p
o
rtan
ce to
 th
e p
resen
t m
o
vem
en
t in
 E
n
g
lan
d
." 
（
二
八
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "O
n
 th
e P
resen
t C
o
n
d
itio
n
 an
d
 P
ro
sp
ects o
f 
A
rch
itectu
re," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly, V
o
l.5
7
, M
ar. 1
8
8
6
, p
p
.3
7
4
―3
8
4
; 
A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
p
.1
5
8
―1
6
9
. 
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, 
p
.1
6
4
. 
よ
り
。–
 "T
h
e accid
en
t o
f Jaco
b
ean
, o
r Q
u
een
 A
n
n
e, o
r free classic 
revival, w
h
ich
 at every p
o
in
t w
as an
 o
ffen
se to
 th
e arch
itectu
ral m
o
rality 
en
g
en
d
ered
 b
y th
e p
reach
m
en
ts o
f P
u
g
in
 an
d
 R
u
sk
in
." 
（
二
九
） 
R
. B
., "Q
u
een
 A
n
n
e," A
A
&
B
N
, V
o
l.5
, N
o
.1
8
3
, 2
8
 Ju
n
. 1
8
7
9
, p
.2
0
6
. –
 
"T
h
e 'Q
u
een
 A
n
n
e' revival w
as th
e reactio
n
 fro
m
 th
e attem
p
t to
 carry o
u
t 
d
o
m
estic arch
itectu
re o
n
 a m
ed
iaeval m
o
d
el." 
（
三
〇
） 
Ib
id
. 
（
三
一
） 
Ib
id
. –
 "In
 certain
 asp
ects th
e G
o
th
ic revival m
ay b
e ap
tly co
m
p
ared
 
w
ith
 th
e p
re
―R
ap
h
aelite m
o
vem
en
t in
 p
ain
tin
g
. 
（
三
二
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e d
o
m
in
an
t m
o
tive in
 th
e G
o
th
ic revival w
as co
n
stru
ctive." 
（
三
三
） 
A
lfred
 Jan
sen
 B
lo
o
r, A
rch
itectu
ral an
d
 O
th
er A
rt S
o
cieties o
f E
u
ro
p
e: 
S
o
m
e A
cco
u
n
t o
f T
h
eir O
rigin
, P
ro
cesses o
f F
o
rm
atio
n
 an
d
 M
eth
o
d
s o
f 
A
d
m
in
istratio
n
, w
ith
 S
u
ggestion
 s as to
 S
o
m
e o
f th
e C
o
n
d
ition
s N
ecessary 
fo
r th
e M
axim
u
m
 S
u
ccess o
f a N
atio
n
al A
m
erican
 A
rch
itectu
ral
―A
rt 
S
o
ciety, w
ith
 Its L
o
cal D
ep
en
d
en
cies, [N
ew
 Y
o
rk
,] T
h
e C
o
m
m
ittee o
n
 
L
ib
rary an
d
 P
u
b
licatio
n
s, 1
8
6
9
. 
（
三
四
） Ib
id
., p
.3
2
. 
–
 "th
e p
rim
ary o
b
ject o
f A
rt is to
 o
b
serve an
d
 reco
rd
 tru
th
 w
h
eth
er o
f 
th
e visib
le u
n
iverse o
r o
f em
o
tio
n
. A
ll g
reat A
rt resu
lts fro
m
 an
 earn
est 
lo
ve o
f th
e b
eau
ty an
d
 p
erfectn
ess o
f G
o
d
's C
reatio
n
, an
d
 is th
e attem
p
t 
to
 tell th
e tru
th
 ab
o
u
t it. T
h
e g
reatest A
rt in
clu
d
es th
e w
id
est ran
g
e" 
（
三
五
） Ib
id
., p
.3
1
. –
 "selectin
g
 n
o
th
in
g
 an
d
 rejectin
g
 n
o
th
in
g
" 
（
三
六
） Ib
id
. –
 "G
o
d
 g
ives th
e facu
lty o
f d
iscrim
in
atio
n
 fo
r selectio
n
 an
d
 
rejectio
n
, th
e g
ift in
vo
lves th
e d
u
ty o
f th
e em
p
lo
ym
en
t o
f th
at facu
lty 
w
h
en
ever n
eed
fu
l." 
（
三
七
） Ib
id
. –
 "In
 th
is th
ey are u
n
lik
e R
u
sk
in
, w
ith
 h
is late asto
n
ish
in
g
 
h
allu
cin
atio
n
 th
at h
is art
―m
issio
n
 h
as b
een
 a failu
re, w
h
en
 —
I ven
tu
re to
 
say—
 th
ere is n
o
t, in
 an
y p
art o
f th
e w
o
rld
, a stu
d
en
t, teach
er, p
ractitio
n
er 
o
f an
y o
n
e o
f th
e A
rts o
f D
esig
n
 co
m
p
eten
t to
 read
 th
e E
n
g
lish
 lan
g
u
ag
e at 
its fin
est p
itch
, w
h
o
 d
o
es n
o
t feel (th
o
u
g
h
, su
ch
 is th
e w
eak
n
ess o
f h
u
m
an
 
n
atu
re, h
e w
ill n
o
t alw
ays ack
n
o
w
led
g
e it)" 
（
三
八
） 
Id
em
., "A
n
n
u
al A
d
d
ress b
y A
. J. B
lo
o
r, F
. A
. I. A
.," A
A
&
B
N
, V
o
l.2
, 2
4
 
M
ar. 1
8
7
7
, S
u
p
p
lem
en
t, p
p
.i
―xv. 
（
三
九
） 
Ib
id
., p
.vii. –
 "it is easy to
 see h
o
w
 co
m
p
letely th
e yo
u
n
g
 d
iscip
le o
f 
R
u
sk
in
 w
as u
n
d
er th
e sp
ell o
f th
e m
aster, b
o
th
 as resp
ects th
e m
erits an
d
 
th
e sh
o
rtco
m
in
g
s o
f th
e stru
ctu
re," 
（
四
〇
） 
Ib
id
. –
 "w
h
ich
 at o
n
ce recalls th
e O
xfo
rd
 g
rad
u
ate's first arch
itectu
ral 
lo
ve," 
（
四
一
） 
Ib
id
. –
 "it is also
 easy to
 see in
 h
o
w
 m
asterly a m
an
n
er th
e p
u
p
il 
fo
llo
w
ed
 h
im
." 
（
四
二
） 
Ib
id
., p
.viii –
 "R
u
sk
in
's b
u
ild
in
g
―o
d
es" 
（
四
三
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e arch
itect o
r am
ateu
r w
h
o
 
… h
as learn
ed
 to
 accep
t 
R
u
sk
in
's b
u
ild
in
g
―o
d
es o
n
ly as h
e accep
ts V
icto
r H
u
g
o
's p
ro
se lyric o
n
 
'fro
zen
 m
u
sic'" 
（
四
四
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, F
o
rs C
lavigera: L
etters to th
e W
o
rkm
en
 an
d
 L
ab
o
u
rers 
o
f G
reat B
ritain
, V
o
l.1
, S
u
n
n
ysid
e, O
rp
in
g
to
n
, K
en
t, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
7
1
. 
（
四
五
） 
A
lfred
 Jan
sen
 B
lo
o
r, "A
m
erican
 D
o
m
estic A
rch
itectu
re I," T
h
e A
rt 
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Jo
u
rn
al, N
ew
 S
eries V
o
l.5
, 1
8
7
9
, p
.5
9
. –
 "sim
u
ltan
eo
u
sly p
reach
ed
 su
ch
 a 
b
itter cru
sad
e ag
ain
st all arch
itectu
re 
… n
o
t m
o
tive o
n
 m
ed
iaeval typ
es," 
（
四
六
） 
Ib
id
. –
 "h
is w
ish
 th
at 
… th
e w
h
o
le o
f th
e city o
f N
ew
 Y
o
rk
 in
 th
e 
N
ew
, m
ig
h
t b
e u
tterly d
estro
yed
 b
y fire," R
u
sk
in
, o
p
.cit., p
.5
. 
（
四
七
） 
Ib
id
. –
 "b
ecau
se 
―virtu
ally
― 
th
ey are n
o
t b
u
ilt in
 co
n
fo
rm
ity w
ith
 
m
ed
iaeval typ
es o
f h
is selectio
n
." 
（
四
八
） 
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ゲ
ラ
』
該
当
部
へ
の
出
版
反
応
に
つ
い
て
は 
"E
d
ito
r's D
raw
er," H
arp
er's N
ew
 M
o
n
th
ly M
agazin
e, V
o
l.4
3
, 
N
o
.2
5
6
, S
ep
. 1
8
7
1
, p
p
.6
3
8
―6
3
9
 
等
を
参
照
。 
（
四
九
） 
B
lo
o
r, o
p
.cit. 
（
五
〇
） 
Ib
id
., "V
io
llet
―le
―D
u
c, alm
o
st alo
n
e am
o
n
g
 th
e fello
w
 
―sp
ecialists o
f 
h
is co
u
n
try—
 w
h
o
se b
ias h
as lo
n
g
 b
een
 an
d
 co
n
tin
u
es to
 b
e, set to
w
ard
s 
th
e R
en
aissan
ce o
r, in
 a less d
eg
ree, th
e G
reek an
d
 R
o
m
an
 m
o
d
els fro
m
 
w
h
ich
 th
e R
en
aissan
ce is d
erived
" 
（
五
一
） 
Ib
id
. –
 "V
io
llet
―le
―D
u
c 
… h
as len
t h
is g
reat n
am
e to
 th
e g
lo
rificatio
n
 
o
f G
o
th
ic w
o
rk
, th
o
u
g
h
t b
y n
o
 m
ean
s exclu
sively to
 th
at typ
e." 
（
五
二
） 
Id
em
. "A
n
n
u
al A
d
d
ress," p
.xii. –
 "th
ere is g
ro
w
in
g
 u
p
 a d
istin
ctive 
sch
o
o
l o
f A
m
erican
 arch
itectu
re
" 
（
五
三
） 
Ib
id
., p
.viii. –
 "th
e cu
rren
t treatm
en
t w
h
ich
 H
u
n
t m
ay b
e said
 to
 h
ave 
in
tro
d
u
ced
 to
 th
is co
u
n
try, b
y w
h
ich
 N
eo
―G
rec lin
es are in
fu
sed
 w
ith
 
G
o
th
ic sen
tim
en
t" 
（
五
四
） 
Ib
id
. –
 "fo
u
n
d
ed
 o
n
 th
e co
m
b
in
atio
n
 o
f so
―called
 N
eo
―G
rec lin
es 
w
ith
 feelin
g
 exp
en
d
ed
 o
n
 o
n
e o
r m
o
re o
f th
e n
u
m
ero
u
s typ
es o
f 
G
o
th
icism
" 
（
五
五
） 
Ib
id
., p
.xii. –
 "H
u
n
t, m
o
re th
an
 an
y o
n
e else, m
ay b
e co
n
sid
ered
 its 
fath
er." 
（
五
六
） 
Ib
id
. –
 "O
r, if h
e w
o
u
ld
 n
o
t m
ak
e th
is ad
m
issio
n
, I th
in
k
 
V
io
llet
―le
―D
u
c w
o
u
ld
;" 
（
五
七
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "T
h
e L
atest L
iteratu
re o
f A
rt," T
h
e A
tlan
tic 
M
o
n
th
ly, V
o
l.4
4
, N
o
.2
6
2
, A
u
g
. 1
8
7
9
, p
p
.1
6
0
―1
7
0
.  
（
五
八
） 
Ib
id
., p
.1
6
0
. –
 "th
e m
o
st illu
strio
u
s o
f th
e ap
o
states ag
ain
st th
e 
co
n
secrated
 d
o
g
m
as o
f th
e É
co
le d
es B
eau
x A
rts" 
（
五
九
） 
E
u
gèn
e V
éro
n
, L
'E
sth
etiq
u
e, P
aris, C
. R
ein
w
ald
 et C
ie, 1
8
7
8
. 
（
六
〇
） 
P
h
ilip
 G
ilb
ert H
am
erto
n
, T
h
e L
ife o
f J. M
. W
. T
u
rn
er, R
.A
., L
o
n
d
o
n
, 
S
eeley, Jack
so
n
, &
 H
allid
ay, 1
8
7
9
. 
（
六
一
） 
Jaco
b
 vo
n
 F
alk
e, A
rt in
 th
e H
o
u
se: H
isto
rical, C
ritical, an
d
 A
esth
etical 
S
tu
d
ies o
n
 th
e D
eco
ratio
n
 an
d
 F
u
rn
ish
in
g o
f th
e D
w
ellin
g
, B
o
sto
n
, L
. 
P
ran
g
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
7
9
. 
（
六
二
） 
V
an
 B
ru
n
t, o
p
.cit., p
.1
6
2
. –
 "M
. V
éro
n
 very sen
sib
ly rejects th
e 
fan
tastic th
eo
ries, co
m
m
o
n
 to
 literatu
re, w
h
ich
 attrib
u
te to
 m
ystic 
sym
b
o
lism
 an
d
 to
 th
e d
esire to
 im
itate n
atu
re th
e ch
aracteristic asp
ects o
f 
th
e earlier fo
rm
s o
f tem
p
les an
d
 cath
ed
rals, an
d
 accep
ts th
e m
o
re 
p
h
ilo
so
p
h
ical exp
lan
atio
n
s o
f V
io
llet
―le
―D
u
c, w
h
ich
 are b
ased
 u
p
o
n
 a 
p
ractical fam
iliarity w
ith
 m
ean
s an
d
 m
eth
o
d
s o
f co
n
stru
ctio
n
," 
（
六
三
） 
Ib
id
. –
 "an
d
 w
h
ich
 p
refer to
 d
evelo
p
 th
e h
ieratic fo
rm
s fro
m
 th
o
se o
f 
th
e h
ab
itatio
n
s w
h
ich
 w
ere fash
io
n
ed
 to
 satisfy h
u
m
an
 w
an
ts in
 th
e m
o
st 
d
irect an
d
 sim
p
le m
an
n
er, o
r fro
m
 th
e m
o
st n
atu
ral an
d
 eco
n
o
m
ical u
se o
f 
th
e m
aterials at h
an
d
." 
（
六
四
） 
Ib
id
., p
.1
6
5
. –
 "th
at tru
th
 to
 n
atu
re is n
o
t art; th
at art is in
d
eed
 
stran
g
ely in
d
ep
en
d
en
t b
o
th
 o
f scien
ce an
d
 varacity, an
d
 refu
ses to
 su
b
m
it 
eith
er to
 scien
tific o
r even
 to
 in
tellectu
al tests. It is n
o
u
rish
ed
 b
y n
atu
re, 
b
u
t in
sp
ired
 b
y im
ag
in
atio
n
; it is n
atu
re h
u
m
an
ized
" 
（
六
五
） 
C
h
arles C
allah
an
 P
erkin
s, "E
d
ito
r's P
reface," A
rt in
 th
e H
o
u
se, p
.iii. 
–
 "G
reco
―R
o
m
an
 h
o
u
se as th
e m
o
st p
erfect typ
e o
f th
e an
tiq
u
e d
w
ellin
g
 
in
 p
lan
, co
n
stru
ctio
n
, an
d
 d
eco
ratio
n
" 
（
六
六
） 
F
alk
e, o
p
.cit., p
.2
4
8
. –
 "It can
n
o
t b
e d
en
ied
 th
at th
e p
rin
cip
le w
h
ich
 
u
n
d
erlies th
e co
n
stru
ctio
n
 o
f G
o
th
ic fu
rn
itu
re, an
d
 w
h
ich
 th
ese artists 
 
  
377  
 
 
fo
llo
w
ed
 (o
ccasio
n
ally alm
o
st to
o
 rig
id
ly) is a co
rrect o
n
e, b
u
t in
 sp
ite o
f 
th
is, o
r p
erh
ap
s fo
r th
is very reaso
n
, m
o
d
ern
 taste h
as p
ro
tested
 ag
ain
st it 
m
o
st em
p
h
atically" 
（
六
七
） 
V
an
 B
ru
n
t, o
p
.cit., p
.1
6
8
. –
 "S
in
ce th
e ad
ven
t o
f R
u
sk
in
 an
d
 P
u
g
in
, 
th
e w
h
o
le stren
g
th
 o
f E
n
g
lish
 aesth
etic w
ritin
g
 o
n
 h
o
u
seh
o
ld
 art h
as b
een
 
co
n
cen
trated
 o
n
 th
e ad
vo
cacy o
f G
o
th
ic p
rin
cip
les o
f d
esig
n
," 
（
六
八
） 
Ib
id
. –
 "an
d
 fo
r m
an
y years, 
… w
e h
ave reco
g
n
ized
 n
o
 virtu
e in
 an
y 
fu
rn
itu
re u
n
less it b
o
re th
e m
ark
s o
f m
ed
iaeval sin
cerity an
d
 in
n
o
cen
ce." 
（
六
九
） 
Ib
id
. 
 –
 " T
h
e ad
van
tag
es w
h
ich
 h
ave co
m
e to
 th
e sp
irit o
f m
o
d
ern
 d
esig
n
 in
 
E
n
g
lan
d
 an
d
 A
m
erica fro
m
 th
e stu
d
y o
f th
e m
ed
iaeval virtu
es are o
u
rs, 
let u
s h
o
p
e, fo
r all tim
e. It h
as m
ad
e a race o
f co
n
scien
tio
u
s d
esig
n
ers, 
w
h
o
 can
n
o
t b
e co
rru
p
ted
 b
y th
e p
ag
an
 w
iles o
f an
y learn
ed
 G
erm
an
, 
u
n
co
n
verted
 b
y th
e g
o
sp
el o
f art acco
rd
in
g
 to
 P
u
g
in
, E
astlak
e, an
d
 
V
io
llet
―le
―D
u
c," 
（
七
〇
） 
Ib
id
. –
 "n
o
 lo
n
g
er w
illin
g
 to
 b
e co
n
fin
ed
 in
 th
e straig
h
t
―jack
et o
f 
m
ed
iaevalism
, an
d
 are read
y to
 w
elco
m
e to
 o
u
r service all b
eau
tifu
l id
eal, 
w
h
eth
er C
h
ristian
 o
r p
ag
an
." 
（
七
一
） 
S
 [M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler], "C
o
n
cern
in
g
 Q
u
een
 A
n
n
e," A
A
&
B
N
, 
V
o
l.1
, 1
6
 D
ec. 1
8
7
6
, p
p
.4
0
4
―4
0
5
. 
ス
カ
イ
ラ
ー
と
の
同
定
に
つ
い
て
は 
A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, p
.6
4
1
 
参
照
。 
（
七
二
） 
Ib
id
., p
.4
0
4
. –
 "w
h
at is th
e fru
itfu
l p
rin
cip
le in
 Q
u
een
 A
n
n
e
" 
 
（
七
三
） 
Ib
id
., p
. –
 "[th
e fru
itfu
l p
rin
cip
le] th
at en
titles it to
 su
p
ersed
e every 
th
in
g
 d
istin
ctive th
at h
as b
een
 d
o
n
e in
 arch
itectu
re in
 o
u
r g
en
eratio
n
" 
（
七
四
） 
Ib
id
., p
.4
0
5
. –
 "Q
u
een
 A
n
n
e, as Q
u
een
 A
n
n
e, is a sh
eer affectatio
n
, 
alto
g
eth
er u
n
w
o
rth
y th
e atten
tio
n
 o
f g
ro
w
n
 m
en
." 
 
（
七
五
） 
Ib
id
., p
.4
0
4
. –
 "a b
u
ild
in
g
 is an
 o
rg
an
ism
, o
f w
h
ich
 th
e arch
itectu
re is 
n
o
t an
 ap
p
licatio
n
 fo
r d
eco
rative p
u
rp
o
ses, b
u
t th
e exp
ressio
n
 o
f its 
fu
n
ctio
n
s an
d
 co
n
d
itio
n
s" 
（
七
六
） 
Ib
id
., p
.4
0
5
. –
 "Q
u
een
 A
n
n
e co
n
sists in
 th
e ap
p
licatio
n
 o
f classic 
d
etail to
 b
u
ild
in
g
s d
esig
n
ed
 o
n
 G
o
th
ic p
rin
cip
le, 
―say rath
er, o
n
 
arch
itectu
ral p
rin
cip
les," 
（
七
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e d
etail is co
n
sisten
t w
ith
 an
d
 exp
ressive o
f th
e 
co
n
stru
ctio
n
 to
 w
h
ich
 it is ap
p
lied
." 
（
七
八
） 
Ib
id
. –
 "h
o
n
esty in
 th
e G
o
th
ic" 
（
七
九
） 
Ib
id
. –
 "refin
em
en
t o
f th
e R
en
aissan
ce
" 
（
八
〇
） 
Id
em
., "R
ecen
t B
u
ild
in
g
 in
 N
ew
 Y
o
rk
," H
arp
er's M
agazin
e, V
o
l.6
7
, 
S
ep
. 1
8
8
3
, 5
5
7
―5
7
8
; in
clu
d
ed
 in
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er 
W
ritin
gs, p
p
.4
5
3
―4
8
7
 as "C
o
n
cern
in
g
 Q
u
een
 A
n
n
e." 
以
下
引
用
は
A
m
erican
 A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs 
よ
り
。 
（
八
一
） 
Ib
id
., p
.4
5
4
. –
 "B
efo
re th
e 'm
o
vem
en
t' b
eg
an
, th
e arch
itects o
f 
E
u
ro
p
e an
d
 A
m
erica w
ere d
ivid
ed
 in
to
 tw
o
 cam
p
s" 
（
八
二
） 
Ib
id
. p
.4
8
4
. –
 "It is d
esig
n
ed
 in
 'free R
en
aissan
ce,' th
at is to
 say, th
e 
d
esig
n
er h
as u
n
d
ertaken
 to
 m
o
d
el th
e b
u
ild
in
g
 faith
fu
lly, acco
rd
in
g
 to
 its 
p
lan
 an
d
 co
n
stru
ctio
n
, in
 R
en
aissan
ce arch
itectu
re, leavin
g
 o
u
t all th
at h
e 
d
o
es n
o
t w
an
t. M
r. H
aig
h
t, as w
e saw
, w
as ab
le to
 ach
ieve th
at resu
lt 
w
ith
o
u
t tran
scen
d
in
g
 th
e lin
es o
f acad
em
ic G
o
th
ic." 
（
八
三
） 
Ib
id
. p
.4
8
5
. –
 "M
r. P
o
st
’ s free R
en
aissan
ce w
o
u
ld
 h
ave to
 b
e 
classified
 as G
o
th
ic, if it w
ere really n
ecessary to
 classify it at all." 
（
八
四
） 
Ib
id
. p
.4
5
4
. –
 "o
n
ly p
rim
itive so
u
rces su
p
p
ly th
e en
erg
y fo
r a lo
n
g
 
career" 
（
八
五
） 
[S
tu
rg
is?
,] o
p
.cit., p
.2
1
1
. –
 "S
o
 m
u
ch
 so
 is th
is tru
e th
at a b
u
ild
in
g
 o
f 
p
u
rely C
lassical d
etail can
 o
ften
 b
e q
u
ite G
o
th
ic in
 its real ch
aracter, an
d
 
th
e reverse as w
ell." 
（
八
六
） 
Ib
id
. –
 "w
e A
m
erican
s are b
o
rn
 to
 th
e trad
itio
n
s o
f n
eith
er sch
o
o
l" 
（
八
七
） 
Ib
id
., p
.2
1
2
.  
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–
 "th
e R
o
m
an
 d
id
 n
o
t co
n
sid
er it am
iss to
 d
eco
rate h
is vau
lted
 
co
n
stru
ctio
n
s w
ith
 G
recian
 art, [n
]o
r th
e m
aso
n
 o
f C
h
arlem
ag
n
e
's tim
e 
h
esitate to
 g
ive an
 E
astern
 ch
aracter to
 sim
ilar fo
rm
s, so
 w
e are n
o
t 
sh
o
ck
ed
, b
u
t rath
er g
ratified
, to
 see in
 o
ld
 cath
ed
rals th
e ro
u
n
d
 arch
es 
an
d
 N
o
rm
an
 d
eco
ratio
n
 m
in
g
led
 w
ith
 th
e G
o
th
ic o
f later ad
d
itio
n
s." 
（
八
八
） 
H
en
ry H
o
b
so
n
 R
ich
ard
so
n
, A
 D
escrip
tio
n
 o
f T
rin
ity C
h
u
rch
, [B
o
sto
n
, 
1
8
7
7
?
,] p
.1
3
. 
（
八
九
） 
Ib
id
. –
 "A
 free ren
d
erin
g
 o
f th
e F
ren
ch
 R
o
m
an
esq
u
e, in
clin
in
g
 
p
articu
larly to
 th
e sch
o
o
l th
at flo
u
rish
ed
 in
 th
e eleven
th
 cen
tu
ry in
 C
en
tral 
F
ran
ce –
 th
e an
cien
t A
q
u
itain
e –
" 
（
九
〇
）Ib
id
. –
 "secu
re, p
o
litically, o
n
 th
e o
n
e h
an
d
 fro
m
 th
e N
o
rm
an
 p
irates, 
an
d
 o
n
 th
e o
th
er fro
m
 th
e M
o
o
rish
 in
vasio
n
s, 
… th
e p
eacefu
l, en
lig
h
te
n
ed
 
an
d
 iso
lated
 cities o
f A
u
verg
n
e." 
（
九
一
） 
Ib
id
. –
 " a system
 o
f arch
itectu
re o
f its o
w
n
" 
（
九
二
） 
Ib
id
. –
 "d
ifferin
g
 fro
m
 th
e classical m
an
n
er in
 th
at, w
h
ile it stu
d
ied
 
eleg
an
ce, it w
as also
 co
n
stru
ctio
n
al, an
d
 fro
m
 th
e su
cceed
in
g
 G
o
th
ic, in
 
th
at, alth
o
u
g
h
 co
n
stru
ctio
n
al, it co
u
ld
 sacrifice so
m
eth
in
g
 o
f m
ech
an
ical 
d
exterity fo
r th
e sake o
f g
ran
d
eu
r an
d
 rep
o
se." 
（
九
三
） 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "H
en
ry H
o
b
so
n
 R
ich
ard
so
n
, A
rch
itect," 
A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
.1
7
2
. 
元
記
事
はT
h
e A
tlan
tic M
on
th
ly, V
o
l.5
8
, 
N
o
.3
4
9
, N
o
v. 1
8
8
6
, p
p
.6
8
5
―6
9
3
. –
 "U
n
d
er w
h
at im
p
u
lse h
as th
is ch
an
g
e 
tak
en
 p
lace 
… ?
 W
at is its sig
n
ifican
ce?
 H
as th
e n
ew
 m
o
vem
en
t a fu
tu
re 
b
efo
re it?
 H
as it co
m
e to
 stay?
" 
（
九
四
） 
[M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler,] "T
h
e N
ew
 C
h
u
rch
 in
 B
o
sto
n
," T
h
e W
o
rld
, 
1
1
 F
eb
. 1
8
7
7
, p
.4
.  
（
九
五
） 
Ib
id
. 
（
九
六
）W
ig
h
t, "H
. H
. R
ich
ard
so
n
," p
.6
0
. –
 "still R
o
m
an
esq
u
e b
y w
h
ich
 I m
ean
 
th
e n
o
rth
ern
 ro
u
n
d
 arch
 style, b
u
t w
ith
 a d
ecid
ed
 feelin
g
 fo
r th
e b
eau
ty o
f 
B
yzan
tin
e o
rn
am
en
tatio
n
." 
（
九
七
） 
Ib
id
. –
 " B
yzan
tin
e style, 
… th
e style lo
ved
, ad
m
ired
 an
d
 exem
p
lified
 
in
 th
e illu
strated
 w
o
rk
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
, fo
u
n
d
 in
 h
im
, n
o
t a d
iscip
le o
f 
R
u
sk
in
, b
u
t an
o
th
er exp
o
n
en
t o
f its b
eau
ties." 
（
九
八
） 
V
an
 B
ru
n
t, o
p
.cit., p
p
.1
7
5
―1
7
6
. –
 "th
e w
eig
h
t an
d
 b
read
th
 o
f h
is 
to
u
ch
, in
 th
e rem
ark
ab
le sim
p
licity o
f h
is arch
itectu
ral co
n
cep
tio
n
s, in
 
th
eir larg
e, m
an
ly vig
o
r, in
 th
eir clear an
d
 p
o
w
erfu
l accen
tu
atio
n
, in
 th
e 
p
lain
n
ess o
f th
eir sky
―lin
e, an
 in
 th
eir freed
o
m
 fro
m
 th
e co
n
ven
tio
n
alities 
o
f d
esig
n
" 
二
年
後
に
公
式
の
伝
記
を
発
表
し
た
レ
ン
セ
リ
ア
も
ま
た
同
様
の
摘
要
を
行
っ
た
。R
en
sselaer, R
ich
ard
so
n
 an
d
 H
is W
o
rks, p
.1
1
2
. –
 "S
tren
g
th
 in
 
co
n
cep
tio
n
; clearn
ess in
 exp
ressio
n
; b
read
th
 in
 treatm
en
t; im
ag
in
atio
n
; 
an
d
 a lo
ve fo
r rep
o
se an
d
 m
assive d
ig
n
ity o
f asp
ect, an
d
 o
ften
 fo
r an
 effect 
w
h
ich
 in
 th
e w
id
est m
ean
in
g
 o
f th
e w
o
rd
 w
e m
ay call 'ro
m
an
tic.'" 
 
 
 
ま
た
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
牧
師
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
「
ラ
ス
キ
ン
同
様
〝
建
築
が
身
に
つ
け
る
こ
と
と
な
る
ほ
と
ん
ど
の
建
築
の
特
徴
よ
り
も
魅
力
的
な
、
堂
々
と
し
た
石
の
面
〟
を
重
視
し
た
」
と
い
う
。 
P
h
ilip
s B
ro
o
k
s, "H
en
ry H
o
b
so
n
 R
ich
ard
so
n
," T
h
e H
arvard
 M
o
n
th
ly, V
o
l.3
, 
N
o
.1
, O
ct. 1
8
8
6
, p
.5
. –
 " H
e seem
ed
 to
 co
u
n
t w
ith
 R
u
sk
in
 "A
 N
o
b
le 
su
rface o
f sto
n
e a fairer th
in
g
 th
an
 m
o
st arch
itectu
ral featu
res w
h
ich
 it is 
cau
sed
 to
 assu
m
e." 
（
九
九
） 
V
an
 B
ru
n
t, o
p
.cit., p
.1
7
9
. "a co
n
tin
u
atio
n
 o
f R
ich
ard
so
n
's exp
erim
en
ts 
w
ith
 th
e R
o
m
an
esq
u
e o
f A
u
verg
n
e
" 
（
一
〇
〇
）S
ch
u
yler, "R
u
ssell S
tu
rg
is's A
rch
itectu
re," p
.4
0
5
. 
–
 "O
n
e R
esu
lt o
f th
e P
h
ilad
elp
h
ia fair w
as to
 teach
 visito
rs m
o
re ab
o
u
t 
th
e im
p
o
rtan
ce o
f th
e C
o
n
tin
en
t o
f E
u
ro
p
e in
 co
m
p
ariso
n
 w
ith
 th
e 
B
ritish
 islan
d
s. It is n
o
t w
ith
o
u
t sig
n
ifican
ce th
at th
e cen
ten
n
ial year o
f 
o
u
r p
o
litical D
eclaratio
n
 o
f In
d
ep
en
d
en
ce sh
o
u
ld
 h
ave b
ro
u
g
h
t w
ith
 it 
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o
u
r arch
itectu
ral D
eclaratio
n
 o
f In
d
ep
en
cen
ce. F
o
r it w
as in
 th
at year 
th
at T
rin
ity C
h
u
rch
 in
 B
o
sto
n
 w
as b
u
ilt. T
h
e im
m
ed
iate vo
g
u
e an
d
 
g
en
eral acclam
atio
n
 w
ith
 w
h
ich
 th
e d
esig
n
 w
as received
 fixed
 th
e 
co
u
rse o
f A
m
erican
 b
u
ild
in
g
 fo
r th
e n
ext en
su
rin
g
 d
ecad
e. T
h
is w
as th
e 
first real b
reak w
ith
 th
e "co
lo
n
ial" b
u
ild
in
g
 trad
itio
n
. U
p
 to
 th
en
 w
e h
ad
 
fo
llo
w
ed
 th
e arch
itectu
ral fash
io
n
s o
f th
e m
o
th
er co
u
n
try, im
p
o
rtin
g
 
even
 o
u
r F
ren
ch
 an
d
 Italian
 G
o
th
ic b
y w
ay o
f E
n
g
lan
d
. A
n
d
 o
u
r 
arch
itectu
ral D
eclaratio
n
 o
f In
d
ep
en
d
en
ce th
u
s fo
llo
w
ed
 o
u
r p
o
litical b
y 
th
e sp
ace o
f ju
st o
n
e h
u
n
d
red
 years." 
（
一
〇
一
） 
[S
tu
rg
is?
,] o
p
.cit., p
.2
1
2
. 
（
一
〇
二
） 
引
用
は 
V
an
 R
en
sselaer, E
n
glish
 C
ath
ed
rals, p
.xiv. –
 " w
e 
A
m
erican
s h
ave n
o
 in
b
o
rn
 in
erad
icab
le p
referen
ce fo
r an
y g
iven
 fo
rm
 o
f 
m
ed
iaeval art, n
o
 in
n
ate in
stin
ct to
 d
efen
d
, ag
ain
st all ag
g
resso
rs, th
e fam
e 
o
f an
y lo
cal d
evelo
p
m
en
t." 
（
一
〇
三
） 
前
出 
H
en
ry V
an
 B
ru
n
t, "O
n
 th
e P
resen
t C
o
n
d
itio
n
 an
d
 P
ro
sp
ects 
o
f A
rch
itectu
re," T
h
e A
tlan
tic M
o
n
th
ly, V
o
l.5
7
, M
ar. 1
8
8
6
, p
p
.3
7
4
―3
8
4
; 
A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
p
.1
5
8
―1
6
9
. 
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 
S
o
ciety 
よ
り
。 
（
一
〇
四
） 
Ib
id
., p
p
.1
6
6
―1
6
7
.  
–
 "th
e exp
erim
en
ts w
e are tryin
g
 in
 th
is resp
ect, b
ein
g
 free fro
m
 th
e 
p
rju
d
ices o
f p
atrio
tic sen
tim
en
t w
h
ich
 I b
elieve to
 b
e a serio
u
s 
h
in
d
ran
ce to
 th
e ad
van
ce o
f E
n
g
lish
 art, are cu
rio
u
s an
d
 n
o
t w
ith
o
u
t 
p
ro
m
ise. A
m
o
n
g
 th
ese m
in
o
r revivals, th
at o
f th
e R
o
m
an
esq
u
e fo
rm
s o
f 
A
u
verg
n
e, in
 w
h
ich
 th
e vig
o
ro
u
s ro
u
n
d
 arch
es, th
e ro
b
u
st co
lu
m
n
s, th
e 
stro
n
g
 cap
itals, an
d
 th
e rich
 b
u
t sem
i
―b
arb
aric scu
lp
tu
re are tem
p
ered
 
w
ith
 rem
in
iscen
ces o
f th
e fin
er R
o
m
an
 art, is at th
e m
o
m
en
t th
e m
o
st 
in
terestin
g
 an
d
 p
erh
ap
s th
e m
o
st p
ro
m
isin
g
." 
（
一
〇
五
） 
Id
em
., "T
h
e H
isto
ric S
tyles an
d
 M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eview
, V
o
l.1
, N
o
.7
, 1
 A
u
g
. 1
8
9
2
, p
p
.5
9
―6
1
; V
o
l.2
, N
o
.1
, 2
 
Jan
. 1
8
9
3
, p
p
.1
―4
; in
clu
d
ed
 in
 A
rch
itectu
re an
d
 S
o
ciety, p
p
.2
8
9
―3
0
4
. 
以
下
引
用
は A
rch
itectu
re an
d
 S
ociety
 
よ
り
。 
（
一
〇
六
） 
Id
em
., "C
o
n
d
itio
n
 an
d
 P
ro
sp
ects," p
.1
6
3
. –
 "th
e first an
d
 g
reatest 
o
f th
e E
n
g
lish
 revivals, th
at o
f m
ed
iaeval art, h
ad
 its b
asis in
 an
 aw
ak
en
ed
 
co
n
scien
ce." 
（
一
〇
七
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e G
o
th
ic revival is th
e o
n
ly in
stan
ce in
 h
isto
ry o
f a m
o
ral 
revo
lu
tio
n
 in
 art." 
（
一
〇
八
） 
Ib
id
. –
 "th
at arch
itectu
ral exp
ressio
n
 sh
o
u
ld
 b
e co
n
tro
lled
 b
y 
stru
ctu
re, an
d
 th
at d
eco
ratio
n
 sh
o
u
ld
 fo
llo
w
 th
e m
eth
o
d
s o
f n
atu
re." 
（
一
〇
九
） 
Id
em
. "H
isto
ric S
tyles," p
.2
9
5
.  
–
 "T
h
e p
o
lem
ics o
f P
u
g
in
, R
u
sk
in
, E
astlak
e, S
treet, an
d
 a sco
u
re o
f 
in
ferio
r essayists o
n
 th
e p
art o
f th
e E
n
g
lish
, an
d
 o
f V
icto
r H
u
g
o
 an
d
 
V
io
llet
―le
―D
u
c, o
n
 th
e p
art o
f th
e F
ren
ch
, co
n
ferred
 u
p
o
n
 th
e 
m
o
vem
en
t th
e d
ig
n
ity o
f a refo
rm
, o
f w
h
ich
 th
e w
atch
 w
o
rd
 w
as tru
th
. 
B
u
t it w
as m
ed
iaeval tru
th
, n
o
t ab
stract tru
th
, w
h
ich
 th
ey virtu
ally 
tau
g
h
t, an
d
 th
e arch
itectu
ral d
iscip
les o
f th
ese literary m
asters d
id
 n
o
t 
su
cceed
 in
 sep
aratin
g
 th
e p
rin
cip
le fro
m
 th
e fo
rm
, th
e sp
irit fro
m
 th
e 
letter. T
h
ey w
ere, in
 fact, m
o
re co
n
ceren
ed
 w
ith
 th
e p
reservatio
n
 o
f th
e 
in
teg
rity o
f a style, th
an
 w
ith
 th
e attem
p
t to
elevete m
o
d
ern
 arch
itectu
re 
so
 th
at it m
ig
h
t fitly exp
ress th
e m
o
d
ern
 sp
irit b
y th
e ap
p
licatio
n
 o
f th
e 
p
rin
cip
les w
h
ich
 h
ad
 g
u
id
ed
 th
e G
reek
s an
d
 th
e lay arch
itects o
f th
e 
M
id
d
le A
g
es to
 th
eir d
istin
ctive triu
m
p
h
s." 
（
一
一
〇
） 
Id
em
., G
reek L
in
es an
d
 O
th
er A
rch
itectu
ral E
ssays, B
o
sto
n
 an
d
 
N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
 M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
3
. 
（
一
一
一
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "H
en
ry V
an
 B
ru
n
t: A
rch
itect, W
riter an
d
 
P
h
ilo
so
p
h
er," IA
&
N
R
, V
o
l.2
3
, N
o
s.3
―6
, A
p
r.
―Ju
l. 1
8
9
4
, p
p
.2
9
―3
0
, 4
1
―4
2
, 
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4
9
―5
0
, 6
0
―6
1
. 
（
一
一
二
） 
Ib
id
., p
.4
1
. –
 "it is n
o
 su
rp
rise th
at h
e sh
o
u
ld
 h
ave b
een
 m
o
re 
co
n
sid
erate to
w
ard
 th
e m
o
d
ern
 F
ren
ch
 sh
o
o
l o
f d
esig
n
 th
an
 an
y o
th
er, o
r 
th
at h
e sh
o
u
ld
 h
ave w
ritten
 th
e o
b
itu
ary o
f th
e g
reat G
o
th
ic revival" 
（
一
一
三
） 
Ib
id
. –
 " It is safe to
 assu
m
e th
at if th
e R
o
m
an
esq
u
e revival h
ead
ed
 
b
y R
ich
ard
so
n
 is to
 co
n
tin
u
e as a livin
g
 fact, an
d
 if w
e avail o
u
rselves o
f th
e 
b
o
o
k
 o
f h
isto
ry th
at is b
efo
re u
s, th
e n
atu
ral ten
d
en
cy w
ill b
e rath
er to
w
ard
 
G
o
th
ic lin
es th
an
 aw
ay fro
m
 th
em
." 
（
一
一
四
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, A
 H
isto
ry o
f A
rch
itectu
re, p
.5
5
9
. 
（
一
一
五
） 
Jo
h
n
 S
tew
ard
so
n
, "A
rch
itectu
re in
 A
m
erica: A
 F
o
recast," 
L
ip
p
in
co
tts' M
on
th
ly M
agazin
e
, V
o
l.5
7
, Jan
. 1
8
9
6
, p
p
.1
3
2
―1
3
7
. A
A
&
B
N
, 
V
o
l.5
1
, N
o
.1
0
4
9
, 1
 F
eb
. 1
8
9
6
, p
p
.5
1
―5
2
 
に
再
掲
。
以
下
引
用
はA
A
&
B
N
よ
り
。 
（
一
一
六
） 
Ib
id
., p
.5
1
. –
 "th
ere w
as g
ro
w
in
g
 sid
e b
y sid
e w
ith
 th
e R
ich
ard
so
n
 
sch
o
o
l so
m
eth
in
g
 th
at w
as in
 m
ark
ed
 co
n
trast to
 it 
―a stro
n
g
 in
flu
en
ce in
 
favo
r o
f C
lassic p
ro
p
o
rtio
n
s an
d
 C
lassic fo
rm
s" 
（
一
一
七
） 
Ib
id
. –
 " W
h
eth
er w
e like it o
r n
o
t, it seem
s to
 b
e fo
rcin
g
 itself 
u
p
o
n
 u
s," 
（
一
一
八
） 
Ib
id
.  
–
 "T
h
e stro
n
g
est m
in
d
s in
 arch
itectu
re h
ave stru
g
g
led
 ag
ain
st th
is 
ap
p
aren
tly o
verw
h
elm
in
g
 fo
rce. V
io
llet
―le
―D
u
c fo
u
g
h
t as h
ard
 d
u
rin
g
 
h
is life ag
ain
st C
lassicism
 in
 F
ran
ce as R
ich
ard
so
n
 d
id
 h
ere. 
… In
 
E
n
g
lan
d
, R
u
sk
in
 w
as fu
m
in
g
 an
d
 frettin
g
 an
d
 co
m
p
o
sin
g
 m
ag
n
ificen
t 
treatises ag
ain
st th
e m
arch
 o
f th
e R
en
aissan
ce. E
very b
o
d
y read
 w
h
at h
e 
w
ro
te, an
d
 a g
reat m
an
y p
eo
p
le p
racticed
 it. B
u
t w
h
at is th
e resu
lt?
 T
h
e 
little sch
o
o
l fo
u
n
d
ed
 b
y V
io
llet
―le
―D
u
c h
ard
ly exists an
y m
o
re, if, 
in
d
eed
, it exists at all. 
… R
u
sk
in
 is q
u
o
ted
 as a m
aster o
f E
n
g
lish
, an
d
 
th
ere is n
o
t a celeb
rated
 th
eatre o
r m
o
d
ern
 p
u
b
lic b
u
ild
in
g
 in
 th
e 
civilized
 w
o
rld
 th
at is n
o
t d
esig
n
ed
 after th
e p
rin
cip
les o
f C
lassic 
arch
itectu
re." 
（
一
一
九
） 
Ib
id
. p
.5
2
. –
 "Is it n
o
t alm
o
st a certain
ty th
at w
ith
 th
e fu
tu
re 
d
evelo
p
m
en
t o
f stu
d
io
u
s acad
em
ic arch
itectu
re th
ro
u
g
h
o
u
t th
e co
u
n
try 
th
ere is co
m
in
g
 a w
ave o
f C
lassic th
at w
ill h
ave n
early as m
u
ch
 in
flu
en
ce 
o
ver th
e A
m
erican
 style as it h
as h
ad
 fo
r cen
tu
ries o
ver E
u
ro
p
e?
" 
（
一
一
九
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "T
h
e W
o
rk
 o
f C
o
p
e &
 S
tew
ard
so
n
," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
6
, N
o
.5
, N
o
v. 1
9
0
4
, p
.4
2
4
. –
 "tru
e 'Q
u
een
 
A
n
n
e'" 
   
第
四
章 
 
【
章
頭
図
版
：
葉
巻
「
ラ
ス
キ
ン
」
の
広
告
】 
出
典
：T
h
e M
ilw
au
kee S
en
tin
el, 1
2
 S
ep
. 1
9
1
2
. 
 
【
章
頭
引
用
①
：「
象
牙
の
ペ
―
パ
―
ナ
イ
フ
の
嘆
き
」】 
出
典
：B
ran
d
er M
atth
ew
s, "T
h
e L
am
en
t o
f T
h
e Ivo
ry P
ap
er
―
C
u
tter," T
h
e K
n
ig
h
t E
rran
t, V
o
l.1
, N
o
.1
, A
p
r. 1
8
9
2
, p
.1
8
. 
–
 "'W
ell,' said
 th
e g
o
ld
 P
en
, '... I m
ig
h
t co
m
p
lain
 if I ch
o
se, ... 
B
u
t yo
u
! –
 w
h
y, o
n
ly yeste
rd
ay yo
u
 m
u
st h
ave h
ad
 a d
elig
h
tfu
l 
tim
e, cu
ttin
g
 th
e leaves o
f th
at n
ew
 set o
f R
u
sk
in
.' 
'R
u
sk
in
!' ech
o
ed
 th
e ivo
ry P
ap
er
―k
n
ife, w
ith
 a sh
u
d
d
er. 'U
g
h
 
D
o
n
't yo
u
 k
n
o
w
 I lo
ath
e th
at so
rt o
f ru
b
b
ish
 an
d
 g
u
sh
 an
d
 stu
ff?
 
I've b
een
 u
sed
 to
 th
e b
o
o
k
s o
f real m
en
. B
efo
re I w
as sto
len
 an
d
 
b
ro
u
g
h
t h
ere to
 N
ew
 Y
o
rk
, I lived
 th
e life I lik
e ...'" 
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【
章
頭
引
用
②
：「
真
実
と
伝
統
」】 
出
典
：P
au
l P
h
ilip
p
e C
ret, "T
ru
th
 an
d
 T
rad
itio
n
," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
5
, N
o
.2
, F
eb
. 1
9
0
9
, p
.1
0
9
. 
–
 "'M
en
 lik
e R
u
sk
in
 an
d
 C
arlyle w
ill p
reach
 to
 S
m
ith
 an
d
 
B
ro
w
n
 fo
r th
e sak
e o
f p
reach
in
g
, ju
st as S
t. F
ran
cis p
reach
ed
 to
 
th
e b
ird
s an
d
 S
t. A
n
th
o
n
y to
 th
e fish
es. B
u
t S
m
ith
 an
d
 B
ro
w
n
, 
lik
e th
e b
ird
s an
d
 fish
es, rem
ain
 as th
ey are.' A
n
d
 fu
rth
er o
n
: 
"O
u
r o
n
ly h
o
p
e, th
en
, is in
 evo
lu
tio
n
. W
e m
u
st rep
lace th
e M
an
 
b
y th
e S
u
p
erm
an
." 
B
ro
w
n
ie w
as d
u
m
b
fo
u
n
d
ed
. 'O
u
r o
n
ly h
o
p
e, th
en
, is in
 
evo
lu
tio
n
!' E
vo
lu
tio
n
 is a slo
w
 p
ro
cess, an
d
 th
e p
ro
se
ct o
f 
k
n
o
w
in
g
 th
at su
p
erm
an
, fo
rty th
o
u
san
d
 years fro
m
 n
o
w
, w
ill 
p
erh
ap
s b
u
ild
 tru
th
fu
l arch
itectu
re, is a rath
er co
m
fo
rtless 
co
n
tin
g
en
cy. 
M
ean
w
h
ile, as h
e h
ad
 to
 b
u
ild
, b
ein
g
 an
 arch
itect, h
e set h
im
self 
ag
ain
 to
 th
e task
 o
f d
esig
n
in
g
 ch
u
rch
es, resid
en
ces, b
an
k
 
b
u
ild
in
g
s an
d
 th
e rest as w
ell as h
e co
u
ld
, th
o
u
g
h
 still h
in
d
ered
 
b
y th
e tastes o
f th
e clien
ts w
h
ich
 w
ere n
o
t alw
ays th
e sam
e as h
is 
o
w
n
, b
y th
e m
eag
er fu
n
d
s p
u
t at h
is d
isp
o
sal, b
y u
n
favo
rab
le 
sites, an
d
, ab
o
ve all, b
y h
is o
w
n
 talen
t, o
f w
h
ich
 h
e w
as th
e first 
to
 reco
g
n
ize th
e lim
itatio
n
s. E
veryb
o
d
y can
n
o
t b
e a g
en
iu
s." 
 
（
一
）V
an
 R
en
sselaer, S
ix P
o
rtraits, p
.9
5
. –
 "T
h
e first fro
th
 o
f R
u
sk
in
's 
in
flu
en
ce h
as b
lo
w
n
 aw
ay
" 
（
二
） 
E
d
w
ard
 B
ellam
y, L
o
o
kin
g B
ackw
ard
, 2
0
0
0
―1
8
8
7
, B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, 
H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
8
8
. 
（
三
） 
S
id
n
ey S
m
ith
, "S
killed
 an
d
 U
n
skilled
 L
ab
o
r," T
h
e B
u
ild
in
g B
u
d
get, 
V
o
l.4
, Jan
. 1
8
8
8
, p
p
.6
―7
. 
（
四
） 
Ib
id
., p
.7
. –
 "T
h
o
se w
h
o
 b
elieve w
ith
 M
r. R
u
sk
in
 th
at d
ivisio
n
 o
f lab
o
r 
h
as b
een
 th
e cau
se o
f d
eg
rad
atio
n
 o
f th
e B
ritish
 w
o
rk
m
an
, an
d
 h
as to
u
rn
ed
 
h
im
 in
to
 a m
ach
in
e, h
ave a g
o
o
d
 p
rim
a facie case th
at w
ill ap
p
ly eq
u
ally to
 
th
is co
u
n
try, 
… b
u
t leave th
e resp
o
n
sib
ility to
 d
ifferen
ces b
etw
een
 C
ap
ital 
an
d
 L
ab
o
r." 
（
五
） 
L
o
u
is H
en
ry S
u
llivan
, "S
u
b
―C
o
n
tractin
g
: S
h
all th
e N
atio
n
al A
sso
ciatio
n
 
R
eco
m
m
en
d
 T
h
at It b
e E
n
co
u
rag
ed
?
" IA
&
N
R
, V
o
l.1
5
, N
o
.2
, 1
5
 F
eb
. 1
8
9
0
, 
p
p
.1
8
―1
9
; O
fficial R
ep
o
rt: F
o
u
rth
 A
n
n
u
al C
o
n
ven
tio
n
 o
f th
e N
atio
n
al 
A
sso
ciatio
n
 o
f B
u
ild
ers o
f th
e U
n
ited
 S
tates o
f A
m
erica, B
o
sto
n
, A
lfred
 
M
u
d
g
e &
 S
o
n
, 1
8
9
0
, p
p
.8
5
―8
8
. Id
em
., T
h
e P
u
b
lic P
ap
ers, R
o
b
ert 
T
w
o
m
b
ly, ed
., C
h
icag
o
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e U
n
iversity o
f C
h
icag
o
 P
ress, 
1
9
8
8
, p
p
.6
7
―7
2
 
所
収
。
以
下
引
用
は T
h
e P
u
b
lic P
ap
ers 
よ
り
。 
（
六
） 
Ib
id
., p
.7
1
. –
 "tireless m
ech
an
ic, th
e artisan
, th
e in
ven
to
r, th
e m
aster o
f 
h
is craft" 
（
七
） 
Ib
id
., p
.6
8
. –
 "th
e ju
st an
d
 eq
u
itab
le d
istrib
u
tio
n
 o
f th
e resp
o
n
sib
ilities, 
th
e em
o
lu
m
en
ts, an
d
 th
e h
o
n
o
rab
le reco
g
n
itio
n
 b
y th
e p
u
b
lic" 
（
八
） 
Ib
id
., p
.7
1
. –
 "th
at g
ian
t in
 in
tellect, th
at n
o
b
le frien
d
" 
（
九
） 
Ib
id
. 
斜
体
は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
原
文
で
イ
タ
リ
ッ
ク
。「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
第
十
七
巻
一
一
三
頁
参
照
。 
 
–
 "in
 all b
u
yin
g con
sid
er first, w
h
at co
n
d
itio
n
 o
f existen
ce you
 cau
se in
 
th
e p
ro
d
u
cers o
f w
h
at yo
u
 b
u
y; secon
d
ly, w
h
eth
er th
e su
m
 you
 h
ave 
p
aid
 is ju
st to
 th
e p
ro
d
u
cer; th
ird
ly, to h
o
w
 m
u
ch
 clear u
se, for fo
o
d
, 
kn
o
w
led
ge, o
r jo
y, th
is th
at you
 h
ave b
o
u
gh
t can
 b
e p
u
t; an
d
 fo
u
rth
ly, to
 
w
h
o
m
 an
d
 in
 w
h
at w
ay it can
 b
e m
o
st sp
eed
ily an
d
 serviceab
ly 
d
istrib
u
ted
; in
 all d
ealin
gs, w
h
atso
ever, in
sistin
g on
 en
tire o
p
en
n
ess an
d
 
stern
 fu
lfillm
en
t; an
d
 in
 all d
o
in
gs, in
 p
erfection
 an
d
 lo
velin
ess o
f 
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acco
m
p
lish
m
en
t." 
（
一
〇
） 
W
illiam
 D
w
ig
h
t P
o
rter B
liss, W
h
at is C
h
ristian
 S
o
cialism
?
, B
o
sto
n
, 
T
h
e S
o
ciety o
f C
h
ristian
 S
o
cialist, 1
8
9
0
. 
（
一
一
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e C
o
m
m
u
n
ism
 o
f Jo
h
n
 R
u
skin
: O
r, "U
n
to
 th
is last"; 
T
w
o
 L
ectu
res fro
m
 "T
h
e cro
w
n
 o
f w
ild
 o
live"; an
d
 S
electio
n
s fro
m
 "F
o
rs 
C
lavigera", W
illiam
 D
w
ig
h
t P
o
rter B
liss, ed
., N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e H
u
m
b
o
ld
t 
P
u
b
lish
in
g
 C
o
., 1
8
9
1
. 
（
一
二
） 
F
ran
cis W
atts L
ee, W
illiam
 M
o
rris: P
oet, A
rtist, S
ocialist: A
 S
electio
n
 
fro
m
 H
is W
ritin
gs T
o
geth
er w
ith
 a S
ketch
 o
f th
e M
an
, N
ew
 Y
o
rk
, 
H
u
m
b
o
ld
t P
u
b
lish
in
g
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
1
. 
（
一
三
） 
ク
ラ
ー
ク
に
つ
い
て
は 
P
eter W
eiler, "W
illiam
 C
lark
e: T
h
e M
akin
g
 an
d
 
U
n
m
ak
in
g
 o
f a F
ab
ian
 S
o
cialist," Jo
u
rn
al o
f B
ritish
 S
tu
d
ies, V
o
l.1
4
, N
o
.1
, 
N
o
v. 1
9
7
4
, p
p
.7
7
―1
0
8
; H
erb
ert B
u
rro
w
s an
d
 Jo
h
n
 A
. H
o
b
so
n
, ed
s., 
W
illiam
 C
larke: A
 C
o
llection
 of H
is W
ritin
gs w
ith
 a B
io
grap
h
ical S
ketch
, 
L
o
n
d
o
n
, S
w
an
 S
o
n
n
en
sch
ein
 &
 C
o
., 1
9
0
8
 
を
参
照
。 
（
一
四
） 
W
illiam
 C
larke, "W
illiam
 M
o
rris," T
h
e N
ew
 E
n
glan
d
 M
agazin
e, N
ew
 
S
eries V
o
l.3
, N
o
.6
, F
eb
. 1
8
9
1
, p
p
.7
4
0
―7
4
9
. 
（
一
五
） 
Ib
id
., p
.7
4
2
. –
 " F
ro
m
 R
u
sk
in
, M
o
rris im
b
ib
ed
 th
e id
ea th
at o
u
r 
p
resen
t p
o
litico
―co
m
m
ercial civilizatio
n
 is ab
so
lu
tely h
o
stile to
 art." 
（
一
六
） 
O
scar W
ild
e, W
illiam
 M
o
rris, W
illiam
 C
. O
w
en
, T
h
e S
o
u
l o
f M
an
 
u
n
d
er S
o
cialism
, T
h
e S
o
cialist Id
eal
―A
rt, an
d
 T
h
e C
o
m
in
g S
olid
arity, N
ew
 
Y
o
rk
, T
h
e H
u
m
b
o
ld
t P
u
b
lish
in
g
 C
o
., 1
8
9
1
. 
（
一
七
） 
O
w
en
, "T
h
e C
o
m
in
g
 S
o
lid
arity" in
 ib
id
., p
.3
9
. –
 "lo
o
k
in
g
 b
ack
w
ard
 
w
e can
s see th
at th
e sp
lit w
as u
n
avo
id
ab
le;" 
（
一
八
）Ib
id
., p
.3
9
. –
 "B
o
th
 h
ave a w
o
rld
―w
id
e rep
u
tatio
n
 as in
terp
reters o
f 
th
at art w
h
o
se b
reath
 is in
d
ivid
u
alism
, an
d
 w
h
o
se essen
ce is h
arm
o
n
io
u
s 
co
m
b
in
atio
n
."  
（
一
九
） 
ア
メ
リ
カ
で
発
売
さ
れ
た
初
期
の
モ
リ
ス
書
目
に
は 
W
illiam
 M
o
rris, T
h
e 
E
arth
ly P
arad
ise, B
o
sto
n
, R
o
b
erts, 1
8
6
8
; id
em
., L
o
ve is E
n
o
u
gh
: O
r, th
e 
F
reein
g o
f P
h
aram
o
n
d
, a M
o
rality
, B
o
sto
n
, R
o
b
erts B
ro
th
ers, 1
8
7
3
; id
em
., 
T
he Æ
neids of V
irgil. D
one into E
n
glish
 V
erse b
y W
illiam
 M
o
rris, B
o
sto
n
, 
R
o
b
erts B
ro
th
ers, 1
8
7
6
 
な
ど
が
あ
る
。 
（
二
〇
） 
E
lb
ert H
u
b
b
ard
, L
ittle Jo
u
rn
eys to
 th
e H
o
m
es o
f E
n
glish
 A
u
th
o
rs: 
W
illiam
 M
o
rris, E
ast A
u
ro
ra, N
ew
 Y
o
rk
, R
o
ycro
fters, 1
9
0
0
. 
（
二
一
） 
S
h
an
d
―T
u
cci, B
o
sto
n
 B
oh
em
ia, p
.9
6
. 
（
二
二
） 
F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, "R
o
o
ts,"W
ritin
gs an
d
 B
u
ild
in
gs, selected
 b
y 
E
d
g
ar K
au
fm
an
n
 an
d
 B
en
 R
aeb
u
rn
, N
ew
 Y
o
rk
, H
o
rizo
n
, 1
9
6
0
, p
.2
0
. 
（
二
三
） 
W
illiam
 M
o
rris, T
h
e D
eco
rative A
rts: T
h
eir R
elatio
n
 to
 M
o
d
ern
 L
ife 
an
d
 P
ro
gress: A
n
 A
d
d
ress D
elivered
 b
efo
re th
e T
rad
es' G
u
ild
 o
f L
earn
in
g
, 
B
o
sto
n
, R
o
b
erts B
ro
th
ers, 1
8
7
8
. 
イ
ギ
リ
ス
版
は
同
年 
E
sslis an
d
 W
h
ite 
(L
o
n
d
o
n
) 
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。 
（
二
四
） 
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
工
芸
家
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 
W
illiam
 M
o
rris, 
"H
in
ts o
n
 H
o
u
se D
eco
ratio
n
," A
A
&
B
N
, V
o
l. 9
, N
o
s.2
6
3
―2
6
5
, 8
, 1
5
, 2
2
 Jan
. 
1
8
8
1
, p
p
.1
6
―1
8
, 2
8
―3
0
, 4
1
―4
3
; 
以
降
、F
ran
cis M
ario
n
 C
raw
fo
rd
, "F
alse 
T
aste in
 A
rt," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.1
3
5
, 1
 Ju
l.1
8
8
2
, p
p
.8
9
―9
8
; 
"W
illiam
 M
o
rris at W
o
rk
," A
A
&
B
N
, V
o
l.1
7
, N
o
.4
9
5
, 2
0
 Ju
n
. 1
8
8
5
, 
p
p
.2
9
6
―2
9
7
 
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 
 
（
二
五
） 
"T
h
e D
estru
ctio
n
 o
f W
ren
's L
o
n
d
o
n
 C
h
u
rch
es," A
A
&
B
N
, V
o
l.3
, 
N
o
.1
2
5
, 1
8
 M
ay 1
8
7
8
, p
.1
6
9
; "A
 Q
u
estio
n
 o
f R
esto
ratio
n
," ib
id
., V
o
l.6
, 
N
o
.2
0
2
, 8
 N
o
v. 1
8
7
9
, p
.1
4
5
; W
illiam
 M
o
rris, "T
h
e 'R
esto
ratio
n
' o
f S
t. 
M
ark
's," ib
id
., V
o
l.6
, N
o
.2
0
5
, 2
9
 N
o
v. 1
8
7
9
, p
.1
7
4
. 
（
二
六
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "T
h
e A
rt o
f W
illiam
 M
o
rris," T
h
e A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.7
, N
o
.4
, A
p
r.
―Ju
n
. 1
8
9
8
, p
p
.4
4
1
―4
6
1
. 
（
二
七
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e N
atu
re o
f G
o
th
ic: A
 C
h
ap
ter o
f th
e S
to
n
es o
f 
V
en
ice, L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
, p
rin
ted
 b
y W
illiam
 M
o
rris at th
e K
elm
sco
tt 
P
ress, H
am
m
ersm
ith
, 1
8
9
2
. 
 
  
383  
 
 
（
二
八
）F
ran
cis W
atts L
ee, "S
o
m
e T
h
o
u
g
h
ts u
p
o
n
 B
eau
ty in
 T
yp
o
g
rap
h
y 
S
u
g
g
ested
 b
y th
e W
o
rk
 o
f M
r. W
illiam
 M
o
rris at th
e K
elm
sco
tt P
ress," T
h
e 
K
n
igh
t E
rran
t, V
o
l.1
, N
o
.2
, Ju
l. 1
8
9
2
, p
p
.5
3
―6
3
. 
（
二
九
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit., p
.4
4
7
. 
た
だ
し
先
述
し
た
通
り
、
こ
れ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
界
で
は
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
の
人
気
は
『
建
築
の
七
燈
』
ほ
ど
で
は
な
く
、
論
壇
に
も
同
箇
所
を
引
用
・
示
唆
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
論
は
当
時
ま
で
現
れ
て
い
な
い
。–
 "R
u
sk
in
's celeb
rated
 ch
ap
ter in
 th
e seco
n
d
 vo
lu
m
e o
f th
e 'S
to
n
es o
f 
V
en
ice,' en
titled
 'T
h
e N
atu
re o
f G
o
th
ic,' w
as, fro
m
 tim
e o
f its p
u
b
licatio
n
 
in
 1
8
5
3
, a h
an
d
―b
o
o
k
 fo
r th
o
se w
h
o
 w
ere tryin
g
 to
 b
rin
g
 ab
o
u
t th
e G
o
th
ic 
R
evival." 
（
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
's celeb
rated
 ch
ap
ter in
 th
e seco
n
d
 vo
lu
m
e o
f th
e 
"S
to
n
es o
f V
en
ice," en
titled
 "T
h
e N
atu
re o
f G
o
th
ic," w
as, fro
m
 tim
e o
f its 
p
u
b
licatio
n
 in
 1
8
5
3
, a h
an
d
―b
o
o
k
 fo
r th
o
se w
h
o
 w
ere tryin
g
 to
 b
rin
g
 ab
o
u
t 
th
e G
o
th
ic R
evival." 
（
三
一
） 
N
ath
an
 C
liffo
rd
 R
ick
er, "T
h
e E
d
u
catio
n
 o
f th
e A
rch
itect," IA
&
N
R
, 
V
o
l.9
 N
o
.8
, Ju
n
. 1
8
8
7
, p
.7
6
. –
 "actin
g
 u
p
o
n
 th
e yo
u
n
g
 arch
itects o
f a 
q
u
arter cen
tu
ry sin
ce, d
irectin
g
 th
em
 to
 th
e stu
d
y o
f th
e b
est w
o
rk
s o
f Italy 
an
d
 F
ran
ce, w
h
ich
 tau
g
h
t th
em
 d
esig
n
 an
d
 co
n
stru
ctio
n
," 
（
三
二
） 
N
o
rm
an
d
 S
m
ith
 P
atto
n
, "A
rch
itectu
ral D
esig
n
," IA
&
N
R
, V
o
l.1
7
, 
N
o
.2
, M
ar. 1
8
9
1
, p
.1
9
. –
 "T
h
e first an
d
 fo
rem
o
st p
rin
cip
le is w
h
at R
u
sk
in
 
calls th
e lam
p
 o
f tru
th
. V
io
llet
―L
ed
u
c [sic] calls it S
in
cerity
" 
（
三
三
） 
W
illiam
 Jam
es S
tillm
an
, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e C
en
tu
ry Illu
strated
 
M
o
n
th
ly M
agazin
e, V
o
l.3
5
, V
o
l.3
, Jan
. 1
8
8
8
, p
.3
5
8
. –
 "H
is art criticsm
 is 
rad
ically an
d
 irretrievab
ly w
ro
n
g
." 
（
三
四
） 
"A
 P
h
ase o
f R
u
sk
in
's C
h
aracter," IA
&
N
R
, V
o
l.1
1
, N
o
.7
, Ju
n
. 1
8
8
8
, 
p
p
.7
4
―7
5
. 
（
三
五
） 
T
h
o
rstein
 V
eb
len
, T
h
e T
h
eo
ry o
f th
e L
eisu
re C
lass: A
n
 E
co
n
o
m
ic 
S
tu
d
y o
f In
stitu
tio
n
s, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
acm
illan
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
9
. 
（
三
六
） Ib
id
., p
.1
6
2
. –
 "th
at exaltatio
n
 o
f th
e d
efective, o
f w
h
ich
 Jo
h
n
 R
u
sk
in
 
an
d
 W
illiam
 M
o
rris w
ere su
ch
 eag
er sp
o
k
esm
en
 in
 th
eir tim
e
" 
（
三
七
） Ib
id
. –
 "an
d
 o
n
 th
is g
ro
u
n
d
 th
eir p
ro
p
ag
an
d
a o
f cru
d
ity an
d
 w
asted
 
effo
rt h
as b
een
 tak
en
 u
p
 an
d
 carried
 fo
rw
ard
 sin
ce th
eir tim
e
" 
（
三
八
） Ib
id
., p
.1
6
1
. –
 "th
e g
en
eric featu
re o
f th
e p
h
ysio
g
n
o
m
y o
f m
ach
in
e
―
m
ad
e g
o
o
d
s as co
m
p
ared
 w
ith
 th
e h
an
d
―w
ro
u
g
h
t article is th
eir g
reater 
p
erfectio
n
 in
 w
o
rk
m
an
sh
ip
 an
d
 g
reater accu
racy in
 th
e d
etail execu
tio
n
 o
f 
th
e d
esig
n
." 
（
三
九
） 
F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, "T
h
e S
o
vereig
n
ty o
f th
e In
d
ivid
u
al," W
ritin
gs 
an
d
 B
u
ild
in
gs, p
.9
5
. 
（
四
〇
） 
Ib
id
., p
.9
4
. –
 " Id
eals o
f R
u
sk
in
 an
d
 M
o
rris" 
（
四
一
） 
Ib
id
. –
 "o
u
r m
o
st ch
aracteristic exam
p
le o
f 'co
n
sp
icu
o
u
s w
aste.'" 
（
四
二
） 
Ib
id
., p
.9
5
. –
 "R
ead
 T
h
o
rstein
 V
eb
len
." 
（
四
三
） 
Id
em
., "T
h
e A
rts an
d
 C
rafts o
f th
e M
ach
in
e," B
ru
sh
 an
d
 P
en
cil, V
o
l.8
, 
N
o
.2
, 1
 M
ay. 1
9
0
1
, p
p
.7
7
―9
0
; in
clu
d
ed
 in
W
ritin
g an
d
 B
u
ild
in
gs, p
p
.5
5
―7
3
. 
以
下
引
用
は W
ritin
g an
d
 B
u
ild
in
gs 
よ
り
。 
（
四
四
） 
Ib
id
., p
.5
6
. –
 "A
ll artists lo
ve an
d
 h
o
n
o
r W
illiam
 M
o
rris." 
（
四
五
） 
Ib
id
. –
 "H
e d
id
 th
e b
est in
 h
is tim
e fo
r art an
d
 w
ill live in
 h
isto
ry as 
th
e g
reat so
cialist, to
g
eth
er w
ith
 R
u
sk
in
, th
e g
reat m
o
ralist:" 
（
四
六
） 
Ib
id
., p
.5
5
. –
 "th
e m
ach
in
e is cap
ab
le o
f carryin
g
 to
 fru
itio
n
 h
ig
h
 
id
eals in
 art —
h
ig
h
er th
an
 th
e w
o
rld
 h
as yet seen
!" 
（
四
七
） 
Ib
id
. –
 "D
iscip
les o
f W
illiam
 M
o
rris clin
g
 to
 an
 o
p
p
o
site view
." 
（
四
八
） 
Ib
id
. –
 "[a sig
n
ifican
t fact w
o
rth
 th
in
kin
g
 ab
o
u
t, th
at th
e tw
o
 g
reat 
refo
rm
ers o
f m
o
d
ern
 tim
es] p
ro
fessed
 th
e artist." 
（
四
九
） 
Ib
id
., p
.6
5
.  
–
 "A
rtists w
h
o
 feel to
w
ard
s M
o
d
ern
ity an
d
 th
e M
ach
in
e n
o
w
 as 
W
illiam
 M
o
rris an
d
 R
u
sk
in
 w
ere ju
stified
 in
 feelin
g
 th
en
, h
ad
 b
est 
d
istin
ctly w
ait an
d
 w
o
rk
 so
cio
lo
g
ically w
h
ere g
reat w
o
rk
 m
ay still b
e 
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d
o
n
e b
y th
em
. In
 th
e field
 o
f art activity th
ey w
ill d
o
 d
istin
ct h
arm
. 
A
lread
y th
ey h
ave w
ro
u
g
h
t m
u
ch
 m
iserab
le m
isch
ief." 
（
五
〇
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "C
o
n
cern
in
g
 th
e R
esto
ratio
n
 o
f Id
ealism
, an
d
 th
e 
R
aisin
g
 to
 H
o
n
o
u
r O
n
ce M
o
re o
f th
e Im
ag
in
atio
n
," T
h
e K
n
igh
t E
rran
t, 
V
o
l.1
, N
o
.1
, A
p
r. 1
8
9
2
, p
.1
3
; in
 id
em
, "R
esto
ratio
n
 o
f Id
ealism
," T
h
e 
G
o
th
ic Q
u
est, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e B
ak
er an
d
 T
aylo
r C
o
m
p
an
y, 1
9
0
7
. p
.2
6
.  
（
五
一
） 
Id
em
., T
h
e D
ecad
en
t: B
ein
g th
e G
o
sp
el o
f In
actio
n
: W
h
erein
 are set 
fo
rth
 in
 R
o
m
an
ce F
o
rm
 certain
 R
eflectio
n
s T
o
u
ch
in
g th
e C
u
rio
u
s 
C
h
aracteristics o
f T
h
ese U
ltim
ate Y
ears, an
d
 th
e D
ivers C
au
ses T
h
ereo
f, 
[B
o
sto
n
,] p
rivate p
rin
t, 1
8
9
3
. 
（
五
二
） 
Id
em
., "E
cclesiastical A
rch
itectu
re, P
ap
er V
, T
h
e U
n
ited
 S
tates," T
h
e 
B
rickb
u
ild
er, V
o
l.1
4
, N
o
.7
, Ju
l. 1
9
0
5
, p
p
.1
3
8
.  
–
 "stu
p
efyin
g
 ab
ility, an
 extrao
rd
in
ary sp
ecies o
f artistic C
alvin
ist; 
in
vin
cib
ly d
o
g
m
atic, n
arro
w
 as G
en
eva, h
o
n
est, en
th
u
siastic, in
sp
irin
g
, 
an
d
 q
u
ite th
e m
o
st u
n
reliab
le critic an
d
 exp
o
n
en
t o
f arch
itectu
re th
at 
ever lived
, b
u
t g
ifted
 w
ith
 a facility in
 th
e u
se o
f p
erfectly co
n
vin
cin
g
 
lan
g
u
ag
e su
ch
 as is g
ran
ted
 to
 few
 m
en
 in
 an
y g
iven
 th
o
u
san
d
 years."  
（
五
三
） 
C
. A
. R
alp
h
 [R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
], "T
h
e D
an
g
er T
h
at T
h
reaten
s 
C
o
p
ley S
q
u
are," B
osto
n
 E
ven
in
g T
ran
scrip
t, 3
 O
ct. 1
8
8
4
, p
.6
. 
（
五
四
） 
B
ertram
 G
ro
sven
o
r G
o
o
d
h
u
e, "T
h
e W
ritten
 W
o
rk
 o
f R
alp
h
 A
d
am
s 
C
ram
," T
h
e C
h
ap
―B
o
o
k
, V
o
l.4
, N
o
.1
0
, 1
 A
p
r. 1
8
9
6
, p
.4
5
5
. –
 "R
u
sk
in
ism
 
is th
eir d
o
m
in
an
t n
o
te, b
u
t a R
u
sk
in
ism
 so
 tu
rg
id
, an
d
 w
ith
 su
ch
 a b
arb
aric 
w
ealth
 o
f ad
jective, as m
ig
h
t cau
se even
 th
at m
u
ch
 d
iscu
ssed
 m
aster to
 lift 
h
is lid
s." 
（
五
五
） 
W
rig
h
t, "T
h
e S
o
vereig
n
ty o
f th
e In
d
ivid
u
al," p
.9
9
. 
（
五
六
） 
Ib
id
. –
 " A
n
 arch
itect, th
en
, in
 th
is revived
 G
o
th
ic sen
se, is a m
an
 
d
iscip
lin
ed
 fro
m
 w
ith
in
 b
y a co
n
cep
tio
n
 o
f th
e o
rg
an
ic N
atu
re o
f h
is task:" 
論
者
は 
"o
rg
an
ic N
atu
re" 
を
単
に
「
本
質
」
と
訳
し
た
が
、
こ
れ
は
直
前
の
ラ
イ
ト
の
言
及
に
呼
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。–
 "B
y N
atu
re w
ith
 cap
ital N
 I 
m
ean
 th
e w
o
rd
 u
sed
 in
 in
terio
r sen
se: th
e n
atu
re o
f an
 id
ea —
a h
an
d
 —
a 
th
o
u
g
h
t —
a p
erso
n
ality, etc., etc." 
（
五
七
） 
前
掲 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, T
h
e G
o
th
ic Q
u
est, N
ew
 Y
o
rk, T
h
e B
aker 
an
d
 T
aylo
r C
o
m
p
an
y, 1
9
0
7
. 
 
（
五
八
） Ib
id
., p
.8
. –
 "in
 q
u
est o
f w
h
ich
 th
ey
 ro
d
e: B
eau
ty an
d
 T
ru
th
, ab
so
lu
te 
an
d
 u
n
m
in
g
led
 o
f an
y im
p
erfectio
n
, an
d
 th
ese are attrib
u
tes o
f G
o
d
, n
o
t o
f 
m
an
, an
d
 n
o
t to
 b
e p
erceived
 b
y eyes o
f flesh
 an
d
 b
lo
o
d
." 
（
五
九
） Ib
id
. –
 "it w
as n
o
n
e o
th
er th
an
 th
e B
eatific V
isio
n
" 
（
六
〇
） 
G
len
n
 P
atto
n
, "A
m
erican
 C
o
lleg
iate G
o
th
ic: A
 P
h
ase o
f U
n
iversity 
A
rch
itectu
ral D
evelo
p
m
en
t," T
h
e Jo
u
rn
al o
f H
igh
er E
d
u
cation
, V
o
l.3
8
, 
N
o
.1
, Jan
. 1
9
6
7
, p
p
.1
―8
; C
ald
er L
o
th
 an
d
 Ju
liu
s T
ro
u
sd
ale S
ad
ler, Jr. T
h
e 
O
n
ly P
ro
p
er S
tyle: G
o
th
ic A
rch
itectu
re in
 A
m
erica, B
o
sto
n
, N
ew
 Y
o
rk
 
G
rap
h
ic S
o
ciety, 1
9
7
5
; P
au
l V
en
ab
le T
u
rn
er, C
am
p
u
s: A
n
 A
m
erican
 
P
lan
n
in
g T
rad
itio
n
, C
am
b
rid
g
e, M
ass., T
h
e M
IT
 P
ress, 1
9
8
4
; E
u
g
en
e J. 
M
ack
ey III an
d
 P
au
l J. W
u
en
n
en
b
erg
, C
o
llegiate G
o
th
ic: A
n
 A
rch
itectu
ral 
O
verview
, M
ack
ey M
itch
ell A
sso
ciates, 2
0
0
1
; M
ich
ael J. L
ew
is, T
h
e G
o
th
ic 
R
evival, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
am
es &
 H
u
d
so
n
, 2
0
0
2
. 
（
六
一
） 
T
u
rn
er, o
p
.cit., p
.2
2
0
. –
 "a k
in
d
 o
f co
m
p
ro
m
ise b
etw
een
 m
ed
ievalism
 
an
d
 classicism
" 
（
六
二
） Ib
id
., p
.1
1
7
. –
 "T
h
e ico
n
o
g
rap
h
y o
f G
o
th
ic arch
itectu
re at th
e 
A
m
erican
 co
lleg
e w
as so
m
etim
es co
n
vo
lu
ted
." 
（
六
三
） 
P
atto
n
, o
p
.cit., p
.1
. 
（
六
四
） 
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
最
初
期
の
例
に
は
聖
マ
リ
ア
神
学
校
の
チ
ャ
ペ
ル
（
Ｍ
・
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
設
計
、
一
八
〇
七
）
が
あ
る
。T
u
rn
er, o
p
.cit., 
p
.1
1
0
. 
（
六
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 C
o
lleg
es IV
: N
ew
 
Y
o
rk
 C
ity C
o
lleg
es," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l. 2
7
, N
o
.6
, Ju
n
. 1
9
1
0
, 
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p
.4
5
5
. –
 "it is to
o
 m
u
ch
, p
erh
ap
s, to
 say th
at it recalls, in
 th
eir fu
lln
ess, th
e 
co
lleg
iate b
u
ild
in
g
s o
f O
xfo
rd
 an
d
 C
an
b
rid
g
e, its p
ro
to
typ
e." 
（
六
六
） 
A
sh
to
n
 R
. W
illard
, "T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f C
o
lleg
e A
rch
itectu
re in
 
A
m
erica," T
h
e N
ew
 E
n
glan
d
 M
agazin
e, N
ew
 S
eries, V
o
l.1
6
, N
o
.5
, Ju
l. 
1
8
9
7
, p
.5
2
1
. –
 "A
fter 1
8
4
0
 arch
itectu
re at A
m
erican
 co
lleg
es w
as alm
o
st 
w
h
o
lly g
iven
 o
ver to
 th
e G
o
th
ic style." 
（
六
七
） 
w
., "O
n
e S
u
g
g
estio
n
 to
 C
o
lleg
e A
rch
itectu
re
," T
h
e Y
ale L
iterary 
M
agazin
e, V
o
l.1
8
, N
o
.6
, M
ay 1
8
5
3
, p
p
.2
4
0
―2
4
4
. 
（
六
八
） 
Ib
id
., p
.2
4
3
. –
 "th
e sp
irit o
f o
ld
 C
o
lleg
iate G
o
th
ic" 
（
六
九
） 
C
ram
, "T
h
e W
o
rk o
f C
o
p
e &
 S
tew
ard
so
n
," p
.3
3
5
. 
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
は
大
学
建
築
は
作
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
作
る
人
間
を
生
ん
だ
。
州
同
士
の
戦
争
〔
南
北
戦
争
〕
の
あ
と
一
八
八
〇
年
に
至
る
ま
で
、
新
た
な
ゴ
シ
ッ
ク
は
彼
の
巨
大
な
影
響
を
表
現
し
た
。
そ
れ
ら
は
我
が
国
の
大
学
に
反
旗
を
翻
し
た
と
言
っ
て
い
い
。」 
（
七
〇
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 C
o
lleg
es III: 
P
rin
ceto
n
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
7
, N
o
.2
, F
eb
. 1
9
1
0
, p
.1
4
8
. –
 
"B
u
t th
e 'V
icto
rian
 G
o
th
ic,' p
ro
m
o
ted
 b
y R
u
sk
in
's p
reach
m
en
ts, laid
 very 
sp
ecial stress, in
 g
en
eral, o
n
 th
e elicitatio
n
 o
f 'in
d
ivid
u
ality' in
 th
e 
d
esig
n
er, o
n
 in
d
ivid
u
ality even
 to
 th
e exclu
sio
n
 o
f co
m
ity, o
f u
n
ifo
rm
ity." 
（
七
一
） 
Id
em
., "P
art III: H
en
ry Ives C
o
b
b
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, G
reat 
A
m
erican
 A
rch
itects S
eries, N
o
.2
, F
eb
. 1
8
9
6
, p
.8
5
; A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster 
H
am
lin
, "R
ecen
t A
m
erican
 C
o
lleg
e A
rch
itectu
re," T
h
e O
u
tlo
o
k
, V
o
l.7
4
, 
N
o
.1
4
, A
u
g
. 1
9
0
3
, p
.7
9
2
. 
（
七
二
） 
A
lfred
 M
o
rto
n
 G
ith
en
s, "T
h
e G
ro
u
p
 P
lan
 V
: U
n
iversities, C
o
lleg
es 
an
d
 S
ch
o
o
ls," T
h
e B
rickb
u
ild
er, V
o
l.1
6
, N
o
.1
2
, D
ec. 1
9
0
7
, p
.2
1
9
. –
 
"T
h
ere h
ave g
ro
w
n
 u
p
 h
ap
h
azard
; each
 b
u
ild
in
g
 w
as p
laced
 w
h
ere it 
seem
ed
 m
o
st co
n
ven
ien
t o
r w
o
u
ld
 b
est b
e seen
; 
… th
ere is n
o
 u
n
ity o
f 
effect in
 th
e en
sem
b
le, n
o
 g
ro
u
p
 p
lan
." 
（
七
三
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 C
o
lleg
es V
II: 
B
ro
w
n
, B
o
w
d
o
in
, T
rin
ity A
n
d
 W
esleyan
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, 
V
o
l.2
9
, N
o
.1
, Jan
. 1
9
1
1
, p
.1
6
0
. –
 "th
e S
p
irit o
f O
xfo
rd
" 
（
七
四
） 
T
u
rn
er, o
p
.cit., p
.2
1
9
. 
（
七
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, G
reat A
m
erican
 A
rch
itects S
eries, N
o
.6
, Ju
l. 1
8
9
9
, 
p
.2
.  
（
七
六
） 
Ib
id
., p
.4
. –
 "m
o
re u
n
u
su
al in
 th
e V
icto
rian
 G
o
th
ic th
an
 th
ey o
u
g
h
t to
 
h
ave b
een
," 
（
七
七
） 
S
ch
u
yler, "N
ew
 Y
o
rk
 C
ity C
o
lleg
es," p
.4
4
6
. 
（
七
八
） 
G
ith
en
s, o
p
.cit., p
.2
2
5
. –
 "M
r. H
aig
h
t seem
s to
 h
ave b
een
 th
e first to
 
in
tro
d
u
ce th
e G
o
th
ic co
lleg
iate style in
 th
is co
u
n
try." 
一
方
シ
カ
ゴ
大
学
は
、
中
庭
型
の
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
に
よ
る
一
体
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
設
計
手
法
が
目
立
つ
と
見
做
さ
れ
た
た
め
に
主
要
な
参
照
源
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。 
S
ch
u
yler, "H
en
ry 
Ives C
o
b
b
," p
.8
5
; R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "R
ecen
t C
o
lleg
iate A
rch
itectu
re
," 
T
h
e B
rickb
u
ild
er, V
o
l.2
3
, N
o
.1
1
, S
ep
. 1
9
1
4
, p
.2
5
9
 
を
参
照
。
な
お
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
計
画
案
も
ま
た
「
フ
ラ
ン
ス
的
」
だ
と
し
て
い
る
。S
ch
u
yler, "B
ro
w
n
, B
o
w
d
o
in
, T
rin
ity an
d
 W
esleyan
," p
.1
6
0
. 
（
七
九
） 
T
h
o
m
as D
. S
n
yd
er, ed
., 1
2
0
 Y
ears o
f A
m
erican
 E
d
u
catio
n
: A
 
S
tatistical P
o
rtrait, U
.S
. D
ep
t. o
f E
d
u
catio
n
, O
ffice o
f E
d
u
catio
n
al 
R
esearch
 an
d
 Im
p
ro
vem
en
t, W
ash
in
g
to
n
, D
.C
., N
atio
n
al C
en
ter fo
r 
E
d
u
catio
n
 S
tatistics, 1
9
9
3
, p
.7
5
. 
（
八
〇
） 
Jo
h
n
 S
eiler B
ru
b
ach
er an
d
 W
illis R
u
d
y, H
igh
er E
d
u
cation
 in
 
T
ran
sitio
n
: A
 H
isto
ry o
f A
m
erican
 C
o
lleges an
d
 U
n
iversities, F
o
u
rth
 
E
d
itio
n
, N
ew
 B
ru
n
sw
ick
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
ran
sactio
n
 P
u
b
lish
ers, 2
0
0
8
, p
.3
7
7
. 
（
八
一
） 
"T
h
e C
o
lleg
e B
eau
tifu
l," T
h
e N
atio
n
, V
o
l.7
7
, N
o
.1
9
8
8
, A
u
g
. 1
9
0
3
, 
p
.1
0
9
. 
（
八
二
） 
Ib
id
., p
.1
0
9
. –
 "to
 h
arm
o
n
ize th
e b
u
ild
in
g
s w
ith
 each
 o
th
er an
d
 w
ith
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th
e n
atu
ral featu
res o
f th
e site." 
（
八
三
） 
な
お
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ
ザ
ー
ル
的
計
画
手
法
は
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
ら
に
よ
っ
て
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
以
前
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
（
一
八
八
七
）
で
先
駆
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。T
u
rn
er, o
p
.cit., p
p
.1
6
9
―1
7
2
. 
（
八
四
） 
G
eo
rg
e H
aro
ld
 E
d
g
ell, A
m
erican
 A
rch
itectu
re o
f T
o
―D
ay, N
ew
 Y
o
rk
 
an
d
 L
o
n
d
o
n
, C
h
arles S
crib
n
er's S
o
n
s, 1
9
2
8
, p
.1
5
9
. 
 –
 " G
o
th
ic h
as n
ever d
ied
 in
 th
e U
n
ited
 S
tates sin
ce th
e ro
m
an
tic 
revival, b
u
t it fell so
m
ew
h
at in
to
 d
isfavo
r in
 th
e n
in
eties, after th
e 
C
h
icag
o
 E
xp
o
sitio
n
, w
h
en
 A
m
erica reverted
 to
 classicism
 as h
er 
n
atio
n
al style an
d
 G
o
th
ic su
rvived
 ch
iefly in
 ch
u
rch
es. Its u
n
p
o
p
u
larity 
w
as o
n
 th
e w
h
o
le ju
stified
 b
y th
e stu
p
id
ity o
f m
an
y o
f th
e m
o
n
u
m
en
ts 
d
o
n
e in
 th
e style d
u
rin
g
 th
e V
icto
rian
 p
erio
d
." 
（
八
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
 o
f C
ram
, G
o
o
d
h
u
e &
 F
erg
u
so
n
," 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
9
, N
o
.1
, Jan
. 1
9
1
1
, p
.8
7
. –
 "F
o
r co
lleg
iate 
arch
itectu
re, in
d
eed
, G
o
th
ic h
ad
 n
o
t ceased
 in
 th
e in
terval to
 b
e reg
ard
ed
 
as elig
ib
le b
y all b
u
t th
e m
o
st rad
ical p
ractitio
n
ers o
f th
e n
ew
er F
ren
ch
 
fash
io
n
 o
f b
u
ild
in
g
." 
（
八
六
） 
S
ch
u
yler, "P
rin
ceto
n
," p
.1
4
9
. –
 "G
o
th
ic is so
 co
m
p
reh
en
sive a term
, 
an
d
 'V
icto
rian
 G
o
th
ic,' in
 p
articu
lar, so
 free an
d
 'eclectic," 
（
八
七
） 
G
ith
en
s, o
p
.cit., p
.2
1
9
. –
 "th
e E
n
g
lish
 co
lleg
iate trad
itio
n
 o
f O
xfrd
 
an
d
 C
am
b
rid
g
e" 
（
八
八
） 
Ib
id
. –
 "T
h
ese T
u
d
o
r b
u
ild
in
g
s 
… stead
ily g
ain
in
g
 in
 favo
r" 
（
八
九
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "R
ecen
t U
n
iversity A
rch
itectu
re in
 T
h
e U
n
ited
 
S
tates," T
h
e A
rch
itect &
 C
on
tract R
ep
o
rter, 2
4
 M
ay 1
9
1
2
, p
.3
3
5
. 
（
九
〇
） 
C
h
arles E
. Jen
kin
s, "T
h
e U
n
iversity o
f C
h
icag
o
," T
h
e A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.4
, N
o
.2
, O
ct.
―D
ec., 1
8
9
4
, p
.2
4
0
. –
 "th
e style o
f arch
itectu
re 
selected
 m
ad
e as far as p
o
ssib
le to
 rem
id
 o
n
e o
f th
e o
ld
 E
n
g
lish
 
U
n
iversities o
f C
am
b
rid
g
e an
d
 O
xfo
rd
;" 
（
九
一
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "A
rch
itectu
re in
 A
m
erica" in
 G
o
th
ic Q
u
est, 
p
.1
5
7
. –
 "style is n
o
n
sen
se u
n
less it d
evelo
p
s fro
m
 h
isto
rical an
d
 racial 
asso
ciatio
n
s," 
（
九
二
） 
Id
em
., "T
h
e W
o
rk
 o
f C
o
p
e &
 S
tew
ard
so
n
," p
.4
1
5
. –
 "sch
o
lastic o
f th
e 
typ
e th
at is o
u
rs b
y in
h
eritan
ce; o
f O
xfo
rd
 an
d
 C
am
b
rid
g
e, n
o
t o
f P
ad
u
a o
r 
W
itten
b
erg
 o
r P
aris." 
（
九
三
） 
Id
em
., "R
ecen
t U
n
iversity A
rch
itectu
re," p
p
.3
3
3
―3
3
4
. –
 "w
e w
ere all 
E
n
g
lish
 —
o
r rath
er B
ritish
—
 in
 b
o
n
e an
d
 b
lo
o
d
 an
d
 trad
itio
n
, d
o
w
n
 to
 h
alf 
a cen
tu
ry ag
o
." 
（
九
四
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit., p
.7
9
9
. 
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
庭
型
カ
レ
ジ
エ
イ
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
最
初
の
実
現
例
で
あ
る
シ
カ
ゴ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
博
覧
会
の
敷
地
に
隣
接
し
、
そ
の
委
員
の
多
く
が
博
覧
会
委
員
と
の
兼
任
だ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
報
告
で
は
、
シ
カ
ゴ
は
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
経
済
発
展
に
加
え
、「
過
去
四
半
世
紀
の
切
迫
感
が
可
能
と
し
た
以
上
の
、
さ
ら
な
る
知
的
生
活
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
都
市
だ
と
さ
れ
た
。Jean
 F
. B
lo
ck
, T
h
e U
ses o
f 
G
o
th
ic: P
lan
n
in
g A
n
d
 B
u
ild
in
g T
h
e C
am
p
u
s o
f T
h
e U
n
iversity o
f C
h
icago
, 
1
8
9
2
―1
9
3
2
, C
h
icag
o
, U
n
iversity o
f C
h
icag
o
 L
ib
rary, 1
9
8
3
, p
.3
 
お
よ
び 
R
o
b
ert H
errick, "T
h
e U
n
iversity O
f C
h
icag
o
," S
crib
n
er's M
agazin
e, 
V
o
l.1
8
, N
o
,4
, O
ct., 1
8
9
5
, p
.4
0
1
 
を
参
照
。 
（
九
五
） 
Jen
k
in
s, o
p
.cit., p
.2
4
0
. –
 "T
h
e reaso
n
 fo
r th
is arran
g
em
en
t w
as to
, as 
far as p
o
ssib
le, exclu
d
e all o
u
tsid
e co
n
d
itio
n
s fro
m
 th
e stu
d
en
t w
h
en
 h
e 
h
ad
 o
n
ce en
tered
 th
e U
n
iversity g
ro
u
n
d
s an
d
 
… to
 rem
o
ve th
e m
in
d
 o
f th
e 
stu
d
en
t fro
m
 th
e b
u
sy m
ercan
tile co
n
d
itio
n
s o
f C
h
icag
o
 an
d
 su
rro
u
n
d
 h
im
 
b
y a p
ecu
liar air o
f q
u
iet d
ig
n
ity w
h
ich
 is so
 n
o
ticeab
le in
 o
ld
 u
n
iversity 
b
u
ild
in
g
s." 
（
九
六
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
. cit., p
.7
9
9
. –
 "b
u
ild
in
g
s, w
h
ich
, tak
en
 alo
n
e, m
ig
h
t 
m
ean
 m
ere lu
xu
ry, b
u
t in
 all th
at fo
r w
h
ich
 th
e b
u
ild
in
g
s stan
d
" 
（
九
七
） 
Ib
id
. –
 "scien
ce, literatu
re, relig
io
n
, an
d
 in
tellectu
al cu
ltu
re o
f every 
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k
in
d
" 
（
九
八
） 
W
illard
, o
p
.cit.  
（
九
九
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 C
o
lleg
es II: Y
ale," 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
6
, N
o
.6
, D
ec. 1
9
0
9
, p
.4
0
9
. –
 "th
e g
ate at 
th
e cen
ter o
f V
an
d
erb
ilt g
ives th
e sp
ace b
eh
in
d
 th
e asp
ect o
f en
clo
su
re an
d
 
clo
istrality w
h
ich
 it n
ever h
ad
 b
efo
re an
d
 w
h
ich
 co
n
verts it in
to
 a visib
le 
an
d
 u
n
m
istak
ab
le 'co
lleg
iate q
u
ad
ran
g
le'" 
（
一
〇
〇
） 
T
u
rn
er, o
p
.cit., p
.2
1
8
 
で
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
・
ホ
ー
ル
建
設
前
後
の
区
画
平
面
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。 
（
一
〇
一
） 
S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," p
.1
4
. –
 "T
h
at 
th
e b
u
ild
in
g
 sh
o
u
ld
 b
e G
o
th
ic, fo
llo
w
ed
, alm
o
st as a m
atter o
f co
u
rse, fro
m
 
th
e fact th
at it w
as to
 b
e th
e p
lace o
f b
u
sin
ess o
f an
 ecclesiastical 
co
rp
o
ratio
n
, at an
y rate o
f th
is ecclesiastical co
rp
o
ratio
n
; an
d
 it fo
llo
w
ed
 
alm
o
st as lo
g
ically th
at it w
as to
 b
e o
f th
at h
alf
―ch
u
rch
ly an
d
 h
alf
―d
o
m
estic 
in
 w
h
ich
, in
 th
e M
id
d
le A
g
es, w
as ap
p
lied
 to
 m
o
n
astic ed
ifices, an
d
 h
as 
cin
ce b
eco
m
e k
n
o
w
n
 as 'co
lleg
iate.'" 
（
一
〇
二
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit., p
.7
9
2
. –
 " T
h
e E
u
ro
p
ean
 co
n
cep
tio
n
 o
f 
co
lleg
iate arch
itectu
re w
as d
erived
 fro
m
 o
ld
en
 m
o
n
astic trad
itio
n
s; it w
as 
th
at o
f th
e clo
ister o
r q
u
ad
ran
g
le
, o
r a series o
f 'q
u
ad
s,' each
 en
tirely 
su
rro
u
n
d
ed
 b
y a co
n
tin
u
o
u
s b
u
ild
in
g
 an
d
 en
tered
 th
ro
u
g
h
 an
 im
p
o
sin
g
 
g
ate w
ay." 
（
一
〇
三
） 
こ
の
点
は
当
時
の
批
評
で
も
指
摘
さ
れ
激
賞
さ
れ
た
。S
ch
u
yler, 
"P
rin
ceto
n
," p
p
.1
5
6
―1
5
7
 
お
よ
び 
C
ram
, "R
ecen
t U
n
iversity A
rch
itectu
re 
in
 T
h
e U
n
ited
 S
tates," p
.3
3
5
 
を
参
照
の
こ
と. 
（
一
〇
四
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit., p
.7
9
2
. –
 "T
h
e n
ew
er A
m
erican
 co
lleg
e 
arch
itectu
re, even
 in
 fo
llo
w
in
g
 th
e trad
itio
n
al A
m
erican
 system
 o
f iso
lated
 
b
u
ild
in
g
s, seek
s to
 secu
re g
en
eral u
n
ity o
f effect." 
（
一
〇
五
） 
類
似
の
特
徴
的
試
み
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー
ル
（
ヘ
イ
ト
設
計
、
一
八
九
四
）
を
端
緒
と
す
る
同
時
期
の
イ
エ
ー
ル
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
改
造
に
も
み
ら
れ
る
。T
u
rn
er, o
p
.cit., p
.2
1
8
 
で
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
・
ホ
ー
ル
建
設
前
後
の
区
画
平
面
が
比
較
さ
れ
て
い
る. 
（
一
〇
六
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "P
rin
ceto
n
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
m
erican
 
A
rch
itect, V
o
l.9
6
, N
o
.1
7
5
2
, 2
1
 Ju
l. 1
9
0
9
, p
.2
4
. –
 "a w
alled
 city ag
ain
st 
m
aterialism
" 
（
一
〇
七
） 
W
ern
er H
eg
em
an
n
 an
d
 E
lb
ert P
eets, T
h
e A
m
erican
 V
itru
viu
s: A
n
 
A
rch
itects' H
an
d
b
o
o
k o
f C
ivic A
rt, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e A
rch
itectu
ral B
o
o
k
 
P
u
b
lish
in
g
, C
o
., 1
9
2
2
, p
.1
1
5
. –
 "p
erfectly b
alan
ced
 an
d
 axiated
 acco
rd
in
g
 
to
 th
e b
est m
o
d
ern
 id
eas" 
（
一
〇
八
） Ib
id
. –
 "th
e G
o
th
ic, u
p
o
n
 p
lan
s o
f R
en
aissan
ce ch
aracter is n
o
t 
n
ecessarily co
n
trad
icto
ry
" 
（
一
〇
九
） 
G
ith
en
s, o
p
.cit., p
.2
1
9
. –
 "th
e g
ro
u
p
 o
f b
u
ild
in
g
s w
ith
 sp
acio
u
s 
g
ro
u
n
d
s is q
u
ite as d
efin
itely th
e A
m
erican
 p
lan
" 
（
一
一
〇
） 
Ib
id
. –
 "a co
lleg
e as th
e q
u
ad
ran
g
le is th
e E
n
g
lish
 o
r th
e sin
g
le 
m
o
n
u
m
en
tal p
ile th
e C
o
n
tin
en
tal" 
（
一
一
一
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "T
h
e C
ase ag
ain
st th
e É
co
le d
es B
eau
x A
rts," 
T
h
e G
o
th
ic Q
u
est, p
p
.2
9
7
―3
1
9
. 
（
一
一
二
） 
S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, p
.3
3
. –
 "as th
e E
n
g
lish
 cath
ed
rals w
ere th
e 
p
ictu
resq
u
e d
eg
en
eratio
n
 o
f th
e F
ren
ch
 cath
ed
rals, so
 w
as th
e E
n
g
lish
 
co
lleg
iate G
o
th
ic a p
ictu
resq
u
e d
eg
en
eratio
n
 o
f th
e E
n
g
lish
 cath
ed
rals." 
（
一
一
三
） 
S
ch
u
yler, " N
ew
 Y
o
rk
 C
ity C
o
lleg
es," p
.4
5
5
. –
 "It is certain
ly sayin
 
to
o
 little to
 say th
at it effaced
 an
d
 extin
g
u
ish
ed
 th
e arch
itectu
ral 
p
reten
sio
n
s o
f an
yth
in
g
 th
at C
o
lu
m
b
ia h
ad
 b
u
ilt u
p
 to
 th
at tim
e, o
r w
as to
 
b
u
ild
 fo
r a g
en
eratio
n
 later." 
（
一
一
四
） 
Ib
id
. –
 "h
e w
as lu
cky en
o
u
g
h
 to
 g
et h
is d
esig
n
 carried
 o
u
t in
 a 
seem
ly an
d
 h
o
n
est m
o
n
o
ch
ro
m
e o
f g
ray sto
n
e," 
 
（
一
一
五
） 
Ib
id
. –
 "w
h
ich
 m
ad
e th
e b
u
ild
in
g
, even
 u
p
 to
 th
e tim
e o
f its 
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d
em
o
litio
n
 in
 o
b
ed
ien
ce to
 an
 im
p
erio
u
s co
m
m
ercial n
ecessity, a tru
e 
arch
itectu
ral o
asis in
 th
e d
esert o
f N
ew
 Y
o
rk
," 
（
一
一
六
） 
Id
em
., "T
h
e A
rch
itectu
re o
f W
est P
o
in
t," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, 
V
o
l.1
4
, N
o
.6
, D
ec. 1
9
0
3
, p
.4
6
4
. –
 "T
h
ere is n
o
th
in
g
 o
f th
is in
 th
e 
co
lleg
iate G
o
h
ic o
f W
est P
o
in
t. T
h
e lib
rary an
d
 th
e cad
et b
arrack
s are 
q
u
ite w
h
at th
ey p
reten
d
 to
 b
e, erectio
n
s in
 so
lid
 m
aso
n
ry, an
d
 in
 a very 
fo
rtu
n
ate co
m
b
in
atio
n
 o
f m
aterial." 
（
一
一
七
） 
Id
em
., "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," p
. 1
2
. –
 "th
e 
'fin
ish
' o
f a b
u
ild
in
g
 sh
o
u
ld
 b
e th
e d
evelo
p
m
en
t an
d
 n
o
t th
e co
n
cealm
en
t 
o
f its co
n
stru
tio
n
." 
（
一
一
八
） 
Id
em
., "T
h
e W
o
rk
 o
f C
ram
, G
o
o
d
h
u
e &
 F
erg
u
so
n
," p
.9
8
. –
" th
e 
rejectio
n
 o
f all o
rn
am
en
t n
o
t in
h
eren
t in
 th
e exp
o
sitio
n
 o
f th
e stru
ctu
re." 
（
一
一
九
） 
W
illard
, o
p
.cit., p
.5
2
3
. –
 "T
h
eir G
o
th
ic w
as o
n
ly sk
in
 d
eep
;" 
（
一
二
〇
） 
Ib
id
. –
 "V
an
d
erb
ilt H
all 
… is en
tirely co
n
stru
cted
 o
f b
ro
w
n
 sto
n
e, 
an
d
 is h
o
n
est an
d
 so
lid
 in
 co
n
stru
ctio
n
" 
（
一
二
一
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "S
o
m
e A
rch
itectu
ral an
d
 S
p
iritu
al A
sp
ects o
f 
th
e C
h
ap
el," T
h
e P
rin
ceto
n
 A
lu
m
n
i W
eekly, V
o
l.2
8
, N
o
.3
2
, 2
5
 M
ay 1
9
2
8
, 
p
.9
8
8
. –
 "G
o
th
ic is alm
o
st as m
u
ch
 a p
rin
cip
le o
f co
n
stru
ctio
n
 as it is a 
sch
em
e o
f d
esig
n
 an
d
 an
 in
fo
rm
in
g
 sp
irit." 
（
一
二
二
） 
S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," p
.3
. –
 "an
 
arch
itect learn
s to
 d
esig
n
 d
etail o
n
ly fro
m
 h
is o
w
n
 m
istak
es" 
（
一
二
三
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "A
rch
itectu
re w
ith
o
u
t D
eco
rative A
rts" in
 
"A
rch
itectu
ral A
sso
ciatio
n
s," T
h
e E
n
gin
eerin
g an
d
 B
u
ild
in
g R
eco
rd
, 
V
o
l.1
9
, N
o
.2
, 8
 D
ec. 1
8
8
8
, p
.2
6
. 
同
論
は
一
八
八
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
建
築
同
盟
大
会
で
読
ま
れ
た
。 
（
一
二
四
） 
Ib
id
. –
 "d
eco
rative carvin
g
 after m
ed
ieval m
eth
o
d
s b
y artist 
w
o
rk
m
en
 w
ith
o
u
t d
etail d
raw
in
g
s fro
m
 th
e arch
itect" 
（
一
二
五
） 
Ib
id
. –
 "h
o
n
est co
n
stru
ctio
n
, m
ean
in
g
 th
ereb
y th
at n
o
t o
n
ly sh
o
u
ld
 
m
aterials n
o
t b
e d
isg
u
ised
, b
u
t th
at n
o
 u
n
n
ecessary p
arts sh
o
u
ld
 b
e u
sed
 
fo
r m
ere o
rn
am
en
t o
r effect" 
（
一
二
六
） 
Ib
id
. –
 "th
e in
crease in
 th
e size o
f a b
u
ild
in
g
 b
y th
e m
u
ltip
licatio
n
 
rath
er th
an
 b
y th
e am
p
lificatio
n
 o
f its p
arts" 
（
一
二
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e im
p
o
ssib
ility o
f o
b
tain
in
g
 in
 th
ese d
ays artistic 
w
o
rk
m
en
 o
f su
fficien
t o
rig
in
ality an
d
 skill to
 b
e in
tru
sted
 w
ith
 in
d
ep
en
d
en
t 
d
eco
ratio
n
" 
（
一
二
八
） 
Ib
id
. –
 "o
rig
in
ality in
 d
eco
ratio
n
 co
u
ld
 n
o
 lo
n
g
er b
e exp
ected
, an
d
 
th
at d
eco
ratio
n
 sh
o
u
ld
 th
erefo
re b
e ab
an
d
o
n
ed
 fo
r exp
ressio
n
a
l art," 
（
一
二
九
） 
Ib
id
. –
 "th
e faith
fu
l rep
resen
tatio
n
 o
f o
b
jects fo
r th
eir o
w
n
 sak
e 
an
d
 in
d
ep
en
d
en
t o
f th
e p
o
sitio
n
 o
f th
e rep
resen
tatio
n
" 
（
一
三
〇
） 
Ib
id
. –
 "d
eco
rative art co
n
sid
ered
 m
ain
ly th
e p
o
sitio
n
 o
f its w
o
rk
 
an
d
 its relatio
n
 to
 its su
rro
u
n
d
in
g
s, an
d
 h
ad
 n
o
 n
e
cessary referen
ce to
 
co
rrect d
elin
eatio
n
 o
r even
 to
 th
e actu
al existen
ce o
f th
e fo
rm
s d
elin
eated
" 
（
一
三
一
） 
Id
em
., "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," p
p
.3
8
7
―3
8
8
. 
第
二
章
参
照
。 
（
一
三
二
） 
F
red
erick S
tym
etz L
am
b
, "M
o
d
ern
 U
se o
f th
e G
o
th
ic: T
h
e 
P
o
ssib
ility o
f N
ew
 A
rch
itectu
ral S
tyle," T
h
e C
raftsm
an
, V
o
l.8
, N
o
.2
, M
ay 
1
9
0
5
, p
p
.1
5
6
―1
7
0
. 
（
一
三
三
） 
Ib
id
., p
.1
5
6
. –
 "to
 sh
o
w
 th
at, in
 th
e m
o
d
ern
 u
se o
f G
o
th
ic, w
e h
ave 
a su
g
g
estio
n
 o
f th
e lin
es o
f th
e p
o
ssib
le d
evelo
p
m
en
t o
f a fu
tu
re 
arch
itectu
ral style " 
（
一
三
四
） 
A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "S
tyle in
 A
rch
itectu
re," T
h
e 
C
raftsm
an
, V
o
l.8
, N
o
.3
, Ju
n
. 1
9
0
5
, p
p
.3
2
5
―3
3
1
; B
ertram
 G
ro
sven
er 
G
o
o
d
h
u
e, "T
h
e R
o
m
an
ticist P
o
in
t o
f V
iew
," ib
id
., p
p
.3
3
2
―3
3
3
, S
am
u
el 
H
o
w
e, "T
h
e A
rch
itectu
ral A
w
ak
en
in
g
," ib
id
., 3
3
3
―3
3
5
; L
o
u
is H
en
ry 
S
u
llivan
, "R
ep
ly to
 M
r. F
red
erick
 S
tym
etz L
am
b
 o
n
 'M
o
d
ern
 U
se o
f th
e 
G
o
th
ic:' T
h
e P
o
ssib
ility o
f N
ew
 A
rch
itectu
ral S
tyle," ib
id
., p
p
.3
3
6
―3
3
8
. 
（
一
三
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
 o
f B
arn
ey &
 C
h
ap
m
an
," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
6
, N
o
.3
, S
ep
. 1
9
0
4
, p
.2
0
9
. –
 "S
in
ce th
e 
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ad
o
p
tio
n
 o
f a d
istin
ctly G
o
th
ic d
esig
n
 fo
r th
e en
larg
em
en
t o
f W
est P
o
in
t, it 
h
as b
eco
m
e m
o
re p
erm
issib
le th
an
 it h
as b
een
 fo
r tw
en
ty years o
r so
 to
 
d
iscu
ss th
e su
itab
ility o
f G
o
th
ic fo
r o
th
er th
an
 strictly ecclesiastical u
ses." 
（
一
三
六
） 
L
am
b
, o
p
.cit., p
.1
5
9
. –
 "T
h
ese b
u
ild
in
g
s m
o
st fittin
g
ly m
eet 
m
o
d
ern
 req
u
irem
en
ts." 
（
一
三
七
） 
Ib
id
., p
.1
6
4
. –
 "In
 G
o
th
ic arch
itectu
re alo
n
e, are th
ese p
o
ssib
ilities 
o
f h
eig
h
t su
fficien
t to
 m
eet m
o
d
ern
 req
u
irem
en
ts." 
（
一
三
八
） 
Ib
id
. –
 " In
 G
o
th
ic arch
itectu
re ao
n
e, w
e fin
d
 exam
p
les w
h
ich
 w
ill 
b
ear co
m
p
ariso
n
 w
ith
 m
o
d
ern
 b
u
ild
in
g
." 
（
一
三
九
） 
G
o
o
d
h
u
e, o
p
.cit., p
.3
3
2
. –
 "R
ad
ical" "R
evo
lu
tio
n
alist" "U
n
satisfied
" 
（
一
四
〇
） 
Ib
id
. –
 "C
o
n
servative" "R
eactio
n
ary" "S
atisfied
" 
（
一
四
一
） 
Ib
id
. –
 "T
o
 th
is exten
t h
e m
ay w
ell b
e called
 a G
o
th
icist, even
 
th
o
u
g
h
 h
is 'ave' to
 th
e steel fram
e an
d
 rein
fo
rced
 g
ird
er is, to
 a certain
 
exten
t, a 'vale' to
 th
e p
o
in
ted
 arch
 an
d
 p
in
n
acle." 
（
一
四
二
） 
H
o
w
e, o
p
.cit., p
.3
3
3
. –
 "T
h
is is a co
n
stru
ctive ag
e
." 
（
一
四
三
） 
Ib
id
., p
.3
3
5
. –
 " th
e n
eed
s o
f th
e m
o
m
en
t p
ro
m
p
t u
s to
 lo
o
k
 aro
u
n
d
 
fo
r su
ch
 m
en
 as M
. E
. V
io
llet
―le
―D
u
c o
f F
ran
ce, H
. H
. R
ich
ard
so
n
 o
f 
A
m
erica o
r E
. W
. [sic] P
u
g
in
 o
f E
n
g
lan
d
, an
d
 to
 ask
 fo
r m
en
 o
f eq
u
al 
stren
g
th
 an
d
 en
th
u
siasm
." 
（
一
四
四
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit., p
.3
3
1
. –
 "T
h
e co
lleg
iate arch
itectu
re o
f th
e 
E
n
g
lish
 u
n
iversities in
 th
e fifteen
th
 cen
tu
ry em
p
lo
yed
 fo
rm
s to
tally 
d
ifferen
t fro
m
 th
o
se o
f E
n
g
lish
 fo
u
rteen
th
 cen
tu
ry ch
u
rch
es, b
ecau
se th
e 
E
n
g
lish
 b
u
ild
ers o
f th
e fifteen
th
 cen
tu
ry still p
racticed
 acco
rd
in
g
 to
 th
e 
tru
e p
rin
cip
les o
f G
o
th
ic lo
g
ic." 
（
一
四
五
） 
Ib
id
. –
 "tru
ly G
o
th
ic p
ro
ced
u
re" 
（
一
四
六
） 
Ib
id
., p
.3
3
0
. –
 "w
e are, after all, p
ro
ceed
in
g
 n
o
t u
p
o
n
 th
e G
o
th
ic 
b
u
t u
p
o
n
 th
e classic p
rin
cip
le." 
（
一
四
七
） 
Ib
id
. –
 "w
e are, after all, p
ro
ceed
in
g
 n
o
t u
p
o
n
 th
e G
o
th
ic b
u
t u
p
o
n
 
th
e classic p
rin
cip
le. W
e are d
o
in
g
 p
recisely w
h
at th
e R
o
m
an
s d
id
 w
h
en
 
th
ey ad
ap
ted
 G
reek
 fo
rm
s to
 arch
ed
 an
d
 vau
lted
 stru
ctu
res, an
d
 d
esig
n
ed
 
th
ese w
ith
 th
e d
efin
ite in
ten
tio
n
 o
f u
sin
g
 th
o
se fo
rm
s." 
（
一
四
八
） 
Ib
id
., p
.3
2
9
. –
 "th
e p
u
rely lo
g
ical satisfactio
n
 o
f p
ractical an
d
 
stru
ctu
ral req
u
irem
en
ts" 
（
一
四
九
） 
Ib
id
., p
.3
3
1
. –
 "d
ig
n
ity, b
read
th
 an
d
 n
o
b
ility" 
（
一
五
〇
） 
Ib
id
. –
 "E
clecticism
 
―a w
ise, reaso
n
ab
le, b
ro
ad
 an
d
 artistic 
eclecticism
—
 w
ill m
ark th
e p
ro
g
ress o
f artistic d
esig
n
 in
 th
e tw
en
tieth
 
cen
tu
ry" 
（
一
五
一
） 
S
u
llivan
, o
p
.cit., p
.3
3
7
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "O
u
r real, live, 
A
m
erican
 p
ro
b
lem
s co
n
cern
 n
eith
er th
e C
lassic n
o
r th
e G
o
th
ic, th
ey 
co
n
cern
 u
s h
ere an
d
 n
o
w
." 
（
一
五
二
）R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "T
h
e D
evelo
p
m
en
t o
f E
cclesiastical A
rch
itectu
re 
in
 A
m
erica," T
h
e G
o
th
ic Q
u
est, p
.1
5
6
.  
–
 "law
s o
f p
ro
p
o
tio
n
, co
m
p
o
sitio
n
, o
rg
an
ic relatio
n
 an
d
 d
evelo
p
m
en
t, 
th
at are fu
n
d
am
en
tal, an
d
 th
at th
ese law
s u
n
d
erlie all g
o
o
d
 arch
itectu
re 
an
d
 are exactly an
d
 fin
ally th
e sam
e, w
h
eth
er th
e w
o
rk
 is G
reek
, 
R
o
m
an
, G
o
th
ic, Jap
an
ese, o
r E
co
led
esb
eau
xartesq
u
e
." 
（
一
五
三
） 
M
. S
. [M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler], "N
o
tes &
 C
o
m
m
en
ts: Is G
o
th
ic 
D
ead
?
; G
o
th
ic R
evivals," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
9
, N
o
.1
, Jan
. 
1
9
0
6
, p
p
.6
6
―6
7
. 
（
一
五
四
）Ib
id
., p
.6
7
. –
 "G
o
th
ic arch
itectu
re is a m
o
re ratio
n
al an
d
 a m
o
re 
p
ro
m
isin
g
 p
o
in
t o
f d
ep
artu
re th
an
 classic" 
（
一
五
五
）Ib
id
. –
 "T
h
e p
ractical su
m
m
ary o
f 'G
o
th
ic p
rin
cip
les' is sim
p
ly 'H
o
c 
ag
e'" 
（
一
五
六
）Ib
id
. –
 "T
h
ere are G
o
th
s w
h
o
 are d
o
in
g
 th
at; th
ere are B
eau
x A
rtists 
w
h
o
 are d
o
in
g
 th
at." 
（
一
五
七
）Jo
h
n
 S
tew
art B
arn
ey, "T
h
e E
co
le d
es B
eau
x A
rts, Its In
flu
en
ce o
n
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O
u
r A
rch
itectu
re," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
2
, N
o
.5
, N
o
v. 1
9
0
7
, 
p
p
.3
3
3
―3
4
2
; A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "T
h
e In
flu
en
ce o
f th
e E
co
le d
es 
B
eau
x
―A
rts o
n
 O
u
r A
rch
itectu
ral E
d
u
catio
n
," ib
id
., V
o
l.2
3
, N
o
.4
, A
p
r. 
1
9
0
8
, p
p
.2
4
1
―4
7
 (fo
rm
erly cited
); P
au
l P
h
ilip
p
e C
ret, "T
h
e E
co
le d
es 
B
eau
x A
rts: W
h
at Its A
rch
itectu
ral T
each
in
g
 M
ean
s," ib
id
., V
o
l.2
3
, N
o
.5
, 
M
ay 1
9
0
8
, p
p
.3
6
7
―3
7
1
. 
バ
ー
ニ
ー
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
卒
業
後
に
パ
リ
の
ボ
ザ
ー
ル
に
入
学
し
た
と
さ
れ
る
が
、 
C
arlh
ian
 an
d
 E
llis, A
m
erican
s in
 P
aris 
中
の
名
簿
に
は
入
学
は
確
認
さ
れ
な
い
。 
（
一
五
八
） 
B
arn
ey, o
p
.cit., p
.3
3
3
. –
 "th
e stro
n
g
est in
flu
en
ce n
o
w
 o
p
eratio
n
 in
 
th
e U
n
ited
 S
tates is th
at o
f th
e m
o
d
ern
 F
ren
ch
 sch
o
o
l" 
（
一
五
九
） 
Ib
id
., p
.3
3
5
. –
 "teach
in
g
s o
f th
e 'E
co
le d
es B
eau
x A
rts' d
o
 n
o
t ap
p
ly 
to
 o
u
r m
o
d
ern
 req
u
irem
en
ts." 
（
一
六
〇
） 
Ib
id
., p
.3
3
4
. –
 "T
h
e arch
itectu
re o
f A
m
erica at th
is tim
e is in
 very 
m
u
ch
 th
e sam
e p
o
sitio
n
 as w
as th
at o
f F
ran
ce at th
e b
eg
in
n
in
g
 o
f th
e 
R
en
aissan
ce," 
（
一
六
一
） 
Ib
id
., p
.3
4
2
. –
 "b
u
t, after all, a p
lan
 m
u
st b
e a real p
lan
, a real 
arran
g
em
en
t o
f ap
artm
en
ts, su
ited
 to
 m
eet actu
al req
u
irem
en
ts. H
is real 
b
u
sin
ess is n
o
t at all w
ith
 th
e d
raw
in
g
s, n
o
 m
atter h
o
w
 b
eau
tifu
lly m
ad
e, 
b
u
t w
ith
 b
u
ild
in
g
s an
d
 th
eir arran
g
em
en
ts." 
（
一
六
二
） 
Id
em
., "O
u
r N
atio
n
al S
tyle o
f A
rch
itectu
re W
ill B
e E
stab
lish
ed
 o
n
 
T
ru
th
 N
o
t T
rad
itio
n
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
4
, N
o
.5
, N
o
v. 1
9
0
8
, 
p
.3
8
1
. –
 "T
h
e article sh
o
u
ld
 n
o
t b
ave b
een
 allo
w
ed
 to
 b
e p
u
b
lish
ed
. T
h
e 
w
riter w
as an
 in
g
rate, a traito
r, an
d
, ab
o
ve all th
in
gs, a cran
k
," 
（
一
六
三
） 
Ib
id
. 
記
事
題
の
通
り
。 
（
一
六
四
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit.," p
.2
4
3
. –
 "th
e trad
itio
n
s o
f th
e P
aris sch
o
o
l 
h
ave alw
ays ten
d
ed
 to
 cu
rb
 h
is eccen
tricities an
d
 to
 teach
 h
im
 to
 d
o
 w
ell 
an
d
 th
o
ro
u
g
h
ly th
e accep
ted
 an
d
 estab
lish
ed
 th
in
g
.
” 
（
一
六
五
） 
Ib
id
. –
 "O
rig
in
ality an
d
 in
n
o
vatio
n
 b
elo
n
g
 to
 th
e d
esig
n
er's 
m
atu
rity; th
e d
iscip
lin
e m
o
st n
eed
ed
 b
y th
e stu
d
en
t is in
 fu
n
d
am
en
tals o
f 
arch
itectu
ral co
n
cep
tio
n
 an
d
 exp
ressio
n
;" 
（
一
六
六
） 
Ib
id
., p
.2
4
2
. –
 "E
ven
 h
is fin
e néo
―grec L
en
o
x L
ib
rary is a stro
n
g
ly 
in
d
ivid
u
al d
esig
n
." 
（
一
六
七
） 
Ib
id
. –
 "M
r. R
ich
ard
so
n
 ab
an
d
o
n
ed
 R
en
n
aissan
ce m
o
tifs fo
r th
e 
R
o
m
an
esq
u
e very early in
 h
is career." 
（
一
六
八
） 
Ib
id
., p
.2
4
4
. –
 "th
at [lin
e] o
f scien
tific co
n
stru
ctio
n
, as a resu
lt o
f 
w
h
o
lly n
ative A
m
erican
 in
itiative." 
（
一
六
九
） 
Ib
id
. –
 "w
e h
ave b
een
 d
evelo
p
in
g
 w
h
o
lly n
ew
 typ
es fo
r w
h
ich
 th
e 
trad
itio
n
al F
ren
ch
 arch
itectu
re h
as n
o
 an
alo
g
u
es an
d
 can
 fu
rn
ish
 little 
su
g
g
estio
n
 –
 at least little th
at is really ap
p
ro
p
riate." 
（
一
七
〇
） 
C
ret, "T
h
e E
co
le d
es B
eau
x A
rts," p
.3
7
1
. –
 "T
h
is is w
h
at I th
in
k
 to
 
b
e th
e teach
in
g
 o
f th
e E
co
le, an
d
 I b
elieve th
at A
m
erican
 arch
itectu
re h
as 
m
ad
e fo
r p
ro
g
ress in
 fo
llo
w
in
g
 it." 
（
一
七
一
） 
Ib
id
.  
–
 " 1
. Y
o
u
 m
u
st b
e faith
fu
l to
 yo
u
r p
ro
g
ram
, b
e fam
iliar w
ith
 it; an
d
 
also
 see co
rrectly w
h
at is th
e ch
aracter to
 b
e k
ep
t in
 th
e b
u
ild
in
g
. 
2
. T
h
e g
ro
u
n
d
, lo
catio
n
 o
r clim
ate can
 m
o
d
ify ab
so
lu
tely th
e exp
ressio
n
 
o
f a p
ro
g
ram
. 
3
. A
ll arch
itectu
ral co
m
p
o
sitio
n
 m
u
st b
e co
n
stru
ctib
le. E
very 
in
co
n
stru
ctib
le sch
em
e is ab
su
rd
. E
very sch
em
e o
f co
n
stru
ctio
n
 m
o
re 
d
ifficu
lt o
r co
m
p
licated
 th
an
 n
ecessary is m
ed
io
cre o
r b
ad
. 
4
. T
ru
th
 is th
e first req
u
irem
en
t o
f arch
itectu
re. E
very arch
itectu
ral 
u
n
th
ru
th
 is in
excu
sab
le. If in
 so
m
e cases o
n
e o
f th
ese u
n
tru
th
s is 
o
verlo
o
k
ed
 o
n
 acco
u
n
t o
f th
e in
g
en
u
ity an
d
 ab
ility sh
o
w
n
 in
 th
e 
b
u
ild
in
g
, th
e im
p
ressio
n
 g
iven
, n
everth
eless, is o
f an
 in
ferio
r art. 
5
. E
ffective stren
g
th
 is n
o
t su
fficien
t 
―it m
u
st also
 b
e ap
p
aren
t. 
6
. D
esin
g
s p
ro
ceed
 b
y n
ece
ssary sacrifices. A
 d
esig
n
 m
u
st b
e g
o
o
d
 first 
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o
f all, b
u
t it m
u
st also
 b
e b
eau
tifu
l. Y
o
u
 m
u
st co
m
p
o
se th
en
 w
ith
 a view
 
b
o
th
 to
 th
e u
tility an
d
 b
eau
ty o
f th
e b
u
ild
in
g
. A
n
d
, as an
 elem
en
t o
f 
b
eau
ty, yo
u
 w
ill try to
 o
b
tain
 ch
aracter b
y variety." 
（
一
七
二
） 
前
掲 
Id
em
., "T
ru
th
 an
d
 T
rad
itio
n
," ib
id
., V
o
l.2
5
, N
o
.2
, F
eb
. 1
9
0
9
, 
p
p
.1
0
7
―1
0
9
.  
（
一
七
三
） 
A
m
erican
 A
rch
itect, "[D
ear M
r. B
ro
w
n
ie
]," ib
id
., V
o
l.2
5
, N
o
.4
, A
p
r. 
1
9
0
9
, p
.3
0
4
.  
–
 "T
h
at G
o
th
ic p
h
an
to
m
, w
h
ich
 seem
s to
 h
au
n
t yo
u
, exists o
n
ly in
 th
e 
n
arro
w
 co
n
fin
es o
f slavish
 little b
rain
s, b
rain
s th
at n
ever h
ave, an
d
 
n
ever w
ill th
in
k fo
r th
em
selves, b
u
t in
sist u
p
o
n
 h
avin
g
 so
m
eo
n
e else, 
p
referab
ly so
m
eo
n
e w
h
o
 is d
ead
, th
in
k fo
r th
em
." 
（
一
七
四
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "T
h
e L
ark
in
 B
u
ild
in
g
 in
 B
u
ffalo
," ib
id
., V
o
l.2
3
, 
N
o
.4
, A
p
r. 1
9
0
8
, p
p
.3
1
1
―3
2
1
. F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, "R
ep
ly to
 M
r. S
tu
rg
is's 
C
riticism
" in
 Jack
 Q
u
in
an
 an
d
 F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, "F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t's 
R
ep
ly to
 R
u
ssel S
tu
rg
is," Jo
u
rn
al o
f th
e S
o
ciety o
f A
rch
itectu
ral H
isto
rian
, 
V
o
l.4
1
, N
o
.3
, O
ct. 1
9
8
2
, p
p
.2
4
0
―2
4
2
. 
（
一
七
五
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit.," p
.3
1
3
.  
–
 "A
d
m
ittin
g
, th
en
, th
at th
e ch
ase o
f th
e N
eo
―C
lassic, o
f th
e G
o
th
ic, 
o
f th
e F
ren
ch
 R
o
m
an
esq
u
e, h
as co
m
e to
 n
o
th
in
g
, th
at w
e are as far as 
w
e w
ere in
 1
8
5
0
 fro
m
 a livin
g
 style o
f arch
itectu
re, an
d
 even
 fro
m
 
an
yth
in
g
 w
h
ich
 is w
o
rth
y to
 b
e called
 arch
itectu
re at all, w
h
en
 a larg
e 
m
ass o
f th
e w
o
rk
 o
f a p
erio
d
 is tak
en
 to
g
eth
er, w
e sh
all fin
d
 th
at th
e 
b
u
ild
in
g
 w
e are co
n
sid
erin
g
 p
u
ts o
n
 a n
ew
 asp
ect." 
（
一
七
六
） 
Ib
id
., p
.3
1
2
. –
 "T
h
e lo
ver o
f arch
itectu
re w
h
o
 lo
o
k
s, p
erh
ap
s fo
r th
e 
first tim
e, at a b
u
ild
in
g
 so
 en
tirely rem
o
ved
 as th
is o
n
e fro
m
 th
e trad
itio
n
al 
styles an
d
 sch
o
o
ls feels a sh
o
ck o
f su
rp
rise, an
d
 th
is a su
rp
rise w
h
ich
 is th
e 
reverse o
f p
leasan
t." 
（
一
七
七
） 
Ib
id
. –
 "F
ew
 p
erso
n
s 
… w
ill fail to
 p
ro
n
o
u
n
ce th
is m
o
n
u
m
en
t, as 
seen
 in
 F
ig
.1
 an
 extrem
ely u
g
ly b
u
ild
in
g
." 
（
一
七
八
） 
Ib
id
., p
.3
1
8
. –
 "T
h
at it is w
h
o
lly rep
ellan
t as a w
o
rk
 o
f h
u
m
an
 
artisan
sh
ip
 w
h
ich
 m
ig
h
t h
ave b
een
 a w
o
rk
 o
f art an
d
 is n
o
t –
 so
 m
u
ch
 is 
p
ro
b
ab
ly th
e verd
ict o
f m
o
st p
erso
n
s w
h
o
 care fo
r th
e fin
e art o
f 
arch
itectu
re." 
（
一
七
九
） 
W
rig
h
t, o
p
.cit., p
. 2
4
2
. –
 "S
tu
rg
is ap
p
ears to
 h
ave sen
sed
 so
m
e 
sp
ecial sig
n
ifican
ce in
 th
e L
arkin
 B
u
ild
in
g
, b
u
t h
is life
―lo
n
g
 co
m
m
itm
en
t 
to
 trad
itio
n
al styles w
o
u
ld
 n
o
t p
erm
it h
im
 to
 em
b
race it." 
（
一
八
〇
） 
S
tu
rg
is, o
p
.cit., p
.3
1
3
. –
 "th
e d
esig
n
er o
f th
is b
u
ild
in
g
 w
as 
d
eterm
in
ed
 to
 fu
rn
ish
 n
o
th
in
g
 w
h
ich
 h
is p
ractical req
u
irem
en
ts d
id
 n
o
t 
call fo
r" 
（
一
八
一
） 
Ib
id
., p
.3
1
9
. –
 "it is evid
en
t th
at th
e first p
rin
cip
le laid
 d
o
w
n
 b
y th
e 
d
esig
n
er fo
r h
is o
w
n
 g
u
id
an
ce w
as th
is —
to
 avo
id
 everyth
in
g
 th
at w
o
u
ld
 
lo
o
k
 lik
e a m
erely arch
itectu
ral ad
o
rn
m
e
n
t, to
 ad
d
 n
o
th
in
g
 to
 th
e b
u
ild
in
g
 
fo
r th
e sak
e o
f arch
itectu
ral effect." 
（
一
八
二
） 
Ib
id
., p
.3
2
0
. –
 "H
ere is a w
ell
―th
o
u
g
h
t
―o
u
t d
esig
n
, every d
etail o
f 
co
n
stru
ctio
n
 an
d
 all th
e ap
p
lian
ces h
ave b
een
 stu
d
ied
 w
ith
 care
" 
（
一
八
三
） 
Ib
id
., p
.3
1
8
. –
 "If w
e are to
 co
n
sid
er it as a p
iece o
f ab
stract fo
rm
, 
as a th
in
g
 w
h
ich
 is itself u
g
ly o
r th
e reverse, th
e o
p
in
io
n
 w
ill rem
ain
 fixed
 
th
at n
o
th
in
g
 u
g
lier co
u
ld
 exist am
o
n
g
 o
b
jects th
at w
ere fo
u
n
d
 p
erfect in
 
co
n
d
itio
n
, cared
 fo
r, an
d
 sh
o
w
in
g
 th
e sig
n
s o
f h
u
m
an
 th
o
u
g
h
t an
d
 
p
u
rp
o
se." 
（
一
八
四
） 
Ib
id
., p
.3
2
0
. –
 "A
n
d
 w
h
ile everyth
in
g
 h
as b
een
 carried
 o
u
t w
ith
 a 
view
 to
 p
ractical u
tility, th
ere h
as b
een
 also
 attem
p
t to
 ad
o
rn
, to
 b
eau
tify
." 
（
一
八
五
） 
Ib
id
., p
.3
1
8
.  
–
 "R
u
sk
in
 tells th
e sto
ry o
f h
is h
avin
g
 b
een
 led
 astray b
y th
e th
eo
ry o
f 
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U
se an
d
 W
o
n
t 
―b
y th
e n
o
tio
n
 th
at o
u
r lik
in
g
 fo
r certain
 fo
rm
s an
d
 
co
lo
rs is th
e resu
lt o
f fam
iliarity, an
d
 n
o
th
in
g
 else, an
d
 h
e says th
at h
e 
k
ep
t a sk
u
ll o
n
 h
is m
an
telp
iece fo
r m
o
n
th
s, b
u
t fo
u
n
d
 it ju
st as u
g
ly 
w
h
en
 th
e m
o
n
th
s h
ad
 p
assed
." 
（
一
八
六
） 
Ib
id
., p
p
. 3
1
5
―3
1
6
. –
 "It is certain
 th
at n
o
th
in
g
 is g
ain
ed
 to
 
arch
itectu
re b
y tryin
g
 to
 m
ak
e a b
u
sin
ess b
u
ild
in
g
 arch
itectu
ral in
 th
e g
o
o
d
 
o
ld
 sen
se." 
（
一
八
七
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
 p
o
in
ted
 o
u
t m
u
ch
 m
o
re th
an
 h
alf a cen
tu
ry ag
o
;" 
（
一
八
八
） 
Ib
id
., p
.3
1
7
. –
 "R
ejectin
g
 all th
at o
ld
er styles h
ave to
 o
ffer u
s in
 th
e 
w
ay o
f co
n
stru
ctio
n
 an
d
 in
 th
e w
ay o
f d
etail, w
e m
ay still ask, H
o
w
 d
id
 th
e 
d
esig
n
ers w
o
rk
 w
h
en
 m
en
 kn
ew
 h
o
w
 to
 d
esig
n
?
" 
（
一
八
九
） 
W
rig
h
t, o
p
.cit., p
.2
4
0
.  
–
 "B
read
―w
in
n
in
g o
p
eratio
n
s are n
o
t h
o
stile to art! M
r. R
u
skin
’ s 
in
flu
en
ce w
as h
o
stile to
 art, an
d
 n
o
w
 a h
alf
―cen
tu
ry o
ld
 it h
as retard
ed
 
o
u
r d
evelo
p
m
en
t b
y, at least, h
alf th
at p
erio
d
 o
f tim
e; fo
r h
e falsified
 th
e 
n
atu
re o
f o
u
r aesth
etic p
ro
b
lem
, an
d
 left in
 h
is w
ak
e a train
 o
f 
reactio
n
aries n
o
t yet d
isp
o
sed
 o
f; reactio
n
aries co
n
ten
t to
 ig
n
o
re
 th
e 
o
p
p
o
rtu
n
ities m
ad
e fo
r u
s b
y th
e n
ew
 co
n
d
itio
n
s an
d
 n
ew
 to
o
ls 
in
evitab
ly o
u
rs;" 
（
一
九
〇
） 
Ib
id
., p
.2
4
2
. –
 "[th
e d
esig
n
er o
f th
e L
ark
in
 B
u
ild
in
g
 w
ish
es h
ere] 
to
 reco
rd
 in
 typ
e w
h
at h
e h
as alread
y reco
rd
ed
 in
 b
u
id
ld
in
g
s, th
at h
e 
p
refers to
 th
in
k in
 term
s o
f clean
, p
u
re, u
n
ad
u
lterated
 fo
rm
s." 
（
一
九
一
） 
Ib
id
. –
 "th
e aesth
etics o
f th
e b
are, sq
u
are fo
rm
s w
h
ich
 M
r. S
tu
rg
s 
fin
d
s so
 im
p
o
ssib
le," 
（
一
九
二
） 
Ib
id
., p
.2
4
1
. –
 "M
r. S
tu
rg
is says m
ask th
e m
ain
 stru
ctu
re." 
（
一
九
三
） 
Id
em
., "T
h
e S
o
vereig
n
ty o
f th
e In
d
ivid
u
al," p
.9
4
. –
 "Id
eals o
f 
R
u
sk
in
 an
d
 M
o
rris an
d
 teach
in
g
 o
f th
e B
eau
x A
rts o
f P
aris esp
ecially, h
ave 
so
 far p
revailed
 in
 A
m
erica as to
 stead
ily co
n
fu
se an
d
 d
em
o
ralize, as w
ell as 
in
 so
m
e resp
ects u
n
co
n
scio
u
sly to
 reveal to
 u
s, o
u
r w
asted
 o
p
p
o
rtu
n
ities." 
（
一
九
四
） 
Jack
 Q
u
in
an
, "F
ran
k L
lo
yd
 W
rig
h
t's R
ep
ly to
 R
u
ssel S
tu
rg
is," p
.2
4
0
. 
（
一
九
五
） 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "T
h
e F
ield
 o
f A
rt: R
u
ssell S
tu
rg
is," 
S
crib
n
er's M
agazin
e, V
o
l.4
5
, N
o
.5
, M
ay 1
9
0
9
, p
p
.6
3
5
―6
3
6
. 
（
一
九
六
） 
Ib
id
., p
.6
3
5
. –
 "at th
e tim
e o
f h
is ad
o
lescen
ce, it w
asq
u
ite 
in
evitab
le th
at h
e sh
o
u
ld
 su
ccu
m
b
 to
 th
e sp
ell o
f R
u
sk
in
's elo
q
u
en
ce." 
（
一
九
七
） 
Ib
id
. –
 "h
e n
atu
rally so
u
g
h
t th
e o
ffice o
f th
e m
o
st au
sterely lo
g
ical 
o
f th
e p
ractitio
n
ers o
f th
e sch
o
o
l," 
（
一
九
八
） 
Ib
id
. –
 "in
 w
h
o
se o
w
n
 w
o
rk
 th
e m
u
ch
 th
at th
ere w
as o
f b
eau
ty 
m
ig
h
t h
ave seem
ed
 to
 h
im
 th
e co
n
seq
u
en
ce o
f th
e lo
g
ic, th
o
u
g
h
 in
 tru
th
 it 
w
as very larg
ely a 'b
y
―p
ro
d
u
ct.'" 
（
一
九
九
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "R
u
sk
in
 o
n
 A
rch
itectu
re
" in
 Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 
L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re; A
rch
itectu
re an
d
 P
ain
tin
g
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 
an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
1
, p
p
.iii
―xvi. 
こ
の
解
説
部
は
の
ち
にR
u
ssell S
tu
rg
is, 
R
u
skin
 o
n
 A
rch
itectu
re: A
 C
ritical an
d
 B
io
grap
h
ical S
ketch
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. 
A
p
p
leto
n
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
6
 
と
し
て
独
立
に
出
版
さ
れ
る. 
（
二
〇
〇
） 
Ib
id
., p
.ix. –
 "it is n
o
ticeab
le th
at h
e d
id
 n
o
t d
isco
ver th
e fu
ll 
sig
n
ifican
ce o
f G
o
th
ic co
n
stru
ctio
n
, n
o
r ever g
rasp
 th
e th
eo
ry o
f th
e 
G
o
th
ic vau
lt." 
（
二
〇
一
） 
Ib
id
. –
 "th
e ap
p
earan
ce o
f certain
 F
ren
ch
 b
o
o
k
s, w
h
ich
 w
ere o
f 
1
8
5
8
 at th
e very earliest." 
な
お
引
用
部
に
「
一
八
五
八
年
」
と
あ
る
の
は
お
そ
ら
く
「
一
八
五
四
年
」
の
誤
り
。
ス
タ
―
ジ
ス
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
に
よ
る
『
建
築
事
典
』
と
『
家
具
事
典
』
の
刊
行
開
始
年
を
混
同
し
て
い
る. 
（
二
〇
二
） 
Ib
id
., p
.ix. 
（
二
〇
三
） 
Ib
id
., p
p
.ix
―x. 
–
 "In
 su
ch
 a b
o
o
k
 as th
e 'S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
' th
e q
u
estio
n
 is 
n
o
t w
h
eth
er in
 an
y g
iven
 in
stan
ce th
e b
u
ild
in
g
 o
r th
e d
etail is rig
h
tly 
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criticized
 o
r n
o
t. T
h
e q
u
estio
n
 is rath
er w
h
eth
er th
e su
g
g
estio
n
s g
iven
 
are w
o
rth
 g
ivin
g
 an
d
 w
o
rth
 takin
g
, an
d
 w
h
eth
er th
e w
h
o
le b
o
d
y o
f 
w
ritin
g
, tak
en
 to
g
eth
er, m
ay o
r m
ay n
o
t b
e o
f u
se to
 th
e stu
d
en
t o
f art." 
（
二
〇
四
） 
P
eter B
o
n
n
ett W
ig
h
t, "S
tu
d
ies o
f D
esig
n
 W
ith
o
u
t O
rn
am
en
t," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
9
. N
o
.2
, F
eb
. 1
9
1
1
, p
p
.1
6
7
―1
7
7
. 
   
第
五
章 
 
【
章
頭
図
版
：「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
」】 
出
典
：Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re; 
A
rch
itectu
re an
d
 P
ain
tin
g
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 
1
9
0
1
. 
【
章
頭
引
用
：
ジ
ョ
ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
「
芸
術
と
生
命
よ
ふ
た
た
び
」】 
出
典
：Jo
h
n
 B
u
rro
u
g
h
s, "A
rt an
d
 L
ife O
n
ce M
o
re," T
h
e D
ial, 
V
o
l.1
5
, N
o
.1
7
8
, 1
6
 N
o
v. 1
8
9
3
. p
p
.2
8
8
―2
8
9
. 
–
 "T
h
ere is little reco
g
n
itio
n
 in
 cu
rre
n
t criticism
 o
f th
e 
leg
itim
acy an
d
 valu
e o
f w
o
rk
 lik
e W
h
itm
an
's, th
at aim
s to
 
m
in
im
ize, o
r escap
e en
tirely fro
m
, co
n
scio
u
s exterio
r art 
―th
e 
visib
le, p
alp
ab
le arch
itectu
re o
f verse
― 
an
d
 to
 tally th
e sp
irit o
f 
o
u
t
―d
o
o
r n
atu
re, o
f g
ro
w
th
s, cu
rren
ts, co
sm
ic an
d
 d
yn
am
ic 
fo
rces, an
d
 w
h
ich
 in
 its fo
rm
 fo
llo
w
s o
n
ly th
e law
 o
f th
e in
h
eren
t 
fo
rm
s o
f o
rg
an
ic n
atu
re. S
u
ch
 w
o
rk
 is said
 to
 b
e w
ith
o
u
t art, o
r 
to
 b
e o
u
tlaw
ed
 o
f art; as if to
 g
ive th
e im
p
ressio
n
 o
f th
e n
atu
ral 
w
ere less th
an
 to
 g
ive th
e im
p
ressio
n
 o
f th
e artificial; as if to
 
titillate o
u
r sen
se o
f fo
rm
 an
d
 m
easu
re w
ere m
o
re th
an
 to
 
q
u
ick
e
n
 o
u
r sen
se o
f life an
d
 o
f th
in
g
s. 
… T
h
e tru
e artist is seen
 
in
 h
is attitu
d
e o
f so
u
l —
h
is attitu
d
e o
f livin
g
 an
d
 im
p
assio
n
ed
 
co
n
tem
p
latio
n
 o
f n
atu
re an
d
 m
an
. It is n
o
t sim
p
ly th
e attitu
d
e o
f 
th
e m
an
 w
h
o
 w
o
u
ld
 k
n
o
w
 th
in
g
s o
r th
e reaso
n
 o
f th
in
g
s —
th
e 
scien
tist, 
―b
u
t o
f th
e m
an
 w
h
o
 w
o
u
ld
 h
ave an
 em
o
tio
n
al an
d
 
sp
iritu
al en
jo
ym
en
t o
f th
in
g
s an
d
 m
ak
e o
th
er sh
are in
 th
at 
en
jo
ym
e
n
t. It m
ay b
e q
u
estio
n
ed
 if an
y g
reat w
o
rk
 o
f an
y k
in
d
 
sp
ran
g
 alo
n
e o
r p
rim
arily fro
m
 th
e art im
p
u
lse. G
o
th
ic an
d
 
m
ed
iaeval art h
ad
 th
eir ro
o
t in
 th
e relig
io
u
s im
p
u
lse." 
 
（
一
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, W
o
rks, B
ran
tw
o
o
d
 ed
itio
n
, 2
2
 vo
ls., C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, 
in
tr., N
ew
 Y
o
rk
, C
h
arles E
. M
errill, 1
8
9
1
-
1
8
9
6
. 
（
二
） 
Id
em
., T
h
e T
ru
e an
d
 B
eau
tifu
l in
 N
atu
re, A
rt, M
o
rals an
d
 R
eligio
n
: 
S
elected
 fro
m
 th
e W
o
rks o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, L
o
u
isa C
aro
lin
e T
h
u
th
ill, ed
., 
N
ew
 Y
o
rk
, W
iley &
 H
alsted
, 1
8
5
9
; N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley, 1
8
9
0
. Id
em
., 
L
etters an
d
 A
d
vice to Y
o
u
n
g G
irls an
d
 Y
o
u
n
g L
ad
ies: O
n
 D
ress, 
E
d
u
catio
n
, M
arriage, T
h
eir S
p
h
ere, In
flu
en
ce, W
o
m
en
's W
o
rk, W
o
m
en
's 
R
igh
ts, &
c., &
c., N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley &
 S
o
n
s, 1
8
7
9
; N
ew
 Y
o
rk
, J. W
iley 
&
 S
o
n
s, 1
8
8
8
. 
（
三
） 
H
attie T
yn
g
 G
risw
o
ld
, H
o
m
e L
ife o
f G
reat A
u
th
o
rs, C
h
icag
o
, A
. C
. 
M
cC
lu
rg
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
8
9
. 
（
四
） 
E
lb
ert H
u
b
b
ard
, L
ittle Jo
u
rn
eys to
 th
e H
o
m
e o
f G
o
o
d
 M
en
 an
d
 G
reat, 
N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, G
. P
. P
u
tn
am
's S
o
n
s, 1
8
9
5
. 
（
五
） 
H
attie T
yn
g
 G
risw
o
ld
, P
erso
n
al S
ketch
es o
f R
ecen
t A
u
th
o
rs, C
h
icag
o
, 
A
. C
. M
cC
lu
rg
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
9
. 
（
六
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e C
o
m
p
lete W
o
rks, 2
6
 vo
ls., N
ew
 Y
o
rk
, B
ryan
, T
aylo
r &
 
C
o
m
p
an
y, 1
8
9
4
. 
（
七
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, Jo
h
n
 R
u
skin
: T
h
e T
w
o
 B
oyh
o
o
d
s, T
h
e S
lave S
h
ip
, T
h
e 
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M
o
u
n
tain
 G
lo
o
m
, T
h
e M
o
u
n
tain
 G
lo
ry, V
en
ice, S
t. M
ark's, A
rt an
d
 
M
o
rals, T
h
e M
ystery o
f L
ife, P
eace
, B
liss P
erry, ed
., N
ew
 Y
o
rk
, D
o
u
b
led
ay 
&
 M
cC
lu
re C
o
., 1
8
9
8
. 
（
八
） 
B
liss P
erry, "E
d
ito
r's In
tro
d
u
ctio
n
," ib
id
., p
.viii. –
 "lo
o
ked
 at to
o
 
n
arro
w
ly, M
r. R
u
sk
in
's carrer seem
s a su
ccessio
n
 o
f cap
rices." 
（
九
） 
Ib
id
. –
 "n
o
b
le p
assio
n
 fo
r b
eau
ty an
d
 g
o
o
d
n
ess, h
is n
o
b
le sco
rn
 o
f 
in
ju
stice an
d
 evil."  
（
一
〇
） 
C
h
arles W
ald
stein
, T
h
e W
o
rk o
f Jo
h
n
 R
u
skin
: Its In
flu
en
ce u
p
o
n
 
M
o
d
ern
 T
h
o
u
gh
t an
d
 L
ife, N
ew
 Y
o
rk
, H
arp
er an
d
 B
ro
th
ers, 1
8
9
3
. 
（
一
一
） 
W
illiam
 G
ersh
o
m
 C
o
llin
g
w
o
o
d
, T
h
e A
rt T
each
in
g o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, 
N
ew
 Y
o
rk
, G
. P
. P
u
tn
am
's S
o
n
s an
d
 L
o
n
d
o
n
, P
ercival an
d
 C
o
., 1
8
9
1
. 
（
一
二
） 
Id
em
., T
h
e L
ife an
d
 W
o
rk o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, 2
 vo
ls., L
o
n
d
o
n
, M
eth
u
en
 
&
 C
o
. an
d
 B
o
sto
n
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
., 1
8
9
3
. 
 
（
一
三
） 
A
n
n
e Isab
ella T
h
ack
eray R
itch
ie, R
eco
rd
s o
f T
en
n
yso
n
, R
u
skin
, 
B
ro
w
n
in
g
, N
ew
 Y
o
rk
, H
arp
er &
 B
ro
s. an
d
 L
o
n
d
o
n
, M
acm
illan
, 1
8
9
2
. 
（
一
四
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, L
etters A
d
d
ressed
 to a C
o
llege F
rien
d
 D
u
rin
g th
e Y
ears 
1
8
4
0
―1
8
4
5
, N
ew
 Y
o
rk
, M
acm
illan
 &
 C
o
. an
d
 L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
9
4
. 
（
一
五
） 
M
ary an
d
 E
llen
 G
ib
b
s, T
h
e B
ib
le R
eferen
ces o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, N
ew
 
Y
o
rk
, H
en
ry F
ro
w
d
e an
d
 L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
9
8
. 
（
一
六
）Jo
h
n
 R
u
sk
in
, R
u
skin
: R
o
ssetti: P
rerap
h
aelitism
, W
illiam
 M
ich
ael 
R
o
ssetti, ed
., N
ew
 Y
o
rk
, D
o
d
d
, M
ead
 an
d
 C
o
m
p
an
y an
d
 L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e 
A
llen
, 1
8
9
9
. 
（
一
七
） 
R
o
b
ert d
e la S
izeran
n
e, R
u
skin
 et la R
eligio
n
 d
e la B
eau
té, P
aris, 
L
ib
rarie H
ach
ette et C
ie., 1
8
9
7
; id
em
, R
u
skin
 an
d
 th
e R
eligion
 o
f B
eau
ty, 
th
e C
o
u
n
tess o
f G
allo
w
ay, tr., L
o
n
d
o
n
, G
eo
rg
e A
llen
, 1
8
9
9
; N
ew
 Y
o
rk
, 
Jam
es P
o
tt &
 C
o
., [1
8
9
9
]. 
『
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
』
に
書
評
が
あ
る
。W
illiam
 
M
o
rto
n
 P
ayn
e, "T
h
ree B
o
o
k
s ab
o
u
t R
u
sk
in
," T
h
e D
ial, V
o
l.2
9
, 1
6
 O
ct. 
1
9
0
0
, p
p
.2
6
4
―2
6
5
. 
（
一
八
） 
Jo
h
n
 A
tk
in
so
n
 H
o
b
so
n
, Jo
h
n
 R
u
skin
: S
o
cial R
efo
rm
er, B
o
sto
n
, D
an
a 
E
stes &
 C
o
m
p
an
y, 1
8
9
8
. 
（
一
九
） 
W
illiam
 Jam
es S
tillm
an
, T
h
e A
u
to
b
io
grap
h
y o
f a Jo
u
rn
alist, 2
 vo
ls., 
B
o
sto
n
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y an
d
 C
am
b
rid
g
e, M
ass., R
iversid
e 
P
ress, 1
9
0
1
. 
（
二
〇
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, L
etters o
f Jo
h
n
 R
u
skin
 to C
h
arles E
lio
t N
orto
n
, B
o
sto
n
 
an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
4
. 
（
二
一
） 
O
scar L
o
vell T
rig
g
s, C
h
ap
ters in
 th
e H
isto
ry o
f th
e A
rts an
d
 C
rafts 
M
o
vem
en
t, C
h
icag
o
, T
h
e B
o
h
em
ia G
u
ild
 o
f th
e In
d
u
strial A
rt L
eag
u
e, 
1
9
0
2
. 
（
二
二
） 
W
ash
in
g
to
n
 G
lad
d
en
, W
itn
esses o
f T
h
e L
igh
t: B
ein
g th
e W
illiam
 
B
eld
en
 N
o
b
le L
ectu
res fo
r 1
9
0
3
, B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 
an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
3
. 
（
二
三
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, C
o
m
m
en
ts o
f Jo
h
n
 R
u
skin
 o
n
 th
e D
ivin
a C
o
m
m
ed
ia, 
G
eo
rg
e P
. H
u
n
tin
g
to
n
, ed
., C
h
arles E
lio
t N
o
rto
n
, in
tr., B
o
sto
n
 an
d
 N
ew
 
Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
, M
ifflin
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
3
. 
（
二
四
） 
"T
h
e L
atest R
u
m
o
r co
n
cern
in
g
 M
r. R
u
sk
in
's H
ealth
," A
A
&
B
N
, 
V
o
l.2
7
, N
o
.7
3
5
, 2
5
 Jan
. 1
8
9
0
, p
.4
9
. 
（
二
五
） 
Ib
id
. –
 "W
e d
o
 n
o
t say th
at th
ey w
ill fin
d
 th
e safest arch
itectu
ral 
criticism
 in
 th
ese b
o
o
k
s." 
（
二
六
） P
aul A
m
édée P
lan
at, E
n
cyclo
péd
ie d
e l'A
rch
itectu
re et d
e la 
C
o
n
stru
ctio
n
, P
aris, L
ib
rairie d
e la C
o
n
stru
ctio
n
 M
o
d
ern
e, [1
8
8
8
―1
8
9
2
]. 
（
二
七
） 
L
éo
n
 L
ab
ro
u
ste, "S
tyle" A
A
&
B
N
, V
o
l.4
4
, N
o
s.9
5
7
―9
5
8
, 9
6
0
―9
6
3
, 2
8
 
A
p
r., 5
, 1
9
, 2
6
 M
ay, 2
, 9
 Ju
n
. 1
8
9
4
, p
p
.3
9
―4
0
, 4
7
, 7
1
―7
2
, 8
3
―8
5
, 9
5
―9
7
, 
1
0
7
―1
0
8
. 
ラ
ス
キ
ン
と
ゼ
ン
パ
ー
の
比
較
は
第
二
記
事
と
第
三
記
事
。 
（
二
八
） 
Ib
id
., p
.4
7
. –
 " T
h
e artistic p
h
ilo
so
p
h
y o
f R
u
sk
in
 rests o
n
 th
e tw
o
 
elem
en
ts in
 m
an
, th
e id
eal an
d
 real;" 
（
二
九
） 
Ib
id
. –
 "h
e is th
u
s en
ab
led
 to
 k
eep
 w
ith
in
 th
e lim
its o
f th
e ju
st, escap
e 
th
e erro
r o
f im
ag
in
atio
n
 an
d
 sh
u
n
 th
e vu
lg
arity o
f m
aterialism
." 
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（
三
〇
） 
Ib
id
. p
.7
1
. –
 "T
h
e p
h
ilo
so
p
h
y o
f R
u
sk
in
 an
d
 th
at o
f S
em
p
er h
ave 
th
eir m
ain
 p
o
in
ts in
 co
m
m
o
n
;" 
（
三
一
） 
Ib
id
. –
 "b
o
th
 reco
g
n
ize a m
o
ral elem
en
t an
d
 a m
aterial elem
en
t. T
h
e 
m
o
ral elem
en
t rests o
n
 th
e su
p
erio
r q
u
alities o
f th
e so
u
l, th
e m
aterial o
n
 
th
e h
ig
h
er en
jo
ym
en
ts cap
ab
le o
f g
ratifyin
g
 o
u
r sen
ses; b
u
t n
o
t fo
r a sin
g
le 
in
stan
t can
 th
e tw
o
 elem
en
ts b
e d
isso
ciated
; th
e o
n
e stren
g
th
en
s th
e 
o
th
er." 
（
三
二
） 
"R
u
sk
in
's M
o
st U
sefu
l B
o
o
k
s," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
7
, N
o
.1
2
5
6
, 2
0
 Jan
. 
1
9
0
0
, p
.1
8
. –
 "W
e are alw
ays rath
er relu
ctan
t to
 ad
vise an
y o
n
e to
 read
 
M
r. R
u
sk
in
's w
o
rk
s, an
d
 still m
o
re to
 g
ive an
y o
n
e a g
ratu
ito
u
s 
ad
vertisem
en
t" 
（
三
三
） 
W
illiam
 C
rary B
ro
w
n
ell, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," S
crib
n
er's M
agazin
e, V
o
l.2
7
, 
N
o
.4
, A
p
r. 1
9
0
0
, p
p
.5
0
2
―5
0
6
. 
（
三
四
） 
"Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e D
ial, V
o
l.2
8
, N
o
.3
2
7
, 1
 F
eb
. 1
9
0
0
, p
p
.7
3
―7
5
; "T
h
e 
A
rtist an
d
 th
e M
an
," ib
id
., V
o
l.2
8
, N
o
.3
3
1
, 1
 A
p
r. 1
9
0
0
, p
.2
3
9
―2
4
1
; "T
h
e 
A
rch
itectu
re o
f th
e M
in
d
," ib
id
., V
o
l.2
9
, N
o
.3
4
3
, 1
 O
ct. 1
9
0
0
, p
p
.2
1
8
―2
1
9
. 
（
三
五
） 
C
h
arles W
ald
stein
, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, 
V
o
l.1
7
0
, N
o
.4
, 1
 A
p
r. 1
9
0
0
, p
p
. 5
5
3
―5
6
1
. 
な
お
、
こ
の
追
悼
論
文
の
著
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ル
ド
ス
タ
イ
ン
は
、
一
八
九
三
年
に
『
ラ
ス
キ
ン
の
作
品
と
現
代
思
想
・
現
代
生
活
に
対
す
る
そ
の
影
響
』
を
発
表
し
た
考
古
学
者
。
同
書
の
元
と
な
っ
た
論
考
は
同
題
で H
arp
er's N
ew
 M
o
n
th
ly M
agazin
e
, V
o
l.7
8
, N
o
.4
6
5
, F
eb
. 
1
8
8
9
, p
p
.3
8
2
―4
1
8
 
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
大
幅
な
増
補
を
経
て
出
版
に
至
る
。 
『
ザ
・
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
は
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
リ
ー
〔
一
八
五
六
―
一
九
三
五
〕
に
よ
る
「
ラ
ス
キ
ン
に
関
す
る
追
記
」
も
掲
載
さ
れ
る
。V
ern
o
n
 L
ee, "A
 P
o
stscrip
t o
n
 R
u
sk
in
," ib
id
., V
o
l.1
7
7
, 
N
o
.5
6
4
, N
o
v. 1
9
0
3
, p
p
.6
7
8
―6
9
0
. 
（
三
六
） 
"R
u
sk
in
," C
u
rren
t L
iteratu
re, V
o
l.2
7
, N
o
.3
, M
ar. 1
9
0
0
, p
.1
9
3
. 
（
三
七
） 
"D
eath
 o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
7
, N
o
.1
2
5
7
, 2
7
 Jan
. 1
9
0
0
, 
p
.2
5
. –
 "T
h
e d
eath
 o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
 w
ill affect m
an
y p
eo
p
le, w
h
o
 d
isag
reed
 
w
ith
 m
o
st o
f w
h
at h
e said
, w
ith
 a sen
se o
f p
erso
n
al lo
ss." 
（
三
八
） 
S
. B
eale, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," A
A
&
B
N
, V
o
l.6
7
, N
o
.1
2
5
9
, 1
0
 F
eb
. 1
9
0
0
, 
p
p
.4
5
―4
6
. 
（
三
九
） 
Ib
id
., p
.4
5
. –
 "It is cu
rio
u
s th
at th
e m
o
d
ern
 w
o
rld
 tu
rn
s to
 M
r. 
R
u
sk
in
's w
ritin
g
s m
o
re fo
r view
s u
p
o
n
 S
o
cialism
 th
an
 fo
r o
p
in
io
n
s u
p
o
n
 
art" 
（
四
〇
） 
["O
b
itu
ary o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
,"] T
h
e A
rch
itectu
ral R
eview
, V
o
l.7
, N
o
.2
, 
F
eb
. 1
9
0
0
, p
p
.2
0
―2
1
; W
illiam
 P
itt P
reb
le L
o
n
g
fello
w
, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
," ib
id
., 
V
o
l.7
, N
o
.4
, A
p
r. 1
9
0
0
, p
p
.4
2
―4
3
. 
（
四
一
） 
Ib
id
., p
.4
2
. –
 "it w
as im
p
o
ssib
le to
 g
et th
e w
riter o
u
t o
f sig
h
t" 
（
四
二
） 
Ib
id
. –
 "T
h
is h
ad
 ten
d
ed
 to
 p
ro
vo
k
e b
o
th
 th
e d
evo
tio
n
 o
f th
o
se w
h
o
 
fo
llo
w
ed
 h
im
 an
d
 th
e rep
u
g
n
an
ce o
f th
o
se w
h
o
 w
ere an
tag
o
n
istic," 
（
四
三
） 
Ib
id
., p
p
.4
2
―4
3
. –
 "h
is in
tu
itio
n
s o
p
en
ed
 u
p
 a sto
re o
f tru
th
s u
n
seen
 
b
y o
th
er w
riters," 
（
四
四
） 
Ib
id
. p
.4
3
. –
 "H
is arch
itectu
ral stu
d
y w
as m
eag
re. H
is field
 w
as 
n
arro
w
; 
… h
e lo
o
k
ed
 at b
u
ild
in
g
 w
ith
 a p
ain
ter
’ s eye rath
er th
an
 w
ith
 an
 
arch
itect's." 
（
四
五
） 
Ib
id
., p
p
.4
2
―4
3
. 
（
四
六
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "T
h
e F
ield
 o
f A
rt: A
rt C
riticism
 an
d
 R
u
sk
in
's W
ritin
g
s 
o
n
 A
rt," S
crib
n
er's M
agazin
e
, V
o
l.2
7
, N
o
.4
, A
p
r. 1
9
0
0
, p
p
.5
0
9
―5
1
2
. 
（
四
七
） 
Ib
id
., p
.5
0
9
. –
 "It m
ay w
ell b
e th
at th
ere is n
o
th
in
g
 in
 th
e w
o
rk
 o
f 
R
u
sk
in
 so
 im
p
o
rtan
t to
 th
e co
m
in
g
 g
en
eratio
n
s th
at it w
ill call fo
r su
ch
 
lo
n
g
―co
n
tin
u
ed
 an
d
 ard
u
o
u
s stu
d
y." 
（
四
八
） 
前
掲 
Jo
h
n
 L
aF
arg
e, "R
u
sk
in
, A
rt an
d
 T
ru
th
," In
tern
ation
al M
o
n
th
ly, 
V
o
l.2
, 1
 Ju
l. 1
9
0
0
, p
p
.5
1
0
―5
3
5
. 
（
四
九
） 
Ib
id
., p
.5
1
5
. –
 "It is d
ifficu
lt to
 d
isen
tan
g
le th
e lin
es o
f erro
r in
 M
r. 
R
u
sk
in
's th
o
u
g
h
ts." 
（
五
〇
） 
Ib
id
. –
 " T
h
e an
xiety to
 h
it h
ard
, to
 assert h
im
self an
d
 h
is view
s w
as 
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so
 g
reat th
at h
e h
as n
ever b
een
 ab
le, as I can
 rem
em
b
er, to
 state an
yth
in
g
 
h
o
w
ever tru
e o
r valu
ab
le o
r n
o
b
le, w
ith
o
u
t so
m
e sin
g
u
lar d
istu
rb
in
g
 erro
r." 
（
五
一
） 
V
an
 R
en
sselaer, E
n
glish
 C
ath
ed
rals, p
.xiv. –
 "W
e m
ay o
b
ject a little 
to
 th
e n
arro
w
 sig
n
ifican
ce w
h
ich
 M
r. M
o
o
re co
n
stan
tly g
ives to
 th
e 
term
'G
o
th
ic,'" 
（
五
二
） 
S
ch
u
yler, "T
h
e W
o
rk
s o
f C
h
arles C
o
o
lid
g
e H
aig
h
t," p
.3
3
. –
 "T
h
e ' 
C
o
lleg
iate G
o
th
ic' 
… w
as n
o
t, I n
eed
 h
ard
ly say, th
e tru
e an
d
 p
rim
itive 
G
o
th
ic in
 w
h
ich
 th
e lo
g
ic o
f co
n
stru
ctio
n
, o
f th
e fu
n
ctio
n
al exp
ressio
n
 o
f 
stru
ctu
re, w
as carried
 to
 its b
itter en
d
. " 
（
五
三
） 
Ib
id
. –
 "It im
p
lied
, in
d
eed
, th
e p
re
―existen
ce o
f th
at real G
o
th
ic, o
f 
th
e G
o
th
ic o
f th
e F
ren
ch
 cath
ed
rals, in
 w
h
ich
 lo
g
ical b
u
ild
in
g
 w
as p
ressed
 
to
 its lim
its an
d
 n
o
th
in
g
 w
as left u
n
exp
ressed
." 
（
五
四
） 
A
lfred
 H
am
lin
, "S
tyle in
 A
rch
itectu
re," p
.3
2
9
. –
 "starts o
u
t w
ith
 th
e 
p
u
rely lo
g
ical satisfactio
n
 o
f p
ractical an
d
 stru
ctu
ral req
u
irem
en
ts, an
d
 
clo
th
es th
e fo
rm
s th
u
s d
evised
 w
ith
 su
ch
 b
eau
ty o
f o
u
tlin
e o
r d
eco
ratio
n
 as 
th
e artistic sen
se o
f th
e d
esig
n
er is cap
ab
le o
f im
ag
in
in
g
." 
（
五
五
） 
R
alp
h
 A
d
am
s C
ram
, "E
cclesiastical A
rch
itectu
re p
ap
er IV
: E
n
g
lan
d
," 
T
h
e B
rickb
u
ild
er, V
o
l.1
4
, N
o
.6
, Ju
n
. 1
9
0
5
, p
.1
1
4
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "F
ran
ce an
d
 E
n
g
lan
d
 stan
d
 at o
p
p
site p
o
les, an
d
 to
 m
y m
in
d
 th
e 
G
o
th
ic o
f E
n
g
lan
d
 w
as g
reater an
d
 m
o
re G
o
th
ic, even
 if far less fin
al in
 its 
lo
g
ical p
erfectio
n
." 
（
五
六
） 
Ib
id
. –
 "It ad
d
ed
 to
 th
ese a p
u
re lo
g
ic o
f co
n
stru
ctio
n
 an
d
 d
esig
n
 
R
o
m
e n
ever g
rasp
ed
, an
d
 as w
ell th
e p
assio
n
 fo
r b
eau
ty
" 
（
五
七
） 
A
u
g
u
ste R
o
d
in
, "T
h
e G
o
th
ic in
 th
e C
ath
ed
rals an
d
 C
h
u
rch
es o
f 
F
ran
ce," T
h
e N
o
rth
 A
m
erican
 R
eview
, V
o
l.1
8
0
, N
o
.2
, 1
 F
eb
. 1
9
0
5
, 
p
p
.2
1
9
―2
2
9
; id
em
., "T
h
e G
o
th
ic in
 F
ran
ce," ib
id
., V
o
l.2
0
7
, 1
 Jan
. 1
9
1
8
, 
p
p
.1
1
1
―1
2
1
; G
erald
 B
ald
w
in
 B
ro
w
n
, "E
n
g
lish
 G
o
th
ic A
rch
itectu
re," ib
id
., 
V
o
l.1
8
0
, N
o
.5
, 1
 M
ay 1
9
0
5
, p
p
.7
0
4
―7
1
9
. 
（
五
八
） 
E
d
w
ard
 S
ch
rö
d
er P
rio
r, A
 H
isto
ry o
f G
o
th
ic A
rt in
 E
n
glan
d
, L
o
n
d
o
n
, 
G
. B
ell an
d
 S
o
n
s, 1
9
0
0
. 
（
五
九
） 
G
eo
rg
 D
eh
io
 an
d
 G
u
stav vo
n
 B
ezo
ld
, D
ie K
irch
lich
e B
au
ku
n
st d
es 
A
b
en
d
lan
d
es: H
isto
rich
 u
n
d
 S
ystem
atisch
 D
argestellt, V
o
l.2
, S
tu
ttg
art, 
A
rn
o
ld
 B
erg
strässer V
erlag
sb
u
ch
h
an
d
lu
n
g
, 1
9
0
1
 [d
escrib
ed
 as 1
8
9
8
 in
 th
e 
article]. 
（
六
〇
） 
B
ro
w
n
, o
p
.cit., p
.7
0
4
. –
 "w
h
eth
er all th
e o
th
er lo
cal fo
rm
s o
f th
e art 
w
ere m
erely d
erived
 fro
m
 F
ran
ce, o
r p
o
ssessed
 an
y in
d
ep
en
d
en
ce o
f th
eir 
o
w
n
" 
（
六
一
） 
Ib
id
., p
.7
0
8
. –
 " W
ith
 th
eir n
atio
n
al g
en
iu
s fo
r co
m
p
ro
m
ise, th
ey are 
satisfied
 in
 art w
ith
 an
 attractive g
en
eral im
p
ressio
n
, an
d
 h
esitate to
 ap
p
ly 
th
e severer aesth
etic can
o
n
s." 
（
六
二
） 
Ib
id
.  
–
 "T
ecto
n
ics in
clu
d
es th
e p
h
ilo
so
p
h
y o
f co
n
stru
ctio
n
 in
 its artistic 
asp
ects, w
ith
 th
e co
n
n
ectio
n
 o
f d
eco
ratio
n
 an
d
 stru
ctu
re. S
ch
n
aase, w
h
o
 
exp
resses a m
ild
 su
rp
rise th
at n
o
 reco
g
n
itio
n
 o
f th
is last p
rin
cip
le is to
 
b
e d
iscern
ed
 in
 th
e w
ritin
g
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
, h
eld
 th
at n
eith
er th
e 
m
ed
iaeval b
u
ild
ers n
o
r th
e m
o
d
ern
 critics o
f E
n
g
lan
d
 h
ad
 an
y d
u
e 
ap
p
reciatio
n
 o
f th
ese tecto
n
ic p
rin
cip
les." 
（
六
三
） 
Ib
id
., p
.7
1
3
. –
 "T
h
e F
ren
ch
 G
o
th
ic b
u
ild
ers o
f th
e tw
elfth
 an
d
 
th
irteen
th
 cen
tu
ries, w
ith
 th
e lo
g
ical facu
lty o
f th
eir race, m
ad
e th
e w
h
o
le 
su
b
d
ivisio
n
 o
f th
eir stru
ctu
res d
ep
en
d
 o
n
 th
e m
ech
an
ical p
ro
p
erties o
f 
th
eir sto
n
e ro
o
fs, an
d
, fo
llo
w
in
g
 th
ese o
u
t to
 th
eir extrem
e co
n
seq
u
en
ces, 
th
ey evo
lved
 fro
m
 th
em
 th
at sp
ecial m
o
d
e o
f co
n
stru
ctio
n
 w
h
ich
 is 
an
alyzed
 fu
lly in
 V
io
llet
―le
―D
u
c's 'D
ictio
n
n
aire' an
d
 m
o
re recen
tly in
 M
r. 
M
o
o
re's w
o
rk
 o
n
 'G
o
th
ic A
rch
itectu
re.'" 
（
六
四
） 
Ib
id
., p
.7
1
3
. –
 "it is a m
istak
e to
 exto
l it as if G
o
th
ic arch
itectu
re 
d
ep
en
d
ed
 o
n
 th
is an
d
 th
is alo
n
e, w
h
ile every p
h
ase o
f th
e art th
at d
o
es n
o
t 
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carry th
is system
 to
 lik
e extrem
es sh
o
u
ld
 b
e stru
ck
 o
ff th
e ro
ll as n
o
t G
o
th
ic 
at all." 
（
六
五
） 
R
o
d
in
, o
p
.cit., p
.2
2
0
.  
（
六
六
） 
Ib
id
., p
.2
2
7
. –
 "T
h
e an
cien
t ed
ifices g
ain
ed
 th
eir b
eau
ty th
ro
u
g
h
 th
e 
faith
fu
l stu
d
y o
f N
atu
re p
racticed
 b
y th
e G
o
th
ic scu
lp
to
rs." 
（
六
七
） 
Ib
id
., p
.2
2
4
. –
 "It w
as to
 h
im
 th
at V
io
llet
―le
―D
u
c o
n
ce said
: 'F
o
rg
et 
all yo
u
 k
n
o
w
, an
d
 yo
u
 w
ill execu
te so
m
eth
in
g
 G
o
th
ic.'" 
（
六
八
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e exp
ressio
n
 h
ad
 its h
id
d
en
 m
ean
in
g
." 
（
六
九
） 
Ib
id
. –
 "P
ro
fo
u
n
d
 k
n
o
w
led
g
e is n
eed
ed
 to
 p
ro
d
u
ce th
e real G
o
th
ic" 
（
七
〇
） 
Ib
id
. –
 "L
ife is m
ad
e u
p
 o
f stren
g
th
 an
d
 g
race m
o
st vario
u
sly 
m
in
g
led
, an
d
 th
e G
o
th
ic g
ives u
s th
is" 
（
七
一
） 
Ib
id
., p
.2
2
7
. –
 "Y
o
u
 fin
d
 it fu
ll o
f th
e m
ysterio
u
s life o
f th
e fo
rest; an
d
 
th
e reaso
n
 o
f it is th
at it rep
ro
d
u
ces th
at life b
y artistic co
m
p
ressio
n
, so
 
th
at th
e ro
ck
, th
e tree —
N
atu
re, in
 fin
e—
 is th
ere; an
 ep
ito
m
e o
f N
atu
re." 
（
七
二
） 
Ib
id
., p
.2
2
0
. –
 "O
n
e o
f th
e first am
o
n
g
 fo
reig
n
ers to
 u
n
d
erstan
d
 th
e 
an
cien
t cath
ed
rals an
d
 ch
u
rch
es o
f F
ran
ce w
as R
u
sk
in
," 
（
七
三
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, R
u
skin
 on
 A
rch
itectu
re: A
 C
ritical an
d
 B
io
grap
h
ical 
S
ketch
, N
ew
 Y
o
rk
, D
. A
p
p
leto
n
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
6
. 
（
七
四
） Ib
id
., p
p
.ix
―x. –
 "w
h
eth
er th
e su
g
g
estio
n
s g
iven
 are w
o
rth
 g
ivin
g
 an
d
 
w
o
rth
 tak
in
g
, an
d
 w
h
eth
er th
e w
h
o
le b
o
d
y o
f w
ritin
g
, taken
 to
g
eth
er, m
ay 
o
r m
ay n
o
t b
e o
f u
se to
 th
e stu
d
en
t o
f art." 
（
七
五
） 
A
rth
u
r K
in
g
sley P
o
rter, M
ed
ieval A
rch
itectu
re: Its O
rigin
s an
d
 
D
evelo
p
m
en
t, 2
 vo
ls., N
ew
 Y
o
rk
, B
ak
er an
d
 T
aylo
r C
o
m
p
an
y, 1
9
0
9
. 
（
七
六
） Ib
id
., vo
l.1
, p
.2
6
7
. –
 " C
h
an
ce p
lays b
u
t little p
art in
 th
e in
exo
rab
le 
lo
g
ic o
f th
e n
aissan
t G
o
th
ic; th
ere is n
ever an
y strikin
g
 in
n
o
vatio
n
; 
p
erfectio
n
 is reach
ed
 b
y carryin
g
 fu
rth
er co
n
stru
ctio
n
s lo
n
g
 p
artly 
u
n
d
ersto
o
d
." 
（
七
七
） Ib
id
., p
. 3
5
2
. –
 "'T
ran
scen
d
en
tal esth
eticism
' ab
o
u
n
d
in
g
 in
 all 
m
an
n
er o
f erro
rs o
f fact an
d
 ju
d
g
m
en
t, an
d
 yet o
f u
n
d
en
iab
le valu
e." 
（
七
八
） Ib
id
., p
. 3
5
2
. –
 "'T
ran
scen
d
en
tal esth
eticism
' ab
o
u
n
d
in
g
 in
 all 
m
an
n
er o
f erro
rs o
f fact an
d
 ju
d
g
m
en
t, an
d
 yet o
f u
n
d
en
iab
le valu
e." 
（
七
九
） 
Id
em
., B
eyo
n
d
 A
rch
itectu
re
, B
o
sto
n
, M
arsh
all Jo
n
es C
o
m
p
an
y, 1
9
1
8
, 
p
.1
8
5
. –
 "S
o
 far as I kn
o
w
, R
u
sk
in
 n
ever erected
 a b
u
ild
in
g
; yet 
n
o
tw
ith
stan
d
in
g
 o
b
vio
u
s d
eficien
cies, I su
p
p
o
se h
im
 to
 h
ave b
een
 th
e 
g
reatest arch
itectu
ral critic w
h
o
 h
as lived
." 
（
八
〇
） 
A
lexan
d
re
―L
o
u
is
―M
arie C
h
arp
en
tier, "A
n
 In
terview
 o
n
 'L
'A
rt 
N
o
u
veau
' w
ith
 A
lexan
d
re C
h
arp
en
tier," in
terview
ed
 b
y G
ab
riel M
o
u
rey, 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
2
, N
o
.2
, Ju
n
. 1
9
0
2
, p
p
.1
2
3
―1
2
5
. 
（
八
一
） 
H
ecto
r G
u
im
ard
, "A
n
 A
rch
itect's O
p
in
io
n
 o
f 'L
'A
rt N
o
u
veau
'," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
2
, N
o
.2
, Ju
n
. 1
9
0
2
, p
p
.1
2
6
―1
3
3
. 
（
八
二
） 
H
erb
ert D
avid
 C
ro
ly, "T
h
e N
ew
 W
o
rld
 an
d
 th
e N
ew
 A
rt,"T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
2
, N
o
.2
, Ju
n
. 1
9
0
2
, p
p
.1
3
6
―1
5
3
. 
（
八
三
） 
C
h
arp
en
tier, o
p
.cit., p
.1
2
5
. –
 "T
h
e A
rt o
f th
e fu
tu
re, th
erefo
re, w
ill 
b
e p
o
p
u
lar art, 'A
rt m
ad
e fo
r th
e p
eo
p
le, b
y th
e p
eo
p
le," as W
illiam
 M
o
rris 
h
as said
." 
（
八
四
） 
G
u
im
ard
, o
p
.cit. p
.1
2
7
. –
 "th
ese attem
p
ts h
ave b
een
 b
ased
 o
n
 th
e 
in
terp
retatio
n
 o
f th
e elem
en
ts o
f th
e flo
w
er" 
（
八
五
） 
C
ro
ly, o
p
.cit., p
p
.1
3
9
, 1
4
3
, 1
4
6
. 
 
–
 " B
y h
is [G
u
im
ard
's] first tw
o
 p
rin
cip
les, L
o
g
ic an
d
 H
arm
o
n
y, M
. 
G
u
in
ard
[sic] evid
en
tly h
as in
 m
in
d
 th
at ratio
n
al an
d
 m
o
ral ren
o
vatio
n
 
o
f arch
itectu
ral p
ractice, fo
r w
h
ich
 critics h
ave lo
n
g
 b
een
 cryin
g
, b
u
t 
cryin
g
 in
 vain
. H
e seek
s, th
at is, to
 g
ive co
m
p
leten
ess an
d
 in
teg
rity at 
o
n
ce to
 th
e stru
ctu
re, th
e d
esig
n
, an
d
 th
e o
rn
am
en
t o
f b
u
ild
in
g
s; to
 th
e 
en
d
 th
at in
sid
e an
d
 o
u
t th
ey sh
all b
e fran
k
ly exp
ressive o
f th
e m
aterials 
o
f w
h
ich
 th
ey are b
u
ilt, th
e stru
ctu
ral p
rin
cip
les, w
h
ich
 th
ey em
b
o
d
y, 
an
d
 th
e p
u
rp
o
ses fo
r w
h
ich
 th
ey are u
sed
. 
… T
h
ese p
rin
cip
les h
ave, as I 
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h
ave alread
y in
tim
ated
, ch
aracterized
 th
e criticism
, if n
o
t th
e p
ractice o
f 
arch
itectu
re[,] at least sin
ce th
e early w
ritin
g
 o
f R
u
sk
in
; an
d
, h
o
w
ever 
little th
ey m
ay b
e accep
ted
 b
y arch
itects, th
ey w
ill o
f th
em
selves n
o
t 
aro
u
se m
u
ch
 o
p
p
o
sitio
n
 am
o
n
g
 co
m
m
en
tato
rs o
n
 th
at art." 
（
八
六
） 
R
u
ssell S
tu
rg
is, "E
n
g
lish
 D
eco
ratio
n
 an
d
 W
alter C
ran
e," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.1
2
, N
o
.7
, D
ec. 1
9
0
2
, p
p
.6
8
5
―6
9
1
. 
（
八
七
） 
Ib
id
., p
.6
8
5
. –
 "G
reat B
ritain
 is very m
u
ch
 affected
 b
y th
e fact th
at 
R
u
sk
in
 lived
 an
d
 p
reach
ed
 an
d
 lab
o
red
 in
 E
n
g
lan
d
 an
d
 S
co
tlan
d
," 
（
八
八
） 
Ib
id
. –
 "n
o
 E
n
g
lish
m
an
 w
o
u
ld
, o
f h
is o
w
n
 o
p
tio
n
 an
d
 freely, say in
 
p
rin
t th
at h
e th
o
u
g
h
t R
u
sk
in
's in
flu
en
ce w
as eith
er slig
h
t o
r in
ju
rio
u
s —
h
o
w
ever m
u
ch
 h
e m
ig
h
t th
in
k so
." 
（
八
九
） 
Ib
id
., p
.6
8
6
. –
 "th
e A
m
erican
s an
d
 th
e E
n
g
lish
m
en
 can
 n
ever ag
ree as 
to
 R
u
sk
in
," 
（
九
〇
） 
Ib
id
. –
 "th
is m
ain
ly b
ecau
se R
u
sk
in
 is an
 E
n
g
lish
m
an
 an
d
, in
 
E
n
g
lish
m
en
's eyes, o
n
e o
f th
e literary lig
h
ts o
f th
e n
in
eteen
th
 cen
tu
ry" 
（
九
一
） 
C
h
arles H
o
w
ard
 W
alk
er, "L
'A
rt N
o
u
veau
," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eview
, 
V
o
l.1
1
, N
o
.1
, Jan
. 1
9
0
4
, p
p
.1
3
―2
0
. 
（
九
二
） 
Ib
id
., p
.1
3
. –
 " H
o
w
ever d
ifficu
lt it m
ay b
e to
 co
n
sid
er it serio
u
sly 
w
h
en
 co
m
p
ared
 w
ith
 art o
f th
e p
ast" 
（
九
三
） 
Ib
id
. –
 "it h
as little o
r n
o
 fo
u
n
d
atio
n
 in
 fact, b
u
t d
ep
en
d
s u
p
o
n
 
fan
tasy," 
（
九
四
） 
Ib
id
. –
 "it d
efies teach
in
g
, vio
lates co
n
stru
ctive law
s, ig
n
o
res 
p
ro
p
o
rtio
n
s, an
d
 fails to
 d
iscrim
in
ate b
etw
een
 cau
se an
d
 effect." 
（
九
五
） 
Ib
id
. –
 "th
e ap
p
lied
 arts in
 w
h
ich
 co
n
stru
ctio
n
 is a m
in
o
r facto
r," 
（
九
六
） 
L
o
u
is H
en
ry G
ib
so
n
, "T
ru
e A
rch
itectu
re," A
A
&
B
N
, V
o
l.8
9
, N
o
.1
5
7
9
, 
3
1
 M
ar. 1
9
0
6
, p
.1
1
4
. –
 "T
h
e b
eau
ty is h
ectic. It co
vers a b
ad
ly o
rg
an
ized
 
stru
ctu
re. T
h
e en
g
in
eerin
g
 is g
en
erally b
a
d
 an
d
 th
e fo
rm
s an
d
 
co
m
p
o
sitio
n
s fo
rced
." 
（
九
七
） 
C
lau
d
e F
ayett B
rag
d
o
n
, "L
'A
rt N
o
u
veau
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re," 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eview
, V
o
l.1
0
, N
o
.1
0
, O
ct. 1
9
0
3
, p
p
.1
4
1
―1
4
2
. 
（
九
八
） 
Ib
id
., p
.1
4
1
. –
 "th
e first o
rg
an
ized
 an
d
 p
o
p
u
lar effo
rt to
w
ard
s th
e 
re
―estab
lish
m
en
t, n
o
t o
f th
e o
u
tw
o
rn
 fo
rm
s o
f G
o
th
ic arch
itectu
re, as in
 
th
e case o
f th
e ab
o
rtive G
o
th
ic revival in
 E
n
g
lan
d
, b
u
t o
f th
e b
asic 
p
rin
cip
les o
f G
o
th
ic art, n
am
ely: exp
ressiven
ess, in
ven
tiven
ess, freed
o
m
 
an
d
 in
d
ivid
u
ality." 
（
九
九
） 
Ib
id
. –
 "h
e is stro
n
g
ly in
d
ivid
u
al, a lo
ver an
d
 a stu
d
en
t o
f n
atu
re, an
d
 
at o
n
ce a lo
g
ician
 an
d
 a m
ystic." 
（
一
〇
〇
） 
Ib
id
. –
 "M
r. S
u
llivan
 p
o
ssesses, in
 an
 em
in
en
t d
eg
ree, w
h
at I h
ave 
called
 th
e G
o
th
ic m
in
d
;" 
（
一
〇
一
） 
前
掲 
L
o
u
is H
en
ry S
u
llivan
, "T
h
e T
all O
ffice B
u
ild
in
g
 A
rtistically 
C
o
n
sid
ered
," L
ip
p
in
co
tt's M
o
n
th
ly M
agazin
e
, M
ar. 1
8
9
6
, p
p
.4
0
2
―4
0
9
 in
 
T
h
e P
u
b
lic P
ap
ers, p
p
.1
0
3
―1
1
3
. 
以
下
引
用
はT
h
e P
u
b
lic P
ap
ers 
よ
り
。 
（
一
〇
二
） 
D
an
k
m
ar A
ld
er, "T
h
e In
flu
en
ce o
f S
teel C
o
n
stru
ctio
n
 an
d
 
P
late
―G
lass u
p
o
n
 S
tyle," A
A
&
B
N
, V
o
l.5
4
, N
o
.1
0
8
8
, p
p
.3
7
―3
9
 an
d
 T
h
e 
P
ro
ceed
in
gs o
f th
e T
h
irtieth
 A
n
n
u
al C
o
n
ven
tion
 o
f A
m
erican
 In
stitu
te o
f 
A
rch
itects, 1
8
9
6
, p
p
.5
8
―6
4
; id
em
., "F
u
n
ctio
n
 an
d
 E
n
viro
n
m
en
t," R
o
o
ts, 
p
p
.2
4
3
―2
5
0
. 
以
下
引
用
はA
A
&
B
N
よ
り
。 
（
一
〇
三
） 
前
掲 
M
o
n
tg
o
m
ery S
ch
u
yler, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e 
A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.4
 , N
o
.1
, 1
8
9
4
, p
p
.1
―1
3
; in
clu
d
ed
 in
 A
m
erican
 
A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs, p
p
.9
8
―1
1
8
. 
以
下
引
用
は A
m
erican
 
A
rch
itectu
re an
d
 O
th
er W
ritin
gs 
よ
り
。  
（
一
〇
四
） 
G
eo
rg
es C
u
vier, R
ech
erch
es su
r les o
ssem
en
s fo
ssils d
e q
u
ad
ru
p
ed
s: 
où l'on rétablit les caractères de plusieurs espèces d'anim
aux que les 
révolutions du globe paroissent avoir détruites, P
aris, C
h
ez D
eterville, 
1
8
1
2
. 
（
一
〇
五
） 
S
ch
u
yler, o
p
.cit., p
.1
1
7
. –
 "A
rch
itectu
ral fo
rm
s are n
o
t in
ven
ted
; 
th
ey are d
evelo
p
ed
, as n
atu
ral fo
rm
s are d
evelo
p
ed
, b
y evo
lu
tio
n
" 
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（
一
〇
六
） 
Ib
id
., p
.1
1
5
. –
 "o
n
e o
f th
e o
rg
an
ism
s so
 lik
e th
o
se o
f n
atu
re" 
（
一
〇
七
） 
Ib
id
., p
.1
1
7
. –
 "d
evelo
p
ed
 in
 acco
rd
an
ce w
ith
 its fu
n
ctio
n
s 
… 
w
ith
o
u
t co
n
scio
u
s referen
ce to
 th
e exp
ressio
n
 o
f th
ese fu
n
ctio
n
s" 
（
一
〇
八
） 
F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t, "A
rch
itect, A
rch
itectu
re, an
d
 th
e C
lien
t," 
u
n
p
u
b
lish
ed
 sp
eech
 d
elivered
 in
 1
8
9
6
, in
 id
em
., F
ran
k L
lo
yd
 W
righ
t: 
C
o
llected
 W
ritin
gs, B
ru
ce B
ro
o
k
s P
feiffer, ed
., V
o
l.1
, N
ew
 Y
o
rk
, R
izzo
li, 
1
9
9
2
, p
.3
1
. –
"n
atu
re w
o
u
ld
 teach
 yo
u
 first th
at 'fo
rm
' fo
llo
w
s 'fu
n
ctio
n
' 
an
d
 is n
ever a m
atter o
f fash
io
n
 o
r cap
rice u
n
less b
y accid
en
t." 
（
一
〇
九
） 
C
lau
d
e B
rag
d
o
n
, M
o
re L
ives T
h
an
 O
n
e, N
ew
 Y
o
rk
, C
o
sm
io
, 2
0
0
6
, 
p
.1
5
6
. 
初
版
は 
N
ew
 Y
o
rk
, A
lfred
 A
. K
n
o
p
f, 1
9
3
8
. 
（
一
一
〇
） 
Id
em
., "L
'A
rt N
o
u
veau
 an
d
 A
m
erican
 A
rch
itectu
re," p
.1
4
1
. –
 "O
n
e 
feels ab
o
u
t th
e b
u
ild
in
g
s d
esig
n
ed
 in
 th
e style o
f L
'A
rt N
o
u
veau
 n
o
t o
n
ly 
th
at th
ey are creatio
n
s, b
u
t th
at th
ey are th
e creatio
n
s o
f an
 u
n
d
iscip
lin
ed
 
an
d
 rio
to
u
s im
ag
in
atio
n
" 
（
一
一
一
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e fo
rm
s are excessive, th
e lin
es are to
rtu
o
u
s, an
d
 th
e 
w
h
o
le effect is o
f restlessn
ess an
d
 strain
," 
（
一
一
二
） 
Ib
id
. –
 "Illo
g
ical an
d
 false it m
ay b
e," 
（
一
一
三
） 
Ib
id
. –
 "failu
re o
f ach
ievem
en
t" 
（
一
一
四
） 
Ib
id
. –
 "th
e latest su
rvival o
f classical trad
itio
n
 —
th
at R
o
m
an
 to
g
a 
w
h
ich
 fits u
s ill," 
（
一
一
五
） 
Ib
id
. –
 "A
lth
o
u
g
h
 as yet w
e p
o
ssess so
 little o
f th
e im
p
o
rted
 article, 
w
e h
ave L
'A
rt N
o
u
veau
 arch
itectu
re w
h
ich
 is all o
u
r o
w
n
." 
（
一
一
六
） 
Ib
id
.  
–
 "it is rem
em
b
ered
 th
at M
r. S
u
llivan
's b
u
ild
in
g
s in
 C
h
icag
o
 an
d
 at th
e 
C
o
lu
m
b
ian
 E
xp
o
sitio
n
 aro
u
sed
 th
e in
terest o
f th
e F
ren
ch
 
C
o
m
m
issio
n
ers o
f th
e M
u
seu
m
 o
f D
eco
rative A
rt to
 su
ch
 an
 exten
t th
at 
th
ey secu
red
 d
raw
in
g
s, p
h
o
to
g
rap
h
s an
d
 casts o
f h
is o
rn
am
en
t fo
r th
eir 
m
u
seu
m
 in
 P
aris, an
d
 th
at d
u
p
licates o
f th
ese w
ere o
b
tain
ed
 b
y m
an
y 
o
th
er sim
ilar in
stitu
tio
n
s th
ro
u
g
h
o
u
t E
u
ro
p
e, it is n
o
t u
n
reaso
n
ab
le to
 
su
p
p
o
se th
at th
ese exam
p
les exercised
 a p
o
ten
t in
flu
en
ce u
p
o
n
 th
e m
en
 
in
 w
h
o
se m
in
d
 L
'A
rt N
o
u
veau
 w
as g
erm
in
atin
g
." 
（
一
一
七
） 
Ib
id
. –
 "h
is fo
rm
u
la, 'F
o
rm
 F
o
llo
w
s F
u
n
ctio
n
.'" 
（
一
一
八
） 
L
o
u
is H
en
ry S
u
llivan
, "T
h
e A
rch
itectu
ral D
iscu
ssio
n
: F
o
rm
 an
d
 
F
u
n
ctio
n
 A
rtistically C
o
n
sid
ered
," T
h
e C
raftsm
an
, V
o
l.8
, N
o
.4
, Ju
l. 1
9
0
5
, 
p
p
.4
5
3
―4
5
8
. 
（
一
一
九
） 
L
o
u
is J. M
illet, "T
h
e N
atio
n
al F
arm
ers' B
an
k o
f O
w
ato
n
n
a, M
in
n
.: 
L
o
u
is H
. S
u
llivan
, A
rch
itect," T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.2
4
, N
o
.4
, O
ct. 
1
9
0
8
, p
.2
4
9
―2
5
4
. 
（
一
二
〇
） 
Ib
id
., p
.2
5
4
. –
 "T
h
e revival o
f G
o
th
ic, th
e R
ich
ard
so
n
ian
, [sic] 
R
o
m
an
esq
u
e, th
e Italian
 an
d
 C
o
lo
n
ial, th
e C
lassic an
d
 th
e F
ren
ch
 arts h
ave 
n
o
t d
eflected
 h
im
 in
 h
is co
u
rse" 
（
一
二
一
） 
R
alp
h
 W
ald
o
 E
m
erso
n
, "F
ate," T
h
e C
o
n
d
u
ct o
f L
ife, B
o
sto
n
, 
T
ick
n
o
r an
d
 F
ield
s, 1
8
6
0
, p
p
.4
1
―4
2
. 
（
一
二
二
） 
C
lau
d
e B
rag
d
o
n
, T
h
e B
eau
tifu
l N
ecessity: S
even
 E
ssays o
n
 
T
h
eo
so
p
h
y an
d
 A
rch
itectu
re
, R
o
ch
ester, N
. Y
., T
h
e M
an
as P
ress, 1
9
1
0
. 
（
一
二
三
） Ib
id
., p
.3
4
. –
 "'T
h
ese are th
e th
ree,' says M
r. L
o
u
is S
u
llivan
, 'th
e 
o
n
ly th
ree letters fro
m
 w
h
ich
 h
as b
een
 exp
an
d
ed
 th
e arch
itectu
ral art, as a 
g
reat an
d
 su
p
erb
 lan
g
u
ag
e w
h
erew
ith
 m
an
 h
as exp
ressed
, th
ro
u
g
h
 th
e 
g
en
eratio
n
s, th
e ch
an
g
in
g
 d
rift o
f h
is th
o
u
g
h
ts.'" 
（
一
二
四
） Ib
id
., p
.1
8
. –
 "m
ysticism
, o
f w
h
ich
 m
o
d
ern
 th
eo
so
p
h
y is a p
h
ase 
an
d
 th
e sp
iritu
alizatio
n
 o
f scien
ce an
 ep
iso
d
e," 
（
一
二
五
） Ib
id
. –
 "in
 so
m
e so
rt a rein
carn
atio
n
 o
f an
d
 a retu
rn
 to
 th
e G
o
th
ic 
sp
irit," 
（
一
二
六
） Ib
id
., p
.2
2
. E
m
erso
n
, "B
eau
ty," N
atu
re, p
.3
0
 
参
照
。  
–
 "T
h
ere is a B
eau
tifu
l N
ecessity w
h
ich
 ru
les th
e w
o
rld
, w
h
ich
 is a law
 
o
f n
atu
re an
d
 eq
u
ally a law
 o
f art, fo
r art is id
ealized
 creatio
n
: n
atu
re 
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carried
 to
 a h
ig
h
er p
o
w
er b
y reaso
n
 o
f its p
assag
e th
ro
u
g
h
 a h
u
m
an
 
co
n
scio
u
sn
ess." 
（
一
二
七
） 
Id
em
., A
rch
itectu
re an
d
 D
em
o
cracy
, N
ew
 Y
o
rk
, A
lfred
 A
. K
n
o
p
f, 
1
9
1
8
. –
 "th
e co
n
trast b
ew
een
 arran
g
ed
 arch
itectu
re an
d
 o
rg
an
ic, sh
o
u
ld
 
d
o
u
b
tless b
e fam
iliar to
 m
em
b
ers o
f th
e p
ro
fessio
n
 w
h
o
 are acq
u
ain
ted
 
w
ith
 th
e literatu
re o
f n
o
n
―acad
em
ic criticism
 fro
m
 R
u
sk
in
 to
 M
r. L
. M
arch
 
P
h
illip
s." 
（
一
二
八
） 
B
rag
d
o
n
, o
p
.cit., p
.5
5
. –
 "If th
e fu
n
ctio
n
 ap
p
e
ars to
 h
ave created
 
th
e fo
rm
, an
d
 if everyw
h
ere th
e fo
rm
 fo
llo
w
s th
e fu
n
ctio
n
, ch
an
g
in
g
 as th
at 
ch
an
g
es, th
e b
u
ild
in
g
 is O
rg
an
ic;" 
（
一
二
九
） Ib
id
. –
 "If o
n
 th
e co
n
trary, 'th
e h
o
u
se co
n
fin
es th
e sp
irit,' if th
e 
b
u
ild
in
g
 p
resen
ts n
o
t a face b
u
t h
o
w
ever b
eau
tifu
l a m
ask, it is an
 exam
p
le 
o
f A
rran
g
ed
 arch
itectu
re." 
（
一
三
〇
） 
Id
em
., M
o
re L
ives T
h
an
 O
n
e, N
ew
 Y
o
rk
, C
o
sm
io
, 2
0
0
6
, p
.1
5
6
. 
初
版
は 
N
ew
 Y
o
rk
, A
lfred
 A
. K
n
o
p
f, 1
9
3
8
. 
（
一
三
一
） 
Id
em
., A
rch
itectu
re an
d
 D
em
o
cracy
, p
p
.1
4
1
―1
5
9
. –
 "P
ro
p
h
et o
f 
D
em
o
cracy" 
（
一
三
二
） 
ス
カ
イ
ラ
―
は
一
九
一
〇
年
、S
ch
u
yler, "A
rch
itectu
re o
f A
m
erican
 
C
o
lleg
es III: P
rin
ceto
n
," p
.1
5
8
 
に
お
い
て
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
へ
の
言
及
な
し
に
こ
の
定
式
を
批
評
に
応
用
し
た
。–
 "'F
o
rm
 fo
llo
w
s fu
n
ctio
n
,' an
d
 a g
en
eral 
co
n
fo
rm
ity is all o
n
e is ju
stified
 in
 req
u
irin
g
." 
（
一
三
三
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, A
 H
isto
ry o
f A
rch
itectu
re
, p
.4
9
9
. –
 
"F
u
n
d
am
en
tally d
ifferen
t in
 d
irectio
n
 fro
m
 th
e eclectic m
o
vem
en
t, w
h
ich
 
fo
rm
s p
art o
f th
e h
isto
rical ten
d
en
cy o
f m
o
d
ern
 tim
es, th
ere h
as d
evelo
p
ed
 
in
 arch
itectu
re an
o
th
er m
o
vem
en
t, w
h
ich
 is p
art o
f th
e ten
d
en
cy to
w
ard
 
n
atu
ral scien
ce. It is at o
n
e w
ith
 th
e b
io
lo
g
ical co
n
cep
t o
f th
e ad
ap
tatio
n
 o
f 
fo
rm
 to
 fu
n
ctio
n
 an
d
 en
viro
n
m
en
t." 
（
一
三
四
） Ib
id
., p
.5
6
4
. –
 "H
ere, sid
e b
y sid
e w
ith
 th
e first m
o
n
u
m
en
ts o
f n
eo
―classicism
, w
as a b
u
ild
in
g
 in
 w
h
ich
 th
ere w
ere in
d
eed
 so
m
e 
rem
in
iscen
ces o
f R
o
m
an
esq
u
e an
d
 S
aracen
ic m
o
tives, b
u
t in
 w
h
ich
 th
e 
essen
tial effo
rt w
as to
 exp
ress th
e m
o
d
ern
ity an
d
 n
o
velty o
f th
e typ
e o
f 
b
u
ild
in
g
, its m
aterials, an
d
 its stru
ctu
ral system
." 
（
一
三
五
） 
F
isk
e K
im
b
all, "W
h
at is M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re?
," T
h
e N
atio
n
, 
V
o
l.1
1
9
, Ju
l. 1
9
2
4
, p
p
.1
2
8
―1
2
9
. 
（
一
三
六
） 
F
isk
e K
im
b
all, "L
o
u
is S
u
llivan
: A
n
 O
ld
 M
aster," T
h
e A
rch
itectu
ral 
R
eco
rd
, V
o
l.5
7
, N
o
.4
, A
p
r. 1
9
2
5
, p
p
.2
8
9
―3
0
4
. 
（
一
三
七
） 
K
im
b
all, "W
h
at is M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re?
," p
.1
2
8
. –
 "Its d
o
ctrin
e, 
d
erived
 fro
m
 th
e w
ritin
g
s o
f R
u
sk
in
 an
d
 V
io
llet
―le
―D
u
c in
 th
e sixties, 
crystallized
 in
 th
e m
o
tto
es: 'F
o
rm
 fo
llo
w
s fu
n
ctio
n
' an
d
 'Y
o
u
 m
ay d
eco
rate 
yo
u
r co
n
stru
ctio
n
, n
ever co
n
stru
ct yo
u
r d
eco
ratio
n
.'" 
（
一
三
八
） 
Id
em
., "A
lte u
n
d
 n
eu
e B
au
k
u
n
st in
 A
m
erik
a: D
er S
ieg
 d
es ju
n
g
en
 
K
lassizism
us über den
 F
un
ktion
alism
us der n
eun
ziger Jahre," W
asm
u
th
s 
M
o
n
atsh
efte, V
o
l.9
, 1
9
2
5
, 2
2
5
―2
3
9
. 
（
一
三
九
） 
L
o
u
is H
en
ry S
u
llivan
, T
h
e A
u
to
b
io
grap
h
y o
f an
 Id
ea, N
ew
 Y
o
rk
, 
P
ress o
f T
h
e A
m
erican
 In
stitu
te o
f A
rch
itects, 1
9
2
4
. 
（
一
四
〇
） 
C
lau
d
e B
rag
d
o
n
, "F
o
rew
ard
," ib
id
., p
.6
. –
 "H
e h
eld
 th
e co
n
victio
n
 
th
at 
… th
e fu
n
ctio
n
 d
eterm
in
in
g
 th
e fo
rm
, th
e fo
rm
 exp
ressin
g
 th
e 
fu
n
ctio
n
" 
（
一
四
一
） 
S
u
llivan
, ib
id
., p
.2
9
0
. 
（
一
四
二
） 
H
u
g
h
 M
o
rriso
n
, L
o
u
is S
u
llivan
: P
ro
p
h
et o
f M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re
, 
N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt an
d
 W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 
1
9
3
5
, p
.2
5
1
; revised
 ed
itio
n
 (N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 
C
o
m
p
an
y, 1
9
9
8
), p
.2
1
5
 
 
（
一
四
三
） 
K
im
b
all, "L
o
u
is S
u
llivan
: A
n
 O
ld
 M
aster," p
.2
8
9
. –
 "h
e b
elo
n
g
s 
w
ith
 a very few
 th
in
k
ers an
d
 d
esig
n
ers, lead
ers o
f th
e scien
tific sch
o
o
l o
f 
th
e n
in
eteen
th
 cen
tu
ry: R
u
sk
in
, V
io
llet
―le
―D
u
c, G
o
ttfried
 S
em
p
er, O
tto
 
W
ag
n
er." 
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（
一
四
四
） 
Ib
id
., p
.2
9
5
.  
–
 "E
very b
u
ild
in
g
 p
resen
ts its o
w
n
 req
u
irem
en
ts an
d
 d
ifficu
lties; an
d
 
every g
o
o
d
 b
u
ild
in
g
 h
as p
ecu
liar ap
p
lian
ces o
r co
n
trivan
ces to
 m
eet 
th
em
. U
n
d
erstan
d
 th
e law
s o
f stru
ctu
re, an
d
 yo
u
 w
ill feel th
e sp
ecial 
d
ifficu
lty in
 every n
ew
 b
u
ild
in
g
 w
h
ich
 yo
u
 ap
p
ro
ach
. 
… A
n
d
 an
 
en
o
rm
o
u
s n
u
m
b
er o
f b
u
ild
in
g
s, an
d
 o
f styles o
f b
u
ild
in
g
s, yo
u
 w
ill b
e 
ab
le to
 cast asid
e at o
n
ce, as at varian
ce w
ith
 th
ese co
n
stan
t law
s o
f 
stru
ctu
re an
d
 th
erefo
re u
n
n
atu
ral an
d
 m
o
n
stro
u
s." 
（
一
四
五
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, A
 H
isto
ry o
f A
rch
itectu
re
, p
.4
8
1
. –
 "T
h
is w
as 
p
ro
claim
ed
 to
 lie n
o
t in
 ab
stract q
u
alities, su
ch
 as p
ro
p
o
rtio
n
, b
u
t in
 
h
o
n
esty o
f m
aterials an
d
 o
f stru
ctu
re, an
d
 in
 evid
en
ce o
f h
u
m
an
 d
evo
tio
n
 
an
d
 th
o
u
g
h
t" 
（
一
四
六
） 
K
im
b
all, A
m
erican
 A
rch
itectu
re, p
.1
3
. –
 "U
n
d
er R
u
sk
in
's system
 o
f 
m
o
ral valu
es, falsely im
p
o
rted
 in
to
 th
e firld
 o
f art, th
e C
o
lo
n
ial d
ay h
as 
b
een
 g
lo
rified
 as a g
o
ld
en
 ag
e o
f h
o
n
est trad
itio
n
al craftsm
an
sh
ip
." 
（
一
四
七
） Ib
id
., p
.1
2
3
. –
 "tru
th
 to
 co
n
stru
ctio
n
." 
（
一
四
八
） 
L
etter o
f F
iske K
im
b
all to
 V
an
 W
yck
 B
ro
o
k
s, 8
 M
ay 1
9
2
5
, in
 
A
m
erican
 A
rtists, A
u
th
o
rs, an
d
 C
o
llecto
rs: T
h
e W
alter P
ach
 L
etters 
1
9
0
6
―1
9
5
8
, B
en
n
ard
 B
. P
erlm
an
, ed
., S
tate U
n
iversity o
f N
ew
 Y
o
rk
 P
ress, 
2
0
0
2
, p
.1
8
5
. 
（
一
四
九
） 
Ib
id
. –
 "th
e p
revailin
g
 realistic o
r scien
tific th
eo
ry th
at th
e m
erit o
f 
arch
itectu
re is to
 b
e fo
u
n
d
 in
 tru
th
 to
 stru
ctu
re" 
（
一
五
〇
） 
Id
em
., "O
ld
 M
aster," p
.3
0
4
. –
 "in
 th
eir n
arro
w
 search
 fo
r tru
th
 to
 
n
atu
re, fo
r exp
ressio
n
 o
f u
se an
d
 stru
ctu
re, to
o
 m
an
y o
f th
e im
p
ressio
n
ists 
an
d
 fu
n
ctio
n
alists lo
st all fo
rm
" 
（
一
五
一
） 
Ib
id
. –
 "reversio
n
 to
 th
e classic elem
en
ts, reg
ard
ed
 as a u
n
iversal 
lan
g
u
ag
e o
f elem
en
tary g
eo
m
etrical sim
p
licity" 
（
一
五
二
） 
Ib
id
., p
.2
9
7
. –
 "R
u
sk
in
 still th
o
u
g
h
t th
e w
ay o
f salvatio
n
 lay 
th
ro
u
g
h
 G
o
th
ic" 
（
一
五
三
） 
前
掲 
G
eo
rg
e H
aro
ld
 E
d
g
ell, A
m
erican
 A
rch
itectu
re o
f T
o
―D
ay, 
N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, C
h
arles S
crib
n
er's S
o
n
s, 1
9
2
8
. 
（
一
五
四
） 
Ib
id
., p
.9
.  
–
 " it w
ill p
ro
b
ab
ly n
ever ag
ain
 b
e reiterated
 w
ith
 su
ch
 savag
e 
d
o
g
m
atism
 as ap
p
ears in
 th
e w
ritin
g
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
. In
 essen
ce, th
is 
th
eo
ry co
n
fu
ses w
ith
 art, id
eas o
f m
o
rality, co
n
d
u
ct, an
d
 eth
ics w
ith
 
w
h
ich
 it h
as n
o
th
in
g
 to
 d
o
. R
u
sk
in
’ s sw
eep
in
g
 co
n
d
em
n
atio
n
 o
f 
R
en
aissan
ce arch
itectu
re as 
“im
m
o
ral
” b
rin
g
s th
e m
atter h
o
m
e in
 its 
clearest lig
h
t. O
f co
u
rse w
e sh
o
u
ld
 n
o
t b
elittle th
e w
o
rk o
f th
e g
reat 
critic. 
… H
is w
o
rk
 n
o
w
, h
o
w
ever, is d
o
n
e; h
is th
eo
ries o
b
so
lete. In
 
m
o
d
ern
 life th
ey are a stu
m
b
lin
g
―b
lo
ck
 rath
er th
an
 an
 aid
." 
（
一
五
五
） 
G
eo
ffrey S
co
tt, T
h
e A
rch
itectu
re o
f H
u
m
an
ism
: A
 S
tu
d
y in
 th
e 
H
isto
ry o
f T
aste, L
o
n
d
o
n
, C
o
n
stab
le &
 C
o
., 1
9
1
4
. 
ア
メ
リ
カ
版
は 
B
o
sto
n
 
an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, H
o
u
g
h
to
n
 M
ifflin
 C
o
m
p
an
y, 1
9
1
4
. 
（
一
五
六
） 
E
d
g
el an
d
 K
im
b
all, o
p
.cit., p
.5
6
0
. –
 "S
tru
ctu
ral p
u
rism
 w
as a 
q
u
ality o
f L
atro
b
e's d
esig
n
s, as it w
as, m
o
re p
ro
n
o
u
n
ced
ly, o
f th
o
se o
f th
e 
G
o
th
icists." 
（
一
五
七
） Ib
id
. –
 "T
h
e lesso
n
s o
f R
u
sk
in
 an
d
 V
io
llet
―le
―D
u
c w
ere n
o
t 
fo
rg
o
tten
" 
（
一
五
八
） 
M
ath
ew
s, T
h
e S
to
ry o
f A
rch
itectu
re, p
.4
4
0
. –
"U
n
fo
rtu
n
ately, it 
w
as n
o
t G
reek p
rin
cip
les w
h
ich
 w
ere u
tilized
, b
u
t G
reek
 fo
rm
s th
at w
ere 
rep
ro
d
u
ced
," 
（
一
五
九
） 
A
lfred
 H
am
lin
, H
isto
ry of A
rch
itectu
re, p
.4
0
3
. –
 "to
o
 p
alp
ab
ly an
 
im
itatio
n
 im
p
erfectly ad
ap
ted
 to
 its m
o
d
ern
 fu
n
ctio
n
s," 
（
一
六
〇
） 
M
ath
ew
s, o
p
.cit., p
.4
4
3
. –
 "G
o
th
ic revival w
h
ich
 fo
llo
w
ed
 th
e 
G
reek
 d
ep
rived
 u
n
sk
illfu
l m
en
 o
f th
e safeg
u
ard
 o
f d
efin
ite ru
les, an
d
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p
rim
arily g
ave n
o
th
in
g
 b
u
t sen
tim
en
t an
d
 en
th
u
siasm
 in
 th
eir p
lace;" 
（
一
六
一
） Ib
id
. –
 "w
h
erefo
re co
n
fu
sio
n
 an
d
 an
arch
y fo
llo
w
ed
" 
（
一
六
二
） 
A
lfred
 H
am
lin
, o
p
.cit., p
.4
0
3
. –
 "w
h
o
lly su
ccessfu
l" 
（
一
六
三
） Ib
id
. –
 "th
e G
reek R
evival p
ro
d
u
ced
 o
n
 th
e w
h
o
le m
o
re satisfacto
ry 
resu
lts in
 th
e U
n
ited
 S
tates th
an
 eith
er in
 E
n
g
lan
d
 o
r G
erm
an
y." 
（
一
六
四
） Ib
id
. –
 "w
ith
 tru
e ap
p
reciatio
n
 o
f th
e sp
irit o
f G
reek
 arch
itectu
re;" 
（
一
六
五
） 
T
alb
o
t H
am
lin
, A
m
erican
 S
p
irit, p
.1
2
5
. –
 "it exp
ressed
 a 
d
eep
―seated
, n
atio
n
 w
id
e em
o
tio
n
" 
（
一
六
六
） Ib
id
. –
 "su
p
erficial" 
（
一
六
七
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, o
p
.cit., p
.5
0
6
. –
 "D
eep
ly ro
o
ted
, lik
e th
e 
strivin
g
 fo
r stru
ctu
ral exp
ressio
n
, h
as b
een
 th
e attem
p
t to
 secu
re 
exp
ressio
n
 fo
r th
e u
se an
d
 ch
aracter o
f b
u
ild
in
g
s 
… th
e Italian
 critic 
M
ilizia, w
ith
 R
u
sk
in
 an
d
 V
io
llet
―le
―D
u
c, h
ad
 ap
p
lied
 th
is p
rin
cip
le 
sp
ecifically to
 th
e exp
ressio
n
 o
f th
e cen
tral p
u
rp
o
se an
d
 d
eterm
in
in
g
 
co
n
d
itio
n
s o
f th
e b
u
ild
in
g
 in
 h
an
d
." 
（
一
六
八
） 
A
lfred
 D
w
ig
h
t F
o
ster H
am
lin
, "R
o
m
an
 A
rch
itectu
re an
d
 Its C
ritics," 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.3
7
, N
o
s.5
―6
, M
ay
―Ju
n
. 1
9
1
5
, p
p
.4
2
5
―4
3
6
, 
4
9
4
―5
1
5
.  
（
一
六
九
） 
Id
em
., "G
o
th
ic A
rch
itectu
re an
d
 Its C
ritics," ib
id
., V
o
l.3
9
, N
o
s.4
―5
, 
A
p
r.
―M
ay 1
9
1
6
, p
p
.3
3
9
―3
5
4
, 4
1
9
―4
3
5
; V
o
l.4
0
, N
o
.2
, A
u
g
. 1
9
1
6
, 
p
p
.9
7
―1
1
3
. 
（
一
七
〇
） 
Id
em
., "R
en
aissan
ce A
rch
itectu
re an
d
 Its C
ritics," ib
id
., V
o
l.4
2
, 
N
o
.2
, A
u
g
.
―S
ep
. 1
9
1
7
, p
p
.1
1
5
―1
2
5
, 2
6
6
―2
7
2
; V
o
l.4
6
, N
o
.1
, Ju
l. 1
9
1
9
, 
p
.5
7
―7
6
; V
o
l.4
7
, N
o
.5
, M
ay 1
9
2
0
, p
p
.4
0
8
―4
2
3
. 
（
一
七
一
） 
Id
em
., "R
o
m
an
 A
rch
itectu
re," p
.5
1
5
. –
 "T
h
e R
o
m
an
 civilizatio
n
 
w
as in
 m
an
y o
f its asp
ects n
earer to
 m
o
d
ern
 life th
an
 an
y o
th
er." 
（
一
七
二
） 
Ib
id
., p
.4
2
6
. –
 "o
n
e en
tire sid
e o
f th
e art h
e d
eals w
ith
 is fo
r h
im
 an
 
u
n
exp
lo
red
 co
u
n
try; th
e sid
e o
f p
ractical, creative d
esig
n
." 
（
一
七
三
） 
Ib
id
., p
.4
2
5
. –
 "k
n
o
w
n
 as th
e d
esig
n
er o
f th
e M
arq
u
an
d
 C
h
ap
el at 
Y
ale an
d
 o
f a few
 o
th
er b
u
ild
in
g
s, w
as alw
ays b
y p
referen
ce a stu
d
en
t an
d
 
d
ilettan
te in
 h
is p
ro
fessio
n
 rath
er th
an
 an
 active p
ractitio
n
er." 
（
一
七
四
） 
Ib
id
. –
 "n
o
n
e b
u
t p
racticin
g
 arch
itects sh
o
u
ld
 attem
p
t to
 w
rite 
ab
o
u
t arch
itectu
re, th
at th
ey alo
n
e are q
u
alified
 to
 criticize arch
itectu
re." 
（
一
七
五
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
, w
h
o
se 'S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
' an
d
 'S
to
n
es 
o
f V
en
ice' h
ave b
een
 m
o
re w
id
ely read
 th
an
 an
y o
th
er b
o
o
k
s o
n
 
arch
itectu
re in
 E
n
g
lish
, w
as a p
ain
ter, a p
ro
fesso
r o
f art an
d
 a literary m
an
, 
n
ever an
 arch
itect eith
er b
y train
in
g
 o
r p
ractice
" 
（
一
七
六
） 
Id
em
., "R
en
aissan
ce A
rch
itectu
re," p
.1
1
8
. –
 "R
u
sk
in
, w
ith
 h
is 
p
assio
n
ate m
ed
ievalism
, felt to
w
ard
 th
e R
en
aissan
ce an
 in
ten
se an
tip
ath
y 
an
d
 h
e n
ever u
n
d
ersto
o
d
 its real sig
n
ifican
ce
" 
（
一
七
七
） 
Id
em
., "G
o
th
ic A
rch
itectu
re," p
.3
5
0
. –
 "T
h
e seco
n
d
 fu
n
d
am
en
tal 
erro
r in
 R
u
sk
in
's criticism
 is h
is ig
n
o
ran
ce o
f arch
itectu
re." 
（
一
七
八
） 
Ib
id
.  
–
 "H
is [P
u
g
in
's] effo
rts w
ere su
cceed
ed
 an
d
 p
o
w
erfu
lly seco
n
d
ed
 b
y
 
th
e tran
scen
d
en
tal serm
o
n
izin
g
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
 
… H
is arch
itectu
ral 
criticism
s exh
ib
it an
 extrao
rd
in
ary b
len
d
 o
f p
o
etic im
ag
in
atio
n
, 
relig
io
u
s fan
aticism
, m
o
ral fervo
r an
d
 m
istaken
 th
eo
ry. N
o
 critic ever 
exp
ressed
 h
is o
p
in
io
n
s w
ith
 m
o
re d
o
g
m
atic p
o
sitiven
e
ss o
r g
reater 
literary elo
q
u
en
ce, an
d
 n
o
n
e ever o
b
tain
ed
 so
 w
id
e a h
earin
g
 an
d
 
exten
sive a fo
llo
w
in
g
 o
n
 so
 slen
d
er a b
asis o
f k
n
o
w
led
g
e o
f h
is su
b
ject." 
（
一
七
九
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e first is h
is in
ab
litity to
 d
istin
g
u
ish
 b
etw
een
 th
e field
s 
o
f esth
etics an
d
 o
f eth
ics" 
（
一
八
〇
） 
Ib
id
. –
 "T
h
e R
en
aissan
ce, o
n
 th
e o
th
er h
an
d
, w
as th
e em
b
o
d
im
en
t 
o
f th
e scep
tical sp
irit, th
e d
estro
yer o
f m
ysticism
 an
d
 o
f tru
e relig
io
n
, an
d
 
o
f all th
at th
e m
ystical, relig
io
u
s M
id
d
le A
g
es sto
o
d
 fo
r an
d
 p
ro
d
u
ced
." 
（
一
八
一
） 
Id
em
., "R
en
aissan
ce A
rch
itectu
re," p
.1
1
8
. –
 "T
h
e ap
p
eal o
f th
e 
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R
en
aissan
ce m
o
n
u
m
en
ts is p
rim
arily esth
etic, n
o
t in
tellectu
al; assertive 
rath
er th
an
 su
g
g
estive; ad
d
ressed
 to
 th
e eye rath
er th
an
 to
 th
e 
im
ag
in
atio
n
" 
（
一
八
二
） 
Id
em
., "G
o
th
ic A
rch
itectu
re," p
.4
2
0
. –
 "R
u
sk
in
 co
n
ceived
 th
e 
b
u
ild
in
g
 as first erected
, an
d
 th
en
 o
rn
am
en
ted
" 
（
一
八
三
） 
Ib
id
., p
.3
5
0
. –
 "b
y th
eir w
h
o
lly false p
resen
tatio
n
 o
f arch
itectu
re 
itself, th
e g
reatly retard
ed
 th
e d
evelo
p
m
en
t o
f an
y tru
e ap
p
reciatio
n
 o
f 
arch
itectu
ral valu
es." 
（
一
八
四
） 
Ib
id
., p
.3
5
1
. –
 "R
u
sk
in
's p
erfervid
 criticism
s o
f arch
itectu
re 
th
erefo
re, so
 far as th
ey p
ro
d
u
ced
 an
y effect o
n
 B
ritish
 p
u
b
lic taste, served
 
to
 set u
p
 w
h
o
lly m
istak
en
 stan
d
ard
s b
y w
h
ich
 to
 ju
d
g
e th
e fin
e G
o
th
ic 
arch
itectu
re o
f G
reat B
ritain
 itself, o
r o
f F
ran
ce." 
（
一
八
五
） 
Ib
id
. –
 "A
rch
itectu
re is, after all, n
o
t all scien
ce; it is p
re
―em
in
en
tly 
an
 art, in
 w
h
ich
 im
ag
in
atio
n
 an
d
 th
e lo
ve o
f p
u
re b
eau
ty o
f fo
rm
 h
ave th
eir 
p
lace." 
（
一
八
六
） 
Ib
id
., p
.3
4
4
. –
 "E
ver sin
ce V
io
llet
―le
―D
u
c first exp
o
u
n
d
ed
 in
 h
is 
D
ictio
n
n
aire raison
né
 th
is fu
n
d
am
en
tal lo
g
ic, an
d
 m
ad
e clear th
e exten
t to
 
w
h
ich
 th
e evo
lu
tio
n
 o
f F
ren
ch
 G
o
th
ic fo
rm
s an
d
 d
etails h
ad
 b
een
 
co
n
tro
lled
 b
y co
o
l reaso
n
in
g
 ap
p
lied
 to
 stru
ctu
ral req
u
irem
en
ts, th
is 
q
u
ality o
f lo
g
ic in
 d
esig
n
 h
as en
g
ag
ed
 th
e stu
d
io
u
s atten
tio
n
 o
f critics, 
esp
ecially o
f A
m
erican
s." 
（
一
八
七
） 
Ib
id
., p
.3
5
4
. –
 "It em
p
h
asizes to
 th
e very lim
it th
e stru
ctu
ral lo
g
ic 
o
f th
e F
ren
ch
 G
o
th
ic d
evelo
p
m
en
t, w
h
ich
 its au
th
o
r in
sists o
n
 callin
g
 th
e 
o
n
ly 'tru
e' G
o
th
ic." 
（
一
八
八
） 
Ib
id
., p
.1
1
2
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "T
h
e vau
ltin
g
―sh
afts are 
n
o
t n
eed
ed
 fo
r su
stain
in
g
 th
e vau
lt
―rib
s. B
u
t every o
n
e o
f th
ese featu
res 
h
as its valid
 an
d
 n
ecessary p
lace in
 th
e esth
etic sch
em
e
 o
f th
e d
esig
n
" 
（
一
八
九
） 
Id
em
., "R
en
aissan
ce A
rch
itectu
re," p
.4
1
8
. –
 " th
e rejo
in
d
er m
ay b
e 
m
ad
e th
at d
ecep
tio
n
, o
r th
at k
in
d
 o
f d
ecep
tio
n
 w
h
ich
 w
e call illu
sio
n
, is o
f 
th
e very essen
ce o
f certain
 fo
rm
s o
f art, an
d
 th
at su
ch
 'd
ecep
tio
n
' is 
en
jo
yab
le an
d
 n
o
t in
 th
e least o
b
jectio
n
ab
le." 
（
一
九
〇
） 
Id
em
., "G
o
th
ic A
rch
itectu
re," p
.9
7
. –
 "in
term
ed
iate p
ro
g
ressive 
step
s fro
m
 th
e G
reek id
eal to
w
ard
 th
e G
o
th
ic evo
lu
tio
n
 o
f w
h
o
lly n
ew
 
typ
es in
 th
e so
lu
tio
n
 o
f n
ew
 p
ro
b
lem
s u
n
d
er n
ew
 co
n
d
itio
n
s." 
（
一
九
一
） 
Ib
id
., p
.4
3
1
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "th
at gro
u
p
 o
f styles w
h
ich
 
grew
 u
p
 in
 W
estern
 an
d
 N
o
rth
ern
 E
u
ro
p
e in
 th
e M
id
d
le A
ges, startin
g 
w
ith
 germ
in
an
t p
rin
cip
les an
d
 featu
res alread
y existin
g in
 R
o
m
an
esq
u
e 
arch
itectu
re, an
d
 d
evelo
p
in
g th
ese alo
n
g vario
u
s lin
es in
 th
e effo
rt to
 so
lve 
th
e p
ro
b
lem
 o
f th
e co
n
stru
ction
 an
d
 ad
o
rn
m
en
t o
f th
e cru
ciform
 ch
u
rch
 
w
ith
 aisles, w
h
o
lly vau
lted
 w
ith
 sto
n
e." 
（
一
九
二
） 
Ib
id
., p
.9
7
. –
 "T
h
e lo
g
ic o
f n
ecessity o
vercam
e th
e d
o
m
in
an
ce o
f 
trad
itio
n
al id
eals." 
（
一
九
三
） 
Id
em
., "R
o
m
an
 A
rch
itectu
re," p
.5
1
5
. 
 
–
 "T
h
e fo
rm
s, d
evices, stru
ctu
ral arran
g
em
en
ts an
d
 d
etails o
f th
is 
arch
itectu
re w
ere extrao
rd
in
arily flexib
le an
d
 ad
ap
tab
le to
 varyin
g
 
co
n
d
itio
n
s, p
ro
g
ram
s an
d
 p
u
rp
o
ses. It is n
o
t w
ith
o
u
t g
o
o
d
 reaso
n
 th
at 
th
ese fo
rm
s an
d
 d
evices are stu
d
ied
 an
d
 im
itated
 to
d
ay. It w
as n
o
t 
b
ecau
se th
e artists o
f th
e fifteen
th
 an
d
 sixteen
th
 cen
tu
ries lack
ed
 
o
rig
in
al creative p
o
w
er, an
d
 th
erefo
re fell to
 co
p
yin
g
, th
at th
e 
R
en
aissan
ce revived
 R
o
m
an
 fo
rm
s an
d
 d
evices
―alm
o
st p
rep
o
stero
u
s 
accu
satio
n
, to
 w
h
ich
 b
o
th
 R
u
skin
 an
d
 F
erg
u
sso
n
 h
ave g
iven
 an
 
ill
―m
erited
 cu
rren
cy. It w
as b
ecau
se th
e R
en
aissan
ce in
tro
d
u
ced
 a n
ew
 
era in
 civilizatio
n
, w
ith
 n
ew
 req
u
irem
en
ts w
h
ich
 G
o
th
ic art co
u
ld
 n
o
 
lo
n
g
er m
eet, th
at th
e m
en
 o
f th
at tim
e tu
rn
ed
 in
stin
ctively to
 R
o
m
an
 
m
o
d
els fo
r in
sp
iratio
n
" 
（
一
九
四
） 
A
rth
u
r K
in
g
sley P
o
rter, "T
h
e C
ase A
g
ain
st R
o
m
an
 A
rch
itectu
re," 
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T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.4
3
, N
o
.1
, Jan
. 1
9
1
8
, p
p
.2
3
―3
6
; in
 id
em
., 
B
eyo
n
d
 A
rch
itectu
re, p
p
.1
―1
5
. 
以
下
引
用
は B
eyo
n
d
 A
rch
itectu
re 
よ
り
。 
（
一
九
五
） 
Ib
id
., p
.1
. –
 "O
f all h
isto
ric styles it p
resen
ts th
e clo
sest a
n
alo
g
ies 
w
ith
 th
e arch
itectu
re o
f th
e n
in
eteen
th
 cen
tu
ry in
 A
m
erica." 
（
一
九
六
） 
Ib
id
. –
 "It is th
e style u
p
o
n
 w
ich
 o
u
r m
o
d
ern
 arch
itectu
ral 
ed
u
catio
n
 is b
ased
" 
（
一
九
七
） 
Ib
id
., p
.1
1
. –
 "a sp
ark
 o
f th
is d
ivin
e jo
y" 
（
一
九
八
） 
Ib
id
., p
.1
. –
 "S
o
m
eth
in
g
 o
ver a d
ecad
e ag
o
, I cam
e
 to
 th
e rath
er 
im
p
u
lsive co
n
clu
sio
n
 th
at th
e th
o
u
g
h
tless ad
m
iratio
n
 an
d
 im
itatio
n
 o
f th
e 
R
o
m
an
 style w
as p
ro
d
u
cin
g
 a d
eleterio
u
s effect u
p
o
n
 co
n
tem
p
o
rary 
A
m
erican
 art." 
（
一
九
九
） 
Id
em
., "A
rt o
f th
e M
id
d
le A
g
e," B
eyo
n
d
 A
rch
itectu
re, p
.5
1
. 
初
出
は 
T
h
e A
rch
itectu
ral R
eco
rd
, V
o
l.4
3
, N
o
s.2
―3
, F
eb
.
―M
ar. 1
9
1
8
, p
p
.1
1
5
―1
3
0
, 
2
1
3
―2
3
0
 
で
あ
り
「
反
ロ
ー
マ
建
築
」
発
表
と
同
時
期
。 –
 "B
y 'd
eco
ratio
n
' I 
m
ean
to
 in
d
icate all th
e in
trin
sic m
erits o
f a w
o
rk o
f art 
… ; in
 arch
itectu
re, 
p
ro
p
o
rtio
n
, scale, m
assin
g
;" 
（
二
〇
〇
） 
Ib
id
., p
.5
2
. –
 "'Illu
stratio
n
' o
n
 th
e o
th
er h
an
d
 in
d
icates all th
e 
extrin
sic m
erits o
f a w
o
rk
 o
f art 
… W
h
at o
n
e says m
atters far m
o
re th
an
 
h
o
w
 o
n
e says it." 
（
二
〇
一
） 
Ib
id
., p
.1
9
. –
 "R
en
aissan
ce stru
ctu
res 
… lack
 th
e g
reat in
tellectu
al 
q
u
alities o
f th
e b
u
ild
in
g
s o
f th
e M
id
d
le A
g
es," 
（
二
〇
二
）F
isk
e K
im
b
all, "S
tick
s an
d
 S
to
n
es," N
ew
 Y
o
rk H
erald
 T
rib
u
n
e, 2
6
 
O
ct. 1
9
2
4
, p
.3
; F
red
erick A
lb
ert G
u
th
eim
, "F
ro
m
 R
am
eses to
 R
o
ck
efeller," 
T
h
e A
m
erican
 M
agazin
e o
f A
rt, V
o
l.2
7
, N
o
.1
2
, D
ec. 1
9
3
4
, p
p
.6
9
5
―6
9
6
. 
（
二
〇
三
）L
etter fro
m
 W
alter P
ach
 to
 L
ew
is M
u
m
fo
rd
, 1
2
 D
ec. 1
9
2
4
, in
 
A
m
erican
 A
rtists, A
u
th
o
rs, an
d
 C
o
llecto
rs: T
h
e W
alter P
ach
 L
etters, 
1
9
0
6
―1
9
5
8
, B
en
n
ard
 B
. P
erlm
an
, ed
., A
lb
an
y, S
tate U
n
iversity o
f N
ew
 
Y
o
rk
 P
ress, p
.2
0
7
. –
 "an
g
ry o
u
tcry" 
（
二
〇
四
）Ib
id
. –
 "I th
in
k
 th
at even
 am
o
n
g
 read
ers o
f th
e H
erald
, it m
u
st h
ave 
d
efeated
 its p
u
rp
o
se." 
（
二
〇
五
）G
u
th
eim
, o
p
.cit.," p
.6
9
5
. –
 "T
h
e au
th
o
r is ap
p
aren
tly aw
are th
at th
e 
lo
g
ical p
u
rsu
it o
f h
is th
esis lead
s h
im
 to
 th
e ab
su
rd
 p
o
sitio
n
 th
at th
e D
ark 
A
g
es w
ere th
e id
al p
erio
d
 fo
r craftsm
an
sh
ip
 an
d
 b
u
ild
in
g
" 
（
二
〇
六
）Ib
id
., p
.6
9
6
. –
 "T
h
e en
tire d
iscu
ssio
n
 o
f th
e M
id
d
le A
g
es, 
trad
itio
n
ally th
e g
reat ag
e o
f craftsm
en
, is at varian
ce w
ith
 th
e w
o
rk
 o
f su
ch
 
scien
tific h
isto
rian
s as C
o
u
lto
n
, an
d
 th
e treatm
en
t o
f th
e R
en
aissan
ce 
co
n
tain
s all o
f th
e flaw
s in
teren
t in
 th
e ro
m
an
tic reactio
n
 o
f th
e G
o
th
ic 
revival, th
e attitu
d
e o
f H
u
g
o
 an
d
 R
u
sk
in
." 
（
二
〇
七
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re: R
o
m
an
ticism
 an
d
 
R
ein
tegratio
n
, N
ew
 Y
o
rk
, P
ayso
n
 &
 C
lark
e, 1
9
2
9
. 
以
下
引
用
は 
D
a C
ap
o
 
P
ress 
版
（N
ew
 Y
o
rk
, 1
9
9
3
）
よ
り
。 
（
二
〇
八
） Ib
id
., p
.1
4
. –
 "o
n
e o
f th
e g
reatest triu
m
p
h
s o
f th
e N
ew
 T
rad
itio
n
 
th
at in
 its rein
teg
ratio
n
 o
f arch
itectu
re it h
as co
m
b
in
ed
 ag
ain
 en
g
in
eerin
g
 
an
d
 b
u
ild
in
g
 w
ith
 arch
itectu
re" 
（
二
〇
九
） Ib
id
., p
.3
0
. –
 "T
h
e g
o
o
d
 arch
itects o
f th
e first g
en
eratio
n
 o
f th
e 
n
in
eteen
th
 cen
tu
ry are everyw
h
ere b
e
st to
 b
e d
efin
ed
 as m
o
re o
r less 
ratio
n
alistic C
lassicists" 
（
二
一
〇
） Ib
id
., p
.5
9
. –
 "R
eg
rettab
ly it m
u
st b
e stated
 th
at th
e arch
itectu
re o
f 
th
e last h
alf o
f th
e n
in
eteen
th
 cen
tu
ry in
 A
m
erica, o
u
tsid
e R
ich
ard
so
n
 an
d
 
th
e m
en
 after h
im
 w
h
o
 b
elo
n
g
ed
 co
n
scio
u
sly o
r u
n
co
n
scio
u
sly to
 th
e N
ew
 
T
rad
itio
n
, w
as p
erh
ap
s even
 m
o
re g
en
erally w
o
rth
less th
an
 elsew
h
ere." 
（
二
一
一
） Ib
id
., p
.5
8
. –
 "th
e m
o
vem
en
t b
efo
re th
e tim
e o
f R
ich
ard
so
n
 w
as b
u
t 
a reflectio
n
 o
f th
e G
o
th
ic R
evival in
 E
n
g
lan
d
" 
（
二
一
二
） Ib
id
., p
.5
9
. –
 "T
h
e g
en
eral in
flu
en
ce o
f th
e E
n
g
lish
 arch
itectu
re o
f 
craftsm
an
sh
ip
 arrived
 h
ard
ly b
efo
re th
e tw
en
tieth
 cen
tu
ry excep
t in
 th
e 
E
astlak
e fo
rm
 w
ith
 its N
é
o
―G
in
g
erb
rad
" 
（
二
一
三
） Ib
id
., p
.6
5
. –
 "W
h
en
 in
 th
e m
id
―cen
tu
ry th
e exp
erim
en
t o
f 
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b
o
rro
w
in
g
 fro
m
 th
e Italian
 G
o
th
ic h
ad
 b
een
 u
n
w
isely lau
n
ch
ed
 b
y R
u
sk
in
, 
it b
ecam
e in
d
eed
 d
ifficu
lt to
 tell serio
u
s arch
itectu
re fro
m
 th
e m
o
st vu
lg
ar 
so
rt o
f b
u
ild
in
g
." 
（
二
一
四
） Ib
id
., p
.5
7
. –
 "V
io
llet
―le
―D
u
c at least w
as a sig
n
ifican
t th
eo
rist an
d
 
d
evelo
p
ed
 in
 h
is w
ritin
g
 a m
o
re far
―reach
in
g
 ratio
n
alism
 th
an
 th
at o
f an
y 
o
f th
e C
lassicists" 
（
二
一
五
） Ib
id
., p
.5
8
. –
 "M
erim
é
e, d
e L
ab
o
rd
e an
d
 d
e V
o
g
u
ë [V
ogüé] all 
w
en
t so
 far as to
 in
terest th
em
selves in
 th
e p
o
ssib
ilities o
f th
e u
se o
f m
etal. 
T
h
is is far m
o
re th
an
 can
 b
e said
 fo
r R
u
sk
in
 in
 E
n
g
lan
d
. B
u
t it w
as 
V
io
llet
―le
―D
u
c p
articu
larly w
h
o
 laid
 d
o
w
n
 g
en
eral p
rin
cip
les." 
（
二
一
六
） Ib
id
., p
.6
7
. –
 "th
e m
o
re d
o
g
m
atic ratio
n
alism
 o
f th
e M
ed
iaevalists" 
（
二
一
七
） 
D
o
n
ald
 D
rew
 E
g
b
ert, "R
eview
: M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e A
rt 
B
u
lletin
, V
o
l.1
2
, N
o
.1
, M
ar. 1
9
3
0
, p
.9
8
. –
 "h
e p
laces th
e d
ate o
f th
e 
b
eg
in
n
in
g
s o
f R
o
m
an
ticism
 at 1
7
5
0
 
… a d
ate co
n
sid
erab
ly an
terio
r to
 th
at 
cu
sto
m
arily g
iven
 fo
r th
e b
eg
in
n
in
g
 o
f th
e R
o
m
an
tic in
 arch
itectu
re, an
d
 
alth
o
u
g
h
 th
e C
lassic revival o
f th
e m
id
―eig
h
teen
th
 cen
tu
ry is n
o
t u
su
ally 
in
clu
d
ed
 in
 th
e R
o
m
an
tic p
erio
d
," 
（
二
一
八
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, "M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re," T
h
e N
ew
 R
ep
u
b
lic, 
V
o
l.6
2
, N
o
.7
9
8
, 1
9
 M
ar. 1
9
3
0
, p
.1
3
1
. –
 "A
lm
o
st th
e w
h
o
le o
f th
e first h
alf 
o
f 'M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re' is d
evo
ted
 to
 an
 an
alysis o
f R
o
m
an
ticism
, a 
m
o
vem
en
t w
h
ich
 reach
ed
 its in
tellectu
al fo
rm
u
latio
n
 in
 1
8
5
7
 in
 G
. G
. 
S
co
tt's w
o
rk
 o
n
 G
o
th
ic arch
itectu
re." 
（
二
一
九
） 
H
itch
co
ck
, o
p
.cit., p
.9
1
. –
 "g
en
erally in
 th
eo
ry th
e R
o
m
an
tics 
b
elieved
 o
n
ly in
 th
e revival o
f o
n
e p
erio
d
 o
r an
o
th
er" 
（
二
二
〇
） Ib
id
. –
 "sh
arp
 stru
g
g
les b
etw
een
 th
e tw
o
 ch
ief factio
n
s, th
e 
C
lassicists an
d
 th
e M
ed
iaevalists" 
（
二
二
一
） Ib
id
., p
.6
6
. –
 "T
h
e w
o
rks o
f R
u
sk
in
, th
e g
reatest critic o
f th
e 
p
erio
d
, o
r o
f P
u
g
in
, its m
o
st co
n
scien
tio
u
s an
d
 p
erh
ap
s its g
reatest 
arch
itect" 
（
二
二
二
） 
G
eo
rg
e G
ilb
ert S
co
tt, "T
h
e A
rch
itectu
re o
f F
u
tu
re," R
em
arks o
n
 
S
ecu
lar &
 D
o
m
estic A
rch
itectu
re, P
resen
t &
 F
u
tu
re
, L
o
n
d
o
n
, Jo
h
n
 
M
u
rray, 1
8
5
7
, p
p
.2
5
8
―2
7
4
. 
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
原
文
で
は O
n
 G
oth
ic 
A
rch
itectu
re 
と
な
っ
て
い
る
。H
itch
co
ck, o
p
. cit., p
.6
6
.  
（
二
二
三
） Ib
id
., p
.6
7
. –
 "m
o
re w
id
ely rep
resen
tative o
f th
e in
tellig
en
t th
eo
ries 
o
f th
e M
ed
iaevalists, n
o
t o
n
ly o
f E
n
g
lan
d
, b
u
t o
f th
e C
o
n
tin
en
t as w
ell" 
（
二
二
四
） Ib
id
. –
 "[A
lso
 it] avo
id
s th
e m
o
re d
o
g
m
atic ratio
n
alism
 o
f th
e 
M
ed
iaevalists w
h
o
 co
u
ld
 n
o
t see b
eyo
n
d
 a th
irteen
th
 cen
tu
ry vau
lt." 
（
二
二
五
） Ib
id
., p
.7
2
. –
 "In
 ad
o
p
tin
g
 R
u
sk
in
’ s su
g
g
estio
n
 o
f th
e Italian
 
G
o
th
ic as a co
m
p
ro
m
ise n
u
cleu
s S
co
tt certain
ly m
ad
e a serio
u
s erro
r." 
（
二
二
六
） Ib
id
., p
.6
7
. –
 "S
co
tt felt assu
red
 th
at th
e fo
rw
ard
 lo
o
kin
g
 m
en
 
w
ith
in
 h
is o
w
n
 m
o
vem
en
t an
d
 th
o
se am
o
n
g
 th
e o
p
p
o
sin
g
 C
lassicists w
ere 
really seek
in
g
 a n
ew
 arch
itectu
re
" 
（
二
二
七
） Ib
id
., p
.7
1
.  
–
 "S
co
tt w
as w
illin
g
 to
 accep
t, at least tacitly, th
at a n
ew
 arch
itectu
re 
d
em
an
d
ed
 a really n
ew
 aesth
etic an
d
 th
at th
is aesth
etic w
o
u
ld
 n
o
t 
n
ecessarily ag
ree w
ith
 an
y p
ast aesth
etic o
r even
 w
ith
 th
e co
m
m
o
n
 
d
en
o
m
in
ato
r o
f all p
ast aesth
etics —
if th
at b
e n
o
t zero
." 
（
二
二
八
） Ib
id
., p
.7
2
. –
 "th
ey w
ill u
n
ite in
 a style in
fin
itely m
o
re G
o
th
ic th
an
 
C
lassic" 
（
二
二
九
） Ib
id
. –
 "T
h
e resu
lt o
f th
is fu
sio
n
 actu
ally w
as b
y an
alo
g
y m
o
re L
ate 
C
lassical th
an
 M
ed
iaeval." 
（
二
三
〇
） Ib
id
., p
.8
5
. –
 "T
h
e attem
p
t to
 revive th
e Italian
 G
o
th
ic in
d
e
ed
 led
 it 
fu
rth
er astray." 
（
二
三
一
） Ib
id
., p
.8
5
. –
 "R
u
sk
in
's p
reach
in
g
 led
 n
o
t o
ften
 to
 g
o
o
d
 
craftsm
an
sh
ip
 b
u
t m
o
re g
en
erally to
 a sw
ath
in
g
 o
f co
n
stru
ctio
n
 in
 eq
u
ally 
exo
tic g
arb
." 
 
 406 
 
 
（
二
三
二
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck an
d
 P
h
ilip
 Jo
h
n
so
n
, T
h
e In
tern
atio
n
al 
S
tyle: A
rch
itectu
re S
in
ce 1
9
2
2
, N
ew
 Y
o
k
, W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 
1
9
3
2
. 
以
下
引
用
は id
em
. T
h
e In
tern
atio
n
al S
tyle, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, 
W
. W
. N
o
rto
n
 &
 C
o
m
p
an
y, 1
9
9
5
 
よ
り
。 
（
二
三
三
） Ib
id
., p
.3
5
. –
 "T
h
e id
ea o
f style, w
h
ich
 b
eg
an
 to
 d
eg
en
erate w
h
en
 
th
e revivals d
estro
yed
 th
e d
iscip
lin
es o
f th
e B
aro
q
u
e," 
（
二
三
四
） Ib
id
. –
 "b
eco
m
e real an
d
 fertile ag
ain
" 
（
二
三
五
） Ib
id
., p
.2
3
6
. –
 "T
h
e B
aro
q
u
e w
as th
e last w
h
o
lly in
teg
rated
 
style
―p
h
ase o
f th
e M
o
d
ern
 p
erio
d
 in
 w
h
ich
 th
e b
alan
ce b
etw
een
 
sen
tim
en
tal rem
in
iscen
ce an
d
 in
tellectu
al exp
erim
en
t w
as to
 a larg
e exten
t 
n
atu
rally an
d
 even
 u
n
co
n
scio
u
sly m
ain
tain
ed
." 
（
二
三
六
） Ib
id
., p
.4
0
. –
 "A
s late as 1
9
0
4
 it w
as p
o
ssib
le to
 co
n
ceive o
f m
o
d
ern
 
arch
itectu
re ch
ifly as a so
rt o
f ren
aissan
ce o
f th
e G
o
th
ic." 
（
二
三
七
） Ib
id
., p
p
.3
4
―3
5
.  
–
 "T
h
u
s th
e fo
rm
u
la p
o
p
u
larized
 b
y G
o
th
ic arch
itectu
re h
as a g
reat 
fu
tu
re b
efo
re it. F
o
llo
w
in
g
 o
n
 th
e revival o
f G
raeco
―R
o
m
an
 arch
itectu
re 
w
h
ich
 p
revailed
 fro
m
 th
e sixteen
th
 cen
tu
ry to
 o
u
r o
w
n
 d
ay, w
e sh
all see, 
w
ith
 th
e fu
ll ap
p
reciatio
n
 o
f d
ifferen
t m
aterials, a yet m
o
re en
d
u
rein
g
 
reb
irth
 o
f th
e G
o
th
ic style." 
（
二
三
八
） Ib
id
., p
.3
6
. 
 –
 "It m
ay farely b
e co
m
p
ared
 in
 sig
n
ifican
ce w
ith
 th
e styles o
f th
e 
p
ast. In
 th
e h
an
d
lin
g
 o
f th
e p
ro
b
lem
s o
f stru
ctu
re it is related
 to
 th
e 
G
o
th
ic, in
 th
e h
an
d
lin
g
 o
f th
e p
ro
b
lem
s o
f d
esig
n
 it is m
o
re ak
in
 to
 th
e 
C
lassical. In
 th
e P
reëm
in
en
ce g
iven
 to
 th
e h
an
d
lin
g
 o
f fu
n
ctio
n
 it is 
d
istin
g
u
ish
ed
 fro
m
 b
o
th
" 
（
二
三
九
） Ib
id
., p
.4
0
. –
 "th
e relatio
n
 o
f th
e m
o
d
ern
 style to
 th
e G
o
th
ic is 
id
eo
lo
g
ical rath
er th
an
 visu
al, a m
atter o
f p
rin
cip
le rath
er th
an
 a m
atter o
f 
p
ractice." 
（
二
四
〇
） Ib
id
. –
 "In
 d
esig
n
, in
d
eed
, th
e lead
in
g
 m
o
d
ern
 arch
itects aim
 at 
G
reek
 seren
ity rath
er th
an
 G
o
th
ic asp
iratio
n
." 
（
二
四
一
） 
H
itch
co
ck
, M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re, p
p
.7
1
―7
2
; Id
em
. T
h
e A
rch
itectu
re 
o
f H
. H
. R
ich
ard
so
n
 an
d
 H
is T
im
es, N
ew
 Y
o
rk
, M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 
1
9
3
6
. 
M
IT
 P
ress p
ap
erb
ack ed
itio
n
 C
am
b
rid
g
e
, M
ass. A
n
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e 
M
IT
 P
ress, 1
9
7
5
, p
.2
9
3
. –
 "b
o
ld
 vag
aries o
f h
is [S
u
llivan
's] m
aster, F
ran
k
 
F
u
rn
ess"  
M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re, p
.7
2
. –
 "th
ey 'lab
o
u
red
 to
 p
ro
d
u
ce 
in
ten
tio
n
al q
u
eern
ess an
d
 artistic u
g
lin
ess.' T
h
is fo
rm
 o
f vitu
p
eratio
n
 
… 
w
as n
everth
eless n
o
t u
n
ju
st w
ith
 reg
ard
 to
 certain
 arch
itects o
f h
is d
ay, 
su
ch
, fo
r exam
p
le, as F
ran
k
 F
u
rn
ess o
f P
h
ilad
elp
h
ia." 
（
二
四
二
） 
Id
em
. In
tern
atio
n
al S
tyle, p
.3
5
. –
 " B
u
t th
e p
ecu
liar trad
itio
n
s o
f 
im
itatio
n
 an
d
 m
o
d
ificatio
n
 o
f th
e styles o
f th
e p
ast, w
h
ich
 eclecticism
 
in
h
erited
 fro
m
 th
e earlier C
lassical an
d
 M
ed
iaeval R
evivals, h
ave n
o
t b
een
 
easily fo
rg
o
tten
." 
（
二
四
三
） Ib
id
., p
.1
2
. –
 "th
e sen
se o
f arch
itectu
re as so
u
n
d
 b
u
ild
in
g
" 
（
二
四
四
） 
Id
em
., M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re, p
.6
7
. –
 "It can
n
o
t b
e said
 th
at h
is 
b
o
o
k
s are m
o
re im
p
o
rtan
t th
an
 th
o
se o
f R
u
sk
in
 o
r P
u
g
in
." 
 
（
二
四
五
） 
C
o
lin
 R
o
w
e, "H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck
," A
s I W
as S
ayin
g: 
R
eco
llectio
n
s an
d
 M
iscellan
eou
s E
ssays, V
o
l.1
, A
lexan
d
er C
arag
o
n
n
e, ed
., 
C
am
b
rid
g
e, M
ass. an
d
 L
o
n
d
o
n
, T
h
e M
IT
 P
ress, 1
9
9
6
, p
p
.1
1
―2
4
. 
（
二
四
六
） 
Ib
id
., p
.1
3
. –
 "it m
u
st h
ave b
een
 K
in
g
sley P
o
rter w
h
o
 h
ad
 b
een
 
resp
o
n
sib
le fo
r th
e u
ltim
ate m
en
tal fo
rm
atio
n
 o
f th
e R
u
ssell H
itch
co
ck 
w
h
o
m
 I k
n
ew
 at Y
ale." 
   
第
六
章 
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【
章
頭
図
版
：「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
」】 
 
出
典
：T
h
e C
en
tu
ry Illu
strated
 M
o
n
th
ly M
ag
azin
e, V
o
l.3
5
 (1
8
8
8
) 
 
【
章
頭
引
用
：
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
「
ヒ
ュ
―
・
セ
ル
ウ
ィ
ン
・
モ
―
バ
リ
―
」】 
出
典
：E
zra P
o
u
n
d
, "H
. S
. M
au
b
erly," T
h
e D
ial, V
o
l.6
9
, 1
9
2
0
, 
p
.2
8
7
. 
  
Y
E
U
X
 G
L
A
U
Q
U
E
S
 
G
lad
sto
n
e w
as still resp
e
cte
d
, 
W
h
en
 Jo
h
n
 R
u
sk
in
 p
ro
d
u
ced
 
"K
in
g
s T
reasu
ries" ; S
w
in
b
u
rn
e
 
A
n
d
 R
o
ssetti still ab
u
sed
. 
  
F
o
etid
 B
u
ch
an
an
 lifted
 u
p
 h
is vo
ice
 
W
h
en
 th
at fau
n
's h
ead
 o
f h
ers 
B
ecam
e a p
astim
e fo
r 
P
ain
ters an
d
 ad
u
lterers. 
  
T
h
e B
u
rn
e
―Jo
n
es carto
n
s 
H
ave p
reserved
 h
er eyes; 
S
till, at th
e T
ate, th
ey teach
 
C
o
p
h
etu
a to
 rh
ap
so
d
ize; 
 
T
h
in
 lik
e b
ro
o
k
―w
ater, 
W
ith
 a vacan
t g
aze. 
T
h
e E
n
g
lish
 R
u
b
aiyat w
as still
―b
o
rn
 
In
 th
o
se d
ays. 
 
（
一
） 
H
erb
ert D
avid
 C
ro
ly, T
h
e P
ro
m
ise o
f A
m
erican
 L
ife
, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e 
M
acm
illan
 C
o
m
p
an
y, 1
9
0
9
. 
（
二
） Ib
id
., p
.3
. –
 "O
u
r A
m
erican
 p
ast, co
m
p
ared
 to
 th
at o
f an
y E
u
ro
p
ean
 
co
u
n
try, h
as a ch
aracter all its o
w
n
."  
（
三
） Ib
id
. –
 "o
u
r co
u
n
try itself, its d
em
o
cratic system
, an
d
 its p
ro
sp
ero
u
s 
fu
tu
re are ab
o
ve su
sp
icio
n
." 
 
（
四
） 
K
im
b
all, L
etter to
 P
ach
, p
.1
8
5
. –
 "W
h
at I w
ish
 to
 em
p
h
asize is th
at it 
w
as W
ells w
h
o
 first reacted
 ag
ain
st th
e p
revailin
g
 realistic o
r scien
tific 
th
eo
ry th
at th
e m
erit o
f arch
itectu
re is to
 b
e fo
u
n
d
 in
 tru
th
 to
 stru
ctu
re, as 
C
ézan
n
e w
as the first to react again
st the realistic theory that the m
erit of 
p
ain
tin
g
 w
as to
 b
e fo
u
n
d
 in
 'tru
th
 to
 n
atu
re.'" 
（
五
） 
Id
em
., "O
ld
 M
aster," p
.3
0
4
. –
 "H
e w
as th
e M
o
n
et, W
ells th
e C
ézan
n
e." 
（
六
） 
Id
em
., "W
h
at Is M
o
d
ern
 A
rch
itectu
re?
," p
.1
2
9
. –
 "In
stead
 o
f 
co
n
stru
ctin
g
 first, w
ith
o
u
t p
reo
ccu
p
atio
n
 w
ith
 th
e fin
al ap
p
earan
ce, 
p
ro
m
isin
g
 o
n
eself to
 u
tilize th
e in
g
en
io
u
sn
ess o
f th
e co
n
stru
ctio
n
 as th
e 
d
eco
ratio
n
, o
n
e sh
o
u
ld
 releg
ate th
e in
g
en
u
ities o
f stru
ctu
re to
 a p
o
sitio
n
 
am
o
n
g
 th
e seco
n
d
ary
 m
ean
s, u
n
w
o
rth
y o
f ap
p
earin
g
 in
 th
e co
m
p
leted
 
w
o
rk
" 
（
七
） 
W
alter P
ach
, "T
h
e P
o
in
t o
f V
iew
 o
f T
h
e 'M
o
d
ern
s,'" T
h
e C
en
tu
ry 
M
agazin
e, V
o
l.8
7
 , N
o
.6
, A
p
r. 1
9
1
4
, p
p
.8
5
1
―8
6
4
. 
（
八
） 
Ib
id
., p
.8
5
1
. –
 "A
fter th
e stru
g
g
le b
etw
een
 C
lassicism
 an
d
 R
o
m
an
ticism
 
cam
e th
e R
ealist. T
h
e Im
p
ressio
n
ist sch
o
o
l." 
（
九
） 
Ib
id
. –
 "W
e h
ave learn
ed
 th
e lesso
n
s o
f th
e p
ast, in
clu
d
in
g
 its g
reatest 
o
n
e," 
（
一
〇
） 
Ib
id
. –
 "w
e are w
o
rth
y o
f o
u
r h
eritag
e an
d
 ab
le to
 ap
p
recia
te it o
n
ly 
w
h
en
 w
e ad
d
 to
 it." 
（
一
一
） 
Ib
id
. –
 "'In
ven
t o
r p
erish
,' w
as th
e g
reat w
arn
in
g
 o
f R
u
sk
in
." 
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（
一
二
） 
Ib
id
., p
.8
6
4
.  
–
 "A
s R
o
m
an
ticism
 tin
g
ed
 th
e m
in
d
 an
d
 th
e art o
f th
e early n
in
eteen
th
 
cen
tu
ry, an
d
 R
ealism
, o
r th
e scien
tific sp
irit, its later years, so
 e
very 
in
d
icatio
n
 to
―d
ay p
o
in
ts to
 a d
eep
en
in
g
 in
terest in
 th
e m
atters w
h
ich
 g
o
 
b
eyo
n
d
 self
―co
n
scio
u
s reaso
n
in
g
, an
d
 are d
ealt w
ith
 b
y th
e p
o
w
er o
f 
in
tu
itio
n
. If th
ere is m
ysticism
 in
 th
e w
o
rk
 o
f a R
ed
o
n
 o
r a P
icasso
, it is 
th
at su
p
rem
e m
ysticism
 to
 w
h
ich
 L
atin
 clarity g
ives a p
recisio
n
 o
f its 
o
w
n
." 
（
一
三
） 
Id
em
., A
n
an
ias o
r th
e F
alse A
rtist, N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, H
arp
er &
 
B
ro
th
ers P
u
b
lish
ers, 1
9
2
8
. 
（
一
四
） Ib
id
., p
p
.3
8
. –
 "It w
as n
o
t C
ézan
n
e b
u
t th
e p
u
b
lic th
at w
as ch
eated
 
w
h
en
 th
e p
ictu
res w
h
ich
 b
est exp
ressed
 th
e g
en
iu
s o
f th
e tim
e w
ere kep
t 
o
u
t o
f co
n
tact w
ith
 th
e w
o
rld
 th
at n
eed
ed
 th
em
." 
（
一
五
） Ib
id
., p
p
.3
8
―3
9
. –
 "co
m
p
ro
m
ise, sen
tim
en
tality, b
ase co
m
m
ercialism
, 
m
ean
 id
eals, th
e flab
b
y accep
tan
ce o
f o
ld
 fo
rm
." 
（
一
六
）W
illiam
 H
o
w
e D
o
w
n
es, "Jo
h
n
 R
u
sk
in
 an
d
 W
alter P
ach
: D
efen
d
ers o
f 
th
e F
aith
," T
h
e A
m
erican
 M
agazin
e o
f A
rt, V
o
l.2
0
, N
o
.8
, A
u
g
. 1
9
2
9
, 
p
.4
5
8
. –
 "In
 o
u
r tim
e, n
early a cen
tu
ry after th
e p
u
b
licatio
n
 o
f R
u
k
sin
's 
"M
o
d
ern
 P
ain
ters," an
o
th
er art ciritic, w
h
o
, th
o
u
g
h
 o
f an
 en
tirely d
ifferen
t 
typ
e an
d
 w
ith
 d
ifferen
t id
eals an
d
 stan
d
ard
s, m
an
ifests so
m
e strik
in
g
ly 
an
alo
g
o
u
s traits an
d
 em
p
lo
y so
m
e o
f th
e very sam
e m
eth
o
d
s," 
（
一
七
） 
L
eo
 S
tein
, "T
h
e D
efeat o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e N
ew
 R
ep
u
b
lic, V
o
l.1
8
, 
N
o
.2
2
3
, 8
 F
eb
. 1
9
1
9
, p
p
.5
1
―5
3
. 
（
一
八
） 
Ib
id
., p
.5
1
. –
 "H
ere I sh
all b
e co
n
cern
ed
 o
n
ly w
ith
 th
e trag
ed
y o
f 
R
u
sk
in
," 
（
一
九
） 
Ib
id
. –
 "th
e typ
ical T
rag
ed
y o
f th
e m
an
 w
h
o
 b
elieves th
at th
e tru
th
 
w
ill set yo
u
 free an
d
 w
h
o
, d
esp
ite th
e ag
o
n
y b
o
rn
 o
f d
o
u
b
t, co
n
tin
u
es to
 
b
elieve h
im
self th
e m
in
ister o
f th
at tru
th
." 
（
二
〇
） 
Ib
id
. –
 "H
is b
o
o
k
s w
ere b
o
o
k
s o
f rap
tu
ro
u
s exp
o
sitio
n
 th
at sh
o
u
ld
 
lead
 m
en
 d
eep
er in
to
 th
e u
n
d
erstan
d
in
g
 o
f th
e sp
len
d
o
r th
at is th
e b
o
d
y o
f 
n
atu
re an
d
 th
e g
lo
ry th
at is its so
u
l." 
（
二
一
） 
Ib
id
., p
.5
2
. –
 "R
u
sk
in
 w
as a n
eu
ro
tic an
d
 h
e w
as h
o
n
est, th
an
 w
h
ich
 
n
o
 w
o
rse fate is p
o
ssib
le to
 m
an
." 
（
二
二
） 
Ib
id
., p
.5
3
. –
 "E
ven
 th
o
u
g
h
 th
e m
o
u
n
tain
 b
e a h
eap
 o
f ru
b
b
ish
 it is a 
real ru
b
b
ish
 it is a real h
eap
, an
d
 h
as a m
ean
in
g
 in
 th
e w
o
rld
." 
（
二
三
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
… w
as h
o
n
est, b
u
t h
e w
as m
ad
 an
d
 h
ad
 th
e sim
p
le 
faith
 th
at th
e tru
th
 w
o
u
ld
 set yo
u
 free." 
（
二
四
） 
Ib
id
. –
 "H
e can
n
o
t rig
h
tfu
lly estim
ate th
e w
o
rld
's n
eed
s" 
（
二
五
） 
W
illiam
 R
ich
ard
 L
eth
ab
y, "R
u
sk
in
: D
efeat an
d
 V
icto
ry," F
o
rm
 in
 
C
ivilizatio
n
: C
o
llected
 P
ap
ers o
n
 A
rt &
 L
ab
o
r, L
o
n
d
o
n
, O
xfo
rd
 U
n
iversity 
P
ress, 1
9
2
2
, p
p
.1
8
3
―1
8
7
; seco
n
d
 ed
itio
n
, L
ew
is M
u
m
fo
rd
, fw
d
., L
o
n
d
o
n
, 
N
ew
 Y
o
rk
 an
d
 T
o
ro
n
to
, O
xfo
rd
 U
n
iversity P
ress, 1
9
5
7
, p
p
.1
4
6
―1
4
9
. 
初
出
はA
rts an
d
 C
rafts Q
u
arterly, A
p
r. 1
9
1
9
 
。
以
下
引
用
はF
o
rm
 in
 
C
ivilizatio
n
第
二
版
よ
り
。 
（
二
六
） 
Ib
id
., p
.1
4
6
. –
 "O
n
 m
an
y field
s, in
d
eed
, R
u
sk
in
 h
as alread
y 
van
q
u
ish
ed
 h
is co
n
q
u
ero
rs as th
e m
in
d
 o
f G
reece
 su
b
ju
g
ated
 R
o
m
e." 
（
二
七
） 
"R
u
sk
in
's C
areer V
iew
ed
 as a T
rag
ed
y," C
u
rren
t O
p
in
ion
, V
o
l.7
0
, 
N
o
.6
, Ju
n
. 1
9
2
1
, p
p
.8
1
7
―8
1
9
. 
（
二
八
） R
u
skin
 th
e P
ro
p
h
et, an
d
 O
th
er C
en
ten
ary S
tu
d
ies, Jo
h
n
 H
o
w
ard
 
W
h
iteh
o
u
se, ed
., L
o
n
d
o
n
, G
. A
llen
 &
 U
n
w
in
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, E
. P
. D
u
tto
n
, 
1
9
2
0
. 
（
二
九
） 
"R
u
sk
in
's C
areer V
iew
ed
 as a T
rag
ed
y," p
.8
1
7
 –
 "T
h
e sp
irit o
f th
e 
n
ew
 vo
lu
m
e is stran
g
ely co
n
trad
icto
ry. W
h
ile all o
f th
e co
n
trib
u
to
rs to
 it 
en
d
eavo
r to
 em
p
h
asize th
e p
o
sitive sid
e o
f R
u
k
sin
's g
en
iu
s an
d
 to
 sh
o
w
 
th
at h
is in
flu
en
ce is still an
 in
sp
iratio
n
, th
e to
tal im
p
ressio
n
 co
n
veyed
 is 
o
n
e o
f fru
strated
 id
ealism
." 
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（
三
〇
） 
F
ran
k
 H
arris, "Jo
h
n
 R
u
skin
," T
h
e A
m
erican
 M
ercu
ry
, V
o
l.2
, N
o
.5
, 
M
ay. 1
9
2
4
, p
p
.1
0
―1
6
. 
（
三
一
） 
Ib
id
., p
.1
0
. –
 "I n
ever m
et an
yo
n
e in
 m
y life w
h
o
se p
erso
n
al 
ap
p
earan
ce d
isap
p
o
in
ted
 m
e m
o
re th
an
 R
u
sk
in
's" 
（
三
二
） 
Ib
id
, p
.1
6
. –
 "T
h
e en
d
 o
f h
is life w
as extrem
ely sad
." 
（
三
三
） 
"N
ew
 R
evelatio
n
 o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
: T
h
e T
rag
ic L
ife o
f a M
o
d
ern
 
P
ro
p
h
et," C
u
rren
t O
p
in
io
n
, V
o
l.7
7
, N
o
.1
, Ju
l. 1
9
2
4
, p
p
.3
7
―3
9
. 
（
三
四
） 
Ib
id
., p
.3
7
. –
 "a tim
e h
as co
m
e w
h
en
 o
n
e o
f h
is [id
ealist yo
u
th
] 
frien
d
s can
 say th
at th
e th
in
g
 h
e ch
iefly rem
em
b
ers in
 co
n
n
ectio
n
 w
ith
 
R
u
sk
in
 is h
is sad
 face, an
d
 can
 ad
d
: 'I d
o
 n
o
t b
elieve th
ere ever w
as a 
sad
d
er life." 
（
三
五
） 
A
m
ab
el W
illiam
s
―E
llis, T
h
e E
xq
u
isite T
raged
y: A
n
 In
tim
ate L
ife o
f 
Jo
h
n
 R
u
skin
, G
ard
en
 C
ity, N
. Y
., D
o
u
b
led
ay, D
o
ran
 an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
2
9
. 
（
三
六
） 
R
o
b
ert M
o
rss L
o
vett, "T
h
e T
rag
ed
y o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
," T
h
e N
ew
 
R
ep
u
b
lic, V
o
l.5
8
, N
o
.7
4
6
, 2
0
 M
ay 1
9
2
9
, p
.1
4
4
. –
 "T
h
e L
ife o
f R
u
sk
in
 
co
n
tain
s all th
e elem
en
ts w
h
ich
 m
ak
e a trag
ed
y" 
（
三
七
） 
W
alter S
arg
en
t, "R
u
sk
in
 as a C
ritic o
f A
rt," T
h
e A
m
erican
 M
agazin
e 
o
f A
rt, V
o
l.1
0
, N
o
.1
0
, A
u
g
. 1
9
1
9
, p
p
.3
8
7
―3
9
3
. 
（
三
八
） 
F
red
erick W
illiam
 R
o
e, T
h
e S
o
cial P
h
ilo
so
p
h
y o
f C
arlyle an
d
 R
u
skin
, 
N
ew
 Y
o
rk
, H
arco
u
rt B
race an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
2
1
. 
（
三
九
） 
N
ew
ell D
w
ig
h
t H
illis, G
reat m
en
 as P
ro
p
h
et o
f N
ew
 E
ra, N
ew
 Y
o
rk
, 
C
h
icag
o
, L
o
n
d
o
n
 an
d
 E
d
in
b
u
rg
h
, F
lem
in
g
 H
. R
evell C
o
m
p
an
y, 1
9
2
2
. 
（
四
〇
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, R
u
skin
's V
iew
s o
f S
ocial Ju
stice, Jam
es F
u
ch
s, ed
., N
ew
 
Y
o
rk
, V
an
g
u
ard
 P
ress, 1
9
2
6
. 
（
四
一
） 
H
en
ry L
ad
d
, T
h
e V
icto
rian
 M
o
rality o
f A
rt: A
n
 A
n
alysis o
f R
u
skin
's 
E
sth
etic, N
ew
 Y
o
rk
, R
ay L
an
g
 an
d
 R
ich
ard
 R
. S
m
ith
, 1
9
3
2
. 
（
四
二
） 
B
eau
m
o
n
t N
ew
h
all, "N
ew
 B
o
o
k
s o
n
 A
rt: T
h
e V
icto
rian
 M
o
rality o
f 
A
rt," T
h
e A
m
erican
 M
agazin
e o
f A
rt, V
o
l.2
6
, N
o
.6
, Ju
n
. 1
9
3
3
, p
.3
1
0
. 
（
四
三
） 
Ib
id
. –
 "It is u
n
fo
rtu
n
ate th
at th
e w
ealth
 o
f m
aterial co
n
tain
ed
 in
 th
e 
p
ro
lific w
ritin
g
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
 h
as b
een
 alm
o
st en
tirely o
verlo
o
k
ed
 in
 th
e 
p
resen
t d
ay." 
（
四
四
） 
Ib
id
. –
 "m
ass o
f d
id
actic m
o
ralizatio
n
s, o
f stu
b
b
o
rn
 p
reju
d
ices, an
d
 o
f 
n
earsig
h
ted
n
ess" 
（
四
五
）S
arg
en
t, p
.3
8
8
. –
 "H
is reaso
n
in
g
 ab
o
u
t art w
as so
m
etim
es rig
h
t, b
u
t 
o
ften
 w
ro
n
g
." 
（
四
六
） 
Ib
id
. –
 "It is th
e stru
g
g
le an
d
 th
e in
terrelatio
n
sh
ip
 o
f T
ru
th
, B
eau
ty, 
an
d
 M
o
rality th
at fo
rm
 th
e h
eart o
f R
u
sk
in
's w
ritin
g
s," 
（
四
七
） 
Ib
id
. –
 "h
e w
as, to
 q
u
o
te M
r. L
ad
d
, '
… to
rn
 all h
is life b
y th
e co
n
flict 
o
f th
e d
esire to
 lo
o
k
 at facts as th
ey w
ere an
d
 th
e d
esire to
 b
elieve th
at th
ey 
m
u
st b
e o
th
erw
ise.'" 
（
四
八
） 
前
掲 
R
eg
in
ald
 H
o
w
ard
 W
ilen
sk
i, Jo
h
n
 R
u
skin
: A
n
 In
tro
d
u
ctio
n
 to
 
F
u
rth
er S
tu
d
y o
f h
is L
ife an
d
 W
o
rk
, N
ew
 Y
o
rk
, F
red
erick
 A
. S
to
k
es 
C
o
m
p
an
y, 1
9
3
3
. 
（
四
九
） 
P
h
ilip
 W
h
eelw
rig
h
t, "R
u
sk
in
 P
sych
o
an
alyzed
," T
h
e N
ew
 R
ep
u
b
lic, 
V
o
l.7
8
, N
o
.1
0
0
7
, 2
1
 M
ar. 1
9
3
4
, p
.1
6
4
. 
（
五
〇
） 
Ib
id
. –
 "W
ilen
sk
i, a d
ie
―h
ard
 m
o
d
ern
ist," 
（
五
一
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
, w
h
atever h
is in
ad
eq
u
acies, d
rew
 atten
tio
n
 to
 a 
p
ro
b
lem
 (even
 th
o
u
g
h
 w
ith
o
u
t satisfacto
rily an
sw
erin
g
 it) o
f w
h
ich
 
m
o
d
ern
ist th
eo
ries are fin
d
in
g
 it n
ecessary to
 take acco
u
n
t —
th
e relatio
n
 
o
f arch
itectu
ral excellen
ce to
 th
e so
cio
lo
g
ical fa
cto
rs in
vo
lved
 in
 th
e 
p
ro
cess o
f co
n
stru
ctio
n
." 
（
五
二
） 
W
alter C
u
rt B
eh
ren
d
t, M
o
d
ern
 B
u
ild
in
g: Its N
atu
re, P
ro
b
lem
s, an
d
 
F
o
rm
s, N
ew
 Y
o
rk
, H
arco
u
rt, B
race an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
3
7
. 
（
五
三
） 
V
an
 W
yck
 B
ro
o
k
s, A
m
erica's C
o
m
in
g
―o
f
―A
ge, N
ew
 Y
o
rk
, B
. W
. 
H
u
eb
sch
, 1
9
1
5
, p
.9
. –
 "th
e cu
rren
t o
f catch
p
en
n
y o
p
p
o
rtu
n
ism
" 
（
五
四
） 
前
注
参
照
。 
（
五
五
） Ib
id
., p
.7
9
. –
 "B
o
th
 q
u
alities h
e [E
m
erso
n
] h
em
self p
o
ssessed
 in
 a 
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h
ig
h
 d
eg
ree, as o
n
ly an
 A
m
erican
 can
;" 
（
五
六
） Ib
id
., p
.4
0
. –
 "W
ith
 th
e d
eath
 o
f E
m
erso
n
, L
o
w
ell, H
o
les an
d
 th
eir 
g
ro
u
p
 so
m
eth
in
g
 in
 th
e A
m
erican
 m
in
d
 really d
id
 co
m
e to
 an
 en
d
." 
（
五
七
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, G
o
ld
en
 D
ay: A
 S
tu
d
y in
 A
m
erican
 E
xp
erien
ce an
d
 
C
u
ltu
re, N
ew
 Y
o
rk
, H
o
race L
iverig
h
t, 1
9
2
6
. 
 
（
五
八
） 
前
掲 
id
em
., T
h
e B
ro
w
n
 D
ecad
es: A
 S
tu
d
y o
f th
e A
rts in
 A
m
erica 
1
8
6
5
―1
8
9
5
, N
ew
 Y
o
rk
, H
arco
u
rt, B
race an
d
 C
o
m
p
an
y, 1
9
3
1
. 
（
五
九
） 
V
ern
o
n
 L
o
u
is P
arrin
g
to
n
, M
ain
 C
u
rren
ts in
 A
m
erican
 T
h
o
u
g
h
t: A
n
 
In
terp
retatio
n
 o
f A
m
erican
 L
iteratu
re fro
m
 th
e B
egin
n
in
gs to 1
9
2
0
, 3
 
vo
ls., N
ew
 Y
o
rk
, H
arco
u
rt B
race Jo
van
o
vich
, 1
9
2
7
. 
（
六
〇
） Ib
id
., V
o
l.2
, p
.3
7
9
. –
 "T
h
e tran
scen
d
en
tal m
o
vem
en
t th
at m
ark
ed
 th
e 
fu
ll flo
w
erin
g
 o
f th
e N
ew
 E
n
g
lan
d
 ren
aissan
ce
" 
（
六
一
） 
V
an
 W
yck
 B
ro
o
k
s, F
lo
w
erin
g
, p
.4
6
7
. –
 "fru
its o
f th
is m
o
ral so
lid
arity" 
（
六
二
） Ib
id
., p
.3
0
7
. –
 "S
h
ip
―b
u
ild
in
g
 fo
llo
w
ed
 th
e law
s o
f fitn
ess:" 
（
六
三
） Ib
id
., p
.4
5
1
. –
 "It w
as h
e w
h
o
 su
rp
rised
 th
e B
o
sto
n
 P
eo
p
le b
y 
p
raisin
g
 th
e clip
p
er
―sh
ip
 as a w
o
rk
 o
f art." 
（
六
四
） Ib
id
., p
.4
5
2
. –
 "th
e tru
e w
ay to
 fo
llo
w
 th
e G
reek
s w
as n
o
t to
 
tran
sp
lan
t th
eir fo
rm
s, 
… b
u
t to
 accep
t th
eir p
rin
cip
les an
d
 b
u
ild
 fro
m
 th
e 
n
eed
s o
f o
n
e's o
w
n
 clim
ate an
d
 co
u
try. T
h
is w
as th
e stren
g
th
 o
f th
e 
clip
p
er
―sh
ip
, th
e typ
e o
f w
h
at o
u
r arch
itectu
re sh
o
u
ld
 b
e. It p
erfectly 
fu
lfilled
 its n
atu
ral fu
n
ctio
n
. A
ll its d
etails w
ere o
rg
an
ic. N
atu
re p
ro
vid
es a 
fo
rm
 fo
r every fu
n
ctio
n
; 
… In
stead
 o
f ad
o
p
tin
g
 th
e o
u
tw
ard
 sh
ap
e first, fo
r 
th
e sak
e o
f th
e eye o
r o
f asso
ciatio
n
, w
ith
o
u
t referen
ce to
 th
e in
n
er 
d
istrib
u
tio
n
, fo
rcin
g
 th
e fu
n
ctio
n
s in
to
 a g
en
eral fo
rm
, o
n
e sh
o
u
ld
 b
eg
in
 
w
ith
 th
e h
eart an
d
 w
o
rk
 o
u
tw
ard
s. 
（
六
五
） Ib
id
. –
 "th
is 'fu
n
ctio
n
al' th
eo
ry, w
h
ich
 G
reen
o
u
g
h
 p
reach
ed
 u
p
 an
d
 
d
o
w
n
 th
e co
u
n
try," 
（
六
六
） Ib
id
., p
.4
5
3
 n
. –
 "L
o
u
is S
u
llivan
's p
h
rase, 'F
o
rm
 fo
llo
w
s fu
n
ctio
n
, 
fu
n
ctio
n
 creates fo
rm
,' an
d
 th
e w
ritin
g
s o
f L
ew
is M
u
m
fo
rd
." 
（
六
七
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, V
o
m
 B
lo
ckh
au
s zu
m
 W
o
lken
kratzer: E
in
e S
tu
d
ie 
über am
erikanische A
rch
itektu
r u
n
d
 Z
ivilisatio
n
, M
. M
au
th
n
er, tran
s., 
B
erlin
, B
ru
n
o
 C
assier, 1
9
2
6
. 
（
六
八
） 
D
o
n
ald
 L
. M
iller, L
ew
is M
u
m
fo
rd
: A
 L
ife
, N
ew
 Y
o
rk
, G
ro
ve P
ress, 
1
9
8
9
, p
.4
2
9
. 
（
六
九
） 
B
eh
ren
d
t, o
p
.cit., p
p
.1
0
5
―1
3
9
. –
 "T
h
e R
o
le o
f A
m
erica" 
（
七
〇
） Ib
id
., p
.9
9
. –
 "th
e exam
p
le o
f A
m
erica th
at g
ave d
ecisive im
p
u
lse to
 
th
e G
erm
an
 arch
itects" 
（
七
一
） Ib
id
., p
.1
0
5
. –
 "far ah
ead
 o
f th
e A
rt N
o
u
veau
 m
o
vem
en
t, an
d
 also
 in
 
p
art in
d
ep
en
d
en
t o
f th
e A
rts
―an
d
―C
rafts m
o
vem
en
t in
 E
n
lan
d
" 
（
七
二
） Ib
id
. –
 "early effo
rts at re
―th
in
kin
g
 th
e b
asic p
ro
b
lem
s o
f b
u
ild
in
g
," 
（
七
三
） Ib
id
., p
.8
0
. 
（
七
四
） Ib
id
., p
.1
0
6
. –
 "R
ich
ard
so
n
: F
o
u
n
d
er o
f a N
ew
 A
m
erican
 V
ern
acu
lar" 
（
七
五
） Ib
id
., p
.1
1
3
. –
 "L
o
u
is S
u
llivan
: T
h
e F
o
u
n
d
er o
f a N
ew
 T
h
eo
ry" 
（
七
六
） Ib
id
., p
.1
2
6
. –
 "F
ran
k
 L
lo
yd
 W
rig
h
t: F
o
u
n
d
er o
f an
 O
rg
an
ic 
A
rch
itectu
re" 
（
七
七
） Ib
id
., p
.1
0
5
. –
 "th
ere w
as n
o
t, in
 A
m
erica, a m
o
vem
en
t co
n
tin
u
ed
 
fro
m
 g
en
eratio
n
 to
 g
en
eratio
n
," 
（
七
八
） Ib
id
., p
.1
0
6
 –
 "h
is realistic sen
se" 
（
七
九
） Ib
id
. –
 "a real b
u
ild
er rath
er th
an
 a d
raftsm
an
 an
d
 d
esig
n
er" 
（
八
〇
） Ib
id
., p
.1
1
5
. –
 "it w
as th
e Z
eitgeist, in
d
eed
" 
（
八
一
） Ib
id
., p
.1
1
6
. –
 "T
h
e essen
ce o
f th
is fu
n
ctio
n
alist th
eo
ry" 
（
八
二
） Ib
id
. –
 "H
ere it w
as th
at H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
, th
e scu
lp
to
r, as early as 
th
e fo
rties h
ad
 set fo
rth
 in
 h
is lectu
res an
d
 w
ritin
g
s a p
rin
cip
le o
f stru
ctu
re 
revealed
 to
 h
im
 in
 n
atu
re:" 
（
八
三
） Ib
id
. –
 "It m
ig
h
t w
ell b
e th
at S
u
llivan
 b
reath
ed
 it in
 as a b
o
y, w
h
en
 h
e 
lived
 in
 B
o
sto
n
." 
（
八
四
） Ib
id
., p
.1
1
7
. –
 " it w
as left to
 th
e fo
llo
w
in
g
 g
en
eratio
n
 to
 tie th
ese 
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elem
en
ts to
g
eth
er, an
d
 it w
as L
o
u
is S
u
llivan
 w
h
o
 
… first su
cceed
ed
 in
 
settin
g
 fo
rth
 b
o
th
 b
y p
recep
t an
d
 b
y exam
p
le a n
ew
 th
eo
ry o
f o
rg
an
ic 
b
u
ild
in
g
." 
（
八
五
）M
u
m
fo
rd
, A
rt an
d
 T
ech
n
ics, p
.1
1
6
. 
（
八
六
） 
D
o
n
ald
 M
acR
ae, "E
m
erso
n
 an
d
 th
e A
rts," T
h
e A
rt B
u
lletin
, V
o
l.2
0
, 
N
o
.1
, M
ar. 1
9
3
8
, p
.7
8
―9
5
. 
（
八
七
） 
Ib
id
., p
.8
5
. –
 "h
e is to
 th
eo
rize, w
ith
 th
e h
elp
 o
f H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
 
an
d
 S
am
u
el G
. W
ard
, u
p
o
n
 fu
n
ctio
n
alism
, u
p
o
n
 th
e b
eau
ty o
f stern
 
n
ecessity in
 b
u
ild
in
g
," 
（
八
八
） 
Ib
id
., p
.7
9
. –
 "A
rt can
 n
ever m
atch
 th
e lu
xu
ry an
d
 su
p
erflu
ity o
f 
N
atu
re" 
（
八
九
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
 d
escrib
ed
 n
atu
re n
o
t as n
atu
re, b
u
t o
n
ly n
atu
re as 
R
u
sk
in
 p
ain
ted
 h
er" 
（
九
〇
） 
Ib
id
. –
 "d
isap
p
o
in
ted
 in
 n
o
t fin
d
in
g
 it a m
o
re o
u
t
―o
f
―d
o
o
rs b
o
o
k
" 
（
九
一
） 
Ib
id
., p
.9
4
. –
 "H
e b
elo
n
g
ed
 to
 n
o
 factio
n
 in
 th
e B
attle o
f th
e S
tyles." 
（
九
二
） 
Ib
id
. –
 "h
e sim
p
ly saw
 arch
itectu
re as an
o
th
er exp
ressio
n
 o
f m
an
's 
b
est n
atu
re, very freq
u
en
tly w
o
rth
y o
f h
im
." 
（
九
三
） 
Ib
id
. –
 "T
h
ere is n
o
 reaso
n
 fo
r b
elievin
g
 th
at h
e b
u
ilt an
y th
eo
ry 
aro
u
n
d
 an
 id
ea o
f arch
itectu
re as a 
“sym
b
o
l,
” w
h
ich
 w
as th
e sp
o
rt o
f th
e 
P
u
g
in
s an
d
 th
e R
u
sk
in
s;" 
（
九
四
） 
M
atth
iessen
, op
.cit.; V
ivian
 C
o
n
stan
ce H
o
p
k
in
s, S
p
ires o
f F
o
rm
: A
 
S
tu
d
y o
f E
m
erso
n
's A
esth
etic T
h
eo
ry
, C
am
b
rid
g
e, M
ass., H
arvard
 
U
n
iversity P
ress, 1
9
5
1
; C
h
arles R
eid
 M
etzg
er, E
m
erso
n
 an
d
 G
reen
o
u
gh
: 
T
ran
scen
d
en
tal P
io
n
eers o
f an
 A
m
erican
 E
sth
etic, B
erk
eley, U
n
iversity o
f 
C
alifo
rn
ia P
ress, 1
9
5
4
. 
（
九
五
） 
M
atth
essen
, o
p
.cit., p
.xv –
 "L
o
u
is S
u
llivan
, w
h
o
 fo
u
n
d
 a g
reat 
stim
u
lu
s fo
r h
is arch
itectu
re in
 th
e fu
n
ctio
n
alism
 o
f W
h
itm
an
." 
（
九
六
） Ib
id
., p
.5
9
4
. –
 "H
e cam
e to
 th
in
k n
o
t ju
st o
f sep
arate p
o
em
s b
u
t o
f 
h
is w
h
o
le b
o
o
k
 as an
 o
rg
an
ism
, an
d
 to
 co
n
tem
p
late th
e fin
ish
ed
 w
o
rk
 w
ith
 
th
e h
o
p
e th
at th
e w
h
o
le w
as m
o
re th
an
 th
e ab
stract su
m
 o
f its p
arts, a 
co
n
crete en
tity in
cap
ab
le o
f d
issectio
n
." 
（
九
七
） Ib
id
., –
 "o
p
en
 p
rin
cip
les o
f n
atu
re" 
（
九
八
） Ib
id
. –
 "A
n
d
 m
an
 an
d
 art w
ith
 N
atu
re fu
sed
 ag
ain
." 
（
九
九
） Ib
id
., p
.1
3
6
. –
 "G
reen
o
u
g
h
's g
rasp
 o
f tech
n
ical d
etails allo
w
ed
 h
im
 to
 
carry th
e d
iscu
ssio
n
 o
f th
e o
rg
an
ic n
atu
re o
f arch
itectu
re to
 o
rd
ered
 
co
n
clu
sio
n
s b
eyo
n
d
 E
m
erso
n
's sco
p
e." 
（
一
〇
〇
） Ib
id
., p
.1
4
9
. –
 " m
o
re exactin
g
 co
n
cern
 w
ith
 d
etails" 
（
一
〇
一
） Ib
id
. –
 "
… p
o
in
ted
 d
irectly to
 th
e lin
e th
at h
as b
een
 taken
 b
y F
ran
k
 
L
lo
yd
 W
rig
h
t an
d
 th
e fu
n
ctio
n
al sch
o
o
l." 
（
一
〇
二
） 
N
an
cy W
yn
n
e an
d
 B
eau
m
o
n
t N
ew
h
all, "H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
: H
erald
 
o
f F
u
n
ctio
n
alism
," M
agazin
e of A
rt, Jan
. 1
9
3
9
, V
o
l.3
2
, N
o
.1
, p
p
.1
2
―1
5
. 
（
一
〇
三
） 
Jo
sep
h
 A
u
g
u
st L
u
x, In
gen
ieu
r
―Ä
sthetik
, M
ün
chen
, G
. L
am
m
ers, 
1
9
1
0
. 
（
一
〇
四
） 
W
yn
n
e an
d
 N
ew
h
all, o
p
.cit., p
.1
2
. –
 "an
 esth
etic so
 revo
lu
tio
n
ary 
th
at n
o
t u
n
til th
e last few
 years, th
ro
u
g
h
 th
e effo
rts o
f su
ch
 m
asters o
f 
m
o
d
ern
 arch
itectu
re as L
o
u
is S
u
llivan
, F
ran
k L
lo
yd
 W
rig
h
t, A
d
o
lf L
o
o
s, 
W
alter G
ro
p
iu
s an
d
 L
e C
o
rb
u
iser, h
ave its id
eals b
een
 fu
lly realized
." 
（
一
〇
五
） 
Ib
id
.,p
.1
5
. –
 "B
y b
eau
ty I m
ean
 th
e p
ro
m
ise o
f fu
n
ctio
n
. B
y actio
n
 I 
m
ean
 th
e p
resen
ce o
f fu
n
ctio
n
. B
y ch
aracter I m
ean
 th
e reco
rd
 o
f 
fu
n
ctio
n
." 
（
一
〇
六
） 
Ib
id
., p
.1
5
. –
 "T
h
e m
en
 w
h
o
 h
ave red
u
ce
d
 lo
co
m
o
tio
n
 to
 its 
sim
p
lest term
s, in
 th
e tro
ttin
g
 w
ag
o
n
 an
d
 th
e yach
t A
m
erica are n
earer to
 
A
th
en
s at th
is m
o
m
en
t th
an
 th
ey w
h
o
 w
o
u
ld
 b
en
d
 th
e G
reek tem
p
le to
 
every u
se" 
（
一
〇
七
） 
Ib
id
.,p
.1
3
. –
 "th
e severe m
asses an
d
 vo
lu
m
es, th
e lig
h
t an
d
 
sen
sitive p
ro
p
o
rtio
n
s, an
d
 th
e d
irect w
o
rk
m
an
sh
ip
 h
e w
o
rsh
ip
p
ed
 in
 th
e 
an
cien
t G
reek" 
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（
一
〇
八
） 
Ib
id
. –
 "R
u
sk
in
 fo
u
n
d
 it n
ecessary to
 cru
sh
 o
n
e M
r. G
arb
ett," 
（
一
〇
九
） 
Ib
id
. –
 " M
r. G
arb
ett, w
h
o
se T
reatise o
n
 D
esign
, 1
8
5
0
, n
o
t o
n
ly 
attack
ed
 th
e S
to
n
es o
f V
en
ice b
u
t u
p
h
eld
 a h
eresy sim
ilar to
 G
reen
o
u
g
h
's." 
（
一
一
〇
） 
B
eau
m
o
n
t N
ew
h
all, F
o
cu
s: M
em
o
irs o
f a L
ife in
 P
h
o
to
grap
h
y
, 
B
o
sto
n
, T
ro
n
to
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, B
u
lfin
ch
 P
ress, 1
9
9
3
, p
.2
5
1
. 
（
一
一
一
） 
B
eau
m
o
n
t N
ew
h
all, "B
ib
lio
g
rap
h
y o
f B
au
h
au
s P
u
b
licatio
n
s," 
B
au
h
au
s 1
9
1
9
―1
9
2
8
, H
erb
ert B
ayer, W
alter G
ro
p
iu
s an
d
 Ise G
ro
p
iu
s, 
ed
s., N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 1
9
3
8
, p
p
.2
2
2
―2
2
3
. 
（
一
一
二
） 
H
en
ry
―R
u
ssell H
itch
co
ck, A
rch
itectu
re: N
in
eteen
th
 an
d
 T
w
en
tieth
 
C
en
tu
ries, 4
th
 ed
itio
n
, N
ew
 H
aven
 an
d
 L
o
n
d
o
n
, Y
ale U
n
iversity P
ress, 
1
9
7
7
, p
.5
9
9
. 
（
一
一
三
） 
L
ew
is M
u
m
fo
rd
, "T
h
e A
rt G
alleries," T
h
e N
ew
 Y
o
rker, 3
 A
p
r. 1
9
3
7
, 
p
.4
0
. 
（
一
一
四
） 
N
ew
h
all, F
o
cu
s, p
.5
4
. 
（
一
一
五
） P
h
o
to
grap
h
y 1
8
3
9
―1
9
3
7
, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 
1
9
3
7
, p
.4
1
. –
 "p
h
o
to
g
rap
h
y sh
o
u
ld
 b
e exam
in
ed
 in
 term
s o
f th
e o
p
tical 
an
d
 ch
em
ical law
s w
h
ich
 g
o
vern
 its p
ro
d
u
ctio
n
" 
（
一
一
六
）B
eau
m
o
n
t N
ew
h
all, T
h
e H
isto
ry o
f P
h
o
to
grap
h
y
, N
ew
 Y
o
rk
, T
h
e 
M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 1
9
6
4
, p
.9
7
. –
 "E
m
erso
n
 laid
 b
eo
re h
is au
d
ien
ce a 
th
eo
ry o
f art b
ased
 o
n
 scien
tific p
rin
cip
les." 
（
一
一
七
）P
h
o
to
grap
h
y 1
8
3
9
―1
9
3
7
, p
.7
1
. –
 "Ju
st as in
 G
erm
an
y, th
e fu
n
ctio
n
al 
sp
irit cau
g
h
t h
o
ld
 o
f th
e yo
u
n
g
er g
en
eratio
n
 o
f A
m
erican
 p
h
o
to
g
rap
h
er." 
（
一
一
八
） 
W
yn
n
e an
d
 N
ew
h
all, o
p
.cit., p
.1
3
. –
 "th
e m
erit w
h
ich
 a p
erfect 
en
g
in
e p
o
ssesses can
 req
u
ire n
o
 su
p
erflu
o
u
s d
eco
ratio
n
: th
e elem
en
ts o
f 
co
n
stru
ctio
n
 are su
fficien
t fo
r b
eau
ty
." 
（
一
一
九
） 
S
ieg
fried
 G
ied
io
n
, S
p
ace, T
im
e an
d
 A
rch
itectu
re
, C
am
b
rid
g
e, 
M
ass., H
arvard
 U
n
iversity P
ress, 1
9
4
1
, p
p
.1
5
0
, 5
9
4
. 
（
一
二
〇
） Ib
id
., p
.2
1
5
. –
 "T
h
e In
terrelatio
n
s o
f A
rch
itectu
re an
d
 
E
n
g
in
eerin
g
" 
（
一
二
一
） 
T
alb
o
t F
au
lk
n
er H
am
lin
, "T
h
e G
reek R
evival in
 A
m
erica an
d
 S
o
m
e 
o
f Its C
ritics," T
h
e A
rt B
u
lletin
, V
o
l.2
4
, N
o
.3
, S
ep
. 1
9
4
2
, p
p
.2
4
4
―2
5
8
. 
（
一
二
二
） 
Ib
id
., p
.2
5
1
. –
 "th
e p
rin
cip
le o
f fitn
ess w
ith
 th
e accep
tan
ce o
f 
sen
tim
en
t o
r asso
ciatio
n
 as a b
asis o
f b
eau
ty" 
（
一
二
三
） 
Ib
id
., p
.2
5
6
. –
 "M
u
ch
 o
f w
h
at m
ay b
e co
n
sid
ered
 m
o
st valu
ab
le an
d
 
p
erm
an
en
t in
 A
m
erican
 arch
itectu
ral trad
itio
n
 g
o
es b
ack to
 it 
―a sen
se o
f 
carefu
l fo
rm
, a search
 fo
r d
ig
n
ity, a d
evo
tio
n
 to
 a kin
d
 o
f ratio
n
al 
sim
p
licity." 
（
一
二
四
） 
Ib
id
., p
.2
5
3
. –
 "G
reen
o
u
g
h
 h
as h
ere an
ticip
ated
 th
e th
in
k
in
g
, even
 
th
e very w
o
rd
s an
d
 m
eth
o
d
s, o
f th
e arch
itectu
ral critics an
d
 w
riters w
h
o
, 
alm
o
st a cen
tu
ry later, w
ill u
sh
er in
 th
e n
ew
 d
ay o
f tw
en
tieth
―cen
tu
ry 
d
esig
n
 w
h
ich
 w
as to
 d
evelo
p
 after th
e F
irst W
o
rld
 W
ar." 
（
一
二
五
） 
K
im
b
all an
d
 E
d
g
ell, o
p
.cit., p
.5
4
1
. –
 "th
e co
lo
n
ial style, w
h
atever 
its m
erits, w
as p
ro
vin
cial," 
（
一
二
六
） Ib
id
. –
 "an
d
 th
ey so
u
g
h
t to
 estab
lish
 an
 arch
itectu
re w
o
rth
y o
f th
e 
n
ew
, so
vereig
n
, rep
u
b
lican
 S
tates an
d
 o
f th
e g
reat n
atio
n
 so
o
n
 w
eld
ed
 fro
m
 
th
em
. In
 all typ
es o
f b
u
ild
in
g
s co
n
n
ected
 w
ith
 p
o
litical an
d
 so
cial 
in
stitu
tio
n
s," 
（
一
二
七
） Ib
id
. –
 "m
o
reo
ver, th
e rep
u
b
lican
 an
d
 h
u
m
an
itarian
 id
eals o
f 
A
m
erica d
em
an
d
ed
 so
lu
tio
n
s very d
ifferen
t fro
m
 th
o
se w
h
ich
 w
ere 
trad
itio
n
al in
 E
u
ro
p
e" 
（
一
二
八
） Ib
id
. –
 "th
e an
cien
ts, in
 w
h
o
se rep
u
b
lics th
e n
ew
 S
tates w
ere felt to
 
h
ave th
eir clo
sest an
alo
g
y
" 
（
一
二
九
） Ib
id
., p
.5
4
2
. –
 "E
n
g
in
eers, b
u
ild
ers, an
d
 am
ateu
rs, b
o
th
 o
f n
ative 
an
d
 o
f fo
reig
n
 b
irth
, u
n
ited
 to
 in
fu
se th
em
 w
ith
 larg
en
ess o
f scale an
d
 
acad
em
ic ch
aracter." 
（
一
三
〇
） Ib
id
., p
.5
5
9
. –
 "th
u
s th
e fo
u
n
d
ers o
f th
e rep
u
b
lic m
ig
h
t seem
 fo
r 
th
e m
o
m
en
t to
 h
ave ach
ieved
 th
eir aim
 o
f estab
lish
in
g
 classical 
 
  
413  
 
 
arch
itectu
re as a p
erm
an
en
t n
atio
n
al style." 
（
一
三
一
） Ib
id
., p
.5
5
8
. –
 " literally co
p
ied
 fro
m
 th
e R
o
m
an
 th
erm
ae, alm
o
st 
d
evo
id
 o
f p
ractical fu
n
ctio
n
s" 
（
一
三
二
） Ib
id
., p
.5
6
0
. –
 "S
tru
ctu
ral p
u
rism
 w
as a q
u
ality o
f L
atro
b
e
's 
d
esig
n
s" 
（
一
三
三
） Ib
id
. –
 "T
h
e lesso
n
s o
f R
u
sk
in
 an
d
 V
io
llet
―le
―D
u
c" 
（
一
三
四
） 
K
im
b
all, A
m
erican
 A
rch
itectu
re, p
.1
4
. –
 "O
n
ly w
ith
 th
e fo
u
n
d
in
g
 
o
f th
e R
ep
u
b
lic d
o
es a creative sp
irit ap
p
ear, a n
ew
 sen
se o
f fo
rm
." 
（
一
三
五
） Ib
id
., p
.7
0
. –
 "train
ed
 in
 th
e law
, h
e d
em
an
d
ed
 lo
g
ical system
 in
 
th
o
u
g
h
t." 
（
一
三
六
） Ib
id
., p
.7
1
. –
 "H
o
w
ever artificial it m
ay seem
 to
 u
s, it h
ad
 in
 
co
m
m
o
n
 w
ith
 n
atu
re th
is su
p
p
o
sed
 law
fu
ln
ess an
d
 reaso
n
ab
len
ess," 
（
一
三
七
） Ib
id
. –
 "w
h
ich
 w
as d
o
u
b
tless w
h
at P
allad
io
 h
im
self felt w
h
en
 h
e 
w
ro
te: 'A
rch
itectu
re, th
e im
itato
r o
f N
atu
re.' H
ere w
as th
e relatio
n
 to
 
n
atu
ral law
, o
n
e o
f Jefferso
n
’ s fu
n
d
am
en
tal co
n
cep
tio
n
s." 
（
一
三
八
） 
T
alb
o
t H
am
lin
, A
m
erican
 S
p
irit, p
.1
2
6
. –
 "th
ere m
u
st h
ave b
een
 
n
o
t o
n
ly a g
ro
w
in
g
 p
o
p
u
lar in
terest in
 arch
itectu
re, b
u
t also
 a d
em
an
d
 o
n
 
th
e p
art o
f th
e m
ech
an
ics" 
（
一
三
九
） Ib
id
., p
.1
2
5
. –
 " th
e trad
itio
n
al in
stin
cts o
f n
ative craftsm
an
sh
ip
 
（
一
四
〇
） 
Id
em
., "G
reek
 R
evival," p
.2
5
0
. –
 "o
n
 th
e g
ro
u
n
d
s o
f lo
g
ic an
d
 
co
m
m
o
n
 sen
se" 
（
一
四
一
） Ib
id
., p
.2
5
2
. –
 "a sp
ecial, d
istin
ctive, n
ative A
m
erican
 style o
f 
arch
itectu
re" 
（
一
四
二
） Ib
id
., p
.2
5
3
. –
 "co
m
m
o
n
―sen
se, m
id
d
le
―o
f
―th
e
―ro
ad
 criticism
." 
（
一
四
三
） Ib
id
., p
.2
5
5
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。–
 "A
b
o
ve all, an
d
 m
o
st 
im
p
o
rtan
t, a sen
se o
f th
e in
teg
ratio
n
 o
f stru
ctu
re fo
rm
s w
ith
 u
se fo
rm
s an
d
 
ap
p
earan
ce fo
rm
s." 
（
一
四
四
） Ib
id
., p
.2
5
6
. –
 "M
u
ch
 o
f w
h
at m
ay b
e co
n
sid
ered
 m
o
st valu
ab
le an
d
 
p
erm
an
en
t in
 A
m
erican
 arch
itectu
ral trad
itio
n
 g
o
es b
ack to
 it —
a sen
se o
f 
carefu
l fo
rm
, a search
 fo
r d
ig
n
ity, a d
evo
tio
n
 to
 a kin
d
 o
f ratio
n
al 
sim
p
licity." 
（
一
四
五
） Ib
id
. –
 "co
m
p
lete sep
aratio
n
 o
f effect an
d
 co
n
stru
ctio
n
" 
（
一
四
六
） 
A
lb
ert T
en
 E
yck
 G
ard
n
er, Y
an
kee S
ton
ecu
tters: T
h
e F
irst A
m
erican
 
S
ch
o
o
l o
f S
cu
lp
tu
re, 1
8
0
0
―1
8
5
0
, N
ew
 Y
o
rk
, M
etro
p
o
litan
 M
u
seu
m
 o
f A
rt 
b
y C
o
lu
m
b
ia U
n
ivsersity P
ress, 1
9
4
5
. 
（
一
四
七
） Ib
id
., p
.3
9
. –
 "th
e d
eep
er tru
th
s o
f art an
d
 life" 
（
一
四
八
） Ib
id
. –
 "b
y far th
e m
o
st im
p
o
rtan
t m
an
" 
（
一
四
九
） 
E
aten
, o
p
.cit., p
.1
1
 n
. 
（
一
五
〇
） 
R
o
b
ert B
. S
h
affer, "E
m
erso
n
 an
d
 H
is C
ircle: A
d
vo
cates o
f 
F
u
n
ctio
n
alism
," Jo
u
rn
al o
f th
e S
o
ciety o
f A
rch
itectu
ral H
isto
rian
s, V
o
l.7
, 
N
o
l.3
/4
, Ju
l.
―D
ec. 1
9
4
8
, p
p
.1
7
―2
0
. 
（
一
五
一
） 
Ib
id
., p
.1
8
. –
 "m
o
re ad
vo
cated
 at th
e p
resen
t tim
e th
an
 in
 h
is d
ay." 
（
一
五
二
） 
Ib
id
. –
 "h
o
n
est co
n
stru
ctio
n
, tru
th
fu
lly exp
ressed
" 
（
一
五
三
） 
Ib
id
. –
 "fo
rm
 fo
llo
w
in
g
 fu
n
ctio
n
" 
（
一
五
四
） 
Ib
id
.,p
.2
0
. –
 "th
o
u
g
h
 lin
k
ed
 w
ith
 'N
atu
re,' seem
 actu
ally rath
er to
 
b
e d
erived
 fro
m
 th
e V
itru
vian
 co
n
cep
ts o
f firm
itas an
d
 u
tilitas," 
（
一
五
五
） 
Ib
id
., p
.1
8
 n
.1
3
. –
 "It is o
d
d
 th
at th
is p
assag
e sh
o
u
ld
 h
ave b
een
 
ch
o
sen
 fo
r p
u
b
licatio
n
 in
 a p
erio
d
ical d
evo
ted
 to
 fu
rth
erin
g
 th
e G
o
th
ic 
R
evival acco
rd
in
g
 to
 R
u
sk
in
. 
 
（
一
五
六
） 
Ib
id
., p
.2
0
. –
 "th
ese m
en
 w
ere n
o
t m
o
re h
eed
ed
 b
y th
eir 
co
n
tem
p
o
raries." 
（
一
五
七
） 
Ib
id
. –
 "th
e tw
en
tieth
 cen
tu
ry read
er is in
clin
ed
 to
 reg
ret" 
（
一
五
八
） 
W
. R
. T
aylo
r, "R
eview
: F
o
rm
 an
d
 F
u
n
ctio
n
," T
h
e N
ew
 E
n
glan
d
 
Q
u
arterly, V
o
l.2
2
, N
o
.2
, Ju
n
. 1
9
4
9
, p
p
.2
6
4
―2
6
6
. 
（
一
五
九
） 
Ib
id
, p
.2
6
5
. –
 "E
vid
en
ce 
… o
f th
e u
sab
ility o
f th
e A
m
erican
 P
ast, 
an
d
 o
f th
e w
ay in
 w
h
ich
 th
is P
ast is co
n
stan
tly b
ein
g
 rein
terp
reted
 to
 serve 
ch
an
g
in
g
 n
eed
s." 
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（
一
六
〇
） 
F
itch
, A
m
erican
 B
u
ild
in
g
, p
.2
3
.  
–
 "A
lw
ays a veh
icle o
f p
ro
g
ress, th
e C
lassic h
ad
 b
eco
m
e an
 in
stru
m
en
t 
o
f o
u
trig
h
t revo
lu
tio
n
. T
h
e R
o
m
e w
h
ich
 in
sp
ired
 C
h
risto
p
h
er W
ren
 w
as 
n
o
t th
e R
o
m
e w
h
ich
 fired
 D
avid
; th
e G
reece o
f A
n
g
elica K
au
ffm
an
n
 
w
as far d
ifferen
t fro
m
 th
at o
f H
o
ratio
 G
reen
o
u
g
h
; an
d
 in
terstellar sp
ace 
d
ivid
ed
 th
e C
lassic w
o
rld
 o
f Jefferso
n
 fro
m
 th
at o
f th
e d
icta
to
r 
N
ap
o
leo
n
." 
   
結
語 
 
（
一
） 
A
d
o
lf L
o
o
s, "O
rn
am
en
t u
n
d
 V
erb
rech
en
," D
er S
tru
m
, V
o
l.1
, N
o
.6
, 7
 
A
p
r. 1
9
1
0
, p
.4
4
.  
   
補
論 
 
（
一
） 
初
版
は 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, 
E
ld
er &
 C
o
., 1
9
4
9
. 
（
二
） 
図
は
正
規
版
初
版
表
紙
（
東
京
大
学
工
学
・
情
報
理
工
学
図
書
館
工
１
号
館
図
書
室
Ｂ
（
建
築
学
）
所
蔵
）
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
。 
（
三
） 
"T
h
e S
even
 L
am
p
s," T
h
e C
raftsm
an
, V
o
l.1
, N
o
.2
, N
o
v. 1
9
0
1
, p
p
.4
6
―4
8
. 
（
四
） 
Ib
id
., p
.4
6
. 
な
お
以
下
の
論
考
に
お
い
て
は
、
翻
訳
は
す
べ
て
論
者
に
よ
る
。
ま
た
、
注
の
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
原
文
掲
載
に
つ
い
て
は
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
と
す
る
。 
（
五
） 
同
前
。 
（
六
） 
M
ich
ael W
h
eeler., R
u
skin
's G
o
d
, C
am
b
rid
g
e, U
K
 an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, 
C
am
b
rid
g
e U
n
iversity P
ress, 1
9
9
9
 
お
よ
び
、C
yn
th
ia J. G
am
b
le, P
ro
u
st as 
In
terp
reter o
f R
u
skin
: T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f T
ran
slatio
n
, B
irm
in
g
h
am
, 
S
u
m
m
a P
u
b
licatio
n
s, 2
0
0
2
 
等
。 
 
 
 
 
な
お
、
前
者
著
作
は
『
七
燈
』
と
メ
ノ
ラ
ー
の
類
推
関
係
に
対
しM
arg
aret 
B
ark
er, T
h
e G
ate o
f H
eaven
: T
h
e H
isto
ry an
d
 S
ym
b
o
lism
 o
f th
e T
em
p
le in
 
Jeru
salem
, L
o
n
d
o
n
, S
P
C
K
, 1
9
9
1
 
の
九
〇
―
九
五
ペ
―
ジ
の
参
照
を
注
に
指
示
し
て
い
る
が
（
七
三
頁
）、
こ
の
参
照
箇
所
は
『
七
燈
』
が
メ
ノ
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
参
照
で
は
な
く
、
メ
ノ
ラ
ー
自
体
の
教
義
的
解
釈
へ
の
参
照
で
あ
る
。 
（
七
） 
白
石
博
三
『
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
と
の
建
築
論
的
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
三
年
）
お
よ
び
、
同
「
美
と
力
：
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
灯
』
に
関
す
る
研
究
」（『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
五
四
巻
、
一
九
五
六
年
）。 
（
八
） 
「
美
と
力
：
ラ
ス
キ
ン
の
『
建
築
の
七
灯
』
に
関
す
る
研
究
」、
七
五
七
頁
。『
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
と
の
建
築
論
的
研
究
』、
二
九
頁
も
参
照
の
こ
と
。 
（
九
） 
『
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
と
の
建
築
論
的
研
究
』、
二
九
頁
。 
（
一
〇
） Ib
id
., p
.3
0
. 
（
一
一
） 
C
o
rn
elis J. B
aljo
n
, "In
terp
retin
g
 R
u
sk
in
," T
h
e Jo
u
rn
al of A
esth
etics 
an
d
 A
rt C
riticism
, V
o
l.5
5
, N
o
.4
, 1
9
9
7
, p
.4
0
2
 
お
よ
び id
em
, "T
h
e S
tru
ctu
re 
o
f A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry: A
 S
tu
d
y o
f S
o
m
e W
ritin
g
s b
y G
o
ttfried
 S
em
p
er, 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, an
d
 C
h
risto
p
h
er A
lexan
d
er," L
eid
en
, 1
9
9
3
, p
.1
9
9
 
。
図
版
は
後
者
よ
り
。 
（
一
二
） 
Id
em
., "In
terp
retin
g
 R
u
sk
in
," p
.4
0
1
. 
（
一
三
） 
D
avid
 S
m
ith
 C
ap
o
n
, A
rch
itectu
ral T
h
eo
ry, V
o
lu
m
e O
n
e: T
h
e 
V
itru
vian
 F
allacy: A
 H
isto
ry o
f th
e C
atego
ries in
 A
rch
itectu
ral P
h
ilo
so
p
h
y
, 
C
h
ich
ester an
d
 N
ew
 Y
o
rk
, Jo
h
n
 W
iley, 1
9
9
9
, p
.1
9
9
. 
（
一
四
） Ib
id
., p
.1
6
4
.  
（
一
五
） Ib
id
., p
.1
6
5
.  
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（
一
六
） Ib
id
., p
.1
6
4
.  
（
一
七
） 
陳
德
如
『
建
築
的
七
盞
明
燈
：
浅
談
羅
斯
金
的
建
築
思
維
』、
臺
灣
商
務
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
頁
。 
（
一
八
） Ib
id
., p
.1
5
4
.
。 
（
一
九
） 
L
esley H
ig
g
in
s, "'C
h
am
eleo
n
' W
o
rd
s: G
en
d
er In
flectio
n
s in
 R
u
sk
in
's 
A
esth
etic an
d
 S
o
cio
lo
g
ical D
isco
u
rses," T
h
e Jo
u
rn
al o
f P
re
―R
ap
h
aelite 
S
tu
d
ies, N
ew
 S
eries, V
o
l. 1
1
, F
all 2
0
0
2
, p
p
.5
―3
2
. 
（
二
〇
） 
Ib
id
., p
.1
9
. 
（
二
一
） 
Ib
id
. 
（
二
二
） 
Ib
id
. 
（
二
三
） 
ラ
テ
ン
語
と
英
語
の
七
燈
同
士
の
関
係
に
疑
問
を
呈
し
た
初
期
批
評
は
以
下
の
二
点
。 
「
エ
ン
ボ
ス
の
表
紙
に
は
七
つ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
が
あ
り
、R
elig
io
、
O
b
servan
tia
、A
u
cto
ritas
、O
b
ed
ien
tia
、M
em
o
ria
、S
p
iritu
s
の
七
つ
の
ラ
テ
ン
語
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
先
述
の
七
つ
と
同
じ
も
の
と
と
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
ラ
テ
ン
語
は
そ
の
ど
の
英
語
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
、
同
じ
数
の
別
の
ラ
ン
プ
と
考
え
て
い
い
の
か
。
ラ
ス
キ
ン
氏
は
新
し
い
教
会
史
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
新
し
い
ラ
テ
ン
語
を
用
い
る
文
壇
を
支
持
す
る
目
的
が
あ
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
前
者[
「
後
者
」
の
誤
り
か]
の
推
測
が
正
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
著
作
自
体
が
関
係
す
る
優
れ
た
建
築
の
た
め
の
七
要
素
は
、
七
つ
の
英
語
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」（T
h
e R
am
b
ler, 4
 Ju
ly 1
8
4
9
, 
p
p
.1
9
3
―2
0
1
） 
「
本
文
中
に
あ
る
の
はS
acrifice
、T
ru
th
、P
o
w
er
、B
eau
ty
、L
ife
、
M
em
o
ry
、O
b
ed
ien
ce
の
七
つ
だ
が
、
本
書
表
紙
に
は
他
にR
elig
io
、
O
b
servan
tia
、A
u
cto
ritas
、F
id
es
、O
b
ed
ien
tia
、M
em
o
ria
、S
p
iritu
s
の
七
つ
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
最
後
の
三
つ
は
先
に
挙
げ
た
グ
ル
ー
プ
の
最
後
の
三
つ
に
対
応
す
る
も
の
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
他
の
四
つ
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
辿
り
づ
ら
い
。」（F
razer's M
agazin
e, F
eb
 
1
8
5
0
, p
p
.1
5
1
―9
） 
 
 
 
な
お
、『
七
燈
』
出
版
直
後
に
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
に
言
及
し
た
記
事
に
は
、
他
に
以
下
の
二
点
が
あ
る
。 
「
そ
し
て
こ
の
著
者
は
そ
れ
ら
をth
e lam
p
 o
f S
acrifice
、th
e lam
p
 o
f 
T
ru
th
、th
e lam
p
 o
f P
o
w
er
、th
e lam
p
 o
f B
eau
ty
、th
e lam
p
 o
f L
ife
、th
e 
lam
p
 o
f M
em
o
ry
、th
e lam
p
 o
f O
b
ed
ien
ce
と
名
付
け
た
。
あ
る
い
は
、
本
書
表
紙
で
はR
elig
io
、O
b
servan
tia
、A
u
cto
ritas
、F
id
es
、O
b
ed
ien
tia
、
M
em
o
ria
、S
p
iritu
s
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
調
子
は
こ
こ
か
ら
大
体
推
測
さ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
住
宅
の
特
性
を
判
断
で
き
る
か
も
し
れ
な
．
．
．
．
．
い．
、
ひ
と
つ
の
煉
瓦
な
の
で
あ
る
。」（
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。T
h
e 
B
u
ild
er, 1
9
 M
ay 1
8
4
9
, p
.2
2
9
） 
「
そ
う
し
て
、
人
目
を
ひ
く
、
本
書
に
ぴ
っ
た
り
の
表
紙
に
も
触
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。『
七
つ
の
燈
』
の
ラ
テ
ン
語
名
が
装
飾
に
使
わ
れ
た
そ
の
意
匠
は
、
一
風
変
わ
っ
た
見
事
な
も
の
で
あ
る
。」（Jo
h
n
 B
u
ll, 2
6
 M
ay 1
8
4
9
, 
p
p
.3
2
6
―3
2
7
） 
 
 
 
『
七
燈
』
出
版
直
後
の
批
評
を
悉
皆
収
集
し
た
文
献
に
、B
ro
w
n
ell, R
., T
h
e 
C
o
n
tem
p
o
rary R
eview
s o
f Jo
h
n
 R
u
sk
in
's th
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re, 
P
allas A
th
en
e A
rts, 2
0
1
2
 
が
あ
る
。 
（
二
四
） 
R
u
sk
in
, J., T
h
e W
o
rks o
f Jo
h
n
 R
u
skin
, ed
. b
y C
o
o
k
, E
. T
., an
d
 
W
ed
d
erb
u
rn
, A
., 3
9
 vo
ls., L
o
n
d
o
n
, G
. A
llen
, 1
9
0
3
―1
9
1
2
. 
ラ
ス
キ
ン
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
。
該
博
な
解
題
を
含
み
、
ラ
ス
キ
ン
全
集
の
定
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 
（
二
五
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
八
五
頁
。 
（
二
六
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
三
八
頁
。 
（
二
七
） 
『
七
燈
』
執
筆
当
時
に
ラ
ス
キ
ン
が
参
照
し
た
ラ
テ
ン
語
辞
書
は
不
明
。
本
稿
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で
はL
ew
is, C
. T
., S
h
o
rt, C
., A
 L
atin
 D
iction
ary 
（
電
子
版: 
h
ttp
://w
w
w
.p
erseu
s.tu
fts.ed
u
/h
o
p
p
er/text?
d
o
c=
P
erseu
s%
3
A
text%
3
A
1
9
9
9
.0
4
.0
0
5
9
）
を
主
に
参
照
し
、
ま
たO
xfo
rd
 L
atin
 D
ictio
n
ary 
（O
xfo
rd
 ; 
L
o
n
d
o
n
 : C
laren
d
o
n
 P
ress, 1
9
6
8
―1
9
8
2
）
を
補
助
的
に
用
い
語
義
の
全
体
像
の
把
握
に
努
め
た
。
本
文
に
言
及
の
ラ
テ
ン
語
の
訳
は
注
記
の
な
い
限
り
前
者
を
参
照
し
て
お
り
、
必
要
な
場
合
に
は
注
を
付
し
後
者
（『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ラ
テ
ン
語
辞
書
』）
へ
の
参
照
を
指
示
し
て
い
る
。 
 
 
 
な
お
、
ラ
ス
キ
ン
が
少
年
期
に
用
い
た
ラ
テ
ン
語
辞
書
はA
lexan
d
er A
d
am
, ed
., 
A
 C
o
m
p
en
d
io
u
s D
ictio
n
ary o
f th
e L
atin
 T
o
n
g
u
e, E
d
in
b
u
rg
h
, 1
8
0
5
 
で
あ
る
。V
an
 A
kin
 B
u
rd
, T
h
e R
u
sk
in
 F
am
ily L
etters: T
h
e C
o
rresp
o
n
d
en
ce o
f 
Jo
h
n
 Jam
es R
u
sk
in
, H
is W
ife, an
d
 T
h
eir S
o
n
, Jo
h
n
, 1
8
0
1
―1
8
4
3
, V
o
l.2
, 
Ith
aca, C
o
rn
el U
n
iversity P
ress, 1
9
7
3
, p
.6
8
4
 n
.4
参
照
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
七
燈
』
執
筆
当
時
に
は
羅
英
の
大
辞
典
と
言
う
べ
き
も
の
は
な
く
、
ラ
テ
ン
語
の
七
燈
の
解
釈
に
は
ラ
ス
キ
ン
の
独
創
が
多
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
辞
書
の
参
照
は
あ
く
ま
で
補
助
的
な
も
の
で
あ
る
。 
（
二
八
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
even
 L
am
p
s o
f A
rch
itectu
re
, 3
rd
. ed
., L
o
n
d
o
n
, 
A
llen
, 1
8
8
0
. 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
所
収
。 
（
二
九
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, M
o
d
ern
 p
ain
ters V
o
lu
m
e V
, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, E
ld
er &
 
C
o
., 1
8
6
0
. 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
七
巻
所
収
。 
（
三
〇
） 
第
八
部
第
一
章
。
原
文 
: "th
e L
aw
 o
f H
elp
" 
 
（
三
一
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, S
esam
e an
d
 L
ilies: tw
o
 lectu
res d
elivered
 at M
an
ch
ester 
in
 1
8
6
4
, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, E
ld
er &
 C
o
., 1
8
6
5
. 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
八
巻
所
収
。 
（
三
二
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e Q
u
een
 o
f th
e A
ir: B
ein
g a S
tu
d
y o
f th
e G
reek M
yth
s 
o
f C
lo
u
d
 an
d
 S
to
rm
, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, E
ld
er &
 C
o
, 1
8
6
9
.
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
九
巻
所
収
。 
（
三
三
） 
Jo
h
n
 R
u
sk
in
, T
h
e S
to
n
es o
f V
en
ice: T
h
e F
all, L
o
n
d
o
n
, S
m
ith
, E
ld
er &
 
C
o
., 1
8
5
3
. 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
一
巻
所
収
。「P
O
T
E
S
T
A
S
」
へ
の
言
及
は
二
三
五
ペ
―
ジ
。 
（
三
四
） 
『
七
燈
』
初
版
の
序
に
お
け
る
言
及
。『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
三
頁
。 
（
三
五
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
一
九
巻
、
三
五
二
頁
。 
（
三
六
） 
し
か
し
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
五
巻
の
出
版
以
前
、
ラ
ス
キ
ン
が
自
ら
の
思
想
を
神
話
学
的
観
点
か
ら
整
理
し
始
め
た
時
点
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
。 
（
三
七
） 
A
n
 O
xfo
rd
 G
rad
u
ate, M
od
ern
 P
ain
ters: T
h
eir S
u
p
erio
rity In
 th
e A
rt o
f 
L
an
d
scap
e P
ain
tin
g T
o
 all T
h
e A
n
cien
t M
asters p
ro
ved
 b
y exam
p
les o
f 
T
h
e T
ru
e, th
e B
eau
tifu
l, an
d
 th
e In
tellectu
al, F
ro
m
 th
e W
o
rks o
f M
o
d
ern
 
A
rtists, esp
ecially F
ro
m
 th
o
se o
f J. M
. W
. T
u
rn
er, E
sq
., R
.A
., L
o
n
d
o
n
, 
S
m
ith
, E
ld
er &
 C
o
., 1
8
4
3
. 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
三
巻
所
収
。 
（
三
八
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
解
題
二
三
、
二
四
頁
。 
（
三
九
） 
R
o
b
ert W
illis, R
em
arks on
 th
e A
rch
itectu
re o
f th
e M
id
d
le A
ges, 
esp
ecially o
f Italy
, C
am
b
rid
g
e, J. &
 J. J. D
eig
h
to
n
, 1
8
3
5
. 
（
四
〇
）
以
下
は
メ
モ
の
全
訳
。
原
文
に
つ
い
て
は
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
解
題
二
三
頁
参
照
。
原
文
大
文
字
は
鍵
括
弧
表
記
に
改
め
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
に
は
傍
点
を
付
し
て
い
る
。
以
下
、
注
記
の
な
い
限
り
同
様
。 
 
建
築
の
情
操
表
現
。
禁
欲
的
―
平
和
的
―
威
嚇
的
―
神
秘
的
―
誇
示
的
―
熱
狂
的
。 
大
志
の
表
現
―
難
し
い
加
工
、
ヴ
ォ
―
ル
ト
架
構
、
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
等
、
尖
塔
の
上
昇
性
。 
甘
美
な
建
築
を
考
え
る
：
ど
の
程
度
美
で
あ
る
か
。 
様
式
一
般
。
様
式
の
偉
大
性
を
構
成
す
る
も
の
。
第
一
、
労
働
そ
の
も
の
、
忍
耐
、
技
能
、
信
仰
心
（「
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス
」）。
次
に
、
考
え
る
．
．
．
人
間
の
労
働
。
な
に
も
無
駄
に
し
な
け
れ
ば
す
べ
て
に
は
価
値
が
あ
る
。
こ
の
題
目
の
も
と
で
「
管
理
経
営
の
精
神
〔S
p
irit o
f H
u
sb
an
d
ry
〕」
が
持
て
な
い
か
ど
う
か
を
考
え
る
（
ま
た
、
「
力
〔P
o
w
er
〕」
の
題
目
で
畏
怖
や
不
可
解
性
や
、
そ
れ
ら
が
有
す
る
精
神
に
つ
い
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て
も
考
え
る
）。
た
だ
し
、
作
業
の
た
め
の
作
業
を
見
る
の
も
、
シ
ス
テ
ム
の
完
成
の
た
め
の
作
業
を
見
る
こ
と
さ
え
、
時
に
は
悪
く
な
い
。 
 
（
四
一
） 
「
レ
ビ
人
と
キ
リ
ス
ト
人
の
『
捧
物
』
に
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
で
は
そ
の
射
程
が
ず
っ
と
広
く
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
捧
物
に
は
象
徴
と
し
て
の
意
味
は
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
お
り
、
行
為
自
体
も
犠
牲
的
な
感
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
忝
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。」『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
八
三
六
頁
（「L
am
p
 o
f S
acrifice
」
第
六
節
）。 
（
四
二
） Ib
id
., p
.2
7
8
.  
（
四
三
） 
「
自
分
の
七
燈
を
八
つ
―
あ
る
い
は
九
つ
―
に
し
た
く
な
い
、
あ
る
い
は
単
な
る
平
凡
な
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
並
び
に
し
た
く
な
い
と
い
う
、（
ど
こ
で
言
っ
た
か
は
忘
れ
た
が
）
以
前
告
白
し
た
困
難
」『
七
燈
』
第
三
版
の
注
。『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
三
八
ペ
―
ジ
。 
「
私
は
七
と
い
う
数
字
を
見
る
と
、
い
つ
も
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
私
自
身
、『
七
燈
』
を
書
く
時
分
に
、
こ
れ
を
八
燈
、
あ
る
い
は
九
燈
に
し
な
い
よ
う
、
持
て
る
限
り
の
創
意
を
尽
く
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。」『
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ゲ
ラ
』（『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
二
七
巻
所
収
）、
八
二
頁
（
書
簡
五
）。 
（
四
四
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
一
巻
、
四
五
一
頁
。 
（
四
五
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
八
五
頁
、
初
版
注
お
よ
び
全
集
編
者
注
を
参
照
。 
（
四
六
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
三
巻
、
八
七
頁
。–
 " in
valu
ab
le as th
e 
veh
icle o
f th
o
u
g
h
t, b
u
t b
y itself n
o
th
in
g
" 
（
四
七
） Ib
id
., p
.9
2
. 
（
四
八
） Ib
id
., p
.9
3
.
「
力
の
概
念
（Id
eas o
f P
o
w
er
）」
の
定
義
。「
作
品
を
制
作
し
た
心
的
あ
る
い
は
身
体
的
力
の
知
覚
あ
る
い
は
表
象
。」 –
 "T
h
e p
ercep
tio
n
 o
r 
co
n
cep
tio
n
 o
f th
e m
en
tal o
r b
o
d
ily p
o
w
ers b
y w
h
ich
 th
e w
o
rk
 h
as b
een
 
p
ro
d
u
ced
." 
（
四
九
） Ib
id
., p
.9
4
. 
（
五
〇
） Ib
id
., p
p
.9
4
-
9
8
.
（「
優
れ
て
い
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
」
の
議
論
）。 
（
五
一
） Ib
id
., p
.1
2
8
.  
（
五
二
） 
「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
冒
頭
の
記
述
は
以
下
の
通
り
。
こ
こ
で
は
ラ
ス
キ
ン
の
レ
ト
リ
ッ
ク
上
の
意
図
を
鑑
み
、「P
o
w
er
」
の
語
は
意
図
的
に
曖
昧
に
「
力
」
と
訳
し
て
い
る
。 
「
自
分
に
最
も
快
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
建
築
作
品
を
回
顧
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
大
抵
、
大
ま
か
に
あ
る
二
つ
の
部
類
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
。
一
つ
め
の
建
物
の
分
類
は
そ
の
作
品
に
並
々
な
ら
ぬ
有
難
さ
を
感
じ
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
を
思
い
出
す
と
き
、
人
は
自
ら
心
底
感
服
し
た
心
持
ち
に
な
る
。
他
方
は
近
寄
り
が
た
い
印
象
を
持
つ
。
こ
の
場
合
の
多
く
に
は
、
人
は
そ
こ
に
正
体
不
明
の
威
風
を
感
じ
る
。〔
…
〕
そ
れ
ら
は
美
的
内
容
や
力
的
内
容
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
は
っ
き
り
と
判
別
が
つ
く
。〔
…
〕
よ
り
純
粋
な
美
の
イ
メ
―
ジ
、
よ
り
精
神
的
な
力
の
イ
メ
―
ジ
は
、
何
ら
抵
抗
の
な
い
瞬
間
に
こ
そ
、
対
と
な
っ
て
は
っ
き
り
と
、
厳
然
と
蘇
る
。」『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。 
（
五
三
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
一
三
八
頁
。–
 "I h
ave 
en
d
eavo
u
red
 to
 sh
o
w
 in
 w
h
at m
an
n
er its m
ajesty w
as attrib
u
tab
le to
 a 
sym
p
ath
y w
ith
 th
e effo
rt an
d
 tro
u
b
le o
f h
u
m
an
 life." 
（
五
四
） Ib
id
., p
.1
0
1
. –
 " A
P
H
O
R
IS
M
 1
7
. T
h
e tw
o
 in
tellectu
al p
o
w
ers o
f 
A
rch
itectu
re, ven
eratio
n
 an
d
 d
o
m
in
io
n
" 
（
五
五
） Ib
id
., p
.1
3
8
. 
原
文
の
大
文
字
は
二
重
鍵
括
弧
に
改
め
た
。–
 "Y
es, b
u
t th
at 
is n
o
t w
h
at is m
ean
t in
 th
e 1
7
th
 A
p
h
o
rism
, b
y "D
o
m
in
io
n
" o
r 
G
o
vern
m
en
t" 
（
五
六
） Ib
id
. –
 "o
n
 th
e em
b
o
ssed
 co
ver o
f th
e b
o
o
k
, I p
artly im
p
lied
 it 
[D
o
m
in
io
n
] to
 b
e [w
h
at is m
ean
t], in
 su
b
stitu
tin
g
 'A
u
cto
ritas' fo
r 
'P
o
testas.'" 
（
五
七
） 
前
掲
注
参
照
。 
（
五
八
） Ib
id
., p
.1
0
2
.  
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（
五
九
） 
「
し
か
し
、
こ
の
二
種
の
建
造
物
の
違
い
は
、
自
然
中
の
美
し
い
も
の
と
崇
高
な
も
の
の
間
の
差
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
間
の
作
品
の
中
に
あ
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
の
違
い
で
も
あ
る
の
だ
。」
同
前
、
一
〇
一
頁
。「L
am
p
 o
f P
o
w
er
」
二
節
冒
頭
。
こ
の
言
及
冒
頭
で
は
バ
ー
ク
の
美
学
範
疇
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。 
（
六
〇
） Ib
id
., p
p
.2
8
4
, 2
8
5
.  
「
こ
の
二
種
の
感
情
は
力
の
認
識
お
よ
び
美
の
知
覚
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
区
別
で
き
る
も
の
だ
が
、
両
立
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
前
者
は
し
ば
し
ば
後
者
を
含
み
、
後
者
よ
り
優
位
に
あ
る
。」 
「
従
っ
て
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
多
少
な
り
と
も
価
値
の
あ
る
建
物
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
性
質
の
ど
ち
ら
か
の
著
し
く
発
達
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
し
て
、
注
意
を
そ
の
ど
ち
ら
か
に
絞
っ
て
片
方
だ
け
を
実
現
さ
せ
る
設
計
を
す
れ
ば
、
二
つ
を
結
合
し
完
璧
な
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
よ
り
も
成
功
し
や
す
い
。
そ
れ
は
自
然
自
身
の
作
品
の
中
で
こ
の
二
者
に
異
な
っ
た
立
場
と
機
能
が
あ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
建
築
自
体
に
二
様
の
指
針
〔en
erg
ies
〕
が
あ
る
た
め
に
も
よ
る
。
そ
の
一
つ
は
模
倣
的
な
も
の
で
あ
り
、（
中
略
）
も
う
一
方
は
そ
の
よ
う
な
造
形
〔
自
然
の
有
機
的
造
形
〕
を
随
意
に
配
置
翻
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。」 
（
六
一
） 
こ
れ
は
本
文
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。「
一
方
〔
収
集
〕
の
本
質
は
地
上
に
お
け
る
神
の
作
品
に
対
し
正
し
く
謙
虚
に
敬
意
を
払
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
方
〔
統
御
〕
の
本
質
は
、
そ
う
し
た
神
の
作
品
で
人
間
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
へ
の
支
配
力
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。」（Ib
id
., p
.1
0
2
） 
（
六
二
） Ib
id
., p
.1
3
9
.  
（
六
三
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
三
巻
、
一
〇
九
頁
。 
（
六
四
） Ib
id
. –
 "W
e m
ay in
d
eed
 p
erceive, as far as w
e are acq
u
ain
ted
 w
ith
 H
is 
n
atu
re, th
at w
e h
ave b
een
 so
 co
n
stru
cted
 as, w
h
en
 in
 a
 h
ealth
y an
d
 
cu
ltivated
 state o
f m
in
d
, to
 d
erive p
leasu
re fro
m
 w
h
atever th
in
g
s are 
illu
strative o
f th
at n
atu
re
." 
 
 
 
な
お
、
こ
の
言
及
は
前
掲
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
一
巻
の
学
友
宛
書
簡
に
も
み
ら
れ
る
。「
３
」
と
「
７
」
の
神
聖
視
の
直
前
。 
（
六
五
） Ib
id
., p
.1
1
0
. –
 "in
 all h
ig
h
 id
eas o
f b
eau
ty, it is m
o
re th
an
 p
ro
b
ab
le
 
th
at m
u
ch
 o
f th
e p
leasu
re d
ep
en
d
s o
n
 d
elicate an
d
 u
n
traceab
le
 p
ercep
tio
n
s 
o
f fitn
ess, p
ro
p
riety, an
d
 relatio
n
, w
h
ich
 are p
u
rely
 in
tellectu
al, an
d
 
th
ro
u
g
h
 w
h
ich
 w
e arrive at o
u
r n
o
b
lest id
eas o
f w
h
at is co
m
m
o
n
ly an
d
 
rig
h
tly called
 'in
tellectu
al b
eau
ty
.'" 
（
六
六
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
二
八
五
頁
。 
（
六
七
） Ib
id
., p
.1
0
1
. 
（
六
八
） Ib
id
., p
p
.1
0
1
―1
0
2
.
。「
そ
し
て
表
現
さ
れ
た
能
力
に
比
例
し
た
質
の
高
さ
を
得
る
。」（
原
文 
: "an
d
 receives a su
b
lim
ity h
ig
h
 in
 p
ro
p
o
rtio
n
 to
 th
e p
o
w
er 
exp
ressed
."
）
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「su
b
lim
ity
」
の
語
も
や
は
り
、
バ
―
ク
文
脈
の
も
の
で
は
な
く
、
先
述
の
『
モ
ダ
ン
ペ
イ
ン
タ
―
ズ
』
一
巻
で
定
義
さ
れ
た
、「
程
度
の
高
さ
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
。 
（
六
九
） Ib
id
., p
.2
8
4
.  
（
七
〇
） Ib
id
., p
.1
0
2
. –
 "th
e vast co
n
tro
llin
g
 p
o
w
ers o
f N
atu
re h
erself" 
（
七
一
） Ib
id
.
「
高
等
な
建
物
の
造
形
に
は
、
こ
の
よ
う
に
人
間
の
支
配
能
力
や
総
合
能
力
の
活
動
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
自
然
事
象
中
で
最
も
崇
高
な
も
の
へ
の
共
鳴
感
覚
が
あ
る
。
纏
め
る
力
〔g
o
vern
in
g
 P
o
w
er
〕
と
は
こ
の
共
感
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
目
下
私
が
究
明
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
力
が
果
た
し
て
〔
建
築
設
計
の
中
で
〕
ど
う
機
能
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。」 
こ
こ
で
「P
o
w
er
」
が
大
文
字
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
能
力
」
と
「
権
力
」
の
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
の
明
示
。 
（
七
二
） Ib
id
. –
 "in
 th
is p
rim
al art o
f m
an
, th
ere is ro
o
m
 fo
r th
e m
ark
in
g
 o
f h
is 
relatio
n
s w
ith
 th
e m
ig
h
tiest, as w
ell as th
e fairest, w
o
rk
s o
f G
o
d
" 
（
七
三
） Ib
id
. 
（
七
四
） 
「
宇
宙
の
最
高
か
つ
最
初
の
法
則
、
そ
し
て
生
命
の
別
名
と
は
、
す
な
わ
ち
『
互
助
』
で
あ
る
。」『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
二
〇
七
頁
。 
（
七
五
） Ib
id
., p
.2
0
6
. –
 "th
e M
aker o
f all creatu
res an
d
 th
in
g
s" 
（
七
六
） Ib
id
., p
.2
0
7
. –
 "in
 all th
in
g
s an
d
 etern
ally th
e law
s o
f life
" 
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（
七
七
） Ib
id
., p
.2
0
6
. 
 
 
 
な
お
、
続
け
て
ラ
ス
キ
ン
は
、「H
elp
fu
l
＝H
o
ly
」
と
解
釈
し
、
こ
の
「H
o
ly
」
の
語
の
本
義
も
ま
た
、「
互
助
的
で
あ
る
こ
と
、
害
が
な
い
こ
と
、
汚
れ
が
な
い
こ
と
」（Ib
id
. –
 "H
elp
fu
l, h
arm
less, u
n
d
efiled
"
）
に
あ
る
、
と
し
た
。 
 
 
 
そ
の
他
、『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
―
ズ
』
第
五
巻
に
お
け
る
ラ
ス
キ
ン
は
、
神
の
性
情
を
示
す
形
容
詞
に
逐
次
解
説
を
施
し
、
そ
れ
ら
の
語
も
本
質
的
に
「
生
命
の
生
成
」
や
「
互
助
」
を
含
意
に
有
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
の
形
容
詞
は
芸
術
創
作
や
芸
術
主
体
に
も
応
用
さ
れ
る
。 
 
 
 
「d
ivin
e
」
に
つ
い
て
は
同
前
二
一
五
頁
原
注
（
注
七
八
掲
載
の
「
真
の
創
作
」
概
念
に
付
さ
れ
た
注
）
参
照
。「
現
在
、
我
々
は
『
死
す
べ
き
〔m
o
rtal
〕』
や
『
死
の
ご
と
き
〔d
eath
fu
l
〕』
の
対
義
語
が
『
不
死
の
〔im
―m
o
rtal
〕』
だ
け
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
本
来
こ
れ
ら
の
語
は
『
神
の
如
き
〔d
ivin
e
〕』
の
対
義
語
だ
（「θ
ε
ί
ο
ς
」
の
対
義
語
で
は
な
く
、「α
θ
ά
ν
α
τ
ο
ς
」
の
対
義
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。『
パ
イ
ド
ン
』
六
六
節
）。」 
 
 
 
「sacred
」
に
つ
い
て
は
同
前
二
五
〇
頁
参
照
。「『sacred
』
と
言
っ
た
の
は
意
図
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
語
は
以
上
の
よ
う
に
、
最
も
厳
密
な
意
味
で
は
互
助
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
も
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
容
に
際
し
て
は
従
順
で
あ
り
、
解
決
に
際
し
て
は
堂
々
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
語
の
意
味
な
の
で
あ
る
。」
な
お
、
こ
の
「sacred
」
の
両
義
的
な
語
義
解
釈
は
、「
理
性
的
な
も
の
」
と
「
情
動
的
な
も
の
」
の
対
（
本
文
後
述
）
や
、『
七
燈
』
に
お
け
る
「
敬
意
」
と
「
統
御
」
の
対
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
る
。 
（
七
八
） Ib
id
., p
.2
1
0
. –
 "tru
e in
ven
tio
n
"  
 
「
読
者
方
は
恐
ら
く
、
私
が
創
作
〔in
ven
tio
n
〕
を
こ
れ
だ
け
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
の
創
作
〔tru
e in
ven
tio
n
〕
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
違
い
を
一
度
知
れ
ば
、
創
作
と
は
芸
術
の
最
高
の
質
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
に
、
人
間
の
行
為
や
能
力
な
か
で
も
最
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
創
造
と
い
う
人
間
な
ら
で
は
の
行
為
〔p
re
―em
in
en
tly th
e d
eed
 
o
f h
u
m
an
 creatio
n
〕、
す
な
わ
ち
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
、
詩
作
で
あ
る
。」 
（
七
九
） Ib
id
., p
.2
1
3
. –
 "W
h
ich
 [a tru
e d
eed
], u
ltim
ately, it can
n
o
t b
e, b
u
t b
y a 
p
erso
n
 w
h
o
 k
n
o
w
s, an
d
 in
 h
is d
eed
 o
b
eys, th
e law
s o
f th
e u
n
iverse, an
d
 o
f 
its M
ak
er." 
（
八
〇
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
三
巻
、
九
三
頁
。「
真
実
の
観
念
」（Id
eas 
o
f T
ru
th
）
の
定
義
。–
 "faith
fu
ln
ess in
 a statem
en
t o
f facts b
y th
in
g
s 
p
ro
d
u
ced
."  
（
八
一
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
二
一
三
頁
原
注
。「『T
ru
e
』
と
は
、
語
源
学
的
に
言
え
ば
、「
事
実
と
一
致
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、『
信
じ
て
よ
い
こ
と
』
で
あ
る
。」 –
 "'T
ru
e, m
ean
s, etym
o
lo
g
ically, n
o
t 'co
n
sisten
t 
w
ith
 fact,' b
u
t 'w
h
ich
 m
ay b
e tru
sted
.'" 
（
八
二
） Ib
id
. –
 "th
is kn
o
w
led
g
e is in
 its h
ig
h
est fo
rm
, resp
ectin
g
 th
e w
ill o
f 
th
e R
u
lin
g
 S
p
irit, called
 T
ru
st." 
（
八
三
） Ib
id
.
「
そ
れ
は
事
物
の
現
在
に
関
す
る
認
識
で
は
な
く
、
統
御
霊
の
兆
候
や
性
質
を
鑑
み
る
と
そ
れ
が
未
来
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
認
識
な
の
で
あ
る
。」 –
 "it is n
o
t th
e kn
o
w
led
g
e th
at a th
in
g
 is, b
u
t th
at, acco
rd
in
g
 to
 th
e
 
p
ro
m
ise an
d
 n
atu
re o
f th
e R
u
lin
g
 S
p
irit, a th
in
g
 w
ill b
e." 
（
八
四
） Ib
id
. 
（
八
五
） Ib
id
. 
（
八
六
） Ib
id
.
「
絶
対
的
な
法
へ
の
恭
順
」
と
「
未
来
に
向
け
て
発
さ
れ
た
法
へ
の
恭
順
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、『
七
燈
』
第
三
版
の
警
句
に
も
言
及
が
あ
る
。「L
am
p
 o
f 
T
ru
th
」
掲
載
の
警
句
十
一
に
は
「
必
然
の
法
で
は
な
く
、
規
定
に
よ
る
法
の
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」（"T
h
e in
vio
lab
ility o
f D
ivin
e L
aw
 n
o
t o
f n
ecessity b
u
t o
f 
o
rd
in
an
ce"
）
と
あ
る
の
が
、
こ
の
「
互
助
の
法
則
」
の
「O
b
ed
ien
ce
」
の
二
種
の
定
義
に
対
応
す
る
（『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
七
一
頁
）。
前
者
が
物
理
法
則
な
ど
の
既
成
条
件
を
指
す
の
に
対
し
、
後
者
は
個
々
の
設
計
に
あ
た
っ
て
定
め
ら
れ
る
恣
意
的
な
ル
ー
ル
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
箴
言
原
文
の
「D
ivin
e
」
の
語
に
つ
い
て
は
注
七
七
参
照
。 
（
八
七
） Ib
id
. 
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。 
（
八
八
） Ib
id
. 
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
は
鍵
括
弧
表
記
に
改
め
た
。–
 "it w
as called
 b
y th
e 
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L
atin
s th
e "d
o
in
g
," o
r fid
es, w
h
ich
 h
as p
assed
 in
to
 th
e F
ren
ch
 fo
i an
d
 th
e 
E
n
g
lish
 faith
." 
（
八
九
） Ib
id
., p
p
.3
2
6
-
3
2
7
. 
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
は
鍵
括
弧
表
記
に
改
め
た
。 
（
九
〇
） Ib
id
., p
.lxii
。
こ
こ
で
の
解
題
執
筆
者
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
比
較
言
語
学
は
未
発
達
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 
（
九
一
） Ib
id
., p
.2
1
5
. –
 "H
is w
o
rk
 is essen
tially th
is: it is th
e g
ath
erin
g
 an
d
 
arran
g
in
g
 o
f m
aterial b
y im
ag
in
atio
n
, so
 as to
 h
ave in
 it at last th
e h
arm
o
n
y
 
o
r h
elp
fu
ln
ess o
f life, an
d
 th
e p
assio
n
 o
r em
o
tio
n
 o
f life." 
こ
こ
に
も
知
的
創
作
の
本
質
と
し
て
の
「
収
集
」
と
「
統
御
」
の
対
に
言
及
が
あ
る
。 
（
九
二
） 
Ib
id
., p
.2
5
0
. –
 "th
e n
am
e it ["sacred
 In
ven
tio
n
"] b
ears b
ein
g
 rig
h
tly
 
g
iven
 even
 to
 in
ven
tio
n
 fo
rm
al, n
o
t b
ecau
se it fo
rm
s, b
u
t b
ecau
se
 it fin
d
s" 
（
九
三
） Ib
id
., p
.2
1
5
. 
「
エ
ロ
ス
」
は 
「L
o
ve
」
の
訳
。 
（
九
四
） Ib
id
. 
な
お
先
述
（
注
七
七
）
の
通
り
、
こ
の
「sacred
」
の
語
に
も
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
「
謙
虚
で
あ
り
か
つ
互
助
的
で
あ
る
」
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。 
（
九
五
） Ib
id
. 
（
九
六
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
二
五
頁
。–
 "sacred
 p
rin
cip
les o
f 
faith
, tru
th
, o
b
ed
ien
ce" 
（
九
七
） 
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ラ
テ
ン
語
辞
書
』、「R
E
L
IG
IO
」
項
参
照
。
な
お
、
同
辞
書
に
は
「
誠
実
」
の
語
義
の
掲
載
は
な
い
。 
（
九
八
） Ib
id
. 
（
九
九
） 
注
四
〇
訳
文
参
照
。 
（
一
〇
〇
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
九
巻
、
三
〇
五
頁
。 
（
一
〇
一
） Ib
id
.  
（
一
〇
二
） Ib
id
., p
.3
5
2
. 
（
一
〇
三
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
八
巻
、
六
八
頁
。 
（
一
〇
四
） Ib
id
. 
（
一
〇
五
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
十
九
巻
、
三
五
一
頁
。 
（
一
〇
六
） Ib
id
. 
（
一
〇
七
） Ib
id
., p
.3
5
2
.  
（
一
〇
八
） 
「〔『S
p
irit
』
と
い
う
語
は
〕
ラ
テ
ン
語
の
『
呼
吸
』
の
縮
約
形
で
し
か
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
『
風
』
を
ぼ
ん
や
り
翻
訳
し
た
も
の
で
し
か
な
い
の
で
す
。」
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
一
八
巻
、
七
三
頁
。 
（
一
〇
九
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
一
九
巻
、
三
五
二
頁
。 
（
一
一
〇
） Ib
id
. –
 "a co
n
stan
cy ag
ain
st th
e co
ld
 an
d
 ag
o
n
y o
f d
eath
;" 
（
一
一
一
） Ib
id
., p
.3
5
6
. 
（
一
一
二
） Ib
id
., p
.3
5
4
. –
 "A
th
en
a, as a F
o
rm
ative an
d
 D
ecisive p
o
w
er 
―a 
S
p
irit o
f C
reatio
n
 an
d
 V
o
litio
n
" 
原
文
大
文
字
は
二
重
鍵
括
弧
に
改
め
た
。 
（
一
一
三
） Ib
id
.  
（
一
一
四
） Ib
id
., p
.3
5
1
 n
. 
ラ
テ
ン
語
の
訳
は
ラ
ス
キ
ン
の
注
に
よ
る
解
説
。–
 
" A
th
en
a, fit fo
r b
ein
g
 m
ad
e in
to
 p
o
ttery
"  
（
一
一
五
） Ib
id
., p
.3
5
4
.  
（
一
一
六
） Ib
id
. 
（
一
一
七
） Ib
id
., p
.3
8
8
. 
（
一
一
八
） 
も
っ
と
も
、
ラ
ス
キ
ン
は
自
身
の
神
話
学
が
こ
こ
で
精
確
さ
に
欠
け
る
こ
と
を
前
置
き
し
て
い
る
（Ib
id
.
）。 
（
一
一
九
） Ib
id
. 
（
一
二
〇
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
、
二
二
四
頁
。 
（
一
二
一
） Ib
id
., p
.2
2
3
.  
（
一
二
二
） Ib
id
., p
.2
2
4
.  
（
一
二
三
） 
先
述
。『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
七
巻
二
一
〇
頁
。–
 
"assem
b
lin
g
 b
y h
elp
 o
f th
e im
ag
in
atio
n
" 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
五
巻
、
二
八
、
二
九
頁
で
は
「
高
等
な
感
動
の
た
め
、
構
想
力
に
よ
り
高
等
な
立
脚
点
を
提
示
す
る
こ
と
」（"th
e su
g
g
estio
n
, 
b
y th
e im
ag
in
atio
n
, o
f n
o
b
le
 g
ro
u
n
d
s fo
r th
e n
o
b
le em
o
tio
n
s"
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
伝
『
プ
ラ
エ
テ
リ
タ
』
で
は
『
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
』
三
巻
の
詩
の
定
義
を
改
善
し
、
「
高
等
な
感
動
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
た
め
の
、
構
想
力
に
よ
る
高
等
な
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
配
置
解
決
」
と
し
て
い
る
。–
 "T
h
e arran
g
em
en
t, 
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b
y im
ag
in
atio
n
, o
f n
o
b
le m
o
tive fo
r n
o
b
le em
o
tio
n
" 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
三
五
巻
四
八
三
頁
。 
（
一
二
四
） 
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
八
巻
二
二
四
頁
。 
（
一
二
五
） 
「L
am
p
 o
f M
em
o
ry
」
冒
頭
の
ラ
ス
キ
ン
は
、
人
間
の
営
為
の
記
憶
を
孕
ま
な
い
自
然
を
想
像
し
、
そ
の
よ
う
な
世
界
に
は
光
は
な
い
、
と
誇
張
的
に
語
る
こ
と
で
こ
の
論
旨
を
強
調
し
た
（
同
前
）。
一
方
、『
七
燈
』
第
三
版
の
ラ
ス
キ
ン
は
注
に
お
い
て
、「
し
か
し
す
べ
て
の
光
、
す
べ
て
の
音
楽
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
（
同
前
）
と
語
っ
て
い
る
。 
（
一
二
六
） 
生
命
樹
（
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
）
は
エ
ソ
テ
リ
ズ
ム
で
用
い
ら
れ
る
宇
宙
創
造
の
解
説
図
。
十
の
頂
点
は
セ
フ
ィ
ラ
ー
（「
球
」）
と
呼
ば
れ
、
セ
フ
ィ
ラ
ー
同
士
が
経
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
で
物
質
世
界
の
顕
現
の
過
程
が
表
現
さ
れ
る
。 
こ
の
図
で
は
、
天
地
軸
の
頂
点
に
「
諸
存
在
の
存
在
」
と
呼
ば
れ
る
ケ
テ
ル
（「
王
冠
」）
が
置
か
れ
、
軸
上
に
は
以
下
、
テ
ィ
フ
ェ
レ
ト
（「
修
飾
」）、
イ
ェ
ソ
ド
（「
基
盤
」）、
マ
ル
ク
ー
ト
（「
世
界
」）
が
配
さ
れ
る
。
図
式
全
体
は
中
央
軸
上
の
「
受
肉
」
お
よ
び
「
非
肉
化
」
を
表
す
「
テ
ィ
フ
ェ
レ
ト
」
で
上
下
（「
超
自
然
的
な
諸
力
」
と
「
自
然
内
の
諸
力
」）
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、
下
降
す
る
に
従
い
物
質
性
を
増
す
。 ま
た
、
こ
の
中
心
軸
に
左
右
対
称
に
配
さ
れ
た
セ
フ
ィ
ラ
ー
は
、
世
界
創
造
に
関
与
す
る
と
さ
れ
る
諸
力
を
男
性
原
理
（
右
、
能
動
的
）
と
女
性
原
理
（
左
、
受
動
的
）
に
分
類
し
、
各
層
の
対
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 
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